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注意 

この 本 で 扱う 題材 は 、 中 世 形 面 上 学 の 分 野 に お ける 現代 の 知識 が 許す か ぎり 
正確 な も の だ が 、 そ れ で も 誤り も 含ま れる で あろ う 。 ダ ニ エ ル ・ ハ ー ム ズ 、 ケ 
イオ シア ム 、 そ し て この 本 の 販売 業者 や 小売 業者 は 、 こ の 本 の 内 容 を 使用 し あ 
る い は 誤用 し た 結果 、 所 有 者 、 そ の 家族 ある い は 友人 、 人 類 、 地 球 、 宇 宙 、 さ 
ら に は 高 次 元 と いっ た も の に 、 肉 体 的 、 心 理 的 、 財 政 的 な 害 を 与え を た と し て も 
一 切 責 任 を 持た な い 。 
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:『 ネ クロ ノミ コン の 所 蔵 場所 .…303 
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「 わ れ わ れ は 比 わ も しい も の と 
不 確 実 な も の を 厳格 に 分 けた い の だ !」 
ーー ダグ ラス ・ ア ダム ズ 
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Foreword 


きじ に め に 


Foreword to the First Edition 


第 一 版 へ の 友 


この 本 は 、 リ ン ・ カ ー タ ー の 「 ク トッ ゥ ルー 神話 の 神々 」 と 「 ク トゥ ルー 神話 の 魔 
道 書 」( い ずれ も 1956 年 ) 以来 初め て と な る 、 ラ ヴ ク ラ フト の クト ッ ゥ ルフ 神話 へ の 
ガイ ド で ある 。 当 時 クト ゥ ルフ 神話 小説 を 書い て いた 作家 は 比較 的 少数 し か お ら ず 、 
短い 記事 が いく つか あれ ば クト ッ ゥ ルフ 神話 全体 を 網羅 する こと が で きた 。 そ の 時 以 
来 、 数 百 の クト ゥ ルフ 神話 作品 が 書か れん 、 そ れ に は 詩 、 映 画 、 テ レビ 番組 、 コ ミッ 
ク 雑 誌 、 オ カル ト 文 学 も 含ま れ て いる 。 そ し て 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 作品 は ホラ ー 愛 好 
家 た ちの 間 に か な り の 人 気 を 獲得 し て いる 。 こ の 本 は 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 を 構成 する 
本 、 神 、 人 物 、 場 所 と いっ た デー タ を まとめ る こと を 目的 と し て いる 。 


A Brief History of the Cthulhu Mythos 
クト ッ ゥ ルフ 神話 小 喝 

クト ッ ゥ ルフ 神話 を 読み 始め た ば か り の あな た に 、 順 序 立 て て 説明 し よう 。 ク トッ ゥ 
ルフ 神話 は 、 四 分 の 三世 紀 に も わた る 引 貴 の つなが り と 、 何 百人 も の 作家 た ちの 作 
品 群 で ある 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 に 初め て 接し た 人 の 多く は 、「 ス ター トレ ッ ク 」 や 「 エ 
イリ アン 」 の よう な よく 知ら れ た 作品 に 基づく 多く の 本 、 テ レビ 番組 、 映 画 な ど と 
クト ッ ゥ ルフ 神話 を 比較 する か も し れ な い 。 し か し これ ら と 異な り 、 ク トゥ ルフ 神話 
に は 営業 権 も 、 そ の 知 的 所 有 権 を 保護 し 連続 性 を 保つ た め の 「 規 則 」 な ども まっ た 
く な い 。 誰 で も 自由 に クト ゥ ルフ 神話 小説 を 書き 、 そ れ を 出版 する こと が で きる し 、 
過去 の し きた り を 破壊 する の も 自由 だ 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 以前 に た も 、 あ る 作家 が ほか 
の 作家 の 作品 か ら 登場 人 物 と 設定 を 借り る こと も あっ た が 、 こ れ ほ どの 規模 で 行 な 
われ た こと は 決し て な か っ た 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 は 文学 史上 唯一 の 現象 で ある の だ 。 
まず は その 創造 の 経緯 を 順に 説明 し よう 。 

クト ッ ゥ ルフ 神話 は H. P ラヴ クラ フト (1890 年 ~ 1937 年 ) に よっ て 創造 され た 。 
ラヴ クラ フト は ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス 出身 の 作家 で 、 多 く の 人 が 20 


世紀 で 最も 影響 力 を 持つ (最も 偉大 で は な い に し て も ) 恐怖 小説 家 だ と 見 な し て い 
る 。 彼 は 人 生 の 大 部 分 を 無名 な まま 過ごし 、 彼 の 時 間 の 多く は 友人 と の 文通 と 、 あ 
と に な っ て 有名 に な る 作品 を 書く こと に 捧げ られ た 。 短 い 結 婚 期間 に 2 年 ほど 
ニュ ー ヨ ー ク に 住ん だ こと と 、 幾 度 も アメ リカ 東部 を 回 る 旅行 を し た こと を 別に す 
れ ば 、 ラ ヴ ク ラ フト は 自分 の 母親 と お ば と 共に 暮らし な が ら 、 生 涯 の ほとん ど を プ 
ロ ヴ ィ デ ンス で 過ごし た 。 彼 に 会 っ た 人 が 証言 する よう に 、 彼 は と に か く 強 い 信 念 
と 素晴らし い 機 知 の 持ち 主 で あり 、 彼 と 一 度 も 会 っ た こと が な い 多 く の 人 も 彼 と 親 
愛 に な っ た 。 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 は 「 ウ ィ ア ー ド ・ テ イル ズ 」 な どの パル プ 雑 誌 以 
外 に は めった に 掲載 きれ な か っ た が 、 フ ァ ン タ ジ ー、 サ イエ ンス フィ クシ ョ ン 、 そ 
し て 恐怖 が 調和 し た も の で 、 そ の 中 で も 興 居 が 際立っ て いた 。 

ラヴ クラ フト は 恐怖 の 感覚 を 創造 する た め に 多く の さま ざま な 技巧 を 使っ た が 、 
その 中 で も 効果 的 だ っ た も の の 一 つ に 、 万 い に 連動 する 引 剛 の 使用 が 挙げ られ る 。 
引 忠 は 一 般 的 な 文芸 の 技巧 で あり 、 作 者 が 「 ハ ムレ ッ ト 」、「 キ ャ メロ ッ ト 」 あ る い 
は 「 シ ャ ング リラ 」 に つい て 言及 する と き 、 一 般 に その 単語 に 関連 する イメ ー ジ と 
感情 を 誘発 する こと が 期待 で きる 。 ラ ヴ ク ラ フト は 自分 の 物語 に 従来 形式 の 引 忠 も 
利用 し た が 、 彼 は 自分 の 作品 に 特有 の 創造 物 に 言及 し た り 、 前 後 関係 以外 に は 読者 
が 参照 で き な い も の に 言及 し た り し た こと の 方 が よく 知ら れ て いる 。 ラ ヴ ク ラ フト 
が お も し ろう 半分 に や っ た だ け だ ろう と 言う 者 も いる が 、 彼 は 物語 に ふさ わし い 究 
気 を 与え る る た め に 、 多 く の 時 間 を 費やし 慎重 に 創作 し て いた の だ か ら 、 そ ん な 単純 
な 回 答 は あり えな い 。 私 自身 は 、 ラ ヴ ク ラ フト の 目標 が 「 文 章 の 穴 」 を 作成 する こ 
と で あっ た と 信じ て いる 。 読 者 は その 穴 を 恐ろし いも の に 関す る 自分 自身 の 発想 で 
埋め よう と する だ ろう 。 そ の 結果 、 読 者 個人 個人 用 に あつ ら え た か の よう な 柚 居 が 
創造 され る こと に な る 。 あ と で 説明 する よう に 、 ク トゥ ルフ 神話 の 人 気 の 要因 と な っ 
た の は 、 こ の 作用 が あっ た か ら で は な い だ ろ うか 。 

ラヴ クラ フト は ダン セイ ニ 卿 (1878 年 て 1957 年 ) を 認め て いた 。 こ の アイ ル ラ 
ンド の ファ ンタ ジー 作家 の 作品 は 当時 か な り の 人 気 を 博 し て お り 、 自 分 自身 の 神話 
を 創造 する と いう 発想 を ラヴ クラ フト に 与え た 。 ダ ン セ イニ は 『 ペ ガー ナ の 神々 』 
( 1904 年 ) で 、 想 像 上 の 地 ペ ガー ナ を 創造 し 、 そ こ に は 完全 な 神 性 た ちと 神話 が 含 
まれ て いた 。 ま た 、 見 落と し て は な ら な いも う 一 つの 影響 は テー サー・ マ ッ ケ ン 
(1863 年 て 1947 年 ) で ある 。 こ の ウェ ー ル ズ の 作家 は その 短編 「 白 魔 」 の 中 で 「 マ 
オォ 遊び 」 や 「 真 紅 の 儀式 」 な どの 恐ろし い 魔法 の 存在 を 暗示 し た 。 ダ ン セ イニ は 長 
敬 の 念 を 作り 出す た め 、 マ ッ ケ ン は 罪 と 黒 魔術 へ の 反感 を 誘発 する た め に 引 貴 を 使 
用 し た が 、 ラ ヴ ク ラ フト は 宇宙 的 恐怖 を 喚起 する た め に 同じ 技巧 を 使用 し た (た だ 
し この 有 雰囲気 は 壮大 な 宇宙 へ の 信 威 に 取っ て 代わ る こと も あっ た )。 

これ ら の 引 足 を 通し て ラヴ クラ フト は 、 彼 の 「 ク トゥ ルフ 神話 」( こ れ は ラヴ クラ 
フト の 死後 に オー ガス ト ・ ダ ー レ ス に よっ て 作り 出さ れ た 用 語 で ある ) を 確立 し た 。 
ラヴ クラ フト の 物語 の 多く に は 神 性 と いっ て も よい 、 と て つも な く 強 力 な 存在 が 現 
れる 。 こ れ は オー ルド ・ ワ ン あ る い は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 呼ば れ 、 さ ま ざ 























は 人 め に @ ZZ e 


まな 時 代 に 魔物 ある い は 神 、 と き に は 異 星人 と し て 現れ る 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン は 、 か つて 地球 を 支配 し て いた が 、 は る か 昔 に 無力 化し 、 現 在 で は 眠っ て 死に 
近い 状態 に ある 。 こ れ ら の 中 で 最も 有名 な の が クト ゥ ルフ 、 つ まり 太平 洋 の 海底 に 
ある ルル イエ 大 陸 の 墓 で 眠る イカ の よう な 存在 で ある 。 ほ か の 神 性 に は 時 を 超え た 
と ころ に 棲む 謀 目 に し て 知性 の な い ア ザ ト ー ス 、「 門 と 門 の 鍵 」 ヨ グ ニ テニ ソ トー ス 、 
ほか の オー ルド ・ ワ ン の 使者 で 「 遣 い 寄 る 混 沖 」 ニャ ル ラ ト テ ッ プ な ど が いる 。 

オー ルド ・ ワ ン は テレ パシ ー の 力 を 使っ て 影響 され や すい 人 間 に 語 りか けた 。 人 
間 た ち は オ ー ル ド ・ ワ ン を 崇め る カル ト を 創設 し 、 口 碑 を 書き 残し た 。 書 き 残さ れ 
た 本 の 中 で 最も 重要 な も の は 、 正 気 を 失っ た アラ ブ 人 、 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド 
に よっ て 西暦 700 年 に 書か ん た 『 ネ クロ ノミ コン 』 で あっ た 。 ま た ほか に も 『 ナ コ 
ト 写 本 』 や 『 フ サン の 謎 の 七 書 』 な どの よう に オー ルド ・ ワ ン に つい て 不明 瞭 な 言 
及 を する 本 が あっ た 。 さらに 複雑 な こと に 、 地 球 に は 水生 の 深き も の か ら 時 間 を 旅 
行 す る イス の 偉大 な る 種族 に 及ぶ 、 多 く の 異 界 の 種族 が 棲ん で いた 。 こ れ ら の 種族 
の 中 に は オー ルド ・ ワ ン に 仕え る も の も あれ ば 、 自 分 自身 の 問題 に か か りき り の 種 
族 も ある 。 カ ジュ アル な 読者 に は ここ まで で 十分 だ ろう 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 を 構成 す 
る 要素 の 大 部 分 は これ ら の 変形 だ か ら だ 。 

ラヴ クラ フト は 自分 の 創造 し た 神 性 を 決し て 体系 化し た り は し な か っ た が 、 そ れ 
ら が 彼 の 書く 物語 を 良く する と 感じ た な ら ば 、 新 し い 要 素 を 創造 し た り 、 以 前 の 要 
素 を 変更 し た り し た 。 例 えば 「 ダ ニッ チ の 人 怪 」(1928 年 ) で は 、 オ ー ル ド ・ ワ ン は 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の 呪文 を 読む こと に よっ て 呼び 出し 、 ま た 退散 させ る こと が で きる 
伝統 的 な 魔物 の よう な 存在 と し て 描か れ て いた 。 し か し 短編 「 狂 気 の 山脈 に て 」 
(1931 年 ) で は 、「 オ ー ル ド ・ ワ ン 」 と いう 言葉 を 、 南 極 で 都市 を 建設 し た 細 が ある 
ヒト デ に 似 た 異 星人 を 描写 する の に 使用 し た 。 ラ ヴ ク ラ フト は 前 に 書い た も の に 締 
られ る 必要 を 感じ て いな か っ た 。 む し ろ 変 更 し た り 、 加 工 し た り し て 、 そ れ ぞ れ の 

語 の 雰囲気 を 高め た 。 

時 間 が 経つ に つれ 、 ラ ヴ ク ラ フト は パル プ 雑 誌 に 書い て いた ほか の 作家 と 文通 し 、 
論 人 コナ ン を 生み 出し た ロバ ー ト E. ハワード や 古典 『 サ イコ 』 を 書い た ロバ ー ト ・ 
ブロ ッ ク な ど と 友人 に な っ た 。 こ の グル ー プ は 自分 の 作品 を 送っ て 互い に 批評 し 合 
うこ と も 多く 、 こ こ に クト ゥ ルフ 神話 が ラヴ クラ フト の 周り で 成長 し 始め た 。 こ れ 
ら の 作家 た ち は 自 分 の 作品 に ほか の 作家 の 創造 し た も の の 引 貴 を 挿入 し 始め た の で 
ある 。 ラ ヴ ク ラ フト 自身 は すでに 「 魔 宴 」(1923 年 ) の 中 で 、 あ る カル ト の 蔵書 の 
中 に アン ブロ ー ズ ・ ビ アス の 架空 の 本 『 科 学 の 和 驚 異 』( 短 編 「 人 と 蛇 」 か ら ) を 滑り 
込ま せる こと に よっ て 、 彼 の いわ ば 文献 の 相互 引用 が 始ま っ た 。 ラ ヴ ク ラ フト の 仲 
間 の 作家 た ち が こ の こと に 気づい て いた か は 不明 だ が 、 い ずれ に せよ いっ た ん 貸し 
借り が 始ま る と 、 そ れ は 向 く べき 速度 で 進み 始め た 。 

ラヴ クラ フト が 創造 し た も の を 借用 し て 書か れ た 最初 の 物語 は 「 喰 ら う も の ども 」 
(1928 年 ) と いう フラ ンク ・ ベ ルナ ッ プ ・ ロ ング の も の で 、 そ れ に は ラヴ クラ フト 
の 『 ネ クロ ノミ コン 』 か ら の 銘文 が 挿 信 され て いた 。 こ こ か ら 借 用 の 流れ が 始ま っ た 。 

















誰 ち も ラヴ クラ フト に 彼 の 創造 物 を 使用 する 許可 を 求め た よう に は 思え な い が 、 ラ ヴ 
クラ フト は それ を 楽し み 、 少 し 変更 を 加え る こと も あっ た が 、 彼 ら 自 身 が 創造 し た 
も の を 自分 の 作品 に 使用 し 始め た 。 例 えば 、 ラ ヴ ク ラ フト は 「 閣 に 嘱 く も の 」 に 友 
人 クラ ー ク ・ ア シュ トン ・ ス ミス の ヒキ ガエル 神 「 ツ ァ ト ゥ ッ グ ァ 」 へ の 短い 言及 を 
和信 れ た 。 そ の 後 ま も な く ス ミス は 、「 妖 術 師 の 帰還 」 と いう 物語 で ラヴ クラ フト の 『 ア 
ル ・ ア ジフ 』、 別 名 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 使用 し た 。 ま た 、 ラ ヴ ク ラ フト は 彼 が 好き 
な アー サー・ マ ッ ケ ン 、 ロ バー ト W. チェ ン バ ー ス 、 エ ドガ ー・ ア ラン ・ ポ オ な ど 
の よう な 作家 た ち が 創 造 し た も の も 取り 入れ た 。 彼 は の ち に 、 こ うい っ た 借用 が 自 
分 の 物語 に より 説得 力 を 持た せる よう な 共通 の 基盤 を 確立 する の だ と 主張 し た の だ 
が 、 こ れ は 後 づ け の 理由 の よう に 思え る 。 し か し 確か に 説得 力 は 増し た に 違い な い 。 
ラヴ クラ フト は 人 生 の 後半 に な る と 、 ク トゥ ルフ と 『 ネ クロ ノミ コン 』 が 本 当 に 存 
在 す る の か 知り た が る 好奇 心 の 強い 読者 た ちか ら 、 多 く の 手 紙 を 受け 取る よう に 
な つた 。 

ラヴ クラ フト の 創造 し た 神 性 が オカ ルト か ら 発 想 を 得 た の で は な いか と 思っ て い 
る 人 も いる 。 ラ ヴ ク ラ フト ・ サ ー ク ル の メン バー の 多く は オカ ルト に 関す る 何ら か 
の 知識 を 持っ て いた が 、 そ れ は 主 に 一 般 に 手 に 入る 作品 か ら 得 た も の だ っ た 。 公立 
図書 館 で 手 に 入ら な いも の は ほん の わずか で あっ た し 、 彼 ら が 秘密 結社 に か か わっ 
て いた と か 、 禁 制 の 伝承 の 情報 源 に 近づく 手段 を 持っ て いた と か と いう こと を 示す 
も の は まっ た く な い 。 そ も そ も ラ ヴ ク ラ フト と 彼 の 友人 た ち は 唯 物 論 者 で 、 オ カル 
ト を ほとん ど 信 じ て い な か っ た 。 し か し 、 神 話 や 民間 伝承 と 同様 に オカ ルト や それ 
に 関す る 本 を 読む こと は 、 彼 ら の 作品 に 秘密 主義 的 な 要素 を 加え る こと と な り 、 そ 
れ を の ちの オカ ル テ ィ ス ト が すばやく 利用 し た の で ある 。 

1937 年 の ラヴ クラ フト の 死 は 、 サ ー ク ル の メン バー に 強い 衝撃 を 与え た 。 そ し 
て 多く の メン バー が か な り 長 い 間 、 ク トゥ ルフ 神話 作品 を 書く の を や め て し まっ た 。 
ラヴ クラ フト の 作品 と 、 ほ か の クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 の 両方 の 普及 に 最も 貢献 し た の 
は ラヴ クラ フト の ウィ スコ ン シ ン の 若い 文通 相手 で 、「Sac Prairie」 シリ ー ズ で ア 
メリ カ の 文芸 界 で ちょ っ と し た 地位 を 築い て いた オー ガス ト ・ ダ ー レ ス で あっ た 。 
ラヴ クラ フト の も う 一 人 の 若い 友人 、 ドナ ルド ・ ワ ンド レイ と 共に ダー レス は 、 アー 
カム ・ ハ ウス と いう ラヴ クラ フト ら の グル ー プ の 作品 専門 の 小さ い 出 版 社 を 設立 し 
た 。 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 集 『Outsider and Others』 (1939 年 ) を 手始め に 、 ダ ー レ 
ス は 歴史 上 最も 名 声 を 集め 、 か つ 粘 り 強 い サ イエ ンス フィ クシ ョ ン 出 版 社 の 一 つ に 
まで アー カム ・ ハ ウス を 育て た 。 主流 の 出版 社 が これ ら の 作家 が 書く 作品 に ほとん 
ど 注意 を 向け て いな いと き に この よう な 本 を 出版 し た こと は 賞 黄 に 値する 。 

と は いえ 、 ダ ー レ ス の ラヴ クラ フト の 扱い 方 に は それ ほど 快く な い 側 面 も あっ た 。 
ラヴ クラ フト の 作品 の 権利 を 所 有 し て いる と いう 彼 自 身 の 主 張 こ に は か ね て か ら 疑 問 
が 持た れ て いる が 、 彼 は それ どこ ろか 、 ラ ヴ ク ラ フト の 執筆 し た も の だ け で な く 、 
ラヴ クラ フト 自身 に 関し て 書か れ た こと も 取り 仕切 ろう と し 始め る 。 ダ ー レ ス は ク 
トゥ ルフ 神話 作品 に 対し て も ほぼ 同じ よう な や り 方 を と る よう に な る 。 時 に は アー 
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カム ・ ハ ウス の 同意 な し で は 誰 も クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 を 出版 で き な い な ど と に お わ 
せる こと も あっ た 。 死 の 近く に な っ て ダー レス は 、 ラ ヴ ク ラ フト が 特定 の 文通 相手 
た ち (名 前 は 挙げ られ て いな い ) を 彼 の 「 弟 子 」 に 指名 し て お り 、 彼 ら (そし て ダー 
レス 自身 が 指名 し た 者 ) だ けが クト ゥ ルフ 神話 に 作品 を 加え る こと が で きる と さえ 
主張 し た 。 ダ ー レ ス が ラヴ クラ フト の 作品 と クト ゥ ルフ 神話 作品 の 両方 の 普及 に 大 
き な 頁 献 を し た と は いえ 、 彼 が も っ と 手綱 を 緩め て いた な ら ば これ ら の 作品 が どう 
な っ て いた か 思わ ざる を えな い 。 

ラヴ クラ フト の 死後 、 ラ ヴ ク ラ フト の 創造 し た 神 性 に 「 ク トゥ ルフ 神話 」 と 名 づ 
けた の は ダー レス で あっ た 。 同 時 に 彼 は 独自 の 解釈 を 神 性 に 付け 加え た 。 彼 の 最も 
重要 な 寄与 は 旧 き 神 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 戦争 し 、 彼 ら の 「 犯 罪 」 を 理由 
に 閉じ 込め た 友好 的 な 神々 の 一 団 で あっ た 。 旧 き 神 は ダー レス と マー ク ・ ス コラ ー 
の 合作 の 一 つ 「 潜 伏 す る も の 」 に 初め て 登場 する 。 ラ ヴ ク ラ フト の 存命 中 に この 物 
語 は 出版 され て いる の で 、 ダ ー レ ス は 彼 が 神話 に 追加 し た こと に ラヴ クラ フト が 沈 
黙 し て いた こと を も っ て 、 承 認 の し る し と みな し た か も し れ な い 。 ま た 、 ダ ー レ ス 
は 「 黒 魔術 」 を 実践 し た た め に 追放 され た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン に つい て の ラ 
ヴ ク ラ フト の 引用 名 を 知っ た 。 こ の 引用 旬 は 、 ラ ヴ ク ラ フト の 文通 相手 の 一 人 が 間 
接 的 に 語っ た も の で 、 ラ ヴ ク ラ フト の 手紙 の いずれ に も 発見 され て は いな か っ た が 、 
ダー レス は 自分 が 創造 し た 旧 き 神 に 認可 を 与え る も の と し て それ に 飛び つい た 。 ラ 
ヴ ク ラ フト の 神 性 は 明らか に 善 と か 悪 と か いっ た 人 間 の 概念 と は 異質 な 存在 で ある 
の だ が 、 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 の 中 に ダー レス の 解釈 を ほのめかす 数 節 が ある こと を 
指摘 する 者 も いる 。 

ダー レス の も う 一 つの クト ッ ゥ ルフ 神話 へ の 大 き な 追 加 は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 水 、 地 、 火 、 空 気 の 四 大 元素 と 関連 づけ た こと で ある 。 彼 は 水 と 地 に は 多く 
の 存在 を 当て は め る こと が で きた が 、 空 気 と 火 に 当て は まる 存在 を 見 つけ る こと に 
は か な り 苦 労 し た 。 多 く の 者 は その よう な 系 図 は 役に立た な いと し て 認め な か っ た 
が 、 ダ ー レ ス は すぐ に 火 の ク トゥ グ ァ や 、 空 気 の 存在 で ある イタ ク ァ や ロイ ガー な 
どの 彼 自身 が 創造 し た も の で 、 そ の すき 間 を 埋め 始め た 。 す で に 指摘 され て いる よ 
うに 、 そ れ ぞ れ の 存在 を どこ に 分 類する か に お ける ダー レス の 決定 の 多く は 気 ま ぐ 
れ で 、 矛 盾 し て お り 、 さ ら に その よう な 系 図 の 手がかり は ラヴ クラ フト の 物語 の ど 
こ に も 存在 し て いな い 。 

これ ら の 解釈 が ダー レス の 物語 の 中 に だ け 現 れ た と いう の な ら 、 あ る 程度 理解 で 
きた だ ろう 。 し か し ダー レス は それ に と ど ま ら ず 、 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 へ の 序文 に 
も それ を 書き 続け た 。 し か も それ が ラヴ クラ フト が 「 本 当 に 」 言 っ て いた こと で あっ 
た と 主張 し た 。 フ ー コ ー が 権力 と 知 の 関係 に つい て 言っ た よう に 、 ダ ー レ ス は ラヴ 
クラ フト の 作品 を 、 そ の 出版 を 制御 する の と 同じ よう に 、 そ れ を どう 解釈 する か も 
制御 し て いた と いう こと か も し れ な い 。 も っ と も ダー レス が 生き て いる 間 で さえ 、 
自身 の り ク トゥ ルフ 神話 小説 に ダー レス に よる 追加 の すべ て を 使用 し た 作家 は ほとん 
どい な か っ た と いわ れ て いる 。 
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1940 年 代 、1950 年 代 を 通し て アー カム ・ ハ ウス は 、 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 、 彼 の 
仲間 の 作家 や 彼 に 触発 され た 人 に よる 作品 、 彼 の 作品 の 批評 、 彼 の 伝記 な ど を 世に 
出し 続け これら は 『Something about Cats』(1949 年 ) や 『Shuttered Room』 
(1959 年 ) の よう な 本 に まとめ られ て 出版 され た 。 ダ ー レ ス は 短編 集 『The Mask 
of Cthulhu』 (1958 年 ) や 、 小 説 『 永 効 の 探求 』(1952 年 ) な どの 、 自 分 自身 の フィ 
クシ ョ ン を 大 量 に アー カム ・ ハ ウス か ら 出 版 し た 。 同 時 に 彼 は ラヴ クラ フト と の 多 
く の 「 死 後 の 共 著 」 を 書い た 。 こ れ ら は ラヴ クラ フト に よる 簡潔 な 筋書き や 覚書 に 
基づき 、 ダ ー レ ス の 手 で 完成 され た の ち に 両者 の 名 前 の も と に 出版 され た も の で あ 
る 。 ラ ヴ ク ラ フト の 作品 は ほか の 出版 社 か ら も 出 始め た が 、 こ の 時 期 ア ー カ ム ・ ハ 
ウス 以外 か ら 出 版 さ れ た ほか の クト ゥ ルフ 神話 作品 は ほとん ど な か っ た 。 

1960 年 代 に な る と 、 ラ ヴ ク ラ フト 関連 の 事案 が 疾走 を 始め る 。 こ の 時 期 ア メリ 
カ で は ラヴ クラ フト の 作品 は 批判 的 な 注目 を 集め 始め た が 、 海 外 で は 温か く 受 け 入 
れ ら れ た 。 よ り 重 要 な こと は 、 ラ ヴ ク ラ フト 作品 の 新しい ペー パー バッ ク 版 が 、 最 
初 の 映画 化 に 合わ せ て すでに 登場 し て いた こと で ある 。 推 測 だ が 、 映 画 化 権 を 売っ 
た こと で アー カム ・ ハ ウス は 利益 を 得 た の か も し れ な い 。 ア ー カ ム ・ ハ ウス は 今 で 
も 増刷 され 続け て いる ラヴ クラ フト 作品 の 3 巻 セ ッ ト (『 ダ ニッ チ の 人 怪 』、『 狂 気 の 
山脈 に て 』、 お よび 『 ダ ゴン 』) を 出版 し た 。 ま た 、 ア ー カ ム ・ ハ ウス は 二 人 の 新人 
作家 、 ラ ムジ ー・ キ ャ ン ベ ル と ブラ イア ン ・ ラ ムレ イ の クト ッ ゥ ルフ 神話 物語 を 出版 
し た 。 二 人 は 、 興 怖 小説 の 世界 に 大 き な 足 跡 を 残す こと に な る 。 

1971 年 の ダー レス の 死後 、 ラ ヴ ク ラ フト の 人 気 は 邊 異 的 な 速度 で 増大 し た ( こ 
の 二 つ の 出来 事 に 関連 が ある か どう か は 激しく 議論 され る と ころ で ある )。 わ か っ 
て いる こと は 、1970 年 代 が 、 ラ ヴ ク ラ フト の 流行 が さま ざま な 方 面 と 結び つい て 
いる こと で ある 。 L. スプ レイ グ ・ デ テキ ャ ンプ が 彼 の 有名 な 作品 『Lovecraft: A 
Biography』( ラ ヴ ク ラ フト 伝 ) を 出版 し (1975 年 )、 オ カル ティ スト の ケネス ・ グ 
ラン ト は 『 魔 術 の 復活 』(1972 年 ) の 中 で アレ イス ター・ ク ロウ リー の 作品 と ラヴ 
クラ フト の 創造 し た 象 微 と を 関連 付け た 。 そ し て ブラ イア ン ・ ラ ムレ イ の 『 地 を 容 
つ 魔 』(1974 年 ) や E. P バー ル グ ン ド の 短編 集 『The Disciples of Cthulhu』 (1976 
年 ) な どの クト ゥ ルフ 神話 の 本 が 和 公 異 的 な 速度 で 発表 され た 。 こ の 時 期 の 誘導 灯 の 
ー つ は リン ・ カ ー タ ー で ある 。 彼 は 多 作 な 作家 で 、 バ ラン タイ ン 社 の アダ ルト ・ フ ァ 
ンタ ジー・ シ リー ズ の 編集 者 で も あり 、 彼 の 短編 集 に は クト ゥ ルフ 神話 作品 が よく 
収録 され て いた 。 ま た 、「Dagon Esoteric Order」( ダ ゴン 秘密 教団 ) な どの アマ チュ 
ア 同 人 グル ー プ の 活動 も 成 ん に なり 、 そ の メン バー は お 王 い に 文芸 批 評 と 創作 で 
いっ ぱい の 小冊子 や 同人 誌 を や り 取 り し た 。 ラ ヴ ク ラ フト 愛好 家 に と っ て 良い 時 代 
で あっ た 。 

ラヴ クラ フト = テク トッ ゥ ルフ 神話 ファ ン の 多く に と っ て 残念 な こと に 、1970 年 代 
に 最も 影響 力 が あっ た ラヴ クラ フト 的 作品 は 上 記 の 活動 の 中 か ら 生 まれ た も の で は 
な か っ た 。 そ れ は さま ざま な 版 で 出版 され た 、 ラ ヴ ク ラ フト の 架 空 の 本 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 で あっ た 。 最 も 影響 力 が あっ た の は 「The Warlock Shop in Brooklyn ( 現 
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在 の Magickal Childe in Manhattan) 」 で 翻訳 (? ) され た 「 サ イモ ン の ネクロ ノミ 
コン 」 と 呼ば れる 、 ラ ヴ ク ラ フト の クト ッ ゥ ルフ 神話 と シュ メー ル 神 話 を 結び 付け た 
魔道 書 で あっ た 。 そ れ に 続く の は ジョ ン ・ ヘ へ ヘイ と コリ ン ・ ウ ィ ル ソン に よる 『 魔 道 
書 ネ クロ ノミ コン 』 で あっ た 。 こ の 本 は 、『 ネ クロ ノミ コン 』 は ラヴ クラ フト が 父親 
を 通し て 得 た フリ ー メ ー ソ ン の 日 侯 に 触発 され た も の だ と し て いる 。 シュメール 神 
話 も フリ ー メ ー ソ ン も ラヴ クラ フト の 作品 に 大 き な 影 響 を 与え て いな い の に 、 上 記 
の 本 の 読者 の 大 部 分 は それ を 理解 し て いな か っ た し 、 こ の 誤解 は 現在 で も まだ 流布 
し て いる 。 

この 時 期 、 ラ ヴ ク ラ フト に 文芸 批評 と し て 関心 を 持つ 人 々 と 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 
方 に より 興味 を 持つ 人 々 と の 間 に 分 像 が 起こ っ た 。 ダ ー レ ス は 、 存 命中 に 自分 の ア 
ン ソ ロジ ー の 中 に クト ゥ ルフ 神話 作品 と 共に 批評 も 出版 し よう と し て いた の だ が 、 
彼 の 死後 、 状 況 は 悪化 し た 。 ラ ヴ ク ラ フト 研究 者 た ち は 、 す べ て の 読者 に ラヴ クラ 
フト 作品 に 対す る 自身 の 解釈 を 押し 付け る ダー レス に 怒り を 覚え る よう に な っ た 。 
さら に 彼ら は 、 ほ か の クト ッ ゥ ルフ 神話 作家 と ラヴ クラ フト を 切り 離し 、 作 品 の 哲学 
や 文芸 へ の 影響 の よう な 、 作 品 の ほか の 面 を 強調 する た め に 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 要 
素 を 強調 し な いよ うに し た 。 こ の 分 裂 は 完全 に 平和 裏 に 行なわ れ て いた わけ で は な 
く 、 何 人 か の 作家 は ラヴ クラ フト の 批評 と クト ゥ ルフ 神話 作品 の 両方 を 書い て いる 
が 、 二 つの 人 々 の 間 に は 緊張 が まだ 存在 し て いる 。 

1980 年 代 に 入っ て 、 ラ ヴ ク ラ フト の 流行 は 次 第 に 廃れ て いっ た 。 な ぜ そ うな っ 
た の か の 理由 を 語る こと は 難し い が 、 そ れ は 題材 が 流布 する 手段 と 関係 が あっ た の 
か も し れ な い 。 ダ ー レ ス の 死後 、 ア ー カ ム ・ ハ ウス は クト ゥ ルフ 神話 フィ クシ ョ ン 
か ら 遠 ざか り 始め た 。 ま だ ラヴ クラ フト 作品 を 発行 し て は いた が 、 よ り 伝 統 的 な バ 
ラ エ ティ ー の SF 小説 や 吉 居 小説 に 中 心 を 置く よう に な っ た 。 こ の 状況 を 見 て アー 
カム ・ ハ ウス の 後継 者 と し て 名 乗り を 上 げ る 出版 社 は まっ た く な く 、 ク トッ ゥ ルフ 神 
話 小説 の 多く は さま ざま な アン ソロ ジー、 雑 誌 、 お よび 小 出 版 物 に 登場 する だ け と 
な っ た 。 浴 在 的 ファ ン は 、 品 づ て と いう 困難 な 手段 を 除い て は この 題材 を 見 つけ 出 
す 方 法 は まっ た く な か っ た 。 そ の 時 に は そもそも 読者 も 少な く な っ て いた 。 お そら 
く 作品 の 方 に も 問題 が あっ た の だ ろう が 、 そ れ が お そら く 最 も 重要 な 問題 で あっ た 。 

次 の 15 年 の 間 、 ラ ヴ ク ラ フト 的 な 題材 は ほとん ど 市 場 に 登場 せ ず 、 ク トゥ ルフ 
神話 が 単なる 一 時 的 な 流行 で あっ た か の よう に 見 えた 。 し か し 、 次 の 再起 の 基礎 は 
すでに 築 か れ て いた 。 最 も 重要 な 要素 の 一 つ は 1981 年 に “クト ゥ ルフ 神話 TRPG 
(ロー ルプ レイ ング ゲー ム ) が 発売 され た こと で ある 。 ゲ ー ム を 制作 し た サン ディ ・ 
ピー ター セン は 多く の さま ざま な クト ッ ゥ ルフ 神話 作家 の 作品 を 結合 し 、 モ ンス ター 
と 魔道 書 本 を 取り 入れ て 自分 の ゲー ム の 背景 を 形作っ た 。“ ク トゥ ルフ 神話 TRPG” 
は この ゲー ム に 出会わ な けれ ば あり えな か っ た は ず の 、 多 数 の 人 々 の 注意 を ラヴ ク 
ラフ ト と クト ッ ゥ ルフ 神話 に 向け た 。 ピ ー タ ー セ ン が 作っ た 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 に 登場 
する 非常 に 強力 な 存在 を 差す 「Outer God」( 外 な る 神 ) と いう 言葉 は 、 ま だ 影響 
が ほとん ど な い よう で 、 小 説 に 登場 し た の も ご く 最 近 だ が 、 フ ァ ン に 広く 受け 入れ 
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られ る 素地 は で き て お り 、 将 来 注目 され る 作品 も 登場 する だ ろう 。 

現在 、1990 年 代 半 ば に お いて 、 ラ ヴ ク ラ フト と クト ッ ゥ ルフ 神話 は 今 ま で より も 
ずっ と 一 般 的 に な り 、 多 く の さ ま ざ ま な 媒体 に お いて 新しい 作品 が 絶え ず 登 場 し て 
いる 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 成長 に 影響 し た 最新 の 要素 の 一 つが イン ター ネッ ト の 拡大 
で ある 。 こ の 新 技術 の 影響 を 公正 に 評価 する に は まだ 早 過 ぎる か も し れ な い が 、 世 
界 中 の クト ゥ ルフ 神話 ファ ン を 一 つ に する た め に すでに 多大 な 頁 献 を し て いる 。 き さき 
ら に 、 そ れ は クト ッ ゥ ルフ 神話 小説 の 発表 を ずっ と 簡単 に し そう で ある 。 ア マチ ュ ア 
が 以前 は 流通 させ にくい 機関 誌 に 自分 た ちの 作品 を 発表 し て いた の に 対し 、 今 で は 
ウェ ブ ペ ー ジ に それ を 置い て 数 千 、 何 百 万 も の 人 々 が それ を 読む こと が で きる 。 よ 
り 多 く の 人 々 が イン ター ネッ トコ ミュ ニテ ィ に 加わ っ て ゆく だ ろう し 、 そ れ に よっ 
て クト ッ ゥ ルフ 神話 は 以前 より さら に 広い 聴衆 に も 届く だ ろう 。 

それ で 、 な ぜ ク トッ ゥ ルフ 神話 は こん な に 一 般 的 に な っ た の だ ろう か ? これ を 説 
明 し うる さま ざま な 理由 が ある 。 最 初 に まず その 多様 性 で ある 。 ダ ン セ イニ 、 マ ッ 
ケン 、 そ し て チェ ン バ ー ス の 神話 は 限定 され た も の だ っ た 。 一 人 の 作者 の 物語 に 登 
場 し 、 そ の 結果 た だ 一 つの 雰囲気 と スタ イル を 持っ て いた 。 初 期 の クト ゥ ルフ 神話 
作家 は 、 さ ま ざ ま な スタ イル と 題材 を 使っ て 作品 を 書き 、 そ れ が クト ッ ゥ ルフ 神話 を 
より 多く の 人 々 に と っ て 興味 深い も の に し た 。 深き も の が 嫌い な 人 で も 、 イ ス 人 は 
好き か も し れ な い 。 そ し て 、 そ の 逆 も また あり うる 。 二 つ 目 の 理由 は 既存 の 神話 へ 
の 類似 か も し れ な い 。 ラ ヴ ク ラ フト が 自分 の 神 性 を 想像 する 際 に 、 彼 は 伝承 に 関す 
る 自分 の 膨大 な 知識 を 使用 し 、 同 じ 基 本 的 な 発想 や 概念 が 両方 に 共通 し て 見 られ る 
こと に な っ た 。 こ れ は オカ ル テ ィ ス ト の 間 で の 彼 の 人 気 に つ な が っ た 。 オ カル ティ 
スト の 多く は ラヴ クラ フト の 作品 の 中 に 自分 が 信じ て いた こと や 自分 の 発想 を 見 つ 
ける こと に な る 。 し か し 、 わ れ わ れ が 考え る べき 、 別 の 理由 が ある か も し れ な い 。 
私 が 信じ る と ころ 、 ク トゥ ルフ 神話 の 魅力 の 多く は 、 私 が すでに 述べ た 「 文 章 の 究 」 
を 満た すこ と と 関係 が ある 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 小説 に は パズル の ほん の わずか な 断片 
が 含ま れ て いる 。 そ し て 小説 を 読ん だ 人 に は 、 二 つの 選択 肢 が ある 。 一 つ は これ ら 
の 引 貴 に 身 を まかせ て 、 不 安 と 恐怖 を 受け 入れ る こと 。 も う 一 つ は 、 よ り 多 く の ク 
トゥ ルフ 神話 作品 を 読ん で 、 そ の 穴 を 埋め る こと で ある 。 後者 の 道 へ 進む 人 は 、 神 
話 的 要素 の -- つ を ふく ら ま せ た り 、 ま た は 枠組 み の 中 に 自分 自身 の 経験 を 挿入 し た 
り し て 、 自 分 自身 の 小説 を 書き さえ する か も し れ な い 。 し た が っ て 、 ク トゥ ルフ 神 
話 作品 が その 恐怖 と 共に 提示 する さま ざま な 要素 は 、 同 時 に 人 々 に 神 性 を 体系 化し 、 
再 解 息 す る こと を うな が す の で は な い だ ろ うか 。 

理由 は 何で あれ 、 ク トゥ ルフ 神話 と いう ジャ ン ル は 、 そ の 創造 者 た ちよ り 長 く 生 
き て きた し 、 た ぶん し ば らく は 続く こと だ ろう 。 
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On This Book 
本 書 に つい て 

神話 を 目録 化し よう と いう 作品 (本 書 を 含む ) を 読め ば わか る よう に 、 ク トゥ ル 
フ 神話 研究 に は 多く の 落と し 穴 が ある 。 人 研究 の 努力 は 、 好 き な 作 家 に よる 特定 の 物 
語 に 偽り が ちな 一 方 、 ほ か の 人 が 重要 だ と 考え る も の が 省略 され た りす る 。1990 
年 に この 本 を 書き 始め た と き 、 神 話 研究 の 作品 を まだ 読ん で いな か っ た が 、 そ の 後 
私 は 多く の エッ セイ を 読み 、 そ の 不備 に 注意 する よう に な っ た 。 私 は この 本 で 、 自 
分 の 偏見 を 排除 し 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 包括 的 で 完全 な 概要 を 提示 する よう 注意 し た 
が 、 こ の よう な 仕事 で は 絶対 的 な 客観 性 な ど あ りえ な いこ と で ある 。 も し この 本 の 
内 容 に 疑問 が あっ た ら 、 一 次 資料 に あたっ て ほし い 。 

私 が この 本 を 書く 際 に 直面 し た 最初 の 問題 の - つ は 、「 ク トゥ ルフ 神話 」 (Cthulhu 
Mythos) と いう 用 語 を 使用 する か どう か を 決め る こと だ っ た 。 こ の 用 語 は ダー レ 
ス が ラヴ クラ フト の 死後 に 発明 し た も の で あり 、「 ラ ヴ ク ラ フト 神話 」 や 「 ネ クロ ノ 
ミコ ン 神 話 」 と いっ た 、 こ れ ら の 神 性 な ど へ の 新しい 呼び 名 を 作る 試み も 数 多く 行 
な われ た 。 私 に は これ ら の 新しい 用 語 を 使用 する 理由 が 思い つか な い 。 な ぜ 一 般 
的 に 使わ れ て いて 誰 の 感情 も 害し て いな い 用 語 を 変え た けれ ば な ら な い の か ? 意 
味 も 同じ で は な いか 。 別 の 呼び 名 を 採用 する こと に よっ て 起き うる 混乱 を 排除 する 
た め に 、 私 は 「 ク トゥ ルフ 神話 」 と いう 用 語 を 使い 続け る こと に し た 。 

私 の 次 の 問題 は クト ゥ ルフ 神話 の 資料 を 見 つけ る こと で あっ た 。 こ れ は 当初 感じ 
た ほど は 厄介 な 問題 で は な か っ た 。 多 く の 人 々 が 、 何 百 も の さま ざま な 資料 を 私 に 
教え よう と し て くれ た 。 私 の 主 な 問題 は 、 役 に 立つ 情報 を 持つ と 思わ れる も の を 選 
び 、 そ れ を 入手 する こと だ っ た 。 最 終 的 に 私 は 、 ク トゥ ルフ 神話 に 関す る 資料 の お 
よそ 半分 し か 調べ る こと は で き な か っ た 。 こ れ は 、 こ の よう な 仕事 で は 厳し い 分 量 
と 思わ れる か も し れ な い が 、 こ の 半分 に は さま ざま な 多く の ジャ ン ル に 及ぶ 1,.000 
以上 の 情報 源 が 含ま れ て いる 。 そ し て 漏れ た 素材 の 多く は 、 ほ と ん どの 研究 者 の 研 
究 範 囲 外 に ある 小 部 数 の ファ ンジ ン に し か 登場 し な いも の だ 。 私 は 、 容 易 に 利用 可 
肛 で あり 、 こ の 本 に 重要 な 何 か を 加え る と 思わ れる 素材 を 選 ぼ うと し た し 、 そ の 目 
標 は お お むね 達成 で きた よう に 思う 。 

次 に 私 は 、 こ れ ら の 物語 が クト ゥ ルフ 神話 要素 を 含ん で いる か どう か を 判断 し な 
けれ ば な ら な か っ た 。 こ れ 自 体 か な り の 仕事 で あっ た 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 ファ ン の 中 
で も 、 物 語 が 「 ク トゥ ルフ 神話 」 な の か どう か に 関し て は 、 か な り の 不一致 が 見 ら 
れる 。 個 人 の 好き 嫌い を 基 に し た 、 あ る 程度 の 主観 が この 決定 に 入り 込む こと も 多 
い 。 私 が 会 っ た 人 々 の 中 に は 単に 自分 が その 物語 を 好き で な いと いう 理由 だ け で 
オー ガス ト ・ ダ ー レ ス や ほか の 作家 の 創造 し た も の を 除い て し まう 人 さえ いた 。 同 
時 に 私 が 意見 を 聞い た 人 の 大 部 分 が 、 ラ ヴ ク ラ フト 、 ス ミス 、 ハ ワー ド 、 ロ ング ら 
の 作品 を 扱う こと に 賛成 で も っ た 。 と は いえ これ は 手 に 負え な い 問 題 で は な か っ た 。 
次 に 説明 する よう に 、 私 は これ ら の 「 核 と な る 物語 」 に 登場 する 用 語 に 言及 し た 物 
語 に 重点 を 置く こと に し た か ら で あ る 。 











この 本 に お いて 私 は 、「 ク トゥ ルフ 神話 」 を ラヴ クラ フト と その ほか の 作者 の 作 
品 に 登場 する 、 創 作 さ れ た 怪物 、 本 、 場 所 、 人 々 な どの 要素 の 集合 で ある と 定義 し 
た 。 ク トゥ ルフ 神話 小説 を 考え る 場合 、 そ れ ら の 用 語 同士 を 結ん だ 網 の よう な 存在 
だ と する と わか りや すい か も し れ な い 。 例 えば 、 ラ ヴ ク ラ フト の 「 ク トゥ ルフ の 呼 
び 声 」 は クト ゥ ルフ 、『 ネ クロ ノミ コン 』、 お よび ジョ ー ジ ・ ギ ャ マル ・ エ イン ジェ 
ル 教 授 の 引 貴 を 含ん で いる 。 そ し て 同じ 要素 を 含む すべ て の 物語 が 、「 ク トゥ ルフ 
の 呼び 声 」 と つなが り 、 そ の 結果 クト ゥ ルフ 神話 の 一 部 と な る 。 そ し て 、 三 い に 結 
び つ いた 一 連 の 物語 の キャ ラク ター を 使用 し た 新しい 物語 は 、 従 来 の 物語 に 結び つ 
く 。 普 通 の 作家 の 創造 物 は ほか の 物語 で は 使用 され な い が 、 使 用 され た な ら ば 新 し 
い 接 続 が 形成 され る 。 こ の 本 で 私 は 、 最 も 重要 な 接続 要素 を 探し 、 そ れ ら を で きる 
だ け 完 全 に 網羅 し よう と し た 。 

私 の クト ゥ ルフ 神話 の 定義 は 、 従 来 の 解説 者 が リス ト ア ッ プ し た 膨大 な 作品 と 要 
素 を 含む と と も に 省き も する 。 多 く の 者 は クト ゥ ルフ 神話 を 物語 に 登場 する 「 神 」 
ある い は 宇宙 人 に の み 限 定 す る こと を 好む だ ろう が 、 作 品 の キャ ラク ター や 土地 が 
それ ら に 関連 し て 現れ る こと も 多い の で 、 私 は それ ら の た め の 項 目 を 加え た 。 従来 
の 解説 者 は いく つか の ラヴ クラ フト の 作品 を クト ゥ ルフ 神話 と それ 以外 の 「 群 」 に 
振り 分 け よ うと し た が 、 ラ ヴ ク ラ フト 自身 は その よう な 系 統 を 考え て いた わけ で は 
な く 、 そ れ ら の 区 分 の 多く は 次 意 的 な もの に 見 える 。 そ うい うわ け で 、 私 は ドリ ー 
ムラ ンド 物語 や 、 ほ か の 者 が 「 非 クト ゥ ルフ 神話 」 で ある と 考え る か も し れ な いい 
くつ か の ラヴ クラ フト の 作品 に 書か れ た 情報 も 収録 する こと に し た 。 一 方 、 私 は ほ 
か の 者 が その 名 声 や 「 ラ ヴ ク ラ フト 」 的 な 雰囲気 か ら 神話 作品 と し て いた も の を 含 
め な か っ た (ドナ ルド ・ ワ ンド レイ の 「The Web of Easter Island」 や トー マス ・ 
リ ゴ ッ ティ の 物語 の 大 部 分 な ど )。 通 常 、 私 は 実在 の 人 々 、 本 、 土 地 、 神 話 上 の 存 
在 を 省 い た が 、 ク トッ ゥ ルフ 神 話 作品 に よっ て か な り 変 更 さ れ た も の に は 項目 を 作っ 
た 。 私 は ラヴ クラ フト と その サー クル の 作家 に よる クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 に 重点 を 軒 
こう と し 、 ま た 複数 の 作家 の 作品 に 現れ た 要素 に も 同様 に し た 。 そ れ ぞ れ の 要素 を 
含め る か ある い は 除外 する か の 理由 が 納得 の いく も の で ある こと を 期待 する 。 納 得 
で き な け れ ば 、 ぜ ひ 私 に 連絡 し て ほし い 。 

最後 に 、 こ の 本 が オリ ジ ナ ル の 小説 を 読む 代わ り に 情報 を 引き 出す た め の も の で 
は 決し て な いと 言い た い 。 私 は 、 新 し い 読 者 が これ ら の 作品 を 見 つけ よう と する こ 
と を 勧め る 。 ク トゥ ルフ 神話 作品 が 時 に は まっ た くつ ま ら な いこ と も ある だ ろう が 、 
クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 を 読む こと は この 本 に 目 を 通す より 楽し いも の だ し 、 あ な た は 
好き な 作家 を 新た に 見 つけ る か も し れ な い 。 こ れ ら の 本 な ど は 見 つけ る こと が 困難 
か も し れ な い が 、 そ れ ら は きっ と 探す だ け の 価値 が ある 。 私 は この 本 が いく ら か で 
も ラヴ クラ フト の 創造 し た 神 性 な ど へ の さら な る 関心 を 喚起 し 、 こ の 先 何 年 も それ 
を 持ち 続け る こと の 補助 と な る こと を 望ん で いる 。 











On The Second Edition 

第 二 版 に つい て 

私 は 初版 か ら 、 一 つの 作品 に の み 登場 する 要素 に 言及 する 多く の 項目 を 削除 し た 。 
それ ら を すべ て 含め れ ば 本 は 何 倍 に も な り 、 読者 の た め に も な ら な いで あろ う 。 可 
能 な か ぎり 私 は 、 残 り の 項目 に その 情報 を 包括 する よう 心がけ た 。 

初版 に お いて 私 は 、 こ の 本 で ゲー ム 関 連 の 作品 を 取り 扱っ た こと を 謝っ た 。 今 思 
い 返 し て みる と 、 な ぜ 私 は 悩ん で いた の だ ろう か 。 こ の 本 は 、 物 語 と 詩 だ け で は な 
く 、 ゲ ー ム 、 ノ ン フ ィ ク ショ ン 、 コ ミッ ク 、 映 画 、 テ レビ 、 そ し て オカ ルト 作品 も 
網 維 し て いる 。 こ れ ら すべ て が 、 既存 の 作品 を 書き 換え た り 、 ま た は クト ゥ ルフ と 
その 答 族 を あり ふれ た B 級 映画 の モン スタ ー に し て し まう 傾向 を 持つ が 、 そ れ ら 
の いく つか が 持つ 情報 は 、 啓 発 的 だ っ た り 、 収 録 す る に 足る だ け の 独創 性 を 持っ て 
いる 。 こ れ は 私 自身 の 偏見 の 表れ か も し れ な い が 、 読 者 が この 点 で 私 の 興味 を 共有 
する こと を 願っ て いる 。 








ダニ エル ・ ハ ー ム ズ 
アル トゥ ー ナ 、 ペ ン シ ル ベニ ア 
1997 年 5 月 29 日 








How to Use This Book 
本 書 の 便 用 法 


本 書 の 項目 は 日 本 語 表記 に 即 し て 50 音 順に 並べ られ て いる 。 

見 出し に は 英文 表記 を 併記 し 、 多 く の 項 目 に は 原文 の 同様 に 発音 の 例 を 示し た 。 
いく つか の 項目 で は 本 文 の あと に 、 そ の 引 路 また は 物品 の 歴史 的 ある い は オカ ル 
ト 的 起源 に 関す る ハー ムズ 氏 に よる 注釈 が 添え られ て いる 。 こ れ は [ ] で くく ら 
れ て いる 。 

ほか の 項目 を 参照 し て ほし い 場 合 は 「…」 の あと に 参照 先 を し た 。「 疾 」 の あと 
は 出典 の 一 覧 で ある 。 題材 が 登場 する すべ て の 作品 を 挙げ て いる わけ で は な い が 、 
その 項目 を まとめ る の に 使用 され た も の を 記載 し た 。 用 語 が 初め て 登場 し た 作品 に 
は (O) を つけ た 。 ま た 書籍 名 は 『 』、 作 品名 は 「 」、 ゲ ー ム 名 は “ "で 区 別 し た 。 
同じ 用 語 で 、 複 数 の 定義 が ある 場合 、 参 照 先 と 出典 を 分 け て ある 。 


How to Use This Book in Call of Cthulhu 
“クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG” で の 本 書 の 合用 法 

クト ッ ゥ ルフ 神話 の 概要 を 広く 説明 し た この 本 は 、 キ ャ ン ペ ー ン ゲー ム で は 便利 な 
手引 き と な る だ ろう 。 ゲ ー ム に 登場 する 探索 者 (キャ ラク ター) の 資料 と し て 使い 
た いと お 望み な ら 、「 正 気 度 可 失 ID6/2D6 : く ク トゥ ルフ 神話 〉 に 十 9% :〈 オ カ 
ルト ) に 十 1% : 研究 し 理解 する た め に 平均 7 週間 」 と いっ た と ころ だ ろう か 。 内 
容 の 正確 き は キー パー 次 第 で ある 。 こ れ を お お っ ぴら に 持ち 運ぶ と 、 ほ と ん どの コ 
ミュ ニケ ーション 系 技能 ロー ル に 一 56% の ペナ ル テ ィ を 被る が 、 短 い 間 な ら 素 晴 ら 
し い 照 明 に な る し (1 て 6 ラウ ンド の 間 燃 焼 する )、 非 常時 に は 武器 (基本 命中 擬 
20% 、1 ~ 2 ダメ ー ジ 、 耐 久 力 3) に も な る 。 
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Chaosium Pronunciations of Mythos Names 


クト ッ ゥ ルフ 神話 の 固有 名 詞 の 発音 


これ ら の 発音 は 公式 な ちの で は な い 。 単 に 、 わ れ わ れ が どう 発音 する こと が 多い 
か を 示し た に すぎ な い 。 も し あな た が 気に入ら な けれ ば 無視 し て ほし い 。 人 名 に 関 
し て は 、 詩 的 な 空想 より も 現実 の 知識 の 問題 な の で 発音 の 指針 を 与え て いな い 。 ラ 
ヴ ク ラ フト は 時 々 、 発 音 不可 能 な 名 前 を 開発 し て 、 そ の 異質 な 性 質 を 強く 感じ させ 
た 。 し か し 、 彼 も 理解 し て いた よう に 、 仮 の 発音 さえ あれ ば 人 間 同 士 の 会 話 は 容易 
に な る 。「 ク トゥ ルフ 」 と いう 名 前 は 良い 例 だ 。「Cthulhu」 を どう 発音 する か は 四 分 
の 三世 紀 に わた っ て 未 解決 の まま だ が 、 わ れ わ れ は 皆 、 何 を 言っ て いる の か は わか 
る 。 

発音 は 項目 名 の 英文 表記 の あと に [ ] の 中 に 示し て いる 。 

( 例 : Abhoth [AB-hauth]) 
基本 的 に 、 最 も 難し い 部 分 だ け 発 音 を 示し た 。 


@ すべ て 大 文字 の 音節 に アク セン ト が 置か れる 。 す べ て の 子音 は 硬 音 で ある 。 す べ 
て の 「S」 は 無声 音 で 、 す べ て の 「Z」 は 有声 音 で ある 。 ア ポス トロ フィ は 、 非 常 
に 短い 1I 音 を 示す 。 

@ 短 い O 音 は 「O」、 広 い O は 「AU」、 長 い O は 「OE」 と 書い た 。 

@ 短 い A は 「A」、 広 い A は 「AH」、 長 い A は 「AE」 と 書い た 。 

@ 短 い E は 「E」 また は 「EH」、 長 い E は 「EE」 と 書い た 。 

@ 短 い [は 「[」 ま た は 「IH」、 長 い 1 は 「IGH」 と 書い た 。 

@ 短 いり は 「U」 ま た は 「UH」、 長 いり は 「OO」 と 書い た 。 

@ ] か 2 つの 例外 を 除き 、Y は 「yore」 の よう に 発音 され 、OI は 「noise」 の よう 
に 発音 され る 。 


こる その と た 


アー カム 
Arkham 

アメ リカ 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 エセ ックス 
郡 の ミス カト ニッ ク 有 川沿 い に 位置 する 町 。 
アー カム は 17 世紀 後半 に 、 こ の 地域 の 宗教 
界 の 戒律 が 厳し 過ぎ る と 感じ て いた 無神論 者 
に よっ て 設立 され た 。 町 は 当初 、 農 業 を 主 な 
財源 と し て ゆっ くり と 成長 し た 。 ま た 、 
1692 年 どろ に セイ レム を 席巻 し た 魔女 狩り 
事件 は アー カム に も 及 ん だ 。 少なく と も ケ ザ 
イア ・ メ ー ソ ン と いう 魔女 は アー カム 当局 に 
よっ て 裁判 の た め に セイ レム へ 送ら れ た し 、 
グー ディ ・ フ ァ ウ ラー は 1704 年 に 町 へ 戻っ 
て きた と ころ を 荒れ 狂っ た 暴徒 に よっ て 絞 首 
刑 に され た 。 

18 世紀 の 中 ご ろ に な る と 、 ア ー カ ム は に 
ぎ や か な 港町 と な っ た 。 町 で 最も 有力 な 船長 
の 一 人 、 ジ ェ レ マイ ア ・ オ ー ン は 本 と 基金 を 
寄付 し 、 ミ スカ トニ ッ ク ・ リ ベラ ル ・ カ レッ 
ジ の 設立 を も た らし た 。19 世紀 の 初め まで 
に は 、 貿 易 業 は 廃れ て し まっ た が 、 多 く の 工 
場 が ミス カト ニッ ク 河 沿い に 建ち 並び 始め 
た 。 す で に 最高 の 評価 を 受け て いた ミス カト 
ニッ ク ・ リ ベラ ル ・ カ レッ ジ は 、1861 年 に 
ミス カト ニッ ク 大 学 に な り 、 同 大 学 は 町 で 最 
も 有名 な 象徴 に な っ た 。1888 年 の 洪水 と 
1905 年 の コレ ラ の 発生 は 町 の 経済 に 大 き な 
痛 手 を 与え た が 、 ほ と ん ど 大 学 が 集め た 資金 
に よっ て アー カム は 復興 する こと が で きた 。 


























し か し 1980 年 の 悲惨 な 嵐 と 洪水 が 町 の 大 部 
分 を 破壊 し た 。 

アー カム の 現在 の 状態 に つい て は さま ざま 
な 説明 が な され て いる 。 町 が 荒れ 果て て 、 近 
くに ある ベ バ リー の 郊外 と 化し て いる と 言う 
者 ちい れ ば 、 人 口 が 増加 し ミス カト ニッ ク 河 
沿い に は 最 先端 の 建物 が 建ち 並ぶ と 言う 者 も 
いる 。 ど ちら の 場合 で も 、 町 は 研究 者 と 大物 
研究 家 の 楽 園 で あり 、 一 般 の 観光 和 客 に と っ て 
見 る も の は ほとん ど な い だ ろう 。 
っ ー ア ー ミ テッ ジ 、 ア イル ズ ベ リ イ 、 ア イル 
ズ ベ リ イ 街 道 、 ア プ ト ン (ダニ エル )、 ウ ィ 
ル マ ー ス (アル バー ト )、 カ ー タ ー (ラン ドル 
フ )、 ギ ルマン (ウォ ルター)、 キ ング スポ ー 
ト 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 、 頭 蓋 胃 の カル ト 、 ス 
ミス (モー ガン )、 ス ン ガ ク 、 ダ ー ビ イ (エド 
ワー ド )、 デ ュ ワ ー ト (アン ブロ ー ズ )、『 ニ ュー 
イン グラ ンド の 楽園 に お ける 魔術 的 驚異 』、 
フィ リッ プス (ウォ ー ド )、 ブ ラウ ン ・ ジ ェ 
ン キ ン 、 魔 女 の 家 、 ミ スカ トニ ッ ク 河 、 ミ ス 
カト ニッ ク 大 学 、 メ ー ソ ン ( ケ ザ イア ) 
飛 S ジョ ン ソ ン ^A Resection of Time' : ハー 
バー “H.P ラヴ クラ フト アー カム " : ラヴ クラ 
フト 「 家 の な か の 絵 」(O)、「 死 体 魅 生 者 ハー 
バー ト ・ ウ ェ ス ト 」、「 ダ ニッ チ の 怪 」、「 魔 女 
の 家 の 夢 」: ラム レイ !The Transition of Titus 
Crow』」, ロー ニア ス “Season of the Witch" 
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アー ガル グ ・ リ ー オ ニス 
Hagarg Ryonis [AH_-garg REE-oe-nis] 

ドリ ー ム ラン ド に いる 大 いな る も の 。 通 常 、 
アー ガル グ ・ リ ー オ ニス は 黒い うろ こ 、6 つ 
の 不 規則 な 間隔 に 開い た 日 、 黒 曜 石 の か ぎ 爪 
と 歯 を 持つ 、 巨 大 な 則 虫 類 に 似 た 姿 を し た 怪 
物 で ある 。 ハイパー ボリ ア で は 、 ア ー ガ ル グ ・ 
リー オニ ス は 墓 と 家 の 守 護 評 で あり 、 不 正 に 
正義 を 強い る 存在 だ と 考え られ て いた 。 彼女 
アー ガル グ ・ リ ー オ ニス は 、 い まだ に ドリ ー 
ムラ ンド で は 崇拝 され て いる が 、 彼 女 の 加護 
は 矢 われ 、 大 いな る も の の 不 興 を か っ た 者 を 
殺す た め に 送ら れ て くる 。 
ー 地 球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 
悦 ウ ィ リ アム ズ & ピーター セン ほか "HP 
Lovecraft s Dreamlands'(0) ) フル ツ & バー 
ンズ 「Wizards of Hyperborea」 





アー ミ テ ッ ジ 、 ペン リー 
(1855 年 一 1939 年 1946 年 ? ) 
Armitage, Henry 

ミス カト ニッ ク 大 学 の か つて の 図書 館長 
で 、『 世 界 の オカ ルト 主義 、 神 秘 主義 そし て 
魔術 に 関す る 目録 に 向け て の 注釈 』( ミ スカ 
トニ ッ ク 大 学 出版 局 、1927 年 ) お よび 『 ミ 
スカ トニ ッ ク 渓 谷 の 悪魔 と 魔物 』」 の 作者 。 
アー ミ テ ッ ジ の 幼少 時 代 は 謎 で ある 。 彼 が 
イン スマ ス 出 身 で 両親 が 町 へ の 政府 の 撃 に 
よっ て 条 さ れ た と いう 下劣 な 噂 も ある 。 ア ー 
ミ テ ッ ジ は ミス カト ニッ ク 大 学 に 通い (1881 
年 度 生 )、 の ち に プリ ンス トン で 哲学 博士 号 、 
ケン ブリ ッ ジ で 文学 博士 号 を 得 た 。 こ の 青年 
が 奇妙 な 対象 に 興味 を 持つ よう に な っ た の 
は 、1882 年 に アー カム の 近く に 落下 し た 不 
思 議 な 流星 に つい て 知っ た と き で あっ た 。 こ 
の 出来 事 が 、 彼 が 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 図書 
館 に 取り 寄せ 、 初 め て それ を 参照 する きっ か 
け と な っ た 。 そ の 後 ア ー ミ テッ ジ は 再び この 
本 を 参照 し て 、 ダ ニッ チ に 住ん で いて 図書 館 





で 殺さ れ た 彼 の 文通 相手 で ある ウィ ル バ ー・ 
ウェ イト リー の 原因 不明 の 死 を 解決 し た 。 ラ 
イス 教授 と モー ガン 教授 の 助け を 借り て 、 彼 
は ダニ ッ チ を 襲っ た 恐怖 を 終わ ら せ た 。 彼 の 
健康 は その 後 衰え 、1936 年 以前 に 彼 は 地位 
を サイ ラス ・ ラ ン フ ァ ー に 譲っ つた が 、 あ る 程 
度 は 図書 館 に 通っ て いた よう だ 。 

ー ミ テッ ジ の 死に まつ わる 状況 は 不明 で 

ある 。 彼 が 1939 年 の 火事 か ら 希 少 本 の 収集 
を 救 お うと し て 死ん だ と 言う 者 ちい れ ば 、 彼 
が 1946 年 に 図書 館 の 外 で 番犬 に 倒さ れ 、 心 
臓 発作 で 死ん だ と 言う 者 も いる 。 
ー ア ー カ ム 、 イ ンス マス 、 ウ ェ イ トリ イ (ウィ 
ル バ ー)、 ウ ィ ル マー ス (アル バー ト )、 ダ ニッ 
チ 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 モ ー ガ ン (フラ ン 
シス )、 ライ ス (ウォ ー レ ン ) 、 ラン ファ ー ( サ 
イラ ス ) 











- 菩 カー ター「Zoth-O0mmog」: キャ ノン 「The 


House of Azathoth」 : サー ジェ ント 「The Black 
Brat of Dunwich」 : S. ジョ ン ソ ン “A Resection 
of Time': スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : 
バー ナム 「The Seven Cities of Gold」 : ハーバ ー 
"H.P ラヴ クラ フト アー カム " : ライ バー 「The 
Terror from the Depths」: ラヴ クラ フト 「 ダ 
ニッ チ の 怪 」 


アイ ホー ト 
Eihort [IGH-hortl 

迷宮 の 神 と し て 知ら れ て いる グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 。 ア イ ホ ー ト は 無数 の 脚 と 目 
が つい た 巨大 な 白い 檜 円 の 塊 の 姿 を し て い 
る 。 そ れ は 、 イ ギリ ス の キャ ムサイ ド に ある 
無人 と な っ た 家 の 地 下 に ある 迷宮 に 棲ん で い 
る が 、 世 界 の ほか の 地域 に 通じ る 「 門 」 を 創 
造 で きる 。 

人 が アイ ホー ト に 会 うと き 、 ア イ ホ ー ト は 
テレ パシ ー で 彼 に 接触 し 、 彼 が 従 僕 に な り た 
いか どう か 尋ね る 。 不幸 な 者 の 答え が 「 い い 
え 」 な ら 、 ア イ ホ ー ト は 彼 を 押し つぶ す 。 犠 
牲 者 が 「 は い 」 と 答え る な ら ば 、 ア イ ホ ー ト 
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は 彼 を 麻痺 させ て 、 未 成熟 な ひな を 体 の 中 に 
埋め 込む 。 こ の 過程 は 一 種 の 催眠 術 を 含ん で 
お り 、 人 は 、 目 覚め た と き に 何 が 起こ っ た か 
を 覚え て いな い 。 ひ な を 埋め 込ま れ た 人 は 、 
は じ め は 正常 の よう だ が 、 恐 ろ し い 異 界 の 出 
来 事 の 映像 を 見 る よう に な る 。 し ば らく する 
と 、 こ れ ら の 映像 は 強 さ と 時 間 が 増え て ゆく 。 
最終 的 に は 契約 者 の 体 は 裂け 、 中 か ら 数 百 の 
アイ ホー ト の 小さ な 落し 子 が 現れ て 、 走 り 去 
る 。 ア イ ホ ー ト と 契約 する 者 は ほん の わずか 
で ある 。 

アイ ホー ト に つい て の 奇妙 な 言及 が 、 ロ ー 
ラン ド ・ フ ラン クリ ン の 『 視 界 か ら 去 る も の 』 
に 見 られ る 。 こ の 自称 予言 者 に よる と 、 彼 の 
カル ト の 入信 者 は 魂 が 逃げ る こと が で きる よ 
うに 、 火 葬 に し な けれ ば な ら な い 。 も し も 入 
信者 を 埋葬 する と 、 魂 は 肉体 に と ど ま る こと 
に な る 。 す る と 怪物 が 穴 を 堀 っ て 、 信 者 の 死 
体 を 地底 に 引き ずり 込ん で アイ ホー ト の 祝宴 
に 供する だ ろう と いう (悲し いこ と に フラ ン 
クリ ン 自 身 は 火葬 に され な か っ た )。 
ー キ ャ ムサイ ド 、『 グ ラー キ の 黙示 録 』、 グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、『 視 界 か ら 去 る も の 』、 
セヴァン 谷 、 フ ラン クリ ン (ロー ラン ド )、 
ブリ チェ スタ ー 
キャ ン ベ ル 「Before the Storm」(O)、「The 
Franklyn Paragraphs」 : ロス “The Pale God" 





アイ ルズ ベリ イ 
Aylesbury 

マサ チュ ー セ ッ ツ 北 中 部 の 町 。 ア ー カ ム の 
実業 家 エ リフ ・ ベ ッ ク フ ォ ー ド が 1802 年 に 
以前 ブロ トン の 村 が あっ た 場所 に 町 を 設立 し 
た 。 ベ ッ ク フ ォ ー ド は 、 彼 が 理想 と する 工場 
共同 体 の 夢 に 基づい て 町 を 建設 し 、 ア イル ズ 
ベリ イ 街 道 の 建設 に 資金 を 供給 し た 。 

ベッ ク フ ォ ー ド の 理想 の 共同 体 は 彼 と 共に 
滅び た が 、 町 は 主 に 繊維 工業 に よっ て 成長 し 
続け た 。 世 紀 末 まで に は 、 こ れ ら の 商品 の 生 
産 の 大 部 分 は 南部 へ 移動 し 、 ア イル ズ ベ リ イ 





の 経済 は 落ち 込ん だ 。 今 日 で は 、 ア イル ズ ベ 
リ イ は ニュ ー イ ング ラン ド に 多数 ある 小さ な 
工場 町 の 一 つ に すぎ な い 。 

ー ア ー カ ム 、 ア イル ズ ベ リ イ 街 道 、 デ ィ ー 
ンズ ・ コ ー ナ ー ズ 、 ミ スカ トニ ッ ク 河 

ハー バー “Return to Dunwich": ラヴ クラ フ 
ト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


アイ ルズ ベリ イ 街 道 
Aylesbury Pike 

実業 家 エ リフ ・ ベ ッ ク フ ォ ー ド に よっ て 建 
設 さ れ 、 ア ー カ ム か ら ミ スカ トニ ッ ク 河 の 西 
岸 に 沿っ て アイ ルズ ベリ イ に 達する 道路 。 街 
道 に 沿っ て 旅行 する 者 は 、 交 差 点 を 間違っ て 
曲がっ て ダニ ッ チ に 進む こと の な いよ う 、 
ディ ー ン ズ ・ コ ー ナ ー ズ の 近く で は 慎重 に な 
ら な けれ ば な ら な い 。 

ー ア ー カ ム 、 ア イル ズ ベ リ イ 、 デ ィ ー ン ズ ・ 
コー ナー ズ 

較 ハー バー “Return to Dunwich': ラヴ クラ 
フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


アイ レム (イラ ム 、 ウ バー ル ) 
Irem (also Iram or Ubar) 

アラ ビア 砂漠 の 奥地 に ある 滅亡 し た 都市 。 
アイ レム は 、 千 の 柱 の 都市 で も り 、 コ ー ラ ン 
で は 「 円 柱 の 並び 立つ 」 都 市 と 呼ば れる 。 コ ー 
ラン に よれ ば 、 ア イレ ム は 住民 の 犯し た 罪 の 
た め に 破壊 され た と いう 。 

この 都市 の 起源 に 関し て は いく つか の 神話 
が 残っ て いる 。 最 初 の 神話 は 、 イ ラム が 巨大 
で 強大 な クリ ー チ ャ ー に よっ て 造ら れ た と い 
う も の で ある 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 の クリ ー 
チャ ー を 知っ て いる われ われ は 、 こ れ を 杏 定 
する わけ に は いか な い 。 二 つ 目 の 神話 は 偉大 
な 都市 アー ド の 共同 統治 者 で あっ た シャ ダ ド 
と シャ ディ ッ ド の 兄弟 に つい て 語る 。 彼 ら が 
し ば らく アー ド を 統治 し た の ち 、 シ ャ ディ ッ 
ド が 死ぬ 。 こ の 悲劇 の の ち 、 シ ャ ダ ド は 独裁 
的 に な り 、 地 球 に 天国 を 模 し た も の を 製作 す 














アイ ルズ ベリ イー アヴェ ロワ ー ニ ュ ee 2I e 





る こと に し た 。 彼 は アデ ン 砂 漠 に 大 都市 と 庭 
を 建設 する よう 命じ 、 こ の 新しい 天国 を 彼 の 
人 角 祖父 アラ ム に ちな み イ ラム と 命名 し た 。 庭 
が 完成 する と シャ ダ ド は 、 彼 の 新しい 創造 を 
見 る た め に 彼 の 側近 全員 と 共に イラ ム へ と 旅 
立っ た 。 あ と 一 日 進め ば イラ ム に 着く と いう 
と き に 、「 天 か ら の 恐ろし い 叫 び 」 が 彼 と す 
べ て の 延 臣 を 滅ぼし た 。 ま た 、 ほ か の 神話 で 
は 、 空 か ら 訪 れ た クリ ー チ ャ ー た ち が 、 都 市 
に この 日 いた 住民 すべ て を 殺す か 追い 出し た 
と 言う 。 実 際 に は アイ レム は シュ ドニ = テ メ ル の 
手先 に よっ て 建設 され 、 住 人 が シュ ド = テ メル 
の 命 に 従わ な か っ た た め に 破壊 され た の だ と 
言う 。 

アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド は アイ レム の 遺 
跡 で グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 手先 が 現世 
に 入る こと を 許す 最初 の 門 を 開い た 。 ル ド 
ウィ ク ・ プ リン は 昌 魔 術 師 の カル ト が 始ま っ 
た の が この 遺跡 で も あっ た と し 、 ま た ある も の 
は ここ に 棲ん で いる 人 間 で な い 「 最 高 の も の 」 
が 、 世 界 中 の クト ゥ ルフ の カル ト に 命令 を 出 
し て いる と し た 。 ア ラビ ア 砂 漠 で 迷っ た 旅行 
者 が この 都市 を 偶然 見 つけ る こと も あり 、 彼 
ら は 文明 に 戻っ て か ら 錯 乱 し た 物語 を 語る 。 
アイ レム の 門 の 上 に は 、 巨 大 な 手 が 彫 られ 
て いる 。 これ は 銀 の 鍵 と し て 知ら れ て いる 
アー ティ ファ クト に 向け て 伸ばし て いる の だ 
と 言わ れ て いる 。 こ の よう な 神話 は グラ ナダ 
の アル ハン ブラ 宮殿 と も 関連 し て いる 。 宮殿 
の 入口 の 上 に 彫 ら れ た 手 が 、 長 らく 行方 不明 
の 鍵 を 再び 握る と き が 来れ ば 、 宮 典 は 即座 に 
破壊 され る だ ろう 。 こ れ は アイ レム に 関連 す 
る 、 ず っ と 古い 神話 に 由来 し て いる の か も し 
れ な い 。 

[イラ ム あ る い は ウ バ ー ル の 実際 の 遺跡 が 
1992 年 に 発見 され 、 学 者 た ち は そ の 検証 に 
つい て 議論 し て いる 。 千 本 の 柱 で 支え られ た 
都市 を 期待 し た 人 々 は 、 テ ント で 囲ま れ た 小 
さ な 比 を 見 て 失望 する だ ろう 。] 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル )、 ア ル ハ ザー 











ド の ラン プ 、 銀 の 鍵 、 ク トウ ルフ 、『 サ ラ セ 
ン 人 の 儀式 』、 シ ュ ド ニテ メル 、 ナ グ と イエ ブ 、 
ナグ と イエ ブ の 黒き 連 守 、 ネ フレ ン ニ カ 、 プ 
リン (ルド ウィ ク )、 無 名 都市 

ウェ イド 「Those Who Wait」: メー ラー 
“What Goes Around, Comes Around' :E. プラ 
イス 「 幻 影 の 王 」) ラヴ クラ フト 「 ク トゥ ルフ 
の 呼び 声 」、「 無 名 都市 」(0) : ラヴ クラ フト && 
ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」、「 ア ル ハ ザー ド の ラ 
ンプ 」: ラヴ クラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 
の 門 を 越え て 」: ラム レイ 「 妖 明 の 王 」 








アヴァ ロス 
Avaloth [ah-vah-LOETH] 

『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 の 第 5 粘土 板 
で 言及 され 、 猛 烈 な 食欲 で 知ら れ て いる 存在 。 
アヴァ ロス は 、 南 方 一 面 に 巨大 な 氷 を 張り 、 
氷 で 全 世 界 を 履 う と 言っ て 脅かし た 。 魔 術 師 、 
オム ・ オ リス は アヴァ ロス に 対抗 し 、 お そら 
くす さま じい 熱 に よっ て それ を 破壊 し た と 思 
われ る 。 

ー イ タク ア 、『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 
圏 アン ブー ル & R. プ ライ ス 「Wrath of the 
Wind-Walker」: シ ー ラ イト 『 知 識 を 守る も の 』: 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters V』 


アヴェ ロワ ー ニ ュ 

Averoigne 

一 般 に は オー ベル ニュ と し て 知ら れ て いる 
フラ ンス 南部 中 央 の 地方 。 全 国 で 最も 魔女 の 
影響 力 が 大 きい と 見 られ て いる 。 フ ラウ ィ ウ 
ス ・ ア レシ ウス の 『 年 代 記 』 に よれ ば 、 ガ リ 
ア の 時 代 に アヴェ ロン 族 と いう 、 も と も と 海 
に 沈ん だ 西 の 大 陸 に 住ん で いた 民族 に よっ て 
植民 され た 土地 だ と いう 。 ロ ー マ 時 代 、 シ マ 
エ シ ス と アヴィ オニ ウム (の ち に それ ぞ れ ク 
シマ と ヴィ ヨン ヌ と 呼ば れる よう に な る ) の 
町 で は サド ク ァ と 呼ば れる 神 を 崇拝 する カル 
ト の 存在 の た め 大 い に 恐 れ ら れ た 。 教 会 は こ 
の 崇拝 を 抑圧 し よう と 試み た が 、11 世紀 ま 
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で に この 地域 の 多く の 大 司祭 も これ ら の 古い 
習慣 に 手 を 染め る よう に な り 、 結 局 成功 する 
こと は な か っ た 。 

アヴェ ロワ ー ニ ュ で 最も 有名 な 人 物 は 、 疑 
いな く ヴ ィ ヨ ン ヌ の ガス パー ル ・ ド ・ ノ ー ル 
で ある 。 彼 は 13 世紀 ある い は 14 世紀 に 『 エ 
イボ ン の 書 』 を ノル マン フラ ンス 語 に 翻訳 し 
た 有名 な 魔術 師 で あっ た 。『 エ イボ ン の 書 』 
が この よう な 読み や すい 形 に な る と 、 こ の 地 
域 の 魔術 の 復活 は 決し て 妨げ られ る こと は な 
か っ た 。 

[オー ベル ニュ (Auvergne) は 実際 の フラ 
ンス の 地方 で ある 。 ま た 、 近 く の リ ヨン と り リ 
モー ジュ が スミ ス の 想像 の 中 で それ ぞ れ ヴィ 
ヨン ヌ と クシ マ に な っ た 可能 性 も ある 。 リ ヨ 
ン は 魔女 裁判 が 行なわ れ た 場所 で あり 、 オ ー 
ベル ニュ は 少な く と も 一 つ の 人 狼 伝 説 の 地 と 
し て 知ら れ て いる 。] 
ー『 エ イボ ン の 書 』、 エ イボ ン の 指輪 、 ガ ス 
パー ル ・ ド ・ ノ ー ル 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 フ ォ ー 
ス フ ラ ム 城 
憶 C.A スミ ス 「 イ ルー ニュ の 巨人 」、「The 
End of the Story」: ラヴ クラ フト 『Selected 
Letters V』 





[ 悪 の 祭礼 ](「 サ セッ クス 草 生 !) 
Cultus Maleficarum (also The Sussex Manuscript) 
[MAL-rfzKAR-oom] 

ラテ ン 語 版 の 『 ネ クロ ノミ コン 』 か ら の 部 
分 的 な 英訳 。 サ セッ クス の フレ デリ ッ ク 男 爵 
に よっ て 作ら れ 、1598 年 に 8 つ折 判 で 発行 
され た 。 ウ ィ ン タ ー ズ = テ ホ ー ル 師 に よる 『 サ 
セッ クス 草稿 』 の 「 徳 訳 」 は ミス カト ニッ ク 
大 学 に 保管 され て いる 。 

[『 悪 の 祭祀 * は フレ ッ ド ・ ペ ルト ン に よっ 
て 制作 され た 実際 の 彩色 写本 で ある 。 彼 は 
1940 年 代 の ラヴ クラ フト ・ フ ァ ン で 、 ア ー 
カム ・ ハ ウス に 自分 の 作品 を 出版 し て も ら お 
うと し た が 果たせ な か っ た 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 
の 多く の 魔道 書 と 同様 、 オ リ ジ ナ ル は 姿 を 消 





し た が 異 本 が 伝え られ た 。 ペ ルト ン の クト ッ ゥ 
ルフ 神話 の アイ デア の 多く は 、 普 通 受け 入れ 
られ て いる も の か ら は か な り ず れ て お り 、 そ 
の 個所 に は 気 を つけ て 読ま ね ば な ら な か っ 
の 逢 

>+ ウ ル タ 
(補遺 ) 
カー ター「Zoth-Ommog」、 ペ ルト ン 『The 
Sussex Manuscriptl (0) 





ル 、 ソ トー ス 、『 ネ クロ ノミ コン 』 


「 悪 魔 大 全 ] 一 『 ダ エモ ノロ ルム 』 


Daemonolorum 


悪魔 の 暗礁 
Devil's Reef 

マサ チュ ー セ ッ ツ 、 イ ンス マス 港 の すぐ 人 外 、 
北緯 42 度 44 分 西経 71 度 16 分 に ある 小さ 
な 岩礁 。 ニ ュー イン グラ ンド 沿岸 を 探検 し て 
いた ジョ ン ・ ス ミス 船長 が ここ に 上 陸 し 、 岩 
礁 に 名 前 を 与え た 。19 世紀 の 中 ご ろ 、 こ の 
場所 を オー ベッ ド ・ マ ーシュ 船長 が 何 度 も 訪 
れる よう に な っ た 。 地 元 の 者 た ち は マ ーシュ 
船長 が 岩礁 に ある 多く の 洞窟 の 中 に 隠さ れ た 
海賊 の 財宝 を 探し て いる の だ と 噂 し て いた 。 
その 後 、 マ ーシュ の ダ ゴ ン 秘 密教 団 が 岩礁 を 
訪れ る よう に な り 、 そ れ は カル ト が 1928 年 
に 連邦 政府 の 役人 た ち に よっ て 閉鎖 され る ま 
で 続い た 。 に も か か わら ず 、 地 元 の 漁師 は 、 
悪魔 の 暗礁 の 近く を 航行 する こと を いま だ に 
拒否 し て いる 。 海 軍 は 近く で 何 か 普 通 で な い 
動き が あれ ば 何で も 報告 する よう 艦船 に 求め 
て いる 。 
ー イ ハニ テンス レイ 、 イ ンス マス 、 ウ ィ ル マー 
ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 ダ ゴン 秘密 教団 、 
マー シュ (オー ベッ ド ) 
悦 デ ト ワ イラ ー、 グ ラン リー& タイ ンズ "Delta 
Green': ラヴ クラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 影 
(O) : ロス “Escape from Innsmouth" 


「 悪 魔 の 魔術 ] 
Sorcerie de Demonologie 

ジャ ン テ ル イ ・ ド ・ ア メー 伯爵 に よる 本 。 
オリ ジ ナ ル は 中 世 フ ラン ス 語 で 書か れ た が 、 
多数 の 不気味 な 木版 画 を 添え られ て 1872 年 
に 初め て 印刷 され た と き に は 、 古 フラ ンス 語 
に 翻訳 され て いた 。 エ ゼ キ ア ・ モ ー ト ン は 
1890 年 代 に 本 を 英訳 し た が 、 彼 は 作品 が 創 
作 で ある と 信じ て いた の で 、 い くら か 描写 が 
損なわ れ て いる 。 も っ と 良い 英訳 が 、 ナ イン 
グ ト ー ヴ 大 学 の 言語 学 の 教授 で 、 伯 爵 の 息子 
で あっ た ピエ ー ル ・ ド ・ ア メー に よっ て 作ら 
れ 、 同 大 学 出版 局 に よっ て 出版 され た 。 最 近 
の 出版 物 で ある に も か か わら ず 、 本 は か な り 
希少 で ある 。 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 と ナイ ング 
トー ヴ 大 学 が この 本 を 所 有 し て いる 。 
ー ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
較 バー グル ンド 「The Feaster from the Stars」、 
「Huitloxopetl IV: Vision of Madness」(O) : バー 
グル ンド & バ ー ナ ム [「The Thing in the 
Library」 : バー ル グ ン ド & ワ イン バー グ 「The 
Dark Stairway」) ペル トン 『A Guide to the 
Cthulhu Cul』 





アク ロ ・ ア ン ベ イ リン グ 
Aklo Unveilings 

グラ ー キ の カル ト に お ける 通過 儀式 の 位 
階 。 カ ルト の メン バー は 最大 48 位階 まで 達 
する こと が で きる 。 そ し て 49 位階 は 、 グ ラー 
キ が 最後 に 崇拝 者 を 呼ん だ と き に 授け られ 
る 。 ま た 、 ジ ョ ン ・ デ ィ ー の エノク 魔術 大 系 
が 48 の 鍵 ま た は 呪文 を 含み 、 未 知 の 49 番 
目 の 鍵 が 神 を 呼び 出せ る こと に な っ て いる の 
は 興味 深い 。 
ー ア クロ 語 、 グ ラー キ 、 デ ィ ー (ジョ ン ) 
キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of the Lake」 : 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters IV』 (O) 
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アク ロ 語 
Aklo [AHL-kloe] 

も と も と ヴァ ルー シア の へ ビ 人 間 の 言語 で 
あっ た 言語 、 ア クロ 語 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン に よっ て 、 そ の 神官 た ち に 与え られ 、 変 
更 を 加え られ て ウェ ー ル ズ の 「 小 さい 人 々 」 
伝説 と 同様 に いま だ に 伝え られ て いる 。 ま た 、 
「 ア クロ 」 と いう 言葉 は 、 一 連 の 魔術 儀式 ( 以 
下 参 照 ) また は 祈 待 が 行なわ れる べき 特定 の 
時 を 述べ る た め に 使用 され る こと も ある 。 

E. A. ヒッ チコ ッ ク の 『 錬 金 術 研究 覚書 
(Alchemy upon Remarks)』 に は いま だ に 
発見 され て いな い 一 式 の 文書 「 ア クロ 語 銘板 」 
こ 書 か れ た 「 今 は 得 が た い 秘 密 」 に つい て 言 
及 し て いる 。 し か し 、 多 少 注 目 さ れん て いた オ 
カル ティ スト 、 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー は 、 自 分 
の 日 記 に アク ロ 式 文 と 呼ば れる 儀式 に つい て 
書い て いる の で 、 上 記 の 「 ア クロ 文書 」 な ど 
も 読ん で いた か も し れ な い 。 式 文 の 三 番目 の 
も の は 目 に 見 えな いも の を 見 える よう に する 
際 に 役に立つ が 、 残 り の 式 文 の 適切 な 使用 法 
は 謎 の まま で ある 。 

ある オカ ル テ ィ ス ト は 、 ア クロ 語 が エノク 
語 と 多く の 類似 性 を 持っ て いる こと を 私 に 示 
し た 。 エ ノ ク 語 は ジョ ン ・ デ ィ ー が 天使 と の 
接触 に お いて 発見 し た と され る 前 人 類 言 語 
で 、 現 在 で も オカ ルト の 集まり で 使用 され て 
いる 。 通常 アク ロ 語 で ある と 考え られ る ほ と 
ん どの 文章 に は 、 ほ と ん ど エ ノ ク 語 と の 類似 
は 見 られ な い が 、 関 連 が ある な ら は 興味 深い 
可能 性 が ある 。( ア クロ の サバ オト 、 ア クロ ・ 
アン ベイ リン グ の 項 を 特に 参照 ) 

ー ア クロ の サバ オト 、 ア クロ ・ ア ン ベ イ リ 
ング 、 イ ア 、『 失 われ た 帝国 の 遺跡 』、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 デ ィ ー (ジョ ン )、 へ ヘ へ 
ビ 人 間 
較 C ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 : カル プ 
『The Necronomicon』 : ハー バー“ ク トゥル フ 
神話 TRPC キー パー コン パニ オン " : R ジョ ン 
ソン 「Aljiah Warden」: マッ ケン 「 白 魔 」(O) : 
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ラヴ クラ フト 「 痢 を さま よう も の 」: ラヴ クラ 
フト & ラ ムリ ー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」: 
ロス “Plant y Daear" 














アク ロ の サバ オト (サバ オト の た め の ア クロ ) 
Aklo Sabaoth (Aklo for the Sabaoth) 

次 元 外 の 存在 を 呼び 出す の に 使用 する アク 
ロ 語 の 式 文 、 ア クロ の サバ オト は 新 月 の 晴れ 
た 夜 に の み 使 うこ と が で き 、「 丘 か ら 答 えら 
れる 」 精 霊 だ け に 有効 で ある 。 空気 の 精霊 を 
呼び 出す 別 の 式 文 ち や ある か も し れ な い 。 

ある も の は アク ロ の サバ オト が 、 天使 「 ア リ 
エル 」 を 召喚 する 第 19 の 鍵 で 「 エ ノ ク の 鍵 」 
と 呼ば れる ジョ ン ・ デ ィ ー の 呪文 と 関連 が ある 
と 言う 。 し た が っ て 、 丘 の 精霊 を 呼ぶ 式 文 は オ 
リ ジ ナ ル の アク ロ の サバ オト が 劣化 し た も の な 
の か も し れ な い 。 ま た 、「 サ バ オ ト 」 が 、 通 常 、 
天使 に 使用 され る 用 語 で ある へ ブラ イ 語 の 「 天 
帝 」 の こと で ある こと に 注意 し な けれ ば な ら な 
い 。 こ れ ら すべ て は 推測 で あり 、 実 験 者 に は 慎 
重 に 式 文 を 扱う こと を お 勧め する 。 

ー ア クロ 語 、 デ ィ ー (ジョ ン ) 
キャ ン ベ ル 「The Tower on Yuggoth」 : ラ 
ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


アザ ー テ ィ 
Azathi [ah-ZAHI-thee] 

熱 要 エ ネル ギー か ら 形 成 さ れ た アザ トー ス 
の 子供 。 ア ザ ト ー ス は 知性 を 失っ て の た うち 
回 りな が ら 、 定 期 的 に これ ら の クリ ー チ ャ ー 
を 1 体 吐き 出す 。 生 まれ て きた 子供 の 大 部 
分 は 肉体 を 制御 で きず に 爆発 し て 死ぬ 。 ご く 
わずか な も の だ けが 、 自 分 の 体内 の エネ ル 
ギー を 制御 し 、 生 きた まま 父親 の 宮廷 を 去る 
こと が で きる 。 ア ザー タ 、 ア ザー テ 、 ア ザー 
トゥ の 3 体 の アザ ー テ ィ が 宇宙 の どこ か に 
まだ 存在 し て いる 。 

ー ア ザ ト ー ス 
悦 ラム レイ 『Flysia』 





浅 き 眠り の 七 十 段 の 階段 
Seventy Steps of Light Slumber 

夢 に 現れ て 、 夢 見 る 人 が 下り て ゆく と ナ 
シュ ト と カマ ン ニ = テ タ ー が 住む 炎 の 洞窟 に 達 す 
る 階段 、 こ の 階段 を 下り て いく 者 は 、 深 き 眠 
り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 を 完全 に 辻 回 し て ド 
リー ムラ ンド に 入る こと が で きる と 言わ れ て 
いる 。 こ の 方 法 を と る と 夢見 る 人 は 旅 の 方 向 
を 定め る こと が で き な い が 、 多 く の 夢 見 る 人 
は より 安全 な 方 法 だ と 考え て いる 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 ナ シュ ト と カマ ン = 
ター、 深 き 眠 り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 
悦 ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(0) : ラム レイ 『Hero of Dreams』 


アザ グ = ニ トー スー アザ トー ス 
Azag-Thoth 


アサ タタ ーーー ハス ター 


人 Assatur 


アザ トー ス (アザ ゾー ス 、 ア ザ グ ニ = トー ス 、 
アザ トー ト ) 
Azathoth (also Azazoth or AzagrThoth) 
[AHZ-uhthauth] 

原始 の 混 池 、 あ る い は 魔王 と も 呼ば れる 外 な 
る 神 。 通 常 は 無形 の 混 活 の 塊 だ が 、 召 喚 さ れる 
と き は ほか の 次 を と る こと が 知ら れ て いる 。 
アザ トー ス は 完 極 の 混 油 の 中 心 に ある 彼 の 
宮廷 に 座 し て いる (宇宙 の 中 心 、 ま た は 地球 
の 地下 の 洞窟 に いる と 言う 者 も いる )。 彼 は 
異形 の 神々 の 踊り を 指揮 し な が ら 、 知 性 な く 
泡立ち 、 冒 法 を 続け て いる 。 多彩 な 色 を し た 
幕 が 、 空 間 と 時 間 に か か わる 通常 の 法則 が 月 
壊し て いる アザ トー ス の 宮廷 と 宇宙 を さえ 
ぎっ て いる 。 ア ザ ト ー ス は 、 呪 文 や シャ ッ ガ 
イ か ら の 昆虫 の 神殿 に ある 特別 な 入り 口 の 一 
つ を 通し て 召喚 され る 場合 に の み 、 自 分 の 王 
座 を 離れ る こと が で きる 。 

伝説 に よこ る と 、 ア ザ ト ー ス は 宇宙 を 生み 、 
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最後 は 宇宙 を 破壊 する の だ と いう 。 現 代 の 思 
想 家 に は アザ トー ス を ビッ グ バ ン と 同一 視 す 
る 者 も ちい る 。 こ れ は 原始 の 混 活か ら 宇 宙 が 創 
造 さ きれ た と いう 、 ギ リ シ ャ と ノル ウェ ー の 創 
世 神 話 と 関連 が ある よう に も 思え る 。 ま た ア 
ザ ト ー ス は 放射 能 の 擬人 化 な の か も し れ な 
い 。 実際 、『 妖 幅 の 秘密 』 に 書か れ た アザ トー 
ス を 招来 する た め の 式 文 は 多量 の 桜 分 像 物質 
も 必要 と する 。 ま た 、1908 年 の ツン グー ス 
カ の 爆発 は 、 ほ と ん どの 科学 者 が 小惑星 の 衝 
突 に よっ て この 破壊 的 な 事件 が 起き た と する 
が 、 ア ザ ト ー ス に よる も の か も し れ な い 。 
研究 者 の 中 に は アザ トー ス と 、 グ ノー シス 
主義 の 宇宙 を 創造 し た デミ ウル ゴス の 生み の 
親 で ある アカ モー ト 、 あ る い は エジプト の カ 
ルト に お ける 太陽 円 盤 ア テテ ン と の 類似 を 指摘 
する 者 も ちい る 。 し か し 通常 の 姿 で の アザ トー 
ス 崇 拝 は まれ で ある 。 地球 で 発生 し た 唯一 の 
カル ト は グ ノ フ ケー 族 の も の で あっ た が 、 最 
近 で は 隔離 され た 狂人 た ち が 彼 に 仕え て い 
た 。 ま た 、 ア ザ ト ー ス は シャ ン の 中 に 信者 が 
多い 。 シ ャ ン の 神殿 に は 彼 の 化身 ザー ダテ 
ホー グラ の 像 が 置か れ て いる 。 シ ャ ン が アザ 
トー ス の た め に 実行 する 儀式 は まっ た く 忌 ま 
わし いも の だ 。 

アザ トー ス の 名 前 を 発する こと は 、 異 世界 
か ら 来 た 存在 に 強力 な カ を 与え る 。 そ し て 彼 
の 未知 の 秘密 の 名 前 は 、 さ ら に 多く の 力 を 与 
える 。 も っ と も 、 こ れ に は 限界 が あり 、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 に さえ も アザ トー ス の 秘密 の 
名 前 は 書か れ て いな い 。 

魔王 が 常に 愚 鈍 な 混 池 で あっ た わけ で は な 
いと 断言 する 者 も ちい る 。 ア ザ ト ー ス は 是 間 の 
大 戦 で 知性 と 体 を 失っ た の だ と いう の で ある 。 
アザ トー ス は 戦い に よっ て 完全 に われ われ の 
次 元 の 外 に 吹き 飛ば れ た の か も し れ な い 。 も っ 
と も 、 こ の 解釈 は いく つか の 作品 の 中 に 見 つ 
けら れる だ け で ある 。 ア ザ ト ー ス 自身 は 単に 、 
途方 ちな く 恐 ろ し い 何 か の 手先 で ある と 言わ 
れ て いる こと に 注意 する べき で ある 。 








ー ア ザー ティ 、『 ア ザ ト ー ス その 他 の 巡 怖 』、 
アザ トー ス の 種子 、『 ア ザ ト ー ス の 書 』、 異 形 
の 神 、 ウ ボー サス ラ 、 グ ノ フ ケー 族 、 暗 きも 
の 、 ク ラ ネ ス 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
サイ オフ 、 サ クサ クル ー ス 、 シ ャ ッ ガ イ 、 シ ャ 
ン 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 シ ュ ブ ニニ グラ ス 、 ス ティ 
ギア 、 ス ン ガ ク 、 精 霊 説 、 ソ トー ス 、 外 な る 
神 、 ト ウー ルス チャ 、 ト ンド 、『 ミ サ ・ ジ ・ 
レク イエ ム ・ ペ ル ・ シ ュ ジ ャ イ 』、 無 名 の 霧 、 
リー ギク ス 

圏 C ウィ ルソン 『 賢 者 の 石 』) カッ トナ ー「 ハ 
イド ラ 」: キ ャ ン ベ ル 「 妖 虫 」、「 暗 黒星 の 陥 塞 」: 
グラ スピ ビー「The Nameless Tower」: グレ ッ 
シュ 「Mandelbrot Moldrot」 ) ハー バー “Spawn 
of Azathoth' : ブロ ッ ク 『 ア ー カ ム 計 画 』: マ 
イヤ ー ス 「The Last Night of Earth」 : ラヴ クラ 
フト 「 ア ザ ト ー ト 」(O) : ラム レイ 『 地 を 傘 つ 
魔 』、『Elysial : レア ー ド 「Professor Peabody' 
s Last Lecture」 





「 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 」 
Azathoth and Other Horrors 

エド ワー ド ・ ダ ー ビ イ の 詩集 で 、 彼 の 存命 
中 に 発行 され た 唯一 の 本 。 出 版 社 は 今 で も 不 
明 だ が 、 そ れ が 1919 年 に アー カム (マサ 
チュ ー セ ッ ツ 州 ) の オニ クス ・ ス フィ ンク ス ・ 
プレ ス に よっ て (こと に よる と ダー ビ イ の 自 
費 出 版 で ) 出さ れ た と 言う 者 ちあ いる 。 ま た ケ 
ン ブ リ ッ ジ の 会 社 が 1916 年 に 出版 し 、 
1931 年 に 破産 する まで に 数 回 の 版 を 重ね た 
と 主張 する 者 も いる 。 最 近 で は 、 バ グ ダ サ リ 
アン の アザ トー ス ・ ハ ウス が 1946 年 春 に 新 
版 を 発行 し た 。 

「 ア ザ ト ー ス 」 と いう 作品 は 全体 の 半分 に も 
及ぶ も の で 、 魔 王 ア デザ ト ー ス と の 夢 で の 遺 遇 
を 描く 。 収 録 さ きれ て いる ほか の 詩 に は 、「 ネ メ 
シス の 目覚 め 」、「 地 獄 の 家 」、「 死 せり 、 去 り 
に し に は あら ず 」、「 メ デュ ー サ の 接 史 」 な ど 
が ある 。『 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 』 は 比較 的 
知ら れ て いな い 本 だ が 、 ほ か の いく つか の 本 
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に ゃ 影響 を 及ぼ し た 。 例 えば 、 ゲ オル ク ・ フ ィ ッ 
シャ ー の 『 地 底 を 掘る も の 』 な ど で あ る 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 ダ ー ビ イ (エド ワー ド )、『 地 
底 を 掘る も の 』、 ウ ェ イ ト (アセ ナス ) 

キャ ノン 「The House of Azathoth」、「The 
Revenge of Azathoth」: ダ ー ビ イ 「Azathoth: ハ ー 
バー“" ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ 
オン ": ライ バー「The Terror from the 
Depths」: ラ ヴ ク ラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 
(O) 





アザ トー ス の 種子 
Seed of Azathoth 

アザ トー ス の 落し 子 が 創り 出す 、 緑 が か っ 
た 輝く 物質 。 外 な る 神 ア ザ ト ー ス が その 宮廷 
で 踊る と き に 時 折 吐 き 出す 。 ま た 、 ア ザ ト ー 
ス の 、 よ り 大 きい 落し 子 が 、 ア ザ ト ー ス の 沙 
し 子 と 共に これ ら の 物質 を 運ぶ こと も ある 。 
種子 は 彗星 の 一 部 分 と な る こと も 多く 、 こ の 
場合 通常 の 彗星 の 核 と 見 分 けが つか な い 。 
これ ら の 種子 の 一 つが 惑星 に 着陸 する 際 に 
は 、 種 子 は 惑星 の 核 に 達する まで 地面 に 穴 を 
堀 る 。 そ こ で アザ トー ス の 落し 子 を ふ化 させ 
育て る 。 落 し 子 は 穴 を 抜け 出す 際 に 惑星 を 引 
き 裂 くだ ろう 。 サ イオ フ の 世界 に 着陸 し た 種 
子 は 、 そ の 惑星 を 破壊 し て 、 太 陽 系 の 小惑星 
帯 を 作り 出し た 。 ま た 、 別 の 種子 が ツン グ 一 
スカ の 爆発 を 引き 起こ し た の か も し れ な い 。 
これ が 本 当 で ある な ら 、 大 き な 被 害 が 出る 前 
に 落し 子 の カ が 止ま っ た の だ ろう 。 種 子 の 断 
片 に 体 を 近づけ る こと は 非常 に 危険 で あり 、 
種子 が 放つ 光 を 浴び る と どん な 有機 組織 も 
ゆっ くり と 月 壊し て ゆく 。 

種子 に は 有益 な 効果 も ある と 信じ られ て い 
る 。 異 形 の 神 の 従者 の うち 、 特 定 の も の を 分 
解す る 効果 を 持っ つて いる と いう の で ある 。 ユ 
ゴス より の も の と シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 は こ 
の 物質 か ら 道 具 を 作る こと が 多い 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 異形 の 神 、 サ イオ フ 、 シ ャ ン 、 
ミ = テ ゴ 























ハー バー “Pickman's Student'(O)、*Spawn 
of Azathoth' : ラム レイ 「 狂 気 の 地底 回 廊 」 





『 ア ザ ト ー ス の 書 』 
The Book of Azathoth 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ が 持っ て いる 書物 。 外 な 
る 神 に 仕え よう と いう 者 は 、 そ の 本 に 自分 の 
血 で 署 名 し な けれ ば な ら な い 。 も し か する と 
この 本 は 、 魔 女 裁 判 の 層 牲 者 に よっ て 語ら れ 
た も の か も し れ な い 。 そ うだ と すれ ば 、 本 が 
今 ま で ほとん ど 見 つけ られ な か っ た こと の 説 
明 に な る だ ろう 。 ま た 、『 ア ザ ト ー ス の 書 』 
は 外 な る 神 を 称賛 し 、 キ リス ト 教 を 冒 沈 する 
よう な 、 聖 書 の 風刺 も 含ん で いる 。 

も う 一 つの 『 ア ザ ト ー ス の 書 』( 宇 宙 の 姿 
に 関す る 長く 、 ま と まり の な い 理 論 が 書か れ 
た 、 ら せん 綴じ の ノー ト ) は ニュ ー ヨ ー ク の 
ミディ アム ズ グ ロー ブ に ある ホテ ル の 一 室 で 
見 つけ られ た 。 も う 片 方 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
が 持っ て いる の で 、 両 者 を 比較 する こと は 不 
可能 で ある 。 8 
ー ア ザ ト ー ス 、 外 な る 神 、 ニ ヤル ラ ト テ ッ 
プ (黒い 人 ) 

悦 カニ ャ ー ズ 、 ゴ ドリ ー& ウ ィ ッ ト ヴ ァ ー 
ン "Devils Children': ヘン スラ ー 「The Higher 
Mythos」 : ラヴ クラ フト 「 魔 女 の 家 の 夢 」(O) 


『 ア ジア の 秘め た る 神秘 一 ゴー ル ・ ニ グ 
ラル へ の 注釈 付き 』 
The Secret Mysteries of Asia, with a Commentary 
on the “Ohorl Nigral" 

ゴット フリ ー ト ・ ミ ュ ル ダー が 、 フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト と 共同 で 書い た 本 。 ユ ン ツ ト は 、 風 
変わ りな 学者 だ っ つた ミュ ル ダ ー の 旅 に 何 度 も 
同行 し た 。1818 へ 1819 年 の 中 国 の 修道 院 
へ の 旅行 の 際 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト は 『 ゴ ー ル ・ 
ニ グ ラル 』 を 参照 し た 。 彼 は の ち に その 本 の 
内 容 を ミュ ル ダ ー に 詳し く 語っ て 聞か せ た 。 

フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 死に 続く 数 年 間 、 ミ ュ 
ル ダ ー は 、 彼 に 与え られ た 事実 が どれ ほど 重 
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要 な も の か を 理解 し 始め た 。 彼 は 自己 催眠 を 
利用 し 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト か ら 与 えら れ た 示 
唆 の 多く を 再び 組み 立て 、『 ア ジア の 秘め た 
る 神秘 』 に それ ら を 組み 入れ た 。1847 年 に 
本 は ライ プチ ヒ で 印刷 され た が 、 す ぐに ほ と 
ん ど が 政府 に よっ て 押収 され 、 破 壊さ れ て し 
まめ だ 。 

この 本 が ある 場所 や 内 容 は 知ら れ て いな い 
が 。1 冊 は お そら く ミ スカ トニ ッ ク 大 学 図書 
館 に 保管 され て いる 。 
ー『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 ミ ュ ル ダー ( ゴ ッ 
ト フ リー ト )、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト ( フ リー ドリ ッ 
ヒ ) 
カー ター 「Zoth-Ommog」: コノ バー& ラ ヴ 
クラ フト 『Lovecraft at Lastl (O) : ハリ ス 「The 
History of Von Unaussprechlichen Kulten」 


アタ ル 
Atal [ah-TAHL] 

ウル ター ル の 旧 き 神 の 大 神官 。 ア タル は 宿 
屋 の 主人 の 息子 に 生ま れ た が 、 ウ ルター ル の 
地球 の 神々 の 神官 、 バ ル ザ イ の 弟子 に な る こ 
と が で き 、 彼 が ハセ グ = テ クラ 山 に 登る と き に 
同行 し た 。 ア タル 自身 は 現在 その 地 の 神 官 で 
あり 、 い まだ に 信仰 を 統括 し て いる が すでに 
300 歳 を 超え て いる 。 
ー ウ ルター ル 、 ス カイ 河 、 ド リー ムラ ンド 、 
ナ ア ク ニテ ティ ト の 障壁 、 ハ セグ = クラ 、 バ ル 
ザイ 、 旧 き 神 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 ウ ルター ル の 猫 」(O)、「 著 
神 ]、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





アト ゥ ー ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ プ (アト ウ ) 
Ahtu [AHLTOO] 


アド ゥ ム ブ ラリ 

Adumbrali [AH-doom-BRAHL-lee] 

別 次 元 か ら 暗 黒 の 球体 の 姿 で 現れ る 存在 。 
『 イ ステ の 歌 』 に は アド ゥ ム ブ ラリ の 最も 完 
全 な 記述 が 記載 され て いる 。 こ の クリ ー 





チャ ー は 、 ほ か の 次 元 に 使者 を 送り 、 彼 ら 自 
身 が 狩り を 楽し むための 犠牲 者 を 呼び 寄せ る 
と 言わ れ て いる 。 こ れ ら の 使者 は 、 原 地 の 文 
化 に 溶け 込ん で いる が 、 不 自然 に 優雅 に 振る 
舞い 、 す ば らし い 催 眠 術 の 特技 を 持っ て い 
る 。 彼 ら は 催眠 術 を 使用 し て 犠牲 者 を わな に 
は め る 。 こ れ ら の 不幸 な 者 た ち は ア ドゥ ム ブ 
ラリ の 母 星 に 送ら れ 、 そ こ で 扶 問 され た あと 
で むさ ぼり 食わ れる 。 

ー『 イ ステ の 歌 』 

圏 ロ ウン デズ 「 深 淵 の 恐怖 」 





アト ラッ クニ ナチ ャ 
Atlach-Nacha [ATLlach NACHL-ah] 

人 に 似 た 頭 部 を 持つ 巨大 な クモ の 次 を し た 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 ア トラ ッ ク = テ ナ 
チャ は ツァ トゥ グ ァ と 共に 土星 か ら 地球 に 来 
た と 言わ れ て いた 。 こ の クモ 神 は ヴー アミ タ 
ドレ ス 山 の 地下 の 巨大 な 亀裂 の 中 で 暮らす 。 
最近 の この 神 の 報告 ト は と ベリ ア と ペル ー か ら 
も た ら さ れ て も いる 。 ア トラ ッ ク ニ ナチ ャ は 
覚醒 の 世界 て ドリ ー ム ラン ド の 間 に あ る 底 無 
し の 和 裂け 目 に クモ の 上 巣 で 橋 を 架け る こと に す 
べ て の 時 間 を 費やし て お り 、 そ れ は 世 の 終 わ 
り ま で 橋 に 居 続 ける 仕事 で ある 。 

裂け 目 か ら ア トラ ッ ク = テ ナチ ャ が 召喚 され 
る と 、 そ の 像 の 一 つ に 還 依 する こと に な る が 、 
アト ラッ ク テ ナ チャ は 系 を 紡ぐ ご こと を や め た 
が ら な い 。 ア トラ ッ ク テ ナチ ャ を 信仰 する カ 
ルト は さま ざま な 時 代 に いく つか 存在 し て い 
た 。 フ ェ ニ キア 人 は この グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 崇拝 し て いた し 、 上 崇拝 者 の 小さ な 集団 
は イン ド と アン ダマ ン 諸 鳥 に 存在 し て いる こ 
と 知ら れ て いる 。 ダ ゴン 秘密 教団 は 「 死 の 木 」 
に 棲み 、 深 きも の と 交配 し な い 人 々 を 罰する 
存在 と し て 、 ア トラ ッ ク テ ナチ ャ を 語る 。 ア 
トラ ッ ク = テ ナチ ャ が 付き 合う の は 主 に 護 術 師 
だ が 、 秘 儀 的 な 知識 と 引き 換え に 接触 し て く 
る 者 と も 付き 合う 。 

アト ラッ ク = テ ナチ ャ は すべ て の クモ を 支配 
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し て いる と 言わ れ て お り 、 か つて は 中 生 代 前 
半 に 生き て いて 、 現 在 で は 世界 の 数 か 所 で 見 
られ る 不思議 な 化石 た し て の み 存 在 す る クモ 
形 の 存在 、「 ア トラ ッ ク ニ ナチ ャ の 子 ら 」 の 
支配 者 で あっ た 。 ア トラ ッ ク ニ = ニナ チャ を 最も 
熱心 に 崇拝 する 祈 裕 師 に の み 知 られ て いる 秘 
儀 に よっ て 、 こ れ ら の 化石 を 復活 させ る こと 
が で きる 。 こ れ ら は レン の 紫色 の クモ と 同じ 
も の だ と 言う 者 も いる 。 

アト ラッ クニ ナチ ャ の 棲む 場所 を 発見 し よ 
うと いう 一 つの 大 規模 な 試み は 、 バ ー ト ン = テ 
ド ハ テ ィ 探 検 隊 に よっ て 行なわ れ た 。 こ の 勇 
敢 な 一 隊 は 、1985 年 ご どろ に アン デス 山脈 に 
向け て 出発 し 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 
居場所 を 発見 し よう と し た 。 彼ら は アト ラッ 
クーナ チャ に むさ ぼり 食わ れ な いよ うに グラ 
ス フ ァ イ バ ー 装 甲 を 着用 し て いた 。 残念 な が 
ら そ ね れ 以 来 、 彼 ら の 消息 は 聞か れ て いな い 。 
ー ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、。. サ イク ラグ ーシュ 、 ツ アト ドゥ グ ア 、 ハ 
イ パ ー ボ リア 、 レ ン 
悦 ウ ィ リ アム ズ &g ピ ー タ ー セ ン ほ か “HLP 
Lovecraft s Dreamlands':C. ウィ ルソン 『 賢 
者 の 石 』: シマ ンス キ “Web of Memory' : C.A. 
スミ ス 「 七 つの 呪い 」(O) : ハー バー "The 
Andaman Islands': ピー ター セン 『 ク トゥル 
フ 神 話 図説 』I: ペル トン 『A Guide to the 
Cthulhu Cultd : マー シュ 「Heterodox Churches 
in Innsmouth」 














アト ラン ティ ス 
Atlantis 

か つて 大 西洋 に あっ た 舌 われ た 大 陸 。 ア ト 
ラン ティ ス の 歴史 の 多く は 謎 に 才 い 隠さ れ た 
まま で ある 。 ア トラ ン テ ィ ス の 最初 の 王国 カ 
イプ フル は 、「 終 未 の 王子 」 ヴ ァ ル トー ト に 
よっ て 設立 され た 。 彼 は レム リア の 破壊 か ら 
逃れ た 民 を 導き 、 の ち に トー ト 神 と 呼ば れる 
よう に な る 。 こ の 最初 の 王国 は 結局 滅び ( 深 
海 の 怪 物 と の 戦い の た め )、 長 い 混 乱 の 時 代 


が 訪れ た 。 

第 二 帝 国 は クレ イト ー と 海神 パ ザ ドン 、 あ 
る い は ポセイドン が 創始 し た 王朝 に よっ て 
立 さ れ た 。 両 者 に は 、 そ れ ぞ れ が アト ラン ティ 
ス に 王国 を 樹立 する こと の な る 10 人 の 子供 
が いた 。 最 も 年 上 の アト ラス は 、 共 金 の 門 の 
都市 の 王 の 座 に 就 い た 。 そ こ は 同 心 円 状 に 整 
備 さ れ 、 水 路 と 防壁 が 張り 巡ら され た 美しい 
都市 だ っ た 。 

アト ラン ティ ス 人 は 科学 と 魔術 に 長け て い 
た が 、 レ ムリ ア の 没落 後 は 多く の 知識 が 失わ 
れ 、 そ の 技術 は 決し て 以前 の 偉大 な 水準 に は 
達し な か っ た 。 彼 ら が 信仰 し た 神々 は 、 ダ オ 
ロス 、 グ ルー ン 、 バ ー ス ト 、 ガ タ ノ ソ ア な ど 
さま ざま で あっ た 。 時 間 が た つ に つれ 、 混 池 
の 力 が 再び 勢力 を 増し 、 黒 魔術 が 多く の アト 
ラン ティ ス 人 に よっ て 実践 され た 。 最 終 的 に 
は 、 黒 魔術 の 力 が 大 きく な っ た た め に 混 渦 の 
手先 で ある 魔王 テラ タ は 黄金 の 門 の 都市 を 征 
服 す る こと が で きた の で あっ た 。 ついに は 、 
これ ら の 魔 術 師 の 実験 は 恐ろし い 和 失敗 を も た 
らし 、 都 市 は 海中 に 沈ん だ 。 

続い て 起こ っ た 大 災害 は 大 陸中 を 破壊 し 、 
残っ た 土地 も 住む の に は 適さ な く な っ た 。 そ 
の 結果 アト ラン ティ ス 人 は 知識 の 多く を 矢 っ 
て 、 未 開 人 に 戻っ た の で ある 。 そ し て カル 王 
の 時 代 が 訪れ た 。 アトランティス 人 は 何と か 
ほか の 大 陸 の 土地 を 征服 し た が 、 彼 ら の 栄光 
は も う 色 あせ て いた 。 

2 万 年 前 、 ハ イボ リア 時 代 の 初め に し 、 ア ト 
ラン ティ ス の か な り の 部 分 が 海中 に 沈ん だ 。 
この 本 当 の 原因 は 不明 で 、 地 質 学 上 の 大 変動 
か ら 魔 法 実験 の 失敗 ある い は 神 の 復讐 まで 、 
さま ざま な 理由 が 考え られ る 。 ポ セイ ドニ ス 
と バル テ サ ゴー ス を 含む いく つか の 島 が 洪水 
を 乗り 切っ た が 、 こ れ ら の 大 部 分 も また 結局 
は 海 に の み 込 まれ た 。 惨 劇 の 生存 者 は サハ ラ 、 
アヴェ ロワ ー ニ ュ 、 カ リブ 海 な ど 広い 範囲 に 
逃れ た 。 大 神官 クラ ー カ シュ ニー トン と ラヴ ェ 
テ ケ ラ フ に よっ て 保存 され た アト ラン ティ ス 


「 全 。 














の 口碑 は 、 エ ジ プ ト の サイ ス の 神官 た ち に 
よっ て 保管 され る 断片 群 の 中 に 伝え られ て い 
る 。 ア トラ ン テ ィ ス 自体 の 遺跡 が 海底 に 残っ 
て いる か も し れ な い が 、 だ と し て も 誰 も それ 
を 生き て 見 た も の は いな い 。 

ある 異説 が 、 ベ ロウ の 『 奇 跡 の 目撃 』 で 述 
べら れ て いる 。 同書 は 古 の も の が アト ラン 
ティ ス 、 あ る い は 「 ア ラン ハ テ ィ 」 に 生息 し 
て お り 、 人 間 の 目 を 避け る た め に 消え た の だ 
と 主張 する 。 し か し この 情報 は 、 こ の 時 代 の 
ほか の 情報 の 多く と 矛盾 し て いる 。 

[アト ラン ティ ス は 最初 に 、 プ ラ ト ン の 対話 
編 『 テ ィ マ イオ ス 』 と 未完 の 『 ク リティ アス 』 
に 登場 し た 。 プ ラ ト ン の 物語 が 寅 話 な の か 、 
ある い は 実際 の 伝説 の 改作 な の か 、 そ れ と も 
昔 起 こっ た 出来 事 な の か 、 長 らく 議論 され て 
きた 。 ア トラ ン テ ィ ス が 実在 し た と 主張 する 
者 も ちい れ ば (彼ら は 自身 の 政治 的 、 国 家 的 あ 
る い は 民族 的 な ユー トピ ア と し て アト ラン 
ティ ス を 語る こと が 多い )、 紀 元 前 1500 年 に 
起き た テー ラ 島 の 火山 爆発 な ど ほ か の 大 災害 
が モデ ル だ と する 者 も いる 。 現 代 の アト ラン 
ティ ス へ の 関心 は 、 イグ ネー シア ス ・ ド ネリ ー 
の 『Atlantis: Antedeluvian World』(1882 年 ) 
に 始ま り 、 以 来 と ど ま る と ころ を し ら な い 。 
ラヴ クラ フト と 仲間 の 作家 た ち は 神 智学 の 書 
籍 か ら ア トラ ン テ ィ ス 伝説 を 取り 入れ た 。 そ 
れ ら で 最も 有名 な 本 は W. ス コッ ト = テ エリ 
オッ ト の 『The Story of Atlantis and the 
Lost Lemuria』(1925 年 ) で ある 。] 
ー 古 の も の 、 煙 く ト ラベ ゾ ヘ ドロ ン 、 カ ル 王 、 
キン メリ ア 、 クラ ー カ シュ テト ン 、 グル ー ン 、 
クン ヤン 、 ダ オロ ス 、 ツ アト ウゥ グ ア 、『 ド ジ 
アン の 書 』、 ノ ー デ ンス 、 ハ イボ リア 時 代 、 
バグ = テニ シャー ス 、 バ ル = テ サ ゴ ー ス 、 ポ セイ ド 
ニス 、 ル ムル = テカ トウ ロス 、 レ ムリ ア 
カー ター『The Black Star』、「The Seal of 
Zaon Sathla」: カ ー タ ー&& デ テキ ャ ンプ 『Conan 
of the Isles』: キャ ン ベ ル 「The Render of the 
Veils」: スコ ッ ト テ エリ オッ ト 『The Story of 
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Atlantis and the Lost Lemurial : デー カス トロ 
「 最 後 の 実験 」: トー マス & ウィリス “海底 の 
都市 ': ハワード 「 ハ イボ リア 時 代 」: ヒー ル 
ド 「 永 却 よ り 」: ブラ ヴァ ツキ ー『 シ ー ク レッ 
ト ・ ド クト リン 』: プラ トン 『 ク リティ アス 』、 
『 テ ィ マ イオ ス 』(O) : ブロ ッ ク 「 奇 形 」, ラヴ 
クラ フト 「 霧 の 高み の 不思議 な 家 」、「 神 殿 」、 
「 闇 に 嘱 く も の 」、『Selected Letters V』: ラム 
レイ 「 狂 気 の 地 底 回 廊 」、『The Transition of 
Titus CrowJ 

















あの 世 か ら の 漁夫 
Fishers from Outside 

ジン バブ エ の 遺跡 を 造っ た と 探検 家 ス ロ 
ウェ ン ワ イト が 信じ る 、 宇 宙 か ら 来 た クリ ー 
チャ ー。 これら の 存在 は 、 か つて 恒星 間 の 大 
常 国 を 持っ て いた よう で 、 ジ ン バ ブ エ の 都市 
は その 単なる 前 哨 地 に すぎ な い 。 漁夫 は ツァ 
トゥ グ ァ と クト ゥ ルフ に 仕え て いる か も し れ 
な い 。 漁夫 が シャ ンタ ク 鳥 で ある と 言う も の 
も いる が 、 シ ャ ンタ ク 鳥 は 通常 、 無 知性 で ド 
リー ムラ ンド に だ け 棲 むと 考え られ て いる 。 
漁夫 の 正体 が 何で あれ 、 現 地 の 人 は その よう 
な 場所 を 危険 で ある と 考え て お り 、 可 能 な か 
ぎり それ を 避け よう と する 。 
ー ヴ ー ア ミ 碑 板 群 、『 失 われ た 帝国 の 遺跡 』、 
クト ウゥ ウルフ 、 ゴ ル = テ ゴロ ス 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 
ツア トゥ グ ァ ア 、 細 あ る も の 
カー ター 「The Fishers from Outside」, ヒ ー 
ルド 「 魂 を 喰う 昌 」, ラ ヴ ク ラ フト 「 前 哨 地 」(O) 


アビ ス 
Abbith [AE-birh] 

7 つの 太陽 の 世界 。 そ の 先 に は ゾ ス の 連 星 
が ある 可能 性 が ある 。 こ の 惑星 の 住民 は 宇宙 
の 秘密 の 多く を 知っ て いる 、 人 金属 で 出来 た 知 
的 生命 体 で ある 。 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト に よる と 、 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 ア ビス に 棲ん で いる か 、 
ある い は 封じ られ て いる と 言う が 、 ほ か の 者 
た ち は 遺 い 寄 る 混 活 が シャ ー ル ノ ス に 宮廷 を 
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置い て いる か 、 あ る い は 宇宙 を 自由 に 歩き 
回 っ て いる と 言っ て いる 。 

ー イ マー ル 、 ザ オー ス 、 ゾ ス (Zoth)、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド 
リッ ヒ ) 

カー ター「Out of the Ages」(O)、『Visions 
from Yaddith』、「Zoth-Ommog」 














アフ ー ム ・ ザ ー 
Aphoom Zhah [ah-foom-ZAHI 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある クト ゥ グ ァ 
が 、 封 じ 込 め ら れ た の ち に 生み 出し た 炎 の 存 
在 。 ア フー ム ・ ザ ー は 、 ま た た く 灰 色 の 炎 の 
次 で 現れ 、 触 れ た も の すべ て を 凍ら せる 。 

フォ ー マ ル ハウ ト を 離れ た アフ ー ム ・ ザ ー 
は 、 ヤ ー ク シュ に いく ら か 滞在 し た の ち 、 最 
後 は 地球 の 北極 に ある ヤー ラク 山 (ある い は 
ヤー ネッ ク 山 ) に や っ て 来 た 。、『 ナ コト 写本 』 
に よる と 、 旧 き 神 が 山 の 地下 に いた アフ ー ム ・ 
ザー を 見 つけ 、 深 い 穴 に 彼 を 封じ 込め た と い 
う 。 ア フー ム ・ ザ ー は 怒る と 寒気 を 放出 し 、 
周り の 陸地 を 凍ら せ た 。 の ち に ムー・ ト ゥ ー 
ラン を 破壊 する よう ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス に 
指 志 し た の は この 存在 で あっ た 。 数 年 後に は 、 
アフ ー ム ・ ザ ー 自 身 が ハイ パー ボリ ア 、 ゾ ブ 
ナ 、 お よび ロマ ー ル を 破壊 する 寒気 を 引き 超 
で だ 

アフ ー ム ・ ザ ー は ノ フ テ ケ ー、 ラ ー ン テテ 
ゴス 、 お よび ヴー アム を 生み 出し た と 信じ ら 
れ て いる 。 グ ノ フ ケー 族 と ヴー アミ 族 が それ 
を 崇 散 し て いる こと が 知ら れ て いる が 、 そ れ 
に 追随 する 人 間 の カル ト は 知ら れ て いな い 。 
ー ヴ ー ア ミ 碑 板 群 、 ク トゥ グ ア 、 グ ノ フ ケー 
族 、 精 霊 説 、 ノ フ = ニ ケー、 ハ イ パ ー ボ リア 、 
旧 き 神 、 ム ー・ ト ウー ラン 、 ヤ ー ネ ッ ク 、 ル 
リム = テ シ ャ イコ ー ス 、 ロ マー ル 
カー ター「Acolyte of the Flame」、「Zoth- 
0mmog」(0) : カー ター& C.A. スミ ス 「The 
Light from the Pole」 











アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ドー アル ハザード 
Abdul Alhazred 


アプ トン 、 ダニ エル (1884 年 ご ろ て ? ) 
Upton, Daniel 

アー カム の 建築 家 で 、 エ ド ワ ー ド ・ ダ ー ビ 
イ の 友人 (そし て 、 和 殺害 者 )。 ア プ ト ン の 父 
親 は ベ ザ エル ・ イ ェ フ ア ・ ベ ン = テ ダニエル と 
いう 名 で あっ た が 、 の ち に ダニ エル ・ ア プ ト 
ン に 改名 し 、 ア ー カ ム に 移住 し た (ダニ エル ・ 
アプ トン は 若い ころ 、 自 分 の 家族 の 過去 に 起 
こっ た この こと を 一 切 教 えて も ら わ な か っ 
た )。 ダ ニ エ ル ・ ア プ ト ン は 比較 的 若い ころ 
に ダー ビ イ と 友人 に な り 、 ア プ ト ン は ダー ビ 
イ の 詩集 に イラ スト を 描く こと を 考え た こと 
も あっ た 。 ハ ー バ ー ド を 卒業 し た の ち 、 ア プ 
トン は 結婚 し て アー カム に 住み つい た 。 彼 の 
息子 、 エ て エドワード ・ ダ ー ビ イ ・ ア プ ト ン は 
1910 年 に 生ま れ た 。 

アプ トン は 、 ダ ー ビ イ と アセ ナス ・ ウ ェ イ 
ト の 結婚 生活 を 心配 し て いた が 、 悲 劇 的 結末 
を 止め る こと は で き な か っ た 。 ア プ ト ン は 友 
人 の こと を 心配 し て いた よう で あり 、 な ぜ 人 彼 
が アー カム ・ サ ナトリウム で ダー ビ イ を 殺害 
し た の か は 非常 に 不可 解 な こと で ある 。 人 不 気 
味 な 悪ふざけ が 、 ダ ー ビ イ を 療養 所 に 入れ 、 
彼 の 親友 に 向かっ て 6 発 の 弾丸 を 撃ち 込ん 
だ 原因 だ っ た か も し れ な いと 言う 者 も いる 。 
アプ トン は 収監 され た が 、 そ の 後 ど うな っ 
た か に つい て は 矛盾 し た 記録 が 残っ て いる 。 
ある 者 は 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の 有力 な 友人 
が 彼 を 自由 に し た と 言う が 、 ま た ある 者 は 、 
彼 が 死ぬ まで 閉じ 込め られ た まま だ っ た と 王 
張 す る 。 
ー ア ー カ ム 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 ダ ー ビ 
イ (エド ワー ド )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
キャ ノン 「The Revenge of Azathoth」: ジャ 
ン ツ ァ ン 、 ガ ー バ ー& レイ 「The Statement of 
Richard Daniel Upton」: ライ バー「 ア ー カ ム 
そし て 星 の 世 界 へ 」: ラヴ クラ フト 「 戸 口 に あ 








ら わ れ た も の 」(O) 


アブ ホー ス 
Abhoth [AB-hauthl 

汚物 と 病気 と に 結び つけ られ る 存在 。 ハ イ 
パー ボリ ア 時 代 に は 、 ア ブ ホ ー ス は ヴー アミ 
タ ド レス 山 の 地 下 に 棲ん で いた 。 現 在 で は 、 
ダニ ッ チ の 地下 深く の 洞窟 か 、 こ と に よる と 
ドリ ー ム ラン ド の 灰色 障壁 山脈 の 地下 に 棲ん 
で いる か も し れ な い 。 ア ブ ホ ー ス は 、 灰 色 の 
粘着 質 の 巨大 な 塊 の 交 を し て いる 。 ア ブ ホ ー 
ス は 無限 の 解剖 学 的 多様 性 を 持っ た 子供 た ち 
を 絶え ず 産み 落と す 。 子 供 た ちの 大 部 分 は す 
ぐに アブ ホー ス に よっ て むさ ぼり 食わ れる 
が 、 生 き 残 っ た も の が 親 の 洞窟 か ら 逃 れる こ 
と も ある 。 

記録 に 残さ れ た た だ 一 度 の 遭遇 に お いて ア 
ブ ホ ー ス は 、 偽 足 を 延ばし て 侵入 者 を 感じ 、 
テレ パシ ー で 侵入 者 と 交信 し た の ち 、 そ の 者 
が 旅 を 続け る こと を 許し た 。 ほ か の 者 は それ 
ほど 幸運 で は な いか も し れ な い 。 

アブ ホー ス 代 振 は わずか な 例 し か 報告 され 
て いな い 。 ク ラン ノリ ア に あっ た ハイ パー ボ 
リア 人 居留 地 で は アブ ホー ス が 崇敬 され て い 
た が 、 結 局 、 彼 ら は 思 を 知ら な い ア ブ ホ ー ス 
に 破壊 され て し まっ た 。 ま た 、「 暗 黒 の アブ 
ホー ス 」 は 多く の ヒッ タイ ト の 碑 文 で 言及 さ 
れ て いる 。 ア ブ ホ ー ス は 、 そ の よう な カル ト 
が 存在 する の を 気 に か け て いな いよ う で 、 ど 
ん な 恩恵 を も 彼ら に は 提供 し そう に な い 。 ア 
ブ ホ ー ス に は 時 々 生け 費 が 必要 だ が 、 自 分 自 
身 を 幻影 で 包み 、 疑 うこ と の な い 冬 牲 者 を お 
びき 寄せ る こと も ある 。 

ある 者 は アブ ホー ス が すべ て の 邪悪 を 創造 
し た の だ と 考え て いる が 、 こ れ は あり そう も 
な いよ うに 思え る 。 

ー ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、 ウ ボサ スラ 、 ソ 
トー ス 、 外 な る 神 、 ハ オン ニテ ドル 
圏 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか "HL.P 
Lovecrafts Dreamlands" : C. ウィ ルソン 『 精 神 
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寄生 体 』・C.A_ スミス 「 七 つの 呪い 」: ハー バー 
"Return to Dunwich' : ペル トン 『A Guide to the 
Cthulhu Cultl 


アフ ニテ ヨ ー ラ 
Ahu-Y'hloa [aoo-EE-loc] 

コー ン ウ ォ ー ル 沖の 海中 に ある 深き も の の 
都市 。 こ の 大 都市 は イハ テン スレ イ の 彼ら の 
同胞 に 支援 きれ た 深き も の の 一 団 に よっ て い 
ま ゃ 建設 が 進め られ て いる 。 
ー イ ハニ テンス レイ 、 深 きも の 
圏 ラ ムレ イ 『The Return of the Deep Ones』 





「 ア フリ カ 加 部 の 考察 」 
Observations on Several Parts of Africa 
コン ゴ に 3 回 の 探検 を 行なっ た ウェ イド ・ 
ジャ ー ミ ン 卿 が 書い た 本 。 ジ ャ ー ミ ン は 彼 の 
発見 に よっ て で は な く 、 彼 の 奇行 に よっ て 記 
憶 さ きれ て いる 。 例 えば 、2 回 目 の 探検 で は ポ 
ルト ガル 人 の 妻 を 連れ 帰っ て きた が 、 彼 女 を 
人 目 に つか な いよ うに し て いた 。3 回 目 の 探 
検 で は 彼 は アフ リカ に 彼女 を 残し て きた と い 
う 。 し ば らく し て 、 ジ ャ ー ミ ン の 奇行 は 偏執 
的 な も の に 変わ り 、 彼 は 1765 年 に 精神 病院 
に 入院 し た 。 

『 ア フリ カ 各 部 の 考察 』 は ジャ ー ミ ン が 発 
見 し た 、 コ ン ゴ の 有史 前 の 白人 文明 、 都 市 の 
遺跡 、 そ し て いま だ に そこ で 暮らす 存在 に つ 
いて 書か れ て いる 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 故 アー サー・ ジ ャ ー ミ ン と 
その 家系 に 関す る 事実 」 














歩む お 死 ー イ タク ア 
Death-Walker 


グッ ウー ラ 
Alala [AHLlah-lah] 

悪名 高い 『 緑 の 書 』 で 暗示 され る 存在 。 ア 
ラー ラ は スル グ オ 萩 の 住民 か も し れ な い 。 
[バビ ロニ ア に お いて アラ ー ラ は 力 の 擬人 化 
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し た も の と し て 崇拝 の 対象 で あっ た 。 江 拝 は 
バビ ロニ ア 文 明 の 最初 の 記録 の は る か 前 に 衰 
退 し て し まっ た 。 し か し その 名 は 、 の ちの 時 
代 に も 多く の 魔術 儀式 に お いて 重要 な 役割 を 
担っ て いる 。 マ ッ ケ ン が これ を 知っ て いた か 
どう か は 不明 で ある 。] 

ー ス グル オ 湾 、『 緑 の 書 』 

悦 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」: マッ ケン 「 白 
魔 」(O) 








アラ ー ル 

Alar [ah-LAR] 

1) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』」 の 登場 人 物 。 

2) 同 戯曲 で ハス ター の 大 都市 を 攻め 、 包 囲 
する 都市 勢力 。 

ーー イー テ ィ ル 、 黄 衣 の 王 、 デ ム へ 、 ハ スタ ー 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0O): ブリ ッシュ 「More Lightl: ロス "Tel 
Me, Have You Seen the Yellow Sign?" 


アラ オ ザ ル 
Alaozar [ah-LAU-zar] 

伝説 の スン 高原 に ある と され る 言い 伝え の 
都市 。 こ の 都市 は 何 千年 も 前 に 到来 し た 地球 
外 の 存在 に よっ て 「 可 怖 の 湖 」 の 中 に ある 「 星 
の 島 」 に 造ら れ た 。 ど ん な 探検 隊 も 今 ま で こ 
の 場所 を 発見 し た こと は な い が 、 そ こ は 
チョ ー デ チョ ー 人 の 巡礼 地 で ある 。 ア ラオ ザ 
ル の 地下 に は 、 ロ イガ ー と ツァ ー ル が 棲ん で 
いる 洞窟 が ある 。 ミ ャ ンマ ー 奥 地 か ら の 報告 
が 正確 で ある な ら 、 こ の 都市 は 破壊 され た の 





か も し れ な い 。 
ー エ テ ポ オ 、 ス ン ノン 高原 、 チ ョ ー テ チョー 人 、 
ツア ー ル 、 ロ イガ ー 


圏 ダー レス & ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」 


アラ ン 山 
Aran, Mount 

セレ ファ イス の 近く 、 オ オス テ ナ ル ガ イ の 
谷 に ある 山 。 ふ も と の 斜面 は ト い ちょ う の 森 で 


呈 わ れ て いる が 、 山 頂 に は 一 年 中 雪が 残る 。 
地球 の 神々 は この 山 で 踊る こと は 決し て な 
か っ た が 、 不 思 議 な 氷 像 に 関す る 物語 は 、 そ 
の 斜面 を 登 ろ うと いう 旅行 者 を ひる ませ た 。 
ー オ オス ニテ ナ ル ガ イ 、 セ レフ ァ イ ス 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O) : ラム レ 
イ 「Iced on Aran」 


あり え べ か ら ざ る も の 一 ニョ クタ 
Thing That Should not be 


「 ア ル ・ ア ジフ 」(『 キ タブ ・ ア ルテニア ジフ J」) 
AI Azif (also Kirab ALAzif) [auLah-ZEEF] 
アル ハザード が 書い た 『 ネ クロ ノミ コン 』 
の アラ ビア 語 の オリ ジ ナ ル 版 の 題名 。『 ア ル ・ 
アジ フ 』 は 夜 に 昆虫 が 出す 音 に つい て 言及 し 
た も の だ と 推測 され る 。 ア ル ハ ザー ド の 生き 
た 時 代 の 人 々 は それ が 精霊 が 鳴ら す 音 だ と 考 
えて いた 。 オ カル ティ スト 、 ケ ネス ・ グ ラン 

ト は 魔術 儀式 や 空 飛ぶ 円 盤 と の 接触 の 際 に 聞 
こえ る 雑音 が 、 題 名 の 由来 で は な いか と 書い 
た 。 も っ と も 、 ほ か の 者 は 『 ア ル ・ ア ジフ 』 
の 別 な 意味 、「 飛 北 あ る い は 飛行 」 の こと だ 
と : す る 。 

[ラヴ クラ フト は この 名 前 を 、 の ち に 不正 確 
で ある こと が わか っ た ベッ ク フ ォ ー ド の 
『 ヴ ァ セ ッ ク 』 に あっ た 脚注 か ら 取 っ た 。] 

ー ア ル ハ ザー ド 、 サ ドウ スキ (フィ レウス )、 
『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 フ イィ レタ ス (テオ 
ドラ ス ) 

グラ ント 『Outside the Circles of Time』、 ス 
タン リ イ 『FEx Libris Miskatonici』 : デー・ カ スト 
ロ [最後 の 実験 」(O) : ラ ヴ ク ラ フト 「『 ネ クロ 
ノミ コン の 歴史 』」 


アル イエ ー ル ルイ エ 
Arlyeh 


「 ア ル ソ フ ォ カ ス の 暗黒 の 大 巻 (『 暗 黒 の 
大 巻 」) 

Black Tome of Alsophocus (also The Black 
Tome) 

エロ ン ギ ル の 偉大 な 魔術 師 アル ソフ ォ カ ス 
に よっ て 書か れ た 本 。 あ る 知ら れ ざ る 修道 士 
が の ち に ラテ ン 語 に 翻訳 し た 。 誰 も この 本 が 
遺 さ れ て いる と いう 場所 を 知ら な い が 、 も し 
ある な ら ば ミス カト ニッ ク 大 学 が 1 冊 保 管 
し て いる か も し れ な い 。『 暗 黒 の 大 巻 』 は ボ 
ロミ ー ル の 引用 、 輝 く ト ラペ ゾ ヘ ドロ ン の 秘 
密 、 ク トゥ ルフ を その 慕 か ら 招 来 す る と いう 
よう な 強力 な 情報 を 有 し て いた 。 
ーー 輝く トラ ベ ペ ゾ ヘドロ ン 、 ク トゥ ルフ 
スタ ン リ イ 「Ex Libris Miskatonici」 : ワー 
ネス 「 ア ルソン フォ カス の 書 」(O) 


アル ドー ニス 

Aldones [ahLDOE_nees] 

1) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』 で イー ティ ル の 王座 を 
求め る キャ ラク ター。 

2) 同 戯曲 で ハス ター の 統治 する 王朝 の 都市 
の 創設 者 。 

ー イ ー テ ィ イル 、 黄 衣 の 王 、 最 後 の 王 、 ハ スタ ー 
悦 チ ェ ン バー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0): ブ リッ シュ 「More Light」: ロス “Tel 
Me, Have You Seen the Yellow Sign?" 








アル ハザード 、 ア ブ ド ゥ ル (アブ ド ・ ア 
ル = テ アズ ラッ ド )(?ー 7 フ 738 年 ) 
Alhazred, Abdul (Abd ALAzrad) 

イエ メン の シ エ ン ナ の 詩人 、 神 秘 主義 者 、 
そし て 『 キ タブ ・ ア ルニア ジフ 』( の ち に 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の 題名 を 与え られ る ) の 作者 
と し て 最も 有名 で ある 。 彼 は 謎 に 包ま れ た 
アー ド の 民 の 子孫 の 一 人 で あっ た と 言わ れ て 
お り 、 そ の 生涯 は は いま だ に 中 東 の 伝説 の 一 
つ で ある 。 

アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド の 生涯 の 前 半 は 
謎 で ある 。 あ る 情報 で は 、 ア ル ハ ザー ド が 、 


アラ ー ル ーー アル ハザード 、 ア ブ ド ッ ゥ ッ ル e 33 e 


オー ルド ・ ワ ン の カル ト の 手 か ら 辛 うじ て 逃 
れ て 一 命 を 取り と め た 若い 羊 飼 いで あっ た と 
いう 。 し か し アー ミ テ ッ ジ は 、 彼 が 才能 ある 
詩人 で 、 若 いと きか ら 非 常に 豊か な 生活 を 
送っ て いた と 主張 する 。 

アル ハザード は 中 東 の さま ざま な 忘れ られ 
た 場所 や 忌 ま わ れ た 場所 に 何 度 も 旅 し た こと 
で 知ら れる 。 そ の 最初 の 旅 は 彼 を エジプト に 
導い た 。 そ こ で 彼 は 魔術 師 ヤ クト ゥ ー ブ の 下 
で 研究 し た 。 師 の 死後 、 彼 は ヤク トゥ ー ブ の 
弟子 た ち を メン フィ ス 、 そ し て アイ レム に 導 
いた 。 彼 ら の 多く は そこ で 異様 な 事故 に よっ 
て 殺さ れ た 。 ア ル ハ ザー ド は 無名 都市 で 短い 
期間 一 人 で 時 を 過ごし 、 次 に アレ キサ ンド リ 
ア で 自分 の 助手 た ちと 再び 合流 し た 。 現 地 の 
役人 、 黒 の モス ク か ら 邪 正 を は ら っ て くれ る 
よう 彼 に 頼ん だ が 、 そ れ は 不 首 尾 に 終わ り 、 
彼 は 都市 を 出 ざ る を えな か っ た 。 彼 は 再び 無 
名 都市 に 旅 し 、 そ こ か ら 墓 の 谷 と トル コ に あ 
る 黒い 山 に 行き 、 ダ マス カス に 住み つい た 。 
ガリ ラ ヤ 湖 の コラ ジン へ の 巡礼 の 旅 の 間 、 
アル ハザード は 入 神 状態 の よう な 状態 に 陥っ 
た 。 こ の 状態 は 8 年 間 続く こと と な り 、 そ の 
間 に 彼 は 『 キ タブ ・ ア ル = テ アジ フ 』 と いう 題 
名 の 魔術 に 関す る 論文 を 書い た 。 こ れ は 、 テ 
オド ラス ・ フ ィ レ タス が ギリ シャ 語 に 翻訳 す 
る と き に 『 ネ クロ ノミ コン 』 と 新た な 題名 を 
与え られ た 。 魔術 と 幻覚 薬 の 使用 に よっ て 、 
狂気 の アラ ブ 人 は 異 世界 と 異 次 元 を 見 つめ 、 
本 に 彼 が 見 た も の すべ て を 書き 留め る こと が 
で きた 。 ま た 、 ア ル ハ ザー ド は クト ゥ ルフ と 
ヨ グ ニテ ソ トー ス の 両方 を 崇拝 し た と も 言わ れ 
2 の 5 

イブ ン ・ カ リカ ン (12 世紀 の アル ハ ザ ー 
ド の 伝記 作家 ) は 、 ダ マス カス の 市 場 で 白昼 
公然 と 目 に 見 えな い 怪 物 に よっ て むさ ぼり 食 
われ た 「 和 狂気 の 」 詩 人 に つい て 語っ た 。 こ の 
伝説 も 議論 の 余地 が ある 。 そ れ が 彼 の 前 の 入 
神 状態 ある い は 彼 の 師 ヤ クト ゥ ー ブ の 死 と 混 
同 し た 作り 話 で ある と 言う 者 も あれ ば 、 彼 が 
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実際 に は 死な ず に 、 無 名 都市 に 運ば れ て 措 問 
され て か ら 殺 され た と 主張 する 者 も いる 。 こ 
の 時 代 の 数 人 の 異端 者 は 、 ア ル ハ ザー ド が 「 空 
和 白 の 四 分 の 一 」( ル ブ ・ ア ル ・ ハ ー リ ー 砂 漠 ) 
に 旅 し 、 彼 は ある 日 そこ か ら 戻 っ て くる だ ろ 
うと 言う 。 

初期 に 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 写し 取っ た 者 
が 本 の 作者 の 名 前 を 誤記 し た よう で ある 。 と 
いう の も 「 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド 」 に は 
アラ ビア 語 の 意味 が まる で な い の だ 。 学 者 た 
ち は 狂 気 の ア ラブ 人 の 正しい 名 前 を 求め る と 
いう パズル の さま ざま な 解決 法 を 探し た 。 
a) アブ ド ・ ア ル = テ アズ ラッ ド 、「 偉 大 な むさ 
ぼる も の の 崇拝 者 」、("abd” = 崇拝 者 従者 、 
“al” = テ the、Azrad ニ 「 室 息 さ せる も の 
むさ ぼる も の 」) [ハン ブリ ン ] 

b) アブ ド ・ ア ル = テ ウッ ザ 、「 ア ル = テ ウッ ザ ( イ 
スラ ム 教 以前 の 女神 ) の 従者 」[ ス タン リ イ ] 
c) アブ ダラ ・ ザ ー ル = テニ アード = テ ジ ン 、「 信 仰 
の 神 花 の 従者 」 (狂気 の アラ ブ の 宗教 と いう 
こと だ が 、 あ り そ う も な い 名 前 で ある ) [ デ 
テキ ャ ンプ ] 

d) アル ニハ ズレ ッ ド 、「 見 る べき で な いも の 
を 見 る 人 」 を 意味 する 名 前 。 イ エメ ン で の み 
通用 する 。 [ファー マー] 

『 ネ クロ ノミ コン 』 は 別 と し て 、 生 き 延 び 
た アル ハザード の 作品 は ほん の わずか で あ 
る 。 そ の 中 に は 、 短 編 「 ア ル ・ ジ ェ ル ダー」(「 天 
前 」) と 当時 の 貴族 に か な り 人 気 が あ っ た 詩 
が 数 編 あ る 。 

[「 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド 」 は 実際 に は 
ラヴ クラ フト が 遊び の と き に 名 乗っ た 名 前 
で 、HPL が まだ 幼かっ た ころ に 彼 か ホイ ッ 
プル 家 の 弁 護 士 だ っ た アル バー ト ・ ベ イカ ー 
の どちら か が 思い つい た も の で ある 。] 

ー ア イレ ム 、 ア ル ハ ザー ド の ラン プ 、『 イ エー 
の 儀式 』、 イ ブン ・ ス カカ バ オ 、 カ ラテ シェ ー 
ル 、 キ タブ ・ ア ルテニア ジフ 、 コ ラジ ン 、 そ は 
永久 に ……、『 死 者 崇拝 ショ ゴス 、 七 千 の 
水 唱 の 枠 の 迷宮 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 








ハ ド ス 、 フ ィ レ タス (テオ ドラ ス )、 無 名 都市 、 
ヤク トゥー ブ 

カー ター「The Doom of Yakthoob」、「The 
City of Pillars」、「Mnomquah」、「The Shadow 
from the Stars」、「The Thing under Memphis」、 
「The Vault beneath the Mosque」 コー ン フ ォ ー 
ド 「A Brief Biography of Abdul Alhazred」: ス 
タン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil : デモ キャ ン 
プ 「"Foreward' to Al Azif」 ) ハー バー “クト ゥ ル 
フ 神 話 TRPC キー パー コン パニ オン " : ハン 
ブリ ン 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 断章 に つい て の 覚 
え 書 き "、“The City without a Name': ラヴ クラ 
フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」、「 無 名 都市 」 
(O) 





アル ハザード の ラン プ 
Lamp of Alhazred 

アイ レム を 造っ た アラ ビア の 伝説 の 部 族 
アー ド に よっ て 製作 され 、 狂 える アラ ブ 人 ア 
ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド に よっ て 一 時 期 所 有 
され て いた 道具 。 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 作家 
ウォ ー ド ・ フ ィ リ ッ プ ス が この 道具 を 最後 に 
所 有 し て お り 、 彼 が 和 失 忠 し た の ち 処 分 され た 。 
油 を 満た し て 点灯 する と 、 ラ ンプ は 壁 や その 
周囲 に クト ゥ ルフ 神話 に 関連 し た 場所 の 映像 
を 映し 出す 。 ま た 、 さ ま ざ ま な 時 代 と 場所 へ 
の 門 と し て も 機能 し た か も し れ な い 。 も っ と 
も この 効果 は 限ら れ た 時 に し か 得 ら れ な か っ 
な よう だ 3 
ー ア イレ ム 、 ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ゥ ル )、 
フィ リッ プス (ウォ ー ド ) 
圏 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 「 ア ル ハ ザー ド の 


ラン プ 」 





アレ ン 、 ザ ドッ ク 
(1831 年 ご ろ ~ 1926 年 ? ) 
Allen, Zadok 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 イ ンス マス の 町 の 酔っ 
ぱら い 。 彼 が お よそ 15 歳 の と き に 疫病 が イ 
ンス マス を 襲っ た 。 ア レン の 父 は それ が 元 で 
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死に 、 ア レン は その 打撃 か ら 決し て 回 復 する 
こと は な か っ た 。 彼 は ほか の 町 民 と 共に ダ ゴ 
ン 秘 密教 団 の メン バー に な っ た が 、 そ の 内 陣 
に 加わ る こと は な か っ た 。1926 年 夏 、 彼 は 
ロバ ー ト ・ オ ルム ステ ッ ド と 会 話し た あと に 
失 忠 し た 。 

ー イ ンス マス 、 オ ルム ステ ッ ド (ロバ ー ト )、 
ダ ゴ ン 秘 密教 団 

較 ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 履 う 影 」 


暗黒 教団 

Black Brotherhood 

オー ルド ・ ワ ン の た め に 働く 国際 テロ 組織 。 
暗黒 教団 の 構成 員 は あら ゆめ る 経歴 の 持ち 主 、 
民族 か ら 構成 され て お り 、 さ ま ざ ま な 政府 要 人 
を ひそ か に 暗殺 する 計画 を 実行 し て いる 。 彼 
ら の 対象 の 選び 方 に これ と いっ た 傾向 は 読み 
取れ な い 。 暗 殺 の 実行 者 は 通常 すぐ に 死ん で 
し まい 、 構 成員 へ の 尋問 は ほとん ど 行 な われ て 
いな い 。 教 団 の 構成 員 は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン が すぐ に 目覚 め 、 彼 ら の 行為 が 彼ら の 主 
人 の た め に 地球 を 用 意 す る と 信じ て いる 。 

ー オ ー ル ド ・ ワ ン 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 

悦 ブロ ッ ク 『 ア ー カ ム 計 画 』 














「 暗 黒 の 儀式 」 
The Black Rites 

エジプト の 第 十 三 王朝 期 に 、 バ ー ス ト を 崇 
振 し て いた 大 神官 ラヴ ェ テ ケラ フ に よっ て 書 
か れ た 、 ブ バス ティ ス の 巻物 の 一 部 。『 暗 黒 
の 儀式 』 は 通常 巻物 か ら 省 か れ て いる が 、 写 
し が エジプト で 最も 力 を 持つ 神殿 に ひそ か に 
保管 され て いた 。 オ リ ジ ナ ル は ケ マ イ ト 神 官 
文字 で 書か れ 、 ギ リ シ ャ 語 の 軍 訳 も 存在 する 
か も し れ な い 。 こ の 本 は エジプト 人 に よっ て 
現代 まで 伝え られ た と も 信じ られ て いる が 、 
どの 時 代 で も 写本 を 見 つけ る こと は ほとん ど 
不可 能 で ある 。 

この 本 に は バー スト 崇拝 に 関す る 多く の 情 


報 、 ほ か の エジプト の 神 の 概要 、 セ ベク の 黄 
金 の クロ コ ダ イ ル の 発見 の 物語 、 お よび ニャ 
ル ラ ト テ ッ プ と 暗黒 の ファ ラオ に 関す る 警告 
的 な 注釈 が 記載 され て いる 。 

ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 バ ー ス ト 、 ラ ヴェ ニテ 
ケラ フ 

カー ター 「Zoth-0mmog」 : ティ アニ ー 「The 
Curse of the Crocodile」、「The Treasure of 
Horemkhu」: ディ ティ リオ & ウ ィ リ ス “ニャ 
ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 ' : ブロ ッ ク 「 自 滅 の 魔術 」 
(0O) 




















「 暗 黒 の 大 巻 一 『 ア ル ソ フ ォ カ ス の 暗黒 の 
大 巻 』 
Black Tome of Alsophocus (also The Black 
Tome) 


「 暗 黒 の 知識 の バビ ルス 」 
Papyrus of the Dark Wisdom 

『 エ イボ ン の 書 』 の 第 3 章 。 こ の ハイ パー 
ボリ ア の 魔術 師 は 、 偉 大 な 著作 の この 部 分 に 
お いて 、 人 類 発生 以前 に 地球 に や っ て 来 た さ 
ま ざ ま な 異 星 の 存在 の 歴史 を 書き 残し た 。 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト は の ち に 、 自 分 の 『 無 名 祭 
礼 書 」 に お いて この 題材 を わか りや すく 書き 
直し た 。 
ー『 エ イボ ン の 書 』、『 無 名 祭礼 書 』、 フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト (フリ ー ド リッ レヒ) 
圏 カ ー タ ー「Something in the Moonlight」(O): 
カー ター& C.A. スミ ス 「Papyrus of the Dark 
Wisdom」 











暗黒 の ファ ラオ 
Black Pharaoh 

エジプト 第 六 王 朝 の 末期 の 人 物 で 、 コ テッ 
プ と 呼ば れる こと も ある 。 ま た 、 こ の 呼び 名 
は ネフ レン テカ と ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 両方 に 
与え られ て お り 、 実 に は ま ざ ま な 時 代 に お い 
て 個人 を 指す の に 使用 きれ て いる 。 暗黒 の 
ファ ラオ は 、 逆 さき エジプト 十字 、 生 命 の 十字 
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に よっ て 象徴 され て いる 。 

ー ネ フ レン テカ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (暗黒 の 
ファ ラオ ) 

カー ター『Curse of the Black Pharaoh」、 ピ ー 
ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』, ブ ロッ ク 「 暗 
黒 の ファ ラオ の 神殿 」(O) 


暗黒 の ファ ラオ 団 
Brotherhood of the Black Pharaoh 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 化身 、 購 黒 の ファ ラオ 
の 帰還 を 目論む カル ト 。 こ の 集団 の 指導 層 は 
主 に エジプト 人 だ が 、 近 年 、 支 部 は あら ゆる 
層 、 あ ら ゆ る 国籍 か ら メ ン バ ー を 集め て いる 。 
この 集団 は 血塗ら れ た 舌 、 星 の 知恵 派 教会 、 
お よび 野獣 の 結社 な どの カル ト と 提携 し て い 
る こと が 知ら れ て いる 。 こ の 集団 の 下部 組織 
の 一 つ 、「 ス フィ ンク ス の 子供 」 た ち は 動物 
の 頭 部 を 持つ 合成 ミイ ラ の 製作 に 専念 し て い 
る 。 
一 血塗ら れ た 舌 教 団 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ (暗黒 の ファ ラオ )、 星 の 
知恵 派 教団 、 野 獣 の 結社 
憶 M, アン ダー ソン “Cairo Guidebook": ディ 
ティ リオ 刀 ウィリス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮 
面 '(O) 
































暗黒 の 魔物 一 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ (暗黒 の 魔 
物 ) 
Black Demon 


暗黒 の も の ーー ザ ・ ブ ラッ ク 
The Black 


アン ダー クリ フェ 、 エ ロ ル 

(1937 年 ご ろ ~ 1967 年 ?) 
Undercliffe, Errol 

若い ラム ジー・ キ ャ ン ベ ル に 影響 を 及ぼ し 
た と 考え られ る ブリ チェ スタ ー の 恐怖 作者 。 
アン ダー クリ フェ に つい て は ほとん ど 知 られ 
て いな い が 、 彼 は ブリ チェ スタ ー で その 人 人 生 
の 大 部 分 を 過ごし た 。 彼 は ロー ラン ド ・ フ ラ 
ンク リン の 死 を 調査 し た あと 、1967 年 に 自 
分 の アパ ー ト か ら 和 失 忠 し た 。 そ ね れ 以 後 、 少 な 
く と も 1 件 の 未確認 の 目撃 例 が あっ た きり 
で ある 。 彼 の 作品 は 『 眼 り を 恐れ た 男 』 と 『 雷 
光 に よる 写真 』 に 収め られ て お り 、 ハ リー・ 
チャ ン の 映画 『 赤 い 夢 』 は フラ ンク リン の 作 
品 を 元 に し て いる 。 
ー フ ラン クリ ン (ロー ラン ド )、 ブ リ チ ェ ス 
タ = 
キャ ン ベ ル 「EFrrol Undercliffe: A Tribute」 
(O)、「The Franklyn Paragraphs」: R プラ イ 
ス 「Behold, IStand at the Door and Knock」 


アン タル クト ス 山 
Antarktos, Mount [ant-ARK-toes] 

南極 点 の 近く に ある 山 。 そ こ に グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン で ある ゴル = テ ゴ ロ ス が 棲ん で 
いる 。 
ー ゴ ル テ ゴ ロス 
カー ター 「The Fishers from Outside」 , ラヴ 
クラ フト 「 ヨ ゴス 星 よ り 」(O) 
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イア 
Ia 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン や 外 な る 神 の た 
め 儀 式 に お いて し ば し ば 使わ れる 言葉 。 も と 
も と アク ロ 語 で 「 私 は 空腹 で ある ! 」 と いう 
意味 で 、 デ ィ オ ニ ソ ス 上 崇拝 者 が 叫ぶ 「 イ ア 
オ ! 」 と も 関連 し て いる か も し れ な い 。 
ー ア クロ 語 
圏 ア ダム ス 、 イ ジン ウィ ル & マ ヌイ "No Pain, 
No Gain': ディ カス トロ 「 最 後 の 実験 」(O) 





イア ン 

Yian [YEE-an] 

中 国 の 奥地 の 「7 つの 海 と 地球 と 月 と の 距 
離 よ り 長 い 川 」 を 越え た と ころ に ある と いう 
都市 。 イ アン は 常に 夏 で あり 、 大 河 が 千 の 橋 
の 下 を 流れ て いる 。 ま た 、 空 気 は 銀 の 鐘 の 音 
楽 で 満た され て いる 。 今 まで ほん の 数 人 し か 
外部 の 人 間 が この 都市 を 訪れ て いな い (た だ 
し よそ 者 に よっ て か つて 侵略 を 受け た こと が 
ある と 言う 者 も いる)。 こ の 都市 は クア ン = 
ユ ィ ン と 呼ば れる 東洋 の 魔術 師 の 互助 団体 の 
本 部 と し て 機能 し て お り 、 も し か し た ら 中 国 
に お ける クト ゥ ルフ ・ カ ルト の 中 心 な の か も 
し れ な い 。 

ー イ アン = テ ホ ー、 ク トゥ ルフ 

チェ ン バ ー ス 「The Maker of Moons」(O)、 
「The Slayer of Souls」 : ラヴ クラ フト 「 闇 に 路 
くも の ]」 





イア ン = テ ホー 
Yian-Ho [YEE-anl 

位置 は 不明 の 無人 の 大 都市 。 ニ ュー ヨー ク 
州 北部 ある い は アジ ア に ある 言う 者 も いれ 
ば 、 そ れ が 南極 大 陸 に ある 荒廃 し た 古 の も の 
の 都市 イア アン の こと だ と か 、 磁 極 に 内 な る 都 
市 の こと だ と 言う 者 も いる 。 都 市 は レン 高原 
の 遺産 で ある と 言わ れ て 、 す べ て の 人 間 が こ 
の 都市 の 先祖 の 記憶 を 持っ て いる と も 言わ れ 
て いる 。 

イア ン テ ホ ー は その 正確 な 正体 は 不明 な 人 怪 
物 に よっ て 警備 され て お り 、 適 切な 知識 を 持 
つ 強 力 な 魔術 師 の み が 通 る ろ る こと が で きる 。 ヨ 
ギ ・ ヒ アマ ル ジ は エティエンヌ ニテ ロー ラン ・ 
ド ・ マ リ ニ ー と タイ タス ・ ク ロウ の 二 人 が の 
ち に 保有 する こと に な る 4 本 の 針 の ある 時 
計 を イア ン = ホー か ら 持 ち 帰 っ た 。 探検 家 
フリ ー ド リッ ヒ ・ フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト は 、 イ ア 
ン テ ホ ー を 訪問 し 、 そ こ で 地上 に ある 唯一 の 
『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』 を 熟読 し た と いう 。 

ー イ アン 、 古 の も の 、『 隠 蔽 され し も の の 書 』 
クロ ウ (タイ タス )、『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 
磁極 に 内 な る 都市 、 時 の 時 計 、 ド ・ マ リ ニ ー 
(エティエンヌ ニテ ロー ラン )、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ 
ト ( フ リー ドリ ウル ヒ )、 レ シ 
圏 カー ター 「Zoth-0mmog」: ハ ー バ ー“ ク トッ 
ルフ 神話 TRPC キー パー コン パニ オン " : R_ プ 
ライ ス 「The Strange Fate of Alonzo Typer」 : ラ 
ヴ ク ラ フト &E プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え 
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て 」: ラム リー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」 
(0O) : ラム レイ 『The Transition of Titus Crow』 














イイ ー キ ルス ー ル リム ・ シ ャ イコ ー ス 
Yikilth 


イー ティ ル 

Yhell [YEELull 

1) ある 情報 源 に よれ ば 、 戯 曲 『 黄 衣 の 王 』 
の 舞台 と な る 都市 の 名 前 。 

ー ア ルド ー ニ ス 、 黄 衣 の 王 、 ナ オタ ル バ 、 ユ ー 
オト 

チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(O) : ロス “Tell Me, Have You Seen the Yellow 
Sign?" 

2)「 イ ー テ ィ ル 」 と いう 言葉 は 、 ア ラー ル の 
都市 の 言葉 で 「 見 知ら ぬ も の 」 を 意味 する 。 
イー ティ ル が ハス ター の 都市 に 入っ た と き 、 
彼 は 蒼白 の 仮面 と 呼ば れ た 。 

ー ア ラー ル 、 ア ルド ー ニ ス 、 黄 衣 の 王 、 蒼 
白 の 仮面 、 ハ スタ ー 

チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(O) : ブリ ッシュ 「More Light」 


イー ム ナ ー 
"Ymnar [EEMLnar] 

『 太 古 の 恐怖 』 に よれ ば 、 ン シンガ イル テコ ー 
ラス の 化身 だ と いう 。 イ ー ム ナー は 世俗 の 
に 身 を 隠し 、 人 類 を 究極 の 破滅 に 向かわ せる 
た め に 、 主 人 に よっ て 地球 に 送ら れ て きた 。 
イー ム ナ ー は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の よう に も 見 
える が 、 関 連 が ある か は 疑わ し い 。 

ー『 太 古 の 恐怖 』、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
デビ ル 「Where Yidhra Walks」 


イー リ デ ィ ー ム (「 冷 た きも の 」) 
Yjidheem (“Cold Ones7) [ee-lLDEEM] 

ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス に 仕え 、 そ の 棲み か 
が 放射 する 厳し い 寒 気 か ら 保護 され て いる 
人 々 に 与え られ た 呼び 名 。 


ー ル リム ・ シ ャ イコ ー ス 
カー ター 「The Fishers from Outside」 


イ ウ コス ー ユ ゴス 
Iukkoth 


イエ ー 
Yhe [YEEI 

今 で は 太平 洋 の 下 に 沈ん で いる ムー 大 陸 の 
一 地方 。 こ の 場所 は クト ゥ ルフ の 墓地 が ある 
ルル イエ の は る か 南 に 位置 し 、 ダ ゴン に 捧げ 
る 祈り の 中 で 言及 され て いる 。 さ ら に 、 神 秘 
的 な 存在 エト グ タ が そこ に 封じ られ て いる と 
言わ れ て いる 。 
ー 『 イ エー の 儀式 』、 ザン ツー、 ダ ゴ ン 、 ムー、 
ユ ト グ タ 
カー ター「Out of the Ages」、「Zoth-Ommog」: 
ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」(O?) 





「 イ エー の 儀式 」 
Rituals of Yhe (also Yhe Rituals) [YEE] 

前 人 類 の 預言 者 ニ ゴ ウ ム = ニ ゾー グ が 書い た 
本 。『 イ エー の 儀式 』 は 、 そ の 一 冊 が エイ ボ 
ン の 蔵書 の 中 に あっ た こと で 初め て 言及 され 
た 。 ユ ト グ タ の カル ト は これ ら の 文章 を 保存 
し 、 神 宜 か ら ま た 、 そ の 後継 者 へ と 受け 継い 
で いっ た 。 ユ ト グ タ の 最後 の 神官 ザン ツー は 、 
ムー が 海中 に 沈ん だ と き に それ ら を 破壊 し た 
と 言わ れる 。 

何 世 紀 も あと の ポ セ イ ド ニ ス の 筆記 者 た ち 
は 、 非 常に 強力 な 魔術 師 だ っ た マリ グリ ス の 
蔵書 に 『 イ エー の 儀式 』 が ある の を 発見 し た 。 
また 、 ア ル ハ ザー ド が 若い ころ に 弟子 に な っ 
た 魔術 師 ヤ クト ゥ ー ブ も 1 部 所 有 し て いた 。 
最近 で は 1903 年 に エジプト の 墓地 で 発見 さ 
れ た 。 

この 本 に は 、 ユ ト グ タ 崇拝 に お いて 行なわ 
れる 31 の 秘密 の 儀式 が 記載 され て いる 。31 
番目 の 儀式 「 イ エー へ の 扉 を 開け る 鍵 」 は 、 
行なわ れる と ユ ト グ タタ を 召喚 する も の で 、 ニ 





ゴウ ム = テ ゾー グ は 、 最 悪 の 危機 に 崇拝 者 が 
陥っ た 場合 に の み 使 用 する べき だ と 警告 す 
る 。 

ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル )、 イ エー、 エ 
イボ ン 、 ポ セ イ ド ニ ス 、 ムー、 ヤク トゥ ー ブ 、 
ユ ト グ タ 

カー ター 「The Thing in the Pit」 





イェ クー ブ 
Yekub [YEHL-kooh] 

ムカ デ の よう な 存在 の 種族 が 棲む 、 は る か 
遠く の 銀河 に ある 世界 。 そ れ ら の 存在 は ジュ 
ク テ シ ャ ブ と いう 正体 不明 の 球体 の 存在 に 統 
治さ れ て いる 。『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 
に よる と 、 こ れ ら の 存在 は 宇宙 旅行 の 能力 を 
身 に 付け 、 自 分 た ちの 銀河 か ら ほ か の すべ て 
の 知 的 生物 を 根絶 し た 。 彼 ら の 征服 欲 は 変わ 
ら ず 、 よ り 壮 大 な 計画 を 立て 始め た 。 
イェ クー ブ 人 は 光 に 当て る と それ を 見 た 者 
に 催眠 効果 を 与え る 、 水 唱 の よう な 材質 で 出 
来 た 立方 体 を 作っ た 。 彼 ら は 本 拠 地 の 銀河 か 
ら こ れ ら の 立方 体 を 送り 出し た 。 こ れ ら の 物 
体 の 1 つが 惑星 の 重力 場 に 遭遇 する と 、 保 
護 用 の 外 被 を 切り 離し て 、 そ こ に 着陸 する だ 
ろう 。 知 的 な 存在 が この 立方 体 を 見 つけ た な 
ら 、 イ ェ ク ー ブ 人 は 知 的 な 存在 の 精神 と 、 自 
分 た ちの 探検 守 の 一 人 の 精神 を 交換 する 。 
イェ クー ブ 人 が 上 異 星人 の 精神 を 尋問 し て その 
星 の 情 報 を 集め て いる 間 、 精 神 を 交換 し た 
イェ クー ブ 人 は 新 世 界 を 探検 し 、 調 査 結果 の 
報告 を 送る だ ろう 。 

普通 、 そ の 後 は 2 つの 精神 は 元 の 体 に 戻 
され る の だ ろう 。 一 方 、 イ ェ ク ー プ の 科学 者 
が 宇宙 旅行 の 能力 を 持つ 住民 の いる 惑星 を 発 
見 し た な ら 、 彼 ら は 立方 体 を 使っ て 彼ら の 精 
神 を 捕らえ 、 そ の 世界 の 人 々 を 滅ぼす か 、 あ 
る い は 彼ら を 完全 に 征服 する た め に さら に 多 
く の 仲間 を 送っ た 。 後 者 の 場合 、 イ ェ ク ー ブ 
人 は 捕らえ た 異 星人 の 精神 を 破壊 し 、 こ の 新 
し い 惑 星 上 に 彼ら の 文明 を お お ざっ ぱに 再現 
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し よう と する 。 

地球 の 全 歴 史 の 中 で 1 回 だ け 、 立 方 体 の 
うち の 1 つが われ われ 世界 に 着地 し た こと 
が ある 。 こ れ は 偉大 な る 種族 が 地球 を 支配 し 
て いた 時 代 の こと で あっ た 。 イ ェ ク ー ブ 人 が 
何人 か の イス 人 を 乗っ 取っ た あと で 、 偉 大 な 
る 種族 は 危険 に 気づき 、 こ れ ら の 偵察 者 を 倒 
し た 。 イ ェ ク ー ブ に 捕らえ られ て いる 仲間 の 
精神 は 取り 残さ れ た 。 イ ス 人 は あと で 役 に 立 
つか も し れ な いと し て 、 立 方 体 を 破壊 し よう 
と は せ ず 、 そ れ を 光 と 熱 か ら さえ ぎっ て 厳重 
に 保管 し た 。 し か し 、 数 百 万 年 後に 起き た 戦 
争 の 際 に この アー ティ ファ クト は 和 失わ れ 、 立 
方 体 が 現在 まで 生き 残っ て いる か どう か は 不 
明 で ある 。 
ー イ ス の 偉大 な る 種族 、『 エ ルト ダウ ン ・ 
シャ ー ズ 』、 ジ ュ ク = テ シ ャ ブ 
アニ オロ フス キー “Ye Booke of Monstres" : 
ラヴ クラ フト 、 メ リッ ト 、 ム ー ア 、 ハ ワー ド 
& ロ ング 「 彼 方 より の 挑戦 」(O) 





イェ グ ニ = ニハ 
Yegg-ha [YEG-hahl] 

高き 10 フィ ー ト で 、 小 さい 連 を 持ち 、 顔 
の な い 二 足 で 歩く 怪物 の 交 を し た クト ゥ ルフ 
神話 の 小 存在 。 こ の クリ ー チ ャ ー は 何 千 年 も 
前 に ハドリアヌス の 城壁 近く の 門 を 通っ て わ 
れ わ れ の 次 元 に 進入 し た 。 ロ ー マ 時 代 以 前 に 、 
イギリス の さま ざま な 部 族 が イェ グ = ハ を 崇 
謀 し た 。 ロ リウ ス ・ ウ ルビ クス の 「『 国 境 の 要 
塞 』 に よれ ば 、 ロ ー マ 軍 兵士 の 一 隊 が この 存 
在 を 殺し た が 、 殺 すま で に は 50 人 以上 の 仲 
間 が 倒さ れ た と いう 。 ロ ー マ 人 は 、 現 地 の 部 
族 民 が クリ ー チ ャ ー の 死体 を 発見 し て 復活 さ 
せる こと を 恐れ 、 ハ ドリ アヌ ス の 城壁 の 近く 
に ひそ か に 埋め た 。 

イェ グ ニ = テハ は 夜 鬼 の 統治 者 で ある 一 方 、 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ に 仕え て いる と 言わ れ て い 
る 。 夜 所 と イェ グ = テ ハ と で は 姿 が 似 て いな い 
こと を 別 と し て も 、 こ の 意見 を 支持 する 証拠 
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は まっ た く な い 。 

ー 『 国 境 の 要 寒 』、 ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ プ 、 夜 鬼 
カー ター「The Winfield Heritance」: ラム 
レイ 「 魔 物 の 証明 」(0)、『The Transition of 
Titus CrowJ 





イェ ブ 
Yeb [YEHE] 

「 嘱 く 霧 の イェ ブ 」 と 呼ば れる 存在 。 時 々 、 
イェ ブ が アブ ホー ス に 仕え て いる と か 、 あ る 
い は ガタ ノ ソ ア の 従者 で も る ダー ク ・ ワ ン の 
指導 者 と 呼ば れる が 、 通 常 、 双 子 の ナグ と 共 
に 言及 され て いる 。 

つ カ ガタ シン シア 、 ナグ ナグ と イエ スズ 、 サ グ 
と イエ ェ ブ の 黒き 連 笠 

カー ター「Behind the Mask」、「The Thing 
mthePitl: カー ター&C.A スミス 「The 
Descent into the Abyss」: ヒ ー ル ド 「 永 元 よ り 」: 
ビシ ョ ッ プ | 墳丘 の 怪 」(O) 





イオ グ = ニ ソト トー ヨ グ = ニン ソト ー ス 


log-Sotot 


イオ ド 
lod [YAHD] 

一 部 動物 、 一 部 植物 、 そ し て 一 部 鉱物 と い 
う 存 在 。 イ オド は われ われ の 世界 が まだ 生ま 
れ た ば か り の ころ に 地球 に 到来 し た 。 イ オド 
は 輝け る 狩人 と し て ムー 大 陸 で 崇拝 され 、 ギ 
リシア 人 と 古代 エト ルリ ア 人 は トロ ポニ オス 
と ヴェ ディ オヴ ィ ス の 神 と し て イオ ド を 知っ 
て いた 。 最 も 遠い 銀河 の か な た に 棲む 存在 が 、 
イオ ド を 「 源 な る イオ ド 」 と し て 崇 散 し て いる 。 

魔術 師 の 中 に は イオ ド を 召喚 し て 命ずる ま 
ま に さ せる こと が で きる 者 が いた 。 し か し そ 
の よう な 召喚 は 危険 で あり 、 適 切な 方 法 で 封 
じ 込 め な けれ ば イオ ド は 魔 術 師 を 細 い 、 そ の 
精神 を むさ ぼり 食う だ ろう 。 イ オド を 呼び 出 
す た め の 式 文 を 完全 に 記載 し た 魔道 書 は 誰 に 
も 知ら れ て いな い 。 





ー『 イ オド の 書 』、 イ シャ クシ ャ ー ル 、『 カ ー 
ナッ ク の 書 』 

圏 カッ トナ ー「 狩 り た て る も の 」、「 ク ラー リッ 
ツ の 秘密 」 (0)、「 侵 入 者 」 





『 イ オド の 書 」 
Book of Iod 

未知 の 起源 の 本 だ が 、「 ク ト = テ ナー」 と い 
う 名 の 作 で ある と いう 者 も いる 。「 古 代 語 」( ギ 
リ シ ャ 語 と コプト 語 の 混合 か も し れ な い ) で 
書か れ た オリ ジ ナ ル は 1 部 だ け 残 っ て いる 。 
の ち に ジョ ハン ・ ニ ー ガ ス が ラテ ン 語 (?) 
の 削除 版 知 訳 を 発表 し た 。 その 1 部 が カリ 
フォ ルニア 州 サ ンマ リノ の ハン ティ ンド ン 図 
書館 に 保管 され て いる 。 

この 本 は 、 輝 ける 狩人 イオ ド 、 ヴ ォ ル ヴァ 
ドス 、 そ し て ズ = ニ チェ テク ォ ン と いう 存在 に 
つい て 言及 し て いる 。 そ の 哲学 は グノー シス 
派 の も の と 多く が 共通 し て いる よう に 思え る 。 
ー イ オド 、 ズ ニチ ェ ニ テク オン 、 フ ォ ン ・ ユ 
ン ツ ト (フリ ー ド リッ ヒ )、 ポ ッ ト (ヨハ ネス ) 
圏 カ ッ ト ナ ー「 恐 怖 の 鐘 」(O) : R プラ イス 
「Beneath the Tombstone」: ラヴ クラ フト 
「Letters to Henry Kutmerl: ワー シー「The 
Looking-Glass」 











イカ ー 
YOQOaa [yih-KAH] 

ウ ボ テ サス ラ が 棲ん で いる 灰色 に 輝く 洞 
宙 。 こ の 場所 は 多 次 元 で ある と 言わ れ 、 そ こ 
を 探 そ うと いう 者 は さま ざま な 場所 と 時 代 に 
お いて 門 を 発見 で きる 。 

ー ウ ボテ サス ラ 
カー ター 「Zoth-Ommog」 


異形 の 神 ( 琉 紳 ) 
Other Gods 

ドリ ー ム ラン ド で 地球 の 下級 の 神々 を 保護 
する 存在 の 一 団 。 彼 ら の 中 で 唯一 知ら れ て い 
る 存在 が ニャ ル ラ ト テ ッ プ で ある 。 異形 の 神 


は 外 な る 神 と 同じ も の か も し れ な いし 、 ま た 
彼ら は われ われ に と っ て ほか の 未知 の 存在 か 
も し れ な い 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 ア ザ ト ー ス の 種子 、 凍 て つ 
く 荒 野 の カ ダ ス 、 ガ グ 、 グ ルー ン 、 外 な る 神 、 
地球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ 
プ 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 革 神 」(O)、「 未 知 な る カ ダ 
ス を 夢 に 求め て 」 


イグ 
Yig [YIG] 

大 き な へ ビ 人 間 、 時 に は 巨大 な 東洋 の 竜 の 
交 を し た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 イ グ は 
太古 の 地球 に ザン ダ ヌ ア の 世界 か ら 来 訪 し た 。 
そこ に は 、 彼 の 兄弟 で ある ロコ ン が まだ 棲ん 
で いる 。 イ グ は 地球 に 来 て 、 則 虫 類 や 昆虫 の 
創造 に 関与 し た (人 類 の 創造 に も 関与 し た と 
言う 者 も いる )。 イ グ 自 身 は 現在 は 、 ヨ ス の 洞 
窟 の 中 に ある ン ゴ ス の 穴 に 棲ん で いる 。 

イグ 崇拝 は 地下 世界 クン ヤン で 始ま っ た と 
考え られ る 。 崇拝 は そこ か ら 、 北 アメ リカ 西 
部 と メキ シコ 南部 (イグ は も し か する と ケツ ァ 
ルコ アト ル と ククル カン に まつ わる 神話 を 喚 
起 し た の か も し れ な い )、 そ し て ムー と ヴァ 
ルー シア に も 広まっ た 。 ま た 、 イ グ は ブー 
ドゥ ー 教 カル ト の いく つか の 新しい 分 派 と 関 
連 が ある か も し れ な い 。 大 平原 地帯 の イン ディ 
アン 部 族 の 中 に は 少数 だ が 今 で も イグ を 上 崇拝 
し て いる も の が ある 。 魔術 師 の 中 に は 有形 の 
物品 と 引き 換え に イグ に 仕え る 者 も ちい る 。 イ 
グ は 満月 と 新 月 の 両方 の 時 期 に 、 生 き て いる 
動物 を 生け 費 に 捧げ る こと で 団 撫 され る 。 

イグ は 仲間 の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 
ほとん ど と 違い 、 人 類 に 対し て か な り 慈 愛 の 
心 を 持っ つて いる 。 た だ し 、 秋 に は 、 太 鼓 を た 
た き 、 穀 物 を 捧げ 、 そ し て さま ざま な 儀式 で 
彼 を 慰 撫 する こと が 必要 で ある 。 さ も な いと 
イグ は 、 落 し 子 で ある へ ビ を 傷つけ た 者 に 復 
警 す る 。 イ グ の 復讐 は 、 彼 の 「 子 供 」 で ある 








イェ ブン 『 イ ゴー ル の 倫理 』 @ 4T e 


頭 の 上 に 三日月 形 の 模様 が ある へ ビ が 、 犠 牲 
者 の 前 に 現れ る こと で 始ま る 狂気 と し て 現れ 
る 。 特 に 神 の 不 興 を か っ た 者 は 、 へ ヘビ に 変身 
させ られ て し まう だ ろう 。 ま た 、 イ グ は 自分 
の 化身 を 世界 に 送り 出す が 、 こ れ ら の 化身 は 
時 が 来れ ば 冬眠 し な けれ ば な ら な い 。 

ー『 ヴ アァ チカ ン 写 本 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 ス スハ ー、 セ ト 、 バ イア ティ ス 、 ハ ン 、 
ヘビ 人 間 

圏 ア ニオ ロフ スキ ー“Where a God Shall 
Tread': カー ター「The Vengeance of Yigl : 
カボ ス 「The Color from Beyond」 : ギャ ラガ ー 
ほか "Pursuit to Kadath': ヒ ー ル ド 「 永 効 より 」: 
ビシ ョ ッ プ 「 イ グ の 呪い 」(0)、「 墳 丘 の 怪 」 : 
マッ ケイ 「Scales of Justice」 














イグ ザム 
Exham 

アン チェ スタ ー に 近い 、 セ ヴァ ン 渓 谷 の 東 
に ある イギリス の 町 。 中 古書 店 な ど 古 物 収 集 
家 を 引き つけ る 店 は 多い が 、 イ グ ザ ム を 訪れ 
る 者 は ほん の わずか し か いな い 。 

町 で 最も 有名 な 建物 は イグ ザム 修道 院 で 、 
一 時 期 イ グ ザ ム 男 爵 が 居住 し て いた 、 素 晴 ら 
し い 、 興 味 深い 建築 物 で ちあ る 。 し か し 、 一 族 
の 息子 の 一 人 が ほか の すべ て の 親族 を 虐殺 し 
た あと 、 ジ ェ ー ム ズ 1 世 の 治 世に な る と 対 
も 住ま な く な っ て し まっ た 。 こ の 場所 は 
1918 年 に 一 族 の 子孫 に よっ て 購入 され て 再 
建 さ れ た が 、 恐 ろ し い 殺 人 と 相続 人 の 狂気 に 
よっ て 、 軸 か な こと に 建物 は 爆破 きれ て し 
まう だ 。 

ー ド ・ ラ ・ ポ ー ア 
圏 キ ャ ン ベ ル 「The Moon-Lens」 : ラヴ クラ フ 
ト 「 壁 の 中 の 恋 」(O) 








『「 イ ゴー ル の 倫理 ] 
The Ethics of Yagor 

作者 不詳 の ラテ ン 語 の 本 。『 イ ゴー ル の 倫 
理 』 は 「 磁 気 リ ング 」 や 「 大 白色 空間 」 と いっ 
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た 事柄 の 意味 を 述べ 、 こ と に よる と 「 大 白色 
空間 」 へ の 道筋 を 与え て くれ る か も し れ な い 。 
ー 大 白色 空間 

コッ パー 『The Great White Space』 





イ ゴ ー ロ ナク 
Ypgolonac [ee-GOE-laun-ahk] 

手のひら に 口 が ある 、 頭 の な い 、 ぶ よぶ よ 
し た 体 を し た 人 間 に 似 た 次 の グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 。 イ ゴー ロナ ク は 出現 する と 人 間 
に 旭 依 する の で 、 姿 の 詳細 は 選ば れ た 人 物 に 
よっ て 異な る だ ろう 。 

イ ゴ ー ロ ナク は 未知 の 場所 に ある 巨大 な 壁 
の 背後 に いる こと が 多い 。 彼 は 、 彼 を 崇拝 す 
る 地球 の カル ト の 新しい 神官 を 選ぶ と き に の 
み 現 れる 。 通 常 、 こ れ ら の 人 和 侍 祭 (神官 ) は 残 
忍 な 願望 を 抑え て いる 者 の 中 か ら 選 ば れ 、 イ 
ゴー ロナ ク は それ を か な える 代わ り に 隷属 を 
求め る 。 そ の 結果 、 彼 の 崇拝 者 た ち は 特に 邪 
悪 で は ある が 、 数 は 少な く 、 単 独 で 彼ら の 邪 
悪 な 行為 を 働く こと を 好む 。 知 られ て いる 最 
大 の カル ト は 「 喰 ら う 手 の 息子 た ち 」 と 呼ば 
れ 、 世 界 中 で た っ た 100 人 の メン バー し か 
いな い 。 

イ ゴ ー ロ ナク は 『 グ ラー キ の 黙示 録 』 の あ 
る ペー ジ を 読ん だ 人 の と ころ に の み 訪 れる こ 
と が で き 、 ま た 影響 を 与え る こと が で きる 。 
その ペー ジ が 第 12 巻 の も ちの な の か 、 あ る い 
は ほか の 巻 の も の な の か は は っ きり し な い 。 
そう いう わけ で イ ゴ ー ロ ナク が 攻撃 で きる 相 
手 は 、 極 め て 少な い 。 こ の 神格 は 今 ま で の と 
ころ 、 進 ん で 影響 範囲 を 広げ る よう と は 思っ 
て いな いよ うだ が 、 将 来 ど うな る か は 不明 で 
ある 。 

ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』、 グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 セ ヴァ アン 谷 

キャ ン ベ ル 「Cold Printl (0) : ナー ゲル “Two 
Minutes on High': ワッ ツ Loves Lonely Chidren" 


『 イ ゴス 記 』 
Ygoth Records [EE-gahthl] 

ムー 大 陸 に 住ん で いた 魔術 師 イ ゴス が 書い 
た も の 。 唯 一 知ら れ て いる 本 は 、 ト ラス の 木 
で 製本 され て お り 、 か つて アグ ラド = テ ド ー の 
シュ ブ = テ ニ グ ラス の 神殿 に 保存 され て いた 
が 、 そ れ 以 後 何 も 報告 され て いな い 。 イ ゴス 
の 人 生 と 彼 の 師 で あっ た イラ ー ン の 魔法 が 書 
か れ た 、 本 の 一 部 だ けが 、 今 まで 紹介 され た 
こと が ある 。 
な 三 
悦 カー ター 「The Offering」 





イシ ャ クシ ャ ー ル ( 六 十 石 ) 
Ixaxar (also Ishakshar or Sixtystone) 

ポン ポニ ウス ・ メ ラ が 、『 世 界 地誌 』 で 言 
及 し た アー ティ ファ クト 。 こ の 権威 に よる と 、 
イシ ャ クシ ャ ー ル は 未知 の 言語 の 60 個 の 文 
字 が 記さ れ た 黒い 石 で ある 。 リ ビア 内 陸 部 に 
住む 野 倫 な 民族 が 、 神 聖なる イシ ャ クシ ャ ー 
ル を 持っ て お り 、 生 け 旨 の 儀式 を 執り 行なっ 
て いる 。 し か し 、 こ の よう な 石 は ウェ ー ル ズ 
や 世界 の ほか の 場所 に も 現れ て いる 。 石 に 刻 
まれ た 文 は 、 魂 を 狩る も の イオ ド に 言及 し て 
いる 。 

この 石 は イギリス の 「 黒 の 石 」 と 同じ も の 
の よう に 聞こ える 。 オ カル ティ スト で ある ケ 
ネス ・ グ ラン ト は 、 そ れ が アレ イス ター・ ク 
ロウ リー の 創造 力 を 喚起 し た エジプト の 銘 
板 、「 啓 示 の 碑文 」 と 同じ も の だ と 言う 。 し 
か し 実際 に は 六 十 石 の 記載 は まっ た く 異 な る 
も の だ 。 

[『 世 界 地誌 』 は 実在 の 本 だ が 、 マ ッ ケ ン の 
作品 に 現れ た 経緯 は どの 研究 者 に も わか ら な 
い 。] 

ー イ オド 、 黒 い 石 、 黒 い 石 印 、 ゼ ゲ ム ブリ 
の 印 

悦 カ ッ ト ナ ー「 狩 り た て る も の 」: グラ ント 
『Hecate's Fountam』: マッ ケン 「 黒 い 石 印 」(O) 
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イシ ュ ニ ガラ ブー シュ ブ = テ ニ グ ラス 
Ishnigarrab 


イジ ン ウ ィ ル 、L. N. 
Isinwyll, L. N. 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 中 世 形 面 上 学 の 准 教 
授 。 オ ー ラ ル ・ ロ バー ツ 大 学 で 修士 号 、 ノ ー 
ス ダ コ タ 大 学 で 博士 号 を と っ た 。 彼 の 作品 に 
は 『 東 太平 洋 の ヨ グ = ニ ソ トー ス 』( カ リフ ォ 
ルニア 大 学 プ レス 、1975 年 ) や 『 森 の 中 の 影 』 
(オッ クス フォ ー ド 大 学 プ レス 、1987 年 ) 
な ど が ある 。 イ ジン ウィ ル 教 授 は 現在 、 フ ィ 
ジー に ある ミス カト ニッ ク 大 学 太 平 洋 海盆 研 
究 グ ルー プ を 率い て いる 。 

[イジ ン ウ ィ ル 教授 の フル ネー ム を 研究 する 
人 は 、 上 驚異 的 な 結論 に 達する だ ろう 。] 
ピー ター セン 色 ウ ィ リ ス "Miskatonic 
University Graduate Ki (0): ピ ー タ ー セ ン 『 ク 
トゥ ルフ 神話 図説 』 





イス 
Yith [YITHI 

偉大 な る 種族 が 地球 に 来る 前 に いた 惑星 。 
イス は 、 オ グン トラ ッ ク 星 を 回 る 5 つの 惑 
星 の 4 番目 の 惑星 だ っ た (研究 者 の 中 に は 
われ われ の 太陽 系 の 冥王 星 の 外側 に ある と す 
る 者 も わずか に いる )。 こ の 惑星 は 大 気 が 希 
薄 で あっ た が 、 地 熱 に よっ て 加熱 され た 海 が 
さま ざま な 生命 を 育て た 。 偉 大 な る 種族 が 飛 
行 で きる こと か ら 、 こ の 惑星 の 大 部 分 の 知 的 
生命 体 に は 細 が あり 、 黒 い 條 を し た クリ ー 
チャ ー で ある よう だ 。 

イス を 訪れ た 夢見 る 人 は 、 こ の 惑星 の 荒 
し た 都市 を 見 、 ま た 巨大 な 穴 に 棲む 「 ソ ト 」 
が 解放 する まで 墓 に 封じ られ た 強力 な 存在 の 
こと を 知る だ ろう 。 ま た 、 イ ス は グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン に 反乱 を そそ の か し た ドロ グ 
テニ リス の 棲み か か も し れ な い 。 

ー イ ス の 偉大 な る 種族 、『 エ ルト ダウ ン ・ 
シャ ー ズ 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 


カボ ス 「The Color from Beyond」: ガレ ッ 

ト 「The Shadow from Yith」 : デビ ル & バ ー グ 
ルン ド 「History of the Great Race」: フ ァ ン ティ 
ナ 「Lord ofNightl: ライ メル 「Dreams of 
Yith] : ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 





イス ニテ シェ ジ シュ 
Yith-Shesh 

エジプト 南西 部 の ギル フケ ビル 高原 の 中 に 
ある 池 。 こ の 地域 の 神官 は ファ ラオ た ちの 隆 
盛 の ずっ と 前 に 神託 を 得る た め に 利用 し た 。 
今日 で も 存在 する か どう か は 不明 で ある 。 
圏 ラ ムレ イ 「 ニ トク リス の 鏡 」(O)、『Khai of 
Ancient Khem』 


『 イ ステ の 歌 」 

Song of Yste 

太古 の クト ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 。 ディ ルカ 
と いう 、 そ の 祖先 は 最も 古い 人 類 に まで さか 
の ぼれ る と も ゃ 推定 され る 魔術 師 の 一 族 が 『 イ 
ステ の 歌 』 を 現代 まで 伝え た 。 デ ィ ル カー 族 
は 人 類 租 明 期 の 3 つの 言語 (ギリ シャ 語 、 
ラテ ン 語 、 ア ラビ ア 語 )、 の ち に は エリ ザ ベ 
ス 朝 の 英語 (ちる い は 中 世 英 語 ? ) に 本 を 翻 
訳し た と 言わ れ て いる 。『 イ ステ の 歌 』 は 、 
特に アド ゥ ム ブ ラリ と 呼ば れる 神秘 的 な 存在 
に つい て 述べ る 。 

ー ア ドウ ム ブ ラリ 
圏 ロ ウン デズ 「 深 淵 の 恐怖 」 








イス の 偉大 な る 種族 
Great Race of Yith 

何 百 万 年 も 前 に この 世界 に 棲ん で いた 時 間 
旅行 種族 。 イ ス 人 は 、 本 当 の 肉体 の 形 を 持っ 
て いな か っ た が 、 彼 ら が 望む どの 体 に で も と 
ど ま る こと が で きた 。 

偉大 な る 種族 の 歴史 は イス の 世界 か ら 始 ま 
る 。 イ ス の 世界 は 彼ら の 起源 で な か っ た が 、 
イス 人 は 、 理 由 は 謎 だ が 、 こ の 移民 の 前 に 彼 
ら の 歴史 に 関す る 自分 た ちの 記録 の すべ て の 
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情報 を 消 到 し た 。 イ ス で 、 偉 大 な る 種族 は 最 
初 両生 類 に 似 た 種族 の 体 を 乗っ 取っ た 。 彼ら 
は 、 こ の 体 を 利用 し て 、 彼 ら の 精神 が そこ に 
と ど ま る こと が で きる 了 球体 の 機械 装置 を 組み 
立て た 。 イ ス 人 は この 世界 で 永 却 と も 言え る 
年 月 を 過ごし 、 多 く の 大 都市 が 造ら れ た 。 し 
か し 未知 の 災厄 が 彼ら に 起こ り 、 彼 ら は や む 
を え ず 地球 に 逃げ て きた 。 

地球 に 到着 し た 偉大 な る 種族 は 、 巨 大 で 円 
雛形 を し た 生物 の 体 の 中 に 棲む こと に し た 。 
イス 人 は 地球 に 到着 し て すぐ に 、 飛 行 す る ポ 
リプ と 戦い を 強い られ 、 そ れ を 撃退 し た 。 飛 
行 す る ポリ プ は 、 円 雛形 生物 の 実体 の 天敵 で 
あっ た の だ 。 イ ス 人 は 彼ら の 優れ た 技術 に 
よっ て 、 侵 略 者 を 撃退 し 、 地 下 に 彼ら を 封じ 
込め た 。 周 期 的 に 反乱 が 起こ っ た が 、 イ ス 人 
は それ を 素早 く 効 率 的 に 扱っ た 。 

ポリ プ に 対す る 勝利 の の ち 、 偉 大 な る 種族 
は 数 千 フ ィ ー ト と いう 高 さ の 建築 物 か ら 成 る 
都市 の 建造 に 取り 掛か っ た 。 そ し て 核 動力 の 
乗り 物 や 飛行 機械 を 信 り 出し 、 歴 史 的 な 研究 
に 従事 し た 。 後 者 の 分 野 で は 、 彼 ら が 自分 た 
ちの 並 は ずれ た 精神 的 時 間 旅 行 の 力 を 利用 し 
た 。 過 去 の 研究 に お いて 、 あ る 科学 者 た ち は 
幽 体 離 腕 に 似 た 方 法 を 利用 し て 、 時 間 を さか 
の ぼっ て 精神 を 送り 出す こと が で きた 。 偉 大 
な 種族 は 過去 と 物理 的 に 接触 を 行なう こと は 
で き な か っ た 。 

偉大 な 種族 は 、 未 来 へ 旅行 する た め に 人 違う 
技術 を 使用 し た 。 通 常 、 偉 大 な 種族 の 例外 的 
な メン バー の 一 人 の 精神 が 未来 へ 送ら れる 。 
そこ で 体 を 選び 、 そ の 時 代 を 研究 する こと が 
で きる 。 特 別 な 才能 を 持っ た 学者 の よう な 個 
体 を 発見 する と 、 そ れ と 精神 を 交換 し 、 イ ス 
人 の 以前 の 体 に 宿主 の 精神 を 置き 換え る 。 精 
神 交換 は 約 5 年 続き 、 そ の 間 イ ス 人 は 新 し 
い 社 会 で の 基本 的 な 生活 を 理解 し 、 そ の 文化 
の 歴史 、 社 会 学 、 神 話 の 探索 を 始め た 。 そ の 
間 、 宿 主 の 精神 は 、 偉 大 な る 種族 の た め に 自 
分 た ち 自身 の 時 代 の 歴史 を 書き 、 協 力 的 な ら 
























































ば 都市 の 外 ま で 遠出 を し た り 、 偉 大 な る 種族 
の 図書 館 を 参照 し た り 、 ほ か の 訪問 者 と 話す 
こと も で きる 。 

イス 人 が 、 訪 問 し て いる 時 代 に 関し て 学べ 
る こと を すべ て 学ぶ と 、 本 来 の 体 に 精神 を 送 
り 返 す 装 置 を 組み 立て る 。 交 換 し た 精神 に は 
経験 を 忘れ る よう に 催眠 術 を か け 、 そ れ 自 身 
の 時 代 に 戻す の で ある 。 こ の 手順 に お ける 一 
つの 欠点 は 、 異 星人 が 閉じ 込め られ た 経験 の 
夢 を 見 て し まい 、 彼 ら が イス 人 か ら 学 ん だ 自 
分 た ちの 世界 に 関す る 情報 を 思い 出し さえ す 
る 可能 性 が ある と いう こと で あっ た 。 偉大 な 
る 種族 は 、 こ れ ら の 過 矢 に いら だ ち を 覚え 、 
し ば し ば その 時 代 の 別 の 選 依 体 や 、 彼 ら の 工 
作 員 を 通し て 彼ら に 対処 し た が 、 だ か ら と 
いっ て 研究 を や め る こと は な か っ た 。 ま た 、 
偉大 な る 種族 は 地球 に 複数 の カル ト を 創設 
し 、 訪 れる 偉大 な 種族 が 新しい 時 代 に 溶け 込 
み 、 以 前 乗っ 取ら れ た 精神 が 監禁 さ れ て いた 
こと を 思い 出し た 場合 、 そ れ を 黙ら せる よう 
に し た 。 

お よそ 5000 万 年 前 、 か つて イス 人 に よっ 
て 封じ 込め られ た 飛行 する ポリ プ が 蜂起 し 、 
彼ら の 仙 敵 を 打ち 破っ た 。 偉 大 な る 種族 は 種 
の 生存 を 確保 する た め 、 時 代 を 超え て 彼ら の 
中 で 最も 優秀 な 科学 者 た ちの 精神 を 送り 出し 
た 。 彼 ら は 、 木 星 や お うし 座 の 近く に ある 暗 
黒星 (そこ で は 、 地 球 で 利用 し た の と 非常 に 
似 た 姿 の 生物 の 体 を 乗っ 取っ た ) で し ば らく 
過ごし た の ち 、 そ こ か ら 再 び 5000 万 年 未来 
の 地球 に 旅行 し て 集団 意識 を 持つ 甲虫 類 の 体 
を 乗っ 取っ た 。 地 球 の 寿命 が 尺 き た の ち は 、 
彼ら は 水星 の 球根 状 生 物 に 宿り 、 自 分 た ちの 
文明 を 保ち 続け る 。 
ー イ エク ー ブ 、 イ ス 、 ウ ッ ド ヴィ イル (ジェ ー 
ムズ )、『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』、 コ ル シ 
(バー トロ ミオ )、 ナコ トゥ ス 、『 ナ コト 写本 』、 
ヌ グ ニテ ソ ス 、 飛 行 す る ポリ プ 、 レ ムリ ア 
悦 ガレ ッ ト 「The Shadow from Yith」: ハ ー バ ー 
"夢見 る 人 "ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O): 





























ラヴ クラ フト & ダー レ ス 「 異 次 元 の 影 」 


イタ クア ァ ( 風 に 乗り て 歩む お も の 、 歩 お む 死 、 
ウェ ン デ ィ ゴ ) 
Ithaqua (also Wind-Walker, Death-Walker, 
and Wendigo) [ITH-uh-kwah] 

地球 の 北方 地域 の ほとん ど を 領分 と する グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 イ タク ァ は 赤く 輝 
く 目 、 水 か が き の あ る 足 一 一 空中 を それ が 固い 
地面 か の よう に 歩く こと が で きる 一 一 を 持っ 
た 巨大 な 人 間 に 似 た 交 を し て いる 。 ま た は 、 
目 の 付 いた 霧 か 雪 の 塊 と し て 現れ る 。 ウ ェ ン 
ディ ゴ は し ば し ば 不気味 な 遠 喘 え を 放つ が 、 
この クリ ー チ ャ ー を 見 て し まう と 、 さ ら に 悪 
いこ と に な る 。 イ タク ァ を は っ きり 見 た 者 は 、 
イタ ク ァ に 連れ 去ら れる 運命 に ある 。 イ タ 
ク ァ は お そら く 似 た 存在 種族 の 1 体 で あろ う 。 
イタ ク ァ と 別 の ウェ ン デ ィ ゴ が 少な く と も 1 
回 は 遭遇 し た こと が 報告 され て いる の だ 。 こ 
れ が 真実 だ と し て も 、 イ タク ァ は 定期 的 に 地 
球 を 訪問 する 唯一 の ウェ ン デ ィ ゴ で ある 。 
ほか の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 多く と 
同様 に 、 イ タク ァ は ある 範囲 に 移動 を 制限 さ 
れ て いる か 、 ま た は 封じ 込め られ て いる よう 
に 思え る 。 イ タク ァ は 一 時 期 、 ボ レア の 世界 
に ある 丘 の 地下 に 、 逃 げ 出 すこ と が で きる ま 
で 閉じ 込め られ て いた 。 イ タク ァ の 生命 力 の 
大 部 分 は 、 北 極 に あっ て 冬 全 の 夜 に の み 現 れ 
る 風の神 殿 に いま だ に 封じ られ て いる の か も 
し れ な い 。 

われ われ の 惑 量 で は 、 イ タク ァ は 北部 マニ 
トバ と 北極 点 の 間 の 範囲 を 離れ る こと が で き 
な い 。 た だ し 、 あ る 特定 の 状況 で は 風 に 乗り 
て 歩む も の は さら に 温帯 に も 移動 で きる か も 
し れ な い 。 し か し 、 暖 か い 地 方 に いて 、 自 分 
た ち が 風 に 乗り て 歩む も の 怒り か ら 安 全 で あ 
る と 考え て いる 人 も 注意 する べき で ある 。 イ 
タク ァ の 風 の 従者 な どの 手先 は 北極 圏 に と ど 
ま ら な い 。 彼ら は 、 イ タク ァ の 指示 を 受け て 
世界 中 どこ に で も 行く こと が で きる 。 ま た 、 
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わずか な 人 間 し か そこ に いな いた め 、 イ タク ァ 
が 南極 に 現れ る か どう か は は っ きり し な い 。 

イタ ク ァ は われ われ の 世界 に 閉じ 込め られ 
て は いな い 。 宇宙 を 飛ぶ 能力 を 持っ て お り 、 
し ば し ば 平行 宇宙 に ある ボ レ ア の 世界 に 旅 す 
る こと が 知ら れ て いる 。 イ タク ァ は 5 年 に 
一 度 、 ほ か の 場所 へ の 旅 か ら 地球 に 戻り 、 そ 
の 時 に は 北 の 人 々 の 中 に 潜む イタ ク ァ の カル 
ト が 向 く ほど の 復活 を 経験 する 。 

イタ ク ァ は 世界 中 で 崇拝 され て お り 、 イ タ 
ク ァ と 、 ケ ツァ ルコ アト ル 、 ト ー ル 、 エ ン リ 
ル と を 対比 する 者 も いる 。 北 の 地方 で は イタ 
ク ァ の 性 格 が よく 知ら れ て お り 、 崇 拝 さ れる 
より も 恐れ られ る こと の 方 が 多い 。 そ し て カ 
ルト の 大 部 分 は 19 世紀 前 半 に は 減 ん で し 
まっ た 。 住人 全員 が 一 晩 で 消え て し まっ た ス 
ティ ルウ ォ ー タ ー の 町 と 、 ア ラス カ の コー ル 
ド ・ ハ ー バ ー が イタ ク ァ の カル ト の 中 心 で あ 
る 。 例外 な く こ れ ら の カル ト は 、 敵 対す る 人 
間 の 誘拐 に か か わっ て お り 、 そ の 人 間 を 生け 
費 に 捧げ て いた 。 

また 、 風 に 乗り て 歩む も の も カナ ダ や アメ 
リカ 北部 で の 一 連 の 失 忠 事件 に か か わっ て い 
る 。 こ れ ら の 事件 の ほとん ど に お いて 、 失 足 
し た 人 間 は 何 か 月 も ち も 、 と き に は 何 年 も 消息 が 
わか ら な く な る 。 あ る 日 、 柔 ら か な 雪 に 包ま 
れ て 発見 され る が 、 か な り の 高 さ か ら 沙 下 し 
た 形跡 が 見 られ る 。 犠牲 者 の 中 に は まだ 生き 
て いる も の も いて 、 イ タク ァ の 威光 を 話し 続 
ける 。 中 に は 、 明 ら か に 遠く 隔 た っ た 場所 の 
も の で ある 奇妙 な 物品 を 持っ つて いる こと も あ 
る 。 風 に 乗り て 歩む も の に 体 を 近づけ た 者 は 、 
不快 き を 感じ る こと な く 低 温 に 耐え る こと が 
で き 、 と き に は イタ ク ァ に 類似 し た クリ ー 
チャ ー に 体 が 変形 し さえ する 。 生 き 延 び て 文 
明 へ 戻れ る 者 は いな い 。 

イタ ク ァ が グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で あ 
る ハス ター に 仕え て いる と 言う 者 も ちい る が 、 
これ を 支持 する 確実 な 証拠 が ある よう に は ほ 
と ん ど 思 えな い 。 
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[イタ ク ァ に 関し て の 、 神 話 学 を 基礎 と し た 
情報 に 関し て は 「 ウ ェ ン ディ ゴ 」 の 項目 を 参 
照 の こと 。] 

ー ア ヴァ ロス 、 ヴ ー ア ミ 族 、 ウ ェ ン ディ ゴ 、 
クリ ッ サ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 シ ル 
バー ハッ テ (ハン ク )、 精 霊 説 、 メ ー ミ ノ ス 、 
ハス ター、 プ テト ライ ト 族 、 ボ レア 

ウォ ー ド "Deities and Demigods Cyclopedia: 
カー ター「 ク トッ ゥ ルー 神話 の 神々 」: ダ ー レ ス 「 イ 
タカ 」、「 風 に 乗り て 歩む も の 」(O) : ブラ ッ ク 
ウッ ド 「 ウ ェ ン ディ ゴ 」 : ラー マン “ウェンディ 
ゴ へ の 挑戦 "': ラム レイ 「Born of the Winds」、 
『Clock of Dreams』、『m the Moons of Borea」、 
ISpawn of the Winds』 


イダ ニテ ヤー 
Idh-Yaa [rdah-YAHI 

『 ポ ナ ペ 教典 』 で クト ゥ ルフ の 連れ 合い と 
され る 、 ゾ ス の 二 重 星 生 まれ の 怪物 。 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ゾ ス テオ ム モ グ 、 
ガタ ノ ソ ア 、 お よび ユ ト グ タ は イダ ニテ ヤー と 
クト ッ ゥ ルフ の 交配 か ら 生 まれ た 。 古代 の 文献 
は 、 イ ダニ テ ヤ ー が 彼女 の 「 夫 」 と 共に 地球 に 
来 た か どう か は 語っ て いな い 。 
ー ガ タ ノ ソ ア 、 ク ティ ラ 、 ク トウ ルフ 、 ゾ 
ス (Xoth)、 ゾ スニ オム モグ 、『 ポ ナベ 教典 』、 
ユ ト グ タ 
悦 カー ター 





「Out of the Ages」 


凍てつく 葉 野 
Cold Waste 

カ ダ ス 山 が ある と され る ドリ ー ム ラン ド 北 
部 の 地域 。 ケ ネス ・ グ ラン ト は これ を カバ ラ 
の 生命 の 樹 に 反対 する 側 で ある と し た 。 そ こ 
で は クリ ポト 、 あ る い は か つて 破壊 され た 天 
地 創造 の 残 人 が 見 つけ られ る か も し れ な い 。 
ーー 凍てつく 荒野 の カ ダ ス 、 ド リー ムラ ンド 、 
レン 
グラ ント 「Nightside of Eden」 : ラヴ クラ フ 
ト 「 善 神 」(0)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


凍てつく 荒野 の ひ の カ ダス 
Kadath in the Cold Waste Ikuh- JDATHI 

その 頂 に 大 いな る も の の 緒 瑞 喘 の 城 が 建つ 
山 。 通常 、 カ ダス は ドリ ー ム ラン ド の ずっ と 北 
の 地方 、 レ ン 高 原 の 向こう に 位置 し て いる と い 
われ る 。 し か し 中 に は 、 南 極 に ある 巨大 な 山脈 、 
モン ゴル の 近く の どこ か 、 あ る い は 現代 の トル 
コ の 地下 深く に ある 遺跡 の 中 な ど に ある と する 
物語 も ある 。 カ ダス が か つて 、 わ れ わ れ の 惑星 
全体 を 到 う 旧 き 神 の 広大 な 都市 で も っ た な ど と 
と っ ぴな こと を 言う 者 も いる 。 

カ ダ ス は 地球 の 神々 の 本 拠 地 で あり 、 そ こ 
で 彼ら は 異形 の 神々 に よっ て 保護 され 続け て 
いる 。 カ ダス は 死す べき 者 が 訪問 する に は 興 
ろ し い 場 所 で ある 。 神 々 は 自分 ら の 山 の 隠 遂 
所 に 侵入 する 者 は 誰 も 歓迎 し な いし 、 夢 見 る 
人 ラン ドル フ ・ カ ー タ ー の み が か つて そこ を 
訪れ た こと が 知ら れ て いる 。 ケ ネス ・ グ ラン 
ト は カ ダ ス を ケ テ ル と 同一 視 し た 。 ケ テル と 
は 、 そ こ に 到達 する こと が 神 と の 合 一 を 導く 
カバ ラ の セ フ ィ ロ ー ト の 一 つ で ある 。 
ーー 異形 の 神 、 凍 て つく 荒野 、 イ ル ニ ヌ フン 
グル 、 カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 地 球 の 神々 、 
ドリ ー ム ラン ド 、 ユ グ 、 レ ン 、 ン グラ ネ ク 山 
悦 C ウィ ルス ン 『 精 神 寄生 体 』: ダー レス 「 ル 
ルイ エ の 印 」: ハー ド & バ ー ツ 「The Alchemist 
's Notebook」: ラヴ クラ フト | 狂気 の 山脈 に 
て 」、「 革 神 」(0)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求 
め て 」 





イド モス 、 歌 う 災 の 者 
Ydmos (also City of the Singing Flame) 
lkDEE-moes] 

時 間 と 空間 の 外 に ある 異 次 元 の 都市 。 イ ド 
モス の も と も と の 住民 は 巨大 で 感情 の な い 巨 
人 で あっ た が 、 都 市 の 通り は 神殿 へ 巡礼 する 
あら ゆめ ゆる 種族 で に ぎわ っ た 。 こ の 神殿 は 都市 
の 中 心 に 位置 し 、 壮 大 な 璧 の 中 に は 、 セ イレ 
ン の よう に 芝 う 、 高 く 立 ち 上 る 和 炎 が 燃え て い 
た 。 魅惑 され て し まっ た 巡礼 者 の 多く は 、 自 
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分 の 体 を 炎 に 投げ 込ん で し まう だ ろう 。 彼ら 
が 高い 次 元 に 達する こと が で きる の だ と 言う 
者 ちい る が 、 単 に 死 以 上 の も の で は な いと 言 
う 者 も いる 。 結局 、 ザ ー ル 人 、 ま た は 「 人 外側 
の 土地 」 の 支配 者 が 、 あ まり に 多く の 人 々 が 
炎 に 身 を 投じ た あと に な っ て 、 イ ドモ ス を 破 
壊し た 。 

ー ザ ー ル 

悦 C. A. スミ ス 「The City of the Singing Flame」 
(0O) : ティ アニ ー 『The Winds of Zarr』: ラヴ 

クラ フト 『Selected Letters Il 


イド ラ 
Yidhra [YIDrah] 

この 地球 の 生物 と 同時 に 生ま れ た クリ ー 
チャ ー。 イ ドラ は 自分 が むさ ぼり 食っ た どん 
な 有機 体 の 次 で も と る こと が で きる 、 原 形質 
の 存在 で あっ た 。 し た が っ て 何 十 億 年 も の 間 、 
イド ラ は 変わ り ゆ く 世 界 に 順応 し 、 力 を 広げ 
る こと を 学ん で きた 。 食べる べき ほか の 生物 
が いな けれ ば 、 イ ドラ は 生き 続け る こと は で 
き な か っ た 。 

今 で も イド ラ は 存在 し 続け て いる 。 た だ し 
イド ラ は 自分 自身 を 分 割 し 、 そ れ ぞ れ 異 な っ 
た 数 体 の 存在 と な っ て いる 。 歴史 上 さま ざま 
な 場所 に お いて 、 こ れ ら の 断片 は イド ラ の 勢 
力 を 増す た め に 宗教 を 設立 し て きた 。 こ れ ら 
の カル ト は チャ ド 、 ラ オス 、 ミ ャ ンマ ー、 シュ 
メー ル 、 テ キサ ス 、 ニ ュー メキ シコ と いっ た 
具合 に 、 広 く 散 ら ば っ た 場所 で 発生 し た 。 そ 
れ ぞ れ の 場所 で イド ラ は 、 魅 力 的 な 次 で 信者 
の 前 に 現れ た 。 こ の 姿 は 完全 な も の で は な い 

、 集 まっ た 信者 か ら イ ドラ の 正体 を 隠す こ 
と は で きる 。 イ ドラ に 仕え る 人 々 に は どん な 
災害 が 起こ っ た と し て も 豊作 が 保証 され 、 中 
に は 永遠 の 生命 さえ 獲得 し た 者 ちい た 。 し か 
し 一 方 で 、 イ ドラ は 近く で 接し た 崇拝 者 に 次 
第 に 似 て くる よう に な り 、 ま た 上 祭 拝 者 は イド 
ラ に 似 て くる よう に な る 。 そ の 結果 、 イ ドラ 
の カル ト の 中 枢 に いる 側近 グル ー プ の メン 
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バー の 多く は 、 イ ドラ の 真 の 姿 を 見 る こと が 
で きる よう に な り 、 徐 々 に 残忍 な 性 格 を 持つ 
よう に な る 。 

ー 『 黒 の 教典 』、『 ス ラン グ 年 代 記 』、『 太 古 の 
恐怖 』 

悦 デ ビル 「Where Yidhra Walks」 


古 の 文字 ツァ スニ ヨ 語 
Elder Script 


古 の も の (原初 的 な も の ) 
Elder Things (or Primordial Ones) 

動物 と 植物 の 両方 の 要素 を 含む 特徴 を 持つ 
異 界 の クリ ー チ ャ ー。 古 の も の の 胴体 は 両端 
が 先細り に な っ た 円 筒 の ひよ うな 形 を し て お 
り 、 こ の 円 筒 の て っ ぺん に は ヒト デ の 形 を し 
た 頭 部 が あり 、 ヒ ト デ の 足 に あたる それ ぞ れ 
の 付属 肢 に は 目 が 一 つと 、 光 な し で 周囲 の 様 
子 を 感じ る こと が で きる 織 毛 、 食 事 に 使用 す 
る 5 本 の 管 組織 が 付属 する 。 ま た 先端 に 衝 
足 が 付 いた 、5 本 の 筋肉 質 の 触手 が 生え て い 
る 。 そ し て 、 さ ら に 5 本 の 触手 が 円 筒 の 中 
央 部 の 周囲 か ら 一 定 の 間隔 を 置い て 突き 出 て 
いた 。 解 剖 学 特徴 の 最後 は 、5 本 の 折り 畳み 
可能 な 翼 で あっ た 。 古 の も の は 、 水 中 で 過 ご 
すこ と を 好 ん だ が 、 陸 に 棲む こと も で きる し 、 
簡単 に 空 を 飛ぶ こと も で きる だ ろう 。 

古 の も の は 、 ま だ 地球 が 若い と き に 、 和 宇宙 
か ら わ れ わ れ の 世界 に 飛来 し た 。 彼 ら は 、 南 
極 付近 に 大 都市 を 造り 、 そ こ か ら 惑 星 の 多 く 
の 場所 に 移住 し て 入植 地 を 造っ た 。 居 留 地 を 
広げ る と いう 偉業 の 一 方 、 彼 ら は 地球 の すべ 
て の 生命 の 源 で ある ウ ボ ー ニ サス ラ と 、 奉 仕 種 
族 シ ョ ゴス を 創造 し た の か も し れ な い 。 彼ら 
の 絶頂 期 に これ ら の 存在 は 、 別 個 に 地球 に 領 
土 を 開拓 し て いた クト ゥ ルフ の 沙 し 子 や ミ = 
ゴ と 戦い 、 ま た 下僕 で ある ショ ゴス の 反乱 の 
対応 に も 追わ れ た 。 戦 い に は 勝利 する こと が 
多かっ た が 、 こ の 闘争 は 大 き な 被 害 を も た ら 
し 、 十 の も の は 結局 、 自 分 ら の 都市 の 大 部 分 
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を 捨て ざる を えな か っ た 。 し か し 、 彼 ら の 科 
学 と 芸術 よ は か つ て と 同じ よう に 素晴らし いま 
ま 残 され た 。 

寒さ が 彼ら の 南極 の 本 拠 地 に 忍び 寄っ た と 
き 、 古 の も の は 、 も は や 外界 に か か わら な い 
こと に し た 。 彼ら は 南極 点 の 近く に ある 山脈 
に あっ た 彼ら の 最初 に し て 最大 の 都市 の 地下 
に ある 広大 な 地下 湖 に 退 い た 。 彼 ら の 浪 跡 は 
それ 以来 まっ た く 発 見 され て いな い が 、 ゴ ー 
ドン ・ ウ ォ ー ム ズリ ー 教 授 の 研究 や 、 パ ボー 
ディ 探検 際 や スタ ー ク ウェ ザー ニテ ムー ア 探 検 
隊 の 報告 を 信じ る な ら 別 で ある 。 

[ラヴ クラ フト は 「 和 狂気 の 山脈 に て 」 で これ 
ら の 存在 に つい て 言及 する と き に 「Elder 
Things」 と いう 用 語 を 使用 し た 。 し か し そ 
の 中 で は 「Old Ones」 と いう 言葉 も よく 使 
用 し て いる 。 一 方 、「 ダ ニッ チ の 怪 」 に お け 
る 「BElder Things」 は 、 ず っ と グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン と 同系 の 用 語 で ある よう に 思え る 。 
ケイ オシ アム で は 、 ほ か の 「Old Ones」 と 
区 別 す る た め に 「BElder Things」 と いう 用 語 
を この クリ ー チ ャ ー に 適用 し て いる 。 つ オー 
ルド ・ ワ ン ] 
ー イ アン テ ホ ー、 ウ ボー サス ラ 、『 エ ルト ダ 
ウン ・ シ ャ ー ズ 』、 オ ー ル ド ・ ワ ン 、 輝 く ト 
ラベ ゾ ヘ ドロ ン 、 ク トウ ゥ ルフ 、 ク トウ ルフ の 
星 の 落し 子 、『 グ ハー ン 断 章 』、 シ ョ ゴス 、 ス 
ター クウ ェ ザ ー ニ テム ー ア 探検 隊 、 細 あ る も の 、 
『 ナ コト 写本 』、 ナ ス 、 ナ ト の 球面 、 ニ ョ グ タ 、 
パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 、 旧 き 印 、 ミ = ニ ゴ 、 ユ グ 、 
ルル イエ 
ウォ ー ド & クー ン ツ “Deities and Demigods 
Cyclopedia_: ラヴ クラ フト | 狂気 の 山脈 に て 」 
(O) : ラム レイ 「 狂 気 の 地底 回 廊 」 

















イヌ ー ト 族 
Inutos 

ロマ ー ル の 僅 大 な 北極 文明 を 破壊 し た 黄色 
い 肌 の 人 々 。 そ の 子孫 は 今日 の エス キモ ー で 
ある 。 


ー オ ラ ト ー エ 、 ノ トン と カ デ イ フォ ネ ク 山 、 
ロマ ー ル 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 北 極 星 」 


イハ ニテ ンス レイ 
Y'ha-nthlei ly HAHLnuth-LAE] 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 イ ンス マス 沖 に ある 深 
きも の ども の 都市 。 悪 魔 の 暗礁 と 呼ば れる 岩 
の 近く に ある 。1928 年 に 行なわ れ た イン ス 
マス へ の 政府 の 襲撃 の 際 に 、 浴 水 艦 の 魚雷 が 
この 都市 に 損害 を 与え た 。 そ の 後 も 深き も の 
の 活動 が 認め られ た た め 、 デ ル タ ・ グ リー ン 
(1953 年 ) と ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン (1974 年 ) が 再度 この 場所 を 攻撃 し た 。 
し か し 深き も の が 復活 し 、 こ の 彼ら の 最大 級 
の 都市 を 再建 し た 可能 性 も ある 。 
ーー 悪魔 の 暗礁 、 ア フー ヨー ラ 、 イ ンス マス 、 
タイ サテ ルイ エー、 デ ル タ ・ グ リー ン 、 深 き 
も の 
悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タイ ンズ "Delta 
Green': ラヴ クラ フト 「 イ ンス マス を 履 う 影 
(O) : ラム レイ 『The Transition of Titus Crow」 


イブ 
lb 

か つて ム ナ ー ル 大 陸 の チュ ー ネ 潮 沿い に 
あっ た 灰色 の 石 の 都市 。 イ ブ の 人 々 は スー ム 
テハ ー と し て 知ら れる 奇妙 な カエ ル の よう な 
生き 物 で あっ た 。 こ の 都市 は 人 間 が 発見 し た 
と き に は 数 世紀 に わた っ て 存在 し て いた が 、 
この 月 か ら 来 た 生き 物 た ち は 奇 妙 な 儀式 で 水 
トカ ゲ 神 、 ボ クル グ を 鎮め て いた 。 サ ルナ ス 
の 都市 近く に 住ん で いた 人 間 た ち は 、 隣 人 に 
不安 を 感じ 、 自 分 ら の 子供 の 矢 貴 を 彼ら の せ 
いと し た 。 結局 、 サ ルナ ス 人 は 立ち 上 が り 、 
その 両生 類 を 虐殺 し た が 、 そ れ は 自分 た ち に 
破滅 を も わた らし た の で ある 。 あ る も の は 、 シ ュ 
メー ル 人 が 時 間 を さか の ぼる 護 術 的 な 門 を 利 
用 し て この 都市 に 旅 し た と 主張 する 。 
ー『 イ ラー ネ ク の パピ ルス 』、『 カ ダテ ロン の 





円 筒 形 粘土 』、」 サ ルナ ス 、 ス ー ム テハ ー、 ボ 
クル グ 、 ム ナー ル 、 ル ニテ イブ 

カー ター「The Book of Dismissals」: マス 
ター トン 『Prey』: ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 
滅亡 」(O) 





イブ = ニ ツ トゥ ル (イブ ) 
Yibb-Tsdl (also Yibb) [yibTS-tuhl 

宇宙 の 外側 に ある 混 測 の 領域 に いる と 思わ 
れる 異 界 の 神 。 そ の 領域 に は 、 ド リー ムラ ン 
ド の クレ ド の 密林 に ある 聖なる 泉 の 宮 典 の 背 
後 か の ら 入 る こと が で きる 。 イ ブ ニ テツ トッ ゥ ル の 
体 は 緑色 の 外 仁 で 器 われ て お り 、 そ の 下 に は 
イブ = ニ ツ トッ ゥ ル の 従者 で ある 夜 鬼 を 養う 多く 
の 乳房 が 見 られ る か も し れ な い 。 

イブ テツ トゥ ル は ティ ー ム ドラ の 北方 人 の 
神 で あっ た 、 そ し て 、 象 牙 の 刃 の 神官 は し ば 
らく の 間 、 ド リー ムラ ンド で 彼 に 仕え た 。 し 
か し 、 彼 の カル ト は 現代 で は 比較 的 小 規模 な 
も の に と ど ま っ て いる 。 彼 の と ころ へ 行こ う 
と いう 者 は 、 ド リー ムラ ンド を 経由 する こと 
が 多い が 、 わ れ わ れ の 次 元 で も 、 彼 と 接触 し 
た り (第 六 サ スラ ッ タ を 使用 する 人 の 夢 を 通 
し て )、 彼 を 召喚 (13 名 の 人 間 に よ っ て 3 回 、 
第 太 サ スラ ッ タ を 詠唱 する こと で ) し た りす 
る こと が で きる 。 

この 神 は 全 知 者 で あり 、 彼 に 近づく だ け の 
勇気 の ある 者 は 、 何 に 関す る こと で も 質問 で 
きる 。 神 の 不 興 を 買え ば 、 イ ブ テ ツ トゥ ル は 、 
質問 者 に 手 を 伸ばし て その 体 に 触れ る だ ろ 
う 。 す る と 恐ろし い 「 反 転 」 が 始ま り 、 こ れ 
が 引き 起こ す 変 化 は 、 物 理 的 (例え ば 犠牲 者 
を バラ バラ に する ) か 、 精 神 的 (治療 不可 能 
な 狂気 を 治す 、 あ る い は その 逆 ) か 、 ま た は 
霊 的 な も の な どの 可能 性 が ある (この 変化 は 
まだ 報告 され て いな い )。 

イブ = テツ ト ッ ゥ ル の 風変わり な 黒い 血液 は 
ザ ・ ブ ラッ ク と 呼ば れ 、 魔 術 師 は 自分 の 敵 を 
攻撃 する た め に イブ テツ ト ッ ゥ ル を 召喚 する 。 
イブ テツ トゥ ル は 普通 グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
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ワン に 分 類 さ れる が 、 資料 に よっ て は バグ = 
シャ ー ス と 同様 に 、「 湖 者 」 と いう グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 自 体 を 食べ る 寄生 体 で ある 、 
より 下級 の 存在 と し て 分 類 さ れ て いる 。 

ー カ ント (エル ンス ト )、『 ク ター ト ・ ア クア 
ディ ン ゲ ン 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
クレ ド 、『 古 代 ル ー ン の 伝説 』、 ザ ・ ブ ラッ ク 、 
第 太 サ スラ ッ タ 、 テ イー ム ドラ 、 ド リー ムラ 
ンド 、 ナ アク ニティ ト の 障壁 、『 ナ コト 写本 』、 
バグ ニテ シ ャ ー ス 、 夜 鬼 

ハー バー “UIthar and Beyond' ラ ムレ イ 「 大 
いな る 帰還 」(0)、「 黒 の 召喚 者 」、「The 
Horror at Oakdeene」 





イブ の 生物 一 スー ム = テ ハー 
Beings from lb 


イブ ン = ガ ジ 
Ibn Ghazi [IB-en GAHL-zee] 

アラ ビア の 魔術 師 、 イ ブン ニテ ガ ジ の 粉 の 発 
明 で 名 高い 。 ア ル ハ ザー ド に よれ ば 、 イ ブン 
= テ ガ ジ は 一 度 人 類 の 終わ り を 予感 し た 。 し か 
し 神々 は 彼 が 見 た 知識 を 否定 し た と いう 。 自 
分 の 向こう 見 ず の せい で 、 彼 の 舌 は 断ち 切ら 
れ 、 口 は 閉じ た まま 縫い 合わ され 、 さ ら に 頭 
部 は 切断 され た 。 そ し て 、 ズ ィ ン の 審 に いる 
ショ ゴス に 奴隷 と し て 引き 渡さ れ た と いう 。 
ー イ ブン = テ ガ ジ の 粉 、 シ ョ ゴス 
ター ナー 『The R lyeh Textl 


イブ ン ニ ガ ジ の 交 
Powder of Ibn-Ghazi [IB-en GAHL-zee] 

使用 し た 者 が 、 心 臓 が 10 回 の 鼓動 を 打つ 
間 、 不 可視 の も の を 見 る こと が で きる よう に 
する 魔術 的 な ちり 。 
ー イ ブン ニテ ガ ジ 
ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 
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イブ ン ・ ス カカ バ オ 
Ibn Schacabao 

アラ ブ 人 の 異端 学者 で 、『 内 省 録 』 の 作者 。 
アル ハザード は 彼 の 書い た 『 ネ クロ ノミ コン 』 
に お いて 少な く と も 二 度 この 作品 を 引用 し て 
いる 。 イ ブン ・ ス カカ バ オ は 、 精 圭 と の 会 話 
か ら 多 く の 難 解 な 知識 を 得 た と 主張 し た 。 伝 
説 に よる と 、 役 は オー ルド ・ ワ ン へ の 祈り を 
つぶ や き な が ら 死 ん だ と いう 。 ア ル ハ ザー ド 
と 同様 に 、 彼 の 名 前 は アラ ビア 語 で は 意味 を 
成 さ な い 。 可 能 性 と し て は イブ ン ・ ム シャ カ 
ブ (居住 者 の 息子 」)、 イ ブン ・ シ ャ イク ・ 
アボ ル (アボ ル 首 長 の 息子 」)、 ま た は シャ 
カブ と いう 単語 の 派生 語 ('「 獣 」、 不 自然 な 起 
源 だ が ) が 考え られ る 。 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ゥ ル ) 、『 内 省 録 』 
カル プ 『The Necronomiconl : キャ ン ベ ル 
「 異 次 元 通 信 機 」:R プラ イス 「A Critical 
Commentary on the Necronomicon」 ラヴ ク 
ラフ ト 「 魔 宴 」(O) : ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 

















イ ホ ウン デー 
Yhoundeh [ee-HOEN-dae] 

ハイ パー ボリ ア 文 明 の 後半 に 崇拝 が 広まっ 
た 女神 。 イ ホウ ン デ ー の 神官 は 、 多 く あ っ た 
さま ざま な 異端 カル ト 、 特 に ツァ トゥ グ ァ 上 崇 
拝 を 狙っ て 異端 者 半 圧 を 加え 始め た 。 カ ルト 
は 、 イ クア の 王国 か ら 始ま っ た が 、 す ぐに ハ 
イ パ ー ボ リア の 海岸 部 の 町 の 多く に 広まり 、 
その 地域 の 統治 者 すら 服従 させ た 。 

この 弾圧 は ツァ トゥ グ ァ と 取引 し て 魔術 の 
知識 を 得 た 偉大 な 魔術 師 エ イボ ン の 塔 に 対す 
る 翼 撃 で 最高 湖 に 達し た 。 こ の 攻撃 の 際 、 エ 
イボ ン は 逃亡 し 、 撃 者 た ち を 率い た 大 神官 
モル ギ は その 後 、 ま も な く 姿 を 消し た 。 こ の 
屈辱 的 敗北 の た め 、 ツ ァ ト ッ ゥ グ ァ 上 崇拝 は ハイ 
パー ボリ ア の 最後 の 期間 、 イ ホウ ン デ ー 崇 
に 取っ て 代わ る こと に な っ た 。 
ー エ イボ ン 、 ツ ァ ト ウゥ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 
カー ター『IThe Life of Eibon according to 


Cyron of Varaad』 : C. A. スミ ス 「 魔 道士 エイ 
ボン 」 





イマ ー ル 
Ymar [YLmarl 

ゾ ス お よび と アビ ス の 近く に ある 、 人 間 よ 
り は る か に 年 経た 賢明 な 知性 体 が 棲む 不快 な 
噂 の 世界 。 
ー ア ビス 、 ソ ス (Xoth) 
カー ター 「The Book of the Gates」、「Out of 
the Ages」 (0)、『Visions from Yaddith』 


イム ニテ ビ イ 
Ym-Bhi [YIM-bee] 

死ん だ 奴隷 の 体 を よ た み が え ら せ た も の 。 ク 
ン ヤ ン の 労働 人 口 の 重要 な 部 分 を 担う 。 
ー ク ン ヤ ン 
ビシ ョ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」 


イヤ ン = テ リー 
Yiang-Li 

ツァ ンチ ャ ン の 帝国 の 学者 で 、 不 明 な 何 
か の 対象 を 「 概 観 」 し た こと で 知ら れる よう 
に な る だ ろう 。 
ー ツ アァ アンテ チャ ン 
ライ バー「The Terror from the Depths」 : 
ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 


イラ ー ネ ク 
Ilarnek [eeLYARN-ek] 

ドリ ー ム ラン ド の ム ナ ー ル の 地 、 ア イ 河 沿 
い に あ る 都市 。 イ ラー ネ ク は サル ナス が か つ 
て あっ た 場所 の 近く に あり 、 高 い 塔 を 持つ 神 
殿 に は 、 破 壊さ れ た サル ナス の 廃 天 か ら 見 つ 
けら れ た ボク ル グ の 像 が ある 。 
ー『 イ ラー ネ ク の パピ ルス 』、 ボ クル グ 、 ム 
ナー ル 
ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」 





「 イ ラー ネ ク の バビル ス 』 

Ilarnek Papyri 

大 英博 物 館 に の みあ る 写本 で 、 ム ナー ル の 
地 に ある イラ ー ネ ク に 起源 を 持つ 。 イ ブ と サ 
ルナ ス の 二 都 市 の 歴史 を 述べ る と と も に 、 人 
類 が は る か 北 に 起源 を 持つ こと に も 言及 し て 
いる 。 

ー イ ブ 、 イ ラー ネ ク 、 サ ルナ ス 、 ム ナー ル 
カー ター「The Book of Dismissals」: ラヴ 
クラ フト 「 サ ルナ ス の 減 亡 」(0) ,: ラム レイ 
『Beneath the Moors』 


イラ ー ン の 上 黒い 石 印 一 黒い 石 印 
Black Seal of Iraan 


イラ ムー アイ レム 


Iram 


イリ ジア 
Elysia 

旧 き 神 の 本 拠 地 。 イ リ ジ ア は 、 無 限 と も 思 
える 大 陸 で 、 そ こ で は 多く の 異 界 と 異 次 元 か 
ら 旧 き 神 が 選ん だ も の た ち が 調 和 し て 共存 し 
て いる 。 旧 き 神 が ふさ わし いと 考え る も の だ 
けが 、 イ リ ジ ア に 入る こと が で き 、 そ こ へ 旅 
行 す る こと は 、 イ リ ジ ア の 領主 の 助け が あっ 
た と し て も 長く 、 困 難 な 道 で ある 。 
ー エ ン フ ラ シ 、 大 いな る 木 、 旧 き 神 
ラム レイ 『Elysia」、『The Transition of Titus 
CrowJ (O) 





イリ スラ 
Ilyth La 

人 間 の 中 に 自分 た ちの カル ト を 設立 し た ク 
トゥ ルフ と ニャ ル ラ ト テ ッ プ に よっ て 創造 さ 
れ た 女性 。『 サ セッ クス 草稿 』」 に よる と 、 多 
く の カ ル テ ィ ス ト が 自分 た ち を 彼女 の 子供 で 
ある と 考え て いる 。 ま た 、 し ば し ば 彼女 は へ 
ブラ イ の 魔物 、 リ リス と 同一 視 さ れ て いる 。 
ー ヴ アァ アー クリ ュー 


イブ ン ・ ス カカ バ オ ~ー 忌 まわ し き 双 子 @e 5I e 


ベル トン 『A Guide to the Cthulhu Cultl、 
『The Sussex Manuscript』 (O) 


イル = テ ヌ フ ング ル 
YraNhhngr [YIR-NHIN-eger] 

カ ダ ス か ら こ の 次 元 ま で 、 あ る 存在 を 連れ 
て 来 て 、 ま た 戻す の に 使用 され る 一 組 の 式 文 。 
これ ら の 式 文 の すべ て を 完全 に 得る こと は 困 
難 で ある 。 ま た イル と ヌ フ ング ル は 、 凍 て つ 
く 荒野 に ある カ ダ ス の は る か 先 に ある 、 ほ か 
の 次 元 な の か も し れ な い 。 

一 凍てつく 荒野 の カ ダ ス 

圏 カー ター 「The Thing under Memphis」 : ラ 
ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O0) : ラヴ クラ フ 
ト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 








イレ クニ ヴァ ド 
Ilel に Vad [eeLYEK_vahd] 

ドリ ー ム ラン ド に ある 都市 。、 イ レク ニテ ヴァ 
ド は ノ オ リ が 棲む 黄 貸 の 海 を 臨む ガラ ス の が 
け の 上 に あり 、 赤 い 星 の 下 の 多く の 高い 小 塔 
と ドー ム は 夢 の 国 々 に 知れ 渡っ て いる 。 そ の 
王 は オパール の 玉座 に つき 、 神 々 に 彼 の 若い 
ころ に 受け た 恩恵 に 感謝 の 祈り を 捧げ る た め 
に 一 年 に 一 度 オ ウ ク ラ ノ ス 河 沿い に ある キラ 
ン の 寺院 に 旅 する 。 彼 が 矢 中 し た の ち 、 夢 見 
る 人 ラン ドル フ ・ カ ー タ ー が この 都市 の 王 に 
な っ た か も し れ な い 。 
っ ー オ ウ ク ラ ノ ス 河 、 カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 
キラ ン 、 ド リー ムラ ンド 、 ノ オリ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 銀 の 鍵 」(O)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」: ラヴ クラ フト & E. プラ 
イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 





イレ ムー アイ レム 


Irem 


忌 ま わ し き 双子 


Twin Obscenities 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ツァ ー ル 
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と ロイ ガー に 与え られ た 呼び 名 。 ツ ァ ー ル と 
ロイ ガー は 、 ス ン 高 原 の 地 下 に 共に 封じ 込め 
られ て いる 。 

ー ス ン 高 原 、 ツ アー ル 、 ロ イガ ー 

悦 ダー レス & ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」 


イン ガ ノ ク (イン クア ノ ク ) 
Inganok (or Inquanok) [ING-gan-OKI 

. ドリ ー ム ラン ド の セレ ネル 海 北岸 に ある 縮 
更 瑞 の 都市 。 こ の 都市 は も っ ぱら 、 内 陸 に あ 
る 石切 り 場 で 採掘 され た 縮 斑 瑞 の 交易 を し て 
いる 。 都 市 の 中 心 に ある 丘 に は エル ダー・ ワ 
ン の 神殿 が 建っ て お り 、 そ こ に は 神官 と イン 
ガ ノ ク の ヴェ ー ル を か ぶっ た 王 そ の 人 の み が 
入る こと を 許さ れ て いる 。 イ ン ガ ノ ク は 非常 
こ 快 適 な 都市 だ が 、 レ ン 高 原 が 近い の で ほ と 
ん どの 旅行 者 は そこ を 避け る 。 

[イン クア ノ ク (Imquanok) と いう 名 は 、 
ラヴ クラ フト の 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」 の 原稿 を オー ガス ト ・ ダ ー レ ス が 誤っ て 
読ん だ 結果 で ある 。] 

ー ク ー ム ヤー ガ 、 セ レネ ル 海 、 夜 鬼 
ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(O) 





イン クア ノ ク ー イ ン ガ ノ ク 


Inquanok 


イン スマ ス 
Innsmouth 
1) マヌ ー ゼ ッ ト 川 の 河口 に ある マサ チュ ー 
セッ ツ 州 の 町 、 か つて は 繁栄 し た 港町 で あっ 
た が 、 今 日 で は ほとん ど 荒 廃し て し まっ た 。 
イン スマ ス は 1643 年 に 建設 され 、 そ の 大 き 
な 船着 場 の た め 大 西洋 交易 の 主要 な 中 心地 と 
な っ た 。 こ の 町 か ら 世 界 中 に 出港 し た 船 が 、 
多く の 寄港 地 か ら 品 物 を 持ち 帰っ た 。 

1812 年 の 戦争 の 際 に は 、 イ ンス マス の 船 
は 私 抹 船 と な っ て イギリス 艦隊 を 攻撃 し た 。 
イン スマ ス の 船乗り の 半分 は 敵 と の 戦闘 で 死 








に 、 こ れ は 町 の 繁栄 の 終わ り を 示し た 。 

戦後 イン スマ ス の 収益 は 主 に 、 マ ヌー ゼ ッ 
ト 川 の 岸 に 建設 され た 工場 と オー ベッ ド ・ マ ー 
シュ 船長 の イン ド 諸 島 と の 大 胆 な 交易 の 成功 
か ら も た ら さ れ た 。1840 年 ご どろ に オー ベッ ド 
は 頼り に し て いた 金 の 入手 元 を 失い 、 町 の 経 
済 は 下降 線 を た どっ た 。 オ ー ベ ッ ド が ダ ゴ ン 
秘密 教団 を 始め た の は 、 お よそ この 時 代 で あ 
る 。 教 団 は オー ベッ ド が 訪れ た ポリ ネシア の 
島民 の 教典 と 信仰 の 組み 合わ せ に 基づく カル 
ト だ っ た 。 オ ー ベ ッ ド の 教団 は 暗黒 神 を 崇拝 
し て いる と いう 噂 も あっ た し 、 教 団 が 悪魔 の 
購 礁 を 夜 に 訪れ る と いう 伝説 も あっ た 。 

1846 年 は イン スマ ス を 疫病 が 諾 っ た 年 で 
ある 。 原因 と な っ た 正確 な 病名 は 結局 特定 さ 
れ な か っ た が 、 そ れ は 数 少な く な っ た 交易 人 
の 一 人 に よっ て も た ら さ れ た 病気 だ っ た か も 
し れ な い 。 疫病 の 間 、 何 が 起こ っ た の か は 、 
正確 に は 謎 の まま で ある が 、 暴 動 と 略 礁 が 広 
範囲 で 起こ っ た こと は 確か で ある 。 隣接 し た 
村 か ら 訪 れ た 者 は 、 町 の 住人 の 半数 が 死に 、 
オー ベッ ド と 教団 が 町 を 確固 と し て 支配 し て 
いる こと を 知っ た 。 

漁業 と 金 精錬 で イン スマ ス に は 奇妙 な 富 が 
再び も た ら さ れ た が 、 町 の 運勢 は 下降 し 続け 
て いた 。 ま た 、 疫 病 の 影響 で あろ うか 、 退 化 
的 な 特徴 が 住人 の 子供 に 表れ る よう に な っ 
た 。 南 北 戦争 の 間 、 町 は この 奇形 の 流行 の た 
め 徴 募 兵 の 割当 て を 達成 で き な か っ た 。 イ ン 
スマ ス は 、 何 年 間 も マ ーシュ 家 の 支 配下 に 置 
か れ 続 け 、 時 間 が た つと と も に 周囲 の 郡 の 
人 々 に も 避け られ る よう に な っ た 。 

この 情勢 は 1927 年 まで 続い た 。 こ の 年 、 
政府 は 町 で 行なわ れ て いる と 思わ れる 密輸 入 
の 調査 に 乗り 出し た 。 こ の 追求 は 1928 年 2 
月 中 旬 (ある 資料 で は 初夏 だ と ある ) に 行 な 
われ た 上 撃 で 締め くく られ た 。 こ の と き 連 邦 
政府 の 捜査 員 は 、 町 の 無人 の 建物 の 多く を ダ 
イナ マイ ト で 爆破 し 、 ダ ゴン 秘密 教団 を 解散 
させ 、 イ ンス マス の 人 口 の 大 半 を 陸軍 刑務 所 





に 収監 し た 。 潜 水 艦 が 悪魔 の 暗礁 の 沖 で 未知 
の 標的 に 向け て 魚雷 を 発射 し た 噂 も 流れ た 。 
この 災厄 の の ち イ ンス マス の 記述 は 混乱 する 
よう に な っ た 。 あ る 者 は ゴー スト タウ ン に 
な っ た と 言う し 、 ま た ある 者 は 業界 を 圧倒 す 
る ソフ トウ ェ ブ ア 会社 の 本 拠 地 に な っ た と 言 
う 。 

ー ア ー ミ テッ ジ (ヘン リー)、 悪 魔 の 暗礁 、 
アレ ン ( ザ ド ッ ク )、 イ ハニ テン スレ イ 、 イ ン 
スマ ス 面 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 ウ ェ イ ト ( エ 
フレ ム )、 ダ ゴン 、『 ダ ゴン へ の 祈り 』、 ダ ゴ 
ン 秘 密教 団 、 デ ル タ ・ グ リー ン 、 ピ ー ス リー 
(ウィ ン ゲ ー ト )、 フ ァ ル コン 岬 、 深 きも の 、 
ブレ イン (ホー ヴァ ス )、 マ ーシュ (オー ベッ 
ド ) 、 マ ーシュ (オバ ディ ア ) 

悦 ダー レス 「 ホ ー ヴ ァ ス ・ ブ レイ ン の 物語 」 : 
ラヴ クラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 影 」(0O) : ラ 
ング フォ ー ド 「 デ ィ ー プ ネッ ト 」: ロ ス “Escape 
from Innsmouth" 

2) コー ン ウ ォ ー ル の 海岸 近く の 町 。 有 名 な 
名 所 で ある トレ バー 塔 は 、 か つて は 著名 な 家 
系 の 貴族 の 家 で あっ た が 、 現 在 で は 不 健 全 な 
醸造 者 の 家 と な っ て いる 。 

ー ク ラ ネ ス 王 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」 

[イン スマ ス は 最初 ラヴ クラ フト の 「 セ レ 
ファ イス 」 に 登場 し た 。 し か し この 作品 は イ 
ギリ ス を 舞台 と し て いる 。 ラ ヴ ク ラ フト は の 
ち に 「 イ ンス マス を 覆う 影 」 で この 町 を 使用 
し 、 あ と に 続く 作家 た ちゃ も 同様 に マサ チュ ー 
セッ ツ の 町 と し て イン スマ ス を 使用 する よう 
に な っ た 。] 


イン スマ ス 面 

Innsmouth Look 

遺伝 性 疾患 。 人 口 の 大 部 分 が この 疾患 を 
持っ て いた マサ チュ ー セ ッ ツ 州 イ ンス マス の 
町 か ら 名 前 が つけ られ た 。 感染 者 は 、 出 生 時 
に は 正常 に 見 える が 、 人 生 の 後半 に な る と 
ゆっ くり と 、 体 を 衰弱 きせ る 変身 が 始ま る 。 

















イン ガ ノ ク ー イ ンス マス 面 @ 53 e 


この 変化 は 患者 の 20 回 目 の 誕生 日 か ら 中 年 
の 間 に 始 まる こと が 多い 。 た だ し 病気 の 影響 
が 表れ る の は 、 そ れ よ り 早 か っ た り 遅 か っ た 
りす る こと も ある 。 

イン スマ ス 面 に 置 さ れ た 人 は 、 目 が 大 きく 
ふく ら み 、 皮 劇 は うろ こ 状 に な っ て 選 ご 離し 、 
鼻 は 平ら に な り 、 耳 は 異常 に 小さ く な り 、 指 
に は 部 分 的 に 水 が き が で き 、 首 の 周り は た る 
ん で くる 。 後期 段階 に な る と 、 頭 蓋 提 お よび 
骨盤 の 骨格 が 変化 し 、 犠 牲 者 は ゆっ くり 、 よ 
ろ よ ろ と 歩く よう に な る 。 最 も 進ん だ 症例 で 
は 、 原 始 的 な エラ の よう に 見 える も の が 成長 
し て いる の を 見 る こと が で きる 。 そ し て これ 
ら の 生理 的 な 変異 に 伴っ て 、 海 中 に ある 国 の 
不思議 な 夢 を 見 る よう に な り 、 海 洋 へ の 執着 
が 増し て ゆく 。 何 年 間 も こ の 状態 が 続い た の 
ち 、 イ ンス マス 面 の 患者 は 世間 か ら 姿 を 消す 
こと も 多い 。 お そら く 、 自 己 保存 本 能 が 水 へ 
の 願望 に よっ て くつ が えさ れ 、 海 か ら の 呼び 
か け に 応じ て 身 を 投げ る の で あろ う 。 

時 々 、 イ ンス マス 面 の 患者 は 疾患 の 初期 段 
階 ま で し か 進展 し な いこ と も ある 。 彼ら は 生 
涯 その 状態 に と ど ま る が 、 こ の 正確 な 原因 は 
不明 で ある 。 ま た 、 海 洋 や ある 種 の アー ティ 
ファ クト に 近づく こと が 、 人 外観 上 健康 な 個人 
の 変身 の 引き 金 と な る こと が 知ら れ て いる 。 
これ ら の 要素 を ある 程度 で も 確実 に 予測 する 
た め に は 、 よ り 多 く の 研 究 が 必要 で ある 。 

イン スマ ス 面 が 人 間 と 深き も の の 間 の 交 合 
の 結果 だ と 理解 し て いる 者 は わずか で ある 。 
変身 し 終え た 者 は 、 海 席 に ある 深き も の の 偉 
大 な 都市 に いる 同胞 に 加わ る た め に 海 へ 泳ぎ 
出す 。 

ー イ ンス マス 、 深 きも の 、 マ ーシュ (オバ ディ ア ) 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 履 う 影 」(O) : 
ロス Escape from Innsmouth" 
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隠蔽 され し も の の 書 ] 
The Book of Hidden Things 

アロ ン ソ ・ タ イ パ ー に よっ て 発見 され た 原 
稿 の 中 で 言及 され た 本 。 こ の 本 に つい て は 何 
も 知ら れ て いな い が 、 イ アン = テ ホ ー の 和 失わ れ 
た 都市 に 関連 し て いる に 違い な いと 思わ れ 
る 。 
ー イ アン = ホー、 タ イ パ ー (アロ ン ソ ) 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & ラ ムリ ー「 ア ロン ソ ・ タ イ 
パー の 日 記 」 




















ヴァ ー ク リュ ー 
Virklyu [VER-klih-oo] 

有史 以前 に カル ノー 平原 に あっ た 、 ア ルカ 
ン デ ィ ア の 人 々 の 人 炎 の 都市 。 都 市 に ある 大 き 
な ドー ム の 中 に は 、 イ リス ラ に 率い られ た グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 女神 官 「 火 の 女性 
た ち 」 が 住ん で いた 。 
ー イ リス ラ 
ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cultl、 
『The Sussex Manuscriptl 





ヴァ クニ ヴィ ラ 呪 文 
Vach-Viraj Incantation [vach-vir-RA]] 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ニョ グ タ か 
ら の 防御 を 与え る 詠唱 。 効 果 は 少な い が 、 シ ア 


エガ と クト ー ニ アン に 対し て も 有効 で ある 。 こ 
れ は 、 セ ン ザ ー ル 語 で 書か れ た と 推定 され る 
ヴァ クニ = テ ヴ ィ ラ 呪文 の 異形 の 一 種 で ある 。 


ヤ ナ カ デ イ シュ トゥ ニル グ ウ レ ス 
デン テテ ヴ スル サー ニニ リグ 
ク ヤ ルナ フ フレ ゲト ル ル ブ ム ナ サイ 


ハー ング フト 


ヤ ハイ カ デ ィ イシ ュ ツ エ プ ルル テ 
エー ニョ グ タ エー、 

シュ ン テ ン グ アス グ イエ ー オル レ 
サイ ハー 


ヴァ クニ テ ザ ヴィラ 呪文 を 逆 に 唱え る と 、 通 常 
退散 させ る 地 の 精 圭 を 地球 に 解き 放つ か も し 
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れ な いと 信じ られ て いる 。「 ヴ ァ ク テ ヴ ィ ラ 」 
が アザ トー ス の 称号 の 一 つ で ある いう 意見 も 
ある が 、 こ れ に どん な 意味 が ある か は 不明 で 
ある 。 

[ブラ ヴァ ツキ ー 夫 人 は 、 ヴ ァ ク ニー ヴ ィ ラ が 
男性 と 女性 の 結合 の 規則 を 表し て いる と い 
う 。] 

ー ク トー ニア ン 、 シ ア エ ガ 、 精 霊 説 、 ニ ョ 
グ タ 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 

カー ター「The Book of Dismissals」: カー 
ター&R プラ イス 「The Strange Doom of 
Enos Harker」 : カッ トナ ー「 セ イレ ム の 坦 怖 」 
(O) : バー ティ ン 「Darkness, My Name Is」 : 
ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 


「 ヴ ァ チ カン 写本 」 
Vatican Codex 

数 年 前 に ヴァ チカ ン 市 国 図書 館 で 見 つけ ら 
れ た マヤ の 文書 。 幅 8 イン チ 、 長 さき 7 フィ ー 
ト の さま ざま な 色 に 塗ら れ た 樹 肥 に 書か れ て 
いる 。 こ れ は 、 知 られ て いる 唯一 の も の で あ 
り 、 ス ペイ ン 人 聖職 者 の 熱心 な 布教 の 成果 を 
乗り 切っ た わずか な マヤ の 本 の 一 つ で ある 。 
な ぜ 信 仰 心 の 厚い 人 々 が この 本 を 破壊 せ ず 
に 、 ロ ー マ へ 送っ た の か は 不明 で ある 。 

ほとん どの 点 で 、 こ の 文書 は 「 ポ ポル ・ ヴ 
フ 」 で 詳し く 述 べら れ た マヤ の 創世 神話 に 
沿っ て いる 。 し か し ある 一 点 で 、 物 語 は 一 般 
的 な も の と は 異な っ て いる 。 ガ タ ノ ソ ア あ る 
い は イグ と 呼ば れる 存在 が 、 ア ー ク ツル ス 星 
か ら 地 球 に 到来 し た と いう の で ある 。 こ の 存 
在 は 、 夜 明け の 女神 が 水浴 び し て いる の を 見 
て 、 彼 女 に 迫っ た が 逃げ られ て し まっ た 。 イ 
グ の 精液 は 海 に 落ち 、 最 終 的 に 地球 に 棲む さ 
ま ざ ま な 動物 が 誕生 する 。 古 きも の た ち ( 慈 
悲 深き 神々 は この 本 で は こう 呼ば れ て いる ) 
は イグ を 攻撃 し 、 彼 を 地 中 に 封じ 込め る 。 こ 
うす る こと に よっ て 、 神 々 は イグ の 種 を 利用 
し 、 人 類 を 創造 し た 。 そ の 後 、 黄 金 期 が 始ま 
り 、 そ れ は イグ が 人 類 に 災厄 を も た ら す まで 





続い た 。 
ー イ グ 、 ガ タ ノ ソ ア 、 古 きも の 
圏 C ウィ ルソン 『 賢 者 の 石 』 


ヴァ ルー シア 
Valusia [vah-LOOS-rah] 

古代 の へ ビ 人 間 の 国 。 現 在 の 南 ヨ ー ロ ッ パ 、 
地中海 、 上 北ア フリ カ に また が る 領域 に あっ た 。 
ヴァ ルー シア は 人 間 に よ っ て 征服 され 、10 
万 年 前 に は 七 剖 国 の 中 で ヴァ ルー シア が 最も 
強力 で あっ た 。 ヴ ァ ル ー シ ア で 最も 有名 な 王 
は アト ラン ティ ス の カル で あっ た 。 カ ル の 時 
代 の ヴァ ルー シア は お そら く 古 生 代 後 半 に 存 
在 し た 、 さ ら に 古代 の ヴァ ルー シア に ちな ん 
で 名 づけ られ た の だ ろう 。 

ーー 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 カ ル 王 、 黄 色 の 
印 の 兄弟 団 、 ヘ ビ 人 間 
圏 ハ ワー ド 「 影 の 王国 」 (0O)、 「Exile of Atlantis」 














「 ヴ ィ ク トリ ア 時 代 の クト ゥ ルフ 
Cthulhu among the Victorians 

1929 年 に ミス カト ニッ ク 大 学 出版 局 に 
よっ て 出版 され た ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 
に よる 書 。 シュ リュ ズ ベ リ イ の 20 年 間 の 行 
方 不明 の 時 期 に 本 は 出版 され た 。 お そら く 失 
忠 し た 教授 の 思い 出 の つも り で 、 教 授 の 覚書 
を まとめ 直し て 出版 され た の だ ろう 。 

この 本 は 19 世紀 の 最後 の 数 10 年 間 に 起 
こっ た クト ッ ゥ ルフ 的 な 出来 事 を 収集 し た も の 
の よう で ある 。 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ は 、 こ の 時 
代 が われ われ の 惑星 の 歴史 上 危機 的 な 局面 の 
ーー つ で あっ た と 断言 する 。 つ まり この 時 代 、 
クト ッ ゥ ルフ 神話 の 勢力 が 世界 を 取り 返す た め 
に 大 いな る 進歩 を 遂げ た と いう の で ある 。 
ー ク トウ ルフ 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ (ラバ ン ) 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 
悦 バ ー ト ン " ク トゥ ルフ ・ バ イ ・ ガ スラ イト " 
(O) : ダー レス 「 永 区 の 探求 」 
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ウイ トロ クソ ベト ル 
Huitloxopetl [weeLLOKS-OPLtl] 

夢 に 支配 を 及ぼ すこ と で 知ら れる 存在 。 グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 旧 き 神 に 反逆 し た 
と き 、 ウ イト ロク ソ ペ トル は 参加 せ ず に シル 
ゴス (宇宙 の 縁 に ある 銀河 ) に 残っ て いた 。 
彼 の 父 ア ザ ト ー ス は 彼 を 罰する こと に し 、 そ 
こ に 彼 を 封じ 込め る こと に し た 。 

ウイ トロ クソ ペ ト ル の 名 は 中 世 ア ラビ ア の 
多く の 草稿 に 記載 され て お り 、 ア ステ カ の ウ 
イト ロク ソ ペ トル の カル ト は 、 彼 と 何ら か の 
形 で 結び つい て いた と 考え られ る 。 あ る 者 は 、 
吸血 鬼 な どの 生け る 死者 が 、 ウ イト ロク ソ ペ 
トル に 仕え て いる と 言い 、 ま た ある 者 は これ 
ら は 実際 に は ウイ トロ クソ ペ ト ル 自 身 に 支配 
され て いる 意思 の な い 創 造物 だ と 言う 。 
アン ブー ル 「Huitloxopetl IX: Pickman's 
Godj: コー ン フ ォ ー ド 「Huitloxopetl XIE 
Plagued by Dreams」: デ ィ ヴ ィ ー 「Huitloxopetl 
X[ The Ripening of Huitloxopel」 : バー グル ン 
ド 「Huitloxopetl IV: Vision of Madness」(O) 


ウィ ル マ ー ス 、 ア ル バ ー ト N. 
Wilmarth, Albert N. 

有名 な 民俗 学者 で 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の 
英語 学科 の 助教 授 。 ウ ィ ル マー ス は ヴァ ー モ 
ント 州 で 1927 年 に 起こ っ た 洪水 の あと で 発 
見 され た 人 間 で な いも の の 死体 に 関す る 議論 
に か か わる よう に な っ た 。 ウ ィ ル マー ス は 、 
水 の 中 で 見 つけ られ た 生物 な ど 存 在 し な いと 
強く 断言 し 、 自 分 の 見 地 に 関し て 論陣 を 張っ 
た の ち 、 な ぜ か 議論 を や め て し まっ た 。 そ の 
後 、 彼 は 、 ヴ ァ ー モ ント 州 に いる 文通 相手 を 
訪問 し た が 、 到 着 し て みる と その 友人 が 行方 
不明 で ある こと が わか っ た 。 そ の 後 の 調査 で 
も ほとん ど 消 息 は つか め ず 、 困 惑 し た ウィ ル 
マー ス は アー カム に 戻っ た 。 

これ ら の 出来 事 に 続い て 、 ウ ィ ル マー ス は 
同僚 の ヘン リー・ ア ー ミ テッ ジ と ナサニエル ・ 
ピー スリ ー に 人 彼 の 発見 を 打ち 明け た 。 彼 ら は 


自分 た ちの 経験 に 基づい て 、 伝 説 の 背後 に あ 
る 正体 を 発見 し よう と する 活動 を 開始 し た 。 
ウィ ル マ ー ス は 何 度 も 長期 の 旅行 を し 、 各 地 
を 視察 し 、 情 報 提供 者 網 を 組織 し た 。 結 局 、 
これ が 彼 の 破滅 と な っ た 。 過 酷 な 体験 に 押し 
つぶ され 、 ま た アメ リカ 西海 岸 在住 の 詩人 、 
ゲオ ル グ ・ フ ィ ッ シャ ー を 訪問 し た 旅行 に 
よっ て 枢 怖 を 味わっ た ウィ ル マ ー ス は 、 
1937 年 に 病気 に な る と 、 ま も な く 死 ん だ 
(も っ と も 彼 が 1960 年 代 ま で 長生 き し た と 
いう 資料 も ある )。 

ーー アー カ ム 、 アー ミ テ ッ ジ (ヘン リー)、 ウ ィ 
ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 エ イク リ イ 
(ヘン リー)、 ピ ー ス リー (ナサニエル ) 
悦 ラ イ バ ー「 ア ー カ ム そ し て 星 の 世 界 へ 」、 
「The Terror from the Depths」 : ラヴ クラ フト 
「 闇 に 路 く も の 」(O) : ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 


ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 
Wilmarth Foundation 

ミス カト ニッ ク 大 学 に 拠点 を 置き 、 ア ル バ ー 
ト ・ ウ ィ ル マー ス の 先駆 的 業績 を 継承 する た 
め の 組 織 。 創 設 者 た ち は ウ ィ ル マー ス の 死 の 
直前 に この 組織 を 設立 し た 。 多 く の 者 は 、 根 
本 的 な 前 提 に 疑問 を 持っ て いた が 、 組 織 は 飛 
躍 的 発展 を 遂げ 、 さ ま ざ ま な 政府 や 企業 内 で 
高い 地位 に ある 個人 か ら 多 く の 支 援 を 獲得 し 
た 。 以 来 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン は イギリス 、 フ ラン ス 、 ト ルコ な どの 多く 
の 国 に 探検 を 行ない 、 そ の 敵 を 探し 求め て い 
る 。 風 と 洪水 が ミス カト ニッ ク 大 学 を 破壊 し 
た 1980 年 の 大 規模 な 妨害 わか か わら ず 、 研究 
所 は 活動 を 続け た い へ ん な 成果 を 挙げ て いる 。 
通常 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 
の 行動 は だ いた い 同 じ よ うな 手順 で 行なわ れ 
る 。 最 初 に 対象 の 位置 を 正確 に 特定 する 調査 
任務 を 与え て 、 ク トゥ ルフ 神話 存在 を 感知 で 
きる テレ パシ ー 能 力 者 を 送る 。 次 に 旧 き 印 の 
首飾り を 持つ ファ ウン デー ショ ン の メン バー 
が 現地 に 行き 、 大 衆 か ら 彼ら の 行動 を 隠す た 
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め に 地方 当局 に 働き か ける 。 最 後に 、 ク リー 
チャ ー の 生来 の 弱点 か 、 ま た は それ に 関す る 
禁じ られ た 知識 を 利用 し て 、 慎 重 に 計算 され 
た 量 の 爆薬 に よっ て 脅威 を 取り 除く 。 ウ ィ ル 
マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション が 1970 年 代 に 
アメ リカ と イギリス で の クト ー ニ アン の 何 威 
に 対処 し た と きも 、 こ の 基本 的 な 計画 を 使用 
し て いる 。 

ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション は 、 ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 の 年 長 の 教授 陣 で 構成 され 
る 理事 会 に よっ て 統括 され る 。 そ の 中 心 は 理 
事 長 で 、1970 年 代 に は ウィ ン ゲ ー ト ・ ピ ー 
スリ ー が この 職 に 就 い て いた が 、1980 年 の 
悪魔 の 暗礁 へ の 攻撃 に 続い て 起こ っ た 出来 事 
で 彼 が 死ん だ の ち は 、 ア ー サ ー・ マ イヤ ー が 
その 地位 に 就 いた 。 
悪魔 の 暗礁 、『 グ ハー ン 断 章 』、 ク ロウ ( タ 
イタ ス )、 シ ル バ ー ハ ッ テ (ハン ク )、 ド ・ マ 
リ ニ ー (アンリ テロ ー ラ ン ) 、 ピ ー ス リー( ウ ィ 
ン ゲ ー ト )、 旧 き 印 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
悦 ラ ムレ イ 『 地 を 人 等 つ 魔 』(O)、『The 
Transition of Titus Crow』 





ヴー ア 
Voor [VOO-erl 

世界 の 果て を 越え た と ころ に ある 王国 。『 緑 
の 書 」 に よれ ば 、 ヴ ー ア が 消え る と 光 も 消え 、 
太陽 が 見 えな く な る と 、 水 も 消え る と いう 。 
これ は た ぶん 「 ヴ ー ア の 荒 源 」、 ハ イ パ ー ボ 
リア の 近く に ある ウル ティ マ ・ チ ュー レ 鳥 に 
関係 の ある 場所 で あっ た 。 こ の 国 の 人 々 は 、 
か つて 巨大 な ドー ム と 墓地 を 建設 し た が 、 消 
えて し まい 、 の ちの 文明 は それ ら の 廃 城 を 遊 
けた 。 し か し 、 こ の 国 に 由来 する 「 ヴ ー ア の 
印 」 の 呪文 の よう に 、 彼 ら の 魔術 は 残さ れ た 。 
ー ヴ ー ア の 印 、 地 獄 の 殿堂 、『 緑 の 書 』 
カー ター「The Offering」、「The Secret in 
the Parchment」 : マッ ケン 「 白 魔 」(O) 





ヴー ア の P 印 

Voorish Sign 

目 に 見 えな いも の 見 える よう に する 際 の 助 
け と な る 手 の 動き 、 あ る い は 象形 文字 。 
ー ヴ ー ア 

ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 





ヴー アミ 族 
Voormis [VOO-erLmees] 

人 間 の 到着 の 前 に ハイ パー ボリ ア (現代 の 
グリ ー ン ラン ド ) の 大 陸 に 棲ん で いた 亜人 間 。 
すべ て の ヴー アミ 族 の 祖先 は 顔 な き も の ヴー 
アム まで た どる こと が で きる 。 伝え られ る と 
ころ に よる と 、 ヴ ー ア ム は 下級 の 神格 で ある 
シャ タク と ツァ トゥ グ ァ と の 交配 に よっ て 生 
まれ た と いう 。 ほ か の 資料 に よる と 、 ヴ ァ ル ー 
シア の へ ビ 人 間 が 、 更 新 世 に 奴隷 と し て ヴー 
アミ 族 を 飼育 し た と いう 。 主 人 で ある へ ビ 人 
間 が 衰退 し た の ち 、 ヴ ー ア ミ 族 は 奴隷 の 状態 
か ら 抜 け 出 し 、 ハイ パー ボリ ア 大 陸 に 棲む よ 
うに な っ た 。 そ こ で 彼ら は 、 恐 ろ し い グ ノ フ 
ケー 族 を 荒れ 果て た 極地 方 に 撃退 し 、 新 し い 
文明 の 土台 を 作っ た 。 

その 多く が 地下 に 棲ん で いた ヴー アミ 族 に 
と っ て 、 そ ば に いた ツァ トッ ゥ グ ァ (彼ら の 創 
造 主 ) を 崇拝 する こと は 特に 重要 で あっ た 。 
し か し 彼ら の 歴史 の 中 で 、 一 時 期 新しい 神 イ 
タク ァ の 儲 拝 者 が 反 送 し 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ の 信 
者 に 対し て 細 い 掛か っ た こと が あっ た 。 結 局 、 
イタ ク ァ の 信者 は 完全 に 打ち 負 か さ れ 、 正 統 
な ヴー アミ 族 の 国 か ら 追 放さ れ た 。 

この 大 反乱 か ら 寒 気 が 襲 うま で の 間 、 最 初 
の 人 間 が ハイ パー ボリ ア に 到着 する 前 に ヴー 
アミ 族 の 文明 は 衰退 し て し まっ た 。 はじめ 
ヴー アミ 族 は 、 食 物 と 避難 所 を 探す これ ら の 
新 来 者 を 支援 し た し 、 の ち に は 科学 や 魔術 を 
教え た 。 人 間 の 数 が 増加 する に し た が っ て 、 
ヴー アミ 族 は 徐々 に 減っ て ゆき 、 わ ず か な 生 
き 残 り が 都市 を 離れ て 山 に 隠 ん る よう に な っ 
た 。 彼 ら の 最大 の 居留 地 は ヴー アミ タ ド レス 
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山 に あっ た 。 人 間 は すぐ に 、 か つて の 恩 を 忘 
れ て し まい 、 団 み の た め に ヴー アミ 族 を 狩り 
立て 、 自 分 た ち が ハ イ パ ー ボ リア の 支配 者 で 
ある と 宮 言 し た 。 

ずっ と あと に な っ て 寒気 が ハイ パー ボリ ア 
を 再び 襲っ た と き 、 ヴ ー ア ミ 族 は 克 人 と 化し 、 
食物 を 得る た め に 人 間 の 村 を 細 撃 し た 。 ハ イ 
パー ボリ ア 人 は 報復 と し て 、 生 き 残 っ た ヴー 
アミ 族 の ほとん ど を 壊滅 させ 、 完 全 に 絶滅 す 
る た め に 定期 的 に 遠征 隊 を 出し て 狩り を 行 
な っ た 。 ハ イ パ ー ボ リア が 滅び た の ち 、 こ の 
か つて 偉大 だ っ た 種族 の 消息 が 聞か れる こと 
は まず な い が 、 世 界 各地 で 発見 され た 雪男 や 
ビッ グフ ッ ト な どの 謎 の 猿人 は ヴー アミ 族 の 
最後 の 生き 残り だ と 噂 され て いる 。 
ー ア フー ム た ・ ザ ー、 イ タク ア 、 ウ ヴー アミ タ 
ドレ ス 山 、 ヴ ー ア ミ 碑 板 群 、 ウ ボーテ サス ラ 、 
クニ ガ テ ィ ン ・ ザ ウム 、 ツ アト ウゥ グ ア 、『 ナ 
コト 写本 』、 グ ノ フ ケー 族 、 ハ イ パ ー ボ リア 
カー ター 「The Acolyte of the Flame」 : カー 
ター& C.A. スミ ス 「The Scroll of Morloc」 : C. 
A. スミ ス 「 ア タマ ウス の 遺言 」(0)、「 七 つの 
呪い 」: ハー バー “The Trail of Tsathogghua" 





ヴー アミ タ ド レス 山 
Voormithadreth, Mount [VORumLTHAHLdreth] 
ハイ パー ボリ ア の エイ グロ フ 山 脈 の 最高 峰 。 
この 山 は は じ め 火 山 で あり (魔道 師 エ イボ ン 
は 、 そ れ が 人 工 物 だ と 主張 し た )、 ヴ ー ア ミ 族 
に ちな ん で 命名 され た 。 ヴ ー ア ミ 族 は 山 を ト 
ン ネ ル で 穴 だ ら け に し て そこ に 棲ん だ 。 

ヒキ ガエル 神 ツ ァ ト ゥ グ ァ は この 山 の 地下 
の 洞窟 深く に 潜ん で お り 、 ハ イ パ ー ボ リア の 
ツァ トッ ゥ グ ァ 信 者 は ヴー アミ タ ド レス 山 に 向 
か っ て 祈り を 捧げ た 。 山 に は も っ と 恐ろし い 
存在 が 棲ん で いた と いう 陰 殴 な 噂 も あっ た 。 
ー ア トラ ッ ク テ ニナ チャ 、 ア ブ ホ ー ス 、 ヴ ー 
アミ 族 、 エ イボ ン 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 ス ス 
ハー、 ツ アト ウゥ ウ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 ハ オ 
ン = テ ドル 


圏 カー ター「 シ ャ ッ ガ イ 」 : C.A. ス ミス 「 七 つ 
の 呪い 」(O) 


ヴー アミ 碑 板 群 
Voormish Tablets 

ヴー アミ 族 が その 絶頂 期 に 書い た 碑 板 群 。 
碑 板 に 書か れ た 伝承 に は 強い 力 が ある と 考え 
られ て お り 、 エ イボ ン と ハオ ン ニ = テ ド ル は 研究 
の 際 に それ ら を 参照 し た 。 碑 板 は アフ ー ム ・ 
ザー と あの 世 か ら の 漁夫 に つい て 言及 し て い 
る が 、 内 容 の 大 部 分 は 不明 で ある 。 
ーー あ の 世 か ら の 漁夫 、 ア フー ム ・ ザ ー、 ヴ ー 
アミ 族 、 エ イボ ン 、 ハ オン = テ ド ル 
カー ター「The Acolyte of the Flame」(O)、 
『The Life of Eibon according to Cyron of 
Varaad』 : カー ター&& ス ミス 「The Descent into 
the Abyss」 


ヴー ラ の 秘 儀 
Voola ritual [VOO-lah] 

地球 に いる 存在 、 特 に セヴァン 渓谷 の 岩石 
の 下 に 生息 する クリ ー チ ャ ー を 呼び 出す 呪 
文 、 し か し 、 こ れ を 有効 な ちの に する た め に 
は 、 数 人 で 儀式 を 執り 行なわ な けれ ば な ら な 
い 。 こ の 儀式 は また 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ を 呼び 出 
す の に も 使用 する こと が で きる が 、 生 け 史 を 
捧げ な けれ ば 彼 を 戻す 方 法 は な い 。 
ー ツ アト ゥ グ ァ 
カー ター 「The Thing under Memphis」: キ ャ 
ン ベ ル 「 暗 黒星 の 陥 人 」: マッ ケン | 白魔 」(0) 











ヴー ル 
Vhoorl [VOR_-al 

第 23 星雲 の どこ か に ある 惑星 。 ヴ ー ル の 
数 学 の 研究 者 で あっ た カト ゥ ルン は 、 こ の 次 
元 と グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が か つて 棲ん 
で いた ほか の 次 元 と の 間 の 障壁 を 最初 に 突破 
し た 。 ま た 、 ヤ ディ ス の 支配 者 が この 惑星 を 
訪問 し た こと が 知ら れ て いる 。 

ヴー ル に 住ん で いた 「 カ トゥ ルン 」 と 、 ク 


ヴー アミ タ ド レス 山 て ウェ イト リー、 


レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある クト ッ ゥ ルフ と 
に 関連 が ある と 言う 者 も いる 。 関 連 が ある と 
すれ ば 、 ヴ ー ル は ヘン リー・ エ イク リ イ が ア 
ル バ ー ト ・ ウ ィ ル マー ス と の 会 話 で 暗示 し た 
クト ゥ ルフ の 出生 地 な の か も し れ な い 。 
ー ク トウ ルフ 、 ヤ ディ ス 

圏 ハ ッ セ 「 本 を 守護 する 者 」? ラ ヴ ク ラ フト 「 闇 
に 嘱 く も の 」(O) 


ウェ イト 、 ア セナ ス (1905 年 ~- 1932 年 ) 
Waite, Asenath 

エフ レム ・ ウ ェ イ ト の 娘 、 母 親 は 不明 。 ア 
セナ ス ・ ウ ェ イ ト は イン スマ ス の 父親 の 家 で 
育っ た が 、 父 親 の 狂気 と 死 の の ち 、 キ ング ス 
ポー ト に ある ホー ル 女 学院 の 校長 の 被 後見 人 
と な り 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 に 進ん だ 。 

ミス カト ニッ ク 大 学 で アセ ナス は 、 詩 人 で 
『 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 』 の 著者 と し て 知 
られ る エド ワー ド ・ ダ ー ビ イ に 出会っ た 。 二 
人 は 互い に 引き つけ られ る よう に な り 、 そ の 
後 ま も な く 結 婚 し た 。 結婚 生活 に お いて アセ 
ナス は ダー ビ イ に 魔 術 的 な 知識 を 教え る よう 
に な っ た 。 夫 婦 は 表面 上 幸福 に 見 えた が 、 ダ ー 
ビ イ に 親しい 者 た ちる は この ころ 彼 の 人 柄 が 篤 
く ほ ど 変 化し た こと に 気づい た 。 

結婚 か ら お よそ 3 年 後 、 ア セナ ス は 次 を 
消し た 。 ダ ー ビ イ は 妻 が 長期 の 休暇 に 出かけ 
た と 言い 、 誰 も 不審 に は 思わ な か っ た 。 そ の 
後 、 ダ ー ビ イ は 療養 所 に 収容 され る よう に な 
り 、 ア セナ ス の 肉体 が 、 ダ ー ビ イ の 親友 だ っ 
た ダニ エル ・ ア プ ト ン の 家 の 戸 口 に 置か れ て 
いた 。 お そら く 未 知 の 人 物 に よっ て そこ に 革 
か れ た の で あろ う 。 
ー ア プ ト ン (ダニ エル )、 イ ンス マス 、 ウ ェ 
イト (エフ レム )、 キ ング スポ ー ト 、 頭 蓋 骨 
の カル ト 、 ダ ー ビ イ (エド ワー ド )、 ミ スカ 
トニ ッ ク 大 学 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 


ウィ ル バ ー e 59 e 


ウェ イト 、 エ フレ ム 
Waite, Ephraim 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 イ ンス マス の 住人 、 多 
く の 人 々 が 彼 を か な り の 力 を 持っ た 魔術 師 で 
ある と 考え て いた 。 ウ ェ イ ト は イン スマ ス に 
ある 古い 名 だ が 、 噂 に よれ ば も と も と エフ レ 
ム ・ ウ ェ イ ト は ニュ ー ヨ ー ク の ケモ シュ ・ エ 
フレ ム ・ ベ ン テ ダ ニ エ ル と いう 妖術 に 興味 を 
持つ 青年 で 、 改 名 し て イン スマ ス に 移住 し た 
の だ と いう 。 エ フレ ム は 、 天 気 を 操る と いわ 
れ 、 ほ か に も ゃ 不思議 な 技 を 使え た 。 そ し て 、 
よく ミス カト ニッ ク 大 学 に 行き 大 学 の オカ ル 
ト 関 連 図書 を 調べ て いた 。 ま た 、 彼 は 頭蓋 骨 
の カル ト の 儀式 に も 参加 し て いた 。 
晩年 に な っ て ウェ イト は 、 だ れ も 顔 を 見 た 
こと の な い 妻 を 得 た が 、 彼 女 は 娘 ア セナ ス を 
生ん だ すぐ あと 容 を 消し て し まっ た 。 ア セナ 
ス が 10 代 前 半 の と き に 、 エ フレ ム は 狂気 に 
陥り 、 ア セナ ス は 彼 を 、 自 分 た ち が 住ん で い 
た イン スマ ス の 家 の 屋 根 裏 に 閉じ 込め た 。 幽 
閉 か ら ほ ど な く エフ レム は 死ん だ 。 イ ンス マ 
ス の 住人 の 中 に は アセ ナス が 毒殺 し た の で は 
な いか と 疑う 者 も あっ た が 、 ほ と ん どの 人 は 
疑念 を 抱く こと は な く 、 彼 女 が 告発 され る こ 
と も な か っ た 。 

ー イ ンス マス 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 頭蓋 
骨 の カル ト 、 ダ ー ビ イ (エド ワー ド ) 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 





ウェ イト リー、 ウ ィ ル バー (1913 年 ら 
月 日 1928 年 8 月 3 日 ) 
Whateley, Wilbur 

ラヴ ィ ニ ア ・ ウ ェ イ トリ ー と 不詳 の 父親 の 
子供 。 ウ ィ ル バー は 急速 に 成長 し 、11 か 月 
目 に は 話す こと が で きる よう に な り 、 死 ん だ 
と き に は 背 が 8 フィ ー ト 近く に まで 達し て 
いた 。 彼 は 祖父 、「 魔 術 師 」 ウ ェ イ トリ ー の 
例 に な らい 、 ダ ニッ チ 近 く の 丘 の 頂上 で 儀式 
を 行ない 続け た こと が 知ら れ て いる 。 生 まれ 
た 町 の 人 々 の 評判 に 反し て 、 ウ ェ イ トリ ー は 、 
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魔術 に 通じ た 学者 と し て いく ら か 認識 され る 
よう に な り 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の アー ミ 
テッ ジ 博 士 な どの 多く の 博識 な 人 々 と 文通 し 
た 。 し か し ウェ イト リー は その 潜在 能力 を 完 
全 に 発揮 する こと は な か っ た 。 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 に あっ た 『 ネ クロ ノミ コン 』」 を 盗 も う 
と し て 死ん だ の で ある 。 彼 の 体 は 衝撃 的 な 状 
況 で 消え 和 失 せ 、 彼 の 「 双 子 」 に 関す る 噂 は い 
まだ に ささ や か れる 。 

ー ア ー ミ テッ ジ (ヘン リー)、 ウ ェ イ トリ ー 
(ノア )、 ウ ェ イ トリ ー (ラヴ イィ ニア )、 ダ ニッ 
チ 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 


ウェ イト リー、「 魔 術 師 ] ノア ( 老 ウ ェ イ 
トリ ー)(?ー 1924 年 月 1 日 ) 
Whateley, (Wizard) Noah (also Old Whateley) 
魔術 師 で ある と いう 噂 の ダニ ッ チ の 住人 、 
ラヴ ィ ニ ア ・ ウ ェ イ トリ ー の 父親 。 彼 の 父親 


オリ バー・ ウ ェ イ トリ ー は 魔術 を 使う の で は - 


と 医 わ れ て 町 民 に 私 刑 を 受け て いる 。 老 ウェ 
イト リー 自身 の 隣人 た ち は 恐 居 と 嫌悪 を も っ 
て 彼 を 眺め て お り 、 ダ ニッ チ 近 く の 丘 の 頂上 
に ある 環状 列石 の 一 つ で 起こ っ た 事件 の あと 
で は 特に その 度合 い が 強 まっ た 。 ウ ェ イ ト 
リー は 以前 結婚 し て お り 、1878 年 ご ろ に ラ 
ヴィ ニア が 生ま れ た 。 彼 の 妻 は 非 業 の 死 
(1890 年 ご ろ ) を 遂げ た が 、 ま る で 調査 され 
な か っ た よう だ 。 ウ ェ イ トリ ー は 1924 年 に 
自然 死 し た 。 

ー ダ ニッ チ 、 ウ ェ イ トリ ー (ウィ ル バ ー) 、 
ウェ イト リー (ラヴ イィ ニア ) 

圏 ハー バー “Return to Dunwich' : R プラ イス 
「Wilbur Whateley Waiting」: ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ 
ニッ チ の 怪 」(O) 








ウェ イト リー、 ラ ヴィ ニア (1878 年 ご 
ろ ー 19 ら 6 年 ) 
Whateley, Lavinia 

魔術 師 ウ ェ イ トリ ー の 白化 症 の 娘 で 、 ウ ィ 


ル バ ー の 母親 (父親 は 不明 )。 ラ ヴィ ニア は 、 
1913 年 に ウィ ル バ ー を 生ん だ が 、1924 年 
の 魔術 師 ウ ェ イ トリ ー の 死後 は 息子 を 避け 始 
め た 。1926 年 の ハロ ウィ ー ン の 晩 、 ラ ヴィ 
ニア は 和 失 忠 し た 。 お そら く 彼 女 自身 の 息子 に 
よっ て 殺さ れ た の だ ろう 。 

ー ウ ェ イ トリ ー (ウィ ル バ ー) 

悦 ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 


ウェ スト 医師 、 ハ ー バ ー ト (1880 年 ご 
ろ ~ 19 ら 1 年 ) 
West, (Docter) Herbert 

才能 ある 医師 で 人 道 主義 者 。 ウ ェ ス ト は ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 医学 部 で 学び 、1905 年 の 
腸チフス 流行 の 際 に は 、 ア ー カ ム に か な り の 
貢献 を し た 。 ウェスト は 、 マ サチ ュー セッ ツ 
州 ボ ルト ン の 貧し い 工 員 の た め に 診療 所 を 設 
立 し 続け 、 第 1 次 世界 大 戦 で は 軍医 と し て 
カナ ダ 連 隊 に 志願 さえ し た 。 彼 が ボス トン の 
家 か ら 矢 路 し た 事件 は 、 い まだ 解決 され て い 
な い 。 

死者 を 復活 させ る と いう ウェ スト 医師 の 実 
験 の 噂 は 、 陳 腐 な 噂 の た ぐい だ 。 こ れ ら の 噂 
は 死ん だ 人 物 の 性 格 を お と し め る た め の 下 劣 
な 努力 に すぎ な いと 、 私 は 言い た い 。 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 死 体 蘇 生 者 ハー バー ト ・ ウ ェ 
スト 」 


ウエ ジジ ディ 

Wendigo [WEN-digoe] 

1) グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 イ タク ァ の 
呼び 名 の 一 つ 。 あ る 資料 で は ウェ ン デ ィ ゴ が 
イタ ク ァ の いと こ だ と いう 。 

ー イ タク ア 

圏 プラ テック ウッ ド 「 ウ ィ ン デ ィ ゴ 」(O) : ダー 
レス 「 風 に 乗り て 歩む も の 」、「 ル ルイ エ の 印 」 
2) イタ ク ァ が その 一 員 で ある と いう 仮説 の 
種族 。 人 間 と 交 合 する こと に よっ て 、 ウ ェ ン 
ディ ゴ は 種族 の ほか の 一 員 を 生み 出す こと が 
で きる と 信じ られ て いる 。2 体 の ウェ ン デ ィ 


ウェ イト リー ウォ ー ド 、 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター e Gr e 


ゴ が 一 緒 に いる と ころ を 目撃 され た こと が あ 
る が 、 彼 ら は どちら か が 死ぬ まで 続く ほど 激 
し く 戦 っ て いた 。 こ の 種族 に ほか の 個体 が 存 
在 す る こと で 、 シ ャ ンタ ク 鳥 を 支配 する ウェ 
ン デ ィ ゴ が 、 イ タク ァ の 「 い と こ 」 と 呼ば れ 
た 経緯 が 説明 で きる か も し れ な い 。 

ー イ タク ア 

悦 ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』: ラ 
ムレ イ 「Born of the Winds」 

3) イタ ク ァ が 、 捕 ら え た も の か ら 改 造 し て 
創造 し た 従者 種族 。 これら は 、 イ タク ァ 自 身 
の よう に 見 える が 、 大 き さ と 力 は 小さ い 。 
ー イ タク ア 

悦 プ ラック ウッ ド 「 ウ ィ ン デ ィ ゴ ](O) :C. ラー 
マン “ウェンディ ゴ へ の 挑戦" 

[ウェ ン デ ィ ゴ は 五大 湖 地 域 に 住む クリ ー 族 
と オジ ブ ア ワ 族 の 伝承 に 由来 する 。 彼 ら は 精 
霊 を ウィ ティ コ あ る い は ウィ ン デ ィ ゴ と 呼ん 
だ 。 こ れ ら の 怪物 は 、 最 も 大 き な 木 より 高い 、 
人 間 に 似 た 精霊 で あり 、 北 極 に 住ん で いる 。 
そし て 南 に や っ て き て 、 人 間 を 捕らえ て むさ 
ぼり 食う 。 伝説 に よる と 、2 体 の ウィ ン デ ィ 
ゴ が 出会う と 、 片 方 ある い は 両方 が 倒れ ん る ま 
で 激しく 戦う と いう 。 ま た 、 神 話 に よれ ば 、 
ウィ ン デ ィ ゴ は 時 々 人 間 の 心 に 接触 し て くる 
と も いう 。 接 触 さ きれ た 人 々 は 通常 、 食 人 の 欲 
求 - に と りつ か れる よう に な り 、 そ の 家族 や 隣 
人 に と っ て 非常 に 危険 な 存在 に な る の で 、 自 
分 の 部 族 に よっ て 殺さ れる こと も 多い 。「 ウ ィ 
ン デ ィ ゴ 精神 病 」 が か つて 存在 し た か どう か 
に 関し て は か な り の 討論 が あっ た 。 ど の ヨー 
ロッ パ 人 も これ ら の 症状 を し た 症例 を 目撃 
し て いな か っ た の で ある 。 ダ ー レ ス が クト ゥ 
ルフ 神話 に すべ て の 四 大 精霊 に 対応 する グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 必要 だ と 感じ た と 
き 、 彼 は その 一 つと し て ウェ ン デ ィ ゴ 、 イ タ 
ク ァ を 取り 入れ た 。 それ 以来 、 イ タク ァ の 活 
動 範 胃 は は る か 北 で ある の が 一 般 的 に な っ た 
が 、 神 話 上 で の ウィ ン デ ィ ゴ の 活動 範囲 は 
も っ と 南 で あっ た 。] 











ウェ ン デ ィ ニ = テス ミス 卿 、 エ イマ リー 

( ?ー 1933 年 ) 
Wendy-Smith, Sir Amery 

『 天 代 文明 に つい て 』 の 著者 、 そ し て アー 
ティ ファ クト の 年 代 を 測定 する ウェ ン デ ィ デ テ 
スミ ス 試 験 法 の 発明 者 と し て 、 そ の 分 野 で は 
有名 な 考古 学者 。 彼 の 称号 は ちょ っ と し た 論 
争 の タネ で 、 彼 が 1901 年 に ナイ ト の 財 位 を 
授け られ た と 言う 者 も あれ ば 、 彼 は 実際 に は 
准 男 馬 、 あ る い は イギリス の 小 貴 族 で あっ た 
と 言う 者 ちい る 。 ウェン ディ テス ミス の か つ 
て の 業績 は 、 人 生後 半 の 風変わり な 振る 舞い 
に よっ て 大 い に 損 な われ た 。 

ウェ ン デ ィ テ スミ ス は 生涯 の 終わ り 近 くに 
な っ て 、 探 検索 ウィ ンド ロッ プ が アフ リカ の 
密林 か ら 持 ち 帰 っ た 一 組 の 碑文 『 グ ハー ン 断 
章 』 を 翻訳 する 作業 に 取り 掛か っ た 。 こ の 方 
面 に 関す る 彼 の 研究 は 、 グ ハー ン の 死滅 し た 
都市 へ の 探検 旅行 で 終わ っ た 。 こ の 探検 で は 
彼 以外 の すべ て の 隊員 が 地震 で 死に 、 ウ ェ ン 
ディ テス ミス だ けが 帰国 で きた の で ある 。 こ 
の 悲劇 が ウェ ン デ ィ ー テ スミ ス の 精神 を むし ば 
み 、 帰 国 後 彼 は 退職 せ ざ る を えな く な っ た の 
だ と 信じ られ て いる 。 ウ ェ ン ディ テス ミス は 
ヨー クシ ャ ー の 荒地 に あっ た 彼 の 別荘 が 
1933 年 に 破壊 され た 際 に 死ん だ 。 
ー グ ハー ン 、『 グ ハー ン 断 章 』 
悦 ハ ー バ ー* ク トゥ ルフ 神話 TRPC キー パー 
コン パニ オン " : ラム レイ 「 狂 気 の 地底 回 廊 」、 
『 地 を 待つ 魔 』、『Beneath the Moors』、「Cement 
Surroundings」 

















ウォ ー ド 、 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター 
(1902 年 1928 年 ? ) 
Ward, Charles Dexter 

ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 若き 
好 古 家 。 ウ ォ ー ド は 、 モ ー ゼ ・ ブ ラウ ン 学 校 
で 高校 教育 を 受け る が 、 同 時 に 自分 で 身 に 付 
けた 並外れ た 歴史 研究 の 能力 を 持っ て お り 、 
彼 の 先祖 ど ジョゼフ ・ カ ー ウ ィ ン に つい て の 研 
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究 に 自分 の 時 間 の 大 部 分 を 割 い た 。 彼 の 終わ 
り を 早め る か の よう に 、 彼 は 大 学 に は 進ま ず 、 
0 ロッ パ の 図書 館 へ 
旅行 に 費やし た 。 ア メリ カ へ 帰っ た の ち 、 
財 ド は ます ます 風変わり に な り 、1928 年 
の は じ め に は つい に 病院 に 収容 され た 。 そ の 
年 の 4 月 13 日 に 、 ウ ォ ー ド は 施設 の 自分 の 
部 屋 か ら 消 え 和 失せ 、 再 び 現 れる こと は な か っ 
だ なさ 
ーー カー ウィ ン (ジョ ゼ フ ) 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」 




















ウォ ー ム ズリ ー、 ゴ ー ド ン ( グ ー ル 大 学 の ) 
Walmsley, Gordon (of Goole) 

ヨー クシ ャ ー の ウォ ー ビ ィ 博物 館 の 元 教授 
兼 館長 で 、 画 期 的 な 作品 『 記 号 暗号 お よび 古 
代 碑 文 の 解読 に 関す る 注解 』 の 作者 。 フ ィ ッ 
トマ ー ル ・ ス トー ン や ゲ フ の 柱 に 書か れ た 文 
字 の よう な 碑文 を 解読 する 上 で 、 彼 の 手助け 
2 る め ら れ て い 

る 。 こ の 有名 な 暗号 の 専門 家 は 、 博 物 館 近 く 
の 役 の 部 屋 で 殺害 され 、 事 件 は 未 解決 の まま 
残さ れ て いる 。 ウ ォ ー ム ズリ ー の 業績 で 忘れ 
て は な ら な い の は 、『 グ ハー ン 断 章 」 の 翻訳 
で ある 。 当初 こ れ は 滑稽 な も の と 思わ れ て い 
た が 、 の ちの 学者 に よっ て 測り 知れ な い 助 け 
と な っ た 。 
ー カ ダテ ロン の 円 筒 形 粘土 、『 グ ハー ン 断 
』、『 ゲ フ 写 本 』、 ゲ フ の 折れ た 石柱 、『 ド ジ 
ン の 書 』、 ナ ト の 球面 
ラム レイ 「 大 いな る 帰還 」(O)、「 狂 気 の 地 
回 廊 」、「 盗 まれ た 眼 」、「The Fairground 
Horror」、『The Transition of Titus Crow』 











朱 装 3 畠 


ウォ ー ラ ン 、 ハ ー リ イ 
Warren, Harley 

サウ スカ ロラ イナ の オカ ル テ ィ ス ト で 、 ラ 
ンド ルフ ・ カ ー タ ー の 友人 。 彼 は 1916 て 
18 年 に は じ め て 頭角 を 現し 、 心 霊 的 事件 の 


調査 を 専門 と する ボス トン の 協会 の 一 員 で 
あっ た 。 第 1 次 世界 大 戦 の の ち 、 ウ ォ ー ラ 
ン は ボス トン の 神秘 主義 ラン ドル フ ・ カ ー 
ター と 共に 、 よ り 個 人 的 な 傾向 で オカ ルト 研 
究 を 行なう よう に な っ た 。1919 年 12 月 に 
ウォ ー ラ ン が フロ リ ダ の ビッ グ ・ サ イプ ラス 
沼 を 調査 し て いる と き 、 彼 は 行方 不明 に な っ 
た 。 調 査 に は カー ター が 同行 し て いた の で 、 
警察 は カー ター を 拘束 し た 。 し か し 警察 は 
ウォ ー ラ ン の 和 失 忠 と カー ター を 結び 付け る 決 
定 的 な 証拠 を まっ た く 見 つけ る こと が で き な 
か っ た た め 、 カ ー タ ー を 釈放 し た 。 

ー カ ー タ ー (ラン ドル フ ) 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ラ ンド ルフ ・ カ ー タ ー の 陳 
述 」) ラヴ クラ フト & E プラ イス 「 銀 の 鍵 の 
門 を 越え て 」,: ラム レイ 『The Transition of 
Titus Crow 








ヴォ ル ヴ ァ ド ス 
Vorvadoss 

始 を 錠 き つけ る も の 、 あ る い は 砂 を 騒が せ 
る も の と 呼ば れる 存在 。 ま た 、 ヤ ー ナ ク の 火 
白 湾 (また は ベル ・ ヤ ー ナ ク ) の ヴォ ル ヴ ァ 
ドス と 呼ば れる こと も 多い 。 灰色 湾 で は 法 に 
よっ て ベル ・ ヤ ー ナ ク の シン ドラ だ けが 彼 を 
崇拝 し て よい こと に な っ て いる 。 ムー の 人 々 
は ネル グ ニ = テク ン ヤ ン の 山 の 頂 上 で ヴォ ル ヴ ァ 
ドス を 崇拝 し 、 多 く の 者 が 彼 を 地球 で 最も 強 
力 な 神 で ある と 考え て いた 。 

『 イ オド の 書 』 は 、 ヴ ォ ル ヴァ 9 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で も 旧 き 神 で も な く 、 
合 に よっ て 自分 の 立場 を 変 MON 
ヴォ ル ヴ ァ ド ス へ の 祈 裕 文 の 一 つ に よれ ば 、 
この 存在 が 人 類 に 慈悲 深い も の の よう に 思え 
る が 、 そ れ が 確か だ と は 言い 難い 。 
ー『 イ オド の 書 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
旧 き 神 、 ベ ル ・ ヤ ー ナ ク 、 ム ー 
園 ア ン ブ ー ル 「The Star-Seed」: カ ッ ト ナ ー「 侵 
入 者 」、 「The Eater of Souls」 (0): フ ルツ & バ ー 
ンズ 「Wizards of Hyperborea」 


ウ オォ 


ンー ウッ ド ヴ ィ ル 、 ジ ェ ー ム ズ e 63 e 





ムズ リ 


ウォ ルミ ウス 、 オ ラウ ス 
Wormius, Olaus 

1228 年 に 『 ネ クロ ノミ コン 』 を ギリ シア 
語 か ら ラ テン 語 に 翻訳 し た 修道 士 。 こ の オラ 
ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス は (後世 の 同名 の 博士 と 
混乱 し て は いけ な い ) ユトランド で 生ま れ 、 
の ち に ラテ ン 語 と ギリ シア 語 両 方 の 本 の 翻訳 
を し 続け た 。 

[ウォ ルミ ウス の 詳細 に 関し て は 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』( 補 遺 ) 参照 。] 
ー『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 
アニ オロ フス キー ほか 『The Art of Playing 
Mythos』: カー ター 「Zoth-Ommog」: ラヴ ク 
ラフ ト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」(O) 


「 失 われ た 帝国 の 遺跡 】 
Remnants of Lost Empires 

オッ トー・ ド スト マン に よっ て 書か れ 、 
1809 年 に ベル リン の ドラ ー ヘ ン ハ ウス ・ プ 
レス に よっ て 出版 され た 本 。 こ の 本 の 大 部 分 
は 小 ア ジア の ギリ シャ テロ ー マ 時 代 の 遺跡 を 
扱っ て いる が 、 ド スト マン は また 、 黒 い 石 ( 彼 
は 、 ア ッ テ ィ ラ の 軍 が ゴー ト 族 に 対す る 勝利 
を 記念 する た め に 建設 し た と 述べ て いる )、 
あの 世 か ら の 漁夫 、 ム ー の 神 ヤ マト 、 お よび 
アク ロ 文 字 の 石板 な どの 題材 に つい て も 述べ 
て いる 。 
ー あ の 世 か ら の 漁夫 、 黒 い 石 、 ム ー 
圏 ア ン ブ ー ル & R. プラ イス 「Wrath of the 
Wind-Walker」: カ ー タ ー「Dead of Night」、「The 
Fishers from Outside」: ハ ワー ド 「 黒 い 石 」(O): 
R. プライス 「Dope War of the Black Tong」 








ウズ ル ダ ロ ウム 
Uzuldaroum [YOO-zuLdah-ROOM] 

ハイ パー ボリ ア の 首都 。 前 の 首都 だ っ た コ 
モリ オム の 人 々 が ポラ リオ ン の 白き 巫女 の 予 
言 か 、 ほ か の 不快 な 原因 の た め に 故郷 を 逃れ 、 
無人 と な っ た 大 都市 か ら 1 日 の と ころ に あ 
る ウズ ル ダ ロ ウム に 首都 を 移し た 。 


ヽ が 


ドン 


ー コ モリ オム 、 ハ イ パ ー ボ リア 
圏 C. A スミス 「 ア タマ ウス の 遺言 」、「 サ タム 
プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 (O) 


歌う 災 の 都 エ イド モス 
City of the Singing Flame 


宇宙 か ら の 色 
Colour out of Space 

未知 の スペ クト ル を 持つ 色 を 持つ か の よう 
な 、 宇 宙 か ら 来 た 存在 。 地 球 上 に 来 て か ら ど 
こ か の 時 点 で 、 よ り 物 質 的 な 形態 を 持つ よう 
に な っ た か も し れ な い 。 地球 で は 今 ま で の と 
ころ 一 度 し か 遭遇 し て お ら ず 、 宇 宙 か ら の 色 
の ライ フサ イク ル は 不明 で ある 。 

宇宙 か ら の 色 は 、 及 形 成 期 に は 直径 3 イン 
チ ほ どの 小さ い 球 形 を し て いる 。 惑星 の 大 気 
に 進 人 する と 球 は 壊れ 、 宇 宙 か ら の 色 の 幼生 
が 現れ る 。 す る と 、 幼 生 は 周囲 の 地域 の 生命 
へ 少し ずつ 影響 を 及ぼ し 始め る 。 幼 生 は 最初 
に 食物 連鎖 の 下位 の 生物 を 食べ 、 次 第 に 動物 
へ と 進み 、 し まい に は 人 間 も 食 べ る 。 幼生 に 
影響 を 受け た 生物 は 、 し ば し ば 異常 な サイ ズ 
に 成長 し て 変異 する が 、 す ぐに ぽ ぼろ ぼろ に 月 
れ て し まう 。 宇 宙 か ら の 色 が 十分 な エネ ルギー 
を 獲得 する と 、 周 囲 の 地域 の エネ ルギー を 吸 
い 取 っ て 、 宇 宙 に 飛び 立つ 。 そ の あと に は す 
べ て の 生命 が 失わ れ た 焼け 野 が 残さ れる 。 

よく 知ら れ て いる 宇宙 か ら の 色 の 出現 は 、 
1882 年 の マサ チュ ー セ ッ ツ の クラ ー ク ズ ・ 
コー ナー ズ 付 近 で あっ た 。 そ の 上 に は 現在 、 
新しく 出来 た アー カム 貯水 池 が 広がっ て いる 。 
圏 バ ー ト ン " 異 次 元 の 殺人 者 ": ラヴ クラ フト 
「 宇 宙 か ら の 色 」 (0) : シェ イ 『 異 次 元 の 色彩 』 

















ウッ ド ヴ ィ ル 、 ジ ェ ー ム ズ 
Woodville, James 

クロ ムウ ェ ル 時 代 に サフ ォ ー ク に 住ん で い 
た イン グラ ンド 人 。 奇 炒 な 記憶 喪失 に 襲わ れ 
た の ち 、 ウ ッ ド ヴィ ル は 『 向 く べき 知性 』 と 
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呼ば れる 本 を 書い た 。『 驚 くべ き 知 性 』 は 彼 
の 異常 な 性 生活 と イス の 偉大 な る 種族 に つい 
て 論じ て いる 。 

ー イ ス の 偉大 な る 種族 

圏 デ ィ テ ィ リ オ && ウ ィ ル ス "City beneath the 
Sands': ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 





ウ バ ー ル ー ア イレ ム 
Ubar 


ウブ (ウブ = ニ ビ ギ ズ ) 
Ubb (also Ub-Bgzth) [OOB-bih-giz] 

「 遇 の 父 」 と し て 知ら れ て いる 存在 。 ウ ブ 
は ユ グ あ る い は ユ ッ ギ ャ と 呼ば れる 不思議 な 
種族 の 指導 者 で あり 、 種 族 の 中 の 巨大 な 一 体 
で ある 。 ウ ブ は ムー の 破壊 の 際 に ザン ツー を 
助け 、 ま た ソロ モン 王 の 富 と お そら く 魔 術 的 
能力 の 源 で あっ た と 信じ られ て いる 。 

ウブ に は も っ と 大 き な 力 が あり 、 す べ て の 
生物 を 生き 永 ら え させ 繁栄 させ る よう な 力 を 
持っ て いる と 述べ る 者 も いる 。 
ジジ ツー ミン ム 王 、 ユ グ ミ ヨ ツ キヤ 
カー ター「Out of the Ages」 (0)、「The Thing 
ithePitl:R プラ イス 「Soulof the Devil 
Bought」: マー シャ ル ほ か 「A Private Inquiry 
into the Possible Whereabouts of Clara Boyd」 


ウ ボ ニ サス ラ 
Ubbo-Sathla [OO-boe SATHLlah] 

すべ て の 地球 上 の 生命 (人 問 も 含ま れる だ 
ろう ) を 生み 出し た と 言わ れる 原形 質 の 存在 。 
これ ら の 生命 は また 最後 は 、 ウ ボー サス ラ に 
戻る と も 言わ れ て いる 。 ウ ボー サス ラ の 起源 
に 関し て は 多く の 矛盾 し た 物語 が ある 。 悠 久 
の 昔 、 ま だ われ われ の 世界 が 違う 宇宙 で あっ 
た ころ 、 旧 き 神 が アザ トー ス と ウ ボ ニ サス ラ 
を 自分 の 奴隷 と し て 創造 し た 。 ウ ボー サス ラ 
は 半 物 主 に 反 送 し 、 旧 き 神 か ら 盗 ん だ 知識 を 
利用 し て 、 自 分 自身 と 地球 を いま の 次 元 に 移 
し た 。 続 いて 起こ っ た 戦い に お いて 旧 き 神 は 











ウ ボ ー テ サス ラ を 捕らえ 、 ア ザ ト ー ス と 同じ よ 
うに 知性 を 礁 っ た (は じ め か ら 知 性 は な か っ 
た と いう 者 も ちい る )。 ほ か に 、 ウ ボーテ サ スラ 
が 古 の も の の 創造 で あり 、 証 の も の は ショ ゴ 
ス を 生み 出す の に 最初 ウ ボ ー ニ サス ラ を 使っ た 
と 述べ る 神話 も ある 。 

また 、 ウ ボーテ サ スラ が 旧 き 神 に 対抗 し た グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の すべ て の 親 で ある 
と 主張 する 者 も ちい る が 、 大 部 分 の グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の 地球 外 の 起源 を 考え る と 、 
これ は お そら く 誤 り で あろ う 。 む し ろ 、 ウ ボ 
デ テ サ スラ は 、 宇 宙 か ら や っ て きた グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン た ちと 同盟 を 結び 、 彼 ら の 計 
画 を 支援 し て いる の で あろ う 。 ニ ョ グ タ や ズ 
チェ クォン な どの グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
の いく つか は 、 地 球 に 起源 を 持つ よう で ある 
が 、 こ れ ら は ウ ボ テ サス ラ の 一 部 か ら 生 まれ 
た 落し 子 か も し れ な い 。 

ウゥ ボー サス ラ は 灰色 に 輝く イカ ー (ある い 
は ヴー アミ タ ド レス 山 ) の 地下 に 棲ん で お り 、 
旧 き 神 自身 の 知識 を 記し て いる と いわ れる 一 
組 の 石板 を 守っ て いる 。 多 く の 魔 術 師 が これ 
ら の 石板 を 得 よ うと し た が 、 一 人 も 成功 し た 
者 は いな い 。 

ウ ボ ー サ スラ と アブ ホー ス が 同じ も の だ と 
いう 噂 も ちあ る 。 ハイパー ボリ ア の ヴー アミ 族 
は ウ ボ ニ サス ラ を 崇拝 し て いた よう で 、 の ち 
に や っ て 来 た ハ イ パ ー ボ リア 人 は 、 そ れ を 
嫌っ て 彼ら の 神 を 「 ア ブ ホ ー ス 」 と 改名 し た 。 
し か し な が ら 、 こ の 二 神 と の 遭遇 例 は それ を 
谷 定 す る 。 ま た ウ ボ テ サス ラ を 宇宙 に お ける 
すべ て の 命 の 源 と 呼ぶ 者 ちあ いる が 、 こ れ は こ 
の 存在 に 関す る われ われ の 知識 の 多く と あか 
ら さ ま に 矛 盾 する 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 ア ブ ホ ー ス 、 イ カー、 古 の 
も の 、 ヴ ー ア ミ 族 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン 、 シ ョ ゴス 、 ズ チェ クォン 、 ソ トー ス 、 ゾ 
ン ・ メ ザマ レッ ク 、 ニ ー オ ス ・ コ ル ガ イ 、 ニ ョ 
グ タ 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 旧 き 鍵 、| 旧 き 神 

カー ター 「The Unbegotten Source」、「Zoth- 








Ommog」 : C. A. スミ ス 「 ウ ボー サス ラ 」(O) : 
ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cult』 : マイ 
ヤー ス 「The Snout in the Alcove」 : ラヴ クラ 
フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」, ラム レイ 『 地 
を 容 つ 魔 』 


ウ ボ ス 
Ubboth 
月 の 地下 に ある 、 ム ノム ク ァ が 棲む 黒い 湖 。 
ー ム ノム クア 
ラム レイ 『Mad Moon of Dreams』 


ウム ル ・ ア トニ テ タ ウィ ル (タウ ィ ル ・ ア 
ト = テ ウム ル ) 
"Umr arTawil (more properly Tawil ar"Umr) 
[OO-mer ATTAHL] 

逐語 訳 で 「 長 く 延 ば され た 人 生 」 と いう 意 
味 の ア ラビ ア 語 名 を 持つ 神 。 ウ ムル ・ ア ト = テ 
タウ ィ ル は 片手 に 虹 色 に 輝く 金属 の 球 を 持 
ち 、 灰 色 の 布 を まとっ て 現れ る 。 

この 存在 は 古き も の の 長 で あり 、 銀 の 鍵 の 
所 有 者 に よっ て 開け られ る 最後 の 門 の 守護 者 
で も ある 。 ほ と ん どの 人 は 、 ウ ムル ・ ア ト = テ 
タウ ィ ル を ヨ グ ニテ ソ トー ス の 化身 か 顕現 で あ 
る と 考え て いる 。 し か し 、 完 極 の 門 を 通っ て 
ヨ グ = ニ ソ トー ス に 会 い 、 自 分 の 身 を 捧げ 、 そ 
の 結果 、 門 の 守護 者 と な っ た 一 人 の 男 に つい 
て 言及 する 資料 も ある 。『 ネ クロ ノミ コン 』 
と 『 ト ー ト の 書 」 に よれ ば 、 こ の 存在 と か か 
わる こと は 危険 で 悲惨 で あり 、 彼 に 戻る こと 
を 許さ れ た 者 は 誰 も いな いと いう 。 

ウム ル ・ ア ト テ タウ ィ ル が 、 正 し い 知識 を 
獲得 する た め に 打ち 勝つ か 、 あ る い は 破壊 し 
な けれ ば な ら な い 、 人 の 精神 の 一 部 で ある と 
いう 意見 も ちあ る が 、 こ れ が 本 当 か どう か は 謎 
の まま で ある 。 
ー 銀 の 鍵 、 ク ラー カシ ュ テ トン 、『 ト ー ト の 
書 』、 古 きも の 、 ヨ グ = ニ ソト ー ス 
カー ター 「The Book of the Gates」 : グラ ン 
ト 『Outside the Circles of Time』 : E. プラ イス 


ウゥ バー ルン ウル ター ル e 65 e 


「 妃 影 の 王 」(0) , ラヴ クラ フト & E. プラ イス 
「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 


ウラ クー ハ ダ ス 
Urakhu 


ウリ リア ー ル ルイ エ 
Urilia 


『 ウ リリ ア 異 本 ] 一 『 ル ルイ エ 異 本 』 
Urilia Text 


ウル ター ラ ト テ ッ プ 
Ultharathotep 

旧 き 神 ウ ルター ル の 化身 。 大 神官 た ち が 千 
年 に 一 度 、 ン ガー クト ゥ ン の 都市 に 集まっ て 
召喚 する 。 
ー ウ ルター ル 、 旧 き 神 、 ン ガニ ク トゥ ン 
ペル トン 『The Sussex Manuscript』 


ウル ター ル 

Ulthar 

1) スカ イ 河 近く に ある ドリ ー ム ラン ド の 町 。 
ウル ター ル は 小さ な 町 で 、 中 世 風 の 小さ な 家 
屋 と 玉石 敷き の 通り が ある 。 ウ ルター ル で は 
200 年 前 に 起こ っ た 不思議 な 事件 の た め 、 獲 
を 殺す こと は 誠 し く 禁 じ ら れ て いる 。 そ の 結 
果 、 こ の 町 は 猫 に と っ て 居心地 の 良い 場所 と 
な っ た 。 ウ ルター ル の 最も 高い 丘 に は エル 
ダー・ ワ ン の 神殿 が あり 、 そ こ に は 大 神官 ア 
タル が 住ん で いて 、 か な り の 量 の 魔道 書 が 保 
管 さ れ て いる 。 

ー ア タル 、 ス カイ 河 、 ド リー ムラ ンド 、『 ナ 
コト 写本 』、 ニ ル 、 ハ セグ 、 バ ル ザ イ 、『 フ サ 
ン の 謎 の 七 書 』 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ウ ルター ル の 猫 」(O)、「 未 
知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 

2) ウル ダー ル (Uldar) と も 。『 サ セッ クス 
草稿 』 で 言及 され た 旧 き 神 。 ウル タール は 、 
ソト ー ス の 息子 で あり 、 旧 き 神 の 力 の 象徴 で 
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あっ た 。 旧 き 神 は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン の 動向 を 知る た め に 彼 を 地球 に 向かわ せ た 
が 、 彼 は その 警戒 を 続け る た め に 定期 的 な 儀 
式 を 必要 と する 。 

ー『 悪 の 祭 祀 、 ウ ルター ラ ト テ ッ プ 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ソ トー ス 、 パ バー スト 、 
旧 き 神 、 ン ガー ニク トゥ ン 

ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cultl、 
『The Sussex ManuscriptJl (O) 


ヴ ル トゥ ー ム 
Vaulthoom [VUHLTHOOM] 

ヨ グ = テ ソ トー ス の 人 息子 の 一 人 で ある と いわ 
れる 存在 。 ヴ ルト ゥ ー ム は 巨大 な 幹 か ら 多 く 
の 枝 が 分 か れ て いる 植物 に 似 た 交 を し て お 
り 、 小 さい 妖精 に 似 た 奇怪 な 花 が 先端 に 咲い 
て いる 。 ヴ ルト ッ ゥ ー ム は 火星 の ラヴ ォ ル モス 
の 洞窟 の 中 に 棲ん で いる 。 

何 百 万 年 も 前 に た 、 ヴ ルト ゥ ー ム は エー テル 
船 で 、 よ り 強 力 な 存在 と の 抗争 か ら 火 星 に 逃 
れ た 。 ヴ ルト ゥ ー ム は この 赤い 惑星 に 到着 し 
て すぐ に 、 科 学 技術 に 関す る 膨大 な 知識 を 利 
用 し て その 世界 の 住民 を 征服 し た 。 し ば らく 
し て 、 ヴ ルト ゥ ー ム は 、 上 代 拝 者 に 飽き て 、 ラ 
ヴォ ル モ ス の 地下 の 洞窟 に 引き こも っ た 。 数 
世紀 後 、 人 々 は 宇宙 か ら の 訪問 者 の 正体 を 忘 

















れ 、 ヴ ルト ッ ゥ ー ム を 悪魔 で ある と 信じ る よう 
に な り 、 ラ ヴォ ル モ ス に あっ た 彼 の 本 拠 地 は 
実際 地下 の 世界 で あっ た 。 ま も な く ア イハ イ 
族 の 大 部 分 が ヴ ル トゥ ー ム を 伝説 と みな す よ 
うに な っ た 。 

ヴ ル トゥー ム を 信 泰 する カル ト は 、 ト 層 階 
級 の 間 で 何と か 生き 残っ た 。 こ の 集団 に よれ 
ば ヴ ル トゥ ー ム は まだ 生き て お り 、 不 滅 で は 
な い が 、 そ の 寿命 は 測り 知れ な いと いう 。 ラ 
ヴォ ル モ ス の 洞窟 に な お 棲ん で いる が 、 千 年 
間 の 休息 期 と 千年 間 の 活動 期 の 周期 を 繰り 返 
し て いる 。 ヴ ルト ゥ ー ム は 特に 信仰 の 厚い 者 
た ち を 同じ 寿命 を 与え て 祝福 する か も し れ な 
い 。 つ まり ヴ ル トゥ ー ム が 眠る と き 、 信 者 も 
眠り に 落ち 、 主 人 と 同時 に 目 を 覚ます 。 目 覚 
め の と き が 来れ ば 、 こ れ ら の 信者 た ち は 、 火 
星 中 か ら ほ か の 世界 に まで も 彼ら の 主人 の 崇 
拝 を 広げ よう と 企 て て いる 。 

『 グ ラー キ の 映 示 録 』 に よる と 、 ヴ ルト ゥ ー 
ム は 吸血 鬼 伝 説 の 元 と な っ た 種族 の 単なる 子 
供 に すぎ な いと いう 。 

ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』』」 ヨ グー ニ ソ トー ス 
カー ター 「Zoth-0mmog」: キ ャ ン ベ ル 「The 
Inhabitant of the Lake」:C.A._ スミス 「 ヴ ル 
トゥ ッ ー ム 」(O) 


ヴ ル トゥ ー ム ンー エイ クリ イ 、 ヘ ン リ ー・ ウ ェ ン トワ ー ス e 67 e 





エイ クリ イ 、 ジ ョ ー ジ ・ グ ディ ナ フ 
(1901 年 ~- 1971 年 ) 
Akeley, George Goodenough 

ヘン リー・ エ イク リ イ の 息子 で 寺 光 協会 の 
創設 者 。 ジ ョ ー ジ ・ エ イク リ イ の 母親 は 彼 の 
出産 か ら 生 じ た 余 病 の た め に 亡くな り 、 
ジョ ー ジ は 父 と 多く の 世話 人 に よっ て 育て ら 
れ た 

彼 の 父 の 引退 の の ち 、 ジ ョ ー ど ジ ど ・ エ イク リ 
イ は サン ディ エゴ に 移住 し 、 そ こ で 結婚 し て 
4 人 の 子供 を も うけ た 。 し か し 数 か 月 以上 人 
生 を 送る こと が で きた の は わずか 一 人 (エイ 
ミ ・ ド イル ・ エ イク リ イ ) の み で あっ た 。 ジ ョ ー 
ジ は 、 父 親 の 研究 を 引き 継ぎ 、 ア ル バ ー ト ・ 
ウィ ル マ ー ス 教授 が 1937 年 に 彼 を 訪問 し た 
際 に は 、 有 用 な 情報 を いく ら か 提供 し た 。 こ 
の 数 年 間 の うち に エイ クリ イ は 、 伝 道 師 エイ 
ミ ・ マ ク フ ァ ー ソ ン と 会 い 、 彼 自身 の 教会 、 
雲 光 協 会 を 設立 する こと を 思い 立っ た 。 彼 は 
死ぬ まで 、 こ の 宗派 の 「 輝 く 神 父 」 を 務め た 。 
彼 の 死後 、 そ の 地位 に は 人 孫娘 で ある エリ ザ ベ 
ス ・ エ イク リ イ が 就 い た 。 

ー エ イク リ イ (ヘン リー) 
ライ バー「The Terror from the Depths」 : 
ラヴ クラ フト 「 闇 に 嘱 く も の 」(O) : ルポ フ 
IDocuments in the Case of Elizabeth Akeley」 


エイ クリ イ 、 ヘ へ ヘンリー・ ウ ェ ン トワ ー ス 
(1871 年 ~- 1928 年 ? ) 
Akeley, Henry Wentworth 

有名 な 民俗 学者 で 、 ア ル バ ー ト ・ ウ ィ ル マー 
ス の 文通 相手 、 エ イク リ イ は タウ ン ゼ ント に 
あっ た 星 の 知 恵 派 教 会 の ヴァ ー モ ント 支部 で 
牧師 を 務め て いた アベ デ ネ ゴ ・ エ イク リ イ と 、 
彼 の 家 の 家 政 婦 だ つた サラ ・ フ ィ リ ッ プ ス の 
息子 と 推定 され る 。 彼 の 母 の 話 は 疑わ し く は 
あっ た が 、 町 民 た ち は 彼 を アベ ド ネ ゴ の 相続 
人 で ある こと を 認め た 。 

エイ クリ イ の 若い ころ に つい て は ほとん ど 
伝わっ て いな い が 、 彼 に は お そら く 民 俗 学者 
と し て 、 学 会 で 高い 名 声 を 得 て い た 。 彼 は 一 
度 は 結婚 し た が 、 彼 の 妻 は た だ 一 人 の 子 
(ジョ ー ジ ・ グ ディ ナ フ ・ エ イク リ イ ) の 出 
生 の 直後 の 1901 年 に 死ん だ 。 

引退 し た あと エイ クリ イ は 、 タ ウン ゼン ト 
の 近く に あっ た 先祖 の 邸宅 に 戻っ た 。 生 涯 の 
終わ り が 近づく ころ 、 彼 は 地元 の 伝説 に つい 
て 若き ウィ ル マ ー ス 教授 へ 頻繁 に 手紙 を 書い 
た 。 エ イク リ イ は 、 と ほう も な いり 物語 と 、 隣 
人 の 多く が 老 学者 は 気 が ふ れ た に 違い な いと 
信じ た 偏執 症 の 発作 の の ち 、1928 年 9 月 に 
失 忠 し た 。 
ー ウ ィ ル マー ス (アル バー ト )、 エ イク リ イ 
(ジョ ー ジ ) 、 星 の 知恵 派 教 団 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 闇 に 嘱 く も の 」(O)、 ル ポ フ 
「Documents in the Case of Elizabeth Akeley」 
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エイ ボン 
Eibon [EE-bonl] 

ハイ パー ボリ ア の 魔術 師 、「 底 知れ ぬ も の 」 
と も 呼ば れる 『 エ イボ ン の 書 』 の 作者 。 エ イ 
ボン は イク ア 王 の 書庫 の 管理 者 だ っ た ミラ ー 
ブ の 家 で 、 ハ イ パ ー ボ リア の 人 々 が コモ リオ 
ム を 見 捨て た の と 同じ 年 に - 生 まれ た 。 ミ ラー 
ブ は ツァ トゥ グ ァ の 儀式 を 学ん で お り 、 イ ホ 
ウン デー の 神官 が 彼 と 彼 の 家族 を フェ ンク 
オー ル の 荒野 に 追放 し た あと で 死ん だ 。 こ の 
と き エ イボ ン は まだ 7 歳 だ っ た 。 

エイ ボン の 父親 に 多く の 恩義 を 受け て いた 
魔術 師 ザ イラ ッ ク は 、 ム ー・ ト ゥ ー ラ ン 半 島 
の 海 沿い に ある 彼 の 黒い 片 麻 岩 の 塔 へ と エイ 
ボン を 連れ て 行っ た 。 そ こ で エイ ボン は 当時 
最も 優れ た 魔術 師 で ある と 言わ れ て いた ザイ 
ラッ ク の トト で 研究 を 行なっ た 。 エ イボ ン が 
23 歳 の と き 、 呪 文 の 失敗 に よって ザイ ラッ 
ク が 死に 、 エ イボ ン は この 塔 を 出 て 、 友 人 の 
ザル ジス と 共に 大 陸 を 放浪 し た 。9 年 の 歳 月 
を 多く の 冒険 の の ち 、 彼 は ザイ ラッ ク の 塔 に 
戻り そこ に 永住 する こと に な っ た 。 

エイ ボン の 力 の 多く は ツァ トゥ グ ァ と の 盟 
約 に よっ て いた 。 彼 は ツァ トゥ グ ァ を 崇拝 し 、 
その 返礼 と し て 大 いな る 魔術 的 な 能力 を 得 て 
いた の で ある 。 か つて この 偉大 な 魔術 師 は 、 
その 玉座 で 眠る 主人 を 見 る た め に ヴー アミ タ 
ドレ ス 山 の 地下 の 洞窟 深く に 入り 込ん だ 。 彼 
の 業績 の 伝説 は 多数 残さ れ て いる 。 あ る ハイ 
パー ボリ ア 人 の 物語 に よる と 、 エ イボ ン は 魔 
術 的 な の ぞ き 窓 を 使っ て 未来 を 見 、 そ こ で 地 
球 が 巨大 な 天体 に よっ て 破壊 され る の を 見 た 
と いう 。 彼 の 解決 法 は 、 宇 宙 を 横切る 二 つ の 
巨大 な 網 を 作り 、 そ の 存在 を 捕らえ る と いう 
も の で あっ た 。 そ し て 彼 は 地球 の 時 間 を 凍結 
する こと を 計画 し た 。 そ うす れ ば 地球 は 決し 
て 破壊 され な い は ず だ っ た 。 これ ら の 記述 は 
お そら く 誇 張 さ れ た も の だ ろう が 、 た と え そ 
うだ と し て も 、 エ イボ ン は この 惑星 に 住ん で 
いた 最も 偉大 な 魔術 師 の 一 人 で あっ た 。 

















二 つ の 物語 が エイ ボン の 最期 を 132 歳 と 
し て いる 。 一 つ 目 の 物語 に よる と 、 エ イボ ン 
の 塔 は ある 星 明 り の 和 夜 に 爆発 し 、『 エ イボ ン 
の 書 』 が その 廃虚 で 見 つけ られ た が 、 偉 大 な 
魔術 師 の 遺体 決し て 見 つか ら な か っ た と い 
う 。 二 つ 目 の も っ と 一 般 的 に 受け 入れ られ て 
いる 物語 に よる と 、 エ イボ ン が イ ホ ウン デー 
の 神官 に よる 人 迫害 か ら 、 魔 術 的 な 金属 で 作ら 
れ た ドア か ら 土 星 に 逃れ た と いう 。 こ の こと 
は 『 エ イボ ン の 書 』 自 体 に 記載 され て お り 、 
エイ ボン は 自分 の 終わ り を 見 通し て それ を 書 
き 記 し 、『 エ イボ ン の 書 』 を 含む 所 有する 魔 
道 書 を か つて の 教え 子 で ある 、 ヴ ァ ラ ー ド の 
サイ ロン に 遺し た と いう 。 

ある 研究 者 が 最近 に な っ て 、 エ イボ ン が 実 
在 の 人 物 で は な く 、「 エ イボ ン 」 と いう 言葉 
は 「 滴 り 落 ちる 」 と いう 意味 の ギリ シャ 語 に 
由来 し て いる と 提唱 し て いる 。 こ の 説 で は 、 
エイ ボン が 自分 の 本 の 中 に 自分 の こと を 頻繁 
に 言及 する こと を 説明 し て いな い 。 

ー『 イ エー の 儀式 』、 イ ホウ ン デ ー、 ヴ ー ア 
ミタ ドレ ス 山 、 ヴ ー ア ミ 碑 板 群 、 エ イボ ン の 
印 、『 エ イボ ン の 書 』、 エ イボ ン の 指輪 、 サ イ 
クラ ノー シュ 、 ツ アト ゥ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リ 
ア 、 ハオ ン テ ド ル 、 フ ァ ロ ー ル 、 ム ー・ ト ゥ ー 
ラン 、 ル リム ・ シ ャ イコ ー ス 

カー ター『The Life of Eibon according to 
Cyron of Varaad』、「Tsathoggual: カ ー タ ー& C. 
A. ス ミス 「The Utmost Abomination] : スタ ン リ 
イ 『Ex Libris Miskatonicil : C.A. スミ ス 「 白 明 の 
能 来 」、「 魔 道士 エイ ボン 」(0) : ハ ー バ ー “Spawn 
of Azathoth' : ラヴ クラ フト 『Selected Letters VI 














「 エ イボ ン の 書 」 (「 魔 道士 エイ ボン の 書 」) 
The Book of Eibon (also Book of the Wizard 
Eibon) 【Liber Ivonis( 維 )】 【Livre dTvon( 仏 ) 】 
ハイ パー ボリ ア の 魔術 師 エ イボ ン に よっ て 
書か れ た 魔道 書 。 伝 説 に よる と 彼 の 破壊 され 
た 塔 の 廃 の 中 で 見 つけ られ た と いう が 、 
ヴァ ラー ド の サイ ロン が この 本 の あと が き で 


述べ た と ころ に よる と 、 エ イボ ン は 原稿 を 彼 
に 残し 、 サ イロ ン は それ を つなげ 直し た と い 
う 。 こ の 本 は 何 年 に も 渡っ て 師 か ら 弟 子 へ と 
受け 継が れ 、 そ の 時 々 の 読者 に よっ て 注釈 が 
加え られ て きた 。 水 河 期 に ハイ パー ボリ ア が 
破壊 され た の ち 、 複 数 の 本 が ゾ ブ ナ と ロマ ー 
ル へ 伝え られ 、 さ ら に アト ラン ティ ス と ハイ 
ボリ ア に 伝わっ た 。 こ れ に は エイ ボン を 財 

し 『 ナ コト 写 本 』 の 保存 に 関連 し た 可能 性 の 
ある 秘密 の カル ト が 関与 し た 。 ハ イボ リア 時 
代 に ブリ トゥ ニア の ミト ラ 教 の 神官 が 本 を 保 
管 し て いた か も し れ な い が 、 そ うだ と し て も 
それ は 失わ れ た と 思わ れる 。 

『 エ イボ ン の 書 』 が 現代 まで 伝わっ た 経路 
は 二 つ あ る よう だ 。 一 つ は 、 エ ジ プ ト を 経由 
し た も の で 、 ア トラ ン テ ィ ス か ら 商 品 と 知識 
を 運ん だ 商人 が も た らし た と いう も の 。 本 は 
象形 文字 に 翻訳 され 、 サ ルナ ス の 大 神官 だ っ 
た 人 物 に よっ て 作ら れ た いわ ゆる 「 キ シテ 校 
計 」 は 、 こ れ ら の 一 つ に 由来 する も の か も し 
れ な い 。 そ の 後 、 本 は 地中海 地域 に 入り 、 そ 
こ で シリ アニ フェ ニキ ア 人 学者 イミ ルカ ー 
ル ・ ナ ル バ が 紀元 前 1600 年 ご ろ に カル タゴ 
語 に 翻訳 し た 。 そ し て ビザ ンチ ン ニ ギリ シャ 
語 (ちる い は ギリ シャ = テバ クト リア 語 ) の 本 
が あと で 作ら れ 、 さ ら に は 960 年 ご ろ に テ 
オド ラス ・ フ ィ レ タス が 残っ て いた 一 部 の テ 
キス ト を 中 世 ギ リ シ ャ 語 に し た 。 ギ リ シ ャ 語 
の 本 も まだ 存在 し て いる か も し れ な い が 、 最 
も 古い 本 は C. フィ リ パ ス ・ フ ェ イ バー が 9 
世紀 に ラテ ン 語 へ 翻訳 し た も の で ある こと が 
確認 され て いる 。 フ ェ イ バー の ラテ ン 語 の テ 
キス ト を 元 に し て 1662 年 に ロー マ で 印刷 が 
行なわ れ た らし く 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 と 
ハー バー ド 大 学 に ある 『 エ イボ ン の 書 』 の ラ 
テン 語 版 は これ に 由来 する 。 

ニニ フ つ 目 の 経路 は アヴェ ロン 族 と 呼ば れる 謎 
の 集団 を 通じ た も の で ある 。 彼 ら は 銘板 に 書 
か れ た 『 エ イボ ン の 書 』」 を 携え 、 傾 きつ つ あ 
る アト ラン ティ ス か ら 東 方 に 逃 ん た 。 ア ヴェ 
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ロン 族 は その 後 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ と な る 地 に 
住み つき 、 そ の 後 何 世紀 に も わた っ て 、 こ れ 
ら の 銘板 は 彼ら の 儀式 の 重要 な 部 分 を 担っ 
た 。 オ リ ジ ナ ル の ハイ パー ボリ ア 語 の 1 冊 は 、 
ここ に 少な く と も 14 世紀 まで は 保管 され て 
いた よう で ある 。 ア ヴェ ロン 版 は 最終 的 に ア 
イル ラン ド へ 運ば れ 、 そ こ で ラテ ン 語 お よび 
アイ ル ラ ンド 語 へ 翻訳 され た 可能 性 が ある 。 

1240 年 ご どろ に 、 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ の ガス 
パー ル ・ ド ・ ノ ー ル が この 本 を フラ ンス 語 に 
客 訳 し た 。 お そら く ギ リ シ ャ 語 の 写本 か ら 翻 
訳し た 可能 性 が 高い が 、 彼 の いた 地域 に 伝え 
られ て いた 可能 性 も 除外 する べき で は な い 。 
ガス パー ル は か な り 有 名 な 魔術 師 で あり 、 邪 
悪 な 魔術 師 ナ テー ル の 企 て か ら 、 彼 の 政 郷 
ヴィ ヨン ヌ を 救っ た 。 ナ テー ル が ガス パー ル 
が の ち に 翻訳 する こと に な る 本 を 所 有 し て い 
た の か も し れ な い 。 当局 は お そら く 感 謝 の 意 
味 で 彼 に オカ ルト 研究 を 続け させ 、 そ れ に 
よっ て 一 切 の 世間 か ら の 非難 を 封じ て 『 エ イ 
ボン の 書 』 の 翻訳 を 可能 に し た の だ ろう 。 こ 
の 地域 の 多く の 魔術 師 お よび 魔女 が 翻訳 の 完 
成 後 何 世紀 に も わた っ て すばらし い ゆい 効果 が あ 
る この 版 を 使用 し た 。 こ の 版 は まだ 数 冊 生 き 
残っ て お り 、 ヴ ァ ン ・ デ ル ・ ハ イル 邸 や 、 プ 
ロ ヴ ィ デ ンス の 星 の 知 恵 派 教会 に ちあ る も の は 
その 一 つ で ある 。 

ジェ イム ズ 1 世 の 治 世 の 間 、 未 知 の 、 お 
そら く 『 ジ ェ イ ムズ 王 訳 聖書 』 の 翻訳 に 関係 
する 学者 が 『 エ イボ ン の 書 』 を 英語 に 翻訳 し 
た 。 熱 心 な 学者 は これ ら の 写本 の いく つか を 
すでに 見 つけ て いる か も し れ な い 。 われわれ 
が 知る か ぎり 、 こ の 本 は 一 度 も 印刷 され た こ 
と が な い 。 有 名 な 作家 の クラ ー ク ・ ア シュ ト 
ン ・ ス ミス に よる 、 よ り 最 近 の フラ ンス 語 
は 彼 の 死後 消え て し まっ た 。 ま た 、1 司 は 
ニュ ー ヨ ー ク の ヴァ ン ・ コ ー ラ ン 家 に 伝え ら 
れ た こと に 注意 する べき で ある 。 し か し 彼ら 
が どの 版 を 持っ て いた か は 明らか で は な い 。 

『 エ イボ ン の 書 』 は その 多く を 彼 の 若き 日 
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の 魔術 的 な 実験 、 を そし て シャ ッ ガ イ と ナス の 
谷 へ の 旅 の 話 に 割 い て いる 。 本 は ツァ トッ ゥ 
グ ァ の 儀式 、 芸 術 家 リ ダ ガ ンド 、 そ し て 大 い 
な る ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス の 物語 に 関す る 情 
報 を 含ん で いる 。 ヨ ス か ら の エマ ナチ オン を 
呼び 出す 祈 裕 文 と 緑 の 崩 壊 も 記載 され て お 
り 、 生 きた 肉体 を 石化 する 化学 物質 と 、 あ る 
星 か ら 産 み 落 と され た 奇形 を 破壊 する と いう 
粉 の 製法 も 共に 記載 され て いる 。『 エ イボ ン 
の 書 』 は 大 量 の 知識 を 綱 羅 し て いる が 、 オ リ 
ジ ナ ル の 仕事 の 一 部 分 だ けが 生き 残っ て い 
る 。 例え ば 、 ド ー ル を 呼び 出し て 召喚 者 に 奉 
仕 き させ る た め の 儀式 は 失わ れ て いる 。 そ し て 
南極 の 古 の も の (OId One) に 関す る 暗号 化 
され た 1 ペー ジ の 補遺 は 、 ほ ん の 一 部 の 本 
に し か 記載 され て いな い 。 

ー ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 、『 暗 黒 の 知識 の パピ ビル 
ス 』、 エ イボ ン 、『 エ イボ ン の 書 選 集 』、 オ ー 
ルド ・ ワ ン 、 キ シュ 、『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 
シャ ッ ガ イ 、 シ ュ ブ テニ グラ ス の 黒い 仔 山羊 、 
ゾ ジブ ナ 、 ゾ ン ・ メ ザマ レッ ク 、 ツ アト ゥ グ ア 、 
ドー ル 、 ド ・ ノ ー ル (ガス パー ル )、 ナ ス の 谷 、 
ハイ パー ボリ ア 、 ハ イボ リア 時 代 、 フ ィ レ タ 
ス (テオ ドラ ス )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 緑 
の 崩壊 、 ル ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス 、 ロ マール 、『 カ 
ルナ マ ゴ ス の 遺言 』 

カー ター 「 シ ャ ッ ガ イ 」、「The Book of Eibon」、 
「History and Chronology of the Book of Eibon」、 
「In the Vale of Pnath」、『The Life of Eibon 
according to Cyron of Varaad』」、「Papyrus of the 
Dark Wisdom」: キャ ン ベ ル 「The Horror from 
the Bridge」 : スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicill : 
C.A スミ ス 「 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ の 獣 」、「 イ ルー 
ニュ の 巨人 」、「 白 明 の 襲来 」、「 聖 人 ア ゼ ダ ラク 」、 
「 ウ ボテ サス ラ 」(O) : ダー レス 「The Adventure 
of the Six Silver Spiders」 : ハー バー "クトゥルフ 
神話 TRPC キー パー コン パニ オン "、" 湾 の ほとり : 
第 1 部 '、 "Pickman's Student': マッ コネ ル & サ ッ 
トン “The Thing at the Threshold' : ラヴ クラ フト 
『Dreams and Fancies』」、 『Selected Letters V」: ラ 


























ヴ ク ラ フト & ヒ ー ル ド 「 石 像 の 巡 怖 」 


「 エ イボ ン の 書 選 集 」 
Selections de Livre D′ Ivon 

『 エ イボ ン の 書 』 の ラテ ン 語 版 へ の ガス パー 
ル ・ ド ・ ノ ー ル の フラ ンス 語 の 論評 。 邪 悪 な 
力 、 特 に ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 力 か ら 身 を 守る 
た め の 呪 文 が 記載 され て いる 。 
ー 『 エ イボ ン の 書 』、 ド ・ ノ ー ル (ガス パー ル ) 
悦 デ ィ テ ィ リ オ & ウィリス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 " 


エイ ボン の 印 
Eibon, Sign of 
三 本 の 脚 が 出 の よう に 組み 合わ きっ た 象形 
文字 。 遣い 寄る 混 自 身 以 外 の 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ の 手先 の 注意 か ら 逃 げ る 際 に 、 印 の 使 
用 者 を 助け る 。 

っ ー エ イボ ン 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ ダグ 

悦 デ ィ テ ィ リ オ & ウィ リス 
“ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 " 








エイ ボン の 指輪 
Ring of Eibon 

ハイ パー ボリ ア の 偉大 な 魔術 師 エ イボ ン に 
よっ て 所 有 き され て いた か 、 ま た は 作り 出さ れ 
た アー ティ ファ クト 。 中 世に アヴェ ロワ ー 
ニュ の ショ ー ド ロニ エ 家 の 所 有 物 に な っ た 
が 、 現 在 の 所 有 者 は 不詳 で ある 。 指輪 は 赤み 
が か っ た 金 で 出来 て お り 、 大 き な 紫 色 の 石 が 
は め 込 まれ て いる 。 燃 えて いる こはく の 上 に 
か ざす と 、 宝 石 か ら 魔 物 が 出現 し 、 召 喚 者 が 
尋ね る どん な 質問 に も 答え て くれ る だ ろう 。 
ー ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 、 エ イボ ン 
圏 C. A スミス 「 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ の 獣 」 


エイ ンジ ェ ル 、 ジ ョ ー ジ ・ ギ ャ マル 
(1857 年 1926 年 ) 
Angell George Gammell 


テイ ボン の 鑑 て 『 エ ルト ダウ ン ・ 


シャ ー ズ 』 ee 71 e 





ブラ ウン 大 学 の セム 語 の 名 准 教 授 、1926 
年 11 月 23 日 心臓 発作 で 死亡 。、 エ イン ジェ 
ル は 世界 的 な クト ゥ ルフ ・ カ ルト 研究 の 先駆 
者 で 、 彼 の 坦 フ ラン シス ・ サ ー ス トン を は じ 
め と する その 後 の 研究 者 の 活動 は エイ ンジ ェ 
ル 教 授 の 業績 の 上 に 成り 立っ て いる 。 

ー ク トウ ルフ 、 サ ー ス トン 、 ル ルイ エ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」(O) : 
クル ザー ド & ラ ヴ ク ラ フト 「The Call of 
Cthulhu (イラ スト ・ ス トー リー)」 


疫病 を も た ら す も の 一 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ 
(疫病 を も た ら す も の ) 


Bringer of Pests 


エク シオ ー ル ・ ク ムー ル 
Exior K'Mool 

マイ ラク リオ ン の 元 見 習い 魔術 師 。 彼 の 師 
と テ ・ ア トト に 次 で 、 テ ィ ー ム ドラ で 3 番 
目 に 強力 な 魔術 師 。 元 は 単なる 占い 師 で 、 召 
薬 を 作っ て いた エク シオ ー ル は 、 不 可 解 な こ 
と に マイ ラク リオ ン の 見 習い に な り 、 不 死 を 
追求 する た め に いな く な っ た マイ ラク リオ ン 
の 代わ り に 、 フ ムク ァ ス 王 の 助言 者 の 地位 を 
引き 継い だ 。 し ば らく し て 、 エ クシ オー ル も 
永遠 の 生命 を 探索 する よう に な り 、 マ イラ ク 
リオ ン と 同じ く グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 
取引 を し た 。 エ クシ オー ル は 自分 が 師 の 運命 
を 避け る こと が で きる と 思っ た が 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ が 彼 自 身 を 相手 に する よう に な る と 
彼 は 圧倒 され 、 彼 の 家 は 破壊 され 、 さ ら に フ 
ムク ァ ス の 都市 は 廃 玉 と 化し た 。 
っ ー ク ルー ン の テ ・ ア トト 、 テ ィ ー ム ドラ 、 
マイ ラク リオ ン 
ラム レイ 『Elysia』、「The Sorcerer's Book」(O) 

















エフ ィ ロ ス 
Ephiroth [EF-fer-rauth] 

クト ッ ゥ ルフ 神話 群 に 関連 する と され る 神話 
上 の 大 陸 。 


[リン ・ カ ー タ ー は 一 度 ル テニ イブ の 同義 語 と 
し て これ を 使用 し て いる が 、 こ れ は お そら く 
誤り で あろ う 。] 

ー ル = テイ ブ 

圏 ラ ムレ イ 「 大 いな る 帰 司 」(O)、『 地 を 容 つ 魔 』 


エニ テ ポ オ 
E-Poh 

スン 高原 の チョ ー テ チョ ー 人 の 指導 者 。 エ 
= テ ポ オ の 年 齢 は 七 千歳 を 超え て お り 、 黒 い 蓮 
か ら と っ た 麻薬 を 彼 の 追随 者 に 与え る こと を 
約束 する こと に よっ て 、 ロ イガ ー と ツァ ー ル 
の カル ト を 乗っ 取る こと が で きた 。 こ の 決定 
に よっ て チョ ー ニ = テ チョー 人 の 堕落 が 始ま っ た 
と 言う 者 ちい る 。 エ ニー ポ オ は アラ オ ザ ル の 都 
市 と 共に 破壊 され ん た と も いわ れる 。 
ー ア ラオ ザル 、 スン 高原 、 チ ヨー チョー 人 、 
ツア ァ アー ル 、 ロ イガ ー 
ダー レス 婦 ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」(O):R. 
プラ イス 「Dope War of the Black Tong」 


『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 」 
Eltdown Shards 

1882 年 に 南 イ ギリ ス の エル ト ダ ウン 近く で 
発見 され た 陶 乾 群 (ある 情報 源 に よれ ば 、 そ 
れ ら は 1903 年 に グリ ー ン ラン ド で 見 つけ ら 
れ た と いう )。 ベ ロイ ン 大 学 の ター コ フ 教 授 に 
よる 心霊 的 な 証拠 に よれ ば 、 大 ブリ テン 島 が 
まだ パン ゲ ア の 一 部 で あっ た と き に 、 古 の も 
の が これ ら の 陶 片 に 記録 を 残し て 埋め た こと 
を 示唆 する 。 リ ン ・ カ ー タ ー は 、 作 品 の 原作 
者 は イス の 偉大 な る 種族 で あっ た と 推測 する 。 
し か し 、 同 様 の 記録 類 と これ ら の 陶 片 を 比較 
し た と ころ 、 こ れ ら は 古 の も の に よっ て 書か 
れ た の で あり 、 偉 大 な る 種族 の 文書 は の ち に 
転写 され た も の で ある こと が 示唆 され た 。 
陶 片 は 、 三 崩 紀 の 岩層 の 中 で 発見 され 、 意 
味 の 不 明 な 多く の 奇妙 な 印 が 記載 され て い 
る 。 陶 片 を 調べ た 最初 の 二 人 の 学者 、 ウ ッ ド 
フォ ー ト 博士 と ドル トン 博士 は 、 自 分 た ち に 
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は 翻訳 で き な い こと を 声明 し た 。 し か し 、 陶 
片 の 発見 以来 、 い くつ か の 論文 が 、 こ れ ら の 
アー ティ ファ クト の 真 の 秘 害 が 、 あ る オカ ル 

ト の グル ー プ の 間 で 回 覧 され て いた も の で あ 
る こと を 主張 し た 。1912 年 ご どろ 、 サ セッ ク 
ス の 牧師 で あっ た アー サー・ ブ ルッ ク ・ ウ ィ 
ンタ ー ズ = テ ホ ー ル 師 が 陶 片 の 解読 を 試み た 。 
そし て 1917 年 、 彼 の 翻訳 結果 を 掲載 し た 厚 
い 冊 子 が 出版 され た 。 冊子 は 、 陶 片 に 記さ れ 
た 比較 的 少な い 文字 量 に し て は 、 長 文 すぎ る 
の で は な いか と 思わ れ た が 、 出 版 以来 それ は 
多く の オカ ルト 作家 の 作品 で 引用 され て い 
る 。 ま た 、 ゴ ー ド ン ・ ホ イッ トニ ー の 『 エ ル 
ト ダ ウン ・ シ ャ ー ズ : 部 分 訳 』 が エバ レッ ト ・ 
スロ ー ン 博士 の 翻訳 と 同様 、 ウ ィ ン タ ー ズ = テ 
ホー ル 師 の 作品 の 大 部 分 を 認め て いる こと に 
注意 すべ き で ある 。 

本 は 偉大 な る 種族 が や っ て 来 た 惑 星 イ ス 、 
「 知 識 を 守る も の 」 と し て 知ら れ て いる 存在 
に つい て 言及 する 。 ま た 、 イ ェ ク ー ブ 人 の 植 
民 地 化 の 試み に つい て も 語っ て いる 。 こ の 本 
の 多く の 章 が 『 ナ コト 写本 』」 と の 衝撃 的 な 類 
似 を 持っ て いる が 、 こ の 点 に 対し て さら な る 
研究 を 行なう に は も っ と 多く の オリ ジ ナ ル の 
陶 片 の 発見 を 待た な けれ ば な ら な い 。 
最近 、『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 の 別 な 
版 が セム 語 祖語 で 書か れ た 金属 板 に 記さ れ て 
いる の が 発見 され た 。 こ れ ら の 人 金属 板 は 何 
百 万 年 前 に ちさ か の ぼれ る と 推定 され る が 、 
それ ら と すでに 認め られ て いる 版 の 陶 片 と の 
比較 は まだ 試み られ て いな い 。 

ー ア ヴァ ロス 、 イェ クー ブ 、 イ ス 、 イ ス の 
偉大 な る 種族 、 " 古 の も の 、『 セ ラ エ ノ 断章 』、 
知識 を 守る も の 、『 ナ コト 写本 』 

悦 ア ン ブ ー ル & R プラ イス 「Wrath of the 
Wind-Walker」: カー ター 「Zoth-Ommog」 :F. 
シー ライ ト 「The Guardian of the Pit」 : R シー 
ライ ト 「 暗 恨 」(0)、「 知 識 を 守る も の 」: スタ 
ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ハー バー " ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン '": 








ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」、『Selected 
Letters V」: ラ ヴ ク ラ フト , メリ ッ ト , ムー ア , 
ハワード & ロ ング 「 彼 方 より の 挑戦 」 


エル トン 、 バ ザル (1870 年 ご ろ ~? ) 
Elton, Basil 

キン グ ス ポ ー ト 近く に ある 北 岬 の 灯台 守 。 
バ ザ ル ・ エ ルト ン は 、 和 失わ れ た カト ゥ リア を 
求め る 際 に 夢 で の 自我 を 失う まで は 、 ド リー 
ムラ ンド の 最も 偉大 な 旅行 者 の 一 人 で あっ 
た 。 ま た 、 彼 は ラン ドル フ ・ カ ー タ ー の 友人 
で あっ た 。 彼 の 孫 ナ ザ ニ エル は 彼 の 探索 を 引 
き 継い だ 。 
ー カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 カ トウ リア 、 キ 
ング スポ ー ト 、 ド リー ムラ ンド 
ブリ ー チ 「The Return of the White Ship」 : 
ラヴ クラ フト 「 白 い 帆 船 」(0)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」 





エン フラ シ 
N'hlathi [EN-hlath-eel 

イリ ジア に ある 紫 の 山 の ふ も と に ある 、 夢 
の 谷 に 生息 する ムカ デ に 似 た 存在 。 彼 ら は ほ 
と ん どの 時 間 を トン ネル の 中 で 冬眠 し て 過 ご 
し て いる 。 そ の トン ネル の 扉 に 刻ま れ た 象形 
文字 は イリ ジア で 最も 偉大 な 賢人 で さえ も 解 
読 で き な い 。 こ れ ら の クリ ー チ ャ ー は 確か に 
知 的 で ある が 、 彼 ら と 交渉 し よう と し て も 無 
駄 で ある 。 一 万 年 ご と に 夢 の 谷 に は けし の 花 
が 咲き 、 エ ン フ ラ シ は その 種子 を 食べ る た め 
に 外 に 現れ る 。 そ し て 家 に 帰り 、 再 び 冬 眠 す 
る の で ある 。 こ の 周期 が 月 れん た こと は 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 反乱 の と き に あっ た き 
り で ある 。 

ー イ リ ジ ア 
ラム レイ !Flysia』、 『The Transition of Titus 
Crow』(O) 


エル トン 、 バ ザル 大 いな る 深淵 W 73 e 





オウ クラ ノ ス 河 (オウ クラ モ ) 

Oukranos (also Oukramo) [oo-KRAHLnoes] 
ドリ ー ム ラン ド の 川 。 魔 法 の 森 の 脇 を 流れ 、 

キラ ン と スラ ン を 通っ つて セレ ネル 海 に 注ぐ 。 

川 に 沿っ た 地域 は 庭園 の よう で あり 、 旅 行者 

が 音 を 立て ず に 近づけ ば 、 近 くに 棲む 内 気 な 

ブ オ ポス 族 に 出会う か も し れ な い 。 

ー イ レク テ ヴ アァ ド 、 キラ ン 、 クレド 、 スラ ン 、 

セレ ネル 海 、 ド リー ムラ ンド 、 フ ラニ ス 、 魔 

法 の 森 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 銀 の 鍵 」(O)、「 未 知 な る カ 

ダス を 夢 に 求め て 」 


オウ クラ モー オウ クラ ノ ス 河 


Oukramo 


黄金 の 蜂蜜 酒 
Space-Mead 

星 間 を 旅行 する 者 に よっ て 使用 され る 金色 
の 液体 。 蜂 蜜 酒 は 、 飲 ん だ 者 を 宇宙 旅行 の 有 
害 な 影響 か ら 防護 し 、 旅 行 し て いる 間 ず っ と 
夢 の よ うな 状態 に させ る 。 蜂蜜 酒 を 飲ん だ 人 
は 、 恒 星 間 の 輸送 機関 (“ヤー キー が 特に 好 
まれ る ) を 用 意 し な けれ ば な ら な い 。 こ の 目 
的 以外 の 用 途 と し て 、 蜂 蜜 酒 は 飲ん だ 者 に 遠 
く で 起こ っ た 出来 事 の 幻影 を 見 せる 。 
蜂蜜 酒 を 飲ん だ 者 の 中 に は 、 蜂 蜜 酒 を 飲ん 
で も 実際 に は この 世界 か ら 外 に 出 て いな いと 
言う 者 も ちい る 。 そ の 体 は この 惑星 の どこ か に 


残さ れ 、 ア スト ラル 体 が 星 間 を 旅行 する の だ 
と いう の で ある 。 し か し 、 だ か ら と いっ て 、 
この 探検 旅行 の 危険 が 減る と いう わけ で は な 
い 。 

ー ビ ヤ ー キ ー 

悦 ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」 
(O)、「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」 





大 いな る 木 

Great Trees 

高き 数 千 フ ィ ー ト の 敏感 で 、 テ レ パ シ ー を 
持つ 植物 。 大 いな る 木 が か つて 生き て いた 世 
界 は 、 生 存 が 困難 な ほど 気候 が 寒冷 化し つつ 
あっ た 。 魔 術 師 アル ダサ ・ エ ル は 最後 の 3 
本 の 木 か ら 生命 の 葉 あ る い は 「 種 子 」 を 採り 、 
1 つ を イリ ジア に 、 も う 1 つ を タラ リオ ン の 
内 陸地 方 に に そし て も う 1 つ を 秘密 の 場所 
に 植え た 。 木 は 感情 を 読み 取る こと が で きる 
が 、 攻 撃 か ら 自 ら を 守る こと が で き な い こと 
も 多い 。 

ー イ リ ジ ア 、 タ ラリ オン 
ラム レイ 『Elysia』、『Hero of Dreams』 (0) 


大 いな る 深淵 
Great Abyss 

ノー デン ス が 統治 し て いる と 言わ れ て いる 
サル コマ ンド の 地下 世界 。 そ こ に 住む 人 々 は 
一 度 も 太陽 を 見 た こと が な く 、 月 と 星 を 神話 
の 中 の も の で ある と 考え て いる 。 
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[ほか の 意味 で は 、 ケ ネス ・ グ ラン ト が 真 の 
宇宙 に 関す る 真 の 知識 と 人 間 と を 、 あ る い は 
人 間 の 潜在 意識 と 人 間 と を 切り 離し て いる 仮 
想 の 空間 を 指す の に 、 こ の 言葉 を 使用 し て い 
る 。 し た が っ て 人 類 に と っ て 「 大 いな る 深淵 
の 大 乏 」 と し て の ノー デン ス の 役割 は 、 以 前 
考え られ て いた より も む 重 要 な の か も し れ な 
い 。] 

ー サ ルコ マン ド 、 ノ ー デ ンス 、 夜 鬼 、 ヨ グ 
テン ソン トー ス 

悦 グラ ント 『 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー と 遇 
る 秘 神 』: マイ ヤー ス & ラ イド ロー「The 
Summons of Nuguth-Yug」: ラヴ クラ フト 「 有 霧 
の 高み の 不思議 な 家 」(0)、「 チ ャ ー ル ズ ・ デ 
クス ター・ ウ ォ ー ド 事件 」、「 未 知 な る カ ダ ス 
を 夢 に 求め て 」 














大 いな る 深淵 の 大 電 … ノ ー デ ンス 
Lord of the Great Abyss 


大 いな る も の … 地 球 の 神々 
Great Ones 


オー ク デ ィ ー ン 療養 所 
Oakdeene Sanitarium 

イギリス の グラ スゴ ー 近 くに ある 精神 病 
院 。 加 者 に は 質 の 高い 治療 が 行なわ れる が 、 
それ に も か か わら ず 、1936 年 1 月 1 日 の 夜 
に 起こ っ た 数 人 の 患者 の 死亡 事件 で 最も 有名 
に な っ た 。 
ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、『 ヤ ディ 
ス か ら の 幻視 』 
ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』、「The Horror at 
Oakdeene」 


オオ スニ ナル ガイ 
Ooth-Nargai [OOTHL-nar-GIGHI 
ドリ ー ム ラン ド の 谷 。 ク ラ ネ ス 王 は ここ に 
セレ ファ イス の 永遠 の 都市 を 建設 し た 。 
ー ア ラン 山 、 セ ラニ アン 、 セ レフ ァ イ ス 


悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」 


オー ルド ・ ワ ン 
Old Ones 

し ば し ば グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 あ る 
い は 古 の も の を 差す 言葉 。 症 信 す る こと に 
よっ て 人 間 と 接触 し て くる 、 完 全 に 異な っ た 
種類 の 存在 で ある と 言う 者 ちい る が 、 そ れ ら 
に つい て 知ら れ て いる こと は 非常 に 少な く 、 
これ ら を 区 別 す る こと は 不可 能 で ある 。 
[ラヴ クラ フト は 「 オ ー ル ド ・ ワ ン 」 と いう 
言葉 を いろ いろ な 意味 で 使用 し て いる 。 ヨ グ 
デ テ ソ トー ス に 関連 し た 存在 の 一 団 、 ク ン ヤ ン 
の 人 々 、 古 の も の と し て 知ら れる 南極 の 異 星 
人 、 深 きも の を 避け る 魔術 を 持っ た 存在 、 そ 
し て グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある 。 こ の 
うち 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン あ る い は 古 
の も の を 指す の が 、 最 も 一 般 的 で ある 。] 
ー 暗 黒 教団 、 古 の も の 、『 エ イボ ン の 書 』、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ク ン ヤ ン 、 ゲ フ 
の 折れ た 石柱 、 大 白色 空間 、 ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ 
プ 、 深 きも の 、 旧 き 神 、 野 獣 の 結社 、 ヤ ディ 
ステ ゴー、 ヨ グ テ ソ トー ス 、 ラ ー ン = テテ ゴス 
圏 ハ ー バ ー* ク トッ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン " : ヒー ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」 : 
ビシ ジョ ッ プ 1 墳丘 の 怪 」) ラヴ クラ ラク トト イン 
スマ ス を 呈 う 影 」、「 狂 気 の 山脈 に て 」、「 ダ ニッ 
チ の 怪 」(O) 








オー ジ 
Oorn [OE-ornl 

サル コマ ンド の 廃 壇 に 棲ん で いる グレ ー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 彼女 は 月 神 ム ノム ク ァ 
の 連れ 合い で ある と 言わ れ て いる 。 ム ノム 
ク ァ は 、 彼 が 月 の 年 獄 か ら 腕 出す る と き 、 彼 
女 と 共に 地球 に や っ て 来る だ ろう 。 
っ ー サ ルコ マン ド 、 ド リー ムラ ンド 、 ム ノム 
クア 
ラム レイ 『Mad Moon of Dreams』 


大 いな る 深淵 の 大 辻 ユ オス イェ ク ew の ) e 





オー ン 、 ジ ェ デ ィ ダ イア ー オ ー ン 、 シ モン 
Orne, Jedediah [ORN] 


オー ン 、 シ モン 
Orne, Simon [ORN] 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 セ イレ ム の 科学 者 で あ 
り 、 評 判 の 魔術 師 。 魔 女 裁判 に お いて 少な く 
と も 一 人 が サバ ト に 参加 し た オー ン を 見 た と 
証言 し た が 、 そ れ に も か か わら ず 彼 は 罪 を ま 
ぬ が れ た よう だ 。 彼 は 、 多 少 注目 され た 化学 
者 、 科 学者 で あり 、 彼 の 研究 者 仲間 の ジョ ゼ 
フ *・ カ ー ウ ィ ン と エド ワー ド ・ ハッチン ツン 
と の 間 に は ひん ぱん な 手紙 の や り 取 り が あっ 
た 。 彼 は 、 セ イレ ム ・ ア カ デ ミ ー、 の ち に ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 に な っ た 学校 で 最初 の 講義 
を する こと に よっ て 永遠 に 歴史 に 名 を 刻ん 
だ 。 オ ー ン は セイ レム に 1720 年 まで ずっ と 
住ん を で いた が 、 そ の 年 、 彼 の 老化 し な い 外 観 
が 噂 に な り 始 め た 。 同 年 彼 は 、 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 図書 館 に 彼 の 本 を 寄贈 し て ヨー ロッ パ 
に 向け て 船 で 旅立っ た 。 

30 年 後 、 シ モン の 息子 ジェ ディ ダイ ア が 、 
父親 の 地 所 の 所 有 権 を ホ す 書類 を 持っ て セイ 
レム に 戻っ た 。 ジ ェ デ ィ ダ イア は 父親 に そっ 
くり だ っ た の だ が 、1771 年 に 植民 地 で 最も 
著名 な 人 々 の 何人 か と 共同 し て 行なっ て いた 
活動 の 最 中 に 失 中 し た 。 ジ ェ デ ィ ダ イア が 実 
際 に は シモ ン だ っ た の で は と 言う 人 も お り 、 
多く の 人 は 彼 が ヨセフ ・ ナ デー と いう 名 で し 
ば らく プラ ハ に 住ん で いた と 確信 し て いる 。 
[スタ ン リ イ に よる と シモ ン は 1700 年 に ア 
メリ カ を 離れ た と いう こと だ が 、 私 は ここ で 
は ラヴ クラ フト の 年 号 を 使用 する こと を 選ん 
だ 。] 
ーー カー ウィ ン (ジョ ゼ フ ) 、 ハ ッ チ ン ソ ン ( エ 
ド デ R) 
スタ ン リ イ 『FEx Libris Miskatonicil ) ビー 
ター セン は ほか "Miskatonic University Graduate 
Kit' : ラ ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」(O) 





オ サ ダ ゴワ ( ズ ヴ ィ ル ポ グ ア ) 
Ossadagowah (also Zvilpoggua) [OE-suh- 
dah-GAU-wah] 

ヤー クシ ュ の 世界 で ツァ トゥ グ ァ と シャ タ 
ク の 交配 で 生み 出さ れ た 存在 。 オ サダ ゴワ は 、 
コウ モリ の 翼 、 水 か が き の あ る 足 、 顔 の ある べ 
き 場 所 に は 触手 を 持っ た 巨大 な ヒキ ガエル の 
よう な クリ ー チ ャ ー の 姿 か 、 も し く は 一 本 の 
触手 が 顔 に 付い た 霧 状 の 体 の 姿 で 現れ る 。 彼 
は 、 ア ル ゴ ル の 近く に ある イラ ウト ロム の 世 
界 に 棲ん で お り 、 ア ル ゴ ル が 空 に ある と き に 
13 人 の 魔術 師 が 召喚 する 場合 に だ け 地 球 に 
招来 する こと が で きる 。 マ サチ ュー セッ ツ 州 
の イン ディ アン 部 族 は か つて オ サ ダ ゴワ を 降 
ろ す 方 法 を 知っ て いた が 、 部 族 の 大 部 分 は そ 
れ が 邪悪 な 行為 で ある と 考え て 、 こ の 知識 を 
使用 し な か っ た 。 呼び 出さ れ た オ サ ダ ゴワ を 
追い 払う こと は で きず 、 そ の 意志 で し か 去る 
こと は な い 。 彼 に は 「 目 を 殺す も の 」 と 呼ば 
れる クリ ー チ ャ ー が 従う 。 

ー ツ アト ゥ グ ア 
較 カー ター「 ヴ ァ ー モ ント の 森 で 見 い だ さ れ 
た 謎 の 文書 」, マス ター トン 『The Return of 
the Manitou』 , ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 
黒 の 儀式 」(0) 


























オス イェ グ 
Othuyeg [AUTHL-oo-YEG] 

「 破 滅 を 歩 や も の 」 と し て 知ら れる グレ ー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 無 数 の 触手 に 囲ま れ た 
目 の 姿 を し て お り 、 こ れ は シア エガ と よく 似 
て お り 、2 体 の 間 に つ な が り が ある の か も し 
れ な い 。 オ スイ ェ グ と 、 そ れ に よく 似 た 落し 
子 は 伝説 の 大 陸 カ カト ミア に ある 伝説 の 黄金 
の 七 都市 の 地下 に 棲ん で お り 、 外 に 出 て 地表 
世界 を 再び 征服 する 刻 が 来る の を 待っ て い 
る 。 

『 億 欄 の 黒き 書 』」 と 『 ネ クロ ノミ コン 』 は 
オス イェ グ に 触れ て いる が 、 ク トゥ ルフ 神話 
の ほか の 本 に は いっ さい 記述 が な い 。 オ ス 
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イェ グ は 門 を 開く こと を 望ん で お り 、 そ うな 
れ ば ザ ソ グ と ザー ル た ち が 地 球 に に 侵入 する 
か も し れ な い 。 し か し 、 こ の グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン が これ を どう 行 な お うと し て いる 
の か は 謎 で ある 。 

ー ザ ー ル 、 ザン ソング 、 シア エガ 

デビ ル & バ ー グ ルン ド 「Solar Pons and the 
Cthulhu Mythos」: バー ナム 「Demons in the 
Flesh」 (0)、「The Seven Cities of Gold」 


オト ゥ ー ム 
Othuum [AUTH-oo-OOMI] 

二 対 の 脚 と 一 つ 目 の 膨らん だ 顔 を 持つ 黒い 
怪物 の を し た クト ッ ゥ ルフ 神話 の 「 悪 霊 」。 
彼 は 犠牲 者 を 麻痺 させ る こと が 多く 、 ま た 火 
に よっ て の み 減 ぼ す こと が で きる 。 

オト ゥ ー ム の 本 質 は 不明 で ある 。 い くつ か 
の 資料 で は 、 彼 は 偉大 な クト ゥ ルフ の 従者 の 
一 体 で ある よう で 、 海 中 に 棲ん で 主人 の 帰り 
を 求め て 努力 し て いる 。 別 な 資料 に よれ ば 、 
オト ゥ ー ム は 「 外 で 待つ も の 億 大 な る 主人 」 
で あり 、 数 千年 の 間 敏 感 な 人 々 に 影響 を 及ぼ 
し 続け 、 別 次 元 か ら 自 由 に な ろう と し て いる 。 
彼 は 「 門 で に や に や 笑う も の た ち 」 と 呼ば れ 
る 存在 に 仕え て いる 。 

ー『 オ トウ ー ム ・ オ ム ニ キ ア 』 
菩 ラ ムレ イ 「 盗 まれ た 眼 」(O) : ラム レイ ほか 
「Othuum」 


『「 オ トゥ ー ム ・ オ ム ニ キ ア 」( 全 知 な る オ 
トゥ ー ム ) 
Othuum Omnicia [AUTH-oo-OOM AUM- 
nee-see-ah] 

オト ゥ ー ム へ の 適切 な 崇拝 の 方 法 を 詳 述 
し 、 強 力 な 悪魔 払い の こと も 記載 され た ラテ 
ン 語 の 本 。 2 部 し か 現存 が 確認 され て お ら ず 、 
1 部 は 大 英博 物 館 、 も う 1 部 は ハン ガリ ー の 
どこ か に ある 個人 の 収集 の 中 に ある 。 
ー オ トウ ゥ ウーム 
悦 ラ ムレ イ 「 木 乃 伊 の 手 」: ラム レイ ほか 





「Othuum」(O) 


オラ トー エ 
Olathoe [oe-lah-THOY] 

ロマ ー ル の 首都 。 こ の 町 の 建物 は すべ て 大 
理 石 で 出来 て お り 、 荘 重 な ひ げ を 生やし た 男 
性 の 像 が 、 都 市 中 に 置か れ た 柱 の 先端 を 飾っ 
た 。 イ ヌー ト 族 が 山 か ら 来 て ロマ ー ル の 人 々 
を 滅ぼす まで は 、 オ ラ ト ー エ は 文化 と 教育 の 
中 心 だ っ た 。 
ーー イメ ヌー ト 族 、 ノ トン と カ デ イ フォ ネ ク 山 、 
ロマ ー ル 
悦 ラヴ クラ フト 「 北 極 星 」 





オリ アブ 
Oriab [OR-rabj 

ドリ ー ム ラン ド の 南海 に 浮か ぶ 大 き な 島 。 
主 な 目印 と し て は バハ ルナ の 都市 、 ン グラ ネ 
ク 山 、 お よび ヤス 湖 が ある 。 ヤ ス 湖 の 対岸 に 
は ティ ル ヒ ア 女 王 の 都市 が ある 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 南 海 、 バ ハル ナ 、 ン グ 
ラ ネ ク 山 
ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(O) : ラム レイ 「A_-Mazed in Oriab」 











オル ム ス テ ッ ド 、 ロ バー ト ・ マ ー チ ン 
(1906 年 ? こ ?) 
OImstead, Robert Martn 

政府 に よる イン スマ ス の 一 斉 取 り 締り が 行 
な われ る きっ か け を 作っ た トレ ド 出 身 の 大 学 
生 。 オ ルム ステ ッ ド (オー バー リン ・ カ レッ 
ジ の 3 年 生 ) は 1927 年 7 月 15 日 に この 町 
を 訪問 し た 。 町 民 と の 痛ま し い 経 験 に 続い て 、 
町 か ら 逃 れ て 、 町 の 調査 を 始め る よう 政府 を 
納得 し た 。 保護 施設 に 送ら れ た オル ム ス テ ッ 
ド と いと こ は 1930 年 に 失 忠 し 、 イ ンス マス 
の 手先 が 彼 を 誘拐 し た 信じ られ て いる 。 
[ラヴ クラ フト は 彼 の 作品 の 中 で は 「 オ ルム 
ステ ッ ド 」 と いう 名 前 に つい て まっ た く 言 及 
し て いな い が 、 そ れ は 彼 の ノー ト に 書か れ て 
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オト ゥ ー ム ーー カー ウィ ン 、 


いる 。 ダ ー レ ス は この キャ ラク ター に 「 ウ ィ 
リア ム ソ ン 」 と いう 名 前 を 使用 し た が 、「 ウ ィ 
リア ム ソ ン 」 は HPL の キャ ラク ター の 母親 
の 旧姓 で ある 。 私 が 知る か ぎり 、 名 前 が 神話 
作品 に 使わ れ た の は サー ジェ ント の 作品 の み 
で ある 。] 


ー ア レン ( ザ ド ッ ク ) 

悦 サ ー ジ ェ ン ト 「Live Baitl : デ ト ワ イラ ー、 
グラ ン シ ー& タイ ンズ “Delta Green': ラヴ ク 
ラフ ト 「 イ ンス マス を 暫 う 影 」(O) 





カー ウイ ン 、 
1771 年 ) 
Curwen, Joseph 

ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス 出身 の 
裕福 な 交易 商 で 、 有 名 な 魔術 師 。 カ ー ウ ィ ン 
は マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ダ ゲン バー ス (当時 は セ 
イレ ム ・ ヴ ィ レ ッ ジ ) で 生ま れ 、 若 いこ ろ に 
船乗り に な っ た 。 数 年 後に セイ レム に 戻っ た 
彼 は 、 魔 女 狩 り の パニ ッ ク が 始ま る と 、 や む 
を え ず セイ レム を 去っ た 。 そ し て 、 彼 は 死ぬ 
まで プロ ヴィ デン ス に 住み 、 彼 の 友人 シモ ン ・ 
オー ン と エド ワー ド ・ ハ ッ チ ン ソ ン と ひん ぱ 
ん に 文通 を 続け た 。 

ジョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン は 海外 貿易 か ら 居 留 
地 に ば く 大 な 富 を も た らし 、 急 速 に プロ ヴィ 
デン ス で 最も 力 の ある 商人 の 一 人 に な っ た 。 
彼 の 故郷 と 未熟 な アー カム ・ カ レッ ジ (の ち 
の ミス カト ニッ ク 大 学 ) に 対す る 気 前 の 良い 


ジョ セ フ (1663 年 一 


行為 は 、 公 共 意 識 の 高い 人 物 と し て の 名 声 を 
確立 し た 。 に も か か わら ず 、 彼 は 町 民 に よっ 
て 高く は 評価 され な か っ た 。 町民 た ち は 、 彼 
と 関連 が ある と 思わ れ た 失 中 事件 に 関す る 噂 
を 広げ た 。 彼 が 実験 室 を 置い た 家 と 、 ポ ー 
トゥ ックス ト 農 場 に 運び 込ん だ 神秘 的 な 貨 
物 、 そ し て カー ウィ ン が 老い を 少し も 感じ さ 
せ ず に 歳 を 重ね た こと が 噂 の 種 と な っ た 。 
ジョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン は 1763 年 に イラ イザ ・ 
ティ リン ハー スト と 結婚 し 、2 年 後 二 人 に は 、 
娘 の アン が 生ま れ た 。 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 最も 
有力 な 家系 の 一 つと 彼 が 同盟 関係 を 結ぶ と 、 
カー ウィ ン は は じ め は いく ら か 社交 的 に 受け 
入れ られ る よう に な っ た が 、 古 い 噂 が ぶり か 
えす と すぐ に 元 に 戻っ て し まっ た 。1770 年 
以前 に カー ウィ ン が 実際 に ある 種 の 不法 な 行 
為 を 行なっ て いた こと は 明確 で あり 、 プ ロ 
ヴィ デン ス の 最も 力 の ある 人 々 に よっ て 秘密 





78 


の 委員 会 が 開か れ 、 と る べき 行動 が 決定 され 
た 。1771 年 4 月 12 日 に 、 そ の 委員 会 に よっ 
て 率い られ た 襲 撃 者 の 一 団 は カー ウィ ン の 
ポー トゥ ックス ト 農 場 を 襲っ た 。 舞 撃 の 間 
いっ た い 何 が 起こ っ た か は 不明 だ が 、 こ の 行 
動 の あと に ジョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン が 人 の 目 に 
触れ る こと は な か っ た 。 

ー ウ ォ ー ド (チャ ー ル ズ ・ デ クス ター)、 オ ー 
ン (シモ ン ) 、『 断 罪 の 書 』、『 内 省 録 』」『 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 」』 (補遺 )、 ハ ッ チ ン ソ ン (エド ワー 
ド ) 

スタ ン リ イ 『EPx Libris Miskatonici』: ラヴ 
クラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ ウ ォ ー 
ド 事 件 」(O) 





カー ター、 ラ ンド ルフ (博士 ? ) 
(1873 年 1928 年 ? ) 
Carter, (Doctor ?) Randolph 

ボス トン 在住 の 作家 、 神 秘 主義 者 。 カ ー タ ー 
の 家系 は 古く 由緒 ある も の で あっ た 。 彼 の 先 
祖 ジ ェ フ リー・ カ ー タ ー は 十字 軍 に 加わ り 、 
11 年 間 ア ラム ー ト で 捕らわれ の 身 と な っ た 。 
そし て 、 の ちの エド マン ド ・ カ ー タ ー 

イレ ム の 魔女 裁判 で あや うく 絞首刑 に され る 
と ころ で あっ た 。10 歳 の と きか ら カ ー タ ー 
は 未来 を 予言 する 才能 を し 始め 、 そ れ は 決 
し て は ずれ る こと が な か っ た 。 

若い ころ ラン ドル フ ・ カ ー タ ー は 、 ド リー 
ムラ ンド の 最も 偉大 な 旅行 者 の 一 人 と し て 知 
られ る よう に な っ た 。 ド リー ムラ ンド の 人 々 
は いま だ に 、 凍 て つく 荒野 に ある カ ダ ス へ の 、 
夢 に 見 た 夕映 の 都 を 求め る 旅 の こ と を 語り 続 
ける 。 そ れ は お そら く か つて 「 夢 見 る 人 」 た 
ち に よっ て 行なわ れ た 中 で も 最も 偉大 な 業績 
だ ろう 。 し か し 、 カ ー タ ー が 年 を と る に つね れ 、 
彼 の 夢 へ の 旅 は し だ い に 少 な く な り 、30 歳 
に な る と 完全 に それ を や め て し まっ た 。 こ の 
と きか ら カ ー タ ー は 、 個 人 的 な 意義 を 探り 始 
め 、 そ れ に 生涯 を 費やし た 。 

第 1 次 世界 大 戦 の 間 、 カ ー タ 





ー は フラ ン 


ス 外 人 部 隊 に 勤務 し た 。 彼 が エティエンヌ ニテ 
ロー ラン ・ ド ・ マ リ ニ ー と 知り 合っ た の も 、 
そこ で あっ た 。 マ リ ニ ー は 夢見 る 人 の 仲間 で 
あり 、 カ ー タ ー は マリ ニー と 共に バ ヨ ン ヌ の 
町 の 地下 に あっ た 納骨 堂 を 訪ね た 。 そ し て 長 
い 年 月 続く 友情 を 育ん だ の で ある 。 カ ー タ ー 
は ブロ アテ アン テ サ ン テ ー ル の 町 近く で 死に 
か けた の ち 、 夏 郷 に 帰っ た 。 

除隊 し た カー ター は アメ リカ に 戻っ た 。 そ 
の 後 ま も な く 、 彼 は オカ ルト を 深く 探求 し た 
学者 で ちあ る ハー リ イ ・ ウ ォ ー ラ ン の 生徒 と 
な っ た 。 あ る 夜 、 ウ ォ ー ラ ン は 和 失 忠 し た が 、 
それ は カー ター が 彼 と 共に フロ リ ダ の 墓地 に 
行っ た あと の こと だ っ た 。 警察 は カー ター を 
尋問 し た が 、 カ ー タ ー は 起こ っ た こと に 関す 
る 奇妙 な 説明 を する だ け だ っ た が 、 証 拠 を 得 
られ な か っ た 和 縮 察 は カー ター を 釈放 し た 。 
カー ター は 才能 の ある 作家 で あっ た が 、 生 き 
て いる 間 は 有名 で は な か っ た 。1919 年 に 出 
版 さ れ た 彼 の 著作 の 『 戦 争 が 近づく 』 は 、 彼 
の 戦時 の 経験 を 詳し く 述 べた も の で 、1922 
年 に 雑誌 『 ウ ィ ス パー ズ 』 に 掲載 され た 「 屋 
根 裏 の 窓 」 と いう 彼 の 怪談 は 非常 に 不穏 で 
あっ た た め 、 多 く の 新 聞 雑 誌 売 場 は 棚 か ら そ 
の 号 を 取り 除い て し まっ た 。 し か し カー ター 
の ファ ンタ ジー 小説 は よく 知ら れ て いる 。 彼 
の 初期 の 作品 は 、 彼 が 「 夢 見 る 」 こ と を し て 
いた 数 年 間 に 書か れん た が 、 ほ と ん ど 売 れる こ 
と は な か っ た 。 の ち に 書か れ た 、 い く ぶ ん 洗 
練 さ れ た 作品 は いく ら か の 注目 を 彼 に 集め た 

、 彼 は 和 失 忠 する 前 に 原稿 を すべ て 燃やし て 
し まっ た 。 作家 と し て の 自分 の 経歴 に 満足 で 
き な か っ た の だ ろう 。 

1928 年 10 月 7 日 に ラン ドル フ ・ カ ー タ ー 
は アー カム 郊外 に あっ た 彼 の 一 族 の 先祖 の 邸 
宅 跡 で 失 足 し た 。 捜 索 に あたっ た 者 は 、 彼 の 
車 と 彼 の も の と 思わ れる ハン カチ を 見 つけ た 
が 、 そ れ 以 外 の いか な る ラン ドル フ ・ カ ー タ ー 
の 痕跡 も 見 つか る こと は な か っ た 。 彼 の 友人 
の 幾 人 か は 、 カ ー タ ー が イレ ク テ ヴ ァ ド の 王 


に な る た め に ドリ ー ム ラン ド に 戻っ た の だ と 
断言 する が 、 そ の 推測 は 真剣 に は 受け 入れ ら 
れ な か っ た 。 

[カー ター は 、 ラ ヴ ク ラ フト が 創作 し た 分 身 
の 一 つ で あり 、 さ ま ざ ま な 形 で ラヴ クラ フト 
が 自分 自身 を 愛し て いた こと を 示し て いる ] 
ー ア ー カ ム 、 凍 て つく 荒野 の ひ カ ダス 、 イ レ 
ク テ ヴ アド 、 ウ オォ オー ラン (ハー リ イ )、 エ ル 
トン ( バ ザ ル )、 銀 の 鍵 、 ク ラー カシ ュ ニ テト ン 、 
チャ ンド ラプ トウ ゥ ラ 師 、 ド リー ムラ ンド 、 フ ィ 
リッ プス (ウォ ー ド )、 ブ ホー ル 、 時 の 時 計 、 
ド ・ マ リ ニ ー (エティエンヌ ニテ ロー ラン )、 
レン 

圏 マ スタ ー ト ン 『Prey』 : BE. プラ イス 「 幻 影 の 
王 」, ラヴ クラ フト 「 銀 の 鍵 」、「 未 知 な る カ ダ 
ス を 夢 に 求め て 」、「 名 状 し が た いも の 」、「 ラ 
ンド ルフ ・ カ ー タ ー の 陳述 」 (0) : ラヴ クラ フ 
ト & E. プ ライ ス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 





「 カ ー ナ ッ ク の 書 」 
Book of Karnak 

オカ ルト 知識 の 本 。 タ イト ル か ら 見 て 、 カ ー 
ナッ ク の エジプト の 聖なる 中 心 で 行なわ れ た 
儀式 の 内 容 の こと か も し れ な い 。 

また 、 魂 を 狩り た て る も の イオ ド に 関す る 
情報 も 含ん で いる 。 
ー イ オド 
悦 カ ッ ト ナ ー「 狩 り た て る も の 」、「 ハ イド ラ 」 
(0O) 


海王 星 ヤ ー ク シュ 


Neptune 


外 世 界 の も の 一 ミ = ニ ゴ 


Outer Ones 


「 怪 物 と その 和 属 ] 
Monstres and their Kynde (also Monsters 
and their Kinde) 

16 世紀 に 多く の クト ゥ ルフ 神話 に 関す る 


、 ラ ンド ルフ +ー 導 く ト ラペ ゾ ヘ ドロ ン we 7279 e 


文章 か ら ま と め ら れ た と 信じ られ る 本 。 唯 一 
知ら れ て いる 1 冊 は 、1898 年 に 大 英博 物 館 
か ら 盗 まれ て し まっ た 。 

この 本 の 作者 は 『 ネ クロ ノミ コン 』 と 『 エ 
イボ ン の 書 』 の 両方 か ら 影響 を 受け て いる 。 
ほか の 題材 で は 、「 竜 王 」 と いう 有史 以前 に 
イギリス を 統治 し た 、 残 忍 な 武将 の 一 族 に 関 
し て 多く を 述べ 、 エ イボ ン が 知識 を 得る の に 
使用 し た と いわ れる 式 文 が 載っ て いる 。 
圏 ハ ー バ ー "クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン ": ハ ッ セ [Horror at Vecra」(O) : 
ベー レン ト “Sacraments of Evil 





カイ ワン ー ハ スタ ー 


Kaiwan 


輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 
Shining Trapezohedron 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 化身 、 導 を さま よう も 
の の 崇拝 に 使用 され る アー ティ ファ クト 。 輝 
く ト ラペ ゾ ヘ へ ドロン は 地球 で 最も 証 い 生命 の 
前 か ら 存 在 す る 。 ユ ゴス で 作ら れ 、 ミ = テ ゴ に 
よっ て 地球 に も た ら さ れ た の ち 、 古 の も の の 
所 有 物 と な っ た 。 そ の 後 、 ヴ ァ ル ー シ ア 、 レ 
ムリ ア 、 ア トラ ン テ ィ ス と 転々 と し た の ち 、 
クレ タ 島 の 漁師 が 網 に 掛か っ た アー ティ ファ 
クト を 見 つけ 、 フ ァ ラ オ で ある ネフ レン テカ 
に 売っ た 。 ネ フレ ン テ カ は 、 キ シュ の 迷宮 に 
それ を 保管 し た 。 ニ トク リス が の ち に それ を 
見 つけ て 使用 し た 。 輝 く ト ラペ ゾ ヘ へ ドロン は 
1844 年 まで そこ に あっ た 。 そ の 年 、 イ ノッ ク ・ 
ボウ アン 教授 に よる キシ ュ 遺 跡 の 発掘 調査 に 
よっ て 掘り 出さ れ た の で ある 。 教授 は それ を 
ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 自宅 に 
持ち 帰り 、 そ こ で 星 の 知 恵 派 教団 の 神聖 な 物 
品 と な っ た 。1877 年 の 教団 の 解体 の あと も 、 
トラ ペ ゾ ヘドロ ン は 無人 の 星 の 知 恵 派 教会 に 
1934 年 まで 残さ れ て いた 。 そ の 影響 に よっ 
て 引き 起こ され た 事件 に よっ て 、 一 人 の 地元 
の 医師 は この アー ティ ファ クト を ナラ ガン 
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セッ ト 湾 に 投げ 捨て る こと を 決意 し た 。 ト ラ 
ペ ゾ へ ドロ ン は いつ の 日 か 海 か ら 引 き 上 げ ら 
れ 、 新 し い 星 の 智恵 派 教 団 の 活動 の 中 心 に な 
る と 信じ られ て いる 。 

トラ ペ ゾ ヘドロ ン は さま ざま な 用 途 に 利用 
で きる 。 そ れ は すべ て の 時 間 と 空間 を 見 る こ 
と が で きる 窓 と し て 機能 する 。 も し も ゃ 誰か が 
少し の 間 で も トラ ペ ゾ ヘドロ ン を 見 つめ 、 次 
に それ を 暗 痢 に 置 く と 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ の 
化身 で ある 痢 を さま よう も の が 近く に 現れ る 
だ ろう 。 ト ラペ ゾ ヘ ドロ ン の 最後 の 力 は 、 そ 
れ を 見 た 者 に 起こ りう る 肉体 の 変容 (深き も 
の へ の 変化 な ど ) を 加速 する こと で ある 。 
錬金術 師 が 「 水 銀 」 と 呼ぶ 魔術 的 な 石 、 ど ョ 
ン ・ デ ィ ー 博 士 が 天使 と 交信 する の に 使っ た 
水晶 石 、 そし て 多く の 幽 寺 屋敷 や 人 気 の な い 
寺院 に 見 られ る 奇妙 な 角 な ど と 、 輝く トラ ペ 
ゾ ヘ ドロ ン と の 間 に 関連 が ある と 言う 者 も い 
る 。 
ーー アトランティス 、『 暗 時 の 大 巻 』、 古 の も の 、 
ヴァ ルー シア 、 キ シュ 、 デ ィ ー (ジョ ン )、 
デクスター( ア ン ブ ロ ー ズ )、 ニ トク リス 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ ( 痢 を さま よう も の ) 、『 ネ クロ 
ノミ コン 』 (補遺 )、 ネ フレ ン ニ テカ 、 深 きも の 、 
ボウ アン (イノ ッ ク )、 星 の 知恵 派 教団 、 ミ 
デー ゴ 、 ユ ゴス 、 レ ムリ ア 
悦 プ ロッ ク 『 ア ー カ ム 計 画 』: マー シュ 『The 
Worm Shall Ye Fightl』 : ラヴ ェ イ 『The Satanic 
Rituals』: ラヴ クラ フト 「 導 を さま よう も の 」 
(O) : ラム レイ 「 ニ トク リス の 鏡 」 


輝け る 狩人 コイ オド 


Shining Hunter 


ガ グ 
Gugs [GUHG] 

ドリ ー ム ラン ド 原 生 の 巨大 で 黒い 毛 で 只 わ 
れ た 存在 。 ガ グ の 腕 は 肘 で 2 つ に 分 か れ て 
お り 、4 つの 前 腕 の 先 に は 臣 ろ し い 手 が つい 
て いる 。 た だ し ガ グ の 最も 見 る も 恐ろし い 特 





徴 は 顔 で も る 。 ピ ンク の 目 が 両側 に あり 、 牙 
が 並ん だ 口 が 頭 部 に 垂直 に 走っ て いる 。 ガ グ 
は 記念 介 の よう な も の を 作る が 、 無 知 で ある 
よう に 思わ れ 、 少 し し か 道具 、 武 器 、 火 を 利 
用 し な い 。 ガ グ は 、 異 形 の 神 を 崇拝 し て お り 、 
「 無 名 の 霧 」 に 対し て 特に 奉仕 し て いる 。 

ガ グ は か つて 地球 の 地表 に 棲ん で いた 。 彼ら 
が 棲ん で いた 場所 に は 、 彼 ら の 素晴らし い モ ノ 
リス が まだ 残っ て いる 。 し か し な が ら 、 地 球 の 
神 は ガ グ が ニャ ル ラ ト テ ッ プ や 異形 の 神 を 崇拝 
する こと を 恐れ る よう に な っ た 。 あ る 夜 これ ら 
の クリ ー チ ャ ー に よっ て 実行 され た 冒 法 的 行為 
を 知り 、 大 いな る も の た ち は 地 球 の 地下 の 洞窟 
に ガ グ を 追放 し た 。 今 で は 、 ガ グ は ドリ ー ム ラ 
ンド の 地下 世界 に ある ズ ィ ン の 審 近 くに ある 巨 
大 な 石造 都市 に 棲ん で いる 。 

ー 異 形 の 神 、 ガ スト 、 コ ス 、 コ ス の 印 、 ズ イィ 
ン の 審 、 地 球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ 、 無 名 の 吉 

悦 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか “ 
の 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


『 カ グ ワ モン ・ ク ター ト 」 
Kagwamon KThaat 

13 世紀 に アド ルフ ァ ス ・ ク レス テロ ス に 
よっ て 書か れ た 本 。 い まだ に 理由 は 不明 だ が 、 
クレ ステ ロス は 、 ホ ワイ ウィ と いう 自分 が 発 
明 し た 言語 で 本 を 書く こと を 選ん だ 。 

『 カ グ ワ モン ・ ク ター ト 』 は 1 部 だ けが 存 
在 し て いる 。 本 は か つて フラ ンス の 秘密 カル 
ト の 手 に あり 、 ペ ー ジ に は その メン バー た ち 
に よっ て ラテ ン 語 の 注釈 が 書き 込ま れ て い 
る 。 現 在 の 行方 は 不明 で ある 。 本 は お そら く 
クト ー ニ アン や 、 そ の よう な 存在 を 扱っ て い 
る 。 
= クト ド ー ニ アン 
圏 ハ ー グ レイ ブ “Dark Carnival' (0) : ロッ ト 
ステ イン 「The Summoning」 











閣 け る 狩人 こ カ ダテ ロン の 円 儲 形 若 土 w SI e 





カシ ル ダ 
Cassilda [kuh-SIL-dah] 

『 黄 衣 の 王 』 の 登場 人 物 。 
ー 黄 衣 の 王 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(O) : ロス “Tell Me, Have You Seen the Yellow 
Sign7" 


ガス ト 
Ghasts [GAST] 

ひ づ め の つ いた 足 、 カ ン ガ ルー の よう な 脚 、 
そし て 顔 に 上 鼻 の な い ヒ ト 型 クリ ー チ ャ ー。 直 
射 日 光 を 浴び る と 死ん で し まう が 、 有 弱い 明か 
りな ら 何時 間 も 生 き て いる こ と が で きる 。 

ガス ト は ズ ィ ン の 審 で 彼ら の 人 生 の 大 半 を 
過ごす が 、 家 か ら 出 て ドリ ー ム ラン ド の 地下 
世界 に 棲む ガ グ や 食 悔 を 攻撃 する こと が 知 
られ て いる 。 そ う や っ て 犠牲 者 を 見 つけ る こ 
と が で き な い 場合 、 お 互い に むさ ぼり 食う こ 
と に 関す る 咽 責 は 彼ら に は まっ た く な い 。 こ 
の 共食い の 性 向 に ちか か わら ず 、 ガ スト は 審 
の 外 で 襲撃 を 行なう た め に し ば し ば 群れ を 成 
し て 行動 する 。 

ー ガ グ 、 ギ ャ アテ ヨ ス ン 、 食 尼 訟 、 ズ イン 
の 審 、 ド リー ムラ ンド 、 ヨ ス 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


カス トロ 
Castro 

1907 年 11 月 1 日 、 ル イジ アナ の 生け 罰 
を 捧げ る 儀式 に 対す る 取締 り に お いて 捕らえ 
られ た 老齢 の 船員 。 そ の 夜 に 捕らえ られ た 者 
た ちの 中 で 、 カ スト ロ が 最も 良く カル ト の 本 
質 を 知る 者 で あっ た こと が 判明 し た 。 彼 は 、 
自分 が クト ゥ ルフ 崇拝 者 で 、 中 国 に 住む 不死 
の 指導 者 に 会 っ た と 言っ た 。 カ スト ロ の 告白 
は の ち に クト ゥ ルフ ・ カ ルト に 対す る ジョ ー 
ジ ・ エ イン ジェ ル の 研究 の 基礎 と な っ た 。 
ー ク トウ ルフ 、 ズ ニチ エニ クオ ォ オン 、 ル グラ ー 
ス (ジョ ン ) 


圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 


火星 
Mars 

アイ ハイ 人 と 、 旧 き 神 ヴ ル トゥ ー ム の 政 郷 。 
ー ヴ ルト ゥ ー ム 


風 に 乗り て 歩む お も の 一 イタ クア 
Wind-Walker 


風の子 ら ー ボ レア 
Children of the Winds 


カ ダ ス 一 凍てつく 荒野 の カ ダ ス 
Kadath 


カ ダ テ ロン 
Kadatheron 
出典 に よっ て 異な る が 、 ド リー ムラ ンド か 
昔 か の どちら か に ある アイ 河 沿 い の 町 。 カ 
ダテ ロン は サル ナス の 近く に ある が 、 サ ルナ 
ス の 壮大 き に は 及ぶ こと は な か っ た 。 カ ダテ 
ロン は 、 そ こ に ある 古代 の 伝承 を 記し た 円 筒 
形 粘 土 で 最も 有名 で ある 。 
ー カ ダテ ロン の 円 筒 形 粘土 、 サ ルナ ス 、 ド 
リー ムラ ンド 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」(O) : ラム 
レイ 「 大 いな る 帰還 ]」 





カ ダ テ ロン の 円 筒 形 粘土 
Brick Cylinders of Kadatheron (also 
Cylinders of Kadatheron) 

アン グスト ラム 氏 に よる 中 東 遠征 に よっ て 
も た ら さ れ た 7 つの アー ティ ファ クト 。 そ 
れ ら は 故 ゴ ー ド ン ・ ウ ォ ー ム ズリ ー の 作品 の 
中 で 翻訳 され た が 、 文 字 は 非常 に 古い も の で 
ある の で 、 ほ ん の 数 人 の 学者 し か それ を 読む 
こと が で き な い 。 円 筒 形 粘 土 は 現在 、 大 英博 
物 館 に 保管 され て いる 。 も う 一 組 の 円 筒 形 粘 
土 が ボ 、 お そら く ド リー ムラ ンド の カ ダ テ ロン 
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の 都市 に 存在 し て いる と 思わ れる 。 

円 筒 形 粘土 主として ム ナ ー ル の 地 の 歴 史 
を 扱い 、 特 に 前 人 類 が 造っ た イブ の 都市 に 言 
及 し て いる 。 そ れ ら は また 、 サ ルナ ス の 印章 
に 関す る 情報 を 含み 、 レ ン に 行き その 大 神官 
と 話 を し た 魔術 師 イ ラー トス の 物語 を 述べ る 
(た だ し 物語 の 結末 は 削除 され て いる )。 

ー イ ブ 、 ウ ォ ー ム ズリ ー (ゴー ドン )、 カ ダ 
テロ ン 、 ム ナー ル 、 ル ニテ イブ 、 レ ン 
圏 カ ー タ ー「The Book of Dismissals」、「The 
Book of the Gates」 : マイ ヤー ス 「Passing of a 
Dreamer」: ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」 
(0) : ラム レイ 『Beneath the Moors』 





ガタ ノ ソ ア (ガン タ 、 グ タン タ ) 
Ghatanothoa (also Ghanta or Gtantha) 
[gah-tahnoeTIHOE-ahl 

沈ん だ ムー 大 陸 の ヤ デ ィ ス = テ ゴ ー 山 に ユ ゴ 
ス か ら の も の に よっ て 残さ れ た グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 。 ム ー の 人 々 は 神 と その 神官 
に 多く の 生け 喚 を 捧げ た 。 そ し て も し ガタ ノ 
ソ ア を 鎮め る こと が で き な い な ら 、 ガ タ ノ ソ 
ア が その 棲み か を 出 て 生け 費 を 探し 求め る だ 
ろう と 恐れ て いた 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン を 見 る こと は 特に 恐れ られ た 。 見れ ば 誰 で 
も 立ち すく み 、 永 遠 に 便 化し た 皮膚 の 器 に 入 
れ ら れ た まま に な る と 考え られ た の で ある 。 
『 無 名 祭礼 書 』 に お いて フリ ー ド リッ ヒ ・ 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト は 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス の 大 
神官 トヨ グ に 言及 し た 。 ト ヨ グ は ガタ ノ ソ ア 
と その 従者 に 敵対 し た の で あっ た 。 ツ トヨ は 
魔術 的 な 文字 で 履 わ れ た 巻物 を 作成 し 、 そ れ 
を 持っ て いる 者 を ガタ ノ ソ ア を 見 た と き の 影 
響 か ら 守っ た 。 こ うす る こと で 彼 は 、 神 の い 
る 山 に 登り 、 恐 怖 に 立ち 向かう こと を 決意 し 
た 。 ガ タ ノ ソ ア の 抜け 目 の な い 神 官 た ち は こ 
れ に 反対 し 、 ト ヨ グ の 出発 を 止め られ な いと 
わか っ た と き 、 彼 の 魔術 的 な 巻物 を 効果 の な 
い 偽 物 と すり 替え た 。 ト ヨ グ は ヤ デ ィ ス = テ 
ゴー の 頂上 へ の 旅 か ら 二 度 と 戻ら ず 、 彼 の 運 





命 は 謎 の まま で ある 。 

トヨ グ が ガタ ノ ソ ア を 減 ぼ せな か っ た た 
め 、 こ の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の カル ト 
は さら に 大 き な 力 を 獲得 し た 。 ト ヨ グ の 登頂 
か ら 一 万 年 後 、 ガ タ ノ ソ ア の 神官 は ムー の ほ 
か の 神 す べ て の 寺院 を 閉鎖 する こと が で きる 
ほど の 力 を 持つ に 至っ た 。 新 た に ユ ト グ タタ の 
大 神官 に 任命 され た ザン ツー は 、 こ の 布告 に 
乱 っ て 自分 の 神 の 召喚 を 試み た が 、 そ れ は 知 
ら ず 知ら ず の うち に 大 陸 の 破壊 を 引き 起こ し 
で し まっ た 。 

ガタ ノ ソ ア も ろ と も ムー 大 陸 は 海 の 底 に 沈 
ん だ が 、 カ ルト の 多く の 分 派 が 生き 延び た 。 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト に よる と 、 こ の よう な 上 崇 拝 
の 跡 が エジプト 、 ア トラ ン テ ィ ス 、 ク ン ヤ ン 、 
ペル シア 、 バ ビ ロ ン 、 ア フリ カ 、 中 国 、 メ キ 
シコ 、 そ し て ペル ー で 見 られ た と いう 。 現代 
の ガタ ノ ソ ア 崇 拝 の 大 部 分 は 、 ガ タ ノ ソ ア が 
封じ 込め られ て いる 太平 洋 地 域 で 行なわ れ て 
いる 。 こ れ ら の カル ト は 、1970 年 の ペル ー 
沖 地震 な どの 天災 が 神 の 力 に よる も の だ と 信 
じ て お り 、 ガ タ ノ ソ ア の 水 の 年 獄 か ら 主 人 を 
解放 で きる 日 を 待ち 続け る 。 

ガタ ノ ソ ア は 、 ユ ト グ タ や ゾ ス テオ ム モ グ 
と 共に 、 ゾ ス の 近く で 産み 落と され た クト ッ ゥ 
ルフ と イダ ニテ ヤ ー の 三 体 の 「 息 子 」 の 一 体 で 
ある 。 ま た 、 ロ イガ ー と し て 知ら れる 星 間 種 
族 は 、 ガ タ ノ ソ ア に 仕え て いる 。 
ー イ エ ブ 、 イ ダニ ヤー、『 ヴ ァ ア チ カ ン 写 本 』、 
クト ウル フ 、 ク ナ ア 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 ク ン ヤ ン 、『 古 代 ル ー ン の 伝説 』、 ザ ン 
ツー、 シ ュ ブ = ニニ グラ ス 、 精 霊 説 、 ソ ス 、 ゾ 
ステ オム モグ 、 ト ヨ グ 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト ( フ 
リー ドリ ッ ヒ )、『 ポ ナベ 教典 』、 ム ー、『 無 名 
祭礼 書 』、 ヤ ディ ステ ゴー、 ユ ゴス 、 ユ ト グ タ 、 
ロイ ガー 
圏 C. ウィ ルス ン 「 ロ イガ ー の 復活 」 : カー ター 
「The Thing in the Pit」 : ティ アニ ー 『House of 
the Toad』: ヒー ルド 「 永 効 よ り 」(O) : ペル ト 
ン 『The Sussex Manuscriptl 


カ デ ィ フ ォ ネ ク 山 一 ノ ト ン お よび カ デ ィ 
フォ ネ ク 山 
Kadiphonek, Mount 


カト ゥ リア 
Cathuria [kuh-THUR_-iuh] 

ドリ ー ム ラン ド の 、 か つて 西 の 文武 岩 の 柱 
の 先 に あっ た 、 す べ て の 理想 が 真実 だ と 言わ 
れる 土地 。 カ トゥ リア に は 金 記 き の 屋 根 を 持 
つ 大 理 石 と 斑 岩 で 出来 た 多数 の 黄金 の 都市 が 
ある 。 カ トゥ リ ア は ドリ エ ブ 王 に 統治 され て 
お り 、 王 は 神 で ある と 信じ られ て いた 。 残念 
な が ら 、 神 は ドリ ー ム ラン ド か ら カ トッ ゥ リア 
を 追放 し 、 今 で は カト ゥ リア が どこ に ある か 
誰 も 知ら な い 。 偉 大 な 夢見 る 人 、 バ ザル ・ エ 
ルト ン は 彼 の 探索 に お いて この 土地 に 達する 
こと は な か っ た 。 彼 の 係 息子 ナ ザ ニ エル が こ 
の 土地 を 見 つけ た と 言わ れ た が 、 そ の 後 す ぐ 
耕 定 さ れ た 。 
ー エ ルト ン ( バ ザ ル )、 ド リー ムラ ンド 
ブリ ー チ 「The Return of the White Ship」 : 
ラヴ クラ フト 「 販 い 帆船 」(O) 





カト ゥ ロス ー ル ムル ニカ トウ ロス 
Kathulos 


カニ ハ ー ン ー グ ハー ン 
Ka-Harne 


カマ ン ニ テニ タ ーー ナシ ュ ト と カマ ン = テ ター 
Kaman-Thah 


カミ ラ 
Camilla 

『 鞭 衣 の 王 』 の 登場 人 物 。 
ー 黄 衣 の 王 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(O) : ロス “Tell Me, Have You Seen the Yellow 
Sign" 


ガタ ノ ソ アン カラ ニー シェー ル e 83 e 


カモ グ 
Kamog 
メイ ン 州 の 魔女 集会 の 参加 者 の 間 で の エフ 
レム ・ ウ ェ イ ト の 名 。 
ーー 頭蓋 朋 の カル ト 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 





カニ ラー スー クア チル ・ ウ タウ ス 
Ka-Rath 


カラ カル 
Karakal [KAR-ah-kahl] 

カ ダ ス に ある 滑ら か な 石 で 出来 た 広間 に 棲 
む 大 いな る も の 。 ハ イ パ ー ボ リア の 時 代 に は 、 
彼 は 空 に あっ て 暗黒 を 退け る 太陽 神 だ と 考え 
られ て いた 。 彼 は ドリ ー ム ラン ド で は いく ら 
か 天界 の 属性 を 持っ て いる が 、 む し ろ 火 の 神 
で あっ た 。 彼 は カラ カル の 手下 と 知ら れる 、 
稲妻 然 と し た クリ ー チ ャ ー の 支配 者 で あり 、 
彼 の 神官 は 祭壇 に 常に 炎 を 燃やし て 彼 に 捧げ 
る 。 
ーー 地球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 
フル ツ & バ ー ン ズ 「Wizards of Hyperborea」: 
ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』(O) : ウィ 
リア ムズ &g ピー ター セン ほか “HP Lovecraft s 
Dreamlands" 

















カラ = ニシ ェ ー ル 
Kara-Shehr [KAR-ah-SHEHR] 

トル コ 語 で 「 暗 黒 の 都市 」。 ア ラブ で は ベ 
レ ド = テ エル = テ ジ ン 、「 魔 物 の 都市 」 と 呼ば れる 。 
この 無人 の 都市 は アラ ビア の 荒野 に あっ た 。 
故国 を バビ ロニ ア 人 に よっ て 征服 され た アッ 
シリ ア か ら の 譜 難 民 は 、 カ ラー シェ ー ル を 建 
築 し た 。 カ ラテ シェ ー ル の 王 が ズ ト ゥ ル タ ン 
と いう 魔術 師 か ら 、 大 いな る 財宝 の 在り か を 
聞き 出 そ う と し た と き 、 魔 術 師 は 都市 に 呪い 
を か けた 。 そ し て 原 地 の 部 族 は いま だ に 遺跡 
を 忌み 嫌っ て いる 。 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー 
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ド は ここ に 滞在 し た こと が あり 、『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 の 中 で 「 邪 悪 の 都市 」 と 呼ん で いる 。 
無名 都市 が カラ = シェー ル と 同じ 都市 だ と 
言う 者 も あい る が 、 そ れ は 真実 で は な い 。 カ ラ 
デニ シェ ー ル は 人 間 に よ っ て 建設 され た 比較 的 
を と ど め た 砦 と し て 記述 され て いる が 、 無 
St 
て 建て られ 、 ほ ぼ 完 全 に 破壊 され て いる 。 
[カラ シャ ー ル 0 ある い は Karashahr) 
は 、 アグ ニ 、 ある い は 北 者 と し て も 知ら れ 、 中 
国 の 新 渡 地 方 に 実際 に ある 場所 で 、 か つて は 
シル クロ ー ド で も 重要 な 場所 で あっ た 。 私 は ト 
ルコ で は これ に 関す る 伝承 を 一 つも 発見 する こ 
と が で き な か っ た 。] 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ゥ ル ) 、 
ン 、 無 名 都市 
圏 カ ー タ ー「 ク トゥ ルー 神話 の 神々 」、 
「Mnomquah」 : ハワード 「 ア ッシュ ー ル バニ 
パル の 燃 」 (0) : ラヴ クラ フト 「 無 名 都市 」 


ズ ト ウゥ ル タ 




















狩り た て る 恐怖 ( 記 ま わし き 狩 人 ) 
Hunting Horrors 

黒い 細 を 持つ 巨大 な へ ビ に 似 た 交 を し た ク 
リー チャ ー。 狩り た て る 恐怖 は 、 も と も と ご 
くわ ず か な 世界 に 棲ん で いた が 、 い くつ か の 
銀河 系 宇宙 に お いて 飛ぶ と ころ を 目撃 され て 
いる 。 非 常に 明る い 光 は 狩り た て る 尋 怖 を 破 
壊す る こと が 可能 か も し れ な い が 、 犠 牲 者 が 
その よう な 強力 な 光源 を 利用 で きる こと は 
めった に な い 。 

狩り た て る 恐 怖 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ に 仕え 
て いる (ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 彼 を 不快 に さ 
せ た 人 に 対し て し ば し ば 狩り た て る 恐怖 を 送 
る )。 挑 戦 的 な 魔術 師 も また 、 こ れ ら の 怪物 
の 1 体 を 召喚 で きる が 、 そ れ は 敏感 な 生物 
に 生け 連 を 捧げ る に すぎ な い 。 

[「 狩 り た て る 恐怖 」 は 「 未 知 な る カ ダ ス を 
夢 に 求め て 」 に 少し 登場 する が 、 そ こ で 描写 
は され て いな い 。] 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 





悦 ビ ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』, ピー 
ター セン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神話 
TRPG": ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 
に 求め て 」(0) : ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 
乱 の 儀式 」 





沿 m 


カル 王 (紀元 前 1 万 8 千年 ご ろ ) 
Kull, King 

アト ラン ティ ス 大 陸 か ら 来 た 訟 人 。 カ ル の 
部 族 が 彼 を 捨て た の ち 、 レ ムリ ア 人 に 捕らえ 
られ 2 年間 ガレ ー 船 で 働か され た 。 彼 は そ 
の 後 ヴ ァ ル ー シ ア 人 に 捕らえ られ る まで 和 無法 
者 と な り 、 ヴ ァ ル ー シ ア 人 は 彼 を 剣 闘士 、 そ 
の 後 兵士 に し た 。 ヴ ァ ル ー シ ア 軍 の 外人 備 兵 
た ちの 助け を 借り て 、 カ ル は 年 者 いた 王 を 殺 
し て 王位 に 就 い た 。 仲 間 の 「 槍 使い の 」 ブ ルー 
ル と 共に 、 自 分 た ちの 先祖 の 王国 を 取り 戻 そ 
うと いう へ ビ 人 間 の 企 て を 撃退 し た 。 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、 ヴ アル ー シ ア 、 レ ムリ ア 
悦 ハ ワー ド 「 影 の 王国 」(O)、「 凍 の 帝王 」、「By 
This Axe 1I Rulel」、「Exile of Atlantis」 








カル コ サ 
Carcosa [karKOE-sah] 

ヒヤ デス 星団 の どこ か に ある ハリ 湖岸 の 異 
界 の 都市 (ゴビ 砂漠 や ガリ ラ ヤ 湖 の 近く に あ 
る と 言う 者 も ちい る )。 カ ルコ サ は 高く て 黒い 
建築 群 、 不 可 思 議 な 事件 、 不 可 解 な 音 お よび 
風景 が 特徴 の 大 都市 で ある 。 頭 上 に は 惑星 の 
二 つ の 月 が 、 ア ル デ バ ラン と ヒヤ デス 星団 と 
共に 見 える 。 カ ルコ サ を 訪れ た 者 で 、 帰 っ て 
それ を 語っ た 者 は 非常 に 少な い 。『 黄 衣 の 王 』 
が 上 演 さ れ た の も ここ で ある 。 カ ルコ サ が 人 
類 の 発祥 の 地 で あっ た と も 言 ほ 『 わ れ て いる 。 
つ 黄 色 の 印 、『 黄 色 の 写本 』、『 黄 衣 の 王 』、『 セ 
ラ エ ノ 断 章 』、、 ナ オタ ル バ 、 ハ スタ ー、 ハ リ 、 
ユー オト 
R ウィ ルソン & シェ イ 『The Iluminatus! 
Trilogy』 チェンバー ス 「 黄 の 印 」: ティ アニ ー 
『House of the Toad』: ビ アス 「 カ ルコ サ の 住人 」 


狩り た て る 恐怖 てこ カ ント 、 エ ルン スト e 685 e 


(0) : ラヴ 、 ロ ス & ワ ッ ツ “Tatterdemalion' : 
ロス “Tell Me, Have You Seen the Yellow Sign?" 


「 カ ルナ マ ゴ ス の 遺言 」 
The Testament of Carnamagos 

キン メリ ア の 預言 者 カル ナマ ゴス に よる 本 
(ハイ パー ボリ ア 人 の 作品 だ と する 者 も い 
る )。 最 初 に 書か れ た も の は 935 年 に 『 エ イ 
ボン の 書 』 と 共に グレ コテ バク トリ ア の 墓地 
で 発見 され た 。 あ る 修道 士 が それ を ギリ シャ 
語 に 翻訳 し 、 半 人 半 魔 の 奇形 の 血液 で 、 写 本 
を 2 部 作っ た 。 オ リ ジ ナ ル の 行方 は 不明 で 、 
異端 審問 が 13 世紀 に 2 部 の うち の 1 部 を 破 
壊し た と 考え られ る 。 

『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺言 」 を 所 有 し て いる 人 
は 、 読 書 す る と き に 起こ る 奇妙 な 時 間 へ の 影 
響 に 注意 し な けれ ば な ら な い 。 本 を 読ん で い 
る と き 、 自 分 と その 周囲 は 非常 に 早い 速度 で 
時 間 が 経過 し て ゆく 。 こ れ は 必ず 致命 的 で あ 
る と いう わけ で は な い が 、 危 険 で 非常 に 不快 
で ある 場合 も ちる 。 ま た 、 死 を 望む せ 人 は ク ァ 
チル ・ ウ タウ ス の 祈 憩 文 を 読む こと を 有 避け る 
べき で ある 。 こ の 存在 は を の よう な 人 々 に 
と っ て 時 々 招 か れ ざ る 存在 に な る 。 

『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺言 」 は 過去 と 未来 の 両 
方 の 出来 事 に 関す る 多く の 記録 が 記載 され て 
いる 。 ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス と 呼ば れる 存在 の 
いく ら か の 詳細 と 、 邪 悪 な 星 ヤ ミル ・ ザ クラ 
に 関す る 情報 、 死 体 を 崩壊 させ る 呪文 な ども 
記載 され て いる 。 

ー キ ン メ リア 、 ク ア チ ル ・ ウ タウ ス 、 ハイ パー 
ボリ ア 

カー ター『History and Chronology of the 
Book of Eibon』 : C. A._ スミ ス 「 ジ ー ス ラ 」(O)、 
「The Infernal Star (fragmen0」、「The Treader 
of the Dust」 : ハー バー “殺人 人 リスト" 


ガン ター ガタ ノ ソ ア 
Ghanta 


カン ト 、 エ ルン スト 
Kant, Ernst 

19 世紀 か ら 20 世紀 に か け て 生き た ドイ 
ツ 人 の 男爵 。 魔女 狩り 師 。 男 鳴 は 超自然 を 調 
人 査 する こと に 人 生 を 捧げ た 。 し か し な が ら 晩 
年 に な っ て 、 イ ブ テ ツ トッ ゥ ル と 呼ば れる 異 界 
の 存在 が 自分 の 精神 を 支配 し て いる と 信じ る 
よう に な っ た 。 そ の 後 ま も な く 、 彼 は ウェ ス 
ト フ ァ リ ア の 療養 所 に 閉じ 込め られ 、 そ こ で 
死ん だ 。 カ ント は ジョ アキ ム ・ フ ィ ー リ ー の 
父親 で あっ た 。 
ー イ ブ = テ ツ ト ウ ゥ ウル 、 フ ィ ー リ ー (ジョ アキ ム ) 
圏 ラ ムレ イ 「 ニ トク リス の 鏡 」(O0)、「Aunt 
Hester」、「The Horror at Oakdeene」 








ギー スグ ー ス ( ギ ズ グ ス ) 
Ghisguth (or Ghizghuth or Ghisghuth) 
[GEES-gooth] 

サク サク ルー ス の 子供 で 、 ズ ステ ィ ル ゼム 
グ ニ と 交配 し グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で あ 
る ツァ トゥ グ ァ の 父 と な っ た 。 父 親 を 共食い 
する と いう 野 倫 な 行為 を し た 彼 の 兄弟 フジ ウ 
ルク ォ イ グ ム ンズ ハー を ユ ゴ ス に 残し 、 ギ ー 
スグ ー ス と その 一 族 は サク サク ルー ス の 手 が 
届か な い 深 い 洞窟 に 、 か な り 長 い 間 と ど ま っ 
て いた 。 
っ ー サ クサ クル ー ス 、 ズ ステ ィ ル ゼム グ ニ 、 
ツァ トゥ グ ア 、 フ ジウ ルク オイ グ ム ンズ ハー、 
ユ ゴ ス 
C.A. ス ミス 「The Family Tree of the Gods」 


キー ザ 
OYyth-az [KEETH-az] 

複数 の 結晶 が 融合 し た 巨大 な 塊 の 次 を し た 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 キ ー ザ は ム ト ゥ ー 
ラ の 世界 に 棲ん で お り 、 極 め て 限ら れ た 状況 
で の み 本 拠 地 を 離れ る こと が で きる 。 

キー ザ は 、 結 唱 に 接触 し た 人 に テレ パシ ー 
で メッ セー ジ を 送る こと が 知ら れ て いる 。 ム 
トゥ ー ラ が 空 に 見 える と き 、 メ ッ セ ー ジ を 受 
けた 人 が この グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 助 


ける こと に 同意 する な ら ば 、 キ ー ザ は この 世 
界 に 現れ る こと が で きる 。 こ の 水 唱 の 存在 は 、 
出現 する と 大 きく 成長 し 、 周 囲 の すべ て の も 
の を 鉱物 質 に 変え て し まお うと する 。 し か し 、 
ム ト ゥ ー ラ が 雲 で 隙 れ る か 、 あ る い は 地平 線 
の 下 に 沈ん だ な ら ば 、 キ ー ザ は 本 拠 地 の 世界 
に 戻ら な けれ ば な ら な い 。 

ー ム トウ ー ラ 

アニ オロ フス キー 「An Farly Frost」 


黄色 い 仮 面 の も の 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 黄 
色 い 仮 面 の も の ) 
Thing in the Yellow Mask 


「 黄 色 の 写本 ] (「 ザ ン シ ッ ク ・ フ ォ リ オ J) 
Yellow Codex (also Xanthic Folio) 

中 国 の 新 緒 地区 に ある ニヤ 遺跡 で 発見 され 
< 一 組 の ナコ ト 石 板 。 石板 は ハス ター と カル 
コ サ の 2 つの 都市 の 間 に 結 ば れ た 条約 に つ 
いて 述べ る 。『 黄 色 の 写本 』 の 英語 版 が 石板 
が 発見 され る 前 に も 文学 界 で 回 し 読み され て 
いた と 言う 者 ちい る 。 こ れ ら の 写本 は 、 自 分 
た ちの 作品 の 中 で 『 黄 衣 の 王 』 に つい て 言及 
し た 、 あ る 人 々 た ち を 刺激 し た 。 あ る い は こ 
の 戯曲 の 作者 た ち に と っ て 下地 と な りさ え し 
た か も し れ な い 。 

ー カ ルコ サ 、 黄 衣 の 王 、 ナ コト 語 、 ハ スタ ー 
圏 ア ダム ス 「The Second Movement」: バ ステ ィ 
エン ヌ 「The King in Yellow」(O) 





黄色 の Eh 
Yellow Sign 

名 状 し が た いも の ハス ター の 力 の 焦点 と な 
る 印章 。 通常 この 印 は 黄 衣 の 王 が 到着 する ま 
で は われ われ の 世界 で は 役に立た な い 。 そ し 
て この 印 は 、 そ れ を 見 た 者 すべ て の 夢 を ゆ が 
ませ 、 ハ リ 湖 に ある カル コ サ の 都市 の 幻影 を 
与え る だ ろう 。 こ の 印 は ハス ター の カル ト に 
お ける 主要 な 象徴 で ある 。 
ー カ ルコ サ 、 黄色 の 印 の 兄弟 団 、 黄 色 の 印 
の 守り 手 、 黄 衣 の 王 、 コ ス の 
印 、 タ ー レ 、 ハ スタ ー、 ハ リ 
圏 チ ェ ン バー ス 「 黄 の 印 」(O): くみ 
ロス “Tell Me, Have You Seen 
the Yellow Sign?" と 《 
黄色 の EI の カル ト … 黄 色 の 印 の 兄弟 団 
Cult of the Yellow Sign 


黄色 の Eh の 兄弟 団 (黄色 の EH の カル ト ) 
Brothers of the Yellow Sign (also Cult of the 
Yellow Sign) 

黄 衣 の 王 の 次 の ハス ター を 儲 捧 する カル 
ト 。 起源 に つい て は 相反 する 説 が ある 。 ヴァ 
ルー シア の へ ビ 人 間 か ら 始 まっ た と 言う 者 も 
いる が 、 ク ン ヤ ン の 地下 世界 か ら 始ま っ た と 
いう 方 が あり そう で ある 。 

兄弟 団 は 青く 輝く クン ヤン か ら 来 た 不死 の 
人 間 の 集団 に よっ て 率い られ る 。 こ の 不死 人 
間 は 高い 技術 力 と 多く の テレ パシ ー 能 力 を 
持っ て お り 、 犠 牲 者 を 非 物質 化し た り 、 心 を 
読ん だ り 麻 痺 さ せ て 催眠 状態 に する こと が で 
きた 。 上 兄弟 団 は 地上 世界 の 人 間 の 中 に 少数 の 
手下 を 持っ て いる 。 兄弟 団 は 手 の 合図 を 通じ 
て 、 あ る いけ は 黄色 い 石 の 付い た 指輪 や ペン ダ 
ント で お 三 い を 見 分 ける 。 彼 ら は 時 折 集 合 し 、 
ミ テ ゴ の 前 哨 地 を 破壊 し た り 、 ハ スタ ー と 
シュ ブ ニ = テニ グ ラス を 崇拝 し た りす る 。 

彼ら の 副 次 的 な 目標 の 一 つ は ゴビ 砂漠 で の 
考古 学 の 妨害 で ある 。 そ こ で は 、 彼 ら の 最も 





キー アン ン キ シュ e 987 e 


神聖 な 儀式 が 行なわ れる か ら だ 。 黄色 の 印 の 
カル ト は 、 今 まで グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
の 勢力 を 強め る た め に 創設 され た あら ゆる 宗 
教 を 設立 し た と も 示唆 され る が 、 こ れ は あり 
そう に な い 。 

ー ヴ ァ ル ー シ ア 、 黄 色 の 印 、 ク ン ヤ ン 、 黄 
衣 の 王 、 シ ュ ブ ニニ グラ ス 、 ハ スタ ー、 ヘ ビ 
人 間 、 ミ = テ ゴ 

S. ジョ ン ソ ン ^A Resection of Time' : ハー 
バー“*Keeper's Compendium' ラヴ クラ フト 「 闇 
に 嘱 く も の 」(O) :R ウィ ルソン & シ ェ イ 『The 
Iluminatus! Trilogy』 


黄色 の 印 の 守り 手 
Keeper of the Yellow Sign 

信者 以外 の 者 に 黄色 の 印 を 渡さ な いと いう 
任 を 帯び た 超自然 の 存在 。 守 り 手 は 、 任 務 を 
行なう た め に 人 間 の 死体 に と こり つく 。 そ し て 
黄色 の 印 を 取り 戻す まで その 所 有 者 の 跡 を 追 
う 。 多 重 人 格 に 苦し む あ る 人 物 が 、 守 り 手 に 
ほか の 「 自 己 」 を 破壊 する よう 求め た と いう 
話 も ある が 、 こ れ が どう 達成 され た か は 不明 
で ある 。 
ー 黄 色 の 印 
悦 チ ェ ン バー ス 「 黄 の 印 」(O): ハ ー ム ズ "Hands 
of the Living God' : ハー モン “気違い 男 " 





キー ン 、 エ イベ ル 
Keane, Abel 

神学 を 研究 する た め に ボス トン に 来 た 
ニュ ー ハ ンプ シャ ー 出 身 の 学 生 。 彼 の アパ ー 
ト の 前 の 住人 、 アン ドル ー・ フ ェ ラ ン の 事件 
に か か わる よう に な っ た の ち 、 キ ー ン は 和 失 忠 
じ た 。 
ー フ ェ ラ ン (アン ドル ー) 
圏 ダ ー レ ス 「 エ イベ ル ・ キ ー ン の 書 置 」 





キシ ュ 
Kish 
1) ファ ラオ 、 ネ フレ ン = テ カ が 輝く トラ ペ ゾ 
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へ ドロン と 、 の ち に ニ ト ク リス と つなが る こ 
と に な る 不思議 な 鏡 を 保管 し た 地下 墓地 。 彼 
が 退位 させ られ た の ち 、 暗 黒 の ファ ラオ は ほ 
ん の 数 日 の 間 に こ の 地下 墓地 を 掘り 、 再 起す 
る 時 が 来る まで そこ に 隠れ た 。 彼 の 名 を あら 
め る 記念 碑 か ら 何 世代 に も わた っ て 消し 去る 
こと に な る 、 英 ろ し い 行 為 を 行なっ た の は こ 
の 迷路 の 中 だ っ た 。 

[この 「 キ シュ 」 は 同名 の シュ メー ル の 都市 
と は お そら く 同 一 で は な い だ ろ う 。 エ ジ プ ト 
が その シュ メー ル の 都市 の 遺跡 が 位置 する 地 
域 を 支配 し た こと は な い 。] 

ーー 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 キ シュ の 印 、 ニ 
トク リス 、 ネ フレ ン = テ カ 、 ハ ドス 

圏 ハ リス 「The History of Nephren-Ka」 : ラヴ 
クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」(O): ラ ムレ イ 「 ニ 
トク リス の 鏡 」 

2) 都市 サル ナス の 大 神官 。 サ ルナ ス が 建設 
され て 間 も な い ころ 、 こ の 聖人 は イブ の 人 々 
を 暑 倒 し 、 サ ルナ ス の 人 々 を あお っ て イブ を 
滅ぼさ せ た 。 そ の 後 、 旧 き 神 が 彼 を 連れ 去り 、 
自分 た ちの そば に 置い た 。 

千年 後 、 キ シュ だ と 主張 する 予言 者 が サル 
ナス に や っ て 来 た 。 彼 は 人 々 に 都市 と その 破 
滅 か ら 逃 げ ける よう 呼び か けた が 、 彼 を 信じ た 
者 は わずか だ っ た 。 都 市 が 破壊 され る 直前 に 、 
キシ ュ と 彼 を 信じ た 者 は 、 ム ナー ル の 星 石 を 
持っ て 都市 を 離れ た 。 お そら く 、 キ シュ と 従っ 
た 者 た ち は エ ジ プ ト に 逃れ た と 思わ れる 。 そ 
こ で 彼ら は 地下 墓地 を 建設 し 、 こ の 預言 者 の 
名 前 を つけ た 。 死 の 前 に キシ ュ は 、 サ ルナ ス 
の 破壊 に つい て 述べ た 「 キ シュ の 教え 」( 現 
在 で は 失わ れ て いる ) と 呼ば れる 本 を 書い た 。 
ー『 エ イボ ン の 書 』、 キ シュ の 印 、 サ ルナ ス 、 
『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 旧 き 印 

カー ター 「The Book of Dismissals」、「Zoth- 
0Ommog」(O?) 

3) ドリ ー ム ラン ド に ある と 思わ れる 都市 、 
シャ ンド の 近く の 神殿 で 崇拝 され て いる 神 。 
圏 マ イヤ ー ス 「The Keeper of the Flame」 








キシ ュ の H 
Kish, Sign of 

旧 き 印 の 別名 。 サ ルナ ス の 大 神官 、 キ シュ 
の 名 か ら 。 彼 は 破 減 す る サル ナス か ら 脱 出す 
る の に この 印 を 使用 し た 。 
ー キ シュ 、 サ ルナ ス 、 旧 き 印 
カー ター「Zoth-0mmog」 ) ダー レス 「 永 吉 
の 探求 」(O) 


ギ ズ グ スー ギー スグ ー ス 
Ghizghuth 


『 キ タブ ・ ア ル = ニ アジ フ 」 一 『 ア ル ・ ア ジフ 』 
Kitab Al-Azif 


キタ ミー ル (クシ ミー ル ) 
Kythamil (or Kthymil) [keeTHAML.i 

か つて アー クツ ルス 星 を 回 っ て いた 二 重 惑 
星 、 菌 類 種族 が 棲む 場所 だ っ た 。 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン で ある ツァ トッ ゥ ッ グ ァ の 無形 の 
落し 子 よ り も 忌まわしい 崇拝 者 が この 星 か ら 
ハイ パー ボリ ア に や っ て 来 た 。 
ー ツ アト ウゥ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 無 形 の 
落し 子 
悦 カ ー タ ー「 シ ャ ッ ガ イ 」: ラヴ クラ フト &E. 
プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」(O) 


ギャ アニ = ニ ヨ スン ( グ ヤ アニ ヨ ト ン ) 
Gyaa-Yothn [guh-YAHL-yoe-thnl 

その 大 き さ 、 残 忍 な 外観 、 そ し て 頭 部 か ら 
生え た 角 以 外 は 人 間 に 類 似 し た 動物 。 ク ン ヤ 
ン の 人 々 は ヨ ス の 洞窟 に 原生 し て いた 四 足 獣 
と 、 征 服 し た 民族 の 生き 残り か ら 彼 ら を 繁殖 
させ た 。 彼ら は 荷 を 運ぶ 使役 獣 と し て 利用 さ 
れ て いる 。 彼ら に は 原始 的 な 知性 が あり 、 主 
人 に と っ て 有用 で ある 。 ヨ ス の 地下 に ある 
ズ ィ ン の 審 に 棲む ガス ト と ギャ アニ テニ ヨ スン が 
何ら か の 形 で 関連 し て いる の で は な いか と 推 
測 す る 者 も いる 。 
ー ガ スト 、 ク ン ヤ ン 、 ズ イィ イン の 審 、 ヨ ス 


悦 ビ ピーター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』! ビ 
ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」(O) 


キャ ステ ー ヌ 、 ヒ ルド レッ ド 

Castaigne, Hildred 

1) 別 現実 に 陥っ た ニュ ー ヨ ー ク 出身 の 人 物 。 
馬上 か ら 転 落し て 頭 部 を 負傷 し た の ち 、 戯 曲 
『 黄 衣 の 王 』 の 影響 下 に 入っ た 。 彼 は 劇 に と 
りつ か れ 、 番 訳し よう と いう まで に な っ た 。 
彼 は 自分 の 兄弟 の 婚約 者 を 殺 そ うと し た の 
ち 、 触 法 精神 障害 者 と し て 精神 病院 に 閉じ 込 
め ら れ 、 そ こ で 死ん だ 。 

つ 黄 衣 の 王 

圏 ウ ィ ン ク ル 「Typo」: チェ ン バ ー ス 「The 
Repairer of Reputations」 (O) 

2) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』 の 作者 。 こ の 個人 に 関 
し て は ほとん ど 何 も 知ら れ て お ら ず 、 戯 曲 を 
書い た あと に 施設 か ら 姿 を 消し た こと だ けが 
知ら れ て いる 。 役 が 前 記 の キャ ステ ー ヌ と 関 
連 が ある か どう か は 確か で は な い 。 

一 黄 衣 の 王 

ホー ナー「The Yellow Play」 : ラヴ 、 ロ ス 、 
ワッ ツ “Tatterdemalion" 





キャ ボッ ト 考 古 学 博物 館 
Cabot Museum of Archaeology 

ボス トン の ビー コン ヒル 地区 に ある 、 芸 術 
に 分 類 さ れ な い 古 代 の 遺物 を 専門 に 研究 する 
機関 。 キ ャ ボッ ト 博 物 館 が 設立 され た 時 期 は 
不明 だ が 、 有 名 な 建築 家 チ ャ ー ル ズ ・ ブ ルフ ィ 
ンチ が 、1819 年 に ミイ ラ 用 の 特別 な 西 棟 の 
設計 に 協力 し た こと が 記録 され て いる 。 

1931 年 まで は 、 博 物 館 は その 収蔵 品 で 学 
者 の 中 で は 有名 で あっ た が 、 一 般 に は わずか 
し か 存在 を 知ら れん て いな か っ た 。 し か し な が 
ら 、 そ の 年 の 春 に 、 訪 れ た 報道 関係 者 が 太平 
洋 の 島 で 見 つけ られ た ミイ ラ に 気づく と すぐ 
に 、 博 物 館 に は 訪問 者 が あふ れる よう に な っ 
た 。12 月 1 日 に 、 ミ イラ を 盗 も うと し た 2 
人 の 侵入 者 が 死ん だ と き 、 事 態 は 急 展開 し た 。 





キシ ュ の 印 へ 強壮 な る 使者 e 89 e 


翌年 に 多く の スタ ッ フ が 謎 の 死 を 遂げ る と 、 
博物 館 は さび れる よう に な り 、1940 年 に は 
閉鎖 され て 収蔵 品 は ミス カト ニッ ク 大 学 が 引 
き 継い だ 。 

ー チ ャ ンド ラプ トウ ゥ ラ 師 、 フ ォ ー ス フラ ム 城 
圏 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ヒー ル 
ド 「 永 効 より 」 





キャ ムサイ ド 
Camside 

セヴァン 渓谷 の セヴァン フォ ー ド と バー ク 
リ イ の 間 に あ る 村 。 バ ー ク リ イ の ヒキ ガエル 、 
バイ アテ ィ ス は 自由 に な る 短い 時 間 、 こ の 町 
の 近く を し ば し ば 午 個 し た 。 こ の 町 の ある 家 
の 地下 に は アイ ホー ト の 迷宮 へ の 入り 口 が あ 
る 。 
ー ア イ ホ ー ト 、 セ ヴァ ン 谷 、 
ブリ チェ エスター 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 城 の 部 屋 」、「 ハ イ ・ ス トリ ー 
ト の 教会 」(O) 








バイ アテ ィ ス 、 





旧 支 配 者 + グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
Great Old Ones 


「 狂 気 の 暗 黒神 」 
The Black God of Madness 

アマ デウス ・ カ ー ソ ン の 小説 。 彼 は 一 時 期 
恋愛 小説 家 で あっ た が 、 セ イレ ム の 魔女 屋敷 
に 住ん だ の ち は 不 気味 な 雰囲気 の も の を 書く 
よう に な っ た 。 本 は どの 出版 社 に も 受け 入れ 
られ ず 、 こ の 分 野 の 権威 に よれ ば 、 そ れ が 矢 
われ て 当然 と 考え られ て いる 。 し か し さま ざ 
まな 個人 的 な 収集 の 中 に 存在 する と 噂 され て 
いる 。 
カー ター「The Winfield Heritance」: カッ 
トナ ー「 セ イレ ム の 恐怖 」: コリ ンズ 「The 
Land of the Reflected Ones」 


強壮 な る 使者 ユニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
Mighty Messenger 


9O 


キラ ン 
Kiran [kirRAN] 

オウ クラ ノ ス 河 沿い に ある 門 玉 の テラ ス の 
都市 。 川 岸 の 近く に イレ クニ ヴァ ド の 王 だ け 
が 入れ る 7 つの 塔 を 持つ 神殿 が ある 。 
ー イ レク テテ ヴァ アド 、 オ ウ ク ラ ノ ス 河 、 ド リー 
ムラ ンド 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





ギル マン 、 ウ ォ ル ター(?ー 1928 年 5 
月 1 日 ) 
Gilman, Walter 

マサ チュ ー セ ッ ツ 、 ハ ー バ ー ヒ ル 出 身 の 数 
学 の 学生 。 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 に 通っ て いた 
ギル マン は 、 そ の 人 生 の 最後 の 数 か 月 を アー 
カム の 「 魔 女 の 家 」 で 過ごし た 。 彼 は 数 学 の 
分 野 で 才能 を 発揮 し た が 、 彼 の 教授 は 彼 の 神 
経 質 な 気質 を 心配 し 、 研 究 を 減ら す よ う 強 制 
し すら し た 。 彼 が 死ん だ 年 の 春 に は 、 ギ ル マ 
ン は ます ます 神経 質 に な り 、 奇 妙 な 夢 を 体験 
し 、 夢 遊 病 の 症状 に 襲わ れ た 。 そ れ ら は メイ ・ 
イブ に 最高 潮 に 達し た 。 皮 肉 な こと に 彼 の 死 
は 、 神 経 の 衰弱 の た めで は な く 、 ば げっ 歯 動物 
の 攻撃 に あっ た よう に 思わ れる 。 そ し て この 
悲 劇 の 裏 に ブラ ウン ・ ジ ェ ン キン の 名 が ささ 
や か れ て いる 。 
ー ア ー カ ム 、 ブ ラウ ン ・ ジ ェ ン キン 、 魔 女 
の 家 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 魔 女 の 家 の 夢 」 


キロ ワン 教授 、 ジ ョ ン (スタ ン リ ー? ) 
Kirowan, (Professor) John (also Stanley ?) 
オカ ルト の 専門 家 。 キ ロワ ン は 高貴 な アイ 
ル ラ ンド の 一 族 の 厄介 者 で 、 地 球 中 に 何 度 も 
旅 を し た 。 彼 は し ば らく ブダ ペスト で 研究 を 
行ない 、 あ る 女性 と 恋 に 落ち た 。 女 性 は 呪い 
の た め に すぐ に 死に 、 キ ロワ ン は この 悲劇 か 
ら 立 ち 直 る こと は な か っ た 。 彼女 を 殺し た 魔 
術 師 へ の 復讐 の 機会 を 求め 、 彼 は オカ ルト の 
伝承 を 学ぶ た め に ジン バブ エ 、 モ ン ゴ ル 、 お 





よび 南 太平 洋 に 旅 し た 。 彼 は それ ら の 地 で 発 
見 し た こと に 衝撃 を 受け 、 そ れ を 実践 する こ 
と を あき ら め て サン フラ ン シ ス コ 近 く の 自 分 
の 家 に 戻っ た 。 彼 は そこ で 教職 に 就 い た 。 
この 期間 、「 ス タン リー・ キ ロワ ン 」 は 「 割 
れ た ひ づ め 」( ク ロー ヴ ン ・ フ ー フ ) と いう 
物議 を か も し た 雑誌 を 編集 し た 。 雑 誌 に は オ 
カル ト に 関す る 記事 、 詩 、 物語 が 掲載 され た 。 
この 人 物 と ジョ ン ・ キ ロワ ン と の 間 に 関連 が 
ある か どう か は 不明 で ある が 、 ジ ョ ン は 元 編 
集 者 クレ メン ス 氏 の 友人 で あっ た 。 
イナ ビ ネ ッ ト "Chronicle of the Black 
Labyrinth': ハワード 「 墓 は いら な い 」、「 夜 
の 未 商 」 (0)、「The Haunter of the Ring」 




















キン グ ス ポ ー ト 
Kingsport 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 の 沿岸 地帯 、 セ イレ ム 
と アー カム の 南 に ある 町 。1639 年 に 、 南 イ 
ギリ ス と 英 仏 海峡 諸島 か ら の 移住 者 が キン グ 
スポ ー ト を 建設 し 、 町 は 急速 に 造船 と 海外 劉 
易 の 中 心地 と な っ た 。1692 年 に は 魔術 が 町 
に 広まり 、4 人 が 魔女 の 容疑 で 絞首刑 に され 
た 。30 年 後 、 教 会 の 下 で 執り 行なわ れ た と 
いう 邪教 の 儀式 の 噂 に 対応 し て 、 会 衆 派 教会 
が 取り 締まり を 受け た 。 そ し て 30 人 以上 が 
拘 留 され た 。 ア メリ カ 独 立 戦争 の 際 に は 、 キ 
ング スポ ー ト の 商船 の 多く が 植民 地 側 に 立 
ち 、 私 兵 船 と し て 戦っ た 。 こ れ に 対し て イ ギ 
リス 艦隊 は 短い 間 町 を 封鎖 し て いる 。19 世 
紀 に は 、 キ ング スポ ー ト の 海洋 貿易 は 廃れ 、 
漁業 が 港 の 主要 産業 に な っ た 。 こ の と きか ら 
キン グ ス ポ ー ト の 経済 は 、20 世紀 の 初頭 ま 
で 着実 に 寂れ て ゆく 。 

現在 キン グ ス ポ ー ト は 、 観 光 が 主 な 財源 で 
ある 小さ な 海岸 の 町 で ある 。 キ ング スポ ー ト 
に は 大 勢 の 芸術 家 た ち が 住 み 、 ま た ヨッ ト と 
風景 は 観光 和 客 に 人 気 で ある 。 特 に 興味 深い 場 
所 を 一 つ 挙 げ る と すれ ば 、 そ れ は 周辺 で 最も 
高い 崖 の 上 に 建つ 、 霧 の 高み の 不思議 な 家 で 


ある 。 

ー ア ー カ ム 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 エ ルト 
ン ( バ ザ ル ) 、『 死 者 崇拝 』、 ト ウー ルス チャ 、 
『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 マ ー チ ン 海 岸 、 
ミス カト ニッ ク 河 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 恐 ろ し い 老 人 」、「 霧 の 高み 
の 不思議 な 家 」、「 魔 介 」(0O) ロス"HP 
Lovecraft's Kingsport* 


金星 
Venus 

「 金 星 の 君 主 た ち 」 に つい て 言及 し た 物語 
が いく つか ある 。 ま た 、 へ ヘビ 人 間 が ここ で 誕 
生 し た か も し れ な いと 言う 者 も ちい る (ほとん 
どの 資料 で は 、 へ ビ 人 間 が 地球 由来 の 存在 だ 
と する の だ が )。 
ー『 ド ジア ン の 書 』、 ヘ ビ 人 間 


銀 の 鍵 
Silver Key 

長 さ 5 イン チ で 変色 し た 銀色 の 鍵 。 判読 
不可 能 な 象形 文字 が 彫 ら れ て いる 。 銀 の 鍵 は 
は る か 昔 に ハイ パー ボリ ア の 大 陸 で 鍛造 され 
た と 信じ られ て いる 。 伝説 に よれ ば 減 び た 都 
市 アイ レム と 関連 が ある と いう 、 ア カム ー ト 
に あっ た ハサン 派 の 砦 に 住ん で いた 「 鍵 の 守 
護 者 」 が 最初 の 所 有 者 で あっ た と 記録 され て 
いる 。 十字 軍兵 士 で や っ た ジェ フリ ー・ カ ー 
ター は 、 自 分 の 衛兵 を 殺し 、 鍵 を 盗ん だ 。 そ 
し て 彼 の 家系 が それ を 伝え た 。 家 族 が 鍵 に 関 
し て どれ ほど 知っ て いた か は 不明 だ が 、 マ サ 
チュ ー セ ッ ツ 州 セ イレ ム で 有名 な 魔術 師 で 
あっ た エド マン ド ・ カ ー タ ー は 、 そ れ を 利用 
し て 大 き な 成 果 を 得 た 。 神 秘 主 義 で ある ラン 
ドル フ ・ カ ー タ ー が それ を 再発 見 する まで 、 
鍵 は カー ター 家 に あっ た 。 ラ ンド ルフ が 
1928 年 に 失 足 し た と き 、 鍵 も 持ち 去っ た と 
信じ られ て いる 。 

鍵 を 夕日 に 向け て 持ち 、 9 回 回 し な が ら あ 
る 言葉 を 唱え る と 、 こ の 装具 は 使用 し た 者 の 
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体 を どの 時 代 に で も 移動 きせ る こと が で き 
る 。 所 有 者 に 資格 が あれ ば 、 ウ ムル ・ ア ト テ 
タウ ィ ル が 守護 する 完 極 の 門 の 鍵 を 開け る こ 
と も で きる か も し れ な い 。 ま た 、 ハ イ パ ー ボ 
リア で 創造 され た 魔力 を 使え ば 、 鍵 の 力 を 
ずっ と 増大 させ る こと が で きる 。 

ー ア イレ ム 、 ウ ムル ・ ア ト テ タウ ィ イル 、 カ ー 
ター (ラン ドル フ ) 、 ハ イ パ ー ボ リア 

憎 E. プラ イス 「 幻 影 の 王 」, ラヴ クラ フト 「 銀 
の 鍵 」(0) : ラヴ クラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 
鍵 の 門 を 越え て 」 





銀 の 黄 皆 一 銀 の 黄 皆 教団 の マス ター た ち 
Silver Twilight 


銀 の 黄 皆 教団 の マス ター た ち 
Masters of the Silver Twilight 

1657 年 に 設立 され た 組織 。 そ の 第 一 の 目 
的 は 海 か ら ル ルイ エ の 死 の 都市 を 浮上 させ 、 
墓地 か ら ク トゥ ルフ を 復活 させ る こと で あ 
り 、 そ うす れ ば クト ゥ ルフ は 人 類 す べ て を む 
さぼ り 喰 い 、 虐 殺す る だ ろう 。 こ の 組織 と 友 
愛 団体 「 銀 の 黄 縛 錬 金 術 会 」 と の 関連 は 、 今 
まで 立証 され た こと は な い 。 
ー ク トウ ルフ 、 ス タン フォ ー ド (カー ル ) 、 
ルル イエ 
圏 ク レグ "キャ ニッ チ の 魔女 団 ' : ハッ チン ソ 
ン “ 銀 の 黄 比 錬金術 会 " 

















キン メリ ア 
Cimmeria [kim-MARLrah] 

アト ラン ティ ス 人 の 子孫 が 彼ら の 大 陸 が 破 
壊さ れ た の ち に 逃れ ん た 、 ハ イボ リア 北西 部 の 
地名 。 住 民 は の ち に 、 ア イル ラン ド お よび ス 
コッ トラ ンド の ゲー ル 人 と な っ た 。 有 名 な 戦 
士 で や る コナ ン の 出身 も この 国 で ある 。 現 在 
ハイ ボリ ア の 大 部 分 は 海 に 沈ん で お り 、 イ ギ 
リス 北東 部 と スカ ンジ ナビ ア 南 部 の み が 残 っ 
て いる 。 

[キン メリ ア 人 と 呼ば れる 集団 は アナ トリ ア 
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に 住ん で いて 、 紀 元 前 500 年 ご どろ に 減 び た 。 
ハワード が 彼ら の 名 前 を 借り て 、 自 分 の 小説 
に 取り 入れ た と いう こと も 考え られ る ] 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺言 』、 
クロ ムー ニヤ 、 コ ナン 、 ハ イボ リア 時 代 、 ル = 
イブ 

悦 ハ ワー ド 「 ハ イボ リア 時 代 」、「 不 死 鳥 の 剣 」 
(O) : ラム レイ 『Beneath the Moors』 














ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス ( 塵 を 踏む も の ) 
Quachil Uttaus (also the Treader of the 
Dust) [KWAHLchil oo-TAUS] 

通常 、 手 足 が 硬 直し て 動か せな く な っ た 、 
し な び た 4 フィー ト ほ どの 人 間 の ミイ ラ の 
よう な 姿 で 現れ る グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
(?)。「 塵 を 踏 せ も の 」 は 、 時 間 の 経過 に 何 
ら か の 影響 を 及ぼ すこ と が で き 、 彼 の 出現 の 
先 触れ と し て 現地 の 時 間 に 異変 が 起こ る 。 あ 
る 限ら れ た 範囲 の 中 の あら ゆる も の が 加速 さ 
れ た 速度 で 年 を と っ て ゆく 。 こ の 空間 の 中 が 
「 何 年 も 」 過 ぎ た あ と に 、 ク ァ チ ル ・ ウ タウ 
ス が 、 上 灰色 の 光線 に 乗っ て 空 か ら 降 り て くる 。 
ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス が 触れ た 者 は すべ て 、 即 
座 に 塵 に 変わ る 。 ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス は 人 の 
残骸 の 上 に 降り る こと も あり 、 塵 の 上 に 2 
つの 小さ な 足跡 を 残す 。 ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス 


の 称号 は この 習性 か ら 付け られ た 。 

ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス は 『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺 
言 』 以 外 の どの 本 に も 言及 され て お ら ず 、 同 
書 が 召喚 の 式 文 が 記載 され て いる 唯一 の 情報 
源 で ある 。 ま た 、 同 書 に は 魔術 師 が 塵 を 踏む 
も の と 共に 「 エ クス クロ ピオ ス ・ ク ァ チ ル ・ 
ウタ ウス 」 と いう 言葉 を 口 に する と いう 方 法 
で 協定 を 結ぶ こと が で きる と 記載 され て い 
る 。 ク ァ チ ル が 出現 する と 、 召 喚 者 を 不死 に 
する 引き 換え に 、 そ の 背骨 を ね じ 曲 げ る 。「 禁 
じ ら れ た 言葉 」 が 再び 交渉 人 の 近く で 口 に 出 
され る と 、 ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス は 自分 の 元 従 
者 を 滅ぼし に 来る 。 

ク ァ チ ル ・ ウ タウ ス と 外観 と 性 格 が よく 似 
た 存在 が 、 エ ジ プ ト で 、 カ テレ ト ( 塵 の 守護 
者 ) と 呼ば れ て 崇拝 され て いた 。 

ー『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺言 』 グレ ー ト ・ オ ー 
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ルド ・ ワ ン 

憶 C.A_ スミ ス 「The Treader of the Dust」 (O) : 
ハー バー“ 殺 人 人 リスト ": ブレ ナン 「The 
Keeper of the Dust」 


クア ミス ーー ミス クア マカ ス 
Quamis [KWAHLmis] 


クイ ー 
Quy [KWEEI 

か つて この 世界 に 存在 し た 、 失 われ た 大 陸 。 
現在 は 、 次 元 と 次 元 の 間 に あ る 。 大 陸 は 地球 
の 最初 の 住民 で あっ た 奇怪 な 存在 が 生ま れ た 
場所 で 、 ク ヤー ゲン と 呼ば れる グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン に 支配 され て いる 。 
略 バ ー グ ルン ド & バ ー ナ ム 「The Thing in the 
Library」: バー ナム 「The Worm」(O)、「The 
Seven Cities of Gold」 


空 史 ( デ ィ メ ンジ ョ ナル ・ シ ャ ン ブ ラ ー) 
Dimensional Shamhlers 

し わく ちゃ の 皮 と 巨大 な か ぎ 爪 が 特徴 の 二 
足 歩行 生物 。 空 転 は ヨ グ = テ ソ トー ス が 棲む の 
と 同じ 別 の 次 元 に 生き て いる 。 魔術 師 は 、 純 
粋 金属 の 短剣 を 必要 と する 儀式 で 地球 に 彼ら 
を し ば し ば 召喚 する が 、 空 時 は 私 た ちの 次 元 
に 時 折 自 然 に 現れ る 。 空 鬼 が 人 間 に 遭 遇 する 
と 、 役 ら は 、 通 常 、 犠 牲 者 を つか み 、 自 分 の 
次 元 に 連れ 去る 。 こ の 種 と の 重要 な 接触 は 起 
き て いな い 。 
ー ヨ グ ニ = ニ ソ トー ス 
圏 ビ ピー ター セン ウィ リス ほか “クトゥルフ 
神話 TRPGC": ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 
図説 ) ヒー ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」(O) 





クー ム ヤ ー ガ 
Quumyagga [koomYAH-gah] 

シャ ンタ ク 鳥 の 親 で 、 ゴ ル = テ ゴロ ス の 従者 
の 中 で 最も 偉大 な 存在 。 一 時 期 、 こ の クリ ー 
チャ ー は ヴー アミ タ ド レス 山 の 地下 に 棲ん で 


いた 。 イ ン ガ ノ ク の 巨大 な 宮殿 の 最 奥 の ドー 
ム に 棲ん で いた の は この クー ム ヤ ー ガ か も し 
れず 、 そ の 建物 を あま り 長 く 見 つめ た 者 は 悪 
夢 に 苦し む 。 

ー イ ン ガ ノ ク 、 ゴ ル テ ゴ ロス 、 シ ャ ンタ ク 
島 

カー ター「The Fishers from Outside」(O) : 
カー ター& C.A スミ ス 「The Descent into the 
Abyss」 


グ オ ー リ ッ ク の 領域 
Ghooric Zone [goe-OR. 閉 ] 

ユ ゴ ス の 月 の 一 つ ソ グ に ある 洞窟 。 そ こ で 
は 奇妙 な 光 が 輝 き 、 菌 類 が は び こ り 、 シ ョ ゴ 
ス が 汚れ た 湖 を 泳ぐ 。 

ー ソ グ と ソ ク 、 ユ ゴス 

カボ ス 「The Color from Beyond」: ラヴ ク 
ラフ ト 「 離 魂 」(O) : ルポ フ 「Discovery of the 
Ghooric Zone」 


クシ ナイ アン ー ク ン ヤ ン 


Xinaian 


グスト ー、 セ ルレ ッ ド (?ー 1972 年 ) 
Gustau, Thelred 

優秀 な 科学 者 で あっ た が 、『 古 代 ル ー ン の 
伝説 』 の 推測 的 な 翻訳 の た め に 、 学 会 で の 彼 
の 立場 は 失わ れ た 。『 古 代 ル ー ン の 伝説 』 の 
研究 の 9 年 後に 起き た 、 ウ リッ ジ に あっ た 
彼 の 家 の 爆 発 の の ち 、 グ スト ー は 次 を 消し た 。 
ー『 古 代 ル ー ン の 伝説 』 
ラム レイ 「The House of Cthulhu」 (O)、 
「Imtroduction」 (『The House of Cthulhu』) 


『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 」 ([ 水 神 ク 
タ ア ト J」) 
The Cthaat Aquadingen [kah-THAT AH- 
kwa-din ] 

中 世 初 期 の 未知 の 作者 ( つ 『 ダ ゴネ ン シ ス 
写本 』 参照 ) に よる クト ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 。 
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「 ク ター ト 」 と いう 言葉 の 起源 は 不明 だ が 、「 ア 
クア ディ ン ゲ ン 」 は 、「 水 域 の も の 」 を 意味 
する ドイ ツ 語 と ラテ ン 語 の 混合 物 で ある 。 本 
の 歴史 は 大 き な 論 争 を 巻き 起こ す よ うな 問題 
で ある 。 あ る 者 は 『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン 
ゲン 』 が 、400 年 ご ろ 北 ヨー ロッ パ で 収集 さ 
れ た 禁制 の 伝承 を 集め た 同様 な 書 の 一 つ に す 
ぎ な いと いう 。 と いう の も 写本 は ほか の 本 と 
非常 に 類似 し て いる の だ (この 件 の 詳し い 情 
報 に つい て は 、『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』 を 参照 )。 
また 一 部 で は この 本 が 、 も と も と ゴシック 体 
で 書か ん て いた と 言う し 、 ほ か の 者 は 、 第 一 
刷 が ゴシック 体 と ルル イエ 文字 の 混合 物 で 
あっ た と 主張 する 。 こ の 本 の 、 よ り 最 近 の も 
の は 英語 で あり 、 ヒ ン デ ィ ー 語 の 本 も 少な く 
と も 1 冊 は 現れ て いる 。 

『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 は 推定 で 
5 部 の み が 存 在 し て いる 。 タ イタ ス ・ ク ロウ 
の 蔵書 に は 人 間 の 皮膚 で 製本 され た 1 冊 が 
保管 され て いる と 噂 され る が 、 ク ロウ が それ 
を 所 有 し て いた と し て も 、 ク ロウ の 家 が 
1969 年 に オカ ルト 的 な 力 に よっ て 粉砕 され 
た と き に 、 お そら く 破 壊さ れん た で あろ う 。 大 
英博 物 館 は この 作品 を 保管 し て いな いと 繰り 
返し 否定 し て きた が 、1 冊 が 閲覧 制限 蔵書 の 
中 に ある と も いわ れる 。 ま た 、 イ ギリ ス の オー 
ク デ ィ ー ン 療養 所 に は 1 冊 の 写本 と 、 部 分 
的 な 翻訳 が 保管 され て お り 、 ま た 、 ド リー ム 
ラン ド の 大 図書 館 も 、 こ の 本 を 所 有 し て いる 。 

『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 に は イブ 
テツ トゥ ル 、 そ し て ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 「 小 
さき 遺 う も の 」 の 化身 に 関す る 情報 が 含ま れ 
て いる 。 ま た 、 あ る ツァ トゥ グ ァ の 儀式 、 第 
六 サ スラ ッ タ 、 そ し て バグ = テ シ ャ ー ス を 退散 
させ る 呪文 、 ナ アク テテ ィ ト の 障壁 の 情報 も 
含ま れ て いる 。 も っ と も 『 ク ター ト ・ ア クア 
ディ ン ゲ ン 』 は 、 題 名 が 表す よう に 、 主 に 水 
の 精霊 を 扱う 神話 、 お よび それ ら の 祈 裕 に 使 
用 され る さま ざま な 呪文 に 焦点 を 合わ せ て い 
る 。 


ー イ ブ = テ ツ ト ウ ゥ ウル 、 オ ー ク ディ ー ン 療養 所 、 
クロ ウ (タイ タス )、 サ スラ ッ タ 、 ザ ・ ブ ラッ 
ク 、『 ス ピタ ルス キ 写 本 』、 第 太 サ スラ ッ タ 、『 ダ 
ゴネ ン シ ス 写本 』、『 注 釈 ・ ク ター ト ・ ア クア 
ディ ン ゲ ン 』、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ナ アク ニテ ティ 
ト の 障壁 、『 ナ イハ ー ゴ の 葬送 歌 』、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ (小さ き 革 う も の ) 、 バ グ テ シ ャ ー ス 、 
フィ ー リ ー (ジョ アキ ム )、 ホ イニ テディ ー ン 
の 詠唱 、『 マ レフ ィ キ ウム 写本 』 

悦 デ ィ テ ィ リ オ & ウ ィ リ ス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 仮面 ': ハー バー "クト ゥ ルフ 神話 TRPG キー 
パー コン パニ オン "、“Ulthar and Beyond' : ラ 
ムレ イ 「 縛 り 首 の 木 」、「 深 海 の 罠 」(0)、『 地 を 
容 つ 魔 』、「The Horror at Oakdeene」、「The 
House of the Temple」、「The Kiss of Bugg- 
Shash」、「The Return of the Deep Ones」 












































グ タ ンタ ー ガ タ ノ ソ ア 
Gtantha 


口 に する の も は ば か られ る 大 司祭 (| 旧 き 
八 イ エロ ファ ント 、 レ ン の チョ ー ニ 
チョ ー 人 ラマ ) 
High Priest not to be Described (also Elder 
Hierophant, Tcho-Tcho Lama of Leng) 

レン 高原 の 修道 院 に 人 で 住む 存在 で 、 絹 
で 作っ た 黄色 い ロ ー ブ と 仮面 を 着け て いる 。 
レン の 男 が 仕え て お り 、 男 に は フル ー ト を 吹 
く こ と に よっ て 意思 を 伝え る 。 こ の 存在 が 
ムー ンー デニ ビ ー ス ト あ る い は ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
自身 か も し れ な いと 言う 者 も ちい る が 、 彼 と 密 
に 接触 し た 人 物 た ち は こ れ に 異 を 唱え る 。 彼 
ら に よれ ば 彼 は 人 間 で 、 ト ゥ ルク も し く は 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 精神 的 化身 を 内 包 し て お 
り 、 そ れ が 周期 的 に 入れ 替わる の だ と いう 。 
ケネス ・ グ ラン ト は 自分 の オー ルド ・ ワ ン ・ 
ラム と この 大 司祭 を 同一 視 し て いた 。 
[ロバ ー ト W. チェ ン バ ー ス の 作品 集 『 黄 衣 
の 王 』 を 読む 前 に 、 ラ ヴ ク ラ フト は この キャ 
ラク ター を 創作 し た 。] 


ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (黄色 い 仮 面 の も の ) 、 
ムー ン テ ビ ー ス ト 、 レ ン 

カー ター 「The Book of the Gates」 カーター 
&R プラ イス 「The Strange Doom of Enos 
Harker」: ラヴ クラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、 
「 古 燈台 」、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」、 
『Lovecraft Selected Letters V』 


クティ ラ 
Cthylla [kuh-THIL-ah] 

クト ゥ ルフ の 娘 、 ゾ ス 暗 黒星 の クリ ー 
チャ ー、 イ ダテ ヤー に よっ て 育て られ た 。 彼 
女 は クト ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 の 中 で めった に 
暗示 され な い 。 と いう の も 彼女 の 摂理 は 、 魔 
道 書 の 作者 た ち で さえ 語る の が 恐ろし か っ た 
の で ある 。 た と え ク トゥ ルフ が 滅ぼさ れ た と 
し て も 、 そ の 精神 は 体 を 離れ 、 ク ティ ラ の 子 
宮 で 生ま れ 変 わる 。 し た が っ て 、 ク トゥ ルフ 
が 完全 に 打ち 倒さ れ た と し て も 、 再 び こ の 世 
界 に 戻っ て くる だ ろう 。 
ー イ ダテ ヤー、 ク トウ ルフ 、 ソ ス (Xoth) 
ラム レイ 『The Transition of Titus Crow」 





クティ ン ガ 
Ktynga 

現在 アー クツ ルス 星 の 近 くに あり 、 今 か ら 
約 4 世紀 後に われ われ の 世界 に 到達 する 彗 
星 。 こ の 天体 に は 、 い くつ か の 独特 の 特色 が 
ある 。 恒 星 の 周囲 の 安定 し た 軌道 で は な く 、 
恒星 系 の 間 を 動き 、 軌 道 は 不可 解 に 変更 され 、 
時 に は 光 よ り 速 く 動 く こ と が ある 。 

より 近く で 観測 する と 、 こ の 彗星 の 色 は 奇 
妙 な や や 赤み が か っ た 青 に 見 え 、 そ の 表面 温 
度 は 非常 に 高い と 思わ れる 。 ク ティ ン ガ に は 、 
火 の 生 き 物 で ある フサ ッ グ ァ と 手下 の 炎 の 精 
が 棲む 巨大 な 建物 が ある 。 炎 の 精 は 彗星 を 誘 
導 し て 星 間 を 移動 する た め に 利用 する 。 
ー 火 の 精 、 フ サッ グ ア 
カー ター 「Zoth-Ommog」: ワン ドレ イ 「The 
Fire-Vampires」 
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クト ゥ ー ル ーー クト ウゥ ウルフ 

Kutulu 

[Kutulu は 「 ク ッ タ の 男 」 の 意味 で は な く 、 
実際 に は シュ メー ル 語 で は まっ た く 意 味 を な 
さ な い 。] 


クト ゥ グ ア 
Cthugha [kuh-THOOG-hahl] 

巨大 な 空中 に 浮か ぶ 炎 と し て 現れ る グレ ー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 ク トゥ グ ァ は 地球 に 最 
初 に 来 た を グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある 。 
その 時 まだ 地球 は 溶融 状態 で あっ た 。 地 球 が 
冷え て くる と 、 旧 き 神 に 追放 され る まで 、 ク 
トゥ グ ァ と その 子供 は 地球 の 地下 に 潜っ て い 
た 。 ク トッ ゥ ッ グ ァ は 現在 フォ ー マ ル ハウ ト 近 く 
の コル ヴァ ズ と 呼ば れる 小さ い 恒 星 の 中 に 棲 
ん で いる 。 そ の 棲み か へ の 唯一 進入 可能 な 門 
が 別世界 の 火山 の 中 に ある 宮殿 に 存在 する か 
も し れ な い 。 

クト ゥ グ ァ は 炎 の 精霊 と し て 分 類 さ れ て い 
る が 、 ク トッ ゥ ッ グ ァ の 場合 、 そ れ は 適切 な 分 類 
で ある 。 あ る も の は 、 ク トゥ グ ァ が グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン と 旧 き 神 の 間 の 戦争 に 参加 し 
た と 言う 。 ク トゥ ッ グ ァ は 、 戦 争 の 間 に 、 放 射 
能 (? ) を 浴び て 、 永 久 の 狂気 に 陥っ た 。 ま 
た 、 あ る 種 の 敵意 が 、 ク トゥ グ ァ と ニャ ル ラ 
ト テ ッ プ の 間 に は 存在 し て いる 。 

ステ ィ ギ ア の 神官 は クト ゥ グ ァ を 崇 拝 し 、 
の ち に この 崇拝 は カル タゴ 人 の 神 で ある メル 
カル ト と モロ ク へ の 信仰 と 絡み 合う よう に 
な っ た 。 ク トゥ ッ グ ァ を 奉じ る 最も 有名 な カル 
ト は ネス ター・ モ ベ ダ ン ・ モ ベ ド と いう 6 
世紀 の ゾロ アス ター 教 の 予言 者 の カル ト で あ 
る 。 通常 、 ク トゥ グ ァ は 、「 炎 の 精 」 と 「 ジ 
ン ニ 」 と 呼ば れる 存在 の み を 従え て いる 。 和 炎 
の 精 と ジン ニ は 同じ も の か も し れ な いし 、 そ 
う で な いか も し れ な い 。 

クト ゥ グ ァ を 召喚 し た い 者 は 、 フ ォ ー マ ル 
ハウ ト が 地平 線上 に ある と き に 、 以 下の句 を 
3 回 詠唱 し な けれ ば な ら な い : 
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フン グル イ ム グ ル ウナ フ クト ッ ゥ ッ グ アァ 
ホ マ ル ハ ウト ウ ガ ア ニー ニク グ アア ナ フ ル タ 
ダン 1 イア ! グ ド トッ グズ プ 1 


ある 情報 に よれ ば 、 い つも そう で ある と い 
うわ け で は な い が 、 ク トッ ゥ グ ァ を 呼ぶ 者 は 近 
くに 火 を 燃やし て お か な けれ ば な ら な いと も 
いう 。 ク トッ ゥ グ ァ を 召喚 する 人 は 、 用 心 深く 
な けれ ば な ら な い 。 彼 の 従者 の 一 体 を 呼び 出 
し た こと で 1666 年 の ロン ドン 大 火 を 引き 起 
こし た と 信じ られ て お り 、 グ レー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン を 退散 させ る こと が で き な い も の は 、 
いつ の ま に か 喜ば し か ら め ぬ 驚 き に 見 舞 わ れ 
る 。 

ー ア フー ム ・ ザ ー、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 ス ティ ギア 、 精 霊 説 、 ネ スス ター・ モ ベ 
ダン ・ モ ベ ド 、 火 の 精 、 フ サッ グ ア 、 旧 き 神 、 
ヤマ ン ソ 、『 ゼ ゲ ム ブリ 写本 』 

グラ ス ビ ー「The Black Mirror」、「The 

Nameless Tower」 ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ 
ラン の 手記 」 (0O)、「 痢 に 棲み つく も の 」 : ティ 
アニ ー 「The Pillars of Melkarth」 : ピー ター セ 
ン & ウ ィ リ ス ほ か “クトゥルフ 神話 TRPG" : A 
ビシ ョ ッ プ "This Fire Shall Kil': ラム レイ 
『Elysia』: ウォ ー ド & クー ン ツ "Deides and 
Demigods Cyclopedia" 


クト ゥ グ ァ の 炎 の クリ ー チ ャ ー 一 炎 の 精 
Flame Creatures of Cthugha 


クト ゥ ル ヒ ー ク トウ ルフ の 星 の 落 し 子 
Cthulhi 


クト ゥ ルフ (クトゥルー、 ク トル ッ ト 、 
トゥ ー ト ゥ ー、 トゥー ルー) 

Cthulhu (also Kutulu or Kthulhutor Thu Thu or Tulu) 

[kuh-THOO-loo (ケイ オシ アム )  KLOO_oo 

(HPL 研究 者 ) , KUUHLluh (HPL に よる 提唱 )] 
巨大 な コウ モリ の よう な 翼 と 、 か ぎ 爪 、 そ 

し て タコ の 頭 を 持つ 二 足 歩行 の 生物 と 描写 さ 


れる グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 。 
クト ッ ゥ ルフ は 太 
平 洋 の 海底 で 死 
の よう な 藤 睡 状 
態 で 眠る が 、 あ 
る 日 目 を 覚まし 
世界 を 支配 する 。 

クト ゥ ルフ の 
起源 の 記録 は 断片 的 で ある が 、 彼 は 第 23 星 
雲 の ヴ ー ル の 世界 に 由来 する よう に 思え る 。 
クト ゥ ルフ は の ち に ゾ ス (Xoth) の 緑 の 二 
重 星 に 移動 し た 。 そ こ で クト ゥ ルフ は イダ = テ 
ヤー と いう クリ ー チ ャ ー と 交わ り 、 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の ガタ ノ ソ ア 、 ユ ト グ タ 、 お 
よび ゾ ス テオ ム モ グ を 生み 出し た 。 こ の 世界 
か ら 、 ク トゥ ルフ 、 そ の 子供 、 お よび 星 の 落 
し 子 と し て 知ら れる 種族 が 土星 に 飛び 、 そ こ 
か ら 地 球 に 降り た 。 

クト ゥ ルフ と 彼 の 随員 は 、 地 球 に 到着 し て 
すぐ に 太平 洋 の 大 陸 を 棲み か と し 、 そ こ に ル 
ルイ エ の 偉大 な 石造 都市 を 建て た 。 当 初 、 ク 
トゥ ルフ の 沙 し 子 は 古 の も の の 抵抗 に 唱 遇 し 
た 。 古 の も の は クト ゥ ルフ が 来る 前 に 、 何 
百 万 年 間 も 地 球 に 棲ん で いた の で ある 。 ク 
トゥ ルフ の 沙 し 子 が 地上 の 古 の も の の 都市 す 
べ て を 破壊 する 戦争 の の ち 、 二 つの 種 は 平和 
を 宣言 し 、 お 互い を 妨害 し な いこ と に 同意 し 
7 

この 協定 の の ち 、 ク トゥ ルフ は この 世界 で 
長い 間 自 由 に 振る 舞っ て いた が 、 す ぐに 深い 
眠り の 期間 が 訪れ た 。 こ の 数 百 万 年 も の 間 、 
人 類 は ゆっ くり 進化 し て いっ た 。 ク トゥ ルフ 
は これ ら の 新しい 存在 と 、 彼 ら の 夢 の 中 で 会 
話 を し た 。 そ し て 、 ク トゥ ルフ が 星々 か ら 運 
ん で きた 自分 の 姿 を 写し た 像 の 場所 を 彼ら に 
伝え 、 ル ルイ エ の 支配 者 に 対し て ふさ わし い 
崇拝 の 仕方 を 彼ら に 教え た 。 こ の よう に し て 、 
クト ゥ ルフ の カル ト は 始ま っ た 。 

ある 日 、 災 厄 が 暗黒 の ルル イエ を 襲っ た 。 
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それ は 、 未 知 の 神格 の 復讐 、 星 々 の 変動 、 あ 
る い は 地球 か ら 月 が 引き 離さ れ た こと な どか 
も し れ な い (クト ゥ ルフ の 追随 者 が これ に 関 
与 し た か も し れ な いこ と を 示唆 する 証拠 も あ 
る )。 ま た 、 こ の 大 変動 が 起こ っ た 時 期 も は っ 
きり し な い 。 カ ルト の 教義 に よる と 、 こ れ は 
クト ゥ ルフ の 最初 の カル ト の 設立 の あと に 起 
こっ た と いう が 、 そ れ が 人 類 の 隆盛 の は る か 
前 に 起こ っ た と 示唆 する も の も ある 。 原因 や 
時 期 が どう で あれ 、 ル ルイ エ の 都市 は 太平 洋 
の 海底 に 沈み 、 ク トゥ ルフ と その 落し 子 は す 
べ て そこ に 捕らわれ た 。 そ し て 時 々 夢 を も た 
ら す 以外 は 、 水 は テレ パシ ー 信 号 の 大 部 分 を 
妨げ 、 崇 拝 者 と の すべ て の 接触 を 断ち 切っ た 。 
クト ゥ ルフ は 、 星 辰 が 正しく な る 刻 を 待つ だ 
け の 、 無 力 な 状態 に ちる が 、 刻 が 来れ ば と ら 
われ の 場所 か ら 解 放さ れる で あろ う 。 

それ 以来 、 ク トゥ ルフ の 墓 は 時 々 水上 に 現 
れ 、 短 い 時 間 ク トゥ ルフ は 自由 に な る 。 こ れ 
は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン に と っ て ほん の 
短い 執行 氏 予 に すぎ ず 、 ル ルイ エ は 数 日 ある 
い は 一 週間 後に 再び 海中 に 沈む 。 し か し な が 
ら 、 暗 黒 の 都市 が 海 庶 に 戻ら な い 日 が いつ か 
来る 。 ク トゥ ルフ は 世界 中 を 食らい 、 条 博 し 、 
新しい 時 代 を も た ら す 。 

クト ゥ ルフ の カル ト は か な り の 重 囲 に 広 
が っ て いる 。 ク トッ ゥ ルフ 崇拝 の 痕跡 は ハイ チ 、 
ルイ ジア ナ 、 南 太平 洋 、 メ キシ コ 、 ア ラビ ア 、 
ジ シベリア 、 クン ヤン 、 お よび グリ ー ン ラテ ランド 
で みる こと が で きる 。 カ ルト を 率い る 不死 の 
神官 は 、 中 国 の どこ か の 山脈 に 住ん で いる と 
され る が 、 カ ルト の 本 当 の 中 心 は 、 ア ラビ ア 
の アイ レム 近く に ある か 、 あ る い は か つて は 
あっ た 。 エ イン ジェ ル 教 授 と 彼 の 後継 者 の 先 
駆 的 業績 は 、 こ の 秘密 組織 に 関す る 多く の 情 
報 を われ われ に 教え て くれ る 。 

この カル ト の ほとん どの 部 分 は 秘密 の まま 
で あっ た が 、 ハ ワイ 島民 は カナ テロ ア と いう 
地下 世界 に と ら え られ た 了 邪悪 な イカ 神 の 伝説 
を いま だ に 語り 継い で いる 。 ク トッ ゥ ルフ 県 振 


の 儀式 は 海洋 や 大 き な 潮 沼 近く で し ば し ば 行 
な われ 、 ハ ロウ ィ ー ン は クト ゥ ルフ の 重要 な 
聖 日 の 一 つ で ある と 考え られ て いる 。 噂 に よ 
る と 、 ク トッ ゥ ルフ 自身 は 単に ヨ グ テニ ソト ー ス 
の 大 神官 で ある と いう 。 ク トゥ ルフ と その 「 異 
( 父 ) 兄弟 」 で ある 名 状 し が た いも の ハス 
ター と の 間 に は 、 何 ら か の 敵意 が 存在 し て い 
る 。 し か し 、 ク トゥ ルフ と ハス ター の 正確 な 
関係 や 、 彼 ら の 間 の 闘争 が な ぜ 起 こっ た か を 
知る 者 は 誰 も いな い 。 

クト ゥ ルフ と その 性質 に 関す る 多く の 誤っ 
た 考え が 広がっ て いる 。 あ る 文章 で は 、 海 洋 
が クト ゥ ルフ の テレ パシ ー 信 号 を 人 類 に 送る 
の を 妨げ る に も か か わら ず 、 ク トッ ゥ ルフ を 水 
の 精霊 と 呼ん で いる 。『 サ セッ クス 草稿 』 は 
クト ゥ ルフ を ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 顕現 で ある 
と 述べ て いる が 、 ほ か の どん な 資料 も この よ 
うな 解釈 を 行なっ て いな い 。 フ ラン シス ・ レ ー 
ニー は 、 ケ チュ ア 族 の 軍神 ウィ ツィ ロ ポ チト 
リ と クト ゥ ルフ を 結び つけ る こと を 試み た 。 
し か し な が ら 、 こ れ は ひど い 和 失敗 だ っ た 。 ウ ィ 
ツィ ロボ ポチ トリ は アス テカ の 神 だ し 、 ク トゥ 
ルフ と の 類似 を まっ た く 持 っ て いな い 。 ま た 
クト ッ ゥ ルフ と 、 大 陸 の 破壊 か ら 逃 れ て 南米 に 
移り 住ん だ ムー の 大 神官 、 ス ー チ ス の クソ 
ロー と の 間 の 類似 を 指摘 する 者 ちい る 。 し か 
し これ ら の 仮説 を 受け 入れ る 者 は ほとん どい 
な い 。 
ー ア イレ ム 、 あの 世 か ら の 漁夫 、『 ア ル ソ フ ォ 
カス の 暗黒 の 大 巻 』 イ アン 、 イ ダニ ヤー、 
古 の も の 、『 ヴ ィ ク トリ ア 時 代 の クト ウル フ 』、 
ヴー ル 、 エ イン ジェ ル (ジョ ー ジ )、 オ トゥ ー 
ム 、 カ スト ロ 、 ガ タ ノ ソ ア 、 銀 の 黄 皆 教 団 の 
マス ター た ち 、 ク ティ ラ 、 ク トウ ルフ の 星 の 
落し 子 、『 狂 える 修道 士 ク リタ ナス の 層 悔 』、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ク ン ヤ ン 、『 古 
代 ル ー ン の 伝説 』、 コ ラジ ン 、 サーストン ( フ 
ラン シス )、 サ ニ ド 、 シ ョ ゴス 、 ズ トゥ ル タ ン 、 
精霊 論 、 ゾ ス (Xoth)、 ゾ スニ オム モグ 、 タ 
イサ テル イエ ー、 ダ ゴン 秘密 教団 、 ナ グ お よ 
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び イ エ ブ 、『 ネ クロ ノミ コン に お ける クト ウゥ 
ルフ 』、『 ネ ッ シ ー に つい て の 一 考察 』、 ハ ス 
ター、 ビー モ ス 、 深き も の 、『 淵 み に 棲む 者 』、 
フン グル イ ム グ ル ウナ フ クト ウゥ ルウ ル 
ルイ エ ウ ガ フ ナグ ル フタ グン 、『 ポ ナ ペ 
教典 J、 マ イラ クリ オン 、『 無 名 祭礼 書 』、 ユ 
ト グ タ 、 ヨ グ = ニ ソト ー ス 、 ラ ニク ア ・ ル アフ 
アン 、 ル グラ ー ス (ジョ ン )、 ル ルイ エ 、『 ル 
ルイ エ 異 本 』、『 ル ルイ エエ 異 本 を 基 に し た 後期 
原始 人 の 神話 の 型 の 研究 』、 ル ルイ エ の 印 
悦 C ウィ ルソン 『 綿 者 の 石 』、 キ ャ ン ベ ル 「The 
Tugging」: ハ ー バ ー "暗黒 の 城 ! ビ ショ ッ プ 「 墳 
丘 の 怪 」 ブロ ッ ク 『 ア ー カ ム 計 画 』 : ヘイ 『 魔 
道 書 ネ クロ ノミ コン 』: ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 
山脈 に て 」、「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 














クト ゥ ルフ 神話 徐 属 群 バ グレ ー ト ・ オ ー ル 
ド * ワ ジン 
Cthulhu Cycle Deities 


クト ゥ ルフ の 星 の 落 し 子 (クト ゥ ル ヒ ) 
Star-Spawn of Cthulhu (also Cthulhi) 

クト ッ ゥ ルフ と 共に 地球 に 来訪 し 、 彼 ら の 主 
人 と 共に 死 の 都市 ルル イエ で 眠れ る 存在 。 彼 
ら は 自分 の 体 の 形 を 自由 に 変形 させ る 能力 を 
持っ て いる が 、 常 に 主人 と ある 程度 類似 し た 
次 を し て いる 。 実際 彼ら は 皆 、 そ の 主人 の 血 
を 引い て いる の か も し れ な い 。 

クト ゥ ルフ の 沙 し 子 は 何 十 億 年 も 前 に 地球 
に 到着 し 、 隆 起 し た ば か り の ルル イエ の 大 陸 
に 大 都市 を 建設 し た 。 南 極 の 古 の も の は この 
侵入 に 抵抗 し た が 、 星 の 落し 子 は 彼ら を 海中 
に 追い や っ た 。 最 終 的 に 平和 が 宣言 され 、 両 
種族 は 自分 た ちの 植民 都市 に 戻っ た を 。 し か し 
結局 、 ル ルイ エ は 海中 に 沈み 、 ク トゥ ルフ と 
その 落し 子 は すべ て ルル イエ に と ら わ れ の 身 
と な っ た 。 お そら く ル ルイ エ が 海面 に 浮上 す 
る と 、 ク トゥ ル ヒ は 彼ら の 主人 と 共に 目 を 覚 
ます 。 こ の 存在 の ご く 一 部 は まだ 自由 に 動け 
る の か も し れ な い 。 









































ー 古 の も の 、 ク トゥ ルフ 、 ル ルイ エ 
圏 ビ ピー ター セン & ウ ィ リ ス ほ か “ ク 財 
神話 TRPG": ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に 
(O) : ラム レイ 『The Transition of Titus 和 


クト ゥ ン 
Kthun 
その に お い 、 あ る い は 蒸気 が 特に 汚 ら わし 
人 ノ ス テ イデ ィ ク と 交 合 し 
て 、 恐 ろ し い テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 た ち を 生ん 
だ 。 
ー テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 、 ノ スニ イデ ィ ク 
カー ター 「The Madness Out of Time」 : ヒー 
ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」(O) 


クト ー ニ アン 
Cthonians(Chthonians) [kuhITHOEN-ee-un] 
短い 触手 を 持ち 、 目 の な い イ カ に も 似 た 、 
地 中 を 掘っ て 暮らす 種族 。 シ ュ ド = テ メ ル と い 
う 種 族 の 中 で も 特に 巨大 な 個体 に 率い られ て 
いる 。 こ れ ら の 存在 は グ ハ ー ン と いう 、 ア フ 
リカ の 都市 の 近く に 封じ 込め られ て いた が 、 
地殻 を 近 く トン ネル を 堀 る こと に よっ て その 
東 縛 か ら 逃 げ 出 し 、 世 界 中 に 広がっ た 。 ク トー 
ニア ン は 岩 を 掘り 進む が 、 そ れ に 利用 する 手 
段 は 、 そ の あと に 岩 が 溶かさ れ た か の よう な 
痕跡 を 残す 。 ク トー ニア ン は 同様 の 能力 を 使 
用 し て 、 望 むせ と ころ な ら ど こ に で も 地震 と 陥 
没 を 引き 起こ すこ と が で きる 。 実際 、1906 
年 の サン フラ ン シ ス コ 地 震 は この 種族 の 仕業 
だ 。 

クト ー ニ アン は 、 息 く べき テレ パシ ー の カ 
を 持っ て いる 。 ま た 、 テ レ パ シ ー に よっ て ク 
トー ニア ン 同 士 (それ に 加え 、 ほ か の 種族 で 
も 霊感 を 持つ も の と も ) 交信 で きる ば か り で 
な く 、 犠 牲 者 の 意思 を 圧倒 し て 、 人 間 を 一 つ 
の 場所 に つなぎ と め た り 、 ま た は 人 を 混乱 さ 
せ て それ を 待ち 伏せ する 。 幸 い 、 ク トー ニア 
ン は 後者 の 能力 を 、 彼 ら 自 身 か 彼ら の 子供 が 
脅威 に さら され る よう な と き に の み 、 あ る い 
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は 時 々 で は ある が 邪魔 な 相手 に 対し て の み 使 
用 する 。 

クト ー ニ アン の ライ フサ イク ル は 実に 長 
い 。 メ ス は 一 度 に わずか な 数 し か 卵 を 産ま な 
い 。 そ の 結果 、 ク トー ニア ン は 自分 た ちの 卵 
(球体 の 鉱物 で 出来 て いる か の よう に 見 える ) 


や 子供 を 熱心 に 守る 。 役 ら の 巣 か ら 卵 な ど を 
取り 去る と 、 そ れ を 救う た め に 全力 を 尽く す 
だ ろう 。 


クト ー ニ アン を 傷つけ る こと が で きる の 
は 、 ほ ん の わずか な 物質 に すぎ な い 。 高 性 能 
薬 で も 彼ら を わずか し か 傷つけ る こと は で 
きず 、 ト ン ネ ル を 掘る くら いな の で 極度 の 温 
度 変化 の 影響 も 受け な い 。 一 方 で 、 テ ィ ク オ 
ン 霊 液 ア ンク (エジプト 十字 )、 ヴ ァ ク ニー ヴィ 
ラ 呪 文 、 そ し て 特に 旧 き 印 は 、 ク トー ニア ン 
に 対し て いく ら か 役に立つ 場合 も ある 。 ま た 、 
水 を 放射 し た り 水 に 浸す と 、 ク トー ニア ン へ 
大 き な ダ メー ジ を 与え る 場合 わあ る 。 も っ と 
も 、 ク トー ニア ン は か な り の 知性 を 持っ て お 
り 、 自 分 が 危険 に きら され る 恐れ の ある 場所 
に は 近寄ら な さそ う で ある こと に 注意 する べ 
きだ 。 彼 ら は 互い に テレ パシ ー で 交信 で きる 
の で 、 ど の よう な 戦略 も 二 度 利 く こ と は な さ 
そう だ 
ー ヴ ァ ク = テ ヴ ィ ラ 呪文 『『 カ グ ワ モン ・ ク ター 
ト 』、 グ ハー ン 、 シ ュ ド = テ メ ル 、 テ ィ ク オン 
霊 液 、 旧 き 印 、 レツ ッ サ ー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
圏 エ ド ワ ー ス & エ リオ ッ ト “The Statue of the 
Sorcerer': ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』、「Cement 
Surroundings」 (O) 


クト ー ニ オニ ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
Chthonioi 


クト ケ メ ス 
Kuthchemes [KOOTHL-chem-eez] 

ア ケ ロ ン の 旦 和 帝 の 都市 ( ア ケ ロ ン は 、 現 代 
の スエ ズ 運 河 の ある 場所 の 近く に あっ た )。 
侵略 者 が 紀元 前 約 1 万 年 ご ろ に この 都市 を 


破壊 し 、 ず っ と あと の ハイ ボリ ア 時 代 に は 廃 
慮 と な っ て いた 。 近 くに は 「 黒 い 山 」 が あり 、 
その 地下 に は ヨ グ = ニ ソ トー ス が か つて 封じ 込 
め ら れ て いた と 言う 者 も いる 。 

ー ハ イボ リア 時 代 

圏 テ ィ ア ニー 『The Winds of Zarr』 : 
「 黒 い 怪 獣 」(O)、「 ハ イボ リア 時 代 」 


ハワード 


クト ルッ トー クト ウゥ ルフ 
Kthulhut 


み ナ チア 

Knaa 

沈ん だ ムー 大 陸 に あっ た 王国 。、 フ ォ ン ・ ユ 
ン ツ ト の 『 無 名 祭礼 書 』 で は 、 地 球 に お ける 
ガタ ノ ソ ア 崇 拝 の 発祥 の 地 と し て 言及 され て 
いる 。 

ー ガ タ ノ ソ ア 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド 
リッ ヒ ) 、 ム ー、『 無 名 祭礼 書 」、 ヤ ディ ステ ゴー 
圏 ヒ ー ル ド 「 永 区 より 」 





クニ ガ テ ィ ン ・ ザ ウム 
Knygathin Zhaum 

ヴー アミ 族 と ス フ ァ トリ クル ルプ の 子供 で 
あっ た ハイ パー ボリ ア の 無法 者 。 彼 は 仲間 の 
ヴー アミ 族 を 集め て 略 礁 と 殺人 を 繰り 返し 、 
コモ リオ ム の 警察 隊 が 彼 を 見 つけ る まで 、 周 
辺 を 岩 え 上 が ら せ た 。 彼 の 体 は 異常 な 柔軟 さ 
を 備え 、 死 刑 執行 人 アタ マウ ス に は クニ ガ 
ティ ン を 処刑 する こと が 不可 能 で ある こと が 
わか っ た 。 そ し て 、 ク ニガテ ィ ン の 略 春 は 続 
いた 。 コ モリ オム の 人 々 は 、 こ れ ら の 出来 事 
に よっ て ます ます 無気力 に な り 、 結 局 、 都 市 
か ら 逃 げ 出 し た 。 

ー ア ミ 族 、 ハ イ パ ー ボ リア 
悦 C.A スミス 「 ア タマ ウス の 遺言 」(O)、 
「Family Tree of the Gods」 


IOO 


グ ノ フ ニケ ーー ノ フ = テ ケ ー 
Gnoph-Keh 


グ ノ フ ケー 族 

Gnophkehs 

1) ゾ ブ ナ の 住民 が グ ノ フ ケー の 地 に 来 て ロ 
マー ル 帝 国 を 設立 し た と き 、 北 部 に 住ん で い 
て 滅ぼさ れ た 人 食い 人 種 。 こ の 部 族 と 、 人 間 
で は な い ノ フ テ ケ ー と 何 か 関 連 が ある か どう 
か は 謎 で ある 。 野獣 ノ フ テ ケ ー は この 部 族 が 
崇拝 する 動物 な の か も し れ な い 。 

ー ア フー ム ・ ザ ー、 ゾ ブナ 、 ロ マー ル 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 北 極 星 」 

2) ロマ ー ル の 滅亡 を 引き 起こ し た 、 ア ザ ト ー 
ス を 崇拝 する 奄 虫 類 種 。 彼 ら は 寒気 を 逃れ 南 
に わた り 、 そ こ で 無名 都市 を 建設 し た 。 ど う 
ノ フ ニテ ケー と グ ノ フ ケー 族 と が 結び つく か は 
推量 に ゆだね る し か な い 。 

ー ア ザ ト ー ス 

グラ ス ビ ー 「The Nameless Tower」 














グ ハ ー ン ( カ ハ ー ン ) 
G'Harne (also KALHARNE) [guh-HARN-ah] 
西アフリカ の ジャ ング ル 奥 深く に ある 人 類 
出現 以前 の 都市 。『 グ ハー ン 断 章 』 を 信じ る 
な ら ば 、 こ の 本 は 三 畳 紀 か ら 存 在 し て いる こ 
と に な る 。 お そら く 、 も と も と グ ハ ー ン は 古 
の も の の 前 哨 地 で あっ た よう だ 。 の ち に グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある シュ ドニ テ メ ル 
と その 子供 、 ク トー ニア ン が 旧 き 印 に よっ て 
グ ハ ー ン に 封じ 込め られ 、 そ れ は お せっ か い 
な 祈 笠 師 と 天災 に よっ て 解放 され る まで 続い 
た 。 ネ フル テカ の カル ト は その 大 神官 の 死後 
この 都市 に 逃れ ん た 。 グ ハー ン は スミ ス ・ ウ ェ 
ン デ ィ ー 卿 の 最後 の 探検 の 目的 地 で あっ た 
が 、 こ の 有名 な 考古 学者 は 精神 的 に 不安 定 な 
状態 で 一 人 残さ れ て いる の が 発見 され た 。 
ー ウ ェ ン ディ ニテ スミ ス 卿 (エイ マリ ー)、 ク 
トー ニア ン 、『 グ ハー ン 断 章 』、 シ ュ ド テ メ ル 、 
デイ ヴィ ー ズ (チャ ンド ラー)、 ノ フル テカ 、 








旧 き 印 、 野 獣 の 結社 

圏 ハ バーバー“ ユ ゴス か ら の 侵略 "、"Keepers 
Compendium': ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』、 
「Cement Surroundings」(O) 


『「 グ ハー ン 断 章 」 
G'harne Fragments 

ほとん ど 知 られ て いな い ア フリ カ の 部 族 に 
よっ て 所 有 さ れ て いた 破片 の 翻訳 と され る 
書 。 こ の 部 族 が も と も と どこ で 破片 を 得 た の 
か は 不明 で ある 。 部 族 の 伝説 に こよ る と 、 こ の 
部 族 の 宝 は 一 つの 大 き な 作 品 の 一 部 の み の 複 
製 だ と いう 。 大 英博 物 館 に 保管 され た オリ ジ 
ナル を 調べ た と ころ 、『 断 章 』 の 一 部 に 『 ナ 
コト 写本 』 に 類似 し た 文字 が ある こと が 発見 
され た 。 そ の 結果 は これ ら の アー ティ ファ ク 
ト が 三 畳 紀 以 来生 き 延 び て き た も の で ある こ 
と を 立証 し て いる 。 

探検 家 ウ ィ ン ド ロッ プ は 、 ア フリ カ 奥 地 の 
探検 を 通じ 、 ど うに か それ ら を 所 有 し て いた 
部 族 か ら 『 断 章 』 を 入手 し た (その 時 期 は は っ 
きり し な い 。1934 年 と いう 記述 も ある が 、 
エイ マリ ー・ ウ ェ ン ディ テス ミス 卿 の 後期 の 
業績 の 多く は この 本 を 中 心 に し た も の な の 
で 、 も っ と 早い 時 期 で は な い だ ろ うか )。 探 
検 か ら 戻 っ た と き 、 彼 は 既知 の どの 言語 の ア 
ルフ ァ ベ ッ ト と も 異な る 奇妙 な 点 状 の 模様 を 
発見 し た 。 彼 の 翻訳 が 1934 年 (2) に 「 王 
立 遺跡 協会 報 」 に 発表 され た と き 、 誰 も 真剣 
に 受け 止め よう と は し な か っ た 。 そ し て 、 探 
検索 が 持ち 帰っ た 破片 は 「 ウ ィ ン ド ロップ の 
愚 考 」 と 一 般 に 呼ば れる よう に な っ た 。 
エイ マリ ー・ ウ ェ ン ディ テス ミス 卿 は 、 有 
名 な 考古 学者 で グ ハ ー ン へ の 探検 の 唯一 の 生 
き 残 り で あっ た 。 彼 は 『 断 章 』」 を 翻訳 する た 
め の 本 格 的 な 努力 を し た 最初 の 研究 者 だ っ 
た 。 ウ ェ ン ディ テス ミス 卿 は 、『 断 章 』 に 関 
心 を 持つ よう に な り 、 そ の 部 分 的 な 軍 訳 を し 
た こと が 知ら れ て いる 。 ウ ィ ン ド ロッ プ の 発 
見 を 「 グ ハー ン 断 章 」 と 呼ん だ の も ウェ ン デ ィ 





テス ミス 帰 で あっ た か も し れ な い 。 と いう の 
も 彼 が 最初 に 『 断 章 』 の 暗号 を 解読 し て 、 グ 
ハー ン の 記述 を 発見 し た か ら だ 。 し か し ウェ 
ン デ ィ テ スミ ス 故 が 『 断 章 』 を どれ だ け 翻 訳 
し た の か は 誰 に も わか ら な い 。 彼 の ノー ト が 
彼 の 死 の 原因 と な っ た 彼 の 家 の 有 崩壊 で 失わ れ 
た か ら で あ る 。 有 名 な オカ ル テ ィ ス ト 、 タ イ 
タス ・ ク ロウ が 自分 の 図書 室 に ウェ ン デ ィ テ 
スミ ス 卿 の 翻訳 の 一 部 を 複製 し た も の を 持っ 
て いた こと が 知ら れ て いる が 、 こ の 版 は 内 容 
が 比較 的 不明 な まま 残さ れ て お り 、 ウ ェ ン 
ディ テス ミス 卿 の 仕事 の いく つか は 彼 の 死後 
残さ れ た か も し れ な い 。 

学会 の 大 部 分 に よっ て 無視 は され た が 、『 断 
章 』 は 完全 に 忘れ られ た わけ で は な か っ た 。 
『 注 釈 グ ハー ン 断 章 』」( ラ イア ン ・ ミ ルビ ュー 
に よる 翻訳 ) が 1965 年 に ミス カト ニッ ク 大 
学 出版 局 に よっ て 出版 され た 。 最 初 に 高い 主 
価 を 得 た 『 グ ハー ン 断 章 』 の 翻訳 は 1970 年 
代 に な っ て ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン に よっ て 行なわ れ た 。 こ の 翻訳 は グー ル 大 
学 の ゴー ドン ・ ウ ォ ー ム ズリ ー 教 授 の 覚書 に 
基づい て いた が 、 教 授 が か つて 発表 し た その 
覚書 (数 章 の 翻訳 ) は 「 冗 談 覚 書 」 と あざ け 
られ た も の で あっ た 。 

『 グ ハー ン 断 章 』 は 古 の も の が 書い た も の 
か も し れ な い 。 そ こ に は シュ ド テ メル と その 
子供 た ち に つい て 多く の 言及 が な され 、 ま た 
太陽 系 の 多少 正確 な 様子 も 描か れ て いる 。 地 
岩 で 最後 に 破壊 され る グ ハ ー ン 市 の 歴史 の 情 
報 も ある 。 本 の 中 で 言及 され た 多く の 場所 は 、 
何人 か の 学者 に よっ て スト ー ン ヘン ジ や エー 
ヴ ベ リ イ の よう な 場所 で ある と され た が 、 こ 
れ は この 本 が あと で 書き 換え られ た 可能 性 を 
暗示 する 。 研究 者 は この 本 と 、『 ナ コト 写本 』 
お よび 『 サ セッ クス 断章 』」 と の 間 に 多 く の 類 
似 性 が ある こと を 指摘 し て いる 。 

ー 舌 の も の 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー 
ショ ン 、 ウ ェ ン ディ テス ミス 卿 (エイ マリ ー)、 
ウォ ー ム ズリ ー( ゴ ー ド ン )、『 ド ジア ン の 書 』、 
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グ ハ ー ン 、 クロ ウ (タイ タス ) 、 サイ オフ 、『 サ 
セッ クス 断章 』、『 ナ コト 写本 』 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ハー 
バー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パ 
ニオ ン ": ピー ター セン ほか "Miskatonic 
University Graduate Ki : ラム レイ | 狂気 の 地 
底 回 廊 」、『 地 を 傘 つ 魔 』、「 名 数 秘法 」、「Cement 
Surroundings」 (0)、『The Transition of Titus 











CrowJ 


「 ク ハヤ の 儀式 」 
Chhaya Rituals [ch-CHAE-uh] 

その あい まい さと 、 最 も 博 議 な オカ ル テ ィ 
スト だ けが 理解 で きる 隠 中 で 有名 な 写本 。 
[ケネス ・ グ ラン ト は 「 ク ハヤ 」 と は 自分 の 
体 の チャ クラ の エネ ルギー を 放出 し よう と す 
る 人 が 打ち 勝た な けれ ば な ら な い 、 ア スト ラ 
ル の 影 で ある と 書き 記し た 。 ブ ラヴ ァ ツ キー 
夫人 は 「 ク ハヤ 」 と いう 用 語 が 人 の アス トラ 
ル ・ イ メー ジ も し く は 「 影 」 を 示す の だ と 言 
及 し て いる 。 残念 な が ら 、 私 は この 二 人 の 作 
家 以 外 か ら は クハ ヤ に つい て の 情報 を 得る こ 
と が で き な か っ た ] 
層 カ ッ ト ナ ー「 ハ イド ラ 」 


クラ ー カ シュ = テト ン 
Klarkash-Ton 

ハイ パー ボリ ア の コモ リウ ム 神 話 群 を 保管 
し た こと で 有名 な アト ラン ティ ス の 大 神官 。 
彼 は ツァ トゥ ッ グ ァ の 大 神官 で あっ た と 信じ ら 
れ て いる 。 

『 サ セッ クス 草稿 』 で は 、 ク ラー カシ ュ ニ テト 
ン は ヨ グ ニテ ソト ー ス 自身 で ある と 言わ れ て い 
る 。 こ れ は ウム ル ・ ア ト テ タウ ィ ル が ラン ド 
ルフ ・ カ ー タ ー に 明らか に し た よう に 、 ク ラー 
カシ ュ テ トン が 外 な る 神 の 顕現 で あっ た こと 
を 意味 する の か も し れ な い 。 ま た 、『 サ セッ ク 
ス 草 稿 』 に は 、 クラ ー カ シュ ニ ト ン が アル ハ 
ザー ド の 有名 な 引用 文 (「 そ は 永久 に ……」) 
を 最初 に 口 に し た 人 物 で あっ た と ある 。 
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[「 ク ラー カシ ュ テ トン 」 は 実際 に は ラヴ ク 
ラフ ト が 、 彼 の 友人 クラ ー ク ・ ア シュ トン ・ 
スミ ス に 冗談 で つけ た 名 前 で ある 。] 

ー ア トラ シテ イス 、 カー ター (ラン ドル ラ )、 
コモ リウ ム 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 ヨ グ ニ = テ ソト ー 
ス 、 ラ ヴェ エ テ ケ ラフ 

圏 ペ ルト ン 『The Sussex Manuscriptl : ラヴ ク 
ラフ ト 「 痢 に 嘱 く も の 」、『Selected Letters IL』 
(O) : ラヴ クラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 
門 を 越え て 」 





グラ ー キ 
Glaaki [GLAHL-kee] 

ブリ チェ スタ ー の 町 の 近く に ある 湖 の 中 に 
棲ん で いる グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン (最近 
の 目撃 例 に よれ ば 、 グ ラー キ が ニュ ー ギ ニア 
の ニュ ー ブ リ テン 鳥 な どの よう に 世界 中 の ほ 
か の 水域 に 現れ る 可能 性 ちあ る )。 グ ラー キ 
は ナメ クジ の よう な 姿 を し て お り 、 顔 か ら 伸 
び た 3 本 の 茎 状 組織 の 先 に は それ ぞ れ 目 が 
あり 、 体 の 下部 は 小さ な ピラ ミッ ド 状 の 突起 
で 響 われ 、 背 中 か ら は 無数 の 金属 の 刺 が 伸び 
て いる 。 

グラ ー キ の 名 も な い 履 導 世 界 は 酸性 の 湖 で 
央 わ れ 、 大 気 は 汚れ た 蒸気 に 満ち て いた 。 こ 
の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は ユ ゴ ス 、 シ ャ ッ 
ガイ 、 ト ンド と いっ た 世界 の 間 を 彗星 に 乗っ 
て 移動 し た 。 最 終 的 に グラ ー キ は 、 小 惑星 都 
市 の 地下 に あっ た 水晶 の 跳ね 上 げ 戸 の 下 に 封 
じ 込 め ら れる こと と な っ た 。 小 惑星 が 流星 と 
な っ て 地球 に 衝突 し た と き 、 グ ラー キ が の ち 
に 棲む こと に な る 湖 が 形 造ら れ た 。 グ ラー キ 
の 刺 に 似 た 合成 ミイ ラ が 多数 発見 され て いる 
の で 、 グ ラー キ が も っ と あと に な っ て か ら 、 
タグ ・ ク ラ ト ッ ゥ ア の 逆 角度 を 使用 する エ ジ プ 
ト の 神官 に よっ て 地球 に 招来 され た と 主張 す 
る 者 ちい る 。 し か し われ われ の 世界 へ の グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 影響 は 、 流 星 の 落 
下 に 比べ れ ば 取る に た ら な か っ た 。 
現代 の グラ ー キ 崇拝 は 1790 年 ご ろ に 始 








まっ た 。 当 時 トー マス ・ リ ー に よっ て 導 か れ 
た 人 々 の 一 団 が 、 近 く の ゴ ー ツ ウッ ド か ら 測 
に や っ て 来 た 。 こ の カル ト は 、 彼 ら が 彼ら の 
神 の 近く に いる こと が で きる よう に 岸 沿い に 
家 を 造っ た 。 こ れ ら の 人 々 は 1860 年 代 ま で 
は この 地 に と ど ま っ て いた が 、 そ の 後 彼ら は 
全員 姿 を 消し た 。 こ の 人 々 は グラ ー キ を 自分 
た ち に 奉仕 きせ よう と し た の だ が 、 逆 に グ 
ラー キ に 捕らえ られ て 奴隷 に され た の だ と 言 
う 者 も ちい る 。 そ れ 以 来 この 地域 に 住む よう に 
な っ た 者 は わずか で 、 ほ と ん どの 者 は グラ ー 
キ が 送る 夢 に よっ て 逃げ 夫 まっ て し まっ た 。 消 
えた 人 ん 々 を 探し て 湖 の 水 が 抜か れ た が 、 都 市 
の 跡 も 神 そ の も の も 見 つけ られ な か っ た 。 

グラ ー キ は アン デッド の 奴隷 の カル ト を 率 
いて いた 。 グ ラー キ は 背中 の 刺 を 人 々 の 体 に 
突き 刺し 、 血 液 に 化学 物質 を 注ぐ こと に よっ 
て 、 奴 隷 を 創造 する 。 こ の 液体 を 注入 する 前 
に 刺 を 断ち 切る こと が で きれ ば 犠牲 者 は 死ぬ 
が 、 グ ラー キ の 奴隷 に な る こと か ら は まめ ぬ が 
れる 。 液体 は 死体 の 中 に 網状 の 組織 を 造り 、 
それ に よっ て グラ ー キ は 、 ゾ ン ビ を 自分 の 意 
の まま に 操る こと が で きた 。 ゾ ン ビ は 、 独 立 
し た 自分 の 考え を 持つ し 、 行 動 も で きる が 、 
グラ ー キ が テレ パシ ー で 命令 する と 、 い や お 
うな し に グラ ー キ の 言い な り に な る 。 グ ラー 
キ の 従者 に な っ て 60 年 が た つと 、 緑 の 崩壊 
と 呼ば れる 急速 な 腐敗 が 起こ る よう に な る 。 
日 光 に さら され る と 緑 の 崩 壊 が 始ま る た め 、 
彼ら の 多く は 日 中 を 地下 室 で 過ごす よう に 
な っ た 。 

グラ ー キ は 特殊 な 超 能 力 「 夢 引き 」 を 使っ 
て 、 自 分 の カル ト に 加わ る よう 、 人 間 た ち を 
近く に 呼び 出 そ う と し た 。 こ れ は 通常 効果 が 
な か っ た が 、 そ れ は 人 々 が みな 湖 か ら 数 マイ 
ル 以 上 離れ て 住ん を で お り 、 グ ラー キ の 力 が そ 
こま で 届か な か っ た の だ 。 
ー ア クロ ・ ア ン ベ イ リン グ 、『 グ ラー キ の 黙 
示 録 』 グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 セ ヴァ ア 
ン 谷 、 タ グ ・ ク ラ ト ウ ゥ ア の 角度 、 ト ンド 、 墓 





に 群れ る も の 、 ブ リ チ ェ スタ ー、 緑 の 崩壊 、 
ユ ゴ ス 

キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of the Lake]」 
(0O) : デ ト ワ イラ ー、 グ ラン シー、 タ イン ズ 
*Delta Green': バー ナム IImvocation from 
Beyond」 バー リス ン 「Ghost Lake」: ピー ター 
セン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG" 


「 グ ラー キ の 旦 示 録 
Revelations of Glaaki 

グラ ー キ の カル ト の 慣習 を 詳し く 述 べた 一 
そろ い の 本 。11 巻 か ら な り 、 も と も と イ ギ 
リス の ブリ チェ スタ ー 近 くに ある セヴァン 渓 
谷 に 棲ん で いた 神格 を 崇拝 する 、 さ ま ざ ま な 
者 た ち に よっ て 手 で 書か れ た も の で あっ た 。 
カル ト か ら 逃 げた メン バー が 原稿 を 出版 社 に 
ひそ か に 渡し 、 そ の 出版 社 は 1865 年 に 『 グ 
ラー キ の 黙示 録 』 を 出版 し た )。 本 を 写し 取っ 
た この 崇拝 者 は 、 何 か 所 か を 省く こと に し 、 
『 グ ラー キ の 団 示 録 』 は 9 巻 組み で 発表 され 
た 。 そ の 大 部 分 は グラ ー キ の カル ト の メン 
バー に よっ て 買い 占め られ た の で 、 メ ン バ ー 
以外 で 本 を 手 に 入れ ん る こと が で きた 者 は ご く 
わずか で あっ た 。 

1920 年 代 に 、 ブ リ チ ェ スタ ー の 書店 が 黙 
示 録 の 12 巻 を 発見 し た 。 こ の 巻 は 忌 む べき 
神格 イ ゴ ー ロ ナク に つい て 言及 する 唯一 の 巻 
だ が 、 幸 いな こと に 、 す べ て 破壊 され た と 信 
じ ら れ て いる 。 噂 に よる と 、 ウ ル テ ィ メ イト ・ 
プレ ス に よっ て の ち に 発行 され た 版 は 15 巻 
以上 ある と いう こと だ 。 

『 グ ラー キ の 庄 示 録 』 は 比較 的 希少 で ある 。 
手書き の オリ ジ ナ ル は イギリス の グラ ー キ ・ 
カル ト の 以前 の 本 拠 地 に まだ 保管 され て いる 
か も し れ な い が 、 こ の 組織 の メン バー は 比 、 
1870 年 ご ろ に 消え て し まっ た 。 ブ リ チ ェ ス 
ター 大 学 は 一 時 期 、 ア ー ノ ルド ・ ハ ー ド 教授 
の 屋敷 に あっ た ほとん ど 完 全 な 9 巻 版 を 保 
管 し て いた が 、 の ち に 和 失わ れ て し まっ た 。 貴 


に よれ ば 、12 巻 が 一 民 、 ニ ュー ヨー ク 分 立 
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図書 館 た あっ た と いう 。 

『 グ ラー キ の 黙示 録 』 の 大 部 分 は 、 グ ラー 
キ の 儀式 を 扱っ て いる が 、 ダ オロ ス 、 グ ロー 
ス 、 ア イ ホ ー ト 、 ハ イド ラ 、 お よび スル グ オ 
の 住民 と いっ た 存在 の こと も 多少 述べ て い 
る 。 本 に は 訳 が わか ら な か っ た り 混 乱 し た り 
し た 部 分 ちあ る 。 異な る 書き 手 た ち が 、 以 前 
の 記録 者 た ちと 交代 する と き に 、 話 題 や 筆跡 
が 大 きく ば ら つ いた せい で あろ う 。 

ー ア イ ホ ー ト 、 イ ゴ ー ロ ナク 、 ヴ ル トウ ー ム 、 
グラ ー キ 、 グ ロー ス 、 サ ー マ ー の 儀式 、 ダ オ 
ロス 、 ト ンド 、 ブ リ チ ェ スタ ー、 ポ ッ ト ( ヨ 
ハネ ス )、 マ ー シ ー ヒ ル 、 ム ナガ ラー、 夢 の 
クリ スタ ライ ザー 

悦 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」、「Cold Print」、 
「The Inhabitant of the Lake」(0): ナー ゲル 
“Two Minutes on High': ビー ター セン ほか 
“Miskatonic University Graduate Kit :R プラ 
イス 「Behold,1 Stand at the Door and Knock」 





暗 き ハン ー ハ ン 
Dark Han 


暗 き も の (マグ ヌ ム ・ テ ネ ブ ロ スム ) 

Darkness, the (also Magnum Tenebrosum) 
アザ トー ス の 子供 。 暗 黒 の 星雲 の シュ マス 

テグ ン で シュ ブ ニ テニ グラ ス を 産み 落と し た 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 

カー ター 「The Shadow from the Stars」, ラ 

ヴ ク ラ フト 『Selected Letters V』(O) 





クラ ネス 王 

Kuranes, King [koo-RAHN-eezl 

セレ ファ イス の 王 で 元 作家 。 ク ラ ネ ス ( 彼 
の 覚醒 の 世界 で の 名 は 不明 で ある ) は か つて 
イン スマ ス の トレ ヴァ ー・ タ ワー ズ に 住ん で 
いた が 、 苦 境 に 陥り ロン ドン に 移住 し た 。 彼 
は 世界 で 最も 優れ た 夢見 る 人 の 一 人 で あっ 
た 。 彼 は 若く し て セレ ファ イス の 都市 を 建設 
し た し 、 ア ザ ト ー ス の 宮廷 を 訪れ た 3 人 の 
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夢見 る 人 の 一 人 (そし て 正気 で 戻る こと が で 
きた 唯一 の 人 間 ) だ っ た の で ある 。 彼 は 、 自 
分 の 夢 の こ と を 本 に し た が 、 他 人 に それ を 笑 
われ て か ら は や め て し まっ た 。 ク ラ ネ ス は イ 
ンス マス の が け か ら 転 が り 落 ち た と き に 地球 
で の 一 生 を 終え た 。 し か し ドリ ー ム ラン ド で 
は セレ ファ イス と セラ ニア ン の 王 と し て 生き 
て 続け て いる 。 最 近 、 ク ラ ネ ス 王 は 再び 見 る 
こと の な い だ ろ う 覚 醒 の 世界 を 恋し く お も う 
よう に な っ た 。 

ー オ オス テ ナ ル ガ イ 、 スン ガク 、 セラ ニア ン 、 
セレ ファ イス 、 ド リー ムラ ンド 、 ヒ ー ロ ー ( デ 
ビッ ド )、 放 浪 者 エル ディ イン 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





クリ ッ サ 
Khrissa 

ティ ー ム ドラ の 北端 に あっ た 玄武 岩 の 都 
市 。 ク リッ サ の 神官 は 自分 た ち だ けが 、 氷 河 
が ほか の 国々 を 響 い 尽 くす こと を 妨 ぐ こと が 
で きる と 断言 し 、 毎 年 彼ら の 仕事 を 助け る た 
め と いっ て 何 百 人 も の 人 身 御 供 を 要求 し た 。 
し か し 大 戦 の の ち に 、 南 か ら 来 た 倫 人 が ク 
リッ サ を 包囲 し た 。 こ の 包囲 の 経緯 は 歴史 か 
ら 失 われ た が 、 イ タク ァ は ボ レ ア を 回 る 月 で 
ある ドロ モス に 、 彼 に 忠実 な 水 の 神 官 た ち を 
連れ て いっ た 。 以来 神官 た ち は そ こ に 住ん で 
いる 。 
ー イ タク ア 、 ボ レア 、 マ イラ クリ オン 
圏 ラ ムレ イ 『Im the Moons of Borea』 





クリ タナ スー 『 狂 える 修道 士 ク リタ ナス の 
仏 悔 』 
Clithanus 


『 ク リプ ティ コン 
Krypticon 

ギリ シャ の シラ ンダ ー に よっ て 書か れ た 
本 。 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 は この 本 の 彩色 写本 


を 保管 し て いる 。 内容 を 知っ て いる 者 は いな 
い 。 

ーー ミス カト ニッ ク 大 学 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ワイ ン 
ボウ ム 『The New Adam』 (O) 


グリ ムラ ン 、 ジ ョ ン (1630 年 3 月 10 日 ? 
ー 1930 年 3 月 10 日 ) 
Grimlan, John 

オカ ル テ ィ ス ト 。 グ リム ラン の 生年 月 日 は 
不 確 実 で あり 、 彼 が 300 年 間 生 きた と いう 
主張 は お そら く デ ー タ の 誤読 で あろ う (一 人 
の 学者 、 フ ォ ン ・ ベ ー ン ク 教 授 が 1880 年 ご 
ろ ウ ィ ー ン で 歳 を と っ てい ない グリ ムラ ン を 
見 た と 主張 し た 。 し か し これ は お そら く 彼 の 
記憶 違い の た め だ ろ う )。 そ の 出身 が 何で あ 
れ 、 グ リム ラン は ヴー ドッ ゥ ー 教 と 神道 に 関す 
る 博識 な 学者 と し て 知ら れ て いた 。 た だ 彼 の 
好ま し か ら め ぬ 振 る 舞い は 生徒 た ち を ほとん ど 
遠ざけ て し まっ た 。 彼 の 旅 は モン ゴル に まで 
及 ん だ が 、 彼 は 人 生 最 後 の 20 年 間 を サン フ 
ラン シス コ の すぐ 外 の 小さ な 町 で 過ごし た 。 
彼 の 死後 、 彼 の 体 は 家 の 火 事 で 失わ れ 、 蔵 書 
は 近く の 都市 の 書店 に 分 配 さ れ た 。 

ー ザ ー ナ ッ ク (アン トン ) 
悦 ハ ワー ド 「 墓 は いら な い 」(O) : R_ プラ イス 
「Dope War of the Black Tong」 


グリ ュ ニ ウォ (グリ ュー ヴォ 、 ク ル ニ ヴ ォ ) 
Glyu-Uho (also Glyu-Vho or KLuVho) [ 盾 
iiOO-hoel 

一 般 に ベ テ ル ギ ウ ス と し て 知ら れ て いる 星 
の ナ ア カ ル 語 の 名 称 。 旧 き 神 を 信じ る 人 に よ 
る と 、 旧 き 神 と いう 慈悲 深い 存在 は 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 戦う た め に グリ ュー ウォ 
か ら 降 り て 来 た と いう 。 旧 き 神 は イリ ジア と 
し て 知ら れ て いる 別 次 元 に 棲ん で いる の か も 
し れ な い 。 こ れ が 本 当 な ら 、 グ リュ テウ ォ の 
近く に イリ ジア に つなが る 門 が ある だ ろう 。 

グリ ュ ニ テウ ォ は 、 か つて 地球 を 訪れ 石 の 都 
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市 を 造っ た 両生 類 種族 の 故郷 で も あっ た 。 ま 
た 、 非 常に 奇妙 な こと に 、 こ れ ら の クリ ー 
チャ ー は 旧 き 神 が グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
と 戦う よう に な っ た と き に 、 旧 き 神 に よっ て 
封じ 込め られ た 。 

[ラヴ クラ フト は ダー レス に 、 ベ テル ギ ウ ス 
の 異名 と し て この 言葉 を 勧め た が 、 ラ ヴ ク ラ 
フト は 自分 の 小説 で は 決し て 使用 し な か っ 
だ g 

ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 旧 き 神 
圏 カ ー タ ー 「The Thing in the Pit」 : キャ ン ベ 
ル 「The Horror in the Bridge」: ダー レス & ス 
コラ ー「 潜 伏 す る も の 」: ティ アニ ー& R. プ 
ライ ス 「The Throne of Achamoth」 : ラヴ クラ 
フト 『Selected Letters IVJ (0) : ラヴ クラ フト 
& ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 


クル = ニ ヴ ォ ー グ リ ユ ニ テウ オォ 
KLu-Vho 


グル ー ン 
Gloon 

大 西洋 の 海 庶 に ある 神殿 に 封じ られ た 下級 
の 異形 の 神 。 グ ルー ン は アト ラン ティ ス の 沈 
没 の は る か 前 に この 神殿 に 封じ 込め られ た 。 
グル ー ン は 神殿 の 中 に いる と き は 月 桂冠 を 着 
けた 美形 の 若者 に 見 える 。 し か し 彼 の 真 の 姿 
は 編ん だ 枝 を まとっ た 、 ナ メ ク ジ どの よう な 怪 
物 で ある 。 

グル ー ン は 彼 の 姿 を 彫っ た アト ラン ティ ス 
の 小さ な 像 を 仲介 に し て の み 、 外 の 世界 と 対 
話 で きる 。 こ れ ら の 像 の 一 つ を 発見 し た 者 は 、 
中 か ら 光 が 輝く 玄武 岩 で 出来 た 巨大 な 神殿 が 
そびえ る 水没 し た 都市 の 奇妙 な 夢 を 見 る よう 
に な る 。 こ れ ら の 夢 は 時 が た つ に つね れ 次 第 に 
生々 し いも の と な る 。 夢 見 る 人 は また 、 寝 て 
いる 間 に 塩 水 や 海草 で 湧 れ を うに な り 、 人 徐々 
に 狂気 に 陥る 。 夢 見 る 人 の 魂 は 神殿 に 引き 込 
まれ 、 そ こ で 生命 の 躍動 が 完全 に 消滅 する ま 
で グル ー ン の 直 問 を 受け る だ ろう 。 


ーー アトランティス 、 異形 の 神 、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 

圏 トー マス & ウィリス "海底 の 都市 " : ラヴ ク 
ラフ ト 「 神 殿 」(0) 





クル ー ン の テ ・ ア トト 
Teh Atht of Kluhn 

ティ ー ム ドラ の 第 一 大 陸 で 一 番目 に 優れ た 
魔術 師 。 無 敵 の マイ ラク リオ ン の 血 を 引い て 
いる と 言わ れ た 。 ス ルス エイ 山 が 隆起 し た の 
ち 、 奇 妙 な 金色 の 箱 の 中 で 発見 され た 『 古 代 
ルー ン の 伝説 』 と 題する 写本 は 彼 の 作品 と 考 
えら れる 。 
っ ー エ クシ オー ル ・ ク ムー ル 、 ゲ フ の 折れ た 
石柱 、『 古 代 ル ー ン の 伝説 』 テイ ー ム ドラ 、 
マイ ラク リオ ン 
ラム レイ 『Elysia」、「Imtroduction」 (The House 
of Cthulhu) (0)、「Mylakhrion the Immortal」 


「 狂 える 修道 士 ク リタ ナス の 層 悔 ] 
Confessions of the Mad Monk Clithanus 
400 年 ご ろ に クリ タナ ス に よっ て 書か れ た 
本 。1675 年 に ラテ ン 語 版 が 印刷 され た 。 大 
英博 物 館 、 シ カゴ の フィ ー ル ド 博 物 館 、 お よ 
び マ ン ハ ッ タ ン の ユニ オン 神学 校 は この 本 を 
収蔵 し て いる 。 

クリ タナ ス は 、『 ネ クロ ノミ コン 』 を 読み 
込み 、 そ こ か ら 得 た 情報 で イギリス 北東 部 の 
沿岸 に ある リン ウォ ルド の 修道 院 の 地下 の ト 
ン ネ ル に 閉じ 込め られ て いた 「 狂 える クト ッ ゥ 
ルフ の 従者 」 を 解放 し よう と し た 。 ク リタ ナ 
ス は 自分 が し た こと を 見 て 、 そ れ に 恐 愉し た 。 
そし て ヒッ ポ の 司教 、 聖 アウ グ ス チ ヌス に 助 
け を 求め た 。 聖 アウ グ ス チ ヌス は 星 の 形 を し 
た 紋章 を 使用 し て 、 人 怪物 を 再び 封じ 込め た 。 
クリ タナ ス は 狂気 に 陥り 、 ロ ー マ に 連れ て い 
か れ た 。 

この 本 に は 、 ク トゥ ルフ に よく 似 て いる が 、 
も っ と 小さ な 存在 を 呼び 出す た め の 式 文 、 ク 
リー チャ ー を 最初 の 召喚 者 の と ころ に 送り 返 
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す た め の 式 文 、 そ し て クリ ー チ ャ ー の 怒り を 
そら す た め に 必要 な 防御 の 印 が 記載 され て い 
る 。 こ れ ら の 詠唱 の 一 つ は 、 ム ナー ル の 星 石 
に 魔力 を 付与 する た め に 必要 な も の か も し れ 
な い 。 ま た 、 ク リタ ナス は 多数 の クト ゥ ルフ 
の 落し 子 が 深淵 か ら 呼び 出さ れ 、 陸 を 荒らし 、 
遠い 土地 で 再び 中 央 ヨー ロッ パ か ら 来 た 司祭 
た ち に よっ て 封じ 込め られ た こと に 言及 し て 
いる 。 

ー ク トウ ルフ 、『 ネ クロ ノミ コン 』( 補 遺 )、 
ム ナ ー ル の 星 石 

悦 カ ー タ ー、 ダ ー レ ス & ス コラ ー「The 
Incantation of the Elder Sipm」: ダー レス 「 エ 
リッ ク ・ ホ ウム の 死 」(0)、「 彼方 か ら あ ら わ 
れ た も の 」: ダー レス & ス コラ ー「 湖 底 の 恐 
怖 」 : ロス "Fischbuchs" 








グル ニテ ホー (ゲル = ニ ホ ー) 

GLLHoo (or GelLHo) [geeLLOE-oo] 
イギリス の 北 の サ ー ツ ィ ー 島 近く の 海底 に 

ある 深き も の の 都市 。 

一 深き も の 

悦 ラ ムレ イ 『 地 を 等 つ 魔 』「Rising with 

Surtsey」(O) 


グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン (オー ルド ・ 
ワン 、 ク トー ニオ ニ 、 ク トゥ ルフ 神話 准 
族 群 、 旧 支配 者 ) 
Great Old Ones (also Old Ones, Chthonioi 
or Cthulhu Cycle Deities) 

技術 、 魔 法 、 あ る い は その 両方 を 組み 合わ 
せ た 何 か を 自在 に 操る 、 超 強力 な 異 界 の 存在 。 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は 、 力 か ら 見 る と 
ほとん ど 神 の よう に 見 える が 、 ま だ 一 定 の 自 
然 法則 に 従っ て いる 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の 身体 的 な 外観 と 個体 の 能力 は ば ら つ き 
が 大 きい よう だ が 、 彼 ら は 、 テ レ パ シ ー、 巨 
大 な サイ ズ 、 限 られ た 範囲 に 封じ 込め られ て 
いる と いっ た 共通 の 特性 を 持っ つて いる よう に 
思え る 。 








何 百 万 年 も 前 に グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
は 星 か ら 降 り て 来 て 地球 に 居 を 定め た ( グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は お そら くわ れ わ れ 
の 世界 の よう な ほか の 多く の 世界 に 生息 し て 
お り 、 こ れ ら の 地球 に 棲む 存在 は 、 特 別 な 状 
況 に ある と いう わけ で は な いか も し れ な い )。 
その 時 代 に 関す る 解読 可能 な 記録 は わずか し 
か 存続 し て いな い 。 当 時 グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン で 最も 強力 な クト ゥ ルフ は 、 太 平 洋 に 浮 
か ぶ 大 陸 に ルル イエ の 都市 を 築く よう 彼 の 落 
し 子 に 命じ た 。 

数 千年 ある い は 数 白 万 年 が た ち 、 大 き な 変 
化 が 起こ っ た 。2 つの 理論 が 研究 者 た ち に 
よっ て 提唱 きれ て いる が 、 こ の 変化 の 真 の 原 
因 は 謎 の まま で ある 。 一 つ 目 の 仮説 は 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が か つて は 旧 き 神 と 呼ば 
れる 存在 の 一 員 で あっ た か 、 あ る い は その 従 
者 で あっ た と いう 説 で ある 。 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン は その 存在 に 対し て 恐ろし い 罪 を 
犯し た 。 お そら く 彼 ら が 黒 魔術 を 実践 し た か 、 
旧 き 神 の 神聖 な 記録 を 盗ん だ か 、 あ る い は 旧 
き 神 自身 の 本 拠 地 を 攻撃 し た の か も し れ な 
い 。 理 由 が 何で あれ 、 旧 き 神 は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン を 追放 し 、 地 球 、 星 々 、 あ る い は 
ほか の 次 元 と いっ た さま ざま な 場所 に 彼ら を 
封じ 込め た 。 こ れ を 成し遂げ た の ち 旧 き 神 は 
グリ ュ テ ウォ 星 の 近 くに ある 彼ら の 本 拠 地 に 
戻っ た 。 封 じ 込 め た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン を 残し て 。 い つか 刻 が 来る だ ろう 。 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 旧 き 神 の 拘束 か ら 脱出 
し 、 再 び 自 分 ら を 捕らえ た も の た ち 番 権 に 挑 
戦 す る 刻 が 訪れ る だ ろう 。 

二 つ 目 の 説 は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
の 拘束 は 推測 不可 能 な 何ら か の 目的 の た め に 
自ら 課 し て いる も の だ と いう 。 し か し これ が 
本 当 で ある な ら 、 な せ 彼 ら は 一 様 に 同じ こと 
を し て いる の だ ろう か 。 本書 の 作者 が 気 に 
入っ て いる 理論 は 、 地 球 に 季節 が ある よう に 
宇宙 に も 周期 が あり 、 動 物 が 冬眠 する よう に 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 多く が 長く 、 死 
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の よう な まどろみ に 入っ て いる と 主張 する も 
の だ 。 悠久 の 時 間 、 彼 ら は 自分 の 墓 で 夢 を 見 
て いる 。 そ し て 彼ら が 復活 し 、 世 界 を 征服 す 
る 時 を 待っ て いる 。 狂 える アラ ブ 人 アブ ドッ ゥ 
ル ・ ア ル ハ ザー ド は 次 の よう に 書い て いる 。 





そ は 永久 に 横たわる 死者 に あら ね ど 
測り 知れ ざる 永 壇 の も と に 死 を 起 ゆ る も の 
な り 


人 類 が 誕生 し た と き 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の 見 る 夢 を 受け 取る 者 が 多数 いた 。 こ れ 
ら の テレ パシ ー に よる メッ セー ジ ど は め ゆがめ ら 
れる こと も あっ た が 、 多 く の さ ま ざ ま な 神話 
に お いて 、 封 じ 込 め ら れ た 巨人 の 伝説 や 眠れ 
る 英雄 の 伝説 を 創造 し た 。 そ し て 、 何 と か 明 
確 な 幻視 が いく つか 、 特 に 敏感 な 人 間 に 伝 
わっ た 。 こ れ ら の 選ば れ し 者 た ち は 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 信奉 する 多数 の カル ト 
を 創始 し た 。 彼 ら の 主人 と 違っ て 眠ら な い が 、 
力 の 弱い 異 界 の クリ ー チ ャ ー で ある 「 レ ッ 
サー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 」 の 助け を 借り て 、 こ 
れ ら の カル ト は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 
再び 覚醒 させ 、 彼 ら の 神 が も う 一 度 自由 に な 
り 、 彼 ら の 労力 に 対す る 恩賞 を 与え て くれ る 
こと を 望ん で いる (実際 に 与え て くれ る の か 、 
彼ら の 想像 に すぎ な い の か の どちら に し ろ )。 
し か し ほか の 文献 に よれ ば 、 オ ー ル ド ・ ワ ン 
が 帰還 する 前 に 地球 は 「 掃 除 」 さ れ 、 完 全 に 
居住 に 適さ な く な る こと が 示さ れ て いる 。 

この 項 で 紹介 で き な い ほど 多く の グレ ー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 存在 する が 、 重 要 な も 
の の いく つか を 以下 に 述べ る 。 大 いな る ク 
トゥ ルフ ( 死 の 都市 ルル イエ の タコ に 似 た 主 ) 
は 太平 洋 の 海底 で いま だ に 眠っ て いる 。 ヒ キ 
ガエル に 似 た ツァ トゥ グ ァ は ンカ イ の 光 の な 
い 洞 窟 で ま ど ろ む 。 ハ スタ ー( 宇 宙 空 間 の 主 ) 
は 、 宇 宙 に 棲ん で いる か 、 ま た は アル デバ ラ 
ン 近 く の ど こ か に ある ハリ 湖 に 封じ 込め られ 
て いる か も し れ な い 。 イ タク ァ (北ア メリ カ 











産 の ウェ ン デ ィ ゴ 伝説 の 源 ) は 地球 や ほか の 
世界 の 寒い 地域 に 拘束 され て いる 。 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の ある も の は 自由 か も し れ な 
い が 、 こ れ ら の 存在 の 大 部 分 は 長い まどろみ 
の 中 に ある 。 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は 、 シ ュ ブ テニ 
グラ ス 、 ア ザ ト ー ス 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 お 
よび ヨ グ = テー ソト ー ス と いっ た 外 な る 神 と は 、 
し ば し ば 区 別 さ きれ て いる 。 グ レー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン は 何ら か の 限ら れ た 力 を 持っ て いる 
が 、 外 な る 神 は 混 活 や 豊 生 と いっ た 宇宙 の カカ 
を 擬人 化し た も の を 表し て いる よう に 思え 、 
距離 と 能力 に は ほとん ど 制 限 が な い 。 し か し 
な が ら 、 そ れ ぞ れ の クリ ー チ ャ ー が 置か れる 
べき カテ ゴリ ー に は 、 い くつ か の 混乱 が 存在 
する か も し れ な いこ と に 注意 する べき で あ 
る 。 多 く の 研 究 者 は 両方 と も 「 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 」 に 分 類 し て いる 。 

[「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 で は 、「 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 」 と いう 用 語 は クト ゥ ルフ の 
落し 子 に つい て 言及 し て いた 。 こ れ は 「 和 狂気 
の 山脈 に て 」 で は 古 の も の の 別名 で あっ た 。 
その 後 の 作家 た ち は 、 こ の 定義 を 両方 と も 使 
わ ず 、 現 在 で は 上 記 の 存在 に 「 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 」 の 用 語 を あて て いる 。] 
ー ア イ ホ ー ト 、 ア クロ 語 、 ア トラ ッ ク = テ ナ 
チャ 、 暗 黒 教 団 、 イ グ 、 イ ゴー ロナ ク 、 イ タ 
クア 、 イ ブ = ニ ツ ト ウ ル 、 ヴ ォ ル ヴァ ドス 、 ウ 
ボー テ サ スラ 、 ウ ルター ル 、 オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
ガタ ノ ソ ア 、 黄 色 の 印 の 兄弟 団 、 ク ア チ ル = 
ウタ ウス 、 ク トゥ グ ア 、 ク トウ ルフ 、 グ ラー キ 、 
グリ ュ テ ウォ 、 グ ルー ン 、 グ ロー ス 、 ゲ フ の 
折れ た 石柱 、 ザ ー ル 、 ザ ソ グ 、 サ ルナ ス 、 シ 
ア エ ガ 、 シ ュ ド ニ メ ル 、 精 霊 説 、 セ ラ エ ノ 、 
ヅ ス ニー オム モグ 、 外 な る 神 、 そ は 永久 に ……、 
タグ ・ ク ラ ト ウ ゥ ア の 角度 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ 
フォ ー ン 、 ツ アァ アト ウゥ グ ァ ア 、 ツ アー ル 、『 ト ー 
ト の 書 』、 ナ グ と イエ ブ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 
ニョ グ タ 、 バ イア ティ イス 、 バ グ ニ = ニ シャ ー ス 、 
ハス ター、 ハ ン 、『I 旧 き 鍵 』、 旧 き 神 、 旧 き 印 、 
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古き も の 、 ボ レア 、 ユ ト グ タ 、 ヨ グ ニ ソ トー ス 、 
ラー ン = テ テ ゴ ス 、 ラ ム 、 レ ン 、 レ ン の 灯台 、 
ロイ ガー、 忘 れ ら れ た も の 

圏 カ ー タ ー 「Zoth-0mmog」 : C.A スミ ス 「 サ 
タム プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 : ダー レス 「 永 
の 探求 」、「 風 に 乗り て 歩 な も の 」、「 ハ スタ ー 
の 帰還 」: マス ター トン 『Prey』 : G. ラー マン 
『Heir of Darkness』: ラヴ クラ フト 「 ク トゥル 
フ の 呼び 声 」 (0) : ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 





クレ ゴイ バカ ー ル ーシュ トレ ゴイ カバ ー ル 


Cregoivacar 


クレ ド 
Kled 

ドリ ー ム ラン ド の オウ クラ ノ ス 河 近く に あ 
る ジャ ング ル 。 こ の ラン が 咲き 誇る 森林 に は 
忘れ られ た 王 た ち が か つて 住ん で いた 多く の 
象牙 で 出来 た 宮殿 が ある 。 神 々 は 将来 彼ら に 
必要 に な る だ ろう と これ ら の 神殿 を 残し て お 
いた が 、 象 が 引く 隊商 は 、 そ こ を 通っ て も 呪 
い を 恐れ て 立ち 止ま ら な い 。 
ー イ ブ = テ ツ ト ウ ゥ ウル 、 オ ウ ク ラ ノ ス 河 、 ド リー 
ムラ ンド 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 銀 の 鍵 」(O)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」 


黒い 石 
Black Stone 

1) ハンガリー の シュ トレ ゴイ カバ ー ル の 町 
の 近く に ある 碑 。 黒 い 石 は 、 方 失 培 の よう な 
形 を し て お り 、 奇 妙 な 半 透 明 の 石 を 彫っ て 作 
られ て いる 。 こ の 碑 に は 判読 不可 能 な 彫刻 が 
施さ れ て お り 、 その 大 部 分 は 、 欠け て いた り 、 
風化 し て いる 。 

どん な 文明 が 黒い 石 を 作っ た か は 誰 に も 知 
られ て いな い 。 あ る 者 は フン 族 が 残し た も の 
だ と 言う が 、 フ リー ドリ ヒ ・ フ ォ ン ・ ユ ン ツ 
ト な どの ほか の も の は 、 も っ と 前 の 時 代 の 遺 
跡 だ と 主張 し て いる 。 





何 百年 も の 間 、 黒 い 石 は この 地域 に 住ん で 
いる 原始 的 な 山 の 民 に よっ て 儀式 が 行なわ れ 
た 場所 で あっ た 。1526 年 に イス ラム の 軍隊 
が この 地域 に 進 人 し た 。 そ の 指揮 官 ( セ リム ・ 
バハ ドル で あっ た と 記録 され て いる ) が この 
地方 の 習慣 を 発見 し た と き 、 彼 は 、 す べ て の 
部 族 民 を 殺し 、 彼 ら の 村 を 破壊 し た 。 こ れ に 
よっ て カル ト に よる 恐怖 の 支配 は 終わ っ た 。 

「 粛 清 」 が 行なわ れ て 400 年 以上 が 経過 し 
た が 、 い まだ に 近く に 住ん で いる 人 々 は 黒い 
石 を 避け て いる 。 少 し で も 石 を 見 つめ る と 和 狂 
気 が 引 き 起こ され る し 、 近 く で 眠り に お ち た 
人 々 は 一 生 悪 夢 を 見 続け る 。 ひ と ころ 現地 人 
が 石 の 破壊 を 試み た が 、 試 みた すべ て の 人 々 
は 呪 わ れ 、 結 局 石 は その まま 残さ れ た 。 こ の 
碑 は ジャ ステ ィ ン ・ ジ ェ フ リー の 詩 『 モ ノリ 
ス の 人 々 』 が 書か れ た きっ か け に な っ た か も 
し れ な い 。 詩 人 ど ジェフリー が この 地域 を 訪問 
し た こと が 知ら れ て いる か ら だ 。 

ー『 失 われ た 帝国 の 遺跡 』、 ジ ェ フ リー (ジャ 
ステ ィ ン )、 シ ュ ト レゴ イカ バー ル 、 ズ トゥ 
ル タ ン 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド リッ ヒ )、 
『 無 名 祭祀 書 』」、『 モ ノリ ス の 人 々 』、『 遊 牧 騎 
馬 民 族 マ ジャ ー ル 人 の 民話 』 

圏 ハ ワー ド 「 黒 い 石 」 
2) 大 地 の 妖 明 に よっ て 代 散 され た 小さ な 物 
体 。 大 地 の 妖 明 は ピク ト 人 が 侵入 し て くる ま 
で スト ー ン ヘン ジ に それ を 保管 し て いた 。 そ 
の 後 彼ら は 地下 洞窟 の 中 に それ を 運ん だ 。 そ 
の 守り 手 か ら 黒 い 石 を 盗 や こと が で きた 者 
は 、 そ の 報酬 を 得る こと が で きる か も し れ な 
い が 、 何 年 か の ち に は その 盗人 は 破滅 へ 向 か 
うだ ろう 。 こ の 石 に 関す る 記述 は イシ ャ ク 
シャ ー ル の も の と まっ た く 同 一 物 で ある よう 
に も 思え る 。 

ー イ シャ クシ ャ ー ル 、 黒 い 石 印 

圏 ハ ワー ド 「 大 地 の 妖 明 」、「 闘 の 種族 」(O) 





黒い 石 印 (イラ ー ン の 黒い 石 印 ) 
Black Seal of Iraan 

ミ テ ゴ に よっ て 地球 に も た ら さ れ 、 ム ー 大 
陸 の 魔術 師 イ ラー ン が 所 持 し て いた 物品 。 ザ 
ント ゥ ー が の ち に それ を 取得 し 、 ユ ト グ タ の 
神殿 で それ を 利用 し よう と し た 。 表 面 に は 、「 恐 
怖 の 七 つ の 失 われ た 印 」 が 彫 ら れ て お り 、 そ 
れ は どん な クリ ー チ ャ ー に で も 服従 を 命じ る 
こと が で きる 。 お そら く 、 こ の 石 は 黒い 石 や 
イシ ャ クシ ャ ー ル と 関係 が ある と 思わ れる 。 
ー イ シャ クシ ャ ー ル 、 黒 い 石 、 ミ = ニ ゴ 、 ム ー 
圏 カ ー タ ー 「The Offering」: マッ ケン 「 黒 い 
石 印 」(O0 ?) : ラヴ クラ フト 「 痢 に 嘱 く も の 」 








黒い 風 ニ ヤル ラ ト テ ッ プ (黒い 風 ) 
Black Wind 


黒い 蓮 
Black Lotus 

ハイ ボリ ア 東 部 の 国 、 キ タイ 産 の 黒 槽 の よ 
うな 色 の 花 。 キ タイ の 密林 に 棲ん で いた 神秘 
的 な 神 、 ユ ン に 仕え る 聖職 者 だ けが この 蓮 を 
て る こと が で きた 。 に お い は 最も どう 和 猛 な 
野 獣 に さえ も 眠気 を 引き 起こ す 。 ス ティ ギア 
の 神官 は 他人 の 心 を 制御 する の に この 特性 を 
利用 し た 。 自 ら あ えて 黒い 蓮 の 粉 を 吸っ た 唯 
一 の 人 物 は 、「 黒 い 環 」 の 死人 使い た ち で あっ 
た が 、 の ちの 時 代 に は も っ と 一 般 的 に 使用 さ 
れる よう に な っ た 。 

ハイ ボリ ア 時 代 が 終わ っ た の ち 、 花 は レン 高 
原 と スン 高原 に ち た ら さ れ た 。 そ こ で 名 の 知れ 
ぬ 修 道 会 の 聖職 者 た ち が 花 を 育て た の で ある 。 
その 効果 の 悪名 が 知れ 渡っ た た め 、 東 方 の カン 
は 使用 を 禁止 する こと を 試み た 。 し か し ツァ ー 
ル と ロイ ガー へ の 人 崇拝 を 重んじ る チョ ー テ 
チョ ー 人 に よっ て まだ 育て られ て いる 。 

現代 の カル ト で は 他 次 元 の 夢 に 心 を 開く 施 
丹 な どの 薬物 を 製造 する の に 蓮 を 使用 する こ 
と が ある 。 製 造 さ れ た 薬物 の 種類 や 使用 法 は 
さま ざま で あろ う 。 し か し な が ら 、 不 適切 に 
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扱え ば 殺人 の 衝動 に 双 ら れ た り 、 制 御 不可 能 
な 恐ろし い 幻 覚 症 状 を も た ら す か も し れ な 
い 。 黒 い 蓮 自体 が これ ら の 幻覚 の 中 に 現れ る 
こと も ある 。 こ れ は 花 自体 が 使用 者 へ の 不吉 
な 幻覚 の 通り 道 に な っ て いる と いう こと か も 
し れ な い 。 

ー ス ティ ギア 、 スン 高原 、 チ ョ ーー チョー 人 、 
ツァ アール 、 剖 丹 、 レ ン 、 ロ イガ ー 

カー ター「The Black Lotus」、「Dreams of 
the Black Lotus」、「The Madness Out of 
Time」 : ハワード 『 征 服 王 コナ ン 』、「 象 の 塔 」 
(O)、「 血 の 爪 」: R プラ イス 「Dope War of 
the Black Tong」 : ブロ ッ ク 「 黒 い 蓮 」 



































黒い 入 一 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ 
Black Man 


黒い 人 ) 


クロ ウ 、 タ イタ ス (1916 年 - 1968 年 ? ) 
Crow, Titus 

超常 現象 の 研究 、 特 に クト ゥ ルフ 神話 に 人 
生 を 捧げ た イギリス 人 オカ ル テ ィ ス ト に し て 
超 心 理学 者 。、 タ イタ ス ・ ク ロウ は 1916 年 
12 月 2 日 に 裕福 な ロン ドン の 家庭 に 生ま れ 
た 。 彼 は 、 い くら か 有名 な 考古 学者 だ っ た 父 
親 か ら 好 学 心 を 受け 継い だ 。 第 2 次 世界 大 
戦中 、 陸 軍 省 が オカ ルト と 第 三 帝国 に 関す る 
アド バイ ザー と し て クロ ウ を 雇い 、 ド イツ 軍 
の 暗号 を 解読 する 際 に は 彼 の 助け を 求め た 。 
その 後 、 タ イタ ス ・ ク ロウ は 田舎 の 屋敷 で あ 
る ブロ ウン 館 を 購入 し 、 親 友 ア ン リ ニー ローラ 
ン ・ ド ・ マ リ ニ ー と 共に 本 格 的 に オカ ルト を 
研究 し 始め た 。 彼 は イギリス で 最も 偉大 な オ 
カル ティ スト の 一 人 、 そ し て 注目 に 値する オ 
カル ト 図 書 の 所 有 者 と な っ た 。 

クロ ウ は 晩年 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の ウィ 
ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション に 加わ り 、 グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン に 対す る 攻撃 を 行 な 
、 短 期間 、 イ ギリ ス で の ファ ウン デー ショ 
ン の 活動 の 責任 者 に な っ た 。 多く の 者 は 、 
1968 年 10 月 4 日 、 ブ ロウ ン 館 が オカ ルト 
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的 な カカ に よっ て 破壊 され た と き 、 ク ロウ の 人 
生 は 終わ っ た と 信じ て いる 。 し か し 実際 に は 
彼 は イリ ジア で 生き て お り 、 興 味 の あ る 読者 
は ライ アン ・ ミ ルビ ュー 博士 の 『 タ イタ ス ・ 
クロ ウ の 思い 出 』 を 読む と よい だ ろう 。 

ー イ アン = テ ホ ー、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン 
デー ショ ン 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 
『 グ ハー ン 断 章 』、『 ゲ フ 写 本 』、『 古 代 ル ー ン 
の 伝説 』、『 国 境 の 要塞 』、『 恨 食 教典 儀 』、 デ 
イヴ ィ ー ズ (チャ ンド ラー) 、 時 の 時 計 、 ド ・ 
マリ ニー (アン リ テ ロ ー ラ ン )、 ミス カト ニッ 
ク 大 学 

ピー ター セン & ウィ ルス ほか "Miskatonic 
University Graduate Kit': ラム レイ 「 縛 り 首 の 
木 」(O)、 「 誕 生 」、『 地 を 容 つ 魔 』、「 名 数 秘法 」、 
「 妖 明 の 王 」、「Titus Crow vs. Dracula」、「The 
Viking s Stone」 











グロ ー ス 
Ghroth [ghrRAUTHI 

「 先 触れ な る も の 」 と も 呼ば れる 外 な る 神 。 
この 存在 は 惑星 ほど の 大 き さ の 黒い 物体 に 巨 
大 な 赤い 目 が 一 つつ いて いる と いっ た 姿 を し 
て いる (目立ち た く な いと 思う と き に は 目 を 
閉じ る )。 星 辰 が 正しい と き 、 グ ロー ス は 宇 
宙 を 旅 し 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 棲む 
世界 を 訪れ て 彼ら の 目 を 覚まさ せる 。 グ ロー 
ス は 過去 に われ われ の 世界 を 訪れ て いる 。 通 
常 、 流 星 や 彗星 に よっ て 引き 起こ され た と 信 
じ ら れ て いる 周期 的 な 大 絶滅 は 、 グ ロー ス の 
訪問 の 結果 に よる も の で ある 。 
ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 シ ャ ツガ イ 、 外 な る 神 
圏 キ ャ ン ベ ル 「The Tugging」 (O) : ハー バー 
Spawn of Azathoth' ロス "Music of the Spheres" 











黒き 母 の 印 
Sign of the Dark Mother 

三 つ の 頭 を 持つ 山羊 と の 何ら か の 類似 を 持 
つ 、 シ ュ ブ テニ グラ ス に と っ て 神聖 な 象徴 。 


これ は 森 の 仔 山羊 と 、 ギ リ 

シャ 神 へ カテ ー お よび デメ 

テル の 間 に 何 ら か の つなが 

り が ある こと を 示す の か も 

し れ な い 。 こ の 二 神 は 三 つ 

ある 頭 が 豊 稼 を 表す と され 

て いる 。 

ーシュ ブ ニ = テニ グラ ス 

菩 イ ジン ウィ ル & ハ イク “Dawn Biozyme・ 


黒き も の ーー ザ ・ ブ ラッ ク 
The Black 


クロ ッ ト ン 
Clotton 

セヴァン 川 の 支流 、 ト ン 川 沿い に ある 村 。 
クロ ッ ト ン は 最盛 期 以 来 大 きく 衰退 し 、 今 で 
は ほとん どの 地図 の 上 で 見 つけ る こと が で き 
な い ほ ど だ 。 村 民 が 話し た が ら な い 1931 年 
の 出来 事 の あと に 、 ク ロッ トン の 人 々 は 、 川 
岸 に あっ た 建物 の 多く を 取り 壊し 、 ト ン 川 の 
土手 に 巨大 な コン クリ ー ト の 柱 を 建て た 。 
キャ ン ベ ル 「The Horror from the Bridge」 





「 黒 の 経典 」 

Black Sutra 
ミャンマー の 最初 期 の 学者 の 一人 で ある 

ユー・ パ オ に よっ て 西暦 700 年 ご ろ 書 か れ 

た 本 。『 黒 の 経典 」 は 地球 の 生命 の 本 質 に 関 

する 偉大 な 洞察 を ボ し 、 そ の 中 に は 進化 論 を 

示す 文章 も ある 。 さ ら に 、 イ ドラ に つい て 多 

少 扱っ て いる 。 

ー イ ドラ 

デビ ル 「Where Yidhra Walks」、 ピ ー タ ー セ 

ン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG" 





「 黒 の 書 』 一 『 無 名 祭礼 書 』 
Black book 


クロ ムー ニヤ (紀元 前 1 万 5000 年 ご ろ ) 
Crom-Ya 

1 万 7000 年 前 に た 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ を 崇拝 し 
て いた キン メリ ア の 部 族長 。 の ち に クロ ム 神 
と し て キン メリ ア で 崇 捧 され た 可能 性 も ある 。 
[「 ク ロム = テ ヤ 」 は ロバ ー ト BEB. ハワード の 
「 ク ロム 」 を 参照 し た の か も し れ な い 。 ク ロ 
ム は コナ ン が 崇敬 し た 中 立 な 山の神 で 、 そ の 
名 前 は ケル ト の 神 「 ク ロム ・ ク ル ア ッ ハ 」( 墳 
丘 の 主 ) か ら 取 られ て いる 。 人々 は その 神 に 
人 身 御供 を 捧げ る 習慣 が あっ た 。] 
ー キ ン メ リア 、 ツ アト ウゥ グ ア 
悦 ペ ルト ン 『The Sussex Manuscript」: ラヴ ク 
ラフ ト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 


クン ヤン (クシ ナイ アン ) 
Kmnayan (also Xinaian) [ken-YAHN] 

オク ラ ホ マ の 地下 に ある 青く 光る 洞窟 。 そ 
の 位置 に ちか か わら ず 、 地 下 の 広大 な 土地 に 
は 驚く べき 種類 の 植物 と 動物 が 生息 し て お 
り 、 退 廃 的 で は ある が 人 間 に 似 た 存在 の 文明 
も また 広がっ て いる 。 

素人 目 に は 、 ク ン ヤ ン の 原 住民 は 地上 に 住 
む イ ン デ ィ ア ン の よう に 見 える 。 彼 ら の 奇妙 
な 服装 と 道具 だ けが 地上 人 と 彼ら を 区 別 す 
る 。 彼 ら の 伝説 に よる と 、 彼 ら は トゥ ー ル ー 
(ある い は クト ッ ゥ ルフ ) の 神 と 共に 地球 降り 
た と いう 。 た だ し 多く の 者 は これ が 誤り だ と 
考え て いる (これ ら の 人 々 は アス テカ 族 の 先 
祖 か も し れ な い 。 ア ステ カ 族 の 神話 は 彼ら の 
国々 の 北 に ある 洞窟 に 、 彼 ら の 起源 が ある と 
する )。 ま た 、 地 下 居住 者 に は 地上 人 に は な 
い 3 つ の 能力 が ある 。 ま ず 、 彼 ら は 意思 疎 
通 に テレ パシ ー を 利用 し 、 話 し 言葉 は ほとん 
ど 過 去 の も の と な っ て いる 。 次 に 、 彼 ら は 体 
(そし て 時 に は ほか の 物 も ) を 非 物質 化 で き 、 
固体 を 楽に 通り 抜け る こと が で きる 。 最 後に 、 
クン ヤン の 人 々 は 不死 の 秘 審 を 手 に し て お 
り 、 死 は 彼ら の 問 で は ほとん ど 起 こる こと が 
な い 。 
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クン ヤン の 人 々 は アト ラン ティ ス と レム リ 
ア が 沈ん だ の ち 、 上 方 の 世界 と の 関係 を 絶っ 
た 。 一 時 期 、 彼 ら は 多く の すばらし いと 美術 品 、 
技術 、 お よび 科学 を 誇っ て いた が 、 ク ン ヤ ン 
を 最後 に 訪れ た こと が 記録 され て いる パン 
フィ ロ ・ サ マコ ナ は 、 住 民 の 文明 が 停滞 し 、 
人 々 が 以前 の 科学 の 多く を 忘れ て いる と 報告 
し た 。 こ の 土地 の 人 々 は 、 過 去 に 追及 し た も 
の より も 、 新 し い 感 覚 の 経験 に 重き を 置く 。 
し か し 彼ら は 破壊 光線 投射 器 や さま ざま な 輸 
送 機械 の よう な 多く の 技術 的 アー ティ ファ ク 
ト を 持っ て お り 、 日 々 の 生活 に それ を 移 用 し 
て いる 。 

サマ コナ に よる と 、 ク ン ヤ ン の 人 口 の 大 部 
分 は 中 心 都 市 ツァ ス に 住ん を で いた 。 ツ ァ ス の 
住民 は 目新し い 経 験 と 感情 を 求め る こと に 多 
く の 時 間 を 費やし た 。 彼 ら は その 目的 の た め 
に 、 剣 闘士 の 試合 を 開催 し 、 扶 問 の 儀式 を 行 
な い 、 夢 を 見 、 李 町 物質 の 実験 を 行ない 、 さ 
ま ざ ま な 神々 を 持 拝 する 儀式 を 開催 し た 。 
神々 の 中 で は イグ と トゥ ー ル ー( ク トッ ゥ ルフ ) 
が 最も 重要 で あっ た が 、 彼 ら は また ハス ター、 
シュ ブ = テ ニ グ ラス 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ナ グ お よび 
イェ ブ を た た える 儀式 も 続け た 。 一 時 期 ク ン 
ヤン の 人 々 の 大 部 分 は ツァ トゥ グ ァ を 上 凡 敬 し 
た が 、 こ の 崇拝 の 真実 の 姿 を 知る と 、 ツ ァ ト ゥ 
グ ァ の 神殿 と 偶像 の すべ て を 破壊 し た 。 

クン ヤン と 地上 を 結ぶ 通路 も いく つか 存在 
する 。 時 々 、 地 上 居住 者 が クン ヤン の 世界 を 
訪れ る 。 ク ン ヤ ン の 原 住民 は 、 通 常 親 切 に こ 
れ ら の 人 々 を 扱う が 、 洞 窟 を 出る こと を 禁じ 
る 。 よ り 最 近 に な る と 、 ク ン ヤ ン の 人 々 は こ 
れ ら の 入り 口 に 警備 を 置き 、 地 上 の 人 々 が 彼 
ら の 土地 に 入っ て こない よう に し て いる 。 ま 
た 暗黒 の ンカ イ へ 降る ほか の 通路 も ある 。 

16 世紀 以降 、 ク ン ヤ ン に つい て の 情報 は 
な い 。 古い 記録 が 示す も の は 、 ク ン ヤ ン を 調 
査 す る こと が 賢明 で な いこ と を 地上 人 に 思い 
起こ させ る 。 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 イ グ 、 イ ムー テニ ビ イ 、 オ ー 
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ルド ・ ワ ン 、 ガ タ ノ ソ ア 、 黄 色 の 印 の 兄弟 団 、 
ギャ アテ ヨ ス ン 、 ク トウ ルー、 サ マコ ナ ・ イ ・ 
ヌー ニ ェ ス (パン フィ ロ ・ デ ) 、 サ ンス 、 シ ュ 
ブ = テ ニ グ ラス 、 ツ アス 、 ツ アト ゥ グ ア 、 ナ グ 
と イエ ブ 、 ハ スタ ー、 ン カイ 


ティ アニ ー「The Cthulhu Mythos in Mesoamerican 

Religion」: ハ ー バ ー “Keeper's Compendium': ヒ ー 
ルド 「 永 元 よ り 」: ビシ ョ ッ プ | 墳丘 の 怪 」(0) : 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters II 





ケス ター 文庫 
Kester Library 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 セ イレ ム に ある 図書 
館 。1977 年 に ミス カト ニッ ク 大 学 が ケス ター 
文庫 を 獲得 し 、 ア メリ カ 史 、 宗 教 、 お よび 民 
俗 学 関連 の 本 の 収集 を そこ へ 移動 し た 。 オ カ 
ルト 関連 で は 、 ウ ォ ル ミウ ス の 『 ネ クロ ノミ 
コン 』 と 『 ポ ナ ペ 教典 』 の 原本 が 逸品 で ある 。 
ー『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 
カー ター 「The Fishers from Outside」: カッ 
トナ ー 「 セ イレ ム の 怖 」 (0): ス タン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonici』 


「 ゲ フ 写 本 』 
Geph Transcriptions [GEF] 

お そら く ゴ ー ド ン ・ ウ ォ ー ム ズリ ー の 援助 
で 作ら れ た 、 ゲ フ の 折れ た 石柱 に 残さ れ た 象 
文字 の 翻訳 。 イ ギリ ス の オカ ル テ ィ ス ト 、 
タイ タス ・ ク ロウ の 図書 館 に 知ら れ て いる た 

















だ 1 違 の み 存 在 す る が 、 ほ か に も あり そう 
で は ある 。 

ー ウ ォ ー ム ズリ ー (ゴー ドン )、 ク ロウ ( タ 
イタ ス )、 ゲ フ の 折れ た 石柱 

圏 ラ ムレ イ 「 名 数 秘法 」 


ケ フ ネ ス 
Khephnes 
エジプト 第 十 四 王朝 の 時 代 の 男性 。 ニ ャ ル 
ラ ト テ ッ プ の 秘 客 を 学ん だ 。 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 


ゲ フ の 折れ た 石柱 
Broken Columns of Geph [GEF] 

リベリア 沿岸 の ジャ ング ル の 中 で 発見 され 
た 記念 碑 。 ゲ フ の 石柱 が どれ だ け 証 いか は 誰 
に も わか ら な い が 、 テ ・ ア トト (ティ ー ム ド 
ラ の 第 一 大 陸 出 身 の 偉大 な 魔術 師 ) の 文章 で 
も 言及 され て いる 。 これら の 石柱 に プ テ ト ラ 
イト 族 の 年 長者 は 、 敵 に 対し て 黒 魔 術 を 使用 
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する 人 々 に 対し て の 訓 戒 を 、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の 姿 と 共に 彫っ た 。 オ ー ル ド ・ ワ 
ン の 追従 者 は 、 碑 文 を いく つか 削除 し 、 柱 自 
体 を 破壊 し よう と 試み た が 、 こ れ ら の 碑 は 、 
今日 まで 生き 残り 、 そ の 地域 の 住民 の 崇拝 の 
中 心 と な っ た と 考え られ る 。 ゴー ル 大 学 の 
ゴー ドン ・ ウ ォ ー ム ズリ ー 教 授 の 助け で 、 数 
年 前 に これ ら の 碑 の 文字 は 解読 され た 。 

ー ウ ォ ー ム ズリ ー (ゴー ドン )、 オ ー ル ド ・ 
ワン 、『 ゲ フ 写 本 』』。 テ ・ ア トト 、 テ ィ ー ム ド 
ラ 、 プ テト ライ ト 族 

悦 ラ ムレ イ 「 黒 の 召喚 者 」(O)、「 盗 まれ た 眼 」、 
「The Return of the Deep Ones」、「The Sorcerer 
's Dream」、『The Transition of Titus Crow』 





ケム 
Khem 

有史 以前 の エジプト 。 ケ ム は 紀元 前 9500 
年 ご ろ に 古代 の ステ ィ ギ ア を 打倒 し た ヴァ 
ニー ル 族 に よっ て 設立 され た 。 名 前 は お そら 
く ス ティ ギア の 主要 港 で あっ た ケミ に 由来 し 
て いる 。 ケ ム の 第 一 王朝 の ファ ラオ は 北方 人 
で 、 彼 ら に よる 治世 は 何 千年 に も わた っ て 続 
いた 。 ケ ム の 人 々 は 紀元 前 8 世紀 に 、 最 初 
の ピラ ミッ ド と な る 宇宙 船 の 訪問 を 受け た 。 
宇宙 船 に 乗っ て いた 異 星人 は ケム の 人 々 と 交 
配 実験 を 行なっ た が 、 生 まれ た の は 奇形 の 半 
人 半 獣 の 生き 物 だ っ た 。 彼 ら は その 後 第 一 王 
朝 を 打倒 し 、 変 装 し た 子孫 を 王座 に つけ た 。 

ケム の 第 二 王 朝 は 6 世代 の 間 統 治し 、 そ 
の ファ ラオ た ち は ケ ム で 最初 の 石造 の ピラ 
ミッ ド を 建設 し た 。 最 後 の フ ァ ラ オ は カサ ト 
フト で 、 そ の 精神 は 彼 の 体 と 同様 、 ゆ が ん で 
いた 。 紀 元 前 7000 年 どろ み 、 カ サト フト は ケ 
ム の カイ と いう 平民 に よっ て 打倒 され た 。 勝 
利 し た カイ は 、 フ ァ ラ オ に 対抗 する た め に 利 
用 し た 息 異 的 な 先進 技術 を 抑え る よう に な っ 
た 。 女 王 ア シュ タル タタ と 共に 、 カ イ は ケム の 
第 三 王朝 を 設立 し た 。 同 時 期 に 、 お そら く は 
カサ ト フ ト と カイ と の 戦争 の 際 に 解き 放 た れ 


た 大 量 の 魔法 の た め 、 ケ ム の か つて 肥 浜 だ っ 
た 土地 は 、 砂 漠 へ と 変わ っ て し まっ た 。 ケ ム 
の 没落 と エジプト の 勃興 の 間 の 期間 に つい て 
は ほとん ど と 不明 だ が 、 こ れ が ケム の 破壊 を 招 
いた の か も し れ な い 。 

[「 ケ ム 」 は 「 黒 」 を 意味 する エジプト 語 で 
あり 、 ナ イル 沿い の 肥 浜 な 土 を 示す 。 エ ジ プ 
ト 人 が 自分 た ちの 土地 の こと を 話す と き 、 こ 
の 言葉 か 関連 語 の 「 ケ メト 」(「 黒 い 土地 」) 
を 使用 し た 。 ま た 、 ケ ム は エジプト の 豊作 の 
神 の こと で も あっ た 。 何 人 か の 作家 は 、 ケ ム 
を 前 エジプト の 国 と 呼ぶ が 、 テ ィ ア ニー な ど 
は 、 ス ティ ギア の 没落 と 1 世紀 の 古代 世界 
の 間 の エジプト 史 の 時 代 を 呼ぶ の に この 名 前 
を 使用 し て いる 。] 

ー ス ティ ギア 
ティ アニ ー『The Winds of Zarr』、「The 
Worm of Urakhu」 : ハワード 『 征 服 王 コナ ン 』、 
「 ハ イボ リア 時 代 」: ラム レイ 『Khai of Ancient 
Kheml 


ケラ エ ノ ー セ ラ エ ノ 


Celaeno 


ゲル =ー ホ ーー グル ニ ホ ー 
GelLHo 


「 幻 秘術 」 
Occultus [OKCuhLtus] 

ヘイ リア ルカ ス に よっ て 、 西 暦 150 年 ご 
ろ に 書か れ た 本 。 
圏 ハ ー バ ー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン " : ブロ ッ ク 「 納 骨 所 の 秘密 」(O) 





黄 衣 の 王 

The King in Yellow 

1) 以前 は 19 世紀 後半 に の ち に 自殺 を 図っ 
た 劇作 家 (不明 だ が 、 キ ャ ステ ー ヌ と いう 名 
か も し れ な い ) に よっ て 書か れ た と 考え られ 
て いた 戯曲 。 し か し 新しい 証拠 は 、 最 初 の 二 
場 が 『 フ ォ ー ス タス 医師 』 の 作者 で ある クリ 
スト ファ ー・ マ ー ロ ー の 作品 で あっ た こと を 
示唆 し て いる 。 ジ ョ ン ・ ク ロフ ト と ウィ リア 
ム ・ シ ェ ー ク スピ ア が それ を 完成 させ よう と 
し た が 、 シ ェ ー ク スピ ア の た め ら い が そ れ を 
妨げ た 。 シェー クス ピア と クロ フト が 書い た 
部 分 は 1666 年 の ある 家 の 火 災 で 和 失わ れ た 
が 、 そ の 家 の 所 有 者 は 偶然 自分 の 妻 の 詩集 に 
マー ロー の 書い た 部 分 を 綴じ 込ん で いた 。 
「 キ ャ ステ ー ヌ 」 が 1891 年 に それ を 再発 見 
し 、 戯 曲 を 完成 させ た 。 

1895 年 に 『 黄 衣 の 王 』 が 最初 に 出版 され 
た と き 、 政 府 と 教会 が それ を 紺 し 、 パ リ で 
は 上 演 が 禁じ られ た 。 それ 以来 、1919 年 に 
カシ ル ダ ・ プ レス に よっ て 出版 され た 版 な ど 、 
ほか の 版 が ひそ か に 出版 され て いる 。 劇 が 今 
まで に 聴衆 の 前 で 上 演 さ れん た こと が ある か ど 
うか は 不明 で ある 。 か な り の 矛盾 と 策 意 を 含 
ん で いる が 、 劇 は 空想 と 情緒 不安 か ら 狂 気 を 
導く 危険 な 本 で ある 。 第 一 幕 の み は 比較 的 穏 
や か だ が 、 第 二 幕 は も っ と 恐ろし く 、 よ り 大 
き な 影 響 力 を 持っ て いる 。 

戯曲 の 断片 は 、 劇 作家 の チャ ー ル ズ ・ ヴ ォ ー 























ン (1902 年 て 1966 年 ) な どの ほか の 作者 
の 作品 の 中 に も 現れ た 。 戯曲 は 実際 に は 、 ケ 
ネス ・ グ ラン ト の 言う 高位 の プレ ー ン に 存在 
する 「 ア カシ ッ ク ・ グ リモ ア 」 の 一 つ な の か 
も し れ な い 。 ま た それ を 記録 し た 作者 が 潜在 
意識 下 で 知覚 し た も の か も し れ な い 。 そ れ ほ 
ど 神 秘 主義 的 で は な い 情 報 湖 に よれ ば 、『 黄 
色 の 写本 』 と 呼ば れる 作品 が 、 こ れ ら の 詩人 
た ち す べ て に と っ て の 出典 で あっ た と いう 。 
私 が この 問題 を 研究 し て いる 際 に 、 こ の 戯 
曲 に 二 つ の 筋書き が ある の を 発見 し た 。 ど ち 
ら の 筋書き も さま ざま な 要素 に 関す る 独自 の 
解釈 を 持っ て いる 。 完璧 を 期す た め に 両方 の 
粗筋 を 次 に 述べ る が 、 ど ちら が 本 当 に 正しい 
も の か は 不明 で ある 。 そ れ ぞ れ の 読者 に よっ 
て 異な る 『 黄 衣 の 王 』 が 存在 する と いう こと 
も ある か も し れ な い 。 
A) 二 幕 の 劇 は アル デバ ラン と ヒヤ デス 蜂 団 
の 星々 が 輝く 異 世界 イー ティ ル の 都市 で 始ま 
る 。 劇 の 大 部 分 は イー ティ ル の 王座 を 主張 す 
る 者 た ち ー 一 女王 、 ア ラー ル 、 タ ー レ 、 ユ ー 
オト 、 カ シル ダ 、 ア ルド ー ニ ス 、 お よび カミ 
ラーー の 間 で 起こ る 宮廷 内 の 陰謀 に 関す る も 
の だ 。 王 の 一 派 は 蒼白 の 仮面 と 興 ろ し い 黄 色 
の 印 と を 着け た 正体 不明 の よそ 者 が イー ティ 
ル に 現れ た こと を 耳 に する 。 同じ ころ 奇妙 な 
都市 の 幻影 が ハリ 湖 の 対岸 に 現れ る 。 王 家 の 
人 々 は この 人 物 に 質問 する が 、 答 え は 得 ら れ 
な い 。 仮面 舞踏 会 で 彼 が 実際 に は まっ た く 変 























装 し て いな か っ た こと が 明らか に な り 、 女 王 
は 真実 の 幻影 と も 呼ば れる 蒼白 の 仮面 の 着用 
者 を 扶 問 し 、 死 に いた ら せ る 。 

この 無礼 に 続き 、 恐 ろ し い 黄 衣 の 王 が イー 
ティ ル に 現れ 、 湖 の 対岸 に 見 えた 奇妙 な 都市 
は 消え た 。 黄 衣 の 王 は 、 イ ー テ ィ ル は 減 び 、 
いま や 潮 の 岸 に は カル コ サ の 都市 だ けし か な 
いこ と を 告げ る 。 黄 衣 の 王 を 除い た すべ て の 
人 物 が 狂気 に 陥る か 、 死 ぬか 、 ま た は どう す 
る こと も で きず に 自分 の 運命 を 待つ だ け で 
あっ た 。 
B) も う 一 つの 筋書き の 舞台 は 、 ハ スタ ー と 
いう 都市 で ある 。 ハ スタ ー は 、 長 年 の 間 、 隣 
の 都市 アラ ー ル と 交戦 し て いる 。 女王 カシ ル 
ダ の 子供 た ち 、 ユ ー オ ト 、 タ ー レ 、 カ ミラ は 
母親 に 王朝 を 存続 させ る た め に 自分 に 王冠 を 
授け る よう せがむ が 、 彼 女 は それ を 手放さ な 
い 。 そ し て カシ ル ダ は 、 蒼 白 の 仮面 を 着け 黄 
色 の 印 を 持つ 人 物 が ハス ター に 現れ た こと を 
知る 。 大 神官 ナオ タル バ と 相談 し た 彼女 は 、 
この よそ 者 を 宮 典 に 招く 。 イ ー テ ィ ル と いう 
名 の よそ 者 は 黄 衣 の 王 の 支配 か ら 抜 け 出 す 機 
会 を 女王 に 提供 する 。 黄 衣 の 王 は ハリ 潮 の 対 
岸 の カル コ サ に 住ん で お り 、 め っ た に 人 間 の 
営み に 干渉 し な い 。 イ ー テ ィ ル は 、 都 市 の す 
べ て の 者 が 蒼白 の 仮面 を 着け れ ば 、 彼 の よう 
に 黄色 の 印 の 恐怖 を 払い の ける こと が で きる 
か も し れ な いと 言う 。 

女王 は は よそ 者 の 言っ た こと を 信じ 、 全 上 員 
が 蒼白 の 仮面 を 着け る 仮面 舞踏 会 を 開催 す 
る 。 仮面 を 取る 時 間 と な っ た と き 、 イ ー テ ィ 
ル は 、 自 分 が 仮面 を 着け て いな か っ た こと 、 
そし て アラ ー ル か ら ハ スタ ー の 人 々 に 復讐 し 
に 来 た こ と を 明らか に する 。 こ の 暴挙 は 黄 衣 
の 王 に 見 つか ら ず に は 済ま な い 。 黄 衣 の 王 は 
イー ティ ル を 連れ 去り に 来る 。 黄 衣 の 王 は 、 
彼 が ハス ター と アラ ー ル と の 戦争 の 勝者 に 世 
界 を 支配 させ る と カシ ル ダ に 約束 する が 、 一 
つの 条件 を 出す 。 そ れ は ハス ター の 人 々 と 彼 
ら の 子孫 が 、 常 に 蒼白 の 仮面 を 着け る こと 
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だ っ た 。 劇 は 、 和 失望 し た 廷臣 を 置き まり に し 
て 、 黄 衣 の 王 が 去る 場面 で 終わ る 。 

ー ア ラー ル 、 ア ルド ー ニ ス 、 イ ー テ ィ ル 、 
カシ ル ダ 、 カ ミラ 、 キ ャ ヤス テー ヌ (ヒル ドレ ッ 
ド )、 カ ルコ サ 、『 黄 色 の 写本 』、 黄 色 の 印 、 
最後 の 王 、 蒼 白 の 仮面 、 タ ー レ 、 デ ム へ 、 ナ 
オタ ル バ 、 ハ スタ ー、 ハ リ 、 ユ ー オ ト 

タイ ンズ “The King of Shreds and Patches": 
チェ ン バ ー ス 「 黄 の 印 」、「Im the Court of the 
Dragon」、「The Repairer of Reputations」) ブ 
リッ シュ 「More Light」 : ロス “Tell Me, Have 
You Seen the Yellow Sign?" 

2) ハス ター また は 、 も し か し た ら ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ の 化身 。 化 身 は この 戯曲 の 中 心 人 物 
で ある 。 通常 、 黄 衣 の 王 は ぼろ ぼろ の 黄色 い 
ロー ブ を 着 た 巨大 な 人 間 の 次 を し て お り 、 翼 
か 光輪 を 持つ こと も ある 。 通常 、 黄 衣 の 王 は 
蒼白 の 仮面 を 着け て いる 。 仮面 は ずっ と する 
麗 ろ し い 素 顔 を 隠し て いる 。 こ の 存在 を 岩 振 
する 者 は 近年 劇 的 に 増加 し 、 多 く の 芸 術 家 と 
知識 人 が 黄 衣 の 王 の 支配 下 に 堕ち た 。 

ーー 黄色 の 印 、 黄 色 の 印 の 兄弟 団 、『 セ ラ エ ノ 
断章 』、 ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ プ (黄色 い 仮面 の も 
の )、 ハ スタ ー 

圏 チ ェ ン バー ス 「 黄 の 印 」 (0) : デ トワ イラ ー、 
グラ ン シ ー& タ イン ズ “Delta Green': ブリ ッ 
シュ 「More Light」: ラヴ 、 ロ ス & ワ ッ ツ 
“Tatterdemalion' 





ゴー ツウ ッ ド 
Goatswood 

イギリス の ブリ チェ スタ ー の 南西 に ある セ 
ヴァ ン 渓 谷 の 村 。 隣 村 の テン プ ヒ ル と 同様 に 、 
元 テ ンプ ル 騎 士 団員 が 14 世紀 の 最初 に ゴー 
ツウ ッ ド に 定住 し た 。 こ こ で は 訪れ た 者 が 跡 
を 残さ ず に 和 失 忠 する こと が 知ら れ て お り 、 通 
常 、 周 囲 の 町 の 人 々 は ゴー ツウ ッ ド を 避け る 
よう に な っ た 。 村 の 住民 の 多く が 、 ヤ ギ 宗 振 
の 中 心 で 、 聖 な る 「 ム ー ン テレ ンズ 」 と し て 
知ら れ て いる 町 の 広場 に ある 特別 な ガラ ス が 
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取り 付け られ た 塔 を 保有 する 奇妙 な 宗教 カル 
ト の メン バー で ある 。 

また 、 ゴ ー ツ ウッ ド 近 く の 森 も 悪名 高い 。 
17 世紀 に 、 そ の 空き 地 で 魔女 の 集会 が 開か 
れ 、 そ こ で 魔女 た ち は 空 か ら 降 っ て きた と い 
う 石 を 崇拝 し て いた 。 し ば らく し て 、 周 囲 の 
田園 地帯 の 人 々 は 、 こ の 活動 を 気 に す る よう 
に な り 、 悪 名 高い 魔女 狩り 師 、 マ シュ ー・ ホ 
プ キ ンス を 呼び 寄せ 、 魔 女 集 会 の メン バー す 
べ て を 殺し た 。 こ の 森 に は 現在 シャ ッ ガ イ か 
ら の 昆虫 と 、 そ れ に 仕え る ザイ クロ トル が 棲 
ん で いる 。 
ー ザ イク ロト ル 、 シャ ン 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 
セヴァン 谷 、 テ ンプ ヒル 、 ブ リ チ ェ スタ ー、 
ムー ン テ レ ンズ 
悦 キ ャ ノン &R. プライス 「The Curate of 
Temphil」: キ ャ ン ベ ル 「 妖 虫 」、「 ハ イ ・ ス トリ ー 
ト の 教会 」 (0)、「The Moon-Lens」 

















ゴー ドン 、 エ ドガ ー・ ヘ ン キ スト 
Gordon, Ernest Hengist 

『 妖 魅 の 樋口 』 や 『 邪 悪 の 法則 』 な どの 数 
編 の 恐怖 小説 の 作者 。 ゴ ー ド ン の 作品 は 彼 が 
執筆 活動 を 開始 し て すぐ に 注目 を 集め る よう 
に な っ た が 、 す ぐに 彼 が 選ん だ 病 的 な 題材 は 
ほとん どの 出版 社 と 読者 を 追い 払う こと と 
な っ た 。 こ の 偏見 の た め に 、 彼 の 最初 の 小説 
『 夜 の 弟 龍 」』 は 失敗 に 終わ り 、 ゴ ー ド ン は 『 混 
油 の 魂 』 と ほか の 3 同 の 小説 を 自費 出版 せ 
ざる を えな か っ た 。 し ば らく し て ゴー ドン は 
失 足 し 、 以 来 消 息 は 聞か れ て いな い 。 
ブロ ッ ク 「 闇 の 魔神 」 





コー プラ ンド 、 ハ ロ ル ド ・ ハ ドリ ー 
(1860 年 ご ろ ~ー 1926 年 5 月 15 日 ) 
Copeland, Harold Hadley 

人 類 学 の 権威 で 太平 洋文 化 に 関す る 第 一 人 
者 。 太 平 洋 海域 考古 学会 の 創始 者 の 一 人 で あ 
り 、 会 長 で も ある 。 コ ー プ ラン ド は ケン ブリ ッ 
ジ 大 学 で 学び 、1881 年 に ミス カト ニッ ク 大 


学 を 卒業 し た 。 彼 は 1890 年 代 に アジ ア を 広 
く 旅 行 し 、 そ れ を 書い た 旅行 記 は ちょ っ と し 
た 評判 に な っ た 。 コ ー プ ラン ド の 最初 の 学術 
的 な 業績 で ある 『 先 史 時 代 の 太平 洋 海域 : 東 
南ア ジア 神話 の 原型 に 関す る 予備 調査 』 は 
1902 年 に 出版 され 、 こ の 時 人 類 学 に お ける 
彼 の 名 声 は 確立 され た 。 

1906 年 、 コ ー プ ラン ド は 第 二 作 、『 ポ リ 
ネシア 神話 クト ゥ ルフ 神話 大 系 に 関す る 一 
考察 』 を 書き 上 げた 。 コ ー プ ラン ド の 題材 は 
確か な 科学 的 見 地 に 基づい た も の で は あっ た 
が 、 こ の 時 すでに 、 こ の 有名 な 科学 者 を 偏執 
狂 と し て し まう 強迫 観念 の 最初 の 兆候 が 見 ら 
れる 。 強迫 観念 は 彼 が 『 ポ ナ ペ 教典 』 を 翻訳 
し た と き (1907 年 ) に さら に 強く 表れ る こ 
と に な る 。 

滅び た 文明 へ の コー プラ ンド の 没頭 は 彼 の 
次 の 二 つ の 作品 、『 ポ ナ ペ 醐 翠 像 」』(1910 年 ) 
と 『 ポ ナ ペ 教典 か ら 考 察し た 先史 時 代 の 太平 
洋 海域 』(1911 年 ) で 顕著 に な っ て きた 。 
前 者 で は 教授 が 旅行 中 見 つけ た 神秘 的 な 彫像 
を 扱い 、 後 者 で は 、 彼 は ムー 大 陸 が 実際 に 存 
在 し た と 断言 し た 。 ムー 大 陸 は 、 オ カル ティ 
スト が 太平 洋 の 下 に 水流 し て いる と 信じ て い 
る 大 陸 で ある 。 自 分 の 仮説 を 補強 する た め に 、 
コー プラ ンド は 多く の 太平 洋 の 島 で 見 つけ ら 
れる 巨大 な 石造 遺跡 、 そ の 地域 に 広く 点 在 し 
て いる 人 々 の 類似 し た 神話 的 文様 、 お よび 
1734 年 に ポ ナ ペ 島 で アブ ナー・ エ ゼ キ エル ・ 
ホー グ 有 船長 が 発見 し た 『 ポ ナベ 教典 』」 を 引用 
し た 。『 先 史 時 代 の 太平 洋 海域 』 は 学会 で 喘 
笑 き れ 、 コ ー プ ラン ド は 太平 洋 海域 考古 学会 
の 会 長 職 を 辞任 せ ざ る を えな か っ た 。 

1913 年 、 コ ー プ ラン ド は 同僚 の エリ ント 
ン と 共に 、 中 央 の アジ ア の ツァ ン 高 原 の 奥 に 
ある 山脈 へ 出発 し た 。 コ ー プ ラン ド テ エリン 
トン 調査 隊 は 悲劇 に 見 舞 わ れ た 。 エ リン トン 
は は じ め の 数 日 の うち に 死に 、 遠 征 隊 の ポー 
ター の 大 部 分 は 、 死 ぬか 、 あ る い は 逃げ 去っ 
た 。 そ し て 、 コ ー プ ラン ド の 消息 は 3 か 月 





ゴー ドン 、 エ ドカ ガー 


・ ヘ ン キ スト ンー『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』」 e II7 e 





後に な っ て や っ と 明らか に な っ た 。 彼 が モン 
ゴル で 発見 され た と き 、 彼 は 自分 が 見 た こと 
を 取り と めも な く 話 し 、 ム ー の 大 神官 ザン 
ツー の 言葉 が 記録 され て いる と いう 10 個 の 
石板 を 持っ て いた 。3 年 後 、 彼 は 『 ザ ン ツ ー 
石板 : 憶測 的 な 翻訳 』 を 発表 し た 。 発表 の 直 
後に コー プラ ンド は サン フラ ン シ ス コ の 療養 
所 に 閉じ 込め られ 、 そ の 後 彼 は 自分 の の ど を 
切り 絢 い た 。 彼 が 残し た すべ て の ノー ト と ポ 
リネ シア の アー ティ ファ クト の か な り 大 規模 
な 収集 な どの 遺産 は 、 サ ン ボ ー ン 太平 洋 海域 
古代 遺物 研究 所 に 収め られ て いる 。 

ー ザ ン ツ ー、『 ザ ン ツ ーー 石板 』」 サ ン ボ ー ン 
太平 洋 海域 古代 遺物 研究 所 、 ツ アン 高原 、『 ポ 
ナベ 教典 』、『 ポ ナ ペ 胡 翠 像 』、 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 、 ム ー、『 ユ ッ ギ ャ 讃歌 』、『 ル ルイ エ 
異 本 』、 レ ッ サ ー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 

圏 カ ー タ ー「 墳 墓 の 主 」(0)、「Out of the 
Ages」、「Zoth-Ommog」:S ジョ ン ソ ン A 
Resection of Time': スタ ン リ イ 『Ex Libris 
Miskatonici 





ゴー ルデン ・ ゴ ブリ ン ・ プ レス 
Golden Goblin Press 

1908 年 に サミ ュ エ ル ・ ア ドル トン と ジョ ン ・ 
アド ルト ン に よっ て 設立 され た ニュ ー ヨ ー ク 
の 出版 社 。 兄弟 の 一 人 が 所 有 し て いた イン ディ 
アン が 作っ た 小さ な 彫像 に ちな ん で 名 づけ ら 
れ た 。 彼ら の 設立 の 意図 は 、 絶 版 と な っ た 作 
品 の 数 々 を 復刊 する こと で あっ た 。 ま た 彼ら 
は 世界 の 歴史 に 基づく 決し て 完成 し な い オ ペ 
ラ を 作曲 し て いた 。 出 版 物 の 中 で 最も 有名 な 
も の は フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 『 無 名 祭祀 書 』(1909 
年 ) と ベイ オレ ス に よる 『 ハ リ の 啓示 』 の 翻訳 
(1913 年 ) で あっ た 。 こ の 出版 社 は 第 1 次 世 
界 大 戦 の 間 は 休業 し て いた と 思わ れ て いた が 、 
10 年 後に フィ ラ デ ル フィ ア で 復活 し 、C. A. 
スミ ス の 『The Dream of the Spider and the 
Awakening』 (1931 年 ) や ウィ ン ゲ ー ト ・ ピ ー 
スリ ー の 『The Shadow out of Time』 と いっ 


た 書籍 を 出し た 。 出 版 社 は 1988 年 に な っ て 
も まだ 出版 活動 を 行なっ て いた 。 

圏 ハリ ス 「The History of Von Unaussprechlichen 
Kulten」 : ハワード 「 黒 い 石 」(0) : ピー ター セ 
ン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』 














「 ゴ ー ル = ニニ グラ ル 』 
The Ghorl Nigral [GORL nee-GRAHL] 

地球 に 一 部 し か 存在 し な いと 推定 され る 
書 。『 エ イボ ン の 書 』 に よれ ば 、 悠 久 の 昔 、 
偉大 な 魔術 師 ズ カウ バ が 『 ゴ ー ル = テニ グラ ル 』 
も し く は 『 夜 の 書 』 を 発見 し 、 ヤ ディ ス に あっ 
た 彼 の 故郷 を 空洞 だ どら け に し た ドー ル の 穴 か 
ら そ れ を 運び 出し た と いう 。 

その 後 、『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』 は われ われ 
の 世界 に 持ち 込ま れ た 。 ムー の 神官 が それ を 
発見 し 、 沈 ん だ 大 陸 に 関す る 史料 の 章 を 本 来 
の も の に 追加 し た 。『 ゴ ー ル = テニ グラ ル 』 は 
の ち に イア ン = テ ホー の 都市 に 預け られ た 。 本 
は そこ で 長い こと 忘れ られ た 状態 で あっ た 。 
そし て 有名 な ドイ ツ の オカ ル テ ィ ス ト 、 フ 
リー ドリ ッ ヒ ・ フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト と 彼 の 友人 
ゴット フリ ー ト ・ ミ ュ ル ダー は 、 本 を 見 つけ 
る た め に 中 国 の 高山 に ある 僧院 へ と 旅 し た 。 
そこ で フォ ン ・ ユ ン ツ ト は 聖人 と 交渉 し 、 
『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』 を 見 る こと が 許さ れ た 。 
この 体験 は フォ ン ・ ユ ン ツ ト に 深い 感銘 を 与 
え 、 彼 は この 本 の 内 容 に つい て 長い こと ミュ 
ル ダ ー と 議論 し た 。 ミ ュ ル ダー は の ち に 彼 の 
作品 『 ア ジア の 秘め た る 神秘 一 ゴー ル ・ ニ グ 
ラル へ の 注釈 付き 』(1847 年 ) で この 情報 
を 使用 し た 。 

『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』 が ほか に も 地球 に 存 
在 し 、1 周 が ミス カト ニッ ク 大 学 に ある と さ 
え 言 う 者 ちい る 。 こ れ は 『 ア ジア の 秘め た る 
神秘 一 ゴー ル ・ ニ グラ ル へ の 注釈 付き 』 と 
『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』 そ の も の を 混同 し た こ 
と に よる 混乱 で ある 可能 性 も ある 。 ミ スカ ト 
ニッ ク 大 学 に ある 本 の 閲覧 は 、 数 年 前 に 図書 
館 の 閲覧 室 に 起こ っ た ある 事件 の た め に 非常 
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に 困難 に な っ て お り 、 す ぐに は この 疑問 に は 
答え られ そう に な い 。 

ー『 ア ジア の 秘め た る 神秘 一 ゴー ル ・ ニ グラ 
ル へ の 注釈 付き 』』 イ アン ニテ ホー、『 エ イボ ン 
の 書 』、 ズ カウ バ 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー 
ドリ ッ ヒ )、 ミス カト ニッ ク 大 学 、 ミ ュ ル ダー 
(ゴット フリ ー ト )、 ム ー、 ヤ ディ ス 

カー ター「The Thing in the Pit」、「Zoth- 
Ommog」: コノ クー バー& ラ ヴ ク ラ フト 
ILovecraft at Last 


コス 

Koth [KAHTHI] 

1) 黒い 巨大 な 都市 。 こ の 都市 が 正確 に どこ 
に ある か は 誰 も 知ら な い が 、 こ と に よる と 夢 
見 る 人 が 時 々 見 た ガ グ の 大 都市 の こと か も し 
れ な い 。 顔 を 隠し た 暗黒 の 王 が コス に 住ん で 
お り 、 こ の 人 物 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ か も し れ 
な い が 確 か で は な い 。 死す べき 者 が 都市 に 
や っ て 来 て 懇願 し た な ら ば 、 暗 黒 の 王 は 巨万 
の 富 と 何 白 年 も の 寿命 を その 者 に 与え る か も 
し れ な い 。 そ の 者 の 人 生 が 終わ る と き に 、 暗 
黒 の 王 は 提供 し た も の の 代価 と し て その 了 肉体 
と 精神 を 持ち 去る 。 一 人 の 定 命 の 者 だ けが 、 
取引 を 成立 させ た と 言わ れる 。 

ー ガ グ 、 コ ス の 塔 、 ド リー ムラ ンド 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ 

圏 カ ー タ ー 「The Book of the Gates」 : ハ ワ ー 
ド 「 墓 は いら な い 」(O) 

2) ドリ ー ム ラン ド に 住ん で いる 「 夢 の 神 」 
と し て 知ら れる 存在 の こと 。 ま た コス の 都市 
の 暗黒 の 王 で ある か も し れ な い 。 

ー ド リー ムラ ンド 

圏 カ ー タ ー「 ク トゥ ルー 神話 の 神々 」: ハ ワ ー 
ド 「 墓 は いら な い 」(O) 

3) ハイ ボリ ア 人 自身 に よっ て 設立 され た ハ 
イボ リア 時 代 の 王国 。 今 日 地中海 お よび イタ 
リア と な っ て いる 場所 に 広がり 、 そ の 子孫 は 
古代 エト ルリ ア 人 と な っ た 。 

ー ハ イボ リア 時 代 、 コ ス の 印 、 ユ ー オ ト 

















圏 ハ ワー ド 「 真 紅 の 城 」 (0)、「 ハ イボ リア 
時 代 」 





コス の E 
Koth, Sign of 
ガ グ の 都市 に ある コス の 塔 と 、 覚 醒 の 世界 
と 夢 の 世 界 の 間 に あ る さ 
ま ざ ま な 物理 的 な 門 で 見 


つけ られ る 魔 術 的 な 印 。 2 


印 は ほか の 門 と 同様 に 、 sy 


ある 悪夢 が 覚醒 の 世界 に 
人 人 る の を 防ぐ の に 役立つ 
か も し れ な い 。 妥 想 時 に は 、 印 は 人 の 精神 を 
遠い 世界 に 投射 する の に 使用 で きる か も し れ 
な い 。 

いく つか 情報 源 に よる と 、 黄 色 の 印 は コス 
の 印 の 特別 な 表現 だ と いう こと で ある 。 
ー ガ グ 、 黄 色 の 印 、 コ ス 、 コ ス の 塔 、 ド リー 
ムラ ンド 、 ユ ー オ ト 
圏 カ ー タ ー「 シ ャ ッ ガ イ 」 : ヘイ 『 魔 道 書 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 』: ティ アニ ー『House of the 
Toad』、 ミ ラー “The Lurker in the Crypt': ラ 
ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ ウ ォ ー 
ド 事 件 」、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





コス の 塔 
Koth, Tower of 

ドリ ー ム ラン ド の ガ グ の 都市 に 建つ 構造 
物 。 塔 は 地下 世界 と 上 方 世界 を 結ん で お り 、 
土台 に ある コス の 印 が 、 ガ グ に 彼ら の 契約 に 
つい て 思い 出さ せる 。 ケ ネス ・ グ ラン ト は 「 な 
ん じ 、 空 洞 の ちの 」 と いう 意味 の 「Kotha」 
と いう 単語 が コス の 塔 に 関連 する も の で ある 
と し た 。 こ の 単語 は クロ ー リ ー の 著作 に 現れ 、 
ある 性 儀式 を 志す も の だ 。 
ー コ ス 、 コ ス の 印 、 ド リー ム ラン ド 
グラ ント 『Nightside of Eden』 : ラヴ クラ フ 
ト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


「 古 代 ル ー ン の 伝説 」 
Legends of the Olden Runes 

1963 年 の スル スエ イ 火 山 の 隆起 の 際 に 火 
山 か ら 投げ 出さ れ た 金 の 箱 の 中 に 見 つけ られ 
た 写本 。 セ ルレ ッ ド ・ グ スト ー が 箱 を 発見 し 、 
タイ タス ・ ク ロウ の 助け を 時 々 受け な が ら 9 
年 を 費やし て 写本 の 象形 文字 を 翻訳 し た 。 彼 
が 発見 に 関す る ニュ ー ス を 世界 に 発表 し た と 
き 、 彼 の 以前 の 高い 評判 に ちか か わら ず 、 彼 
の 同僚 は グスト ー を あざ わら っ た 。 彼 が 和 失 忠 
し た の ち に な っ て よう や く 、 こ の 作品 が 非常 
に 限定 され た も の と し て 出版 され た 。 

写本 は ティ ー ム ドラ の 第 一 大 陸 の 魔術 師 、 
テ ・ ア トト の 作品 で あっ た 。 こ れ に は この 大 
陸 と ティ ー ム ドラ の 住民 に 関す る 情報 、 そ し 
て 大 陸 の 歴史 上 の いく つか の 有名 な 事件 に 関 
する 物語 が 書か れ て いた 。 そ れ と 共に 、 ガ タ 
ノ ソ ア 、 ク トゥ ルフ 、 ハ スタ ー、 お よび イブ 
テツ トゥ ル の よう な 存在 へ の 朱 捧 に 関す る 注 
釈 が 書か れ て いた 。 ま た 、 ビ ヤー キー を 召喚 
する た め の 儀 式 に 使用 する よう な 呪文 や 、 ど 
ん な 破壊 的 な 魔術 の 効果 か ら も 術 者 を 守る よ 
うな 呪文 も 書か れ て いた 。 
ー ガ タ ノ ソ ア 、 グ スト ー (セル レッ ド )、 ク 
トゥ ルフ 、 ク ルー ン の テ ・ ア トト 、 ク ロウ ( タ 
イタ ス )、 テ ィ イー ム ド ラ 、 ビ ヤー キー 
圏 ラ ムレ イ 「 名 数 秘法 」、「Imtroductdon」(『The 
House of Cthulhu』) (O) 


「 国 境 の 要塞 |( ブ プラ エ シ デ ィ ア ・ フ ィ ニ ウム ) 
Frontier Garrison (originally Praesidia Finium) 
現在 の ヨー ク 近 くに 住ん で いた ロー マ 人 学 
者 、 ロ リウ ス ・ ウ ルビ カス に よっ て 183 年 
に 書か れ た 本 (何人 か の 学者 は 、 こ の 書 が ロー 
マ の 総督 で あっ た Q. ロリ ウス ・ ウ ルビ カス 
の 作品 だ と 言う が 、 オ カル ト 学 者 タイ タス ・ 
クロ ウ は 、 そ れ は 間違い だ と 主張 する )。 英 
語 版 は 18 世紀 の 初め どろ に ロン ドン で 出版 
され た 。 オ リ ジ ナ ル は 2 冊 あ り 、 よ り 完 全 
な も の は ウォ ー ビ ィ 博物 館 に 保管 され て お 
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り 、 断 片 的 な ちの が ミス カト ニッ ク 大 学 に あ 
る よう だ 。 

この 文献 は ロー マ 軍 の イギリス 占領 期 に 起 
こっ た 多く の 不可 思 議 な 事件 を 記録 し て い 
る 。 ウ ルビ カス の 家 か ら の 数 マイ ル 離 れ た 場 
所 で 起こ っ た 爆発 、 ハ ドリ アヌ ス の 城壁 近く 
で 起こ っ た 不道徳 な イェ グ = テ ハ へ の 棋 撃 な ど 
が 記録 きま れ て いる 。 
ー イ エグ テハ 、 ク ロウ (タイ タス )、 ミ スカ 
トニ ッ ク 大 学 
圏 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil : ラム レ 
イ 「 魔 物 の 証明 」(0)、『The Transition of Titus 
Crow』 





コナ ン 、 キ ン メ リア の (紀元 前 1 万 年 ご ろ ) 
Conan of Cimmeria 

ハイ ボリ ア 時 代 で 最も 有名 な 英雄 。 コ ナン 
は 彼 の 一 族 が 北方 の ヴァ ニー ル 族 と 戦っ て い 
る と き に 、 キ ン メ リア 北西 で 生ま れ た 。 コ ナ 
ン は 青年 期 に 達する 前 で すら 、 幾 度 も 武功 を 
立て た 。 青 年 に な つっ た コナ ン は 冒険 に 出発 し 、 
盗賊 や 備 兵 と し て 多く の 世界 を 横断 し た 。 

コナ ン が 40 歳 に な っ た ころ 、 ハ イボ リア 
大 陸 で 最も 強力 な 王国 で あっ た アキ ロニ ア の 
王座 を 奪っ た 。 こ の の ち 何 が 起こ っ た か は 推 
測 す る し か な い 。 あ る 者 は 、 彼 が 広大 な 帝国 
を 征服 し た と 言い 、 ま た ある 者 は 、 彼 が 彼 の 
息子 に 王座 を 明け 渡し 、 強 大 で 邪悪 な 勢力 と 
戦う た め に 西方 へ 向かっ た と 言う 。 
ー キ ン メ リア 、 ス テイ ギア 、 セ ト 、 ハ イボ 
リア 時 代 
悦 R ウィ ルソン & シ ェ イ 『The Illuminatus! 
Trilogy』 : ハワード 「R・E・ ハ ワー ド か ら P・ 
S・ ミ ラー へ の 手紙 」、「 不 死 鳥 の 剣 」 (O) 





コブ ラ の 王冠 
Cobra Crown 

へ ビ 人 間 に よ っ て 作ら れ た アー ティ ファ ク 
ト 。 ダ イヤ モン ド で 只 わ れ 、 へ ビ の 意匠 が 加 
えら れ た 円 雛形 を し た 黄金 の 王冠 。 王 冠 を 戴 
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く 者 は へ ビ 人 間 に よ る 征服 活動 の 手先 の 親玉 
と な っ た 。 伝説 に よる と 、 王 冠 を 戴 く 者 は 、 
近く に いる 者 の 考え を 読み 、 人 間 と 動物 の 精 
神 を 支配 する こと が で きた と いう 。 王冠 の 力 
は それ を 使う 人 に よっ て 異な る 。 精 神力 の 弱 
い 者 は 一 人 の 人 間 を 支配 する こと が で きる だ 
け で あっ た が 、 強 力 な 魔術 師 は それ で 数 千 の 
人 間 に 命 令 よ る こと が で きた 。 

へ ビ 人 間 の 王国 が 衰亡 し た の ち 、 彼 ら の 生 
き 残 り は 大 西洋 上 の 島 の 神殿 に 王冠 を 隠し 
た 。 ア イボ リア 時 代 に 、 海 賊 が それ を 持ち 去 
り 、 短 い 間 で ある が トー トニ テア モン の 所 有 物 
に な っ た 。 彼 が 自分 の 帝国 の 設立 に 利用 する 
前 に 王冠 は 奪わ れ 、 そ の 力 は 吸い 取ら れ た 。 
それ 以来 、 王 冠 を 見 た 者 は いな い 。 

ー ト ー ト テア モン 、 へ ヘビ 人 間 
圏 カ ー タ ー& デ テキ ャ ンプ 『 コ ナン と 毒蛇 の 
王冠 』(0) 


ゴ フ ン フー パ ジ シュ ブ = ニ グラ ス 
Gof'Nn Hupadgh Shub-Niggurath [GOE-fan 
HOO-pail 

シュ ブ = テ ニ グ ラス の 崇拝 者 が 使用 する 言 
葉 。 こ の 女神 の 恩恵 が 特別 な 価値 を 持つ 崇拝 
者 が 使用 する 。 特 別 な 儀式 に お いて は 、 森 の 
黒山 羊 が カル ティ スト を むさ ぼり 食い 、 彼 ら 
を 変容 させ た あと で 吐き 戻す 。 こ の 儀式 の あ 
と で は 、 角 、 ヤ ギ の よう な 足 、 釣 爪 の ひよ うな 
手 、 あ る い は も っ と 非 人 間 的 な 特徴 特質 を 持 
つよ うに な る だ ろう 。 ま た 、 こ の 変身 は 犠牲 
者 を 「 祝 福 」 す る 不死 の 象徴 で も ある 。 こ れ 
ら の 変身 し た 崇拝 者 を 目撃 し た こと が 、 サ 
テ ュ ロ ス 、 木 の 精 な どの 空想 的 な 森 の クリ ー 
チャ ー に 関す る 古典 的 な 伝説 を 喚起 し た の で 
ある 。 
ーシュ ブ ニ = テニ グラ ス 
キャ ン ベ ル 「The Moon-Lens」 


コモ リオ ム 
Commoriom [ko-MOR-roml 

ハイ パー ボリ ア 大 陸 の か つて の 首都 。 あ る 
者 は 、 ポ ラリ オン の 白き 巫女 が 、 コ モリ オム 
が 破壊 され る と 予言 し た と 言う 。 そ の 言葉 を 
聞い て 、 減 び 行 く 都市 の 全市 民 が コモ リオ ム 
を 離れ て ジャ ング ル に 逃れ た 。 そ し て 丸 一 日 
か か る 場所 ウズ ル ダ ロ ウム を 新しい 首都 に 定 
め た 。 し か し な が ら 、 ほ か の 記述 に よれ ば 、 
犯罪 に よる 略奪 と 、 そ れ に 対す る 刑 の 執行 が 
特に 問題 と な っ て 、 都 市 が さび れ た の だ と い 
う 。 ア トラ ン テ ィ ス の クラ ー カ シュ ニテ トン は 
コモ リオ ム の 神話 を 伝 基 し 、 そ の 神話 に は ツァ 
トッ ゥ ッ グ ァ な どの 神格 の 物語 が 含ま れ て いた 。 
ー ウ ズル ダ ロ ウ ム 、 ク ラー カシ ュ ニ テト ン 、 
ツア トウ ゥ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 
悦 C. A、 スミ ス 「 ア タマ ウス の 遺言 」「 サ タム 
プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 (0): ラ ヴ ク ラ フト 「 闇 
に 喘 く も の 」 


コラ ジン (コラ ツィ ン ) 

Chorazin [CHOR-uh-znl] 

1 ) クト ゥ ルフ の 意思 ある い は イド 。 これ は 、 
クト ッ ゥ ルフ の 精神 の 中 で 最も 接触 し や すい 部 
分 で あり 、 彼 が 送る 夢 の 大 部 分 は ここ か ら 来 
る 。 

ー ク トゥ ルフ 

シマ ンス キ “Dreams Dark and Deadly' 

2) アッ ティ カ と 先祖 の ヴァ ン ・ デ ル ・ ハ イ 
ル 邸 の 両方 に 近い ニュ ー ヨ ー ク 州 北部 の 町 
で 、 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー が 訪れ た 。 こ この 住 
民 の 大 部 分 は 忌まわしい カル ト に 所 属し 、 古 
いい 邸宅 の 近く に ある 丘 で 集会 を 開く 。 
悦 ラ ムリ ー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」 
3) イス ラ エ ル に ある 都市 の 廃 玉 。 こ の 都市 
は 聖書 の 中 で イエ ス に 非難 され て いる (マタ 
イ に よる 福音 書 第 11 章 21 節 、 ル カ に よる 
福音 書 第 10 章 13 節 )。 ル ドウ ィ ク ・ プ リン 
(『 妖 明 の 秘密 』 の 作者 ) は ここ で 多く の 時 間 
を 過ごし た と 言わ れ て いる 。 

















デジ ワン ー ジーパ ジ 
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略 ジェ イム ズ 「 マ グ ナ ス 伯 爵 」) R プラ イス 
「The Transition of Abdul Alhazred」: ラム レイ 
「 妖 明 の 土 ] 


コラ ゾ ス の カル ト 
Chorazos Cult 

16 世紀 後半 に ルー マニ ア の 山地 で 設立 さ 
れ た ヨ グ = テ ソ トー ス 崇 拝 者 の 一 派 。 指 導 者 は 
コラ ゾ ス と いう 男性 で 、 ジ プシ ー の 血筋 で あ 
る と 推測 され る 。 カ ルト の メン バー た ち は ハ 
ン ガ リー、 ア フリ カ 、 ア ラビ ア 、 中 国 と いっ 
た さま ざま な 場所 か ら や っ て 来 た 。1594 年 
に 、 カ ルト は 大 陸 か ら か ら イ ギリ ス に 追放 さ 
れ た 。 イ ギリ ス で は フィ ンチ リー に テン プル 
が 設立 され た 。 当初 エリ ザ ベ ス 女 王 の 好意 も 
あっ た が 、 カ ルト は か つて の パト ロン (彼女 
は ジョ ン ・ デ ィ ー 博 士 か ら こ の 件 で 助言 を 受 
け て いた ) に よる 追求 - よ つっ て ロン ドン か ら 
追い 払わ れ た 。 そ し て 彼ら の 活動 拠点 は オー 
クス と 呼ば れる 家 に 移っ た 。 

コラ ゾ ス の カル ト が オー クス に あっ た の は 
わずか 1 年 だ っ た が 、 彼 ら は 邪悪 な 集団 と 
し て 周囲 に 良く 知ら れる こと と な っ た 。 地 方 
会 の パー ソン ・ グ ッ ド リ イ が 、 カ ルト が 実 
践 し て いる 崇拝 の 種類 を コラ ゾ ス に 問い た だ 
す と 、 コ ラ ゾ ス は 周辺 の 土地 全体 に 呪い を か 
けた 。 以来 そ の 土地 は 貧し く 、 荒 れ た まま で 
ある 。 最 終 的 に 、 土 地 の 人 々 は 団結 し て 、 オ ー 
クス を 焼き 払っ た 。 コ ラ ゾ ス と ほか の 数 人 の 
メン バー は スコ ッ ト ラ ンド に 逃れ た 。 

コラ ゾ ス の カル ト は お そら く 治 療 行為 の 対 
価 と し て ペン トラ ンド 山地 の 土地 を 得 た が 、 
スコ ッ ト ラ ンド 王 ジ ェ ー ム ズ 4 世 は 魔術 に 
反対 し て いた 。 し か し 、 公 的 な 措置 が と られ 
る 前 に 、 一 連 の 失 中 事件 に 慎 慌 し た 近隣 の 住 
人 が 、 一 派 を すっ か り 残 減 し て し まっ た 。 
ー ヨ グ ニ テニ ソ トー ス 
圏 ラ ムレ イ 「The House of the Temple」(O)、 
「The Running Man」 





コラ ム 、 ネ イラ ンド 
Colum, Nayland 

小説 『 異 世界 の 監視 者 』 で 知ら れる よう に 
な っ た ロン ドン の 作家 。 コ ラム は 、 こ の 小説 
の 第 二 作 を 企画 し て いた が 、 ア ラビ ア で の 休 
暇 か ら 帰 る 途中 、 船 上 か ら 失 足し た 。 
圏 ダー レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」 


ゴル ニテ ゴロ ス 
GoLgoroth [gahLgorAUTHI 

「 忘 れ ら れ た オー ルド ・ ワ ン 」 と 呼ば れる 
暗黒 の 神 。 脚 が 1 本 、 目 が 1 つ し か な い 奇 
怪 な 鳥 の よう な 姿 を し て お り 、 南 極点 近く の 
アン タル クト ス 山 の 地下 に 棲ん で いる 。 シャ 
ンタ ク 鳥 は ゴル テ ゴ ロ ス を 崇拝 し 、 そ れ に 奉 
仕 し て いる 。 

バル = テ サ ゴー ス (大 西洋 の 鳥 に 位置 する 都 
市 ) の 人 々 は か つて ゴル = テ ゴ ロ ス を 崇拝 し て 
いた 。 月 の 出 と 月 の 入り ご と に 、 こ の 神 に 仕 
える 神官 は 必ず 生け 費 を 捧げ 、 心 臓 を 祭 増 に 
置い た 。 あ の 世 か ら の 漁夫 に よっ て 造ら れ た 
と 思わ れる 、 ジ ン バ ブ エ の 遺跡 に ある 碑文 に 
も また 、 こ の 神 の 名 が つい て いる 。 
ーー あの世 か ら の 漁夫 、 ア ンタ ルク トス 山 、 ク ー 
ム ヤ ー ガ 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 バ ル ニ サ ゴー ス 
圏 カ ー タ ー「The Fishers from Outside」: ハ ワー 
ド 「The Gods of BalSagoth」 (0) : ヘン ダー ソ 
ン 「Free the Old Ones」 


コル シ 、 バ ー ト ロミ オ 
Corsi, Bartolomeo 

12 世紀 の フィ レン ツェ の 修道 士 。 コ ル シ 
は イス 人 に よる 精神 転送 に よっ て 狂気 に 陥っ 
て いる と ころ を 、 地 方 の 役人 に よっ て 投獄 さ 
れ た 。 役 人 た ち は 、 彼 が 神聖 ロー マ 帝 国 皇帝 
を 支持 し て いる と 信じ た の で ある 。 彼 が 投獄 
され て いた と いう 知ら せ を 、 東 か ら の 使者 か 
ら 受 け 取 っ た 教生 インノケンティ ウス 4 世 
は 、 彼 を 解放 し スト ロン ボリ 島 に 追放 し た 。 
そこ で コル シ は 罪 の 本 質 に 関す る 彼 の 非 正統 
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的 な 意見 を 示し た 『 ハ ル マ チ コン 』 と いう 本 
を 書い た 。 彼 が スト ロン ボリ 島 で 若い ダン テ ・ 
アリ ギ エ リ に 会 っ て いた 可能 性 も ちあ る 。 ダ ン 
テ の 『 地 獄 篇 』 に 、『 ハ ル マ チ コン 』 と 類似 
し た 部 分 が いく つか ある か ら だ 。 


ー イ ス の 偉大 な る 種族 
ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(0) : マ ーシュ 
『The Worm Shall Ye Fightl』 





サー スト ン 、 フ ラン シス ・ ウ ェ イ ラン ド 
Thurston, Francis Wayland 

ボス トン の 人 類 学 者 で 、 ジ ョ ー ジ ・ エ イン 
ジェ ル の 兄弟 の 係 。 サー スト ン は エイ ンジ ェ 
ル の クト ゥ ルフ ・ カ ルト に 関す る 仕事 を 受け 
継ぎ 、 大 伯父 の 仕事 の 名 声 を 高め よう と し て 
いた 。 役 は その 後 す ぐ プ ロ ヴ ィ デ ンス の 波 止 
場 近く で 死ん だ が 、 彼 が オー ルド ・ ワ ン の 復 
活 ま で 生き 続け る だ ろう と 主張 する 者 も い 
る 。 
ー エ イン ジェ ル (ジョ ー ジ )、 ク トウ ゥ ルフ 、『 ヨ 
ハン セン の 手記 』 
略 ハ ー バ ー “Keepers Compendium': ラヴ ク 
ラフ ト 「 ク トッ ゥ ルフ の 呼び 声 」) リ ゴ ッ ティ 
「The Blasphemous Enlightenment of Prof. 
Francis Wayland Thurston of Boston. 











Providence, and the Human Race」 


ザー ダニ ホー グラ 
Xada-Hgla [ZAH-dah-HAUG-lahl] 

アザ トー ス の 唯一 知ら れ て いる 化身 。 ザ ー 
ダニ ホー グラ は 一 枚 上 中 の よう な 殻 を 持っ て お 
り 、 多 数 の 長い 偽 足 が 殻 か ら 延 びている 。 殻 
の 中 に は 、 毛 に 史 わ れ た 、 緑 色 の 眼 を 持つ 顔 
が ある 。 こ れ は 、 旧 き 神 が 理性 を 奪う 前 に ア 
ザ ト ー ス が 持っ て いた 姿 で 、 シ ャ ン が 神殿 を 
瞬間 移動 させ る 際 に は 、 ザ ー ダ ニー ホー グラ の 
が また 見 られ る か も し れ な い 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 シ ャ ン 
アニ オロ フス キー “Ye Booke of Monstres” : 
キャ ン ベ ル 「 妖 虫 」(O) 


ザー ナッ ク 医 師 、 ア ント ン 
Zarnak, (Doctor) Anton 

一 時 期 サ ン フ ラン シス コ に 、 皿 実 な ラー ジ 
プー ト 族 の 使用 人 ラム ・ シ ン と 共に 住ん で い 
た 神秘 的 な 人 物 。 ザ ー ナ ッ ク が 神秘 的 な スン 
高原 か ら 来 た と 言う 者 ちい る が 、 こ れ は 単 な 


サー スト ン 、 


フラ ン シ ス ・ ウ ェ イ ラン ドー ザー ル e 123 e 





る 噂 か も し れ な い 。 ザ ー ナ ッ ク は ソル ボン ヌ 
大 学 で 学び 、 そ こ で 哲学 の 博士 号 を 得 た 。 ま 
た 、 ほ か の 大 学 で 薬学 、 心 理学 、 神 学 、 お よ 
び 形 面 上 学 の 博士 号 や ほか の 名 誉 ある 賞 を 得 
た ほか 、11 の 言語 を 流 ち ょ うに 話し た 。 こ 
れ ほ どの 学識 に も か か わら ず 、 彼 は バル カン 
諸国 で 医業 を 営む こと に 満足 し て いた 。 そ こ 
に 住ん で いる 間 に 、 恐 らく 彼 の 妻 と 幼い 息子 
が オオ カミ 男 に 殺さ れ た と 思わ れる 。 ザー 
ナッ ク は 家族 を 殺し た も の を 滅ぼし た の ち 、 
超自然 的 存在 を 探し 出す こと に 専念 する よう 
に な っ た 。 科 学者 た ち は 吸血 鬼 や オオ カミ 男 
に 関す る 彼 の 論文 を 咽 笑 し た が 、 彼 は 比類 な 
き 古 物 研究 家 に し て 収集 家 で あり 、 ぜ いた く 
に 生き 、 世 界 中 の 都市 に 住ま い を 持っ て いた 。 
ザー ナッ ク は 、 数 年 間 サ ン フ ラン シス コ の 中 
華 街 13 番地 に 住ん で いた が 麻薬 戦争 の あと 
に 次 を 消し た 。 

[R. EB. ハワード の ステ ィ ー ブ ン ・ ハ リ ソ ン 
小説 に お ける 混乱 の た め 、 ザ ー ナ ッ ク (そし 
て 、 ジ ョ ン ・ グ リム ラン ) の 設定 は その 時 に 
よっ て ニュ ー ヨ ー ク だ っ た り サ ン フ ラン シス 
コ だ っ た りす る 。 こ れ は ザー ナッ ク と ジョ ン ・ 
グリ ムラ ン 双 方 の 居場所 に 影響 する 。] 

ー グ リム ラン (ジョ ン )、『 ネ クロ ノミ コン 』 
(補遺 ) 

カー ター『Curse of the Black Pharaoh』、 
「Dead of Night」、「Perchance to Dream」(O) : 
R. プラ イス 「Dope War of the Black Tong」 


サー マー の 儀式 
Saaamaaa Ritual [sah-AUM-ah-mau-AHI 
「 人 間 に あ ら ざる 聖職 者 」 た ち が 役 ら の 信 
仰 に お いて 使用 し た 呪文 通常 、 旧 き 印 で き 
えと め る こと の で き な い 外側 の 力 に 対す る 最 
後 の 防護 手 段 と し て 考え られ て いる 。 儀式 に 
は 8 つの 印 が 使用 され 、 そ の それ ぞ れ を 防 
護 壁 の 一 部 と し て 使用 する こと が で きる 。 
サー マー の 儀式 の 最終 行 は 絶対 的 な 防護 を 
提供 する と 言わ れ て いる が 、 い か な る 人 間 も 


それ を 知ら な いし 、 こ の 主張 を 試す こと も で 
き な い 。 こ れ が 真実 か 否 か に か か わら ず 、『 グ 
ラー キ の 黙示 録 』 に は 、 プ レー ン の 五 蘭 星 形 
を 作成 する 理想 的 な 方 法 と し て サー マー の 儀 
式 の 第 二 行 が 挙げ られ て いる 。 プ レー ン の 五 
蘭 星 形 は 、 外 な る 神 を 召喚 する 際 、 ダ オロ ス 
の 突然 の 顕現 に 対す る 防護 の 役割 を 果たす 。 
ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』」 ダ オロ ス 、 旧 き 印 、 
プレ ー ン の 五 ぜ 星 形 
キャ ン ベ ル 「The Stone on the Island」: サ 
ンプ ター "The Cates of Delirium': ホ ジス ン 「 月 
桂樹 に 囲ま れ た 館 」、「 非 響 の 部 屋 」、「 魔 物 の 
門 口 」(O) 
































ザー ル 

Zarr [ZARI 

青い 皮膚 、 大 き な 目 、 薄 い 口 、 間 接 の な い 
腕 と 脚 を 持つ 異 界 の クリ ー チ ャ ー。 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の ザ ソ グ と 接触 する 前 に 、 ザ ー 
ル は 自分 た ちの ゼン ティ ルク ス 銀 河 の 多く を 
征服 し た 。 ザ ソ グ は ゼン ティ ルク ス 銀 河中 心 
付近 の 惑星 に 棲み か を 構え て お り 、 彼 ら が 一 
つの 宇宙 を 征服 で きる よう に する こと と 引き 
換え に 、 ほ か の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 
解き 放つ 際 に は 支援 し て くれ る よう ザー ル に 
頼ん だ 。 ザ ー ル は 同意 し 、 感 謝 し た ザ ソ グ は 
空間 と 時 間 を 行き 来 す る 能力 を 彼ら に 与え た 。 
ザー ル は 、 征 服 し よう と 思っ た 世界 に 来る 
と 、 通 常 まず 核兵器 と 気象 制御 の 力 で 文明 に 
破壊 の 風 を も た ら す 。 次 に ザー ル は 、 そ の 惑 
星 の 文明 か ら メ ン バ ー を 選び 、 ほ か の 人 々 を 
滅ぼす た め の 道 具 と し て 利用 する 。 時 々 これ 
ら の 代表 の 一 人 が ザー ル を 制止 し 、 彼 ら が 世 
界 の 知 的 生命 体 を すべ て 滅ぼす こと を 防い だ 
こと が ある と いう が 、 そ の 時 で さえ 、 異 星人 
は 機会 を 改め て も う 一 度 攻撃 を 始め る か も し 
れ な い 。 ザ ー ル は どこ に 行っ て も グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の 墓 を 捜し 求め 、 そ の 睡眠 か 
ら 解放 する よう 努力 する 。 

ー イ ドモ ス 族 、 オ スイ ェ グ 、 グ レー ト ・ オ ー 
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ルド ・ ワ ン 、 ザ ソ グ 、 飛 行 す る ポリ プ 

悦 カ ボス 「The Color from Beyond」: テ ィ ア ニー 
「From Beyond the Stars」(0)、『The Winds of 
Zarrl 


サイ オフ 
Thyoph [THIGHLoff 

『 グ ハー ン 断 章 』 に よる と 、「 核 な る 混 油 」( お 
そら く ア ザ ト ー ス の 種子 ) が 破壊 し 、 小 惑星 
帯 を 生成 し た 惑星 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 ア ザ ト ー ス の 種子 、『 グ ハー 
ン 断 章 』 
ハー バー “Spawn of Azathoth': ラ ムレ イ 「 狂 
気 の 地 底 回 廊 」(O) 




















サイ クラ ノー シュ 
Cykranosh [siLkran-OESHI] 

ハイ パー ボリ ア 時 代 の 土星 の 呼び 名 。 ツ ァ 
トゥ グ ァ と アト ラッ ク = テ ナチ ャ は サイ クラ 
ノー シュ か ら 地 球 に 来 た 。 ま た ツァ トゥ グ ァ 
の 父方 の お じ 、 フ ジウ ルク ォ イ グ ム ンズ ハー 
は そこ に まだ 棲ん で いる 。 イ ホウ ン デ ー の 神 
官 が エイ ボン を 捕らえ よう と し た と き 、 そ の 
魔術 師 は 魔術 的 な 入り 口 を 通 つ て サイ クラ 
ノー シュ に 人 逃げ る こと が で きた 。 
ー ア トラ ッ ク = テ ナチ ヤ ャ 、 エ イボ ン 、 ツ ァ アト ウゥ 
グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 フ ジウ ルク オォ イグ ム 
ンズ ハー 
悦 C. ウィ ルソン 『 警 者 の 石 』 : C.A_ スミ ス 「 魔 
術 師 エイ ボン 」(O) 


ザイ クロ トル 
Xiclotl [ZIGHL-klaurll 

シャ ッ ガ イ と 同じ 太陽 系 の 世界 。 シ ャ ン は こ 
の 世界 に 植民 し 、 こ の 惑星 固有 の 大 型 で 肉食 性 
の 準 知 的 怪物 を 奴隷 に し た 。 シ ャ ッ ガ イ が 破壊 
され た あと で 、 シ ャ ン は この 世界 に 集まり 、 し 
ば らく ここ を 母 星 と し た 。 ザ イク ロト ル 人 の 独 
特 な 宗教 儀礼 の 在 に ある 真実 を 発見 し た と き 、 
昆虫 た ち は ザ イク ロト ル を 去っ た 。 








コー ツウ ウド 。 ツヤ ツガ イ 、。 ジ ヤシ 
キャ ン ベ ル 「 妖 虫 」 





最後 の 王 
Last King 

戯曲 『 黄 衣 の 王 』 の 登場 人 物 、 ア ルド ー ニ 
ス が 時 々 呼ば れる 称号 。 時 に は 黄 衣 の 王 自身 
の 称号 と し て も 使わ れる 。 
ー ア ルド ー ニ ス 、 黄 衣 の 王 
カー ター「Carcosa Story about Hali」 (断章): 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0) : ブリ ッシュ 「More Light」 


ザ オ ー ス 
Zaoth [zae-AUTH] 

アビ ス 、 ゾ ス 、 お よび イマ ー ル と 同じ 星団 
に ある 世界 。 ア ビス と 同じ よう に 金属 で 出来 
た 知 的 生命 体 が 棲ん で お り 、 ユ ゴス 語 の 本 を 
か な り の 量 保有 し て いる 。 ヤ ディ ス か ら の 避 
難民 の 中 に は 、 彼 ら 自身 の 星 が 破 壊さ れ た の 
ち に この 世界 に 逃れ た 者 も いた 。 
ー ア ビス 、 イ マー ル 、 ゾ ス 、 ヤ ディ ス 、 ユ 
ゴス 
カー ター 「The Book of the Gates」 (0)、「Out 
of the Ages」、「Visions from Yaddith』 





サク サク ルー ス 
Cxaxukluth (also Ksaksa-Kluth) [saks-sa- 
KLOOTHI 

アザ トー ス の 典 雄 同体 の 落し 子 で 、 フ ジウ 
ルク ォ イ グ ム ンズ ハー と ギー スグ ー ス (ツァ 
トゥ グ ァ の 親 ) の 共通 の 先祖 。 彼 は 子供 ら と 
し ば らく ユ ゴ ス に 棲ん で いた が 、 彼 の 共食い 
の 性 癖 を 嫌っ て 彼 の 仲間 は 彼 を 置き まり に し 
7 さら 
ー ア ザ ト ー ス 、 ギー スグ ー ス 、 ツァ トゥ グ ア 、 
フジ ウル クオ イグ ムン ズ ハ ー、 ユ ゴス 
悦 C.A_ スミ ス 「The Family Tree of the Cods」 : 
ティ アニ ー&R プラ イス 「The Throne of 
Achamoth」 


サイ オフ ンー サド ウス キー 坪 士 、 フ ィ レ ウス P. e 125 e 





ザ ス タ ーー ハス ター 


Xastur 


サス ラッ タ 
Sathlattae [sauth-LAUT-tigh] 

魔術 的 な 式 文 の セッ ト 。 少 なく と も その 1 
つ は 『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 で 見 つ 
けら れる か も し れ な い 。 そ の うち の いく つか 
は 召喚 の 呪文 で 、 ほ か は 防護 の 呪文 で ある 、 
そし て 、 そ れ ら の 多く は 真夜 中 に 実行 し な け 
れ ば な ら な い 。 わ れ わ れ に は 、 そ れ ら の うち 
3 つ に 関し て は 、 よ り 完 全 な デー タ を 持っ て 
いる 。 

第 三 サ スラ ッ タ は 、 む さぼ り 食 う も の バグ 
= テ シ ャ ー ス か ら の 防護 を 提供 する 。 た だ し こ 
の 防護 は 死 ま で し か 続か な い 。 

第 六 サ スラ ッ タ ( つ 第 六 サ スラ ッ タ の 項 参 
照 ) お よび 、 第 九 サ スラ ッ タ は 、 テ ィ ー ム ド 
ラ で 破壊 的 な 魔術 か ら 強 力 な 防護 と し て 機能 
し だ た 。 

ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、『 ス ピタ 
ルス キ 写 本 』、 第 太 サ スラ ッ タ 、『 ダ ゴネ ン シ 
ス 写 本 』、 テ イー ム ド ラ 、 バ グ テ シ ャ ー ス 、『 マ 
レフ ィ キ ウム 写本 』 

悦 ラ ムレ イ 「 縛 り 首 の 木 」(O)、「Cryptically 
Yours」、「The Kiss of Bugg-Shash]」 


「 サ セッ クス 草稿 」 一 『 下 の 祭祀 』、『 ネ クロ 
ノミ コン 』 (補遺 ) 


Sussex Manuscript 


「 サ セッ クス 灯 章 」 
Sussex Fragments 

北 ヨ ー ロ ッ パ と イギリス で 発見 され た 更新 世 
の 時 代 の 銘板 。 そ の 内 容 は 『 グ ハー ン 断 章 」 に 
和 驚 く ほ ど 類 似 し て いる 。 大 部 分 が ヨー クシ ャ ー 
の ウォ ー ビ ィ 博物 館 に 保管 され て いる 。 

[お そら く ダ ー レ ス は 、『 サ セッ クス 草稿 』 と 
書く つも り だ っ た が 、 そ れ を 「 断 章 」 に 変え 
た の だ ろう (お そら く 『 ナ コト 写本 断片 群 ( 断 


章 )』 を 意識 し た と 思わ れる )。 ス タン リ イ が 『 サ 
セッ クス 断章 」 の 歴史 を 書い た と き に は 、 こ 
れ を 意識 し て いな か っ た の だ ろう 。] 

ー 『 グ ハー ン 断 章 』、『 ド ジア ン の 書 』 

圏 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ダー レ 
ス 「 ル ルイ エ の 印 」(O) 


ザ ソ グ 
Zathog [ZAE-thaug] 

ゼン ティ ルク ス 銀 河 の 中 心 に ある 世界 に 棲 
ん で いる グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 旧 き 神 
と の 戦争 の の ち 、 ザ ソ グ は この 惑星 に 到着 し 
て すぐ に ザー ル に 接触 し た 。 ザ ー ル は 自分 た 
ちの 銀河 の 大 部 分 を 無慈悲 に 征服 し て いた 。 
ザ ソ グ は ザー ル が 復讐 の た め の 理 想 の 道具 だ 
と 考え 、 ザ ー ル が ザ ソ グ の 封じ 込め られ た 兄 
弟 た ち を 解き 放つ の を 助け る な ら ば 、 一 つの 
宇宙 全体 を ザー ル に 与え る と 約束 し た 。 ザ ー 
ル は それ に 同意 し 、 ザ ソ グ は 時 間 と 空間 を 行 
き 来 する 能力 を ザー ル に 与え た 。 ザ ソ グ は も 
と も と 棲ん で いた 世界 に と どまり 、 す べ て の 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 解き 放 た れる と 
き を 待っ て いる 。 
ー オ スイ エグ 、 ザ ー ル 
圏 カ ボス 「The Color from Beyond」, テ ィ ア ニー 
「From Beyond the Stars」 (0)、『The Winds of 
ZarrJ 


サド ウス キー 博士 、 フ ィ レ ウス PF. 
Sadowsky, (Herr Doktor) Phileus P. 

ブル ガリ ア の ソフ ィ ア 大 学 で アラ ビア 文学 
お よび 虚言 文献 学 を 教え る 教授 。 ク トゥ ルフ 
神話 学 へ の サド ウス キー の 功績 は 1979 年 、 
彼 が エジプト の ある 店 で 『 ア ル ・ ア ジフ 』 の 
1 ペー ジ が 目 に 入っ た と き に 始ま っ た 。 そ れ 
が 記さ れ た 羊皮紙 は 失わ れ て し まっ た が 、 サ 
ドウ スキ ー は ヨー ロッ パ で 唯一 の 『 ア ル ・ ア 
ジフ 』 の 唯一 の 完 本 を 利用 し て 研究 を 続け た 。 
1980 年 の 家 の 火 事 で 彼 と 『 ア ル ・ ア ジフ 』 
の 両方 が 失わ れ て し まっ た 。 
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ー『 ア ル ・ ア ジフ 』、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 
悦 ハ ン ブ リ ン "ネクロ ノミ コン に つい て の 追 
加 メ モ "、『 ネ クロ ノミ コン 』 の 断章 に つい て 
の 覚え 書き "(O) 


サド ク ァ ー ツ アト ウゥ グ ア 
Sadoqua 


サド ゴイ ー ツ アト ウゥ グ ア 
Sadogui 


サ ニ ド 
Kthanid [THAN.d] 

すべ て の 旧 き 神 の 中 で 最も 強力 な 神 。 サ ニ 
ド は クト ゥ ルフ の よう な 恐ろし い 触 手 を 持っ 
て お り 、 見 た 目 は 金色 で 温和 な 目 の み だ けが 
異な る 。 こ の 旧 き 神 は イリ ジア に 棲ん で お り 、 
そこ に ある 彼 の 氷山 の 宮殿 か ら 全 大 陸 を 統 べ 
る 。 
ー ク トウ ルフ 、 旧 き 神 
ラム レイ 『The Transition of Titus Crow』 


ザ ・ ブ ラッ ク (黒き も の ) 
The Black 

イブ テツ トッ ゥ ル の 血液 と し て 働く 、 黒 い 薄 
片 状 の 物質 。 魔 術 師 は 、 ザ ・ ブ ラッ ク を 招来 
し て 自分 の 敵 を 襲わ せる こと が あっ た 。 招 来 
の た め に は 、 使 い 手 は まず 小麦 粉 と 水 で 作っ 
た 聖 餅 の 上 に オリ ジ ナ ル の プ テ ト ライ トト 文字 
(『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 に 示さ れ て 
いる ) で 第 六 サ スラ ッ タ を 記さ な けれ ば な ら 
な い 。 次 に 、 こ の 聖 餅 を 狙っ た 犠牲 者 に 与え 
な けれ ば な ら な い 。 効果 が 出る に は 、 犠 牲 者 
が 聖 餅 の 呪文 に 触れ な けれ ば な ら な いと 言う 
者 ちい る が 、 証 拠 に よれ が これ は 誤り で ある 

と 思わ れる 。 ま た 、 対 象 が 使い 手 の 声 を 聞く 
こと が で きる な ら 、 魔 術 師 は 『 ネ クロ ノミ コ 
ン 』 に ある ホイ テディ ー ン の 詠唱 を 行なわ な 
けれ ば な ら な い 。 

魔術 師 が 詠唱 する と ザ ・ ブ ラッ ク が 現れ 、 





呪文 の 対象 に 舞い 降り て 攻撃 する 。 犠 牲 者 は 
すぐ に 完全 に 天 わ れ て 室 息 し て し まう 。 そ し 
て 跡 を まっ た く 残さ ず に 、 ザ ・ ブ ラッ ク は 犠 
牲 者 の 精神 と 共に イブ ニス トッ ゥ ル の 元 へ 戻 
る 。 ザ ・ ブ ラッ ク に 襲わ れ た 人 が 流れ る 水 の 
と ころ まで 達する こと が で きる な ら ば 、 呪文 
は 消え 、 使 い 手 の 元 へ 戻る 。 そ し て 条 人 未遂 
者 を 襲う 。 

ー イ ブ テ ツ トウ ル 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ ン 』、 第 太 サ スラ ッ タ 、 プ テト ライ ト 族 、 
ホイ ニー テディ イー ン の 詠唱 

菩 ラ ムレ イ 「 黒 の 召喚 者 」、「 続 ・ 黒 の 召喚 者 」、 
「The Horror at Oakdeene」 








『「 サ ボス の カバ ラ 」 
Cabala of Saboth 

紀元 前 100 年 ご ろ に 現れ た と 思わ れる 、 
神 性 (? ) に 関す る 伝承 の 本 。1686 年 に 『 カ 
バラ 』 の ギリ シャ 語 版 が 制作 され た 。 ま た 、 
イデ ィ ッ シュ 語 版 が 1 部 発見 され て いる 。 
本 に は 多く の 天使 伝承 が 収録 され 、 書 名 は ユ 
ダ ヤ 神 秘 学 の 多く の 秘密 の 題材 を 含む 可能 性 
を 示し て いる 。 
悦 ビー ター セン & ウィ リス ほか “クト ッ ゥ ルフ 神話 
TRPG" : R. プラ イス 「Beneath the Tombstone」 : 
ブロ ッ ク 「 奇 形 」、「 納 骨 所 の 秘密 」(0) 





サマ コナ ・ イ ・ ヌ ー ニ ェ ス 、 パ ン フ ィ ロ ・ デ 
(1512 年 ご ろ て ? ) 
Zamacona y Nunez Panflio de 

オク ラ ホ マ 州 カド ウ 都 で 発見 され た 奇妙 な 
文書 と の 関連 で 知ら れる 征服 者 の 名 前 。 ペド 
ロ ・ グ スマ ン ・ イ ・ サ マコ ナ と イネ ス ・ ア ル 
ヴァ ラー ド ・ イ ・ ヌ ー ニ ェ ス の 年 下 の 方 の 息 
子 で あっ た サマ コナ は 、20 歳 の と き に 故郷 
の ル ア ル カ の 港 か ら 新 世界 へ と 向かっ た 。 彼 
は コロ ナド の 一 行 に 加わ り 、 の ち に アメ リカ 
西部 と な る 地 を 探検 し た 。 コ ロナ ド は 1541 
年 に は 探検 を 終え た が 、 サ マコ ナ は その 後 も 
探検 を 続け た 。 彼 は クン ヤン の 地下 洞窟 へ と 


降り て 行き 、 そ こ で 人 生 の 残り を 過ごし た 。 
そし て クン ヤン か ら を 逃れ よう と し た 際 に 殺 
され た 。 

ー ク ン ヤ ン 

圏 ビ ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」 


「 サ ラセン 人 の 儀式 】 
Saracenic Rituals 

ルド ウィ ク ・ プ リン の 『 妖 明 の 秘密 』 の 有 
名 な 章 。 プ リン が シリ ア の 魔 術 師 に 監禁 状態 
の 間 に 学 ん だ 秘密 が 書か れ て いる 。 ま た は プ 
リン が そう 断言 し て いる 。 本 章 は 『 妖 明 の 秘 
密 』 の 一 部 で は ある が 、 単 独 で 19 世紀 に 「 僧 
X」 に よる 翻訳 が 出版 され て いる 。 し か し な 
が ら 、 こ の 聖職 者 は 信仰 上 の 恐れ か ら 、 自 分 
の 翻訳 か らい くつ か の 節 を 削除 し た 。 こ の 小 
冊子 の 写し は 大 英博 物 館 図書 館 に 保管 され て 
いる 。 

本 章 は アラ ビア の 砂漠 に 棲む イフ リー ト と 
ジン を 扱っ て いる 。 ま た 、 エ ジ プ ト の 神 セ ベ 
ク と バー スト に 仕え る 神官 で も ある ファ ラオ 
の ネフ レン テカ 、 円 柱 都 市 アイ レム の 暑 魔 術 
師 に つい て も 触れ て いる 。 

ー ネ フ レン = テカ 、 プ リン (ルド ウィ ク )、『 妖 
曲 の 秘密 』 

悦 ブ ロッ ク 「 暗 黒 の ファ ラオ の 神殿 」、「 セ ベ 
ク の 秘密 」、「 ブ バス ティ ス の 子 ら 」、「 星 か ら 
訪れ た も の 」(O) : ラム レイ 「 妖 明 の 王 」 


サル コマ ンド 
Sarkomand [sar-KOM' nd] 
レン 高原 の ふも と の 谷 に ある ドリ ー ム ラン 
ド の 都市 。 高 原 の 玄 武 岩 の が け と 海 の 間 に あ 
る 。 レ ン の 男 た ち は 、 人 類 が 現れ る 100 万 年 
前 に ムー ン = テ ビー スト に 出会う まで 、 サ ルコ 
マン ド を 首都 と し て いた 。 ム ー ン ニテ ビー スト 
は いま だ に 、 捕 ら え て きた 者 た ち を 船 か ら 降 
ろ す 場所 と し て サル コマ ンド を 利用 し て いる 。 
サル コマ ンド は 当時 最大 級 の 都市 で 、 多 く 
の 庭園 が あり 、 通 り に は 建物 の 円 柱 が 建ち 並 
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ん で いた 。 ス フィ ンク ス 像 が 守る 6 つの 門 
か ら 延 びる 道路 が 、 中 央 広場 で 合流 し た 。 広 
場 に は 、 関 緑 岩 で で きた 2 頭 の 有 翼 の ライ 
オン が 、 じ っ と 大 いな る 深淵 の 入り 口 を 守っ 
て いる 。 近 くに は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン で ある オー ン の 背 の 低い 円 形 の 神殿 が あ 
る 。 オ ー ン は 都市 の 地下 に 棲ん で いる )。 

ーー 大 いな る 深淵 、 オ ー ン 、 ド リー ムラ ンド 、 ノ 
オリ 、 ム ー ン テ ビ ー ス ト 、 ム ノム クア 、 レ ン 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(O) : ラム レイ 『Mad Moon of Dreams』 


サル ナス 
Sarnath [SAR-nathl 

遊牧 民 に よっ て 、 ム ナー ル の 地 に ある 大 き 
な 湖 の 近く に 建設 され た 都市 。 サ ルナ ス の す 
ぐ 近 くに は 、 も う 一 つの 都市 で も る イブ が あ 
り 、 そ こ に は 両生 類 の 一 種 の クリ ー チ ャ ー が 
棲ん で いた 。 サ ルナ ス の 人 々 は イブ に 棲ん で 
いた クリ ー チ ャ ー が 嫌い で あり 、 自 分 の 隣人 
を 滅ぼす こと に 決め た 。 あ る 日 、 サ ルナ ス の ! 
兵士 た ち は イ ブ に 進撃 し 、 住 民 を 区 殺し に し 
て イブ の 人 々 が 崇拝 し て いた ボク ル グ の 像 を 
サル ナス に 持ち 帰っ た 。 

この 勝利 の の ち サ ルナ ス は 、 近 隣 の 国々 の 
多く を 征服 し て 富 と 力 を 蓄え た 。 し か し 千年 
後に な っ て 、 す さま じい 災厄 が 襲い 、 サ ルナ 
ス は 一 夜 で 滅亡 し た 。 

ーー つの 異説 に よる と 、 サ ルナ ス を 建設 し た 
の は 実際 に は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン だ っ 
た と いう 。 シュメール の 神官 は 、 ジ ッ グ ラ ト 
を 使っ て この 都市 へ 時 間 旅 行 し 、 オ ー ル ド ・ 
ワン 崇拝 を 持ち 帰っ て 来 た 。 し か し 、 多 く の 
究 者 は サル ナス が 人 間 の 都市 だ と 考え て い 
る 。 

[サル ナス と いう 名 の 都市 の 廃 壇 が イン ド に 
存在 し て いる 。 ラ ヴ ク ラ フト は これ に つい て 
一 度 も 言及 し た こと は な い の で 、 彼 は この 偶 
然 の 一 致 を 意識 し て は いな か っ た よう だ 。] 
ー イ ブ 、 イ ラー ネ ク 、『 イ ラー ネ ク の パピ ビル 
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ス 』、『 エ イボ ン の 書 』、 カ ダテ ロン 、 キ シュ 、 
キシ ュ の 印 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 シ ュ 
ブ ・ ニ グラ ス 、 ス ー ム テハ ー、 ゾ = テカ ラー ル 、 
タマ ッシュ 、 ボ クル グ 、 ム ナー ル 、 ロ ボン 

悦 マ スタ ー ト ン 『Prey』: ラヴ クラ フト 「 サ ル 
ナス の 滅亡 」(O) 





サル ナス の EH 章 一 旧 き 印 
Sarnath - Sigil 


「 ザ ン シ ッ ク ・ フ ォ リ オ 」 一 『 英 色 の 写本 』 
Xanthic Folio [ZAN-thik] 


サン ス 
Sansu [san-SOO] 

ドリ ー ム ラン ド の 住民 。 サ ンス は 非常 な 暴 
君 で 「 神 と 話す 者 」 と 呼ば れ 、 彼 の 軍勢 は か 
つて タラ リオ ン を 包囲 する こと さえ あっ た 。 
サン ス は ハセ グ ニ テク ラ 山 を 登っ た 歴史 上 た っ 
た 3 人 の 一 人 で あっ た が 、 彼 は その 頂上 で 
何 も 見 つけ る こと は な か っ た 。 彼 が 結局 、 彼 
が 旅行 の とき に クン ヤン に お いて 見 た も の は 
彼 を 狂気 に し た 。 
ー ク ン ヤ ン 、 タ ラリ オン 、 ド リー ムラ ンド 、 
『 ナ コト 写本 』、 ハ セグ ニ = クラ 山 
圏 デ ビル 「Km-yan」: ボッ ク 「Thalarion: City 
of a Thousand Wonders」: ラ ヴ ク ラ フト 「 療 神 」 
(O) 


ザン ツー 
Zanthu [ZAN-thoo] 

ムー 大 陸 で の ユ ト グ タ の 最後 の 大 神官 。 ザ 
ン ツ ー は 、 幼 いこ ろか ら こ の 地位 を 求め 、 強 
力 な イラ ー ン の 黒い 石 印 を 得 た こと で 彼 の 夢 
は 達成 され た 。 彼 は 、 史 上 で 最も 強力 な 魔術 
師 の 一 人 で あり 、 あ る と き に は 偉大 な る 種族 
の 裏 を か きす らし た と も 言わ れる 。 ザ ン ツ ー 
が この 職 に 就く と きま で 、 ガ タ ノ ソ ア の 神官 
が 一 万 年 に わた っ て 権勢 を 振る っ て お り 、 こ 
の ユ ト グ タ の 神官 が 聖職 に 就 いた 直後 に 、 ガ 





タ ノ ソ ア の 神官 は 自分 た ちの 神 を 除く すべ て 
の 神 の 崇拝 を ムー 大 陸 全 体 で 禁止 し た 。 
ザン ツー は この 人 徐 辱 を 受け 入れ る こと が で 
き な か っ た 。 彼 の 前 任 者 の 記録 を 偶々 まで 探 
し 、 彼 は イエ ー の 深淵 の 棲み か か ら ユ ト グ タ 
を 呼び 寄せ る 式 文 を 発見 し た 。 し か し 彼 と ユ 
ト グ タ の ほか の 神官 が この 式 文 を 使用 し た と 
き 、 何 か が 支障 を きた し た 、 そ し て 最終 的 に 
大 陸 全 体 を 破壊 する こと に な る 大 災害 が 起 
こっ た 。 ザ ン ツ ー と 彼 の 仲間 の 神官 は 飛行 す 
る 戦車 で 中 央 アジ ア の ツァ ン 高 原 に 逃れ た 。 
そこ で ザン ツー は 、 現 代 の 研究 者 に 『 ザ ン ッ ツー 
石板 』 と 呼ば れる 10 個 の 石 の 飾り 板 を 彫っ 
た 。 ザ ン ツ ー は この 高原 で 死に 、 彼 の 信奉 者 
は 石板 と 共に 石 の 圭 茶 に 彼 を 埋葬 し た 。 
= テイ エー ウブ プ 、 ガ タ ノ シ ジア 、 ヨー プラ ン 
ド (ハロ ルド )、 シャ ン バ ラ 、 ツア ン 高 原 、『 ポ 
ナベ 教典 」]、 ム ー、 ユ ト グ タ 
悦 カ ー タ ー 「 墳 墓 の 主 」(O)、「The Offering」、 
「The Thing in the Pit」: マー シュ 『The Worm 
Shall Ye Fightll 


「 ザ ン ツ ーー 石板 
Zanthu Tablets IZAN-thoo] 

ムー の 大 神官 ザン ツー に よっ て 、 ナ アカ ル 
語 の 神聖 文字 で 書か れ た 10 個 (ちる い は 
12 個 ) の 黒い 石板 。、 こ の ザン ツー は 、 あ る 
者 に よれ ば ムー に 神 の 怒り を 呼び 起こ し て そ 
の 破壊 を 引き 起こ し た と いい 、 中 央 アジ アァ の 
ツァ ン 高 原 に 逃れ た の ち に その 地 で 死ん だ 。 

1913 年 に 、 物 議 を 醸し が ちな 人 類 学者 で 
あっ た ハロ ルド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド は 、 
『 ポ ナ ペ 教典 』 に 書か れ た 指示 に 従っ て アジ 
ア を 探検 し 、 ザ ン ツ ー の 墓 を 発見 し て 石板 を 
回 収 し た 。 出 発し て 3 か 月 後 、 モ ン ゴ ル の 
辺境 部 に 踏み 人 っ た コー プラ ンド は 、 彼 が 見 
た も の の た め に 狂気 に 陥り 、 ほ か の メン バー 
の 運命 は まっ た く 不 明 で あっ た 。 こ の 試練 か 
ら 回 復 し た コー プラ ンド は 、 和 石板 の 翻訳 に 取 
り 組 ん だ 。 彼 は 1916 年 に 、 調 査 結果 を 32 
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ペー ジ の 個人 出版 の 小冊子 『 ザ ン ツ ー 石 板 : 
憶測 的 な 翻訳 」 を サン フラ ン シ ス コ で 出版 し 
た 。 学 会 と 大 衆 の 双方 か ら こ の 作品 は 紅 弾 さ 
れ 、 出 版 の 2 年 後に 、 コ ー プ ラン ド は 保護 
施設 に 送ら れ た 。 

も と も と の 石板 は 1933 年 に 俗 まれ る まで 

は 、 カ リフ ォ ル ニア に ある サン ボー ン 太 平 洋 
海域 古代 遺物 研究 所 に 保管 され て いた 。 コ ー 
プラ ンド の 小冊子 は さま ざま な コレ クシ ョ ン 
の 中 に まだ 見 つけ られ る か も し れ な い 。 人 研究 
者 は それ ら と 『 セ ラ エ ノ 断 章 」 お よび 『 ナ コ 
ト 写 本 』 と の 間 と の 類似 性 に 注目 し た 。 石板 
に は 、 い か に 偉大 な 魔術 師 が ザン ツー が ユ ト グ 
タ を 呼び 出し て ムー 大 陸 を 破壊 し て し まっ た 
か と いっ た ザン ツー 自身 の 文章 が 書か れ て い 
る 。 
ー コ ー プ ラン ド (ハロ ルド )、 サ ン ボ ー ン 太 
平 洋 海域 古代 遺物 研究 所 、 ツ アン 高原 、 ナ ア 
カル 語 、『 ナ コト 写本 』、 ユ ッ ギ ヤ 、 ユ ト グ タ 
悦 カ ー タ ー「 ヴ ァ ー モ ント の 森 で 見 い だ さ れ 
た 謎 の 文書 」、「 墳 墓 の 主 」(0)、「Out of the 
Ages」、「The Thing in the Pit」iS. ジョ ン ソ ン 人 A 
ピー ター セン ほか 
"Miskatonic University Graduate KiC 





Resection of Time' : 


サン ボー ン 太 平 洋 海域 古代 遺物 研究 所 
Sanbourne Institute of Pacifc Antiquities 
カリ フォ ルニア 州 サ ンティア ゴ に 拠点 を 置 
く 人 類 学 協会 で 、 太 平 洋文 化 を 研究 し て いる 。 
カー ルト ン ・ サ ン ボ ー ン 2 世に ちな ん で 命名 
され た 。 サ ン ボ ー ン 2 世 の 父 親 は マグ ロ 和 缶詰 
業 で 財産 を 作っ た の で あっ た 。 カ ー ル トン 2 
世 は 死後 、 資 金 、 家 、 土 地 、 そ し て 研究 所 の 
収集 品 の 中 核 と な っ た か な り の 数 の ポリ ネ シ 
ア 産 アー ティ ファ クト を 残し た 。 彼 の 息子 
フィ リッ プ 自 身 が 研究 所 の 創設 者 で あっ た 。 
研究 所 の 所 員 に よる 多く の 学問 的 成果 に も 
か か わら ず 、 世 間 は 、 コ ー プ ラン ド 自 身 の 死 
と 2 人 の 管理 人 を 襲っ た 狂気 に 責任 が あっ 
た と も 言わ れる 、 コ ー プ ラン ド の 遺産 の 寄付 
を めぐ る 状況 の こと と で サン ボー ン 人 研究 所 を 記 
憶 し て いる 。1931 年 (また は 1933 年 ) に 
研究 所 は 閉じ られ 、 コ ー プ ラン ド の 遺産 は 保 
管 の た め に ミス カト ニッ ク 大 学 に 送ら れ た 。 
し か し 、 そ の 後 研究 所 は 復活 し 、 博 物 館 や 研 
究 を 再開 し て いる 。 
ー コ ー プ ラン ド (ハロ ルド )、『 ザ ン ツ 一 石 
板 』、 ポ ナベ 胡 翠 像 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、『 無 
名 祭礼 書 』 
カー ター 「 墳 墓 の 主 」 (0)、「Out of the Ages」、 
「Zoth-Ommog」:S. ジョ ン ソ ン *A Resection of 
Time" 
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シア エガ 
Cyaegha [sigh-AE-guh] 

1 つの 赤い 目玉 が 中 央 に ある 、 巨 大 黒い 触 
手 の 現 と し て 現れ る グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン 。 シ ア エ ガ は 洞窟 と 暗黒 の 神 で ある 。 彼 は 
何 世紀 も の 間 眠 り 続 け て いる が 、 目 を 覚ます 
と き の 彼 の 復讐 は 如 ろ し い 。 

17 世紀 初頭 、 ド イツ の フラ イハ ウス ガル 
テン の 小さ な 町 で は シア エガ を 崇拝 し て い 
た 。 カ ルト に よる と 、 彼 ら の 神 は 町 の 近く に 
ある 「 暗 き 丘 」 の 下 に 棲ん で お り 、 す べ て の 
町 民 が そこ へ 行っ て 彼 を 崇拝 し た 。 シ ア エ ガ 
は 、 人 々 を ある 種 の 催眠 術 で 支配 し て いた よ 
う で ある 。 町 民 は 絶え ず 彼 を 崇拝 する 儀式 を 
行なっ た が 、 あ と で 何 が 起こ っ た か 何 も 覚え 
て いな か っ た 。 し か し 1860 年 ご ろ に 、 若 い 
聖職 者 が フラ イハ ウス ガル テン に 来 て 、 カ ル 
ト を 崩壊 させ た 。 

シア エガ の カル ト は 一 見 この グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン へ の 奉仕 に 専念 し て いる よう 
だ が 、 実 際 に は 、 カ ルト の メン バー は 自分 た 
ちの 神 を 封じ 込め 、 儀 式 で その 力 と 活力 を 引 
き 出 そう と し て いる 。 シ ア エ ガ を 動け な くし 
て お く た め に 、 人 々 は 5 体 の 像 の 中 に いる 
ヴァ エ ヤ ン と いう 守護 スピ リッ ト を 使う 。 ス 
ビ ピリッ ト は シア エガ を 守る だ け で な く 、 看 守 
の 務め も は た す 。 

ー ヴ アァ クニ ヴィ ラ 呪 文 、 オ スイ エグ 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 精 霊 説 











バー ティ ン 「Darkness, My Name ls」 


ジー ロス 
Jeelos 

ハイ パー ボリ ア の 近く に ある 鳥 、 ウ ル テ ィ 
マ ・ チ ュー レ の 荒野 に 棲む 用 心 深 い 生 き 物 。 
ーー ハイパー ボリ ア 
悦 カー ター「The Secret in the Parchment」 : 
マッ ケン 「 白 魔 」(O) 

















ジェ フリ ー、 
1926 年 ) 
Geoffrey, Justin 

詩集 『 モ ノリ ス の 人 々 』 を 書い た 詩人 。 ジ ェ 
フリ ー の 生涯 の 前 半 に つい て は 相反 する 説明 
が 存在 し て いる 。 あ る 者 は 、 彼 が ジョ ン ・ ア ー 
ネス ト ・ タ イラ ー と し て 生ま れ 、19 歳 の と 
き に テキ サス の 自分 の 家 か ら ニ ュー ヨー ク ま 
で 旅行 し た あと に 、 ペ ン ネ ー ム と し て ジャ ス 
ティ ン ・ ジ ェ フ リー を 名 乗る よう に な っ た の 
だ と 言う (これ は お そら く ジ ェ フ リー と 彼 の 
友人 ジョ ン ・ タ イラ ー を 混同 し た た めで あろ 
う 。 ま た 、 タ イラ ー が ジェ フリ ー の 詩 を 書い 
た の だ と いう 者 も いる )。 ま た ある 者 は 、 ジ ェ 
フリ ー が 1690 年 に ニュ ー ヨ ー ク に 来 た 商人 
の ジェ フリ ー 家 の 出 で 、10 歳 で も ある と き に 
キャ ッ ツ キル 山 で 体験 し た 奇妙 な 出来 事 の あ 
と に 詩人 に な る よう に 決意 し た の だ と 主張 す 
る 。 彼 の 出身 が どう で あれ 、 彼 が 詩人 と し て 


ジャ ステ ィ ン (1898 年 一 


の スタ ー ト は お お むね 失敗 だ っ た 。 一 時 期 、 
彼 は 神童 エド ワー ド ・ ダ ー ビ イ の 文通 相手 で 
あっ た 。 

1921 年 の ヨー ロッ パ 旅 行 の 間 、 ジ ェ フ リー 
は ズ ト ゥ ル タ ン と 呼ば れる 場所 に 立ち 寄っ 
た 。 こ こ で ジェ フリ ー の 人 格 に 変化 が あっ た 
と 信じ られ て いる 。 役 は アメ リカ に 帰国 し た 
直後 に 失 中 し 、 何 年 ちあ も と に な っ て シカ ゴ に 
現れ た 。 そ の と き 彼 は 半分 正気 を 失い 、 ア ル 
コー ル と ドラ ッ グ に お ぼれ て お り 、『 モ ノリ 
ス の 人 々 』 の 完成 原稿 を 手 に し て いた (この 
間 の 彼 の 正確 な 行方 は 謎 の まま だ が 、1922 
年 に 彼 は 『 つ る され た 男 の 秘 密 』 と いう タロ ッ 
トカ ー ド の シン ボリ ズム に 関す る 論文 の 非常 
に 限定 され た 本 を 出版 し て いる )。 ジ ェ フ リー 
は 再び 現れ た すぐ あと に イリ ノイ の 療養 所 に 
送ら れ 、 奇 妙 な 状況 下 で 死ん だ 。 

ジェ フリ ー の 詩 の スタ イル は 非常 に 広く 、 
それ ぞ れ 異な っ た も の な の で 、 評 論 家 の 中 に 
は それ ら が 、 数 人 の 異な っ た 人 々 が 同じ 名 前 
の で 書い た の で は な いか と 示唆 する 者 も いた 
が 、 基 本 的 な 主題 が 統一 され て いる の で 、 そ 
れ は あり そう に な い 。 ま た 、『 モ ノリ ス の 人 々 』 
を 好む 人 は 、『 統 の ルー ン ほ か 』( ニ ュー ヨー 
ク 、 キ メラ ・ プ レス ) と 『 二 の 土地 より 』 の 
2 つの 詩集 を 求め る べき で ある 。 
ーー 黒い 石 、 ズ トウ ル タ ン 、 ダ ー ビ イ (エド ワー 
ド )、『 モ ノリ ス の 人 々 』 

悦 ケ ー ン 「The Key of the Poet」 : ハー バー“ ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン ": 
ハワード 「 黒 い 石 」(0) : ハワード & ダー レス 
「 黒 の 詩人 」: ラヴ クラ フト 「 戸 口 に あら われ 
た も の 」: ワイ ンバーグ 『The Devil's Auction」 








ジェ ル サ レ ムズ ・ ロ ッ ト 
Jerusalems Lot 

1710 年 に マサ チュ ー セ ッ ツ の 沿岸 地方 で 
創設 され た 宗教 的 共同 体 。 彼 ら は ジェ ー ム ズ ・ 
ブー ン に よっ て 率い られ た ピュ ー リ タン の 分 
離し た 一 団 で あっ た 。 ブ ー ン は 若い カリ スマ 


シア エガ ー「 祝 界 か ら 去 る も の 』」 e 13I e 


的 な 伝道 者 で 、 彼 の 集会 小屋 の 周囲 に は 小さ 
な 町 が つく られ た 。 ブ ー ン が 教え た 教義 は 、 
現代 の 基準 に 照ら し て も 奇妙 な も の で あっ 
た 。 彼 の 説教 は 悪霊 の 話 で 満た され て いた し 、 
彼 は 自分 が 望 せ と き に は いつ で も 共同 体 の 女 
性 を 誰 で も 自由 に する 権利 が ある と 主張 し 
た 。 そ の 結果 、 ジ ェ ル サレ ムズ ・ ロ ッ ト は 狂 
気 と 芝 落 で 満た され た 。 
1789 年 、 い まや 者 いた ブー ン は いま だ に 
共同 体 の 代表 で あっ た 。 こ の 年 老い た 牧師 は 
プリ ン の 『 妖 明 の 秘密 』 を 手 に 入れ た 。 彼 は 
この 本 を 礼拝 に 組み 入れ 、 そ の 年 の ハロ 
ウィ ー ン に 、 彼 と 集まっ た 人 々 で その 魔道 書 
の 中 に あっ た 儀式 を 試み た 。 そ の 夜 、 ジ ェ ル 
サレ ムズ ・ ロ ッ ト の 人 々 の すべ て が 姿 を 消し 
二度と 現れ る こと は な か っ た 。 
[ステ ィ ー ヴ ン ・ キ ング は 、 同 じ 名 前 の 小説 
で 「 ジ ェ ル サレ ムズ ・ ロ ッ ト 」 と 呼ば れる 町 
を 使用 し て いる が 、 二 つの 町 は 同じ で は な 
い 。] 
ー プ リン (ルド ウィ ク ) 、『 妖 明 の 秘密 』 
悦 キ ング 「 呪 われ た 村 < ジェ ル サ レ ムズ ・ ロ ッ 
ト >」 











「 視 界 か ら 去 る も の 
We Pass from View 

1964 年 に トゥ ルー・ ラ イト ・ プ レス に よっ 
て 出版 され た 本 。 作 者 で あり 発行 人 で ある 
ロー ラン ド ・ フ ラン クリ ン は 、 イ ギリ ス の ブ 
リ チ ェ スタ ー に 拠点 を 置く 小さ な カル ト の 指 
導 者 だ っ た 。 噂 に よる と 、 配 本 する 前 に 本 の 
ほとん ど が フラ ンク リン の 家 か ら 消 えて し 
まっ た と いう 。 ま た 、1967 年 の 作者 の 死後 
数 年 で 、 残 され た 本 の 多く が な く な っ て いる 。 

本 の 中 で フラ ンク リン は 、 彼 の 一 派 の 教義 
に つい て 詳し く 説 明 し た 。 役 の か な り 独 特 な 
主義 の 一 つ は 、 輪 畑 転 生 が 存在 し 、 同 時 に 複 
数 の 肉体 に 一 つの 精神 が や どる こと が で きる 
と いう も の で あっ た 。 フ ラン クリ ン は 、 ほ か 
の 肉体 に や どっ た 精神 と 連絡 を 取る た め に 、 
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幻覚 剤 を 使用 する よう 信徒 に 指示 し 、 ダ オロ 
ス や アイ ホー ト の よう な 存在 に 詠唱 を 捧げ 
た 。 さ ら に 、 精 神 が 死 後に 転生 で きる よう 、 
墓地 を 掘り 起こ す も の が アイ ホー ト の 祝宴 の 
た め に 死体 を 引き ずり こま な いよ うに 、 人 の 
体 は 火葬 に し な けれ ば な ら な い 。 

ー ア イ ホ ー ト 、 ダ オロ ス 、 フ ラン クリ ン (ロー 
ラン ド )、 ブ リ チ ェ スタ ー 

キャ ン ベ ル 「The Franklyn Paragraphs」 


磁極 に 内 な る 都市 
Inner City at the Magnetic Poles 

テ フ ナ ー の 呪文 を 使用 する こと に よっ 
て 見 る こと が で きる 場所 。 ドー ニ フナ ー の 呪 
文 を 使用 すれ ば そこ に 行く こと も 可能 か も し 
れず 、 来 る べき グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 
復活 に よっ て 地球 が 一 押さ れる 際 に は 、 さ ら 
に 行き や すく な る だ ろう 。 都市 は 忌まわしい 
怪物 の 産卵 場所 で あり 、 一 人 の 学者 は そこ が 
イア ン ニ = テ ホー の 滅び た 都市 と 同一 の 都市 だ と 





う 

09920 *ー、 ド ー テ フナ の 呪文 
M ー ソ ン & P アン ダー ソン “Rigid 
j: R. プラ イス 「The Strange Fate of Alonzo 
Typer」: ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


地獄 の 殿堂 
Deep Dendo 

「 意 地 の 悪い ヴー ア の 天井 」 が ある と 思わ 
れ 、 魔 術 師 が 適切 に 求め れ ば 助け て くれ る 
人 々 が 住む 場所 。 ヴ ー ア の 人 々 は 故国 を 捨て 
た の ち 、 こ の 洞窟 世 界 に 引き こも っ た 。 
ー ヴ ー 
カー ター「The Secret in the Parchment」、 
「Something in the Moonlight」 : マッ ケン 「 白 
魔 」(O) 


「 死 者 崇拝 』 
Necrolatry (also Necrology) [NEKCroe-LAHL-tree] 
イヴ ォ ル ・ ゴ ル シ ュ タッ ト に よっ て 書か れ 


1702 年 に ライ プチ ヒ で 出版 され た 本 。 か つ 
て キン グ ス ポ ー ト の ホー グ 一 族 が 1 冊 持っ 
て いた 。 そ れ は 現在 、 お そら く ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 の 図書 館 に ある 。 

本 は 秘密 カル ト の 活動 を 明らか に し た 
人 々 、 犠 牲 を 払っ た 人 々 を 扱 つ て いる 。 ペ ー 
ジ の 多く は ルド ウィ ク ・ プ リン と アブ ドッ ゥ ル ・ 
アル ハザード に 費やさ れ て いる 。 あ る 情報 源 
に よれ ば 、 本 に は ある 種 の 呪文 も 載っ つて いる 
か も し れ な いと いう 。 

ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ゥ ル ) 、 キ ング スポ ー 
ト 、 プ リン (ルド ウィ ク )、 ミ スカ トニ ッ ク 
大 学 

カー ター「Introduction」 (『Dreams from R' 
lyeh』)、「The Last Rituall (0): ス タン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonici』 


「 選 食 教典 儀 」 
Cultes des Goules 

主 に パリ の 食 恨 鬼 カル ト を 扱っ た 書 。 作 者 
は 「 ダ レッ ト 伯 爵 」 と いう 、 あ る オカ ルト に 
傾倒 し た フラ ンス 人 貴族 で あっ た 。 し か し 、 
この 本 を 書い た 可能 性 の ある 人 物 は 三 人 い る 
(さら に 詳し い 明 細 に つい て は それ ぞ れ の 項 
目 を 参照 の こと )。 本 に 関し て 述べ られ た わ 
ず か な 情報 は 、 し ば し ば 矛盾 し た も の だ 。 例 
えば 、 あ る 資料 で は 『 必 食 教典 儀 』 は 出版 さ 
れ た こと は な いと いう が 、 ほ か の 資料 で は 、 
1737 年 に フラ ンス の ルー アン で 印刷 され た 
版 を 持っ て いる と いう 。 本 は 、 当 時 で 最も 放 
湯 な 宮廷 人 で さえ も 恐怖 させ た こと が 知ら れ 
て いる 。 

伯爵 が オリ ジ ナ ル の 版 を 出し た あと の 時 代 
に 、 削 除 版 が 現れ た が 、 そ の 場所 や 時 期 に 関 
し て は まっ た く 情 報 が な い 。 毒 使い の 妖女 ラ ・ 
ヴォ アザ ン は 彼女 の 邪悪 な 仕事 に この 本 を 使 
用 し た と 言わ れ て いる 。 ま た 、 数 人 の 魔術 師 
が イタ リア 語 あ る い は スペ イン 語 で 写本 を 
作っ た 。 こ の 本 は 14 部 が 存在 する こと が 知 
られ て いる 。1 冊 は ミス カト ニッ ク 大 学 図書 








磁極 に 内 な る 都 事 ジャ ー ミ ン 、 ア 


館 で 見 つけ られ る だ ろう し 、 も う 1 冊 は プ 
ロ ヴ ィ デ ンス に ある 星 の 知恵 派 教会 に 保管 さ 
れ て いた 。 ま た も う 1 冊 は タイ タス ・ ク ロウ 
の 個人 蔵書 の 中 に あっ た (これ は お そら く 破 
壊さ れ た と 思わ れる )。 

この 本 で は 、 伯 肝 は 食 恨 叶 カ ルト で の 自分 
の 活動 に つい て 語っ て いる 。 ま た 、 現 代 に も 
伝わる 、 豊 作 を 願う 大 地 の 神 々 に 捧げ られ る 
異教 的 な 儀式 も 記述 され て いる 。 さ ら に ニョ 
グ タ と 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス (この 本 で は オオ 
カミ 直 き と 関連 が ある と され て いる ) に も 言 
及 さ れ て いる 。 し か し な が ら 、 少 な く と も 一 
人 の 権威 は 、 こ の 本 が 事実 で は な く 空 想 だ ろ 
うと 述べ て いる 。 

[誰が この 魔道 書 を 生み 出し た か に つい て 
は 、 か な り の 議論 の 対象 と な っ た 。 ラ ヴ ク ラ 
フト 、 ブ ロッ ク 、 ダ ー レ ス な どす べ て に 可能 
性 が ある 。 し か し ブロ ッ ク の 作品 は 、 ラ ヴ ク 
ラフ ト に 先駆 ける こと 1 年 、 ダ ー レ ス に 先駆 
ける こと 9 年 前 に 発表 きれ て お り 、 私 は 彼 
を 原作 者 と し た 。] 
ー ク ロウ (タイ タス )、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 
ダレ ッ ト 伯 爵 、 星 の 知恵 派 教会 ミス カト ニッ 
ク 大 学 
悦 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonictl : ダー レ 
ス 「The Adventure of the Six Silver Spiders」 : 
バー ティ ン 「Darkness, My Name Is」: ハ ー バ ー 
“クト ゥ ルフ 神話 TRPC キー パー コン パニ オ 
ン "、“Spawn of Azathoth' : ハ ー バ ー& ロ ス “ ク 
トゥ ルフ 神話 の 魔道 書 "' : ブロ ッ ク 「 唄 笑 す る 
食 恨 鬼 」、「 自 滅 の 魔術 」(0), ラ ヴ ク ラ フト 「 闇 
を さま よう も の 」 : ラム レイ 「 黒 の 召喚 者 」 








ジッ タ の シモ ン (10 年 ご ろ て ?) 
Simon of Oitta 

キリ スト の 時 代 に 生き た サマ リア の 護 術 師 、 
戦士 。 彼 の 両親 は 収税 更に よっ て 殺さ れ た が 、 
シモ ン は その 復讐 と し て 収税 東 を 殺し た 。 彼 
は ロー マ 人 の 捕らわれ 人 と な っ た が 、 ロ ー マ 
人 は 彼 の 戦闘 技能 に 非常 に 感動 し た た め 、 彼 
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を フィ ー デ ナイ の 剣 闘士 の 闘技 場 に 行か せ た 。 
大 災害 に よっ て 闘技 場 が 破壊 され た の ち シ モ 

ン は ロー マ に 逃げ る が 、 そ こ か ら も 逃れ ざる 
を えな か っ た 。 彼 は ペル セ ポ リス と アレ キサ 
ンド リア で 魔術 の 研究 を 重ね 、 噂 に よる と 彼 
は チ ベ リ ウス 帝 と カリ ギュ ラ 和 溶 の 死に 関与 き 
え し た と いう 。 彼 は 、 自 分 の 魔術 の 能力 は 単 
な る 手先 の 技 だ と 言っ て いた が 、 和 帝国 の 中 で 
の 彼 の 名 声 は 高まっ た 。 そ し て 彼 は クラ ウデ ィ 
ウス 帝 自 身 に 仕え る よう に な っ た 。 

[ジッ タ の シモ ン は 、 グ ノー シス 派 を 率い て 
初期 の キリ スト 教 と 争っ た 実在 の 人 物 、 シ モ 
ン ・ マ ガス に 基づい て いる 。] 
ティ アニ ー 「The Dragons of Mons Fractus」、 
「The Fire of Mazda」、「The Pillars of 
Melkarth」、「The Ring of Set」、「The Scroll of 
Thoth」 (0)、「The Soul of Kephri」、「The 
Sword of Spartacus」 





シャ ー ル ノ ス 
Sharnoth [SHAR_-nauth] 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 宮 延 が ある と いう 、 宇 
宙 の 果て に ある 世界 。 自 分 の 周り に 炎 で 5 
つの 同心 円 を 描き 、 タ ター ル の 式 文 を 使用 す 
る と 、 シ ャ ー ル ノ ス に 行く こと が で きる 。 こ 
こ で は 万 物 を 学ぶ こと が で きる が 、 そ の 代価 
は 大 きい 。 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
圏 ワ ー ネ ス 「 ア ル ソ フ ォ カ ス の 書 」 





ジャ ー ミ ン 、 サー ( 准 男爵 )(?ー 
1913 年 8 月 3 日 ) 
Jermyn, (Baronet) Arthur 
民族 学者 、 詩 人 。 ジャー ミン 家 は イギリス 
の 高 足 な 家系 の 未 座 で ちあ っ た 。 ジ ャ ー ミ ン の 
母親 は ミュ ー ジ ッ ク ホ ー ル の 歌手 で あり 、 彼 
の 父親 アル フレ ッ ド は アー サー が まだ 若い と 
き に 、 サ ー カ ス の 一 座 に 加わ る た め に 家 を 出 
た 。 ア ー サ ー は 、 オ ックス フォ ー ド を 抜群 の 
成績 で 卒業 し 、 彼 の 先祖 ウェ イド ・ ジ ャ ー ミ 
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ン 卿 の 研究 を 検証 し 始め た 。 彼 は アフ リカ に 

旅行 し 、 そ こ で ウェ イド 卿 の 調査 結果 の いく 
つか を 確認 する こと が で きた 。 し か し 、 現 地 
人 の 一 団 に よっ て 崇拝 され て いた ミイ ラ を 手 
に し た の ち 、 彼 は 自分 に 火 を つけ た 。 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 故 アー サー・ ジ ャ ー ミ ン と 
その 家系 に 関す る 事実 」 








シャ グ ニ = ニハ イー シャ ツ ッ ガ イ 
Chag - Hai 


シャ ゴス ー シ ョ ゴ ス 
Shaggoths 


シャ ッ ガ イ 
Shaggai (also Chag-hai ?) [shah-GIGHI] 

2 つの エメ ラル ド 色 の 太陽 を 持つ 世界 。 
シャ ン ま た は シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 は は じ め 
この 世界 に 棲ん で いた 。 惑 星々 X ま た は 冥王 
星 の 衛星 カロ ン の こと だ と 言う 者 も いる が 、 
お そら く 宇 宙 の ほか の 場所 に 存在 する よう 
だ 。 

シャ ッ ガ イ は 岩山 が 多く 、 黒 い 海 と 肉食 性 
の コケ が 繁殖 する 恐ろし い ジ ャ ング ル に 覆 わ 
れ て いた 。 シャン は 居住 する 巨大 な 球状 の 都 
市 と 、 ア ザ ト ー ス の 円 雛形 ある い は ピラ ミッ 
ド 状 の 神殿 を 建て た 。 昆 虫 た ち は こ の 発祥 の 
世界 か ら 、 多 く の 近 く の 惑 星 へ 植民 し た が 、 
シャ ン の 大 部 分 は 破壊 さん る まで シャ ッ ガ イ 
に と ど ま っ た 。 

800 年 以上 前 に 、 奇 妙 な 天体 (お そら く 先 
触れ な る も の グロ ー ス ) が 世界 を 破壊 し た 。 
ある 時 昆虫 は 、 シ ャ ッ ガ イ に ゆっ くり と 近 づ 
く 空 に 赤く 輝く 天体 を 見 つけ た 。3 日 後 、 天 
体 は シャ ッ ガ イ に 達し 、 光 と 秋 で 世界 に 破 減 
を も た らし た 。 瞬間 移動 で きる アザ トー ス の 
神殿 か 、 あ る い は 別世界 の 居留 地 に いた シャ 
ン の み が 彼 ら の 母 星 の 月 壊 か ら 逃 ん れる こと が 
で きた 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 











『 エ イボ ン の 書 』、 グ ラー キ 、 


グロ ー ス 、 ザイ クロ トル 、 シャ ン 、『 ミ サ ・ ジ ・ 
レク イエ ム ・ ベ ル ・ シ ュ ジ ャ イ 』 

ウェ イド [Planetfall on Yuggoth」 : カー ター 
「 シ ャ ッ ガ イ 」: キ ャ ン ベ ル 「 妖 虫 」: テ ィ ア ニ 
& R プラ イス 「The Throne of Achamoth」 : ラ 
ヴ ク ラ フト 「 導 を さま よう も の 」(O) 





シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 プシ ャ ン 


Insects from Shaggai 


シャ ン (シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 ) 
Shan (also Insects from Shaggai) [SHAHN] 
鳩 ほ どの 大 き さ の 昆 中 種族 。 彼 ら は 地球 の 
虫 と は 違い 、 触 毛 が 生 えた 10 本 の 脚 を 持 
ち 、3 つの 口 か ら は 一 房 ず つ 触 覚 が 垂れ 下 
が っ て いる 。 シ ャ ン は 完全 な 光合成 が 可能 で 、 
太陽 の 光 か ら 栄 養 を 取る こと が で きる 。 シ ャ 
ン に 捕らえ られ た も の は すべ て 、 奴 隷 や 慰 み 
も の に な る 。 

シャ ン は も と も と シャ ッ ガ イ の 世界 か ら 
や っ て 来 た 。 彼 ら は シャ ッ ガ イ で は 、 灰 色 で 
球状 の 建物 に 住み 、 円 雛形 を し た 金属 の 神殿 
で アザ トー ス を 崇拝 し て いた 。 シ ャ ン は 強力 
な 魔術 師 と し て 知ら れ 、 古 来 の 記録 で は 最も 
忌 む べき も の と し て だ け 言 及 さ れ て いた 。『 ナ 
コト 写本 』 の 最大 の 秘 蜜 の 一 つ は 、 こ れ ら の 
昆虫 が 召喚 し 、 彼 ら が や む を え ず 自分 た ちの 
世界 に 封じ 込め た 何 か に 言及 し て いる 部 分 だ 
と 言わ れ て いる 。 

シャ ッ ガ イ が 破壊 され た と き 、 シ ャ ン が す 
べ て 死ん だ わけ で は な か っ た 。 彼 ら は すでに 
複数 の 近く の 星 に 植民 し て お り 、 ア ザ ト ー ス 
の 神殿 は シャ ッ ガ イ か ら 遠 く ヘ テレ ポー ト す 
る こと が で きた 。 こ の よう に し て 、 多 く の シ ャ 
ン が 破滅 を まぬがれ て いた 。 

シャ ン は 何 年 も の 間 流浪 の 身 で あっ た 。 知 
られ て いる 一 集団 の 活動 か ら は (この 群 の 旅 
が 目安 と な る な ら ば )、 昆 虫 は 宇宙 中 非常 に 
広い 範囲 を 旅 し た こと が うか が える 。 こ の 集 
団 は 多く の 世界 を 移動 し た こと が 記さ れ て い 
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る 。 シ ャ ッ ガ イ か ら ザ イク ロト ル へ 跳び 、 そ 
れ か ら ス ー ゴ ン に 移動 し た 。 次 に リー ギク ス 
へ 、 そ し て 最終 的 に 中 世 の 地 球 に 移動 し た 
(シャ ン の 何 体 か は それ より 早く 来 て 、 エ ジ 
プ ト の ピラ ミッ ド の 建設 に 関与 し て か ら 去 っ 
た と いう 噂 も ある )。 彼ら が 旅 を や め た の は 
セヴァン 渓谷 の 近く の 森 で あっ た 。 大 気 が 含 
む 何 ら か の 成分 が 、 彼 ら の 神殿 の テレ ポー ト 
能力 を 妨害 し た の で ある 。 

その 時 に 、 こ れ ら の 地球 に 来 た シ ャ ン が 人 
類 と か か わる よう に な っ た の で ある 。 地球 の 
生物 と は 違う 種類 の 物質 で 出来 て いた シャ ン 
は 、 物 理 的 に 人 間 の 脳 と 融合 する こと が 可能 
で ある こと を 知っ た 。 そ うす る こと に よっ て 、 
彼ら は アザ トー ス を 信 泰 する カル ト を 人 確立 
し 、 彼 ら の 宿主 の 精神 を 操作 し て 高揚 感 を 与 
え 、 ま た 祭 拝 者 た ち に 彼ら の 歴史 と 発見 を 幻 
影 に よっ て が し た 。 有 名 な 魔女 狩り 師 マ 
シュ ー・ ホ プ キ ンス が この カル ト を 減 ぼ し 、 
現在 で は シャ ン に 地球 の 手先 が いる こと は 知 
られ て いな い 。 

彼ら が シャ ッ ガ イ を 離れ る 前 で さえ 、 シ ャ 
ン は 非常 に 退廃 的 で あっ た 。 彼 ら の 最も 人 気 
の ある 娯楽 は 、 精 神 波 に よっ て 動か され る 不 
思 議 な 装置 を 利用 し た 、 大 勢 の 奴隷 種族 に 対 
する 持 問 で ある 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 ア ザ ト ー ス の 種子 、 ゴ ー ツ 
ウッ ド 、 ザ ー ダ = テ ホ ー グ ラ 、 ザ イク ロト ル 、 
シャ ッ ガ イ 、 ス ー ゴ ン 、『 ナ コト 写本 』、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ ( ル ロ グ )、『 ミ サ ・ ジ ・ レ クイ 
~ エム ・ ペ ル ・ シ ュ ジ ャ イ 』、 リ ー ギ クス 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 妖 虫 」(O) ) サン マル コ 「The 
Queen」 





シャ ンタ ク 鳥 
Shantaks [SHAUN-tak] 

馬 の 頭 を 持つ 、 と て つも な い 大 き さ の 鳥 の 
次 を し た ドリ ー ム ラン ド の クリ ー チ ャ ー。 
シャ ンタ ク 鳥 は レン 高原 に 近い 山 に 棲ん で お 
り 、 時 に は その 地域 の 人 々 を 助け て くれ る こ 


と 知ら れ て いる 。 ま た 、 こ れ ら の クリ ー チ ャ ー 
が われ われ 自身 の 次 元 に 棲ん で お り 、 ジ ン バ 
ブ エ で 発見 され た 巨大 な 石 の 塔 を 建て た の だ 
と 言う 者 も いる 。 

シャ ンタ ク 鳥 は 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ゴ ル 
ゴロ ス 、 あ る い は ウェ ン デ ィ ゴ に 仕え て い 
る 。 彼 ら は 乗り 物 と し て 扱う こと が で きる か 
も し れ な い が 、 こ の 怪物 が 乗り 手 の 指示 を 無 
視 し て 、 ア ザ ト ー ス の 宮廷 に 乗り 手 を 連れ て 
ゆめ こう と する 危険 も ある 。 彼 ら は 夜 史 を 恐れ 
て いる こと が 知ら れ て お り 、 彼 ら が 夜 鬼 を 避 
けた いと 考え て いる 事実 も 考慮 すべ き で あ 
る 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 あ の 世 か ら の 漁夫 、 ク ー ム 
ヤー ガ 、 ゴ ルミ テ ゴ ロ ス 、 ドリ ー ム ラン ド 、 ニャ 
ル ラ ト テ ッ プ 、 夜 鬼 、 レ ン 
圏 カ ー タ ー 「The Fishers from Outside」 : ダー 
レス 「 ル ルイ エ の 印 」: ラヴ クラ フト 「 未 知 な 
る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 








シャ ン バ ラ 
Shamballah (or Shambhala) shahm.BAHLLuh] 
5000 万 年 前 に レム リア 人 に よっ て 「 大 東 
方 砂漠 」( お そら く ゴ ビ 砂 漠 を 意味 する ) に 
建設 され た 都市 。 圭 力 の 障壁 に 守ら れ て お り 、 
いま だ に そこ に ある 。 ム ー の 護 術 師 神 官 だ っ 
た ザン ツー は 、 彼 の 故郷 の 大 陸 が 海中 に 沈ん 
だ と き 、 こ の 都市 の 近く の 地 に 避難 し た 。『 ド 
ジア ン の 書 』 が 1 冊 、 都 市 の 記録 所 に ある 
か も し れ な い 。 
[仏教 の 思想 で は 、 シ ャ ン バ ラ は さま ざま な 
場所 に 置か れ て いる 。 全 世界 が 戦争 に 巻き 込 
まれ る と き 、 人 類 を 救済 する 者 が シャ ン バ ラ 
か ら や っ て 来る と 主張 する 者 も いる 。] 
っ ー ザ ン ツ ー、 ム ー、 レ ムリ ア 
圏 C. ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 ) カー ター 
「The Thing in the Pit」: ラ ヴ ク ラ フト 『Selected 
Letters IV』J: ラム リー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー 
の 日 記 」 
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ジュ クニ シャ ブ 
JukShabb 

輝 く 球 体 の 姿 を し た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 。 絶え ず 色 を 変え 、 テ レ パ シ ー で 居 拝 者 
と 話す 。 こ の 存在 は イェ クー ブ の 世界 と その 
ムカ デ の よう な 住民 を 支配 し て いる 。 必 ず し 
も 人 間 に 対し て 悪意 が ある と いう わけ で は な 
い が 、 ジ ュ ク ニテ シャ ブ は 目 の 前 で イェ クー ブ 
人 が 危害 を 及ぼ され れ ば 必ず 守る 。 
ー イ エク ー ブ 
圏 ア ニオ ロフ スキ ー “The Eyes of a Stranger': 
ラヴ クラ フト 、 メ リッ ト 、 ム ー ア 、 ハ ワー ド 
& ロ ング 「 彼 方 より の 挑戦 」(O) 








シュ ゴー ラン ーー ニャ ル ラ ト テ ッ プ (シュ 
ゴー ラン ) 
Shugoron [shoo-GOR_-on] 


シュ ドニ メル (シャ ダム ニテ エル ) 
Shudde-Mell (also Shuddam-EI) shoodLih-MEL] 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で 、 ク トー ニア 
ン の 統率 者 。 シ ュ ド = テ メ ル は 巨大 な クト ー ニ 
アン の 姿 を し て お り 、 地 面 の 下 で ほとん どの 
時 間 を 過ごす 。 一 時 期 、 多 く の 旧 き 印 に よっ 
て グ ハ ー ン の 地下 に シュ ド = テ メル が 封じ 込め 
られ て い が 、 天 災 と 護符 の 石 の 盗掘 に よっ て 
つい に 解放 され た 。 

ハイ ボリ ア 時 代 に 、 ス ティ ギア の 神官 は 
シャ ダム = テ エ ル の 名 の 下 で シュ ド = テ メル を 崇 
め て いた 。 シュド ニテ メル 崇拝 は の ち に エ ジ プ 
ト に 伝わっ た と 信じ られ て いる (エジプト で 
は 、 へ ビ 神 アポ ピス の 神話 の 発想 源 と な っ 
た )。 イ ギリ ス の 有史 以前 の 巨石 遺跡 の 建造 
者 や 、 ア メリ カ の 太平 洋 岸 の いく つか の 特に 
退廃 的 な 呪術 師 に よる 崇拝 は 、 は っ きり と 記 
録 さ れ て いる 。 今日 で は 、 モ ン ゴ ル の ジ ド ハ 
ウ ア ス と 、 こ と に よる と グ ハ ー ン の 近く に 住 
むい くつ か の アフ リカ の 部 族 だ けが シュ ド テ 
メル を 崇め て いる 。 
ー ア イレ ム 、 ク トー ニア ン 、 グ ハ ー ン 、 グレ ー 

















ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ス ティ ギア 、 ハ ダス 、 
旧 き 印 

ティ アニ ー「The Worm of Urakhu」: ラム 
レイ 『 地 を 容 つ 魔 』、「Cement Surroundings」 


(O)、『The Transition of Titus Crow」 


シュ トレ ゴイ カバ ー ル (クレ ゴイ バカ ー ル ? ) 
Stregoicavar (also Cregoivacar ?) [sreh- 
GOEK-uh-var] 

ハン ガリ ー の ブダ ペスト 市 の 西 に ある 村 。 
シュ トレ ゴイ カバ ー ル は お お よそ 「 魔 女 の 町 」 
と いう 意味 で 、 そ の 呼び 名 は そこ が まだ ズ 
トゥ ル タ ン と 呼ば れ て いた ころ に 、 カ ルト の 
一 員 が 住ん で いた た め に 生ま れ た も の で あ 
る 。 イ スラ ム 軍 は 1526 年 に カル ティ スト た 
ち を 殺し た が 、 町 の 名 は 過去 を 思い 出さ せる 
も の と し て 残っ た 。 シ ュ ト レゴ イカ バー ル の 
最も 有名 な 陸 標 は 、 解 体 され た カル ト が 何 百 
年 も 前 に 崇拝 し た 記念 碑 、「 黒 い 石 」 で ある 。 
ー っ 黒い 石 、 ズ トウ ル タ ン 
ダー レス 「The Gorge beyond Salanpunco」 : 
ハワード 「 黒 い 石 」(O) 


シュ ブ ニ = ニニ グラ ス ( 干 の 仔 を み し 森 の 黒 
山羊 、 シ ュ プ ニク ラー ト 、 イ シュ ニ ガ ラ ブ ) 
Shub-Niggurath (also The Black Goatof the 
Woods with a Thousand Young or Shupnikkurat 
or possibly Ishnigarrab) [shub-NIG-erauth] 

豊 稼 の 外 な る 神 。 何 度 か シュ ブ ニ テニ グラ ス 
が 召喚 され た と き に は 、 大 き な 有 毒 の 雲 状 の 
塊 と し て 現れ た 。 雲 か ら は ひ づ め の あ る 足 が 
伸び 、 巻 き ひ げ が 絶え ず 飛 び 出 し て は また 
引っ 込ん で いた 。 ま た 、 シ ュ ブ テニ グラ ス は 
顔 を 隠し た 、 マ ント を 着 た 人 の 次 を 装う こと 
も ある が 、 こ れ は まれ な 例 に すぎ な い 。 

シュ ブ ニ テニ グラ ス の 棲み か は 謎 の まま で あ 
る 。 一 つの 仮説 で は 、 惑 性 ヤ デ ィ ス が そう で 、 
惑星 の 地下 に ドー ル の 従者 と 共に 棲ん で いる 
と いう 。 ほ か に 、 森 の 黒い 仔 山羊 が 地球 に 来 
て 南ア ラビ ア の 地下 の 洞窟 に ハラ グ = ニ コラ ー 
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ス の 都市 を 建設 し 、 そ こ で シュ ブ テ ニ グラ ス 
が 夫 で ある ハス ター が 訪れ る の を 待っ て いる 
と いう 主張 も ある (彼女 が ヴー アミ タ ド レス 
山 の 地下 に 棲ん で いる と 主張 する 情報 も ある 
が 、 そ の 描写 は と シュ ブ = テ ニ グ ラス より も アブ 
ホー ス に 近い も の だ )。 ま た 、 シ ュ ブ = テニ グ 
ラス が アザ トー ス の 宮廷 に いる と か 、 ま っ た 
く 別 な 次 元 に いる 可能 性 も 残さ れ て いる 。 と 
も あれ 、 新 月 、 特 に メイ ・ イ ブ に 、 森 林地 帯 
に 置か れ た 適切 な 方 法 で 清め られ た 祭壇 に 彼 
女 を 招来 する こと が で きる か も し れ な い 。 

シュ ブ = テ ニ グ ラス は 、 通 常 女性 で ある と さ 
れる が 、「 千 の 雌 羊 を 連れ た 雄 羊 」 と いう 称 
号 も 知ら れ て お り 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ ン 』 に は 、 こ の 外 な る 神 が 男 性 で あり 、 
か つ 女 性 で ある と 言う 個所 が ある 。 シ ュ ブ ニテ 
ニ グ ラス は 豊 生 と 出産 と いう 宇宙 の 法則 を 意 
味 し て いる の か も し れ な い 。 そ し て 、 ど の 人 外 
な る 神 だ ろう と 、 性 別 を 当て は め る こと は ど 
う 考 えて も 問題 が 多い 。 

クト ッ ゥ ルフ 神 話 の 神格 の 中 で シュ ブ テ ニ グ 
ラス の カル ト は 最も 広範 胃 に 広がっ つて いる か 
も し れ な い 。 彼女 は チョ ー デ チョ ー 人 、 ハ イ 
パー ボリ ア 人 、 ム ーー 人 、 ギ リ シ ャ 人 、 ク レタ 
人 、 エ ジ プ ト 人 、 ド ルイ ド 、 そ し て サル ナス 
人 に 崇拝 され 、 さ ら に ユ ゴ ス か ら の も の 、 ド ー 
ル 、 そ し て ヤ デ ィ ス の ヌ グ = テ ソ ス に よっ て 財 
捧 さ れ た こと が 知ら れ て いる 。 シ チリ ア は 9 
世紀 に は シュ ブ テ ニ グラ ス の カル ト の 拠点 
だ っ た し 、 エ フェ ソス の アル テ ミ ス の 見 か け 
を し た 彼女 に 捧げ られ た 秘密 の 儀式 は 伝説 に 
残っ て いる 。 ほ か に は 北欧 神話 の ヘイ ド や ギ 
リ シ ャ の へ カテ ー に 見 せ か けた 彼女 へ の 水 拝 
も あっ た 。 そ し て また 、 彼 女 は 世界 中 で 大 い 
な る 大 地 の 母 と し て 慰 撫 され て いる の か も し 
れ な い 。 彼女 に 仕え 、 崇 拝 す る 人 々 に は 、 シ ュ 
ブ ニ テニ グラ ス は 血 の 生 け 音 と 引き 換え に 豊作 
と 多 産 を 与 る る 。 シ ュ ブ テニ グラ ス に つい て 
言及 する 作家 の 中 に は (ルド ウィ ク ・ プ リン 
を 含む )、 彼 女 の 身体 の 構造 と われ われ 自身 














の 体 の 間 に は 何ら か の 類似 性 が ある と 断言 す 
る 者 も ちい る が 、 そ の 意味 は 定か で は な い 。 
名 状 し が た いも の ハス ター に つい て の 記述 
は 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス が その 連れ 添い で ある 
か 、 い ずれ 連れ 添い と な っ て 、 千 の 仔 山羊 と 
呼ば れる 存在 を 生み 出す こと を 示し て いる 。 
この 組み 合わ せ 、 ま た は こと に よる と ヨ グ = テ 
ソト ー ス と の 組み 合わ せ か ら 彼 女 は 、 ほ と ん 
ど 知 られ て いな い 存 在 で ある ナグ と イェ ブ を 
産み 出し た 。 ま た 、 イ グ は 彼女 の 「 上 兄弟 で あ 
り 連 れ 添 い 」 と 呼ば れ た 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、 ガ タ 
ノ ソ ア 、 黄 色 の 印 の 兄弟 団 、 黒 き 母 の 印 、 ク 
ン ヤ シン 、 ゴー ツウ ツ ド 、。 ゴラン ラー パ ジ 
シュ ブ ニ = ニニ グラ ス 、『 必 食 教典 儀 』、 シ ュ ブ = 
ニ グ ラス の 黒い 仔 山 壮 、 真 紅 の 環 、 頭 蓋 骨 の 
カル ト 、 精 霊 説 、 千 の 肉 羊 を 連れ た 雄 羊 、 外 
な る 神 、 チ ョ ー ニ チョー 人 、 テ イィ ンダ ロス の 
猟 大 トヨ グ 、 ナ グ と イエ ブ 、 ヌ グ ニ ソ ス 、 
ハイ パー ボリ ア 、 ハ スタ ー、 ハ ラグ = テコ ラー 
ス 、 ヘ へ ヘビ 人 間 、『 魔 術 師 の 知恵 』、 ム ー ン テレ 
ンズ 、 ヤ デイ ス 、 ヨ グ ニ = テ ソト ー ス 
圏 ア ダム ス 、 イ ジン ウィ ル & マヌ イ "No Pain, 
No Gam': ウォ ー ド & クー ン ツ "Deities and 
Demigods Cyclopedia"': カー ター「Dreams in 
the House of Weir」、『Visions from Yaddith』 : 
ティ アニ ー「The Seed of the Star-God」 : デ ・ 
カス トロ 「 最 後 の 実 験 」 バー グル ンド & ワ イ 
ンバーグ 「The Dark Stairway」 ハン ブリ ン " ネ 
クロ ノミ コン に つい て の 追加 メモ " : ピー ター 
セン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG" : 
ヒー ルド 「 永 効 より 」 : R. プライス 「Lovecraft's 
'Artificial Mythology 」 : ヘイ 『 魔 道 書 ネクロ ノ 
ミコ ン 』: マッ キー 「Scales of Justice」 : G. ラー 
マン 『Heir to Darkness』 ラヴ クラ フト 「 闇 に 
嘱 く も の 」: ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 
儀式 」 ラム レイ 『The Transition of Titus Crow』 
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シュ ブ = テ ニ グ ラス の 黒い 仔 山 羊 
Dark Young of Shub-Niggurath 

外 な る 神 の 落し 子 で ある クリ ー チ ャ ー。 巨 
大 な 黒い 体 を し て お り 、 頭 部 か ら は 太い 触手 
が 生え 、 ひ づめ の ある 足 と 、 脇 か ら よ だ れ を 
た ら す 口 を 持つ 。 通常 シュ ブ テ ニ グラ ス の 子 
供 た ち は 、 そ の 神格 の カル ト が 集まる 森林 に 
し か 棲ん で いな い 。 

黒い 仔 山羊 は 『 エ イボ ン の 書 』 に 書か れ た 
儀式 に よっ て 召喚 する こと が で きる 。 召 喚 者 
は 月 の な い 夜 を 待ち 、 森 の 奥 で 石 の 祭壇 の 上 
で 血 の 生け 費 を 捧げ な けれ ば な ら な い 。 そう 
し た 場合 に の み 黒 い 仔 山羊 は 、 供 物 を 受け 入 
れ に や っ て 来る 。 
ー 『 エ イボ ン の 書 』、 シ ュ ブ ニニ グラ ス 
悦 ピー ター セン & ウ ィ リ ス ほ か "クトゥルフ 
神話 TRPG" : ブロ ッ ク 「 無 人 の 家 で 発見 され 
た 手記 」 (0) : ミラ ン 「Mr. Skin」 






































シュ ラッ 八 、 ゲ アハ ルト 
Schrach, Gerhard 

ウィ ー ン 在住 の 夢 を 解釈 する 人 で 、1930 
年 代 に 多く の 作品 を 書い た 。 タ イタ ス ・ ク ロ 
ウ は 、 シ ュ ラ ッ ハ の 作品 が フロ イト と ユン グ 
に 忠 英 する も の で ある と 考え て いた 。 
ラム レイ 『 地 を 人 究 つ 魔 』、『Clock of Dreams』、 
『Hero of Dreams』、「The Man in the Dream」 (O) 


シュ リュ ズ ベ リ イ 、 ラ バン ( 1864 年 一 
19838 年 ? ) 
Shrewsbury, Laban 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 哲学 の 教授 で 人 類 学 
者 。 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ は 、 ウ ィ ス コン シン で 
生ま れ た が 、 人 生 の 多く を アー カム で 過ごし 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 で 時 折 教 鞭 を と っ た 。 
シュ リュ ズ ベ リ イ 教 授 は 最初 の 本 、『 ル ルイ 
エエ 異 本 を 基 に し た 後期 原始 人 の 神話 の 型 の 研 
究 』 の 出版 で 物議 を 醸し た 。 こ の 本 の 発表 直 
後 の 1915 年 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ は 家 の 近 く 
の 田舎 道 を 歩い て いる 間 に 交 を 消し た 。 彼 は 


死ん だ も の と あき ら め ら れ 、19 世紀 後期 の 
こと を 調べ た 彼 の ノー ト は 『 ヴ ィ ク トリ ア 時 
代 の クト ゥ ルフ 』 と いう 題名 で 出版 され た 。 

失 忠 し て か ら 20 年 後 、 教 授 は 突然 現れ た 
が 、 ど こ に いた か の 説明 は まる で な か っ た 。 
彼 は アー カム に 再び 住む サ よ うに な り 、 次 の 本 
『 ネ クロ ノミ コン に お ける クト ゥ ルフ 』 の 仕 
事 を 始め た 。 残念 な 事 に 、 教 授 が 本 を 書き 終 
える こと は な か っ た 。1938 年 の 原因 不明 の 
火事 に より 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ の 家 が 全焼 し 
た の で ある 。 教授 は 炎 に ま か れ て 死ん だ も の 
と 推測 され た 。 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ が クト ゥ ル 
フ 神 話 の 脅威 か ら 逃 げ る た め に セラ エ ノ に 逃 
げた の だ と 理解 し た 者 は ほとん どい な か っ 
た 。 し か し 同名 の 人 物 が 1987 年 に ミス カ ト 
ニッ ク 大 学 で 教え て も いる 。 

シュ リュ ズ ベ リ イ の 『 ネ クロ ノミ コン に お 
ける クト ゥ ルフ 』 の 最初 の 章 は 彼 の 死後 に 出 
版 さ れ 、 彼 が 写し 取っ た 『 セ ラ エ ノ 断 章 」 の 
原稿 は ミス カト ニッ ク 大 学 の 金庫 に 眠っ て い 
る 。 
ー ア ー カ ム 、『 ヴ イク トリ ア 時 代 の クト ゥ ル 
フ 』、 精霊 説 、 セラ エ ノ 、『 セ ラ エ ノ 断 章 』、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 (補遺)、『 ネ クロ ノミ コン に 
お ける クト ウル フ 』、 フェ ラン (アン ドル ー) 、 
ボイド (クレ イボ ー ン )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 
無名 都市 、『 ル ルイ エ 異 本 』、『 ル ルイ エエ 異 本 
を 基 に し た 後期 原始 人 の 神話 の 型 の 研究 』 
悦 ダ ー レ ス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」(O): 
バー トン “クトゥルフ ・ バ イ ・ ガ スラ イト ": ハ ー 
バー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPGC キー パー コン パニ 
オォ オン" : マー シュ 『The Worm Shall Ye Fightl』 








小惑星 帯 
Asteroid Belt 
われ われ の 太陽 系 の 小惑星 帯 は 惑星 サイ オ 
フ の 破壊 され た 名 残 で ある 。 
ー サ イオ フ 
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食 尼 鬼 
Ghouls 

覚醒 の 世界 て ドリ ー ム ラン ド の 両方 に お い 
て 、 墓 地 の 地下 に ある トン ネル に 棲む 存在 。 
食 選 技 は 、 イ ヌ 科 動物 の 特徴 、 ひ づめ の ある 
足 、 ゴ ム の よう な 皮膚 、 か び の に お い 、 そ し 
て 汚 ら わし い 習 慣 で 見 分 ける こと が で きる 。 
彼ら は 墓地 の 地下 に トン ネル を 掘り 、 獲 物 を 
ドリ ー ム ラン ド に 持ち 帰る 。 そ こ で 人 荷 を むさ 
ぼり 食い 、 食 い 残 し は ナス の 谷 に 投げ 入れ る 。 

時 に は 敬意 を 払う 仲間 に 従う こと も ある か 
も しれ な い が 、 食 尾 鬼 の 中 に 社会 組織 は ほ と 
ん ど 存 在 し な い 。 食 局 鬼 は 夜 史 と 同盟 を 結ん 
で お り 、 個 体 に よっ て は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン (特に ニョ グ タ と モル ディ ギア ン ) と 関 
係 し て いる か も し れ な い が 、 総 じ て 食 恨 鬼 は 
いか な る 主人 も 持た な い (し か し 、 近 年 二 つ 
の 強力 な 派閥 が 食 尾 所 の 中 に 現れ た 。 一 つ は 
伝統 派 で 、 モ ルディ ギア ン を 崇拝 し て お り 、 
従来 の 墓 荒 らし を 信条 と し て いる 。 も う 一 方 
の 背 教 派 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ に 仕え て いる よ 
う で 、 渦 望 を 満た す た め に は 誘拐 ちい と わな 
い 。 こ の 闘争 が どれ だ け 続 く か は 不明 で あ 
る )。 食 恨 路 は 、 彼 ら を 理解 し 、 彼 ら の 早口 
で ミュ ー ミ ュー 鳴く よう な 言葉 を 学ん だ か 、 
ある い は 彼ら に アン ク 十 字 の 印 を が し た 人 間 
に 対し て は 、 必 ず し ゃ 敵対 的 と いう わけ で も 
な い 。 他 方 で 、 彼 ら の トン ネル に 入り 込ん だ 
招 か れ ざ る 客 に は 敵対 心 を むき だ し に する こ 
と も あり うる 。 

食 尼 披 の 正確 な 起源 は 不明 だ が 、 人 間 が 長 
い 時 間 を か け て 食 選 鬼 に 変身 し た 例 が 確認 さ 
れ て いる 。 食 選 技 に 接近 し た り 、 食 べ 物 を 完 
全 に 変え て し まう こと に よっ て 、 こ の 変身 が 
引き 起こ され る よう だ 。 時 々 、 食 恨 鬼 は 人 間 
の 幼児 を さら い 、 彼 ら 自 身 の 子供 と 取り 替え 
て し まう 。 さ ら っ て きた 幼児 は 、 仲 間 と し て 
育て られ る の だ ろう 。 

[も と も と 食 局 鬼 は 砂漠 や 墓地 に 棲み 、 不 運 
な 旅人 を え じ き に する と いう アラ ビア の 民間 








伝承 上 の 怪物 で ある 。 ラ ヴ ク ラ フト は 『 ア ラ 
ビア ン ・ ナ イト 』 と 『 ヴ ァ セ ッ ク 』 を 読ん で 
その 存在 を 知り 、 の ち に 自分 の 小説 に 組み 入 
れ た 。 食 尾 鬼 の 犬 の よう な 外観 と 、 彼 ら の 子 
供 と 人 間 の 幼児 を 取り 替え る 習慣 は 、 お そら 
く ラ ヴ ク ラ フト の オリ ジ ナ ル で ある 。] 

ー ガ スト 、 ド リー ムラ ンド 、 ナ グー ブ 、 ナ 
ス の 谷 、 ニ ヤル ラ ト テ ッ プ 、 ニ ョ グ タ 、 墓 に 
群れ る も の 、 モ ルディ ギア ン 、 夜 史 、 ン グラ 
ネ ク 

圏 ク ルーガ ー 「Identity Crisis」: デ トワ イラ ー、 
グラ ン シ ー、 タ イン ズ "Delta Green': ハ ー バ ー 
“Pickman's Student',: ラヴ クラ フト 「 ピ ッ ク マ 
ン の モデ ル 」(O)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求 
め て 」 





ショ ゴス (シャ ゴス ) 
Shoggoths (also Shaggoths) [SHOE-gauth] 

数 十 億 年 前 に 古 の も の に よっ て 従属 種族 と 
し て 創造 され た 存在 。 こ の 存在 は 直径 約 15 
フィ ー ト の 巨大 な 黒い 塊 で 、 表 面 は 主人 が 必 
要 と し た ある 種 の 感覚 器官 と 付属 器官 で 履 わ 
れ て いる 。 シ ョ ゴス の 力 は 強く 、 催 眠 暗 示 に 
よっ て 容易 に 教育 で き 、 古 の も の の 水中 の 巨 
大 な 石造 都市 を 建設 し た 。 

古 の も の に 仕え て 何 百 万 年 が た ち 、 シ ョ ゴ 
ス は より 知性 を 持つ よう に な り 、 自 分 た ちの 
監督 札 を 作 る よう に な っ た 。 不 平 不満 は 今 か 
ら 1 億 5000 万 年 前 の 二 畳 紀 の 時 代 に あか ら 
さま な 反乱 へ と 変わ っ た 。 シ ョ ゴス の 反乱 は 
初め は 成功 し て いた が 、 十 の も の は 反逆 を 制 
圧し た 。 そ し て ショ ゴス を 再 教育 し て 、 以 前 
より 用 心 深く 使い 続け た 。 こ の 間 に 、 シ ョ ゴ 
ス は 水 の 外 で も 生き る こと が で きる 能力 を 示 
し た が 、 古 の も の は その よう な 適合 を 妨害 し 
た 。 古 の も の が 寒い 南極 を 夫 まり 、 彼 ら の 最後 
の 水中 都市 に 向かっ た 。 古 の も の は ショ ゴス 
も 連れ て 行っ た と 信じ られ て いる 。 

普通 の 生息 地 で ある 南極 以外 (ナス の 谷 な 
ど ) で ショ ゴス を 目撃 し た と いう 報告 も ある 
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が 、 幸 いな 事 に それ は 非常 に まれ な こと で あ 
る 。 深 きも の が 自分 た ちの 計画 で ショ ゴス を 
利用 する と か 、 シ ョ ゴス の 一 部 が クト ゥ ルフ 
の 墓 を 守っ て いる な ど と いう 噂 も ある 。 少 な 
く と も 過去 に は 、 大 きい 地下 穴 に ショ ゴス を 
飼い 、 人 入会 の 儀式 や 敵 を 処分 する の に それ ら 
を 使用 し た カル ト も あっ た 。 
[ケネス ・ グ ラン ト は へ ブラ イ 語 の 「beth 
shaggathai」( 女 淫 の 家 ) と ショ ゴス を 結び 
つけ た 。 こ れ と 訂 薬 に よる 幻覚 を 除い て は 
ショ ゴス が 地球 に 存在 し な いと いう アル ハ 
ザー ド の 言葉 を あわ せる と 、 読 者 に この 怪物 
の 汚 ら わし さ を 強 く 印 象 づ ける こと だ ろう 。] 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル )、 古 の も の 、 
イブ ン ・ ガ ジ 、 ウ ボテ サス ラ 、 ク トゥ ルフ 、 
ナス の 谷 、 深 きも の 

悦 グ ラン ト 『Nightside of Eden』 : ペル トン 『A 
Guide to the Cthulhu Cult』: ラヴ クラ フト 「 イ 
ンス マス を 覆う 影 」、「 狂 気 の 山 脈 に て 」(O) : 
ラム レイ 『The Transition of Titus Crow』 








ショ ン ヒ (スト ロン ティ ) 
Shonhi (also Stront) [SHAUN-HEE] 

ヤ デ ィ ス の 人 々 が よく 訪問 し た 銀河 系 の 果 
て の 世界 。 

[ 未 校 正 の テキ スト (お よび カー ター の 作品 ) 
で は この 名 前 は 「Strontii」 と な っ て いる が 、 
原稿 を 再 検討 し た 結果 、「Shonhi」 で ある こ 
と を 確認 し た 。] 

ー ヤ ディ ス 
カー ター 「The Gathering-Place」 : ラヴ クラ 
フト & E プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」(O) 


シル バー ハッ テ 、 ハ ンク 
Silberhutte, Hank 

1966 年 に ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン に 採用 され た テキ サス 出身 の テレ パシ ー 能 
力 者 。、 フ ァ ウ ン デ ーション は 異 界 の 生物 の 精 
神 パ ター ン を 検出 する シル バー ハッ テ の 能力 
を 高く 評価 し 、 そ の 才能 は 財団 の クト ゥ ルフ 





神話 に 対す る 戦い の 重要 な 一 部 と し て 何 度 も 
利用 きれ た 。 シルバー ハッ テ は 人 間 と テレ パ 
シー で 交信 する こと に は 和 失敗 し た が 、 唯 一 、 
モン トレ ー 出 身 の フ ァ ニ ー タ ・ ア ル バ レ ス と 
の 間 に は 自由 自在 に 交信 する こと が で きた 。 
数 年 前 に 起き た 、 カ ナダ 政府 の 測量 士 で 
あっ た 役 の いと この 和 失 足 の の ち 、 シ ル バ ー 
ハッ テ は イタ ク ァ (ウェ ン デ ィ ゴ ) に 関す る 
地元 の 伝説 を 集め る こと に と りつ か れる よう 
に な っ た 。 イ タク ァ に 詳し く な っ た 彼 は 、 凍 
て つく 北部 で イタ ク ァ を 追跡 する ウィ ル マ ー 
ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション の 活動 の 責任 者 を 務 
め る こと と な っ た 。 こ の 活動 中 の 1969 年 1 
月 22 日 、 シ ル バ ー ハ ッ テ と 彼 が 乗っ て いた 
飛行 機 の 乗員 は 消え 失せ て し まっ た 。 彼 は 自 
分 が 現在 「 ボ レア 」 と 呼ば れる 場所 に いる こ 
と を アル バレ ス を 通じ て テレ パシ ー に よる 途 
切れ が ちな 接触 で 伝え て きた 。 こ の 接触 は し 
ば らく し て 断ち 切ら れ 、 シ ル バ ー ハ ッ テ の 真 
実 の 運命 は 謎 の まま で ある 。 
ー イ タク ア 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー 
ショ ン 、 ボ レア 
ラム レイ 『m the Moons of Borea』、『Spawn 
of the Winds』 (O) 





白い 侍 者 
White Acolyte 

チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン の 崇拝 者 に と っ て 
非常 に 重要 な 、 神 話 上 の 人 物 。 西 方 か ら 来 る 
白い 男 が 、 彼 と 共に チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 
を 自分 の 国 に 連れ て ゆき 、 こ の 神格 が 強力 に 
な っ て も う 自 分 を 必要 と し な く な る まで 世話 
を する 言わ れ て いる 。 こ の と き 、 チ ャ ウ グ 
ナー・ フ ォ ー ン は 全 宇 宙 を むさ ぼり 食い 、 す 
べ て が 終 未 を 迎え る 。 
ー チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 
悦 ロ ング 「 懲 怖 の 山 」 


「 深 海 祭礼 書 」 
Unter Zee Kulten 

水生 の 作物 を 扱う ドイ ツ 語 の 本 。 こ の 本 の 
歴史 に は 二 種 類 の 異な る 見 解 が ある 。 よ り 伝 
統 的 な 見 解 で は 、 ガ ウ ベ ルク 伯爵 が 何 世 紀 も 
前 に それ を 書き 、 大 部 分 が 17 世紀 に 破棄 さ 
れ た と いう も の で ある 。 も う 一 つの 見 解 は 、 
本 の 本 当 の 題名 が 『 深 海 碑文 の 秘密 』(Das 
Geheimnis Der Unterzeerunen) で あ り 、 
1908 年 に ウィ ー ン で 出版 され た と いう も の で 
ある 。 後 者 に よる と 、 本 は ポ ナ ぺ 、 イ ー ス ター 
島 、 そ し て スト ー ン ヘン ジ で 発見 され た ユ ゴ 
ス の 象形 文字 を 翻訳 し た も の で 、 ド イツ の オ 
カル ティ スト 、 グ イド ・ フ ォ ン ・ リ スト に よっ 
て 作ら れ た と いう 。 本 は の ち に 多く の 秘密 の 
ポリ ネシア の 儀式 を 描い た 、『 深 海 世界 の 秘密 』 
(Geheimnisse Biner Unterzeewelt) (また は 、 
『 深 海 祭礼 書 』」) と 呼ば れる 映画 が 作ら れ た が 、 
ほとん どの 国 で 最終 的 に 上 映 が 禁止 され た 。 
どちら の 話 が 正しい の か 、 そ れ と も 二 種 類 の 
違う 本 の こと を 指し て いる の か は 不明 で ある 。 

この 本 は 深き も の と 、 そ の 生活 様式 に つい 
て 述べ る 。 中 に は 深き も の が 食用 と 建築 用 に 
使う 奇妙 な 軟体 動物 の 記述 も ある 。『 ク ター ト ・ 
アク アデ ィ ン ゲ ン 』 は 少な く と も 一 か 所 で こ 
の 本 を 引用 し て いる 。 
圏 ウ ェ ブ 「The Sound of a Door Opening」: ジ ャ 
コ ビ 「 水 槽 」(0): ラ ムレ イ 「Return of the 
Deep Ones」 : ロス "Fischbuchs" 








ショ ン ヒ ムー 上 真実 の 急 逐 % 14T e 


シン カウ ル 、 キ ュ プ リア ン 
Sincaul, Cyprian 

才能 ちあ る サン フラ ン シ ス コ の 彫刻 家 、 そ の 
退廃 的 な 作品 が 奇妙 な も の が 好き な ファ ン の 
間 で 有名 。 彼 の 初期 の 作品 は 平凡 で あっ た が 、 
シン カウ ル は その ぞっと する よう な 作品 で 悪 
名 が 高まっ て いっ た 。 シ ンカ ウル は 彼 の モデ 
ル の 一 人 の 精神 的 な 崩壊 の の ち 、 自 分 自身 の 
傑作 と な る は ず で あっ た 彫刻 を 破壊 し た と 噂 
され て いる 。 
悦 カ ー タ ー「Out of the Ages」:C.A_ ス ミス 「 彼 
方 か ら の も の 」(O) 








真紅 の 輪 
Scarlet Circles 

シュ ブ = テ ニ グ ラス に 仕え る 「 サ テ ュ ロ ス 」 
に よっ て 与え られ た 儀式 (? )。 儀 式 に よっ 
て 遠隔 地 へ 素早 く 移動 する こと が で き 、 テ ィ 
ンダ ロス の 猟犬 が 私 た ちの 次 元 を 入れ る こと 
が で きる よう に 、 次 元 の 障壁 を 破る こと さえ 
可能 に する こと が で きる 。 
ーシュ ブ = テ ニ グ ラス 、 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 
カー ター 「The Book of the Gates」 : ロン グ 
「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」(O) 


真実 の 幻影 一 蒼白 の 仮面 


Phantom of Tiruth 
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「 水 神 ク タ ア ト 」 一 『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ ン 』 
The Cthaat Aquadingen 


水星 
Mercury 

か つて 球根 状 生 物 、 そ し て 精神 移動 し て き 
た イス の 偉大 な る 種族 が 棲ん で いた 惑星 。 
ー イ ス の 偉大 な る 種族 








「 水 棲 動物 」 
Hydrophinnae 

ガン トレ イ に よっ て 書か れ た 水生 生物 に 関 
する 書 。 ラ テン 語 版 と 英語 版 が ある が 、 ど ち 
ら の 版 も 出版 時 期 は 不明 で ある 。 こ の 本 は 人魚 
類似 の 二 足 歩行 の 種 を 含む さま ざま な 水生 生 
物 に つい て 詳 述 し て いる 。 
ジャ コ ビ | 水槽 」(O) : ロス "Fischbuchs" 





























ズ ィ ン の 鶴 
・ Zin, Vaults of 

ヨ ス と ドリ ー ム ラン ド の 地下 世界 に 掘ら れ 
た トン ネル 網 。 赤 く 輝 く ヨ ス の 洞窟 の 中 に あ 
り 、 ヨ ス 最 大 の 都市 遺跡 の 地下 に この 審 は あ 
る 。 ク ン ヤ ン の 人 々 は これ ら の 審 の 中 で 『 ヨ 
ス 写 本 』 を 発見 し た 。 

ドリ ー ム ラン ド で は 、 固 の 外側 部 が 、 い く 
つか の 巨大 な 建造 物 の 形 に 彫 ら れ た よう に 思 
える 。 審 は ガ グ の 都市 の 近く の 通路 を 通っ て 





地下 世界 と つなが っ て お り 、 レ ン の 修道 院 へ 
の 立て 抗 に も ち も つ な が っ て いる か も し れ な い 。 
白い 皮膚 を 持ち 、 部 分 的 に 人 間 に 似 た 怪物 、 
ガス ト が これ ら の 審 に 棲ん で お り 、 共 食い を 
し た り 、 一 匹 で 迷い 込ん だ ガ グ を 食べ た りす 
る 。 

ズ ィ ン の 審 は 夢 の 世 界 と 覚醒 の 世界 を 結ん 
で いる が 、 そ こ を 避け た 方 が 賢明 で ある 。『 フ 
サン の 謎 の 七 書 」 の 呪文 を 通し て の み 生 を 与 
えら れる と いう 、 見 る も 恐ろし い ア ザ ト ー ス 
の 落し 子 や 、 ほ か の 多く の 不快 な クリ ー 
チャ ー が 害 の どこ か に 棲ん で いる と 言う 者 も 
いる 。 

ー ガ グ 、 ガ スト 、 ギ ャ アニ テ ヨ ス ン 、『 フ サン 
の 謎 の 七 書 』、 ヨ ス 、『 ヨ ス 写 本 』、 レ ン 
圏 ハー バー “Spawn of Azathoth' : ビシ ョ ッ プ 
「 墳 丘 の 怪 」: ファ ン テ ィ ナ 「Headsman」: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」、 
「 夢 見 る 者 に 」(O) 

















ズ ヴ ィ ル ポ グ アー オ サ ダ ゴワ 
Zvilpoggua 


ズー グ 族 
Zoogs |IZOOGS] 

ドリ ー ム ラン ド に ある 「 魔 法 の 森 」 が 原産 の 、 
表 歯 動物 に 似 た クリ ー チ ャ ー。 外観 は お お よ 
そ 獲 の 大 き さ の ネズ ミ と いう と ころ だ が 、 ズ ー 
グ に は 上 鼻 と 口 の 間 に 触 手 が 並 ん で いる 。 
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ドリ ー ム ラン ド に 向かう 人 が 知ら ぬ 間 に 入 
り 込 ん で し まう と いう 魔法 の 森 に 、 ズ ー グ は 
棲ん で いる 。 こ の 森林 居住 者 は 肉 を 好み 、 夜 
に な る と 森 の 中 か 近く に いる 旅人 を 攻撃 する 
こと が 知ら れ て いる 。 夢 見 る 人 が 、 夜 は 森 を 
避け 、 日 中 は 道 か ら 離 れ な いよ うに すれ ば 、 
ズー グ は まっ た く 問 題 を 与え て こない 。 ズ ー 
グ の 美しい 言葉 を 勉強 する だ け の 幸 運 に 恵 ま 
れ た 者 は 、 こ の 遼 病 な クリ ー チ ャ ー と 友情 を 
結ぶ 機会 に 出会う だ ろう 。 

魔法 の 森 の ズー グ は 、 ズ ー グ 族 全 体 の 決定 
を 行なう 賢人 会 に よっ て 統治 され て いる 。 こ 
の 種族 は 多数 の 床 候 を 夢 の 近 く の 領域 に 持っ 
て お り 、 こ れ ら の 賢明 な 年 配 の ズー グ は か な 
り 情 報 通 で ある 。 ズ ー グ と 付き 合う 者 は 、 興 
味 ある 情報 を 多数 学ぶ こと が で きる が 、 後 ろ 
に は 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 ズ ー グ は ス 
パイ に 「 友 人 」 の 跡 を つけ させ 、 そ の 行動 を 
監視 する こと が ある か ら で あ る 。 

魔法 の 森 が 覚醒 の 世界 と 交差 する 二 つ の 場 
所 か ら 、 ズ ー グ が われ われ の 世界 に 入っ て く 
る か も し れ な い 。 こ れ は 多く の 和 失 味 事件 の 原 
因 と な っ て いる 。 幸い 、 こ の 二 つ の 場所 が ど 
こ に ある か は 誰 も 知ら な い 。 

ー ド リー ムラ ンド 、 魔 法 の 森 

オカ モト “To Sleep, Perchance to Dream' : 
ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 
(O) : ラム レイ 『Hero of Dreams』 








スー ゴン 
Thuggon [THOO-goul 

シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 が 短い 間 棲 ん で い 
た 、 無 人 と 思わ れる 世界 。 シ ャ ン の 奴隷 が 徐々 
に 次 を 消し て ゆく の で 、 そ れ を 提 し て いる と 、 
沼地 の 中 で 黒い 塔 を 見 つけ た 。 そ の 近く に は 
奴隷 の バラ バラ に な っ た 死体 が あっ た 。 シャ 
ン は その 後 ま も な く ス ー ゴ ン を 去っ た 。 
ーー シャン 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 妖 虫 」 





スー ム = テ ハー 
Thuum 'ha (or Thunn-ha) [THOOM-HAHI] 
宇宙 か ら 舞 い 降 り 、 イ ブ と ル = テ イブ の 都市 
を 造っ た 両生 類 の クリ ー チ ャ ー。 彼 ら は 、 姿 
は ほとん ど 人 間 で あっ た が 、 唇 は た る み 、 目 
は 飛び 出し 、 肌 は ぬ め ぬ めし て いて 、 終 始 無 
言 で あっ た 。 サ ルナ ス の 人 々 は これ ら の 特徴 
を 見 て 、 彼 ら を 好き に は な れ な か っ た 。 そ し 
て 最終 的 に サル ナス は 彼ら を 滅ぼし た 。 ス ー 
ム テ ハー は イブ の 姉妹 都市 ル ニ キイ ブ プ に まだ い 
くら か 生き 残っ て いる か も し れ な い 。 
[ラヴ クラ フト が 最初 に この 存在 を 書き 、 ラ 
ムレ イ が 呼び 名 を 創造 し た 。] 
ー イ ブ 、 サ ルナ ス 、 ボ グル グ 、 ム ノム クア 、 
ル = テ イブ 
カー ター「Something in the Moonlight」 : 
ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」(O) : ラム レ 
イ 『Beneath the Moors』 








スー ン ニ テニ ハ ーー スー ム テ ハー 
Thunnmha [THOON-HAHI 


スカ イ 河 
Skai [SKIGHI] 

ドリ ー ム ラン ド の 川 。 ス カイ 河 は レ リ オ ン 
山 の 斜面 に 源 を 発し 、 ハ セグ 、 ニ ル 、 お よび 
ウル ター ル の 町 の そば を 流れ 、 ダ イラ ス = 
リー ン の 近く で 南海 に 注ぐ 。 
ー ア タル 、 ウ ルター ル 、 ダ イラ スニ = テリ ー ン 、 
ドリ ー ム ラン ド 、 南 海 、 ニ ル 、 ハ セグ 、 レ リ 
オン 山 
略 ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


頭蓋 骨 の カル ト 
Cult of the Skull 

メイ ン 州 チェ サン クッ ク の 郊外 の 深い 森 で 
集会 を 行なう カル ト 。 組織 の 重要 な 儀式 は ハ 
ロウ ィ ー ン に 執り 行なわ れる 。 ま た それ 以外 
の 時 に も 上 崇拝 の 儀式 が 行なわ れる だ ろう 。 カ 
ルト は 森 の 中 に ある 石柱 群 の 中 で シュ ブ = テ ニ 
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グラ ス を 崇 捧 し て いる と 言わ れ て いる が 、 彼 
ら の 儀礼 の 詳細 は わずか し か 知ら れ て いな 
い 。 彼ら の 儀式 か ら 逃 げ る こと が で き て 、 
六 千 段 の 階段 を 下り た と ころ に ある 地下 の 巨 
大 な 洞窟 と 、 シ ョ ゴス が 生け 罰 を 喰らう 穴 の 
こと を 語っ た 者 は わずか だ 。 

頭蓋 上 提 の カル ト は アー カム に 拠点 を 置く 魔 
女 カ ルト と 競争 意識 を 持っ て いる と 言わ れ て 
いる 。 ア セナ ス ・ ウ ェ イ ト と エド ワー ド ・ ダ ー 
ビ イ の 両者 は カル ト に 加わ っ て いた と 考え ら 
れる が 、 メ ン バ ー に 関し て は ほとん ど 秘 密 の 
まま で ある 。 
ー ア ー カ ム 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 ウ ェ イ 
ト (エフ レム )、 カ モグ 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 
ダー ビ イ (エド ワー ド ) 
圏 バ ー グ ルン ド && ワ イン バー グ 「The Dark 
Stairway」 : ハー バー "Keeper's Compendium': 
ラヴ クラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」(O) 





ズ カ ウ バ 
Zkauba [zae-KWAHLbah] 

ヤ デ ィ ス の 魔術 師 。 ヤ ディ ス の 地下 に 掘ら 
れ た ドー ル の 穴 か ら 『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』 を 
持ち 出し た こと で 知ら れ て いる 。 彼 は の よ 
うな 存在 、 ド ー ル か ら 世 界 を 救う 儀式 を 見 つ 
よう と する 仲間 を 助け て いた 。 人 不可解 な こと 
に ズ カ ウ バ は 、 仲 間 が 努力 し て いる 最 中 に 「 光 
波 外 被 」 で 近く の 恒星 へ 向かい 、 ヤ ディ ス の 
同胞 を 運命 の まま に 任せ て 消え て し まっ た 。 
ー『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 ド ー ル 、 ヤ ディ ス 
カー ター「Dreams in the House of Weir」、 
「Zoth-0mmog」 : ラヴ クラ フト & E. プラ イス 
「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」(0) 


『 ス ケロ ス の 書 」 

Book of Skelos 

育 目 の 賢人 スケ ロス に よっ て 書か れ 、 彼 の 
帰依 者 に よっ て 保存 され た 書 。 ヴァル ー シ ア 
の へ ビ 人 間 の 魔術 師 の 作 で ある と 考え て いる 
者 も ちい る 。「 ス ケロ ス 」 が 1 冊 ま た は 数 冊 の 


本 を 書い た か どう か に か か わら ず 、 世 界 中 の 
魔術 師 は 『 ス ケロ ス の 書 』 を 最も 強力 な 本 の 
一 つと 考え て いる 。 ハ イボ リア 時 代 に すでに 
3 部 し か 存在 し て お ら ず 、 こ の うち 何 冊 が 今 
日 まで 残っ た か は わか ら な い 。 こ の 本 を ハイ 
ボリ ア の 魔術 師 す べ て が 切望 し た と いう が 、 
われ われ は 、 そ れ が ネル ガル の 手 と 呼ば れる 
アー ティ ファ クト と 、 人 怪物 が 大 いな る 宝物 を 
守護 する 島 に 関す る 情報 を 含ん で いる こと し 
か 知ら な い 。 

ー ハ イボ リア 時 代 、 ヘ ビ 人 間 

悦 カ ー タ ー& デ キャ ンプ 『 コ ナン と 毒蛇 の 
王冠 』) ハワード 「 黒 魔 の 泉 」 (0)、「 砂 漠 の 魔 
王 」、『 征 服 王 コナ ン 』: ハ ワー ド 必 カー ター「 ネ 
ル ガ ル の 手 」 








ズ ス ティ ル ゼ ム グ ニ 
Zstylzhemghi [ZEE-steecLzee-MEG:ih] 

ギー スグ ー ス の 連れ 合い で 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ 
の 母親 。 彼 女 は 、 ゾ ス (Zoth) の 暗黒 星 か 
ら 来 た 存在 イク ナグ ン ニ スス スズ の 分 裂 に 
よっ て 生み 出さ れ た 。 彼 女 は 天王 星 に 棲ん で 
いる の か も し れ な い 。 
ー ギ ー ス グー ス 、 ゾ ス (Xoth)、 ツ アト ゥ グ ア 
圏 ス ミス 「Family Tree of the Gods」(0) : ティ 
アニ ー& R._ プ ライ ス 「The Throne of Achamoth]」 


スス ハー (スス ス ア ー ア ) 
Sss'haa (also Sssaaa) [ss-HAHI] 

ヴァ ルー シア の へ ビ 人 間 の 指導 者 で あり イ 
グ の 神官 。 ヨ ス に あっ た 以前 の 本 拠 地 か ら 
ヴー アミ タ ド レス 山 の 地 下 の 洞 窟 ま で イグ の 
信者 た ち を 導い た 。 
ー イ グ 、 ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、 ヘ ビ 人 間 、 
ヨ ス 
カー ター『 ゾ ン ガ ー と 魔道 師 の 王 』(O)、「The 
Vengeance of Yig」、「Zoth-Ommog」 








スタ ー ク ウェ ザー ニム ー ア 探検 隊 
Starkweather-Moore Expedition 

ミス カト ニッ ク 大 学 の パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 の 
追加 調査 と し て 行なわ れ た 南極 大 陸 へ の 探検 
隊 。 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の ウィ リア ム ・ ダ イ 
アー 教授 は 南極 大 陸 に 対す る この 新しい 侵略 
に 強く 抗議 し た が 、 彼 が 語っ た 異 界 の 種族 が 
建設 し た 石造 の 都市 の 話 は 、 こ の 新しい 探検 
家 た ちの 意欲 を か きた て る だ け で あっ た 。 

ユー スタ ス ・ ブ レイ ク 教 授 に 率い られ た ス 
ター クウ ェ ザ ー= テ ムーア 擦 検 隊 は 、1931 年 
12 月 20 日 に ブレ ー メ ン を 希望 に 満ち て 出 
発し た 。 冒 険 の 後援 者 た ち が 大 き な 科 学 的 発 
見 を 期待 し て いた と し た ら 、 彼 ら は 失望 し た 
こと だ ろう 。 探検 隊 が ダイ アー か ら 教 えら れ 
た 場所 に 到着 し た と き 、 彼 ら は 存在 し た か も 
し れ な い 異 界 の 種族 の 遺跡 が 地下 洞窟 網 の 中 
に 崩壊 し て し まっ た こと を 知っ た 。 探検 は 人 
類 以前 の 知性 体 の 証拠 を まっ た く 得 る こと な 
く 帰 選 し な けれ ば な ら な か っ た 。 
ー 大 の も の 、 ダイアー (ウイリアム) 、 パ ボー 
ディ 探検 隊 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
コス テロ ^Alone Against the Dark': ラヴ ク 
ラフ ト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」(0) : ラム レイ 「 狂 
気 の 地底 回 廊 」 








スタ ン フ ォ ー ド 、 カ ー ル 
Stanford, Carl 
銀 の 黄 紀 教 団 の マス ター た ちの 中 で 最も 位 
階 の 高い 魔術 師 の 一 人 。 
ー 銀 の 黄 皆 教団 の マス ター た ち 
圏 ハ ッ チ ン ソ ン “ 銀 の 黄 比 錬金術 会 " 





ステ ィ ギ ア (ステ イジ ア ) 
Stygia 

現代 の エジプト と リビア に また が る 地域 に 
あっ た ハイ ボリ ア 時 代 の 地名 。 ス ティ ギア の 設 
立 者 は 破壊 され た レム リア か ら こ の 地 に 逃れ 、 
そこ に 繁栄 し て いた 前 文明 (詳し いこ と は 不明 ) 
を 滅ぼし た 。 ス ティ ギア 人 は 前 の 住人 の 文化 と 
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宗教 か らい くつ か の 要素 を 取り 入れ て 自分 た ち 
の 習慣 と し 、 新 し い 国 を 創設 し た 。 

冒険 者 コナ ン が 生き た 時 代 、 ス ティ ギア は 
力 は 衰え つつ あっ た が 、 世 界 で 最も 強力 な 国 
の 一 つ で あっ た 。 首都 は 内 陸 の ルク スル の 都 
市 で あっ た が 、 外 国人 に は ステ ィ ッ クス 川 の 
岸 に ある ケミ の 港 の 方 が な じみ が あっ た 。 ス 
ティ ックス 川 は 、 い まで は ナイ ル 川 と 呼ば れ 
て いる 。 人 々 は ニャ ル ラ ト (ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ )、 シ ャ ダム = テ エ ル (シュ ドニ = テ メル)、 ア ザ 
トー ス な どの 存在 を 崇拝 し た が 、 セ ト 神 と そ 
の 神官 に 対し て 最も 敬意 を 払っ た 。 ス ティ ギ 
ア の 人 々 は エジプト の 勃興 を も た ら す こと に 
な る が 、 ヒ クソ ス 王 朝 が 血統 的 に も 伝統 的 に 
も より 近い 存在 で ある と する 者 も いる 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 ク トゥ グ ア ァ ア 、 黒 い 蓮 、 ケ ム 、 
コナ ン 、 シ ュ ド ニテ メル 、 セ ト の 環 、 ト ー ト = テ 
アモ ン 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ハ イボ リア 時 代 
圏 テ ィ ア ニー 「The Worm of Urakhu」 : ティ ア 
ニー& R._ プラ イス 「The Throne of Achamoth」 : 
ハワード 「 ハ イボ リア 時 代 」、「 不 死 鳥 の 剣 」 (0) 





ステ ィ ル ウォ ー タ ー 
Stillwater 

カナ ダ の マニ トバ 州 に ある 町 。 ス ティ ル 
ウォ ー タ ー の 住民 は 皆 、1930 年 2 月 25 日 
に 姿 を 消し 、 今 まで 町 か ら は 一 体 の 遺体 が 発 
見 され た の み で ある 。 町 の 元 住民 の 間 で は カ 
ルト の 活動 に 関す る 不確か な 噂 が あっ た 。 
悦 ダ ー レ ス 「 風 に 乗り て 歩む も の 」 


スチ ェ ク ォ ン ( ズ シ ャ コン ) 
Zuchequon (also Zulchequon or Zushakon) 
[ZOO-shee-KWAN] 

ウ ボ ー サ スラ の 子供 。 ま た 、「 古 き 夜 の 最 
後 の 未 座 」 で ある と 記述 され て いる 。 こ れ は 
「 大 地 の 暗 県 の 精霊 」 が カス トロ に 示し た も 
の の 一 つか も し れ な い 。 詠唱 や ある 種 の 低い 
調子 の 音 が ズ チ ェ ク ォ ン を 召喚 する こと が で 
きる か も し れ な い 。 ズ チェ クォン は 地震 を 起 
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こし て 出現 を 告げ る 。 ズ チェ クォン が 現れ る 
と き は 、 闇 と 寒気 を 伴う 。 

クン ヤン と ムー の 人 々 は 鐘 を 鳴ら し て 詠唱 
する こと で ズ チ ェ ク ォ ン を 崇拝 し て いた 。 西 
海岸 に 住 せ インディア ン の 部 族 が か つて は 人 召 
喚 す る 方 法 を 知っ て いた が 、 そ の 情報 は お そ 
らく 失わ れ た よう で ある 。 ズ チェ クォン に は 、 
ツン ス に 率い られ た 「 隠 れ た も の 」 が 仕え て 
いる 。 








ー『 イ オド の 書 』、 ウ ボー サス ラ 、 カ スト ロ 、 
クン = テ ヤ ン 、 ム ー 
圏 カ ー タ ー 「Dead of Night」 ) カー ター& C.A. 


6 ミス 「The Descent into the Abyss」 : カッ ト 
ー「 有 興 怖 の 鐘 」(O) 


ステ カーー セ ト 
Sutekh [SOO-tek] 


ズ ト ゥ ル タ ン 

Xuthltan [ZOOTHL-ltan] 

1) ハン ガリ ー の シュ トレ ゴイ カバ ー ル の 旧 
名 。 ズ トゥ ル タ ン は 近隣 の 村落 か ら 誘 拐 し て 
きた 生け 在 を 黒い 石 と 呼ば れる 碑 に 捧げ た カ 
ルト の 本 拠 地 で あっ た 。 イ スラ ム の 軍隊 が 
1526 年 に この 地域 に 迫っ た と き 、 彼 ら は ズ 
トゥ ル タ ン を 破壊 し すべ て の 人 々 虐殺 し た 。 
「 ズ トゥ ル タ ン 」 と いう 言葉 は この 地域 の 固 
有 の も の で は な く 、「 ク トゥ ルフ 」 が 変化 し 
た も の か も し れ な い 。 

ー ク トウ ルフ 、 黒 い 石 、 ジ ェ フ リー (ジャ ス 
ティ ン )、 シ ュ ト レゴ イカ バー ル 、『 モ ノリ ス 
の 人 々 』 

圏 ハ ワー ド 「 黒 い 石 」(O) : ペル トン 『A Guide 
to the Cthulhu Cultl 

2) 古代 アラ ビア の 魔 術 師 。 ズ トゥ ル タ ン は 
遠く の 陸地 に ある 暗黒 の 洞窟 に 旅 し 、 眠 っ て 
いる 時 雲 か ら ア ッシュ ー ル バニ パル の と 呼 
ば れる 魔法 の 宝石 を 盗 ん だ 。 ズ トゥ ル タ ン が 
カラ テ シ ェ ー ル の 都市 に 滞在 し て いた と き 、 
その 王 が 宝石 を 得る た め に 彼 を 投獄 し て 、 搭 





問 し た 。 ズ トゥ ル タ ン は 死に 、 い ま は の 際 に 
彼 は 呪い を 国王 と その 臣民 に か けた 。 カ ラテ 
シェ ー ル は アッ シュ ー ル バニ パル の 燃 を 抱い 
た まま 、 人 砂漠 の 下 に 埋もれ て いる 。 

ー カ ラテ シェ ー ル 

圏 ハ ワー ド 「 ア ッシュ ー ル バニ パル の 燃 」 


スト ロン ティ ーション ヒ 


Stronti 


砂 に 棲む も の 
Sand-Dwellers 

コア ラ の よう な 頭 部 を 持ち 、 や つれ 果て た 
よう な 、 砂 に まみ れ た よう な 人 間 に 似 た ク 
リー チャ ー。 人 砂 に 棲む も の は アメ リカ 南西 部 
お よび エジプト に 棲ん で お り 、 世 界 の ほか の 
砂漠 地帯 に も 棲ん で いる か も し れ な い 。 こ れ 
ら の クリ ー チ ャ ー は 和 群れ を 作っ て 生活 し 、 通 
常 は 夜行 性 で 、 昼 は 洞窟 に いて 、 日 が 落ち る 
と 狩り の た め に 外 へ 出かけ る 。 砂 に 棲む も の 
は 、 彼 ら の 岩屋 の さら に 奥 で 繁栄 する クリ ー 
チャ ー に 奉仕 し て いる か も し れ な い 。 わ ず か 
だ が 、 こ の 地域 の 秘密 カル ト に 加わ っ て いる 





こと が 知ら れ て いる 。 
圏 M. アン ダー ソン “The Cairo Guidebook" : 


ラヴ クラ フト & ダー レス 「 破 風 の 窓 」(O) 


スニ レス = テコ 
Snireth-Ko [IS NEER-eth-KOE] 
時期 ウル ター ル の 神殿 の た め に 香 と ワイ 

ン を 用 意 し た 夢見 る 人 。 彼 は 信仰 を 失い 、「 夢 

の 守護 者 」 と 呼ば れる クリ ー チ ャ ー と 契約 を 
結ん だ 。 彼 は 遠く 月 の 暗い 側 に さえ 旅行 し た 
と 信じ られ て いる が 、 最 後 は 奇妙 な 破滅 が 彼 
を 襲っ た 。 
悦 マイ ヤー ス 「Passing of a Dreamer」: ラヴ 
クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


「 ス ピタ ルス キ 写 本 』 
Codex Spitalski 

「 レ プラ の 本 」。 内 容 は 『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、 
『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 お よび 『 マ 
レフ ィ キ ウム 写本 』 と 非常 に 類似 し て いる 書 。 
これ ら の 写本 の 中 で 、 こ れ が 最も 古い と 信じ 
られ て いる 。 そ れ は 、 ス ウェ ー デ ン の ウ プ サ 
ラ の どこ か (ウプサラ 大 学 図書 館 が 、 最 も 可 
能 性 が ある ) に 保管 され 、 第 二 サ スラ ッ タ を 
含ん で いる 。 
ー『 ク ター ト ・ ア クア ディン ゲン 』、『 ダ ゴネ 
ン シ ス 写本 』、『 マ レフ ィ キ ウム 写本 』 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 


スミ ス 、 ジ ェ イ フス 
Smith, Japhet 

クレ イボ ー ン ・ ボ イド を 発見 する よう 命じ ら 
れ た クト ゥ ルフ ・ カ ルト の 腕利き の スパ イ 。 役 
が その 後 ま も な くし て ペル ー で 死ん だ と 言う 者 
も いる が 、 役 は それ 以後 も 目撃 され て いる 。 
ダー レス 「The Gorge beyond Salanpunco」 
(0): マー シュ ほか 「A Private Imvestigation 
into the Possible Whereabouts of Clara Boyd」 


スミ ス 、 モ ー ガ ン 
Smith, Morgan 
黒 魔術 の 達人 で 、 そ の 分 野 で は 画 期 的 な 作 
品 と 目 さ れ て いる 『 簡 租 の 印 』 の 作者 。 ス ミ 
ス は アー カム に いる こと も 多い が 、 旅 行 し て 
いる こと も 多い 。 噂 に よれ ば 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 和 問 と な る こと と 引き 換え に 300 年 以上 
の 生 を 得 た と いう が 、 こ れ は 憶測 に すぎ な い 。 
ー カ ム 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 魔 女 の 家 
園 バー グル ンド 「Sword of Seven Suns」 : バー 
グル ンド & ワ イン バー グ 「The Dark Stairway」 : 
ワイ ンバーグ 「The Flying Horned One」(O) 





スム マヌ ス 
Summanus [soom-MAN-oos] 


衣服 の 下 に 青白 い 触 手 を 隠し た 、 唱 の な い 
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男 の 姿 で 現れ る グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 
スム マヌ ス の カル ト は ロー マ 時 代 に 最も 流布 
し て いた 。 彼 は 、 夜 空 と 盗賊 の 王 で あっ た 。 
この 神 を 崇拝 する 儀式 の 詳細 は 、 少 し ゃ 部 外 
者 に は 明らか に され な か っ た が 、 当 時 の 学者 
は 、 ス ム マ ヌス が 地獄 の 王 で ある と 信じ て い 
た 。 ス ム マ ヌス は 現代 で も まだ 崇拝 され て い 
る か も し れ な い が 、 こ れ が 本 当 で ある な ら 、 
彼 の カル ト は か つて より さら に 秘密 主義 を 貫 
いて いる こと に な る 。 





スム マヌ ス を 鎮め る た め に 行なわ れる 適切 
な 式典 は 、『 ト スカ ナ の 儀式 』 と 呼ば れる 本 
に 記載 され て いる 。 


[スム マヌ ス は ロー マ の 夜空 と 、 夜 の 稲妻 の 
神 で あっ た 。 神 話 を 学ぶ 者 な ら よ く 知 っ て い 
る ロー マ の 空 の 神 ユ ピ テ ル は 、 日 中 の 空 の み 
を 支配 し て お り 、 ス ム マ ヌス は ユピテル と 同 
格 か ある い は 上 位 の 存在 と きえ みな され て い 
た 。 ス ム マ ヌス は ロー マ の キル クス ・ マ クシ 
ム ス (大 競技 場 ) 近く に 神殿 を 持っ て お り 
そこ で は 彼 を 祝う 日 で ある 6 月 20 日 に 生け 
費 が 捧げ られ た 。 ラ ムレ イ は 地下 世界 の 神 と 
し て 描写 し た が 、 こ れ に は 前 例 は な く 、 ほ と 
ん どの 学者 が この 解釈 を 否定 する 。] 

ー『 ト スカ ナ の 儀式 』 

圏 ラ ムレ イ 「The Fairground Horror」、「What 
Dark God?」(O) 


スラ ン 
Thran [THRAN] 

オウ クラ ノ ス 河 沿い に ある ドリ ー ム ラン ド 
の 都市 。 金 色 の 矢 塔 、 雪 花 石 府 の 壁 、 大 理 石 
の 波止場 が 特に 知ら れ て いる 。 入 る た め に は 、 
夢見 る 人 は 赤い ロー ブ を 着 た 門 の 衛兵 に 、 信 
じ が た い 3 つの 夢 を 話さ な けれ ば な ら な い 。 
ー オ ウ ク ラ ノ ス 河 、 ド リー ムラ ンド 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 銀 の 鍵 」(O)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」 
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「 ス ラン グ 年 代 記 」 
Chronicles of Thrang 

一 般 に 認め られ て いる 人 類 の 歴史 以前 に 書 
か れ 、 シ ュ メ ー ル 文明 の 勃興 以前 に ン ガ ラ ト 
エ の 地 で 改定 され た 。『 ス ラン グ 年 代 記 』」 は 
イド ラ に つい て いく ら か 詳細 が 書か ん れ てい 
る 。 
ー イ ドラ 
デビ ル 「Where Yidhra Walks」 


スル グ オ 湾 (スグ ルー オ 湾 ) 
Slghuo, Gulf of [SIL-gwoe] 

『 ネ クロ ノミ コン 』 で 言及 され た 異 次元 。 
ここ で は 、 わ れ わ れ の 次 元 で 作ら れ た 音 が 、 
物質 を 形成 し 、 わ れ わ れ が 知っ て いる 物質 は 
に お いと し て 感知 きれ る 。 こ の 地域 の 青い 肌 
の 人 々 は 、 わ れ わ れ われ 自身 の 次 元 か ら 発せ られ 
た ある 種 の 音 で の み 傷つけ る こと が で き 、 わ 
れ わ れ 自 身 の 世界 と テレ パシ ー に よる 接触 を 
持つ こと を 切望 し て いる 。 彼 ら の 動機 は 不明 
で あり 、 彼 ら と の 付き 合い に は 注意 を する べ 
き で ある 。 

ー ア ララ 、『 内 省 録 』、 マ オ 
圏 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」 

















スロ ク 山 脈 ー ト オー ク 山 脈 
Throk, Peaks of [THROK] 


スン ガク 
Sngac [SEE-nak]. 

デネブ の 近く 、 あ る い は お そら く 形 の ある 
物体 が まっ た く な い 、 宇 宙 の 果て を 超え た ど 
こ か に 棲む すみ れ 色 の ガス 状 の 存在 。 ス ン ガ 
ク は 宇宙 の 秘密 を 多く 知っ て お り 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ と その 「 い と こ 」 ア ザ ト ー ス の 本 拠 
地 か ら 遠 ざか る よう クラ ネス 王 に 警告 し た 。 
また 、 ス ン ガ ク は 人 を 運ん で 宇宙 を 旅 す る こ 
と も ある が 、 ア ザ ト ー ス の 宮 延 まで スン ガク 
と 共に 行く こと は 賢明 な こと で は な い 。 ス ン 
ガク は 1927 年 に アー カム の 近く に 落ち た 小 
惑星 で 地球 に 来 た 可 能 性 が ある が 、 こ れ が 本 
当 だ と し て も 、 す ぐに 星々 に 戻っ た 。 こ の ガ 
ス 状 の 存在 は 、 理 由 は 不明 だ が 、 旧 き 神 を 恐 
れ て いる 。 
ー ア ー カ ム 、 ア ザ ト ー ス 、 ク ラ ネ ス 王 、 ニ ャ ヤ 
ル ラ ト テ ッ プ 、 旧 き 神 
カボ ス 「The Color from Beyond」: ラヴ ク 
ラフ ト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、「 未 知 な る カ ダ 
ス を 夢 に 求め て 」 


スン 高原 

Sung, Plateau of 
ミャンマー に あり 、 レ ン の 一 部 で ある と み 

な され る こと も 多い 土地 。 ス ン 高 原 の 中 に は 

アラ オ ザ ル の 都市 が あり 、 そ の 地下 に は ロイ 

ガー と ツァ ー ル が 封じ 込ま れ て いる 。 

ー ア ラオ ザル 、 忌 まわ し き 双 子 、 エ ニ ポ オ 、 

黒い 蓮 、 チ ヨー テニ チョー 人 、 ツ ァ ー ル 、 レ ン 、 

ロイ ガー 

悦 ダ ー レ ス & ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」 
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聖なる ヒキ ガエル ー ツ アト ウ グ ア 
Saint Toad 


精霊 説 
Elemental Theory 
四 大 精霊 の 一 つ に 各 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 結び つけ る 分 類 シ ステ ム 。 こ の シス テ 
ム は 最初 に ダレ ッ ト 伯 爵 の 作品 に 見 られ 、 の 
ち に シュ リュ ズ ベ リ イ 教 授 が この シス テム を 
支持 し た 。 こ れ ら の 分 類 は 以下 の 通り で ある : 
風 : イタ ク ァ 、 ツ ァ ー ル 、 名 状 し が た いも 
の ハス ター、 ロ イガ ー 
地 : アザ トー ス (?)、 シ ア エ ガ 、 シ ュ ブ = テ 
ニ グ ラス 、 ツ ァ ト ゥ ッ グ ァ 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ (?)、 ニ ョ グ タ 、 ヨ グ = ニ ソト ー 
ス (?) 
火 : アフ ー ム ・ ザ ー、 ク トッ ゥ ッ グ ァ 
水 : ガタ ノ ソ ア 、 ク トゥ ルフ 、 ゾ ステ オム 
モグ 、 ダ ゴン 、 ハ イド ラ 
この 理論 は 一 見 し た と ころ で は も っ と も に 
見 える が 、 よ り 厳 密 に 見 て ゆく と 月 壊す る 。 
例え ば 、 ク トゥ ルフ が 本 当 に 水 の 精 霊 で ある 
な ら 、 な せ 現 在 、 海 底 に 封じ 込め られ て いる 
の か ? また そこ で は 、 ク トゥ ルフ の テレ パ 
シー 信号 が 水 に よっ て 妨げ られ る の で は な 
か っ た か 2? そし て 、 ど うし た ら す べ て の 時 
間 と 場所 に 存在 する 外 な る 神 ヨ グ = ニ ソト ー ス 
と 地 の 精 霊 と に 何ら か の つなが り が 見 い だ せ 
る の か (アザ トー ス 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 シ ュ 





ブ テ ニ グラ ス 、 お よび ヨ グ = テ ソ トー ス を 「 エ ー 
テル 」 の 精霊 に 分 類する こと に よっ て この 問 
題 を 解決 し よう と 試み た 者 ちい た が 、 そ れ で 
も 混乱 を 軽減 する こと は ほとん ど な い )。 ま 
た 、 伝 統 的 な 考え で は 、「 火 」 と 「 水 」 の 勢 
力 が 敵対 し 、 ま た 「 地 」 と 「 風 」 の 勢力 が 敵 
対す る 。 し か し 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 宇宙 観 で 
は 、「 火 」 の 存在 は 、「 地 」 と 敵対 し 、「 風 」 
は 「 水 」 と 戦っ て いる 。 

要する に 、 精 霊 論 は いく つか の 場合 (特に 
「 地 」 の 存在 に ヴァ クニ ヴィ ラ 呪 文 を 使用 す 
る と き ) に は 適合 する よう に 見 える が 、 ほ か 
の 場合 に は 、 す ぐに 混乱 し て し まい 、 特 段 役 
に 立つ も の で は な い 。 
ーッ バ ザ ド ト ー ズ 、 ツウ イアー バム ザー イタ クア 、 
ヴァ クニ テ ヴ ィ ラ 呪文 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク トウ ゥ 
グ ア 、 ク トゥ ルフ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン 、 シ ア エ ガ 、 シ ュ グ = テニ グラ ス 、 シ ュ リ ュ 
ズ ベ リ イ (ラバ ン )、 ゾ スニ オム モグ 、 ダ ゴン 、 
ツア ァ アール 、 ツア トゥ グ ア 、 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ 、 
ニョ グ タ 、 ハ イド ラ 、 ハ スタ ー、 ヨ グ = テ ソト 
ス 、 ロ イガ ー 
ウェ イド 「Those Who Wait」: カ ー タ ー 「The 
Book of Preparations」、「Zoth-0mmog」 : ダー 
レス 「 風 に 乗り て 歩む な も の 」(O) : バー ティ ン 
「Darkness, My Name ls」: ハー バー “Keepers 





Compendium' 


TO 


セヴァン 谷 
Severn Valley 

イギリス の イン グラ ンド と ウェ ー ル ズ の 境 
界 近 くに ある 渓谷 。 ク トゥ ルフ 神話 の 活動 の 
連結 点 で 、 バ イア ティ ス 、 ア イ ホ ー ト 、 グ ラー 
キ 、 そ れ に も し か し た ら イ ゴー ロナ ク の 本 拠 
地 で も ある 。 

[実在 の 地名 ] 
ー ア イ ホ ー ト 、 イ ゴー ロナ ク 、 キャ ムサイ ド 、 
グラ ー キ 、 ゴー ツウ ッ ド 、 セヴァン フォ ー ド 、 
テン プ ヒ ル 、 バ イア ティ ス 、 ブ リ チ ェ スタ ー 


セヴァン フォ ー ド 
Severnford 

ブリ チェ スタ ー の 北西 、 セ ヴァ ン 川 の 岸 に 
ある 町 。 こ の 地域 の 多く の 町 と 同様 、 セ ヴァ 
ン フ ォ ー ド は その 最盛 期 を 過ぎ て お り 、 建 物 
の 多く は 空き 家 で 荒廃 し て いる 。 こ の 町 の 近 
くに 、 城 の 廃 虎 が あり 、 そ こけ は 魔術 師 だ っ た 
ギル バー ト ・ モ ー レ イ 卿 が 住ん で いた 。 そ し 
て 、 近 く の 川 の 中 に ある 小島 は 17 世紀 に 魔 
女 集会 が 行なわ れ た 場所 で あっ た 。 
ー キ ャ ムサイ ド 、 ブ リ チ ェ スタ ー 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」、「 城 の 部 屋 」 
(O)、「 パ イン ・ デ ュー ンズ の 顔 」、「The Stone 
on the Island」 





ゼー ルク ォ イ ズ ニ マン ザー フジ ウル クオ 
イグ ムン ズ ハ ー 
Ziulquaz-Manzah 


「 石 碑 の 人 々 」 一 『 モ ノリ ス の 人 々 』 
The People of the Monolith 


「 ゼ ゲ ム ブリ 写本 」(「 ゼ ゲ ム ブリ 断章 」 ?) 
Zegembri Manuscript (also Zegembri 
Fragments》 

も と も と 人 類 の 登場 前 に 、 石 で 彫 ら れ 別 次 
元 に 持ち 去ら れ た 本 。1663 年 、 魔 術 師 の ニ 
コラ ス ・ ゼ ゲ ム ブリ (オカ ルト ・ サ ー ク ル に 





は 、 趣 名 高い 『 野 魔 学 』 の 作者 と し て 知ら れ 
て いる ) は この 本 を 探し 出す た め に この 別 次 
元 へ 旅 し た 。 彼 は その 知識 を 持ち 帰り 、『 ゼ 
ゲ ム ブリ 写本 』 を 3 つの 言語 ( 異 界 の 象形 
文字 、 ル ー ン に 似 た 文字 、 ラテン語) で 書き 
写し て 自分 用 の 本 を 作っ た 。1666 年 の ロン 

ドン 大 火 か ら 逃 ん た と きも 、 ゼ ゲ ム ブリ は ほ 
か の 書類 と 共に 写本 を 持っ て いた と 信じ られ 
て いる 。 彼 は この 後 、 数 年 間 ト ー ポ イン ト 村 
に 住ん だ の ち 、 完 全 に 消え て し まっ た 。 地 元 
の 牧師 は 彼 の 蔵書 を 燃やし た が 、 秘 密 カ ルト 
が 『 ゼ ゲ ム ブリ 写 本 』」 を 持ち 去り 現在 で も 所 
有 し て いる と 信じ られ て いる 。 

本 の 内 容 は ほとん ど 不 明 だ が 、 ク トゥ グ ァ 
へ の 儀式 と 、 も し か し た ら ゼ ゲ ム ブリ の 印 に 
関す る 情報 を 含む と 信じ られ て いる 。 

ー ク トウ ゥ グ ア 、 ゼ ゲ ム ブリ の 印 

悦 グ ラス ビー「The Black Mirror」(O)、「The 
Dweller in Darkness」、「The Dweller in 
Darkness」 


ゼ ゲ ム ブ リ の 印 
Zegembri Seals 

多く の 判読 不可 能 な 文字 が 彫 ら れ た 漆黒 の 
石 。 そ れ ら は シュ メー ル 文 明 以 前 の も の だ と 
言わ れ 、 そ の 古代 文明 の 神官 王 は 「 暗 い 神 」 
を 地球 に 降ろ す た め に それ を 利用 し た の か も 
し れ な い 。 古く か ら あ る ヨー ロッ パ の カル ト 
は も また 、 忌 まわ し きも の を 召喚 する た め に 
それ を 利用 し た (また これ ら の 物体 に は 、 黒 
い 石 や イシ ャ クシ ャ ー ル と の 関連 も あり そう 
で ある )。 し か し 、 こ の 印 は か な り 希 少 で 、 
現代 で は ほとん ど 見 られ る こと は な い 。 
ー イ シャ クシ ャ ー ル 、 黒 い 石 、『 ゼ ゲ ム ブリ 
写本 』 
グラ ス ビ ー「The Haunting of Charles Quintam」 





セス クワ 谷 
Sesqua Valley [SESK-wahl 
ワシ ント ン 州 の どこ か に ある 谷 。 こ こ で 目 


立つ 地形 は セル タ 山 の 二 つの 頂上 で ある 。 セ 
ル タ 山 は すべ て 種類 の 奇妙 な 生き 物 の 発祥 地 
だ と 噂 きれ て いる 。 

谷 の 住民 の 多く は 1928 年 の 恐ろし い 出来 
事 の あと に ダニ ッ チ か ら 移 っ て きた 者 た ち 
だ 。 に も か か わら ず 、 す べ て の 住民 は この 土 
地 に 深く 結び 付い て いる と 感じ て いる 。 谷 の 
若者 た ち が 外 の 世界 へ 旅立つ の は よく ある こ 
と だ が 、 彼 ら は 年 者 いて か ら で な いと 故郷 に 
帰る こと は な い 。 一 方 で 、 よ そ 者 は 住人 と 谷 
体 の 両方 に よっ て 拒絶 され た と 感じ る こと 
が 多い 。 

ー ダ ニッ チ 
圏 パ グミ ア 「Apotheosis」、「Never Steal from 
a Whateley」 (0): パ グミ ア & R. プ ライ ス 「The 
Tree-House」 

















セト (ステ カー) 
Set (also Seth or Sutekh) 

黄色 い 目 を し た 巨大 な 黒い へ ビ の 次 で 現れ 
る 神 。 彼 は 沈め る 都市 と 、 星 々 の 間 の 空間 の 
支配 者 と し て 記述 され て いる 。 

セト は ステ ィ ギ ア の 洞窟 に 棲ん で いる 信じ 
られ て お り 、 そ こ を 通っ て ステ ュ ク ス 川 (の 
ち に ナイ ル と 呼ば れる よう に な る ) が 流れ て 
いた 。 セ ト 崇 拝 は 、 最 初 ア ケロ ン (ステ ュ ク 
ス 川 流域 を 含む ハイ ボリ ア 時 代 初 期 の 帝国 ) 
で 記録 きれ た 。 東 か ら 来 た レム リア か ら の 避 
難民 が この 地域 を 征服 し 、 ス ティ ギア を 創設 
し た と き 、 彼 ら は セト 崇拝 を 引き 継い だ 。 セ 
ト の カル ト は すぐ に 、 ス ティ ギア の すべ て を 
支配 する よう に な り 、 ほ か の 国 に も 多く の 秘 
密 の 前 哨 基 地 を 持っ て いた 。 ミ トラ (太陽 の 
神 ) の カル ト と キン メリ ア の コナ ン と の 戦い 
は 、 セ ト の カル ト が 世界 を 征服 する こと を 妨 
げた が 、 そ れ で も セト の カル ト は 当時 修 れ な 
い 勢 力 を 持っ て いた 。 

ハイ ボリ ア 時 代 の の ち 、 エ ジ プ ト 人 が セト 
崇拝 を 始め た 。 セ ト を 信奉 する カル ト で ある 
「 セ ト の 同胞 」 は 、 セ ト が 初代 ファ ラオ の 候 
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子 で あり 、 彼 が 父親 を 殺し 、 そ の 血 を 飲み 、 
その 結果 、「 不 死 の 血 を 飲む も の 」 に な っ た 
と 教え た 。 セ ト は 、 紀 元 前 1674 年 ご ろ に 下 
エジプト を 征服 し た ヒ ク ソ ス 政権 で 特に 人 気 
が あっ た 。 ヒ クソ ス は セト と 自分 た ちの 最も 
強力 な 神 と を 同一 視 し 、 ハ ニセ ト テ ウル ( 汗 
飼い の 神 ) と し て 彼 を 崇拝 し て いた 。 エ ジ プ 
ト 人 は 、 結 局 、 セ ト を 悪魔 の 勢力 で ある と み 
な し て 、 崇 拝 を 禁じ た 。 セ ト 代 拝 が 世界 の ど 
こ か で 続け られ た か どう か は 不明 だ が 、 ウ ル 
ター ル に は セト を 信奉 する 神殿 が ある 。 ま た 、 
エジプト か ら 「 大 いな る 暗黒 の も の の 偉大 な 
る 教団 」 の 噂 が 聞こ えて くる 。 

セト に は 彼 の 神殿 で 飼 わ れ た へ ビ 、 吸 血 鬼 
な ど 、 そ れ ら を 見 た も の の 正気 を 破壊 する 存 
在 が 仕え て いる 。 彼 の 聖職 者 の 最高 位 は 「 黒 
い 環 」 と いう 魔術 師 の 一 団 で 、 手 を 使っ て 人 
の 肉体 を 燃やし て 殺す こと が で きた 。 死体 の 
上 に は 黒い 手形 が 残っ た 。 セ ト の カル ト は 、 
神 の 恩 籠 の 微 だ と し て 、 赤 毛 の 人 々 を 特に 重 
ん じ た 。 彼ら は 、 ま た 、「 ネ ケン の 黒き 鏡 」 
と 呼ば れる アー ティ ファ クト を 大 切 に し 、 そ 
の 前 で 正しい 儀式 を 執り 行なっ た 者 は 再び 世 
界 に セト を 呼び 出す と 信じ て いた 。 将 来 の 研 
究 者 が この 情報 で 、 こ の 古代 の 信仰 が 生き 延 
び た 可 能 性 を は っ きり させ る こと を 望ん で い 
る 。 

[セト は も と も と 上 エジプト の 神 で 、 そ の 頭 
部 は ロバ 、 オ カ ピ 、 ま た は ジャ ッ カ ル と も 、 
これ ら の いずれ に も 類似 し て いな い 正 体 不明 
の 上 獣 の も の で ある と 叙述 され て いた 。 セ ト は 
夜空 、 履 、 戦 士 、 混 乱 の 神 だ と 考え られ て い 
た 。 伝説 に よる と 、 太 陽 が 毎晩 死後 の 世界 を 
通り 抜け る と き 、 セ ト は へ ビ の ア ペ プ (アポ 
ピス ) が 太陽 を 食べ な いよ う 戦 う の だ と いう 。 
その 後 、 セ ト は 彼 の 兄 オ シリ ス を 殺し て 、 オ 
シリ ス の 息子 ホル ス と 幾多 の 戦い を 交え た 神 
と し て 知ら れる よう に な っ た 。 

新 王国 の 没落 の の ち 、 セ ト は 侵入 し て くる 
外敵 と ア ペ プ の 両方 と 象徴 的 に 結び 付け ら 
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れ 、 へ ビ に 似 た 魔物 に な っ た 。 ギ リ シ ャ に 伝 
えら れ た セト は 、 神 の 統治 を お び や か し た 怪 
物 で ある テ ュ ポ ン と 結び 付け られ た 。 セト 
拝 は 現代 で は マイ ケル ・ ア キノ の 「 セ ト の 寺 
院 」 の よう な 団体 に よっ て わずか な 再起 を 見 
7 な る 

さま ざま な クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 に お いて 、 
セト は イグ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 お よび ハス 
ター と 結び 付け られ た 。 そ れ ら の 物語 や シナ 
リオ に セト を 取り 入れ よう と する 人 は 、 セ ト 
の 仮面 の 背後 に ある か も し れ な いこ れ ら の 存 
在 を 考慮 に 入れ て も よい だ ろう 。] 
ー イ グ 、 コナ ン 、 ス ティ ギア 、 セト の 環 、 トー 
ト = テ アモン 、 七 つ な る 太陽 の 世界 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (セト)、 ハ イ 
ボリ ア 時 代 、 ハ スタ ー 
アニ オロ フス キー “The Sundial of Amen- 
Tet :M. アンダー ソン “The Cairo Guidebook': 
ヴ ォ ー ン 「The Adventure of the Laughing 
Moonbeast」: グ ラス ビー 「The Black Mirror ( 改 
作 )」, ティ アニ ー「The Ring of Set」、「The 
Worm of Urakhu」: ハ ワー ド 「 真 紅 の 城 」、『 征 
服 王 コナ ン 』 : ハワード ほか 『Ghor Kin-Slayer』 





セト の 環 ( ト ー ト ニア モン の 指輪) 
Serpent Ring of Set (also Ring of Thoth - 
Ammon) 

人 類 出 現 以前 の 種族 (お そら く ヘ へ ヘビ 人 間 ) 
が 創造 し た アー ティ ファ クト 。 こ の 指輪 は 、 
銅 の 色 を し た 装身具 で 、 三 重 に と ぐろ を 巻き 
自分 の 尻尾 を くわ えた へ ビ が あし ら わ れ て い 
だ 。 

ステ ィ ギ ア の 魔術 師 で あっ た トー トニ アモ 
ン は 、 忘 れ ら れ た 墓 で 指輪 を 見 つけ 、 セ ト の 
高位 の 神官 に 就く た め に それ を 利用 し た 。 彼 
の 死後 、 エ ジ プ ト の 聖職 者 は 祭 増 の 一 つの 下 
に 指輪 を 隠し た 。 そ れ は 何 千年 間 も そ こ に 
残っ て いた が 、 ロ ー マ 貴 族 が それ を 盗み 、 死 
の 直前 に チ ベ リ ウス 旦 和 帝 の 元 に 渡っ た 。 指 輸 
は さま ざま な 魔 術 師 の カル ト の 手 を 経て 現代 





に 伝え られ 、 オ カル ティ スト で ディ レッ タン 
ト で も あっ た グスタフ ・ オ ル ロ ッ ク の 所 有 物 
の 一 つと な っ た 。 現在 の 行方 は 不明 で ある 。 
十分 強力 な 魔術 師 は 、 指 輪 を 使っ て 悪霊 を 
召喚 し 、 敵 を 攻撃 させ た り 、 短 い 間 、 人 の 体 
を 乗っ 取ら せ た り する こと さえ で きた 。 し か 
し 指輪 に は 強力 な 呪い が か けら れ て お り 、 王 
家 の 血 筋 の 者 や 、 指 輪 の 力 を 制御 する だ け の 
力 の な い 者 に は 特に 危険 な ちの と な っ た 。 
ー ス ティ ギア 、 セ ト 、 ト ー ト テア モン 、 へ 
ビ 人 間 
ティ アニ ー 「The Ring of Seul、「The Worm 
of Urakhu」: ハ ワー ド 「 不 死 鳥 の 剣 ] (0)、「The 
Haunter of the Ring」 


セラ エ ノ 
Celaeno [seh-LEE_noe] 

プレ アデ ス 星 団 (すばる ) の 七 つ 星 の 一 つ 。 
セラ エ ノ の 第 4 惑星 に は 、 セ ラ エ ノ の 大 図 
書館 が ある 。 そ こ に は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン が 旧 き 神 か ら 盗 ん だ 伝承 が 保管 され て い 
る 。 情報 が いっ た い ど う 記 録 さ れ て いる か は 
確か で は な い 。 い くつ か の 資料 に よれ ば 、 そ 
れ が 本 と 銘板 の か た ち で 記録 きれ て いる と い 
う が 、 旧 き 伝 承 は その た め に 設計 され た 生物 
の 中 に ある と 断言 する も の も ある 。 図 書館 を 
訪れ る 者 は 、 エ ル ダ ー・ ワ ン の 印 を 示し 、 図 
書館 か ら は 出る と き は いっ さい 記録 を 持ち 出 
し て は な ら な い 。 さ も な いと 「 湖 に 眠る も の 」 
が 訪問 者 の 脱出 を 妨げ る 。 有 名 な 学者 で ある 
ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ は ここ で 多く の 時 
間 を 過ごし 、 彼 が ここ で 見 つけ た 石板 か ら 『 セ 
ラ エ ノ 断 章 』 を 解読 し た と 思わ れる 。 

[セラ エ ノ は 実在 の 恒星 で ある 。 今 まで 誰 も 
その 近く に 巨大 な 図書 館 を 発見 し た と 報告 し 
た も の は いな い 。 私 は ダー レス が な ぜ こ の 特 
定 の 星 を 選ん だ の か 断 斉 で き な い が 、 彼 が ビ 
ヤー キー と ギリ シャ 神話 の ハー ビー の 関連 を 
考え 『 ア エネ ー イ ス 』 で 言及 され る ハー ピー 
の 女王 「 セ ラ エ ノ 」 の 名 を と っ た の 可能 性 が 
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ある ] 

ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 シ ュ リ ュ ズ 
ベリ イ (ラバ ン ) 、『 セ ラ エ ノ 断章 』、 ナ アク 
ティ ト の 障壁 、 ナ オタ ル バ 、 旧 き 神 
圏 ダ ー レ ス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 ]」 
(0)、「 エ イベ ル ・ キ ー ン の 書 置 」? ティ アニ ー 
FHouse of the Toad』」: ハー バー "セラ エ ノ の 
大 ホー ル " 


「 セ ラ エ ノ 断 章 」 
The Celaeno Fragments 

1915 年 に ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 博 士 
に よっ て ミス カト ニッ ク 大 学 図書 館 に 預け ら 
れ た 翻訳 。 こ れ を 預け た の ち す ぐに 博士 は 失 
中 し た 。 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ は セラ エ ノ の 大 図 
書館 で オリ ジ ナ ル の 割れ た 石板 を 見 て 、 覚 書 
を 残し た 。 彼 は それ が 『 断 章 』 の 翻訳 だ と 言っ 
て お り 、 こ の 『 断 章 」 の 起源 は 少な く と も 三 
畳 紀 中 期 ま で さき さか の ぼれ る と いう 。 の ち に 行 
な われ た 考古 学 上 の 探検 で 、『 断 章 』」 の 一 部 
が 記載 され た 石 の 破片 が 探し 出さ れ た 。 そ し 
て ミス カト ニッ ク 大 学 図書 館 で 、 エ イモ ス ・ 
タ ト ル ・ ベ ケス ト が その 写し を 発見 し た 。 

『 断 章 』 は 短い も の で 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 
の 覚書 も 50 ペー ジ し か な い 。 そ し て 、 ほ と 
ん どの 点 で 『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 お よ 
び 「 ナ コト 断片 群 」 と 内 容 が よく 似 て いる 。 
それ ら に は 、 黄 衣 の 王 と カル コ サ の 情報 が 含 
まれ て いる よう で あり 、 深 きも の の デー タ も 
少し 含ま れ て いる か も し れ な い 。 

ー『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』、 カ ルコ サ 、 
黄 衣 の 王 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ (ラバ ン )、 セ 
ラ エ ノ 、『 ナ コト 写本 』、 ネ クロ ノミ コン ( 補 
遺 )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

悦 カ ー タ ー「 ク トゥ ルー 神話 の 神々 」、「Behind 
the Mask」 :S. ジョ ン ソ ン *A Resection of Time「: 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil: ダ ー レ ス 「 ア 
ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」(0) : ハー バー“ ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン ': 
ピー ター セン ほか "Miskatonic University 


Graduate Kit : ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 破 風 


の 窓 」 


セラ ニア ン ( 雲 の 都市 ) 
Serannian [SER-RAN-ee-anl 

オオ ステ ナルガ イ の 沖 に 位置 する 雲 に 旨 わ 
れ た 都市 。 そ こ へ 行く の は 難し く は な く 、 船 
は 海 か ら 飛 び 上 が り 、 そ の 地域 を 包む 雲 の 中 
へ と 入る こと が で きる 。 セ レフ ァ イ ス の クラ 
ネス 王 は 一 年 の 半分 を そこ で 過ごす 。 
ー オ オス = ナル ガイ 、 ク ラ ネ ス 王 、 セ レネ 
ル 海 、 セ レフ ァ イ ス 
較 ラ ヴ ウ ラフ ト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、 「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


セレ ファ イス 
Celephais [SEL-ifaesl 

ドリ ー ム ラン ド の オオ ステ ナル ガイ の 谷 に 
ある 都市 。 そ の 大 理 石 の 壁 と 青銅 の 門 に よっ 
て 、 す べ て の ドリ ー ム ラン ド の 都市 で 最も 印 
象 的 な も の 一 つ に 数 えら れる 。 セ レフ ァ イ ス 
で は 、 時 間 が まっ た く 流 れ な いか の よう に 思 
え 、 こ こ で 何 年 も 過ごし て か ら 帰 っ て も 、 以 
前 と 変わ っ て いな い 自 分 に 気がつく で あろ 
う 。 セ レフ ァ イ ス は クラ ネス と いう 、 ロ ンド 
ン の 優れ た 夢見 る 人 が その 夢 の 中 で 造っ た 。 
クラ ネス が 死ん だ と き 、 彼 は 支配 者 と し て セ 
レフ ァ イ ス に 永遠 に 住む こと に な っ た 。 
ー ア ラン 山 、 オ オス テニ ナ ル ガ イ 、 ク ラ ネ ス 王 、 
セラ ニア ン 、 セ レネ ル 海 、 タ ナー ル 丘 陵 、 ド 
リー ムラ ンド 、 ナ スー ニ ホ ル ター ス 、 ニ シイ 
ヴァ シュ 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


セレ ネル 海 
Cerenerian Sea [SER-irNER-i-anl 

ドリ ー ム ラン ド の 蒼き 海洋 。 フ ラニ ス と セ 
レフ ァ イ ス の 間 な ら わ ず か 一 日 で 渡る こと が 
で きる が 、 イ ンク アノ ク へ 旅 す る に は 3 週 
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間 か か る 。 こ の 海 を 旅 す る 人 は 、 雲 の 都市 セ 
ラニ アン 、 ま た は ムー ン = テ ビー スト が 棲む 、 
「 名 も な い 孤 島 」 に 唱 遇 する か も し れ な い 。 
ーー イン クア ノ ク 、 オ ウ ク ラ ネ ス 河 、 セ ラニ 
アン 、 セ レフ アァ イス 、 ド リー ムラ ンド 、 フ ラ 
災 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、 「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 








先住 種族 一 飛行 する ポリ プ 
Elder Beings 


干 の 仔 を 至 み し 森 の 黒き 山羊 ーシュ ブ = 
ニ グ ラ ヌ 

Black Goat of the Woods with a Thousand 
Young 


干 の 雌 羊 を 連れ た 雄 羊 
Ram with a Thousand Ewes 

ある シュ ブ ニ テニ グラ ス の 儀式 で 呼び 出さ れ 
る 存在 。 お そら く 単 に シュ ブ ニ ニ グラ ス の 化 
身 の 男性 体 だ ろう 。 
ーシュ ブ ニ = テニ グ ラス 
悦 C.A. スミ ス 「 聖 人 ア ゼ ダ ラク 」(O) : ラム レ 
イ 『The Transition of Titus Crow』 





蒼白 の 仮面 (真実 の 幻影 ) 
Pallid Mask (also known as the Phantom of 
Truth) 

黄 衣 の 王 に 関連 する 存在 。 同 名 の 戯曲 の 中 
で 、 蒼 白 の 仮面 は ハス ター か ら イ ー テ ィ ル の 
都市 へ の 使者 を 演じ る 。 ま た 、 ほ か の 資料 で 
は 、 黄 衣 の 王 が 死す べき 者 と 接する と き に 蒼 
白 の 仮面 を 着け る の だ と いう 。 
ーー イー ティ ル 、 黄 衣 の 王 、 ハ スタ ー 
悦 チ ェ ン バー ス 「 黄 の 印 」(O) : ラヴ 、 ロ ス & 
ワッ ツ “Tatterdemalion" 





ング と ソ ク 

Thog and Thok [THAHK] 
惑星 ユ ゴ ス の 二 つ の 月 。 ソ グ は 暗 き 惑 星 と 
記述 され て いる が 、 ソ ク の 外観 は 不明 で ある 。 
[ 詩 の 中 で ラヴ クラ フト は 、 ス ロク ( ト ォ ー 
ク ) の 別表 記 と し て ソ ク を 使用 し た 。 ル ポ フ 
は この 言葉 を 、 ユ ゴス の 一 つの 月 と し て 自分 
の 作品 に 使用 し た 。] 

ー グ オー リッ ク の 領域 、 ト オー ク 山 脈 、 ユ 
ゴス 

カボ ス 「The Color from Beyond」: ラヴ ク 
ラフ ト 「 魔 島 」(O0 一 ソ グ )、「 夢 見 る 者 に 」(O 
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ー ソ ク ): ルポ フ IDiscovery of the Ghooric 
Zone」 


ゾ シ ー ク 
Zothique [zau-IHEEK] 

ある 伝説 に よる と 、 悠 久 の 未来 に 人 類 が 暮 
ら す 最後 の 大 陸 。 お お よそ 現代 の 北ア フリ カ 、 
中 東 、 南 アジ ア の 地域 に 対応 し て いる 。 ほ か 
の すべ て の 大 陸 が 海中 に 沈ん だ と き 、 ゾ シー 
ク は 浮上 する だ ろう 。 

ゾ シ ー ク の 人 間 は 、 過 去 の 文明 で 信 泰 され 
た 神 の 多く を 再発 見 し 、 も う 一 度 そ れ ら を 崇 
捧 す る だ ろう 。 ま た 、 史 上 最強 の 魔術 師 の 何 
人 か は この 時 代 に 生き て いる 。 大 陸 全 体 に 満 
ちる 魔術 的 エネ ルギー は 、 時 空 連続 体 の 中 に 
流れ を 引き 起こ し 、 不 注意 な 者 が 引っ か か る 
次 元 問 通 路 の 形成 を も た ら す 。 

われ われ の 時 代 と ゾ シ ー ク の 時 代 と の 間 に 
は 、 少 な く と も 一 つ の 入り 口 が 発見 され て お 
り 、 ほ か に も ある か も し れ な い 。 

ー モ ルディ ギアン 
圏 ジ ェ フ リー& モ リ ソ ン “Slow Boat' iC.A. 
スミ ス 「 暗 黒 の 偶像 」、「 魔 術 師 の 帝国 」(O)、 
「Letter to H. P. Lovecraft」、「Letter to L. 
Sprague de Camp」 











ソス (Xoth) 
Xoth (possibly Zoth) [ZOTHI 

クト ゥ ルフ が ここ か ら 地 球 に 来 た と いう 緑 
色 の 連 星 で 、 イ ダテ ヤー の 故郷 。 こ こ で クト ゥ 
ルフ が 4 体 の 子 を 生み 出し た と 言わ れ て い 
る 。 こ の 太陽 系 は 、 ア ビス 、 ザ オー ス 、 イ マー 
な どの 星 と 星団 を 作り 、 お うし 座 の 中 に ある 
が 、 通 常 の 望遠 鏡 で は 見 る こと が で き な い 。 
[一 人 の 学者 が 、「 ゾ ス 」(Xoth) が シリ ウ 
ス の エジプト 名 で ある 「Sothis」 が 変化 し た 
も の で 、 マ リ の ド ゴ ン 族 の 神話 に ある 「 魚 人 」 
と 関連 が ある と 主張 し て いる 。 私 に は 、 こ れ 
は 信じ られ な い 。 こ の ド ゴ ン 族 の 神話 が 、 
1976 年 に な る まで 英語 で 出版 され た こと が 


な か っ た か ら だ 。 も っ と あり そう な 語源 と し 
て は スミ ス の 「 ゾ ス 」 (Zoth) が 考え られ る 。] 
ー ア ビス 、 イ ダニ ヤー、 イ マー ル 、 ガ タ ノ 
ソ ア 、 ク ティ イラ 、 ク トウ ゥ ルフ 、 ザ オー ス 、 ズ 
ステ ィ ル ゼム グ ニ 、 ソ ス (Zoth) 

カー ター[「The Thing in the Pit」、「Zoth- 
Ommog」:C.A スミ ス 「The Family Tree of 
the Cods」(O): ラム レイ 『The Transition of 
Titus Crow』 


ゾ ス (Zoth) 
Zoth (possibly Xoth ?) 
ツァ トゥ グ ァ の 母親 ステ ィ ル ゼム グ ニ が 
や っ て 来 た 星 。 
ー ソ ス (Xoth)、 ツ アト ゥ グ ア 
悦 C.A スミ ス 「The Family Tree of the Gods」 


ゾ ス ニオ ム モ グ 
Zoth-Ommog [ZAUTHL-OE-maug 

体 は 円 凶 形 で 、 頭 部 に 4 本 の ヒト デ の よ 
うな 触手 と へ ビ の よう な ヒゲ が 生え た 姿 の グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 ゾ ステ オム モグ は 
クト ゥ ルフ の 息子 で あり 、 ポ ナ ペ べ の 海岸 の す 
ぐ 沖 に ある ルル イエ の 一 画 で 眠っ て いる と 信 
じ ら れ て いる 。 

この グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は 主人 で あ 
る クト ッ ゥ ルフ と 同様 に 、 夢 を 通し て 人 間 に 呼 
び か ける こと が で きる 。 し か し 、 ゾ ステ オム 
モグ の 能力 は 、 そ の 像 を 通し て の み 効 果 を 発 
揮 す る こと が で きる 。 人 が これ ら の アー ティ 
ファ クト の 一 つ を 手 に 入れ る と 、 夢 に ゾ ス テ 
オム モグ の 輝かしい 幻視 が 現れ る 。 ゾ ステ オ 
ム モ グ は この 方 法 で 、 新 し い 信 者 を 獲得 し 、 
自分 の カル ト を 広げ る こと が で きる 。 

ゾ ス テオ ム モ グ 崇 拝 の 最大 の 中 心地 は ポ ナ 
べ で ある が 、 彼 を 信奉 する カル ト は 、 は る か 
に 離れ た ニュー ジー ラン ド や イン ド シ ナ 南部 
に も 見 られ る 。 ま た 、 ゾ ス = ェ オム モグ の 墓 
で は 謎 の 存在 ユ ッ ギ ャ が 仕え て いる 。 
ュー イダ ニー ヤー、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク トウ ゥ ルフ 、 


156 





グル ー ン 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 精 霊 
説 、 ポ ナ ペ 醐 翠 像 、 ム ー、 ユ グ 、 ユ ト グ タ 、 
ルル イエ 

カー ター「Outofthe Ages」(0)、「Zoth- 
0mmog」: ラム レイ 『The Transition of Titus 
Crowd 


ジ タ ク アー ツア ドウ グ ァ 
Zhothaqqua 


ソト ー ス 
Sothoth [SOE-thauth] 

アザ トー ス に 従属 する 外 な る 神 。『 サ セッ 
クス 草稿 』 に よれ ば 、 こ の 存在 が ウル ター ル 
な どの グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 創り 出し 、 
それ ら の 主人 と し て 認め られ て いる 。 

フレ デリ ッ ク 男 箇 の 草稿 で は 、 ソ トー ス が 
ヨ グ ニテ ソト ー ス を 創造 し た と 言わ れ て お り 、 
この 二 者 は 同じ 一 つの 存在 で は な い 。 ソ トー 
ス が ウ ボ ー サ スラ と アブ ホー ス と 共に われ わ 
れ の 太陽 系 、 そ し て も し か し た ら 宇 宙 も 創造 
し た の で は と 言わ れる こと も ある が 、 多 く の 
者 は これ を 誤り だ と 考え て いる 。 
ー『 悪 の 祭祀 、 ア ザ ト ー ス 、 ア ブ ホ ー ス 、 
ウ ボ テ サス ラ 、 ウ ルター ル 
菩 ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cultl、 
『The Sussex Manuscript』 (O) 





. 外 で 容赦 な く 待 つも の 一 ヤマ ン ソ 


That which relentlessly waits outside 


外 な る 神 (異形 の 神 ? ) 
Outer Gods (possibly Other Gods) 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と は 別 と され る 
存在 た ち 。 通 常 、 外 な る 神 は 宇宙 の 力 を 擬人 
化し た も の と 考え られ る 。 一 方 グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン は 、 非 常に 強力 だ が 、 そ の 力 は 限 
られ て お り 、 あ る 種 の 異 星人 的 存在 で ある 。 
この 区 別 は すべ て の 研究 者 に よっ て 認め ら 
れ て いる わけ で は な いし 、 そ れ ぞ れ の 神話 存 


在 が どこ に 置か れん る べき か は 、 常 に 明確 で あ 
る わけ で も な い 。 一般に 、 外 な る 神 に 分 類 さ 
れる 神話 存在 は 、 ア ザ ト ー ス 、 ヨ グ = テ ソト ー 
ス 、 シ ュ ブ テニ グラ ス 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ で 
ある 。 彼ら の 員数 に 含ま れる か も し れ な いも 
の と し て は 、 ト ゥ ー ル スチ ャ 、 ダ オロ ス 、 ア 
ブ ホ ー ス が いる 。 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 外 な る 神 と の 
間 に 何ら か の つなが り が ある か どう か は 不明 
で ある 。 シ ュ ブ テニ グラ ス と ハス ター (それ 
ぞ れ 外 な る 神 と グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン ) 
の 間 に は 近い つなが り が ある 。 そ し て 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 
た め に 少な く と も 一度 は 行動 し た 。 か つて は 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 外 な る 神 の 幼生 
で は な いか と 提案 され た こと が あっ た が 、 こ 
れ は ほとん ど 支 持 さ れ て いな い 。 

[何人 か の 作家 は これ ら の 存在 と グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン を 区 別して きた が 、「 外 な る 神 」 
と いう 用 語 は “クトゥルフ 神話 TRPG” 以外 
で は 最近 に な っ て 現れ る よう に な っ た 。] 
ー ア ザ ト ー ス 、『 ア ザ ト ー ス の 書 』、 異形 の 神 、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 グ ロー ス 、 シ ュ 
ブ = テ ニ グ ラス 、 ダ オロ ス 、 ト ウー ルス チャ 、 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ハ スタ ー、 ヨ グ = テ ソト ー 
スズ 
悦 ピー ター セン & ウ ィ ル ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 
神話 TRPGC': ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 
図説 』 








ソナ = テニ ル 
Sona-NyI [SOE-nah-NILI 

ドリ ー ム ラン ド の 西 の 玄武 岩 の 柱 の 近く に 
ある 「 夢 幻 の 土地 」。 夢 は ここ で 作ら れ 、 受 
容 力 の ある 精神 に 送ら れる と 言わ れ て いる 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 南 海 
菩 ラ ヴ ク ラ フト 「 白 い 帆 船 」(O: ラ ムレ イ 『The 
Clock of Dreams』 
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そ は 永久 に 横たわる 死者 に あら ね ど 
測り 知れ ざる 永 吉 の も と に 死 を 超 ゆ る も 
の な り 
That is not dead which can eternal lie, and 
with strange aeons even death may die 

アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド の 『 ネ クロ ノミ 
コン 』 に 現れ る 連句 。 何 人 か の 研究 者 は クラ ー 
カシ ュ ニ トン の 作 で ある と 考え て いる 。 多 く 
の 研究 者 は これ が 無名 都市 に 言及 し た も の だ 
と する が 、 こ れ が グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
に も 言及 し た 、 二 重 の 意味 が ある も の だ と 主 
張 す る 研究 者 も いる 。 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル )、 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 、『 ネ クロ ノミ コン 」』 (補遺 )、 
無名 都市 
圏 ペ ルト ン 「The Sussex Manuscript」 : ラヴ ク 
ラフ ト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」、「 無 名 都市 」(O) 














ゾ ブ ナ 
Zobna [ZOEB-nahl 

ロマ ー ル の 人 々 が アフ ー ム ・ ザ ー の 呪い か 
ら 生 じ た 寒 気 か ら 逃 れ た 地 。 ロ マー ル 人 は そ 
の 地 が 破壊 され た 時 点 で も 、 ま だ 彼ら の 先祖 
の 知恵 に 揺るぎない 信頼 を 置い て いた 。 
ー ア フー ム ・ ザ ー、『 エ イボ ン の 書 』、 グ ノ 
フケ ー 族 、『 ナ コト 写本 』、 ロ マー ル 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 北 極 星 」 


ゾン ・ メ ザマ レッ ク 
Zon Mezzamalech [zaun MEZ-zah-mah-LEK] 
『 エ イボ ン の 書 』 で 言及 され た ムー・ ト ゥ ー 
ラン の 魔術 師 。 エ イボ ン に よれ ば 、 ゾ ン ・ メ 
ザマ レッ ク は いつ で も 望む と き に 時 間 と 空間 
を 越え て 、 も の を 見 る こと が で きる 水 唱 を 
持っ て いた と いう 。 ウ ボテ サス ラ が 保管 し て 
いる 旧 き 神 の 知識 を この 水晶 で 見 よう と し た 
と き に 、 彼 は 姿 を 消し た と いう 話 で ある 。 
ー ウ ボテ サス ラ 、『 エ イボ ン の 書 』、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 、 ム ー・ ト ウー ラン 
悦 C. A._ スミ ス 「 ウ ボー サス ラ 」 





ダー ビ イ 、 エ ド ワ ー ド ・ ピ ッ ク マ ン 
(1890 年 -- 1933 年 ) 
Derby, Edward Pickman 

詩人 、 そ の 作品 『 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 』 
が 最も よく 知ら れ て いる 。 ダ ー ビ イ は 、 ア ー 
カム で 育ち 、16 歳 の と き に ミス カト ニッ ク 
大 学 に 入学 が 認め られ た 。 彼 は 詩人 ジャ ス 
ティ ン ・ ジ ェ フ リー の 良き 友人 で も あっ た 。 
ダー ビ イ が 18 歳 の と き に 『 ア ザ ト ー ス その 
他 の 吉 怖 』 が 出版 され 、 い くら か の 喝 来 を 浴 
び た 。 の ち に 書い た 詩 の 何 篇 か は 雑誌 「 ウ ィ 
スパ ー ス 」 に 掲載 され た が 、 ま だ 単行 本 未収 
録 で ある 。 
母親 の 死後 、 ダ ー ビ イ は 大 学 の ボ へ ミア ン 
た ちの サー クル に 加わ り 、 そ こ で 彼 は 黒 魔術 
の 儀式 に 参加 する よう に な っ た 。 そ われ ら の 集 
会 の 一 つ で 彼 は アセ ナス ・ ウ ェ イ ト と いう キ 
ング スポ ー ト 出身 の 女性 と 出会う 。 彼 女 は 有 
名 な 魔術 師 エ フレ ム ・ ウ ェ イ ト の 娘 で も あっ 
た 。 二 人 は 会 っ て 数 か 月 で 結婚 し 、 ア ー カ ム 
の 郊外 に ある クラ ウニ ン シ ー ル ド 荘 に 移り 住 
ん だ 。 
は じ め は ダー ビ イ は 結婚 に 非常 に 満足 し 、 
「 ア セナ ス へ 」 と 題し た 詩 す ら 書 いた 。 こ の 
詩 は 『 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 」 と 同じ だ け 
の 賞賛 に 値する と 評価 され 、 そ れ は また 妻 の 
名 誉 で も あっ た 。 二 人 の 関係 は その 後 の 3 
年 の 間 に 悪化 し て いっ た 。 ア セナ ス は 和 失 忠 し 、 
エド ワー ド は 離婚 を 申請 し た の ち ア ー カ ム ・ 

















サナ トリ ウム に 収容 され た 。 施設 に いた 数 か 
月 の の ち 、 彼 は 回 復 す る よう に 思わ れ た が 、 
一 時 的 な 狂気 に 陥っ た 親友 の ダニ エル ・ ア プ 
トン に よっ て 銃 で 撃た れ た 。 

ヴァ ル タ ン ・ バ グ ダ サ リア ン の 努力 で 、 ダ ー 
ビ イ は 人 死後 その 短編 に よっ て 名 声 を 獲得 し 
た 。 こ の 若い アル メニ ア 人 学者 が 矢 中 す る 前 
に 、 バ グ ダ サ リア ン の アザ トー ス ・ ハ ウス は 
アン ソロ ジー『 ア ザ ト ー ス よ 永 遠 な れ 』 
(1947)、『 ア ザ ト ー ス の 息子 』(1948) と 題 
し た 遺稿 追悼 論文 集 、 を し て 『 ダ ー ビ イ =ー ジ ェ 
フリ ー 書 簡 』(1949) を 発表 し た 。 ま た 、 ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 図書 館 は ダー ビ イ の ほか の 
論文 を 保管 し 続け て いる 。 
ー ア ー カ ム 、『 ア ザ ト ー ス その 他 の 懲 怖 』、 
アプ トン (ダニ エル )、 ウ ェ イ ト (アセ ナス ) 、 
ウェ イト (エフ レム )、 ジ ェ フ リー( ジ ャ スティ 
ン )、 頭 蓋 朋 の カル ト 、『 地 底 を 掘る も の 』、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、 モ ノリ ス の 人 々 
悦 キ ャ ノン 「The House of Azathoth」、「The 
Revenge of Azathoth」 : ラヴ クラ フト 「 戸 口 に 
あら われ た も の 」(O) 











ター レ 

Thale [TAL-ee] 

1) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』 の 登場 人 物 。 

2) ハリ に よれ ば 、 外 付 に 黄色 の 印 を 飾っ た 
- 番 目 の 王 。 
ーー 黄 衣 の 王 、 ハ リ 





ダー ビ イ 、 エ ド ワ ー ド ・ 


チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0): テ ィ ア ニー『House of the Toad』 ロス"Tell 
Me, Have You Seen the Yellow Sign?" 


ダイ アー、 ウ ィ リ アム (1875 年 ご ろ て ?) 
Dyer, William 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 地質 学 の 教授 。 ダ イ 
アー は 同 大 学 が 1930 ^ 31 年 に 南極 大 陸 に 
派遣 し た パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 の 指揮 を と っ た こ 
と で 特に 知ら れ て いる 。 ま た 、 オ ー ス トラ リ 
ア の 砂漠 に あっ た 前 人 類 の 遺跡 を 1935 年 に 
調査 し た と き の 彼 の 役割 も 有名 で ある 。 
っ ー ス ター クウ ェ ザ ー ニ テム ー ア 探検 隊 、 ダ ン 
フォ ー ス 、 パ ボー ディ 探検 隊 、 ピ ー ス リー ( ナ 
サ ニ エ ル )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
圏 ラ イ バ ー「 ア ー カ ム そ し て 星 の 世 界 へ 」: 
ラヴ クラ フト 狂気 の 山脈 に て 」(O)、「 時 間 
か ら の 影 」 


「 太 古 の 恐怖 
Uralte Schrecken 

19 世紀 に フォ ン ・ ケ ン ネ ンベルク 伯爵 に 
よっ て 書か れ た 論文 、 こ の 本 で フォ ン ・ ケ ン 
ネン ベル ク は 、 す べ て の 文化 の 神話 様式 を た 
どり 、 そ の 起源 は 彼 が ムラ ンド ス と 呼ぶ も の 
の 投影 だ と 断言 し た 。 フ ォ ン ・ ケ ン ネ ン ベ ル 
ク は 、 ム ラン ドス が 誰 あ る い は 何 な の か 、 そ 
し て どこ に 存在 する か を 説明 し な か っ た 。 一 
般 人 、 そ し て 名 の ある 学者 た ち が こ の 本 に 准 
深 だ っ た の も も っ と も で ある 。 ま た 、 本 に は 
ムラ ンド ス の ほか に も 、 ン ガイ ル テ コ ー ラ ス 
と 、 イ ー ム ナー、 お よび イド ラ の よう な 存在 
に つい て 言及 され て いる 。 
ー イ ー ム ナー、 イ ドラ 
デビ ル 「Where Yidhra Walks」 


タイ サ ニ ル イエ ー ( プ ト ト ヤニ テラ イ ) 
Phtthya-1yi [TAH-irthah-IYEE] 

お よそ 30 万 歳 の 雌 の 深き も の で 、 母 な る 
ハイ ドラ の 娘 。 こ こ 8 万 年 の 問 、 彼 女 は イ 
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ハニ テン スレ イ の 都市 に 棲ん で いる 。 彼女 は 父 
な る ダ ゴ ン と 交配 し 、 こ の 結合 は クト ゥ ルフ 
の 手先 と な る 新しい 種 の 誕生 を も た ら す だ ろ 
うと 多く の 者 が 信じ て いる 。 

ー イ ハ テ ン スレ イ 、 ダ ゴン 、 ハ イド ラ 、 深 
きも の 

ラン ドウ ェ ア 「Casket of the Sea Queen」 : 
ラヴ クラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 影 」(O) 


大 地 の 妖 明 
Worms of the Earth 

人 間 と 有 則 虫 類 の 両方 の 特徴 を 持つ クリ ー 
チャ ー。 大 地 の 妖 明 は ヴァ ルー シア の 普通 の 
へ ビ と へ ビ 人 間 の 間 の 雑種 で 、 へ ビ 人 間 の 衰 
退 に 伴っ て イギリス に 避難 し た よう で ある 。 
大 地 の 妖 明 は イギリス に 棲ん だ 最初 の 種族 だ 
が 、 ピ クト 人 の 侵略 者 が 彼ら を 地表 か ら 追 い 
払っ た 。 彼ら は 穴 や 洞窟 に 人 避難 し 、 ど うし て 
も 必要 な 場合 に の み 洞 窟 か ら 出 て 来る よう に 
な っ た 。 長 い 年 月 が 流れ 、 大 地 の 妖 明 の 姿 は 
ます ます 人 間 か ら 離 れ て いっ た が 、 彼 ら の 魔 
力 は か つて な い ほ ど に 増大 し て いた 。 ピ クト 
人 と の 戦い の 記憶 が 遠い も の と な っ た と き 、 
大 地 の 妖 明 は 島 の 新参 者 に と っ て の 子 取り 鬼 
に な っ た 。 新参 者 た ち は 、 揺 りか ご か ら 幼 児 
を さら われ る な どの 政 悪 な 行為 が 行なわ れる 
と 彼ら の せい に し た 。 

何人 か の 学者 は 、 伝 説 の 「 小 さい 人 々 」( 小 
妖精 ) は 実際 に は イギリス の 土着 の 住民 で 
あっ た と いう 考え を 展開 し た 。 ほ か の 種族 が 
元 は 自分 た ちの 土地 だ っ た 場所 に 入植 し 始め 
た と き に 、 荒 野 に 逃れ て ゲリラ 戦 を 行なっ た 
と いう の で ある 。 伝統 的 に 、 小 さい 人 々 は ミ 
ルク を 腐ら せ た り 、 作 物 を だ め に し た り 、 彼 
ら の 棲む 丘 に 近づき 過ぎ た 人 々 を さら っ た り 
し て 、 多 く の 超 自然 的 な 力 を 持つ と 信じ られ 
て いた 。 大 地 の 妖 崩 は 、 北 欧 神話 の ドド ヴェル 
グ と 同様 に これ ら の 神話 の 背後 に ある 正体 の 
よう に も 思え る 。 大地 の 妖 崩 が いく ら か まだ 
生き 残っ て いる の か 、 あ る い は 彼ら が 穴 に 逃 
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げ 込 ん で 何 世紀 も た つう ち に 絶 減 し て し まっ 
た の か は 不明 で ある 。 

また 、「 大 地 の 妖 明 」 と いう 呼び 名 は ユ ッ 
ギャ に も 与え られ て いる が 、 ユ ッ ギ ャ と イ ギ 
リス の 穴 居 人 と の 間 に は どん な 関連 も や な さそ 
う で ある 。 
ー ブ ラ ン ・ マ ク ・ モ ー ン 、 ヘ へ ヘビ 人 間 、 ユ グ 
カー ター 「The Winfield Heritance」 : ハ ワ ー 
ド 「 大 地 の 妖 明 」、「 闇 の 種族 」 (0) : C. ラー マ 
ン 『Heir to Darkness』: ワグナー『WLegion 
from the Shadows』 





タイ バー、 ア ロン ソ ・ ハ ス ブ ラ ウチ 
Typer, Alonzo Hasbrouch 

1908 年 4 月 17 日 に ヴァ ン ・ デ ル ・ ハ イ 
ル 邸 の 廃 城 近く で 矢 中 し た 、 ニ ュー ヨー ク 州 
キン グスト ン 出 身 の オ カル ティ スト 。 タ イ 
パー は 、 青 年 時 代 に 個人 的 な 教育 を 受け 、 の 
ち に コロ ン ビ ア 大 学 と ハイ デル ベル ク 大 学 で 
学ん だ 。 ハ イデ ルベル ク 大 学 で は 有名 な 人 類 
学者 で ある ビク ター・ ギ ブ ソ ン の 教え を 受け 
た 。 彼 は 東洋 に 何 度 も 旅行 し 、1899 年 に は 
イー スタ ー 島 に も 訪れ た 。 彼 の 同僚 に よっ て 
さえ も 、 タ イ パ ー の 研究 は 奇妙 な も の で ある 
と 思わ れ て いた 。 彼 の オカ ルト 論文 の 多く は 
個人 出版 され た だ け で あっ た し 、 彼 は 1902 
年 に は 心霊 調査 協会 を 脱会 し て し まっ た 。 
1935 年 に は ヴァ ン ・ デ ル ・ ハ イル 邸 で 彼 の 
日 記 が 発見 され 、 ま た エド ガー・ ダ ウリ ング 
師 に よる 心霊 調査 が 行なわ れる な ど し て 、 彼 
の 人 生 に その 後 何 が 起こ っ た か 、 お よそ あり 
そう も な い 説 明 が 提供 され た が 、 彼 の 失 中 は 
当局 に と っ て 謎 の まま で あっ た 。 
ー『 隠 蔽 され し も の の 書 』 
悦 KR プラ イス 「The Strange Fate of Alonzo 
Typer」: ラ ムリ ー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」 
(0): ラム レイ 「The Statement of One John 
Gibson」 














大 白色 空間 
Great White Space 

数 兆 マ イル も 離れ た 場所 と 接続 し て いる 特 
別 な 次 元 帯 。 オー ルド ・ ワ ン は 宇宙 を 旅 す る 
際 に 、 こ れ を 利用 し 崇 散 し て いる 。 地 球 に も 
空間 へ の 入り 口 が あり 、 中 国 か モン ゴル の 山 
脈 の どこ か に 位置 し て いる 。 そ こ に は 500 
フィ ー ト の 高 さ の 扉 が あり 、 そ こ か ら 地 下 の 
広大 な 仁 乳 洞 を 進ん だ 先 に 大 白色 空間 が あ 
る 。 オ ー ル ド ・ ワ ン の 手先 が 大 白色 空間 を 警 
護 し て いる の で 、 そ こ へ 旅行 する こと は 勧め 
られ な い 。 
ー『 イ ゴー ル の 倫理 』、 オ ー ル ド ・ ワ ン 、『 ト 
ロー ン 石 板 』 
コッ パー 『The Great White Space』 


ダイ ラス ニテ リー ン 
Dylath-Leen [DEE-lith LEEN] 

ドリ ー ム ラン ド の 南海 の 沿岸 に ある 玄武 岩 
で 出来 た 都市 。 ダ イラ ステ リー ン は 周辺 に 住 
む 人 々 に は 評判 が 悪い 。 そ こ に 入港 する 謎 の 
黒い ガレ ー 船 が 、 積 税 の ルビ ー を 売っ て 、 パ 
ル グ か ら 連 れ て 来 ら れ た 奴隷 と 交換 する か ら 
で ある 。 
一 南海 、 パ ル グ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


第 入 サ スラ ッ タ 
Sixth Sathlatta 

『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』」 で 見 つけ 
られ る 式 文 。 以 下 の よ うに 読ま れる 。 


ゲ フ ン グル イ 、 ム グル ウン フ グ ヘ ー テ ス ユ 、 
イブ テツ トゥ ル 、 フ タグ ン ム グ ル ウ イト 
レナ ング ウ ガ 、 イ ブ テ ツ トゥ ル 、 ゲ フン グ 
ルイ 、 ム グル ウン フ アコ ブ グ シャ グ 、 イ ブ 
テツ トゥ ル : タバ バイト! 一 イブ テッ トッ ゥ ル 、 
イブ = テツ トゥ ル 、 イ ブ = テ ッ ツ ト ッ ゥ ル ! 


プ テ ト ライ ト 族 が 第 太 サ スラ ッ タ の 創造 者 


タイ パー、 


で あり 、 式 文 は さま ざま な 用 途 に 使用 する こ 
と が で きる 。 本 来 の プ テ ト ライ ト 文 字 を 使っ 
て 聖 餅 の 上 に 書き 入れ 、『 ネ クロ ノミ コン 』 
に ある ホイ ニー ディー ン の 式 文 と 組み 合わ せ て 
使用 する な ら ば 、 ザ ・ ブ ラッ ク を 呼び 出し 敵 
に 差し 向け る こと が で きる 。 有 眠る 前 に 詠唱 し 
た 者 は 、 夢 で イブ テツ トッ ゥ ル と 接触 する こと 
が で きる だ ろう 。 一 年 の 「 最 初 の 日 」 に 13 
人 で 式 文 を 唱え る と 、 イ ブ ニ テツ トッ ゥ ル 自 身 が 
有 喚 きれ る だ ろう 。 し か し 、 召 喚 者 の 少な く 
と も 7 人 が 「 達 人 」 で な く 、 また ナ ア ク ニテ ティ 
ト の 障壁 を 使用 し な いな ら ば 、 イ ブ = ェ ツ ト ッ ゥ 
ル は 彼ら に 恐ろし い 「 反 転 」 を 与え る か も し 
れ な い 。 

ー イ ブ テ ツ トウ ゥ ウル 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ シ ジ 』、 サス ラッ タ 、、 サザ ブラック 、. ナ ア 
クニ テテ ィ イト の 障壁 、 プ テト ライ ト 族 、 ホ イニ 
ディ ー ン の 詠唱 

悦 ラ ムレ イ 「 続 ・ 黒 の 召喚 者 」、「The Horror 
at Oakdeene」(O) 





タウ ィ ル ・ ア 
= タウ ィ ル 


Tawil ar Umr 


ト = ウ ムル ー ウ ムル ・ ア ト 


ダヴ ェ ン ポー ト 、 エ 
Davenport, Eli 

1839 年 に ヴァ ー モ ント の 民話 の いく つか 
を 詳し く 述 べた 専攻 論文 、『 ニ ュー イン グラ 
ンド の 伝説 』 を 発表 し た 民俗 学者 。 こ の 論文 
は この 地域 の 原 住 部 族 や 山 で 暮らす 人 々 が 伝 
える 伝説 に 焦点 を 当て 、 甲 殻 類 に 似 た 種族 ( ミ 
= テ ゴ ) が この 地域 の 山脈 の 地下 に 棲ん で いる 
こと を 示唆 し た 。 
っ ミニ ゴ 
アン トゥ ネス "Miskatonic University": ラ 
ヴ ク ラ フト 「 闇 に 嘱 く も の 」(O) 





アロ ン ソ ・ ハ スプ ブラ ウチ ンダ オ ロス w IGr e 


「 ダ エモ ノロ ルム 」 (悪魔 大 全 ) 
Daemonolorum 

西暦 お よそ 200 年 ご ろ に 書か れ た と 
れる 書 。 人 間 の 交 を と れる 神 を 信じ て いた エ 
ジ プ ト の 宗派 に 関し て 記述 し て いる 。 
圏 ハーバー“ クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン " : ブロ ッ ク 「 ブ バス ティ ス の 子 
ら 」、「 闇 の 魔神 」(O) 


ダ オ ロ ス 
Daoloth [DAE-oe-lauth] 

ダ オ ロ ス は 「 ヴ ェ ー ル を は ぎ 取 る も の 」 と し 
て も 知ら れ て お り 、 可 性 の 棒状 の も の に 囲 
まれ た 、 不 定形 の 多 色 の 塊 と いっ た 次 で 現れ 
る 。 棒 の 間 か ら は 、 目 が こち ら を じっと 見 つ 
め て いる か の よう だ 。 ダ オロ ス は 異 次 元 に 棲 
ん で お り 、 止ま る こと な く 絶 え ず 動い て いる 。 

アト ラン ティ ス の 予言 者 は ダ オ ロ ス を 尊い 
も の と し て 扱い 、 ユ ゴス と トン ド の 住民 は い 
まだ に ヴェ ー ル を は ぎ 取 る も の を 崇拝 し て い 
る 。 ダ オロ ス は 、 自 分 の 崇拝 者 に 過去 と 未来 
を 見 る 能力 を 与え 、 彼 ら に 高 次 元 を 知覚 させ 
る こと が で きる 。 

ダ オ ロ ス を 招来 し よう と 望む 者 は 、 宇 宙 的 

に 重要 な 時 間 ま で 待た ね ば な ら な い 。 ま た 、 
ダ オ ロ ス の 像 を 持つ て いな けれ ば な ら な い 
が 、 像 は この 惑星 に は 存在 し な い 。 ダ オロ ス 
が 召喚 され る と き 、 こ の ヴェ ー ル を は ぎ 取 る 
も の は 、 プ レー ン の 五 星 形 の 中 に 封じ 込め 、 
召喚 者 の 血液 を 少量 与え な けれ ば な ら な い 。 
そし て 、 ダ オロ ス が 棲み か に 戻る 前 に 、 魔 術 
師 の た め に 何 か ー つ の 奉仕 を し て くれ る 。 ダ 
オロ ス は 召喚 者 に 宇宙 の 本 質 を 見 せる こと が 
で きる が 、 こ れ は し ば し ば 召喚 者 を 狂気 に 陥 
れる 。 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、『 グ ラー キ の 申 示 録 』、 
サー マー の 儀式 、『 視 界 か ら 去 る も の 』、 外 な 
る 神 、 ト ンド 、 プ レー ン の 五 共 星 形 、 ユ ゴス 
キャ ン ベ ル 「The Render of the Veils」(O) : 
マッ コネ ル “Ghostnet' 
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タグ ・ ク ラ ト ゥ ア の 角度 
Angles of Tagh Clatur 

異 次 元 の 存在 を この 世 ま で 連れ て 来る こと 
が で きる 呪文 一 式 。 そ れ ら の クリ ー チ ャ ー を 
部 分 的 に 実体 化 さ せる 「 逆 角度 」 の み が 、 こ 
の と き に 使用 する こと が で きる (エジプト の 
大 神官 に は 、 こ れ ら の 儀式 を 知っ て いて 、 本 
体 が 隅 石 に 乗っ て 地球 に 到達 する 前 に 、 グ 
ラー キ を 一 時 的 に 地球 に 呼び 寄せ る た め に 使 
用 する こと が で きる 者 が いた )。 ま た 逆 角度 
は 、 そ の よう な 存在 に 対す る 防護 に 使用 する 
こと も で きる 。 逆 角度 以外 の 儀式 は 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 復活 まで 使用 する こと 
が で き な い よう で ある 。 
ー グ ラー キ 
カー ター「Something in the Moonlight」 : 
キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of the Lake」(O)、 
「The Render of the Veils」 


「 ダ ゴネ ン シ ス 写本 ] 
Codex Dagonensis 

『 マ レフ ィ キ ウム 写本 』( 現 在 ヴ ァ チ カン に 
ある )、『 ス ピタ ルス キ 写 本 』( デ ンマ ー ク 、 
ウプサラ に ある )、 お よび 『 ク ター ト ・ ア ク 
アデ ィ ン ゲ ン 』 と 向 く ほど 類似 し て いる 書 。 
これ ら す べ て は 最初 、400 年 ご どろ に ドイ ツ 北 
部 の 町 で 発見 され た 。 そ し て それ ぞ れ に は ナ 
イハ ー ゴ の 葬送 歌 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ の 儀式 一 式 、 
旧 き 印 の 情報 な どの よう な 同様 の 題材 が 含ま 
れ て いた 。 オ リ ジ ナ ル の 編 第 者 や これ ら の 本 
が 制作 され た 理由 は 不明 で ある 。 

『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 」 は オー ベッ ド ・ マ ー 
シュ の 手 に 入り 、 彼 は ダ ゴ ン 秘 宙 教 団 の 儀式 
に それ を 使用 し た 。1928 年 の カル ト の 解散 
後 は 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 に 収蔵 され た 。 そ 
こ に は 、 教 団 の メン バー が いま だ に 時 々 訪れ 
て 閲覧 し て いる 。 

また 、 前 記 の よう な 題材 は 別 と し て 、 写 本 
に は 第 三 お よび 第 八 サ スラ ッ タ と 共に 召喚 時 
に お ける 魔術 的 な 防御 が 記載 され て いる 。 





ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 サ スラ ッ 
タ 、『 ス ピタ ルス キ 写 本 』、 ダ ゴン 秘密 教団 、 
ツア トウ ゥ グ ア 、 ナイ ハー ゴ の 葬送 歌 、 旧 き 印 、 
マー シュ (オー ベッ ド )、『 マ レフ ィ キ ウム 写 
本 』、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 


ダ ゴ ン ( 父 な る ダ ゴ ン ) 
Dagon (also Father Dagon) [DAE-gaun] 

深き も の を 導き 、 ク トッ ゥ ルフ に 奉仕 する 非 
神格 。 ダ ゴン は 深き も の が 巨大 に な っ た よう 
な 姿 で 現れ る 。 ま た 、 ま れ に で は ある が 霧 の 
雲 と し て 現れ る 。 深 きも の と 海岸 に 住む 人 間 
の 一 部 は 、 ダ ゴン と その 連れ 合い で ある 母 な 
る ハイ ドラ を 崇拝 し て いる 。 

ダ ゴ ン の カル ト は 数 千年 も の 間 存 在 し て い 
る 。 伝説 に よれ ば 、 フ ェ ニ キア 人 は ダ ゴ ン の 
影響 力 で 権力 を 握り 、 ダ ゴン に 背 を 向け て ほ 
か の 神 を 崇 振 し た た め に 権力 を 失っ た と 
う 。 ダ ゴン の 現代 の カル ト の 一 つ マ サチ ュー 
セッ ツ 州 イン スマ ス に ある ダ ゴ ン 秘 密教 団 
は 、 町 で の 奇妙 な 和 失 貴 事件 と 非 合 法 活動 が 報 
告 さ れ た こと に よっ て 1927 年 に 政府 関係 者 
に よっ て 庶 撃 され た 。 

ダ ゴ ン が クト ゥ ルフ の 化身 に すぎ な いと い 
う 主 張 も ある 。 ル ルイ エ に 閉じ 込め られ な 
か っ た 部 分 が 化身 に な っ た と いう こと だ 。 し 
か し 過去 の 唱 遇 の 記録 は 、 ダ ゴン が 単に 極め 
て 大 き な 深 きも の で あり 、「 ダ ゴン 」 と 「 ハ 
イド ラ 」 と いう 名 は 最も 大 き な 個 体 に 与え ら 
れ た 称号 で ある 可能 性 を 示唆 する 。 

[も と も と ダ ゴ ン あ る い は ダ ガ ン は 、 シ ュ 
メー ル 人 、 ア ッ カ ド 人 、 ペ リ シ テ 人 に よっ て 
崇拝 され て いた セム の 豊 稼 の 神 で あっ た 。 サ 
ム ソ ン は ダ ゴ ン の 神殿 を 倒し 彼 を 苦し め た 
人 々 を その 下敷 き に し た (土師 記 第 16 章 
23 節 )。 の ち に 「 契 約 の 箱 」 が ダ ゴ ン の 寺院 
に 運び 込ま れ た と き 、 ダ ゴン の 像 は ば ら ば ら 
に な っ て いた (サム エル 記 上 第 5 章 2 節 )。 
過去 に ダ ゴ ン は 魚 神 で あっ た と 考え られ て き 
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タグ ・ ク ラ ト ゥ ア の 朋 度 こ 『 ダ ゴン へ の 親 り 」 weT63 e 


た が 、 こ れ は その 名 前 を 誤っ て 解釈 し た よう 
に 思え る (「 ダ ゴン 」 は 「 殻 物 」 を 意味 する )。] 
ー イ エー、 精 霊 論 、 タ イサ ニル イエ ー、 ダ 
ゴン の 誓い 、 ダ ゴン 秘密 教団 、『 ダ ゴン へ の 
祈り 』、 ハ イド ラ 、 深 きも の 、『 ポ ナベ 教典 』、 
レッ サー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 

ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cult』: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 和 覆う 影 」、「 ダ ゴン 」 
(0) : ラム レイ 「 ダ ゴン の 鐘 」、「The Return of 
the Deep Ones」 


ダ ゴ ン の 殴 い 
Oaths of Dagon 

自ら の 神 と 彼 の カル ト へ の 忠誠 を 確実 に す 
る た め に ダ ゴ ン 桂 拝 者 に よっ て 立て られ る 著 
い 。 す べ て の 構成 員 は 第 一 の 誓い を 行なう 。 
この 区 い は 構成 上 員 が 教団 に 害 を な さ な い こと 
を 頑 う も の で ある 。 第 一 の い は 、 よ り 熱 心 
な 構成 員 の た め の も の で 、 深 きも の の 計画 を 
積極 的 に 支援 する こと を 要求 する 。 わ ず か な 
構成 員 だ けが 第 三 の 朱 い を 立て る 。 こ の 匠 い 
を 立て た も の は 深き も の の 種族 を 永続 させ る 
た め に 、 深 きも の の 連れ 合い を 作り 、 子 供 を 
も うけ な けれ ば な ら な い 。 あ る も の は また 、 
第 三 の 質 い が 人 の 深き も の の 血 を 覚醒 させ る 
と 言う 。 ま た 、 深 きも の の 言語 に 関す る 知識 
も 、 第 三 の 誓 い を 立て た 人 に は 望ま れる 。 教 
団 の 司祭 と 助 祭 に よっ て 立て られ た さら に 高 
い レ ベル の 匠 い が ある 可能 性 を が す 証 拠 も あ 
る 。 
ー ダ ゴン 、 深 きも の 
圏 キ ャ ノン 「It Was the Day of the Deep One」 : 
ヒッ クス ヤン ツァ ン 「A New Beginning」 : R. 
プラ イス 「The Transition of Zadok Allen」: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 影 」(0) : ロス 
Escape from Innsmouth" 





ダ ゴ ン 秘 密教 団 


Esoteric Order of Dagon 
ダ ゴ ン 、 ハ イド ラ 、 お よび クト ッ ゥ ルフ を 崇 


捧 す る カル ト 。 オ ー ベ ッ ド ・ マ ーシュ 船長 が 
1840 年 ご ろ マ サチ ュー セッ ツ の イン スマ ス 
に 教団 を 設立 し た 。 マ ーシュ は ポリ ネシア で 
ダ ゴ ン に つい て 多く を 学ん で いた 。 彼 が 説教 
し た 新 宗教 は 、 聖 書 や 中 東 の 豊 鐵 神 崇拝 の 教 
義 を 混ぜ 込ん だ 土着 の 説話 の 要素 か ら 成 る も 
の で あっ た 。 ダ ゴン 秘密 教団 は イン スマ ス か 
ら ほ か の すべ て の 教会 や 友愛 協会 を 駆逐 し 、 
町 の 唯一 の 宗教 的 中 心 と な っ た 。 教団 は 
1928 年 の イン スマ ス へ の 政府 の 襲撃 に よっ 
て 勢力 を 大 幅 に 減じ た 。 し か し この 教団 の 秘 
密 支 部 が 、 ほ か の 場所 に まだ 存在 し て いる 。 
また 、 同 じ 名 称 の 慈善 団体 は し 、 こ の カル ト の 
系 列 に ある の か も し れ な い 。 

[この 特定 の 組織 と 同じ 名 称 の グル ー プ が 2 
つ あ る が 、 そ れ ら を 混同 し て は な ら な い 。 そ 
の 一 つ は 小さ な アマ チュ ア の 同人 グル ー プ で 
あり 、 も う 一 つ は ラヴ クラ フ テ ィ アン の 魔 術 
実践 者 に よる 今 は な い グ ルー プ で ある 。] 

ー 悪 魔 の 暗礁 、 ア レン ( ザ ド ッ ク )、 イ ンス 
マス 、 ク トウ ルフ 、『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、 ダ 
ゴン 、 深 きも の 、『 ポ ナベ 教典 』 マー シュ (オー 
ベッ ド ) 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 履 う 影 」(O) : 
ロー ニア ス 、 ウ ィ リ ス &g ク ラン ク “アー カム ・ 
ホラ ー”" : ロス “Escape from InnsmouthY 


「 ダ ゴン へ の 祈り 」 
Invocations to Dagon 

アサ フ ・ ウ ェ イ ト に よっ て 書か れ た 草稿 。 
アサ フ は マサ チュ ー セ ッ ツ 州 イ ンス マス に 住 
ん で いた が 、1928 年 の 連邦 政府 の 襲撃 で 死 
ん だ 。 証拠 に よれ ば この 原稿 は 彼 の 一 族 に 伝 
えら れ た こと に な っ て いる が 、 誰 が 今 そ れ を 
所 有 し て いる か 、 部 外 者 は 誰 も 知ら な い 。 ま 
た 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 は この 作品 の 数 ペー 
ジ を 保管 し て いる 。『 ダ ゴン へ の 祈り 』 は 、 
主 に 父 な る 神父 に 捧げ られ た 儀式 と 祈 裕 文 か 
ら な る 。 
ー イ ンス マス 、 ダ ゴン 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
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カー ター 「Zoth-Ommog」 ) ダー レス 「 ホ ー 
ヴァ ス ・ ブ レイ ン の 物語 」 (O) 


タタ トル 、 エ イモ ス 
Tuttle, Amos 

アー カム 郊外 に 住ん で いた オカ ル テ ィ ス 
ト 。 彼 は 人 生 最 後 の 20 年 を 家 に 閉じ こも っ 
て 、 値 段 の 付け よう の な い オ カル ト 資 料 の 収 
集 を 研究 し て 過ごし た 。1936 年 の 彼 の 死 の 
の ち 、 家 は 租 の ポー ル に 渡っ た 。 ポ ー ル は そ 
の 後 す ぐに 和 失 忠 し 、 本 は ミス カト ニッ ク 大 学 
図書 館 に 遺贈 され た 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』: ダー 
レス 「 ハ スタ ー の 帰 本 」(O) 


タナ ー ル 丘陵 

Tanarian Hills [tah-NAR-ian] 

覚醒 の 世界 や ほか の 夢 の 世 界 へ 多く の 門 を 
持つ 、 ド リー ムラ ンド の 紫 の 丘陵 。 こ れ ら の 
丘 を 越え た と ころ に 、 オ オス = テ ナ ル ガ イ の 谷 
と セレ ファ イス の 都市 が ある 。 

ー セ レフ アァ イス 、 ド リー ムラ ンド 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」( 〇 O)、「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





ダニ ッ チ 

Dunwich 

1) ( 元 の ニュ ー ダ ニッ チ ) アイ ルズ ベリ イ の 
数 マイ ル 東 に ある マサ チュ ー セ ッ ツ 北 中 部 の 
町 。 ダ ニッ チ は 1692 年 に 悪名 高い 魔女 裁判 
の すぐ 前 に セイ レム を 出 た 移住 者 の 一 団 に 、 
以前 の メリ ー マ ウ ント (の ちの ダ ゴ ン 山 ) 共 
同体 の 住人 が 加わ っ て 設立 され た 。 ウ ェ イ ト 
リー 家 の メ ン バ ー は の ち に この 地域 に 多く の 
工場 を 建設 し 、1806 年 の 悲劇 が ジョ ー ジ ・ 
ウェ イト リー (これ ら の 産業 の 所 有 者 ) の 精 
神 的 な 崩壊 を 引き 起こ すま で 、 ダ ニッ チ は 繁 
栄 し た 。 そ の 年 を 境 に ダニ ッ チ の 経済 は 下降 
線 を た どり 、 多 く の 人 々 が この 地域 を 離れ て 
外 で 仕事 を 探す よう に な っ た 。 





現在 で は 、 ダ ニッ チ に は ほとん ど 人 は 住ん 
で いな い 、。 年 月 が た つ に つれ 残っ た 人 々 の 間 
に 近親 婚 と 退廃 が 進み 、 第 1 次 世界 大 戦 の 
際 に は 選抜 徴兵 の 割当 て を 達成 する こと も で 
き な か っ た 。 最 も 陰惨 な 類 の 犯罪 が 常に 起こ 
る よう に な り 、 町 民 は 自分 た ちの 問題 か ら で 
きる だ け よ そ 者 を 遠ざけ る よう に な っ た 。 
ウェ イト リー 一 族 の 一 部 と 司教 は 町 の 退廃 か 
ら ま め ぬ が れ て いた が 、 だ いた い の ダ ニッ チ の 
人 々 は 無 教 育 で 暗 落 し て いる 。 

1928 年 夏 の 終わ り 、 以 後 「 ダ ニッ チ の 公 」 
と 呼ば れる 奇妙 な 災厄 が 起こ っ た 。8 月 3 日 
に 、 ウ ィ ル バー・ ウ ェ イ トリ ー と いう 名 の ダ 
ニッ チ の 住人 ( 彼 は 隣人 か ら そ の 魔術 的 な 探 
求 と 不 自然 な 体格 で 注目 され て い の た ) が 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 図書 館 か ら 『 ネ クロ ノミ 
コン 』 を 入手 し よう と し て 殺さ れ た 。 1 か 月 後 、 
恐怖 が ダニ ッ チ を 襲っ た 。 ウ ィ ル バー・ ウ ェ 
イト リー の 無人 と な っ た 家 は 不可 思 議 な 一 撃 
で 破壊 され 、 牛 や 人 々 が 消え 和 失せ る 事件 が 町 
か ら 郡 へ と 広がり 始め た 。 ヘンリー・ ア ー ミ 
テッ ジ (ミス カト ニッ ク 大 学 の 図書 館長 で あ 
り 、 長 年 ウェ イト リー と 文通 し て いた ) は 、 
ダニ ッ チ で 起こ っ て いる こと を 知り 、 ラ イス 
教授 と モー ガン 教授 を 伴っ て ダニ ッ チ に 向 
か っ た 。 9 月 15 日 、 彼 ら は セン ティ ネル 丘 の 
上 で 「 悪 魔 払 い 」 を 行ない 、 人 惨事 件 に 終わ り 
を も た らし た 。 こ れ ら の 出来 事 の の ち 、 ダ ニッ 
チ へ の 標識 は すべ て を 取り 壊さ れ 、 町 は ほ と 
ん ど 忘 れ 去 られ た 。 

周囲 に 広がる 田園 風景 は 息 を の む ほ ど 素 晴 
らし い が 、 ほ か に 旅行 者 を ダニ ッ チ に 引き 付 
ける よう な も の は ほとん ど な い 。 考古 学者 や 
地質 学者 に は ダニ ッ チ は 知ら れ て お り 、 そ れ 
は 近く に ある 丘 の 多く の 頂上 に ある スト ー 
ン ・ サ ー ク ル と 、 ワ ルプ ル ギ ス と ハロ ウィ ー 
ン の ころ に 地下 か ら 聞 こえ て くる 謎 の 音 に 
よっ て で ある 。 

[ラヴ クラ フト は 海 に 沈ん だ イギリス に ある 
実際 の 町 か ら 「 ダ ニッ チ 」 と いう 名 前 を と っ 
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た の か も し れ な い 。] 

ーー アー ミ テ ッ ジ (ヘン リー)、 ア イル ズ ベ リ 
イ 、 ア イル ズ ベ リ イ 街 道 、 ウ ェ イ トリ ー (ウィ 
ル バ ー)、 ウ ェ イ トリ ー (ノア )、 セ スク ワ 谷 、 
ビリ ント ン ( リ チャ ー ド )、 ミ スカ トニ ッ ク 河 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、 モ ー ガ ン ( フ ラン シス ) 、 
ライ ス (ウォ ー レ ン ) 

ハー バー “Keeper's Compendium'、*Retum 
to Dunwich': ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 
(0) : ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 
2) カン ザ ス の フリ ント ヒル に ある 町 。 ダ ニッ 
チ は 1833 年 に エ ゼ キ エ ル ・ オ サリ ヴァ ン 帥 
に よっ て 設立 され た 。 オ サリ ヴァ ン は 黄金 の 
都市 が 西部 に ある 幻視 を 見 て 、 ニ ュー イン グ 
ラン ド の ダニ ッ チ か ら 新 天地 まで 何人 か の 
人 々 を 導い た 。 ダ ニッ チ の 町 民 は 近く に ある 
ほとん どの 町 村 を 避け 、 南 北 戦争 の 間 は 中 立 
を 保っ た 。1893 年 に ダニ ッ チ の すべ て の 人 々 
は 、 数 日 間 に わ た っ て 姿 を 消し た 。 

較 バー ナム 「The Seven Cities of Gold」 





「 魂 の 射出 」 
On the Sending out of the Soul 

1783 年 に セイ レム に 現れ 、 オ カル ト 共 同 
体 を 通し て ひそ か に 出回っ た 小冊子 。 作 者 の 
名 前 は まっ た く 不 明 だ が 、 出 版 直 後に 起こ っ 
た 一 連 の 殺人 は 、 こ の 文書 と 関係 が ある と 信 
じ ら れ て いる 。 現在 で は 、 ほ ん の わずか な 
本 屋 し か それ が 存在 する こと を 認め な い ほ ど 
希少 で ある 。 

『 魂 の 射出 』」 は た っ た 8 ペー ジ し か な い 。 
頭 の 7 ページ に は あい まい な 神秘 的 な 言葉 
が 並ん で いる だ け だ が 、8 ペー ジ 目 に は アス 
トラ ル 界 へ 旅行 する た め の 式 文 が 載っ て い 
る 。 こ の 呪文 を 使用 する 人 は 、 旅 行 は うま く 
いく だ ろう が 、 同 時 に ハイ ドラ と 接触 する こ 
と に も な る 。 

ー ハ イド ラ 
カッ トナ ー「 ハ イド ラ 」 


タマ ッシュ 
Tamash [tah-MASHI 

か つて サル ナス と ハイ パー ボリ ア で 睦 拝 さ 
れ て いた 大 いな る も の 。 銀 色 の 肌 を し た 、 黒 
い 髪 と あご ひげ を 生やし た 小さ な 男 の 姿 を し 
て いる 。 彼 は 魔術 師 た ちの 後援 者 で あり 、 奇 
妙 な 幻影 を 投影 する こと も よく ある 。 タ マッ 
シュ は 苦痛 を 和らげ る 神 と し て 信仰 され 、 荒 
唐 無 稽 な 物語 が 好き で 、 そ れ が 真実 な ら ば な 
お さら で ある 。 タ マッ シュ に は 6 体 の 魔物 
が 仕え て いる こと が 多い 。 
ー サ ルナ ル 、 地 球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 
ハイ パー ボリ ア 
圏 ウ ィ リ アム ズ 婦 ピー ター セン ほか "HP 
Lovecraft s Dreamlands': フル ツ & バー ンズ 
「Wizards of Hyperboreal」: マイ ヤー ス 「The 
Maker of Gods]」 : ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 
滅亡 」(O) 


タラ ・ カ シュ 
Tarra Khash [TAHR-uh KAUSH] 

ティ ー ム ドラ の 戦士 。 タ ラ ・ カ シュ は 、 フ 
ロッ サ の 草原 で 生ま れ た が 、 部 族 間 の 反目 の 
た め 彼 の 親族 か ら 捨て られ 、 世 界 を 放浪 し な 
けれ ば な ら な か っ た 。 魔 女 オ ー ビ ク ェ ッ タ と 、 
イェ ム ニ ス の 魔術 師 、 黒 き ヨ パロ ス と 共に 行 
な っ た 冒険 に よっ て 、 彼 は 第 一 大 陸 で 最も 有 
名 な 英雄 と な っ た 。 
ー テ ィ ー ム ドラ 
ラム レイ 「Kiss of the Lamia」、『Sorcery im 
Shad』、「Told in the Desert」、「Treasure of the 
Scarlet Scorpion」 





タラ リオ ン 
Thalarion [thah-LAR-ee-on] 

高い 灰色 の 壁 と 、 ア カリ エル と 呼ば れる 彫 
刻 が ほど こさ れ た 石 の 門 が ある ドリ ー ム ラン 
ド の 都市 。 タ ラリ オン は 千 の 篤 異 の 都 と 呼ば 
れ 、 中 に 住ん を で いる も の は すべ て 、 狂 人 か 魔 
物 の どちら か で ある 。 都 市 の 創設 者 は タル 王 
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で 、 彼 の 軍隊 は 彼 が タラ リオ ン の 地 で 見 つけ 
た 魔術 の お か げ で 敗北 を 知ら な か っ た 。 し か 
し な が ら 王 の 最後 は 不気味 な も の だ っ た 。 都 
市 は 今 で は 妖怪 ラテ ィ (ある 者 は 下半身 が 白 
アリ で ある 女性 だ と 言い 、 ま た ある 者 は も っ 
と 甘 ろ し いも の だ と 記述 する ) が 支配 し て い 
る 。 タ ラリ オン の 通り に は ラテ ィ を 目 に し た 
者 の 骨 が 埋葬 され ず に 散乱 し て いる 。 そ れ で 
も 真実 の 探求 者 は 、 そ の 美 を 一 目 見 よう と 壁 
の 外 に 野営 する こと も 多い 。 

一 大 いな る 木 、 サ ンス 

ボッ ク 「Thalarion: City ofa Thousand Wonders」: 
ラヴ クラ フト 「 白 い 帆 船 」(0): ラ ムレ イ 『Hero 
of Dreams』 

















ダレ ッ ト 伯 爵 
D'Erlette, Comte 

『 恨 食 教典 儀 』 の 作者 と 考え られ る 風 変 わ 
りな フラ ンス 人 貴族 の 称号 (エレ ッ ト は 、 フ 
ラン ス の ヴィ ヨン ヌ の 近く に ある 地名 )。3 
人 の 異な る 人 物 が この 称号 を 持っ て お り 、 そ 
の 一 人 が 実際 の 作者 で は な いか と 思わ れる 。 
1) ポー ル ・ ア ン リ ・ ダ レッ ト 。 彼 に つい て 
は 何 も 知 られ て いな い 。 
ダー レス 「The Adventure of the Six Silver 
Spiders」) 
2) アン トワ ー ヌ ニテ マ リー・ オ ギュ スタ ン ・ ド ・ 
モン モラ シー テル テロ ッシュ (1635 年 ご ろ 
て 1693 年 )。 前 キリ スト 教 の 儀式 に 興味 を 
持っ て いた 青年 で 、 南 フラ ンス 、 特 に ピレネー 
山脈 の 現地 人 か ら 儀式 を 習得 し た 。 こ の 仮説 
が 正しい な ら 、『 恨 食 教典 儀 』 は 1665 年 ご 
ろ に 出版 され た こと に な る 。 ア ント ワー ヌ テ 
マリ ー は 何人 か の 貴族 に オカ ルト を 紹介 し た 
し 、 反 カト リッ ク 的 な 意見 を 述べ て いた の で 
評判 の 悪い 人 物 だ っ た 。 彼 は 1681 年 に 、 お 
そら く 勅 信 に よっ て 姿 を 消し 、 数 年 後に お そ 
らく 獄中 で 死ん だ と 思わ れる 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 
3) フラ ン ソ アニ オノ ー ル ・ バ ルフ ォ ア (? 














< 1724 年 )、 パ リ の 人 食い カル ト の 一 員 で 
あっ た と 思わ れる 非常 に 風変わり な 人 物 。『 話 
食 教典 儀 』 が 彼 の 作品 で あっ た な ら ば 、 出 版 
は 1703 年 と いう こと に な る 。 と いう の も こ 
の 年 に 伯爵 は 表 舞 台 か ら 次 を 消し 、1724 年 
に 死ぬ まで アル デン ヌ で 暮らし た か ら で あ 
る 。 
略 バ ー テ ィ ン 「Darkness, My Name Is」(O) : 
ハー バー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コ 
ジ 2N 三 オン 

誰 で あっ た に し ろ 、 ダ レッ ト は フラ ンス 革 
命 時 に バイ エル ン に 逃げ ざる を え ず 、 そ の 姓 
は ダー レス に 変化 し た 。 称 号 を 持つ 最後 の 子 
係 は 1919 年 に 死ん だ 。 

『 選 食 教典 儀 』 と 同様 に 、 こ の 人 物 が ブロ ッ 
ク 、 ダ ー レ ス 、 ラ ヴ ク ラ フト の 誰 に よっ て 創 
作 さ れ た の か は っ きり し な い 。 し か し 最初 に 
登場 し た の は 「 自 滅 の 魔術 」 で ある 。「 ダ レッ 
ト 伯 爵 」 は 、 実 際 に ダー レス の 先祖 が 持っ て 
いた 本 当 の 称号 で あっ た 。] 

ー 『 肩 食 教典 儀 』 

圏 ダー レス 「 ホ ー ヴ ァ ス ・ ブ レイ ン の 物語 」、 
「The Adventure of the Six Silver Spiders」: ブ 
ロッ ク 「 自 滅 の 魔術 」(O) 








「 断 罪 の 書 」 
Liber Damnatus Damnationum 

ヤ ヌ ス ・ ア ク ァ テ ィ カ ス に よっ て 書か れ 、 
1647 年 に ロン ドン で 出版 され た 本 。 ミ スカ 
トニ ッ ク 大 学 に は 一 時 期 こ の 本 の ラテ ン 語 の 
写本 が あっ た が 、 人 交 ま れ た と 信じ られ て いる 。 
また 、 ジ ョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン の 書斎 に も も う 
1 冊 あ っ た 。 こ の 本 を 探し て 見 つか ら な い 場 
合 、 こ の 本 の 内 容 の 多く が ヤ ヌ ス ・ コ ー ネ リ 
アス ・ ワ ッ サ ー マ ン の オカ ルト ・ フ ァ ウ ン デ ー 
ショ ン に よっ て 恥ず か し 気 も な く 盗 作 さ れ て 
いる こと を 知る べき だ ろう 。 

本 に は 人 類 の 大 多数 が 滅び る 「 大 いな る 
死 」、 そ し て グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 助 
け そ の 序列 に 連なる こと を 認め られ た 存在 な 
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ど に 関す る 多く の 情報 が 書か れ て いる 。 ま た 、 
魔術 師 が 子孫 の 一 人 の 行動 を 通じ て 不死 に な 
る 方 法 、 ヨ グ = ニ ソト ー ス と 接触 する 呪文 、 次 
元 間 の ヴェ ー ル が 春分 近く に な る と 薄く な る 
場所 と いっ た 情報 が 書か れ て いる 。 

ーー カー ウ ィ ン (ジョ ゼ フ ) 、 ヨ グ テ ソ トー ス 
圏 F ウィ ルソン 「 荒 地 」: ティ アニ ー 『House 
of the Toad』: ラヴ クラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ 
クス ター・ ウ ォ ー ド 事件 」(O) 


ダン シー ズ 教 授 、 ピ ビー ター 
Dannseys, (Professor) Peter 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 中 世 形 面 上 学 の 教 
授 。 ダ ン シ ー ズ は プロ ボ 州 立 大 学 で 図書 館 学 
の 修士 号 を 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 で 博士 号 を 
と っ た 。 彼 は 現在 、「 ア メリ カ 犬 偽 派 協会 
ジャ ー ナ ル 」 の 編集 者 を し て お り 、 彼 の 最新 
の 著作 は 『 優 雅 な 対称 性 : 暗黒 次元 界 半生 命 
体 の 転換 と 反転 』(1988 年 、 ホ ー ト ン & ミ 
フリ ン ) で ある 。 

[ダン シー ズ 教 授 の フル ネー ム を 研究 する 人 
は 、 稀 異 的 な 結論 に 達する だ ろう 。] 


ー ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

ピー ター セン & ウ ィ リ ス “Miskatonic 
University Graduate KiC: ピ ビー ター セン 『 ク トッ 
ルフ 神話 図説 』 


ダン フォ ー ス (?ー 1988 年 ご ろ ) 
Danforth 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 卒業 生 、 の ち に 教授 
に 就任 。 彼 は パ ボ ー デ ィ 教 授 と ダイ アー 教授 
ら と 共に 、1930 ~ 31 年 の パ ボ ー デ ィ 探 検 
隊 に 参加 し た 。 そ し て ダイ アー と 共に 調査 飛 
行 を 行なっ た の ち に 狂気 に 陥っ た 。 彼 は の ち 
に 実験 的 な 「 抗 幻覚 剤 」 の 使用 で 回 復 し た が 、 
狂気 の 原因 を 思い 出す こと な く 、 ミ スカ ト 
ニッ ク 大 学 で 心理 学 の 教授 に な っ た 。 
ー ダ イア ー (ウィ リア ム )、 パ ボー ディ 探検 隊 
マー シュ ほか 「A Private Inquiry into the 
Possible Whereabouts of Clara Boyd」、 ライ 
バー「 ア ー カ ム そ し て 星 の 世 界 へ 」、「The 
Terror from the Depths」 : ラヴ クラ フト 「 狂 気 
の 山脈 に て 」(O) 








チア ン (キー アン ) 
Chian [KEE-an] 

『 緑 の 書 』 で 言及 され た 、「 小 さい 人 々 」 が 
時 々 話す と いう 言語 。 同 書 で は 「 チ アン ・ ゲ ー 
ム 」 と 「 チ アン 五 星 形 」 と いっ た 言葉 に も 
触れ られ て いる が 、 意 味 は 不明 で ある 。 

[も と も と チア ン は 、 に ん に く 、 に ら 、 チ ー 
ズ 、 油 、 酢 、 お よび 乾燥 し た 薬草 か ら 作 られ 
る 飲み 物 で 、 エ フェ ソス の アル テ ミ ス 神殿 の 
神秘 主義 者 に よっ て 飲ま れ て いた 。 し た が っ 
て 、 ア タ エ ヌ ス が 言及 し た 「 吉 兆 の エフ ェ ソ 
ス 文 字 」 と は 、 実 際 に は チア ン 語 で ある と も 
考え られ る 。 こ れ ら の ギリ シャ 文字 は 賠 黒 、 
光 、 地 球 、 太 陽 、 一 年 、 真 実 を 表す 単語 を 形 
成 し た の で は な い だ ろ うか 。 エ フェ ソス に 
あっ た アル テ ミ ス 像 の 足 、 飾 り 帯 、 王 冠 は そ 
れ ら の 文字 で 飾ら れ て いた 。 こ れ ら の 文字 を 
身 に 付け た 者 は スポ ー ツ で 無敵 に な っ た が 、 
その よう な 文字 の 使用 は 競技 に お いて は 不正 
行為 と され た 。 あ る レス リン グ 選 手 は 勝利 の 
秘密 が 暴 か れる 前 に 300 勝 を 上 げた と いう 。 
クロ イソ ス 王 は 焼 か れ て 死ぬ と ころ を 、 火 葬 
され る 新 の 上 で チア ン 語 の 言葉 を 口 に する こ 
と で 逃れ た と 言わ れる 。 ま た 、 ソ ロモ ン 王 は 
魔物 を 追い 払う の に チア ン 文 字 を 使用 し た と 
言わ れる 。 カ ルト に よっ て は チア ン 語 の 神秘 
の 伝統 を 現在 まで 伝え て いる か も し れ な い 。 
すべ て の マッ ケン 研究 家 が この 解釈 に 賛成 し 
て いる わけ で は な い が 、 と も あれ 私 は これ を 


興味 深い 解釈 だ と 思う ] 
ー 『 緑 の 書 』 
カー ター「Something in the Moonlight」 : 
マッ ケン 「 白 魔 」(O) 














チェ サン クッ ク の 魔女 集会 一 頭蓋 則 の カル ト 
Chesuncook Witch Coven 


地球 の 神々 (大 いな る も の ) 
Gods of Earth (also Great Ones) 

人 類 の 祈り を 聞き いれ て くれ る ドリ ー ム ラ 
ンド の 小 神 。 地 球 の 神 は 人 間 の よう に 見 える 
が 、 そ の と が っ た あご 、 長い 像 け 目 が ある 耳 、 
お よび 薄い 鼻 は 死す べき 者 と 彼ら を 区 別 す 
る 。 時 に これ ら の 存在 は 、 カ ダス の 頂 に ある 
家 か ら 下 り て き て 、 人 間 の 女性 と 交わ っ て 半 
神 半 人 を 作る 。 人 々 の 間 に 神 々 の 顔 の 特徴 が 
際立つ と ころ で は 、 カ ダス が 近く に ある に 違 
いな いと 言わ れ て いる 。 彼 ら は お お むね 肥 く 、 
忘れ っ ぽい が 、 彼 ら の 気遣い は 彼ら を 保護 し 
て いる 異形 の 神 の も の より は 大 い に 望 まし い 
も の だ 。 

ある 作者 に よる と 、 大 いな る も の は に 実際 に 
は 旧 き 神 で ある と いう 。 そ し て 旧 き 神 が グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 打ち 負かし た の で 
は な く 、 旧 き 神 が ベ テ ル ギ ウ ス か ら や っ て 来 
た と き に は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は す で 
に 眠り に つい て いた と いう の で ある 。 旧 き 神 
は その 墓 を 封印 し 、 そ れ を ノー デン ス に 監視 





させ た 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 目 を 覚 
ます と き 、 旧 き 神 は 人 類 を 守っ て は くれ な い 
だ ろう 

地球 の 神 に は 、 真 実 を 運ぶ も の アリ エル 、 
待て る アー ガル ド ・ リ ー オ ニス 、 炎 の 主人 カ 
ラ カ ル 、 夜 の 女王 リリ ス 、 サ ルナ ス の 和 失わ れ 
た 神格 ロボ ン 、 セ レフ ァ イ ス の 神 ナ ステ ホル 
ター ス 、 カ ビ の 神 ロ ビグ ス 、 生 と 死 を 統べる 
ゾ = テ カラー ル な ど が いる 。 

ー ア ー ガ ルド ・ リ ー オ ニス 、 異 形 の 神 、 凍 
て つく 荒野 の カ ダ ス 、 ガ グ 、 カ ラ カ ル 、 ゾ = テ 
カラ ー ル 、 タ マッ シュ 、 ド リー ムラ ンド 、 ナ 
シュ ト と カマ ン = テ ター、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 
ノー デン ス 、 旧 き 神 、 ロ ボン 
圏 ウ ィ リ アム ズ & ピ ー タ ー セ ン ほ か "HLP 
Lovecraft s Dreamlands' : マイ ヤー ス 「 妖 明 の 
館 」, ラヴ クラ フト 「 若 神 」 (0)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」 





小さ き 計 う も の 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ (小さ 
き 直 うっ も の ) 


Small Crawler 


知識 を 守る も の 
Warder of Knowledge 

『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 の 第 19 粘土 
板 に 言及 され た 存在 。 翻 訳 は 現時 点 で は 、 完 
全 な も の で は な い が 、 こ の 存在 を 召喚 する た 
め の 儀式 が 記載 され て いる よう だ 。 知識 を 守 
る も の を 、 来 た 場所 に 戻す た め の 正 し い 手 順 
は 『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 か ら 和 失わ れ て 
いる よう な の で 、 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 
ー『 エ ルト ダウ ン ・ シ ャ ー ズ 』 
圏 R シー ライ ト 「 知 識 を 守る も の 」 


父 な る ダ ゴ ンー ダ ゴ ン 
Father Dagon 


チア ンー 司 塗 られ た 示 教 団 169e 


「 地 底 を 掘る も の 」 
The Tunneler Below 

カリ フォ ルニア 州 バ ルチャ ー ズ ・ ル ー ス ト 
出身 の 青年 、 が ゲオルグ ・ ロ イタ ー・ フ ィ ッ 
シャ ー に よる 詩集 。 ハ リウ ッ ド の プ ト レ マ イ 
オス ・ プ レス が 1936 年 に この 本 を 出版 し た 。 
ほか の 作家 と 同様 、 フ ィ ッ シャ ー は この 詩集 
を 自分 の 夢 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受け て 
いた 。 さ ら に 、 彼 は ダー ビ イ 『 ア ザ ト ー ス そ 
の 他 の 恐怖 』 か ら 影 響 を 受け た こと を 認め た 。 
念 な が ら 、 本 の 出版 の 1 年 後 、 フ ィ ッ シャ ー 
は 彼 の 家 を 破壊 し た 地震 に よっ て 死ん だ 。 こ 
の 本 は UCLA と ミス カト ニッ ク 大 学 の 両方 
に よっ て 保管 され て いる 。 

『 地 底 を 掘る も の 』 に は 「 緑 の 深み 」 や 「 海 
の 墓 」 と いっ た 詩 が 収録 され て いる 。 こ の 2 
つの 作品 に は 「 カ ッ ト ル ー」、「 ル レイ 」、「 ナ 
ト 」 と いっ た 言葉 が 出 て くる が 、 作 者 は これ 
ら が 意味 する こと に つい て 説明 し て いな い 。 
ー『 ア ザ ト ー ス その 他 の 恐怖 』、 ダ ー ビ イ ( エ 
ド ワ ー ド )、 ナ トド 、。 ミス カト ニッ ク 大 学 
ライ バー 「The Terror from the Depths」 


血塗ら れ た 舌 一 血塗ら れ た 舌 教団 
Bloody Tongue 


血塗ら れ た 舌 教 団 
Cult of the Bloody Tongue 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 化身 を 神 と みな す ケ ニ 
ア の 宗教 。 カ ルト の 力 は 強力 で 、 そ の 地域 で 
儀式 の こと を 語る も の は わずか で ある 。 世界 
各地 に いく つか の 支部 が ある が 、 こ れ ら は 本 
部 組織 に 比べ て 弱 体 で ある 。 こ の カル ト は も 
し か し た ら 1950 年 代 に 連続 し て テロ 行為 を 働 
いた マウ ・ マ ウ 団 と 関係 が ある か も し れ な い 。 
ー 暗 時 の ファ ラオ 団 、 ニ ヤル ラ ト テ ッ プ (上 黒 
い 風 、 血 塗ら れ た 舌 の 神 ) 
悦 デ ィ テ ィ リ オ & ウ ィ リ ス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 " 




















17O 





血塗ら れ た 舌 の 神 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 血 
塗ら れ た 舌 の 神 ) 
God of the Bloody Tongue 


チャ ー マ ズ 、 ハ ルビ ピン (1891 年 一 
1928 年 ) 
Chalmers, Halpin 

有名 な オカ ル テ ィ ス ト に し て 興 怖 小説 作 
家 。 チャー マズ は ニュ ー ヨ ー ク の パー トリ ッ 
ジ ヴ ィ ル で 生ま れ 、1918 年 に な っ て や っ と 
ミス カト ニッ ク 大 学 を 卒業 し た 。 その後 、 彼 
は ブル ッ ク リ ン に 移り 、 そ こ で 彼 は し ば らく 
マン ハッ タン 美術 館 に 考古 学芸 員 と し て 勤務 
し た 。 彼 は オカ ルト を テー マ と し た 多く の 著 
作 を 書き 、 そ の 中 に は 彼 を 有名 に し た 『 秘 密 
を 見 まもる 者 た ち 』( ロ ンド ン の チャ ー ネ ル ・ 
ハウ ス ・ プ レス か ら 出 版 さ れ た ) が ある 。 

1928 年 7 月 3 日 チャー マズ は パー トリ ッ 
ジ ヴ ィ ル の 彼 の アパ ー ト で 死ん で いる の が 発 
見 され た 。 こ の 殺人 と 思わ れる 事件 は まだ 解 
決 さ れ て いな い 。 そ ね れ 以 来 、 彼 の 創作 は た い 
へ ん な 人 気 を 博 し て いる 。 興味 の ある 読者 は 
『 ハ ル ピ ン ・ チ ャ ー マ ズ 書簡 集 」 と フレ ッ ド ・ 
カー ステ アズ の 伝記 『 ハ ル ピ ン ・ チ ャ ー マ ズ : 
多重 他 次 元 の 旅行 者 』 を 読む べき だ ろう 。 
ー『 秘 密 を 見 まもる 者 た ち 』、 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 
カー ター「The Winfield Heritance」: キャ 
ノン 「The Letters of Halpin Chalmers」 : スタ 
ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』: ロン グ 「 恐 怖 
の 山 」、「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」(O) 




















チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 
Chaugnar Faugn [SHAHGL-ner FAHN] 

あえ て 言え ば 像 の 頭 を 持つ 人 間 に 似 た 超 次 
元 ク リー チャ ー。 そ の 頭 に は クモ の 上 巣 の よう 
な 耳 が 、 そ し て 上 鼻 の 先端 に は 大 き な 円 盤 が 付 
属し て いる 。 チ ャ ウ グ ナ ー は ほとん どの 時 間 、 
ツァ ン 高 原 の 洞窟 で 動か ず に 過ごす 。 そ し て 
生け 音 を 食らう と きだ け 、 そ の 体 を 動か す 。 





チャ ウ グ ナ ー が 地球 に 来 た と き 、 こ の 惑星 
で 最も 高度 な 生物 は 両生 類 で あっ た 。 チ ャ ウ 
グ ナ ー は 自分 に 奉仕 する 種族 を 欲し 、 両 生類 
の 体 組 織 を 利用 し て ミリ ・ ニ グリ を 創造 し た 。 
長い 年 月 が 流れ る 間 、 そ の 存在 は チャ ウ グ ナ ー 
を 儲 拝 し 続け た を 。 ミ リ ・ ニ グリ は 最初 の 人 類 
を 交わ り 、 混 血 の 種族 を つく り 、 そ れ が 繁栄 
し て 忌 ま わ し き チョ ーー チョ ー 人 と な っ た 。 

ロー マ 時 代 に チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン と そ 
の 「 上 兄弟 」( チ ャ ウ グ ナ ー に 外見 は 似 て いる が 、 
力 は 弱い ) は スペ イン 北部 の ピレネー 山脈 に 
ある ポン ペロ の 町 の 近く の 地下 に 棲ん で い 
た 。 そ の 近く の 丘陵 地帯 に 棲む 『 ミ リ ・ ニ グリ 
は 、 毎 年 ハロ ウィ ー ン の 前 に な る と 、 神 の 生 
け 旨 に する た め に 村人 を 誘拐 する 。 つ い に 
ロー マ の 総督 た ちら は 、 こ の 丘陵 に 棲む 者 た ち 
の 略 礁 を 終わ ちら せる た め に 遠征 隊 を 出し た 。 
ミリ ・ ニ グリ は その 部 隊 を 撃退 し た が 、 チ ャ 
ウ グ ナ ー は これ が ロー マ の 脅威 の 終わ り で は 
な いこ と を 知っ て いた 。 彼 が 自分 で 敵 を 滅 ぼ 
すこ と も で きた だ ろう が 、 彼 の 刻 は まだ 来 て 
いな か っ た 。 む し ろ 彼 は 東洋 に 移動 し 、 自 分 
の 力 が 増す 時 代 を 待つ こと に し た 。 彼 の 兄弟 
た ち が 移 動 を た め ら っ た と き 、 チ ャ ウ グ ナ ー 
は 、 彼 ら を 呪い 、 彼 の 再起 の あと に は 彼ら を 
むさ ぼり 食う と 言い 残し た 。 

現在 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン は ツァ ン 高 
原 の 洞窟 で 崇 捧 され て いる 。 そ の よう な 儀式 
が 広がっ た こと が 、 チ ャ ウゥ グ ナ ー と イン ド の 
象 神 ガ ネー シャ の 間 に 興 味 深い 形状 の 強い 類 
似 性 を 説明 する か も し れ な い 。 彼 は めった に 
目 を 覚まさ な い が 、 昔 の 高位 の 神官 ムー・ サ 
ン は 、 あ る 日 「 白 い 侍 者 」 が 西洋 か ら 訪れ 、 
新天地 に チャ ウ グ ナ ー を 運ぶ だ ろう と 予言 し 
た 。 新 天地 で は 、 象 神 は 宇宙 全体 を 食らい 尽 
くす と 言わ れる 。 チ ャ ウ グ ナ ー は 西洋 に 連れ 
て 来 ら れ 、 メ トロ ポリ タン 美術 館 に 展示 され 
た が 、 奇 妙 な 時 間 光 線 装置 に よっ て 過去 に 戻 
され た 。 最 近 の 証拠 で は 、 チ ャ ウ グ ナ ー が カ 
ナダ の モン トリ ー ル で 再び 現れ た と いう 。 
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ー 白 い 侍 者 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 チ ャ 
ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン の 兄弟 、 チ ョ ー ニ チョー 
人 、 ツ アン 高原 、『 ナ コト 写本 』、 マ グ ヌ ム ・ 
イン ノミ ナン ドウ ム 、 ミ リ ・ ニ グリ 

ジレ ッ ト & ウ ィ リ ス "Horror's Heart': バ ー 
トン “The Curse of Chaugnar Faugn': ロン グ 
「 恐 怖 の 山 」(0O) : ラヴ クラ フト 「 古 の 民 」、 
!Selected Letters IVJ 


チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン の 兄弟 
Brothers of Chaugnar Faugn 

チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン を 小型 に し た よう 
な クリ ー チ ャ ー。 ミ リ ・ ニ グリ が 東洋 に チャ 
ウ グ ナ ー を 運ん で 来 た と き 、 見 弟 た ち は ピ ビレ 
ネー 山脈 の 下 に と どまり 、 チ ャ ウ グ ナ ー の 不 
興 を か っ た 。 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 自身 が 
活動 する と き に は 、 山 脈 か ら 下 り て き て 、 大 
破壊 を 行なう こと が 知ら れ て いる 。 チ ャ ウ グ 
ナー が 目 を 覚まし て 世界 を むさ ぼり 食う と 
き 、 そ の 上 兄弟 た ち は 、 眠 りか ら チ ャ ウ グ ナ ー 
の 元 へ 呼び 起こ され 、 彼 ら の 主人 に よっ て む 
さぼ り 食 われ る 。 
ー チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 
悦 ロ ング 「 恐 怖 の 山 」 


チャ ンド ラプ トッ ゥ ラ 師 、 ス ナン ド 
Chandraputra, Swami Sunand [SHAN-druh- 
poo-trah] 

ボス トン の ウエ スト エン ド の 住人 と し て 
1930 年 に 最初 に 現れ た 、 東 イン ド 出 身 の 人 
物 。 彼 は 多く の オカ ル テ ィ ス ト に 問い 合わ せ 
の 手紙 を 送り 、 収 容 さ れ た 古代 の ミイ ラ を 見 
る た め に キャ ボッ ト 考 古 学 博 物 館 を た び た び 
訪れ た こと で も 知ら れ て いる 。 師 は 会 っ た 人 
すべ て に 、 不 可 思 議 な 問題 に 関す る 膨大 な 知 
識 を 持つ 聡明 な 人 物 と いう 印象 を 与え た 。 た 
だ し 彼 の 話 を 聞い た 者 は 彼 の 服装 と 癖 に 不安 
を か き 立 て られ た 。 

1932 年 、 師 は ボス トン を 離れ て ニュ ー オ ー 
リン ズ へ 行き 、 エ ティ エン ヌー ロー ラン ・ ド ・ 


マリ ニー の 家 を 訪れ て ラン ドル フ ・ カ ー タ ー の 
生存 に 関す る 証拠 を 提供 し た 。 し か し 、 門 言 を 
読ん で いる 際 に 、 カ ー タ ー 家 の 弁護 士 が 脳 浴 中 
で 死に 、 師 は 姿 を 消し た 。 師 は 弁護 士 の 死に 何 
ら か の 責任 が あっ た と 信じ られ て いる 。 

ー カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 キ ャ ボッ ト 考 古 
学 博物 館 、 時 の 時 計 、 ド ・ マ リ ニ ー ( エ テ ィ 
エン ヌ ニ テロ ー ラ ン ) 

カー ター& R. プラ イス 「The Strange Doom 
of Enos Harker」 : ヒー ルド 「 永 郊 よ り 」: ラヴ 
クラ フト & E プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 
(O) 





『 注 釈 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 」 
Notes on the Cthaat Aquadingen 

ジョ アキ ム ・ フ ィ ー リ ー が 書い た 本 。 こ の 
本 は フィ ー リ ー の 大 部 分 が 限定 版 で ある よう 
に 、 非 常に 希少 で ある 。 彼 の 『 注 釈 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 の よう に 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ ン 』 か ら の 引用 に 注釈 を 組み 合わ せ た も 
の で ある 。 
ー『 ク ター ト ・ ア クア 
リー (ジョ アキ ム ) 
ラム レイ 「The Fairground Horror」 


ディ ン ゲ ン 』、 フ ィ ー 


「 注 釈 ネ クロ ノミ コン 
Notes on the Necronomicon 

ジョ アキ ム ・ フ ィ ー リ ー に よっ て 書か れ た 
本 。 彼 が 個人 的 に 出版 し た 多く の 限定 版 書 籍 
の 中 で 『 注 釈 ネ クロ ノミ コン 』 が 最も 知ら れ 
て いる 。 彼 は オカ ルト 知識 を 得る 方 法 に つい 
て 非難 され て いた が 、 夢 を 通し て 得 た 知識 を 
本 に 取り 入れ た 。 し か し 超常 的 な こと に 関す 
る 彼 の 知識 に 疑問 を 持つ 者 は 誰 も いな か っ た 。 
『 注 釈 ネ クロ ノミ コン 』 は 2 つの 版 が 出版 
され て いる 。 最 初 の 版 (一 『 注 秋 ネ クロ ノ 
ミコ ン (オリ ジ ナ ル )』) に は フィ ー リ ー の 研 
究 の すべ て が 含ま れ て お り 、 も う 一 つ は 要約 
し て 編集 きれ た 版 で ある 。 ま た 、 フ ラン ス 語 
版 も 存在 する か も し れ な い 。 こ の 薄い 本 に は 
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『 ネ クロ ノミ コン 』 か ら の 多く の 引用 文 と 、 
それ に 関す る フィ ー リ ー の 論評 が 書か れ て い 
る 。 中 の 引用 文 の 多く は 、 原 典 か ら は か な り 
違っ て いる 。 フ ィ ー リ ー が 夢 か ら 得 た も の を 
これ ら の 引用 の 中 に 挿 人 し て いる の で ある 。 
ー『 注 釈 ネ クロ ノミ コン (オリ ジ ナ ル )』、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 フ ィ ー リ ー (ジョ ア 
キム ) 

ラム レイ 「 名 数 秘法 」、「Aunt Hester」、 
「Cement Surroundings」(O) 、「The House of 
the Temple」 





「 注 釈 ネ クロ ノミ コン (オリ ジ ナ ル )」 
Original Notes on the Necronomicon 

ジョ アキ ム ・ フ ィ ー リ ー の 『 注 秋 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 の 初版 。1901 年 に 出版 され た 。 の 
ちの 版 で は 削除 され た 多く の 題材 を 含ん で お 
り 、 そ れ に よっ て 『 ア ル ・ ア ジフ 』 自 身 よ り 
完全 だ と 考え る 人 も 多少 いる 。 
ー 『 注 釈 ネ クロ ノミ コン 』、 フ ィ ー リ ー (ジョ 
アキ ム ) 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 ハー バー 
"クトゥルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン ": 
R. プラ イス 「Soul of the DeviLBought」 : ラム レ 
イ 「 名 数 秘法 」(O) 





チョ ー ニ チョ ー 人 
Tcho-Tchos [CHOE-CHOE] 

アン ダマ ン 諸 島 、 マ レー シア 、 チ ベッ ト と 
いっ た 広範 の 場所 で 遭遇 する 人 々 。 通 常 、 中 
央 アジ ア の レン 高原 の 近く に 住ん で いる と 考 
えら れる が 、 彼 ら の 夫 力 の 中 心 が ミ ャ ンマ ー 
の スン 高原 で ある こと を 指摘 する 者 も いる 。 
太古 、 チ ョ ー テ チョ ー 人 の 神 チ ャ ウ グ ナ ー・ 
フォ ー ン は 、 有 史 以 前 の 過 虫 類 の 肉 組 織 か ら 
ミリ ・ ニ グリ と 呼ば れる 小 人 種族 を 創造 し た 。 
の ミリ ・ ニ グリ と 、 チ ャ ウ グ ナ ー を 上 崇拝 す 
る 人 間 と の 交配 に よっ て チョ ー= テ チョー 人 が 
生ま れ た 。 そ の 後 、 こ の 奇妙 な 小 人 種族 は ピ 
レネ ー 山 脈 に あっ た 彼ら の 前 の 本 拠 地 か ら 


チャ ウ グ ナ ー を 運ん で 東 の 新しい 棲み か に 向 
か っ た 。 し か し 、 別 の 説 で は チョ ー テ チョ ー 
人 が ドリ ー ム ラン ド の サル コマ ンド の 都市 か 
ら こ の 世界 に 来 た O の だ と いう 。 二 つの 話 が 両 
立 し うる も の か どう か は わか ら な い 。 

チョ ー テ チョ ー 人 は か つて 東 ア ジア 中 に 広 
が っ て いた が 、 最 近 で は ほん の わずか の 隅 離 
され た 集団 で し か な い 。 近 く の 部 族 は すべ て 
この チョ ー テ チョ ー と いう 隣人 を さげ すん で 
いる し 、 ほ と ん どの 人 類 学者 は 最近 まで 、 日 
本 人 が 彼ら を 皆殺し に し た と 信じ て いた 。 ほ 
ん の 一 部 の 部 族 は イン ド シ ナ 半島 に 住ん で い 
て 、 ベ トナ ム 戦 争 の 間 に CIA に よっ て 武装 さ 
せら れ た が 、 ア メリ カ は 1970 年 か ら 1971 
年 に か け て ひそ か に その 地域 に ある 知っ て い 
る か ぎり の チョ ー= テ チョー 人 の 、 そ し て 
チョ ーー チ ョ ー 人 の も の と 疑わ れる 集落 を 爆 
撃 し た 。 し か し 数 年 前 た は 、 あ る 国会 議員 た 
ち は 4 万 の チョ ー テ チョ ー 人 に 対し アメ リカ 
に 居住 する こと を 許容 する 法案 を 可決 し た 。 
これ ら の 移民 は この 新天地 で も 彼ら 固有 の 伝 
統 を 保 と うと 決意 し て いる よう に 思え る 。 

また 、 チ ャ ウ グ ナ ー 以 外 に も 、 チ ョ ー テ 
チョ ー 人 が ツァ ー ル 、 ロ イガ ー、 シ ュ ブ = テニ 
グラ ス 、 ハ スタ ー、 お よび アト ラッ クニ = ニナ チャ 
を 崇拝 し て いる こと が 知ら れ て いる 。 彼ら に 
は 食 人 の 習慣 が あり 、 そ われ 以外 に も 豊作 を 求 
め る た め の 不 快 な 儀式 を 行なう 。 
ー ア ラオ ザル 、 エ ニテ ポ オ 、 黒 い 蓮 、 シ ュ ブ 
テニ グラ ス 、 スン 高原 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー 
ン 、 ツ アー ル 、 ツ アァ ン 高原 、 ニ ヤル ラ ト テ ッ 
プ (シュ ゴー ラン )、 ミ リ ・ ニ グリ 、『 無 名 祭 
祀 書 』、 レ ン 、 ロ イガ ー 
カー ター 「Behind the Mask」、「The Strange 
Doom of Enos Harker」: カー ター& コ ー ン 
フォ ー ド 「The Doom of Enos Harker」: クラ イ 
ン 「 角 笛 を 持つ 影 」) ダー レス & ス コラ ー「 潜 伏 
する も の 」(O) : デ ト ワ イラ ー、 グ ラン シー& タ 
イン ズ “Delta Green': バー トン “The Curse of 
ハー バー"The Andaman 





Chaugnar Faugm': 
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Islands': ハイ ク 刀 イジ ン ウ ィ ル “Dawn Biozyme" 


塵 を 踏む も の ーー クア チル ・ ウ タウ ス 
Treader of the Dust 


チン ドロ ッ シ の 猟犬 メ テ ィ ン ダ ロ ス の 猟犬 
Tind losi HHounds 





ジ ァ ー マ ン 
Zaman 
いく つか の 情報 源 に よれ ば 、 ユ ゴス の 月 の 
- つ だ と いう 。 
ー ユ ゴス 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 古 え の 道 」(0) : ルポ フ 
「Discovery of the Ghooric Zone」 


ツァ ー ル 
Zhar [ZARI 

アー クツ ルス か ら 地 球 に 来 た グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 。 現在 ミャンマー (も し か し 
た ら チ ベッ ト ) に ある スン 高原 に ある アラ オ 
ザル の 都市 の 地下 に 棲ん で いる 。 適 切な 儀式 
が 執り 行なわ れれ ば 、 ツ ァ ー ル は トゥ ルク あ 
る い は 霊 的 な 体 を それ 以外 の 場所 に 投影 する 
こと が で きる 。 ツ ァ ー ル は それ を 崇拝 する 
チョ ー ニ = テ チョー 人 と テレ パシ ー で 交信 する 。 


ツァ ー ル が 物理 的 に ロイ ガー と 接続 され て い 
る と 言う 者 も いる 。 

ー ア ラオ ザル 、 忌 まわ し き 双 子 、 エ ニ ボ オ 、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 黒 い 蓮 、 ス ン 高 
原 、 精 霊 説 、 チ ョ ー ニ チョー 人 、 ナ グ と イエ 
ブ 、 ロ イガ ー、 ロ イガ ー ノ ス 

悦 ダー レス 「 サ ンド ウィ ン 館 の 怪 」: ダー レ 
ス & ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」(O) : ピー ター 
セン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG" : 
R. プライス 「Dope War of the Black Tong」 





ツァ ス 
Tsath 

クン ヤン の 地下 に ある 地 の 首 都 。 こ の 地 の 
人 々 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ツァ 
トゥ グ ァ に ちな ん で 首都 の 名 前 と し た が 、 そ 
の 後 崇 拝 は 禁じ られ た 。 
ー ク ン ヤ ン 、 ツ アト ゥ グ ア 
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悦 ビ ショ ッ プ 「 填 丘 の 怪 」 





ツァ ス = ヨ 語 ( 古 の 文字 と も ? ) 

Tsath-yo (possibly also Elder Scrip) [TSAHLyoe] 
数 百 万 年 前 に ハイ パー ボリ ア の 地 で 使用 さ 
れ た 原初 の 言語 。 

ー ハ イ バ パー ボリ ア 

菩 ラ ヴ ク ラ フト & FE. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 

越え て 」 





ツァ トゥ グ ァ (サド グイ 、 聖 な る ヒキ ガ 
エル 、 ゾ タク ア ) 

Tsathoggua (also Sadogui, Sadogowah, Saint 
Toad, or Zhothaqquah) [tsahT 角 AUG-wah] 

無 定形 の 体 を 持つ グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン 。 通 常 、 眠 た そう な 眼 で に や に や 笑い を 浮 
か べた 、 柔 毛 に わ れ た ヒキ ガエル に 似 た 姿 
を 取る 。 わ れ わ れ の 世界 が 創造 され た 直後 に 、 
太陽 系 の 端 に ある 暗黒 の 惑星 の 住む 異 界 の 種 
族 が 、 サ イク ラノ ーシュ (土星 ) か ら ツ ァ ト ゥ 
グ ァ を 地球 に 連れ て 来 た 。 こ の ヒキ ガエル 神 
が クリ テニ フォ ン ニ ニャ ア の 石 の 砂漠 に 、 そ の 
異 界 の 種族 が 造っ た ユ ス の 無人 の 都市 に と ど 
まっ た と 主張 する 者 も ちい る が 、 ほ と ん どの 人 研 
究 者 は 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ 到 着 後 に 彼ら を 残し ン 
カイ の 黒い 洞窟 に 居 を 定め た と いう 説 に 同意 
し て いる 。 ツ ァ ト ゥ グ ァ は 短い 間 ヴ ー ア ミタ 
ドレ ス 山 の 地下 に 棲ん で いた が 、 彼 の 崇拝 が 
衰退 し て 水 が ハ イ パ ー ボ リア を 響 っ た の ち 
は 、 以 前 の 本 拠 地 に 引っ 込ん だ 。 わ ず か な 異 
端 者 は 、、 ツ ァ ト ゥ グ ァ が アヴェ ロワ ー ニ ュ の 
地下 の 洞窟 の 中 に いる と 主張 する が 、 そ れ は 
お そら く 正 確 で は な い 。 

ヨ ス の 赤く 輝 く 洞 窟 の へ ビ 人 間 が は じ め に 
ツァ トッ ゥ グ ァ を 崇拝 し て いた 。 ヨ ス か ら 上 代 # 
は クン ヤン 、 そ し て ロマ ー ル の 極地 な どの 外 
界 へ と 広まっ て いっ た 。 ま ず ヴ ー ア ミ 族 、 そ 
し て ハイ パー ボリ ア へ 侵入 し て きた 人 間 た ち 
が ヒキ ガエル 神 を 崇め た 。 ア トラ ン テ ィ ス の 
大 神官 クラ ー カ シュ テト ン は カル ト を 復活 さ 








せ 、 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ ま で アト ラン ティ ス か 
ら 逃 れ た 闇 の アヴェ ロン 族 が 、 人 崇拝 を 引き 継 
い だ 。 こ の フラ ンス の ツァ トゥ グ ァ ・ カ ルト 
は 中 世 ま で 勢力 を 保ち 、 一 時 は 自分 た ちの 神 
託 所 を 持ち さえ し 、 そ こ で は 神 が 代 理 の 女 予 
言 者 の 体 を 通し て 語り か ける の で あっ た 。 
ツァ トゥ ッ グ ァ の カル ト が 今日 まで 生き 残っ て 
いる か どう か は わか ら な い 。 し か し マサ 
チュ ー セ ッ ツ 州 の ナラ ガン セッ ト 族 と ワン パ 
ノー アグ 族 が 一 時 期 崇 拝 し て いた 。 

「 森 の 獣 」 も ツァ トゥ グ ァ へ の 特別 な 信仰 
を 持っ て お り 、 猫 が アヴェ ロワ ー ニ ュ の 神殿 
を 警備 する こと も 知ら れ て いる 。 さ ら に 、 ツ ァ 
トゥ グ ァ に は 落し 子 と 呼ば れる 無形 の 黒い 存 
在 が 仕え て いる 。 ツ ァ ト ゥ グ ァ と 落し 子 の 間 
の 正確 な 関係 は 不明 で ある 。 ツ ァ ト ゥ ッ グ ァ の 
儀式 聖歌 で 知ら れ て いる も の は 、 以 下 の 一 つ 
だ け で ある 。 





ウ ガ ア ー ク トゥ ンー テニ ユ フ ! クト ッ ゥ ア 


トゥ ル グ プ ルフ ブ = テ グ ス グ ルフ ト 
みみ: 

グル テニ ヤ 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ ! イク ン 、 ツ ァ 
トゥ ッ グ ァ ! 来 た れ り ! 設 愛 する ツァ 
トゥ ッ グ ァ よ 、 夜 の 父 よ ! 栄光 あれ 、 太 古 の 


も の よ 、 外 な る も の の 最初 に 生ま れ し も の 
よ ! ハイ ル 、 溢 、 星 が 大 いな る クト ゥ ルフ 
を 生み 出す 前 の 記憶 の 果て の 太古 か ら あ り 【 
も の よ ! 菌 に まみ れ し ム ー の 偉大 な 提 き 直 
う も の よ ! イア イア グ ノ ス = ニテ ユタ ッ ガ 
ニハ! イア イア ツァ トッ ゥ ッ グ ァ ! 

ツァ トゥ グ ァ の 重要 な 儀式 は メイ ・ イ ブ と 
ハロ ウィ ー ン に 封 り 行なわ れる 。 そ の ほか に 
も 新 月 の 数 夜 に は 、 真 夜中 と 午前 3 時 の 間 
に 祝祭 が 催さ れる 。 
ー ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 、 ア トラ ッ ク ニ ナチ ャ 、 
アト ラン ティ ス 、 あ の 世 か ら の 漁夫 、 イ ホウ 
ン デ ー、 ヴ ー ア ミ 族 、 ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、 
ヴー ラ の 秘 儀 、 エ イボ ン 、『 エ イボ ン の 書 』、 
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オ サ ダ ゴワ ア 、 ギ ー ス グー ス 、 キ タミー ル 、『 ク 
ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 、 ク ロム = テニ ヤ 、 ク ン ヤ ン 、 コ モリ 
オム 、 サ イク ラノ ーシュ 、 サ クサ クル ー ス 、 
ズ ス ティ ル ゼ ム グ ニ ニ 、 ゾ ソス (Zoth) 、 精 霊 説 、 
『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、 ツ アァ ス 、 ナ グ と イエ ブ 、 
ニョ グ タ 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 フ ジウ ルク ォ イ 
グ ム ンズ ハー、『 プ ノム の 壮 皮 紙 文 書 』、 ヘ ビ 
人 間 、 ム ー、 無 形 の 落し 子 、 ユ ゴス 、 ヨ ス 、 
ンカ イ 

膳 R. A、 ウィ ルソン & シ ェ イ 『The Iluminatus! 
Trilogy』: グ ラス ピー 「The Old One」: ビ ショッ 
プ 「 墳 丘 の 怪 」: C.A. スミ ス 「 サ タム プラ ・ ゼ 
イロ ス の 物語 」 (0)、「 七 つの 呪い 」、「 魔 道士 
エイ ボン 」、『The Black Book of Clark Ashton 
Smith』、「The Family Tree of the Gods」 : R プ 
ライ ス 「The Round Tower」: ラヴ クラ フト 
TSelected Letters IL」、『Selected Letters IV』 








ツァ トゥ グ ァ の 無形 の 落し 子 一 無形 の 落し 子 


Formless Spawn 


ツァ トゥ グ ァ ン 人 
Tsathogguans 

すべ て の 人 々 の 心 に 侵入 し て 、 人 々 が その 
潜在 能力 を 発揮 で き な い よう に する 存在 だ と 
いう 。 名 前 か ら は クト ゥ ルフ 神話 に 関係 が あ 
り そ う だ が 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ や ほか の いか な る 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と も ゃ 完全 に 無関係 
で ある 。 
C. ウィ ルソン 『 精 神 寄生 体 』 


ツァ ン 、 エ ー リ ッ ヒ (1865 年 ご ろ 一 
19 ら 5 年 ご ろ ) 
Zann, Erich 

パリ の オー ゼイ ユ 街 で 一 生 を 終え た 、 口 の 
きけ な い ド イツ 人 の バイ オリ ン 奏 者 。 彼 は か 
つて パリ ・ オ ペラ 座 で 演奏 し て いた が 、 
1897 年 に そこ で 起き た 事故 が この 若い 音楽 
家 の 聴 覚 を 永遠 に 奪っ て し まっ た 。 そ の 後 、 


彼 は シュ ツ ッ ト ガル ト に 移っ て 結婚 し 、 少 な 
く と も 一 人 の 子供 を も うけ た 。 理 由 は わか ら 
な い が 、1924 年 ご ろ に 彼 は 家族 を 残し て パ 
リ に 戻っ た 。 

パリ で ツァ ン は 、 収 入 の た め に 安 劇 場 の 
オー ケス トラ に 加わ っ た 。 彼 が 夜 に バイ オリ 
ン で 演奏 する 、 奇 妙 で この 世 の も の と も 思わ 
れ ぬ 音楽 は 、 ア パー ト の ほか の 住人 の 間 で よ 
く 知ら れ て いた 。 彼 は 、 あ る 夜 ア パー ト の 屋 
根 裏 部 屋 で 自作 の 「 実 験 的 作品 」 の 一 つ を 演 
奏し て いる 際 に 、 失 中 し た と 信じ られ て いる 。 
警察 は 手がかり を 得 ら れ な いこ と に 困惑 し 、 
その 後 す ぐ 捜 査 を 終了 し た 。 
アニ オロ フス キー "Ta Musique de la Nuit': 
ウェ イド 「The Silence of Erika Zann」 : ラヴ ク 
ラフ ト 「 エ ー リ ッ ヒ ・ ツ ァ ン の 音楽 」(O) 














ツァ ン 高 原 
Tsang, Plateau of 

チョ ー テ チョ ー 人 が 住む せ ア ジア の 地域 。 こ 
こ が レ ン 高 原 と 同じ 場所 だ と 主張 する 者 も い 
る 。 お そら く 、 ツ ァ ン は レン が われ われ の 次 
元 と 交わ る 地点 な の だ ろう 。 ツ ァ ン の どこ か 
に ある 洞窟 の 中 に チョ ー テ チョ ー 人 の 神 、 
チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン が 眼 っ て いる 。 彼 は 
ここ で 、 西 に 進ん で 世界 を むさ ぼり 食う 時 を 
待っ て いる 。 

ハロ ルド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド に よれ ば 、 
ツァ ン の 向こう の 山脈 に は 、 ム ー の 破壊 か ら 
逃れ た 避難 民 の 家 が か つて あっ た と いう 。 こ 
れ ら の 生存 者 は 偉大 な 魔術 師 ザ ン ツ ー に 率い 
られ 、 そ の 支持 者 は 彼 を 、 こ の 地域 の どこ か 
に ある 古代 墓地 に 埋葬 し た 。 

[ツァ ン ま た は ウィ テツ ァ ン は チベット 南部 の 
州 で ある 。 主 な 都市 は と ガツ ェ で ある 。 ロ ング 
が これ を 知っ て いた か どう か は 不明 で ある 。] 
ー コ ー プ ラン ド (ハロ ルド ) 、 ザ ン ツ ー、『 ザ 
ン ツ ーー 石板 』、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 チ ョ ー 
テー チ ョ ー 人 、 ミ リ ・ ニ グリ 、 ム ー 
カー ター「 墳 墓 の 主 」 バー トン "The Curse 
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of Chaugnar Faugn': ロン グ 「 恐 怖 の 山 」(O) 


ツァ ン ニ チャ ン 

Tsan-Chan 

三千年 先 の 未来 に 栄え る 東洋 の 帝国 。 お そ 
らく 、 そ の 時 まで に グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン が 復活 し て いる の だ ろう 。 そ し て 人 間 に あ 
ら ざ る 君主 が この 帝国 を 統治 する 。 

ー イ ヤン テリー 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」、「 眠 り の 壁 
の 彼方 」(O) 











細 あ る も の 

Winged Ones 

何ら か の 古代 の 伝統 に 従っ て 、 往 古 の 知識 
を 人 類 に 教え る た め に 宇宙 か ら 地 球 に 到来 し 
た 存在 。 こ の クリ ー チ ャ ー は ミニ テ ゴ で あっ た 
の か も し れ な いし 、 ま た 上 古 の も の や あの 世 か 
ら の 漁夫 も 候補 と し て ある うる 。 

ー あ の 世 か ら の 漁夫 、 古 の も の 、 ミ = テ ゴ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 
越え て 」 





【 て 】 


ディ ー 博 士 、 ジ ョ ン (1527 年 ~- 1608 年 ) 
Dee, (Doctor) John 

女王 エリ ザ ベ ス 1 世に 仕え た 占星 術 師 に 
し て 魔術 師 。 デ ィ ー は モー トレ イク で 生ま れ 、 
15 歳 の と き に ケン ブリ ッ ジ に 入学 し た 。 彼 
は 、 す ぐに 古 星 術 師 と し て の 評判 を 獲得 し 、 
軟禁 され て いた 義妹 (エリ ザ ベ ス ) の 星 を 占っ 
た た め メ アリ 1 世に よっ て 投獄 され た 。 エ 
リザ ベス が 1558 年 に 王座 に つい た と き 、 
ディ ー は 彼女 に 取り 立て られ た が 、 彼 女 は 慎 
重 で 彼 と 接し 過ぎ な いよ うに し て いた 。 
ディ ー は 女王 の た め の ス パイ の 役割 を 担っ 
て いた と 信じ られ て お り 、 彼 の 本 当 の 仕事 を 
隠す た め に 彼 が 関心 の あっ た オカ ルト や 暗号 
を 利用 し た 。 








1581 年 に 、 デ ィ ー は 水晶 占い の 実験 を 始 
め た 。 彼 は 霊媒 で は な か っ た の で 、 何 人 か に 
協力 を 求め た 。 そ の 一 人 が 、 べ て ん 師 エ ド ワ ー 
ド ・ ケ リー で あっ た 。 ケ リー は 「 天 使 た ち 」 
と 接触 する こと が で き 、 ケ リー は 天使 た ちの 
エノク 語 を 書き 取っ た 。 ケ リー は ディ ー の 
1583 ^ 89 年 の ヨー ロッ パ 旅 行 に 同伴 し た 。 
1586 年 に 二 人 は プラ ハ に 到着 し 、 そ こ で 
ディ ー は 初め て 『 ネ クロ ノミ コン 』 に 出会っ 
た 。 彼 は 本 を 英語 に 翻訳 する た め に 数 年 を 費 
や すこ と に な る 。 

ケリ ー と の ディ ー の 関係 は 、 召 喚 さ れ た 「 天 
使 」 が 、 二 人 に 彼ら の 妻 を 共有 せよ と 命じ た 
1587 年 に 険悪 な ちの と な っ た 。 デ ィ ー は 
1589 年 に イギリス に 戻る が 、 暴 徒 が 彼 の 家 


と 図書 室 を 荒らし て いる の を 発見 し た 。 エ リ 
ザ ベ ス 女 王 は ディ ー を マン チェ スタ ー の クラ 
イス ト ・ カ レッ ジ の 管理 者 に 任命 し た が 、 そ 
の 地位 で は 不 刀 で あり 、 結 局 モ ー ト レイ ク の 
家 に 戻り 、 そ こ で 死ん だ 。 

[これ ら の 情報 は 、『 ネ クロ ノミ コン 』 の 部 
分 を 除い て すべ て 実在 の も の で ある 。 天 使 と 
か か わっ て いた ディ ー は 、 現 代 で 最も 悪名 高 
い 魔 道 書 の 翻訳 者 に 名 指し され て いる こと に 
は 、 か な り 第 いて いる だ ろう 。] 

ー ア クロ ・ ア ン ベ イ リン グ 、 ア クロ 語 、 ア 
クロ の サバ オト 、 輝 く ト ラペ ゾ ヘ ドロ ン 、 ネ 
クロ ノミ コン (補遺 ) 

圏 ヘ イ 『 魔 道 書 ネ クロ ノミ コン 』: ロン グ 
「 喰 ら う も の ども 」(O) 


ティ ー ム ドラ 
Theem'hdra [TEEM-drah] 

恐竜 の 時 代 以前 に 存在 し た 大 陸 。 当時 大 陸 
に は 、 マ イラ クリ オン 、 エ クシ オー ル ・ ク ムー 
ル 、 テ ・ ア トト な どの 多く の 強力 な 魔術 師 が 
住ん で いた 。 ま た 、 タ ラ ・ カ シュ は 最も 有名 
な 英雄 の 一 人 で あっ た 。 
ー イ ブ テ ツ トウ ル 、 エ クシ オー ル ・ ク ムー ル 、 
クリ ッ サ 、 ク ルー ン の テ ・ ア トト 、 ゲ フ の 折 
れ た 石柱 、 『 古 代 ル ー ン の 伝説 』、 サ スラ ッ タ 、 
タラ ・ カ シュ 、 マ イラ クリ オン 、 ム ノム クア 、 
レー ス 
圏 ラ ムレ イ 「 名 数 秘法 」、「The House of 
Cthulhu」 (O) 





ディ ー ン ズ ・ コ ー ナ ー ズ 
Dean 's Corners 

アイ ルズ ベリ イ 街 道 の 近 く の マ サチ ュー 
セッ ツ 北 中 部 に ある 村 。 デ ィ ー ン ズ ・ コ ー ナ ー 
ズ の 1 マイ ル 西 に は 、 ダ ニッ チ に 通じ る 分 
岐 点 が ある 。 
ー ア イル ズ ベ リ イ 、 ア イル ズ ベ リ イ 街 道 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 
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デイ ヴィ ー ズ 、 チ ャ ンド ラー 
Davies, Chandler 

有名 な イギリス 人 人 怪奇 派 画家 、 ホ ラー 小説 
通 、 そ し て タイ タス ・ ク ロウ の 友人 。 人 怪奇 な 
芸術 の 分 野 で の デイ ヴィ ー ズ の 仕事 に は 、 い 
まだ 並ぶ も の が な い 。 彼 の 最も 有名 な 仕事 は 
「 星 た ちと 顔 た ち 」 で 、『 グ ロ テ ス ク 』 誌 に 掲 
載 さ れ 、 現 在 で は 収集 家 向 け の 逸品 で ある 。 
し か し な が ら 、 彼 に 関し て 最も 知ら れ て いる 
こと は 、 彼 の 人 生 最後 の 数 日 の 出来 事 で ある 。 
1962 年 5 月 に この 芸術 家 は 熱 に うな され て 
自 矢 状態 で 働き 続け 、『 グ ハー ン 風 景 』 と 題 
し た 白 と 黒 の 作品 を 完成 させ た 。 その後 すぐ 
に 下宿 の 女 主 人 は その 絵 を 焼い て し まい 、 デ 
イヴ ィ ー ズ は 激怒 の あま り 狂 乱 状 態 と な っ 
た 。 役 は ウッ ド ホ ルム 療養 所 に 送ら れ 、 そ こ 
で 数 日 後に 死ん だ 。 

ー ク ロウ (タイ タス )、 グ ハー ン 
悦 ラ ムレ イ 『 地 を 容 つ 魔 』、「 盗 まれ た 眼 」、「 魔 
物 の 証明 」 (0)、「The Fairground Horror」 


ティ クオ ン 霊 液 
Tikkoun Elixir [tikkKOON] 

聖水 の 別名 。 こ の 物質 は 、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン で ある ニョ グ タ に 対す る 防御 と な 
る と 言わ れ 、 ク トー ニア ン や 、 こ と に よる と 
ほか 地 の 精 霊 か ら 限定 的 な 防護 を 提供 する 。 
[「 テ ィ ク ン 」 は 、 砕 か れ て 不 完全 な 創造 物 
を 適切 な 姿 に 戻 そう と する 魔術 的 な 過程 を 表 
す ユ ダ ヤ の 神秘 学 に 実際 ある 単語 で ある 。] 
ー ク トー ニア ン 、 ニ ョ グ タ 
悦 カッ トナ ー「 セ イレ ム の 恐怖 」(O) : ラム レ 
イ 『 地 を 容 つ 魔 』 


ディ メン ジョ ナル ・ シ ャ ン ブ ラ ー… 空 鬼 
Dimensional Shamblers 


ティ ンダ ロス 


Tindalos [TIN-dah_loes] 
地球 の ずっ と 昔 の 世界 、 あ る い は ブラ ッ ク 
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ホー ル に 近い 速い 世界 、 あ る い は 時 間 を た だ 
よい 、 す べ て の 空間 に 同時 に 存在 する 、 立 ち 
入る こと が で き な い 都市 。 そ この らせん 状 の 
塔 が ティ ンダ ロス の 猟犬 の 家 で ある 。 太 古 に 
ここ で 行なわ れ た お ぞ ま し い 行 為 が 、 猟 犬 の 
創造 を 引き 起こ し た と ささ や か れる 。 

[ある 作家 は 、 ポ ナ ぺ の 人 々 が 「 魔 力 」 を 意 
味 する 言葉 と し て 「 テ ィ ン ダ ロス 」 を 使う こ 
と を 指摘 し た 。 し か し これ が 意味 する と ころ 
は わか ら な い 。] 

ー テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 

ウェ ブ 「The Sound of a Door Opening」: カ ー 
ター「The Book of the Gates」 : ラム レイ 「The 
Statement of One John Gibson」、『The 
Transition of Titus Crow」: ロン グ 「 テ ィ ン ダ 
ロス の 猟犬 」(O) 


ティ ンダ ロス の 猟犬 (チン ドロ ッ シ の 猟犬 ) 
Hounds of Tindalos (also Tind'losi Hounds) 
太古 、 あ る い は こと に よる と 別 次 元 か ら 
や っ て 来る クリ ー チ ャ ー。 テ ィ ン ダ ロス の 猟 
犬 は 舌 の 青い 、 毛 の な い 緑 の 犬 の よう な 姿 か 、 
また は 黒く て 形 の は っ きり し な い 影 の よう な 
密 で 現れ る 。 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 の 真 の 次 を 
確定 する の は 困難 で ある 。 彼 ら は 螺旋 状 の 塔 
が 立ち 並ぶ ティ ンダ ロス の 都市 に 住ん で いる 
が 、 獲 物 を 追う た め に さま ざま な 場所 や 時 代 
に 旅 す る こと が 知ら れ て いる 。 

ティ ンダ ロス の 猟 大 は 不潔 その も の で あ 
り 、 人 間 が 持つ 何 か を 渦 望 し て いる 。 テ ィ ン 
ダ ロ ス の 猟犬 と 人 類 が 共に 経験 し た 事件 が 過 
去 に いく つも 起こ っ て いる (楽園 追放 の 物語 
も それ に 基づい て いる )。 人類 は 完全 に 行動 
を 共に せ ず 、 そ の 結果 、 猟 大 が 失っ た 「 純 粋 
さ 」 の 何ら か の 要素 を 保有 し 続け た 。 猟 犬 は 
その た め 、 す べ て の 自然 の 生命 を 憎み 、 そ れ 
ら に 遭 遇 すれ ば すべ て 減 ぼ そう と する 。 

時 間 を さか の ぼっ て 行なわ れる 精神 的 な 旅 
の 試み は 、 猟 犬 の 注意 を 引き 付け る 。 旅 行者 
を 「 か ぎ つ け る 」 と 、 猟 犬 は 時 間 と 空間 を 超 
































えて その 人 物 を 捕らえ て 殺す まで 追い 続け 
る 。 有 名 な オカ ル テ ィ ス ト だ っ た ハル ピン ・ 
チャ ー マ ー ズ に よる と 、 こ れ ら の クリ ー 
チャ ー は 普通 の 生命 が 「 湾 曲 し た 」 時 間 に 暮 
ら す の に 対し 、「 角 ば っ た 」 時 間 を 通っ て や っ 
て 来る 。 こ れ は 容易 に 理解 され な い が 、 猟 犬 
が 角度 を 通し て 自分 を 実体 化 さ せな けれ ば な 
ら な いこ と が 知ら れ て いる 。 し た が っ て 、 完 
全 に 丸い 部 屋 に 閉じ こも っ た 人 は 、 こ の 野獣 
の 攻撃 か ら は 安全 で ある だ ろう 。 し か し な が 
ら 通 常 、 猟 大 は 「 サ テ ュ ロ ス 」( こ と に よる 
と シュ ブ ニ テニ グラ ス の 手先 ) や ドー ル な どの 
この 時 代 の 超自然 的 な 仲間 と 接触 し て 、 何 ら 
か の 方 法 で これ ら の 防備 を 片づけ 、 彼 ら の 犠 
牲 者 へ 接触 する 。 

- 人 の 賢人 は 、 猟 犬 が われ われ の 三次 元 に 
入る こと が で きず 、 時 代 を 超え て 旅行 し な い 
者 な ら 、 彼 ら の 倫 行 か ら は 安全 で ある と いう 
仮説 を 立て た 。 し か し な が ら 、 猟 犬 の 攻撃 に 
関す る 事象 は 、 こ れ が そう で な いこ と を 示し 
て いる 。 恐らく 、 猟 犬 は 間接 的 に の みこ の 次 
元 に 影響 を 及ぼ す の で は な い だ ろ うか (だ か 
ら と 言っ て 、 彼 ら の 脅威 が 減少 する わけ で は 
な い )。 

猟犬 の 攻撃 の あと に 残さ れ た 物質 の 分 析 
は 、 猟 犬 が 彼ら の 体 の 中 に 酵素 を まっ た く 
持っ て いな いこ と を 明らか に し た 。 酵素 は 化 
学 反 応 を 促進 する 役目 を 担っ て いる が 、 そ れ 
ら の 存在 は 結局 死 を も た ら す 。 猟犬 は 時 間 旅 
行 に 長 じ て いる だ け で な く 、 彼 ら は また 不死 
で ある よう に 思え る 。 こ れ が 、 暴 力 や ほか の 
手段 で 猟犬 を 永久 に 破壊 で き な い こと を 意味 
する か どう か まだ 不明 で ある 。 

猟 大 は 、 ノ ステ イデ ィ ク と クト ッ ゥ ン の 落し 
子 で あり 、 何 ら か の 立場 で アザ トー ス に 仕え 
て いる か も し れ な い 。 ま た 、 あ る も の は レン 
の 死者 カル ト と 関連 が ある と する (レン の 象 
徴 は 細 の ある 猟犬 で ある )。 

ー ク トウ ン 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 真 紅 の 輪 、 
ティ ンダ ロス 、 ノ ステ イデ イィ ク 
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カー ター 「The Madness out of Time」 : ピー 
ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』: ラム レイ 
『Elysia」、『The Transition of Titus Crow』: ロ 
ング 「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」(O) 


デクスター 医師 、 ア ン ブ ロ ー ズ (1898 
年 1973 年 1 月 28 日 ) 
Dexter, (Doctor) Ambrose 

プロ ヴィ デン ス の 有名 な 医師 。 医 師 で あっ 
た に も か か わら ず オ カル ト へ の 関心 を 示し 
た 。1935 年 に デクスター 医師 は 、 旧 星 の 知 
恵 派 教会 に 侵入 し て 輝く トラ ペ ゾ ヘ へ ドロ ン と 
教会 の 図書 を 持ち 去り 、 ロ バー ト ・ ブ レイ ク 
の 不可 解 な 死に お いて 小さ な 役割 を 果たし 
た 。 彼 は ロバ ー ト ・ ブ レイ ク の 死体 を 調べ た 
が 、 本 当 の 状況 と 死因 は いま だ に 謎 の まま 
残っ て いる 。 デ クス ター 医師 は その 後 16 年 
間 プ ロ ヴ ィ デ ンス を 離れ 、 核 物理 学 に 関す る 
説明 し が た い 人 研究 を 行ない 、 マ ン ハ ッ タ ン 計 
画 の アド バイ ザー すら 務め た と いう 。 

1951 年 に 彼 が 家 に 戻る と 、 別 の 不可 解 な 
事件 が そこ で 起こ っ た 。 し か し 警察 は 医師 を 
拘 罰 し な か っ た 。 彼 は その 後 ま も な く 姿 を 消 
し 、 ロ シア に 寝返っ た と 考え られ た 。 イ ギリ 
ス の 情報 機関 か ら 流出 し た 文書 に よる と 、 謙 
報 員 の 一 人 が 20 年 ほど あと に 南 太平 洋 の 基 
所 で デクスター を 殺害 し た と いう 。 

ー ブ レ イク (ロバ ー ト ) 
カボ ス 「Doctor Dexter」: ブロ ッ ク 「 央 塔 の 
影 」) ラヴ クラ フト 「 導 を さま よう も の 」(O) 








テ ケ リ ミ テリ 
Tekelili [TEK-eh-lee-lec] 

よく ショ ゴス に よっ て 発せ られ る 言葉 。 ハ 
スタ ー の よう な 存在 も 時 折 発 する こと が あ 
る 。 地図 に の っ て いな い 南 極 の 島 の 人 々 に 
よっ て 話さ れる 言葉 で 、 極 点 に 生息 する 巨大 
な 白い 鳥 の 叫び 声 で ある こと が 、 瓶 に 詰め ら 
れ た アー サー・ ゴ ー ド ン ・ ピ ム の 原稿 で 言 
され て いる 。 








[ポー の 作品 で は 、「 テ ケリ テリ 」 と いう 言 
葉 は 、 何 で あれ 白い も の を 見 た と き に 南極 の 
住民 が 上 げた 叫び 声 で ある 。 こ れ が ショ ゴス 
と 関連 が ある か どう か は 、 不 明 で ある 。] 

悦 ダー レス 「 ハ スタ ー の 帰還 」 : ポ オ 「 ナ ンタ 
ケッ ト 島 出身 の アー サー・ ゴ ー ド ン ・ ピ ム の 
物語 」(0) : ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 








デム へ 
Demhe 

その 「 曇 り の 深層 」 が ハス ター と 『 黄 衣 の 
王 』 に 関連 し て いる と 言わ れる 湖 。 ア ラー ル 
の 都市 が この 湖 の 岸 に ある の か も し れ な い 。 
ー ア ラー ル 、 黄 衣 の 王 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(O) : ブリ ッシュ 「More Light」 


デュ ワー ト 、 ア ン ブ ロ ー ズ ( 1870 年 ご 
スー 1924 年 ) 

Dewart, Ambrose 

学者 、 ア リヤ ・ ビ リン トン の 直系 の 子孫 。 
デュ ワー ト の 若い ころ の こと は ほとん ど 知 ら 
れ て いな い が 、 彼 の 一 人 息子 は 第 1 次 世界 大 
戦 で 死に 、 そ の 後 、 彼 は アー カム 近郊 の 一 族 
の 所 有 地 に 移り 住ん だ 。 彼 は 生来 孤独 で あっ 
た が 、 彼 を 知っ て いた 人 々 は 、 彼 の 性 格 が 変 
化 に 気づく よう に な っ た 。 そ し て 、 こ の 地域 
の 住民 は 一 連 の 謎 の 矢 忠 事件 が 彼 の せい で あ 
る と 考え た 。 彼 の いと こ ス ティ ー ブ ン ・ ベ イ 
ツ が 1924 年 に 失 忠 し た 直後 に 、 正 体 不明 の 
細 撃 者 に よっ て 自分 の 所 有 地 で 殺さ れ た 。 
ー ア ー カ ム 、 ビ リン トン (アリ ヤ )、 フィ リッ 
プス (ウィ ン フ ィ ー ル ド )、 ラ ファ ム (セネカ ) 
圏 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」 

















デラ ボー アー ド ・ ラ ・ ポ ー ア 
Delapore 


I8o 


デル タ ・ グ リー ン 
Delta Green 

超自然 現象 の 調査 を 行なう 政府 の 秘密 機 
関 。 デ ル タ ・ グ リー ン は 米 海軍 情報 部 P 課 
に 起源 を 持ち 、1928 年 の イン スマ ス の 民 撃 
に お いて 重要 な 役割 を 担っ て いた 。1942 年 
に デル タ ・ グ リー ン と いう 新しい 名 称 と な り 、 
アメ リカ 戦略 情報 局 (OSS) と 連携 する よう 
に な っ た 。 デ ル タ ・ グ リー ン と は 構成 員 の ファ 
イル に 貼ら れ た 三角 形 の 緑 の ス テッ カー に 由 
来 す る 。 新 し い 組織 は 、 ま ず オ カル ト と ナチ 
と の か か わり に つい て の 調査 に 着手 する 。 

デル タ ・ グ リー ン は 、1945 年 以降 解散 し 
た が 、 ロ ズ ウ ェ ル 事 件 の の ち 1947 年 に 再編 
され た 。 国 家 安全 保障 へ の 超自然 的 脅威 を 排 
除 す る こと を 目標 と し て 、 こ の 集団 は 南極 大 
陸 、 ロ シア 、 コ ン ゴ 、 そ し て ベト ナム な ど で 
作戦 を 行なっ た 。1970 年 の カン ボ ジ ア で の 
失敗 に 終わ っ た 作戦 の の ち 、 デ ル タ ・ グ リー 
ン は 公式 に は 解散 し た が 、 連 邦 政府 の 中 で 非 
合法 に 動く 非 公式 ネッ トワ ー ク と し て 続い て 
いる 。 
ー イ ハ テ ン スレ イ 、 イ ンス マス 
タイ ンズ “Convergence'(0): デ トワ イラ ー、 
グラ ン シ ー、 タ イン ズ “Delta Green" 








天王 星 ー リ ー ギ クス 


Uranus 


テン プ ヒ ル 
Temphil 

ブリ チェ スタ ー の 東 、 カ ッ ツ ウォ ー ル ド 丘 
陵 に ある 町 。 町 の も と も と の 名 前 は 「 神 殿 の 
丘 」 と いい 、 古 代 に 町 の 中 央 近く に あっ た 丘 
で 行なわ れ た 儀式 に 由来 する 。 

テン プ ヒ ル の 創設 者 は 元 テ ンプ ル 騎 士 団 の 
一 団 で 、 エ ド ワ ー ド 2 世 が 1307 年 に 騎士 団 
を 解散 させ た の ち 、 有 騎士 団 が パレ スチ ナ で 発 
見 し た ある 文書 を 持っ て この 地域 を 訪れ た の 
だ っ た 。 彼 ら 元 騎士 は 、 地 方 の 教団 に 同化 し 
よう と 試み た が 、 完 全 に は いか な か っ た 。 異 
端 告発 そし て 魔女 の 火 刑 が その 後 何 百年 も の 
間 普 通 に 見 られ た 。 

19 世紀 前 半 に 、 死 者 崇拝 カル ト の 類 が テ 
ンプ ヒル の 人 々 に 広がっ た 。 伝説 に よる と 、 
崇拝 者 は 丘 に あっ た 墓地 の 地下 の 、 巨 大 な 洞 
窟 で 集会 を 開い た 。 そ こ で 彼ら は 、 交 配 し て 
超自然 の 力 を 持つ 子供 を な す た め に 、 死 者 を 
掘り 起こ し て 生き 返ら せ た 。 カ ルト は し ば ら 
くし て 崩壊 し た が 、 ハ ロウ ィ ー ン と クリ スマ 
スイ ブ に は テン プ ヒ ル の ほとん どの 住人 が い 
まだ に 丘 の 教会 を 訪ね る の だ と 噂 され て いる 。 
ー ゴ ー ツ ウッ ド 、 セ ヴァ ン 谷 、 ブ リ チ ェ スタ ー 
圏 キャ ノン &&R プラ イス 「The Curate of 
Temphil」: キャ ン ベ ル 「 ハ イ ・ ス トリ ー ト の 

会 」(O)、「The Horror from the Bridge」 
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トゥ ー ル スチ ャ 
Tulzscha [TUHLZ-shuh] 

縁 の 炎 の 柱 の よう な 次 で 、 宮 廷 の 踊り 手 の 
一 人 と し て アザ トー ス に 仕え る 存在 。 西 イン 
ド 諸 島 、 フ ラン ス 、 イ タリ ア そ し て こと に よ 
る と 中 東 で 崇拝 され て いる 。 マ サチ ュー セッ 
ツ 州 キン グ ス ポ ー ト に 拠点 を 置い た カル ト は 
お よそ 250 年 前 に 解散 させ られ た 。 

トゥ ー ル スチ ャ の 儀式 は 春分 、 夏至 、 秋分 、 
冬至 な どの 天文 学 的 に 重要 な 時 に 実行 され る 
の が 常 で も る 。 トゥール スチ ャ の 最も 忠実 な 
崇拝 者 は いち お う 死 を まぬがれ る と いわ れ て 
いる 。 た だ し 自分 の 腐敗 し て ゆく 遺体 に 永遠 
に 住 せ こと に な る 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 キ ング スポ ー ト 、 外 な る 神 
ロス “The Kingsport CulY' 


ト ォ ー ク 山 脈 (スロ ク 山 販 ) 
Thok, Peaks of (also Throk) 

地球 の ドリ ー ム ラン ド の 地下 世界 に ある 山 
脈 。 山 脈 は 花岡 岩 で 出来 て お り 、 生 物 は まっ 
た くい な い 。 山 脈 を 見 て その 様子 を 語っ た 夢 
見 る 人 は 、 ほ と ん どい な い 。 

[Throk が より 一 般 的 に 使用 され て いる が 、 
「Thok」 が 、 ラ ヴ ク ラ フト の 詩 と 校訂 版 で 使 
われ て いる 。] 
ー ソ グ と ソ ク 、 ド リー ムラ ンド 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」、「 夢 見 る 者 に 」(O) 





トー ト = テ アモ ン 
Thoth-Amon (also Thoth-Ammon) [thauth- 
AHLmonl 

コナ ン の 時 代 に ハイ ボリ ア の 国々 で 恐れ ら 
れ た 、 ス ティ ギア の セト 大 神官 に し て 偉大 な 
力 を 持つ 魔術 師 。 ク テス フォ ン 王 は 彼 に 、 す 
ば らし い 名 誉 を 与え 、 国 で 最も 高い 地位 に 彼 
を 登用 し た 。 ほ か の 宮 臣 に 完全 に 受け 入れ ら 





れ た わけ で は な か っ た が 、 ト ー ト テア モン は 
魔法 と セト の 環 の 力 に よっ て 容赦 な く 権 力 を 
握っ て いっ た 。 


トー トニ アモ ン の 物語 は ほん の わずか し か 
伝わっ て いな い 。 噂 に よれ ば 、 ト ー ト ニテ アモ 
ン は 彼 の 生涯 の 中 で 一 度 セ モト の 環 を 和 失い 、 北 
方 の 無法 者 の 奴隷 と な っ た と いう が 、 こ れ が 
本 当 だ と し て も 、 そ れ に つい て 話す ほど の 勇 
気 の あ る 者 は ほとん どい な か っ た 。 別 の 機会 
に は 、 彼 は ジン ガラ 王国 を 支配 する 一 歩 手前 
まで いっ た が 、 コ ナン に よっ て 阻止 され た 。 
彼 の 力 と 名 声 に も か か わら ず 、 彼 の 功績 や 死 
な ど 、 ほ か の こと は 何 も 知 られ て いな い 。 

現代 の 研究 者 に と っ て 、 ト ー ト テア モン は 
『 ト ー ト の 書 』( あ る い は な 巻物) の 作者 と し て 
有名 で ある 。 

っ ー コ ブラ の 王冠 、 
『 ト ー ト の 書 』 
悦 カー ター & デミ キャ ンプ 『 コ ナン と 毒蛇 の 
王冠 』) ティ アニ ー 「The Ring of Set」 : ハ ワ ー 
ド 『 征 服 王 コナ ン 』、「 不 死 鳥 の 剣 」(O) 











ステ ィ ギ ア 、 セ ト の 環 、 
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『「 ト ー ト = テア モン の 巻物 ]」 一 『 ト ー ト の 書 』 
Scroll of Thoth - Ammon 


トー トニ = テア モン の 指輪 セト の 環 
Ring of Thoth - Ammon 


『 ト ー ト の 書 」(「 トー トニ アモ ン の 巻物 ]) 
Book of Thoth (or Scroll of Thoth-Ammon) 
トー ト に よっ て 書か れ た と 推定 され る 本 。 

トー ト は エジプト の 知恵 と 魔法 の 神 で 、 オ カ 
ルト に 関す る 何 千 冊 も の 本 を 書い た と 言わ れ 
て いる 。 現在 の 学会 で は 、 ト ー ト = テア モン ( 強 
力 な ステ ィ ギ ア の 魔術 師 で あり 、 セ ト の 神官 ) 
が 実際 の 作者 で あっ た と し て いる 。 ハ イボ リ 
ア 大 陸 の 破壊 の の ち 、『 ト ー ト の 書 』」 は アレ キ 
サン ドリ ア に あっ た 神殿 の エジプト 人 の 大 神 
官 に よっ て 保存 され た 。 ロ ー マ 和 皇帝 カリ ギュ 
ラ は 自身 の 実験 の た め に エジプト か ら こ の 本 
を 奪っ た が 、 本 は 彼 の 死 の すぐ 前 に 破壊 され 
た 。 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド が も う 1 冊 を 
持っ て いて 、 そ れ を 熟読 し た こと が 知ら れ て 
いる 。 ほ か に も 複数 の 『 ト ー ト の 書 』 が チ ベ ッ 
ト の 修道 院 に 存在 する か も し れ な い が 、 長 年 
に わた り 部 外 者 は 誰 も 本 を 見 て いな い 。 

『 ト ー ト の 書 』 が 言及 し て いる の は タウ ィ 
ル ・ ア トニ テウ ムル と し て 知ら れる 存在 、 そ し 
て グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン お よび ハイ ボリ 
ア の 歴史 で ある 。 ま た 、( 一 時 的 な ) 生 を 死 
者 に 与え る 呪文 、 膨 大 な 天文 学 デ ー タ 、 お よ 
び 人 類 創 生 の 秘密 が 含ま れ て いる 。『 ト ー ト 
の 書 』 の 第 三 巻 は 「 門 」 を 開く こと に つい て 
扱っ て いる か も し れ な い 。 

[トー ト が 書い た と 言わ れ て いる 多く の 本 が 
残っ て いる が 、『 ト ー ト の 書 』 と 特に 呼ば れ 
る も の は な い 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 小説 で は 実在 
する テキ スト だ が 、 多 く の オ カル ティ スト は 
タロ ッ ト カ ー ド の 別名 を 指す 言葉 と し て 使用 
する 。 ク トッ ゥ ルフ 神話 で の 『 ト ー ト の 書 』 を 、 
タロ ッ ト に 関す る アレ イス ター・ ク ロウ リー 
の 同名 の 論文 と 混同 し て は な ら な い 。] 

















ー ウ ムル ・ ア トニ タウ ィ ル 、 ト ー ト = テア モン 
グラ ス ビ ー 「The Dweller Beyond the Gate」 : 
ティ アニ ー「The Ring of Set」、「The Scroll of 
Thoth」、「The Soul of Kephri」、「The Winds of 
Zarr」 : E. プラ イス 「 幻 影 の 王 」(O) : ブラ ヴァ 
ツキ ー『 シ ー ク レッ ト ・ ド クト リン 』: ラヴ ク 
ラフ ト & E. プライス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 


ドー= テ フナ の 呪文 
Dho-Hna Formula [DOE-ahn-NAHI 

ーー つ の 磁極 に 内 な る 都市 や 、 時 空 の か な た 
に ある 究極 の 湾 な どの 場所 を 見 る こと が で き 
る 呪文 、 ド ー の 呪文 を 反復 すれ ば 、 呪 文 を 唱 
えた 者 は 希望 する 場所 を 見 る こと が で きる 
(ティ ンダ ロス の 猟犬 の 注意 を 引く 危険 は な 
い )。 そ し て 、 フ ナ の 呪文 は 唱え た 者 に 見 え 
た 場所 に 移動 する 力 を 与え る 。 フ ナ の 呪文 が 
正常 に 働か な いこ と も あり 、 こ の 呪文 は グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 復活 する と き に の 
み 正 常に 働く と いう こと も 考え られ る 。 
ーー 磁極 に 内 な る 都市 
カー ター 「The Book of the Gates」: ヘ イ 『 魔 
道 書 ネ クロ ノミ コン 』: ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ 
チ の 怪 」(O) 


ドー ル 
Dbholes (also Doel or Dhol or Dol) ld'HOEL] 
1) 巨大 な 白い 期 虫 に 似 た クリ ー チ ャ ー。 端 
の 一 方 に 空洞 が 開い て お り 、 口 と し て 機能 す 
る 。 ド ー ル は この 空洞 か ら 狙 っ た 標的 を 包み 
込む 大 量 の 粘液 状 の 嘩 を 吐く こと が で きる 。 
ドー ル が 豪華 客船 より も 大 きい と 記述 され て 
いる こと も ある が 、 豚 の よう な 上 鼻 を 持つ 、 ず っ 
と 小さ な も の が 報告 され る こと も ある 。 小 さ 
いも の は 、 非 常に 若い ドー ル で 、 非 常に 急速 
に その 両親 の 大 き さ に まで 成長 する 。 

ドー ル に は 通常 ナス の 谷 で し か 章 遇 し な い 
が 、 ド リー ムラ ンド の 地下 世界 に ある 納骨 堂 
で も 見 られ る か も し れ な い 。 ほ か の 世界 で 生 
活 し て いる こと が 報告 され る こと も ある が 、 
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彼ら は そこ が 居住 に 適さ な く な る まで トン ネ 
ル を 掘り 続け て し まう 。 こ うし て 彼ら は ヤ 
ディ ス な どの 多く の 世界 を 破壊 し て きた 。 こ 
れ ら の 存在 が 世界 間 を どう 移動 する の か は 、 
不明 で ある 。 あ る も の は 、 ド ー ル は ブ ホ ー ル 
と 呼ば れる ドリ ー ム ラン ド の 生き 物 の 落し 子 
で 、 プ ホー ル は 自分 の 子供 を 虫食い 穴 を 通し 
て ほか の 場所 に 送る の だ と 言う 。 

『 エ イボ ン の 書 』 の 古い 版 に は 、 地 球 へ ドー 
ル を 呼び 出す 式 文 が 載っ て いた 。 幸 いな こと 
に 、 こ の 儀式 を 収録 し た 最後 の 版 は エジプト 
版 で 、 す べ て が 和 失わ れ て いる 。 

また 、 ド ー ル に は 夢 や さま ざま な 化身 を 
使っ て 逃げ る 者 を 追い か ける 能力 が ある と 言 
われ て いる が 、 誰 も この 上 獣 が どの よう に その 
力 を 使用 する の か を 知ら な い 。 ま た 、 ド ー ル 
は シュ ブ = テ ニ グ ラス の 従者 か も し れ な い 。 
[これ は 疑い な く ク トゥ ルフ 神話 研究 で 最も 
紛らわしい 問題 の 一 つ で ある 。 マ ッ ケ ン は 「 白 
魔 」 と いう 作品 で 「D6ls」 に 少し 触れ た 。 

お そら く こ れ に 触発 され て 、 ラ ヴ ク ラ フト 
は 『 ド ー ル (Dhol) 讃歌 』 と 呼ば れる 魔道 
書 を 創作 し た 。 彼 の 友人 フラ ンク ・ ロ ング が 
自分 の 作品 の 中 で 「Doels」 と いう クリ ー 
チャ ー を 創作 し た と き (も し か し た ら や は り 
マッ ケン に 触発 され た の か も し れ な い )、 ラ 
ヴ ク ラ フト は 「 閣 に 路 く も の 」 で それ に つい 
て 暗示 し た 。 し か し 、 こ れ ら の いずれ も クト ッ ゥ 
ルフ 神話 ファ ン が 親しん で いる 明 虫 の よう な 
存在 で は な い の で ある 。 ラ ヴ ク ラ フト は 「 未 
知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 で 、 そ の 存在 を 
「 ブ ホー ル (bholes)」 と し た 。 オ ー ガ スト ・ 
ダー レス は これ を 「 ド ー ル (dholes)」 と 誤 
読 し 、 ク トゥ ルフ 神話 作家 は それ 以来 不正 人 確 
な 綴り を 使っ て 自分 の 作品 に 取り 入れ て いっ 
た 。S. T. ヨシ は 校 計 版 で 「bholes」 と いう 
綴り を 復活 させ た が 、 そ れ は また 新しい 問題 
を 生じ る (「 ブ ホー ル 」 の 項 を 参照 の こと )。] 
ー『 エ イボ ン の 書 』、 シ ュ ブ テニ グラ ス 、 ズ 
カウ バ 、『 ド ー ル 讃歌 』、 ド リー ムラ ンド 、 ナ 





ス の 谷 、 メ ヌメ グ ニ ソ ス 、 ブ ホー ル 、 ヤ ディ ス 
アニ オロ フス キー ほか 『The Art of Playing 
Mythos』: カー ター 「Dreams in the House of 
Weir」: ハー バー“ 時 の 砂 ") ハ ザ リ ー“The 
Lambton Worm' : ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 
神話 図説 』: マッ ケン 「 白 魔 」(0) : ラヴ クラ 
フト & E. プライス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 

2) ドー ル (Dhol) と 呼ば れる 別 の 種類 の ク 
リー チャ ー が いる 。 こ れ は 体 か ら 毒 を 分 泌 す 
る こと が で きる 黒く 、 四 脚 の 動物 で ある 。 し 
か し 、 通 常 ド ー ル は 仕事 を させ る た め に 家斉 
や 、 と き に は 人 間 に さ えと りつ く こ と が で き 
る 。 ド ー ル に と りつ か れ た 生き 物 は 、 非 常に 
英 係 心 が 強 く な り 、 し ば し ば は っ きり し た 理 
由 も な く ほ か の 生物 を 攻撃 し た り 、 殺 し た り 
する 。 毒 の つい た か ぎ 爪 で ひっ か いた り 、 噛 
みつ き さ え する か も し れ な い 。 ド ー ル は 望め 
ば いつ で も 、 一 つの と りつ いた 肉体 か ら ほ か 
の 肉体 へ 移る こと が で き 、 元 の 宿主 は 死ぬ 。 
この 種類 の ドー ル は 、 ウ ェ ー ル ズ の 伝説 の 小 
さい 人 々 と 関係 が ある か も し れず 、 そ の 最も 
重要 な 儀式 で 何 か 役 割 を 果たす と 信じ られ て 
いる 。 

ー 『 緑 の 書 』 

クラ イン 『The Ceremonies』: マッ ケン 「 白 
魔 」(O) 





























「 ド ー ル 讃歌 ] 
Dhol Chants 
1) レン 高原 で 作ら れ た 本 。 中 国語 で 書か れ 
た 1 冊 が 1650 年 に 秘密 の 場所 に ある アジ ア 
の 修道 院 で 発見 され た 。 そ の 後 英語 版 も 数 世 
現れ て いる 。 形 面 上 学 の 研究 に より 、 こ の 写 
本 と 「 ド ー ル 」 と し て 知ら れる 存在 と の 関連 
が 立証 され た が 、 ド ー ル が どん な 方 法 で 文書 
に 影響 を 与え た の か は 不明 な まま で ある 。 ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 が 『 ド ー ル 讃歌 』 を 1 冊 
所 蔵 し て いる 。 

この 本 に は 555 の 異な る 「 讃 歌 」 が 収録 
され て いる (讃歌 は 用 想 を も た ら す も の で は 
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な い )。 こ れ ら に は 、「 青 い 輝 き 」( そ れ が 何 
で ある か は 不明 で ある ) を 呼び 出す も の 、 精 
霊 に 命令 よる も の な ど が ある 。 も っ と も 、 有 
益 と 思わ れる 呪文 に 効果 が な いこ と も よく あ 
る の で 、 読 者 は 注意 し な けれ ば な ら な い 。 一 
方 、 復 讐 の 呪文 (同書 の 101 ~ 127 ペー ジ ) 
は 通常 呪文 を 唱え た 者 が 死ん だ あと に の み 効 
果 を 表す 。 

ー ド ー ル 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (アト ゥ )、『 フ 
サン の 謎 の 七 書 』、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 レ ン 
圏 ス タン リ イ 『FEx Libris Miskatonici』 : ヒー 
ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」(O) : マイ ヤー ス 「Yohk 
the Necromancer」 : ラム レイ 「Spaghetti」 

2) 第 1 次 世界 大 戦前 た 、 ハ イン リッ ヒ ・ ツ ィ 
ンマ ー マ ン が 同名 の ドイ ツ 語 の 本 を 書い た 。 
本 は 、 カ リブ 海 と 西アフリカ の 音楽 問 の 類似 
性 を 扱っ て いる が 、 こ れ ら の 伝統 音楽 の 中 か 
ら 多 く の 歌 を 紹介 し て いる 。 こ の 本 の 讃歌 は 
人 間 の 声 か 、 バ イオ リン の よう な フレ ッ ト の 
な い 弦 楽器 に よっ て 演奏 する こと が で きる 。 
金色 の アミ ュ レ ッ ト を 身 に 着け て 使用 する 
と 、 讃 柚 の 一 つ は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 化身 で 
ある アト ッ ゥ を 呼び 出す 。 ま た ほか の 讃歌 に は 、 
下級 の 精霊 を 呼び 出す こと が で きる も の も あ 
る 。 ツ ィ ン マ ー マ ン は 自分 の 作品 の 出典 に つ 
いて 書い て いな い が 、 オ リ ジ ナ ル の 『 ド ー ル 
讃歌 』 か ら 素 材 を 取り 入れ た か も し れ な い 。 
較 ハー バー “ 夜 の し じ ま " 





ドー ル 族 
Doels 

魔術 的 な 旅行 者 だ けが 訪問 で きる 暗黒 の 次 
元 に 棲む 小さ な 肉食 生物 。 し ば し ば ドー ル 
(dholes) と 混同 され る 。 
悦 ロ ング 「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」、『H.P 
Lovecraft Dreamer on the Nightside』 


時 の 時 計 
Time-Clock 
華麗 な 彫刻 が 施さ れ 、 槽 の 形 を し た グラ ン 





ド フ ァ ー ザ ー 時 計 に 類似 し た 異 界 の アー ティ 
ファ クト 。 文字 盤 を 4 本 の 針 が 無 作為 に 回 っ 
て いる よう に 見 える 。 時計 は 外部 の 動力 源 を 
いっ さい 必要 と せ ず 、 時 計 を 開け た 人 が 中 に 
見 た も の に 関し て は 、 噂 し か 存在 し な い 。 こ 
の 時 計 は ほか に も 多数 存在 する と 信じ られ て 
いる が 、 地 球 に ある の は 一 つの み で ある 。 

ヨ ギ ・ ヒ アマ ル ジ が 、 イ アン ニテ ホー の 上 異 界 
の 都市 か ら 時 の 時 計 (の ち に そう 呼ば れる よ 
うに な っ た ) を 持ち 帰っ た と み ら れ る 。 彼 は 
それ を 有名 な フラ ンス 人 神秘 主義 者 エ テ ィ エ 
ン ヌ デー ロー ラン ・ ド ・ マ リ ニ ー に 贈っ た 。 ド ・ 
マリ ニー は ニュ ー オ ー リ ンズ の 隠れ 家 に 時 計 
を 保管 し た 。 時 計 は そこ で 、 ラ ンド ルフ ・ カ ー 
ター が 生き て いる と いう 証拠 を 示し に きた 年 
配 の イン ド 人 、 チ ャ ンド ラプ トラ 師 の 失 中 に 
お いて 重要 な 役割 を 果たし た 。 ド ・ マ リ ニ ー 
の 死後 、 あ る 裕福 な フラ ンス 人 が 時 計 を 購入 
し た が 、 そ の 後 す ぐに 和 失 忠 し た 。 の ち に タイ 
タス ・ ク ロウ が イギリス の 古物 オー クシ ョ ン 
で それ を 購入 し た 。 時 計 は 長年 クロ ウ の 所 有 
物 で あっ た が 、1969 年 に 奇妙 な 暴風 が 襲っ 
た と き に 、 彼 と その 友人 アン リ = テ ローラ ン ・ 
ド ・ マ リ ニ ー と 共に 消え て し まっ た 。 

クロ ウ の 破壊 され た 荘園 で 発見 され た 覚書 
に よる と 、 時 計 は ほか の 場所 、 時 代 、 そ し て 
次 元 へ 行け る 門 お よび 乗り 物 と し て 機能 する 
と いう 。 使用 者 が 時 計 を 開け て 中 に 入れ ば 、 
すぐ に この 装置 の 輸送 の 能力 を 利用 で きる だ 
ろう 。 し か し 、 時 計 は 旧 き 神 の 道具 で あっ た 
よう で 、 誤 っ た 使い 方 を すれ ば 時 の 時 計 の カカ 
は か な り 危 険 で ある か も し れ な い 。 
ー カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 ク ロウ (タイ タ 
ス )、 チ ャ ンド ラプ トラ 師 、 ド ・ マ リ ニ ー ( ア 
ン リ テロ ー ラ ン )、 ド ・ マ リ ニ ー ( エ テ ィ エ 
ン ヌ テロ ー ラ ン ) 、 旧 き 神 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & E._ プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 
越え て 」(0) : ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』、「 下 ・ 
マリ ニー の 掛け 時 計 」、『The Clock of Dreams」、 
IThe Transition of Titus Crow』 


トク ル 
Tok' 1[TOEKC-ull 

トン ド と ユ ゴ ス で 、 不 死 を 与え る 処置 の 
部 と し て 使わ れる 金属 。 不 死 を 得る た め に は 、 
35 年 ご と に 脳 を 一 つの 体 か ら 別 の 体 に 移さ 
な けれ ば な ら な い が 、 そ の 処置 の 際 、 体 か ら 
体 へ 脳 を 移す 間 、 ト ルク で 出来 た 容器 の 中 に 
脳 を 保存 し て お か な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 
この 金属 が ほか の 儀式 的 な 用 途 に も 使用 され 
る と も 言わ れ て いる 。 こ の 鉱物 が 採れ る 最も 
近い 場所 は 惑星 ユ ゴ ス で ある 。 
ー ト ンド 、 ユ ゴス 
圏 キャンベル 「 暗 黒星 の 陥 」:P スミ ス 「The 
Return」 


「 姜 上 欄 の 黒き 書 」 

Black Book of The Skull 

昔 、 ク イー 出身 の 学者 、 ユ カッ ク ・ イ グ 
ラチ アン に よっ て 書か れ た 本 。『 購 骨 の 黒 の 
書 』 の 知ら れ て いる 最初 の 版 は ギリ シャ 語 で 
あっ た が 、 こ れ ら の ほとん どす べ て が 上 異端 審 
問 に よっ て 燃やさ れ た 。 そ の 後 、『 恒 骸 の 黒 
の 書 』」 は ラテ ン 語 に 翻訳 され た 。 し か し 翻訳 
者 が 何 か 所 か の 翻訳 を 拒 舎 し た の で 、 こ の 版 
は 不 完全 な も の と な っ た 。 

オカ ル テ ィ ス ト 、 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー 
が 1920 年 代 に 英訳 を 行ない 、 星 の 知恵 プレ 
ス に よっ て 出版 され た が 、 こ れ は いく つか の 
点 で わずか に 不正 確 で ちる 。 ギ リ シ ャ 語 版 の 
唯一 知ら れ て いる 写本 は カン ザ ス 州 アモ スト 
ン の ドウ ェ イ ン 大 学 に 保管 され て いる 。 そ し 
て ラテ ン 語 版 は ほ ミス カト ニッ ク 大 学 に ある だ 
ろう 。 

この 本 に は 作者 の 行なっ た オカ ルト 的 な 実 
験 の 説明 と 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 接 
触 す る こと へ の 和光 告 が 書か ん て いる 。 ま た 、 
オス イェ グ お よび ク ヤ ー ゲ ン と いう 存在 に つ 
いて 論じ られ て いる 。 
ーー ミス カト ニッ ク 大 学 
ディ ヴィ ー「Huitloxopetl XI: The Ripening 





ドー ル 疾 て 『 ド ジア ン の 書 』 e IS? e 


of Huitloxopel」: バー ナム 「Huitloxopetl VE 
Lieutenant August Investigates」、「Imvocation」 
(O)、「The Seven Cities of Gold」 


「 ド ジア ン の 書 」(「 ドジ アン の スタ ン ザ J) 
The Book of Dzyan (also the Stanzas of 
Dzyan) [IdZHAHN] 

高位 の 霊 的 プレ ー ン に 存在 する 古代 の 知識 
の 本 。 霊 感 の 強い 旅行 者 が それ を 見 つけ る こ 
と が で きる 。 伝承 に よる と 、 金 星 の 王 た ち が 、 
この 本 の は じ め の 6 章 を セン ザー ル 語 と と 
も に 人 間 に も た らし た と いう 。 人 間 は 感謝 し 、 
シャ ン バ ラ の 滅び た 都市 に 本 を 保存 し た 。 本 
は 、 の ち に 中 国語 に 翻訳 され て 広まっ た が 、 
今日 で は わずか な 部 数 し か 残っ て いな い 。 

595 年 に 交易 商 が 中 国 の 洞窟 で 、 い まま で 
知ら れ て いる 中 で は 最も 古い 1 部 を 発見 し 
た 。 そ れ は 洞窟 か ら イ ギリ ス の ウォ ー ビ ィ 博 
物 館 へ 運ば れ た 。 ほ か に は ニュ ー ヨ ー ク の コ 
ラジ ン 近 く の ヴ ァ ン ・ デ ル ・ ハ イル 邸 と プロ 
ヴィ デン ス の 星 の 智 恵 派 教会 に こち ある 。 こ の 
本 は 、 中 国語 、 サ ンス クリ ッ ト 語 、 そ し て 『 ガ ー 
ルン 断章 と 『 サ セッ クス 断章 』 の 中 の も の 
に 似 た 文字 で 書か れん て お り 、 ゴ ー ド ン ・ ウ ォ ー 
ムズ リー が 両方 の 本 を 解読 する 手がかり と 
な っ た 。 

[『 下 ジア ァ ン の 書 』 は も と も と 、 神 智学 者 へ 
レナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー の 作品 で 紹介 され た 。 
彼女 は 、 自 書 『 シ ー ク レッ ト ・ ド クト リン 』 
で 彼女 の 精神 の 導き 手 が ど の よう に し て 幻視 
で 本 の 内 容 を 彼女 に 示し た か を 語り 、 彼 女 は 
か な り に わた っ て それ を 引用 し て いる 。 彼女 
に よる と 、『 ド ジア ン の 書 』 は キ ウ ー チ の 35 
巻 の 難解 な 論評 の 最初 の 15 巻 だ と いう 。 こ 
の 本 は シュ ロ の 葉 に アト ラン ティ ス の セン 
ザー ル 語 で 書か れん て お り 、 ブ プラ ヴァ ツキ ー の 
精神 の 導き 手 が 彼 女 の た め に 翻訳 し た と い 
う 。 し か し の ち に 研究 者 た ち は 、 彼 女 の 文章 
に イン ド の 『 リ グ = テ ベー ダ 』 と 類似 が 見 られ 
る こと に 注目 し た 。 ラ ヴ ク ラ フト は 生涯 ブラ 
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ヴァ ツキ ー の 作品 に 接し た こと は な く 、 彼 が 
本 を 記述 する の に 使っ た 主 な 情報 源 は 、 友 人 
の BEB. ホ フ マ ン ・ プ ライ ス の 正統 で は な い 解 
説 で あっ た 。 ブ ラヴ ァ ツ キー の 言葉 「 ド ジア 
ン 」( 彼 女 は 「 ゾ ン 」 と 発音 する ) が 何 に 由 
来 す る か は 定か で は な い 。「 ド ジア ン 」 は 神 
秘 的 な 風 想 を 表す サン スク リッ ト 語 に 由来 し 
て いる よう で も ある 。 ケ ネス ・ グ ラン ト は 日 
本 の 「 禅 」 と 同じ 意味 だ と 主張 する が 、 そ の 
情報 源 は 不明 で ある 。] 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、『 グ ハー ン 断 章 』、『 ド ジ 
アン の 書 の 研究 』、 フ ィ ー リ ー (ジョ アキ ム ) 
グラ ント 『 魔 術 の 復活 』: スタ ン リ イ 『Fx 
Libris Miskatonici』, ハー バー“ ク トッ ゥ ルフ 神 
話 TRPGC キー パー コン パニ オン " : ブラ ヴァ ツ 
キー『 シ ー ク レッ ト ・ ド クト リン 』: ラヴ クラ 
フト 「 痢 を さま よう も の 」、「Selected Letters 

















土星 ー サ イク ラノ ーシュ 


Saturn 


ド ・ ノ ー ル 、 ガ スパ ー ル 
Du Nord, Gaspard 

13 世紀 に アヴェ ロワ ー ニ ュ ( 今 の フラ ン 
ス の 一 部 ) に 住ん で いた 魔術 師 。 か な り 裕 福 
な 家庭 に 生ま れ た ド ・ ノ ー ル は 魔術 を 研究 し 
て 父親 の 不 興 を か っ た 。 彼 は 魔術 師 ナ テー ル 
の 下 で 一 年 間 研 究 し た が 、 結 局 ナ テー ル の 不 
快 な 行為 の た め 主 人 か ら 去 っ た 。 そ し て 、 彼 
は ヴィ ヨン ヌ で 暮らす よう に な り 、 そ こ て で 実 
験 を 続け て いた 。1232 年 に 、 ド ・ ノ ー ル は 
ナ テ ー ル の 最も 強力 な 魔術 の 一 つ を 解く こと 
に よっ て ヴィ ヨン ヌ に 大 き な 貢 献 を し た 。 こ 
れ に よっ て ド ・ ノ ー ル は 、 教 会 に よる 迫害 か 
ら も 免除 され 、 死 ぬ ま で ヴィ ヨン ヌ で 平穏 に 














IV」(O): ラ ムリ ー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」 








『「 ド ジア ン の 書 の 研究 」 
A Study of the Book of Dzyan 

1930 年 ご ろ に 出版 され た 、 ブ ラヴ ァ ツ キー 
夫人 の 有名 な テキ スト を 扱っ つっ た ジョ アキ ム ・ 
フィ ー リ ー の 本 。 
ー『 ド ジア ン の 書 』、 フ ィ ー リ ー (ジョ アキ ム ) 
較 ハ バーバー“ クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
he 0 が key と 2 


『「 ド ジア ン の スタ ン ザ 」 一 『 ド ジア ン の 書 』 
Stanzas of Dzyan 


『 ト スカ ナ の 儀式 」 
Tuscan Rituals 

ロー マ の 歴史 家 プ リ ニ ウ ス に よれ ば 、 ス ム 
マヌ ス へ の 儀式 の 情報 を 含む 本 。 こ の 本 は お 
そら く イ タリ ア の トス カナ 州 に 由来 する も の 
だ ろう 。 本 は 1 部 が 大 英博 物 館 で 見 る こと 
が で きる か も し れ な い 。 
ー ス ム マ ヌス 
ラム レイ 「WhHat Dark Cod?」 





暮らす こと が で きた 。 

ガス パー ル ・ ド ・ ノ ー ル の 最も 知ら れ て い 
る 業績 は 、1240 年 ご ろ 『 エ イボ ン の 書 』 を 
ギリ シャ 語 か ら フ ラン ス 語 に 翻訳 し た こと で 
ある ( 知 訳 が 12 世紀 に 行なわ れ た と いう 説 
も ある が 、 こ れ は 私 た ち が 知 っ て いる ド ・ ノ ー 
ル の 年 齢 か ら は 不可 能 で ある )。 ド ・ ノ ー ル 
が どこ で ギリ シャ 語 版 を 手 に 入れ た の か 、 ま 
た な ぜ 彼 が それ を 翻訳 する こと に し た の か は 
誰 に も わか ら な い 。 
ー ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 、『 エ イボ ン の 書 』、『 エ 
イボ ン の 書 選 集 』 
圏 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : C. A. 
スミ ス 「 イ ルー ニュ の 巨人 」(O)、「 ウ ボテ サ 
スラ 」: ラヴ クラ フト 『Selected Letters V』 


ド ・ マ リ ニ ー、 ア ン リ = ロー ラ 

年 一?) 

De Marigny, HenriLaurent 
エティエンヌ テニ ロー ラン ・ ド ・ マ リ ニ ー の 
息子 で 、 有 名 な 天性 の オカ ル テ ィ ス ト 。 
1930 年 代 後半 、 ア ン リ が まだ 少年 の と き に 、 

父親 に よっ て イギリス に 行か され た 。 そ こ で 
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『 ド ジア ン の 書 の 研究 』 て ド ・ マ リ ニ ー、 


の ち に 世界 的 な 喝 来 と 悪名 を 楽し む 神 秘 家 、 
タイ タス ・ ク ロウ と 知り 合っ た 。 二 人 は 切っ 
て も 切れ な い 関 係 と な り 、 ド ・ マ リ ニ ー は し 
ば し ば クロ ウ の オカ ルト の 調査 に 同行 し た 。 

1960 年 代 に ド ・ マ リ ニ ー と クロ ウ は イ ギ 
リス で 起こ っ た クト ゥ ルフ 神話 的 恐怖 に 関す 
る ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション の 進行 
中 の 調査 に 巻き 込ま れる よう に な っ た 。 二 人 
は 、 ク トー ニア ン と その 和 準 属 に 対す る 戦い で 
主導 的 な 役割 を 担い 、 一 時 期 は ファ ウン デー 
ショ ン の イギリス 支部 の 代表 を 務め た 。 彼 ら 
の 行動 は 敵 の 注目 を 浴び 、1969 年 10 月 4 
日 に ド ・ マ リ ニ ー は レナ ー ズ ・ ウ ォ ー ク ・ ヒ ー 
ス に ある クロ ウ の 住居 で ある ブロ ウン 館 に 滞 
在 し て いた と き に 、 異 常 な 暴風 に よっ て 館 は 
破壊 され た 。 

廃寺 か ら は 彼 も クロ ウ も 見 つか ら な か っ 
た 。 や が て ド ・ マ リ ニ ー は 死ん だ も の と され 
た 。 そ し て 1979 年 9 月 4 日 、 テ ムズ 川 の 中 
の ブイ に 必死 で し が みつ く ア ン リ が 水夫 に 発 
見 され た 。 ア ン リ の 手足 は すべ て 骨折 し て お 
り 、 彼 に は この 十 年 を どう 過ごし た か の 記憶 
は な か っ た 。1980 年 3 月 11 日 に 、 ド ・ マ 
リ ニ ー は 再び 失 忠 し た 。 あ と に は ウィ ル マ ー 
ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション の 理事 で ある ウィ ン 
ゲー ト ・ ピ ー ス リー に 宛て た 長文 の 原稿 が 残 
され た が 、 そ の 内 容 は 組織 の メン バー に の み 
知ら れ て いる 。 
ー ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 ク 
ロウ (タイ タス )、 ド ・ マ リ ニ ー ( エ テ ィ エ ン 
ヌ ニ テロ ー ラ ン ) 、 時 の 時 計 、 ピ ー ス リー (ウィ 
ン ゲ ー ト )}) 
圏 ラ ムレ イ 『 地 を 容 つ 魔 』、「 ニ トク リス の 鏡 」 
(0O)、「 名 数 秘法 」、『The Transition of Titus 
Crow』 


ド ・ マ リ ニ ー、 エ ティ エン ヌー ニ ロ ー ラ ン 
De Marigny, Etienne-Laurent 

ニュ ー オ ー リ ンズ に 住む 神秘 家 で 東洋 古 器 
の 専門 家 で あり 、 著 作 『 タ ロッ ト 研 究 』 と 『 フ 
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サン の 謎 の 七 書 』 の 翻訳 で 知ら れる 。 ド ・ マ 
リ ニ ー 姓 は フラ ンス の 歴史 で は 有名 で 、 こ の 
一 族 で 最も 有名 な 一 員 と し て は アン ゲラ ン ・ 
ド ・ マ リ ニ ー (1315 年 に で っ ち 上 げ ら れ た 
魔女 容疑 で 処刑 され た 裁判 所 の 更 員 ) が いる 。 
一 族 が 地下 に 棲む 存在 の カル ト に 関連 し て い 
た と いう 未確認 の 噂 が 流れ て いた に も か か わ 
ら ず 、 ド ・ マ リ ニ ー の 名 は 名 高い 。 
エティエンヌ デー ニ ロ ー ラ ン ・ ド ・ マ リ ニ ー は 
ジェ ー ム ス ・ チ ャ ー チ ワー ド 、 イ グ ネ ー シ ア 
ス ・ ド ネリ ー、 お よび マー ガレ ッ ト ・ マ レー 
の よう な 人 物 と 友人 関係 に あっ た 。 彼 の 最も 
親しい 友人 は ラン ドル フ ・ カ ー タ ー で 、 彼 と 
は 第 1 次 世界 大 戦 の 際 、 フ ラン ス 外 人 部 隊 
で 出会っ た 。 二 人 の 友情 は バ ヨ ン ヌ の 町 の 地 
下 に あっ た トン ネル へ の 探検 の 際 に 、 確 固 た 
る も の に な っ た 。1928 年 の カー ター の 和 失 貴 
の の ち に 、 ド ・ マ リ ニ ー は 彼 の 地 所 の 管財 人 
に 任命 され た 。 そ し て カー ター の 地 所 を 分 配 
する た め に 行なわ れ た 会 合 で 起こ っ た 、 カ ー 
ター 家 の 弁 護 士 が 死亡 し 、 出 席 を 求め た ヒン 
ズー 教徒 の 神秘 家 が 次 を 消す と いう スキ ャ ン 
ダル に か か わる よう に な っ た 。 本 件 の 子 細 は 
まだ 不明 で ある 。 

その 後 、 ド ・ マ リ ニ ー は ニュ ー オ ー リ ンズ 
に 拠点 を 置く 魔術 の 達人 グル ー プ で ある 「 枢 
クラ ブ 」 に か か わる よう に な っ た 。 ク ラブ は 
創設 者 へ ヘン ライ カス ・ ヴ ァ ニ ング の 人 死後 すぐ 
に 解散 し た 。1940 年 に に 、 ボ スト ン の シル 
ヴァ ー・ キ ー・ プ レス が ド ・ マ リ ニ ー の 「『 フ 
サン の 謎 の 七 書 』 の 翻訳 を 出版 し た 。 彼 の 死 
の 正確 な 年 は 不明 だ が 、 夢 見 る 人 の 中 に は 、 
ド ・ マ リ ニ ー が 彼 の 終 訪 の の ち に イレ ク テ 
ヴァ ド の 都市 で 友人 ラン ドル フ ・ カ ー タ ー と 
再び 出会っ た と 言う 人 も いる 。 

ー イ アン = テ ホ ー、 カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 
チャ ンド ラプ トゥ ラ 師 、 時 の 時 計 、 ド ・ マ リ 
ニー (アン リ = テ ロー ラン )、 ド リー ムラ ンド 、 
『 フ サン の 謎 の 七 書 』 
圏 ウ ィ ン ク ル 「Typo」 : スタ ン リ イ 『Ex Libris 





188 





Miskatonicil : ブロ ッ ク 「 セ ベク の 秘密 」, ラ 
ヴ ク ラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え 
て 」(0) : ラム レイ 「 妖 明 の 王 ]、 ロ ッ ト ス テ 
イン 「The Summoning」 





トヨ グ 
Tyog 

ムー に あっ た ク ナ ア の 国 の シュ ブ = テ ニ グ ラ 
ス の 大 神官 。 彼 は ガタ ノ ソ ア と の 対決 に 際 し 、 
自分 を 防護 する 特別 な 巻物 を 作成 し た が 、 ガ 
タ ノ ソ ア の 神官 は 別 の 巻物 と すり 替え て し 
まっ た 。 こ の 結果 、 ト ヨ グ は 好ま し か ら ぬ 運 
命 に 見 舞 わ れ た 。 
ー ガ タ ノ ソ ア 、 シ ュ ブ = ニニ グラ ス 、 ム ー 
悦 ヒー ルド 「 永 苑 よ り 」 


ド ・ ラ ・ ポ ー ア (デラ ポー ア )、 トーマス 
(1855 年 ご ろ て ? ) 

De la Poer (also Delapore) , Thomas 

1923 年 に 狂気 に 陥っ た ニュ ー イ ング ラン 
ド の 実業 家 。 ド ・ ラ ・ ポ ー ア の 家系 は イグ ザ 
ム で 最も 悪名 高い も の の 一 つ で あり 、 こ の 地 
域 の 多く の 言い 伝え が その 残酷 さ を 物語 る 。 
何 世 紀 も 続く 恐怖 の の ち 、 ウ ォ ル ター・ ド ・ 
ラ ・ ポ ー ア は ほか の 家族 を すべ て 殺害 し 、 
ヴァ ー ジ ニア に 逃走 し た 。 そ こ で の ち に トー 
マス が 生ま れ た 。 

南北 戦争 の と き に 北 軍 が カー ファ ックス の 
デラ ポー ア の 家 を 燃やし 、 ト ー マ ス は マサ 
チュ ー セ ッ ツ で 成長 し た 。 彼 の 息子 アル フ 
レッ ド は 第 1 次 世界 大 戦 に よっ て 重傷 を 負 
い 、1921 年 に 死ん だ 。 その後 トー マス は 、 
彼 の 祖先 の 館 の 跡 で も っ た イグ ザム 修道 院 を 
再建 し 、 そ こ へ 引っ 越す こと に し た 。 

1923 年 に 、 ド ・ ラ ・ ポ ー ア ( 彼 は 祖先 と 
同じ 苗字 の 綴り を 使う こと に し た ) は 修道 院 
の 地下 で 新た に 発見 され た 地下 室 を 調査 し て 
いる と き に 狂気 に 駆 ら れ 、 殺 人 を 犯し て 監禁 
され た 。 

ー イ グ ザ ム 








悦 R. プラ イス 「Exham Priory」、 ラ ヴ ク ラ フト 
「 壁 の な か の 詠 」(O) 


ドリ ー ム ラン ド 
Dreamlands 

個人 の 夢 を 通し て 行く こと が で きる 別 次 
元 。 若 いこ ろ は 、 ほ と ん どの 人 々 が ドリ ー ム 
ラン ド に 自由 に 行く こと が で きる が 、 成 人 期 
が 近づく に つれ 、 こ の 通路 は ほとん どの 夢見 
る 人 に 対し 閉ざさ れる 。 あ る 種 の 麻酔 剤 を 使 
用 し た り 、 あ る い は た だ 自分 の 夢 を 追求 し た 
りす る こと に よっ て 、 ほ ん の わずか な 大 人 だ 
けが 再び この 土地 に 入る こと が で きる 。 ド 
リー ムラ ンド と 覚醒 の 世界 の 間 に は いく つか 
の 物理 的 な 入り 口 が 存在 し て いる が 、 こ れ ら 
の 通路 は わずか で あり 、 ど ちら の 世界 で も 危 
険 な 場所 に ある こと も 多い 。 

ドリ ー ム ラン ド へ の 旅 は 通常 、 夢 見 る 人 が 
炎 の 洞窟 に 至る 「 浅 き 眠 り の 七 十 段 の 階段 」 
を 下る こと か ら 始 まる 。 下 り た と ころ で は 高 
位 の 神官 で ある ナシ ュ ト と カマ ン = テ ター に 出 
会 うだ ろう 。 こ の 二 人 の 神官 が 、 夢 見 る 人 が 
ふさ わし いこ と を 認め れ ば 、 彼 ら は 魔法 の 森 
へ 向かう 「 深 き 眠 り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 」 
を 下り る こと が で きる 。 こ の 森 の 危険 を 避け 
る こと が で きれ ば 、 夢 見 る 人 は 自由 に 夢 の 国 
を 移動 で きる 。 

覚醒 の 世界 の 住人 は 、 ド リー ムラ ンド で は 
最も 偉大 な 英雄 で ある 。 そ うし た 個人 は 自分 
の 夢 で 都市 全体 を 創造 する こと も で きる 。 そ 
し て 、 覚 醒 の 世界 で 彼ら が 死な ば 、 そ の 多く 
は ドリ ー ム ラン ド で 暮らす よう に な る 。 こ の 
次 元 で 最も 有名 な 人 物 に は 、 セ レフ ァ イ ス の 
永遠 の 都市 を 夢見 た クラ ネス 王 や 、 ニ ュー 
オー リン ズ の 神秘 学者 エティエンヌ ニー ロー ラ 
ン ・ ド ・ マ リ ニ ー、 そ し て ラン ドル フ ・ カ ー 
ター が いる 。 カーター は 未知 な る カ ダ ス の 神 
の 棲み か へ 探索 に 向かい 、 そ れ は ドリ ー ム ラ 
ンド で 最大 級 の 伝説 の 一 つ で ある 。 

通常 、「 ド リー ムラ ンド 」 と いう 名 は 人 間 
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に よっ て 訪問 され た 次 元 に の み 適 用 され る 
が 、 ほ か の ドリ ー ム ラン ド も $ 存 在 し て いる 。 
土星 、 木 星 、 お よび 冥王 星 の よ うな 世界 に は 
それ ぞ れ 夢 を 反映 し た 世界 が ある 。 こ れ ら の 
世界 に は それ ぞ れ の 本 星 の 住 人 が 訪れ る 。 経 
験 豊か な 夢見 る 人 は 地球 の ドリ ー ム ラン ド か 
ら こ れ ら の 世界 に 行く こと が で きる が 、 そ の 
よう な 訪問 は 用 意 が で き て いて いな い 旅 行者 
に と っ て か な り 危 険 か も し れ な い 。 

クト ゥ ルフ や ほか の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の ドリ ー ム ラン ド へ の 影響 は 最小 限 に と 
ど ま っ て いる 。 し か し 、 こ れ ら の 存在 は この 
世界 に 何ら か の 力 を 持っ て いる 。 ク トゥ ルフ 
神話 の すべ て の 神格 の 中 で も ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ は 、 こ の 世界 で 最も 多く の 力 を 維持 し て い 
る 。 ド リー ムラ ンド の 主 な 神 は 、 地 球 の 神 、 
また は 大 いな る も の で ある 。 大 いな る も の は 
死す べき 者 に よっ て た や すく 打ち 負 か さ れ た 
り 、 裏 を か か れ た りす る 弱い 存在 だ が 、 人 間 
の 事件 に 顔 を 出す こと も し ば し ば で ある 。 こ 
れ ら の 神 は ドリ ー ム ラン ド で 最も 高い 頂 の 上 
で 踊る 習 慣 が あっ た が 、 神 の 愛し た 山々 に 人 
間 が 登り 始め る と 、 凍 て つく 荒野 の カ ダ ス に 
ある 棲み か に 引き こも っ て し まい 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ の 支配 を も た らし た 。 ラ ンド ルフ ・ 
カー ター だ けが か つて カ ダ ス に 昇り 、 彼 の 旅 
は 大 いな る 人 災厄 に 満ち て いた 。 

[ラヴ クラ フト の 後期 の 作品 の 多く が 「 ド 
リー ムラ ンド 」 を 舞台 に し て いる と いわ れる 
こと に 注意 。 そ れ ら に は 「 サ ルナ ス の 滅亡 」 
の よう な ドリ ー ム ラン ド の 遠い 過去 を 設定 に 
し た も の も ある 。 何 人 か の 作家 、 特 に ラム レ 
イ は 覚醒 の 世界 で の 初期 作品 に 出 て くる 場所 
を ドリ ー ム ラン ド に 置い て いる 。] 
ー ア ー ガ ル グ ・ リ ー オ ニス 、 浅 き 眠 り の 七 十 
段 の 階段 、 ア タル 、 異形 の 神 、 凍てつく 荒野 、 
凍てつく 荒野 の カ ダ ス 、 イ ブ テ ツ トゥ ル 、 イ 
レク = ヴァ ド 、 イ ン ガ ノ ク 、 ウ ルター ル 、 エ 
ルト ン ( バ ザ ル )、 オ ウ ク ラ ノ ス 、 オ オス = 
ナル ガイ 、 オ ー ン 、 オ リア ブ 、 カ ー タ ー ( ラ 


ンド ルフ ) 、 ガ グ 、 ガ スト 、 カ ダテ ロン 、 カ トゥ 
リア 、 カ ラ カ ル 、 キ ラン 、 ク レ ド 、 ク ラ ネ ス 、 
コス 、 コ ス の 印 、 コ ス の 塔 、 サ ルコ マン ド 、 
サン ス 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 食 尼 史 、 ズ ー グ 、 ス 
カイ 河 、 ス ラン 、 セレ ネル 海 、 セ レフ アァ イス 、 
ゾ = テ カラ ー ル 、 ソ ナ = テ ニル 、 ダ イラ ステ リー 
ン 、 タ ナー ル 丘 陵 、 タ マッ シュ 、 地球 の 神々 、 
ト オ ー ク 山脈 て ドー ル 、 ド ・ マ リ ニ ー ( エ テ ィ 
エン ヌ テ ロー ラン )、 ナ シュ ト と カマ ン = テ 
ター、 ナ ス の 谷 、 ナ ステ ホル ター ス 、 南 海 、 
ニシ ィ ニ テニ ヴ アシ ュ 、 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ 、 ニル 、 
ヌ ト セテ カーム ブル 、 ノ ー デ ンス 、 ハ オン = テ 
ドル 、 ハ セグ 、 ハ セグ = テク ラ 山 、 バ ハル ナ 、 
パル グ の 森 、 バ ル ザ イ 、 ヒ ー ロ ー (デビ ッ ド )、 
フィ リッ プス (ウォ ー ド )、 ピ ッ ク マ ン ( リ 
チャ ー ド )、 深 き 眠 り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 、 
『 フ サン の 謎 の 七 書 」、 ブ ホー ル 、 フ ラニ ス 、 
旧 き 神 、 旧 き 印 、 ベ スム ー ラ 、 放 浪 者 エル ディ 
ン 、 ボ クル グ 、 魔 法 の 森 、 夢 の クリ スタ ライ 
ザー、 レ ー ス 、 レ リオ ン 山 、 レ ン 、 ロ ボン 、 
ロマ ー ル 

悦 マ イヤ ー ズ 「 妖 盟 の 館 」、「The Three 
Enchantments」: ラ ヴ ク ラ フト |「 セ レフ ァ イ ス 」 
(O)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」: ラム 
レイ 『The Clock of Dreams』 


『 ト ロー ン 石 板 】 
Trone Tables 
大 白色 空間 に 関す る 、 非 常に 難解 な 数 学 の 
方 程 式 の 一 式 。 
一 大 白色 空間 
コッ パー 「The Great White Space」 


トン ド 
Tond [TOND] 

われ われ の 太陽 を 回 っ つて いる と も 言わ れる 
が 、 ほ と ん どの 出典 で は バー ル ボ の 暗黒 星 と 
イフ ネ キ の 緑 の 星 を 公転 する 惑星 . ト ンド は 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 や 『 グ ラー キ の 黙示 録 』 な ど 
の 作品 で 言及 され て いる 。 こ の 惑星 に は ヤー 
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クダ オ が 住み 、 黒 い 石 と 青み が か っ た 金属 で 
奇妙 な 都市 を 造っ て いる 。 こ れ ら の 都市 の 一 
つ は デル ド の も の で 、 そ こ に は アザ トー ス の 
化身 が いる 。 

グラ ー キ は 地球 へ 来る 途中 で 、 し ば らく こ 
の 世界 で 時 間 を 過ごし た と 言わ れ て いる 。 人 
間 が トン ド を 観測 可能 な 唯一 の 方 法 は 、 夢 の 





クリ スタ ライ ザー を 使う こと で ある 。 





ー ア ザ ト ー ス 、 グ ラー キ 、『 グ ラー キ の 上 黙示 
録 」」 ダ オロ ス 、 夢 の クリ スタ ライ ザー 
悦 カ ー タ ー&C.A_ ス ミス 「Papyrus of the 
Dark Wisdom」 キャ ン ベ ル 「The Inhabitant 
of the Lake」(O0)、「A Madness from the 
Vaults」 





ナ ア カ ル 語 
Naacal [nah-KAHL]. 

失わ れ た ムー 大 陸 で 話さ れ て いた 言語 。 こ 
の 言語 は ハイ パー ボリ ア に 起源 を 持つ と 思わ 
れ 、 ム ー の 聖職 者 の 神聖 な 言語 と し て 使用 さ 
れ て いた 。 の ち に マヤ の 象形 文字 の 基礎 と も 
な っ た 。 ナ アカ ル 語 は 今 で は ヒマ ラ ヤ の 一 握 
り の ラマ 僧 だ けが 知っ て お り 、 俗 語 と 神聖 語 
(ある い は 「 聖 職 者 」 語 ) の 二 つ に 分 けら れる 。 
『 ポ ナ ペ 教典 」 と 『 ザ ン ッ ツー 石板 」 の オリ ジ 
ナル は ナ ア カ ル の 神聖 語 で 書か れ た 。 
[ジェ ー ム ズ ・ チ ャ ー チ ワー ド は 『 和 失わ れ た 
ムー 大 陸 』 で 最初 に ナ ア カ ル 語 に つい て 言及 
し た 。 チ ャ ー チ ワー ド に よれ ば 、 こ の 言語 で 
記さ れ た 石板 が イン ド (ある い は チベット ) 
の 寺院 に あり 、 ム ー の 歴史 が 書い て ある と い 
う 。 チ ャ ー チ ワー ド の 説 を 真剣 に 受け 止め た 
人 々 は ほん の わずか で あっ た が 、 ク トッ ゥ ルフ 








神話 の 作者 た ち は 幸 運 に も 、 こ の 言語 を 流用 
し 自分 た ちの 作品 に 取り 入れ る こと が で き 
た 。] 

ー ハ イ パ ー ボ リア 、『 ポ ナベ 教典 』J、 ムー、『 ザ 
ン ツ ーー 石板 』 
悦 カー ター 「 墳 墓 の 主 」: グラ ス ビ ー 「The Ring 
of the Hyades」:S ジョンソン ^A Resection of 
Time, Johnson': ヒー ルド 「 永 効 よ り 」: ラヴ ク 
ラフ ト & E. プ ライ ス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」(O) 





ナ ア ク ニテ ィ ト の 障壁 ( ナ ア ク ニテ ィ ト の 壁 ) 
Barrier of Naach-Tith (also Wall of Naach-Tith) 

イブ テツ トッ ゥ ル を 召喚 する と き 、 詠 唱 する 
者 の 「 精 神 を 封 還 する 」 呪 文 。、 ま た 、 了 邪悪 な 
力 か ら の 防御 、 あ る い は 封じ 込め に 使用 する 
大 き な 障 警 を 創り 出す の に 使用 で きる 。 こ の 
儀式 は 『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 で ほ 
の めか され る が 、 完 全 な バー ジョ ン は セラ エ 
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ノ の 図書 館 、 ま た は も し か し た ら 『 ダ ル シ ス 
の 第 四 の 書 』」 に し か な いか も し れ な い 。 
ー イ ブ テ ツ トウ ル 、『 ク ター ト ・ ア クア ディ 
ン ゲ ン 』、 セ ラ エ ノ 、 第 六 サ スラ ッ タ 

圏 ハー バー "セラ エ ノ の 大 ホー ル " : ラム レイ 
「 ダ イラ スニ = テリ ー ン の 災厄 」(0)、『The Clock 
of Dreams』、「The Horror at Oakdeene」 





ナイ アー ラ ト テ ッ プ ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
Nyarlathotep 


ナイ アル ラ ト ホ テッ プー ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
Nyarlathotep 


「 内 省 録 」 
Reflections 
イブ ン ・ ス カカ バ オ に よっ て 書か れ 、『 ネ 

クロ ノミ コン 』 で 言及 され て いる 本 。 現 存 す 
る 唯一 の も の は 大 英博 物 館 に 保管 され て い 
る 。 こ の 本 は 有名 な 一 文 、「 魔 術 師 の 横 た わ 
ら ぬ 町 は 幸い な る か な 、 魔 術 師 す べ て 灰 と 化 
せ し 夜 の 町 は 幸い な る か な 」 を 含ん で いる 。 
『 内 省 録 』」 に つい て われ われ が 知っ て いる ほ 
か の 情報 は 断片 的 だ が 、 そ の 中 に は スル グ オ 
湾 に 棲む 存在 の 記述 も ある 。 ま た 、 こ れ は ヨ 
グ ニ テニ ソ トー ス の 顔 を 描写 し た ジョ ゼ フ ・ カ ー 
ウィ ン の 手紙 で 言及 され た スカ カバ オ の 本 か 
も し れ な い 。 

[ラヴ クラ フト は 、 こ の 本 に 言及 し て いた が 
名 前 は 付け て いな か っ た 。 ラ ムレ イ が 書名 を 
提供 し た 。] 
ー イ ブン ・ ス カカ バ オ 、 カ ー ウ ィ ン (ジョ ゼ 
フ ) 、 ス ル グ オ 湾 、 ヨ グ = ニ ソト ー ス 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」: ラヴ クラ フ 
ト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ ウ ォ ー ド 事件 」、 
「 魔 宴 ]」(0 ?) : ラム レイ 『 地 を 人 容 つ 魔 』 








「 ナ イハ ー ゴ の 儀礼 」 
Nyhargo Code [nigh-HAR-goe] 
壁 に 再 と 緑 の チ ョ ー ク を 使っ て 書か な けれ 


ば な ら な い ア ラビ ア 文 字 。 そ の 力 と 用 途 は 不 
明 で ある 。 
悦 ラム レイ 「 盗 まれ た 眼 」 


ナイ ハー ゴ の 葬送 歌 
Nyhargo Dirge Inigh-HAR-goel 

『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』」 と 『 ダ ゴ 
ネン シス 写本 』」 に 記載 され た 典礼 歌 。 ゾ ン ビ 
な どの 物理 的 な 肉体 を 持つ リビン グ デ ッ ド を 
滅ぼす の に 使わ れる 。 
ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、『 ダ ゴネ 
ン シ ス 写本 』 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』: ハー 
バー“ ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パ 
ニオ ン " : ラム レイ 「 縛 り 首 の 木 」(O) 


ナオ タル バ 

Naotalba [Nau-TAHL-bah]. 

1) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』 に 登場 する の イー ティ 
ル の 大 神官 。 

2) 地球 の 隅 々 に まで グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン に 関す る 知識 を 広め る た め に セラ エ ノ の 
図書 館 か ら 「 記 録 の 守護 者 」 を 送っ た カル コ 
サ の 王 。 

ー イ ー テ ィ ル 、 カ ルコ サ 、 黄 衣 の 王 、 セ ラ エ ノ 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0): テ ィ ア ニー『House of the Toad』: ロ ス "Tel 
Me, Have You Seen the Yellow Sign" 


ナグ : 
Nug (or Nng) [INUHG] 

「 食 改 鬼 の 祖父 」 だ と も いわ れる クリ ー 
チャ ー。 し か し 実際 に は イェ ブ の 双子 の 上 兄弟 
で は な い だ ろ うか 。 

ー イ エ ブ 、 ナ グ と イエ ブ 、 ナ グ と イエ ブ の 
黒き 連 科 

カー ター& C.A スミ ス 「The Descent into 
the Abyss」 : ディ カス トロ 「 最 後 の 実験 」, ビ 
ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」 
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ナク グー ブ 
Naggoob Inah-GOOB] 
「 食 恨 時 の 父 」、 ニ ョ グ タ の 従者 頭 と し て 知 


られ て いる 人 物 。 彼 が すべ て の 食 恨 鬼 の 指導 
者 で ある と 主張 する 者 ちい る が 、 お そら く 彼 
は レン 高原 の 地下 に 棲ん で いる 小さ な 一 派 の 
代表 で ある よう に 思え る 。 ナ グー ブ が セイ レ 
ム で 魔女 集会 を 取り 仕切 っ た と も 信じ られ て 
いる 。 

ー 食 尼 史 、 ニ ョ グ タ 、 レ ン 

悦 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか "HP 
Lovecraft s Dreamlands*: カー ター「Zoth- 
Ommog」(O) 





ナグ と イェ ブ 
Nug and Yeb 

2 体 の 小さ な クト ゥ ルフ 神話 的 存在 。 本 当 
の 起源 と 意味 は 謎 の まま で ある 。 彼 ら は 、 シ ュ 
ブ テ ニ グラ ス と ヨ グ = テ ソ トー ス の 子供 で ある 
と 言わ れ て お り 、 無 性 の 分 裂 を 通し て 順に ク 
トゥ ルフ と ツァ トゥ グ ァ を 生ん だ (し か し な 
が ら 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ と の つなが り は 疑わ し い 。 
『 妖 精 の 書 』」 に は この グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の 系 図 を ある 程度 扱っ て いる が 、 そ こ に 
は ナグ と イェ ブ に つい て の 言及 は な いか ら で 
ある )。 他 方 で 、 ナ グ と イェ ブ が シュ ブ = テ ニ 
グラ ス と 名 状 し が た いも の ハス ター の 落し 子 
で ある と いう 者 も ちい る 。 こ れ ら の 存在 は よく 
一 緒 に 言及 され る の で 、 こ れ が も っ と も に 思 
える 。 

ナグ と イェ ブ は アイ レム 、 ム ー、 お よび ク 
ン ヤ ン で 共に 崇拝 され て いた 。 ア イレ ム に 
あっ た 彼ら の 神殿 に は 陰陽 の 象徴 が 掲げ られ 
て お り 、 彼 ら は ある 種 の 宇宙 的 二元論 を 表す 
の か も し れ な い 。 彼ら の 儀礼 は 特に 忌み 嫌 わ 
れ た と いわ れる 。 ま た 、 彼 ら は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の 復活 の た め に 地球 を 清め る 使命 
を 与え られ て お り 、 そ の 目的 を 達成 する た め 
こ 「 イ ェ ブ の 炉 」 と 「 ナ グ の た いま つ 」 と 呼 
ば れる 2 つの 装置 を 使用 する 。 





レン の 修道 士 の 秘密 の 教義 に よれ ば 、 ナ グ 
と イェ ブ が それ ぞ れ ロイ ガー と ツァ ー ル の 秘 
蜜 の 名 前 で あり 、 星 辰 が 正しい と き に は クル ー 
ルー (クト ゥ ルフ ) と ニャ ル ラ ト テ ッ プ と 呼 
ば れる の だ と いう 。 こ こ で は これ 以上 論じ な 
い が 、 い ち お う 報 告 し て お くべ き で あろ う 。 
ー ア イレ ム 、 イェ エ ブ 、 ク トウ ルフ 、 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ シン 、 ク シヤ ン 、 シュ ブ テ ニ グラ 
XX、。 ツジ アー ル 、 ツア トウ グ ァ 。 ナ グ 、 チ グ と 
イエ ブ の 黒き 連 裕 、 ハ スタ ー、 ム ー、 ヨ グ = 
ジーズ ス 、 レン 、 ロイ ガー 


カー ター 「Carcosa Story about Hali」 ( 断 
章 ): カー ター& R. プラ イス 「The Strange 
Doom of Enos Harker」 : デ ・ カ スト ロ 「 最 
後 の 実験 」(O) : ヒー ルド 「 永 郊 よ り 」: ビ 
ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」: マー レイ 「Black 
Fire」、「To Clear the Earthl」: ラヴ クラ フ 
ト 『Selected Letters II』、『Selected Letters 
IVJ 


ナグ と イエ ブ の 黒き 軍 簡 
Black Litanies of Nug and Yeb 

「 黒 い 火 」 へ の 言及 を 含む 、 双 子 の 存在 ナ 
グ と イェ ブ の た め の 上 崇拝 の 儀式 。 イ ェ ブ の 連 
裕 の 唯一 完全 な も の は 古代 の アイ レム の 壁 に 
書か れ て いた 。 ま た クン ヤン の 住民 が 両方 の 
儀礼 を 実践 する こと が 知ら れ て いる 。 
ー イ エ ブ 、 ア イレ ム 、 ナ グ 、 ナ グ と イエ ブ 
圏 ビ ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」(O) : マー レイ 「To 
Clear the Earth」 


嘆き も だ える も の 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 嘆 
きも だ える も の ) 
Wailing Writher 


ナコ トゥ ス 

Pnakotus Inah-KOTus] 

何 百 万 年 も 前 に オー スト ラリ ア の 砂漠 に 偉 
大 な る 種族 に よっ て 建設 され た 都市 。 こ の 名 





前 は 、 後 世 の 種族 に よっ て 名 づけ られ た も の 
で 、 お お よそ 「 記 録 の 都市 」 と いう 意味 で あ 
る 。 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト に よる と 、『 ナ コト 写本 』 
は この 都市 の 名 前 か らき て お り 、 イ ス 人 が こ 
の 都市 に 『 ナ コト 写本 』 を も た らし た の だ と 
いう 。 

ー イ ス の 偉大 な る 種族 、『 ナ コト 写本 』、 フ ォ 


2 ンジ ツ の Z2 ウ ー ド り の の 
悦 カー ター 「Zoth-0mmog」 


ナコ ト 語 
Pnakotic Inah-KOT:ik] 
不鮮明 な 引用 の 中 で 言及 され た 言語 。『 ナ 

TUE 人 SMYS 
の 言語 か も し れず 、 つ まり 起源 は イス 人 の 

も の か も し れ な い 。 言語 学者 は ナコ ト 語 を 少 

な く と も 二 つ の 方 言 、 ナ コト 語 A、 お よび ナ 
ト 語 B に 分 類 し て いる 。 

ーー の 『 ナ コト 写本 』 

ウェ ッ セ ル 「Call for Papers!」: チ ャ ペル 『 ダ 

ゴン 』(O) 


ナコ ト 五 角形 
Pnakotic Pentagon [nah-KOT:ik] 

ルド ウィ ク ・ プ リン が 、 遼 丹 の 使用 の 際 、 
外部 か ら の 存在 に よる 侵入 に 対し て 有効 で あ 
る と 述べ る 、 防 護 の 印 。 さ ら に 、 ハ イ パ ー ボ 
リア の 人 々 は 、 魔 術 師 の 墓 に 封 還 し て 、 彼 ら 
が よみ が える の を 防ぐ た め に この 五角 形 を 使 
用 し た 。 実際 に は 、 こ の 印 は 『 ナ コト 写本 』 
に 由来 する の か も し れ な い 。 
ー『 ナ コト 写本 』、 プ 

リン (ルド ウィ ク )、 が 


痢 N 
悦 カ ー タ ー&C.A. O 
スミ ス 「The Stairs in 

SN と 


the Crypt」: カッ ト 
ナー 「 侵 人 者 」(O) 
AL/1 
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「 ナ コト 写本 」 (ナコ ト 断 片 群 ) 
The Pnakotic Manuscripts (also the Pnakotic 
Fragments) Inah-KOT:ik] 

書か れ た 時 代 や 起源 は 不明 。 イ ス の 偉大 な 
る 種族 が 最初 の 5 つの 章 を 書き 、 そ れ ら を 
ナコ トッ ゥ ス と 呼ば れる 記録 保管 都市 に 保存 し 
た と いわ れる 。 本 の 名 前 は その 都市 の 名 に ち 
な む 。 ま た 、『 ナ コト 写本 』 と 『 エ ルト ダウ ン ・ 
シャ ー ズ 』 と の 類似 性 か ら 、 こ れ が 古 の も の 
の 手 に よる も の と 考え る 者 も いる 。 確実 な こ 
と は 、 ロ マー ル 人 が この 知識 を 保存 し 、 そ れ 
を ハイ パー ボリ ア に 渡し た と いう こと で あ 
る 。 ハ イ パ ー ボ リア で は 、 そ の 大 陸 の 言語 に 
書き 直さ れ て 、 有 史 時 代 ま で 秘密 カル ト に 
よっ て 保管 され て いた 。 時 が た ち 、 本 来 の も 
の と は 異な る 記述 が 『 ナ コト 写本 』 に 加え ら 
れ た 。 こ れ ら の 追加 で 、 明 白 な 部 分 が 二 か 所 
ある 。 一 つ は ヴー アミ 族 の 手 に よる も の で 、 
も うつ は ゾ ブ ナ 人 に よる も の で ある 。『 
コト 写本 』 の 最初 の 部 分 は 奇妙 な 種類 の くさ 
ひび 形 文字 と 点 が 集まっ て 出来 た 象形 文字 で 書 
か れ て お り 、 世 界 各地 で 発見 され て いる 岩石 
に 刻ま れ た 曲線 模様 の 多く と の 類似 が 見 られ 
る (特に バル ザイ の 和 失 忠 の の ち に ハセ グ = テ ク 
ラ 山 の 頂上 で 見 つけ られ た 大 き さ 15 m の 印 
と 似 て いる )。 

『 ナ コト 写本 』 は も と も と 巻物 の 形態 を し 
て いい た 。 こ の 版 は すべ て 失わ れ た と いわ れ 
て いる が 、 ウ ルター ル に ある エル ダー・ ワ ン 
の 神殿 に は まだ ある か も し れ な い 。 ま た 、 ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 に は この 版 に 由来 する 可能 
性 の ある 羊皮紙 が 数 片 残さ れ て いる 。 の ちの 
時 代 に な っ て ギリ シャ 語 と 英語 に 翻訳 され 、 
ギリ シャ 語 版 は 『 ナ コテ ィ カ 』 と 呼ば れる 。『 ナ 
コト 写本 』 は 15 世紀 に 匿名 の 翻訳 者 に よる 
英語 版 が 出版 され た と 噂 され て いる が 、 こ の 
文書 は 元 の 写本 の 単なる 普及 版 だ と 主張 する 
者 も ちい る 。 あ る 情報 に よれ ば 、 ウ ルター ル に 
ある も の が 現存 する 最後 の も ちの だ と いう が 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、 東 京 大 学 、 星 の 知恵 派 














194 





の プロ ヴィ デン ス 教 会 、 そ し て ニュ ー ヨ ー ク 
公立 図書 館 に 保管 され て いる と 主張 する 者 も 
いる 。 ま た 、 写 真 に よる 複製 が 、 削 除 さ れ た 
部 分 ちあ る が 大 英博 物 館 に 保管 され て いる 。 

『 ナ コト 写本 』」 に は イス の 偉大 な る 種族 の 
情報 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン と イブ = テツ トゥ 
ル の 性 質 、 ハ セグ = テク ラ 山 の 頂上 へ の サン ス 
の 旅 、 ゾ ブナ の 没落 、 ラ ー ン = テテ ゴス 崇拝 の 
儀式 、 お よび ジウ ルー ン の 位置 な ど が 書か れ 
て いる 。『 ナ コト 写本 』 と 『 エ ルト ダウ ン ・ 
シャ ー ズ 』 の 間 に 類 似 が 見 られ る こと を 指摘 
する 研究 者 も ちい る 。 

『 ナ コト 写本 』」 に は ある 種 の 守護 者 が いる 
と いわ れ て お り 、 こ の 作品 を 読む 人 は 、 守 護 
者 に 代価 を 支払 わな けれ ば な ら な い 。 こ の 守 
護 者 は 完全 に 架空 で ある か 、 何 か の 象徴 な の 
か も し れ な い が 、 読 者 ! は 注意 する べき で ある 。 
ー イ ス の 偉大 な る 種族 、 古 の も の 、 イ ブ = 
ツウ ゥ トル 、 ヴ ー ア ミ 族 、 ウ ルター ル 、『 エ ル 
ト ダ ウン ・ シ ャ ー ズ 』、『 グ ハー ン 断 章 』、 サ 
ンス 、『 ザ ン ツ ーー 石板 』、 シ ャ ン 、『 セ ラ エ ノ 
断章 J、 ゾ ブナ 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 
ナコ トウ ゥ ス 、 ナ コト 語 、 ナ コト 五角 形 、 ハ セ 
グ = テ クラ 山 、 バル ザイ 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 
ラー ン テ テ ゴス 、 ロ マー ル 
悦 F ウィ ルソン 『 ザ ・ キ ー プ 』 : カー ター 「The 
Acolyte of the Flame」、「Zoth-O0mmog」 : ギャ 
ラガ ー ほ か “Pursuit to Kadath': シ ー ラ イト 「 知 
識 を 守る も の 」: スタ ン リ イ 『Ex Libris 
Miskatonic』: ハー バー" ク トゥ ルフ 神話 
TRPGC キー パー コン パニ オン "、"Ulthar and 
Beyond' : ヒー ルド 「 博 物 館 の 怖 」 マイ ヤー 
ス 「Xiurhn」 : マッ コー ル "療養 所 に て " : ラヴ 
クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」、「 時 間 か ら の 影 」、 
「 菩 神 」、「 北 極 星 」(O)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 
に 求め て 」、「 導 を さま よう も の 」、『Selected 
Letters V」: ラム リー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 
記 」: ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 



































ナシ ュ ト と カマ ン = テ ター 
Nasht [NASHT] and Kaman-Tha [KAH- 
mon THAHI 

エジプト の 神官 の 服装 を し た 二 人 の 神秘 的 
な 人 物 。 ド リー ムラ ンド の 入り 日 に ある 炎 の 
洞窟 以外 の 場所 で は 彼ら と 出会う こと は 決し 
て な い 。 ナ シュ ト と カマ ン ニ = テ タ ー の 見 分 け は 
つか な いよ うだ が 、 ナ シュ ト の 方 が 覚醒 の 世 
界 に つい て より 理解 し て いる と 言う 者 も い 
る 。 人 は 、 訪 問 者 が 夢 の 国 に 入る の に ふさ 
わし いか どう か を 決め る 。 そ し て ドリ ー ム ラ 
ンド と その 神々 の し きた り を 尋ね る こと が で 
きる か も し れ な い 。 ド リー ムラ ンド の 何人 か 
の 人 々 が ナシ ュ ト と カマ ン = テ ター を 神 と し て 
崇 般 し て いる が 、 彼 ら が 大 いな る も の に 列 す 
る も の な の か 、 あ る い は 単に 神官 と し て 仕え 
て いる も の な の か は 不明 で ある 。 
ーー 浅 き 眠り の 七 十 段 の 階 段 、 地 球 の 神々 、 
ドリ ー ム ラン ド 
圏 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか “HP 
Lovecraft's Dreamlands': マイ ヤー ス 「Passing 
of a Dreamer」: ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ 
ス を 夢 に 求め て 」(O) 


ナス の 谷 
Pnath, Vale of (also Pnoth) [NAHTHI 

ドリ ー ム ラン ド の 地下 世界 に ある 谷 。 近 く 
の 高原 で は 食 恨 捉 が 響 宴 を 開き 、 谷 は 彼ら が 
か じ っ て 投げ 込ん だ 骨 で いっ ぱい で ある 。 対 
も 見 た こと が な く ブ ホー ル ( あ る い は ドー ル ) 
と いう 名 前 の み が 知ら れ て いる 、 巨 大 な 引 の 
よう な クリ ー チ ャ ー が 、 ほ か の 好ま し か ら ぬ 
存在 と 共に 谷 に 生息 し て いる 。 夜 昌 は 
に 不運 な 旅行 者 を 軸 き 去り に し て 喜ぶ 。 食 恨 
鬼 が 旅行 者 を 快く 助け る と いう こと で も な い 
か ぎり 、 ブ ホー ル が 人 の 気配 を 感じ し 、 そ れ を 
の み 込 も うと し て 地表 に 現れ る 。 
ー『 エ イボ ン の 書 』、 食 尼 史 、 シ ョ ゴス 、 ド ー 
ル 、 ド リー ムラ ンド 、 ナ ト 、 ブ ホー ル 、 夜 鬼 
悦 マ イヤ ー ス 刀 ラ ンド ロー 「The Summons of 


まこ て 








Nuguth-Yug] : ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ 
ス を 夢 に 求め て 」、「 夢 見 る 者 に 」(O) 


ナス = テ ホ ルター ス 
Nath-Horthath [Inath-HORL-thath] 

大 いな る も の 、 セ レフ ァ イ ス の 主要 な 神 。 
セレ ファ イス に ある 彼 の 神殿 は トル コ 石 で 出 
来 て お り 、80 人 の 神官 が 一 万 年 の 間 そ こ に 
住ん を で いる 。 ハ イ パ ー ボ リア 時 代 に は ナス = 
ホル ター ス は 月 の 神 で あり 、 す べ て の 夢 を 見 
守り 、 人 を 時 夢 か ら 和 守り 、 そ し て 統治 者 た ち 
を 導い た 。 ナ ステ ホル ター ス の 像 は 彼 が 二 つ 
の 顔 を 持っ て いる こと を 示す 。 彼 に と っ て ラ 
イオ ン は 神聖 な 動物 で 、 時 々 彼 は 、 特 別 好意 
を 持っ た 人 を 助け る た め に 、 黒 い 影 の よう な 
ライ オン を 送る 。 

ー セ レフ ァ イ ス 、 地 球 の 神々 、 ド リー ムラ 
ンド 、 ニ シィ ニー ヴ ア シュ 、 ハ イ パ ー ボ リア 
ウィ ンタ ー ニ = テ デ ー モ ン 「Kadath/The Vision 
and the Journey」 ウィ リア ムズ & ピー ター 
セン ほか “H. P Lovecrafts Dreamlands': フル 
ツ & バ ー ン ズ 「Wizards of Hyperborea」 ラヴ 
クラ フト 「 セ レフ ァ イ ス 」(O)、「 未 知 な る カ 
ダス を 夢 に 求め て 」 


名 づけ ざら れ し も の 一 ハス ター 
Him Who is not to be Named 


トド 
Nath 

「 三 つの 太陽 の 土地 」 と し て 知ら れ て いる 
場所 。 こ の 場所 の 歴史 は 『 ナ ト 史 』 に 詳し く 
書か れ て いる 。 ナ ト は 、 早 名 高い ナス の 谷 と 
同じ で ある 可能 性 も ある が 、 二 つの 場所 に 関 
する 記述 は か な り 違 う も の の よう に 思え る 。 
ほか の 可能 性 と し て 、 こ こ が 古 の も の の 本 拠 
地 世 界 で ある こと も 考え られ る 。 と いう の も 、 
ある 夢見 る 人 が 、 三 つの 太陽 を 持つ 世界 と 、 
古 の も の が 「 ナ ト の 球面 」 と し て 知ら れる アー 
ティ ファ クト に つい て 語っ た 文章 を 記録 し て 
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いる か ら だ 。 

ー 古 の も の 、『 地 底 を 掘る も の 』、 ナ ス の 谷 、 
ナ ト の 球面 、『 ナ ト 史 』 

圏 ラ ヴ ク ラ フト && ラ イメ ル 「 丘 の 上 の 樹木 」 
(O) : ラム レイ 「 狂 気 の 地 底 回 廊 」 











『 ナ ト 史 ] 
The Chronicles of Nath (Chronike von 
Nath) 

ドイ ツ 人 の 神秘 主義 者 ルド ルフ ・ ヤ ー グ 
ラー に よっ て 書か れ た 。 彼 は 完全 に 盲目 に な 
る すぐ 前 の 1653 年 に それ を 書き 終え た 。 初 
版 が 発行 され た と き 、 ベ ルリ ン 当 局 は ヤー グ 
ラー を 精神 病院 に 行か せ た 。 そ こ で 彼 は 不 思 
議 な 状況 で 死ぬ 。1781 年 、 ジ ェ ー ム ス ・ シ ェ 
フィ ー ル ド が 『 ナ ト 史 』 を 削除 修正 し た 上 で 
英訳 し た 。 

この 魔道 書 は ナ ト と いう 、 三 つの 太陽 が あ 
る 土地 の 歴史 を 扱う 。 さ ら に 、 星 が 生ん だ 怪 
物 を われ われ の 次 元 界 に 呼び 込む と 言わ れる 
ある 音楽 作品 、 お よび エル メス ・ ト リス メ ギ 
スト ス の 神秘 主義 的 な 伝統 の 情報 が 記載 され 
て いる 。 
ー ナ ト 
ライ メル 「Music of the Stars」 : ラヴ クラ フ 
ト 必 ライ メル 「 丘 の 上 の 樹木 」(O) 





























ナ ト の 球面 
Spheres of Nath 

ウォ ー ム ズリ ー 教 授 の 覚書 で 言及 され た 古 
の も の の 装置 。 こ の 有名 な 購 号 解 読者 に よる 
と 、 古 の も の は 、 彼 ら の 帝国 の 時 代 が ま も な 
く 終 わる こと を 知り 、 自 分 た ちの 都市 と 前 哨 
地 に これ ら の 装置 を 一 つ ず つ 組 み 込ん だ 。 装 
置 が 起動 する と 、 部 外 者 が 持ち 去っ た いか な 
る アー ティ ファ クト も 含む 、 そ の 場所 に あっ 
た も の すべ て の 六 跡 を 破壊 し 、 海 底 に 全 施設 
を 転送 する だ ろう 。 こ の 装置 と ナ ト の 地 の 間 
に 何 か 関 連 が ある か どう か は 不明 で ある 。 
ーー 古 の も の 、 ウ ォ ー ム ズリ ー (ゴー ドン )、 
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ナ ト 
ラム レイ 「 狂 気 の 地 底 回 廊 」 





七 千 の 水晶 の 枠 の 迷宮 
Maze of the Seven Thousand Crystal Frames 
アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド に よっ て 暗示 さ 
れ た 概念 で 、 真 の 意味 は 不明 で ある 。 だ が 、 
いく つか の カル ト が この 迷宮 を 通っ て 旅 し た 
と 信じ られ て いる 。 水 唱 の 「 枠 」 を 通っ て 旅 
行 す る こと は 、 旅 行者 に 新しい 段階 の 現実 へ 
の 接触 を 可能 に し 、 よ り 多 く の オ カル ト 知 識 
を 得る こと が で きる 。 た だ し グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン に 隷属 する は め に も な りか ね な い 。 
3333 番目 の 枠 は うめ き 、 泣 きわ めく 多く の 
口 で 出来 て いる と 推測 され て お り 、 こ の 要 は 
非常 に 通り に くい 。 
ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ウル) 
キャ ン ベ ル 「The Imhabitant of the Lake」 





七 つ な る 太陽 の 世界 
World of Seven Suns 

フォ ー マ ル ハウ ト の 近く に ある 惑星 。 筆 者 
は 、 テ スカ ポリ トカ 、 セ ト 、 ゼ ウス ・ リ ュ カ 
イオ ス と の 関連 か ら 、 北 斗 七 星 の こ と で は な 
いか と 推測 する 。 こ の 世界 を 訪れ た 者 に よる 
と 、 か つて そこ に 住ん で いた 種族 は 、 燃 え 尽 
きた 自然 の 太陽 の 代わ り に 7 つの 人 工 の 太 
陽 を 作っ た と いう 。 

この 星 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 棲み か で ある 
と 信じ られ て いる が 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 宇 
宙 の 果て の 先 に ある シャ ー ル ノ ス に 棲ん で い 
る と いう 者 も いる 。 
ー セ ト 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
カボ ス 「The Color from Beyond」 : バー グ 
ルン ド 「Sword of the Seven Suns」 : ラヴ クラ 
フト 「 痢 に 路 くも の 」(O) 








南海 
Southern Sea 

ダイ ラス テニ リー ン と ソナ テニ ル に 接する ド 
リー ムラ ンド の 大 洋 。 海 に は 神秘 的 な 沈め る 
都市 や オリ アブ 島 が ある 。 南 の 花岡 岩 の 柱 は 
この 海 の 南端 に 位置 する 。 
ー オ リア ブ 、 ス カイ 河 、 ソ ナ テ ニル 、 ダ イ 
ラス = テリー ン 、 ド リー ムラ ンド 、 バ ハル ナ 
ウィ リア ムズ ピー ター セン ほか "HL.P 
Lovecraft s Dreamlands": ラヴ クラ フト 「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 
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ニー オス ・ コ ル ガ イ 

Nioth Korghai [NEE-oeth KOR_-gigh] 

1) ゾ シ ー ク の 時 代 に 、 空 か ら 彗 星 に 乗っ て 
地球 に 来 た 怪 物 。 偉 大 な オ サ ル ゥ 王 は 、 人 怪物 
を 見 つけ 、 自 分 の 宮殿 に 連れ て いっ た 。 そ し 
て 時 々 若者 を 生け 費 に し て 、 人 怪物 の 負え を 満 
た し た 。 し か し 結局 オ サ ル ゥ と ニー オス ・ コ 
ル ガ イ は 共に 死に 、 同 じ 墓 で いつ まで も 眠る 
て と だ ろう 。 

[何人 か の 解説 者 が この 怪物 を クト ゥ ルフ 神 
話 と 結び 付け た が 、 ス ミス が 創造 し た ゾ シ ー 
ク の クリ ー チ ャ ー の 中 で ニー オス ・ コ ル ガ イ 
を 特別 扱い する 理由 は まっ た く 挙 げ ら れ て い 
な い 。 彼ら は ニー オス ・ コ ル ガ イ が 地球 に 棲 
む 最 後 の 存在 に な る と 述べ た が 、 作 品 と は 
まっ た く 矛 盾 する 。] 

圏 C.A_ スミス 「 忘 却 の 墳墓 」 

2) リゲル と いう 恒星 を 回 る 惑星 カル ティ ス 
か ら 来 た 水棲 の クリ ー チ ャ ー。 人 間 の 生命 
を 食らう 。 こ れ ら の 存在 は 巨大 な 宇宙 船 で 星 
間 を 旅行 し 、 通 り 過 ぎる と き に 惑星 上 の 生き 
物 か ら 栄 養 を 奪う 。 彼 は 自分 ら が 「 ウ ボテ サ 
スラ の 生き 物 」 で ある と 言っ て お り 、 何 ら か 
の 形 で ウ ボ = ニ サス ラ と 関係 が ある の か も し れ 
な い 。 

性 C. ウィ ルソン 『 宇 宙 ヴ ァ ン パイ ア 』: アニ オ 
ロフ スキ ー “Ye Booke of Monstres" 


憎しみ の 像 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ (憎しみ の 像 ) 
Effgy of Hate 


ニシ ィ ニ ヴァ シュ 
Nithy-Vash [NITH-ee-VAHSHI 

セレ ファ イス の 南 に ある ドリ ー ム ラン ド の 
町 。 ニ シィ ニテ ヴ ァ シ ュ は 緑 の 山腹 に あり 、 建 
物 の 大 部 分 は 風変わり で 美しい 草 茸 き の 家 で 
ある 。 特 記す べき 場所 と し て ナス テニ ホ ルター 
ス の 神殿 と 骨董 品 を 扱う ゲ テ ッ ク の 店 が ある 。 
ー セ レフ アァ イス 、 ド リー ムラ ンド 、 ナ ステ 
ホル ター ス 
圏 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか “HP 
Lovecrafts Dreamlands": マイ ヤー ス 「The 
Four Sealed Jars」 (0O) 





三 ジ ツン 
Nithon Inih-THOEN] 

いく つか の 情報 源 に よれ ば 、 ユ ゴス の 大 い 
な る 世界 の 月 の 一 つ 。 太 陽 の 光 を すべ て 遮断 
する 厚い 焼 光 性 の 雲 が 、 ニ ソン を っ て お り 、 
奇妙 な 菌類 が その 大 陸 に 繁殖 し て いる 。 
ー ユ ゴス 
圏 フ ァ ン ティ ナ 「Nithon」: ラ ヴ ク ラ フト 「 星 風 」 
(〈O): ルポ フ 「The Discovery of the Ghooric 
Zone」 
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ニ ト ク リス 
Nitocris [nih-TOK-ris] 

エジプト 第 六 王 朝 の 女王 。 彼 女 の 治世 の 間 、 
彼女 は 暗黒 の ファ ラオ も し く は ニャ ル ラ ト 
テッ プ 崇 拝 を 復活 させ た 。 彼 女 の 残 酷 さ は と 
ど ま る と ころ を 知ら な か っ た 。 彼女 は ある 夜 
彼女 の 役人 と 神官 の 多く を 豪華 な 大 広 問 に 招 
待 し た 。 そ し て 広間 に 水 を 引き 入れ 、 宴 に 興 
じ て い る 者 を 湧 れ させ た と いう 。 ま た 彼女 は 、 
邪悪 な ファ ラオ で あっ た ネフ レン テカ が 使用 
し た と いう 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン を 所 有 し て 
いた こと で も 知ら れ て いる 。 

この 女王 の 治世 で 最も 暗い 物語 の 一 つ は い 
わ ゆ る 「 ニ トク リス の 鏡 」 に 関す る も の だ 。 
女王 は キシ ュ の 納骨 堂 か ら こ の アー ティ ファ 
クト を 掘り 出し た 。 伝説 で は ネフ レン テカ が 
それ を 残し 、 ニ トク リス が さま ざま な 方 法 で 
それ を 使用 し た と 伝え る 。 彼 女 は し ば し ば 鐘 
と 同じ 部 屋 に 死刑 内 を 一 晩 一 緒 に し た 。 翌 朝 、 
犠牲 者 は 完全 に 消え 矢 せ て いた 。 

治世 の 最後 に ニ ト ク リス は 生き た まま 墓 に 
埋葬 され た 。 そ の 正確 な 位置 は 一 度 も 明らか 
に され た こと が な い 。 

[ ニ ト ク リス は クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 に お いて 
相当 変え られ て は いる が 、 実 際 の 歴史 上 の 人 
物 で 、 第 六 王 朝 最後 の ファ ラオ で あっ た 。 彼 
女 の 上 兄弟 は 前 の ファ ラオ で あり 、 延 臣 を 湖 死 
させ た 悪名 高い 事件 は 、 彼 の 死 へ の 復讐 で あ 
る と 言わ れる 。 ニ トク リス は その 後 「 熱 い 灰 」 
の 部 屋 に 飛び 込ん で 自殺 し た と 言わ れ て い 
る 。 ニ トク リス と いう ほか の 二 人 の 女性 ( バ 
ビ ロ ニ ア の 女王 と 第 二 十 六 王 朝 の ファ ラオ ) 
と 混同 し な いよ うに 。] 
ーー 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 キ シュ 、 ニ ャ ル 
ラ ト テ ッ プ 、 ネ フレ ン ニ = テカ 、『 モ ノリ ス の 人 々 』 
悦 ラ ヴ ク ラ フト ( フ デ ィ ー ニ )「 フ ァ ラ オ と と 
も に 幽閉 され て 」(O) : ラム レイ 「 ニ トク リス 
の 鏡 」 

















ニャ ル ラ ト テ ッ プ (遣い 寄る 混 油 、 強 壮 
な る 使者 、 ナ イア ル ラ ト ホ テ ッ プ 、 ナ イ 
アー ラ ト テ ッ プ ) 

Nyarlathotep (also known as the Crawling 
Chaos or Mighty Messenger) [NIGH-ar- 
LATHL-oce-tep] 

外 な る 神 の 精神 に し て 使者 。 彼 は 二 人 の 知 
性 の な い フ ルー ト 奏 者 を 伴い 、 世 界 の 中 心 に 
ある 洞窟 に 棲ん で いる と 言わ れ て いる 。 彼 は 、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 異形 の 神 の た め 
に し ば し ば メッ セー ジ を 伝え 、 奉 仕 し て いる 。 
彼ら の 中 で 役 だ け が 自由 で 、 そ れ が 可能 な の 
で ある 。 

遣い 寄る 混 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
と 崇拝 者 の 間 の 仲介 者 と し て 行動 し 、 ま た グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 同 士 の 伝言 も 運ぶ 。 
実際 に は ニャ ル ラ ト テ ッ プ は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の テレ パシ ー 能 力 の 擬人 化 な の か 
も し れ な い 。 そ の 可能 性 も ある が 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ は オー ルド ・ ワ ン の 非 人 間 的 な 精神 
で は 創り 出す こと が 困難 な 、 個 と し て の 人 格 
を 持っ て いる の か も し れ な い 。 そ し て 人 彼 は 時 
に は 「 主 人 た ち 」 に 対し あか ら さ ま に 軽 蔵 し 
た 態度 を と る 。 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 世界 各地 で さま ざま な 
次 で 崇拝 され ん て いる 。 ス ティ ギア に 彼 の 最も 
悪名 高い カル ト の 一 つが あっ た 。 ス ティ ギア 
は 彼 を 「 ニ ャ ル ラ ト 」 と 呼び 、 こ の 崇拝 を エ 
ジ プ ト に も た らし た 。 遣 い 寄る 混 油 は ナイ ル 
の 地 に お ける 最も 偉大 な 神 の 一 体 で あり 、 彼 
は 地下 世界 の 統治 者 、 夜 の 主人 、 魔 術 師 の 後 
援 者 と な っ た 。 し か し 長い 年 月 を 経て エ ジ プ 
ト の 人 々 は 、 暗 黒 の 神 に 快 え る よう に な り 、 
自分 た ちの 記録 や 碑 か ら 彼 に 関す る こと を す 
べ て 消し 去っ た 。 そ し て セト や トー ト な どの 
ほか の 神 に 彼 の 属性 を 再び 割り 当て た の で あ 
る 。 カ ルト の 敵 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 記録 を 
押さ え 込 むせ こと が で きた が 、 覚 えて いる 者 も 
わずか な が ら 存 在 し た 。 そ し て 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ 崇 拝 の 復興 は エジプト の 歴史 に お いて 














幾度 も 起こ っ た 。 最 も 有名 な も の と し て は 、 
ネフ レン テカ 、 ヒ クソ ス 、 ノ フル テカ 、 お よ 
び ニ トク リス に よっ て 導 か れ た も の が ある 
(ネフ レン テカ の 治世 に お いて は 、「 満 足す る 
こと 」 を 意味 する 接尾 語 「 ホ テッ プ 」 が 神 の 
名 に 追加 され た )。 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 プ リン の 「『 妖 明 の 秘 
密 』 で 「 す べ て を 見 る 目 」 と 呼ば れ 、 魔 法 と 
技術 に 関す る 知識 が 豊富 で ある 。 遣い 寄る 混 
沖 は 、 選 ば れ た 人 の 前 に 時 々 現れ 、 役 に 立つ 
呪文 か 機械 を 一 つ 与 える 。 こ れ ら の 贈り 物 は 
常に その 所 有 者 を 狂気 と 破壊 の み に 導 く 。 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 こ れ ら の 犠牲 者 が 自滅 
する の を 見 る こと に 大 き な 喜 び を 得 て い る よ 
う で ある 。 

この 外 な る 神 は 結局 、 人 類 と 地球 に 破壊 を 
も た ら す だ ろう 。 い くつ か の 予言 は 、 最 後 の 
時 が くる と 赤い 服 を 着 た ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
が 、 彼 の 手 を な め る 野獣 た ち を 従え て 現れ る 
と 述べ る 。 科 学 と 魔法 を ちら つか せな が ら 遺 
い 寄 る 混 油 は 世界 中 の 都市 を 旅 す る で あろ 
う 。 そ し て 「 極 光 が 乱 れ 落 ち て 人 造り し 和 を 
揺るが す と き 」、 人 類 は 滅ぼさ れ 、 遣 い 寄 る 
混 当 が 宇宙 全体 を 巨大 な 墓地 に 変え る で あろ 
う 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 最初 の 核兵器 の 製造 
を 支援 し て いる の で 、 こ の 予言 は すでに 実現 
し て いる の か も し れ な い 。 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 上 真 の 次 は 有毒 の 黄ばん 
だ 粘 体 で ある が 、 異 形 の 神 の 言い つけ を 実行 
する た め 千 の 次 の どれ か 一 つの 次 を と る こと 
が で きる 。 本当に ニャ ル ラ ト テ ッ プ が 千 し か 
姿 を 持っ て いな い の か は 確実 で は な い 。 最 近 
の 調査 結果 は 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ が 自分 が 望 
む ど ん な 姿 で も と る こと が で きる 可能 性 を 示 
唆 し て いる 。 し か し 彼 が われ われ の 世界 を 旅 
し て いる 間 に は 、 彼 は わずか な 数 の 姿 し か 使っ 
て いな い 。 知 られ て いる 次 を 以下 に 述べ る 。 
ー『 ア ザ ト ー ス の 書 』、 ア ビス 、『 暗 黒 の 儀式 』、 
暗黒 の ファ ラオ 団 、 イー ム ナ ー、 イェ エグ テハ 、 
異形 の 神 、 忌 まわ し き 狩 人 、 エ イボ ン の 印 、 
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オー ルド ・ ワ ン 、 ガ グ 、 ク トウ ゥ グ ア 、 ク トウ ゥ 
ルフ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 コス 、 シ ャ ー 
ル ノ ス 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 食 尼 史 、 ス ティ ギア 、 
スミ ス (モー ガン ) 、 スン ガク 、 精霊 説 、 セ ト 、 
外 な る 神 、 地 球 の 神々 、 ド リー ムラ ンド 、 七 
つ な る 太陽 の 世界 、 ニ トク リス 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ の 富 話 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 
ネフ レン = テカ 、 ノ フル = テカ 、 バ イア グー ナ 、 
百 万 の 恵まれ た る も の ども 、『 フ サン の 謎 の 
七 書 』、 プ リン (ルド ウィ ク )、 ム ー ン = テ ビ ー 
スト 、 ン ガイ の 森 

ティ アニ ー 「The Worm of Urakhu」 : ディ 
ティ リオ && ウィリス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮 
面 '* デ トワ イラ ー、 グ ラン シー タイ ンズ 
*Delta Green': ブロ ッ ク 「 矢 塔 の 影 」、「 無 貌 の 
神 」: ラヴ クラ フト 「 璧 の 中 の 訪 」、「 ナ イア ル 
ラ ト テ ッ プ 」(O)、「 ヨ ゴス 星 よ り 」: ラヴ クラ 
フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 ラム レイ 『 地 
を 容 つ 魔 』、『Elysia』 


























アト ウゥ (Ahtu) [ah-TOO] コン ゴ : ニャ ル ラ 
ト テ ッ プ は 数 本 の 金色 の 触手 が 中 央 の 塊 か ら 
生え て いる 、 粘 着 性 の 物質 の 巨大 な 山 の 姿 で 
ある 。 ア トッ ゥ の 上 拝 者 は 通常 、 奇 形 し て いた 
り 体 の 一 部 が 不 自由 に な っ た り し た 原 住民 で 
ある 。 ま た 、 同 様 に 体 に ハン ディ キャ ッ プ を 
負っ た ヨー ロッ パ 人 も 儲 拝 する よう に な っ 
た 。 カ ルト 自体 は 一 時 期 ベ ルギー 国王 に 反抗 
する 草 命 組織 で あっ た 。 カ ルト は 通常 、 ア トゥ 
が 偶然 に 召喚 され る の を 防ぐ た め に 二 つ に 切 
り 離 され た 金 の 腕 輸 を 使用 し て アト ゥ を 呼 
ぶ 。 ア トゥ と カン ボ ジ ア の 神 ア ンカ と の 関連 
を 指摘 する 者 も いる 。 

ー『 ド ー ル 讃歌 』 

悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タ イン ズ "Delta 
Green : ド レイ ク 「 覆 く 密 林 」(O) : ハ ー バ ー * 夜 
の し じ ま " 

暗黒 の 男 (Black Man) イギリス : 生気 の な 
い 黒 い 皮 膚 を し て 、 ひ づめ の ある 足 を 持っ た 
髪 の な い 男 。 十 字 軍 が この 姿 を し た ニャ ル ラ 
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ト テ ッ プ 崇拝 を コーロ ッ パ に も た らし 、 彼 ら 
の 子孫 は 暗黒 の 男 が 重要 な 役割 を 果たし た 
ヨー ロッ パ の 魔女 カル ト を 創始 し た 。 

ー『 ア ザ ト ー ス の 書 』 

ブロ ッ ク 「 無 貌 の 神 」: ラヴ クラ フト 「 魔 女 
の 家 の 夢 」(O) 

暗黒 の ファ ラオ (Black Pharaoh) エジプト : 
時 色 の ロー ブ を まとい 、 フ ァ ラ オ の か ぶ と を 
着け た 高 買 な エジプト 人 男性 。 こ の 次 は 暗黒 
の 男 と 同じ も の か も し れ な い 。 そ し て オカ ル 
ティ スト 、 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー が 描写 
する アイ ワズ (『 法 の 書 』 を 彼 に 筆記 させ た 
精 圭 ) に よく 似 て いる 。 

ー 暗 黒 の ファ ラオ 団 

菩 デ ィ テ ィ リ オ & ウィ リス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 ' : ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図 
説 』: ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求 
め て 」(O) 

暗黒 の 魔物 (The Black Demon) : どこ で こ 
の 次 が 崇 捧 され て いる の か は 不明 で ある 。 大 
き な 上 鼻 を 持ち 、 黒 い 毛 に わ れ た 、 光 を 恐れ 
る ( 光 に 害 を 及ぼ され る わけ で は な い ) 怪物 
で ある 。 そ れ を 召喚 する 式 文 は アク ロ 語 の 石 
板 、 ン ガル ・ ク ン の 中 で 見 つけ られ る か も し 
れ な い 。 召喚 者 は ある 魔 除 け を 使用 する こと 
で この 存在 を 支配 で きる が 、 魔 除け を 使用 す 
る と き に 攻撃 され る 恐れ も ある 。 暗 黒 の 魔物 
は 痢 の 魔神 に 似 て いる が 、 そ れ と 比べ あま り 
知 的 で は な い 。 

イジ ン ウ ィ ル 必 ラ イア ンズ "One in Darkness" 
浮き 上 が る 恐怖 (The Floating Horror) ハイ 
チ : ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ の この 姿 は 特別 に 選ば 
れ て 用 意 が で き て いて いる 宿主 の 体 を 通し て 
顕現 し な けれ ば な ら な い 。 和 宿主 が 殺さ れ た と 
き に は 、 体 か ら 飛 び 出 し て くる 。 そ れ は 赤い 
筋 の ある クラ ゲ の よう な 青い 有機 体 が 浮い て 
いる 姿 と し て 現れ る 。 こ の 化身 は ある ブー 
ドゥ ー・ カ ルト の 分 派 と 関係 が ある 。[ こ の 
存在 の 名 前 は 私 自身 の 創作 で ある 。] 

アタ ナジ オ 「 不 知 火 」 


























疫病 を も た ら す も の (Bringer of Pests) エ 
ジ プ ト : エ ジ プ ト の 第 十 二 王 朝 で 崇拝 され た 。 
つば を 吐く 巨大 な 超自然 的 な バッ タ の 大 群 と 
し て 記述 され て いる だ け で ある 。 現 代 の カル 
ト は いっ さい 知ら れ て いな い 。 

ピー ター セン & モン ロー “The Ten 
Commandments of Cthulhu Hunting" 

オー ルド ・ ワ ン の 使者 (Messenger of the Old 
Ones) : この 化身 は 空 を 動く 巨大 な 塊 と いっ 
た 次 で 、 絶 え ず 後ろ に 飛行 機 雲 を 残し 、 自 分 
で 動く こと が で きる と 思わ れる 。 こ の 使者 は 、 
クト ゥ ルフ が 墓 か ら 出現 する と いっ た 非常 に 
重要 な 出来 事 の と き に の み 出 現す る 。 
アニ オロ フス キー “Ye Booke of Monsters" : 
ピー ター セン "ルル イエ の 浮上 ": ブ レナ ン 「The 
Willow Platform」 (O) 

影 た まり (Pool of Shadow) ドル イド : 
ある 小さ な ドル イド ・ カ ルト が 数 千年 の 間 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ を 崇 振 し て いる 。 し ば し ば 
この 次 で 彼ら の 儀式 に 現れ る が 、 攻 撃 さ れる 
と 別 な 姿 に 変形 する 。 

ダイ パー ほか “The Arkham Evil' 
黄色 い 仮面 の も の (Thing in the Yellow 
Mask) ドリ ー ム ラン ド : 黄色 い 絹 を 身 に 着 
けた 存在 。 レ リオ ン 山 に ある イ ギ ロ ス の 無人 
の 都市 を 訪れ る 。 レ ン 高 原 の 名 の な い 修道 院 
に 棲ん で いる と 言う 者 ちあ い る 。 ほ と ん どの 人 
は 黄 衣 の 王 が ハス ター の 化身 で ある と 考え て 
いる が 、 も し か し た ら 違 う の か も し れ な い 。 
ー 品 に する の も は ば か られ る 大 司祭 、 黄 衣 
の 王 、 レ リオ ン 山 、 レ ン 

悦 デ ビル 「In Ygiroth」 ラヴ クラ フト 「 セ レ 
ファ イス 」(O)、「 古 燈台 」 

黒い 風 (Black Wind) ケニア : この 化身 の カ 
ルト は 「 血 塗ら れ た 舌 の 神 」 の カル ト と 同じ 
も の で ある 。 時 に は 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 黒 
い 風 の 姿 と な り 、 周 囲 数 マイ ル も の 範囲 に 何 
時 間 も 嵐 を 起こ し 、 作 物 、 森 林 、 家 を 破壊 す 
る 。 ま た 、 こ の 化身 は ネフ レン テカ の 治世 の 
間 、 エ ジ プ ト に 広がっ た 。 
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一 血塗ら れ た 舌 教 団 、 ネ フレ ン ニ テカ 

圏 デ ィ テ ィ リ オ & ウィリス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 仮面 "(0) : ハリ ス 「The History of Nephren- 
Ka」 

骨格 の 恐怖 (Skeletal Horror) エジプト : こ 
の まれ な 顕現 は 、 人 間 の 胎児 の 頭 と 、 巨 大 な 
か ぎ 爪 を 持つ 12 フィ ー ト の 生き た 骸骨 に 類 
似 し て いる 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 攻撃 の た め 
に ほか の 化身 の 一 つか ら 変形 する と き に の み 
この 次 を 取る 。 

ハン ブリ ン “Thoth's Dagger' 

シュ ゴー ラン (Shugoron) マレ ー シ ア : 角 
笛 の 一 種 を 吹く 黒い 人 間 に 似 た 姿 。 こ の 存在 
は マレ ー シ ア の チョ ー デ チョー 人 た ち に よっ 
て 崇拝 され る 。 彼 ら は 、 自 分 ら に 送ら っ た も 
の へ 復讐 する た め に この 存在 を 呼び 出す 。 
ー チ ヨー ニテ チヨ ー 人 

クラ イン 「 角 笛 を も つ 影 (0): ロ ス "Escape 
from Innsmouth" 

白い 男 (White Man) ニュ ー イ ング ラン ド : 
目 も くら む ほ ど 白 い ロ ー ブ を 着け た 輝く 金髪 
の 青年 。 こ の 姿 の ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 シ ェ ー 
カー 教徒 の 分 離 派 の 前 に 現れ た こと し か 知ら 
れ て いな い は ず だ が 、 類 似 し た 存在 が 魔女 裁 
判 の 記録 に も 発見 され る 。 

キャ ノン 「The Madness out of Space」 

セト (Set) エジプト : ニャ ル ラ ト テ ッ プ が こ 
の エジプト の 神 の 姿 で 現れ る こと が 知ら れ て 
いる 。「 大 いな る 暗黒 の も ゎ の の 偉大 な る 教団 」 
な どの 、 い くつ か の 隠れ た カル ト が エジプト 
に まだ 存在 し て いる か も し れ な い 。 ーー セト 
アニ オロ フス キー “The Sundial of Amen-Tet' 
ダー ク ・ ワ ン (Dark One) カリ フォ ルニア 、 
ルイ ジア ナ : クト ゥ ルフ 神話 カル ト は 、 顔 が 
な い 以 外 は 暗 黒 の 男 そ っ くり の 8 フィ ー ト 
の 男性 の 姿 で 、 ど ん な 物質 的 な 障 長 も 自由 に 
通り 抜け る こと が で きる 次 の ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 訪問 を 受け る こと が ある 。 

ミラ ン 「Mr. Skin」 

小さ き 四 う も の (Small Crawler) イン ド : こ 




















の 次 は 4 本 の 腕 と 脚 の 代わ り に 3 本 の 触手 
を 持つ 小さ な 人 間 の 次 で ある 。『 ク ター ト ・ 
アク アデ ィ ン ゲ ン 』 で 言及 され 、 イ ンド で 少 
人 数 の 信者 を 持つ 。 

ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 

悦 デ ィ テ ィ リ オ & ウ ィ リ ス “ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 " 
血塗ら れ た 舌 の 神 (God of the Bloody 
Tongue) ケニア : 血塗ら れ た 舌 教 団 の 儀式 
の た め に 、 こ この ニャ ル ラ ト テ ッ プ は 顔 の あ 
る べき 場所 か ら 長 く 赤 い 触 手 が 生 えた 巨大 な 
怪物 の 姿 を 取る 。 カ ルト は 主 に 原 住民 か ら 成 
り 、 カ ルト の 中 心 は 黒い 風 の 山 に ある 。 ま た 、 
この 化身 は 重要 な マヤ の 神 、 カ ウィ ル に 触発 
され た も の か も し れ な い 。 ま た 、 こ の 姿 は 「 闇 
に 咲 え る も の 」 と も 呼ば れ て いる 。 

一 血塗ら れ た 舌 教団 

悦 S、 ジョンソン ^A Resection of Time" : ディ 
ティ リオ & ウィ リス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮 
面 '(O ?) 

角 を 持つ 男 (Horned Man) ケル ト : ケル ト 
人 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の この 姿 を 崇拝 し た 。 
雄 ジ カ の 角 を 生やし た 人 間 の 男性 に 類似 し て 
お り 、 幻 覚 剤 の 影響 下 に ある 者 の み が そ れ を 
見 る こと が で きる 。 

較 ハー バー "Return to DunwichY 

テス カト リポ カ (Tezcatlipoca) メキ シコ : 
浅 黒い 肌 を 持つ 男性 。 そ の 足 の 片方 は 、 煙 を 
吐く 鏡 に な っ て いる 。 テ スカ トリ ポカ は アス 
テカ 族 の 最も 重要 な 神 の 一 体 で あっ た 。 
圏 S ジョ ン ソ ン ^A Resection of Time" 

トー ト (Thoth) エジプト : この 姿 は 不 確 実 
だ が 、 ト キ の 頭 を 持つ 人 間 に 似 た 姿 を し て い 
る 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ が 原初 の エジプト 人 た 
ちの 中 で 使用 し た 次 か も し れ な い 。 

“Thoth's Dagger' 

嘆き も だ える も の (Wailing Writher) : 一 列 に 
並ん だ 渦巻 く 黒 い 触手 と 叫び 声 を 上 げ る 口 。 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ の この 特定 の 姿 は 選ん だ 犠 
牲 者 に と りつ き 、 そ の 後 宿主 を 離れ る と き に 
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は その 体 を 突き 破る こと で 知ら れ て いる 。 い 
くつ か の ヒン ズー の 物語 で も 暗示 され て いる 
が 、 嘆 きも だ える も の を 崇拝 する 者 は まっ た 
く 知 られ て いな い 。 

ロス "Escape from Innsmouthr 

憎しみ の 像 (Effigy of Hate) アフ リカ : 現在 
絶滅 し た ある アフ リカ の 部 族 が この 次 の 絢 壮 
な る 使者 を 崇拝 し て いた 。 強 壮 な る 使者 は 部 
族 の 戦争 トー テム を 通し て 顕現 し た 。 こ の 翼 
を 持つ 怪物 は 、 カ ルト 信者 に 過去 の 戦い を 復 
活 さ せ 、 歴 史 の 流れ を 変え た 。 し か し 彼ら を 
助け る こと は な か っ た 。 

ギラ ン “Regiment of Dread" 

遣い 寄る 霧 (Crawling Mist) ドリ ー ム ラン ド : 
突然 発生 し 「 使 者 」 の 目的 地 へ 意思 を 持っ て 
移動 する 、 吐 き 気 を も よ お す 色 を し た 吉 。 
ラム レイ 『Elysia』 

皮膚 な きも の (Skinless One) 中 東 : は ぎ 取 
られ て 、 皮 の な い 人 死体 の 姿 を し た ニャ ル ラ ト 
テッ プ は 、 ト ルコ と その 隣接 地域 で 、 特 に 忌 
まわ し い カ ルト に よっ て 崇拝 され る 。 

圏 ギラ ン ほ か "Horror on the Orient Express" 
膨らん だ 女 (Bloated Woman) 中 国 :5 つ の 
口 と 多く の 触手 を 持つ 巨大 で 、 肥 満 体 の 女性 
の 次 。 魔 力 を 持つ 黒い 扇 を 持っ つて お り 、 人 間 
を 罠 に 掛け る まで 、 そ の 見 苦し い 体 を 人 間 か 
ら 魔 術 で 了 紗 し て いる 。 こ の カル ト は 中 国 に 深 
く 根 を 伸ばし て お り 、『 黒 い 扇 の 女神 』 と 『 ク 
ワン 司祭 の 物語 』 の 2 冊 を 聖典 と し て 所 有 
し て いる 。 

圏 デ ィ テ ィ リ オ & を ウィリス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 " 

緑 の 男 (Green Man) ケル ト : さま ざま な 植 
物 の 葉 と 茎 で 作ら れ た 男 の 像 に と りつ いた も 
の 。 緑 の 男 は 普段 は 休眠 状態 に ある が 、 神 託 
と し て 質問 に 答え る と きか 、 生 け 喚 を 求め る 
と き に だ け 目 覚める 。 

ハー バー "Keeper's Compendium': ハレ ッ 
ト & イ ジン ウィ ル "Eyes for the Blind"(O) 

無 貌 の 神 (The Faceless God) 古代 エジプト : 




















エジプト 文明 の 初期 に 、 人 々 は 特徴 の な い 頭 
部 に 神 性 の 三重 冠 を 乗せ た 、 翼 の ある ス フ ィ 
ンク ス の 次 を し た ニャ ル ラ ト テ ッ プ を 崇拝 し 
て いた 。 無 貌 の 神 は 時 々 偶像 の 体 を 使っ て 顕 
現し た 。 の ち に ほか の 宗教 の 神官 が この カル 
ト を 弾 圧し 、 カ ルト は も う 少 し で 忘れ 去ら れ 
る と ころ で あっ た 。 し か し この 存在 の 像 は エ 
ジ プ ト の 砂漠 で は いま だ に 見 つけ られ る こと 
も ある 。 こ の 化身 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 「 野 
獣 」 の 姿 と 同じ か も し れ な い 。 

悦 ブロ ッ ク 「 無 貌 の 神 」 

野獣 (The Beast) 全 世 界 : 世界 最大 級 の 碑 
の 一 つの 次 で 現れ る 。 野獣 の 結社 に よっ て 此 
捧 さ れ て いる 重要 な 存在 で ある 。 

ー ネ フ レン テカ 、 ノ フル ニテ カ 、 野 獣 の 結社 
ハー バー " ユ ゴ ス か ら の 侵略 " 

闇 に 棲み つく も の (Dweller in Darkness) ン 
ガイ の 森 : ン ガ イ の 森 に は ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 聖なる 森 が あり 、 遣 い 寄る 混 注 は 、 さ ま ざ 
まな 付属 吾 官 を 出し て は 引っ 込め る 、 顔 の な 
い 泣き 叫ぶ 公 物 の 交 を し て いる 。 こ の 次 の と 
き の ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 、 望 む ど ん な 形 に で 
も 一 時 的 に 変身 で きる 。 通 常 、 こ の 化身 は 夜 
に の み 現 れる 。 

ダー レス 「 痢 に 棲み つく も の 」 

闇 に 咲 え る も の (Howler in Darkness) ー ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ (血塗ら れ た 舌 の 神 ) 

章 の 魔神 (Dark Demon) : 接触 し た 者 に 肖 
依 す る こと も ある 。 暗 黒 の 魔物 (大 き な 鼻 と 
か ぎ 爪 を 持ち 、 黒 い 毛 に 天 わ れ た 存在 ) に 似 
て いる が 、 そ れ よ り も 大 きく 、 ず る 賢い 。 ま 
た 、 時 々 黒 魔術 の 研究 に 傾倒 する 者 を た ぶら 
か し 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ を 体 に 入ら せる か わ 
り に 栄光 を 約束 する 。 も ちろ ん 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ に と りつ か れ た 者 に 見 返り は な い 。 

較 ブロ ッ ク 「 闇 の 魔神 」 

痢 を さま よう も の (Haunter of the Dark) オー 
スト ラリ ア 、 ユ ゴス : この カル ト は 、 ユ ゴス 
に 由来 する が 、 ネ フレ ン テ カ の 治世 に 一 般 に 
広まっ た 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ は 3 つ に 分 か 
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れ た 目 を 持っ た 巨大 な コウ モリ の よう な 姿 で 
現れ る 。 こ の 存在 は 召喚 する 人 に 催眠 性 の 支 
配 を 及ぼ すこ と が 示唆 され て いる 。 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ が 顕現 する と き は 暗闇 を 保 た な けれ 
ば な ら ず 、 強 い 光 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ を 遠 ざ 
け て し まう だ ろう 。 

カル ト で 最も 神聖 な 物品 は は 輝く トラ ペ ゾ 
へ ドロ ン で 、 こ れ は 「 導 を さま よう も の 」 が 
われ われ の 次 元 に 入れ る よう に させ る も の で 
ある 。 現 代 の オー スト ラリ ア の ある カル ト は 、 
アボ リ ジ ニ と 、 ス ラム に 住む その 他 の 種族 を 
配下 に 置き 、 ら せん 形 の 印 を 象徴 と し て いる 。 
星 の 知恵 派 カ ルト は 痢 を さま よう も の を 上 崇 拝 
する うえ で 、 最 も 重要 な カル ト で ある 。 ま た 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ の この 姿 は 、 砂 コウ モリ 、 
顔 を 食らう も の 、 す べ て の コウ モリ の 父 、 暗 
黒 の 翼 、 光 へ 飛ぶ も の な ど と も 呼ば れ て いる 。 
ー 輝 く ト ラベ ペ ゾ ヘドロ ン 、 星 の 知恵 派 、 ユ ゴス 
ディ ティ リオ & ウィリス “City beneath the 
Sands": ラヴ クラ フト 「 導 を さま よう も の 」 
(O)、『Selected Letters V』: ラム レイ 『Clock 
of Dreams』 
ル ロ グ (Lrogg) 天王 星 : リ ー ギ クス (天王 星 ) 
の 世界 で は 、 金 属 で 出来 た 原 住民 と 、 シ ャ ッ 
ガイ か ら の 昆虫 の 一 部 の 反逆 者 が 双頭 の コウ 
モリ の 次 の ニャ ル ラ ト テ ッ プ を 崇拝 し て い 
る 。 儀式 は それ ほど 残忍 で は な く 、 崇 拝 者 は 
年 に 一 度 、 種 族 の 一 人 を 生け 旨 に 捧げ る だ け 
で よい 。 
ー シ ャ ン 、 リ ー ギ クス 
アニ オロ フス キー “Ye Booke of Monstres” : 
キャ ン ベ ル 「 妖 虫 」(O) 








ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 寅 話 
Fable of Nyarlathotep 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 力 の 興隆 、 そ の 凡 拝 の 
忘却 、 最 後 の 帰 避 と いっ た 歴史 。 エ ジ プ ト の 
正統 派 の 大 神官 は この 寅 話 を 抑圧 し た が 、 そ 
れ に も か か わら ず 現 在 ま で 生き 残っ た 。 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 














ブロ ッ ク 「 喘 笑 す る 食 恨 殖 」、「 無 貌 の 神 」(O) 





「 ニ ュー イン グラ ンド に て 異形 の 悪魔 の 
な せ し 邪 悪 な る 妖術 に つい て 』 
Of Evil Sorceries Done in New-England of 
Daemons in No Human Shape 

植民 地 時 代 に 印刷 され た 匿名 の 作者 に よる 
小 司 子 。 ア ライ ジャ ・ ホ ー ド リ イ 師 に よる も っ 
と 大 き な 作 品 の 一 部 と 思わ れる 。 ニ ュー イン 
グラ ンド で 評判 に な っ た 魔術 師 と 神秘 的 な 事 
件 、 特 に マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ダ ニッ チ に 住む 
リチャード ・ ビ リン トン の 事件 を 扱う 。 

[ダー レス が 「 暗 黒 の 儀式 」 に 組み 込ん だ 
断 刻 で は 、 ラ ヴ ク ラ フト は 『 ニ ュー イン グラ 
ンド の 楽園 に お ける 魔術 的 驚異 』 の 一 部 で あ 
る と し て 『 ニ ュー イン グラ ンド に て て 』」 に つ 
いて 言及 し た 。 ダ ー レ ス は この 参照 を 取り 除 
き 、2 つの 作品 を 切り 離し た 。] 
ー ビ リ ント ン (リチャード ) 
圏 R. プラ イス 「The Round Tower」 : ラヴ クラ 
フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」(O) 

















『 ニ ュー イン グラ ンド の 楽園 に お ける 魔 
術 的 驚異 」 
Thaumaturgical Prodigies in the New-English 
Canaan (also Prodigies in the New England 
Canaan or Thaumaturgical Prodigies in the 
New England Canaan) 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ア ー カ ム に ある 第 二 教 
会 の ウォ ー ド ・ フ ィ リ ッ プ ス 師 が 書い た 本 。 
ニニ つ の 版 が あり 、 最 初 は 1794 年 に 出版 され 、 
二 つ 目 は 1801 年 に ボス トン で 削除 版 と し て 
出版 され た 。 第 2 版 が 出版 され て 数 年 後 、 フ ィ 
リッ プス 師 は アー カム の 郊外 に 住ん で いた ア 
リヤ ・ ビ リン トン と の 論争 に 足 を 突っ 込む よ 
うに な っ た 。 こ の いさ か い の 背 後に あっ た 理 
由 は 不明 だ が 、 本 の 中 で アリ ヤ の 先祖 で ある 
リチャード ・ ビ リン トン に 対し て 断罪 し た こ 
と に あっ た よう だ 。 そ の 後 ま も な く 、 師 は 自 
分 の 本 を すべ て 買い 占め 、 そ れ ら を 燃 や そ う 
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し だ た 。 

この 本 は 、 ニ ュー イン グラ ンド で 起き た 奇 
妙 な 出来 事 と 、 魔 術 師 と 疑わ れる 人 々 を 扱っ 
て いる が 、 ア ー カ ム と セイ レム の 地域 に は 特 
に 焦点 が あて られ て いる 。 コ ッ ト ン ・ マ ザー 
の 『 見 え ざ る 世界 の 驚異 」 な どの ほか の 作品 
と 違う と ころ は 、 フ ィ リ ッ プ ス の 物語 に は ほ 
か の 本 に は な い 信 央 性 が ある こと で ある 。 
[ラヴ クラ フト の 作品 に は 登場 し な い が 、 彼 
が 実際 に この 本 を 思い つい た 。 ダー レス は 、 
彼 の 覚書 を 見 つけ 、 出 版 年 を 1697 年 か ら 
1801 年 に 変え て 使用 し た 。 私 と し て は 、 
「 ニ ュー イン グリ ッシュ 」 か ら 「 ニ ュー イン 
グラ ンド 」 へ の 変更 は サン ディ ー・ ピ ー タ ー 
セン に よる も の だ と 考え る 。] 
ー ア ー カ ム 、 ビ リン トン (アリ ヤ )、 ビ リン 
トン (リチャード )、 フ ィ リ ッ プ ス (ウォ ー ド ) 
カー ター「The Winfield Heritance」: ハー 
バー“ ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パ 
ニオ ン ": ピ ー タ ー セ ン & ウ ィ リ ス ほ か "クト ッ ゥ 
ルフ 神話 TRPGC" : マッ コー ル “オー クシ ョ ン ": 
ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」(O) 








ニュ ー ダ ニッ チー ダニ ッ チ 


New Dunnich 


ニョ グ タ (あり え べ か ら ざ る も の ) 
Nyogtha (also the Thing That Should not 
Be) [Inee-AUG-thah] 

黒い 無 定 形 の 塊 と し て 現れ る ツァ トゥ グ ァ 
ある い は ウ ボ テ サス ラ が 生ん だ グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 。 ヨ ス の 大 洞窟 の 地下 深く か 、 
ある い は アー クツ ルス を 回 る 暗黒 の 世界 に 棲 
ん で いる 。 ニ ョ グ タ は 上 方 世界 へ の 一 定 の 出 
口 か ら の み 現 れる こと が で きる 。 そ の よう な 
出口 は マサ チュ ー セ ッ ツ 、 シリ ア 、 タ ター ル 、 
ルー マニア 、 三 ュ ラー ジー ランド 、。 お よび レジ 
高原 に 見 つけ られ いる が 、 ま だ 未 発見 の 場所 
に も 間違い な く 存 在 し て いる 。 

ニョ グ タ に は 活発 に 活動 する カル ト が ある 





と は 考え られ て いな い が 、 一 人 で 活動 する 魔 
術 師 が 力 を 獲得 する た め に それ を 呼び 出し 
た 。 少 なく と も セイ レム の 魔女 裁判 で 処刑 さ 
れ た 魔女 の 一 人 は ニョ グ 夕 と 関連 し て いた 。 
また 、 世 界 中 に 点 在 す る ほか の 例 も ある 。 ま 
た 、 ニ ョ グ タ に は 食 必 鬼 に 関連 する いく つか 
の カル ト が 仕え て いる こと が 知ら れ て いる 。 
あり え べ か ら ざ る も の は 、 そ の 本 拠 地 に 通じ 
る 洞窟 の 入り 口 で 召喚 する こと が で きる 。 

ニョ グ タ に 関す る 一 つの 説 に よる と 、 ニ ョ 
グ タ は 古 の も の と いく ら か 関連 が ある らし 
い 。 ニ ョ グ タ は 、 こ の 異 星人 に 自分 の 成長 を 
助け る よう 求め た 。 そ し て 古 の も の は これ に 
同意 し な が ら も 、 ニ ョ グ タ を 支配 する こと を 
望ん で いた 。 し か し な が ら 、 彼 ら が 恐れ た よ 
うに 、 ニ ョ グ タ は 彼ら の 支配 か ら 逃 げ 出し た 。 
これ に 対応 し て 、 彼 ら は 巨大 な 魔術 的 な 防御 
長 を 組み 立て 、 ニ ョ グ タ を その 故郷 で ある 
ニュ ー ジ ー ラ ンド の 洞窟 の 中 に 封じ 込め 、 完 
全 に 成 吾 で き な い よう に し た の だ と 言う 。 こ 
の 説 で は 、 ニ ョ グ タ が 世界 の ほか の 場所 に ど 
う や っ て 現れ た の か わか ら な い 。 

彼 の 本 質 が 何で あれ 、 ニ ョ グ タ は 比較 的 容 
易 に 追い 払う こと が で きる 。 エ ジ プ ト 十字 、 
ヴァ クニ テ ヴ ィ ラ 呪文 、 あ る い は ティ クオ ン 審 
液 は 、 ニ ョ グ タ を 元 来 た 洞窟 に 追い 返す 。 こ 
れ ら の 3 つの 物品 は すべ て 生命 と 純粋 さと 
関連 が ある の で 、 お そら く 同 様 な ほか の 典礼 
骨 か 物品 も 役に立つ か も し れ な い 。 

ー 古 の も の 、 ヴ ァ ク = ヴィ ラ 呪 文 、 ウ ボー 
サス ラ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 食 尼 鬼 、 
精霊 説 、 ツ アト ゥ グ ア 、 テ イィ イク オン 霊 液 、 ナ 
グー ブ 、 ヨ ス 、 レ ン 、 レ ン の 灯台 

カー ター 「The Acolyte of the Flame」、「The 
Book of Dismissals」、「Zoth-Ommog」: カ ー タ ー 
& を C.A スミ ス 「The Stairs in the Cryptl : カッ 

トナ ー「 セ イレ ム の 需 」(O) : ハー バー " 暗 
黒 の 城 ': ピー ター セン & ウィリス “クト ゥ ル 
フ 神話 TRPG': マッ コネ ル & サ ッ ト ン “The 
Thing at the Threshold* 
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ニル 
Nir [NEERI 

魔法 の 森 と ウル ター ル の 間 に あ る 村 。 村 に 
は た だ 一 本 し か 通り が な い 。 ま た 、13 世 紀 
前 に 造っ た と き に 人 間 の 生け 加 を 中 に 封じ た 
と いう 、 ス カイ 河 に 架かる 一 本 の 石橋 が ある 。 
っ ー ウ ルター ル 、 ス カイ 河 、 ド リー ムラ ンド 、 
ハセ グ 、 レ リオ ン 山 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 ウ ルター ル の 猫 」(O)、「 未 
知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 





ニン の 銘板 
Tablets of Nhing 

惑 量 ヤ デ ィ ス に 保管 され て いる 一 組 の 侯 
文 。 何 百 万 年 も の 間 人 類 の 目 に さら され て お 
ら ず 、 何 が 書か れ て いる の か は 不明 で ある 。 
ー ヤ ディ ス 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 
越え て 」 





メー ミ ンズ 
Numinos [NOO-min-oes] 

ボ レ ア に 最も 近い 月 。 イ タク ァ が 多く の 種 
類 の 動物 と 植物 と 共に 棲ん で いた 。 ヌ ー ミ ナ 
ス は ほとん ど 海 洋 で 覆 わ れ て お り 、 古 代 ス カ 
ン デ ィ ナ ビア 人 の 多く の 激しい 集団 の 故郷 で 
り 、 そ の 文化 は バイ キン グ の も の に 似 て いる 。 
この 世界 の ほとん どす べ て の 住民 は 、 何 年 も 
前 に イタ ク ァ が 彼ら に も た らし た 破壊 を 見 て 
いる の で 、 ウ ェ ン ディ ゴ を 揺 る ぎ な く 崇敬 し 
て いる 。 反 逆 者 の 小さ な 居留 地 が 山脈 の 中 に 
孤立 し て 存在 し て いる 。 

ー イ タク ア 、 ボ レア 
ラム レイ 『Tmm the Moons of Borea』 


ヌ グ = ソス 

Nug-Soth [NUHG-soth] 

1) 1 万 4000 年 後 の 未 来 の 魔術 師 。 そ の 精 
神 は 一 時 イス の 偉大 な る 種族 に よっ て 捕らえ 
られ た 。 

悦 ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 

2) か つて 惑星 ヤ デ ィ ス に 棲ん で いた 種族 。 
彼ら は 人 間 型 の 種族 だ が 、 甲 羅 と バク の よう 
な 上 鼻 を 持っ て いる 。 ヌ グ ニ = テ ソ ス は 故郷 で ある 
ヤ デ ィ ス の 世界 で 非常 に 高度 な 文明 を 築い 
た 。 宇宙 や 異 次 元 を 通っ て 旅 す る こと も 日 常 
的 に 行なわ れ た 。 し か し ドー ル が ヤ デ ィ ス に 
や っ て 来 た と き 、 ヌ グ = テ ソス は 自分 た ちの 世 
界 を 救う こと が で きず 、 宇 宙 に 離散 し た 。 
ーシュ ブ = ニ グラ ス 、 ド ー ル 、 ヤ ディ ス 
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カー ター : 「Visions from Yaddith」 ラヴ ク 
ラフ ト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 
(O) 

3)『 ネ クロ ノミ コン 』 に 書か れ た アル ファ 
ベッ ト で 、 魔 術 の 式 文 を 書く 儀式 具 と し て 使 
用 され る 。 こ の 文字 が 前 記 の 二 つ の 「 ヌ グ = 
ソス 」 と 関連 が ある か どう か は 不明 で ある 。 
悦 カー ター 「The Book of the Gates」: ヘ イ 『 魔 
道 書 ネ クロ ノミ コン 』(O) 





























ヌ ト セー カー ム ブ ル 
N' Tse-Kaambl InicSEE-KAHM-bell 

「 そ の 輝き が 世界 を 砕い た 」 旧 き 神 。 彼 女 
は し ば し ば 槍 と 盾 を 持ち ロー ブ を まとっ た 美 
人 の 次 で 現れ る 。 ヌ ト セ ニー カーム ブル は ド 
リー ムラ ンド で 、 特 に ユ ス の 聖職 者 に よっ て 
主 に 崇拝 され て いる 。 旧 き 印 を 発明 し た の が 
彼女 だ と いう 者 も いる 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 旧 き 神 、 旧 き 印 
悦 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか "The 
Complete Dreamlands': マ イヤ ー ス 「 妖 明 の 館 」 
(O)、「Xiurhn」 





『 ネ クロ ノミ コン 」 補遺 人 て C 


Necronomicon [nekzroe-NOM-rkonl 


『 ネ クロ ノミ コン に お ける クト ゥ ルフ 
Cthulhu in the Necronomicon 

ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ に よる 草稿 で 、 
彼 の 『 ル ルイ エ 異 本 を 基 に し た 後期 原始 人 の 
神話 の 型 の 研究 』 の 続編 を 意図 し て 書か れ た 。 
シュ リュ ズ ベ リ イ の この 未完 の 書 の 最初 の 部 
分 は 1938 年 に 出版 社 に 届い た 。 そ れ は 教授 
が 死ん だ と 思わ れ た 、 彼 の 家 の 原 因 不 明 の 火 
事 の 直前 の こと で あっ た 。 原 稿 の 残り は も は 
や 存在 し な い が 、 最 初 の 部 分 だ け は 、 お そら 





く 出 版 さ れ た の だ ろう 。 そ し て それ 以来 、 さ 
ま ざ ま な 場所 で 現れ て いる 。 

この 本 で シュ リュ ズ ベ リ イ は 、『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 と 『 ル ルイ エ 異 本 』 で 概要 が 描か れ 
る クト ッ ゥ ルフ 神話 と 、 世 界 中 の さま ざま な 文 
化 の 神話 の 関連 を 解き 明か す 。 ま た 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 同 士 、 特 に クト ゥ ルフ と 
ハス ター を 争わ せる こと が 有効 か どう か に 関 
し て 彼 は 推測 し て いる 。 
ー ク トウ ルフ 、『 ネ クロ ノミ コン 』( 補 遺 )、 
シュ リュ ズ ベ リ イ (ラバ ン ) 
カー ター 「"Introduction' to Dreams from 
Rlyeh」: ダ ー レ ス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」 





(0O) 


ネス ター・ モ ベ ダ ン ・ モ ベ ド 
Nestar Mobedan Mobed [NES-tar] 

6 世紀 の 自称 ゾロ アス ター 教 の 予言 者 。 ネ 
スタ ー と 信者 は より 正統 な 司祭 た ちの 不 節制 
を あざ わら い 、 そ の 後 す ぐ 荒 野 に 旅立っ た 。 
20 年 後 租 ら は か な り の 数 と な っ て ネス ター 
の 故郷 に 戻り 、 街 を 襲 お うと し た 。 司祭 た ち 
の 黄金 の 塔 (ネス ター の 信者 た ち は 寺 院 を そ 
う 呼 ん を で いた ) まで 達し て 、 そ れ を 焼き 払 お 
うと し た の で ある 。 し か し な が ら 、 都 市 の 守 
衛 が ネス ター を 殺し 、 彼 の 信者 の 大 部 分 は 捕 
ら え られ て 殺さ れ た 。 

ネス ター の 信者 の 生き 残り は 丘陵 地帯 に あ 
る 秘密 の 住み か に 戻り 、 そ こ で ネス ター が 信 
者 に 宛て た 手紙 を 発見 し た 。 彼 の 指示 に 従い 、 
カル ト の 大 部 分 が イン ド と ロシア に 移住 し 
た 。 彼 ら は 現代 まで そこ に 住ん で いる 。 ほ か 
の 支部 も 生き 延び て いる と 噂 され て いる が 、 
それ は 確認 され て いな い 。 

ー ク トウ ゥ グ ア 

圏 ハ ー バ ー* ク トゥ ルフ 神話 TRPC キー パー 
コン パニ オン "、"Keepers Compendium' iA. 
ビシ ョ ッ プ “This Fire Shall Kil"(O) 








ネズ ミ 怪 物 

RacThings 

物 を つか む の に 適し た 前 脚 と 人 間 の 顔 を 持 
つ 、 ネ ズミ に 類似 し た 小さ な 存在 。 ネ ズミ と 、 
アル コー ル に 酔っ た と き に の み 見 える 奇妙 な 
妖精 の た ぐい と の 交配 で 創造 され た も の や 、 
人 間 の 死体 に 魔術 を か け て 創造 され た も の が 
ある 。 多 く の 魔 女 が 使い 魔 と し て それ ら を 利 
用 し 、 ブ ラウ ン ・ ジ ェ ン キン が その 最も 有名 
な 例 で ある 。 

ー ブ ラ ウン ・ ジ ェ ン キン 

園 バ ー ト ン " ク トゥ ルフ ・ バ イ ・ ガ スラ イト ': 
ハー バー “The Litle People: ラ ヴ ク ラ フト 「 魔 
女 の 家 の 夢 」 (O) 
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『 ネ ッ シ ー に つい て の 一 考察 : 暴 か れる 
ネス 湖 の 秘密 』 
Notes on Nessie: the Secrets of Loch Ness 
Revealed! 

エディ ン バ ラ の ロバ ー ト ・ ア ラン ・ マ ッ ギ 
ルク リス ト に よっ て 書か れ た 本 。 彼 の 妻 と 子 
供 が 彼 の 奇妙 な 習慣 の た め に 彼 を 見 捨て た の 
ち 、 マ ッ ギ ルク リス ト は イン ヴァ ネス の 近く 
の 湖 に 棲ん で いる と 思わ れる ラム トン の ワー 
ム や ナイ アス の よう な 、 神 話 学 の 話題 に 関す 
る 一 連 の 研究 を 出版 し た 。1900 年 に 『 ネ ッ 
シー に つい て の 一 考察 』 が 世に 出 を と き 、 限 
られ た 部 数 に も か か わら ず 、 ち ょ っ と し た 評 
判 に な っ た 。 マ ッ ギ ルク リス ト は ある 日 、 彼 
の 所 有 地 に あっ た 池 の 中 で 江 死 し て いる の が 
発見 され た 。 本 の 内 容 に 関す る 情報 は ほとん 
ど 知 られ て いな い が 、 世 界 の 神話 に お ける ウ 
ミ へ ヘビ や や 竜 と クト ゥ ルフ を 関連 させ た も の か 
も し れ な い 。 
ー ク トウ ルフ 
圏 ハ ー バ ー* ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン ": ラム レイ 『Beneath the 
Moors』 (O)、「The House of the Temple」 








ネフ レン ニカ (暗黒 の ファ ラオ ) 
Nephren-Ka (also the Black Pharaoh) [NEF- 
fren-KAHI 

エジプト 第 三 王朝 最後 の ファ ラオ 。 伝説 に 
よる と 、 ネ フレ ン テ カ は 強力 な 魔術 師 で 、 エ 
ジ プ ト で 最も 偉大 な 神官 王 で あっ た 。 彼 は 、 
滅び た アイ レム の 都市 で ニャ ル ラ ト テ ッ プ と 
出会い (実際 に は ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 化身 で 
あっ た と 考え る 者 も ちい る)、 ア イレ ム か ら 戻 っ 
た の ち は 国 中 に ニャ ル ラ ト テ ッ プ 崇拝 を よみ 
が えら せ 、 フ ァ ラ オ と し て 国 を 統治 し た 。 彼 
の 治世 の 間 、 バ ー ス ト 、 ア ヌ ビ ス 、 お よび セ 
ベク の 神殿 が 栄え た 。 ま た 、 輝 く ト ラペ ゾ ヘ へ 
ドロ ン を 発見 し た こと で も この 暗黒 の ファ ラ 
オ は 称賛 され て いる 。 

ネフ レン = カ の 変革 の た め に 大 衆 の 中 に 
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大 き な 不 満 が 沸き 起こ っ た 。 そ し て まもなく 
エジプト の 人 々 は 反乱 を 起こ し た 。 結局 スネ 
フェ ル (女神 イシ ス の 計 護 を 受け た 第 四 王 朝 
の 創設 者 ) が 暗黒 の ファ ラオ に 打ち 勝っ た 。 
ネフ レン ニカ は 、「 西 方 の 島 」 に 逃げ る た め 
に 海岸 に 向かっ て いた が 、 ス ネフ ェ ル の 軍勢 
は 現在 の カイ ロ に 近い 場所 で 彼 を 捕まえ た 。 
と ころ が 邪悪 な ファ ラオ と 彼 の 神官 た ち は 消 
え 和 失せ て し まっ た 。 彼 ら は 地下 納骨 所 に 逃れ 、 
その 場所 は 今日 まで 秘密 に 包ま れ て いる 。 ス 
ネフ ェ ル は 困惑 し た が 、 暗 黒 の ファ ラオ の 死 
を 宮 言 し 、 す べ て の 記録 と 記念 碑 か ら ネ フレ 
ン テ カ の 名 前 を 削除 させ た 。 

隠さ れ た 納骨 堂 の 奥 で 、 ネ フレ ン ニ テカ は 
100 人 の 犠牲 者 を ニャ ル ラ ト テ ッ プ に 生け 千 
に 捧げ た 。 こ の 贈り 物 と 引き 換え に 、 強 壮 な 
る 使者 は 自分 の 従者 に 予言 の 能力 を 授け た 。 
ネフ レン テカ は 自分 の 墓 の 壁 に 世界 の 未来 を 
描く こと に 人 生 の 最後 の 日 々 を 費やし た 。 
第 六 王 朝 で は 女王 ニ ト ク リス が 出現 し た 。 
女王 は ニャ ル ラ ト テ ッ プ 崇拝 を 復活 させ た の 
で ある 。 ま た 、 別 の ネフ レン テカ (も し く は 
同じ 人 物 か ? ) が この 王朝 の 終わ り に 、 ニ ト 
クリ ス と ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 子供 と し て 出現 
し た と 言う 者 ちい る 。 し か し われ われ は 彼 の 
治世 に 関す る 情報 を まる で 持っ て いな い 。 
第 十 八 王朝 に な っ て アメ ン ホ テッ プ 4 世 
(アク エン アテ ン ) が ネフ レン テカ の 遺体 を 
見 つけ 、 こ の 死ん だ 魔術 師 を 魔術 で 呼び 出し 
た 。 ネ フレ ン テ カ は 若い ファ ラオ に 影響 を 及 
ぼ し 、 国 の 宗教 を 変え て 、 変 装 し た 自分 の 神 
を 崇拝 する よう 説得 し た 。 ま も な くし て ネフ 
レン テカ は 時 期 が 再起 の た め に 正しく な いと 
知り 、 自 分 の 墓 に 戻っ た 。 残 され た アク エン 
アテ ン の 治世 は 没落 し て いっ た 。 

残っ た 暗黒 の ファ ラオ の 信者 た ち が ど う 
な っ た か は 誰 に も わか ら な い 。 彼 ら が 南 へ 押 
し や られ スー ダン の 向こう に ある 湿地 帯 に 
行っ た と 言う 者 も ちい る 。 ま た カル ト 信 者 た ち 
が イギリス に 行っ た と 断言 する 者 も ちい る 。 さ 

















ら に は 魔術 師 が エジプト に と どまり 、 秘 密 裏 
に 崇拝 を 行なっ て いた と 主張 する 者 も いる 。 
ネフ レン テカ の 永眠 の 地 も 同様 に 謎 の まま 
で ある 。 記録 で は 、 メ イド ム の 「 月 れ ピ ラミ ッ 
ド 」 と ダ ハ シュ ー ル の 「 屈 折 ピ ラミ ッ ド 」 が 
共に ネフ レン テカ を 拘束 する た め に 造ら れ 、 
彼 が 「 屈 折 ピ ラミ ッ ド 」 に 埋葬 され て いる と 
述べ て いる 。 し か し この ピラ ミッ ド を 調査 で 
彼 の 遺体 の 痕跡 が まっ た く 発 見 され て いな 
い 。 彼 の 死 か ら 7,000 年 後に 暗黒 の ファ ラ 
オ が 再び 出現 する と も 言わ れ て いる 。 
[ブロ ッ ク は 「 暗 黒 の ファ ラオ の 神殿 」 で 「 聖 
書 時 代 」 と 『 死 者 の 書 』」 に つい て 言及 し て お 
り 、 そ うな る と 暗黒 の ファ ラオ の 時 代 は 第 
ト 二 王朝 の ころ に な る 。 の ちの 作家 た ち は 第 
三 、 第 十 四 、 そ し て 第 十 八 王朝 の 時 代 に 彼 を 
登場 させ た 。 第 三 王朝 と する も の が 最も 完成 
し た も の で あっ た の で 、 こ こ に 収録 し た し だ 
いで ある 。] 
ー ア イレ ム 、 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 キシ ュ 、 
『 サ ラセン 人 の 儀式 』、 ニ トク リス 、 ニ ャ ル ラ 
ト テ ッ プ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (黒い 風 、 野獣) 、 
バー スト 、 ハ ドス 、 プ リン (ルド ウィ ク )、 
ボウ アン (イノ ッ ク ) 
M. ア ンダ ー ソ ン “The Cairo Guidebook": カ ー 
ター& R. プライス 「The Strange Doom of Enos 
Harker」 : カル プ 「The Papyrus of Nephren-Ka」 : 
ディ ティ リオ & ウィリス“ ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 
仮面 ': ハー バー Keepers Compendium': ハ 
リス 「The History of Nephren-Ka」: ブ ロッ ク 「 暗 
黒 の ファ ラオ の 神殿 」: ラヴ クラ フト 「 ア ウト 
サイ ダー」(0)、「 導 を さま よう も の 」 





ネフ レン ニカ ・ ナ イ ・ ハ ルド スー ハッ チン 
ジン (エド ワー ド ) 
Nephren-Ka Nai Hadoth 





ネフ レン テカ ・ ナ イ 
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ノー デン ス (大 いな る 深淵 の 大 電 ) 
Nodens (also Lord of the Great Abyss) 
[NOE-denz] 

し ば し ば 旧 き 神 と も 言わ れる 存在 。 実 際 の 
と ころ 旧 き 神 の 中 で 最も 有名 か も し れ な い 。 
通常 、 彼 は 片手 に オー ク で 出来 た 杖 を 持ち 、 
空想 的 な 獣 が 引く 貝殻 の 戦車 に 乗っ た 考 人 の 
姿 を し て いる 。 ま た 、 時 に は 触手 の あご ひげ 
を 持っ て いる と 描か れ て いる 。 ノ ー デ ンス は 
夢見 る 人 と 空想 家 に 対し 、 特 別 な 愛情 を 抱い 
て お り 、 そ の よう な 人 物 を 時 空 を 超え て 連れ 
去っ て 行く こと が 知ら れ て いる 。 彼 は 夜 四 の 
支配 者 で も ある が 、 人 夜 昌 に 及ぼ す 彼 の 力 は 限 
られ て いる よう に 思え る こと も ある 。 

中 に は 、 ノ ー デ ンス は 何 十 億 年 も 昔 に 地球 
に 来 て 、 未 知 の ある 存在 に よっ て 崇拝 され て 
いた と 言う 者 も ちい る 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン が 到着 し た と き に 彼 は 去り 、 彼 と 彼 の 持 
拝 者 は 遠い 未来 へ 旅立っ た 。 そ の 未来 が 到来 
し た と き 、 ノ ー デ ンス は 再び 地球 の 上 を 歩く 
こと に な る だ ろう 。 こ の 神話 は 、 ノ ー デ ンス 
と ヨ グ = テニ ソ トー ス が お 互い 反目 し て いる こと 
を 示す 。 周期 的 に われ われ の 惑星 を 訪問 する 
化身 を ノー デン ス が 持っ つて いる と いう の で な 
いか ぎり 、 こ れ は ほか に 知ら れ て いる ノー デ 
ンス の 次 と は 相 い れ が た い 。 

ある 作品 で は 、 地 球 の 神 は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の 生 獄 を 監視 する こと を ノー デン 
ス に 預 けた と いう 。 し か し 、 ノ ー デ ンス 自身 


が 入 戒 を 解き 、 眼 っ て し まえ ば 、 そ の 刻 が 来 
る 。 そ し て 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン は 彼 
ら の 墓 か ら 解 放さ れる 。 

アト ラン ティ ス 人 は コ ズ ザ ー ル (魔術 の 神 ) 
と いう 名 で 彼 を 崇拝 し て いた が 、 こ の 時 代 の 
ノー デン ス の カル ト は いっ さい 知ら れ て いな 
い 。 イ ギリ ス の リド ニー に あぁ ある 彼 の 神殿 を 死 
に か けた 者 が 見 つけ る こと が ある 。 ノ ー デ ン 
ス は 高い 代償 と 引き 換え に その 者 を 回 復 さ せ 
て くれ る か も し れ な い 。 

[ノー デン ス ( ヌ ッ ド 、 ラ ッ ド また は ヌ ア ー 
ダ ) は ケル ト 族 の 神々 の 王 の 一 体 で あっ た 。 
彼 は 戦い で 腕 を 失い 、 新 し い 銀 の 腕 が 彼 の た 
め に 鍛え られ た 。 こ れ が 理由 で 彼 は ケル ト 族 
の 神 の 王 か ら 退 いた 。 彼 は セヴァン 川 の 岸 に 
ある リド ニー に 聖地 を 持っ て いた 。 彼 は アー 
サー・ マ ッ ケ ン の 「 パ ン の 大 神 」 で 言及 され 
て お り 、 ラ ヴ ク ラ フト は そこ か ら ノ ー デ ンス 
を 使う こと に し た の か も し れ な い 。] 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、 大 いな る 深淵 、 地 球 の 
神々 、 ド リー ムラ ンド 、 旧 き 神 、 夜 鬼 、 ヨ グ 
ニー ニ ソ トー ス 
圏 ア タナ ジオ 「Glimpses」、「A Priestess of 
Nodens」, グラ ント 『Nightside of Eden』: マ 
イヤ ー ス 「 妖 崩 の 館 」、 ラ ヴ ク ラ フト 「 霧 の 高 
み の 不 思 議 な 家 」(0)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 
に 求め て 」 








21O 


ノ オ リ 
Gnorri [NORahl. 

ドリ ー ム ラン ド に 棲む ひげ を 生やし た 海洋 
種族 。 脚 の ある べき 場所 に は 長い 物 を つか む 
の に 適し た 長い 尾 を も ち 、2、3 ある い は 4 
本 の 腕 を 持つ 。 彼 ら は 居住 する 海底 に 入り 組 
ん だ 迷宮 を 造る こと に 多く の 自分 た ちの 時 間 
を 費やす 。 彼 ら の 最も 有名 な 居留 地 は イレ ク 
デー ヴァ ド の ガラ ス の 崖 の ふも と に あり 、 よ り 
大 きい が 放棄 され た 都市 が サル コマ ンド の 東 
の ベン ナ 湾 に ある 。 一般 に 、 ノ オリ は 温和 な 
性 質 で ある 。 
ー イ レク テニ ヴァ ド 
ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 銀 の 鍵 」(O) 


























ノ フ ニテ ケー 
Gnoph-Keh [nauLKAE] 

角 を 持ち 、2 本 また は 4 本 、 時 に は 6 本 の 
脚 を 持つ と いわ れる グリ ー ン ラン ド の 人 怪物 。 
ヴー アミ 族 は この 野人 が ヴァ ルー シア の へ ビ 
人 間 か ら 逃 れ て 自分 た ちの 王国 を 設立 し た と 
き 、 ノ フ = テ ケー を 極地 の 荒野 に 追い や っ た 。 
ノ フ ニー ケー は また 、 ラ ー ン テテ ゴ ス の 化身 で 
ある と 言わ れる こと も ある 。 

ー ア フー ム ・ ザ ー、 ヴ ー ア ミ 族 、 ヘ ビ 人 間 、 
ラー ン = テ テ ゴ ス 

圏 カー ター&C.A_ スミス 「The Scroll of 
Morloc」 ラヴ クラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀 
式 」: ヒー ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」(O) 





ノ ス ニ イデ ィ ク 
Noth-Yidik [noth-yih-DEEK] 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 上 崇拝 者 で さえ 非 
常に 嫌悪 する と いう 子供 た ち を 生み 出し た 存 
在 。 ク トゥ ン と ノ ス テ イデ ィ ク の 交配 か ら 生 
まれ た その 子供 を たち は 、 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 
で ある と いわ れ て いる 。 
ー ク トゥ ン 、 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 
悦 ヒー ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」 


ノ ト ン と カ デ ィ フ ォ ネ ク 山 
Noton [INOE-tonl] and Kadiphonek, Mounts 
オラ トー エ の 都市 に 通じ る 峠 の 脇 に そびえ 
る ロマ ー ル の 2 つの 山 。 イ ヌー ト 族 は この 
峠 を 通り 抜け 、 警 戒 し て いな か っ た ロマ ー ル 
人 を 捕らえ て 、 彼 ら と 彼ら の 都市 を 滅ぼし た 。 
ー イ ヌー ト 族 、 オ ラ ト ー エ 、 ロ マー ル 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 北 極 星 」 


ノ フ ルミカ 
Nophru-Ka [NOF_ru-KAH] 

第 十 四 王朝 エジプト の 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 強力 な カル ト の 大 神官 。 旧 体制 を 打倒 し て 
新しい ファ ラオ に な ろう と し た 。 目 的 を 達成 
する た め に 彼 は 、 星 か ら 怪 物 を 呼び 出し 、 大 
陸中 に 破壊 を も た らし た 。 混乱 の 中 、 ノ フル 
テカ と 彼 の カル ト の 崇拝 者 た ち は フ ァ ラ オ を 
攻撃 し 、 自 分 た ちの 政府 を 設立 する は ず で 
あっ た 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 自身 が 彼ら の 野望 
に 替 意 を 示し 、 支 援 す る た め に 使者 を 送る こ 
と を 約束 し た 。 

当時 の ファ ラオ は 陰謀 を 知り 、 彼 が 送っ た 
暗殺 者 が ノ フ ル ニ テカ を 提 し 出し た 。 ノ フル = テ 
カ は 彼 の カル ト で 最も 神聖 と され る 神殿 で ひ 
ざま ずい て 祈っ て いた と き に 殺さ れ た 。 彼 が 
倒れ 死に ひん し て いた と き 、 フ ァ ラ オ と エ ジ 
プ ト の 統治 者 た ち へ の 呪い を 発し た 。 

この 大 神官 の 支持 者 た ち は 、 指 導 者 の 死に 
打ち の め さ れ 、 南 に 追い 立て られ て グ ハ ー ン 
の 廃 壇 に た どり 着い た 。 

[「 ノ フル テカ 」 は 「 ネ フレ ン = カ 」 の 誤読 だ っ 
た よう に 思え る (一 ネフ レン テカ )。 ハ ー バ ー 
は の ちの 作品 で 野獣 の 結社 の 元 の 首領 を 「 ネ 
フレ ン = テ カ 」 と し て いる か ら で あ る 。] 

ー グ ハー ン 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ニ ャ ル ラ 

ト テ ッ プ (野獣 )、 野 獣 の 結社 
圏 ハー バー " ユ ゴ ス か ら の 侵略 " 








ノル ト 、 ガ スパ ー ル ・ ド ー ド ・ ノ ー ル ( ガ 
スパ ー ル ) 
Nord, Gaspard Du 


「 呪 われ し 者 た ちよ り 】 
Von Denen Vertdammten 

も と も と 2 世紀 以上 前 に アメ リカ に 移住 
し た ドイ ツ 人 、 カ ラ ヤ ・ ハ イン ツ ・ フ ォ ー ゲ 
ル に よっ て 書か れ た 本 。 彼 は 、 故 卿 の ドイ ツ 
に 戻り 、 無 題 の 本 を そこ で 完成 させ た 。 出版 
後 、 当 局 は 本 を 差し 押さ え 、2 部 を 除い て す 
べ て 破棄 し た 。 フ ォ ー ゲ ル 自 身 は その 後 ま も 
な く 失 忠 し た 。 

残さ れ た 2 部 は 、 ド イツ の 図書 館 に 閲覧 
を 制限 され て 保管 され て いた 。1907 年 に 、 
イー デス ・ ブ レン ドー ル と いう 若い 女性 が 本 
を 見 る こと が で きた 。 彼女 は 抜群 の 記憶 力 を 
使用 し て 本 全体 を 暗記 し 、 あ と で それ を 書き 
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と め 、 彼 女 自 身 の 研 究 に よる 注意 書き を 加え 
て 、 そ れ に 「『 呪 われ し 者 た ちよ り 』 と いう 題 
名 を 付け た 。 そ し て 、 ブ レン ドー ル は 本 を 自 
費 で 出版 し た 。 出 版 社 が 本 を 出し て すぐ に 、 
本 の 大 部 分 は 急い で 買わ れる か 、 ま た は 未知 
の 人 々 に 盗ま れ た 。 ブ レン ドー ル は 、 誰 か に 
つけ られ て いる と 信じ て 、 追 跡 者 か ら 逃 れる 
た め に 街 か ら 街 へ と 移り 住ん だ 。 彼女 は 
1910 年 3 月 27 日 に ボン か ら 交 を 消し 、 同 
じ 年 の 4 月 4 日 、 ラ イン 川 で 彼女 の 遺体 が 
発見 され た 。 

この 本 に は 「 見 る も 臣 ろ し い 古 の カル ト に 
関す る 盟約 」 と いう 副題 が つけ られ て お り 、 
「 待 ち 構 える 暗黒 」 と 呼ば れる 存在 の 崇拝 に 
関す る 情報 が 述べ られ て いる こと が 知ら れ て 
いる 。 
バー ティ ン 「Darkness, My Name Is」 
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バー クリ イ の ヒキ ガエル ー バ イア ティ ス 
Berkeley Toad 


バー スト 
Bast [BAST] 

猪 の 頭 を し た 女性 の 姿 を し た エジプト の 女 
神 。 バー スト は も と も と アト ラン ティ ス で 上 崇 
捧 さ れ て お り 、 彼 女 の 崇 拝 は お そら く 沈 ん だ 
大 陸 の 伝承 の 多く と 共に エジプト に 伝え られ 
た の だ ろう 。 ナ イル の 地 で の バー スト 信仰 の 
中 心 は ブ バ ステ ィ ス で あっ た 。 ブ バス ティ ス 
の 人 々 は ネコ 科 の 動物 を 崇 散 し て お り 、 人 々 
が 死ん だ と き に は 女神 を 喜ば せる た め に 多く 
の 猫 が ミイ ラ に され た 。 バ ー ス ト は 、 ま た 、 
喜び の 女神 で あり 、 そ の 結果 、 エ ジ プ ト の 最 
も 人 気 の あ る 神 の 一 つ で あっ た 。 

プリ ン は 『 妖 明 の 秘密 』 で 、 ブ バス ティ ス 
が ナイ ル 渓 谷 に ある ほか の 宗派 に よっ て 破壊 
され た と 書い た 。 バ ー ス ト の 儀式 が あま り に 
忌まわしい も の だ っ た た め 、 信 者 の 多く は 剣 
で 殺さ れ た 。 噂 に よる と 、 ブ リ テ ン 島 に 逃げ 
た 者 も お り 、 自 分 ら の 習慣 を 秘密 に 持ち 続け 
て いる と いう 。 

[バー スト (バス テト 、 バ スト ) は 実際 の エ 
ジ プ ト の 神 だ が 、 彼 女 を 邪悪 な 儀式 に 結び 付 
ける 証拠 は まっ た く な い ] 

ー『 暗 黒 の 儀式 』、 ウ ルター ル 、『 サ ラセン 人 
の 儀式 』、 ネ フレ ン テ カ 、 ラ ヴェ ニー ケラ フ 、『 妖 
明 の 秘密 』 








悦 ブ ロッ ク 「 奇 形 」、「 自 滅 の 魔術 」 (0)、「 ブ 
バス ティ ス の 子 ら 」 


バイ アグ ー ナ 
Byagoona [BEE-ah-GOE-nuh] 

「 無 貌 の も の 」 と 呼ば れ 、「 秘 密 の 二話 」 と 
みな され て いる 存在 。 バ イア グー ナ は 古代 エ 
ジ プ ト の 無 貌 の 神 の 次 で 崇拝 され て いた ニャ 
ル ラ ト テ ッ プ と 同一 の も の か も し れ な い 。 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
アン ブー ル 「The Bane of Byagoona」: ブ ロッ 
ク 「 唄 笑 す る 食 恨 鬼 」 (0O)、「 無 貌 の 神 」 

















バイ アク ヘーー ビ ヤー キー 
Byakhee [bYAHKC-ee] 


バイ アテ ィ ス 
Byatis [b-YAHL-tis] 

「 へ ビ を ひげ の ご と く は や す バ イア ティ 
ス 」、「 バ ー ク リ イ の ヒキ ガエル 」 と 呼ば れる 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 そ の 呼び 名 が 表 
す よ うに 、 多 色 で 独眼 の ちら ちら 光る 、 鼻 と 
カニ の よう な か ぎ 爪 を 持つ ヒキ ガエル の よう 
な 次 を し て お り 、 口 の 下 に は 触手 が 連なっ て 
生え て いる 。 バ イア ティ ス は 餌食 に 選ん だ も 
の に 催眠 術 を か ける こと が で き 、 バ イア ティ 
ス が 租 牲 者 を むさ ぼり 食う ご と に 、 こ の グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 体 は 次 第 に 大 きく 
な る 。 


プリ ン の 『 妖 晶 の 秘密 』 に よる と 、 深 きも 
の が 地球 に 持ち 込ん だ バイ アテ ィ ス の 偶像 に 
祈る と 、 こ の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 招 
来 さ れる 。 ヴ ァ ル ー シ ア の へ ビ 人 間 と 、 の ち 
に ムー の 和 失わ れ た 大 陸 の 人 々 が バイ アテ ィ ス 
を 崇拝 し て いた 。 バ イア ティ ス の カル ト は イ 
ギリ ス で 最も 強大 で 、 そ こ で は 人 々 が 豊 生 の 
神 と し て バイ アテ ィ ス を 崇 振 し て いた 。 カ ル 
ト は 、 交 易 商 が も た らし た ギリ シャ 神 メ 
ドゥ ー サ の イメ ー ジ も 取り 入れ た 。 年 月 が た 
ち 、 イ ギリ ス の セヴァン 谷 流 域 を 占領 し た 
ロー マ の 軍団 が 、 古 代 の 野営 地 の 石 の 扉 の 背 
後に いる バイ アテ ィ ス を 発見 し た 。 彼 ら は 見 
た も の に 恐怖 し 、 五 蘭 星 で それ を 封じ 込め て 
任務 を 続け た 。 

時 々 、 バ イア ティ ス は 年 か ら 抜 け 出 し 、 犠 
牲 者 に 忍び 寄っ て それ を 喰らっ た 。 そ れ か ら 
「 バ ー ク リ イ の ヒキ ガエル 」 (バー クリ イ を 中 
心 に 暴れ た 怪物 ) の 伝説 が 創造 され た 。18 
世紀 に 魔術 師 ギ ル バ ー ト ・ モ ー リ イ 帰 が バイ 
アテ ィ ス が つなが れ た ノー マン 城 を 購入 し 
た 。 生 け 党 の 見 返り に 、 バ イア ティ ス は ほか 
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ハイ ク 教 授 、 ハ ー バ ー ト 
Hike, Herbert 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 中 世 形 面 上 学 の 教授 
(ミシガン 大 学 で 修士 号 を 、 サ ラマ ンカ 大 学 
で 博士 号 を 獲得 し た )。 彼 は 著書 『 予 備 的 セ 
ラ エ ノ ・ カ タロ グ 』( ミ シ ガ ン 大 学 プ レス 、 
1983 年 )『 ラ ンプ ・ イ モリ の 組織 と 生理 』」( ミ 
シ ガ ン 大 学 プ レス 、1981 年 ) で 最も よく 知 
られ て いる 。 

[ハイ ク 教 授 の フル ネー ム を 研究 する 人 は 、 
入 異 的 な 結論 に 達する だ ろう 。] 
悦 ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』: ピー 
ター セン & ウィリス "Miskatonic University 
Graduate Kit'(O) 








ハイ ドラ ( 母 な る ハイ ドラ ) 

Hydra (also Mother Hydra) [HIGH-drah] 

1) ダ ゴ ン の 連れ 添い で ある 巨大 な 深き も の 。 
深き も の の 神 の 一 体 で ある 。 彼 女 は ダ ゴ ン と 
ほとん ど 同 じ 姿 を し て お り 、 彼 女 の 夫 を 崇 
する 同じ カル ト の 多く の 一 員 に よっ て 祭 敬 さ 
れ て いる 。 





の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 彼 を 交信 させ 
た 。 あ る 日 、 モ ー リ イ が バイ アテ ィ ス の 年 を 
閉じ た の ち は 、 バ イア ティ ス は 消え 和 失せ 、 二 
度 と 現れ な か っ た 。 

バイ アテ ィ ス が イグ の 上 息子 だ と する 情報 も 
ある 。 ギ リ シ ャ 人 が 「 ヒ プ ノ ス 」 と いう 名 で 
バイ アテ ィ ス を 代 振 し て いた と も 言わ れ て い 
る が 、 こ の 二 つ の 存在 は 唱 遇 し た と き の 人 外観 
と 動き が まっ た く 異 な る も の に 思え る 。 

ー イ グ 、 キ ヤム サイ ド 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 セ ヴァ ン 谷 、 ヒ プ ノ ス 、 深 きも の 、 プ 
リン (ルド ウィ ク )、 ヘビ 人 間 、『 妖 明 の 秘密 』 
カー ター 「Zoth-Ommog」 : キャ ン ベ ル 「 城 
の 部 屋 」: R. プラ イス 「The Beard of Byatis」 : 
ブロ ッ ク 「 星 か ら 訪 れ た も の 」(O) : ラヴ 
「Unseen」 





>+『 グ ラー キ の 上 黙示録 』、 精 霊 説 、 タ イサ ニテ 
ルイ エー、 ダ ゴン 、 深き も の 、 レ ッ サ ー・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 和 覆う 影 ] 

2) 灰色 の 粘着 物質 で 出来 た 果て し な い 海 の 
よう に 見 える 存在 。 表 面 か ら は 犠牲 者 た ちの 
頭 部 が 突き 出し て いる 。 ハ イド ラ は 別 次 元 に 
棲ん で お り 、 ア スト ラル 界 の ハイ ドラ の 領域 
を 通る 旅人 と の みわ れ わ ね れ 自身 の 世界 と 接触 
する こと が で きる 。 ハ イド ラ は 、 旅 人 の 目的 
地 ま で つい て 来 て 、 物 質 界 に いる 別 の 人 ( 旅 
行者 で は な く ) を 捕らえ て 、 そ の 人 の 頭 部 と 
その 意識 を 持ち 去る 。 

ー『 魂 の 射出 』 

圏 カッ トナ ー「 ハ イド ラ 」 
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ハイ パー ボ 
人 
1) 2500 万 年 前 か ら 1900 万 年 前 の 間 、 中 新 
世に 権勢 を 誇っ た 架空 の 北方 文明 。 南 方 か ら 
来 た 、 長 い 耳 を し た 金髪 の 民族 が 最初 に ハイ 
パー ボリ ア に 移住 し た 。 こ れ ら の 移住 者 は 、 
彼ら の 前 に この 地域 に 棲ん で いた 亜人 類 、 
ヴー アミ 族 と 最初 は 交易 を し て いた が 、 の ち 
に それ を 撲滅 し た 。 

歴史 的 に 見 て この 時 代 、 北 部 は 暖か く 、 ま 
た 土地 は 肥 浜 で あっ た 。 剣 歯 虎 か ら 恐 竜 の 最 
後 の 生 き 残 り ま で 風変わり な 生命 で 満た され 
た 広大 な ジャ ング ル が 大 陸 を 只 っ て いた 。 ハ 
イ パ ー ボ リア の 人 々 は 科学 と 魔法 の 技術 を 切 
り 開 き 、 そ れ を 十分 研究 し た 。 彼 ら の 首都 
ー 一 最初 は コモ リオ ム 、 の ち に ウズ ル ダ ロ ウ 
ムーー は 目 を 見 張る ほど の 和 驚異 に 満ち て いた 。 
ハイ パー ボリ ア に 彼ら が 住む 上 よう に な っ て 
多く の 歳 月 が 流れ 、 こ の 地域 の 人 々 は ヒキ ガ 
エル 神 ツ ァ ト ゥ グ ァ を 凡 拝 する よう に な っ て 
いた 。 そ れ は 以前 に は ヴー アミ 族 の 習慣 だ っ 
た も の だ 。 そ の 後 、 こ の 崇拝 は 廃れ 、 民 衆 は 
より 洗練 され た 神 を 崇拝 する よう に な っ た 。 
じき に ツァ トッ ゥ ッ グ ァ 上 崇拝 は 非常 に まれ な も の 
と な り 、 ヘ ラジ カ 神 イ ホ ウン デー の 神官 が 、 
異端 審問 に よっ て ツァ トゥ グ ァ 上 崇拝 を 異端 と 
し て 扱う こと を 宣言 し て も 、 反 対す る 者 は い 
な か っ た 。 暗黒 神 の 信徒 の 多く が 殺さ れ 、 生 
き 残 り は 迫害 か ら ク ラン ノリ ア の 南 居留 地 へ 
逃れ た 。 イ ホウ ン デ ー の 神官 た ち は 初 め は 順 
調 だ っ た が 、 す ぐに 民衆 の 支持 を 和 失い 、 ツ ァ 
トゥ グ ァ 崇 拝 が ハイ パー ボリ ア 文 明 の 未 期 の 
短い 期間 に 復活 する よう に な っ た 。 

ハイ パー ボリ ア に 住ん で いた 多く の 魔術 師 
の 中 で 、 二 人 の 存在 が 特に 注意 すべ きだ ろう 。 
一 人 は ムー・ ト ゥ ー ラ ン の 北 半 島 に 住ん で い 
た ゾン ・ メ ザマ レッ ク で 、 す ば らし い 技 を 持っ 
て いた に も か か わら ず 、 古 代 の 文献 で は ほ と 
ん ど 言 及 さ れ て いな い 。 も う 一 人 は エイ ボン 
で 、 多 く の 名 声 を 獲得 し た 魔術 師 で ある 。 こ 


ア (ヒュ ー ペ ル ボ リア ) 








の 魔術 師 の 功績 と アス トラ ル 界 へ の 旅 も 伝説 
的 で は ある が 、 彼 は 『 エ イボ ン の 書 』 の 作者 
と し て より 広く 知ら れ て いる 。 悲 し いこ と に 
エイ ボン の 業績 は イ ホ ウン デー の 審問 官 に 
よっ て 断ち 切ら れ た 。 和 審問 官 は 、 こ の 魔術 師 
が ツァ トゥ グ ァ と 盟約 を 結ん で いる こと を 発 
見 し た の で ある 。 エ イボ ン は 彼 を 捕らえ よう 
と し た 者 た ちか らら 魔術 的 な 方 法 で 逃げ ける こと 
が で きた が 、 二 度 と ハイ パー ボリ ア に 姿 を 現 
さなか っ た 。 

100 万 年 前 か ら 50 万 年 前 の 間 に か け て 、 
氷河 が ハイ パー ボリ ア を 北 か ら い 始め た 。 
寒さ か ら 大 陸 を 救 お うと 、 多 く の 王 侯 と 魔術 
師 が 努力 し た が 、 そ れ は 無駄 で も っ た 。 そ の 
後 何 世紀 に も わた っ て 、 水 は ハイ パー ボリ ア 
すべ て を 覆 い 尽 くし た 。 し か し な が ら 、 和 失わ 
れ た 大 陸 に 関す る 伝承 は 忘れ られ る こと は な 
か っ た 。 ア トラ ン テ ィ ス の 高位 神 視 ク ラー カ 
シュ テト ン は ツァ トッ ゥ グ ァ 神 話 と 残り の コモ 
リオ ム 神 話 を 書き 記し た 。 ま た ギリ シャ 人 は 
ハイ パー ボリ ア 人 な る 種族 が 、 は る か 北 に あ 
る 暖か い 楽 園 に 住ん で いる と 信じ て いた 。 
[初期 の 『 ウ ィ ア ー ド ・ テ イル ズ 』 の 作家 た 
ちの 間 に ハ イ パ ー ボ リア の 年 代 に 関す る 取り 
決め は ほとん ど な い 。「 ウ ボテ サス ラ 」 で は 、 
中 新 世 の 2500 万 年 前 か ら 500 万 年 前 の 間 
に 存在 し た と 記述 され て いる が 、 ほ か の ほ と 
ん どの 作品 で は それ より 最近 の 時 代 に 存在 し 
て いた と 述べ られ て いる 。「 銀 の 鍵 の 門 を 越 
えて 」 で は 、 原 始 的 な ツァ ト テ ヨ 語 が 数 百 万 
年 前 の ハイ パー ボリ ア で 話さ れ て いた と 言 
う 。「 狂 気 の 山 脈 に て 」 で は 100 万 年 前 か ら 
50 万 年 前 の 間 に 破 壊さ れ た ハイ パー ボリ ア 
に つい て 記載 し て いる 。「 永 却 よ り 」 で は 、 ツ ァ 
トゥ グ ァ 宗 拝 が 20 万 年 前 の ハイ パー ボリ ア 
に まだ 存在 し て いた こと を 暗示 し て いる 。 こ 
こ で は 、 約 200 万 年 前 に 人 間 が ハイ パー ボ 
リア に 基礎 を 築き 、 約 75 万 年 前 に 文明 が 破 
壊さ れ た と する 古い 年 代 を 使用 し た 。 人 類 の 
進化 と 氷河 期 に 関す る われ われ の 実際 の 歴史 
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知識 に 最も よく 一 致す る か ら で あ る 。 

ハイ パー ボリ ア は も と も と ギリ シャ 神話 に 
起源 を 持つ 。 ギ リ シ ャ 神 話 で は 温和 な 気候 で 、 
太陽 と 音楽 の 神 、 ア ポロ を 崇拝 する 人 々 が 住 
む 、 北 の 土地 と され て いる 。 ブ ラヴ ァ ツ キー 
夫人 は ハイ パー ボリ ア を 古代 の 地球 の 、 ア ト 
ラン ティ ス や レム リア 以前 の 大 陸 で ある と し 
た 。 初 期 の クト ゥ ルフ 神話 作家 は これ を 手 本 
と し た 。 ラ ヴ ク ラ フト は 手紙 で 、 ス ミス の ハ 
イ パ ー ボ リア と 彼 自 身 の ロ マー ル を 比較 し 、 
また 異な る 時 代 に 存在 する と 記録 し て いる 。] 
っ ー ア ー ガ ル グ ・ リ ー オ ニス 、 ア トラ ッ ク テ 
ナチ ャ 、 ア フー ム ・ ザ ー、 ア ブ ホ ー ス 、 イ ホ 
ウン デー、 ヴー アミ 族 、 ヴー アミ タ ド レス 山 、 
ウズ ル ダ ロ ウム 、 ウ ボー サス ラ 、 エ イボ ン 、『 エ 
イボ ン の 書 』、 カ ラ カ ル 、『 カ ルナ マ ゴ ス の 遺 
言 』、 キ タミー ル 、 銀 の 鍵 、 ク ニガテ ィ ン ・ 
ザウ ム 、 ク ラー カシ ュ ニ テト ン 、 コ モリ オム 、 
サイ クラ ノー シュ 、 ジ ー ロ ス 、 シ ュ ブ = ニニ グ 
ラス 、 ゾ = ニカ ラー ル 、 ゾ ン ・ メ ザマ レッ ク 、 
タマ ッシュ 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ツ アト テ ヨ 語 、 
ナ ア カ ル 語 、『 ナ コト 写本 』、 ハ オン = テ ド ル 、 
プ テ ト ライ ト 族 、『 プ ノム の 羊皮紙 文書 』、 
ムー、 ム ー・ ト ウー ラン 、 ル リム ・ シ ャ イコ ー 
ス 、 レ ムリ ア 、 ロ ボン 、 ロ マー ル 
圏 C.A_ スミ ス 「 ウ ボテ サ スラ 」、「 水 の 魔物 」、「 最 
後 の 魔 術 」、「 サ タム プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 (O)、 
「 七 つの 呪い 」、「 魔 道士 エイ ボン 」 : ハー バー 
*Return to Dunwich'、 "The Trail of Tsathogghua' : 
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2) アト ラン ティ ス が 沈ん だ 2,000 年 後 、 ハ 
イ パ ー ボ リア と いう 名 の 別 の 王国 が 現代 の 
フィ ン ラ ンド 溶 の 周辺 を 占有 し た 。 遊牧 生活 
を し て いた バイ ボリ ア 人 部 族 の 一 団 が ここ に 
入植 し 、 大 き な 石 造 の 都市 を 建築 し て 、 こ の 
新しい ハイ パー ボリ ア の 創設 者 と な っ た 。 
悦 ハ ワー ド 「 ハ イボ リア 時 代 」 


ハイ ボリ ア 時 代 
Hyborian Age 

トゥ リア ン 大 陸 の 破壊 と 、 別 な 大 災害 の 間 
の 時 代 。 シュメール 文明 の 勃興 以前 、 紀 元 前 
約 1 万 500 年 か ら 紀元 前 9500 年 に 最盛 期 
を 迎え た 。 こ の 時 代 は ハイ ボリ ア の 人 々 に ち 
な ん で 命名 され た 。 ハ イボ リア 人 は アト ラン 
ティ ス か ら 北 へ 逃れ 、 の ち に 南 に 移動 し 、 前 
の 定住 者 た ち を 一 掃 し て ハイ パー ボリ ア や ア 
キロ ニア の よう な 王国 を 築い た 。 ハ イボ リア 
人 は の ち に ピク ト 族 に よっ て 征服 され て 減 ぼ 
され た 。 皮肉 に も 、 こ の 時 代 で 最も 有名 な 英 
雄 は ピク ト 族 で も ハイ ボリ ア 人 で も な く 、 コ 
ナン と いう キン メリ ア 人 で あっ た 。 

[私 は ハイ ボリ ア 時 代 の あら ゆる 国 に 関す る 項 
目 は 用 意 せ ず 、 ほ か の 作家 た ちの クト ッ ゥ ルフ 神 
話 小説 に も よく 現れ る も の だ け を 用 意 し た 。] 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、『 エ イボ ン の 書 』、 キ ン 
メリ ア 、 ク ト ケ メ ス 、 コ ス 、 コ ナン 、『 ス ケ 
ロス の 書 』、 ス テイ ギア 、 セ ト 、 レ ムリ ア 
圏 ハ ワー ド 「 ハ イボ リア 時 代 」 
































遣い 寄る 混 沖 つ ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
Crawling Chaos 


八 オ ン ニ ドル 
Haon-Dor [HAEN-dor] 

人 類 出現 以前 に ハイ パー ボリ ア に 住ん で い 
た 強力 な 魔術 師 。 彼 は 普通 、 茶 色 の ロー ブ を 
まとっ て 顔 を 隠し て いる が 、 長 さ 15 フィ ー 
ト の ガラ ガラ へ ビ の 姿 で も 現れ る こと が 知ら 
れ て いる 。 

ハオ ン テ ド ル は 、「 ヴ ー ア 」 に よっ て ウル 
ティ マ ・ チ ュー レ 鳥 の 故郷 を 追い 出さ れ た 正 
体 不明 の 種族 の 一 人 で ある 。 ハ オン テ ド ル は 
か つて 、 ウ ボニー テ サ スラ の 銘板 を 一 覧 し た こと 
が あっ た 。 そ し て 、 そ の 映像 に よっ て 彼 は 生 
涯 光 と 空 を 麗 れ る よう に な っ た 。 自 分 の 恐怖 
症 を 抑え る た め 、 彼 は ハイ パー ボリ ア の ヴー 
アミ タ ド レス 山 の 地 下 に 居 を 定め た 。 そ こ で 
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彼 は 何 千 も の 吸血 性 の 使い 魔 を 連れ て いた 。 
その 後 、 ハ オン テニ ドル は クラ ン ノ リア に あっ 
た ハイ パー ボリ ア 人 の 居留 地 に 出発 し た 。 ア 
ブ ホ ー ス が その 居留 地 を 攻撃 し た と き 、 彼 は 、 
逃れ ん る た め に エイ ボン の 土星 へ の 門 を 利用 し 
た 。 彼 は 現在 、 ド リー ムラ ンド で 生き 続け て 
いる 。 そこで 彼 は 、 再 びわ れ わ れ の 世界 で 元 
の 力 を 振る う 方 法 を 研究 し て いる の か も し れ 
な い 。 

多く の ほか の 魔術 師 の よう に 、 ハ オン = テ ド 
ル は 『 ハ オン ニテ ド ル の 教え 』 と 呼ば れる 彼 自 
身 の 魔道 書 を 残し た 。 し か し な が ら 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア の 時 代 以 来 そ れ に 関す る 記録 は まっ た 
く 見 つけ られ て いな い 。 
ー ア ブ ホ ー ス 、 ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 、『 ヴ ー 
アミ 碑 板 群 」、 エ イボ ン 、 ド リー ムラ ンド 、 
ハイ パー ボリ ア 、 ム ノム クア 
カー ター& C.A スミ ス 「The Descent into 
the Abyss」 : C. A._ スミス 「 七 つの 呪い 」(O)、 
「The House of Haon-Dor」 : ハー バー *Return 
to Dunwich': ライ アン ズ “The Pits of Bendal- 
Dolum* 





幕 に 群れ る も の 
Tomb-Herd 

『 ネ クロ ノミ コン 』 で 言及 され た 、 墓 に 入っ 
て いる も の を むさ ぼる 存在 。 彼 ら は 別 の 次 元 
か ら や っ て 来る が 、 わ れ わ れ の 時 空 連 続 体 に 
進入 し て 死者 を むさ ぼる に は 、 ほ か の クリ ー 
チャ ー の 肉体 に と りつ か な けれ ば な ら な い 。 
墓 に 群れ る も の に は 、 空 間 を ゆ が ま せる 能力 
が ある 。 例 えば 、 犠 牲 者 は 知ら ぬ 間 に 墓 に 群 
れる も の が 待ち 受け る 場所 か ら 逃 れる こと が 
で き な く な っ て し まう 。 あ ら め る 道路 が 大 き 
く 円 を 描い て 元 に 戻り 、 群 れ の 棲み か へ 戻っ 
て し まう の だ 。 外 か ら 手 を 差し 伸 べ れ ば 、 墓 
に 群れ る も の か ら 逃 れ ら れる か も し れ な い 
が 、 ど ん な 対策 を 講じ て も 、 結 局 、 犠 牲 者 は 
彼ら に 捕らえ られ て し まう こと が 多い 。 
墓 に 群れ る も の は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 





ワン で ある グラ ー キ と つなが り が ある か も し 
れず 、 ま た ヨ グ ニテ ソト ー ス に 仕え て いる と 言 
われ て いる 。 墓 に 群れ る も の の 周囲 で 活動 す 
る いく つか の カル ト が 存在 する 。 岩 拝 者 は 群 
れる も の を 自分 に と りつ か せる 代わ り に 、 そ 
の 見 返り を 求め る 。 こ れ ら の 存在 は お そら く 
食 尼 鬼 と は か か わり が な い 。 食 尾 慰 は 、 ヨ グ 
テ ソ トー ス と は つなが り が な いし 、 こ の 次 元 
に 物理 的 な 肉体 を 持っ て いる 。 

ー グ ラー キ 、 食 尼 鬼 、 ヨ グー ニ ソ トー ス 

圏 キ ャ ン ベ ル 「 ハ イ ・ ス トリ ー ト の 教会 」、「The 
Inhabitant of the Lake」: ラヴ クラ フト &E プ 
ライ ス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」(O) 





バグ = シャー ス 
Bugg-Shash [BUG"shahsh] 

さえ ずる よう な 音 を 出す 多数 の 口 と 、 多 数 
の 目 で 因 わ れ た 、 漆 黒 の 暗 逆 の 交 を し た グ 
レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 バ グ = テ シャ ー ス は 
アト ラン ティ ス の 時 代 か ら 魔術 師 に 知ら れ て 
お り 、 魔 術 師 が 招来 し た と き に 、 こ の 次 元 に 
現れ る 。 バ グ = テ シャ ー ス は 非常 に 簡単 に 呼び 
出さ れる こと も ある が 、 そ の 場合 は 召喚 する 
際 に 「 力 の 五 普 星 形 」 が 、 彼 を 封じ 込め る の 
に 重要 に な る 。 ま た 、 召 喚 を 行 な お うと する 
者 は 、 ど こ で 生け 連 を 見 つけ られ る か 、 バ グ 
テテ シャ ー ス に すぐ に 教え な けれ ば な ら な い 。 
さも な いと バグ = テ シ ャ ー ス は 代わ り に 召喚 者 
を 生け 費 に し て し まう だ ろう 。 バ グ = テ シャ ー 
ス は 暗 痢 に の み 存 在 で きる が 、 こ の グレ ー ト ・ 


オー ルド ・ ワ ン を 明る いと ころ に 連れ 出し て 


も 、 永 久 に 追放 で きる わけ で は な い 。 バ グ = 
シャ ー ス は 生け 細 を 見 つけ 、 喰 ら う まで は こ 
の 次 元 に と どまり 、 そ れ か ら 元 の 場所 に 帰る 。 
また 、 バ グ = テ シャ ー ス は 死者 を 支配 する こと 
も で き 、 バ グ ニ = テ シ ャ ー ス を 扱う 者 は 、 特 に 用 
心 し な けれ ば な ら な い 。 

バグ = テ シ ャ ー ス は ヨ グ = テ ソ トー ス の 下僕 の 
一 体 で ある こと が 知ら れ て いる 。 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン に 分 類 さ れる こと が 多い が 、 
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実際 に は バグ = シャ ー ス が グレ ー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン の 寄生 体 の 一 つ に すぎ な いと 言う 者 
も いる 。 バ グ = テ シャ ー ス は 現実 に は イブ = テツ 
トゥ ル に 特に 近い と 考え られ て お り 、 両 者 と 
も 「 湖 者 」 (意味 は 不明 で ある ) と 呼ば れる 
こと が よく ある 。 

[私 が 判断 で きる か ぎり で は 、 ラ ムレ イ は 彼 
が サッ トン の 「Daemoniacal」 を 読む 前 に 「 盗 
まれ た 眼 」 で バグ = シャ ー ス に つい て 言及 し 
て いた 。 サットン の 物語 は バグ ニシ ャ ー ス に 
つい て 言及 し て いな い が 、 ラ ムレ イ は その 続 
編 と し て 「The Kiss of Bugg-Shash」 を 書き 、 
「 バ グ = テ シャ ー ス 」 と いう 名 前 を サッ トン の 
怪物 に 付け た ] 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 イ ブツ トゥ ル 、『 ク ター 
ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 、 サ スラ ッ タ 、 
ヨ グ ニ ソ トー ス 

サッ トン 『Daemoniacall: ラム レイ 「 盗 ま 
れ た 眼 」(O)、『Elysia』、「The Kiss of Bugg- 
Shash」、『The Transition of Titus Crow』 


ハス ター (名 状 し が た いも の 、 名 づけ ざ 
られ し も の 、 ア サタ ー、 ザ スタ ー、 カ イ 
ワン 、 ハ スト ゥ ー ル ) 
Hastur (also known as The Unspeakable One, 
Him Who is not to be Named, Assatur, Xastur, 
or Kaiwan) [has-TOORI 

お うし 座 の アル デバ ラン の 近く に ある 暗 い 
恒星 に 棲ん で いる か 、 あ る い は 幽閉 され て い 
る グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 彼 は 、 カ ルコ 
サ 、 黄 色 の 印 、 ハ リ 湖 、 お よび 『 黄 衣 の 王 』 
に 関連 し て お り 、 し ば し ば デカ ダン ス 、 ニ ヒ 
リズ ム 、 怠 愉 と いっ た も の と 結び 付い て いる 。 
逆説 的 に 、 名 状 し が た いも の は 羊 飼い の 後援 
者 と 呼ば れる こと も 多い 。 

ハス ター の 外観 に 関し て は か な り の 混乱 が 
見 られ る 。 精神 的 に し か 感じ る ゃ こと が で き な 
い 目 に 見 えな い 力 だ と いう も の か ら 、 触 手 で 
呈 わ れ た 200 フィ ー ト の 二 本 足 の トカ ゲ と 


いう も の まで 、 可 能 性 は 多岐 に 及ぶ 。 珍 し い 
ケー ス で は 、 ハ スタ ー に と りつ か れ た 犠牲 者 
の 皮膚 は うろ こ 状 に な り 、 ま た 手足 の 骨 が な 
く な っ た か に 見 える 。 ハ スタ ー の 真 の 姿 ( 真 
の 姿 」 が ある な ら ば だ が ) の 正体 は いま だ に 
謎 で ある 。 

チョ ー テ チョ ー 人 と クン ヤン の 人 々 が ハス 
ター を 崇 振 し て いる こと が 知ら れ て いる 。 ま 
た 過去 に ハス ター は 、 サ マリ ア 、 ア トル マ 、 
お よび ハイ ボリ ア で 崇 散 され て いた 。 ほ か の 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の カル ト と 比べ て 
も 、 ハ スタ ー の カル ト は 特に 嫌悪 すべ きも の 
で ある と 考え られ て いる 。 カ ルト の メン バー 
は 地球 に ハス ター を 呼び 出す こと に 専念 し て 
お り 、 ほ か の 時 代 と 場所 に 関す る 知識 を 得る 
た め に ミニ テ ゴ を 搭 問 す る こと も ある 。 ア ル デ 
バラ ン が 空 に ある と き (水星 が 三 分 の 一 対 座 
に ある 、 聖 燈 節 の 晩 が 最も 良い )、 崇 拝 者 た 
ち は ハ スタ ー を 呼び 出す こと が で きる 。 こ の 
と き は 普通 、 お うし 座 を 模 し た V 字 形 に 並 
べた 9 つの モノ リス が 置か れる 。 

カル ト に 加え て 、 ビ ヤー キー と 呼ば れる 恒星 
間 種族 が ハス ター に 仕え て いる 。 あ る 者 は 、 ハ 
スタ ー に ミー テ ゴ と イタ ク ァ も 仕え て いる と 言う 
が 、 こ れ を 支持 する 証拠 は ほとん ど な く 、 そ れ 
に 矛盾 する 証拠 は 多い 。 外 な る 神 シ ュ ブ ニニ グ 
ラス と ハス ター に は 密接 な つなが り が ある 。 彼 
ら は 連れ 合い と な り 、 千 の 仔 山羊 と 呼ば れる 忌 
まわ し い 子 供 を 生み 出し た 。 ま た 、 ハ スタ ー と 
クト ゥ ルフ と の 間 に は いく ら か の 抗争 が ある よ 
うに 思え る 。 両 者 の 手先 が 出会う と き 、 手 先 ら 
は お 互い を 滅ぼそ うと し て きた 。 

[ビア ス の 「 羊 飼い の ハイ ー タ 」 で は 、 ハ ス 
ター は 羊 飼い の 慈悲 深い 神 で ある 。 チ ェ ン 
バー ス が の ち に ハス ター の 名 前 を 拝借 し 、 自 
分 自身 の 作品 の 人 物 と 場所 の 名 前 と し て 使用 
し た 。 ダ ー レ ス は ハス ター を チェ ン バ ー ス の 
作品 か ら 引用 し 、 そ れ を グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン で ある と し た 。「 名 づけ ざら れ し も ゃ も の 」 
と いう 呼び 名 は ダー レス の 作品 に 出 て くる 
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が 、 人 々 が ハス ター の 名 前 を 話す と 滅ぼさ れ 
る と いう アイ デア は 、 最 初 に “The Deities 
and Demigods Cyclopedia”" に 、 の ち に 『“ ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG” に 現れ る 。] 

ー ア ルド ー ニ ス 、 ア ラー ル 、 イ ー テ ィ ル 、 
イタ クア 、 カ ルコ サ 、 黄 色 の 印 、『 黄 色 の 写本 』、 
黄色 の 印 の 兄弟 団 、 ク トウ ルフ 、 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン 、 ク ン ヤ ン 、 黄 衣 の 王 、『 古 
代 ル ー ン の 伝説 』、 シ ュ ブ ニニ グラ ス 、 精 霊 説 、 
セト 、 蒼 白 の 仮面 、 外 な る 神 、 チ ヨー ニテ チョ ー 
人 、 デ ム へ 、 ナ グ と イエ ブ 、 ハ リ 、 ビ ヤ ー キ ー、 
マグ ヌ ム ・ イ ン ノ ミナ ンド ゥ ム 、『 魔 術 師 の 
知恵 』、 ミ ニ ゴ 、 ヨ グ ニ ソ トー ス 、 ル ムル = 
カト ウゥ ウロ ス 

ウォ ー ド & ク ー ン ツ “Deities and Demigods 
Cyclopedia_': カー ター「 ク トゥ ルー 神話 の 
神々 」: グラ スピ ビー 「The Ring of the Hyades」 : 
サイ モン 『The Necronomicon』 : ダー レス 「 ハ 
スタ ー の 帰還 」: ティ アニ ー 「The Seed of the 
Star-God」) ビア ス 「 羊 飼い の ハイ ー タ 」(O) : 
ピー ター セン & ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ ルフ 神 
話 TRPG"': ビシ ョ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」: ラヴ クラ 
フト 「 時 間 か ら の 影 」、「 痢 に 路 く も の 」: ラヴ 
クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 























ハセ グ 
Hatheg [HAHLtheg] 

4 万 年 前 に ニル と ウル ター ル と 同時 に 設立 
され た ドリ ー ム ラン ド の スカ イ 河 沿い の 町 。 
ハセ グ は 虹 色 に 輝く 織物 で 有名 な 、 静 か な 町 
で ある 。 町 の 向こう の 砂漠 に は 、 ハ セグ = テク 
ラ 山 が ある 。 
ーー ウル タール 、 ス カイ 河 、 ド リー ムラ ンド 、 
ニル 、 ハ セグ = テク ラ 山 、 レ リオ ン 山 
デビ ル 「m Ygiroth」 : ラヴ クラ フト 「 ウ ル 
ター ル の 獲 」(0)、「 善 神 」、「 未 知 な る カ ダ ス 
を 夢 に 求め て 」 

















ハセ グ = ク ラ 山 
Hatheg-Kla, Mount [HAHL-theg KLAHI 

ドリ ー ム ラン ド の ハセ グ の 町 の 向こう に あ 
る 石 の 荒野 に ある 峰 。 あ る 夜 、 地 球 の 神 は 、 
雲 船 に 乗っ て ハセ グ = テ クラ を 訪れ 、 そ の 頂 で 
踊り 、 彼 ら の 青春 の 日 々 を 思い 出し た 。 二 人 
の 人 間 だ けが 、 神 と 会 うた め に ハセ グ = テ クラ 
の 頂上 に 登っ た 。 そ の 一 人 は サン ス で あっ た 。 
『 ナ コト 写本 』」 に よる と 、 サ ンス は 頂上 で 風 
と 岩 以外 何 も 見 な か っ た と いう 。 も う 一 人 は 
大 神官 だ っ た バル ザイ で 、 神 に 出会う こと を 
望ん で 頂上 に 迫っ た が 、 以 来 姿 を 消し た 。 
ー ア タル 、 サ ンス 、 ド リー ムラ ンド 、『 ナ コ 
ト 写 本 』、 ハ セグ 、 バ ル ザ イ 
悦 ラヴ クラ フト 「 基 神 」 


ハ ダ ス ( ハ ド ス 、 あ る い は ウラ ク ) 
Haddath (also Haddoth or possibly Urakhu) 
一 時 期 シ ュ ド テニ メル の 本 拠 地 で あっ た 世 
界 。 こ の 炎 に 包ま れ た 世界 は いま だ に 多く の 
クト ー ニ アン が 棲ん で いる 。 ハ ダス が 回 る 便 
星 と は 、 う み へ び 座 (ヒド ラ 座 ) の 目 に 相当 
する 星 か も し れ な い 。 
カー ター 「The Shadow from the Stars」 : カ 
ボス 「The Color from Beyond」(0): テ ィ ア ニー 
「The Worm of Urakhu」 


「 蜂 の 巣 」 十 三 区 画 

Zone of The Thirteen Faveolate Colossi 
ユ ゴ ス を 越え た と ころ に ある 領域 。 

ー ユ ゴス 

キャ ン ベ ル 「 暗 黒星 の 陥 塞 」 





ハッ チン ソン 、 エ ド ワ ー ド (ネフ レン = 
力 ・ ナ イ ・ ハ ドス ) 
Hutchinson, Edward (also Nephren-Ka Nai 
Hadoth) 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 セ イレ ム ・ ヴ ィ レ ッ ジ 
( 今 の ダン バー ズ ) の 名 士 。 エ ド ワ ー ド ・ ハ ッ 
チン ソン は 学 議 の ある 男性 で あり 、 シ モン ・ 
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オー ン と ジョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン 両 者 と 共に 科 
学 に つい て 多く の 議論 を し た 。 彼 の 隣人 は 彼 
が 魔術 師 で ある と 考え て お り 、 そ の 状況 は 魔 
女 裁判 が 起こ り だ し た と き に 彼 の 矢 忠 を 導い 
た 。 ト ラン シル バニ ア の ラク ス 近 辺 、 フ ェ レ 
ン ツ ィ 城 の 遺跡 近く に 彼 が いた こと を 示唆 す 
る 不確か な 証拠 も ある 。 彼 の 最も 有名 な 学究 
的 な 作品 の 一 つ 、『 路 を 開く も の 』 は 1864 
年 に リバ プー ル の ブ ズ ラ エ ル ・ プ レス に よっ 
て 出版 され た 。 

ー オ ー ン (シモ ン )、 カ ー ウ ィ ン (ジョ ゼ フ ) 、 
フェ レン ツイ 

ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』, ラ 
ヴ ク ラ フト [チャール ズ ・ デ クス ター・ ウ ォ ー 
ド 事件 | (O) 


ハ ド ス 
Hadoth 

ナイ ル 川 の ほとり 、 ネ ブ の 丘陵 地帯 の 中 に 
ある 封印 され た 谷 、 フ ァ ラ オ 、 ア クエ ン ア テ 
ン の テル ・ エ ル ニ テア マル ナ の 都市 の すぐ 東 の 
場所 か も し れ な い 。 ま た 、 こ の 谷 に は キシ ュ 
の 迷宮 と し て 知ら れ て いる ネフ レン テカ の 墓 
地 が ある 。 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド は 魔術 
師 ヤ クト ゥ ー ブ の 見 習い だ っ た 時 期 に ハ ド ス 
に 住ん で いた 。 
ー ア ブドウ ル ・ ア ル ハ ザー ド 、 キ シュ 、 ネ 
フレ ン = テ カ 、 ヤ クト ゥ ー ブ 
圏 M. アン ダー ソン “Cairo Guidebook': カー 
タ 一 「The Doom of Yakthoob」、「The Thing 
under Memphis」 : ラヴ クラ フト 「 ア ウト サイ 
ダー」(0) 


母 な る ハイ ドラ ー ハ イド ラ 
Mother Hydra 


バハ ルナ 
Baharna [buh-HARN-uh] 

ドリ ー ム ラン ド の 南海 に 浮か ぶ オ リア ブ の 
島 の 主要 な 港 。 建 物 が 急斜面 に 沿っ て 並び 、 





ぜいたく な 店 や 住居 は 高い 方 に 、 あ まり 評判 
の よく な い 建 物 は 下 の 方 に ある 。 町 で 最も 有 
名 な 目印 は 、 対 を な す 灯 台 、 ト ン と タル で あ 
る 。 ま た 海 か ら 町 の 地下 を 通っ つて オリ アブ の 
内 陸 に ある ヤス 湖 へ と つなが る 運河 も 有名 で 
ある 。 

ー オ リア ブ 、 ド リー ムラ ンド 、 南 海 

悦 ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(O) : ラム レイ 「A-Mazed in Oriab」 





パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 
Pabodie Expedition [PAHB-oe-dee] 

ミス カト ニッ ク 大 学 が 資金 を 提供 し 、 地 質 
学部 の ウィ リア ム ・ ダ イア ー 教 授 が 率い た 南 
極大 陸 へ の 科学 調査 旅行 。 こ の 探検 の 第 一 の 
目的 は 、 南 極 の 岩石 か ら 化 石 を 収集 する こと 
で あっ た 。 こ の 目的 の た め に 工学 部 の フラ ン 
ク ・ パ ボー ディ 教授 は 岩 の 奥 深く に 達し て 標 
本 を 採取 で きる 掘削 機 を 発明 し た 。 
成果 に 乏しい 掘削 作業 が 続い た の ち 、 生 物 
学 の 教授 で ちあ っ た レイ ク が ベー ス ・ キ ャ ンプ 
北西 へ の 小 探検 に 出発 し た 。 彼 は そこ か ら 、 
以前 の 掘削 で 発見 し た 奇妙 な 模様 を 解明 する 
手がかり が 得 ら れる こと を 期待 し て いた 。 
ベー ス ・ キ ャ ンプ へ の 報告 に よる と 、 探 検 は 
チー ム の 期待 を 超え る も の で あっ た 。 彼 ら は 
ヒマ ラ ヤ より 高い 山脈 と 、 動 物 と 植物 の 混 ざ 
り 合 っ た か の よう な 生物 の 化石 を 発見 し た 。 
この 時 点 で 、 外 の 世界 へ の 報告 は 途絶 えた 。 
その 後 、 山 脈 付近 に 宿営 し た 科学 者 た ちの 間 
に 狂気 が 急速 に 広がり 、 一 名 を 除い た すべ て 
の 隊員 が 互い に 殺し あっ た こと が 報告 され 
た 。 こ の 悲劇 の の ち 、 ほ か の 隊員 は すでに 発 
見 し た わずか な デー タ を 集め 、 ミ スカ トニ ッ 
ク 大 学 へ 帰還 し た 。 帰 還 し た 隊員 の 多く が 、 
の ち に 「 南 極 認知 症 」 と 診断 され 、 し ば らく 
の 間 施 設 に 閉じ 込め られ た 。 

ダイ アー 教授 は 帰 量 し て 間もなく 、 こ れ 以 
上 南極 大 陸 を 科学 調査 させ まい と し て 、 パ 
ボー ディ 探検 隊 に 起き た 「 真 実 」 に 関す る 彼 
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の 話 を 出版 し た 。 し か し 、 こ の 手記 は 

ら は 低い 評価 し か 得る こ と は な か っ 
ー 十 の も の 、 ス ター クウ ェ ザ ー ニ = ムー ア 探 
検 隊 、 ダイ アー (ウィ リア ム )、 ダ ン フ ォ ー ス 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、 レ ン 
コス テロ ^Alone Against the Dark": ラヴ ク 
ラフ ト 「 狂 気 の 山脈 に て 」(O) 


ハラ グ = ニ コラ ー ス 
Harag-Kolath [HAR-ag koe-LAHTHI 

南ア ラビ ア の 地下 都市 。 シ ュ ブ ニニ グラ ス 
は 元 の 本 拠 地 で あっ た ヤ デ ィ ス を 離れ て この 
街 に や っ て 来 た 。 彼 女 は 自分 の 落し 子 に か し 
ず か れ な が ら 、 ハ スタ ー が 再び 自由 に な っ て 
地球 に 訪れ る の を 待っ て いる 。 そ こ に は 「 夢 」 
が 集まる と 言わ れ て いる が 、 こ れ が 意味 する 
と ころ は 不明 で ある 。 
ーシュ ブ テ ニ グラ ス 、 ヤ ディ ス 
ティ アニ ー 「Harag-Kolath」 (O)、「The Seed 
of the Star-God」、「The Soul of Kephri」 


ハリ (ヘイ リー) 
Hali (or Haley) [HAHL-LY] 

し ば し ば 黄 衣 の 王 や ハス ター と 関連 し て い 
る と され る 場所 ある い は 人 物 。 こ の 名 前 に は 
3 つの 可能 な 解釈 が ある 。 

1) 異 界 の 都市 カル コ サ の 近く に ある 、 雲 の 
流 が 岸 を 洗う 湖 。 あ る も の は 、 こ の 湖 が すっ 
か り 干 上 が っ て し まい 、 ゴ ビ 砂 漠 の よう な 盆 
地 に な っ て し まっ た と 示唆 する が 、 湖 を 見 た 
者 は それ を 人 否定 する 。 潮 は 名 状 し が た いも の 
ハス ター の 安息 所 で あり 、 水 面 下 に は 触手 を 
持っ た 怪物 が 棲ん で お り 、 そ の 顔 は 言葉 に で 
き な い ほど 恐ろし いと いう 。 潮 を 見 つめ る 者 
は 、 そ の 後 す ぐに ハス ター か その 手先 の 訪問 
を 受け る 。 

ー カ ルコ サ 、 黄 衣 の 王 、 ハ スタ ー 

グラ スピ ビー「The Ring of the Hyades」 : R. 
シェ イ &RB. ウィ ルソン 『The Iluminatus! 
Trilogy』: チェ ン バ ー ス 「 黄 の 印 」(O) : ラヴ 

















クラ フト & ダー レス 「 破 風 の 窓 」) ラヴ & ワ ッ 
ツ “Tatterdemalion* 
2) マリ オン ・ ジ マー・ ブ ラッ ドリ ー に よる と 、 
ハリ は お うし 座 の アラ ビア 名 で も ある と い 
う 。 そ こ に は アル デバ ラン と ヒヤ デス 星団 が 
位置 し て いる 。 こ の 星座 が ハス ター と 黄 衣 の 
王 の 本 拠 地 だ と 言わ れ て いる た め 、 こ の 説明 
も また あり うる 。 
3) また 、 ハ リ は 、 カ ルコ サ に ある 和 無 記 録 都 
市 に いた 魔術 師 か も し れ な い 。 こ の 名 前 は ハ 
リ 湖 か ら と っ た も の か も し れ な い 。 
ー カ ルコ サ 、 黄 色 の 印 、 タ ー レ 、 
示 』、 ユ ー オ ト 
カー ター 「Carcosa Story about Hali」 (断章 ) 
[私 は 「 ハ リ 」 あ る い は 「 ヘ イリ ー」 と いう 
名 で 知ら れる よう に な っ た 2 人 の 人 物 を 発 
見 し た 。 一 人 目 は 、 マ ルコ ・ フ レン シュ コス 
キ が 指摘 し た よう に 、 ハ ー リ ド ・ イ ブン ・ ヤ 
ズィー ド ・ イ ブン ・ ム アイ ヤー (668 年 て 
704 年 709 年 ?) で ある 。 彼 は カリ フ の 
後継 と も 目 さ れ て いた が 、 学 者 と し て の 生活 
の た め に それ を 放棄 し た 。 そ れ を 示す 歴史 上 
の 記録 は 何 ち な い が 、 彼 は の ち に 錬金術 師 と 
し て 有名 に な り 、 そ れ に 関す る 多く の 中 世 の 
論文 が 彼 の 手 に よる も の と 考え られ る よう に 
な っ た 。「 ハ リ 」 と いう 名 前 は 、 ア リ ・ イ ブ 
ン テ リ ド ワ ン が 転じ た も の か も し れ な い 。 彼 
は 11 世紀 の アラ ビア の 医師 、 哲 学者 、 占 星 
術 師 で あっ た 。 彼 人 同時 代 で も 最新 の 医学 の 
権威 の 一 人 で あり 、100 冊 以 上 の 著者 で あっ 
た 。 し か し 、 彼 の 末期 は 、 使 用 人 の 少女 が 彼 
の お 金 の ほとん ど を 盗ん だ の ち に 陥っ た 狂気 
の 中 に あっ た 。 こ の 医師 は の ち に 『 カ ンタ ベ 
リー 物語 』 で も 言及 され て いる 。 これら の 「 ハ 
リ 」 は 『 黄 衣 の 王 』 で 言及 され た も の と は 無 
関係 か も し れ な い が 、 ビ アス が 作品 中 に 名 前 
を 出し た と き に は 、 少 な く と も ビア ス が その 
ー つ を 意識 し て いた と いう の も あり そう な こ 
と で ある 。] 
チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」: 





『 ハ リ の 啓 
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ビア ス 「 カ ルコ サ の 住人 」(0)、「 ハ ルビ ピン ・ フ レー 
ザー の 死 」 


「 八 り の 啓示 】 
Revelations of Hali 

有名 な 予言 者 に よっ て 書か れ た 本 で 、 霊 媒 
E. S. ベイ ロレ ス に よっ て 翻訳 され た 。『 ハ リ 
の 盛 示 』 は の ちの 1913 年 に な っ て ニュ ー ヨ ー 
ク の ゴー ルデン ・ ゴ ブリ ン ・ プ レス に よっ て 
出版 され た 。1 部 が ミス カト ニッ ク 大 学 に 保 
管 さ れ て いる が 、 内 容 に 関し て は 不明 で ある 。 
ー ハ リ 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 
ウィ ンク ル 「Typo」 


バル グ の 森 
Parg, Forest of [PARG] 

ドリ ー ム ラン ド の 森林 。 こ こ に 暮らす 人 々 
に よっ て 作ら れ た 象牙 の 彫刻 は 有名 で ある 。 
捕らえ られ て ダイ ラス テリ ー ン で 黒い ガレ ー 
船 に 乗っ た 商人 に 奴隷 と し て 売ら れる 、 そ の 
作り 手 よ り も 有名 な くら い だ 。 パ ー グ は 奇怪 
な ツチ ボタ ル や 、 ほ か の 多く の 危険 な 魔法 の 
生物 の 棲み か で も ある 。 
ー ダ イラ ステ = テ リー ン 
圏 ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』 ) ラヴ 
クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


バル ザイ 
Barzai [bar-ZIGH] 

ウル ター ル に 住む 地球 の 神 の 元 大 神官 。 バ 
ル ザ イ は 『 ナ コト 写本 』」 と 『 フ サン の 謎 の 七 
書 』 を 読ん で お り 、 ま た 地球 の 神 に つい て 豊 
富 な 知識 を 持っ て いた 。 し か し 彼 の 知識 へ の 
欲望 は 、 彼 の 破滅 を 招い た 。 神 その も の を 見 
よう と 試み た の で ある 。 彼 の 弟子 で あっ た ア 
タル が の ち に 語っ た と ころ に よる と 、 彼 は ハ 
セグ ニク ラ の 山頂 で 姿 を 消し た と いう 。 そ こ 
で 彼 は 踊る 神 を 見 よう と し て いた 。 
ー ア タル 、 ド リー ムラ ンド 、『 ナ コト 写本 』、 
ハセ グ = テ クラ 、『 フ サン の 謎 の 七 書 』 


悦 ラヴ クラ フト 『 著 神 』 


バル ニ サ ゴー ス 
BaLSagoth [balLsah-GAUTHI 

アト ラン ティ ス の 残さ れ た 断 上 訪 と いわ れる 
大 西洋 の 島 。 十 字 軍 の 時 代 ノ ルマン 人 が この 
島 に 上 陸 し 、 の ち に 原 住民 と その 非常 に 高度 
な 文明 、 そ し て ゴル = テ ゴ ロ ス と し て 知ら れる 
神 へ の 崇拝 の 様子 を 伝え た 。 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、 ゴ ル = テ ゴロ ス 
カー ター「The Fishers from Outside」: ハ 
ワー ド 「The Gods of Bal-Sagoth」 (O) 





ハン ( 暗 き ハン ) 
Han (also Dark Han) 

『 妖 明 の 秘密 』 で 言及 され た 予言 の 小 神 。 ハ 
ン は し ば し ば イグ と 共に 語ら れ 、 実 際 に は イ 
グ の 子供 な の か も し れ な い 。 へ ビ 人 間 は か つ 
て 両者 を 崇拝 し て いた こと が 知ら れ て いる 。 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 復活 する と き に は 、 
ハン は 凍 れ る レン 高原 か ら や っ て 来る 。 

[グレ ー ト プレ イン ズ の ラコ タ 族 (スー) は 
暗 聞 を 擬人 化し て ハン と 呼ぶ が 、 こ れ は た ぶ 
ん 偶然 の 一 致 に すぎ な いと 思わ れる 。] 

ー イ グ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ヘ へ ヘビ 
人 間 

カー ター「The Book of Preparations」 : カー 
ター& C.A スミ ス 「The Utmost Abomination」: 
ブロ ッ ク 「 星 か ら 訪れ た も の 」(O) : マッ キー 
「Scales of Justice」 


次 紳一 異形 の 神 
Other Gods 
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ピー スリ ー、 ウ ィ ン ゲ ー ト (1900 年 一 
1980 年 ) 
Peaslee, Wingate [PEEZ-lee] 
ナサニエル ・ ピ ー ス リー の 息子 で 、 ミ スカ 
トニ ッ ク 大 学 の 心理 学 の 教授 。 彼 の 父親 が 不 
可 思 議 な 性 格 の 変化 に 見 舞 わ れ た と き 、 ウ ィ 
ン ゲ ー ト は まだ 8 歳 で あっ た 。 この 性格 の 
変化 に よっ て ほか の 家族 は 去っ て いっ た が 、 
ウィ ン ゲ ー ト 少年 は 父親 を 信頼 し 続け 、 父 親 
の 症状 が 回 復 し た の ち は そ の 保護 下 に 戻っ 
た 。 彼 の 父親 の 苦し み を 見 て いた ウィ ン ゲ ー 
ト は 、 心 理学 を 研究 する 決意 を し 、 大 学院 を 
修了 し た の ち ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の 教授 職 を 
得 た 

ウィ ン ゲ ー ト は 父親 に 伴っ て 1935 年 の 
オー スト ラリ ア 探 検 に 参加 し た 。 彼 の 父親 の 
要求 に - ち か か わら ず 、 彼 と 同僚 た ち は 前 人 類 
の 都市 の 発掘 を 続け て いた 。 幸 い 、 問 題 は 何 
も 起こ ら ず 、 チ ー ム は ナサニエル が 見 た と い 
う 芳 ろ し いも の に 危害 を 加え られ る こと も な 
く 無事 に ミス カト ニッ ク 大 学 に 戻っ た 。 

ミス カト ニッ ク 大 学 で 教育 者 と し て の 高 名 
な 業績 を 上 上 げた の ち 、 ピ ー ス リー は ミス カト 
ニッ ク の ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 
(クト ゥ ルフ 神話 の 勢力 と 戦う こと に 献身 す 
る 一 団 ) の 指導 者 の 地位 に 就 い た を 。 は じ め め 彼 
と 彼 の 部 下 た ち は 大 き な 成 功 を 収め た が 、 結 
局 ビ ピー スリ ー は 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 イン ス 
マス 沖の 海域 で の 爆雷 を 使っ た 作業 に 従事 し 





た 際 に 死亡 し た 。 

ー イ ンス マス 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー 
ショ ン 、 ド ・ マ リ ニ ー (アン リ = テ ロー ラン ) 、 
ピー スリ ー (ナサニエル )、 ミ スカ トニ ッ ク 
大 学 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) : ラム レ 
イ 『 地 を 容 つ 魔 』、『The Transition of Titus 
Crow』 








ピー スリ ー、 ナ サ ニ エ ル ・ ウ ィ ン ゲ ー ト 
Peaslee, Nathaniel Wingate [PEEZ-ee] 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 政治 経済 学 、 の ち に 
心理 学 の 元 教授 、。 ピ ー ス リー は マサ チュ ー 
セッ ツ 州 ハー バー ヒル で 生ま れ た 。 彼 は 
1895 年 に ミス カト ニッ ク 大 学 で 政治 経済 学 
の 教授 に な っ た 。 そ の 翌年 に アリ ス ・ キ ー ザ ー 
と 結婚 し 、 さ ら に 10 年 の 間 に 3 人 の 子供 を 
も うけ た 。 

1908 年 に 、 ピ ー ス リー 教授 は 不可 思 議 な 
発作 に 襲わ れ 、 そ の 後 、 記 憶 喪 失 と 性 格 の 激 
し い 変 化 に 見 凶 わ れ た 。 次 の 5 年 間 、 教 授 
は 歴史 、 人 類 学 、 お よび 神話 の 研究 に 乗り 出 
し 、 世 界 各地 へ 旅 し て 、 秘 密 の 情報 を 参照 し 
て 自分 の 記憶 を 取り 戻す 努力 を 試み て いた か 
に 見 えた 。 そ の 間 、 彼 の 妻 は 彼 の 元 を 去り 、 
息子 ウィ ン ゲ ー ト 以外 の 子供 は 皆 、 彼 と の 関 
係 を いっ さい 絶っ た 。 多 く の 心 理学 者 が 彼 を 
研究 し た が 、 彼 の 症状 が 彼ら を 困惑 させ る だ 
け で ある こと を 認め ざる を えな か っ た 。 こ の 











ピース " 炎 ー、 


状況 は 1913 年 まで 続い た が 、 そ の 年 ピー ス 
リー は 不可 和解 な こと に 突然 健康 を 取り 戻し た 
の だ っ た 。 こ の 時 、 ウ ィ ン ゲ ー ト は 彼 の 保護 
下 に 戻っ た 。 

は じ め ピ ー ス リー は 完全 に 正常 に 見 えた 
が 、 す ぐに 、 異 界 の 生物 と 巨大 な 石造 の 都市 
の 悪夢 に よっ て 苦し め ら れ た 。 彼 は これ ら の 
幻影 に よっ て 、 や む を えす ず 大学 か ら 再 任命 さ 
れ た 教授 の 職 を 捨て 、 彼 の 苦悩 の 原因 を 発見 
する 試み の た め に 数 年 を 費やし た 。 自 分 自身 
と 同じ よう な 、 ほ か の 多く の 症例 を 探し て い 
る うち に 、 ピ ー ス リー は 自分 の 症状 と 過去 の 
他人 の 症状 と の 間 に 多 く の 衝 撃 的 な 類似 を 発 
見 し た 。 こ れ ら の 調査 結果 は いく つか の 学術 
誌 で 出版 され 、1922 年 に ミス カト ニッ ク 大 
学 は 彼 の 業績 を 認め て 心理 学部 の 教授 の 職 を 
彼 に 与え た 。 

ナサニエル ・ ピ ー ス リー は 1935 年 に 、 息 
子 の ウィ ン ゲ ー ト 、 ダ イア ー 教 授 、 フ リー ボー 
ン 教授 、 そ し て タイ ラー 教授 と 共に オー スト 
ラリ ア に 向かっ た 。 人 砂漠 に 埋まっ て いる と 想 
定 さ れ た 都市 の 廃 坊 の 発掘 を 支援 する た めで 
ある 。1 か 月 半 後 、 彼 は ある 地域 で の 発掘 を 
や め る よう 主張 し た の ち 発 掘 現場 を 離れ た 。 
この 事件 に 続い て 、 彼 は 1936 年 に フィ ラ デ 
ルフ ィ ア の ゴー ルデン ・ ゴ ブリ ン ・ プ レス か 
ら 個人 出版 し た 『 時 間 か ら の 影 』 と 題する 本 








述べ た 。 

ー ウ ィ ル マー ス (アル バー ト )、 ダ イア ー 
(ウィ リア ム )、 ピ ー ス リー (ウィ ン ゲ ー ト )、 
ミス カト ニッ ク 大 学 

悦 ビー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』, ラ 
ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(0): ラ ムレ イ 『 地 
を 容 つ 魔 』 








ビー モス ( ベ ヒ モス 、 ヘ へ モート) 
B'Moth (also Behemoth or Phemaut) [BEE- 
mauth] 


世界 の 多く の 地域 で 崇 捧 され る 海洋 神 。 
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ビー モス は 人 類 を 皆 か つて そう だ っ た よう な 
野 働 な 状態 に 戻す こと を 望ん で お り 、 こ の 目 
的 を 達成 する た め に 天候 と 動物 を 支配 する こ 
と が で きる 。 こ の クリ ー チ ャ ー は クト ッ ゥ ルフ 
の 別名 か も し れ な いし 、 ま た は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン と 何ら か の 関係 が ある の か も し れ 
な い 。 

ー ク トゥ ルフ 、『 魔 術 と 黒 魔術 』 

ラッ セル 「The Scourge of B' Moth]」 





ヒー ロー、 デ ビッ ド 
Hero, David 

ドリ ー ム ラン ド の 旅行 家 。 放 浪 者 エル ディ 
ン の 仲間 。 ヒ ー ロ ー は 覚醒 の 世界 で は そこ そ 
こ 成功 し た 芸術 家 で あっ た が 、 デ ィング ル 教 
授 の 命 を 奪っ た の と 同じ 事故 で 死ん だ 。 
ー 放 浪 者 エル ディ ン 
ラム レイ 『Hero of Dreams』 (0)、『Mad Moon 
of Dreams」、『Ship of Dreams』 


光 と 闇 の 目 
Eye of Light and Darkness 

満月 の 夜 に し か 作成 で き な い 魔術 的 な 印 。 
まず 、 月 が 出 た と き に 無垢 な る 者 の 血液 で 
「 目 」 の 剛 の 部 分 を 満た す 。 そ し て 朝 ま で 大 
勢 で 詠唱 を 続け な けれ ば な ら な い 。 魔力 が 適 
切 に 付与 され る と 、「 目 」 は 悪 の 力 か ら 10 
マイ ル 以 内 の 地面 を 防護 する 。 こ の 魔術 的 な 
印 は 作成 者 の 敵 に よっ て 取り 除 か れる こと も 
ある が 、 そ れ に は 作成 し た 「 目 」 に 付与 され 
た 魔力 の 種類 ご と に 、 別 の 発見 の 試み が 必要 
に な る 。 

光 と 痢 の 目 を 作成 する 式 文 は 、『 フ サン の 
謎 の 七 書 』 の 第 5 巻 の 完全 な 版 で 見 つけ る こ 
と が で きる 。 

ー『 フ サン の 謎 の 七 書 』 
圏 デ ティ リオ & ウ ィ リ 
ス " ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 仮面 " 
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光 へ 飛ぶ も の 一 ニャ ル ラ ト テ ッ プ ( 痢 を さ 
ま よ う も の ) 
Fly-the-Light 
ひき が える 
神殿 

Temple of the Toad 

ホン ジュ ラス の ジャ ング ル の どこ か に ある 
神殿 。 ス ペイ ン 人 が 到着 する 何 世 紀 も 前 に 減 
び た イ ン デ ィ オ の 文明 が 神殿 を 造っ た 。 神 殿 
に は 月 れ た 石柱 に 囲ま れ た 玉座 が あり 、 そ こ 
に 神殿 の か つて の 大 神官 の ミイ ラ 化 し た 遺骸 
が 座っ て いる 。 神 の 姿 を 彫っ た 宝石 の 付い た 
首飾り が まだ ミイ ラ の 首 に 掛け られ て いる 。 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 『 無 名 祭礼 書 』 に よる と 、 
この 宝石 は 寺 の 宝物 の 鍵 で ある と いう 。 

いま まで に 幕 の 神 殿 を 訪れ た の は 、 た っ た 
3 人 の 探検 家 だ け で ある 。1793 年 に 神殿 を 
訪れ た スペ イン 人 探検 守 フ ァ ン ・ ゴ ン ザ レス 、 
『 無 名 祭礼 書 』 の 作者 フリ ー ド リッ ヒ ・ フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト 、 そ し て 多少 名 の 知れ た 考古 学者 タ 
スマ ン の 3 人 で ある 。 タ スマ ン は 神殿 へ の 
旅 か ら 帰 る 際 に 何 か を 持ち 帰っ た が 、 彼 は そ 
の 後 ま も な く 死 に 、 そ し て その よう な 物品 の 
形跡 は まっ た く 見 つけ られ な か っ た 。 
ー フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド リッ ヒ )、『 無 
名 祭祀 書 』 
菩 ハ ワー ド 「 屋 根 の 上 に 」 





飛行 する ポリ プ (先住 種族 、 ポ リプ 状 の 種族 ) 
Flying Polyps (also Elder Beings or Polypous 
Race) 

約 6 億 年 前 に 地球 、 ヤ ー ク シュ 、 ト ンド 、 
そし て われ われ の 太陽 系 に ある も う 一 つの 惑 
星 に や っ て 来 た 種族 。 こ の 種族 の こと は 概略 
し か わか ら な い が 、 彼 ら は 、 自 分 た ち を 自由 
自在 に 不可 視 す る こと が で きる よう で あり 、 
完全 に は 理解 され て いな い 何 ら か の 方 法 で 風 
を 制御 で きる (後者 は ポリ プ と ザー ル と の 同 
盟 を 示し て いる )。 

飛行 する ポリ プ は この 世界 に 巨大 な 玄武 岩 








の 塔 を 建設 し て 、 そ こ に 棲ん だ 。 ま た 、 彼 ら 
は 海洋 に 拡大 する こと を 試み た が 、 古 の も の 
が 彼ら を 撃退 し た 。 そ ね れ 以 来 ポ リプ の 活動 は 
陸地 に 制限 され た 。 し か し 数 百 万 年 後 イ ス の 
偉大 な る 種族 が 、 ポ リプ が 餌 に し て いた 円 雛 
形 の 種族 の 精神 を 乗っ 取っ た 。 イ ス の 偉大 な 
る 種族 は ポリ プ を 攻撃 し 、 電 撃 銃 を 使っ て ポ 
リプ を 地下 に 追い や り 、 そ の 後 わ ず か な 入り 
口 を 除い て 洞窟 の ほとん ど を 封 還 し た (いく 
つか の 情報 湖 に よる と 、 こ れ は イス の 偉大 な 
る 種族 と ポリ プ と の 最初 の 遭遇 で は な く 、 実 
際 に は 飛行 する ポリ プ が イス の 偉大 な る 種族 
を 打ち 負 か そ うと 、 彼 ら を 追い 求め て いた の 
か も し れ な い 。 し か し ほか の 情報 源 に よれ ば 、 
これ が これ ら の 種族 問 の 最初 の 遭遇 で ある と 
思わ れる )。 

飛行 する ポリ プ は 、 周 囲 を 知覚 する た め に 
光 を 必要 と し な か っ た た め 、 彼 ら を 封じ 込め 
て も 過度 の 効果 は な か っ た 。 彼ら は 、 巨 大 な 
地下 洞窟 に 塔 を 建設 し 、 報 復 の た め の 時 間 を 
待っ た 。 五 千 万 年 前 に 機会 が めぐ っ て きた 。 
ポリ プ は 洞窟 か ら 飛 び 出 し 、 風 を 使っ て 偉大 
な る 種族 の 都市 を 破壊 し 、 イ ス 人 を 虐殺 し た 。 
し か し 偉大 な る 種族 は 、 す で に 未来 に 自分 た 
ちの 精神 を 送り 出し て いた た め 、 飛 行 す る ポ 
リプ の 人 努力 は 結局 失敗 に 終わ っ た 。 

戦い に 勝利 し た ポリ プ は 自分 ら の 洞窟 に 
戻っ た 。 そ ね 以後 こ の 種族 は 衰退 し 、 わ れ わ 
れ の 時 代 に は 、 こ れ ら の 生物 の 数 は わずか な 
も の に な っ て し まっ た 。 偉 大 な る 種族 が 昆虫 
知性 体 と し て 居 を 定め た 地球 の 未来 が 来る ま 
で に は 、 飛 行 す る ポリ プ は 絶滅 する だ ろう 。 
ー イ ス の 偉大 な 種族 、 ザ ー ル 、 ロ イガ ー ノ ス 
圏 カー ター&C.A_ スミ ス 「Papyrus of the 
Dark Wisdom」: ガレ ッ ト 「The Shadow from 
Yith」 : マー シュ 『The Worm Shall Ye Fight』 : 
ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 
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ピッ クマ ン 、 リ チャ ー ド ・ ア プ ト ン 
(1884 年 一 1926 年 ? ) 
Pickman, Richard Upton 

た ぐい まれ な 技巧 を 持つ セイ レム の 画家 。 
墓地 や 地下 室 に 棲む 奇妙 で 残忍 な 怪物 を 描い 
た 作品 に よっ て 特に 知ら れ て いる 。 

ピッ クマ ン は 生ま れ な が ら の 天才 芸術 家 で 
あっ た 。 彼 は 退廃 派 芸術 家 の 中 心 だ っ た ウィ 
スコ ン シ ン 州 の ミネ イス カ 大 学 で 学ん だ が 、 
それ は 彼 自 身 の 病 的 な 天性 を さら に 高め た だ 
け で あっ た 。 ピ ッ ク マ ン の 気味 の 悪い リア リ 
ズム は 彼 の 退廃 派 仲間 の 多く の 作品 と は 一 線 
を 画す も の で あり 、 大 衆 は 彼 の 作品 を 浴 や や 
か に 受け 止め た が 、 特 定 の コレ クタ ー た ち に 
は 高く 評価 され た 。 ピ ッ ク マ ン は 、 わ ず か な 
収入 を 得る た め に 時 折 画 家 志 望 者 に 教え な が 
ら も 、 そ の 人 生 の 大 部 分 を 貧 生 の うち に 過 ご 
し た 。 彼 は ボス トン の ノー スエ ンド に あっ た 
隠さ きれ た スタ ジオ を 持つ て いた と 言わ れ て い 
る が 、 そ の 痕跡 は まっ た く 見 つけ られ て いな 
い 。 短 い 期 間 彼 は 、 ボ スト ン ・ ア ー ト ・ ク ラ 
ブ の 援助 を 獲得 する た め 、 よ り 主 流 に 近い 作 
品 を 制作 する こと を 試み る が 、 結 局 ク ラブ の 
メン バー の 大 部 分 か ら の 圧力 を 受け 、 ク ラブ 
を 去ら ざる を えな か っ た 。 

1926 年 に ビッ クマ ン は 、 彼 の 売れ 残っ た 作 
品 の 大 部 分 と 共に 、 ボ スト ン の 自宅 か ら 克 を 
消し た 。 あ る 者 は 彼 が 自殺 し た と 断言 し 、 ま 
た ある 者 は 彼 が ドリ ー ム ラン ド の どこ か に 住 
ん で いる と 信じ て いる 。 わ れ わ れ が その 人 不 思 
議 な 土地 に つい て 知っ て いる 事柄 か ら 考 えれ 
ば 、 こ の どちら の 説 も 正しい と 言え る だ ろう 。 
ー ド リー ムラ ンド 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 
アン ブー ル 「Huidloxopetl IX: Pickman's God」: 
サビ ピン スリ イ 「Pickman's Model」 : ブロ ッ ク 
『 ア ー カ ム 計 画 』iP ラー マン & G. ラー マン 「The 
Minneiska Incident」 : ラヴ クラ フト 「 ピ ビック マ 
ン の モデ ル 」 (0O)、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」 








皮膚 な きも の 一 ニャ ル ラ ト テ ッ プ (皮膚 な 
きも の ) 
Skinless One 


ヒプノ ス 
Hypnos [HIP-noes] 

ギリ シャ の 睡眠 の 神 で タナ トス (「 死 」) の 
兄弟 。 ヒ プ ノ ス は 、 北 冠 座 の 中 に 住ん で お り 、 
死す べき 者 に は ほとん ど 無 関心 で ちる 。 人 が 
何ら か の 推測 不可 能 な 方 法 で 彼 の 注意 を 引き 
付け た な ら 、 ヒ プ ノ ス は 赤 金 色 の 光線 を 自分 
の 星 の 家 か ら そ の 人 まで 降ろ す 。 光線 は ヒ プ 
ノ ス の も と まで 犠牲 者 を 引っ 張っ て ゆく 。 ヒ 
プ ノ ス は 、 こ の 訪問 の 向 を あと に 残す か も し 
れ な い 。 こ の 神 は 夢 を 見 て いる 物体 や 個人 に 
よっ て の み 傷 つけ る こと が で きる 。 

[リン ・ カ ー タ ー は 、 ヒ プ ノ ス と いう 名 の ギ 
リ シ ャ の 神 は いな いと 述べ た が 、 そ れ で も 1 
体 は 存在 し て いる 。 ヒ プ ノ ス は 、 レ テ 有 川 の 近 
く の 洞 窟 に 住み 、 神 と 人 間 の 両方 を 簡単 に 眠 
ら せ る こと が で きた 。 上 記 の 記述 は ラヴ クラ 
フト の 創作 で ある 。] 
ー バ イア ティ ス 、 夢 の クリ スタ ライ ザー 
圏 ラヴ クラ フト 「 ヒ プ ノ ス 」 








「 秘 密 を 見 まもる 者 た ち 』 
The Secret Watcher 

有名 な オカ ル テ ィ ス ト で 、 マ ン ハ ッ タ ン 美 
術 館 の 考古 学 の 学芸 員 も 務め た ハル ピン ・ 
チャ ー マ ズ に よっ て 書か れ た 本 。 彼 は 狂気 の 
発作 の の ち ア パー ト で 和 殺害 され て いる の が 発 
見 され た 。 ロ ンド ン の チャ ー ネ ル ・ ハ ウス 出 
版 に よっ て 出版 され た この 本 は 、 作 者 の 心霊 
実験 を 扱っ て いる よう だ 。 
ーー チャー マズ (ハル ピン ) 
カー ター「The Winfield Heritance」 ロン 
グ 「 恐 怖 の 山 」、「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」(O) 
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ビ ヤ ー キ ー (バイ アク ヘー) 
Byakhee [b YAHK-ee] 

コウ モリ 、 鳥 、 モ グラ 、 そ し て 腐乱 し た 人 
間 に 類 似 し た クリ ー チ ャ ー。 彼ら は ユ ゴ ス や 
ほか の 世界 に よく 行く こと が 知ら れ て いる 
が 、 ビ ヤー キー は 星 間 空 間 に 棲 ん で いる 。 彼 
ら は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ハ スタ ー 
に 奉仕 し 、 し ば し ば その 儀式 に か か わっ て い 
る 。 ま た 、 ビ ヤー キー は 黄金 の 蜂蜜 酒 を 飲ん 
だ 乗り 手 を 星 か ら 星 へ と 運 尿 こと の で きる 乗 
り 物 と し て も 使用 され る 。 フ ー ン と 呼ば れる 
腹部 の 器官 を 動か すこ と に よっ て 、 ビ ヤー 
キー は 観察 者 に は 瞬間 移動 で お る か の よう に 
思え る くら い に 、 素 早く 恒星 間 の 距離 を また 
いで 移動 する こと が で きる 。 

ビ ヤ ー キ ー を 召喚 する た め に は 、 魔 術 師 は 
地平 線 の 上 に アル デバ ラン が 上 る 夜 を 待つ 。 
その 夜 、 魔 術 師 は 特殊 な 笛 を 吹い て 、 以 下 
の 言葉 を 詠唱 する : 





イア ! イア ! ハス ター! ハス ター 
ク フ ア ヤク ヴ ル グ ト ム ヴ グ トラ グル ン 
ヴ ル グ ト ム ! 

アイ ! アイ ! ハス ター! 


これ が 完了 し た の ち 、 ビ ヤー キー は 宇宙 か 
ら 使い 手 の と ころ まで 飛ん で 来る だ ろう 。 ま 
た 、 通 常 、 旧 き 印 も 必要 で ある 。 
“クトゥルフ 神話 TRPG" で は ラヴ クラ フト 
の 「 魔 衣 」 か ら ビ ヤー キー の 描写 を 引用 し て 
いる が 、 ラ ヴ ク ラ フト と ダー レス の 創造 物 が 
まっ た く 同 じ も の か どう か は 人 不 確 実 で ある 。] 
一 黄金 の 蜂蜜 酒 、『 古 代 ル ー ン の 伝説 』、 ハ 
スタ ー、 旧 き 印 
カー ター 「The Book of the Gates」 : ダー レ 
ス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」(O)、「 エ 
イベ ル ・ キ ー ン の 書 置 」 ピー ター セン 『 ク トッ ゥ 
ルフ 神話 図説 』 ) ウォ ー ド & クー ン ツ “Deities 
and Demigods Cyclopedia" 











百 万 の 恵まれ た る も の 
Million Favoured Ones 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 沙 し 子 で ある と 言わ れ 
る 存在 。 た だ し 「 沙 し 子 」 と は お そら く た だ 
の 象徴 的 な ちの だ ろう 。 こ れ ら の 上 恵まれ た る 
も の は 宇宙 に ある すべ て の 世界 か ら 到 来 し 、 
彼ら の 支配 者 ニャ ル ラ ト テ ッ プ に ゆる ぎ な い 
奉仕 を 捧げ て いる と 言わ れ て いる 。 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 
カー ター「The Million Favored Ones」: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 凍 に 嘱 く も の 」(O) 


ヒュ ー ペ ル ボ リア ー ハ バイパー ボリ ア 
Hyperborea 


ビリ ント ン 、 ア リヤ 
Billington, Alijah 

19 世紀 の 初期 に ビリ ント ン 屋 敷 に 住ん で 
いた リチャード ・ ビ リン トン の 子 係 。 フ ィ リ ッ 
プス 師 の 『 ニ ュー イン グラ ンド の 楽園 に お け 
る 魔術 的 驚異 』 に 書か れ た 彼 の 先祖 に 関す る 
記述 に 異議 を 唱え 、 フ ィ リ ッ プ ス 師 と 論争 に 
な っ た 。 活 発 な 論争 が 続き 、 フ ィ リ ッ プ ス と 
その 同調 者 は 、 ア リヤ が ひそ か に 自分 の 先祖 
の 吐 い 儀 式 を 行なう つも り だ と 非難 し た 。 こ 
の 論争 の 数 か 月 後 、 師 の 支持 者 の 一 人 で あっ 
た ジョ ン ・ ド ゥ ルー ヴェ ン が ビリ ント ン 屋 敷 
の 調査 の の ち に 行方 不明 に な っ た 。 そ の 後 ま 
も な く 、 ア リヤ は 息子 の ラバ ン と イン ディ ア 
ン の 吾 使い クア ミス を 残し て イギリス へ 発っ 
た 。 フィリップ ス 師 は 今 で は 非常 に 後悔 し て 
お り 、 自 分 の 本 の すべ て を 買い 占め て 破棄 し 
よう と し た 。 ビ リン トン は 故郷 か ら 遠 く 離 れ 
た イギリス で 死ん だ 。 
ー デ ュ ワ ー ト (アン ブロ ー ズ )、『 ニ ュー イン 
グラ ンド の 楽園 に お ける 魔術 的 驚異 』、」 ビ リ 
ント ン (リチャード )、 フ ィ リ ッ プ ス (ウォ ー 
ド )、 ミ スク アマ カス 
圏 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 『 暗 黒 の 儀式 』 





























ビ ヤ ー キ ーー ヒン ター シュ トイ ザー、 


ビリ ント ン 、 リ チャ ー ド 
Billington, Richard 

植民 地 時 代 に の ち に ダニ ッ チ と し て 知ら れ 
る ニュ ー ダ ニッ チ の 近く に 住ん で いた 裕福 な 
地主 。 ビ リン トン は 、 家 の 近く の 古い スト ー 
ン ・ サ ー ク ル で サタ ン を 崇拝 し た 魔術 師 で あ 
る と か 、 ワ ン パ ノー アグ 族 の シャ ー マ ン で あ 
る ミス クア マカ ス か ら 多 く を 学ん だ な ど と い 
う 評 判 だ っ た 。 こ の 地域 で 何 件 か の 殺人 事件 
が 起き た の ち 、 ビ リン トン は 次 を 消し 、 そ の 
後 の 消 息 は 不明 で ある 。 

ー ダ ニッ チ 、『 ニ ュー イン グラ ンド に て 異形 の 
悪魔 の な せ し 政 悪 な る 妖術 に つい て 』、『 ニ ュー 
イン グラ ンド の 楽園 に お ける 魔術 的 驚異 」、 ビ 
リン トン (アリ ヤ )、 ミ スク アマ カス 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 『 暗 黒 の 儀式 』 
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ヒン ター シュ トイ ザー、 ス タニ スラ ウス 
(1896 年 8 月 23 日 ~ 1977 年 10 月 10 日 ) 
Hinterstoisser, Doctor Stanislaus 

ウィ ー ン の オカ ルト 研究 者 で 、 ザ ルツ ブル 
ク 魔 術 オ カル ト 現 象 研究 所 の 所 長 。 ヒ ンタ ー 
シュ トイ ザー は 1925 年 に ドレ ス デ ン 大 学 で 
政治 論 の 博士 号 を 獲得 し 、 多 く の さ ま ざ ま な 
分 野 に わた る 長く 目覚 し い キ ャ リア を 開始 し 
た 。 彼 は 有名 な 購 号 学者 と な り 、1930 年 代 
前 半 に は ドイ ツ の 南極 探検 に も 同行 し た 。 
1933 年 に ヒン ター シュ トイ ザー は 神経 衰 
弱 に な り 、 チ ュー リッ ヒ に 転居 し た 。 そ こ で 
2 年 間 、 カ ー ル ・ ユ ング の 加 者 と な っ た 。 ユ 
ング の 導き に より 博士 は 初め て オカ ルト に 関 
心 を 持つ よう に な っ た 。 オ カル ト に 関す る 彼 
の 傑作 『 座 術 史 序 説 』 (1943) は ナチ ス に よっ 
て 破壊 さん た が 、 ま だ 何 冊 か は 存在 し て いる 
か も し れ な い 。 第 2 次 世界 大 戦後 ヒン ター 
シュ トイ ザー は ザル ツブ ル グ 人 研究 所 を 設立 
し 、 空 いた 時 間 を それ に 費やし た 。 博士 は フ 
リー メー ソン と ラヴ クラ フト の 父親 と の 結び 
つき を 発見 し た こと で も 有名 だ が 、 彼 は これ 
を 公表 し た 直後 に 死ん だ た め 、 そ れ に 値する 
名 声 を 得る こと は つい に な か っ た 。 
ー ネ ク ロ ノ ミコ ン (補遺) 
悦 ヘ イ 『 魔 道 書 ネ クロ ノミ コン 』 
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ファ ルコ ン 岬 
Falcon Point 

イン スマ ス の 数 マイ ル 南 に ある 、 大 西洋 に 
突き 出 た 半島 。 こ の 地 で 見 られ る 多く の 猛 き 
ん 類 に ちな ん で 命名 され た 。 こ こ は 漁 師 イ ー 
ノッ ク ・ カ ン ガ ー が 和 失 忠 前 に 住ん で いた 家 が 
あっ た 場所 で あり 、 そ の 荒廃 し た 家 は まだ そ 
こ に ある か も し れ な い 。 
ー イ ンス マス 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & ダ ー レ ス 「 フ ァ ル コン 岬 の 
漁師 」 





ファ ロー ル 

Pharol [FERI 

危険 で 強力 な 神 。 黒 く 、 牙 を 持ち 、 腕 の あ 
る べき 場所 に は 触手 が 生え て いる 。 エ イボ ン 
は 、 時 々 この 存在 を 召喚 し 、 オ カル ト 伝 承 に 
関す る 質問 を し た 。 

[ファ ロー ル は 、 カ ッ ト ナ ー の 妻 C. L. ムー 
ア の 考案 に よる も の か も し れ な い 。 彼女 の 作 
品 の 多く に ファ ロー ル が 登場 し て いる の だ 。] 
ー エ イボ ン 
悦 カー ター「 シ ャ ッ ガ イ 」: カッ トナ ー「 ハ イ 
ドラ 」(0? 





フィ ー リ ー、 ジ ョ アキ ム (?ー 1934 年 ) 
Feery, joachim 

カン ト 男 爵 の 息子 で 有名 な オカ ルト 研究 者 。 
フィ ー リ ー は 『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 


と 『 妖 盟 の 秘密 』 な どか ら の 引用 を 含む 多く 
の 限定 版 の 書籍 を 出版 し た 。 彼 の 最も 有名 な 
作品 は 、『 注 秋 ネ クロ ノミ コン 』、『 注 釈 ク ター 
ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 そ し て 『 ド ジア ン の 
書 の 研究 』 で ある 。 フ ィ ー リ ー は 、 オ リ ジ ナ 
ル の 作品 か ら 引 用 し て いる と 言う が 、 フ ィ ー 
リー の 本 と オリ ジ ナ ル の 間 に は 、 し ば し ば 多 
く の 食い 違い が 見 られ た 。 読 ん だ 者 が これ ら 
の 矛盾 を 指摘 する と 、 フ ィ ー リ ー は 自分 の 夢 
を 通し て 「 追 加 、 の オカ ルト 知識 を 獲得 し た 
の だ と 表明 し た 。 こ れ に よっ て 彼 の 本 は 研究 
の 対象 か ら は 外れ る よう に な っ た 。 

ー カ ント (エル ンス ト )、『 ク ター ト ・ ア クア 
ディ ン ゲ ン 』、『 注 釈 ク ター ト ・ ア クア ディ ン 
ゲン 』、『 注 釈 ネ クロ ノミ コン 』、『 注 釈 ネ クロ 
ノミ コン 』( オ リ ジ ナ ル )、『 ド ジア ン の 書 』、『 ド 
ジア ン の 書 の 研究 』、『 ネ クロ ノミ コン 』( 補 
遺 )、『 妖 明 の 秘密 』 

圏 ハ ー バ ー* ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー 
コン パニ オン " : ラム レイ 「 魔 物 の 証明 」(O)、 
「Aunt Hester」、「The Fairground Horror」 





フィ リッ プス 、 ウ ィ ン フ ィ ー ル ド (1907 
年 一 1937 年 ) 
Phillips, Winfeld 

ウォ ー ド ・ フ ィ リ ッ プ ス 師 の 子孫 で 、 セ ネ 
カ ・ ラ ファ ム 博 士 の 秘書 を 務め た 。 フ ィ リ ッ 
プス は ミス カト ニッ ク 大 学 に 通い 、 ア メリ カ 
文学 の 学位 を 取っ た 。 専 攻 は 退廃 派 作品 の 人 

















究 だ っ た 。 彼 は アン ブロ ー ズ ・ デ ュ ワ ー ト の 
不祥事 に 関し て ラフ ァ ム を 助け た 。 そ の 後 
1929 年 に 彼 は ラフ ァ ム の 元 を 去り 、 死 ん だ 
お じ の 地 所 が あっ た ハイ ラム ・ ス トー クリ イ 
に 住む せよ うに な っ た 。 彼 は そこ で 1 年 後に 
死ん だ 。 

ー デ ュ ワ ー ト (アン ブロ ー ズ )、 フ ィ リ ッ プ 
ス (ウォ ー ド ) 

カー ター 「The Winfield Heritance」、「Zoth- 
0mmog」 : R プラ イス IThe Soul of the Devil- 
Bought」 : ラヴ クラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀 
式 」(O) 


フィ リッ プス 、 ウ ォ ー ド 

Phillips, Ward 

1) ミス カト ニッ ク 大 学 の 前 身 組織 の 初代 学 
長 。 フ ィ リ ッ プ ス は 周囲 の 尊敬 を 集め 、 そ の 
家系 は 近代 系 譜 学 者 が 1670 年 以前 に まで さ 
か の ぼれ る ほど で あっ た 。 フ ィ リ ッ プ ス は ま 
た 、 組 織 の 3 人 の 教育 者 の 一 人 で あり 、1693 
年 に は 蔵書 を 寄贈 し 、 こ れ が の ち に 大 学 図書 
館 に な る 。 

ー ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

カー ター「The Winfield Heritance」: スタ 
ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil (O) 

2) 1) の フィ リッ プス の ひ孫 で 、『 ニ ュー イ 
ング ラン ド の 楽園 に お ける 魔術 的 驚異 』 の 作 
者 。 フ ィ リ ッ プ ス は また 、 ア ー カ ム の 第 二 教 
会 (の ちの ファ ー ス ト ・ バ プティ スト 教会 ) 
の 牧師 で あり 、1805 年 に ミス カト ニッ ク 大 
学 の 図書 館長 と な っ た 。 し か し 彼 は アリ ヤ ・ 
ビリ ント ン と の 不 和 の 方 が 有名 だ 。 ビ リン ト 
ン は 、 フ ィ リ ッ プ ス に か な り の 痛 手 を 与え 、 
それ が 直後 に 起こ っ た フィ リッ プス の 死 の 原 
因 と な っ た か も し れ な い 。 

っ ー ア ー カ ム 、『 ニ ュー イン グラ ンド の 楽園 に 
お ける 魔 術 的 驚異 」」 ビ リン トン (アリ ヤ )、 
フィ リッ プス (ウィ ン フ ィ ー ル ド ) 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ハー 
バー “H.P ラヴ クラ フト アー カム " : ラヴ クラ 
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フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」(O) 

3) ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 高 
齢 の 作家 。 フ ィ リ ッ プ ス は 、 パ ルプ 小説 作家 
で 、 ラ ンド ルフ ・ カ ー タ ー の 友人 で も あり 、 
次 を 消し た カー ター の 意志 を めぐ っ て 論争 し 
と 一 団 の 一 人 だ っ た 。 カ ー タ ー は 結局 失 中 し 
た が 、 そ の 本 格 的 な 調査 は まっ た く 行 な われ 
な か っ た 。 夢 見 る 人 の 中 に は 、 彼 が ドリ ー ム 
ラン ド の 詩人 の 地 、 エ ン ノ ン で 生き 続け て い 
る と 言う 人 も いる 。 

[「 ウ ォ ー ド ・ フ ィ リ ッ プ ス 」 は 実際 に は ラヴ 
クラ フト 自身 を 脚色 し た 登場 人 和 物 で あっ た 。] 
ー ア ル ハ ザー ド の ラン プ 、 カ ー タ ー (ラン ド 
ルフ )、 ド リー ムラ ンド 

ブリ ー チ 「The Return of the White Ship」 : 
ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 ア ル ハ ザー ド の ラ 
ンプ 」: ラヴ クラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 
の 門 を 越え て 」(O) 























フィ レタ ス 、 テ オド ラス (フィ レト ス と も ) 
Philetas, Theodorus (also Philetos) 

950 年 ご どろ 『 キ タブ ・ ア ルテニア ジフ 』 を ア 
ラビ ア 語 か ら ギ リ シ ャ 語 に 翻 記し 、「 ネ クロ 
ノミ コン 」 と いう 題名 を 与え た コン スタ ンチ 
ノー プル の 学者 。 また 、 彼 が 960 年 以前 に 『 エ 
イボ ン の 書 』 を 復元 し 、 そ れ を 中 世 ギ ギリシャ 
語 に 翻訳 し よう と し た と も 信じ られ て いる 。 
「 フ ィ レ タス 」 が ギリ シャ 語 の 「 フ ィ レ トス 」 
(異端 者 ) か ら 転 じ し た も の か も し れ な いと い 
う 指 摘 も ある 。 

ー『 ア ル ・ ア ジフ 』、 ア ル ハ ザー ド ( ア ブ ド ッ ゥ ル ) 、 
『 エ イボ ン の 書 』、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicl: ラヴ 
クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 (0) 








フェ ラン 、 ア ンド ルー(1910 年 ご ろ 一 
1938 年 ? ) 
Phelan, Andrew 

ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 教 授 の 臨時 秘書 。 
マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ロ ックス ベリ ー で 生ま れ 
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た フェ ラン の 能力 は 、 ハー バー ド で の 言語 学 
の 研究 と 、 ボ クシ ング お よび 柔術 の 習得 の 両 
方 で 発揮 きれ た 。 こ れ ら の 能力 は 、 シ ュ リ ュ 
ズ ベ リ イ に 感銘 を 与え 、 こ の 年 配 の 人 物 が 彼 
を 秘書 に 採用 する の に 十分 な ほど で あっ た 。 
シュ リュ ズ ベ リ イ の 和 失 忠 の の ち 、 フ ェ ラ ン は 
彼 の 故 卿 で も や る ボス トン に 戻っ た が 、 し ば ら 
くし て そこ か ら 消 えて し まっ た 。 

ー キ ー ン (エイ ベル )、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ ( ラ 
バン ) 

悦 ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」 








フェ レン ツィ 

Ferenczy 

何 世紀 も の 間 ト ラン シル バニ ア 地 方 の ハル 
マギ ウ 城 砦 に 住ん で いた 家系 。 こ の 家系 に よ 
る 残虐 な 略 礁 に 関す る 伝説 (特に ファ エト ホ 
ル と ヤー ノシ ュ ・ フ ェ レ ン ツ ィ の も の ) は 、 
今 で も 聞か れる か も し れ な い 。 フ ェ レ ン ツ ィ 
家 の 最後 の 人 間 が 死ん だ の ち 城 は 打ち 捨て ら 
れ た 

何 百 年 も た っ て か ら 、 あ る 男 が 城 に 住む よ 
うに な り 、 フ ェ レ ン ツ ィ 家 の 直系 の 子孫 で あ 
る と 主張 し た 。 彼 が 始め た 新しい 男爵 家 は お 
よそ 二 百 年 続き 、 古 い 男 爵 家 と 同様 に 悪名 を 
は せ た 。 最 後 の フ ェ レ ン ツ ィ 男 が 、 彼 の 行 
為 を 説明 する よう 求め られ ルー マニ ア 政 府 に 
よっ て 召喚 され そう に な っ た と き に 、 爆 発 が 
起こ っ て 城 は 根こそぎ 破壊 され た 。 

ー ハ ッ チ ン ソ ン (エド ワー ド ) 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」(0) : ラム レイ 『Deadspeak』 











フォ ー ス フラ ム 城 

Chateau des Faussesflames 

ペリ ゴン 修道 院 の 近く 、 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 
の 森 に ある 荒廃 し た 邸宅 。 中 世に は 、 城 は 、 
マラ ン ボ ア 城 主 と 彼 の 妻 の 住居 で あっ た ( 妻 
の 方 は 魔法 を 使う の で は な いか 疑わ れ て い 
た )。 夫 妻 の 死後 に な っ て も 、 こ の 場所 の 悪 


い 噂 は 絶え な か っ た 。 城 跡 に 足 を 踏み 人 れ た 
者 の 多く が 戻ら な か っ た し 、 何 世紀 も た っ て 
好奇 心 の 強い 人 々 で さえ その 荒廃 し た 城壁 に 
は 近づか な いよ うに し て いた 。1931 年 に ボ 
スト ン の キャ ボッ ト 考 上 古 学 博物 館 は 、 そ の 認 
宅 の 地下 室 か ら 発掘 し た と いう 興味 深い ミイ 
ラ を 展示 し た 。 

ー ア ヴェ ロワ ー ニ ュ 、 キ ャ ボッ ト 考 古 学 博 
物 館 

圏 C.A. ス ミス 「 ア ブロ ワー ニュ の 進 引 」、「The 
End of the Story」(0) : ヒー ルド 「 永 効 よ り 」 


フォ ー ル ワー ス 教 授 、 エ リフ ァ ス ・ コ ー 
ド ヴ ィ ッ プ 
Fallworth, (Professor) Eliphas Cordvjp 

ミス カト ニッ ク 大 学名 准 教 授 、 近 代 的 な 中 
世 形 面 上 学 の 創始 者 。 フ ォ ー ル ワー ス は 1920 
年 代 前 半 以 来 、 オ カル ト を テー マ に 人 研究 を 進 
め て いる 。 フ ォ ー ル ワー ス の 業績 の 評価 に 関 
心 の ある も の は 、 名 声 の 高い 小 論 を 集め た 
「 フ ォ ー ル ワー ス 記 念 論文 集 」(1987 年 、 ミ ス 
カト ニッ ク 大 学 出版 局 ) を 参照 する と よい 。 
[フォ ー ル ワー ス 教 授 の フル ネー ム を 研究 す 
る 人 は 、 篤 異 的 な 結論 に 達する だ ろう 。] 
ーー ミス カト ニッ ク 大 学 
ピー ター セン & ウ ィ リ ス "Miskatonic University 
Graduate Ki (0) : ピー ター セン 『 ク トッ ルフ 神 
話 図説 』 

















フォ ン ・ ユ ン ツ ト 、 フ リー ドリ ッ ヒ ・ ヴ ィ 
ル バ ハイ ム (1795 年 1840 年 ) 
Von Junzt Friedrich Wilheim 

有名 な 探検 家 で 、『 無 名 祭礼 書 』」 の 作者 。 
フリ ー ド リッ ヒ は 1795 年 に ケル ン で エヴァ 
と ハイ ン リ ヒ の フォ ン ・ ユ ン ツ ト 夫 妻 の 間 に 
生ま れ た 。 彼 は 1814 年 に ベル リン 大 学 に 入 
学 し 、 翌 年 ゴット フリ ー ト ・ ミ ュ ル ダー と 出 
会 っ て 友人 に な っ た 。 彼ら 2 人 は 卒業 後 時 
間 を か け て アジ ア 中 を 旅行 し た 。 フ ォ ン ・ ユ 
ン ツ ト は ドイ ツ に 戻っ た あと で 、 博 士 論文 「 意 
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論 的 魔術 テキ スト の 起源 と 影響 」 を 完成 さ 
せ た 。 彼 は 4 年 間 ウ ュ ル テン ベル ク 大 学 で 教 
鞭 を と り 、 そ の 後 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア メリ カ 大 陸 、 
お よび アフ リカ 中 を 旅行 し 、 見 つけ られ る か 
ぎり の 秘密 結社 を 調査 し 、 そ れ に 加わ っ た 。 
この 放浪 の 途中 で 彼 は パリ に 立ち 寄っ た 。 パ 
り で は アレ クシ ス ・ ラ ドー と 出会っ た よう で 、 
短い 期間 一 緒 に 旅行 し て いる 。 この ころ 彼 は 、 
短い 論文 、「 吸 血 鬼 」(1827 年 ) と 「 狼 症 き 」 
(1828 年 ) を 出版 し て いる 。 彼 は 1835 年 に 
- 族 の 地 所 に 戻り 、1839 年 に デュ ッ セ ルド 
ルフ で 出版 され る こと に な る 傑作 『 無 名 祭礼 
書 』 の 仕事 を 始め た 。 

『 無 名 祭礼 書 』 を 完成 させ た の ち 、 フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト は まだ 不明 な 個所 を 求め て 旅 に 出 か 
けた 。 何 年 も た っ て モン ゴル へ の 探検 か ら 
帰っ た を フォン ・ ユ ン ツ ト は 、 デ ュ ッ セル ドル 
フ の 鍵 が 掛か っ た 密室 状態 の 部 屋 の 中 に 閉じ 
こも っ た 。 そ し て 原稿 を 書き 始め る の だ が 、 
その 正確 な 内 容 は 謎 の まま 残さ れる こと に な 
る 。 数 か 月 後 、 彼 は 宿舎 で 殺さ れ た 。 彼 の の 
ど に は か き ぎ 爪 の 痕 が あり 、 部 屋 の 鍵 は 掛か っ 
た まま で あっ た 。 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 生涯 で 
最も 親しい 友人 で あっ た フラ ンス 人 、 ア レク 
シス ・ ラ ドー は ば ら ば ら に な っ た 原稿 を ま と 
め た 。 そ れ を 読ん だ 彼 は 、 原 稿 を 燃やし 、 か 
みそ り で 自分 の の ど を か き 切 っ た の で あっ 
た 。 こ れ ら の 出来 事 の の ち 、『 黒 の 書 』 の 多 
く は と りみ だ し た 所 有 者 た ち に よっ て 燃やさ 
れ た 。 

フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 研究 は 、 徹 底 的 か つ 包 
括 的 で あっ た 。 彼 は その 儀式 を 本 に する た め 
に さま ざま な 多く の 宗派 や 秘密 主義 カル ト に 
浸透 し た こと が 知ら れ て いる 。 フ ォ ン ・ ユ ン 
ツ ッ ト は 、 多 く の 秘 密 の 蔵書 に 触れ る こと が で 
き 、 無 削除 の 『 イ オド の 書 』』 イ アン = テ ホ ー 
に 保管 され た 『 ゴ ー ル テニ グラ ル 』、 そ し て 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の ギリ シア 語 版 を 見 た わずか 
な 人 間 の 一 人 で あっ た ( 噂 に よる と 、 ユ ン ツ 
ト は の ち に 『 ア ラブ の 祈り の 書 』 と いう 題名 








で 呼ば れる ドイ ツ 語 版 の 翻訳 を 行ない 、 死 後 
の 1848 年 に 出版 され た と いう )。 彼 の 話 は 
多く の 者 に と っ て は 信じ られ な い だ ろ う が 、 
の ちの 学者 た ち は 中 世 形 面 上 学 の 分 野 に お い 
て 、 彼 の 調査 結果 の 多く を 立証 する こと が で 
きた 。 

彼 の 死後 や も 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト は 激しい 論 
争 を 巻き 起こ し て いる 。 多 く の 者 が 彼 を 人 類 
学 と 宗教 学 の 分 野 の 先駆 者 と 呼ぶ 。 た だ し 彼 
の 散漫 な 書き 方 と 、 乱暴 な 主 天 は 、 彼 の 精神 
が 不安 定 だ っ た 証拠 だ と 指摘 する 者 も いる 。 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 原稿 を めぐ る 議論 は 速い 
未来 まで 続く こと で あろ う 。 

[時 折 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 名 前 が 「Fvindvuf」 
と な っ て いる こと が ある が 、 こ れ は リン ・ カ ー 
ター が ラヴ クラ フト の 手紙 を 見 て 、 そ の 筆跡 
を 誤読 し た 結果 で ある 。] 

ー『 ア ジア の 秘め た る 神秘 一 ゴー ル ・ ニ グラ 
ル へ の 注釈 付き 』』 ア ビス 、『 暗 黒 の 知識 の パ 
ビル ス 』、 イ アン = テ ホ ー、『 イ オド の 書 』、 ガ 
タ ノ ソ ア 、 ク ナ ア 、 黒 い 石 、『 ゴ ー ル ・ ニ グ 
ラル 』、『 ナ コト ウゥ ス 』、『 ネ クロ ノミ コン 』( 補 
遺 )、 幕 の 神殿 、 ブ ラン ・ マ ク ・ モ ー ン 、 ミ ュ 
ル ダ ー (ゴット フリ ー ト )、『 無 名 祭祀 書 』、 
ヨ グ = テニ ソ トー ス 、 ラ ドー (アレ クシ ス ) 

圏 R. ウィ ルソン 『Schrodingers Cat Trilogy』 : 
カー ター「Dead of Night」、「Zoth-Ommog」 : 
ハリ ス 「The History of Von Unaussprechlichen 
Kulten」、「Timeline of Von Unaussprechlichen 
Kulten」: ハ ワー ド 「 黒 い 石 」、「 屋 根 の 上 に 」、「 夜 
の 未 座 」 (O) 




















深き 眠り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 
Seven Hiundred Steps of Deeper Slumber 

炎 の 洞窟 か ら 下 っ て ゆき 、 ド リー ムラ ンド 
の 魔法 の 森 に ある 深き 眠り の 門 に 達する 階 
段 。 こ の 階段 も 浅 き 眠り の 七 十 段 の 階段 も 単 
な る 象徴 で あり 、 そ の 本 当 の 意味 は 信者 に の 
み 知 られ て いる の だ と する 者 も いる 。 
…ー 浅 き 眠 り の 七 十 段 の 階段 ドリーム ラン 
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ド 、 魔 法 の 森 
圏 カー ター「The Book of Preparations」: ラ 


ヴ ク ラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 
(O) 


深き も の 
Deep Ones 
ダ ゴ ン 、 ハ イド ラ 、 お よび クト ッ ゥ ルフ を 崇 


拝 し て いる 魚 に 似 た ヒト 型 種族 。 ま た 、 こ の 
呼び 名 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 上 拝 し 
て いる ほか の 水生 クリ ー チ ャ ー に 使用 され る 
こと も ある 。 あ る 者 は 、 深 きも の が クト ゥ ル 
フ と その 稚 属 と 同時 期 に 地球 に 到来 し 、 

で 生き る こと が で きる よう 進化 し た と 信じ て 
いる が 、 こ れ ら の クリ ー チ ャ ー と 直接 接触 し 
た 者 は 、 こ の 水陸 両生 の クリ ー チ ャ ー が この 
惑星 で 固有 に 進化 し た と 信じ て いる 。 ほ と ん 
どの 深き も の は うろ この ある 二 足 歩行 の カエ 
ル と いっ た 次 を し て お り 、 ふ くら ん だ 目 、 エ 
ラ 、 そ し て 水 か き の つ いた 手足 を 持っ て いる 。 
深き も の の 間 で の 意思 伝達 生まれ な が ら に 
持つ テレ パシ ー で 行なわ れ て いる よう に 思え 
る 。 ま た 、 彼 ら は 雑音 の よう な 鳴き 声 で 人 間 
の 手先 と 話す こと も で きる 。 

この クリ ー チ ャ ー は 不死 で あり 、 暴 力行 為 を 
除い て は 決し て 死ぬ こと は な い 。 そ の 非常 に 長 
い 寿 命 に よっ て 、 深 きも の は 優れ た 科学 者 や 神 
官 に な っ た 。 そ の 人 生 の 過程 で 、 深 きも の は 成 
長 し 続け る 。 種 族 の 指導 者 と され る 父 な る ダ ゴ 
ン と 母 な る ハイ ドラ は 、 種 族 の 中 で 最も 大 きく 、 
最も 年 者 いた 個体 だ と いう だ け な の か も し れ な 
い 。 深 きも の は 飲 僚 が 長く 続く と 元 の 大 き さ の 
何 分 の 一 か に まで 縮ん で し まう こと も ある が 、 
錠 え て も 決し て 死な な い 。 

深き も の は 、 世 界 の 海 の 底 に ある 真珠 層 で 
飾ら れ た 石造 の 海底 都市 に 棲ん で いる 。 こ れ 
ら の 都会 は 世界 中 の 大 海 で 見 つけ る こと が で 
き 、 例 えば マサ チュ ー セ ッ ツ 沖の イハ テン ス 
レイ 、 コ ー ン ウォ ー ル の 近く の アフ ニテ ヨー ラ 、 
北海 の グル ニ ホ ー な ど が ある 。 都 市 の 中 の 活 














動 は 効率 的 に 調整 され 、 そ れ ぞ れ の 深き も の 
は 共同 体 に と っ て 必要 な こと を 疑う こと な く 
行なう 。 こ の 種族 は 非常 に 個人 主義 で ある が 、 
深き も の の 中 で の 意見 の 食い 違い が 何 な の か 
は 不明 で ある 。 深 きも の は 、 指 導 者 で ある ダ 
ゴン と ハイ ドラ 、 そ し て 大 いな る クト ゥ ルフ 
を 崇 振 し て いる 。 ま た 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の バイ アテ ィ ス な ど を 崇め る も の も いる 
が 、 や は り ク トゥ ルフ の カル ト が 間違い な く 
最も 勢力 を 持っ て いる 。 

ほとん どの 場合 、 深 きも の は 人 類 か ら 離 れ 
て 暮らし て いる 。 し か し 人 と の 遺 遇 は 起こ る 。 
章 遇 に よっ て は 「 人 魚 」 や 、 ソ ロモ ン 島 民 に 
よっ て 恐れ られ た アダ ロ と いう 海 の 精 霊 の よ 
うな 物語 が 船員 の 間 に 生 まれ る よう に な っ 
た 。 時々 、 深 きも の は 海岸 で 暮らす 人 々 の 間 
に カル ト を つく る 。 人 々 は 偶然 、 あ る い は 文 
字 が 刻ま れ た タブ レッ ト を 海 に 落と すこ と に 
よっ て 深き も の と 接触 する 。 こ れ ら の セク ト 
で 最も 有名 な の は 、 ダ ゴン 秘密 教団 で あっ た 。 
この 教団 は 、1928 年 に マサ チュ ー セ ッ ツ の 
内 OM 
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ス や マリ の ド ゴ ン 族 の 秘密 の 教義 が 深き も の 
と の 接触 を 示し て いる 可能 性 が ある 。 

人 間 と 深き も の の 両方 が 属す る カル ト の 儀 
式 に お いて 重要 な こと は 、 二 種族 間 の 交配 で 
ある 。 こ の 結び つき か ら 生 じ る 子供 は 、 普 宮 

人 間 に 見 える が (た だ し 「 イ ンス マス 面 」 
も 参照 の こと )、 長 い 年 月 を 経て 彼ら は 深き 
も の に 変身 し 、 自 分 の 親族 に 加わ る た め に 海 
の 中 に 潜っ て ゆく 。 こ の 変化 の 長 さと 効果 は 
個人 に よっ て ば ら つ き が 大 きい 。 あ る も の は 
変身 を し 終え な いし 、 あ る も の は 母親 の 子宮 
(に いる うち に クト ッ ゥ ルフ の 夢 に 影響 を 受け て 
奇形 が 始ま る 。 ロ ー マ 人 と フラ ンス の メロ 
ヴィ ング 朝 の 両方 に お いて 、 王 朝 が 人 間 と 海 
の 存在 と の 間 の 交配 か ら 生 じ た と 述べ られ て 
いる の は 興味 深い 。 ま た 、 深 きも の へ の 変身 
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は 人 間 と 同様 に イル カ に も 起こ る 可能 性 が あ 
る が 、 深 きも の と イル カ が どう 関係 を 結び か 
は ほとん ど 知 られ て いな い 。 

ー ア トラ ッ ク = テ ナチ ヤ ャ ヤ 、 ア フ テ ヨ ー ラ 、 イ 
ハミ テン スレ イ 、 イ ンス マス 、 イ ンス マス 面 、 
オー ルド ・ ワ ン 、 輝 く ト ラベ ゾ ヘ ドロ ン 、 ク 
トゥ ルフ 、 グ ル = ニ ホー、 シ ョ ゴス 、『 深 海 祭 
礼 書 』、 タ イサ テル イエ ー、 ダ ゴン 、 ダ ゴン 
の 次 い 、 ダ ゴン 秘密 教団 、 バ イア ティ ス 、 ハ 
イド ラ 、『 淵 み に 棲 む 者 』、 無 名 都市 、『 妖 明 
の 秘密 』」 ラ ニク ア ・ ル アフ アン 、 レ ッ サ ー・ 
オー ルド ・ ワ ン 

悦 ウ ェ イ ド 「 深 きも の ども 」: キャ ン ベ ル 「 城 
の 部 屋 」: ジョ ー ン ズ 「The Worlds of HP 
Lovecraft-Dagon」 デ ト ワ イラ ー& イ ジン ウィ 
ル “The Songs of Fantari': トー マス ウィ リ 
ス “海底 の 都市 ': ピー ター セン 『 ク トゥ ルフ 
神話 図説 』, ラヴ クラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 
影 ](0) : ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 生 き な が 
ら え た も の 」、「 閉 ざさ れ た 部 屋 」: ラ ムレ イ 『 地 
を 容 つ 魔 』、「The Return of the Deep Ones」 : 
ロス “Escape from Innsmouth" 











「 淵 み に 棲む 者 
Dwellers in the Depths 

ガス トン ・ ル ・ フ ェ に よっ て 書か れ た クト ゥ 
ルフ と その 答 属 に 関す る 本 。 本 の 序説 に よれ 
ば 、 ル ・ フ ェ は 狂気 で 死ん だ と いう こと で あ 
る 。 の ち に フラ ンス 語 版 と イギリス 語 版 も 出 
版 さ れ た 。 こ の 本 は 深き も の と し て 知ら れる 
水棲 の 種族 と 、 彼 ら が し ば し ば 崇拝 する 奇怪 
な 存在 に 関す る 手がかり を 詳 述 し て いる 。 
ー ク トウ ルフ 、 深 きも の 
較 ジャ コ ビ 「 水 槽 」(O) : ロス “Fischbuchs” 


膨らん だ 女 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ (膨らん だ 女 ) 
Bloated Woman 


きも の 


フサ ッ グ ァ 
Fthaggua [fuh-THAHOG-gwah] 

青 味 が か っ た 巨大 な 稲妻 と し て 現れ る 存 
在 。 フ サッ グ ァ は 炎 の 精 を 支配 し て いる 。 炎 
の 精 は 、 集 団 記 憶 を 持っ て いる よう で 、 フ サッ 
グ ァ は すべ て の 炎 の 精 の 中 枢 神 経 な の か も し 
れ な い 。 

フサ ッ グ ァ と 彼 の 手先 は クティ ン ガ と し て 
知ら れる 彗星 に 棲ん で お り 、 そ の 軌道 と 速度 
は フサ ッ グ ァ に よっ て 制御 され て いる 。 炎 の 
精 は 、 知 的 な 存在 が 住む 世界 を 捜し 求め 、 こ 
の 彗星 に 棲み な が ら 星 間 を 旅 す る 。 そ の よう 
な 惑星 を 見 つけ た 場合 は 、 周 期 的 な 間隔 で 惑 
星 を 訪れ 、 空 腹 を 満た す た め に その 世界 の 現 
取 人 を 何 千 も 生け 加 に 要求 する の が 常 で あ 
る 。 彼 ら は 400 年 後に われ われ の 世界 を 訪 
れる 。 

フサ ッ グ ァ と クト ゥ グ ァ と の 関係 は 不明 瞭 
な まま で ある 。 彼 ら の 手先 は 異な っ た 形 を し 
て いる が 、 ク トゥ グ ァ も 、 フ サッ グ ァ の よう 
に 「 炎 の 精 」 を いく ら か 支配 し て いる よう だ 。 
2 つの 存在 は その 顕現 こ お い て も 異な る よう 
に 思え る が 、 ク トゥ ッ グ ァ と フサ ッ グ ァ が 同じ 
だ と 推測 する 者 ちあ いる 。 し か し 、 ク トゥ グ ァ 
は フォ ー マ ル ハウ ト 近 く の ど こ か に 封じ 込め 
られ て いる と 通常 考え られ て いる 。 フ サッ 
グ ァ は 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン に 仕え て 
いる の か も し れ な いし 、 ま た は クト ゥ グ ァ の 
化身 の 一 つ な の か も し れ な い 。 

ー ク ティ ン ガ 、 ク トゥ グ ァ ア 、 火 の 精 
菩 カー ター 「Zoth-Ommog」 ワン ドレ イ 「The 
Fire-Vampires」 (0) 











「 フ サン の 謎 の 七 書 ] (「 大 地 の 謎 の 七 書 」) 
Seven Cryptical Books of Hsan (also Seven 
Cryptical Books of Earth) 

中 国 起源 (? ) の 巻物 の セッ ト 。 何 人 か の 
研究 者 は 、 そ れ ら は 2 世紀 に 大 フサ ン に よっ 
て 書か れ た と 言う 。 し か し ほか の 研究 者 は 
それ ら が も と も と レン か ら 来 た も の で 、 中 国 
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の 神話 の 黄 皇 帝 の 時 代 に まで さか の ぼる こと 
が で き 、 和 失わ れ た 言語 か ら 中 国語 に 翻訳 され 
た の だ と 主張 する 。 秦 の 始皇帝 (中 国 の 最初 
の 里 常 ) が 紀元 前 213 年 に 殺 書 を 命じ た と 
き 、 中 国 の 巻物 の 大 部 分 は 破壊 され 、 の ちの 
中 国 の 著者 た ち は 、 発 見 で きた 断片 と 、 自 分 
た ちの 記憶 に 基づい て や む を え ず 粗悪 な 版 に 
まとめ ざる を えな か っ た 。 そ の 後 四 王 朝 を 経 
て 、 こ の 本 は 禁書 と な り 、 さ ら に 希少 な も の 
と な っ た 。 

本 は 、 の ち に 中 国 か ら ひ そ か に 持ち 出さ れ 、 
何 度 も 翻訳 され た 。 最 初 に 現れ た の は お そら 
く 1729 年 の 英語 版 で あっ た が 、 こ れ は か な 
り 粗 末 な もち の な の で 、 ほ と ん どの 研究 者 は 言 
及 す る 価値 は ほとん ど な い と 考え て いる 。 
1940 年 に 、 ボ スト ン の 銀 の シル ヴァ ー・ キ ー・ 
プレ ス は オカ ル テ ィ ス ト で ある エティエンヌ 
テロ ー ラ ン ・ ド ・ マ リ ニ ー に よっ て 作ら れ た 
も っ と 優れ た 英訳 を 出版 し た 。 ラ マ 僧 ド ル ジ ・ 
ラム は 、 も し か し た ら 有 名 な 探検 家 で ある ア 
レク サン ドラ ・ デ ビッ ド テ ネー ル の 援助 を 受 
け て 、1943 年 に マル セイ ユ で フラ ンス 語 
を 発表 し た 。 

この 本 は さま ざま な 言語 で 、 ウ ルター ル に 
ある エル ダー・ ワ ン の 神殿 、 ミ スカ トニ ッ ク 
大 学 、 サ ンク トペ テル ブル ク 国 立 大 学 図書 館 、 
フラ ンス の アル スナ ル 図 書館 、 ア メリ カ 議 会 
図書 館 ( 完 全 な も の だ が 、 堅 く 守 られ て いる )、 
そし て スコ ッ ト ラ ンド と フラ ンス の 個人 収集 
家 に よっ て 保管 され て いる よう で ある 。 ダ ラ 
イ ・ ラ マ の 図書 館 に も この 本 が ある が 、 チ ベッ 
ト の 僧 た ち は 、 中 国軍 が 侵攻 し た 際 に ほとん 
ど を 隠し て し まっ た の で 、 チ ベッ ト で 多く の 
写本 を 発見 する の は ほとん ど 不 可能 で ある 。 
この 本 は お そら く 、 紀 元 前 4000 年 まで さか 
の ぼる こと が で き 、 鋭 敏 な 精神 を か き 乱 す 多 
く の 謎 を 持つ と いう 伝説 の 「 タ ン の 七 書 」 と 
同じ も の で ある か も し れ な い 。 

『 フ サン の 謎 の 七 書 』 は 、 死 ん だ 魔術 師 の 
体 の 適切 な 扱い 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ の 多く の 

















密 、 ド リー ムラ ンド 、 そ し て レン 高原 の 歴史 
な ど と いっ た 、 広 い 題 材 を 扱っ て いる 。 ま た 、 
本 に は 『 ル ルイ エ 異 本 』」 か ら の 引用 と 、『 ド ー 
ル 讃 歌 』 と 類似 し た 呪文 が 記載 され て いる 。 
「 光 と 闇 の 目 」 を 創造 する 式 文 を 記載 し た 第 
五 巻 の 完全 な も の は ほとん ど な い 。 時折 「 印 
の 中 の 印 」 と 呼ば れる 第 一 巻 は 、 生 と 死に 関 
し て 限ら れ た 力 を 与え る と 言わ れ て いる 。 第 
四 巻 は 魔物 を 召喚 し 退散 させ る た め の 呪 文 が 
記載 され て いる 。 巻 の -- つ は 「 和 失わ れ た 」 と 
言わ れ て お り ( ド ・ マ リ ニ ー が 七 巻 す べ て を 
翻訳 し た 主張 し て いる と いう 事実 も ある が )、 
死者 か ら 知識 を 得る 方 法 に つい て の 情報 が 記 
載 さ れ て いる 。 本 の 中 に 隠さ れ た 剛 号 が 、 オ ー 
ルド ・ ワ ン が 復活 する 刻 を も た ら す と 言う 者 
も いる 。 

ー ウ ルター ル 、 ズ イィ イン の 審 、『 ド ー ル 讃歌 』、 
ド ・ マ リ ニ ー (エティエンヌ = ロー ラン ) 、 
ドリ ー ム ラン ド 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 バ ル ザ 
イ 、 光 と 闇 の 目 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、『 ル 
ルイ エ 異 本 』、 レ ン 

アニ オロ フス キー “Eyes of a Stranger': ウィ 
ンク ル 「Typo」 : ウェ イド 「Those Who Wait」 : 
カー ター「Zoth-Ommog」: スタ ン リ イ 『FEx 
Libris Miskatonicll : ディ ティ リオ && ウィリス 
"ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 ' : デ ト ワ イラ ー、 グ 
ラン シー& タ イン ズ “Delta Green': ハー バー 
を ロス ドク トッ ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 ": ピー ター 
セン は ほか “Miskatonic University Graduate Kit'・ 
ファ ン テ ィ ナ 「Headsman」 : マー シュ ほか 「A 
Private Inquiry into the Possible Whereabouts 
of Clara Boyd]」) マイ ヤー ス 「The Return of 
Zhosph]」: マイ ヤー ス & ラ ンド ロー「The 
Summons of Nuguth-Yug」 : ラヴ クラ フト 「 霧 
の 高み の 不思議 の 家 」、「 革 神 」(O)、「 未 知 な る 
カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 
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フジ ウル ク ォ イ グ ム ンズ ハー (ゼー ル 
ク ォ イ ズ ニ マン ザ ) 
Hziulquoigmnzhah (also Ziulquaz-Manzah) 
[ZEELquoig-man-ZHAH] 

サク サク ルー ス の 息子 で ツァ トゥ グ ァ の 父 
方 の お じ 。 頭 が 体 の 下 に 逆 に 生え て いる こと 
を 除け ば 、 そ の お い に い くら か 似 て いる 。 ユ 
ゴス に 短い 問 と ど ま っ た の ち 、 フ ジウ ルク ォ 
イグ ムン ズ ハ ー は ヤー クシ ュ へ と 向かっ た 。 
ヤー クシ ュ で は 、 そ の 世界 に 棲む 好奇 心 の 強 
い 住 民 に よっ て 行なわ れる 宗教 上 の 儀式 に 悩 
まさ れ て いた 。 少 し あと に な っ て 彼 は 土星 に 
旅立ち 、 今 は そこ に 棲ん で いる 。 
ー ギ ー ス グー ス 、 サ イク ラノ ーシュ 、 サ クサ ク 
ルー ス 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ヤ ー ク シュ 、 ユ ゴス 
悦 C. A スミス 「 魔 道士 エイ ボン 」(O)、「The 
Family Tree of the Gods」 ) ティ アニ ー& R. プ 
ライ ス 「The Throne of Achamoth] 


プ テ ト ライ ト 族 
Ptetholites [teth-THAUL-oe-teez] 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 特 に イタ ク ァ 
を 崇拝 し 、 魔 物 に 祈願 し て 彼ら の 敵 に 当たら 
せる こと が よく あっ た 人 類 出現 以前 の 部 族 。 
ハイ パー ボリ ア に 関す る 伝説 に よれ ば 、 プ テ 
トラ イト 族 が 、 エ シ ピ シュ の エド リル ・ ガ ー 
ン ビ ズ に 対し て 、 召 喚 し た 魔物 を 送り つけ た 
と いう 。 

し か し な が ら エ ドリ ル は 、 プ テラ イト 族 の 
魔術 を 召喚 者 に 送り 返し た 。 も し か し た ら こ 
れ が 、 プ テラ イト 族 を 襲っ た 謎 の 破滅 を 引き 
起こ し た の か も し れ な い 。 プ テト ライ ト 族 に 
よっ て 残さ れ た 唯一 の 記録 は 、 ゲ フ の 折れ た 
石柱 と 彼ら が 発明 し た 第 太 サ スラ ッ タ で ある 。 
ー イ タク ア 、 ゲ フ の 折れ た 石柱 、 ザ ・ ブ ラッ 
ク 、 第 太 サ スラ ッ タ 、 ハ イ パ ー ボ リア 
圏 ラ ムレ イ 「 黒 の 召喚 者 」(0)、「The Horror 
at Oakdeene」、!Spawn of the Winds』 








プ ト ト ヤニ ライ ー タ イサ テル イエ ー 
Phrthya-1yi 


「 プ ノム の 羊皮紙 文書 ] (「 妖 精 の 書 」) 
Parchments of Pnom [puh-NOM] 

ハイ パー ボリ ア の 主導 的 系 譜 学 者 で あり 予 
言 者 で あっ た プ ノ ム に よっ て 、 彼 の 政 郷 の 「 古 
の 文字 」 で 書か れ た 文書 。 ツ ァ ト ゥ グ ァ の 家 
系 、 防 護 の 三重 円 の 作り 方 、 そ し て 効果 の 大 
小 を 問わ ず 多 く の 悪 魔 払い の 方 法 、 特 に 北 の 
氷雪 の 精霊 に 対し て 使用 は れる も の な ど が 書 
か れ て いる 。 人 類 の 起源 が 、 わ れ わ れ が 願う 
も の と 違っ て 不快 な も の で あっ た こと を 暗示 
する 部 分 も 何 か 所 か ある 。 
ー ツ ァ ト ウゥ グ ア 、 ハ イ パ ー ボ リア 
カー ター 「Dreams of the Black Lotus」、「The 
Madness out of Time」、『The Life of Eibon 
according to Cyron of Varaad』:C.A. スミ ス 「 白 
明 の 襲来 」(0)、「The Family Tree of the Gods」 





ブ ホ ー ル 
Bholes [BOEL] 

ドリ ー ム ラン ド の ナス の 谷 に 棲ん で いる ク 
リー チャ ー。 だ れ も 今 まで に 、 ブ ホー ル を 見 
た こと は な い が 、 そ れ ら と の ラン ドル フ ・ カ ー 
ター の 章 遇 は 、 そ れ ら が どこ か ワー ム の よう 
な 形 を し て いる こと を 示唆 する 。 あ る も の は 
ブ ホ ー ル が ド ドー ル の 量 種 で ある か 、 も し く は 
INS それ を 虫食い 2 穴 を 通し 

ほか の 世界 へ 送っ て いる と 言う 。 
暫し 
し か し ラヴ クラ フト の テキ スト に 関す る 
S.Tm ヨシ の 校正 版 で は 、 単 語 は 「Bholes」 
と な っ て いる 。“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG” の 
ドリ ー ム ラン ド ソ ー ス ブッ ク の 著者 の 一 人 が 
「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 の 校正 版 を 
読ん で 、「bholes」 が 新しい クリ ー チ ャ ー で 
ある と 考え た た め 、2 種類 の 異な る クリ ー 
チャ ー が 誕生 し た 。 し か し 最新 の 版 の 多く で 
は 、 こ れ は 修正 され て いる 。] 
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ー カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 ド ー ル 、 ド リー 
ムラ ンド 、 ナ ス の 谷 

ピー ター セン 『 ク トッ ゥ ルフ 神話 図説 』、“H.P 
Lovecraft s Dreamlands': ラヴ クラ フト 「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


ブラ ウン ・ ジ ェ ン キン 
Brown Jenkin 

手 の よ うな 前 脚 と 人 間 の よう な 顔 を 持つ ネ 
ズミ の よう な 生き 物 。 エ セッ クス 郡 の 裁判 記 
録 に よる と 、 ケ ザイ ア ・ メ ー ソ ン は ブラ ウン ・ 
ジェ ン キ ン が 彼女 の 使い 魔 だ と 述べ た と い 
う 。 メ ー ソ ン 自 身 は 3 世紀 前 に 死ん で いた が 、 
速く 離れ た イギリス か ら は 、 こ の 使い 魔 の 紗 
霊 が 報告 され た 。 ア ー カ ム の 魔女 の 家 が 
1931 年 に 取り 壊さ れ た と き に 発見 され た 骨 
は 、 少 な く と も この クリ ー チ ャ ー が 存在 し た 
こと を 裏付け る 。 
ー ア ー カ ム 、 ギ ルマン (ウォ ルター)、 魔 女 
の 家 、 メ ー ソ ン ( ケ ザ イア )、 ネ ズミ 怪物 
悦 マ スタ ー ト ン 『Prey』 : ラヴ クラ フト 「 魔 女 
の 家 の 夢 」(O) 





『 プ ラ エ シディ ア ・ フ ィ ニ ウム 」 一 『 国 境 
の 要塞 』 


Praesidia Finium 


フラ ニス 
HIlanith [HLAN-ith] 

セレ ネル 海 に 面 し た オウ クラ ノ ス 河 口 に 位 
置 す る ドリ ー ム ラン ド の 町 。 フ ラニ ス に は 、 
花岡 岩 で 造ら れ た 高い 壁 と 、 オ ー ク 材 で 造ら 
れ た 波止場 が ある 。 こ こ に 住む 人 々 は 、 ド リー 
ムラ ンド の ほか の 住人 より も 了 堅実 で ある こと 
で 知ら れ て お り 、 素 晴らし い 創 造 力 を 持つ 科 
学者 で も ある 。 
ー オ ウ ク ラ ノ ス 、 セ レネ ル 海 、 ド リー ムラ 
ンド 
ウィ リア ムズ & ピー ター セン “HP Lovcraft s 
Dreamlands': ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス 





を 夢 に 求め て 」(O) 


フラ ンク リン 、 ロ ー ラ ンド (?ー 1967 年 ) 
Franklyn, Roland 

1960 年 代 半 ば の ブリ チェ スタ ー の カル ト 
指導 者 。 彼 の 過去 に つい て は ほとん ど 何 も 知 
られ て いな い 。 役 は ブリ チェ スタ ー 大 学 に 
通っ つて いた と 信じ られ て いた が 、 こ れ が 本 当 
で ある な ら 、 彼 は の ち に 大 学 を 追放 され て い 
る 。1963 年 に 、 彼 は ブリ チェ スタ ー 地 方 の 
青年 が つく る 小さ な 団体 の 代表 に な っ た 。 カ 
ルト は 薬物 の 大 量 使用 を 主張 し 、 セ ヴァ ン 渓 
谷 の オカ ルト 的 な 力 の ある 場所 へ 旅 し た 。 ま 
た 、 当 時 この 組織 は ブリ チェ スタ ー 大 学 の 『 グ 
ラー キ の 誤 示 録 』 を 盗ん だ と 信じ られ て いる 。 

1964 年 1 月 、 フ ラン クリ ン は 彼 の カル ト 
の 教義 を 『 視 界 か ら 去 る も の 』 と いう 本 に し 
て 出版 し た 。 し か し 、 そ の 大 部 分 は 出版 の す 
ぐ あ と に 盗ま れ て し まい 、 フ ラン クリ ン の 思 
想 は 彼 が 望む ほど に は 広 ま ら な か っ た 。 フ ラ 
ンク リン は 、1967 年 7 月 3 日 に 死に 、 マ ー 
シー ヒル 墓地 に 埋葬 され た 。 
ー ア イ ホ ー ト 、 ア ンダ ー ク リフ ェ (エロ ル ) 、 
『 視 界 か ら 去 る も の 』、 ブ リ チ ェ スタ ー、 マ ー 
ンー ヒル 、 
キャ ン ベ ル 「Cold Prinl (0)、「The Frankiyn 
Paragraphs」:R プラ イス 「Behold. Istand at 
the Door and Knock」 


ブラ ン ・ マ ク ・ モ ー ン (?ー て 810 年 ご ろ ) 
Bran Mak Morn 

ロー マ 軍 が ブリ テン を 占領 し て いた 時 代 に 
お ける カレ ドニ ア (スコ ッ ト ラ ンド ) の ピク 
ト 人 の 王 。 プ ラン は ヴォ ルフ 氏族 の 族長 の 息 
子 と し て 生ま れ 、 す ぐに 力 を 獲得 し て 、 以 前 
は 500 年 間 以 上 小さ な 反目 し あっ て いた 部 
族 に 分 か れ て いた ピク ト の 王 に な っ た 。 ブ ラ 
ン は 民 に は 勇者 と し て 、 ま た ピク ト 人 が か つ 
て 行なっ て いた 血まみれ の 儀式 を や め さ せ よ 
うと し た 統治 者 と し て 知ら れ て いる 。 し か し 、 
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彼 の 最も 有名 な 行為 は 、 ロ ー マ の 軍勢 に 対し 
て 報復 する た め に 、 大 地 の 妖 崩 を 召喚 し た こ 
と で あっ た 。 ブ ラン は 結局 -- 人 の ロー マ の 役 
人 の 裏切り の た め 戦 死 し 、 彼 の 王国 は ば ら ば 
ら に 崩れ た 。 

時 間 が た つ に つれ て 、 ブ ラン の 行為 の 物語 
は ゆがめ られ 、 彼 の 能力 に 関す る 多く の 伝説 
も 生ま れ た 。『 無 名 祭礼 書 』 の 中 で フォ ン ・ 
ユン ツ ト は 、 王 の 像 に ブラ ン の 精神 が 死後 入 
り 込ん だ と 言う 。 こ の 像 は ある 洞窟 の 中 に 隠 
され 、 そ の 洞窟 は 現在 まで ブラ ン を 中 心 に 置 
く 宗 教 の 中 心 の まま で あり 続け て いる 。 ピ ク 
ト 人 の 子孫 で 構成 され て いる この カル ト の 一 
員 は 、 一 生 に 一 度 は この 像 へ 巡礼 し な けれ ば 
な ら な い 。 こ の 集団 の 教え に よる と 、 あ る 日 
ブラ ン の 像 が 生命 を 得 て 、 彼 と 彼 の 民 は 洞窟 
か ら 出 て 世界 を 統治 する と いう 。 

[神話 の 一 つ に よる と ブラ ン は 巨大 な ウェ ー 
ルズ の 神 で あっ た 。 ま た 別 の 神話 で は 、 死 後 
その 生 首 が 敵 の 侵略 か ら イ ギリ ス 諸 島 を 守っ 
た ブリ テン の 英雄 で あっ た と いう 。 ハ ワー ド 
は この 伝承 に 気づい て お ら ず 、 ロ ー マ 軍 に 包 
天 さ れ た 倫 人 ブレ ヌス や 、 ア イル ラン ド 人 の 
伝説 の 英雄 ゴル ・ マ ク ・ モ ー ン に ちな ん で 名 
づけ た よう だ 。] 
ーー 大 地 の 妖 明 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド 
リッ ヒ )、『 無 名 祭礼 書 』 
イナ ビ ネ ッ ト *Chronicle of the Black Labyrinth': 
ハワード 「 大 地 の 妖 盟 」、「 痢 の 帝王 」、「 夜 の 未 商 」 
(0O)、「The Dark Man」、「Men of the Shadows」 : 
ラヴ クラ フト 「 痢 に 嘱 く も の 」 




















ブリ チェ スタ ー 
Brichester 

イギリス の セヴァン 川 流域 に ある 町 で 商業 
の 中 心 。 町 は 北 の マ ー シ ー ヒ ル 、 中 心 の ブリ 
チェ スタ ー、 南 の ロウ アー・ ブ リ チ ェ スタ ー 
の 3 つの 区 域 に 分 ける こと が で きる 。 ブリ 
チェ スタ ー に は ブリ チェ スタ ー 大 学 、 こ の 地 
域 で 最も 権威 の ある 教育 機関 の 本 部 が ある 。 


この 町 で は 多く の 奇妙 な 出来 事 が 起こ っ た 。 
ブリ チェ スタ ー 大 学 に は 1958 年 に 寄贈 され 
た 『 グ ラー キ の 回 示 録 』 が 1 部 保管 され て 
いた が 、 今 は も うな い 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 儲 捧 し て いる ブリ チェ スタ ー 大 学 の 学 
生 の 集会 は 1920 年 代 に 解散 し た 。 そ し て 、 
大 学 教授 の 多く が 周囲 の 田園 で 起き た 普通 な 
ら ざ る 出来 事 に 関す る 知識 を 持っ て いる 。 ブ 
リ チ ェ スタ ー に は 、 風 変わ りな カル ト の 指導 
者 で あっ た ロバ ー ト ・ フ ラン クリ ン が 住み 、 
転生 に 関し て 書い た 『 視 界 か ら 二 る も の 』 を 
出版 し た 。 ま た 、 マ ー シ ー ヒ ル に 住ん で いた 
男性 が 夢 に 誘引 され て 『 グ ラー キ の 黙示 録 』 
の 第 12 巻 を 書い た 。 

ー ア イ ホ ー ト 、 ア ンダ ー ク リフ ェ (エロ ル )、 
グラ ー キ 、『 グ ラー キ の 黙示 録 』』 ゴ ー ツ ウッ 
ド 、『 視 界 か ら 去 る も の 』、 セヴァン 谷 、 セ ヴ ア 
ン フ ォ ー ド 、 テ ンプ ヒル 、 フ ラン クリ ン (ロー 
ラン ド )、 マ ー シ ー ヒ ル 

悦 キ ャ ン ベ ル 「 暗 黒星 の 陥 任 」、「 異 次 元 通信 
機 」、「 ハ イ ・ ス トリ ー ト の 教会 」(O0)、「Cold 
Print」、「The Franklyn Paragraphs」、「The 
Horror from the Bridge」 : R. プラ イス 「Behold, 
IStand at the Door and Knock」 



































プリ ン 、 ア ビ ゲ イ ル 

(?ー 1690 年 12 月 14 日 ) 
Prinn, Abigail 

セイ レム 出身 の 悪名 高い 魔女 で 、 ル ドウ ィ 
ク ・ プ リン の 子孫 。 ア ビー (アビ ゲイ ル ) プ 
リン は 奇妙 な 神 に 仕え る 神官 で ある こと を よ 
く 自 慢 し て お り 、 報 告 書 に よれ ば 、 彼 女 は 魔 
女 裁 判 が 始ま る 直前 に 不可 思 議 な 死 を 遂げ た 
と いう 。 プ リン は 死ぬ 前 に セイ レム を 呪っ た 
と 信じ られ て お り 、 お そら く 彼 女 の 怒 り を 防 
ぐ た め と 思わ れる が 、 植 民 地 の 人 々 は 彼女 の 
胸 に 杭 を 打っ て 埋葬 し た 。 
ー プ リン (ルド ウィ ク ) 
圏 カッ トナ ー「 セ イレ ム の 恐怖 」 (0O) : R. プラ 
イス 「Wilbur Whateley Waiting」 
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プリ ン ・ ル ドウ ィ ク (?ー 1548 年 ) 
Prinn, Ludwig (also Ludvig) 

最も 有名 な 作品 『 妖 明 の 秘密 』 で 知ら れる 
魔術 師 。 プ リン は コン スタ ンチ ノー プル を 訪 
問 し た フラ マン 人 商人 の 代表 の 子供 で あっ た 
と 言わ れ て いる 。 彼 は 、 の ち に 自分 が 何 世紀 
も の 間 生 き 、 第 9 回 十字 軍 の 唯一 の 生存 者 
で あっ た と 宣言 し た 。 そ の 十字 軍 に 関す る 記 
録 に は ルド ウィ ク ・ プ リン に 関す る 項目 が あ 
る の は 本 当 だ が 、 彼 の 主張 に は お そら く 根 拠 
は な い 。 自 分 の 過去 の 功績 に 関す る 彼 の 物語 
が 虚偽 で あっ た と し て も 、 プ リン は 当時 の 世 
界 を くま な く 旅 し た 。 彼 は ジェ ベル ・ ア ン サ 
リエ で 、 長 いこ と シリ ア 人 魔術 師 の 捕虜 と し 
て 過ごし た 。 そ の 間 、 精 霊 と 接し て 多く を 学 
ん だ 。 役 は 、 ま た 、 ア レキ サン ドリ ア へ 旅行 
し 、 購 黒 の ファ ラオ 、 ネ フレ ン ニ テカ の 神官 と 
会 話 を し た よう だ 。 そ し て 一 時 期 、 ガ リラ ヤ 
湖 剛 の 都市 、 コ ラジ ン の 遺跡 に 住ん で いた 。 
プリ ン は その 活動 の 終わ り に 、 政 卿 で ある 
フラ ンダ ー ス の 田舎 に 戻っ た 。 最初 は ブル ー 
ジュ 、 そ れ か ら ゲ ント 、 最 後 は ブリ ュ ッ セル 
近く の 森林 の 中 に ある 前 ロー マ 時 代 の 墓地 跡 
に 住ん で いた 。 近隣 の 町 で は 、 こ の 風変わり 
な 隠者 は 目 に 見 えな い 使い 魔 と 付き 合っ て い 
る と 多く の 者 が 口 に し て いた 。1540 年 に ル 
ドウ ィ ク ・ プ リン は 、 魔 術 を 使用 し た 嫌疑 で 
異端 審問 に よっ て 投 録 され た 。 こ れ が 噂 ど お 
り 罪 に よっ て な の か 、 彼 が イス ラム 教 へ 共感 
し て いた こと に よっ て な の か は 、 議 論 の 余地 
が ある 。 

投獄 され て いる 間 に 、 プ リン は 『 妖 明 の 秘 
密 』 を 書い た 。 そ し て 、 真 夜中 に どう に か 看 
守 の 目 を 逃れ て 、 出 版 の た め に 本 を こっ そり 
外 へ 運び 出し た 。 その後 まもなく し て 、 彼 は 
処刑 され た 。 
ー ア イレ ム 、 コ ラジ ン 、『 サ ラセン 人 の 儀式 』、 
ジェ ル サ レ ムズ ・ ロ ッ ト 、『 死 者 崇拝 』、 ナ コ 
ト 五角 形 、 ニヤ セルラ ト テ ッ プ 、 ネフ レン テカ 、 
バイ アテ ィ ス 、 プ リン (アビ ゲイ ル )、『 妖 明 




















の 秘密 』、 遼 丹 

悦 ス タン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil : バー 
ティ ン 「Darkness, My Name ls」 : ハー バー “ ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン ": 
プ ブロック 「 星 か ら 訪れ た も の 」(O) : ラム レイ 
「 妖 明 の 王 」 





旧 き 鍵 

ElIder Key 

1) 旧 き 記録 と も ち 。 ウ ボテ サス ラ が 現在 保管 
する 、 旧 き 神 に よっ て 書か れ た 石板 群 。 そ の 
力 は すさ まじ いも の で 、 こ れ ら の 呪文 を 一 つ 
使用 し た だ け で 、 私 た ちの 世界 を 旧 き 神 の 平 
行 交 元 か ら こ の 宇宙 に 動か し て し まっ た 。 ま 
た ほか の 未知 の 呪文 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン か ら 知 性 を 奪う こと が で きる か も し れ な 
い 。 旧 き 鍵 は 写し が 2 部 だ け 地 球 に も た ら 
され た が 、 そ れ に 近づく こと は ほとん ど 不 可 
能 で ある 。 旧 き 鍵 が シュ メー ル や バビ ロン の 
神話 の アー ティ ファ クト で ある 運命 の 石板 
(使用 する と 万 物 の こと を 知り 、 す べ て を 支 
配 で きる と いう ) と 同じ も の で な いか と も 提 
唱 さ きれ て いる 。 

ー ウ ボテ サス ラ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
旧 き 神 

カー ター「The Unbegotten Source」: カッ 
トナ ー「 ハ イド ラ 」(0) : マイ ヤー ス 「The 
Snout in the Alcove」: C. R ルイ ス 「From the 
Journals of Alexander Hale, PhD.: The Tablets 
of Destiny」 

2) 前 人 類 の 魔術 師 が 、 強 力 な クリ ー チ ャ ー 
を 避け る の に 使用 し た 印 。 

カー ター& C.A. スミ ス 「The Descent into 
the Abyss」 














日 き 神 
Elder Gods 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 敵対 する 存在 。 
旧 き 神 は ベ テ ル ギ ウ ス の 近く の どこ か 、 ま た 
は イリ ジア と 呼ば れる 別 次 元 に 棲ん で いる と 
推測 され る 。 

過去 に 何 度 か 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
(彼ら は 旧 き 神 に 奉仕 する も の と し て 創造 さ 
れ た の か も し れ な いし 、 彼 ら は 番号 さえ 付け 
られ て いた か も し れ な い ) は 旧 き 神 に 「 造 反 」 
し た 。 彼 ら は 敵 か ら あ る 文書 を 奪い 、 そ れ を 
セラ エ ノ の 大 いな る 図書 館 か ウ ボ ニ サス ラ の 
も と に 隠し た 。 こ の 無礼 に 応え る た め 、 旧 き 
神 は 地球 に 来 て 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
と 戦っ た 。 こ の 戦争 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の 幽閉 で 終結 し 、 旧 き 神 は 棲み か へ と 
帰っ た 。 神 話 に よれ ば 、 星 辰 が 再び 正しく な っ 
て グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 幽閉 か ら 自 由 
に な る と き 、 ノ ー デ ンス 、 サ ニ ド 、 ヤ ー ド = テ 
サダ ジ ど な ど の 旧 き 神 は 、 自 分 ら の 古代 の 敵 と 
戦う た め に 立ち 上 が る と いう 。 

大 部 分 の 研究 者 は この よう な 区 分 を 受け 入 
れず 、 不 道徳 な グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 
「 悪 」 と 同一 視 し て 、 そ れ ら に 英 対 する 「 善 
の 力 を 仮定 する こと に 納得 し て いな い 。 旧 き 
神 の 存在 を 認め る も の の その 性格 に つい て は 
異な る 、 以 下 の よ うな 見 解 も ある 。 

1) 旧 き 神 は 、 ド リー ムラ ンド を 統治 する 
地球 の 小 神 、 大 いな る も の か も し れ な い 。 彼 
ら の 神話 に よる と 、 大 いな る も の は グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン が 眠っ て いる 間 に 生 まれ た と 
いう 。 

彼ら の 墓 に いる オー ルド ・ ワ ン を 見 つけ た 
と き 、 旧 き 神 は 恐怖 し 、 旧 き 印 で 邪悪 な る も 
の の 慕 を 封印 し て 、 大 いな る 深淵 の 大 帝 ノ ー 
デン ス を その 監視 役 と し た 。 

ノー デン ス が 眠る と き 、 グ レー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン は 世界 を 支配 する た め に 現れ る 。 大 
いな る も の に は これ を 止め た り 、 ま た は 人 類 
を 保護 し た りす る 力 は な い 。 


ーー 
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2) 旧 き 神 は 、 こ の 宇宙 の 創造 者 で あり 、 
それ に 尽力 し た 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
は 宇宙 を 破壊 する こと を 望ん で いる が 、 そ の 
結果 、 よ り 良 い 宇 宙 が 作ら れる か も し れ な い 。 

3) 旧 き 神 は 南極 に いる 古 の も の で ある 。 
証 の も の は 未知 の 理由 で グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 封じ 込め た 。 

4) 旧 き 神 は 実際 に 存在 し て いる が 、 グ レー 
ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 比べ て 「 善 」 と いう わ 
け で は な い 。 人 類 に と っ て は 結局 同じ で ある 。 
ー ア タル 、 ア フー ム ・ ザ ー、 イ リ ジ ア 、 ヴ オ 
ル ヴ ァ ド ス 、 ウ ボテ サス ラ 、 ウ ルター ラ ト テ ッ 
プ 、 ウル ター ル 、 ク トゥ グ ア 、 グ リュ ユニ テ ウ オォ 、 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 サ ニ ド 、 ス ン ガ 
ク 、 セラ エ ノ 、 地球 の 神々 、 時 の 時 計 、 ド リー 
ムラ ンド 、 ヌ ト セ テニ カーム ブル 、 ノー デン ス 、 
旧 き 鍵 、I 旧 き 印 、 ボ レア 、 ム ー、 ム ナー ル の 
星 石 、 ヤ ー ド ニテ サ ダ ジ 
カー ター「The Book of Preparations」: グ 
ラン ト 『Outside the Circles of Time』 ) ダー レ 
ス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」 : ダー レス 
& ス コラ ー「 潜 伏 す る も の 」(O) : ハー バー 
*Keepers Compendium' : マイ ヤー ス 「 妖 曲 の 
館 」, ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」: 
マイ ヤー ス 「 妖 明 の 館 」: ラム レイ 『Elysig』 











旧 き 印 ( キ シュ の 印 、 サ ルナ ス の 印章 、 
ム ナ ー ル の 星 石 ) 

Elder Sign (also Sarnath-Sigil Sign of Kish, 
and Star-Stone of Mnar) 

旧 き 神 ヌ ト セ ニー カー ム ブ ル (また は 、 も し 
か し た ら 古 の も の ) が 作成 し た 魔術 的 印 剖 。 
通常 、 旧 き 印 は 目 が 中 央 に 置か れ た 星 と し て 
描か れる 。 目 の 瞳 
が ある べき 場所 に 
は 炎 の 柱 が 描か れ 
る 。 ほ か に も 五角 
形 の 中 に 目 の よ う 
な も の が 描か れ た 
も の 、 葉 の つい た 
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核 の よう な も の 、 手 で 作ら れる サイ ン な ど 、 
伝統 的 な 意匠 に そっ て いる か どう か に か か わ 
ら ず 、 知 られ ざる 変形 も 何 種類 か ある 。 

旧 き 印 は 、 そ の 使用 者 を グレ ー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン の 手先 か ら 保護 する 。 な ぜ こ の 象形 
文字 に その 効果 が ある か は 推測 する し か な 
い 。 旧 き 神 が グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 封 
じ 込 め る 際 に 、 彼 ら は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を ある 音節 と 印 【( そ の 一 つが 旧 き 印 で 
あっ た ) に 対し て 無力 に する よう 、 敵 の 精神 
に 記憶 を 挿 信 し た の か も し れ な い 。 旧 き 印 は 
クト ゥ ルフ の 墓 の 戸口 に も 彫 ら れ て いる し 、 
この 印 が 刻ま れ た 大 量 の 石 が 、 シ ュ ド = テ メ ル 
と グ ハ ー ン の クト ー ニ アン を 封じ 込め た 。 

クト ッ ゥ ルフ 神話 クリ ー チ ャ ー に 旧 き 印 を 
持っ て 立ち 向かっ た 場合 、 旧 き 印 が 持っ て い 
る 人 間 を どの 程度 保護 し て くれ る か に つい て 
は 議論 の 余地 が ある 。 あ る 者 は クト ゥ ルフ 神 
話 の 手先 と な っ た 人 間 か ら も 保護 し て くれ る 
と 言う し 、 あ る 者 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ 
ン の 人 間 以 外 の 従者 だ け か ら 保 護 し て くれ る 
と いう 。 ま た ある も の は 、 そ の よう な 場合 に 
は 防御 に まっ た く 使 えな いと 主張 する 。 わ ず 
か 一 個 の 石 が グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 数 
秒間 だ け で も 食い 止め る と は 、 到 底 思 えな い 。 

ある 一 つの 資料 は 、 旧 き 印 が 封じ 込め られ 
た 暗黒 の 力 を 解放 する と 述べ て いる 。 し か し 
この 意味 は 不明 瞭 で あり 、 完 全 に 別 の 意匠 の 
こと を 示す も の か も し れ な い 。 ド リー ムラ ン 
ド の 人 々 は 、 人 間 だ けが 旧 き 印 を 作る こと が 
で き 、 疑 わし い 人 物 が 魔物 の 変装 か どう か を 
見 破る の に これ を 使用 で きる と 信じ て いる 。 
[ラヴ クラ フト 自身 は 、 旧 き 印 が 意味 する も 

の に 関し て 一 貫 し 
た 考え は 持っ て い 
な か っ た よう に 思 
える 。 の ちの 作家 
た ち が 、 そ れ が 保 
護 的 な 印章 で ある 
と 決め つけ た 。 





HPL は か つて 、 手 紙 の 一 つ に 旧 き 印 を 描い 
た (『Selected Letters III』p.216) が 、 そ れ 
は 短 か い 核 に 似 た 形 を し て いる 。 ダ ー レ ス は 
自分 自身 で 旧 き 印 に 関す る 構想 を 考え る 前 に 
この 手紙 を 見 な か っ た た め 、 今 日 知ら れ て い 
る よう な 星 型 の 意匠 が 使わ れる よう に な っ 
た 。] 

ー 古 の も の 、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー 
ショ ン 、 キ シュ の 印 、 ク トー ニア ン 、 グ ハー 
ン 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 サ ー マ ー の 
儀式 、 シ ュ ド テニ メル 、『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、 
ドリ ー ム ラン ド 、 ヌ ト セ = ニカ ー ム ブル 、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 ビ ヤー キー、 旧 き 神 、 
ム ナ ー ル 、 ム ナー ル の 星 石 、 夜 此 、 ユ ト グ タ 、 
ヨ グ = テニ ソ トー ス 、 ル ルイ エ 

悦 ダー レス & ス コラ ー「 モ スケ ン の 大 渦巻 
き 」: ヘイ 『 魔 道 書 ネ クロ ノミ コン 』: マイ ヤー 
ス 「The Snout in the Alcove」: ラ ヴ ク ラ フト 「 異 
形 の 使者 」、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」、 
「 闇 の 一 族 」(0)、『Selected Letters Il」: ラヴ 
クラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」: ラム レイ 
『 地 を 容 つ 魔 』 





旧 き ハイ エロ ファ ント ー 口 に する の も は ば 
か られ る 大 司祭 
Elder Hierophant 


古き も の 
Ancient Ones 

ウム ル ・ ア トニ テ タ ウィル に 守ら れ た 究極 の 
門 を 通り 抜け た も の が 姿 を 変え た 存在 。 も と 
も と 多く の 異な っ た 種族 よう だ が 、 ウ ムル ・ 
アト = テ タ ウィ ル の 偉大 な 神殿 に お り 、 台 座 に 
座っ た まま 眼 っ て いる 。 マ ント を 着 て 、 効 を 
持っ て いる 。 

証 き も の は 、 発 極 の 門 に 入っ て 、 彼 ら に 仲 
間 に 加 わろ うと 望ん で いる 人 々 を 支援 する た 
め に の み 目 覚め る 。 訓 きも の は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン そ の も の か も し れ な い 。 

ー『 ヴ ァ ア チ カ ン 写 本 』、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
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ワン 、 ウ ムル ・ ア ト = テ タウ ィ ル 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 
越え て 」 


ブレ イク 、 ロ バー ト ・ ハ リス ン 
Blake, Robert Harrison 人 

ミル ウォ ー キ ー の 画家 、 風 変わ りな 小説 の 
作者 。 仕 事 を 見 つけ る こと が 難し か っ た た め 、 
ブレ イク は 収入 源 と し て 書く こと を 選ん だ 。 
彼 の 作品 は 最初 ほとん ど 商 業 的 な 成功 を 収め 
る こと は な か っ た が 、 時 間 が た つ に つれ て 喝 
来 を 集め 始め た 。 そ し て 、『 星 か ら 来 て 響 宴 
に 列 す る も の 』 と 題 せ られ た 作品 集 が 1928 
年 に ミス カト ニッ ク 大 学 出版 局 に よっ て 印刷 
され た 。 そ の 後 、 ブ レイ ク は 主 に 異 界 の 風景 
を 題材 に し て 絵 を 描き 始め た 。 

彼 は 自分 の 作品 の た め に さら に 強い 刺激 を 
求め て 禁制 の 本 を 捜し 、 つ い に 『 妖 盟 の 秘密 』 
を 発見 し た 。 彼 は プロ ヴィ デン ス へ 行き そこ 
に 住む 友人 に 本 に 書か れ た 古風 な ラテ ン 語 を 
翻訳 する よう 頼ん だ 。 こ の 訪問 の 際 に 友人 の 
家 が 焼け 落ち 、 友 人 は 中 で 焼け 死ん だ 。 ブ レ 
イク は この 事件 の の ち 、 か な り 急 いで プロ 
ヴィ デン ス を 離れ た 。 

1935 年 冬 の 間 、 ブ プレ イク は プロ ヴィ デン 
ス に 戻り 、 カ レッ ジ 通 り の アパ ー ト に 住み 始 
め た 。 ブ レイ ク が 彼 の 最も 有名 な 作品 の 多く 
を 完成 させ た の も ここ で あっ た 。 し か し な が 
ら 春 、 夏 と 過ぎ る うち に 、 ブ レイ ク は 次 第 に 
フレ ンチ ・ ヒ ル に ある 人 気 の な い 教 会 に と り 
つか れる よう に な っ た 。 彼 は 自分 の 身 に 起 
こっ た 、 こ の 建物 に 関連 し た 一 連 の 奇妙 な 出 
来 事 の こと を 友人 に 明らか に し た 。 多 く の 者 
は 、 ブ レイ ク の 主張 が 彼 自身 に よっ て (少な 
く と や 部 分 的 に は ) 企 て ら れ た 恐ろし い 悪 ふ 
ざけ だ と 考え て いる 。1935 年 8 月 8 日 、 雷 
雨 の あと に 、 ブ レイ ク が 自分 の 部 屋 で 感電 死 
し て いる こと が わか っ た 。 彼 の 作品 は まだ か 
な り 人 気 が あ り 、 短 編集 『「 審 に 通じ る 階段 」 
お よび 傑作 選 』 は 彼 の 死後 に 復刊 され た 。 





[ブレ イク は 、 最 初 に ブロ ッ ク の 「 星 か ら 訪 

れ た も の 」 に 登場 し た が 、 ラ ヴ ク ラ フト の 「 闇 
を さま よう も の 」 ま で 名 前 は な か っ た 。 ラ ヴ 
クラ フト が 「 ブ ロッ ク 」 に 似 た 名 前 「 ブ レイ 
ク 」 を 選ん だ の に は 理由 が ある 。「 星 か ら 訪 
れ た も の 」 で ラヴ クラ フト 風 の 人 物 を 殺し た 
ブロ ッ ク に お 返し し た の で ある 。「 凍 を さま 
よう も の 」 に は 、『 星 か ら 来 て 響 宴 に 列 す る 
も の 』 が 1935 年 に 初め て 書か れ た と いう 情 
報 が 記述 され て いる 。] 
ー デ クス ター、 ア ン ブ ロ ー ズ 
キャ ン ベ ル 「The Franklyn Paragraphs」 : 
ファ ー マ ー 「The Freshman」 : ブロ ッ ク 「 拓 塔 
の 影 」、「 星 か ら 訪れ た も の 」(0) : ラヴ クラ フ 
ト 「 痢 を さま よう も の ]」 








ブレ イン 、 ホ ー ヴ ァ ス ( 19 ら 55 年 ご ろ ー 
1948 年 ) 
Blayne, Horvath 

神話 学 と 宗教 学 を 学ぶ 学生 。 ブ レイ ン は 
ホー ヴァ ス ・ ウ ェ イ ト と し て 生ま れ た が 、 彼 
の 故郷 の イン スマ ス が 破壊 され 、 家 族 が 殺さ 
れ た と き 、 ボ スト ン に いた いと この 養子 に 
な っ た 。 彼 は その 後 ア ジア の 文化 を 学び 、 イ 
ンド シナ と 太平 洋 の 島々 を 中 心 に 研究 し た 。 
第 2 次 世界 大 戦後 、 ブ レイ ン は も っ ぱら 南 
太平 洋 で 過ごし 、 そ こ で ポ ナ ペ の 遺跡 に 関す 
る 業績 で 知ら れる よう に な っ た 。 

1947 年 に は ブレ イン は 、 有 名 な 学者 ラバ 
ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ と 共に いる と ころ を シ 
ン ガ ポー ル で 目撃 され た 。 ブ レイ ン は 太平 洋 
の どこ か で 行なわ れ た 政府 の 秘密 の 行動 に 参 
加 し た と 信じ られ て いる 。 彼 の その 後 の 運 命 
は 不明 だ が 、 彼 の 書類 の 間 か ら 見 つか っ た 遺 
書 に は 不穏 な 可能 性 の ヒン ト が ある 。 
圏 ダー レス 「 ホ ー ヴ ァ ス ・ ブ レイ ン の 物語 








プレ ー ン の 五 立 星 形 
Pentacle of Planes 


召喚 し た 存在 、 特 に ダ オ ロ ス か ら の 防護 に 





242 





有効 だ と 言わ れる アー ティ ファ クト また は 図 
案 。 多 数 の 黒い 可 細 性 の 切片 か ら な り 、 そ れ 
ら を 一 緒 に 置く と 五 世 星 形 の 範囲 の 内 側 の も 
の を 危害 か ら 保護 する 。 内 側 の 人間 が 自発 的 
に 、 召 喚 さ れ た 存在 の 一 部 分 ちあ るい は すべ て 
を 引き 入れ る こと は 可能 で ある 。 

ー サ ー マ ー の 儀式 、 ダ オロ ス 

キャ ン ベ ル 「Render of the Veils」 














フン グル イ ム グ ル ウナ フ クト ゥ ルウ 
ルル イエ ウ ガ フ ナグ ル フタ グン 
Ph 'Nglui Mglw'Nafh Cthulhu RTLyeh Wgah' 
Nagl Fhtagn 
クト ゥ ルフ を 冊 捧 する 儀式 に お いて 、 よ く 
日 に 出さ れる ルル イエ 語 の 語句 を 大 ざっ ぱに 


表記 し た も の 。 こ れ は 「 ル ルイ エ の 館 で 死 せ 
る クト ッ ゥ ルフ が 夢 を 見 な が ら 待 つ 」 と 翻訳 で 
きる よう で ある 。 

ー ク トウ ルフ 、 ル ルイ エ の 印 、 レ ン の ガラ ス 
悦 ラヴ クラ フト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 





ベス ムー ラ 
Bethmoora [beth-MOR-uh] 

ドリ ー ム ラン ド の 「 偶 然 の 丘 」 の 向こう の 
どこ か に ある 都市 。、 か つて ベス ムー ラ は 銅 の 
門 を 持つ 栄え た 都市 で あり 、 街 の 通り は 歌 と 
踊り に 満ち て いた 。 

ある 日 、 祭 り が ベス ムー ラ で 行なわ れ て い 
た 。 ラ バ に 乗っ た 3 人 の 男 が 砂漠 か ら 訪 れ 、 
ある メッ セー ジ を 人 々 に 伝え た 。 彼 ら の 正確 
な 正体 や どこ か ら 来 た の か な ど は 不明 で あ 
る 。 使 者 た ち が 美 し い 都市 を 喘 器 し よう と い 
う 砂 漠 そ の も の か ら 来 た と 言う 者 も あれ ば 、 
スー バ ・ ム リー ン 早 帝 か 神 か ら の お 触れ だ と 





言う 者 、 疫 病 に 関す る 警告 だ と 言う 者 も あっ 
た 。 彼ら の 言葉 を 聞い て 、 ベ スム ー ラ の 人 々 
すべ て が 翌日 まで に 街 を 捨て た 。 そ こ は 無 人 
と な り 旅 行者 に も 避け られ る よう に な っ た 。 
ー ド リー ムラ ンド 

悦 ダン セイ ニ 「 ベ ツ ム ー ラ 」 (0)、「 ハ シッ シュ 
の 男 」 : ラヴ クラ フト 「 聞 に 嘱 く も の 」 





ヘビ 人 間 
Serpent People 

ーー 畳 紀 に 出現 し た 二 足 歩行 の 耶 虫 類 種族 。 
彼ら が 金星 か ら 来 た と 言う 者 ちい る が 、 ほ と 
ん どの 人 研究 者 は 、 彼 ら が 地球 で 自然 に 進化 し 
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た と 主張 し て いる 。 へ ビ 人 間 は 優れ た 魔術 の 
力 (そし て 、 伝 説 の コブ ラ の 王冠 の 助け を 借 
り て ) で 、 今 日 ヨー ロッ パ と アフ リカ の 一 部 
を 含む 地域 に あっ た ヴァ ルー シア 帝国 を 征服 
し た 。 こ の 間 へ ビ 人 間 は 巨大 な 石造 の 都市 を 
建設 し 、 そ こ に は 実験 施設 と 、 イ グ 、 バ イア 
ティ ス 、 ハ ン 、 シ ュ ブ テニ グラ ス 、 ツ ァ ト ゥ 
グ ァ な ど を 崇拝 する 神殿 が あっ た 。 三 畳 紀 に 
な る と 状況 は 変わ っ た 。 更新 世に 復活 する ま 
で の 間 、 へ ビ 人 間 は 永い 衰退 の 時 代 に 入っ た 。 
人 類 の 到来 は 世界 中 に 及 ん だ へ ビ 人 間 の 統 
治 の 終わ り で ある こと は 明らか で あっ た 。 へ 
ビ 人 間 の 中 に は 有用 な 知識 を 人 類 に 提供 し た 
者 ちい た が 、 人 類 と いう 新しい 種族 は 、 の ち 
に な っ て 腸 虫 類 の 証 い 都市 を 退け 、 自 分 た ち 
の 町 と 砦 を 建設 する よう に な っ た 。 こ の 破壊 
か ら 逃 げ ける た め 、 有 虫 類 た ちの 中 に は ウェ ー 
ルズ の 陵 地帯 の 人 目 に つか な い 穴 や 、 ヨ ス 
の 洞窟 に 隠れ る よう に な っ た 者 も いた 。 ま た 、 
深い 冬眠 に 入っ た り 、 自 分 た ち を 偽装 する 魔 
術 的 な 能力 を 使用 し て 侵略 者 の 中 に 身 を 潜め 
る 者 も いた 。 未 遂に 終わ っ た ヴァ ルー シア の 
王座 を 取り 戻す 試み を 別 と し て 、 そ の 後 へ ビ 
人 間 が 人 類 の 重大 な 脅威 に な る こと は 決し て 
な か っ た 。 

今日 で は 、 へ ビ 人 間 は 少数 し か 生き 残っ て 
お ら ず 、 彼 ら の 正体 を より 厳し く 隠 し 続け な 
けれ ば な ら な い 。 に も か か わら ず 、 こ の 種族 
の 多く の 者 が 、 青 度 復興 する 時 が 差し 迫っ て 
いる と 確信 し て いる 。 た いて で てい の 場合 、 ヘ へ ビ 
人 間 は 非常 に わずか で あり 、 個 人 主義 的 な 性 
格 を し て いる の で 、 協 力 し て 事 に あたる よう 
な こと は あり そう も な い 。 彼ら は 直接 の 対決 
を 嫌う が 、 科 学 と 魔術 の 両方 の 技術 に 長け て 
いる (毒物 の 製造 に も 高度 な 知識 を 持っ て い 
る ) の で 、 彼 ら は あな どり が た い 敵 で ある 。 
ー ア クロ 語 、 イ グ 、 ヴ アル ー シ ア 、 ヴ ー ア 
ミ 族 、 黄色 の 印 の 兄弟 団 、 コ ブラ の 王冠 、 シ ュ 
ブ = テ ニ グ ラス 、『 ス ケロ ス の 書 』、 ス スハ ー、 
セト の 環 、 大 地 の 妖 明 、 ツ アト ゥ グ ア 、 ノ フ 





ミケ ー、 バ イア ティ ス 、 ハ ン 、 無 名 都市 、 レ 
ムリ ア 

圏 ア ニオ ロフ スキ ー"Where a God Shall 
Tread': カー ター「Zoth-Ommog」: カー ター 
& デ テキ ャ ンプ 『 コ ナン と 毒蛇 の 王冠 』, グラ 
ント 『Outer Gateways』: シェ イ & R. ウィ ル ソ 
ン 『The Ilumnatus! Trilogy」*! シ マン スキ “The 
Starshine' : C. A.、 スミ ス 「 巧 つの 呪い 」: ティ 
アニ ー「The Dragons of Mons Fractus」: ハ ワー 
ド 「 影 の 王国 」(O) 

ベ ヒ モス ーー ビー モス 

Behemoth 














へ モー トー ビー モス 
Phemaut [FEM-autl 


ベル ・ ヤ ー ナ ク (ヤー ナク ) 

Bel Yarnak (also Yarnak ?) [beLYARN-ahk] 
惑星 ヤー ナク の 都市 。 多 く の 高い 塔 と 銀 と 

金 で 出来 た 和 失 塔 が ある 美しい 都市 だ っ た 。 し 

か し 、 ベ ル ・ ヤ ー ナ ク は 魔術 師 ト ラ ゾ ー ル の 

行為 の た め 破 減 へ と 導 か れ 、 今 で は 誰 も 住ん 

で いな い 。 

ー ヴ ォ ル ヴァ ドス 、 ヤ ー ナ ク 

カッ トナ ー 「The Eater of Souls」 (O)、「The 

Jest of Droom-Avista」 


ベレ ドニ エル ニテ ジン ー カ ラテ シェ ー ル 
Beled ELDjinn 


ベン ダル = テ ダ ルム 
BendaLDolum [BEN-duhLDAHL ml. 

ベリ ー ズ 密林 の 奥地 に ある と いう 名 空 の 都 
市 。 エ リッ ク ・ ウ ィ リ アム ソン 博士 の 探検 
(1936 年 ?) な どの 、 さ ま ざ ま な ベン ダル = テ 
ダル ム を 探す 探検 は いずれ も その 証拠 を 見 つ 
け て いな い 。 
S. ジョ ン ソ ン *A Resection of Time"、 リ ヨ 
ン “The Pits of BendaLDolum"(O) 





ホイ = ニ ディ ー ン の 訪 則 
Hoy-Dhin Chant [hoy-DEEN] 

『 ネ クロ ノミ コン 』 に 見 る こと が で きる 、 ザ ・ 
ブラ ッ ク を 招来 する た め に 魔術 師 に よっ て 使 
H] さ れる 呪文 『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 
に 見 られ る ほか の 式 文 と 併せ て 詠唱 し な けれ 
ば な けれ ば な ら な い 。 

ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 ザ ・ ブ ラッ 
ク 、 第 太 サ スラ ッ タ 、 ネ クロ ノミ コン (補遺) 
悦 ラ ムレ イ 「The Horror at Oakdeene」 

















ボイド 、 ク レイ ボー ン 
Boyd, Claiborne 

クレ オー ル 文 化 を 学ぶ 学生 。 ボ イド は 、 
シシ ッ ピ ー で 生ま れ 、 の ち に ニュ ー オ ー リ ン 
ズ に 移り 住ん だ 。 彼 は そこ で 研究 を 始め た 。 
ハー バー ド の 元 教授 だ っ た 役 の 大 お じ の 死 
後 、 ボ イド は 大 お じ が 遺し た 神話 学 へ の 推察 
を 詳 述 し た 論文 を 所 有する こと と な っ た 。 大 
お じ の 論文 を ミス カト ニッ ク 大 学 に 郵送 し て 
まもなく 、 ボ イド は 失 足 し た 。 彼 は 1986 年 
フロ リ ダ 州 フォ ー ト マイ アー ズ で 殺さ れ た と 
一 般 に は 信じ られ て いる 。 
ーシュ リュ ズ ベ リ イ (ラバ ン )、 ミス カト ニッ 
ク 大 学 
ジャ ン ツ ァ ン 「The Colors of Cthulhu's 
Minions] : ダー レス 「 ク レイ ボー ン ・ ボ イド 
の 遺書 」、「The Gorge beyond Salanpunco」(O) 
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ボウ アン 教授 、 イ ノッ ク (?ー 1865 年 ご ろ ) 
Bowen, (Professor) Enoch 

ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス 出身 の 
有名 な オカ ル テ ィ ス ト で 、 考 古 学者 で も ある 。 
彼 の 印象 に 残る 最大 の 業績 は 、1843 年 に 行 
な われ た 、 忘 れ ら れ た ファ ラオ 、 ネ フレ ン = テ 
カ の 地下 室 の 発掘 で あっ た 。 翌年 、 プ ロ ヴ ィ 
デン ス に 戻る と き 、 ボ ウ ア ン は 、 人 不可 解 な こ 
と に 発掘 を や め て 星 の 知恵 派 の 悪名 高い 教会 
を 設立 し た 。1927 年 に 、 イ ノッ ク ・ ボ ウ ア 
ン と いう 別 の 人 物 が アー カム に あっ た 星 の 知 
恵 教団 の 支部 を 率い た が 、 こ れ が 同じ 人 物 で 
あっ た は ず は な い だ ろ う 。 
ーー 輝く トラ ベ ゾ ネ ド ロン 、 ネ フレ ン テ カ 、 
星 の 知恵 教団 
悦 ヴォ ー ン 『Sherlock Holmes in the Adventure 
of the Ancient Gods』: ブロ ッ ク 「 失 塔 の 影 」 
ラヴ クラ フト 「 痢 を さま よう も の 」(O) 





放浪 者 エル ディ ン (?ー 1979 年 ) 
Eldin the Wanderer 

ドリ ー ム ラン ド の 英雄 。 覚醒 の 世界 で は 、 
エル ディ ン は レオ ナル ド ・ デ ィング ル と いう 
心理 学 と 人 類 学 の 教授 で 、 夢 が 示す 意味 を 教 
えて いた 。 彼 は 生涯 に 何 度 も ドリー ムラ ンド 
を 旅 し 、 永 遠 の 死 に 続い て ドリ ー ム ラン ド に 
住 せ よう に な っ た 。 彼 は 、 仲 間 の デビ ッ ド ・ 
ヒー ロー と 共に 、 夢 の 世界 中 を 旅行 し 、 現 在 
で は クラ ネス 王 の 特別 な エー ジェ ント 役 を 務 








ホイ ニテ ディ ー ン の 詠唱 一 星 の 知 恵 派 教 男 @ 245 w 


め る 。 

ー ク ラ ネ ス 王 、 ド リー ムラ ンド 、 ヒ ー ロ ー ( デ 
ビッ ド ) 

ラム レイ 『Hero of Dreams』 (0)、『Mad Moon 
of Dreams』、『Ship of Dreams」 


ホー グ 船 長 、 ア ブナ ー・ エ ゼ キ エル 
(1697 年 一? ) 
Hoag, Captain Abner Ezekiel 

『 ポ ナ ペ 教典 』 の オリ ジ ナ ル の 原稿 を 発見 
し た と され る アー カム の 船員 。 ホ ー グ の 父親 
イザ ヤ は 1693 年 に ニュ ー プ リマ ス か ら ア ー 
カム に や っ て 来 た 。 そ し て 彼ら の 一 族 に は 、 
長い 間 黒い 噂 が 絶え な か っ た 。 ホ ー グ は 15 
歳 の と き に 初め て 航海 に 出 て 、1 年 後に は イ 
ンス マス ・ マ ーシュ 家 の バ テ シ カ ・ ラ ンド ル ・ 
マー シュ と 結婚 し た 。 役 は 21 歳 の と き に 初 
め て 船長 を 務め 、1732 年 に は 、 太 平 洋 の 島 
で ラム 酒 と ヤシ を 取引 する 最初 の ニュ ー イ ン 
グラ ンド の 交易 人 の 一 人 に な っ た 。 

1734 年 ご ろ ホ ー グ は 、 ポ ナベ ペ 鳥 に 滞在 中 
こ 『 ポ ナ ペ 教典 』 を 発見 し た 。 彼 は 使用 人 ヨ 
ガ シ ュ の 助け を 借り て この 本 の 翻訳 に 何 年 も 
費やし た 。 し か し 『 ポ ナ ペ 教典 』 は 教会 の 抗 
議 の た め に 船長 の 死後 まで 出版 され る こと は 
な か っ た 。 
ー『 ポ ナベ 教典 』 
カー ター「 墳 墓 の 主 」(0)、「Introduction]」 
Dreams from Rlyeh』: ハー バー" ク トゥ ル 
フ 神 話 TRPG キー パー コン パニ オン " 





ボク ル グ 
Bokrug [BOE-kruhg] 

水 下 カゲ の 次 を し た 神 で 、 イ ブ の スー ム = テ 
ハー に よっ て 崇拝 され て いた 。 ボ グラ グ は 、 
怒ら せ た 人 々 に 対す る 報復 で 特に 悪名 高い 。 
その 報復 は 実際 に 行なわ れる まで 何 百 年 も か 
か る こと が ある が 、 そ れ が 訪れ る と き に は 迅 
速 か つ 破壊 的 に 行なわ れる 。 サ ルナ ス の 市 全 
体 が 何 世紀 も この 神 を 冒 法 し て いた が 、 つ い 





に ボク ル グ の 報復 が この 大 都市 に 与え られ 
た 。 ボ クル グ は 今日 ドリ ー ム ラン ド の イラ ー 
ネ ク で 崇拝 され て お り 、 も し か し た ら ル テイ 
ブ の 和 失わ れ た 亜人 類 の 都市 で も 崇拝 され て い 
る か も し れ な い 。 

ボク ル グ が 実際 に は 神 で は な く 、 実 際 に は 
スー ム = テ ハー の 神 に 成り すま し た ヒト 類似 の 
種族 の 一 つ で ある こと を 示唆 する 証拠 も あ 
る 。 そ の 種族 は イブ の 人 々 か も 知れ な い 。 し 
か し ほか の 証拠 は それ を 舎 定 し て お り 、「 ボ 
クル グ 」 は より 危険 な 存在 が 仮面 を 着け て い 
今 の だ と 言う 。 
ー イ ブ 、 イ ラー ネ ク 、 サ ルナ ス 、 ス ー ム ニテ 
ハー、 ド リー ムラ ンド 、 ル = テイ ブ 
カー ター「The Book of Dismissals」: ラヴ 
クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」(0) : ラム レイ 
『Beneath the Moors』 





星 か ら 来 た お さぼ る も の 一 ヤマ ン ソ 


Feaster from The Stars 


星 の 知恵 派 教会 一 星 の 知恵 派 教団 
Church of Starry Wisdom 


星 の 知 恵 派 教団 
Starry Wisdom Cult 

1844 年 か ら 1877 年 に か け て ロー ドア イ 
ラン ド 州 プロ ヴィ デン ス に 集まっ た ニャ ル ラ 
ト テ ッ プ を 祭 拝 する 団体 。 イ ノッ ク ・ ボ ウ ア 
ン 教 授 (有名 な オカ ルト と 考古 学 の 専門 家 ) 
が エジプト へ の 遠征 か ら 帰 還 し た の ち に この 
カル ト を 設立 し た 。 集 会 は 古い 自由 意志 の 教 
会 で 開催 され 、 時 間 が た つ に つれ て 膨らん で 
いっ た 。1863 年 に は 星 の 知恵 派 教会 に は 、 
200 人 以上 の 信者 が 集まっ た 。 そ し て ヴァ ー 
モン ト 州 タウ ン ゼ ント に は 短い 問 、 支 部 が 開 
か れ た 。 ボ ウ ア ン は 1860 年 代 に 死ん だ が 、 
その あと も 教会 は 、 レ イモ ンド ・ フ ラッ グ 博 
士 の 指導 の 下 で 続け られ た 。 

カル ト が 崇拝 する も の の 正体 は 秘密 に され 
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て いた が 、 い くつ か の 噂 が ささ や か れ 始 め た 。 
何人 か の 情報 筋 に よる と 、 カ ルト は ボウ アン 
教授 が エジプト か ら 持 ち 帰っ た 輝く トラ ペ ゾ 
へ ドロ ン と し て だ け 知 られ る 神聖 な アー ティ 
ファ クト を 所 有 し て いた と いう 。 こ の 神聖 な 
物品 を 見 つめ る こと に よっ て 、 メ ン バ ー は 闇 
を さま よう も の と 呼ば れる 存在 を 呼び 出す こ 
と が で きた らし い 。 痢 を さま よう も の は 、 信 
者 と 半 ろ し い 秘 客 を 共有 し て いた 。 完 全 な 吐 
痢 で の みこ の 存在 は 召喚 する こと が で き 、 そ 
れ は ちょ っ と で も 光 に さら され る と 消え て し 
まつ だ 

1877 年 、 町 の 指導 者 は つい に カル ト に 対 
する 行動 を 起こ し た 。 何 人 か の 誘拐 に カル ト 
が か か わっ て いる 証拠 を つか ん だ の で ある 。 
この 行動 の 正確 な 内 容 は 不明 だ が 、181 人 の 
却 カ ル テ ィ ス ト が その 年 の うち に 市 を 離れ 
た 。 是 の 智恵 派 教団 は 解散 され 、 そ の 聖典 と 
遺物 は 市 が 1930 年 代 半 ば に 取り 壊す まで 、 
壊れ か けた 古い 教会 に 残さ れ て いた 。 教 団 は 、 
イノ ッ ク の 緑 者 で ある アセ ナス ・ ボ ウ ア ン の 
指導 の 下 で 、 ひ そ か に プロ ヴィ デン ス で 会 合 
を 持ち 続け て いた と も 噂 され て いる 。 

星 の 知恵 を 名 乗る さま ざま な カル ト が 数 年 
間 で き て は 消え て いる 。1880 年 か ら 1890 
E の 間 に 隆 盛 を 見 た 、 イ ギリ ス の ヨー ク 
シャ ー の と ある 教会 は 、 レ イモ ンド ・ フ ラッ 
グ の 指導 の 下 に あっ た か も し れ な い 。 ま た 、 
1871 年 の 火災 で 破壊 され た シカ ゴ の 「 天 の 
摂理 派 」 と 星 の 知恵 派 と の 間 に 関連 が ある と 
言う 者 も ちい る 。1920 年 代 に は アー カム に も 
支部 が あっ た が 、 指 導 者 の 死後 1927 年 に は 
解散 され た 。 最 近 で は 、 星 の 知恵 派 教会 が サ 
ン フ ラン シス コ に 現れ た が 、 放 火 に よっ て 破 
壊さ れ た 。 ごく 最近 の 噂 で は 、 ほ と ん ど が カ 
ナダ で 起き て いる 、 一 連 の 和 失 中 事件 は 星 の 知 
恵 派 教 団 の 一 部 と 関連 が ある と いう 。 し か し 
カル ト は 厳し い 秘 客 主 義 を 貫い て お り 、 こ れ 
ら の 組織 が お 互い に 提携 関係 に ちあ る の か 、 あ 
る い は 主義 に よっ て 結ば れ て いる の か な ど を 
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確か め る こと は 不可 能 で ある 。 

[私 は フロ リ ダ と カリ フォ ルニア の 両方 で 、 
実在 の 「 星 の 知恵 派 」 教 会 の 噂 を 聞い た 。] 
つ 暗 黒 の ファ ラオ 団 、 エ イク リ イ (ヘン 
リー)、 輝 く ト ラベ ペソ ゾ ヘ ドロ ン 、『 恨 食 教典 儀 』、 
デクスター (アン ブロ ー ズ ) 、 ニヤ ル ラ ト テ ッ 
プ ( 闇 を さま よう も の )、『 ネ クロ ノミ コン 』( 補 
遺 )、 ボ ウ ア ン (イノ ッ ク )、『 無 名 祭礼 書 』 
ヴォ ー ン 『Sherlock Holmes in the Adventure 
of the Ancient Gods」: サン プター:King of 
Chicago' : バー トン "クト ゥ ルフ ・ バ イ ・ ガ ス 
ライ ト ": ハー バー Keeper's Compendium' : 
フラ ンズ バー グ 「Strange Aeons」 : ブロ ッ ク 
『 ア ー カ ム 計 画 』、「 失 塔 の 影 」) ラ ヴ ク ラ フト 「 闇 
を さま よう も の 」(0) : ラヴ クラ フト & ダ ー レ 
ス 「 恐 怖 の 巣食う 橋 」: ルポ フ 「Documents in 
the Case of Elizabeth Akeley」 








ポ セ イ ド ニ ス 
Poseidonis [poe-SIGHDmris] 

大 洋 に 沈ん だ アト ラン ティ ス の 最後 の 島 
で 、 マ ル グ リ ス の よう な 強力 な 魔術 師 の 履 郷 。 
大 西洋 で 難破 し た 船 は 、 そ の 大 き な 神 殿 を 見 
る と も 言わ れる 。 

[私 の 知っ て いる か ぎり 、 こ の 名 前 は も と も 
と ブラ ヴァ ツキ ー 夫 人 (神智 学 運動 の 創始 者 ) 
の 作品 に 登場 し た 。 彼 女 に よる と 、 こ の 島 は 
約 1 万 2000 年 前 に 沈ん だ 。 名 前 は も し か す 
る と 、 プ ラ ト ン の アト ラン ティ ス が 神話 で な 
い 可 能 性 を 主張 し た スト ア 学 派 の 哲学 者 ポ セ 
イド ニオ ス に 由来 する も の か も し れ な い 。] 
ー ア トラ ン テ ィ ス 、『 イ エー の 儀式 』 

悦 CA. ス ミス 「 マ ル グ リ ス の 死 」: ラヴ クラ フ 

ト 「 霧 の 高み の 不思議 の 家 」 





ポッ ト 、 ヨ ハネ ス ・ ヘ ン リ カス 
Pott, Johannes Henricus 

ドイ ツ の イエ ナ 市 の 出版 社 が 出版 を 拒否 し 
た 無題 の ラテ ン 語 原稿 の 作者 。 彼 の 本 を 読ん 
だ 学者 た ち は 、 ポ ッ ト が か つて 『 グ ラー キ の 





黙示 録 』 と 『 イ オド の 書 』 を 読ん だ 可能 性 が 
ある と 推測 し て いる が 、 そ の ほか に は 役 、 あ 
る い は 彼 の 人 生 に 関し て は 何 も 知 られ て いな 
い 。 彼 の 本 の 手書き の 写本 は 、 あ る カル ト 内 
で ひそ か に 回 し 読み され て いた 。 ウ ル テ ィ メ 
イト ・ プ レス は 、 一 時 期 、 本 の 出版 を 考え て 
いた が 、 彼 ら が 実際 に 出版 し た か どう か は 不 
明 で ある 。 

この 本 に は ある 種 の 「 不 死 」 式 文 ( 不 完全 
で 、 同 書 に 記載 され た 情報 だ け で は 実行 で き 
な い ) と 強力 な 悪魔 払い が 記載 され て いる と 
言わ れ て いる 。 ま た 、 ま っ た く の 暗 闇 に 棲む 
と いう 奇形 の 実体 に 関す る 記述 も ある 。 
ー『 イ オド の 書 』、『 グ ラー キ の 黙示 録 』 
圏 ア ン ブ ー ル [The Star-Seed」: キャ ン ベ ル 
「 暗 黒星 の 陥 窮 」(0)、「Cold Print」、「A Word 
from the Author」(『The Inhabitant of the 
Lakej) 











「 ポ ナベ 教典 ] 
The Ponape Scripture [POEN-ah-pael 

1734 年 ご ろ カ ロリ ン 諸 島 で アブ ナー・ エ 
ゼ キ エル ・ ホ ー グ 船長 に よっ て 研究 され た 、 
ある い は 発見 され た 写本 。 ホ ー グ は その 旅行 
中 に 、 シ ュ ロ の 葉 か ら 作 られ た 紙 に 書か れ 、 
ずっ と 前 に 絶 減 し た ソテツ で 綴じ られ た 本 を 
発見 し た 。 伝説 に よる と 、 ガ タ ノ ソ ア の 神官 
だ っ た イマ シュ テモ と 、 そ の 後継 者 が 神聖 な 
ナ ア カ ル 語 で この 本 を 書い た と いう 。 ホ ー グ 
自身 は ナ ア カ ル 語 を 知ら な か っ た の で 、 彼 の 
使用 ヨガ シュ の 助け を 借り て 、 本 の 内 容 を 
翻訳 し た (ホー グ が ポ ナ ペ 原 住民 と の 会 話 に 
基づい て 自分 で 本 を 書い た と 言う 人 も いる 
が 、 原 本 の 存在 は それ を 償 定 する )。 

ホー グ が 本 を 出版 し よう と し た と き 、 彼 は 
当時 の 宗教 指導 者 か ら 激しい 非難 を 浴び た 。 
彼ら は 特に 『 ポ ナ ペ 教典 』 が ダ ゴ ン に つい て 
述べ た 個所 を 非難 し た 。 本 は 、 ホ ー グ の 死後 
まで 印刷 され な か っ た が 、 そ の 時 に は すでに 、 
オカ ル テ ィ ス ト の 間 で こっ そり と 回 し 読み さ 
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れ て いた 。 ホ ー グ の 人 孫娘 で ある べ ベ ヴァリ ー・ 
ホー グ ・ ア ダム ス は 、 一 部 要約 され 、 ま た 誤 
り の 多い 版 の 『 ポ ナベ 教典 』」 を 出版 し た 。 原 
本 は セイ レム の ケス ター 文庫 に まだ 保管 され 
て いる 。 ハ ロ ル ド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド 
は お そら く 最 も 『 ポ ナベ 教典 』 に 詳し い 学 者 
で 、 彼 の 『 ポ ナベ 教典 か ら 考察 し た 先史 時 代 
の 太平 洋 海域 』(1911 年 ) は 詳細 な 引用 を 掲 
載 し て いる 。 そ し て 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 出 
版 局 は 1907 年 に 彼 の 翻訳 し た 『 ポ ナ ペ 教典 』 
を 出版 し た 。 

『 ポ ナ ペ 教典 』 は 周囲 の 住民 を 彼 の 神 に 改 
款 させ よう と し た クト ゥ ルフ ・ カ ルト 信者 に 
よっ て 書か ん て いる よう だ 。 中 で は 、 失 われ 
た ムー 大 陸 と 強力 な 魔術 師 神官 ザン ツー の こ 
と が 述べ られ て いる 。 ま た 、『 ポ ナ ペ 教典 』 
は ダ ゴ ン 秘 密教 団 の 儀礼 に 影響 を 及ぼ し た こ 
と が 知ら れ て いる 。 

ー イ ダテ ヤー、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク トゥ ルフ 、 コー 
プラ ンド (ハロ ルド )、 ザ ン ツ ー、 ダ ゴン 秘 
密教 団 、 ナ アカ ル 語 、 ホ ー グ (アブ ナー) 
カー ター「 墳 墓 の 主 」、「The Fishers from 
Outside」、「Introduction」 (Dreams from R' 
lyeh』)、「Out of the Ages」 (0) : ス タン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonici』 : ハー バー “クト ゥ ルフ 神 
話 TRPC キー パー コン パニ オン " : ピー ター セ 
ン ほ か "Miskatonic University Graduate Kit': 
ロス “Kingspor'* 


























ポ ナ ベ 靖 避 像 
Ponape Figurine [POEN-ah-pae] 

ゾ ス テオ ム モ グ 神 を 表す 高 さ 19 イン チ で 
ヒス イ 製 の 小 立 像 。 ヒ スイ が 使用 され て いる 
こと は 中 国 に 起源 を 持つ こと を 示唆 する が 、 
その 様式 は 中 国 の も の と は 完全 に 異質 な も の 
で ある 。1909 年 に 潜水 夫 が ポ ナ ペ 沖 の 海域 
で この 彫像 を 見 つけ 、 の ち に 考古 学者 ハロ ル 
ド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド の 所 有 物 と な っ 
た 。 像 は 彼 の 死後 、 サ ン ボ ー ン 研究 所 に 譲渡 
され 、 マ スコ ミ は すぐ に 、 持 ち 主 た ちの 狂気 
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が 「 呪 い 」 の せい で ある と 書き た て た 。 像 は 、 
1929 年 の 研究 所 へ の 不法 侵入 の あと で 消え 
失せ 、 以 来 、 行 方 不明 で ある 。 像 の 宗教 的 な 
特徴 に 関し て は 、 コ ー プ ラン ド の 『 ポ ナベ 毅 
翠 像 」(1910 年 ) に 詳し い 。 

ー コ ー プ ラン ド (ハロ ルド )、 サ ン ボ ー ン 太 
平 洋 海域 古代 遺物 研究 所 、 ソ スー オム モ グ 

悦 カー ター「Out of the Ages」 (0) : スタ ン リ 
イ 『Ex Libris Miskatonici 


災 の 精 (クト ゥ グ ァ の 炎 の クリ ー チ ャ ー) 
Fire Vampires (also Flame Creatures of 
Cthugha) 

1) グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある クト ッ ゥ 
グ ァ に 奉仕 する 存在 。 無 数 の 小さ な 炎 の よう 
な 姿 を し て いる 。 炎 の 精 は 、 ク トゥ グ ァ が 召 
喚 さ れる と き に 、 こ の 彼ら の 支配 者 の 護衛 と 
し て 地球 に 来る 。 あ る い は フォ ー マ ル ハウ ト 
が 空 に ある と き 、 個 別に 呼び 出さ れ て 地球 に 
来る 。 召 喚 き れる と 、 彼 ら は 、 い か な る 燃焼 
性 の 物質 を も 発火 させ よう と する 。 

ー ク トウ ゥ グ ア 、 レ ッ サ ー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 

悦 ダー レス 「 聞 に 棲み つく も の 」(O) : ピー ター 
ソン ウィ リス ほか “クト ッ ル フ 神 話 TRPG* 

2) 赤い 稲妻 の よう な 関 光 に 類似 し た クリ ー 
チャ ー。 彼ら は 彼ら の 支配 者 フサ ッ グ ァ と 共 
に 小惑星 クティ ン ガ に 棲ん で お り 、 宇 宙 を 旅 
し て エネ ルギー を 引き 出す こと が で きる 知 的 
生命 体 を 捜し 求め る 。 炎 の 精 の 攻撃 は 真紅 の 
稲妻 の ひら めき に 始ま り 、 あ と に 自然 発生 的 
な 人 間 燃 焼 が 起こ っ た か の よう に 破壊 され た 
犠牲 者 を 残す 。 ま た 、 こ の 攻撃 は 生き る た め 
に 必要 な エネ ルギー を 和 炎 の 精 に 提供 する だ け 
で は な く 、 対 象 の 記憶 の すべ て を 勝ち 誇る ク 
リー チャ ー に 与え る 。 和 炎 の 精 は 、 フ サッ グ ァ 
と 同様 に 集団 記憶 を 持っ て いる よう で 、 秋 の 
精 の 冬 牲 者 の 知識 は ほか の すべ て の 炎 の 精 が 
得る こと が で きる 。 こ の 情報 を 利用 し て フ 
サッ グ ァ と その 手先 は 、 世 界 を 征服 し エネ ル 
ギー 源 と する た め の 戦 略 を 立て て いる 。 








ー ク ティ ン ガ 、 フ サッ グ ア 

カー ター 「Zoth-Ommog」: ワ ンド レイ 「The 
Fire-Vampires」 (0) 

[ 炎 の 柄 は も と も と 、 フ サッ グ ァ の 稲妻 の よ 
うな 下僕 と し て ワン ドレ イ の 作品 に 登場 す 
る 。“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG” で は 、 多 く の 
読者 に わか りや すい よう に ダー レス が 「 闇 に 
棲み つく も の 」 で クト ッ ゥ グ ァ の 従者 に つい て 
言及 し た 名 称 を 使用 し た 。] 


ポリ プ ブ 状 の 種族 一 飛行 する ポリ プ 
Polypous Race 


ボ レ ア 
Borea [bor-RAE-ah] 

イタ ク ァ が か つて 幽閉 され て いた 平行 宇宙 
に ある 世界 。 世 界 に は 3 つの 月 、 ド ロモ ス 、 
ヌー ミノ ス 、 そ し て も う 一 つ 無 名 の 衛星 が あ 
る 。 し か し な が ら 、 こ の 特別 な 次 元 の 物理 学 
の た め 、 こ れ ら の 天体 の いずれ も ボ レ ア の 周 
り を 回 つっ て は いな い 。 そ し て 、 惑 星 自 体 も 太 
陽 を 回 っ て いな い 。 し た が っ て 、 ボ レア の 一 
部 は 永久 の 寒さ き に さら され 、 ほ か の 部 分 は 永 
久 の 熱帯 の 夏 を 楽し む 。 

伝説 に よる と 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 





- の 反乱 に 続い て 、 旧 き 神 は ボ レ ア の 南極 点 近 


く の 高 原 に イタ ク ァ を 封じ 込め た と いう 。 多 
く の 年 月 の の ち 、 ウ ェ ン ディ ゴ は 自由 を 手 に 
し 、 ほ か の 世界 や 次 元 を 旅 し た 。 し か し 、 彼 
は まだ ボ レ ア に 時 々 戻っ て くる 。 何 年 に も わ 
た っ て イタ ク ァ は この 世界 と 月 に 多く の 種類 
の 生物 を 連れ て 来 て いる 。 さ ま ざ ま な 種類 の 
植物 、 コ ウ モ リ 、 オ オカ ミ 、 ク マ 、 ク ジラ 、 
そし て 人 間 で さえ も 。 

イタ ク ァ が 彼 を 不快 に させ た も の を 連れ 
去っ て し まう こと は 、 よ く 知 られ て いる 。 こ 
の 犠牲 者 は 何 週間 ある い は 何 か 月 も た っ て か 
ら イ タク ァ に よっ て 空 か ら 落 と され る こと が 
普通 だ が 、 中 に は ボ レ ア に 連れ て 行か れる 者 
も いる 。 こ の 不幸 な 者 は どん な に 厳し い 寒 さ 
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に も 耐え られ る よう に 改造 され る 。 こ の 改造 
は また 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 退け る 
こと が で きる 力 に 対し て も 、 い くら か 傷つき 
や すく な る 。 到着 し 次 第 、 こ れ ら の 大 部 分 は 
「 風 の 子 ら 」 と いう 、 ボ レア に お ける イタ ク ァ 
の カル ト の 一 員 と な る 。 カ ルト は 何 十 万 人 も 
の メン バー を 誇っ て いる が 、 中 に は 風 に 乗り 
て 歩む や も の に 反逆 する も の も いる 。 こ の は ぐ 
れ 者 た ちの 居留 地 は イタ ク ァ が 封じ 込め られ 
て いた 高原 と 、 ヌ ー ミ ノ ス に ある 山脈 の 中 に 


ある だ ろう 。 こ れ ら の 居留 地 は イタ ク ァ に 
と っ て ずっ と いら だ ちの 種 で ある が 、 居 留 地 
に 対す る 彼 の カル ト の 撃 は 、 居 留 地 を 根絶 
し よう と し て 一 度 も 成功 し た こと が な い 。 

ー イ タク ア 、 ク リッ サ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、 シ ル バ ー ハ ッ テ (ハン ク )、 ヌ ー ミ ノ ス 、 
旧 き 神 

ラム レイ 『Tm the Moons of Borea』、『Spawn 
of the Winds』 (0) 





マー シー ヒル 
Mercy Hill 

ブリ チェ スタ ー の 一 地域 。 名 前 は か つて こ 
こ に あっ た 町 の 絞 首 台 に つい た 皮肉 な あだ名 
に 由来 する 。 現 在 マ ー シ ー ヒ ル は お お むね 郊 
外地 域 で や おり 、 丘 の 上 に 病院 が 建っ て いる こ 
と で 見 分 けら れる 。 こ の 地域 は 町 で は 荒 っ ぽ 
いと ころ だ と 考え られ て お り 、「 立 派 な 」 人 々 
は 皆 こ こ を 避け る 。 

民間 伝承 に よれ ば 、 不 快 な 夢 が マー シー ヒル 
に 住む 子供 た ち を 苦し め る と いう 。 そ し て これ 
が この 地域 か ら 多 く の 潜 在 的 住宅 購入 者 を 遠 ざ 
け て きた 。『 グ ラー キ の 回 示 録 』 の 12 巻 の 作 
者 は この 地域 に 住ん で お り 、 隠 道 し た カル ト の 
指導 者 ロー ラン ド ・ フ ラン クリ ン は マー シー ヒ 


ル の ふも と に 彼 の 本 部 を 持っ て いた 。 

ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』」 フ ラン クリ ン (ロー 
ラン ド )、 ブ リ チ ェ スタ ー 

キャ ン ベ ル 「Cold Print」、「The Franklyn 
Paragraphs」、「The Inhabitant of the Lake」 
(O) 、「Return of the Witch」 


マー シュ 、 オ ー ベ ッ ド 
Marsh, Obed 

イン スマ ス で 最も 著名 な 商船 の 船長 で あ 
り 、 町 に ある ダ ゴ ン 秘 密教 団 の 創設 者 。 オ ー 
ベッ ド の 3 隻 の 船 (コロ ン ビ ア 、 へ ティ 、 
スマ トラ ・ ク イー ン ) は 1820 年 か ら 20 年 
以上 に も わた っ て 太平 洋 貿 易 で 活況 を 呈し 
た 。 こ の 繁栄 の 結果 、 マ ーシュ 家 は イン スマ 
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ス で 最も 力 の ある 一 族 と な っ た 。 

マー シュ 船長 は 若い ころ 、 豊 富 な 金 の 装飾 
品 を 持つ ポリ ネシア 人 島民 の 一 団 を 航海 中 に 
偶然 見 つけ た 。 ワ ラ ケ ア と いう 族長 に よる と 、 
魚 に 似 た 生き 物 た ち に 人 間 の 生け 碧 を 捧げ る 
引き 換え に 金 を 手 に 入れ た と いう こと で あっ 
た 。 わ ず か な ゴム や ガラ ス の 人 小間物 と の 交換 
で 、 マ ーシュ は 原 住民 か ら 金 を 大 量 に 手 に 入 
れ た 

次 の 数 年 間 、 オ ー ベ ッ ド は 何 度 も 島 を 訪問 
し 、 も っ と 金 を 手 に 入れ た 。 そ し て 彼ら の 伝 
説 を 聞き 集め た 。 と ころ が マー シュ が 1838 
年 に この 島 を 訪れ る と 、 周 囲 の 島 の 住人 た ち 
が 彼 の 貿易 相手 を 殺し 、 彼 の 財源 が 失わ れ て 
し まっ た こと を 知っ た 。 こ の 不運 の 波紋 は イ 
ンス マス 全体 に 及び 、 町 は すぐ に 不景気 に 沈 
ん だ 。 

マー シュ が ポリ ネシア 人 の 信仰 に 基づく 新 
興 宗 教 を 唱え 始め た の は それ か ら で あ っ た 。 
彼 は 、 イ ンス マス の 人 々 が 彼 の 親しかっ た 島 
民 ら の 神 に 従う な ら ば 町 民 は 豊か に な り 、 漁 
師 の 網 は 常に いっ ぱい に な る だ ろう と 断言 し 
た 。 し ば らく し て マー シュ の ダ ゴ ン 秘 密教 団 
の 信者 が 増え る よう に な る と 、 イ ンス マス の 
すべ て の 教会 は 礼拝 者 が 減っ た た め (ある い 
は 教団 の 高圧 的 な 戦術 に よっ て ) 閉鎖 を や む 
な くさ れ た 。 町 の 半分 の 人 々 が 死ん だ 1846 
年 の 疫病 に よっ て 扇 動き され た 混 池 の 際 に 、 
マー シュ は 事実 上 町 の 指導 者 に な り 、 そ れ は 
彼 が 死ん だ 1878 年 まで 続い た 。 彼 の 死 の あ 
と マー シュ 家 は 、1928 年 の 政府 に よる 取り 
締まり まで この 地域 に 権力 を 持ち 続け た 。 
ー 悪 魔 の 暗礁 、 イ ンス マス 、『 ダ ゴネ ン シ ス 写 
本 』、 ダ ゴン 秘密 教団 、 マ ーシュ (オバ ディ ア ) 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 和 覆う 影 」(O) : 
ロス “EScape from Innsmouth" 





























マー シュ 、 オ バディ ア 
Marsh, Obadiah 
オー ベッ ド ・ マ ーシュ の 先祖 で あり 、 有 能 





で 有名 な 船長 。 オ バディ ア は 、1797 年 に 一 
等 航海 填 サ イラ ス ・ フ ィ リ ッ プ ス と 共に イン 
スマ ス 港 に 手 消 ぎ の ボー ト で 現れ た こと で 最 
も 知ら れ て いる 。 彼 は 自分 の 船 と 乗組 員 の 残 
り 全員 が 南 太平 洋 で 遭難 し た こと を 報告 し 
た 。 オ バディ ア 船 長 は ポ ナ ベ 出 身 の 女性 と 結 
婚 し 、 あ る 者 は イン スマ ス 面 が マー シュ 家 と 
フィ リッ プス 家 の 者 に 表れ 始め た の は 、 こ の 
ころ か ら だ と 言う 。 

ー イ ンス マス 、 イ ンス マス 面 、 マ ーシュ (オー 
ベッ ド ) 

悦 ダー レス 「 ル ルイ エ の 印 」 


マー チン 海岸 
Martins Beach 

キン グ ス ポ ー ト の 北東 数 マイ ル の 場所 に あ 
る 海辺 の 村 。 唯 一 の 注目 に 値する 目印 は 、 人 
気 の あ る 保養 地 で ある ウェ イブ クレ スト ・ イ 
ン で ある 。1922 年 に 起き た 、 数 人 の 男性 が 
一 晩 の うち 不可 和 解 な 湧 死 を 遂げ た 事件 に よっ 
て 、 マ ー チ ン 海 岸 の 評判 は 下がっ た 。 
ー キ ング スポ ー ト 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & グ リー ン 「The Horror at 
Martins Beach」 (0) : ロス "Kingsporf' 





マイ ラク リオ ン 
Mylakhrion [migh-LAK-kree-on] 

ティ ー ム ドラ に 住ん で いた 中 で 最も 偉大 な 
魔術 師 。 マ イラ クリ オン は も と も と サラ ムー 
ン の 出身 で 、 ク リッ サ の 氷 魔術 師 と し て 知ら 
れる 上 師 た ちの 下 で 魔術 を 研究 し た 。 彼 は 魔術 
を 十分 に 身 に 付け た が 、 同 時 代 の ほか の 多く 
の 魔術 師 と 同様 、 不 死 を 求め る よう に な っ た 。 
魔術 に こよ っ て マイ ラク リオ ン は 数 百年 も 何 千 
年 間 も 人 生 を 延ばす こと が で きた が 、 永 遠 の 
生命 は 得 ら れ な か っ た 。 

何 年 も 不毛 な 研究 を 行なっ た の ち 、 ク トゥ 
ルフ が 彼 に 接触 し て きた 。 年 獄 か ら グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン た ち を 解放 する こと と 引き 換 
え に マ イラ クリ オン が 長い 間 求 め て きた 目標 








マー シュ 、 オ バディ アー「 府 術 師 の 知 加 」w 25T e 





を 提供 する と いう の だ 。 し か し マイ ラク リオ 
ン が 約束 を 破り 自分 の 義務 を 途中 で 放棄 し た 
た め 、 ク トッ ゥ ルフ は 彼 を 滅ぼし た 。 

ー エ クシ オー ル ・ ク ムー ル 、 ク トゥ ルフ 、 
クリ ッ サ 、 ク ルー ン の テ ・ ア トト 、 テ ィ ー ム 
ドラ 

ラム レイ [Cryptically Yours.…」(O)、『Elysia』、 
「Kiss of the Lamia」、「Mylakhrion the 
Immortal」、「The Sorcerers Book」、「Told in 
the Desert」 


マオ 
Mao [MAU] 

『 ネ クロ ノミ コン 』 に 記載 され て いる と 思 
われ る 儀式 で 、 ス ル グ オ 溶 か ら 来 た 存在 と の 
意思 疎通 を 葬 け る 。 呪 文 を 使用 し た の ち 、 唱 
えた 者 は 眠り に 落ち 、 夢 の 中 で 湾 の 住民 と 話 
すこ と が で きる 。 た だ し 、 マ オ 儀 式 の 長期 の 
使用 は 危険 で あり 、 湾 の 人 々 は ほか の 方 法 で 
話す こと を 好む 。 

ー ス ル グ オ 湾 、 ネ クロ ノミ コン (補遺 ) 
悦 キ ャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」: マッ ケン | 自 
魔 」(O) 








マグ ヌ ム ・ イ ン ノ ミナ ンド ゥ ム 
Magnum Innominandum 
お お よそ 「 名 づけ られ る べき で は な い 大 い 
な る も の 」 の 意 。『 妖 明 の 秘 』 で 星 の 精 を 
召喚 する た め の 呪 文 で 言及 され た 神格 。 大昔 
ミリ ・ ニ グリ は この 存在 を 崇拝 し て いた 。 
[「 名 づけ られ る べき で は な い 大 いな る も の 」 
は ハス ター の 異名 と も 考え られ る 。 ま た 、「 問 
怖 の 山 」 に 見 られ る ラヴ クラ フト か ら の 引用 
か ら は 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン の 異名 と も 
と れる か も し れ な い 。 そ し て 、 リ ン ・ カ ー タ ー 
は 無名 の 霧 の 異名 と し て それ を 使っ た 。] 
ー チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 ハ スタ ー、 ミ リ ・ 
ニ グ リ 、 無 名 の 有 霧 、『 妖 明 の 秘密 』 
* 圏 カー ター 「The Shadow from the Stars」: ブ 
ロッ ク 「 星 か ら 訪れ た も の 」: ラ ヴ ク ラ フト 「 間 





に 嘱 く も の 」、『Selected Letters IL』 (0O) : ロン 
グ 「 恐 怖 の 山 」 


マグ ヌ ム ・ テ ネ ブ ロ スム 一 暗 き も の 


Magnum Tenebrosum 


マク ・ モ ー ン 、 ブ ラン ー ブ ラ ン ・ マ ク ・ モ ー ン 
Mak Morn, Bran 


マグ ロア 、 サ イモ ン 
Maglore, Simon 

詩人 、 作 家 。 マ グロ ア の 先祖 は 、 彼 ら の 履 
卿 で ある イタ リア で 應 術 師 と 見 な され 、 異 端 
審問 の た め や む を え ず アメ リカ に 移住 し た 。 
マグ ロア の 人 生 は 悲惨 な も の で あっ た 。 彼 の 
母親 は 彼 の 出産 の 際 に 死に 、 マ グロ ア は 彼 の 
飛 卿 で や る ブリ ッ ジ タウ ン か ら 遠 く 離 れ た 寄 
宿 学校 で 人 生 の 多く を 費やし た 。 彼 の 大 学 で 
の 成績 は 素晴らし いも の で 、 彼 の 書い た 短い 
詩 「 魔 女 が 吊る され て 」 は エズ ワー ス 記 念 賞 
に 輝い た 。 し か し 彼 の 父親 の 死に より 、 彼 は 
1933 年 に 学校 を 出 て 、 家 に 帰ら ざる を えな 
か っ た 。 そ こ で 彼 は 数 年 後に 死ん だ 。 
カー ター 「The Winfield Heritance」 , ブロ ッ 
ク | 奇形 」(0) 








魔術 師 ウ ェ イ トリ ーー ウェ イト リー( ン ノア) 
Whateley, Wizard 


「 魔 術 師 の 知恵 
Sapientia Maglorum ("Wisdom of the Magi 
[sap-LEN-tee-ah mag-LOR-ooml 
偉大 な ペル シャ の 炎 魔 術 師 オス タネ ス に 
よっ て ギリ シャ 語 と ラテ ン 語 で 書か れ た 本 。 
ロー マ 時 代 で さえ すでに 希少 な 本 で あっ た 。 
し か し エフ ェ ソ ス に 保管 され て いた 最低 1 
冊 が ある ほか 、 イ タリ ア お よび サマ リア で も 
発見 され て いる 。 こ れ ら を 見 た り 参 照 し た り 
する こと は ほとん ど 不 可能 で ある 。 
本 の 中 で オス タネ ス は 、 カ イワ ン (ハス 
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ター) と ジュ プ ニ ク ラ ト (シュ プラ ニニ グ ラス ) 
を 復活 させ る の に 必要 な 儀式 と 、 フ ォ ー チ ュ 
ナ (ロー マ の 議 運 の 神 ) を 鎮め る 式 文 、 不 死 
を 可能 に する 式 文 、 お よび へ ロス トラ トス が 
エフ ェ ソ ス に あっ た アル テ ミ ス の 神殿 を 焼き 
払っ た 本 当 の 理由 な ど を 記録 し た 。 オ スタ ネ 
ス が 『 エ イボ ン の 書 』 に 近づく 手段 を 持っ て 
いた こと も 考え られ 、 こ の 2 冊 の 内 容 が と 
ころ どこ ろ 重 な つっ て いる こと も あり うる 。 
ーシュ ブ = テ ニ グ ラス 、 ハ スタ ー 

圏 テ ィ ア ニー「The Seed of the Star-God」、「The 
Soul of Kephri」、「The Sword of Spartacus」(O): 
ティ アニ ー& R プラ イス 「The Throne of 
Achamoth」 








「 魔 術 と 黒 魔術 」 
Magic and the Black Arts 

「 ケ イン 」 に よっ て 書か れ た 本 。 む さぼ り 
食う も の ビー モス に 関し て わずか に 言及 され 
て いる 。 
ラッ セル 「The Scourge of Bmoth」 


「 魔 術 の 真理 」 
True Magik (or True Magick) 

テオ フィ ラス ・ ヴ ェ ン と いう 名 (お そら く 
偽名 ) の 魔術 師 に よっ て 書か れ た 本 。17 世 
紀 に 書か れ た と よく 言わ れる が 、 研 究 に よっ 
て 中 世 の サ ラマ ンカ 大 学 に は あっ た 可能 性 が 
認め られ る 。1872 年 に オー クリ ー・ プ レス 
に よっ て 出版 され た も の が 1 部 、 ミ スカ ト 
ニッ ク 大 学 図書 館 で 見 つけ る こと が で きる 。 
ほか の 写本 も 出回っ て いる 。 

魔物 、 吸 血 鬼 と いっ た 類 の も の に つい て の 
普通 の 言及 に 加え て 、 こ の 本 に は 偉大 な 力 に 
関す る 7 つの 呪文 が 記載 され て いる 。 そ の 
うち 3 つ は さま ざま な 防護 的 な 呪 物 の 創造 
の た め の も の で 、 ほ か の 3 つ は 魔術 師 の 敵 
に 対し て 使用 きれ る も の の よう だ 。7 つ 目 の 
早 文 は 、 恐 ろ し い 魔物 を 召喚 する も の で 、 特 
に 危険 で ある 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 

















崇め る 祭壇 に 血 の 生け 間 を 必要 と する が 、 真 
大 な 富 を 呪文 の 使い 手 に 与え る 。 ヴ ェ ン は 黒 
魔術 、 白 魔術 、 そ し て 灰色 の 魔術 と いう よう 
な 変わ っ た 魔術 の 分 類 を し て お り 、 オ カル ト 
研究 者 に と っ て は 興味 深い だ ろう 。 

[アン バーK の 書い た 同名 の ペー パー バッ 
ク と この 本 を 混同 し て は いけ な い 。] 

ーー ミス カト ニッ ク 大 学 

騰 カ ニャ ー ズ 、 ゴ ドリ ー& ウ ィ テ ヴィ ー ン 
DevilsChildren': ピー ター セン ほか 
"Miskatonic University Graduate Ki : ブレ ナ 
ン 「 第 七 の 呪文 」O) 














魔女 の 家 
Witch-Hlouse 

アー カム の 東 ピ ッ ク マ ン 通 り 197 番地 に 
あっ た 家 で 、 ケ ザイ ア ・ メ ー ソ ン の 家 で あっ 
た 。 部 屋 の 一 つの 壁 が 奇妙 な 角度 に 傾い て い 
る た め に 、 い くら か 好 古 者 た ちか ら 注 目 を 集 
め て いた 。 建て られ て か ら 2 世紀 後に な っ 
て 下 和 宿屋 に な っ た が 、 悪 質 な 副 歯 動物 の 被害 
に あっ て 閉鎖 せ ざ る を えな か っ た 。1931 年 
3 月 に 起こ っ た 強風 は 、 家 を 大 きく 傷つけ 、 
その 年 の 12 月 に と り 壊さ れる こと に な っ た 。 
作業 員 は そこ で 、 の ち に ミス カト ニッ ク 大 学 
に 寄贈 され る いく つか の 衝撃 的 な 物品 を 見 つ 
けた 。 オ カル ティ スト の モー ガン ・ ス ミス は 、 
の ち に この 場所 を 買っ て そこ に 家 を 建て た 。 
この 場所 の 心霊 的 な カカ を 利用 し よう と し た の 
で ある 。 
ー ア ー カ ム 、 ギ ルマン (ウォ ルター)、 ス ミ 
ス (モー ガン )、 ブ ラウ ン ・ ジ ェ ン キン 、 ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 、 メ ー ソ ン ( ケ ザ イア ) 
圏 バ ー グ ルン ド & ワ イン バー グ 「The Dark 
Stairway」 : ハー バー “H. P ラヴ クラ フト アー 
カム " : ラヴ クラ フト 「 魔 女 の 家 の 夢 」(O) 








「 廃 術 と 団 席 術 」 一 マ ロー ン 、 
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魔法 の 森 
Enchanted Wood 

ドリ ー ム ラン ド に 入る 夢見 る 人 が 深き 眠り 
の 門 へ の 七 百 段 の 階段 を 越え た と ころ で 通る 
森林 。 魔 法 の 森 は 、 そ こ に 生息 する 柔 毛 に 内 
われ た ズー グ 族 を 除い て は 比較 的 安全 で あ 
る 。 た だ し 、 や も っ と 危険 な 生物 が その 奥 に 棲 
ん で いる と 噂 され て いる 。 
ー オ ウ ク ラ ノ ス 河 、 ズ ー グ 族 、 ド リー ムラ 
ンド 、 深 き 眠 り の 門 へ の 七 百 段 の 階段 
圏 ウ ィ ン タ ー テ デー モン 「Kadath / The 
Vision and the Journey」 ) ラヴ クラ フト 未知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O) 


マリ ニー、 ア ン リ = テロ ー ラ ン ・ ド ーー 
ド ・ マ リ ニ ー、 ア ン リ テロ ー ラ ン 
Marigny, HenriLaurent de 


マリ ニー、 エ ティ エン ヌ ニ ロ ー ラ ン ・ 
ー ド ・ マ リ ニ ー、 エ ティ エン ヌ ニ テニ ローラ ン 


Marigny, Etienne-Laurent de 


「 マ レフ ィ キ ウム 写本 」 
Codex Malefcium [MAL-rfLSEE-ooml 

内 容 に お いて 『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、『 ク ター 
ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』、 お よび 『 ス ピタ ル 
スキ 写本 』 と 非常 に 類似 し た 書 。 唯 一 知ら れ 
て いる 写本 が ヴァ チカ ン に 保管 され て いる 
が 、 そ れ を 閲覧 する こと は 禁じ られ て いる 。 
同書 に は 第 五 サ スラ ッ タ が 含ま れ て いる 。 
ー『 ク ター ト ・ ア クア ディ イン ゲン 』、 サ スラ ッ 
タ 、『 ス ピタ ルス キ 写 本 』、『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 


マロ ー ン 、 ト ー マ ス F. 
Malone, Thomas F. 

レッ ド ・ フ ッ ク の 一 斉 取 り 締 まり を うな が 
し た ニュ ー ヨ ー ク 市 警 の 刑事 。 彼 は アイ ル ラ 
ンド の フェ ニッ クス パー ク の 近く で 生ま ね れ 、 
ダブ リン 大 学 に 通っ た 。 マ ロー ン は オカ ルト 
を 深く 研究 し て いた が 、 そ の 趣味 が レッ ド ・ 
フッ ク の 不可 思 議 な 事件 を 調査 する 際 に 彼 の 
役に立っ た 。 密 輸 倉 庫 の 一 つ を 捜査 し て いる 
と き 、 建 物 が いく つか 崩壊 し 数 人 の 警察 官 が 
死ん だ 。 マ ロー ン は 心 の 平衡 を 失っ た まま 休 
暇 を 与え られ た 。 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 レ ッ ド ・ フ ッ ク の 恐怖 」 











【 み 】 


ミニ ゴ 、 ユ ゴス より の 菌類 、 外 世界 の も の 
MiLGo (or Fungi from Yuggoth or Outer 
Ones) [MEE-goe] 

多く の 世界 に 棲ん で お り 、 冥 王 星 (別名 ユ 
ゴス ) に 前 哨 地 を 置い て いる 存在 。 こ れ ら の 
存在 は 翼 が ある 甲殻 類 に 類似 し て お り 、 卵 形 
を し た 頭 は 絶え ず 色 を 変え る (これ は 彼ら が 
どい に 意思 の 疎通 を 図る 手段 で ある )。 血統 
に よっ て は ほか の 世界 、 ほ か の 星々 、 お よび 
ほか の 現実 に 飛ぶ こと が で きる 。 そ れ ね れ 以外 の 
も の は 目的 地 に 達する た め に ほか の 方 法 ( 魔 
術 的 な 門 な ど ) を 使用 し な けれ ば な ら な い 。 
し か し な が ら 、 こ の 菌類 は 外科 手術 の 達人 で 
あり 、 気 まぐ れ で すべ て の 身体 的 特徴 を 変え 
る か も し れ な い 。 

ミ テ ゴ は も と も と ジュ ラ 紀 に 地球 に や っ て 
来 た 。 北 半球 へ 植民 する た め に 古 の も の か ら 
の 攻撃 を 撃退 し 、 以 来 ほ と ん ど そ こ に と ど ま 
り 続け て きた 。 菌 類 は われ われ の 惑星 に 大 い 
に 関心 を 寄せ て いる 。 地球 に は 宇宙 の ほか の 
領域 で 見 つけ られ な い 、 あ る 鉱物 の 鉱床 が あ 
る (少な く と も 鉱床 が ある 他 次 元 へ の 門 が あ 
る ) た めで ある 。 類 は これ ら の 鉱物 を 得る 
た め 、 ア ン デ ス 山 脈 、 ア パラ チア 山脈 、 お よ 
び ヒ マラ ヤ 山 上 脈 に 採掘 基地 を 構え て いる 。 通 
常 そ の よう な 基地 は 巧み に 隠さ れ て お り 、 通 
常 ミ ミニ ゴ は 自分 た ちの 活動 を 秘密 に する 助け 
と し て 地元 住民 か ら 人 を 募集 する 。 こ の 秘密 
主義 に も か か わら ず 、 彼 ら の 行動 を 思わ せる 












































物語 は 世界 中 で 聞か れ 、 奇 妙 な クリ ー チ ャ ー 
が その 棲み か の 周囲 の 地方 の 伝説 に し ば し ば 
登場 する こと が うか が える 。 ギ リ シ ャ の カリ 
カン ザ ロ ス の も の か ら イ ンド お よび チベット 
の ナガ に まで 及ぶ 神話 は 、 こ れ ら の 存在 と の 
接触 の 結果 と 考え られ る 。 

人 間 に と っ て 、 ミ = テ ゴ の 精神 構造 を 理解 する 
の は ほとん ど 不 可能 で ある 。 ミ ニテ ゴ は 当座 の 目 
的 に 必要 で な い 情 報 は すべ て 記憶 か ら 排除 す 
る 。 こ れ に よっ て 筋違い の 情報 が 締め 出さ れる 
一 方 、 ミ = ゴ 自 身 に も 謎 で ある 種 の 起源 の よう 
な いく つか の 事実 は 残さ れる 。 ミ = ゴ の 思考 過 
程 は 、 厳 蜜 な 因果 を 基礎 に 作動 し 、 人 間 に 創 千 
性 と 迅速 な 技術 的 進歩 を も た らし た 直感 的 な 飛 
躍 な ど は まっ た く な い 。 か つて ミ = テ ゴ は 、 人 間 
の 精神 的 お よび 創造 的 可能 性 を 減少 させ る 実験 
を 行なっ た が 、 今 で は 彼ら は いか に し て 自分 た 
ち が 同 じ 機 能 を 開発 させ られ る か 発見 し よう と 
し て 人 間 を 研究 し て いる 。 

ミニ ゴ の 技術 で 最も 和 く べき 業績 の 一 つ は 
円 筒 形 の 脳 収容 器 と し て 知ら れ て いる 装置 で 
ある 。 外 科 手 術 に よっ て 、 菌 類 は どん な 存在 
の 脳 で も 取り 出し て 、 奇 妙 な 金属 筒 の 中 に そ 
れ を 移植 で きる 。 体 は 精神 が 戻る まで 、 仮 死 
の 状態 に 置か れる 。 脳 は 、 金 属 筒 に 接続 され 
た ある 装置 を 通し て 、 周 囲 を 観察 し 対話 する 
こと が で きる 。 そ し て ユ ゴ ス や 歯 類 が 棲ん で 
いた ほか の 星 、 あ る い は ほか の 次 元 や 時 間 に 
すら 連れ て いか れる か も し れ な い 。 通常 、 こ 








うし た 運命 は ミミ ゴ が 特に 好意 を 持つ か 、 あ 
る い は 軽 基 す る 者 が た どる こと に な る 。 

ヒマ ラ ヤ の 中 に 棲ん で いる ミニ テ ゴ は 、 い ろ 
いろ な 動物 の 毛皮 で 彼ら の 体 を 器 う こと が 知 
られ て いる 。 何人 か の 意見 に よれ ば 、 こ れ が 
雪男 の 伝説 の 源 だ と いう 。 ま た 、 ミ = テ ゴ の 外 
科 手 術 を 好む こと が 、 ア メリ カ 南 西部 で 報告 
され 続け て いる キャ トル ・ ミ ュー ティ レー 
ショ ン の 原因 に な っ て いる か も し れ な い 。 
[「 ミ テ ゴ 」 の 名 は チベット の 民俗 学 に 現れ 
る が 、 そ の 存在 の 描写 は 、 ラ ヴ ク ラ フト の も 
の と は ほとん ど 類 似 し て いな い 。] 
ー 古 の も の 、 灯 く トラ ベ ペソ ヘドロ ン 、 ガ タ 
ノ ソ ア 、 黄 色 の 印 の 兄弟 団 、 グ オー リッ ク の 
領域 、 黒 い 石 印 、 シ ュ ブ ニニ グラ ス 、 ダ ヴェ 
ン ポ ー ト (エリ )、 細 あ る も の 、 ハ スタ ー、 
ユ ゴ ス 、 ヨ グ = テ ソト ー ス 、 レ ッ サ ー・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン 、 ン ガ = テ クト ゥ ン 
園 ア ニオ ロフ スキ ー& シ マン スキ ー “The 
Temple of the Moon': カー ター 「 墳 墓 の 主 」 : 
グラ ント IOuter Gateways』: タイ ン 
Convergence': デ ト ワ イラ ー、 グ ラン シー& 
タイ ンズ “Delta Green': ハー バー" ク トゥ ル 
フ 神 話 TRPC キー パー コン パニ オン " : ラヴ ヅ ク 
ラフ ト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」、「 闇 に 嘱 く も の 」(O) 








「 ミ サ ・ ジ ・ レ クイ エム ・ ペ ル ・ シ ュ ジ ャ イ 」 
Massa di Requiem per Shugegay 

「 シ ャ ッ ガ イ の た め の レ クイ エム 」。1768 
年 に ベン ヴェ ヌ ト ・ チ エ テ ィ ・ ボ ル ジ ゲ ラ に 
よっ て 書か れ た イタ リア 語 の オペ ラ 。 若き 天 
才 的 な 作曲 家 で あっ た ボル ジ ゲ ラ は 1746 年 
に ロー マ で 生ま れ 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 を 何 度 も 旅 
し た 。 オ ペラ は 一 回 し か 上 演 さ れ な か っ た が 、 
1769 年 に 教 阜 クレ メン ト 13 世 が 上 演 を 禁 
止 す る た め に は それ で 十分 で あっ た 。 ボ ル ジ 
ゲラ は 1770 年 に 異端 の 嫌疑 で 投獄 され その 
翌年 に 処刑 され た 。 

多く の 職業 音楽 家 が 、 
能 で ある と 宮 言 し た 。 あ る 
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の た め に 、 そ し て 演奏 不可 能 な 音符 で 書か れ 
て いた の で ある 。 オ ペラ の 楽譜 は 大 英博 物 館 、 
フラ ンス 国立 図書 館 、 お よび バチ カン 市 国 図 
書館 で 見 つけ られ る か も し れ な い 。 ま た ほか 
に は イン ド 、 日 本 、 お よび アメ リカ の 個人 収 
集 家 に よっ て 保管 され て いる 。 

オペ ラ は シャ ッ ガ イ の 人 破壊 と 、 か つて 宇宙 
を 旅 し た その 住民 の 物語 を 描く 。 ま た 、 そ れ 
は シャ ッ ガ イ か ら の 昆虫 の アザ トー ス 上 拝 
と 、 疫 病 を も た ら す も の バ オ ー ト ・ ズ ッ ク テ ァ 
= テモ グ と 呼ば れる 存在 に つい て 詳し く 述 べ 
る 。 オ ペラ を すべ て 演奏 する と 、 ア ザ ト ー ス 
を 召喚 する こと に な る だ ろう 。 

アザ トー ス 、 シ ャ ッ ガ イ 、 シ ャ ン 
悦 ア ニオ ロフ スキ ー “Fade to Grey': アニ オ 
ロフ スキ ー ほ か "Mysterious Manuscripts"(O): 
ハー バー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コ 
ン 2 パ オシ 











ミス カト ニッ ク 河 
Miskatonic River [miskaTON: 装 ] 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ダ ニッ チ の 西 に ある 左 
陵 地 帯 に 源 を 発する 大 河 。 川 は ダニ ッ チ の 町 
を 通っ つて 東 に 流れ 、 何 マイ ル も 先 の ボル トン 
の 数 マイ ル 南 の と ころ で 南東 に 流れ を 変え 
る 。 ミ スカ トニ ッ ク 河 は その 後 、 ア ー カ ム の 
街 の 中 を 流れ 、 そ の 南 2 マイ ル の ちょ うど 
キン グ ス ポ ー ト の 北東 の と ころ で 海 に 注ぐ 。 

ミス カト ニッ ク の 名 は 、 こ の 渓谷 に 住む マ 
サチ ュー セッ ツ の イン ディ アン の 氏族 で ある 
ミス ク ァ ト (Misqat) 族 に 由来 する か も し 
れ な い 。 

ー カ ム 、 ア イル ズ ベ リ イ 、 ア イル ズ ベ 

リ イ 街 道 、 キ ング スポ ー ト 、 ダ ニッ チ 
較 ア ニオ ロフ スキ ー ほ か “Tales of the 
Miskatonic Valley :J. アン ダー ソン & リー マ 
ン “With Malice Afterthought': ラヴ クラ フト 
「 家 の 中 の 絵 」、「 ダ ニッ チ の 怪 」、「 魔 女 の 家 
の 夢 」(O) 
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ミス カト ニッ ク 大 学 
Miskatonic University [misk-a-TON:k] 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ア ー カ ム に ある 教育 機 
関 。 こ の 大 学 の 起源 は 閣 に 天 い 隠さ れ た まま 
残さ れ て いる 。 あ る 歴史 記録 は 、 こ の 学校 が 
1690 年 に セイ レム ・ ア カ デ ミ ー と し て 始ま っ 
た と 主張 する (アカ デミ ー は 1776 年 に アー 
カム に 移転 し 、 ミ スカ トニ ッ ク ・ リ ベラ ル ・ 
セミ ナリ ー と 命名 され た )。 別 の 記録 で は 
アー カム ・ カ レッ ジ が 1690 年 に 設立 され 、 
1765 年 に アー カム で 最も 裕福 な 商人 の 一 人 
で あっ た ジェ レ マ イ ア ・ オ ー ン の 遺贈 に よっ 
て 復活 し た こと に な っ て いる 。 

初め に 教室 は カレ ッ ジ 通り に あっ た 、 わ ず 
か ー つ の 建物 に 置か れ て いた が 、 ミ スカ ト 
ニッ ク ・ カ レッ ジ は アメ リカ 独立 戦争 の 直後 
に 急速 に 成長 し た た め 、 ア ー カ ム の 人 々 は 元 
の 普通 の 町 を 、 業 績 が 認め られ る 学校 で 有名 
に し よう と 考え た 。1861 年 に ミス カト ニッ 
ク ・ カ レッ ジ は 長老 派 セ ミナ リー と 統合 され 
て 総合 大 学 と な り 、1880 年 に は 世界 的 に 有 
名 な 医学 部 が 設置 され た 。 

長い 年 月 の 未 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 は 多く 
の 名 声 を 獲得 し 、 ア イ ビ ー リ ー グ 校 の 一 つ に 
数 えら れる こと も よく ある よう に な っ た 。 設 
立 か ら 200 年 た っ た 今 で さえ 、 ミ スカ トニ ッ 
ク は 奨学 金 制度 や 研究 の 点 で 際立っ た 存在 
だ 。 完全 な 成功 で は な か っ た が 、1931 年 の 
パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 や 1935 年 の オー スト ラリ 
ア の 発掘 調査 な ど 、 世 界 の 遠隔 地 へ の 探検 は 
学会 か ら る 賞賛 を 受け た 。 

客員 研究 員 が 注目 する の は 大 学 図書 館 で あ 
る 。 図 書館 に は 西 半球 で は 最大 の 希少 な オカ 
ルト 資料 の 収集 も ある 。 未 知 の 文化 の 興味 深 
い ア ー テ ィ フ ァ ク ト を いく つか 保存 し て いる 
こと で 知ら れる ミス カト ニッ ク 大 学 展示 博物 
館 と 、 ナ サ ニ エ ル ・ ダ ー ビ イ ・ ピ ッ ク マ ン 原 
子 力 研 究 所 も 注目 され る 。 

[最近 の 多く の クト ッ ゥ ルフ 神話 作家 は 魔術 と 
魔女 儀式 が 普通 に 教育 され る 場所 と し て ミス 











カト ニッ ク 大 学 を 描写 する が 、 一 方 ラヴ クラ 
フト 自身 は 合理 性 と 科学 思想 の と り で と し て 
ミス カト ニッ ク 大 学 を 描写 し た 。] 

ー カ ム 、 ア ー ミ テッ ジ (ヘン リー)、『 可 
魔 の 魔術 』」、」 ア プ ト ン (ダニ エル )、『 ヴ イィ ク 
トリ ア 時 代 の クト ウゥ ルフ 』、 ウィ ル マ ー ス ( ア 
ル バ ー ト )、 ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン 、 ウ ェ イ ト (アセ ナス )、 ウ ェ イ トリ ー (ウィ 
ル バ ー) 、『 エ イボ ン の 書 』、 オ ー ン (シモ ン ) 、 
『 ク リプ ティ コン 』、 ク ロウ (タイ タス )、 ケ 
スタ ー 文 庫 、 コ ー プ ラン ド (ハロ ルド ・ ハ ド 
リー) 、『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、『 国 境 の 要塞 』、 
サン ボー ン 研 究 所 、『 死 者 崇拝 』、『 恨 食 教典 
儀 』、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ (ラバ ン )、 ス ター ク 
ウェ ザー ニテ ムー ア 探 検 隊 、『 セ ラ エ ノ 断章 』、 
ダー ビ イ (エド ワー ド )、 ダ イア ー (ウィ リア 
ム )、『 ダ ゴネ ン シ ス 写本 』、『 ダ ゴン へ の 祈り 』、 
ダニ ッ チ 、 ダ ン シ ー ズ (ピー ター) 、『 地 底 を 
掘る も の 』、 チ ャ ー マ ズ (ハル ピン )、『 ド ー 
ル 讃 歌 』、『 骸 上 の 黒き 書 』、『 ナ コト 写本 』、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 ハ イク (ハー バー ト ) 、 
パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 、『 ハ リ の 啓示 』、 ピ ー ス リー 
(ウィ ン ゲ ー ト )、 ピ ー ス リー (ナサニエル ) 、 
フィ リッ プス (ウォ ー ド )、 フ ォ ー ル ワー ス ( エ 
リフ ァ ス )、『 フ サン の 謎 の 七 書 』、 ボ イド ( ク 
レイ ボー ン ) 、『 魔 術 の 真理 』、 魔 女 の 家 、『 無 
名 祭礼 書 』、『 妖 明 の 秘密 』、 ラ ファ アム (セネカ ) 、 
ラン ファ ー (モー ガン ) 、『 ル ルイ エ 異 本 を 基 
に し た 後期 原始 人 の 神話 の 型 の 研究 』 

園 ア ント ッ ゥ ネス "Miskatonic University 
Guidebook": ハ ー バ ー “H.P ラヴ クラ フト アー 
カム ": ピ ー タ ー セ ン & ウィ リス "Miskatonic U. 
Graduation Kit': ライ バー「 ア ー カ ム そ 5 
の 世界 へ 」: ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山 脈 に 

「 時 間 か ら の 影 」、「 ダ ニッ チ の 怪 」、 0 
生 者 ハー バー ト ・ ウ ェ ス ト 」(O)、「 魔 女 の 家 
の 夢 」 
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ミス クア マカ ス (クア ミス ) 
Misquamacus (also Quamis) [miskKWAM-a-kus] 
アメ リカ ・ イ ン デ ィ ア ン の 奇跡 を 行なう 人 、 
ある い は シャ ー マ ン 。 も し か し た ら 北 アメ リ 
カ 大 陸 最 強 の シャ ー マ ン で あっ た か も し れ な 
い 。 彼 は 多く の 生 を 持っ て いて 、 さ ま ざ ま な 
部 族 の 一 員 で あっ た と 信じ られ て お り 、 部 族 
は 彼 の 物語 を 最大 級 の 秘 密 の 一 つと し て 保っ 
て きた 。 外 部 の 手 に よる 記録 で は 、 マ サチ ュー 
セッ ツ 州 の ワン パ ノ ー ア グ 族 の 中 に 彼 が 出現 
し た こと を 裏付け る こと し か で き な か っ た 。 
ワン パ ノ ー ア グ 族 の 一 人 が 精 圭 に つい て の 由 
富 な 知識 を アリ ヤ ・ ビ リン トン に 教え る が 、 
ビリ ント ン が 去っ た の ち は 、 彼 が し た こと を 
止め る た め の 行 動 を 起こ さ ざ る を えな か っ た 。 
[ミス クア マカ ス は ラヴ クラ フト の 創造 で あぁ 
り 、 ダ ー レ ス が 「 暗 黒 の 儀式 」 に 組み 入れ た 
ラヴ クラ フト の 短い 覚書 の 断片 の 一 つ に 登場 
する 。 
っ ー ビ リ ント ン ( ア リヤ )、 ビ リン トン ( リ 
チャ ー ド ) 
マス ター トン 『Return of the Manitou』, ラ 
ヴ ク ラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」(O) 














緑 の 男 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 緑 の 男 ) 


Green Man 


「 緑 の 書 ] 

Green Book 

無名 の 若い 少女 の 日 記 。 そ こ に は 、 彼 女 が 
知ら ず 知ら ず の うち に 魔術 に 関し て 多く の 経 
験 し た 事柄 が 書か れ て いる 。 わ ず か 1 冊 し 
か 存在 し て いな い が 、 内 容 は クト ゥ ルフ 神話 
を 研究 する 者 に と っ て 非常 に 買 重 な も の で あ 
る こと が 判明 し た 。 

ーs ア ラーラ 、 ヴー ア 、 チア ンジ 、 
オ 
悦 マ ッ ケ ン 「 白 魔 」 


ドー ル 、 マ 


緑 の 崩 壊 

Green Decay 

1)『 エ イボ ン の 書 』 に 見 られ る 呪文 で 、 犠 牲 
者 は 緑 が か っ た 腐敗 物 の 山 と 化す 。 そ れ は 魔 
術 師 も 嫌う ほど 汚 ら し いも の で ある 。 

ー 『 エ イボ ン の 書 』 

悦 ヒー ルド 「 石 像 の 恐怖 」 

2) アン デッド で ある グラ ー キ の 従者 が 、60 
年 間 以 上 主人 に 仕え た のち に 苦し お む 症 状 。 従 
者 が 日 光 に さら され る と 、 急 速 に 腐敗 が 始ま 
り 、 従 者 の 体 は すぐ に 破壊 され る 。 緑 の 崩壊 
で 死ん だ 者 か ら の 抽出 物 が 、 ハ イチ の ゾン ビ 
を 創造 する 際 に 使用 きれ る と 言う 者 も いる 。 
ー グ ラー キ 

キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of the Lake」 


ミュ ル ダ ー、 ゴ ッ ト フ リー ト (も し く は 
ヘル マン ) (1795 年 ご ろ ~ 1858 年 ) 
Mialder (Doctor and Professor) Gottfried (or 
Hermann) 

ハイ デル ベル ク 出 身 の 科 学者 。 フ リー ド 
リッ ヒ ・ フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 友人 で 『 無 銘 祭 
礼 書 』 を 出版 し た 。 二 人 は 1815 年 に お そら 
く ベ ルリ ン 大 学 で 出会い 、 親 友 に な っ た 。 二 
人 の つなが り は 、 オ カル ト の 実験 に 失敗 し た 
ユン ツ ト の 命 を ミュ ル ダ ー が 救っ た こと で よ 
り 強 く な っ た 。 ミ ュ ル ダー は 1818 て 19 年 
に 行なわ れ た ユン ツ ト の アジ ア 旅 行 に 同行 し 
た が 、 帰 っ て きた と き に は 二 人 の 気持 ち は 離 
れ て し まっ て いた 。 

フォ ン ・ ユ ン ツ ト は 1830 年 代 半 ば まで 
ミュ ル ダ ー と 会 うこ と は な か っ た 。 そ の ころ 
ミュ ル ダ ー は デュ ッ セ ルド ルフ で 出版 社 を 経 
営 し て いた が 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト は 『 無 銘 祭 
礼 書 』 を 彼 に 出版 し て も ら お うと し た 。 ミ ュ 
ル ダ ー は 1837 年 に 原稿 を 受け 取っ た 。 彼 が 
2 年 間 そ の 出版 を た め ら っ た 理由 は 謎 だ が 、 
本 は 1839 年 に ミュ ル ダ ー 自 身 に よる 序章 と 
共に 世に 出 た 。 ミ ュ ル ダー は 、 フ ォ ン ・ ユ ン 
ツ ト に 次 の 本 を 書く よう 頼ん だ が 、 そ の 計画 
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は 友人 の 死に よっ て 途絶 えた 。 

ミュ ル ダ ー の 出版 社 は フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 死 
に 発し た 陳 聞 か ら 回 復 す る こと な く 、 ま も な く 
倒産 し た 。 ミ ュ ル ダー は ライ ブチ ヒ に 行き 、 そ 
こ で 役 は 催眠 術 を 使用 し て 自分 と フォ ン ・ ユ ン 
ツ ト の 会 話 を 思い 出し 、 そ の 内 容 を 1847 年 に 
『 ア ジア の 秘め た る 神秘 』 と いう 本 に し て 出版 
し た 。 役 に と っ て 不幸 な こと に 、 こ の 本 は 当局 
と の 問題 を 引き 起こ し た 。 ミ ュ ル ダー は メッ 
ツェ ン ガ ーシュ タイ ン に 逃れ た が 、 そ こ で 死ぬ 
まで 精神 病院 に 閉じ 込め られ た 。 

[も と も と ミュ ル ダ ー は ウィ リス ・ コ ノバ ー 
が 創造 し た も の で 、 コ ノバ ー は H. P. ラヴ ク 
ラフ ト へ の 手紙 で ミュ ル ダ ー の こと を 書い て 
いる 。 コ ノバ ー に よる と 、 ヘ ルマン ・ ミ ュ ル 
ダー 教授 は 、1937 年 に まだ 生存 し て いる 人 
物 で あっ た 。 リ ン ・ カ ー タ ー は 、 コ ノバ ー の 
手紙 を 読ま ず に 、 ミ ュ ル ダー に 関す る 別 な 歴 
史 と 名 前 を 作っ て し まっ た 。 博士 の 子孫 の 一 
人 が FBI に 加わ っ た と いう 可能 性 も ある や 
も し れ な い (訳注 : ミュ ル ダ ー の 英語 名 は モ 
ル ダ ー)。] 
ー『 ア ジア の 秘め た る 神秘 一 ゴー ル ・ ニ グラ 
ル へ の 注釈 付き 』」、『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 フ ォ 
ン ・ ユ ン ツ ト ( フ リー ドリ ッ ヒ )『 無 名 祭祀 書 』、 
ヨ グ ニー ソト ー ス 
悦 カー ター「Zoth-0mmog」: コ ノバ ー『Lovecraft 
atLasll(O): ハリ ス 「The History of Von 
Unaussprechlichen Kulten」、「The Von Junzt 

















Timeline」 


ミリ ・ ニ グリ 
Miri Nigri [MEER_-i NEE-gri 

チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン に よっ て 両生 類 の 
体 組織 か ら 創造 され た 「 奇 妙 な 浅 黒 い 人 々 」。 
自分 た ちの 創造 主 を 崇拝 し 、 ピ レネ ー 山 脈 に 
ある 創造 主 の 本 拠 地 の 近く に 棲ん で いた 。 
ロー マ 時 代 、 彼 ら は 山 か ら 下り て き て は ポン 
ペロ の 町 の 近く で 交易 を 行ない 、 メ イ ・ イ ブ 
と ハロ ウィ ー ン に は 生け 加 に 捧げ る た め に 
人 々 を 誘拐 し た 。 あ る 年 、 ロ ー マ 人 は 彼ら の 
儀式 を や め さ せ る た め に 軍勢 を 送っ た が 、 ミ 
リ ・ ニ グリ は 一 人 を 残し て それ を 残 減 し た 。 
これ ら の 出来 事 の の ち 、 チ ャ ウ グ ナ ー は 彼ら 
に この 地域 を 離れ る よう 命じ 、 ミ リ ・ ニ グリ 
は ツァ ン 高 原 の チ ャ ウ グ ナ ー の 新しい 本 拠 地 
に 移動 する こと と な っ た 。 チ ョ ー ニ = テ チ ョ ー 人 
は 普通 の 人 間 と ミリ ・ ニ グリ の 交雑 の 結果 生 
み 出 され た 。 

[「 ミ リ ・ ニ グリ 」 と いう 名 は ラヴ クラ フト 
が 夢 で 見 た も の で ある 。「 証 の 民 」( ラ ヴ ク ラ 
フト の 手紙 の 一 つ を 出版 し た も の ) に は この 
名 前 が 登場 し な いこ と に 注意 すべ き で ある 。] 
ー チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 チ ヨー ニテ チョ ー 
人 、 マ グ ヌ ム ・ イ ン ノ ミナ ンド ゥ ム 
略 バ ー ト ン “The Curse of Chaugnar Faugn' : 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters Il : ロ ング 「 恐 
怖 の 山 」 
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ムー 
Mu [MOO] 

イー スタ ー 鳥 の 南方 1.000 マイ ル に 沈ん 
で いる 大 陸 。 ム ー は 上 十 の も の の 時 代 に 太平 洋 
か ら 隆 起 し た 。 大 陸 に は の ち に クト ッ ゥ ルフ の 
星 の 落 し 子 が 植民 し た 。 沙 し 子 は 古 の も の と 
の 戦争 の の ち 、 ル ルイ エ と 共に 海中 に 沈む ま 
で 大 陸 を わが も の と し て いた 。 

ムー は 、 人 類 が 最初 に 現れ た 大 陸 で 、 こ こ 
か ら ほ か の 大 陸 に 広がっ た と 推定 され る 。 ハ 
イ パ ー ボ リア 時 代 に は 、 ム ー は 極地 の 王国 に 
敬意 を 表し て いた が 、 同 時 に 魔術 師 エ イボ ン 
で さえ も ムー の 呪文 の 力 を 認め て いた 。 ムー 
の 文明 は 九 王国 が 花開い た 約 20 万 年 前 に 絶 
頂 を 迎え た 。 

後世 の 人 々 と 違っ て 、 ム ー の 人 々 は 神 を 
ずっ と 近く に いる 存在 だ と 考え て いた 。 ま た 、 
人 類 と 並ん で より 強力 な 別 の 種族 が ムー に 棲 
ん で いた と いう 。 そ れ は ロイ ガー と も 言わ れ 
る 種族 だ と 言う 者 ちい る し 、 ま た 、 物 体 化し 
た 肉体 を 持つ 偉大 な る 種族 に 似 た 種族 で あっ 
た と 言う 者 ちい る 。 ム ー の 人 口 の 大 部 分 は 、 
この 種族 を 神 と みな し 、 彼 ら の 仲介 者 で ある 
神 官 スー チ ス の クソ ロー を 通し て それ ら を 崇 
捧 し て いた 。 こ れ ら を 別 と し て も 、 ム ーー 人 は 
千 柱 も の さま ざま な 神々 を 崇め て お り 、 そ の 
中 に は クト ゥ ルフ 、 イ オド 、 シ ュ ブ = テニ グラ 
ス 、 バ イア ティ ス 、 そ し て ヴォ ル ヴ ァ ド ス (上 異 
次 元 の 存在 の 侵 人 か ら 大 陸 を 救っ た ) な ど が 





いた 。 し か し な が ら 、 三 柱 の 神々 、 ゾ スニ テオ 
ム モ グ 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ユ ト グ タ の 三 「 兄 弟 」 
が 最も 人 気 の あ る 神々 で あっ た 。 これら の 存 
在 へ の ムー 人 の 献身 が 、 彼 ら の 衰亡 に つ な 
が っ た の か も し れ な い 。 

時 間 が た つ に つれ て 、 ガ タ ノ ソ ア の カル ト 
は 赤い 月 の 年 (紀元 前 17 万 3118 年 ) まで 
次 第 に 強力 に な っ て いっ た 。 シ ュ ブ = テニ グラ 
ス の 神官 で あっ た トヨ グ は 、 ク ナ ア 王 国 の ヤ 
ディ ステ ゴー 山 の 中 に ある 神 の 年 獄 に 入る こ 
と に よっ て ガタ ノ ソ ア へ の 挑戦 を 始め る 。 ト 
ョ グ は 彼 の 使命 に 和 失敗 し 、 ガ タ ノ ソ ア ・ カ ル 
ト は さら に 強力 に な っ て ムー の ほか の すべ て 
の 神 の 神殿 に 対し 、 そ の 閉鎖 を 人 迫る まで に 
な っ た 。 

ムー の 滅亡 の 原因 は 謎 の まま で ある 。 あ る 
者 は 大 陸 の 下 の 気 孔 が 爆発 し 、 そ れ が 沈没 を 
引き 起こ し た と 言う 。 ま た ほか の も の は 、 人 
肖 と 共に 棲ん で いた 種族 が あま り に 早く その 
霊 的 な 発展 に お ける 次 の 段階 に 達し よう と し 
た た め だ と 言う 。 こ の 試み は ムー を 沈め て し 
まう ほど の 念 動力 を 解放 し て し まい 、 こ の 種 
族 は 自分 た ち 自 身 と 世界 を 破壊 か ら 守 る た め 
に 、 や む を え ず 意識 を 封 還 する こと に し た と 
いう 。 多く の 人 々 は 『 ザ ン ツ ー 石 板 』 に 書か 
れ た 物語 を 受け 入れ て は いる 。 そ の 本 は 、 嘱 
く 闇 の 年 (紀元 前 16 万 1844 年 ) に 、 ユ ト 
グ 夕 の 神官 ザン ツー が ガタ ノ ソ ア の 力 を 打ち 
返す た め に 、 い か に 自分 の 神 を 召喚 し よう と 
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し た か を 述べ て いる 。 旧 き 神 は 、 こ の 凶 状 に 
気づき 、 ユ ト グ タ が 解き 放 た れる 前 に ムー を 
沈め た と いう 。 

ムー の 生存 者 は 太平 洋 周辺 の 地域 に 逃れ 
た 。 そ こ で は 、 彼 ら の 大 部 分 が 今日 まで 生き 
残っ て いる 。 神官 ク ソロ ー は ムー か ら 南 米 へ 
行き 、 さ ら に ユカ タン 半島 に 進ん だ 。 そ こ で 
彼 は 火山 の 爆発 で 死ん だ 。 ザ ン ツ ー は ツァ ン 
高原 へ 行く 方 法 を 見 つけ 、 そ こ で 埋葬 され た 。 
ポ ナ べ や イー スタ ー 島 の 遺跡 や 、『 無 銘 祭祀 
書 』、『 ポ ナ ペ 教典 』、『 ザ ン ツ ー 石 板 』、 ハ ロ 
ルド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド の 著作 な どの 
本 で も ムー に 関す る 証拠 を 見 つけ る こと が で 
きる だ ろう 。 

[ムー 大 陸 説 の 起源 は ディ エゴ ・ デ ・ ラ ンダ 
に よる 古代 マヤ 表 音 文字 の 誤っ た 復元 の 試み 
に よる も の で ある 。 ず っ と あと の 時 代 に ブ 
ラッ スー ル 神 父 は 『 ト ロア ノ 古 写本 』」 を ラン 
ダ に 従っ て 読も うと し て 、 写 本 が 「 ム ー」 と 
呼ば れる 大 陸 が どの よう に し て 海 に 沈ん だ か 
を 述べ た も の だ と 信じ て し まっ た (この 写本 
は 実際 に は 天文 学 の 論文 で ある )。 オー ガス 
トゥ ス ・ ル ・ プ ロン ジョ ン な どの 初期 の ムー 
研究 家 の 中 に は 、 ム ー と アト ラン ティ ス が 同 
じ で あっ た と 考え る 人 も いた 。 ム ー の 最も 有 
名 な 提唱 者 、 ジ ェ ー ム ズ ・ チ ャ ー チ ワー ド 「 大 
佐 」 は それ を 太平 洋 に 置い た 。 オ カル ト 主 義 
作家 、 フ ィ ク ショ ン 作 家 の 多 く が それ に 従っ 
た 。 ーー レ ムリ ア ] 
ー イ エー、『 イ エー の 儀式 』、 古 の も の 、 イ 
ゴス 記 、 ヴ ォ ル ヴァ ドス 、『 失 われ た 帝国 の 
遺跡 .、 ウ ブ 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク トゥ ウル フ 、 ク トウ 
ルフ の 星 の 落し 子 、 ク ナ ア 、 黒 い 印 、 コ ー プ 
ラン ド (ハロ ルド )、『 ゴ ー ル = テニ グラ ル 』、 
ザン ツー、 シ ャ ン バ ラ 、 ズ チェ クォン 、 ゾ ス 
テオ ム モ グ 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ツ アン 高原 、 ト 
ヨ グ 、 ナ アカ ル 語 、 ナ グ と イエ ブ 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 、 旧 き 神 、 ヤ ディ スニ ゴー、 ユ ト グ タ 、 
ルル イエ 、 ロ イガ ー 
悦 C ウィ ルソン 『 賢 者 の 石 』」「 ロ イガ ー の 復 








活 」: カー ター 「 墳 墓 の 王 」、「The Book of the 
Gates」、「The Fishers from Outside」、「The 
Offering」、「Out of the Ages」、「The Thing in 
the Pit」 カー ター& C.A. ス ミス 「The Utmost 
Abomination」、「The Papyrus of the Dark 
Wisdom」: カ ッ ト ナ ー 「 侵 信者 」) チ ャ ー チ ワー 
ド 『 失 われ た ムー 大 陸 』: ヒ ー ル ド 「 永 勃 よ り 」: 
ラム レイ 『Elysia』 


ムー・ ト ゥ ー ラ ン 
Mhu Thulan 

ハイ パー ボリ ア の 最 北部 。 突 き 出し た 半島 
で ある ムー・ ト ゥ ー ラ ン は お そら く グ リー ン 
ラン ド の 古い 名 前 と 思わ れる 。 偉 大 な 魔術 師 
ゾン ・ メ ザマ レッ ク と エイ ボン は どちら も 
ムー・ ト ゥ ー ラ ン に 住ん で いた 。 

ー ア フー ム ・ ザ ー、 エ イボ ン 、 ゾ ン ・ メ ザ 
マレ ッ ク 、 ハ イ パ ー ボ リア 
層 C. A、 スミス 「 ア ブー スル ・ ウ トカ ン の 悲惨 
な 運命 」(0)、「 ウ ボテ サス ラ 」、「 魔 道士 エイ 
ボン 」 


ムー ン テ ピ ビー スト 
Moon-Beasts 

ドリ ー ム ラン ド の 月 の 原生 クリ ー チ ャ ー。 
滑り や すい 白い ヒキ ガエル の よう な 存在 で 、 
唯一 の 感覚 器 は 鼻 か ら 突 き 出 た ピン ク が か っ 
た 触手 で ある (彼ら は 笛 を 吹く こと に よっ て 
交信 し て いる よう に も 思え る が 、 ム ー ン = テ 
ビー スト が どう 彼ら の 環境 を 知覚 し て いる の 
か は 不明 で ある )。 彼ら は 、 月 の 暗い 側 に 棲 
む の を 好む が 、 レ ン か ら 来 た 男 の 黒 い ガ レー 
船 に 、 清 手 や 高級 船員 と し て 乗り 込ん で いる 
の が 見 られ る こと も ある 。 

覚醒 の 世界 の 月 と 異な り 、 ド リー ムラ ンド 
の 月 の 剛 い 側 に は 広大 な 森林 と 油 の 海 が 広 
が っ て お り 、 ム ー ン = テ ビ ー ス ト に と っ て 理想 
的 な 生息 地 と な っ て いる 。 そ こ で この クリ ー 
チャ ー は 大 都市 を 建築 し て お り 、 多 く の さ ま 
ざま な 奴隷 種族 が 働い て いる 。 海 に は 彼ら の 











黒い ガレ ー 船 を 運航 し て お り 、 そ れ を 使っ て 
宇宙 を 飛行 し 、 ほ か の 世界 に 行く こと も で き 
る 。 月 の 本 拠 地 に 加え 、 ム ー ン テニ ビ ー ス ト は 
ドリ ー ム ラン ド に 居留 地 を 持っ て いる こと が 
知ら れ て いる 。 特 に セレ ネル 海 に ある 無名 の 
岩礁 に ある も の が 知ら れ て いる 。 
ムー ン テ ビ ー ス ト は 賢く 、 彼 ら が お お っ ぴ 
ら に 交易 を 行 な お うと し て も 、 ド リー ムラ ン 
ド の 文明 的 な 人 々 が 彼ら の 存在 に 我慢 で き な 
いこ と を 理解 し て いる 。 そ れ で この クリ ー 
チャ ー は レン 高原 出身 の 多く の 人 々 を 奴隷 に 
し た 。 ム ー ン = テ ビ ー ス ト と 異な り 、 レ ン 人 は 
適切 な 服装 を 着 た な ら 人 間 に 見 える 。 こ れ ら 
の 人 間 に 似 た 手下 が 港 で 船 か ら 降り て 、 彼 ら 
の 主人 が 採掘 し た ルビ ー を 売り 、 そ の 利益 で 
奴隷 を 得る 。 ム ー ン ニテ ビ ー ス ト 自 身 は その 間 
船上 に と ど ま る の で ある 。 

この 月 か らき た も の ども は 土星 の 猫 と 同盟 
し て お り 、 か つて は ニャ ル ラ ト テ ッ プ と ム ノ 
ムク ァ に 仕え て いた こと が 知ら れ て いる 。 
ー 品 に する の も は ば か られ る 大 司祭 、 サ ル 
コマ ンド 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ム ノム クア 、 
レン 
悦 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セ ン ほか "HL.P 
Lovecraft s Dreamlands': ラヴ クラ フト 「 未 知 
な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(0): ラ ムレ イ 『Mad 
Moon of Dreams』 





ムー ン ニ = ニレ ンズ 
Moon-Lens 

シュ ブ = テ ニ グ ラス の 僅 拝 者 に よっ て 製作 さ 
れ 、 ゴ ー ツ ウッ ド に 設置 され た 装置 。 神 秘 的 
な レン の ガラ ス が 部 品 と し て 使用 され た 。 通 
常 、 レ ンズ は 高い 塔 に 置か れ 、 数 面 の 鏡 が レ 
ンズ を 通し て 、 あ る 一 定 の 場所 に 月 光 を 集め 
る よう に 置か れる 。 シ ュ ブ テニ グラ ス を 召喚 
する た め の 正 常 な 時 間 は 月 が 出 て いな い 時 間 
だ が 、 ム ー ン テレ ンズ を 使用 すれ ば 満月 時 で 
も 彼女 を 召喚 で きる よう に な る 。 
ー ゴ ー ツ ウッ ド 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 レ ン 


ムー・ ト ゥ ー ラ ンー ンー ム ナ ー ル e 26r e 


の ガラ ス 
キャ ン ベ ル 「The Moon-Lens」 (0) : ロス 
"Dark Harvest' 





無形 の 落し 子 

Formless Spawn 

黒い ター ル が た まっ て いる か の よう な 姿 の 
無 定形 の 存在 。 こ れ ら の 存在 は どん な 形 に で 
も 変わ る こと が で き 、 犠 牲 者 を 捕まえ る こと 
が で きる 。 石 の すき 間 を 流れ る こと も で きる 
し 、 巨 大 な 竹馬 の よう な 脚 で 歩く こと も で き 
る 。 通 常 、 彼 ら は ンカ イ な どの 洞窟 で 遭遇 す 
る 。 ま た 、 彼 ら の 支配 者 で ある ツァ トゥ グ ァ 
の 神殿 に も 現れ る か も し れ な い 。 

ー キ タミー ル 、 ツ アト ゥ グ ア 、 ン カイ 
圏 C.A、 スミ ス 「 サ タム プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 
(0) : ビシ ョ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」 











ム ト ゥ ー ラ 
Mthura [muh-THURL-uh] 

住民 が 水晶 で 出来 て いる 暗黒 の 世界 。 ヤ 
ディ ス の 魔術 師 た ち が 彼 ら の 本 拠 地 を 訪れ た 
と き 、 彼 ら は 自分 ら の 世界 を 救う 方 法 を 捜し 
求め て いた 。 ム トゥ ー ラ は グレ ー ト ・ オ ー ル 
ド ・ ワ ン で ある キー ザ の 本 拠 地 で も ある 。 
ー キ ー ザ 
アニ オロ フス キー 「An Early Frostul : カー 
ター「 シ ャ ッ ガ イ 」、『Visions from Yaddith』 : 
ラヴ クラ フト & E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越 
えて 」(O) 





ム ナ ー ル 
Mnar [mLNARI] 

ドリ ー ム ラン ド に ある 大 陸 。 た だ し ほか の 
資料 に よれ ば 現代 の サウ ジア ラビ ア の 場所 に 
実際 に あっ た いう 。 ど こ に あっ た と し て も 、 
ム ナ ー ル は 歴史 が さか の ぼれ な い ほ ど 古 い 大 
陸 で ある 。 ム ナー ル の 大 陸 に は アイ 河 が 曲 が 
りく ね っ て 流れ 、 ト ゥ ラー、 イ ラー ネ ク 、 カ 
ダテ ロン の 町 が 生ま れ た 。 ま た 、 イ ブ と サル 
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ナス の 大 都市 が ム ナ ー ル 大 陸 の 中 に 造ら れ た 
が 、 ど ちら も 滅び て し まっ た 。 未 知 の 存在 、 
ある い は 未知 の 種族 が ム ナ ー ル か ら 灰 色 が 
か っ た 緑色 の 石 を 持ち 出し 、「 ム ナー ル の 星 
石 」 と 呼ば れる アー ティ ファ クト を 製作 し た 。 
ー イ ブ 、 イ ラー ネ ク 、『 イ ラー ネ ク の パピ ル 
ス 』、 カ ダテ ロン の 円 筒 形 粘土 、 サ ルナ ス 、 
旧 き 印 、 ム ナー ル の 星 石 

悦 ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」(O) : ラヴ 
クラ フト & ダー レス 『 暗 黒 の 儀式 』) ラム レイ 
『 地 を 人 容 つ 魔 』、『The Transition of Titus Crow』 





ム ナ ー ル の 星 石 
Star-Stones of Mnar 

旧 き 印 が 刻ま れ た ム ナ ー ル 大 陸 産 の 緑 が 
か っ た 灰色 の 岩石 。 そ の 力 は 旧 き 印 か ら で は 
な く 、 石 に こめ られ た 力 に よる も の で ある 。 
星 石 は 持っ て いる 人 を グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン の 手先 (グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 自 体 
で は な い ) か ら 守 る こと が で きる 。 グ レー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の いく つか の 墓 の 近く で よく 
見 られ る の で 、 旧 き 神 自身 が これ ら の 星 石 を 
製作 し た 可能 性 も ある 。 

星 石 は 通常 、 ち っ と も な 理由 の た め に 置か 
れ て いる 。 見 た と し て も 位置 を 乱す べき で は 
な い 。 こ の 単純 な 規則 を 無視 し て 、 毎 年 何 十 
名 も の 超自然 現象 の 探索 者 が 、 傷 つけ られ あ 
る い は 殺さ れ て いる 。 星 石 を 取り 除い た こと 
で 邪悪 な カ が 自由 に な る だ け で な く 、 時 に は 
旧 き 神 が あ る べき 場所 か ら 多 く の 星 石 を 動か 
し た 人 を 六 す る こと も 知ら れ て いる 。 星 石 を 
手 に 入れ よう と する な ら ば 、 そ の 人 性 質 を 知っ 
て いる (そう 望む せ と こ ろだ が ) 超自然 の 戦い 
に 慣れ た ベテラン に 任せ る べき で ある 。 ミ ス 
カト ニッ ク 大 学 は 星 石 を 大 量 生 産 する 実験 を 
行なっ て お り 、 い くら か 成果 を 上 げ て いる 。 

『 サ セッ クス 草稿 』 は 3 種類 の 異な る 星 石 
が ある と 主張 する 。 一 つ 目 は 通常 の 石 、 二 つ 
目 は 王 (下位 の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン ? ) 
に 対し て 有効 な 、 磨 か れ た 椿 円 形 の 石 、 そ し 

















て 三 つ 目 は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 自 身 の 
墓 を 守る 、 中 心 で 炎 が 燃え て いる 宝石 。 後 者 
の 一 種類 を 見 た 者 は 誰 も いな い の で 、 そ れ ら 
は 存在 し な い の か も し れ な い 。 

[これ ら の 石 は 「 狂 気 の 山脈 に て 」 で 初め て 
現れ る が 、 そ こ で は 古 の も の の 装飾 お よび 通 
貨 と し て 機能 し て お り 、 防 護 や ム ナ ー ル と の 
関連 は な い 。] 

ー キ シュ 、『 和 狂 え る 修道 士 ク リタ ナス の 層 
悔 』、 旧 き 神 、 旧 き 印 、 ム ナー ル 

悦 カー ター& コー ン フ ォ ー ド IThe Doom of Enos 
Harker」: ペル トン 『The Sussex Manuscriptl : 
ラヴ クラ フト 「 和 狂気 の 山脈 に て 」(0) : ラヴ クラ 
フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」: ラム レイ 『 地 を 
容 つ 魔 』 


ム ナ ガラ ー 
Mnagalah [mLNAO-a-lah] 

内 臓 、 目 、 触 手 の 塊 の 姿 で 現れ る 存在 。 ム 
ナガ ラー は ほか の 存在 と テレ パシ ー で 接触 し 
た 際 に 、 自 分 の 意志 が 地球 に 生命 を 誕生 させ 、 
人 間 の 性 格 の 残酷 な 面 を 創造 し た と 語っ て い 
た 。 ム ナガ ラー は 召喚 され る と 召喚 者 の 腕 の 
腫瘍 と し て 現れ 、 宿 主 を 手始め に 犠牲 者 た ち 
を むさ ぼり 食う こと で 急速 に 成長 する 。 星 辰 
が 正しく な る 前 に この クリ ー チ ャ ー は 完全 な 
大 き さ に 達する に 違い な い 。 ム ナガ ラー は 『 グ 
ラー キ の 束 示 録 』 で 言及 され て いる 。 

ー『 グ ラー キ の 黙示 録 』 
圏 ウ ィ ア & ラ イト ソ ン 『Swamp Thing #8」 : 
キャ ン ベ ル 「The Tugging」 


ム ノ ムク アァ 
Mnomquah [mLNOM-kwahl] 

ティ ー ム ドラ と 地球 の ドリ ー ム ラン ド の 両 
方 で 崇拝 され る 神 で 、 し ば し ば 二 本 の 脚 を 持 
つ ト カゲ 人 間 の 姿 で 現れ る 。 テ ィ ー ム ドラ で 
は 、 ム ノム ク ァ と 月 の 神 レ ー ス が よく 関連 が 
ある 存在 と され た が 、 こ の 二 神 は 完全 に 異 
な っ た 存在 で ある 。 レ ー ス は 盲目 で 耳 の 聞こ 








えな い 神 で 、 彼 の 崇拝 者 の 祈り に 応え て は く 
れ な い 。 そ れ で も 彼 の カル ト は ム ノ ムク ァ の 
影響 を 大 い に 受 け て 豊か で 強力 に な っ た 。 
ム ノ ムク ァ は 月 の 核 に ある ウ ボ ス の 黒い 湖 
の 中 に 封じ 込め られ て いる 。 か つて 彼 の 力 は 
ずっ と 大 きか っ た が 、 あ る 時 彼 は アザ トー ス 
の さま よ え る 沙 し 子 が ドリ ー ム ラン ド の 月 と 
衝突 し そう に な っ て いる の を 発見 し た 。 ム ノ 
ムク ァ は 魔術 師 ハ オン ニテ ドル と 協力 し て 、 沙 
し 子 を 食い 止め る 呪文 を か けた が 、 彼 の エネ 
ルギー の 大 部 分 を 消耗 きせ て し まっ た 。 ム ノ 
ムク ァ は 、 い つか 年 獄 か ら 解放 され 、 彼 の 妻 
の オー ン と 交 合 する た め に サル コマ ンド に 
や っ て 来る で あろ う 。 

スー ム テ ハー と 無名 都市 の クリ ー チ ャ ー は 
か つて 、 ム ノム ク ァ に 仕え て いた 。 今 で は ム 
ノム ク ァ は 、 ド リー ムラ ンド の 奇妙 な ムー ン 
ビー スト に よっ て 崇拝 され て いる 。 ま た レ 
ン 高 原 か ら 来 た 従者 た ち に も 崇拝 され て い 
る 。 
ー ウ ボス 、 オ ー ン 、 サ ルコ マン ド 、 ハ オン 
ミド ル 、 ム ー ン = ニテ ビ ー ス ト 、 無 名 都市 、 ヤ ー 
ナク 、 レ ー ス 
ウィ リア ムズ & ピー ター ソン ほか “HLP 
Lovecrafts Dreamlands カー ター「Mnomquah」: 
ラム レイ 「Imtroduction」 (The House of Cthulhu)、 
『Mad Moon of Dreams』、「The Sorcerer's Book」 
(0) 


無 貌 の 神 … ニ ャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 無 貌 の 神 ) 
Faceless God 


「 無 名 祭礼 書 」 (「 黒 の 書 」) 
Unaussprechlichen Kulten (also the Black 
Book or Nameless Cults) [oon-aus-SPREK。- 
jik-en] 

有名 な オカ ル テ ィ ス ト で あり 探検 家 で あっ 
た フリ ー ド リッ ヒ ・ ヴ ィ ル ハイ ム ・ フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト (1795 ^ 1840) が 書い た 本 。『 無 
名 祭 祀 書 』 を 書き 終え た 直後 、 フ ォ ン ・ ユ ン 
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ツ ト は まだ 不明 な 個所 を 求め て 旅 に 出かけ 
た 。 モ ン ゴ ル の 旅 か ら 戻 っ た の ち 、 フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト は 自分 の 部 屋 に 閉じ こも り 、 何 か 月 
も か け て 新しい 原稿 を 書い た 。 モ ン ゴ ル か ら 
帰 避 し て 6 か 月 後 、 彼 は 鍵 が 掛か っ て 密室 状 
態 の 部 屋 の 中 で 絞め 殺さ れ て いる の が 発見 さ 
れ た 。 彼 の 周囲 に は 、 引 き 裂 か れ た 覚書 が 散 
ら ば っ て いた 。 引き裂か れ た 覚書 の 内 容 は 、 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 友人 で あっ た アレ クシ ス ・ 
ラド ー が つなぎ 合わ せ た の だ が 、 そ れ を 読ん 
だ ラド ー は それ を 燃やし て 自分 の の ど を 切り 
裂 い て し まっ た た め に 謎 の まま で ある 。 

デュ ッ セ ルド ルフ の 出版 社 の ゴット フリ ー 
ト ・ ミ ュ ル ダー は 1839 年 に 『 無 名 祭礼 書 』 
の ドイ ツ 語 版 を 出版 し た 。 し か し 、 本 を 買っ 
た 人 の 多く は 、 作 者 の 運命 を 知っ た の ち に 本 
を 破棄 し て し まっ た 。 イエ ズ ス 会 士 ピ エー ル ・ 
サン スリ ー ル の フラ ンス 語 訳 が な けれ ば 、 こ 
の 本 は 忘れ 去ら れ て し まっ た か も し れ な い 。 
サン スリ ー ル は 世界 の カル ト に つい て 学生 に 
教え る た め に 翻訳 を 作っ た らし い 。 翻訳 は 
1843 年 に サン ・ マ ロ で 印刷 され た が 、 残 っ 
て いる も の は 一 冊 も 知ら れ て いな い 。 評 判 の 
悪い 書籍 商 M. A.G. ブ ライ ドウ ェ ル は ロン 
ドン の 書店 で フラ ンス 語 訳 を 一 冊 発見 し た 。 
彼 は 本 が 世間 を 騒が すこ と を 期待 し て 、 
1845 年 に 最初 の 英訳 版 を 出版 し 、「 無 名 の カ 
ルト 」(Nameless Cults) と いう タイ トル を 
それ に 与え た 。 こ の 版 は 、 間 違い や 誤植 が 多 
く 、 安 っ ぽい 木版 画 が 添え られ て いた た め 、 
オリ ジ ナ ル の 評判 を さら に 落と し た だ け で 
あっ た 。 

ニュ ー ヨ ー ク の ゴー ルデン ・ ゴ ブリ ン ・ プ 
レス は 独自 に ドイ ツ 語 版 か ら 英 訳 を 行ない 、 
ディ エゴ ・ ヴ ェ ラ スケ ス の カラ ー 図 版 を 添え 
て 1909 年 に 出版 し た 。 こ れ は ブラ イド ウェ 
ル 版 より 正確 に 翻訳 され た が 、 翻 訳者 は オリ 
ジ ナ ル の 4 分 の 1 以上 を 削除 し た 。 ま た 、 
本 の 価格 は 高く て 一 般 人 に は 手 が 出 な か っ 
た 。 星 の 知恵 プレ ス と いう 正体 の 知れ な いと 
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ころ か ら も 同年 に 出版 され た と 推定 され る 
が 、 こ の 版 は 一 冊 も 見 つけ られ て いな い 。 こ 
の 本 を 研究 者 用 に 出版 し よう と いう 試み が ミ 
スカ トニ ッ ク 大 学 に よっ て 何 度 か 行なわ れ た 
が 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 相続 人 は いか な る 新 
規 の 出版 も 許可 する こと を 拒否 し た 。 

『 無 名 祭礼 書 』 は ミス カト ニッ ク 大 学 図書 
館 、 サ ン ボ ー ン 研究 所 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 荒 
れ 果 て た 星 の 知恵 教会 の 図書 館 、 お よび カリ 
フォ ルニア の ハン ティ ンド ン 図 書館 に 保管 さ 
れ て いる 。 

本 の 中 で フォ ン ・ ユ ン ツ ト は 、 世 界 中 の 崇 
拝 様式 に 関す る 彼 の 多く の 調査 結果 に つい て 
論じ る 。 本 の 一 部 で は サッ グ 団 や アフ リカ の 
ヒョウ 男 の 組 織 な どの 一 般 的 に も 知ら れ て い 
る 秘密 結社 を 扱う 。「 旧 き 世 界 の 物語 」 と 題 
する 長い エッ セイ で 始ま る 作品 の 本 文 は ク 
トゥ ルフ と その 一 族 (レン の チョ ー テ チョ ー 
人 カル ト 、 黒 い 石 の 人 々 、 お よび ガタ ノ ソ ア 
の 世界 的 な 一 派 な ど ) の 崇拝 を 扱っ て いる 。 
フォ ン ・ ユ ン ツ ト の これ ら の カル ト の 合理 的 
な 説明 が 、 と ころ どこ ろ で 上 脈絡 も やわ ま と まり も 
な いも の に な る こと が ある 。 ア リコ ー ン (一 
角 獣 の 角 ) が 本 当 に ある と か 、 地 獄 を 訪れ た 
な ど と いう 主張 は 、 彼 の 不安 定 な 精神 状態 を 
示す も の だ と され る こと が 多い 。 し か し な が 
ら 彼 の 作品 の ほとん ど は 洞察 に 満ち た も の で 
あり 、 簡 単に 捨て 示 る べき で は な い 。 

ー『 暗 黒 の 知識 の パピ ルス 』、 ガ タ ノ ソ ア 、 
黒い 石 、 ク トウ ルフ 、 ク ナ ア 、 サ ン ボ ー ン 太 
平 洋 海域 古代 遺物 研究 所 、 チ ヨー ニー チョ ー 人 、 
募 の 神 艶 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド リッ 
ヒ )、 ブ ラン ・ マ ク ・ モ ー ン 、 星 の 知恵 派 教団 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、 ミ ュ ル ダー (ゴット フ 
リー ト )、 ヨ グ ニ = テ ソ トー ス 、 ラ ドー (アレ ク 
シス )、 レ ン 

カー ター「Zoth-Ommog」 : スタ ン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonic』: ハリ ス 「The History of 
Unaussprechlichen Kulten」: ハワード 「 黒 い 
石 」、「 屋 根 の 上 に 」、「 夜 の 未 座 」 (0) : ヒー ル 

















ド 「 永 効 よ り 」 : R. プラ イス 「Dope War of the 
Black Tong」 : ボネ ウィ ッ ツ 『Real Magic」: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 導 に さま よう も の 」 


無名 都市 
Nameless City 

ハ ド ラ マウ ト に 近い アラ ビア 砂漠 の い ず こ 
か に 埋もれ た 遺跡 。 一 時 期 、 都 市 は 大 洋 の 底 
に あっ た が 、 激 し い 地 殻 変動 に よっ て 地表 に 
現れ た 。 則 虫 類 に 似 た ヒ 上 類似 の 種 (こと に 
よる と 深き も の か へ ビ 人 間 の 支族 ) が 都市 に 
棲ん で いた 。 こ れ ら の 生物 は 水生 で 、 都 市 が 
海岸 に あっ た と き に は 彼ら の 力 は まだ 強力 
だ っ た が 、 気 候 が 乾燥 し て きた た め 、 こ れ ら 
の 生物 は 衰退 し た の だ と 信じ られ て いる 。 
人 間 が 中 東 に 現れ て アイ レム の 都市 を 建築 
する と 、 肌 虫 類 は 最も 奥 の 洞窟 神殿 ま で 引っ 
込み 、 岩 を 削っ て 彼ら の 予言 者 が 約束 し た 地 
ト の 楽園 を 造っ た 。 その後 無 名 都市 の 住人 は 
皆 地 下 世界 に 旅立ち 、 都 市 は 無人 と な っ た 。 
今日 で は 、 ほ ん の わずか な 壁 と 洞窟 神殿 が 
残っ て いる の み で ある 。 

都市 は 何 世紀 も の 間 無 人 だ が 、 こ の 地域 の 
住民 は まだ 無名 都市 を 避け て いる 。『 ネ クロ 
ノミ コン 』 を 書く 前 に アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー 
ド が ここ で 多く の 時 間 を 過ごし た こと も 、 さ 
ら に 都市 の 評判 を 悪く し て いる 。 シ ュ リ ュ ズ 
ベリ イ 教 授 に こよ る と 、 ダ マス カス で の 彼 の 非 
現実 的 な 「 終 屯 」 の あと で 、 了 下 な 力 が この 
都市 に アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド を 連れ て 来 
た と いう 。 

ー ア イレ ム 、 ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル ) 、 
カラ ニシ ェ ー ル 、 そ は 永久 に ……、 シ ュ リ ュ 
ズ ベ リ イ (ラバ ン )、 深 きも の 、 へ ヘビ 人 間 、 
ム ノ ムク ア 
悦 ダー レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」: 
ラヴ クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」、「 無 
名 都市 」(0) : ラヴ クラ フト & ダー レス 「 暗 黒 
の 儀式 」: ラム レイ 「The Returmn of the Deep 
Ones」 
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無名 の 邑 (マグ ヌ ム ・ イ ン ノ ミナ ンド ゥ ム ? ) 
Nameless Mist (possibly also Magnum 
Innominandum) 

アザ トー ス に 産み 落と され た 存在 。 ニ ス の 
らせん の 風 の 時 代 に ヨ グ = テ ソ トー ス を 生み 出 
し た 。 ガ グ が 仕え て いる 。 
ー ア ザ ト ー ス 、 ガ グ 、 マ グ ヌ ム ・ イ ン ノ ミ 
ナン ドウ ゥ ウム 、 ヨ グ ニ テニ ソ トー ス 
悦 カー ター 「Dreams of the Black Lotus」、「The 
Shadow from the Stars」: ラ ヴ ク ラ フト 『Selected 
Letters IV』 (O) 





『「 ム ン ニ ラス ・ パ ピル ス J」 
Mum-Rath Papyri 

イブ ン ・ シ ョ ダ ト ゥ ア に よっ て 翻訳 され 、 
注釈 を 付け られ た 文書 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン を 扱っ て お り 、 彼 ら を 論じ る 人 々 の 助け 





カー ター「The Book of Preparations」: ラ 
ムレ イ 「The Fairground Horror」 (O) 





冥王 星 … ユ ゴス 


Pluto 


冥王 星 の 薬 譜 


Plutonian Drug 


名 状 し が た いも の 一 ハス ター 
Unspeakable One, the 


メイ ン 州 の 魔女 集会 一 頭蓋 骨 の カル ト 
Maine Witch Coven 


メー ソン 、 ケ ザイ ア 
Mason, Keziah 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 ア ー カ ム 出 身 と 思わ れ 
る 魔女 。1692 年 の 魔女 騒ぎ の 際 に 逮捕 され 
た 。 ケ ザイ ア ・ メ ー ソ ン は 率直 に 自分 の 犯罪 
告白 し 、 悪魔 が ハナ ブ と いう 秘密 の 名 を 彼 
女 に 与 、 さ ま ざ ま な 人 目 に つか な い 場 所 で 
の 秘密 の 儀式 を 彼女 に 執り 行なわ れ た の だ と 
言っ た 。 彼 女 の 冒 法 的 な 行為 を 助け る た め に 、 
悪魔 は ブラ ウン ・ ジ ェ ン キン と いう 名 の 使い 
魔 を 彼女 に 与え た 。 ま た 彼女 は 、 長 い 距 離 を 
自由 に 移動 で きる よう に な る 、 特 異な 線 と 角 
度 の 組み 合わ せ を 発見 し た 。 
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彼女 が 仲間 の 魔女 集会 参加 者 の 名 前 を 告白 
し た の ち 、 裁 判官 は ケ ザ イア を 有罪 と し 死刑 
を 言い 渡し た 。 こ れ は 珍し い 宮 告 で あっ た 。 
と いう の も ほとん どの 魔女 裁判 で は 、 罪 を 認 
め た 被告 は 殺さ れる こと は な か っ た か ら だ 。 
その 後 ま も な く 、 壁 に 描か れ た 不思議 な 図形 
だ け を 残し て 彼女 は 独房 か ら 脱獄 し た 。 裁 判 
官 が 彼女 の 共謀 者 を 逮捕 し に 行く と 、 彼 ら は 

















すでに 次 を 消し て お り 、 彼 ら の 家 に 同じ 印 が 
ある の を 発見 し た 。 ア ー カ ム で は 、 魔 女 と そ 
の 使い 魔 が 時 折 見 られ る と いう 噂 が 長年 に わ 
た っ て 語ら れ て いる 。 

ー ア ー カ ム 、 ジ ェ ン キン (ブラ ウン )、 魔 女 
の 家 

略 ヘ ベン ダー ソン 「Idiot Savant」 : ラヴ クラ フ 
ト 「 魔 女 の 家 の 夢 」(O) 





モー ガン 博士 、 フ ラン シス 
Morgan, (Doctor) Francis 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 薬学 と 比較 解剖 学 
(ある い は 考古 学 ) の 教授 、 モ ー ガ ン は ライ 
ス 教 授 と アー ミ テ ッ ジ 教授 と 共に 、「 ダ ニッ 
チ の 怪 」 に 立ち 向かっ た 3 人 の 一 人 で あり 、 
多く の 研究 者 が これ まで 考え て いた 以上 に 、 
彼 は その 件 で 重要 な 役割 を 演じ た と 信じ られ 
て いる 。 モーガン は 、1937 年 に 行なわ れ た 
不運 な ミス カト ニッ ク 大 学 の イギリス 領 ホ ン 
ジュ ラス 探検 の 際 に 、 狂 気 に 陥っ て 矢 践 し た 
が 、 結 局 は 再び 現れ た 。 彼 は 1993 年 に な っ 
て も まだ 、 大 学 で 活発 に 働い て いた が 、 ミ ス 
カト ニッ ク 大 学 の 、 さ ら に 年 配 の 教員 の 多く 
は 彼 を 信頼 せ ず 、 彼 を 注意 深く 監視 し て いた 。 
サゲ ー ミ テツ ジ (ベン リー)、 ダッ ソチ 、 ラ 
イス 教授 (ウォーレン) 




















S. ジョンソン ^A Resection of Time': ハ ー バ ー 
"HL.P ラヴ クラ フト アー カム ": マ ーシュ ほか 「A 
Private Inquiry into the Possible Whereabouts of 
Claiborne Boyd」: ライ バー「 ア ー カ ム そ し て 星 
の 世界 へ 」: ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


木星 
Jupiter 

か つて 飛行 する ポリ プ の 本 拠 地 だ っ た 。 
ー 飛 行 す る ポリ プ 


『 モ ノリ ス の 人 々 」 (「 石 碑 の 人 々 」) 
The People of the Monolith 

有名 な ボー ドレ ー ル 派 詩人 で 、 エ ド ワ ー ド ・ 
ダー ビ イ の 文通 仲間 で あっ た ジャ ステ ィ ン ・ 
ジェ フリ ー に よる 詩集 。 題 名 と な っ た 詩 は 、 
1922 年 に 行なわ れ た ハン ガリ ー の ズ ト ッ ゥ ル 








モー ガン 博士 、 フ ラン シス ンー モン タ ギ ュ ー、 
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タン と し て 知ら れる 場所 へ 旅行 の の ち に 作者 
が 陥っ た 狂気 に 関係 し て いる 思わ れる 。 数 年 
後 ニ ュー ヨー ク に 現れ た ジェ フリ ー は 、 の ち 
に 『 モ ノリ ス の 人 々 』 と な る 原稿 を 持っ て い 
た 。 ジ ェ フ リー の 本 は ニュ ー ヨ ー ク で この 青 
年 と 出会い 友人 に な っ た ジョ ン ・ タ イラ ー に 
よっ て 惜しげ な く 与 えら れ た 支援 の お か げ で 
や っ と 出版 に こぎ つけ た (この 本 が タイ ラー 
の 作品 だ と 考え る 者 さえ いる が 、 こ の 説 を 支 
持 す る 者 は わずか で ある )。 

エレ バス ・ プ レス は 作者 の 精神 的 な 衰退 の 
直前 の 1926 年 に この 詩集 を 出版 し た 。 別 な 
情報 源 で は 、 詩 集 が 1923 年 に ニュ ー ヨ ー ク 
で 出版 され た と いう が 、 こ れ は 誤 伝 か 、 も し 
か し た ら ジ ェ フ リー の 「 失 貴 」 の 間 に 印 刷 さ 
れ た も の か も し れ な い 。 こ の 本 が 本 当 の 名 声 
を 得る 唯一 の 機会 は 1982 年 に 訪れ た 。 著 名 
な 映画 監督 コー マン ・ ア ッ ベ が 『 モ ノリ ス の 
人 々 』 を 題材 に 映画 を 撮影 し た の だ 。 し か し 
初 公開 が 行なわ れ た ニュ ー ヨ ー ク の 劇場 は 月 
壊し 、 フ ィ ル ム は 決し て 公開 され る こと は な 
か っ た 。 

『 モ ノリ ス の 人 々 』 の 少な く と も 1 冊 は 地 
球 の 内 部 に 棲む 奇怪 な クリ ー チ ャ ー の 皮 で 装 
丁 さ て れ て いた が 、 ほ か の 本 の 大 部 分 は 通常 通 
り 装 ] され て いた 。 詩 は 年 代 順 に 並べ られ て 
いる が 、 思 いつ き で 収録 され た か に 思え る 
「 ヴ ェ ー ル を は ぎ 取 る も の 」 だ け は 例外 で あ 
る 。 こ の 詩集 に 収録 され て いる 詩 で 有名 な も 
の に は 「 モ ノリ ス の 人 々 」、「 古 い 陸 の 外 」、「 黒 
い 欲望 」、「 星 の 獣 」、「 暗 間 の 夏 」 お よび 「 ニ 
トク リス の 鏡 」 が ある 。 

ー 黒 い 石 、 ジ ェ フ リー (ジャ ステ ィ ン )、 ズ 

トゥ ル タ ン 、 ダ ー ビ イ (エド ワー ド )、 ニ ト 
クリ ス 
ショ フナ ー 「Dark Shapes Rising」: デ ィ テ ィ 
リオ & ウィリス "ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 "、 
ハー バー“ ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コ 
ン パ ニオ ォ オン": ハリ ス 「The People of the 
Monolith」 : ハワード 「 黒 い 石 」 (0)、「 屋根 の 








上 に 」: ラ ヴ ク ラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 





モル ディ ギア ン 
Mordiggian [mor-DHI-Lanl 

食 人 儀式 な どの 非道 徳 的 な 活動 に お いて 水 
敬 さ れる 暗黒 の 神 。 モ ルディ ギア ン は か つて 
食 恨 鬼 の 神 で あっ た が 、 現 在 で は ほん の 数 人 
の 老い た 食 選 鬼 し か この 神 を 支持 し て いな 
い 。 人 間 の 中 で 彼 の 唯一 知ら れ て いる 組織 的 
カル ト は 、 未 来 の ゾ シ ー ク に 現れ る だ ろう 。 
ゾ シ ー ク で は ズル テバ ー テ サイ ー ル の 都市 を 
中 心 に 活動 が 行なわ れる 。 

一 食 尼 鬼 、 ゾ シー ク 
アン ブー ル 「Reflections of Dust and Death」 : 
クル ー ガ ー 「Identity Crisis」 : C.A. スミ ス 「 食 恨 
鬼 の 神 」(0) : デ ト ワ イラ ー、 グ ラン シー& タ 
イン ズ "Delta Green' 








モン タ ギ ュ ー、 ピ エー ル ニ テル イ 
Montagny, Pierre-Louis 

ルイ 13 世 王 の 時 代 の 者 フラ ンス 人 。「 世 
俗 的 な 思索 」 で 知ら れる 。 
ライ バー「The Terror from the Depths」 : 
ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」(O) 





2 テク ジュ 
Yaksh [YAHKSHI] 
海王 星 の 別名 。 奇 妙 な 菌類 の 住人 が 特に 有 
名 で ある 。 
ー フ ジウ ルク オォ イグ ムン ズ ハ ー 
悦 C.A スミ ス 「The Family Tree of the Cods」 








ヤー ドニ = テ サ ダ ジ 
YadrThaddag [YAHD-thah-dahi] 
いく つか の 情報 源 に よれ ば 、 了 昌 な ヨ グ = 
ソト ー ス に 相当 する 旧 き 神 だ と いう 。 
一 旧 き 神 、 ヨ グ = ニ ソト ー ス 
悦 ラ ムレ イ 『Elysia』 


ヤー ナク 
Yarnak [YARLnakl 

べ ベ テ ル ギ ウ ス の 向こう 側 に ある 、3 つの 衛 
星 を 持つ 惑星 。 ヤ ー ナ ク は 、 ヤ ー ナ ク の 灰 色 
湾 と 呼ば れる 奇妙 な 性 質 の 宙 域 に ある 。 主 な 
都市 は ベル ・ ヤ ー ナ ク で ある 。 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の ム ノ ムク ァ は 、 追 い 払わ れる ま 
で ここ に 棲ん で いた よう だ 。 

ー ヴ ォ ル ヴァ ドス 、 ベ ル ・ ヤ ー ナ ク 、 ム ノ 
ムク ア 
カー ター& C.A スミ ス 「The Descent into 
the Abyss」 : カッ トナ ー 「The Eater of Souls」 
(0) 





ヤー ネッ ク (ヤー ラク ) 
Yaanek (also Yarak) [YAHLnek] 

北極 に あっ て 、 大 き な 炎 に 包ま れ て いる と 
いわ れる 火山 。 か つて 、 獣 人 が ここ に 神殿 を 
いく つか 建て た が 、 そ の 跡 だ けが 残っ て いる 。 
ここ に 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ア 
フー ム ・ ザ ー が 棲ん で いる 。 

[ ポ オ は 「 極 北 の 王国 に ある ヤー ネッ ク 山 」 
と 詩 に 書い た 。 ラ ヴ ク ラ フト は 、 こ れ が エレ 
バス 山 の こ と で 、 そ こ に 向かっ て 極北 か ら 、 
ある い は 北 か ら 風 が 吹く の だ と 信じ て いた 。 
リン ・ カ ー タ ー が この 判断 を 受け 入れ な か っ 
た こと は 明らか で ある 。] 
ー ア フー ム ・ ザ ー 
カー ター 「The Book of Preparations」 : ファ 
ン テ ィ ナ 「The Peak」: ポ オ 「 ウ ラル ー ム 」(O) : 
ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 


リーラ クキ ヤー ネッ ク 
Yarak 


夜 鬼 ( 夜 の ゴー ント ) 
Nightgaunts 

ドリ ー ム ラン ド と 覚醒 の 世界 の 両方 で 見 ら 
れる 種族 。 解 前 学 的 に 彼ら は 人 間 に 似 て いる 
が 、 皮 膚 は クジ ラ の よう で あり 、 コ ウ モ リ の 
も の に 似 た 翼 を 持ち 、 顔 が ある は ず の と ころ 
に は 何 も な い (この 存在 が 適切 な 器官 な し で 
周囲 の 環境 を どう 感じ る こと が で きる か は 、 
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は っ きり し な い )。 時々 トラ イデ ント を 持っ 
て いる が 、 そ ね れ 以 外 何 の 道具 も 武器 も 持っ て 
いな い 。 

夜 鬼 は 通常 荒涼 と し た 、 人 類 か ら ず っ と 離 
れ た 場所 で 見 られ る 。 旅 行者 が 彼ら の 領土 に 
立ち 入る な ら ば 、 人 夜 史 は 彼ら を 奇襲 し 、 空 中 
に 持ち 上 げ る 。 旅 行者 が 抵抗 する な ら 、 大 き 
いと げ の ある 尾 で その 犠牲 者 を くす ぐる 。 抵 
抗 を 続け る な ら ば 、 か な り の 高 さ か ら 沙 下さ 
せる 。 抵抗 し な い 者 は 、 奇 妙 で 危険 な 場所 に 
連れ て 行か れ 、 そ こ に 放置 され る (ドリ ー ム 
ラン ド で は ナス の 谷 に 放置 され る こと が 多 
い )。 夜 思 は 時 に は ほか の 存在 と 同盟 を 結成 
する 。 彼 ら は 、 危 機 に 際 し て 食 尾 提 の 偵察 要 
員 あ る い は 乗り 物 と し て 働き 、 あ る 時 に は 夜 
鬼 が 自ら 進ん で 人 間 の 主人 に 仕え た こと も 
あっ た 。 

夜 鬼 は 、 大 いな る 深淵 の 大 和 ノ ー デ ンス に 
仕え て いる と 言わ れる が 、 食 必 味 、 イ ブ ニ テッ 
トゥ ル 、 イ ェ グ テハ そし て ルズ の 領主 た ちと 
ある 程度 の 同盟 関係 に ある 。 ル ズ は レン と イ 
ン ガ ノ ク を 隔て る 山脈 の 地下 に ある ドリ ー ム 
ラン ド の 王国 で ある 。 中 に は 夜 時 が ド リー ム 
ラン ド の 大 いな る 深淵 が 原産 で も や り 、 ノ ー デ 
ンス と 食 恨 鬼 以外 の 存在 に 仕え て いる 夜 鬼 
は 、 幼 いと き に さら われ て 育て られ た も の だ 
と 主張 する 者 も いる 。 

夜 思 を 召喚 する に は 、 夜 に 旧 き 印 を 描い た 
石 を 必要 と する が 、 召 喚 の 手順 を 知っ て いる 
者 は いな い 。 

ー イ ブ = テ ツ ト ゥ ル 、 イ エグ = テハ 、 大 いな る 
深淵 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 食 尼 此 、 ナ ス の 谷 、 ノー 
デン ス 、 旧 き 印 、 レ ン 

カー ター「The Winfield Heritance」: ラヴ 
クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」(O)、 
『Dreams and Fancies」: ラム レイ 「The Horror 
at Oakdeene」、『Hero of Dreams』 








ヤク ・ サ ク カ ッ ク ー ヨ グ ニ テン ソト ー ス 
Iak Sakkak [YAHK SAK-kak]. 


ヤク トゥ ー ブ 

Yakthoob [yahl に THOOB] 

魔術 師 で 、 若 き ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド 
の 家庭 教師 。 こ の 人 物 と その 不気味 な 終 褒 の 
物語 は 『 ネ クロ ノミ コン 』 で 見 つけ られ る だ 
ろう 。 

ー ア ル ハ ザー ド (アブ ドゥ ル )、『 イ エー の 儀 
式 』、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 )、 ハ ドス 
カー ター 「The Doom of Yakthoob」 


野獣 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ (野獣 ) 
The Beast 


野獣 の 結社 
Brotherhood of the Beast 

12 世紀 に ノ フ ル テ カ (エジプト 第 十 四 王 
朝 の 神官 ) の 予言 を 実現 する た め に 中 国 の 賢 
者 と ルー マニ ア の 貴族 に よっ て 設立 され た 組 
織 。 結 社 の 創設 者 た ち は 、 グ ハー ン に 追放 さ 
れ て いた ノ フ ル テ カ の 信奉 者 を ヨー ロッ パ ヘ へ 
導き 、 ほ か の 民族 と 交わ ら せ た 。 ヨー ロッ パ 
人 へ この エジプト の 血 が 同化 する 際 、 結 社 は 
この 交配 の 詳細 な 家系 図 を 記録 し 続け た 。 彼 
ら の 望み は 、 生 まれ た 子 が いつ か ノ フ ル テ カ 
の 予言 を 実現 させ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ を 世界 
に 呼び 戻す こと だ っ た 。 

何 世紀 に も わた っ て 、 結 社 は 力 を 蓄え 、 同 
志 を 集め 、 目 標 に 向かっ て 努力 し 続け た 。 し レ 
か し 彼ら の いく つか の 計画 は 失敗 に 終わ っ 
た 。 自 分 た ちの 東 ヨ ー ロ ッ パ 国家 を 打ち 立て 
る 試み は 失敗 し て いた し 、 選 ば れ し 子 供 の 一 
人 は 召喚 され た 怪物 に 殺さ れ た 。 最 近 結社 は 
オー ルド ・ ワ ン の 帰還 の 時 が 近づい て いる こ 
と を 知り 、 文 明 の 破壊 を 目論ん で 全 世 界 規模 
の 陰謀 の 準備 を 始め た 。 
ーー 暗黒 の ファ ラオ 団 、 オー ルド ・ ワ ン 、 グ ハ ー 
ン 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ (野獣 )、 ノ フル テカ 
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較 ハー バー “ ユ ゴ ス か ら の 侵略 " 


ヤ デ ィ ス 
Yaddith [yah-DEETHI] 

何 百 万 光 年 も や 離れ た と ころ に あり 、5 つの 
太陽 を 旋回 する 惑星 、 地 球 か ら 見 て デネブ の 
方 向 に ある 。 太 古 に は 、 バ ク の よう な 上 鼻 を 持ち 、 
則 虫 類 と 貴 乳 類 の 両方 の 特徴 を 備え た 存在 で 
ある ヌ グ ニテ ニ ソ ス が この 世界 に 生息 し て いた 。 
われ われ が 彼ら に つい て 知っ て いる わずか な 
知識 に よれ ば 、 彼 ら は 太古 か ら 生 きる ブ オ に 
導 か れる 学者 た ち で あっ た と いう 。 こ れ ら の 
人 々 は 宇宙 を 探検 する た め に 、28 の 近隣 銀河 
へ の 旅 を 可能 に する 「 光 波 外 被 」 を 用 い 、 さ 
ら に 夢見 や 時 間 旅行 を 制御 する こと が で きた 。 

ヌ グ ニテ ソス は 自分 た ちの 魔術 お よび 科学 に 
関す る 知識 を も ちっ て し て も 、 ド ー ル が ヤ デ ィ 
ス の 核 ま で 穴 を 掘る こと を 止め られ な いこ と 
を 悟っ た 。 何 千年 も の 間 、 ヤ ディ ス の 賢人 た 

ち は 万 い に 相談 を 重ね 、 宇 宙 を 研究 し て 、 こ 
の 脅威 を 終わ ら せ る 手段 を 探っ た 。 彼 ら の す 
べ て の 人 努力 は 無 に 帰し た 。 結 局 、 ヤ ディ ス 内 
部 に 棲ん で いた ドー ル が 惑星 を 食い つく し 、 
ヤ デ ィ ス の 都市 は 破壊 され た 。 住民 の 大 部 分 
は 母 星 の 破 壊 か ら 逃 げた が 、 そ の 時 で さえ 、 
ドー ル は 彼ら の 夢 に 現れ て 彼ら を 追い か け て 
きた と いう 。 

ヤ デ ィ ス が か つて シュ ブ テ ニ グラ ス の 本 拠 
地 で あり 、 従 者 の ドー ル と 共に 惑星 の 地下 に 
棲ん で いた と 言う 者 も いる 。 

これ が 本 当 か どう か は と も か く 、 ド ー ル と 
ヌ グ ニテ ソス の 両方 と も シュ ブ テ ニ グラ ス に 仕 
えて いた 。 に も か か わら ず 、 彼 ら の 闘争 は 激 
し いも の で あっ た 。 

ー ヴ ー ル 、『 ゴ ー ル ・ ニ グラ ル 』、 ザ オー ス 、 
シュ ブ = テ ニ グ ラス 、 シ ョ ン ヒ 、 ズ カウ バ 、 ドー 
ル 、『 ニ ン の 銘板 』』 ヌ グ ニ ソ ス 、 ハ ラグ = テコ 
ラー ス 、 ム トゥー ラ 、『 ヤ ディ ス か ら の 幻視 』 
カー ター「Dreams in the House of Weir」、 
『Visions from Yaddith」、「Zoth-Ommog」: ラ 















































ヴ ク ラ フト & FE. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え 
て 」(O) 


『 ヤ ディ ス か ら の 幻視 
Visions from Yaddith 
アリ エル ・ プ レス コッ ト (お そら く 匿 名 ) 
に よる 詩集 。 プ レス コッ ト は オー ク デ ィ ー ン 
療養 所 に 閉じ 込め られ 、 そ こ で 死ん だ 。 ロ ン 
ドン の チャ ー ネ ル ハウ ス 出 版 が 1927 年 に 限 
定 版 を 出版 し 、 短 い 期 間 ケ ンプ ブ リッジ 大 学 の 
オカ ルト 好き の 学生 た ちの 間 で 流行 し た 。 し 
か し アリ エル ・ プ レス コッ ト の 家族 は 本 の ほ 
と ん どす べ て を 購入 し 、 何 と か 破棄 し た 。 
この 本 の 詩 は 、 作 者 が 毎晩 見 続け た 幻視 に 
触発 され た も の で 、 人 々 が 死に つつ ある 自分 
た ちの 世界 を 救 せ うと し た ヤ デ ィ ス の 最後 の 
日 々 と 、 宇 宙 を 渡る 彼ら の 最後 の 飛行 を 描い 
て いる 。 
ー オ ー ク ディ イー ン 療養 所 、 ヤ ディ ス 
カー ター「Dreams in the House of Weirl 
(O)、『Visions from Yaddith」 


ヤ デ ィ ス = テ ゴ ー 
Yaddith-Gho 

ムー の ク ナ ア 王国 に あっ た 山 。 人類 が 出現 
する 前 に ユ ゴ ス より の も の が ここ に 要塞 を 築 
き 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある ガタ ノ 
ソ ア を 閉じ 込め た 。 人 類 が ムー に 住む よう に 
な る と 、 こ の 場所 は 宗教 上 重要 に な り 、 海 に 
沈む まで は 、 大 陸 で 最も 神聖 な 場所 で あっ た 。 
オー ルド ・ ワ ン が 復活 する と き に 、 ヤ ディ ス 
= テ ゴ ー は 再び 浮上 する だ ろう と いわ れ て いる 。 
ー オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク ナ ア 、 ムー、 
ユ ゴ ス 
圏 ヒー ルド 「 永 協 より 」 
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ヤマ ン ン ソン ( 外 で 容赦 な く 待 つも の 、 星 か 
ら 来 た お さぼ る も の ) 

Yomagn'′tho (or That Which Relentlessly 
Waits Outside or The Feaster from the Stars) 
[yau-MAEN-rthoe] 

3 つの 花弁 の よう な 物体 が 中 に ある 炎 の 円 
の 姿 で 出現 する 存在 。 ヤ マン ソ は 「 フ ェ ル カー" 
ド 」 と 呼ば れる 場所 に 棲ん で いる 。 ヤ マン ソ 
に は クト ゥ グ ァ の 招来 に 失敗 し た と き に 接触 
する 可能 性 が あり 、 退 散 さ せる に は 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 に ある 基 い 文 を 使用 し な けれ ば な 
ら な い 。 そ うし た と し て も 、 ヤ マン ソ が 再び 
現れ た と き に は 、 退 散 さ せ た 相手 に 恐ろし い 
復讐 を も た ら す だ ろう 。 

ー ク トウ ゥ グ ア 


較 バ ー グ ルン ド 「The Feaster from the Stars」 
(O) : バー グル ンド & バ ー ナ ム 「The Thing in 
the Library」 


闇 に 棲み つく も の 一 ニャ ヤル ラ ト テ ッ プ ( 闇 
に 棲み つく も の ) 


Dweller in Darkness 


闇 の 魔神 一 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ ( 痢 の 魔神 ) 
Dark Demon 


導 を さま よう も の 一 ニヤ ル ラ ト テ ッ プ ( 痢 
を さま よう も の ) 
Haunter of the Dark 





ユー オト 

Uoht [YOO-oetl 

1) 戯曲 『 黄 衣 の 王 』 の 中 で イー ティ ル の 王 
位 を 競う 者 。 

チェ ン バ ー ス 「The Repairer of Reputations」 
(0) 

2) ハリ の 書い た も の に よれ ば 、 カ ルコ サ の 
初代 の 王 で 、 マ ント に コス の 印 が 黄色 で 描か 
れ て いた 。 

ー カ ルコ サ 、 黄 衣 の 王 、 コ ス の 印 、 ハ リ 





悦 テ ィ ア ニー 『House of the Toad』 


「 遊 牧 騎馬 民族 マジ ャ ー ル 人 の 民話 」 
Magyar Folklore 

ドー ン リ イ に よる 書 。「 夢 の 神話 」 を 扱っ 
た 章 で 黒い 石 に つい て 論じ て いる 。 
ー 黒 い 石 
圏 ハ ワー ド 「 黒 い 石 」 
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ユ グ ( ユ ッ ギ ャ ) 
Yuggs (also Yuggya) [YUGZ] 

ユ ト グ タ と ゾ ス ニテ オム モグ に 仕え て いる 、 
巨大 な 自 い 遇 。 た だ し 生物 学 的 に 地球 の 生物 
と は まっ た く 異 な る 。 ユ グ に は より 珍し い 解 
削 学 上 の 特色 が あり 、 硫 化物 を 呼吸 する 能力 
や 、 イ アク ラ と いう 、 人 に 発射 され て 遺伝 情 
報 を 相互 に 交換 する こと が で きる 小さ な 有機 
組織 の 矢 を 持っ て いる 。 彼 ら は 時 間 の 大 部 分 
を 地殻 の 下 で 穴 を 堀 る こと に 費やす が 、 ユ グ 
は 地球 上 上 の どん な 環境 で も 生き 延び る こと が 
で きる 。 

ユ グ は 、 彼 ら の 指導 者 で ある ウブ と 協力 し 
て 、 封 じ 込 め ら れ た 彼ら の 主人 を 解放 する た 
め に 活動 し て いる が 、 彼 ら は 人 間 と も 時 々 活 
動 す る 。 人身 御供 を 続け る 代わ り に 、 す ば ら 
し い 語 を 与え て くれ る 。 こ れ ら の 存在 の 一 体 
を 召喚 する た め の 式 文 は 、『 ザ ン ツ ー 石 板 』 
で 見 つけ る こと が で きる 。 

ユ グ が 、 カ ダス の 地下 に 穴 を 堀 り 、 ま た 、 
古 の も の を 柚 居 と 虹 怖 に 陥れ た 存在 で あっ た 
と 言う 者 も いる 。 
ーー 凍てつく 荒野 の カ ダ ス 、 古 の も の 、 ウ ブ 、 
『 ザ ン ツ ーー 石板 」」、 ゾ ステ オム モグ 、 大 地 の 妖 
明 、 ユ ッ ギ ヤ 、『 ユ ッ ギ ャ 讃歌 」、」 ユ ト グ タ 
カー ター「Out of the Ages」(O) 、「The 
Winfield Heritance」 : マー シュ 『The Worm Shall 
Ye Fightl』: マー シュ ほか 「A Private Inquiry into 
the Possible Whereabouts of Clara Boyd] 








ユ ゴ ス ( イ ウ コス ) 
Yuggoth (also Iukkoth) [YUG-gauth] 

海王 星 の 先 に ある と いう 惑星 で 、 通 常 冥 王 
星 と 同じ も の だ と 言わ れる 。 し か し 時 々 、9 
個 の 惑星 以外 の 、 わ れ わ れ の 太陽 系 の 軌道 面 
に 垂直 な 軌道 を 持つ 巨大 な 惑星 だ と 記述 され 
て いる こと も ある 。 

この 惑星 は ミ = ゴ の 基地 の 役割 を 担っ て い 
る 。 ユ ゴス に 旅 し た り 、 そ こ を 眺め た り し た 
人 間 に よ れ ば 、 ユ ゴス の 暖か い 海 の 中 に は 黒 








く 窓 の な い 塔 が 立ち 並ぶ 都市 が あり 、 そ の ほ 
か トク ル な どの 不思議 な 鉱物 の 大 鉱床 、 そ し 
て 巨大 な 橋 の 数 々 が 架かる 涯 青 の 川 が 流れ て 
いる と いう 。 グ ラー キ は 地球 へ 向かう 途中 で 
し ば らく この 惑星 に と ど ま っ た 。 そ し て 、 ミ 
= テ ゴ が 輝く トラ ベ ゾ ヘドロ ン を 製作 し た の は 
ここ で あっ た 。 ま た ラー ン ニ テテ ゴス が 地球 に 
来る 前 に ユ ゴ ス を 棲み か と し て いた し 、 ツ ァ 
トゥ ッ グ ァ の 祖父 サク サク ルー ス が まだ 地下 に 
棲ん で いる か も し れ な い 。 こ の 太陽 系 の 生命 
体 す べ て が ユ ゴ ス に その 由来 を 持つ と 言う 者 
さえ いる 。 

ミ テ ゴ は 、 ユ ゴス に 棲ん だ 最初 の クリ ー 
チャ ー で は な い 。 緑色 の ピラ ミッ ド 群 か ら な 
る 都市 が 、 菌 類 の と ある 大 都市 の 近く に ある 
像 け 目 の 岩 棚 に あり 、 ミ ニ ゴ は 一 年 に 何 回 か 、 
ある 時 期 に な る と その 都市 に 近づか な いよ う 
に 気 を つけ る 。 も っ と も 、 こ の 用 心 を 別 と す 
れ ば ミ テ ゴ は 議論 の 余地 な く ユ ゴス の 支配 者 
で ある 。 

っ 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ギ ー 
スグ ー ス 、 グ オー リッ ク の 領域 、 グ ラー キ 、 
ザ オ ー ス 、 サ クサ クル ー ス 、 ソ グ と ソ ク 、 ダ 
オロ ス 、 ツ アー マン 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ト クル 、 
ニン ソン 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ ( 痢 を さま よう も 
の ) 、「 蜂 の 巣 」 十 三 区 画 、 フ ジウ ルク オォ イグ 
ムン ズ ハ ー、 ミ ニテ ゴ 、 ヤ ディ ステ ゴー、 ラ ー 
ン ニ テテ ゴス 

圏 キャ ン ベ ル 「 暗 黒星 の 陥 究 」: C. A_ スミ ス 
「Family Tree of the Gods」: ティ アニ ー& RI 
プラ イス 「The Throne of Achamoth」 : ヒー ル 
ド 「 永 効 より 」、「 博 物 館 の 恐怖 」 ペル トン 『A 
Guide to the Cthulhu Culll、 ラ ヴ ク ラ フト [見 
覚え 」(0)、「 闇 に 嘱 く も の 」、「 導 を さま よう 
も の 」: ルポ フ 「The Discovery of the Ghooric 
Zone」、「Documents in the Case of Elizabeth 
Akeley」 








ユ ゴ ス より の も の 一 ミ テ ゴ 
Fungi from Yuggoth 
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ユ ッ ギ ャ 

Yuggya lyug-YAHI 

1)「 ユ グ (yugg) 」 の 複数 形 。「 ユ グズ (yuggs)」 
の 代わ り に 使用 され る 。 

ー ウ ブ 、 ユ グ 、『 ユ ッ ギ ャ 讃歌 』 

カー ター「Out of the Ages」 

2) ユ グ と 、 人 間 と 深き も の の 混血 と を 交配 
させ た 種 (理由 は 不明 だ が 、 純 血 の 深き も の 
と は 交配 で き な い )。 こ の 交配 の 産物 で ある 
存在 は 、 一 見 人 間 に 見 える が 、 そ の 次 を 変え 
る こと が で きる 。 そ の 思考 過程 は 異質 で あり 、 
人 間 の 感情 や 動機 を 理解 し よう と し て も 苦労 
寺 和 4 KA 
情 を 読 せ むこ と が で き 、 敵 に 対し て 敵 の 怖 
1 
喜び を 誘発 する 化学 物質 を 相手 の 体 に 噴射 す 
る 能力 が ある 。 

マー シャ ル 『The Worm Shall Ye Fightl』 : 
マー シャ ル ほ か 「A Private Inquiry into the 
Possible Whereabouts of Clara Boyd」 


「 ユ ッ ギ ャ 讃歌 
Yuggya Chants lyug-YAHI 

噂 で し か 研究 者 に 知ら れ て いな い 本 。 風 変 
わり な 人 類 学者 で ある ヘン リー・ ハ ドリ ー・ 
コー プラ ンド が 、 死 の すぐ 前 に サン フラ ン シ 
スコ の 船員 か ら こ の 写本 を 購入 し た と 言わ れ 
て いる が 、 彼 の 蔵書 を 調べ て も その よう な 写 
本 は 見 つけ られ な か っ た 。 

ー っ コー プラ ンド (ハロ ルド )、 
カー ター「Out of the Ages」 


ユ グ 、 ユ ッ ギ ヤ 


ユ ト グ タ 
Ythogtha lee-THAUO-thuhl] 

ガタ ノ ソ ア と ゾ ス テオ ム モ グ と 共に 大 いな 
る クト ゥ ルフ の も の 「 息 子 」 と 推測 され る 存 
在 の 一 つ 。 ユ ト グ タ は 二 足 の クリ ー チ ャ ー で 、 
手足 に は 水 か き が あっ て 先端 に は 吸盤 が 付い 
て いる 。 頭 に は ー つ し か な い 目 を 中 心 に 触手 
で わ れ て いる 。 ユ ト グ タ は 現在 、 ル ルイ エ 


の 南方 に 沈ん で いる ムー 大 陸 に ある イエ ー の 
深淵 の 旧 き 印 の 下 に 封じ られ て いる 。 ゴト グ 
タ に は 加 の よう な 存在 で ある ユ ッ ギ ャ が 仕え 
て いる 。 

ユ ト グ タ の カル ト は ムー で は 長い 間 大 き な 
勢力 を 持っ て いた が 、 ガ タ ノ ソ ア 虹 拝 が 優勢 
に な る の に し た が っ て 徐々 に 力 を 失っ た 。 ユ 
ト グ タ の 最後 の ムー 人 神官 ザン ツー は 、 深 い 
穴 か ら ユ ト グ タ を 引き 上 げ 、 そ の 宗教 が 以前 
持っ て いた 力 を 取り 戻す と いう 大 胆 な 計画 を 
企 て た 。 し か し な が ら 、 ユ ト グ タ の 復活 は ムー 
大 陸 を 破壊 する こと と な る 一 連 の 大 惨事 を 引 
き 起 こし た 。 

時 々 、 ユ ト グ タ の 像 が 人 間 の 手 に 入る こと 
が ある 。 こ れ ら の 偶像 を 通し て 、 ユ ト グ タ は 
所 有 者 の 夢 に 現れ る こと が で きる 。 こ の 接触 
は 普通 、 人 に 狂気 を も た ら す 。 

ー イ ダニ = テ ヤ ー、 イ エー、『 イ エー の 儀式 』、 
ガタ ノ ソ ア 、 ク トウ ルフ 、 グ レー ト ・ オ ー ル 

ド ・ ワ ン 、 ザ ン ツ ー、『 ザ ン ツ ー 石 板 』、 ゾ ス 
テオ ム モ グ 、 旧 き 印 、 ム ー、 ユ グ 、 ユ ッ ギ ャ 、 
ルル イエ 
カー ター「Out of the Ages」(O)、「Perchance 
to Dream」、「The Thing in the Pit」 : ラム レイ 
『The Transition of Titus Crow』 





夢 の ク リス タラ イザ ー 

Crystalhizer of Dreams 

定期 的 に 笛 の よう な 音 を 放つ 、 商 色 い 卵 
の 形 を し た 物品 。『 グ ラー キ の 黙示 録 』 に よ 
れ ば 、 所 有 者 は 夢 の ク リス タラ イザ ー を 使っ 
て 、 夢 の 中 の 手 の 届 か な い 場 所 (トン ド の 世 
界 な ど ) を 見 る こと が で き 、 ま た 高 次 元 を 知 
覚 す る こと も で きる と いう 。 ま た ある 者 に よ 
れ ば 、 ク リス タラ イザ ー を 使え ば 、 短 い 時 間 
ドリ ー ム ラン ド か ら 覚 醒 の 世界 へ 物品 を 持ち 
出し た り 、 ク リー チャ ー を 連れ 出す こと が で 
きる と も いう 。 夢 の クリ スタ ライ ザー を 使用 
する 者 は 、「 ク リス タラ イザ ー の 守護 者 」 に 
常に 用 心 し な けれ ば な ら な い 。 こ の 半 透 明 の 
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クラ ゲ の よう な クリ ー チ ャ ー は ヒプノ ス の 従 
者 で ある 。 

ー『 グ ラー キ の 上 黙示録 』、 
トン ド 、 ヒ プ ノ ス 

アニ オロ フス キー ほか “Mysterious 

Manuscripts': キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of 

the Lake」 (0)、「The Render of the Veils」: ウ ィ 
リア ムズ && ピー ター セン ほか "HL. P Lovecraft 

s Dreamlands" 


ドリ ー ム ラン ド 、 


ユン ツ ト 、 フ リー ドリ ッ ヒ ・ ヴ ィ ル ハイ 
ム ・ フ ォ ン ー フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト 、 フ リー ドリ ッ 
ヒ ・ ヴ イィ イル ハイ ム 


Junzt, Friedrich Wilheim von 





「 妖 明 の 秘密 
De Vermis Mysteriis (also Mysteries of the 
Worm) [dee VERLmis misTEER-iis] 

1542 年 ご どろ ルド ウィ ク ・ プ リン に よっ て 
書か れ た 本 (1484 年 と する も の も ある が 、 
この 方 が 歴史 的 に 正 し そ う で ある )。 異端 審 
問 の 手 に よっ て 作者 に 死 が も た ら さ れる 直前 
に 、 未 知 の 人 物 が 彼 の 書架 か ら 本 を 盗み 出し 
7 

作者 の 死 の 1 年 後 、『 妖 明 の 秘密 』 の ラテ 
ン 語 版 が ケル ン で 出版 され た 。 こ の 版 は 原稿 
の 唯一 信頼 で きる 印刷 で ある と 考え られ て い 
る 。 教 会 が 本 を 見 つけ た と き 、 非 常に 危険 だ 
と 考え 、 教 星 ピ オ 5 世 が 1569 年 に 禁書 に し 
た 。 の ち に デュ ッ セ ルド ルフ で ドイ ツ 語 ゴ 
シッ ク 体 版 が 出版 され た 。 し か し 、 こ の 版 は 








学者 に と っ て 有用 性 の 少な いも の で あり 、 ラ 
テン 語 版 に ある 題材 の 多く が 削除 され て い 
る 。 さ ら に 別 の 版 ( 坊 ら く ラ テン 語 か ?) が 
1809 年 に プラ ハ で 出版 され た が 、 こ の 版 に 
関す る ほか の 情報 は まっ た く な い 。 

数 世紀 に わた っ て 『 妖 明 の 秘密 』 の 英訳 が 
いく つか 行なわ れ た 。 最 初 は 、 有 名 な 詐欺 師 
に し て 魔術 師 で あっ た エド ワー ド ・ ケ リー の 
手 に よる も の で 、1573 年 に ロン ドン で 出版 
され た 。19 世紀 に 、「 僧 X」 が 本 の 最も 有名 
な 章 で ある 『 サ ラセン 人 の 儀式 』 の 内 容 を 説 
明 し た 、 大 幅 に 削除 が 行なわ れ た 英語 の 小 冊 
子 を 出版 し た 。 し か し 省略 され た 部 分 が 複数 
あり 、 真 剣 な 研究 者 に と っ て は ほとん と ど 役 に 
立た な い 。 チ ャ ー ル ズ ・ レ ゲッ ト は 1821 年 
に ドイ ツ 語 版 か ら 英語 に 翻訳 し た 。 オ リ ジ ナ 





ル の ラテ ン 語 版 か ら の 木版 画 も 収録 され 、 非 
常に 限定 され た わずか な 部 数 が 印刷 され た 。 
し か し 、 こ の 本 は ラテ ン 語 版 ほ ど 貴 重 で ある 
と は 思え な い 。1895 年 に 星 の 知恵 プレ ス に 
よっ て 印刷 され た と 言わ れる も う 一 つの 版 
は 、 ま だ 発見 され て いな い 。 

『 妖 明 の 秘密 』 は カリ フォ ルニア の ハン ティ 
ンド ン 図 書館 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 星 の 知恵 派 
教会 、 そ し て ミス カト ニッ ク 大 学 で 見 つけ る 
こと が で きる 。 大英 博物 館 に は 、 オ リ ジ ナ ル 
の ラテ ン 語 版 の 半分 と 、 完 全 な ドイ ツ 語 版 が 
ある 。 ラ テン 語 版 の 状態 は か な り 悪 い 。 

一 時 期 、 ラ テン 語 版 が 1 部 、 現 在 で は 寂 
れ て し まっ た マサ チュ ー セ ッ ツ の ジェ ル サ レ 
ムズ ・ ロ ッ ト に 保管 され て いた が 、 お そら く 
1789 年 に 町 の 住民 と 共に 消え て し まっ た よ 
うだ 。 こ の 本 の 大 部 分 は ケル ト の ルー ン 文 字 
に 類似 し た 文字 で 書か れ て いた 。 プ リン は お 
そら く 、 ロ ー マ の 書記 に よる ドル イド の 儀式 
の 記録 を 手 に 入れ 、 自 分 の 原稿 の 一 部 と し て 
それ を 使用 し た か 、 こ と に よる と 「 ル ー ン 」 は 、 
重要 な 主旨 を 陣 す の に 使用 され た 暗 号 の 一 部 
か も し れ な い 。 こ の 本 に 容易 に 近づく こと は 
非常 に 難し いた め 、 こ の 写本 が 特殊 な も の な 
の か 、 あ る い は この 奇異 が ほか の 版 で も 見 つ 
けら れる か どう か に つい て 述べ る の は 困難 で 
ある 。 

『 妖 明 の 秘密 』 は 16 の 章 か ら な り 、 そ れ 
ぞ れ の 章 は 易 断 、 使 い 魔 、 魔 術 、 精 圭 、 吸 血 
鬼 な ど そ れ ぞ れ 異 な っ た 話題 を 扱っ て いる 。 
最も 有名 な 章 は 、 プ リン が 十字 軍 時 代 の の ち 
捕 囚 され て いた と き に サラ セン 人 か ら 聞 い 
た 、 彼 ら の 儀式 を 扱っ た 章 で ある (『 サ ラ セ 
ン 人 の 儀式 』」 参照)。 ま た 、 空 か ら 舞 い 降り 
る 不可 視 の 怪物 を 呼び 出す 呪文 が この 魔道 書 
に 収め られ て お り 、 ほ か に は バイ アテ ィ ス と 
アイ レム の 昌 魔 術 師 の 物語 、 エ ジ プ ト 人 の ワ 
ニ 神 セ ベ ク の 本 質 、 譜 丹 と し て 知ら れ て いる 
薬 の 製法 、 人 間 と 深き も の の 混血 の 変身 の 促 
進 を 意図 する 一 連 の 術 式 な ど が 述べ られ る 。 
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ー ア ザ ト ー ス 、『 サ ラセン 人 の 儀式 』、 ジ ェ 
ル サ レ ムズ ・ ロ ッ ト 、 バ ー ス ト 、 バ イア ティ 
ス 、 ハ ン 、 フ ィ ー リ ー (ジョ アキ ム )、 深 き 
も の 、 プ リン (ルド ウィ ク )、 マ グ ヌ ム ・ イ 
ン ノ ミナ ンド ウゥ ウム 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 、 譜 
丹 

圏 カッ トナ ー 「 侵 入 者 」: キン グ 「 呪 われ た 村 
く < く ジ ェ ル サレ ムズ ・ ロ ッ ト >〉>」、 ス タン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonicl: ダー レス 「Adventure of 
the Six Silver Spiders」、 ハ ー バ ー "暗黒 の 城 "、 
ブロ ッ ク 「 セ ベク の 秘密 」、「 星 か ら 訪れ た も 
の 」(O) : ボネ ウィ ッ ツ 『Real Magic』: ラヴ ク 
ラフ ト 「 導 を さま よう も の 」: ラヴ クラ フト & 
ダー レス 「 生 き な が ら え る も の 」: ラ ムレ イ 「 妖 
明 の 王 」: ロス “Signs Writ in Scarlet' 





ヨ グ = ニ ソ トー ス (イオ グ = ニ ソト ト ) 
Yog-Sothoth (also Iog-Sotot) [YAHG-soe- 
thauthl 

「 戸 口 に 潜む も の 」 の 呼び 名 で も 知ら れる 
外 な る 神 。 ヨ グー ソト ー ス の 普通 の 姿 は 虹 色 
に 輝く 球体 の 塊 だ が 、 こ の 外 な る 神 は 、 固 体 
で も 、 液 体 で も 、 気 体 の 形態 で も 取る こと が 
で きる と 言わ れ て いる 。 化身 の 一 つ 、 戸 口 に 
潜む も の は 黒い 無 定形 の 怪物 と し て 現れ 、 ま 
た 別 の 化身 、 ラ マセ ク ヴ ァ は ヒン ズー の 神格 
に ある よう な 多く 手足 を 持つ 人 間 の 姿 を 取 
る 。 ヨ グ = テ ソト ー ス が 触れ た も の は 、 ま ず 間 
違い な く 破 壊さ れる 。 

ヨ グ ニーソ トー ス は 無名 の 霧 の 落し 子 で あっ 
た と いう 伝説 も ある が 、 た いて い の 者 は この 
外 な る 神 が 永 久 に 存在 し て きた と いう 説 を 支 
持 し て いる 。 ヨ グ = テ ソト ー ス は 、 宇 宙 の 支配 
権 を アザ トー ス と 共有 する よう に 思え る が 、 
大 いな る 深淵 の 大 帝 ノ ー デ ンス が それ に 異 を 
唱え る で あろ う 。 

ヨ グ = ソト ー ス は 、「 球 が 出会う 場所 の 門 
の 鍵 」 と も 呼ば れ て お り 、 時 間 と 空間 の いた 
る 所 に 存在 する と 言わ れ て いる 。 逆 に 戸口 に 
潜む も の は 、 わ れ わ れ 自 身 の 次 元 か ら 締 め 出 
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され て いる よう に 見 え 、 召 喚 さ きれ た と き に の 
みこ の 世界 に 入っ て 来る こと が で きる よう 
だ 。 ヨ グ = ニ ソ トー ス は すべ て の 空間 と 時 間 が 
一 点 に 収束 する 場所 に 旧 き 神 に よっ て 封じ 込 
め ら れ て いる と いう が 、 そ の よう な 場所 は 脱 
出 不 可能 な 重力 効果 を 生み 出す だ ろう 。 ま た 、 
ヨ グ = テ ソ トー ス が 平行 次 元 に 棲ん で いて 、 空 
間 と 時 間 の いずれ か に の み 出 現 で き 、 そ の 両 
方 に は 出現 で き な い 可能 性 も ある 。 ま た 、 こ 
の 異形 の 神 が さ ま ざ ま な 場所 に 遍 在 し て お 
り 、 あ る 儀式 の 助け な し で は 完全 に 出現 で き 
な いと いう こと も あり うる 。 い っ た ん ヨ グ = 
ソト ー ス が 現れ る と 、 い か な る この 世 の 境 界 
も 無視 し 、 実 に 危険 な 存在 と な る だ ろう 。 

ミ = テ ゴ は 「 彼 方 な る も の 」 と 呼ん で ヨ グ = 
ソト ー ス を 儲 拝 し て お り 、 も や で 出来 た ある 
知性 体 が 神秘 的 な 印 と し て ヨ グ = テ ソ トー ス を 
知っ て いる 。 ア ステ カ 族 や アヴェ ロワ ー ニ ュ 
の 人 々 な ど 、 わ れ わ れ の 惑星 上 の さま ざま な 
文化 に お いて ヨ グ = テ ソ トー ス は 崇拝 され て い 
る が 、 こ の 信仰 が それ ら の 文化 の 中 で 一 般 的 
な も の で あっ た と は 思え な い 。 特定 の 魔術 師 
が 時 間 と 空間 の 両方 を 限定 的 に 制御 する こと 
と 引き 換え に 、 ヨ グ = テ ソト ー ス を 崇拝 し て い 
た 。 乏 拝 者 は これ ら の 能力 を 使用 し て 、 選 ん 
だ 犠牲 者 を 捕まえ る た め に 空間 を ゆめ が ませ た 
り 、 時 間 の 外 に 抜け 出し て 数 百年 か 何 千年 も 
経過 し た あと に 現実 世界 に 戻っ た り と 、 何 で 
も で きる よう に な る 。 ヨ グ = ニ ソト ー ス は 最終 
的 に 、 こ れ ら の 道 を 踏み 外し た 人 々 すべ て の 
精神 を 自分 の も の と し て し まう 。 こ の 運命 か 
ら は 肉体 を 破壊 し た と し て も 逃れ る こと は で 
き な い 。 

ヨ グ ニテ ソト ー ス を 召喚 する た め に は 、 高 い 
石 の 塔 あ る い は 環状 列石 が よく 用 いら れる 。 
また 、 吾 喚 の 言葉 を 口 に する と き に は 、 知 的 
な 生物 を 神 に 捧げ な けれ ば な ら な い 。 特 に 親 
し い 人 を 生け 軟 に 選ぶ 必要 は な い 。 伝 統 的 に 
召喚 に は 収穫 祭 (8 月 1 日 ) が 選ば れる が 、 
メイ ・ イ ブ も 可能 性 と し て あり うる 。 ま た 、 








ヨ グ = テ ソ トー ス は いつ で も 招来 する こと が で 
きる と 断言 する 者 ちい る 。 ま た 、 召 喚 に 関心 
が ある 者 は 、 ヨ グ = テ ソト ー ス の 名 前 を 正しい 
発音 で 口 に すれ ば 自身 の 破滅 を ち た ら す こと 
に 注意 する べき で ある 。 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 
『 無 名 祭礼 書 』 に よる と 、 ヨ グ = テ ソト ー ス は 
クト ゥ ルフ 、 ハ スタ ー、 お よび ヴ ル トゥ ー ム 
の 父親 だ と いう 。 さ ら に 、 ヨ グ ニ = テニ ソ トー ス は 
シュ ブ テ ニ グラ ス と 共に ナグ と イェ ブ を 産み 
落と し た 。 

ウム ル ・ ア トニ テ タ ウィ ル が 実際 に は ヨ グ = 
ソト ー ス が 変装 し た 姿 で あり 、UFO の 顕現 
が ヨ グ ニテ ソ トー ス の 出現 の 結果 で ある と 言う 
者 も いる 。 ケ ネス ・ グ ラン ト は 、 ヨ グ ニ ソ トー 
ス が 、 達 人 が 啓 発 を 得る た め に 渡ら な けれ ば 
な ら な い 深 淵 の 守護 者 コロ ン ゾ ン と 関連 が あ 
る と し た 。 

ここ で 紹介 する に 値する ヨ グ = ニ ソ トー ス に 
関す る 3 つの 興味 深い 説 が ある 。- つ 目 は 、 
大 いな る 深淵 の 大 帝 ノ ー デ ンス に と っ て 、 ヨ 
グ = テ ソト ー ス が まっ た く 相 対す る 存在 で ある 
と いう こと で ある 。 ヨ グ ニ テニ ソ トー ス は 時 の 終 
わり まで ノー デン ス を 追い 続け る だ ろう 。 二 
つ 目 は 、 モ ー ゼ に よっ て 解放 され る まで ヨ グ 
デ テ ソ トー ス が 黒き 山 、 ま た は シナ イ 山 の 旧 き 
印 の 下 に お り 、 ヤ ハウ エ は 実際 に は 外 な る 神 
の 顕現 で あっ た と 主張 する も の だ 。 そ し て 三 
つ 目 は 、 ヨ グ = テ ソト ー ス が 、 召 喚 し た 存在 、 
召喚 の 時 、 そ し て 神 を この 次 元 に と ど ま ら せ 
る 存在 の 三位一体 か の ら な る と 主張 する 。 し か 
し 、 こ れ ら の 説 は いずれ も 広い 支持 を 得 て は 
いな い 。 
ー ヴ ルト ウー ム 、 ウ ムル ・ ア トニ テニ タウ ィ イル 、 
大 いな る 深遠 、 オ ー ル ド ・ ワ ン 、 空 鬼 、 ク トゥ 
ルフ 、 ク ラー カシ ュ ニ テト ン 、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン 、 コ ラ ゾ ス の カル ト 、 シ ュ ブ = テニ 
グラ ス 、 精 霊 説 、 ソ トー ス 、 外 な る 神 、『 断 
罪 の 書 』、『 内 省 録 ナグ と イエ ブ 、『 ネ クロ 
ノミ コン 』 (補遺 )、 ノ ー デ ンス 、 墓 に 群れ る 
も の 、 バ グ = テ シャ ー ス 、 ハ スタ ー、 フ ォ ン ・ 











ユン ツ ト (フリ ー ド リッ ヒ )、 旧 き 印 、 ミ = ゴ 、 
ミュ ル ダ ー( ゴ ッ ト フ リー ト )、『 無 名 祭礼 書 』、 
無名 の 肥 、 ヤ ー ド = テニ サ ダ ジ 

アタ ナシ オ 「Glimpses」: カー ター「Zoth- 
0mmog」: キャ ン ベ ル 「 ハ イ ・ ス トリ ー ト の 
教会 グラ ント IOutside the Circles of 
Time』 : C. A. スミ ス 「 聖 人 ア ゼ ダ ラク 」 : ティ 
アニ ー 『The Winds of Zarr」』 : ディ カス トロ 「 電 
気 処刑 器 」 ヒ ー ル ド 「 博 物 館 の 恐怖 」) ヘ イ 『 魔 
道 書 ネ クロ ノミ コン 』: マス ター トン 『Prey』、 
ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」、「 チ ャ ー ル ズ ・ 
デクスター・ ウ ォ ー ド 事件 」(0)、『Selected 
Letters IV」、『Selected Letters V」: ラヴ クラ フ 
ト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 ラヴ クラ フト & 
E. プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」: ラム レイ 
「The Statement of One John Gibson」、『The 
Transition of Titus Crow」 


ヨ ス 
Yoth [YAUTHI 

クン ヤン の 地下 世界 の 下 に ある 赤く 輝く 洞 
窟 。 こ れ ら の 洞窟 に は 、 へ ヘビ 人 間 に よ っ て 造 
られ た 無人 の 都市 が いく つか 存在 し て いる 。 
ヴァ ルー シア が 破壊 され た の ち 、 へ ヘビ 人 間 は 
ヨ ス に 逃れ た 。 こ れ ら の 有 虫 類 に 似 た クリ ー 
チャ ー は 、 和 気晴らし に 多く の 種類 の 上 獣 を 作り 
出し 、 ま た 自分 た ちの た め の 新 し い 体 も 作成 
し た 。 へ ヘビ 人 間 の 居留 地 の 衰退 は 、 彼 ら が イ 
グ 崇 振 を や め 、 新 し い 神 ツァ トゥ グ ァ を 信奉 
する よう に な っ た と き に 始ま っ た 。 彼ら は 
ツァ トゥ グ ァ の 像 を 暗黒 の ンカ イ で 見 つけ た 
の で ある 。 イ グ は 彼ら に 呪い を も た らし 、 へ 
ビ 神 に 忠誠 を 保ち 続け た わずか な へ ビ 人 間 が 
ヴー アミ タ ド レス 山 の 地下 洞窟 へ 逃れ た 。 ク 
ン ヤ ン の 人 々 は 時 折 ヨ ス を 訪れ 、 へ ビ 人 間 の 
口碑 か ら そ の 科学 の 多く を 学ん だ 。 

ヨ ス は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ニ ョ グ 
タタ と イグ の 棲み か で あっ た か も し れ な い 。 
ー ガ スト 、 ギ ャ アテ ヨ ス ン 、 ク ン ヤ ン 、 ズ イ 
ン の 性 、 ス スハ ー、 ツア トゥ グ ア 、 ニ ョ グ タ 、 
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ンカ イ 

カー ター 「The Vengeance of Yig」: カ ー タ ー 
& C.A スミ ス 「The Descent into the Abyss」 
ビシ ョ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」(0) 





「 ヨ ス 写 本 』 
Yothic Manuscripts [YAUT HI. 

ヨ ス の 人 々 の 習慣 を 詳し く 述 べた 写本 類 。 
それ ら は ヨ ス で 最大 の 都市 の 地下 に あっ た 
ズ ィ ン の 因 で 見 つけ られ た 。 

ー ズ イン の 審 
ヒー ルド 「 墳 丘 の 怪 」 


ヨハ ルン セン 、 グ スタ フ 
Johansen, Gustaf 

汽船 エン マ 号 の 二 等 航海 士 を 務め た オス ロ 
出身 の 船員 。1925 年 3 月 22 日 に 、 チ リ の 
バル パラ イン か ら ニ ュー ジー ラン ド の オー ク 
ラン ド へ 向かう 航海 の 間 、 エ ンマ 号 は アラ ー 
ト 号 に 攻撃 され 船長 と 一 等 航海 士 は 死ん だ 。 
ヨハ ン セ ン が 指揮 を 執っ て 船 を 進め 、 翌 日 島 
に 上 陸 し た 。 島 で は 6 人 の 船員 が 殺さ れ た 。 
4 月 12 日 、 ヨ ハン セン は エン マ 号 の 唯一 の 
生存 者 と し て 発見 され た 。 シ ドニ ー で の 海事 
裁判 で は ほとん ど 何 も 明らか に な ら ず 、 ヨ ハ 
ン セ ン と 彼 の 妻 は ダニ ー デ ン か ら オ スロ に 移 
住 し た 。 そ の 後 ま も な く 、 ヨ ハン セン は 波 止 
場 の 事故 で 死ん だ 。 

ー『 ヨ ハン セン の 手記 』 
圏 ラヴ クラ フト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 








「 ヨ ハンセン の 手記 」 
Johansen Narrative 

グスタフ ・ ヨ ハン セン に よっ て 書か れ た 日 
記 。 彼 は その 中 で 1925 年 3 月 23 日 に 浮上 
し た 死 の 都市 ルル イエ へ の 偶然 の 訪問 と 、 そ 
こ で 彼 が 章 遇 し た も の に つい て 語る 。 人 類 学 
者 フラ ン シ ス ・ サ ー ス トン は ヨハ ン セ ン の 未 
亡 人 か ら そ れ を 託さ れ 、 そ ね れ 以 来 ク トゥ ルフ 
神話 を 探索 する 者 た ちの た め の 重 要 な 文書 に 
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な っ て いる 。 


ー サ ー ス トン (フラ ン シ ス ) 、 ヨ ハン セン ( グ 


スタ フ )、 ル ルイ エ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ク トッ ゥ ルフ の 呼び 声 」(O) : 
ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 


夜 の 未 商 一 大 地 の 妖 明 
Children of the Night 





ラー ン = テ テ ゴ ス 
Rhan-Tegoth [ran-TEE-gauth] 

ユ ゴ ス か ら 地 球 に 来 て 、300 万 年 前 に 北極 
に 棲み つい た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 。 原 
始 人 信奉 者 を 生け 費 に し て 体力 と 活力 を 維持 
し た 。 の ち に この 地域 の 人 々 は ラー ン = テ テ ゴ 
ス を 忘れ 、 彼 ら の 元 「 神 」 は 冬眠 に 入っ た 。 

20 世紀 の 初め に し 、 ロ ンド ン ろ う 人 形 館 の 
館長 は 、 フ ォ ー ト ・ モ ー ト ン か ら ノ アタ ッ ク 
川 を さか の ぼり 、 か つて ラー ン = テ テ ゴ ス が 棲 
ん で いた と いう 都市 の 廃 城 に 至る 探検 を 行 
な っ た 。 巨 大 な 象 草 製 の 王座 に 眠る 神 を 見 つ 
けた 彼 は 、 そ れ を ロン ドン に 持ち 帰っ た 。 こ 
の 探検 家 は その 後 ま も な く 姿 を 消し 、「 像 」 
は オン タリ オ 美 術 館 に 売ら れ た 。 博物 館 の 
人 々 は 最初 、 こ れ が アレ ウト 族 の 彫刻 で ある 
と 信じ て いた が 、 熱 心 な 大 学院 生 が それ を 偽 
物 だ と 断言 し 、 倉 庫 に し まっ た 。 そ われ 以来 、 
「 像 」 は 消え て し まっ た 。 

いく つか の 情報 源 に よれ ば 、 こ の グレ ー ト |・ 











オー ルド ・ ワ ン は 以下 の 詠唱 で 目覚 め る か も 
し れ な い 。 


ウザ ・ イ ェ エイ! ウザ ・ イ ェ イ リ ! 

イカ ア ブ ホ ウニ = イイ 、 

ラー ン テ テ ゴス ー ク トゥ ルフ ・ フ タグ ン 一 
ラー デン テテ デス > 

グー シー テテ ス 。 


フン テコ スリ 


クト ッ ゥ ルフ 神話 の 野上 験 リノ フ ミケ ー は ラー ン = テ 
テ ゴ ス の 化身 で ある と 言わ れる こと も ある 。 
これ を 証明 する 証拠 は まっ た く 見 つか っ て お 
ら ず 、 ノ フ = テ ケー が 北極 の 怪物 の - 種 で ある 
こと の 方 が ずっ と あり そう で ある 。 ま た 、 ノ 
フ テ ケ ー は ラー ン テ テ ゴス が 夢見 な が ら 王 座 
に 座っ て いた 時 代 か ら 活動 し て いた 。 

ラー ン = テ テ ゴ ス を 滅ぼす こと が で きる な ら 
オー ルド ・ ワ ン は 決し て 復活 する こと は な い 
と 言う 者 ちい る 。 し か し ラー ン = ニ テ ゴ ス の よ 








うな 存在 を 滅ぼす こと は 、 お そら く 人 類 の 能 
力 を 超え て いる だ ろう 。 

ー オ ー ル ド ・ ワ ン 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ 
ワン 、『 ナ コト 写本 』、 ノ フ = テ ケー、 ユ ゴス 
アニ オロ フス キー“Where a God Shall 
Tread': カー ター「 ク トゥ ルー 神話 の 神々 」 : 
ヒー ルド 「 博 物 館 の 恐怖 」(0) : ラヴ クラ フト 
& ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」 





ライ ス 教 授 、 ウ ォ ー レ ン 
Rice, (Professor) Warren 

アー ミ テ ッ ジ と モー ガン と 共に ダニ ッ チ の 
怪 に 対し て 戦っ た ミス カト ニッ ク 大 学 の 古典 
語学 科 の 教授 。 
ー ア ー ミ テッ ジ (ヘン リー)、 ダニ ッ チ 、 モー 
ガン (フラ ン シ ス ) 
悦 ハ ー バ ー “H.P ラヴ クラ フト アー カム ": 
ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」(O) 


ラヴ ェ ニ ケラ フ 
Luveh-Keraphf 

エジプト 第 十 三 王 朝 の 時 代 に 生き た バー ス 
ト の 大 神官 。 彼 は 、『 嗜 黒 の 儀式 』 を 書い た 
こと で 、 最 も よく 知ら れ て いる 。『 障 黒 の 儀式 』 
は 実は 彼 の 書い た 『 ブ バス ティ ス の 巻物 」 の 
ー つ に すぎ な い 。 

[ブロ ッ ク は ラヴ ェ テ ケラ フ が クラ ー カ シュ 
テト ン と 同時 に 生き て いた と 主張 し た こと も 
ある が 、 ク ラー カシ ュ テ トン は お そら く ア ト 
ラン ティ ス の 時 代 の 人 物 と 思わ れる 。] 

ー 『 暗 黒 の 儀式 」、 ク ラー カシ ュ ニ トン 、 バ ー ス ト 
ティ アニ ー 「The Treasure of Horemkhul : 
ディ ティ リオ & ウィリス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ 
の 仮面 ' : ブロ ッ ク 自滅 の 魔術 」(O) 


「 ラ スル ・ ア ルニア ル バ リ ン ]」(「 キ タブ ・ 
ラス ル ・ ア ルニア ル バ リ ン 」) 
Rasul ALAlbarin, (Kitab) 

イブ ン ・ エ ル テ バ ダウ ィ に よっ て 900 年 
ご ろ に 書か れ た グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 
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扱っ た 本 。 知 られ て いる 本 は 、 す べ て オリ ジ 
ナル か ら の 英訳 版 で 、 ウ イト ロク ソ ペ トル と 
いう 存在 に つい て 論じ て いる 。 

バー グル ンド 「Huitloxopetl IV: Vision of 
Madness」 (O)、「Wings in the Night」: ハ ー バ ー 
* ク トッ ゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オ 
ン 





ラド ー、 ア レク シス 
(1794 年 10 月 28 日 1840 年 ) 
Ladeau, Alexis 

フラ ンス 人 で 、 フ リー ドリ ッ ヒ ・ フ ォ ン ・ 
ユン ツ ト の 友人 。 ラ ドー は ド ・ ラ ドー・ ド ・ 
ヌ ベ ー ル と いう 高貴 な 家系 の 出身 で あっ た 。 
彼 の 父親 は フラ ンス 革命 期 の 「 恐 怖 時 代 」 に 
殺さ れ た が 、 彼 の 母親 は 脱出 し て ウィ ー ン で 
アレ クシ ス を 生ん だ 。 ラ ドー は 1799 年 に フ 
ラン ス に 戻り 、1825 年 に パリ で フォ ン ・ ユ 
ン ツ ト と 出会っ た 。1827 年 に 二 人 は アメ リ 
カ に 旅行 し 、 し ば らく ニュ ー ヨ ー ク に 住ん だ 。 
エバ グレ ー ズ 湿地 を 探検 中 に ラド ー は マラ リ 
ア に か か り 、1829 年 前 半 に や む を え ず 帰還 
27 お 

1835 年 に に フォ ン ・ ユ ン ツ ト は 、 彼 の 一 
族 の 荘園 に ラド ー を 呼び 、 そ こ で 二 人 は 翌年 
『 無 名 祭礼 書 』 を 完成 させ る まで 一 緒 に 住ん 
だ 。 し か し な が ら 、 本 が 完成 し た ある 日 、 フ ォ 
ン ・ ユ ン ツ ト は サン クト ・ ペ テル ス ブ ル ク に 
列車 で 出かけ 、 ラ ドー は 生き て いる 彼 を 再び 
見 る こと は な か っ た 。 

1840 年 に に デュ ッ セ ルド ルフ ホテ ル に あっ 
た フォ ン ・ ユ ン ツ ト の 部 屋 が 開け られ た と き 、 
ラド ー も その 場 に いて 、 ユ ン ツ ト の 体 を 発見 
し た 。 ラ ドー は フォ ン ・ ユ ン ツ ト が 書き か け 
て いた 原稿 を 持ち 帰り 、 バ ラバ ラ に な っ た そ 
れ を つなぎ 合わ せ た 。 悲 し いこ と に 、 そ れ を 
読ん だ 彼 は それ を 破壊 し 、 自 分 の の ど を か み 
そり で 切り 裂 いた (この 原稿 の 数 ペー ジ が ラ 
ドー と 共に 埋 発 さ れ た 言う 者 ちあ いる が 、 そ う 
だ と すれ ば 、 ナ チ ス が 1942 年 に 魔術 に 関す 
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る 知識 を 得る た め に 彼 の 遺体 を 掘り 起こ し た 
と き に 、 そ れ を 手 に 入れ た だ ろう )。 
ラド ー の 唯一 知ら れ て いる 著作 は 『 フ リー 


ドリ ッ ヒ ・ フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト の 思い 出 』( ブ 


ライ ドウ ェ ル 、1846 年 : キー ルコ ッ プ 、 
1898 年 ) で 、 有 名 な 作家 の 人 生 を ほとん ど 
正確 に 描い て いる 。 

ーー フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー ド リッ ヒ )、『 無 
名 祭祀 書 』 

悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タ イン ズ "Delta 
Green': ハ リス 「The History of Von Unaussprechlichen 
Kultenl : ハワード 「 黒 い 石 」(O) 


ラニ クア ・ ル アフ アン 
Laniqua Lua Huan 

深き も の と イル カ の 雑種 。 ラ イフ サイ クル 
は 深き も の と 人 間 と の 雑種 に 類似 し て いる 。 
行動 は 海洋 に 限ら れ て いる が 、 ク トゥ ルフ に 
捧げ る 生け を 捕まえ る た め に 巧妙 な 罠 を 時 
折 作る 。 彼 ら の 指導 者 は 、 巨 大 な カミ ソリ 上 由 
に 似 た 姿 を し た ツー ルル ン で ある 。 
ー ク トウ ルフ 、 深 きも の 
バー ル グ ン ド 「The Sand Castle」 


ラフ ァ ム 、 セ ネ カ 
Lapham, Seneca 

ミス カト ニッ ク 大 学 の 1879 年 次 生 。 の ち 
に 同 大 学 の 人 類 学 教授 に な る 。 彼 は 、 ア ン ブ 
ロー ズ ・ デ ュ ワ ー ト の 死 の 調査 に お ける 彼 の 
役割 に よっ て 最も よく 知ら れ て お り 、 デ ュ 
ワー ト の 本 の 何 冊 か を 大 学 図書 館 の た め に 入 
手 し た 。 
ー デ ュ ワ ー ト (アン ブロ ー ズ ) 、 ミス カト ニッ 
ク 大 学 
カー ター 「Zoth-0mmog」、 ラ ヴ ク ラ フト & 
ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」(O) 





ラム 
Lam 

大 き な 額 、 わ ず か に つり 上 が っ た 目 、 そ し 
て 小さ い 口 を し た 生き 物 。 ア レイ スタ ー・ ク 
ロウ リー の 絵 の 一 つ に 描か れ た 。 ケ ネス ・ グ 
ラン ト は 、 ラ ム が グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
の 1 体 で ある と 言い 、「 口 に する の も は ば か 
られ る 大 司祭 」 と 、UFO に よる 拉致 の 際 に 
目撃 きれ た 「 グ レイ 」 と に 関連 が ある と し た 。 
ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 
圏 グ ラン ト 『 魔 術 の 復活 』(O)、『Outer 
Gateways』 





ラン ファ ー 博 士 、 サ イラ ス (ウィ ルフ レッ 
ド ?)(?ー 1950 年 ご ろ ) 
Llanfer, Doctor Cyrus (also Wilfred〉》) 
アー ミ テ ッ ジ の 後任 と し て ミス カト ニッ ク 
大 学 図書 館 の 館長 を 務め た 人 物 。 ラ ン フ ァ ー 
は 1902 年 に ミス カト ニッ ク 大 学 で の 勉学 を 
終え て 図書 館 の 副 館 長 に な り 、1936 年 以前 
の 時 点 で 彼 の 上 司 の 職 を 引き 継い だ 。 ラ ン 
ファ ー は 多く の 重要 な 書物 の 入手 を 監督 し 、 
オカ ルト 関連 書籍 の 「 特 別 収集 室 」 を 閲覧 し 
よう と する 個人 に は か な り 注 意 し て 許可 を 与 
えて いた 。 図 書館 に 対す る 彼 の 最大 の 頁 献 は 
「 魔 術 師 の 弟子 」 と 呼ば れる 「 特 別 収集 室 」 
に 保管 し た 書籍 を 一 覧 に し て それ に 関す る 英 
大 な 情報 を 加え た カタ ログ を 制作 し た こと だ 
ろう 。 こ れ は 彼 の 死 の 間際 に な っ て や っ と 完 
成 に 近づい た 。 
ーー ミ デ テツ ジヘ ンー) 、 ミス カト ニッ 
ク 大 学 
カー ター「The Strange Doom of Enos 
Harker」 : スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil : 
ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」、「 ハ 
スタ ー の 帰還 」(0) : ハー バー *H. P ラヴ クラ 
フト アー カム " 











ラニ クア デア ・ 
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リー ギク ス ( ル ギ ハ クス ) 
Pey hx [LIGHL-giks] 

人 類 に 天王 星 と し て 知ら れ て いる 惑星 。 金 
属 で 出来 た 立方 形 で 多 脚 の クリ ー チ ャ ー が 棲 
ん で お り 、 奇 妙 な コウ モリ の 神 、 ル ログ を 上 
拝 し て いる 。 

は る か 昔 に シャ ン が アザ トー ス の 神殿 を 瞬 
間 移動 させ て 、 こ の 世界 に や っ て 来 た 。 原 住 
民 は 、 シ ャ ン が し ば らく この 世界 に と ど ま る 
こと を 許し た 。 し か し 、 す ぐに 両方 の 集団 か 
ら 多く の 個体 が も う 一 方 の 宗教 へ 転向 する よ 
うに な る 。 結局 、 こ れ が 闘争 を 引き 起こ し 、 
アザ トー ス を 崇拝 する シャ ン は 自分 た ちの 神 
殿 を 放棄 し 、 異 端 に 転ん だ 仲間 を 原 住民 と 共 
に リー ギク ス に 残さ ざる を えな か っ た 。 

ー ア ザ ト ー ス 、 シ ャ ン 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ ( ル 
ログ ) 
圏 キ ャ ン ベ ル 「 妖 中 





し ー 


リッ ク 湖 
Rick's Lake 

ウィ スコ ン シ ン 北 中 部 に ある 湖 。 失 忠 と 湖 
の 怪物 に まつ わる 多く の 不思議 な 物語 が 伝え 
られ て いる 。 伝説 の 「 ウ ガイ の 森 」 が 近く に 
ある と 言う 者 も いる 。 
ー ン ガイ の 森 
ダー レス 「 闇 に 棲み つく も の 」 


「 リ ユー 版 ] 
Liyuhh 

『 ル ルイ エ 異 本 』 の ドイ ツ 語 へ の 翻訳 と 分 
析 。 文章 に 関す る 注釈 も 含む 。 限 定 版 400 
部 が 18 世紀 に 印刷 され た 。 少なくとも 1 冊 
は 無名 の 個人 収集 家 が 保有 し て いる 。 
ー『 ル ルイ エ 異 本 』 
スタ ン リ イ 『Fx Libris Miskatonici』 : バー 
ティ ン 「Darkness, My Name Is」(O) 


境 丹 (冥王 星 の 薬 ) 
Liao (also known as the Plutonian Drug) 
黒い 蓮 か ら 蒸 凡 さ れる 、 精 神 状態 を 変化 さ 
せる 物質 。 何 世紀 も 前 に 、 遼 と いう 中 国人 の 
錬 丹 士 が この 物質 の 製法 を 発見 し た 。 老 子 は 、 
遼 丹 を 使用 し て いる と き に 、 彼 の 哲学 の 基礎 
を 成す 宇宙 的 概念 、 道 」 を 思い 描い た 。 遼 
丹 の 製法 は 、 東 洋 か ら サ ラセン 人 の 手 に 渡り 、 
サラ セン 人 に 捕らわれ て いた ルド ウィ ク ・ プ 
リン は 彼 の 師 で あっ た エメ ン デ ィ ッ ド ・ ケ 
ジー ル か ら そ れ を 知り 、『 妖 崩 の 秘密 』 に 思 
実に 書き 残し た 。 こ の 薬 は 、 非 常に 珍し いも 
の で あり 、 今 日 で は めった に 使用 され な い 。 
この 楽 を 使う と 過去 を 知覚 する こと が で き 
る 。 そ の 視点 は 通常 自分 の 先 視 の も の と な る 。 
より 大 量 に 使え ば 進化 の 連鎖 に 沿っ て ずっ と 
過去 に さか の ぼる こと が で きる か も し れ な 
い 。 た だ し 使用 者 は 、 未 来 に 旅 し て 復讐 を 実 
行 す る こと が 可能 な ある 存在 を 避け る よう 注 
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意 し な けれ ば な ら な い 。 
[スミ ス の 作品 に 登場 する 冥王 星 の 薬 は 遼 丹 
と 同じ で は な い が 、 作 家 た ち は 二 つの 言葉 が 


同じ 物質 を 意味 する も の と し て 使用 し 続け て 


いる 。] 


ー 黒 い 蓮 、 ナ コト 五角 形 、 プ リン (ルド ウィ 
ク )、『 妖 明 の 秘密 』 

悦 カー ター 「The Madness out of Time」 : カッ 
トナ ー「 侵 入 者 」:C.A._ スミ ス 「 プ ルト ニウム 」: 
ロス “Signs Writ in Scarlet' : ロン グ 「 テ ィ ン ダ 
ロス の 猟犬 」(O) 














ル ニ テイ ブ 
Lh-Yib 

イブ の 「 姉 妹 都市 」。 そ の 正確 な 位置 は 不 
明 だ が 、 カ ダテ ロン の 円 筒 形 粘土 に よる と 、 
キン メリ ア の 地下 に 埋もれ て いる と いう 。 こ 
の 都市 は は る か 昔 に 起き た イブ の 破壊 を 生き 
延び た よう だ 。 
ー イ ブ 、 エ フィ ロス 、 カ ダテ ロン の 円 筒 形 
粘土 キン メリ ア 、 ス ー ム = テハ ー、 ボ クル グ 
ラム レイ 『Beneath the Moors』 





ル グ ラ ー ス 警部 、 ジ ョ ン ・ レ イモ ンド 
Legrasse, john Raymond 

1907 年 に 特に 嫌悪 すべ き 性 質 の 沼 カ ルト 
に 対す る 一 斉 取り 締まり を 率い た ニュ ー オ ー 
リン ズ の 警視 正 。 ル グラ ー ス は この セク ト に 
関し て わずか な 知識 し か 得 ら れ な か っ た が 、 
取り 締まり で 押収 し た 小さ な 偶像 を アメ リカ 
考古 学 協会 1908 年 次 総会 へ 持ち 込ん だ こと 








が 、 世 界 的 な クト ゥ ルフ カル ト の 存在 を 知る 
最初 の きっ か け の 一 つと な っ た 。 

ー カ スト ロ 、 ク トゥ ルフ 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ク トッ ゥ ルフ の 呼び 声 」 


ルム ル ニ カ トゥ ロス 
Lmur-Kathulos [IPMOOR KahTOO-loes]. 
ハス ター の 盟約 に 関連 する 存在 。 昔 の 入信 
者 は 、 彼 の 弟子 の -- 人 に な る た め に 最も 耐え 
が た い 試 験 を 受け て いた 。 こ の 存在 は また 、 
アト ラン ティ ス の 失わ れ た 大 陸 出 身 で 、 あ る 
情報 湖 こ に よる と クト ゥ ルフ の 精神 を 具現 化す 
る こと を 命じ られ た 魔術 師 、 カ トゥ ロス と 同 
じ も の か も し れ な い 。 
[ラヴ クラ フト は ロバ ー ト E. ハワード が 創 
造 し た 「 カ スロ ス 」 へ の オマ ー ジ ュ と し て 、「 闇 
に 喘 く も の 」 に 「 ル ムル テカ トゥ ロス 」 を 登 
盟 さ せ た 。 ハ ワー ド は 、 自 分 の 「 カ トゥ ロス 
(カス ロス )」 は ラヴ クラ フト の 「 ク トゥ ルフ 」 
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と は まっ た く 関 連 が な いと 言っ た が 、 ロ バー 


極 に ある ヤー ラク の 氷山 に 棲ん で いる 。 





ト M. プラ イス は ハワード の 死後 、 リ ン ・ カ 
、 ター と の 共 作 に お いて 故意 に これ を 無視 し た 
まあ だ 。 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 ハ スタ ー 
悦 カー ター& R. プラ イス 「The Strange Doom 
of Enos Harker」: ハ ワー ド 「 ス カル ・ フ ェ イ ス 」 
(O) : ペル トン 『The Sussex Manuscriptl: ラ 
ヴ ク ラ フト 「 闇 に 嘱 く も の 」 





ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス 
Rlim Shaikorth [RIL-im shae-KORTHI 

『 エ イボ ン の 書 』 で 言及 され た クリ ー 
チキ で MV シャ イコ ー ス は と て つも な 
い 自 い の 姿 を し て いる と 言わ れ て いる 。 そ 
の 先端 に は 、 血 液 を 絶え ず 垂 れ 流す 大 き な 口 
と 2 つの 空 の 眼 容 が あっ た 。 ル リム ・ シ ャ 
イコ ー ス は 魔術 の 分 野 に お いて 実質 的 に 全 知 
全能 で あっ た 。 

ハイ パー ボリ ア が まだ 世界 で も 強力 な 国 
だ っ た と き 、 ル リム ・ シ ャ イコ ー ス は 太陽 系 
の 外 か ら 地 球 に や っ て 来 た 。 水 の 要塞 イイ ー 
キル ス に 乗っ て 、 白 曲 は 北極 か ら 南 に 移動 を 
開始 し た 。 彼 が 航海 し た 途中 に あっ た 土地 は 
触れ た 者 すべ て を 即死 させ る 寒気 に よっ て す 
べ て 荒廃 し た 。 し か し ほん の わずか な 生き 残 
り 、 イ ー リ ディ ー ム が いた 。 彼 ら は 、 寒 気 の 
中 で も 不 自由 な く 過 ご し 、 彼 を 崇拝 で きる よ 
う 、 ル リム ・ シ ャ イコ ー ス に よっ て 作り 変え 
られ た 偉大 な 魔術 師 た ち だ っ た 。 エ イボ ン に 
よる と 、 イ イー キル ス か ら 襲 っ て くる 寒気 は 
ハイ パー ボリ ア の 最も 偉大 な 都市 の 数 々 を 破 
壊し 、 世 の 終わ り は 確実 に 見 えた 。 と ころ が 
ある 日 、 イ イー キル ス が 溶け て な く な り 、 超 
自然 的 な 寒さ も 去っ た 。 何 が ルリ ム ・ シ ャ イ 
コー ス に 起こ っ た の か まだ 謎 だ が 、 エ イボ ン 
の 本 は 取り うる 一 つの 回 答 を 与え る 

ルリ ム ・ シ ャ イコ ー ス は 、 独 立 し た 存在 の 
よう に 思え る が 、 実 際 に は 炎 の 存在 、 ア フー 
ム ・ ザ ー に 仕え て いる 。 ア フー ム ・ ザ ー は 北 





* ア フー ム ・ ザ ー、 イ ー リ ディ ー ム 、 エ イ 
ボン 、『 エ イボ ン の 書 』、 ハ イ パ ー ボ リア 
カー ター 「Zoth-Ommog」: カー ター& CA. 
スミ ス 「The Light from the Pole」: C. A. スミ 
ス 「 白 明 の 襲来 」(0) : ラヴ クラ フト 『Selected 
Letters IVJ 





ルル イエ (アル イエ 、 ウ リリ ア ) 
Rhyeh (also Arlyeh or Urilia ( ?) ) [RIL-yehl] 
南 太平 洋 の 南緯 47 度 9 分 、 西 経 126 度 
43 分 付近 に 水没 し て いる 都市 ( ポ ナ ペ 島 の 
近く 、 あ る い は マサ チュ ー セ ッ ツ 沖 と する も 
の も ある )。 ク トッ ゥ ルフ と 彼 の 手先 は 最も 古 
くに 記録 され た 歴史 より も 何 百 万 年 も 前 に ル 
ルイ エ を 造り 、 古 の も の な どの 異 界 の 存在 と 
戦う た め に 都市 か ら 出撃 し た 。 そ し て 、 大 変 
地異 が 起こ っ た 。 星 辰 が 特定 の 配置 に な っ た 
と 言う 学者 た ち も い る し 、 重 大 な 宇宙 戦争 が 
勃 革 し た の だ と いう 学者 ちい る 。 さ ら に 、 月 
の 創造 が 原因 だ っ た と 信じ る 学者 も いる 。 理 
由 が 何で あれ 、 ル ルイ エ は 太平 洋 の 波 の 下 に 
沈み 、 大 いな る クト ゥ ルフ の 慕 と な っ た 。 

ルル イエ は 太平 洋 の 海底 深く に 沈ん だ が 、 
この 都市 (ちる い は ルル イエ で 最も 高い 山 ) 
が 海 の 表 面 に 現れ た こと が 何 回 か あっ た 。 し 
か し 少し 時 間 が た つと 再び 沈む の が 常 で あっ 
た 。 そ の た びに クト ッ ゥ ルフ の 夢 が 、 テ レ パ シ ー 
に よっ て 運ば れ 、 世界 中 に 宗教 的 熱情 、 狂気 、 
自然 災害 な どの 大 発生 を も た らし た 。 これら 
に 関心 の ある 読者 は 、 ブ ラウ ン 大 学 の ジョ ー 
ジ ・ ギ ャ マル ・ エ イン ジェ ル 教 授 の 作品 や 、『 ヨ 
ハン セン の 手記 』 を 読め ば 、 こ れ ら の 出来 事 
に 関す る 詳し い 情 報 が 得 ら れる だ ろう 。 

われ われ に 伝え られ た 、 死 の 都市 ルル イエ 
の 記述 か ら は 、 建 物 が 非 ユ スー クリ ッ ド 尊 何 学 
的 な 方 法 で 組み 合わ され た 巨大 な 緑色 の 石 で 
作ら れ て いる こと が わか る 。 最 も 高い 山 の 頂 
上 に ある 霊 願 に は 大 いな る クト ゥ ルフ が 眠 
り 、 旧 き 印 に よっ て その 中 に 封じ 込ま れ て い 
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る 。 無 知 な 者 、 無 謀 な 者 の み が こ の 墓 の 扉 を 
開く か も し れ な い が 、 歴 史 を 通じ て これ は わ 
ず か 数 回 し か 起こ っ て お ら ず 、 そ の 結果 は 悲 
惨 な も の で あっ た 。 
ー イ エー、 古 の も の 、 銀 の 黄 胡 教団 の マス 
ター た ち 、 ク トウ ルフ 、 ク トウ ルフ の 星 の 落 
し 子 、 ゾ スミ オム モグ 、 旧 き 印 、 フ ング ルイ 
ム グ ル ウナ フ クト ウゥ ルウ ルル イエ ウ 
ガ フ ナグ ル フタ グン 、 ム ー、 ユ ト グ タ 、『 ヨ 
ハン セン の 手記 』、『 ル ルイ エ 異 本 』、 ル ルイ 
エ の 印 
層 ダー レス 「 ホ ー ヴ ァ ス ・ ブ レイ ン の 物語 」、 
「 ル ルイ エ の 印 」: ラヴ クラ フト 「 ク トゥ ルフ 
の 呼び 声 」(O) : ラヴ クラ フト & ダ ー レ ス 「 暗 
黒 の 儀式 」: ラム レイ 「The House of Cthulhu」 




















『 ル ルイ エ 異 本 
R'yeh Text (also Urilia Teaxt ?) 

も と も と クト ッ ゥ ルフ の 沙 し 子 自身 に よっ て 
作ら れ た 大 き な 銘 板 を 書き 写し た 本 。 こ れ ら 
の 銘板 は ハイ パー ボリ ア 時 代 に は まだ 存在 し 
て いた が 、 今 日 で は 最も 古い も の は 、 中 国 奥 
地 の ど こ か に ある と され る 人 巻物 の 形 で 保存 さ 
れ た も の で ある 。 こ の 写し は 、 少 な く と も 1 
万 5000 年 、 お そら くも っ と 古い も の で 、 中 
国 の も の に 似 た 文字 も 見 られ る が 、 実 際 に は 
人 間 の も の で は な い 。 ま た 、 中 国語 で 書か れ 
た より 最近 の も の も 発見 され た が 、 そ れ は 中 
国 か ら こ っ そり 持ち 出さ れ て いる 。 

本 の 内 容 は 、 バ ビ ロ ン と ペル シャ を 通っ て 
西 へ 伝え られ た か も し れ な い 。 紀元 前 200 
年 ご ろ に 現れ た ラテ ン 語 版 は 、 そ こ か ら 得 た 
情報 を も と に し て いた か も し れ な い の だ 。 中 
国語 版 と ラテ ン 語 版 の 両方 を も と に し て 作ら 
れ た ドイ ツ 語 版 は 『 リ ユー』 と いう 題名 を 与 
えら れ 、18 世紀 に 個人 的 に 出版 され た 。 ロ 
チェ スタ ー 卿 に よる ラテ ン 語 版 か ら の 英訳 は 
出版 され る こと は な か っ た が 、 何 回 も 複写 さ 
れ 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ と コー プラ ンド が 自分 
の 作品 の た め に 利用 し た 。 




















伝え られ る と ころ に よれ ば 、 こ の 小冊子 は 
クト ゥ ルフ と その 人 答 属 を 崇拝 する 適切 な 方 法 
を 扱っ て お り 、 ク トゥ ルフ ・ カ ルト の 多く が 
それ を 最も 神聖 な 本 と し て 信じ て いる 。 ま た 、 
人 が 水中 で も 息 が で きる よう に する 「 ダ ゴン 
の 息 」 と 呼ば れる 呪文 も 記載 され て いる 。 

[最近 出版 され た 2 冊 の ペー パー バッ ク の 
『 ネ クロ ノミ コン 』 は 、『 ル ルイ エ 異 本 』」 を 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の 一 部 と し て いる が 、 こ れ ら 
が 別 の 本 で ある こと は クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 を 
読め ば 明らか で ある 。] 

ー ク トウ ルフ 、 コ ー プ ラン ド (ハロ ルド )、 
シュ リュ ズ ベ リ イ (ラバ ン ) 、『 フ サン の 謎 の 
七 書 』、『 リ ユー 版 』、 ル ルイ エ 、『 ル ルイ エ 異 
本 注釈 書 』、『 ル ルイ エ 異 本 を 基 に し た 後期 原 
始 人 の 神話 の 型 の 研究 』 

悦 ア ン ブ ー ル 「The Shadow of the Sleeping 
God」: サイ モン 『Necronomicon」: スタ ン リ 
イ IEx Libris Miskatonicil : ダー レス 「 ハ スタ ー 
の 帰還 」(0) : ハー グレ イブ “ブラック ・ デ ビ 
ル 山 "バー ティ ン 「Darkness, My Name fs」 





『 ル ルイ エ 異 本 注釈 」 
Ryeh Text Commentary 

訓 代 の 中 国語 で 書か れん 、『 ル ルイ エ 異 本 』 
の 中 の いく つか の 一 節 を 解説 し た 本 。 そ の ほ 
か に 、 本 に は ルル イエ の 不 完全 な 地図 が 掲載 
され て いる 。 
ー『 ル ルイ エ 異 本 』 
圏 デ ィ テ ィ リ オ & ウ ィ リ ス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面" 


『 ル ルイ エ 異 本 を 基 に し た 後期 原始 人 の 
神話 の 型 の 研究 ] 
An Investigation into the Myth-Patterns of 
Latter-Day Primitives with Especial Reference 
tothe R'Lyeh Text 

失 忠 の 前 に ラバ ン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 博 士 
に よっ て 書か れ た 本 。1913 年 に ミス カト ニッ 
ク 大 学 出版 局 に よっ て 出版 され た (1936 年 
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に 出版 され た と いう 資料 も ある が 、 こ れ は 異 
な る 版 の も の か も し れ な い )。 こ の 本 の 中 で 
シュ リュ ズ ベ リ イ 教 授 は 、 世 界 的 な クト ゥ ル 
フ ・ カ ルト の 儀式 と 活動 の 中 心 に 関す る 彼 の 
推測 を 述べ た 。 

ー ク トウ ルフ 、 シ ュ リ ュ ズ ベリ イ (ラバ ン ) 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 、『 ル ルイ エ 異 本 』 

悦 カー ター 「Zoth-O0mmog」) スタ ン リ イ 『Ex 
Libris Miskatonici』: ダー レス 「 ア ンド ルー・ 
フェ ラン の 手記 」(0) 





ルル イエ の P 印 
Seal of R lyeh 
ルル イエ の 都市 を 斬 う よ う に 立ち 上 が っ た 
クト ゥ ルフ の 絵 を 、「 フ ング ルイ ム グ ル ウ 
ナ フ クト ゥ ルウ ルル イエ ウ ガ フ ナグ ル 
フタ グン 」 と いう 語句 が 囲ん で いる 記 堤 。 
ー ク トウ ルフ 、 フ ング ルイ ム グ ル ウナ フ 


クト ウル ウ ルル イエ ウ ガ フ ナグ ル フ 
タグ ン 、 ル ルイ エ 
圏 ダー レス 「 ル ルイ エ の P 印 」 





ル ロ グ ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ ( ル ロ グ ) 
Lrogg 





レー ス 
Gleeth [LEEIHI 

ティ ー ム ドラ と ドリ ー ム ラン ド の 人 々 が 県 
敬 し た 月 の 神 で 、 ほ か の 神 性 へ の 助言 者 。 レ ー 
ス は ム ノ ムク ァ と 同一 の 神 だ と も よく 言わ れ 
て いる が 、 実 際 に は レー ス は ほか の 神 と は 異 
な り 、 自 分 を 崇拝 する 者 の 祈り を 見 る こと も 


耳 を 傾け る こと も し な い 。 そ の た め テ ィ ー ム 
ドラ の スム テイ ー の 人 々 だ けが レー ス を 宗 拝 
し て お り 、 組 織 だ っ た カル ト も 神官 も ほか の 
場所 に は な か っ た 。 

ー テ イィ イー ム ド ラ 、 ド リー ムラ ンド 、 ム ノム クア 
ラム レイ 「Isles of the Suhm-Yi」、『Mad Moon 
of Dreams』 
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レッ サー・ オ ー ル ド ・ ワ ン 

Lesser Old Ones 

ハロ ルド ・ ハ ドリ ー・ コ ー プ ラン ド に よっ 
て グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 従者 に 与え ら 
れ た 名 前 。 レ ッ サ ー・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 中 に 
は 、 ダ ゴ ン と ハイ ドラ や 、 深 きも の 、 炎 の 精 、 
ミ テ ゴ 、 お よび クト ー ニ アン な どか が 含ま れる 。 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 違い 、 通 常 レッ 
サー・ オ ー ル ド ・ ワ ン は 自由 に 動き 回 り 、 彼 
ら の 主人 の 言い つけ に 従う 。 

ー ク ドー ニア ン 、 グレ ー ト オー ドウ ン 、 
コー プラ ンド (ハロ ルド )、 ダ ゴン 、 ハ イド ラ 、 
深き も の 、 炎 の 精 、 ミ = テ ゴ 
カー ター 「Zoth-Ommog」 


レム リア 
Lemuria [li-MOOR_iahl 

太平 洋 に あっ た 和 失わ れ た 大 陸 。 あ る 見 積 り 
に よる と (お そら く 誇 張 さ れ て いる ) 大 陸 の 
範 胃 は 、 北 は ヒマ ラ ヤ か ら 南 は 南極 大 陸 ま で 、 
西 は マダ ガス カル か ら 東 は 太平 洋 の イー ス 
ター 鳥 の 先 に まで 達し て いた と いう 。 レ ムリ 
ア に は か つて 、 人 間 の 頭 と 触手 を 持つ 種族 が 
生息 し て いた が 、 人 間 が 到着 する 時 まで に 彼 
ら は お そら く 死 に 絶え た の だ と 思わ れる 。 氷 
河 が ハイ パー ボリ ア 全 体 を 回 っ た と き 、 竜 王 
た ちあ る い は へ ビ 人 間 た ち は レ ムリ ア に 逃げ 
こん だ 。 彼ら は し ば らく は 平穏 に 暮らし て い 
た が 、 人 類 の 隆盛 に 際 し 、 一 千年 戦役 に 敗れ 
だ 。 

約 50 万 年 前 に 起こ っ た この 戦争 の の ち 、 
人 類 は ネ メ デ ィ ス の 最初 の 王国 に 住む よう に 
な っ た 。 混 油 の カ が の ち に この 地 を 破壊 し 、 
人 類 は 西 に 移動 し た 。 そ こ で 彼ら は 九 つ の 都 
市 を 設立 し た 。 東 の ニア ン ガ の 地 に 住む 魔術 
師 た ち は 、 混 油 に よっ て 堕落 し 、 彼 ら が 自分 
自身 の 魔術 で 滅び る まで 世界 の 脅威 と な っ 
た 。 脅威 が 去っ た の ち 、 倫 人 ゾン ガー と 彼 の 
太陽 の 黄金 常 国 (飛ぶ 船 で 世界 の 半分 を 征服 
し た ) に よっ て 統一 され る まで 、 九 王国 は お 











互い 絶え ず 争 っ て いた 。 

この 繁栄 の 時 代 は いつ まで も 続く も の で は 
な か っ た 。 連続 し て 起こ っ た 火山 噴火 に よっ 
て 、 大 き な 鳥 々 か ら な る 一 つの 列島 を 除い て 、 
大 陸 の 大 部 分 が 海 の 底 に 沈ん だ 。 大 陸 の 人 々 
の 多く が アト ラン ティ ス に 逃げ た が 、 取 り 残 
され た 者 ちい た 。 ハ イボ リア 時 代 に な る と 、 
大 陸 の 高度 な 文明 は 没落 し て ゆき 、 海 賊 が 出 
没 す る こと で 知ら れる よう に な っ た 。 し か し 
同時 に 、 強 力 な 魔術 を 伝承 し て お り 、 備 兵 が 
将軍 や 文明 化 さ れ た 国 の 王 と な る こと も る 多 
か っ た 。 回 復 の 兆 伺 も あっ た が 、 レ ムリ ア は 
二度と 決し て 世界 的 な 強国 に は な る こと は な 
か っ た 。 

レム リア に 残っ た 者 た ち は 、 ハ イボ リア 時 
代 の 始め に 起こ っ た アト ラン ティ ス を 沈め た 
の と 同じ 大 地殻 変動 に よっ て 減 ぼ され た 。 レ 
ムリ ア か ら の 避難 民 は クン ヤン と シャ ン バ ラ 
に 逃げ ば た が 、 大 部 分 が トゥ リア ン 大 陸 に 行く 
こと に し た 。 そ こ で 彼ら は 奴隷 に され た 。 千 
年 が た ち 、 彼 ら は 主人 を 倒し て 西 へ 向かっ た 。 
そこ で 彼ら は ステ ィ ギ ア と ア ケ ロ ン の 王国 を 
設立 し た 。 サ ンス クリ ッ ト 語 が レム リア の 言 
葉 か ら 来 て いる か も し れ な いと 言う 者 も い 
る 。 

[19 世紀 の 進化 論者 は 多く の 異な っ た 動物 
の 存在 に つい て 説明 し よう と し た 。 そ の 一 つ 
に 、 ア フリ カ と イン ド の 両方 に 棲む キツ ネ ザ 
ル と し て 知ら れ て いる 霊 長 類 が あっ た 。 進 化 
論者 は 二 つ の 大 陸 の 間 に 、 か つて 陸橋 が あっ 
た と 仮定 し 、 動 物 学 者 フィ リッ プ ・ ス クレ ー 
ター は この 地域 の た め に 「 レ ムリ ア 」 と いう 
名 前 を 新た に 創造 し た 。 そ れ 以 後 、 生 物 学者 
が キツ ネ ザ ル の 生態 に つい て より 理 に か な っ 
た シナ リオ を 提唱 し て いる た め 、 レ ムリ ア の 
支持 者 は 現在 で は 主 に オカ ル テ ィ ス ト で あ 
り 、 彼 ら は 大 陸 が 実際 に は 太平 洋 に あっ た と 
言っ て いる 。 

レム リア に 関す る ハワード 、 ラ ヴ ク ラ フト 、 
カー ター の 情報 の 大 部 分 は 神智 学者 ブラ ヴァ 
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ツキ ー 夫 人 と W. スコ ッ ト ニ エリ オッ ト の 閉 
作 を 基 に し て いる 。 ハ ワー ド ら は これ ら の 著 
作 か ら 情 報 を 取捨 選択 し 、 レ ムリ ア の 最 古 の 
人 類 は 「 芽 接ぎ 」 に よっ て 再生 し た 精神 的 存 
在 で あっ た と いっ た 、 神 智学 者 た ちの 奇妙 な 
主張 の いく つか を 取り 除い た 。 リ ン ・ カ ー タ ー 
は 、 レ ムリ ア と ムー の 二 つ の 大 陸 は 同じ で あ 
る と 述べ た が 、 こ れ は クト ッ ゥ ルフ 神話 の ほか 
の 作品 に 反する 。 結局 私 は 二 つ の 大 陸 を 別々 
に 記載 する こと を 選ん だ 。 二 つの 大 陸 同 士 、 
ある い は ルル イエ の 「 和 失わ れ た 大 陸 」 と の 関 
係 に 関し て 悩む の は 将来 の 研究 者 に 任せ る こ 
と に し よう 。] 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 イ ス の 偉大 な る 種族 、 
輝く トラ ベ ゾ ヘドロ ン 、 カル 王 、 シャンバラ 、 
ハイ パー ボリ ア 、 ハ イボ リア 時 代 、 ヘ ビ 人 間 
カー ター『 海 賊 と 闘う ゾン ガー』、『 ゾ ン ガ ー 
と 魔道 師 の 王 』、『The Black Star』、「The Seal 
of Zaon Sathla」  : スコ ッ ト テ エリ オッ ト 『The 
Story of Atlantis and the Lost Lemuria」: ハ ワー 
ド 「 象 の 塔 」、「 ハ イボ リア 時 代 」: ピー ター セ 
ン *Captives of Two Worlds': ビシ ョ ッ プ 「 墳 
丘 の 怪 」, ブラ ヴァ ツキ ー『 シ ー ク レッ ト ・ ド 
クト リン 』: ラム リー「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 
記 」 




















レ リ オ ン 山 
Lerion, Mount [LER-ionl. 

ハセ グ と ニル の 町 の 近く に ある ドリ ー ム ラ 
ンド の 山 。 山 の ふも と に ある マイ ナル タ の 谷 
か ら ス カイ 河 が 流れ 出し て いる 。 夜 明け に レ 
リオ ン か ら 吹 く 風 が 地球 の 神 の た め 息 を 一 緒 
に 運ぶ の だ と 言う 者 も いる 。 山 の 北 斜 面 に は 、 
イ ギ ロ ス の 都市 の 廃虚 が ある 。 ゴ ブリ ン が 動 
き 回 っ て いる と いう 事実 と 噂 が 、 山 か ら ほ と 
ん どの 人 々 を 遠ざけ て いる 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 ス カイ 河 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ (黄色 い 仮 面 の も の )、 ニ ル 、 ハ セグ 
デビ ル 「Im "Ygiroth」 ピー ター セン 『 ク トッ 
ルフ 神話 図説 』! ラ ヴ ク ラ フト 「 革 神 」(O)、「 未 


知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 


レン (レン 高原 ) 
Leng (or Plateau of Leng) [LENG] 

凍てつく 荒野 の カ ダ ス 付 近 の 地域 。 通 常 研 
究 者 は レン 高原 が 中 央 アジ ア に ある と し 、 中 
国 の 新 角 地 区 で ある と 言う 者 さえ いる 。 さ 
ら に 1930 年 て 1931 年 の パ ボ ー デ ィ 探 検 隊 
か ら の 報告 は 南極 大 陸 の 凍っ た 大 地 に ある と 
いう し 、 ほ か の 報告 で は ミャンマー に ある と 
主張 する 。 そ し て 経験 末 富 な 夢見 る 人 は 地球 
の ドリ ー ム ラン ド の 北方 地域 に ある と する 。 
アル ハザード は レン 高原 が 、 さ ま ざ ま な 別 現 
実 が 集まる 場所 と し て 言及 し て お り 、 こ れ が 
これ ら の 食い 違い を 説明 し て いる の か も し れ 
な い 。 

どこ に ある と し て も 、 無 計画 に レン 高原 を 
訪れ る べき で は な い 。 そ こ に は チョ ー テ 
チョ ー 人 と いう 半 人 の 住民 、 あ る い は ひ づ め 
の つい た 足 と 角 を 持つ 種族 が お り 、 彼 ら は 訪 
問 者 に 優し く は な い 。 た いて い 食 人 の 習慣 を 
実践 する カル ト に 属し て お り 、 カ ルト の シン 
ボル は 翼 を 持つ 猟犬 の アミ ュ レ ッ ト で ある 。 
か つて これ ら の 存在 は サル コマ ンド の 大 都市 
を 高原 の 南部 に 造り 、 レ ン の 谷 に 棲ん で いた 
巨大 な 紫色 の クモ と 戦っ た 。 今日 彼ら は 自分 
た ちの 小さ な 石 の 村 に 棲む こと に 甘んじ て お 
り 、 宗 教 上 の 務め を 果たし 、 主 人 で ある ムー 
ン テ ビ ー ス ト に 仕え て いる 。 

高原 に 立つ 灯台 は 、 信 号 を 何 マ イル も の 先 
に まで 送り 、 そ れ を 見 る 者 すべ て を 明 居 で 満 
た す 。 近 くに は 、 モ ノリ ス 和 群 に よっ て 環状 に 
囲ま れ た 石造 の 大 き な 修 道 院 が 建っ て いる 。 
この 修道 院 の 迷路 の よう な 廊下 は 、 高 原 の 
人 々 の 歴史 を 語る 壁画 に な っ て いる 。 経験 豊 
富 な 夢見 る 人 で ある ラン ドル フ ・ カ ー タ ー に 
よる と 、 修 道 院 に 住む 唯一 の 生物 は 大 司祭 だ 
け で 、 そ の 顔 を 見 る こと は 良く な いと いう こ 
と だ 。 

[フレ ン シ ュ コフスキー は 、 レ ン の 起源 が 「 リ 
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ン (Ling) 」 で ある か も し れ な いと 提案 する 。 
伝説 に よる と リン は 架空 の 南 の 大 陸 で 、 モ ン 
ゴル と チベット の 国民 的 叙事詩 の 英雄 ケ サ ル 
王 の 故郷 で ある 。] 

ー ア トラ ッ ク テ ナチ ヤ 、 イ アン テ ホ ー、 凍 
て つく 荒野 、 凍 て つく 荒野 ひ カ ダス 、 イ ン ガ 
ノ ク 、 カ ー タ ー (ラン ドル フ )、 カ ダテ ロン 
の 円 筒 形 粘 土 、 口 に する の も は ば か られ る 大 
司祭 、 黒い 夢 、 サル コマ ンド 、 シ ャ ンタ ク 鳥 、 
ズ ィ イン 、 ス ン 高 原 、 チ ョ ー ニ チョー 人 、 ツ ア 
ン 高 原 、 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 、『 ド ー ル 讃歌 』、 
ドリ ー ム ラン ド 、 ナ グー ブ 、 ナ グ と イエ ブ 、 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ (黄色 の 仮面 を つけ た も 
の )、 ニ ョ グ タ 、 パ ボ ー デ イィ 探検 隊 、 ハン 、『 フ 
サン の 謎 の 七 書 』、 ム ー ン = テ ビ ー ス ト 、 ム ノ 
ムク ア 、『 無 名 祭礼 書 』、 夜 鬼 、 レ ン の ガラ ス 、 
レン の 灯台 

悦 ウィ リア ムズ & ピー ター セン "HLP Lovecrafts 
Dreamlands' : カー ター | 墳墓 の 王 」, ダー レス 
「 戸 口 の 彼方 へ 」: ティ アニ ー『The House of 
the Toad』: ハー ド 刀 バー ツ 「The Alchemist's 
Notebook」 : ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」、 
1 PVR 
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レン の ガラ ス 
Glass from Leng 

ヒヤ デス 星団 か ら レ ン 高 原 に も た ら さ れ た 
と いわ れる 曇り ガラ ス 。 使 用 する に は 、 枠 に 
取り 付け 、 ガ ラス 窓 の よう に し な けれ ば な ら 
な い 。 所 有 者 が それ を 使用 し よう と 望む 場合 、 
まず 窓 の 前 に 赤い チョ ー ク で 五 芋 星 形 を 床 に 
描き 、 そ の 図形 の 中 に 座っ て 「 フ ング ルイ 
ム グ ル ウナ フ クト ゥ ルウ ルル イエ ウ ガ 
フナ グル フタ グン 」 と いう 言葉 を 口 に し な 
けれ ば な ら な い 。 レ ン の ガラ ス は 透明 に な り 、 
神話 的 に 意味 の ある 風景 を 示す 。 使用 者 は 見 
る 場所 を 選ぶ こと は で き な い 。 そ し て 使用 者 
は 用 心 深 く な けれ ば な ら な い 。 なぜなら 向 こ 
う 側 に いる 存在 も また 、 レ ン の ガラ ス を 通し 














て こち ら を 見 る こと が で き 、 彼 ら は 望む な ら 
魔術 的 な 通路 を 通り 抜け て くる か も し れ な い 
の だ 。 
また 、 レ ン の ガラ ス は シュ ブ = テ ニ グ ラス 県 
捧 に 使用 され る ムー ン テ レ ンズ に 加工 する こ 
と も で きる 。 
ー フ ング ルイ ム グ ル ウナ フ クト ウル ウ 
ルル イエ ウ ガ フ ナグ ル フタ グン 、 ム ー 
ン ニ テレ ンズ 、 レ ン 
悦 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 「 破 風 の 窓 」 








レン の 黒き 塔 ユ レン の 条 台 
Black Tower of Leng 


レン の チョ ー ニ チョ ー 人 ラマ ーー 口 に する 
の も は ば か られ る 大 神官 
Tcho-1Icho Lama of Leng [CHOE-CHOE] 


レン の 灯台 (レン の 黒き 塔 ) 
Pharos of Leng (also Black Tower of 
Lenpg) 
ン 高 原 の 中 心 に ある 建物 で 、 近 くに は そ 

の 地域 で 伝説 の 黒い 修道 院 が ある (両者 は 同 
じ も の か も し れ な い )。 灯台 は 何 マ イル も 先 
か ら 見 る こと が で きる 青 味 が か っ た 光 を と き 
どき 放つ 。 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で ある 
ニョ グ タ が 、 時 々 その 地下 に 出現 し た 。『 ネ 
クロ ノミ コン 』 に よれ ば 、 レ ン の 灯台 は 、 グ 

レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 復活 の 合図 を する 
だ ろう と 言う が 、 こ れ は 地球 が 滅び た あと の 
と と の よう だ 。 
ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ニ ョ グ タ 、 
レン 高原 
悦 カット ナー「 セ イレ ム の 恐怖 マー レイ 「To 
Clear the Earth」 : ラヴ クラ フト 「 古 燈台 」(O) 
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ロイ ガー 
Lloigor [LOLgorl 
1) ツァ ー ル の 双子 の 兄弟 。 ロ イガ ー は ミ ャ 
ンマ ー に ある スン 高原 の 地下 に 封じ 込め られ 
て いる が 、 そ の 起源 で ある アー クツ ルス が 地 
平 線 の 上 に ある と き に は 、 ほ か の 場所 に 現れ 
る こと が で きる 。 そ の 本 来 の に お いて ロイ 
ガー は 、 泣 き 叫 ぶ 触 手 と 巨大 な 翼 の 付い た 塊 
で ある 。 ロ イガ ー は 風 を 使っ て 敵 を 捕らえ 、 
押さ え 込 む 。 ロ イガ ー は チョ ー テ チョ ー 人 の 
「 星 を 歩く も の の 結社 」 に よっ て 崇拝 され て 
いる 。 
ー ア ラオ ザル 、 忌 まわ し き 双 子 、 エ ニ ポ オ 、 
グレ ー ト ・ ワ ー ル ド ・ ワ ン 、 黒 い 蓮 、 ス ン 高 
原 、 精 霊 説 、 チ ョ ー テ チョ ー 人 、 ソ ツァ アール 、 
ナグ と イエ ブ 、 ロ イガ ー ノ ス 
アニ オロ フス キー “Cold War': ダー レス 
「 サ ンド ウィ ン 館 の 怪 」, ダー レス & ス コラ ー 
「 潜 伏 す る も の 」(O) : ペル トン 『The Sussex 
Manuscriptl 
2) 未知 の 種類 の 精神 エネ ルギー で 構成 され 
た 非 物質 的 存在 。 時 に は 巨大 な 則 虫 類 に 似 た 
姿 で 現れ る 。 昔 彼ら は 、 ア ンド ロメ ダ 銀 河 か 
ら 飛 来 し て ムー 大 陸 を 支配 し た 。 そ し て 自分 
た ちの 企 て を 進め る た め に 人 間 を 奴隷 と し て 
使っ た 。 し か し 時 間 が た つ に つれ 、 ロ イガ ー 
は 次 第 に 力 を 失っ て 地 中 に 逃れ 、 自 由 に な っ 
た 奴隷 は ムー 大 陸 に 残っ て 数 を 増やし た 。 
ロイ ガー は 現在 で も まだ 生き 残っ て いる 


が 、 人 類 を 倒す ほど の 力 を 集め る こと は で き 
な い 。 し か し 彼ら は 地下 に いて 、 方 位 磁石 の 
磁気 を わせ た り 、 写真 機材 に 影響 を 与え た 
り 、 人 間 や 物 に 念力 を 加え る こと が で きる 。 

ロイ ガー が も っ と 多く の エネ ルギー を 必要 
と する と き に は 、 自 分 た ちと 近い と ころ に 
眠っ て いる 住民 か ら さ ら に 多く の 力 を 吸い 取 
る こと が で きる 。 ロ イガ ー に 力 を 吸い 取ら れ 
た 人 々 は 、 翌 日 目 を 覚まし た と き に は 体 の 不 
調 を 覚え る が 、 日 暮れ まで に は 力 を 取り 戻す 。 
この よう に 獲得 し た エネ ルギー を 使用 し て 、 
ロイ ガー は 船 や 飛行 機 を 短い 時 間 消し て し 
まっ た り (UFO と の 遺 遇 時 に し ば し ば 報告 
され る 「 和 失わ れ た 時 間 」 の 現象 を 引き 起こ す ) 、 
大 き な 割 れ 目 と 、 そ の 跡 に 青 緑 色 の 水たまり 
を 作る 大 爆発 を 引き 起こ すこ と が で きる 。 多 
く の 者 が 、 ロ イガ ー が ラン ダル フェ ン の 爆発 
や 、 イ ラク の アル テカ ー ジ ミー ヤ の 近く で 起 
きた 爆発 を 引き 起こ し た と 信じ て いる 。 

ロイ ガー は 、 近 くに 住む 人 々 の 精神 に 影響 
を 及ぼ す 。 影響 を 受け た 人 々 が 住む 地域 に は 
犯罪 と 暗 落 が は び こ る よう に な る 。 時々 ロイ 
ガー は 最も 堕落 し た 人 々 を 集め 、 地 上 世界 で 
自分 た ちの 目的 を 果たす た め に 操る 。 これら 
の 人 間 は 、 し ば し ば 主人 か ら 力 を 得 ら れる る 
と 信じ て いる が 、 彼 ら は ロイ ガー に と っ て ま 
る で 重要 で は な い 。 彼ら が 不要 と な っ た り 、 
厄介 で ある と 思っ た な ら 、 ロ イガ ー は 迷う こ 
と な く 彼 ら を 処分 する 。 
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時 々 ロイ ガー は 、 物 質 的 な 交 を と っ て 伝説 
の 竜 に 似 た 体 を 作り 出す こと が 知ら れ て い 
る 。 多 く の 文 化 で 巨大 な 肪 虫 類 的 存在 の 神話 
が 一 般 的 な の に も か か わら ず 、 そ の よう な 存 
在 の 物理 的 な 六 跡 が 見 つか ら な い 、 そ の 理由 
は ロイ ガー の この 能力 に ある の か も し れ な 
い 。 こ の 仮説 を さら に 進め れ て ば 、 ロ イガ ー は 
も し か する と 、 千 年 に も わた っ て 目撃 され て 
きた に も か か わら ず 、 捕 ら え られ た こと が な 
く 、 ま た 科学 的 な 手段 で 発見 で き な い 、 湖 と 
海 の 怪 物 の 正体 な の か も し れ な い 。 

ロイ ガー の 精神 は 果て し な い 悲 観 主 義 で 満 
た され て いる 。 人間 の 精神 と 違っ て 、 彼 ら の 
心 は イド 、 自 我 、 超 自我 に 分 割 さ れる こと は 
な い 。 な の で 彼ら は 自分 た ちの 計画 の いずれ 
も 実行 に 移し そう に な さそ うだ 。 そ れ で も 彼 
ら の 存在 を 知っ て いる 人 に と っ て は 、 危 険 な 
英 に な る こと を 理解 する べき で ある 。 

ロイ ガー の 活動 の 中 心 に は イラ ク の アル = テ 
カー ジミ ー ヤ 、 ウ ェ ー ル ズ 、 レ バ ノ ン 、 セ イ 
ロン 、 お よび ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ 
ンス が 挙げ られ る 。 ロ イガ ー は グレ ー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン で ある ガタ ノ ソ ア に 仕え て いる が 、 
ガタ ノ ソ ア が どれ だ け 支 配 を 及ぼ し て いる か 
は 不明 で ある 。 ロ イガ ー た ち は 何 ら か の 方 法 
で グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の ロイ ガー と 関 
連 し て いる か も し れ な い 。 あ る 権威 は すべ て 
の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン と 下級 の 精神 的 
存在 は ロイ ガー の 活動 を 映し た も の で ある と 
述べ た 。 

ー ガ タ ノ ソ ア 、 ム ー、 ロ イガ ー ノ ス 

悦 C ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」(O) : R. 
シェ イ &R.A ウィ ルソン 『The Iluminatus! 
Trilogy』: ピー ター セン && ウ ィ リ ス ほ か “クト ッ ゥ 
ルフ 神話 TRPG" 




















ロイ ガー ノ ス 
Lloigornos 

ロイ ガー と ツァ ー ル に 仕え る 気体 の 存在 。 
名 前 は ロイ ガー を 思わ せる が 、 そ れ ら が 実際 


に は 飛行 する ポリ プ と 一 般 的 に 呼ば れ て いる 
クリ ー チ ャ ー だ と 言わ れる 。 こ れ ら は どん な 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン か ら も 独立 し て い 
る と 通常 考え られ て いる 。 

ー ツ アー ル 、 飛 行 す る ポリ プ 、 ロ イガ ー 
ペル トン 『A Guide to the Cthulhu Cult」、 
『The Sussex Manuscriptll (O) 


老 ウ ェ イ トリ ーー ウェ イト リー (ノア ) 
Whateley, Old 


六 十 石 ユイ シャ クシ ャ ー ル 
Sixtystone 


ロボ ン 
Lobon [loe-BON] 

サル ナス で 崇拝 され る 大 いな る も の 。 一般 
に ロボ ン は 、 片 手 に 槍 を 持っ た ツタ の 冠 を 戴 
く 若 者 と し て 描写 され る 。 ハ イ パ ー ボ リア で 
は 敵 か ら 守 護 し て くれ る 戦士 の 神 と 考え られ 
て いた が 、 ド リー ムラ ンド の 人 々 は も っ と 平 
和 的 な 神 と し て 扱う 。 
ー ド リー ムラ ンド 、 地 球 の 神々 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 
悦 ウ ィ リ アム ズ & ピ ー タ ー セ ン ほ か "HP 
Lovecraft s Dreamlands": フル ツ & バーン ズ 
「Wizards of Hyperborea」 : ラヴ クラ フト 「 サ 
ルナ ス の 滅亡 」(O) 





ロマ ー ル 
Lomar [LOE-marl 
有史 以前 に 深海 か ら 隆起 し た 北方 の 伝説 の 
大 陸 。 ハ イ パ ー ボ リア 時 代 に 前 人 類 的 種族 が 
ロマ ー ル に 住ん で お り 、 未 来 の 生物 と 精神 を 
交換 で きた と いう 。 し か し 民間 伝承 に よれ ば 
北 の 寒 冷 地 を 逃れ た ゾ ブ ナ 人 の 侵入 が 始ま 
り 、 そ こ に 棲ん で いた 食 人 種 の グ ノ フ ケー 族 
を 虐殺 し 彼ら 自身 の 王国 を 設立 し た と いう 。 
この 国 の 首都 は 、 ノ トン と カ デ ィ フ ォ ネ ク 
の 山々 の 間にあっ た オラ トー エ で あっ た 。 ロ 
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マー ル の 人 々 の 業績 は 多い 。 彼 ら は 大 理 石 で 
大 き な 石 碑 を 作り 上 げ 、『 ナ コト 写本 』 の 研 
究 と 彼ら ゾ ブ ナ 人 の 先祖 の 歴史 を 研究 する こ 
と に 自分 た ちの 時 間 を 注い だ 。 ゾ ブナ を 破壊 
し た 寒さ が 押し 寄せ て き て は いた が 、 ロ マー 
ル 人 は 10 万 年 間 以 上 に わた っ て 栄え た 。 結 
局 、 彼 ら は 野 論 な イヌ ー ト 族 に 滅ぼさ れ 、 役 
ら の 輝かしい 足跡 が 残さ れる こと は な か っ 
た 。 し か し 、 こ の 国 は ドリ ー ム ラン ド に 残っ 
て いる 。 生 まれ 変わ っ た 生き 残り の 夢 の 中 に 
建っ て いる の だ 。 

マサ チュ ー セ ッ ツ 州 近 辺 に 住ん で いた イン 
ディ アン の 部 族 の 中 に は 「 ラ マー (Lamah)」 
に 起源 を 持つ と され て いる こと に 注意 すべ き 


で ある 。 こ れ は も し か し た ら 極 地 の 人 々 と の 
結び つき が 現代 も ある こと を 示す も の か も し 
れ な い 。 

ー ア フー ム ・ ザ ー、 イ ヌー ト 族 、『 エ イボ ン 
の 書 』、 オ ラ ト ー エ 、 ゾ ブナ 、 ド リー ムラ ンド 、 
『 ナ コト 写本 』、 ノ トン と カ デ ィ フ ォ ネ ク 山 、 
ノ フ = テ ケ ー、 ハ イ パ ー ボ リア 

ウィ リア ムズ & ピーター セン ほか "HLP 
Lovecrafts Dreamlands':R. プラ イス 「The 
Round Tower」, ラ ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」、 
「 北 極 星 」(0)、「 未 知 な る ろ カ ダス を 夢 に 求め 
て 」、『Selected Letters IV」 : ラヴ クラ フト & FE. 
プラ イス 「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」 








「 惑 星 の 歴史 」 
PHistoire des Planetes (or History of the 
Planets) 

1792 年 に フラ ンス 人 ロー ラン ・ ド ・ ロ ン 
ネ に よっ て 書か れ た 本 。 本 は 、 シ ュ レ ス ビ ヒ 
= テ ホ ル シ ュ タイ ン 出 身 で プロ イセ ン 和 王 の 宮殿 
に 住ん で いた 修道 十 あるいは 家庭 教師 だ っ た 
エー ベル ハル ト ・ ケ ツァ ー に よっ て 、『Die 
Geschichte Den Planeten』 (ドイ ツ 語 で 「 惑 
星 の 歴 史 」) と 呼ば れる 17 世紀 の 作品 の 翻 
訳 だ っ た か も し れ な い (驚く べき こと に 、 こ 
の 本 は 最近 、 歴 史上 最大 の 権威 ある 科学 的 着 





作 の シリ ー ズ に 登場 し た )。 こ れ が 正しい な 
ら 、 本 は 耳 ざ わり な 「 天 球 の 音楽 」 と 、 そ れ 
を 聴い た 人 間 す べ て に 降り か か る 結果 に つい 
て 説明 し て いる こと に な る 。 

[フラ ンス 語 版 に 関す る デー タ は ヨシ の 作品 
か ら 、 ほ か の も の に 関し て は プラ イス の 作品 
か ら と っ た 。 プ ライ ス が ヨシ の 作品 を 読ん だ 
の は 確か だ と 思う が 、 本 に 関す る 二 人 の 記述 
が どう し て 非常 に 異な っ て いる の か は は っ き 
り し な い 。] 

悦 R プラ イス 「Saucers from Yaddith」 : ヨシ 
「The Recurring Doom」 (O) 
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忘れ られ た も の 
Forgotten 〇 nes 

外界 か ら の 「 実 体 」 と し て 、 ま た は 、 わ れ 
われ の 主要 な 潜在 意識 に お ける 欲望 と 願望 の 
表れ と し て 見 る こと が で きる 存在 。 オ カル 
ティ スト に よれ ば 、 人 類 は これ ら の 存在 と 接 
触 す る こと に よっ て の み 、 圭 的 な 進化 の 次 の 


段階 に 引き 上 げ ら れる と いう 。 忘 れ ら れ た も 
の は グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 顕現 、 あ る 
い は 縮図 で ある と 言わ れ て いる が 、 そ れ ら の 
正確 な 関係 は 不明 で ある 。 

ー グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 

グラ ント 『Outer Gateways』: 作者 不明 
「Return of the Elder Gods」(O) 





ンカ イ 
N'kai (possibly also N'ken) [cn-KIGHI] 

グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ 
の 本 拠 地 で ある 暗黒 の 洞窟 。 通 常 地 下 に ある 
ヨ ス の 地 の さ ら に 下 に ある と 言わ れ て いる 
が 、 ヴ ー ア ミタ ドレ ス 山 の 地下 だ と 言う 者 も 
いる 。 ン カイ へ の 入り 口 は カー ルス バッ ド 洞 
宙 や ドイ ツ の 黒森 の よう な 、 非 常に 離れ た と 
ころ に ある が 、 お そら く ン カイ は 別 次 元 に あ 
る の で あろ う 。 ヨ ス の 人 々 は これ ら の 洞窟 か 
ら ツ ァ ト ッ グ ァ の 姿 を 知っ た 。 ク ン ヤ ン の 洞 
訪 か ら ン カイ へ の ち に 行なわ れ た 探検 は ツァ 
トゥ グ ァ の 無形 の 従者 を 発見 する に と ど ま っ 
た 。 従者 は 岩 の 間 か ら 兆 出 する 粘 体 で 、 ヒ キ 
ガエル 神 の 偶像 を 崇拝 し て いた 。 探検 の 生存 
者 は 入り 口 を 封鎖 し た 。 そ ね れ 以来 、 こ の 入り 
口 の 位置 を 発見 する いく つか の 試み が 行なわ 
れ た が 、 そ れ は 成功 し て いな い 。 











ー ク ン ヤ ン 、 ツ ァ ト ウゥ グ ア 、 無 形 の 落し 子 、 
ヨ ス 

カー ター『The Life of Eibon according to 
Cyron of Varaad』! ハー ド & バー ツ 「The 
Alchemists Notebook」: ビ ショ ッ プ 「 墳 丘 の 怪 」 
(0O) : ブロ ッ ク 「 唄 笑 す る 食 恨 移 」, ラヴ クラ 
フト 『Selected Letters IL 


ン ガ イ の 森 
Ngai, Wood of [EN-gighl] 

ニャ ル ラ ト テ ッ プ を 崇拝 する 中 で 最も 神聖 
な 場所 。 北 アメ リカ の どこ か に ある と 言わ れ 
る 。 
ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ ( 闇 
に 棲み つく も の )、 リ ッ ク 湖 
悦 ダー レス 「 痢 に 棲み つく も の 」 














ン ガ = ニク トゥ ン 

Npgah-Kthun Inee-GAH-kae-THOON] 

1) 旧 き 神 ウ ルター ル の 高い 神殿 が 建設 され 
た 前 人 類 の 都市 。 千 年 に 一 度 、 地 球 に ある 帝 
国 の すべ て の 支配 者 と 聖職 者 が ここ に 集 ま 
り 、 わ れ わ れ の 世界 に ウル ター ル の 化身 を 呼 
び 出 す プ カル の 儀式 を 執り 行なう こと に な っ 
て いた 。 

ー ウ ルター ラ ト テ ッ プ 

ペル トン 『The Sussex Manuscrip』: ラヴ 
クラ フト 「 闇 に 嘱 く も の 」(O) 

2) ミニ ゴ の 指揮 官 。 

カー ター 「Zoth-0mmog」 
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ング ラ ネ ク 

Ngranek [nee-GRAN-ek] 

1) 地球 の ドリー ムラ ンド の オリ アブ の 南島 
に ある 休 火 山 。 い くつ か ある 頂上 は 起伏 が 多 
く 木 は 生え て いな い 。 溶 岩 採り の み が そ れ ら 
に 登り 、 彼 ら の 有名 な 彫刻 を 作る た め の 岩 石 
を 探す 。 多 く の 者 が ング ラ ネ ク 山 に 登っ て い 
る 間 に 消 息 を 絶っ て いる た め 、 こ の 場所 に は 
悪評 が た っ て いる 。 山 の 反対 側 に は 、 地 球 の 
神々 が カ ダ ス の 自分 た ちの 家 に 帰る 前 に 彫っ 
た 巨大 な 石 の 顔 が ある 。 

ーー 凍てつく 荒野 の カ ダ ス 、 オ リア ブ 

ラヴ クラ フト 「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め 
て 」(0) 

2) 食 羽 邊 の 小さ な カル ト に よっ て 崇拝 され 
て いた 暗黒 の 神 。 そ の 顔 は ング ラ ネ ク 山 に 彫 
られ て いる 。 

ー 食 尼 鬼 

圏 ウ ィ リ アム ズ & ピー ター セン ほか "HP 
Lovecraft s Dreamlands" 
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精 門 A:『 ネ クロ ノミ コン 」 の 歴 必 


過去 半 世 紀 以 上 に わた っ て クト ッ ゥ ルフ 神話 
の 研究 が 行なわ れ て きた に も か か わら ず 、 こ 
こ で 行なう 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 紹介 は 、 ダ 
グラ ス ・ ア ダム ス の 言葉 を 借り れ ば 「 多 く の 
省略 が あり 、 多 く の 偽 りあ る い は 不正 確 な 事 
柄 を 含ん で いる 」。 こ の 警告 は 特に 、 ラ ヴ ク 
ラフ ト の 最も 有名 な 創造 で ある 『 ネ クロ ノミ 
コン 』 に 関す る 注釈 を 集め た 、 補 貴人 か ら 
C の 3 つ に 当て は まる 。 

この 最初 の 補遺 は 、 最 初期 か ら 現代 に いた 
る まで の 『 ネ クロ ノミ コン 』 に 関連 し た 事柄 
の 年 表 で ある 。 時 に は 矛盾 し た 不可 解 な 内 容 
も ある か も し れ な い が 、 心 配 す る な 。 長 年 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 と その 内 容 を 研究 し て いる 多 
く の 人 々 も いま だ に 混乱 し て いる の だ 。 


紀元 前 1000 年 ご ろ : 少な く と も ーー つの 情報 
源 に よれ ば 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 最も 古い も 
の が 現れ た 。[1] 

悦 ラ イミ 『 死 霊 の は ら わ た II』 

730 年 ご どろ: アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド が 『 キ 
タブ ・ ア ル = テ アジ フ 』 を 書く 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 
738 年 : 有名 な アラ ビア の 伝記 作家 イブ ン ・ 
カリ カン に よれ ば 、 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ル ハ ザー 
ド が ダマ スカ ス の 通り で 目 に 見 えな い 獣 に 
よっ て ば ら ば ら に され る 。[2] 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 
760 年 : この 年 の 少し 前 に 『 ア ル ・ ア ジフ 』 








の ドゥ リア ッ ク 語 (よく 知ら れ て いな い 中 東 
の 方 言 ) へ の 翻訳 が 行なわ れ た 。 

圏 デ ョ キャ ンプ 「"Preface" to Al Azif」 

850 年 : アラ ブ 世 界 初 の 偉大 な 哲学 者 の 一 人 
で あっ た アル キン ディ ー の 死 。『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の 起源 の 異説 に よれ ば 、『 ネ クロ ノミ 
コン 』 は アル キン ディ ー に よっ て 書か れ た 『 魂 
の 本 質 』 と いう 魔術 に 関す る 作品 で あっ た と 
いう 。[3] 

圏 ヘイ 『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』 

950 年 : コン スタ ンチ ノー プル の 学者 テオ ド 
ラス ・ フ ィ レ タス が 同市 に あっ た 帝国 図書 館 
で 『 キ タブ ・ ア ル = テ アジ フ 』 を 発見 し た 。 彼 
は それ を アラ ビア 語 か ら ギ リ シ ャ 語 に 翻訳 
し 、 題 名 を 『 ネ クロ ノミ コン 』 と し た 。 
スタ ン リ イ 『Fx Libris Miskatonicll ) ラヴ 
クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 

1050 年 : この 本 を 読ん で 試み られ た 実験 の 
噂 を 聞い た ミカ エル 総 主教 [4] は 、『 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 』 の 写本 の 多く を 燃やす 。 ラ テン 
語 版 に ある オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の 序論 に 
よれ ば 、 す べ て の アラ ビア 語 版 が この と き に 
破棄 され た と いう 。 

略 ダー レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」 : 
ラヴ クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 
1099 年 :『 ア ル ・ ア ジフ 』( も し か し た ら オ 
リ ジ ナ ル ) が 一 冊 エ ル サ レ ム で 発見 され る 。 
それ は の ち に シャ ン パ ー ニ ュ 伯 爵 の 手 に 入 
る 。 伯 内 は それ を 警備 する た め に テン プル 騎 
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士 団 を 組織 する 。 

悦 ロー リン グ “Glozel est Authentique" 

1100 年 ご ろ : 正体 不明 の 筆記 者 に よっ て ブ 
ル ガ リ ア 語 へ 翻訳 され る 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici 

13 世紀 :『 ネ クロ ノミ コン 』 は この 時 期 に フ 
ラン ス 語 に 翻訳 され 、 の ち に 南 フ ラン ス の い 
くつ か の 修道 院 の 蔵書 に 現れ る 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 ) ワイ 
ンバーグ 『The New Adaml』 

1228 年 : オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス が 『 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 』 の ギリ シャ 語 版 を ラテ ン 語 に 翻 
訳す る 。[5] 

悦 ラヴ クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 ] 
1232 年 : 教 阜 グレ ゴリ オ 9 世 が 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 の ギリ シャ 版 と ラテ ン 語 版 の 両方 を 
次 書 目録 の 対象 と する 。[6] 

ラヴ クラ フト 『Selected Letters IL』 
1400 年 ご ろ : オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の ラ 
テン 語 版 が ドイ ツ で (? ) 黒文字 体 で 印刷 さ 
れる 。[7] 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 
1472 年 : オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の 翻訳 が 
フラ ンス の リヨン で 出版 され る 。[8] 

圏 R_ A _ ウィ ルソン && シ ェ イ 『The Illuminatus! 
Trilogy』 

1487 年 : スペ イン 教会 の 異端 審問 を 担当 す 
る 職務 に あっ た トル ケ マ ダ に 雇用 され て いた 
秘書 官 、 オ ラウ ス ・ ウ ォ ル ミウ ス が 、 お そら 
く 被 告 の 一 人 の 所 有 物 で あっ た と 思わ れる 
『 ネ クロ ノミ コン 』 の 草稿 を 見 つけ る 。 彼 は 
それ を 翻訳 ・ 出 版 し 、 有 名 な 大 修道 院長 で オ 
カル ト 学 者 だ っ た トリ テ ミ ウ ス に 送る 。 ウォ 
ルミ ウス の 行為 に ぞっと し た トリ テ ミ ウ ス 
は 、 教 会 の 官 東 た ち に 事実 を 明らか に し 、 彼 
ら は ウォ ルミ ウス を 自分 が 翻訳 し た 本 で 火 刑 
に し た 。[9] 

ロウ 「The Necronomicon FAQ」 

1519 年 : レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ の 人 死 。 
死 の 前 に 彼 は 、 フ ラン ソ ワ 1 世 が 1515 年 に 











ミラ ノ を 征服 し た と き に 奪っ た ラテ ン 語 版 を 
受け 取っ た 。 こ の 有名 な 芸術 家 の 蔵 書 は 彼 の 
死後 散り 散り に な り 、 こ の 本 の 場所 も 不明 で 
ある 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

1550 年 : 正体 不明 の 学者 が 、 キ リル 文字 を 
使用 し て 『 ネ クロ ノミ コン 』 を ロシア 語 に 翻 
訳す る 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

1567 年 : ラヴ クラ フト に よれ ば 、 こ の 年 に 
ギリ シア 語 版 が イタ リア で 出版 され た 。 [10] 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 『Uncollected Letters』 

1576 年 て 1579 年 : ドン ・ キ ホー テ の 作者 
ミゲル ・ デ ・ セ ル バ ン テ ス は 、 こ の 期間 アル 
ジェ リア で 捕 囚 と な っ て いた 。 そ の 間 彼 は 、 
『 ネ クロ ノミ コン 』 を スペ イン 語 に 翻訳 し 、『EI 
Libro de los Normos de Los Perdidos』( 失 
われ た 規範 の 書 ) と いう 題名 を 付け た と 推定 
され る 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

1586 年 : ある 情報 に よる と 、 こ の 年 ジョ ン ・ 
ディ ー が 「『 ネ クロ ノミ コン 』 を 英語 に 翻訳 し 
た と いう 。[11] 普通 は 、 デ ィ ー が プラ ハ の 
ルド ルフ 2 世 の 宮 廷 を 訪れ た 際 に 写本 に 出 
会 っ た と 考え られ て いる 。[12] この 翻訳 に 
は オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の ラテ ン 語 版 、 ト 
ラン シル バニ ア の 貴族 が 保有 し て いた ギリ 
シャ 語 の 写本 [13] か ら の 素材 や 、 あ る 話 
題 に 関し て は ディ ー 自 身 の 注釈 が 含ま れ て い 
る と 言わ れる 。 

悦 ハ ー バ ー" 暗 黒 の 城 !" ハ レッ ト & イ ジン ウィ 
ル "Eyes for the Blind' : ラヴ クラ フト 「『 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 』 の 歴史 」: ロン グ 「 喰 ら う も の ど 
も 」 

1598 年 : イ ギリ ス の サセックス の フレ デリ ッ 
ク 男 が 、 ウ ォ ル ミウ ス の ラテ ン 語 版 を 自分 
で 英語 に 翻訳 し 、『 悪 の 祭祀 」 と いう 題名 を 
付け た 。 こ の 版 は 『 サ セッ クス 草稿 』 と 呼ば 
れる こと の 方 が 多く 、 内 容 に 混乱 が あり 信頼 
で きる も の で は な いと 考え られ て いる 。 [14] 
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ベル トン 『The Sussex Manuscriptl 

1623 年 : ウォ ルミ ウス の 翻訳 が 、 今 度 は ス 
ペイ ン で 印刷 され る 。[15] 

ラヴ クラ フト 『Uncollected Letters』 

1632 年 て 1680 年 : この 期間 、 本 の 一 部 が フ 
ラン ス に 広まり 、 多 く の 黒 ミサ で 使用 され る 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

1641 年: ヨアヒム ・ キ ンド ラー に よる 『 偉 
大 な る 書 の 我 が 解釈 』 が ブダ 市 で 出版 され る 。 
本 の 中 で キン ドラ ー は 、 ゴ ー ト 語 (古代 ゲル 
マン 人 部 族 に よっ て 使わ れ た 言語 ) で 書か れ 
た 『 ネ クロ ノミ コン 』 に つい て 語る 。 作 者 に 
よる と 、 こ の 翻訳 は 中 に 書か れ た 儀式 に 必要 
な 「 星 の 数 、 有 効 な 物品 、 印 と 証書 、 証 拠 、 
聖 句 箱 、 職 工 の 技 」 に 「 論 理 的 か つ 栄 光 に 満 
ち た 証明 を 与え る 」 も の 一 一 言い 換え れ ば 、 
すべ て の 富 話 と 不明 瞭 さ が 取 り 払わ れ た 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 だ と いう 。 全 人 類 に と っ て 幸 
いな こと に 、 キ ンド ラー は 新しい 本 を 「 発 明 」 
し た だ け な の か も し れ な い 。 た だ 一 つの 例外 
を 除け ば 、 一 冊 も 発見 され て いな い の で ある 
ー 1944 年 

ミラ ー “The Lurker from the Crypt' 

1664 年 : ガザ の カバ ラ 研 究 家 ナタ ン が 、『 知 
識 の 門 の 書 』(Sepher ha-Sha' are ha-Daath) 
を 役 の 同胞 の 間 に 回 す 。 本 は ナタ ン が 「 ア ル 
ハザード の 本 」 と 呼ぶ 本 の 二 つ の 章 へ の 論評 
で ある 。 ナ タン に よる と 、 神 秘 主義 者 に と っ 
て 最も 重大 な 探索 は 、 前 創造 の 邪悪 な 残骸 で 
ある クリ ポト の 地 に 降り 、 そ れ を 救う こと で 
あっ た と いう 。 ガ ザ の ナタ ン は 、 の ち に 自称 
救世 主 サ バタ イ ・ ツ ビ を 支持 し 、 こ の 予言 者 
が 1666 年 に イス ラム 教 に 改宗 し た と き 自 己 
不信 に 陥っ た 。 

ロウ 「The Necronomicon Anti-FAQ」 

1722 年 : マサ チュ ー セ ッ ツ 州 キ ング スポ ー 
ト の 悪名 高い カル ト が 解散 させ られ る 。『 ネ 
クロ ノミ コン 』 は この 集団 の 儀式 に お いて 重 
要 な 役割 を 果たし て いた が 、 衣 撃 者 が 本 を 見 
つけ た か どう か は 不明 で ある 。 





ラヴ クラ フト 「 魔 宴 」: ロス "Kingsport: the 
City in the Mists" 

1771 年 : ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ン 
ス 郊外 に あっ た 、 ジ ど ジョゼフ ・ カ ー ウ ィ ン が 所 
有する 農場 が 襲撃 され る 。 カ ー ウ ィ ン は 、『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の ラテ ン 語 版 を 所 有 し て いた 
有名 な 魔術 師 で あっ た 。 彼 は 殺さ れ た と 思わ 
れ た が 、 舞 撃 で は 無傷 だ っ た 。[16] 

層 ラ ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」 

1811 年 : 奇妙 な 外国 人 が フラ ンス 国立 図書 
館 に 『 ネ クロ ノミ コン 』 の ラテ ン 語 版 を 残す 。 
その 外国 人 は 翌日 、 み す ぼ ら し い ア パー ト で 
毒 に よっ て 死ん で いる の が 発見 され る 。 

悦 ハ ー バ ー “ネクロ ノミ コン 

1848 年 : フォ ン ・ ユ ン ツ ト に よる 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 の ドイ ツ 語 訳 『 ア ラブ の 祈り の 書 』 
が 翻訳 者 の 死 の 8 年 後に バイ エル ン の イン 
ゴル シュ タッ ト で 出版 され た 。[17] 

悦 R.A ウィ ルソン 『Schrodinger's Cat Trilogy』 
1895 ~ 1900 年 : 最近 ミス カト ニッ ク 大 学 
の 図書 館長 に 任命 され た ヘン リー・ ア ー ミ 
テッ ジ は 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス の ビジ ネス マン 、 
ホイ ッ プ ル ・ フ ィ リ ッ プ ス (H. P ラヴ クラ 
フト の 祖父 ) か ら 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 購入 
する 。[18] 

悦 ハー バー "ネクロ ノミ コン " 

1901 年 : ジョ アキ ム ・ フ ィ ー リ ー の 『 注 釈 
ネクロ ノミ コン (オリ ジ ナ ル )』 の 完全 版 と 
削除 版 の 両方 が 出版 され る 。 本 の 信 財 性 は 非 
常に 疑わ し く 、 特 に フィ ー リ ー が 彼 自身 の 夢 
に 現れ た メッ セー ジ ど を 『 ネ クロ ノミ コン 』」 か 
ら の 引用 に 挿入 し た と 主張 し た の で な お さら 
で ある 。 

ラム レイ 「 名 数 秘法 」、「Aunt Hester」: ス 
タン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

1912 年 : アメ リカ 人 の 書籍 商 ウ ィ ル フレ ッ 
ド ・ ヴ ォ イ ニッ チ は 暗号 化 さ れ た 中 世 の 原 稿 
を イタ リア の 城 で 発見 する 。 ヴ ォ イ ニッ チ は 
『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』」 と 呼ば れる よう に な る 











この 文書 に 加え 、 こ れ が 有名 な 科学 者 で ある 
ロジ ャ ー・ ベ ー コ ン の 作品 で ある こと を 示す 


手紙 も 発見 する 。[19] 

圏 C. ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 

1912 年 : アメ リカ の 億 万 長者 ハリ ー・ ワ イ 
ドナ ー は 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 彼 の 収集 に 加 
える が 、 そ の 直後 に 「 タ イタ ニッ ク 」 に 乗船 
し 最後 の 旅 に 向かう 。 彼 の 死後 、 本 は ハー バー 
ド 大 学 に 寄贈 され る 。 

悦 ハ ー バ ー “ネクロ ノミ コン " 

.。 1916 年 : 有名 な オカ ル テ ィ ス ト 、 ア レイ ス 
ター・ ク ロウ リー は 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 英 
語 訳 を 限定 版 で 出版 する 。[20] 

ロー ラン ド "Trail of the Loathsome Slime" 
1921 年 :W. ロウ メイ ン ・ ニ ュー ボー ルド 
教授 が 『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』 を 解読 し た と 宮 
言 す る 。 報告 の 中 で ニュ ー ボ ー ル ド は 、 こ の 
文書 は ロジ ャ ー・ ベ ー コ ン が レー ウェ ン フ ッ 
ク の 数 世紀 前 に 顕微 鏡 を 発明 し て いた こと を 
立証 する 科学 書 で ある と 主張 し た 。 残念 な が 
ら ニ ュー ボー ルド は 、1926 年 に 原稿 を 解読 
し 終え る 前 に 死ぬ 。 

圏 C ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 

1922 年 :H.P ラヴ クラ フト が 「 魔 大 」 で 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 に 初め て 言及 する 。 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 魔 大 」[21] 

1928 年 : ギリ シャ 語 版 が イワ ン 雷 帝 の 図書 
室 で 発見 され 、 ク レム リン の 地下 に 封印 され 
る 。 ス ター リン が の ち に 本 を 見 つけ 、 自 分 用 
に それ を ロシア 語 に 翻訳 させ る 。 

エル ケス 「Secrets of the Kremlin」 

1929 年 : ベン ジャ ミノ ・ エ ヴァ ンジ ェ リ ス 
タ が デトロイト の 自宅 で 彼 の 家族 と 共に 殺害 
され て いる の が 発見 され る 。 彼 の 死 の 捜査 に 
よっ て 、 エ ヴァ ンジ ェ リ スタ が 信仰 療法 を 行 
な う 、 カ ルト の 指導 者 で あり 、 神 の 啓示 を 受 
け て 『 世 界 最 古 史 』 と 呼ば れる 本 を 書い て い 
た こと が 判明 する 。 ま た この 本 に は 、『 ア ル ・ 
アジ フ 』 の 題名 で も 知ら れる 、『 ネ クレ ミコ 
ン 』、『 ネ クロ ミコ ン 』、『 ネ クロ ネ ミ コン 』 な 
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ど と 呼ば れる 魔道 書 へ の 言及 も 含ん で お り 
注目 に 値する 。 こ れ ら の 言葉 は 、 ラヴ クラ フ 
ト が 自分 の 作品 で 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 使う 
前 に 書か れん た の だ ろう 。[22] 

圏 C ウィ ルソン 『 賢 者 の 石 』 

1931 年 :『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』 の 解読 に 関 
する ニュ ー ボ ー ル ド の 覚書 に 目 を 通し た マン 
リ イ 教 授 は 、 ニ ュー ボー ルド の 想定 する 「 暗 
号 」 が 実際 に は 写本 の イン ク が 劣化 し た 結果 
で ある と 推論 する 。 ニ ュー ボー ルド の 解読 結 
果 は 学会 に 疑 われ る こと に な る 。 

圏 C. ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 
1932 年: ラヴ クラ フト が ボス トン の ウマ イ 
ヤ 教 団 の 修道 士 た ちの 中 に 潜入 し 、 彼 ら の 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 を 持ち 出す 。 

悦 ユ ズ ズ ナ 『 ネ クロ ノミ カン 』 

1938 年 : ラ バン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 博 士 が 『 ネ 
クロ ノミ コン に お ける クト ゥ ルフ 』 の 第 一 巻 
を 出版 社 に 送っ て 間もなく 、 マ サチ ュー セッ 
ツ 州 アー カム に あっ た 彼 の 自宅 が 焼け 落ち る 。 
シュ リュ ズ ベ リ イ の 遺体 は 見 つか ら な か っ た 
が 、 彼 は 火事 で 死ん だ と 信じ られ て いる 。 

悦 ダー レス 「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」 
1939 年 : ラ バン ・ シ ュ リ ュ ズ ベリ イ 博 士 の 『 ネ 
クロ ノミ コン に お ける クト ゥ ルフ 』 が 出版 さ 
れる (?)。 

悦 ハ ー バ ー& ロ ス “ ク トッ ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 " 
1944 年 : この 年 の 春 に 、 ナ チ の オカ ル テ ィ 
スト た ち が ゴ ー ト 語 版 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 
発見 する 。 翻 訳 が 行なわ れる が ドイ ツ 人 た ち 
は 連合 国 に 敗北 する 前 に それ を 有効 に 使用 す 
る こと が で き な い 。 

悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タ イン ズ "Delta 
Green" 

1946 年 : ニュ ー ヨ ー ク の 書籍 商 フ ィ リ ッ プ 
C. ダシ ュ ネ ス が 春 版 カ タカ ログ に ラテ ン 語 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 を 掲載 する 。 

ダシ ュ ネ ス 「The Necronomicon」 

1956 年 : へ ヘンリエッタ ・ モ ンタ ー グ は 大 英 
博物 館 の 理事 た ちの 依頼 で 『 ネ クロ ノミ コン 』 
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を 英語 に 翻訳 する 仕事 を 完成 させ る 。 こ の 翻 
訳 に は 削除 され た 部 分 が ある が 、 の ち に 人 研究 
目的 に の み 使 用 され る こと を 意図 し て 出版 さ 
れ た 。 悲 し いこ と に 、 モ ンタ ー グ は 計画 が 完 
成 し た 直後 に 消耗 性 疾患 で 死ん だ 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil: ラム 
レイ 『 地 を 容 つ 魔 』 

1965 年 : A. フィ リッ プ ・ ハ イガ ス に よっ て 
翻訳 され た 、 英 語 と ラテ ン 語 を 併記 し た 『 注 
釈 付き ネクロ ノミ コン 』 が ミス カト ニッ ク 大 
学 出版 局 に よっ て 出版 され る 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici 

1967 年 : バー ジニ ア 大 学 の ラン グ 教 授 は 
『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』 の 研究 を 始め 、 そ れ が 
アラ ビア 文字 を 使用 し て ギリ シャ 語 と ラテ ン 
語 で 書か れ て いる こと を 発見 し た 。 研 究 は 
1969 年 の 彼 の 失 忠 後に ほか の 研究 者 に 受け 
継が れ 、『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』 が 実際 に は マー 
チン ・ ガ ー デ ナー と いう 修道 士 に よっ て 書か 
れ た 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 数 節 へ の 論評 で あ 
る こと が 判明 し た 。 

悦 C ウィ ルソン 『 賢 者 の 石 j、「 ロ イガ ー の 復活 」 
1967 年 : 有名 な 作家 で ある L. スプ レイ グ ・ 
デー テキ ャ ンプ が バグ ダッ ド を 見 物 し た 際 、 遺 
物 管理 局 の 官 更 か ら ド ゥ リア 語 の 写本 を 購入 
する 。 そ の 後 彼 は 、 文 書 が も と も と ドゥ リア 
近く の 遺跡 で 墓 泥棒 に よっ て 発見 され た こと 
を 知る 。3 人 の 異な っ た イラ ク 人 学者 が 、 そ 
の 翻訳 を 試み た が 、 直 後に 全員 失 忠 し て し 
まっ た 。[23] 

デニ テキ ャ ンプ 「"Foreword" to ALAzif」 
1972 年 : この 年 の 春 に 、 東 方 正教 会 の 一 宗 
派 に 属す る 2 人 の 修道 士 が 、 国 中 の 図書 館 
と 個人 の 蔵書 か ら 希 少 本 を 盗ん で いた こと が 
判明 する 。 こ れ ら の 一 つ 、9 世紀 の ギリ シャ 
語 の 写本 、 つ まり 『 ネ クロ ノミ コン 』 が 「 サ 
イモ ン 」 と いう ニュ ー ヨ ー ク の 聖職 者 の 手 に 
入り 、 彼 は 翻訳 を 始め る 。 

サイ モン 『The Necronomicon Spellbook』 
1973 年 : フ ィ ラ デル フィ ア の アウ ルズ ウィ ッ 




















ク ・ プ レス が デ テ キャ ンプ に よっ て 発見 され 
た 版 の 『 ア ル ・ ア ジフ 』 を 出版 する 。 こ の う 
ちの 一 冊 は ブラ ウン 大 学 図書 館 に ある か も し 
れ な い 。 

1977 年 ・「 サ イモ ン 」 は 彼 自 身 の 版 の 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 を 出版 する 。 こ れ は その 後 す 
ぐに ペー パー バッ ク で も 発表 され る 。「 翻 訳 
者 」 は 、 ギ リ シ ャ 語 の 写本 に 基づく も の だ と 
主張 し た が 、 そ の 一 部 だ けが 彼 の 本 に は 含ま 
れ て いた 。 

サイ モン 『The Necronomicon Spellbook』 

1978 年 : 『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』 が ネ そ ヴ ィ 
ル ・ ス ピア マン に よっ て 出版 され る 。 コ リン ・ 
ウィ ルソン に よる と 、 オ リ ジ ナ ル の 原稿 は 、 
大 英博 物 館 に 保管 され た ジョ ン ・ デ ィ ー の 論 
文 の 中 に 暗号 で 存在 し て お り 、 ア ラブ の 学者 
アル キン ディ ー の 『 魂 の 本 質 』 の 一 部 を 構成 
し て いた 。 作 者 は コン ピュ ー タ ー 解 析 を 使用 
し て 本 を 解読 し 、 一 般 に それ を 提示 する こと 
が で きた 。[24] 

圏 ヘ イ 『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』 

1979 年 : カイ ロ の 書籍 商 へ の 訪問 の 間 、 ソ 
フィ ア 大 学 の フィ レウス ・ サ ドウ スキ ー 教 授 
は 、 ア ル ハ ザー ド の 有名 な 連句 が アラ ビア 語 
で 書か れ た 1 ペー ジ を 発見 する 。 し か し 残 
念 な が ら 税関 を 通る 途中 で 紛失 し て し まう 。 
圏 ハ ン ブ リ ン 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 断章 に つ 
いて の 覚え 書き " 

1988 年 : 有名 な ファ ンタ ジー サイ エン ス 
フィ クシ ョ ン 作 家 で ある リン ・ カ ー タ ー の 死 。 
彼 の 未完 成 の 作品 の 一 つ に 『 ネ クロ ノミ コン ョ 
の 部 分 的 な 原稿 が あり 、 そ の 中 に は 魔術 的 な 
儀式 に 関す る 多数 の 訓 話 と 記述 が あっ た 。 
[25] 

1994 年 : ゴー ト 語 の 『 ネ クロ ノミ コン 』」 が 
日 KGB 本 部 の 地下 で 発見 され 、 ネ オナ チ 集 
団 に よっ て 交 ま れる 。 

圏 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タイ ンズ "Delta 
Green" 

1996 年 : ケ イオ シア ム か ら 『 ネ クロ ノミ コン 』 
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が 出版 され る 。 こ の 本 に は 『 ネ クロ ノミ コン 』 
を 扱う 多く の 創作 、1973 年 に オウ ルズ ウィ ッ 
ク ・ プ レス の 『 ネ クロ ノミ コン 』 に 寄せ られ 
た L. スプ レイ グ ・ デ テキ ャ ンプ の 「 序 論 」、 
リン ・ カ ー タ ー の 書い た ディ ー の 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』、 そ し て フレ ッ ド ・ ペ ルト ン が 書い 
た 1598 年 の 『 サ セッ クス 草稿 』 な ど が 収録 
され て いる 。 


Notes on the Chronology 
年 譜 へ の 注 

[1]『 死 霊 の は ら わ た II』 と 『 キ ャ プ テ ン ・ 
スー パー マー ケッ ト 』 に は 、『 ネ クロ ノミ コン ・ 
エク ス ・ モ ル テ ィ ス 』 と いう 本 が 登場 する が 、 
より 一 般 的 な 歴史 を 完全 に 合 定 し て いる 。 ま 
た 、 映 画 で は 本 の すべ て が 1300 年 まで に 矢 
われ た と いう が 、 そ の よう な 事実 は ほか の 作 
品 に は な い 。 

[2] イブ ン ・ カ リカ ン の 書い た 伝記 類 に は 、 
アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド の 名 前 も 、 一 般 的 
に 予想 され る ほか の 名 前 も 見 つけ られ な か っ 
た 。 ア ル ハ ザー ド が も っ と 別 な 名 前 で 載っ て 
いる か 、 ま た は の ちの 筆写 者 が 作品 か ら ア ル 
ハザード の 項目 を 削除 し た 可能 も ある 。 ス タ 
ン リ イ は 、「 ア ル テ ラ ヒド 」(ar-Rahib) と い 
う 名 で 載っ て いる の で は と 提案 し て いる が 、 
私 に は その 項目 を 見 つけ る だ け の 運 が な か っ 
た よう だ 。 ダ ー レ ス の 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム 
の 記録 」 で は アル ハザード の 死 は 731 年 と 
され る 。 

[3] 一 般 的 に 受け 入れ られ て いる 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 の 起源 に 関し て は 「730 年 」 の 項 
目 を 参照 の こと 。、 し か し 、 ア ルキ ン デ ィ ー が 
アル ハザード の 本 に 近づく 機会 が あり 、 そ の 
本 か ら 題材 を 彼 の 作品 に 採り 入れ た と し た な 
ら 、 こ の 2 つの 可能 性 の つじ つま が 合う か 
も し れ な い 。 

[4] この 「 ミ カエ ル 総 主教 」 は 、 お そら く 
1043 年 か ら 1058 年 まで コン スタ ンチ ノー 
プル の 総 主教 だ っ た ミカ エル ・ ケ ル ラ リウ ス 








で ある 。 ロ ー マ に 対す る 彼 の 行動 に よっ て 、 
ミカ エル 総 主教 は ロー マ ・ カ トリ ッ ク 教 会 と 
ギリ シャ 東方 正教 会 の 最終 的 な 分 像 に 主 な 責 
任 を 負っ て いた 。 ミ カエ ル は 1058 年 に 皇帝 
に 対し て 挑発 的 な 言動 を 行ない 、 皇 帝 は 彼 を 
解任 し た 。 そ の 後 ま も な くし て 元 総 主教 は 死 
ん だ 。 
[5] オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の 間 題 は クト ゥ 
ルフ 神話 研究 者 に と っ て 最も 厄介 な 問題 の 一 
つ で ある 。 翻訳 が 行なわ れ た と され る 、 そ の 
お よそ 400 年 後に 同名 の 有名 な デン マー ク 
人 医師 が いる の で ある 。 オ ラウ ス ・ ウ ォ ル ミ 
ウス ・ ザ ・ エ ル ダ ー ( 先 に 生ま れ た オラ ウス 
を こう 呼 ぼ ぽう ) は 、 ユ トラ ンド 半島 で 生ま れ 、 
多く の 古代 の 本 を ギリ シャ 語 と ラテ ン 語 に 翻 
訳し 続け た を 。 し か し 、 こ れ に 納得 し な い 学 者 
も いた 。 実際 に は ボロ ー ニ ャ の 有名 な 法学 校 
の 学生 た ち に よっ て 作ら れ た 『De Nomine 
Necium』 と いう 題名 の 本 が 、 の ち に 17 世 
紀 の ウ ォ ル ミウ ス に よっ て 修正 され た の だ と 
言う 学者 ちい る 。 ま た 、 さ ら に あと の 時 代 に 
翻訳 され た の だ と 言う 者 も ちい る 。 特 に 「1487 
年 」 お よび 「1623 年 」 の 項目 を 参照 の こと 。 
ウォ ルミ ウス は 翻訳 の 序文 で 、『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の アラ ビア 語 版 が も は や 存在 し て いな 
いと 述べ て いる 。 も し か し た ら 聖 職 者 は ウォ 
ルミ ウス が 見 た 本 を 破壊 し た だ け な の に 、 翻 
訳者 は これ が アラ ビア 語 の 最後 の 本 だ と 信じ 
た の か も し れ な い 。 し か し 以後 の アラ ビア 語 
版 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 噂 の 大 部 分 は 根拠 が 
な いも の だ 。 ス タン リ イ は 、『De Nomine 
Necorum』 の 題名 を 付け られ て 1228 年 に 翻 
訳 さ きれ た と いう 版 は 、 お そら く 19 世紀 に 書 
か れ て ウォ ルミ ウス の 名 だ け を 冠 し た 偽物 で 
ある に 違い な いと 断言 する 。 し か し 、 ほ か の 
権威 ある 研究 者 は 誰 も スタ ン リ イ の 意見 に 同 
意 し て いな い 。 
スタ ン リ イ 『Fx Libris Miskatonici』: ダー 
レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」) ラヴ クラ 
フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 








3oo 





[6]『 ネ クロ ノミ コン 』 を 検 関し て 次 書 目 録 
に 含め る と いう 決定 を 行なう 1 年 前 、 教 皇 
グレ ゴリ ウス 9 世 は 、 教 会 内 部 で の 異端 の 
台頭 と 戦う た め に 教皇 直属 の 異端 審問 機関 を 
設け た 。 し た が っ て 彼 が 『 ネ クロ ノミ コン 』 
を 禁書 に し た と いう の は 確実 に 思え る 。 し か 
し 、 従 来 の 研究 者 は 過ち を 犯し て いる 。 こ の 
と きま だ 、 疾 書 目録 は 存在 し て お ら ず 、 よ っ 
て 教皇 グレ ゴリ ウス は それ に 『 ネ クロ ノミ コ 
ン 』 を 指定 する こと は で き な か っ た 。 ほ か に 
も 同様 の 目録 は あっ た の で 、 当 局 が これ ら の 
ー つ に 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 指定 し た と いう 
こと は あり そう で ある 。 

[7] スタ ン リ イ は 、 初 版 の 日 付 が 1490 年 
ご ろ で あっ た と 推測 する 。 ミ スカ トニ ッ ク 大 
学 図書 館 の 本 は 1500 年 に ヴュルテンベルク 
で 印刷 され た も の で ある 。 ほ か の 研究 者 は 、 
ドイ ツ 語 版 が 15 世紀 の 前 半 に 現れ た と 言う 
が 、 こ の 時 代 宗 教 関 係 以外 の 本 は ほとん ど 印 
刷 され て いな い 。 異 な る 説 に 関し て 「1472 年 」 
の 項目 を 参照 の こと 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

[8] この 本 は 実際 に は ドイ ツ で 出版 され た 
と 一 般 的 に 考え られ て いた 版 で ある か も し れ 
な い 、 ど ちら の 版 も ほぼ 同時 期 に 印刷 され た 
と 言わ れ て いる だ け で な く 、 こ れ ら の 2 つ 
の 版 が 17 世紀 の も の と 比較 し て 混乱 が 多い 
と され て も いる か ら で あ る 。 

カー ター「Out of the Ages」 

[9] この 際立っ た 出来 事 は 、 こ の 出典 に 独 
特 な ちの で ある 。 こ れ と 異な る 二 つ の 説明 に 
関し て は 「1228 年 」 と 「1623 年 」 の 項目 
を 参照 の こと 。 

[10] ラヴ クラ フト は 最初 、 こ の 版 が 16 世 
紀 の 前 半 に 現れ た と 書い た 。 彼 は 1936 年 に 
書い た 手紙 で イタ リア で の 印刷 の 日 付 を 
1567 年 と し た 。 こ の 手紙 は 最近 まで 表 に 現 
れ な か っ た た め 、 の ちの 作家 た ち は 異 な っ た 
日 付 を 与え て し まっ た 。 ハ ー バ ー は 、 こ の 版 
が 1501 年 に 現れ 、 ア ル ダ ス ・ プ レス の 創立 








者 、 ア ル ダ ス ・ マ ヌ テ ィ ウ ス の 仕事 の よう だ 
と 述べ て いる 。 ス タン リ イ に よる と 、 複 数 の 
版 が ドイ ツ の マン ハイ ム と イタ リア の 、 お そ 
らく ウル ビー ノ の 出版 社 に よっ て 世に 出さ れ 
た と いう 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 : ハー 
バー“ ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パ 
ニオ ン " : ラヴ クラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 
歴史 」 
[11] 有名 な オカ ルト 学者 、 ア ント ン ・ ザ ー 
ナク は 、 こ の 『 ネ クロ ノミ コン 』 が 実際 に ジョ 
ン ・ デ ィ ー の 仕事 で ある と 断言 し た 。 デ ィ ー 
は 水 間 占い を 行なっ て いる 際 に 目撃 し た も の 
か ら 転 写し た の だ と いう 。 そ れ が 完成 し た と 
き 、 彼 自身 も 衝撃 を 覚え た が 、 恐 ろ し く て そ 
れ を 破壊 する こと も で き な か っ た 。 ザー ナク 
は また 、 ア ル ハ ザー ド (ある い は アル = テハ ズ 
ラッ ド ) が 敬 虎 な イス ラム 教徒 で あり 、 悪 魔 
伝承 の 収集 で ある 彼 の 『 ア ル ・ ア ジフ 』 が 
ディ ー の 『 ネ クロ ノミ コン 』 に 及ぼ し た 影響 
は わずか だ と 主張 し た 。 ほ と ん どの クト ッ ゥ ル 
フ 神 話 研究 者 は 彼 に 同意 し な い が 、 ザ ー ナ ク 
の 名 声 だ け 見 て も これ は 注目 に 値する 。 
悦 R. プラ イス 「Soul of the DeviLBought」 
[12] ディ ー の プラ ハ で の 『 ネ クロ ノミ コ 
ン 』 の 発見 に 関す る 伝説 に は 二 つ の 異説 が あ 
る 。 一 つ は 、 デ ィ ー が 王 ル ドル フ 2 世 の 図 
書館 で アル キン ディ ー の 『 魂 の 本 質 』 を 見 つ 
け て その 写本 を 作っ た と いう も の だ 。 大 英博 
物 館 に 保管 され て いる 写本 『Liber Logaeth』 
は も し か し た ら そ の 写本 か も し れ な い 。 も う 
ー つ の 説 は 、 デ ィ ー の 悪い 仲間 で ある エド 
ワー ド ・ ケ リー が 、 悪 名 高い カバ ラ 研 究 家 で 
ある ヤコブ ・ エ リー ザー か ら 本 を 購入 し た と 
いう も の で ある 。 ディー は 1589 年 に ケリ ー 
と た も と を 分 か っ た の ち も お そら く 写 本 を 保 
管 し 、 マ ンチ ェ ス ター の クラ イス ト ・ カ レッ 
ジ の 舎 監 で あっ た 期間 に 写本 を 翻訳 し た の だ 
ろう 。 [ディー は この と き 実 際 に プラ ハ に い 
た こと に 注意 する べき で ある 。] 




















圏 ヘ イ 『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』: ロウ 「The 
Necronomicon FAQ」 

[13] この 現代 の ルー マニ ア へ の ディ ー の 
旅行 日 誌 に は 、 貴 族 が 持っ て いた と いう 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 を 見 た 件 に 関し て まっ た く 言 
及 さ れ て いな い 。 し か し 当時 彼 は 南 ボ へ ミア 
の 城 に 住ん で いた 。 彼 に は 記録 に 残っ て いな 
いそ の 男 遇 の 自宅 へ の 旅 を する 時 間 が あっ た 
だ ろう か ?2 それ と も 男爵 が 彼 の も と に 来 た 
の だ ろ ら か ? 

ディ ー の 原稿 が 「 出 版 」 さ れ た と いう 二 つ 
の 日 付 を ここ で 述べ る べき な の だ が 、 私 に は 
それ ら が 正しい と 考え る 理由 が ほとん ど な 
い 。 一 つ は 1585 年 に オラ ンダ の ハー レム の 
町 で 出版 され た と 主張 する も の で 、 も う 一 つ 
は それ が 1571 年 に アテ ント ワー プ で 出版 され 
た と いう も の で ある 。 し か し ほとん どの 研究 
者 は 、 デ ィ ー が 1586 年 まで 翻訳 を 始め て お 
ら ず 、 彼 の 原稿 は いか な る 形 で も 決し て 出版 
され て は いな か っ た と いう こと に 同意 する だ 
ろう 。 
スタ ン リ イ 『Fx Libris Miskatonicil: ヘ イ 『 魔 
道 書 ネクロ ノミ コン 』 

[14] 実際 に は これ が まっ た く 『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の 翻訳 と は 違う もの だ と いう こと も あ 
り そ う で ある 。 カ ー タ ー と バー グル ンド は 、 
『 サ セッ クス 草稿 』 が お そら く フ レッ ド [. 
ペル トン と いう 、 長 年 の ラヴ クラ フト ・ フ ァ 
ン に よっ て 書か れ た も の で ある こと を 明らか 
に し た 。 オ ー ガ スト ・ ダ ー レ ス は し ば らく こ 
れ を 出版 する こと を 考え 、 彼 の 短編 「The 
Gorge above Salanpunco」 で それ に 言及 し 
た が 、 結 局 出版 を 拒絶 し た 。 

[15] この 日 付 は 「1567 年 」 の 項 で 参照 し 
た 手紙 か ら 来 て いる 。 こ こ で も 、 多 く の 人 々 
が 手紙 を 参照 で き な か っ た た め に 独自 の 日 付 
を 作っ た 。 ブ ロッ ク は 1622 年 、 ス タン リ イ 
は 1624 年 と 、 非 常に 近い 日 付 に し て いる ( ス 
タン リ イ の 年 表 に よれ ば 、 こ れ は 実在 の オラ 
ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス に よる 翻訳 の 出版 一 
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「1228 年 」 の 項 参照 一 で あっ た と いう )。 ダ 
シュ ネス は 彼 自身 の 作品 の 中 に 1647 年 の マ 
ドリ ー ド で の 出版 を 記載 し て いる 。 

悦 プ ブロック 「 矢 塔 の 影 」) ラヴ クラ フト 「『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 

[16] 紅 撃 者 の 一 人 が カー ウィ ン の 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 を 奪っ た か 、 あ る い は 泥棒 が 放 径 
され た 農場 か ら そ れ を 運び 出し た と いう こと 
も あり うる 。 と も あれ 『 イ スラ ム の 琴 』 と い 
う 誤 っ た 題名 が 表紙 に 書か れ て いる こと で 見 
分 けら れる この 本 は 、 ほ と ん ど 一 世紀 の 間 、 
姿 を 消す 。 

[17] ほとん ど ド イツ 語 の 古い 様式 で 書か 
れ た 『 ネ クロ ノミ コン 』 の も う 一 つの 版 。 し 
か し 手書き で あり 、 お そら く フ ォ ン ・ ユ ン ツ 
ト 版 と 同じ も の で は な い 。 
ラム レイ 「The Fairground Horror」 

[18] ここ で 5 年 の 幅 を 持た せ た の は 単に 
推測 に すぎ な いか ら で あ る 。 フ ィ リ ッ プ ス が 
所 有 し て いた 本 が 、1771 年 の 襲撃 の の ち に 
ジョ ゼ フ ・ カ ー ウ ィ ン の 農場 か ら 奪 われ た も 
の だ っ た と いう こと は 注目 に 値する 。 そ れ は 
襲撃 者 の 一 人 の 家族 に よっ て 伝え られ た か 、 
ある い は ほか の 事情 が あっ た の だ ろう 。 

ー ミ テッ ジ が 『 ネ クロ ノミ コン 』 を 入手 
する 気 に な っ た 理由 が 、1882 年 に アー カム 
の 近く に 落ち た 不思議 な 流星 に 関連 し て いる 
と 推測 する 者 も いる 。 流星 の 性 質 が アー ミ 
テッ ジ の 心 を さわ が せ 、 人 研究 を その 方 向 に 向 
か わせ た の で ある 。 

悦 ライ バー 「The Terror from the Depths」 

[19]『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』 は 実在 の 文書 で 
あり 、 エ ー ル 大 学 に 保存 きれ て いる 。 こ の 分 
野 に お ける ラン グ の 研究 は 信用 され て お ら 
ず 、 こ の 作品 は まだ 解読 され て いな い 。 

『 ヴ ォ イ ニッ チ 写 本 』」 が か つて 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 へ の 論評 を コー ド 化 し た 文書 で ある 
と 考え て いる 人 は 特に 注意 し な けれ ば な ら な 
い 。 ペ ー ジ 数 が ディ ー の 手書き に よる も の に 
見 える 場合 (写本 が 書か れ た ずっ と あと に 加 
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えら れ て いる )、 ジ ョ ン ・ デ ィ 
いた 可能 性 が ある 。 

タイ ス 「Mysterious Manuscript The Voynich 
Manuscript」 

[20] ジョ ン ・ デ ィ ー と 同様 、 ア レイ スタ ー・ 
クロ ウリ ー は 死後 に 『 ネ クロ ノミ コン 』 物 語 
に 挿入 され た 実在 の 人 物 で ある 。 ク ロウ リー 
(1875 年 て 1947 年 ) は 、 イ ギリ ス の 知識 人 、 
詩人 、 登 山 家 、 そ し て 麻薬 愛用 者 で 、 ほ か の 
誰 よ り も 現代 の オカ ルト 界 に 強い 影響 を 与え 
た 人 物 で あっ た 。 し か し 、 彼 の 作品 リス ト に 
『 ネ クロ ノミ コン 』 は まっ た く 見 当たら な い 。 
[21]『 ネ クロ ノミ コン 』 が 実在 の 本 だ と す 
る と 、H. P. ラヴ クラ フト は どの よう に し て 
その 存在 を 知っ た の だ ろう か ? クト ゥ ルフ 
神話 作家 た ち は い くつ か の 可能 性 を 提示 す 
る 。 

1)『 ネ クロ ノミ コン 』 が 実際 に ラヴ クラ フト 
の 祖父 、 ホ イッ プル ・ フ ィ リ ッ プ ス の 蔵書 の 
中 に あっ た 。 そ し て の ち に ミス カト ニッ ク 大 
学 の アー ミ テ ッ ジ 博士 が 購入 し た 。 

悦 ハ ー バ ー “ネクロ ノミ コン " 

2) ラヴ クラ フト の 父親 、 ウ ィ ン フ ィ ー ル ド ・ 
ラヴ クラ フト が エジプト ・ フ リー メー ソン の 
メン バー で あっ た と いう 、 あ まり 知ら れ て い 
な い 「 事 実 」 が ある 。 役 が 魔術 的 な 本 を 何 冊 
か 持っ て いた と 信じ られ て お り 、 そ の 中 に ア 
ルキ ン デ ィ ー の 『 魂 の 本 質 』 の 一 部 が あっ た 
の か も し れ な い 。 も し か し た ら こ の 本 に 触発 
され て 『 ネ クロ ノミ コン 』 が 生ま れ た 可能 性 
も ある (「850 年 」 の 項 を 参照 の こと )。 ラ ヴ 
クラ フト は 彼 の 父親 の 死後 に この 原稿 を 発見 
し た の か も し れ な い 。 

悦 ヘ イ 『 魔 道 書 え ネクロ ノミ コン 』 

3) ラヴ クラ フト は ハー バー ド の ワイ ドナ ー 
図書 館 な どの 公共 図書 館 や 私 的 な 蔵書 の 中 に 
本 を 発見 し た の か も し れ な い 。 た だ し 、 そ の 
よう な 写本 が そこ に あっ た こと が 確認 され た 
こと は 今 ま で な い 。 

4) 最後 の 推測 は 、 ラ ヴ ク ラ フト の 精神 が 『 ネ 


ー が 所 有 し て 








クロ ノミ コン 』 の こと を 書く よう 「 奨 励 」 す 
る 高 炊 の プレ ー ン か ら の テレ パシ ー に よる お 
告げ を 受け た と いう こと で ある 。 ラ ヴ ク ラ フ 
ト が 夢 の 中 で 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 題名 を 思 
いつ いた と いう 噂 は これ を 支持 する も の か も ゃ も 
し れ な い 。 

チュ ー「The Necronomicon FAQ, Version 2.0」 
[22] エヴァ ンジ ェ リ スタ の 本 を 調べ て も 
その よう な 題材 は 見 当たら な い 。 

[23] 残念 こと だ が この 写本 は た 京 ん 偽物 
で ある 。 そ の 中 身 は 同じ 8 ペー ジ を 繰り 返 
し 写し た も の で あっ た 。 メ トロ ポリ タン 博物 
館 の ライ ン ホ ー ル ド ・ カ ー タ ー に よる 鑑定 は 
それ が た ぶん 19 世紀 の 腐 作 で ある こと を 明 
ら か に し た 。 

デ テ キャ ンプ 「"Foreword' to ALAzif」: へ 
イ 『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』 

[24] これ が 本 物 の 作品 だ と 作者 翻訳 者 
は 主張 する が 、 一 般 的 に 認め られ て いる 引 ) 
の 多く が この 版 か ら 除 か れ て お り 、 真 偽 を 述 
べ る の は 難し い 。 ま た 、 ヘ イ の 写本 に 対し て 
も 同様 の 議論 が 行なわ れ た 。 

[25] カー ター が ディ ー の 自筆 に よる 英訳 
の 実物 か ら こ れ ら の 断片 を 写し 取っ た と 信じ 
られ て いる 。 人 彼 は 本 全体 を 完成 させ る つも り 
で あっ た が 、 儀 式 を 扱う 物凄い 数 の 覚書 が 盗 
まれ た た め 、 役 は それ を あき ら め ざ る を えな 
か っ た 。 彼 の 原稿 で 完成 し た 部 分 は 死後 
「Crypt of Cthulhu」( ク トゥ ルフ の 地下 墓地 ) 
の 1990 年 聖 燃 節 号 に 掲載 され た 。 

カー ター 「The Doom of Yakthoob」 
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Appendix PB: Locgfions of fhe Mecronomicon 


策 交 ほ ら :・『 ネ クロ ノミ コン 」 の 所 蔵 場所 


これ は 、『 ネ クロ ノミ コン 』 が あっ た 場所 、 
ある い は まだ ある か も し れ な い 場 所 、 あ る い 
は 本 を 持っ て いた と 思わ れる 人 々 の リス ト で 
ある 。 これら の 本 の 多く が 第 2 次 世界 大 戦 
の 間 に 和 失わ れ て し まっ た こと に 注意 すべ き 
だ 。 ま だ 本 を 所 有 し て いる 人 は 、 本 を 持っ て 
いる か と いう 一 般 か ら の 質問 な ど は すぐ に は 
ね つけ る べき で ある 。 


アー カム 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 図書 館 : こ こ 
に は プロ ヴィ デン ス の ビジ ネス マン 、 ホ イッ 
プル ・ フ ィ リ ッ プ ス の 蔵書 か ら 購 入 さ れ た 、 
西 半球 で 最も 完全 な 17 世紀 に 印刷 され た ラ 
テン 語 版 を 保管 し て いる 。1924 年 に ミス カ 
トニ ッ ク 大 学 は 、 ア ンプ ブロ ウズ ・ デ ュ ワ ー ド 
の 地 所 か ら 『 ア ル ・ ア ジフ 』 と 題する 部 分 的 
な 英語 の 写本 を 得 た 。1928 年 に は 、 デ ィ ー 
の 翻訳 の 断片 的 な 写し な ど ウ ィ ル バー・ ウ ェ 
イト リー が 持っ て いた も の を 受け 取っ た が 、 
その 所 有 権 を めぐ っ て 訴訟 が 行なわ れ て いる 
と 言う 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」: ラヴ クラ 
フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」 

アル ジェ : セル バン テス は 捕らわれ て いる 時 
に 『 ネ クロ ノミ コン 』 を スペ イン 語 に 翻訳 し 
た か も し れ な い 。 彼 を 捕らえ て いた 者 の 一 人 
の 蔵書 に 写本 が 保管 され て いる か も し れ な い 。 
ーー 補遺 A :「1576 年 1579 年 」 

スタ ン リ イ 『TLibris Miskatonici』 


アル ハザード (アブ ドッ ゥ ル ) : 位置 不明 の ア 
ル ハ ザー ド の 慕 か ら 『 ア ル ・ ア ジフ 』 の 写本 
を 見 つけ る こと が で きた と 言う 人 が いる 。 こ 
れ が 本 当 だ と し て も 、 ラ バン ・ シ ュ リ ュ ズ ベ 
リ イ 教 授 に よる アル ハザード の 墓 へ の 探検 の 
際 に 、 こ の 隠し 場所 か ら 運 び 出さ れ た と 思わ 
れる 。 

較 ダー レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」 
イス ファ ハン 、 イ ラン 、 イ ス フ ァ ハン 大 学 : 
この 団体 は 版 不明 の 断片 的 な 写し を 持っ て い 
る 。 

ケー ン 「The Key of the Poet」 
エル サレ ム 、 イ スラ エル : テン プル 騎士 団員 
が 和光 護 し て いた と され る 『 ア ル ・ ア ジフ 』 に 
何 か 起こ っ た か 、 誰 も 知ら な い 。 

ロー リン グ “Glozel est Authentique" 

オッ クス フォ ー ド : ここ に ある ボド リア ン 図 
書 室 に は 、 エ リア ス ・ ア シュ モー ル に よっ て 
寄贈 され た 、 デ ィ ー の オリ ジ ナ ル 原 稿 が 保管 
され て いた 。 し か し 何者 か が 1934 年 春 に 図 
書 室 に 侵入 し 、 本 を 盗ん だ 。 

ロウ 「The Necronomicon FAQ」 

カー ウィ ン (ジョ ゼ フ ) : この 有名 な 魔術 師 
は 1771 年 の 彼 の 家 へ の 襲撃 の あと に 和 失 中 し 
た 。 彼 は 表紙 に 『 イ スラ ム の 琴 』 と いう 題名 
が 書か れ た 、 ラ テン 語 の 『 ネ クロ ノミ コン 』 
を 所 有 し て いた 。 こ れ が 本 当 で ある な ら 、 こ 
の 本 は ロー ドア イラ ンド 州 プ ロ ヴ ィ デ ンス の 
フィ リッ プス 家 を 経て 、 現 在 は ミス カト ニッ 
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ク 大 学 の 金庫 に 収め られ て いる 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」 

カイ ロ 、 エ ジ プ ト : サラ ディ ン が 『 ア ル ・ ア 
ジフ 』 を 一 司 カ イロ に 持ち 込ん だ こと が 知ら 
れ て いる が 、 そ れ が どこ に ある か は 不明 で あ 
る 。 カ イロ 博物 館 に は 『 ア ル ・ ア ジフ 』 が あ 
る と いう 評判 だ が 、 あ る 人 情報 源 こ よれ ば それ 
は 不 完全 な も の だ と いう 。 ア ル = テ アズ ハル 大 
学 に も 一 冊 あ る と 信じ られ て いる が 、 広 報 は 
それ を 償 定 し た 。 

圏 M. アン ダー ソン “Cairo Guidebook : ディ 
ティ リオ & ウ ィ リ ス “ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮 
胃 ', マッケイ 「The Plague Jar」 : ラヴ クラ フ 
ト & ダ ー レ ス 「 暗 黒 の 儀式 」 

グラ スト ン ベ リ ー、 イ ギリ ス : この 修道 院 の 
アラ ビア 語 の 写本 の 存在 は 、 一 度 も 確認 され 
た こと が な い 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

クリ ュ ニ ー、 フ ラン ス : この フラ ンス の 修道 
院 の 蔵書 に は 3 冊 以 上 あっ た が 、 そ の すべ 
て が 和 失わ れ た 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici 

ケン ブリ ッ ジ 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 、 ハー バー 
ド 大 学 : ワイ ドナ ー 図 書館 が 17 世紀 の ラテ 
ン 語 版 を 保管 し て いる と 言わ れ て いる 。 し か 
し 、 あ る 証拠 に よれ ば 何者 か が 20 世紀 の 半 
ば に この 本 を 盗ん だ か 、 あ る い は 破壊 し た こ 
と を 示す 。 
ライ バー「 ア ー カ ム そ し て 星 の 世 界 へ 」: 
ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」、「『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の 歴史 」 

コン スタ ンチ ノー ブル 、 ト ルコ : テ オド ラス ・ 
フィ レタ ス は この 地 の 帝 国 図書 館 で 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 を アラ ビア 語 か ら ギ リ シ ャ 語 に 翻 
訳し た 。 原 本 は 破壊 され た と 信じ られ て いる 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

ザル ツブ ル グ 、 ド イツ : ナチ ス は この 町 の 近 
く の ど こ か に 、 オ カル ト 関 連 書籍 の 収集 を 埋 
め て いた らし い 。 も し か し た ら 『 ネ クロ ノミ 
































コン 』 も それ に 含ま れ て いた か も し れ な い 。 
ロウ 「The Necronomicon FAQ」 

サン クト ・ ペ テル スプ ブル ク 国 立 大 学 、 ロ シア : 
『 キ タブ ・ ア ルテニア ジフ 』 の わずか に 生き 残っ 
た 本 の 一 つが ここ に ある と 言わ れ て いる 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

サン フラ ン シ ス コ 、 カ リフ ォ ル ニア 州 :『 ア ル ・ 
アジ フ 』 が 一 同 、 今 世紀 の 初め に 個人 収集 家 
に よっ て 保有 され て いた か も し れ な い が 、 そ 
うだ と し て も お そら く 火 事 に よっ て 矢 わ れ て 
いる 。 

悦 C. A スミ ス 「 妖 術 師 の 帰還 」: ラヴ クラ フ 
ト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 

シカ ゴ 、 イ リノ イ 州 、 フ ィ ー ル ド 博 物 館 : 言 
語 や 版 は 不明 だ が 、 一 冊 が 博物 館 の 図書 室 に 
保存 され て いる 。 

ダー レス & ス コラ ー「 湖 底 の 恐怖 」 

シュ リュ ズ ベ リ イ (ラバ ン ) : 世界 中 の 神話 
と クト ゥ ルフ 神話 と を 結び つけ た この 探索 者 
は 、1940 年 ご どろ に アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー 
ド 自 身 の 墓 か ら 不 完全 な アラ ビア 語 版 を 入手 
し た と 言わ れ て いる 。 彼 は セラ エ ノ の 偉大 な 
図書 館 に いる らし いと 噂 され て いる 。 

較 ダー レス 「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」 
セイ レム 、 マ サチ ュー セッ ツ 州 、 ケ スタ ー 文 
庫 :15 世紀 に 印刷 され た オラ ウス ・ ウ ォ ル 
ミウ ス 翻 訳 の わずか な 生き 残り の 一 つ を 保管 
し て いる 。 

悦 カッ トナ ー 「 セ イレ ム の 恐怖 」 

ゼ ブ ロ ン ・ フ ァ ー 上 蔵書 : ファ ー は 19 世紀 後 
半 の 有名 な 西海 岸 の オカ ル テ ィ ス ト で あり 、 
また 人 類 学者 で あっ た 。 彼 の 蔵書 に は 『 ネ ク 
ロ ノ ミコ ン 』 の ラテ ン 語 版 も あっ た と 噂 され 
て いる が 、 こ の 収集 へ 接する こと は 最も 権威 
ある 研究 機関 で さえ 拒絶 され た 。 

悦 エ リオ ッ ト && エドワーズ “Statue of the 
Sorcerer'・ 

ソフ ィ ア 、 ブ ル ガ リ ア 、 ソ フィ ア 大 学 : ブル 
ガリ ア の この 学校 に は 、『 ア ル ・ ア ジフ 』 が 
一 違 あ る か も し れ な い 。 








スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici 

ゾ リ ハ ザ ー ル 、 ハ ン ガ リー : この 小さ な 町 の 
個人 収集 家 が 一 冊 保 有 し て いる が 、 そ の 版 は 
不明 で ある 

悦 ラ ムレ イ 「 木 乃 伊 の 手 」 

ダマ スカ ス 、 シ リア :『 ア ル ・ ア ジフ 』 が 完 
成 し た 地 で ある この 街 に 、 一 冊 存 在 す る の で 
は な いか と 期待 され る 。 し か し サラ ディ ン が 
それ を カイ ロ に 持ち 去っ つた と も いわ れ て い 
る 。 

悦 M. アン ダー ソン “Cairo Guidebook" 

ディ ー (ジョ ン ) : この 学者 で あり 神秘 主義 
者 で あっ た 人 物 は 、15 世紀 に 印刷 され た 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の ラテ ン 語 版 を 所 有 し て いた 
と 噂 され て いる 。 し か し 彼 の 死後 に 彼 の 蔵書 
目録 を 作成 し た 人 物 は 、 そ れ を 発見 で き な 
か っ た 。 

イジ ン ウ ィ ル & ハ イク “Eyes for the Blind" 
デクスター (アン ブロ ウズ ) : プロ ヴィ デン 
ス 出 身 の 医 師 で 有名 な 原子 物理 学者 。 デ クス 
ター は 、 当 局 が 跡地 を 整地 する 前 に 、 星 の 知 
恵 派 教会 か ら 17 世紀 に 印刷 され た 『 ネ クロ 
ノミ コン 』 の ラテ ン 語 版 を 運び 出し た 。 

圏 ブロック 「 失 塔 の 影 」) ラヴ クラ フト 「 闇 を 
さま よう も の 」 

ドリ ー ム ラン ド : 象 形 文字 に 書か れん た も の が 、 
少な く と も 一 冊 こ の 別 次 元 に 存在 し て いる 。 
ヴォ ー ク ト & ク ラン ク “Mythos: Dreamlands 
exDansion" 

ハウ プ ト マ ン 男 内 : ディ ー 博 士 は この ルー マ 
ニア 人 の 貴族 が 所 有する ギリ シャ 語 版 の 『 ネ 
クロ ノミ コン 』 を 見 た 。 あ る 聖職 者 が 1627 
年 に この 本 を 盗み 、 そ れ 以 後 そ れ に つい て 何 
も 聞か れ な い 。 

ハー バー "暗黒 の 城 " 

バグ ダッ ド : この 都市 に 住む 個人 収集 家 が ア 
ラビ ア 語 版 を 持っ つて いる か も し れ な い 。 
マッ ケイ 「The Plague Jar」 

バチ カン 、 イ タリ ア :『 ネ クロ ノミ コン 』 が 
一 冊 、 教 牌 の 書庫 の 中 に 収め られ て いる が 、 
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詳細 は 不明 で ある 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト & ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」 
パリ 、 フ ラン ス 、 国 立 図書 館 : 1622 年 の オ 
ラウ ス ・ ウ ォ ル ミウ ス 版 を 保管 する 。 

悦 ラヴ クラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 

パリ 、 フ ラン ス 、 ル ー ヴ ル : この 有名 な パリ 
の 博物 館 は ラテ ン 語 版 を 保管 し て いた が 、 
1373 年 に は な く な っ て いた 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

ピッ クマ ン 家 : マサ チュ ー セ ッ ツ 州 セ イレ ム 
に 住む この 一 家 が ギリ シャ 語 版 を 所 有 し て い 
た 。 本 は 芸術 家 だ っ た リチャード ・ ア プ ト ン ・ 
ピッ クマ ン と 共に な く な っ て し まっ た 。 彼 が 
ドリ ー ム ラン ド で 暮らす よう に な っ た 噂 され 
て いる の で 、 こ れ は 意欲 ある 夢見 る 人 が 研究 
を 進め る と ころ か も し れ な い 。 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 ピ ッ ク マ ン の モデ ル 」、「 未 
知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」、「『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の 歴史 」 

ヒン ズー クシ 山脈 : ア ラビ ア 語 版 が この チ ベ ッ 
ト 近 く の 山 脈 に 隠さ れ て いる と 推定 され る 。 
オウ イン グ ス 「The Existing Copies: A 
Bibliobiography」 
ブエノスアイレス 、 ブ エ ノ ス アイ レス 大 学 : 
ここ に は オラ ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス の 翻訳 の 
17 世紀 に 印刷 され た も の が ある 。 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 

プラ ハ 、 チ ェ コ : ジョ ン ・ デ ィ ー が ルド ルフ 2 
世 の 図書 館 で 見 つけ た 本 か ら 翻 訳し た と する 
な ら 、 そ の 本 は まだ ここ に ある か も し れ な い 。 
圏 ヘ イ 『 魔 道 書 ネ クロ ノミ コン 』 

プロ ヴィ デン ス 、 ロ ー ド アイ ラン ド 州 、 星 の 
知恵 派 教会 : カル ト が ここ に 17 世紀 の オラ 
ウス ・ ウ ォ ル ミウ ス 版 を 保管 し て いた が 、 ア 
ン ブ ロ ウズ ・ デ クス ター 医師 が 1935 年 に そ 
れ を 持ち 去っ た 。 同 時 に 彼 は 輝く トラ ペ ゾ へ 
ドロ ン を 持ち 去っ た 。 

圏 ブロ ッ ク 「 央 塔 の 影 」: ラヴ クラ フト 「 闇 を 
さま よう も の 」 

ベル リン 、 ド イツ : 噂 に よれ ば 、 東 ベル リン 
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の ブラ ン デ ンブルク 門 の 近く に ある 潰れ た 地 
下 辻 の 中 に 『 ネ クロ ノミ コン 』 が ある と いう 。 
ナチ ス は 強制 収容 所 の 犠牲 者 の 上 肥 で 装 ] さ れ 
た 本 を 持っ て いた と も 言わ れ て いる 。 こ の 2 
冊 が 同じ も の か どう か は 不明 で ある 。 

ラム レイ 「 名 数 秘法 」: ロウ 「The 
Necronomicon FAO」 

マジ ャ ー ル 学術 アカ デミ ー・ オ リエ ント 人 研究 
室 : こ の ハン ガリ ー (? ) の 蔵書 は 一 時 期 ア 
ル ハ ザー ド の 『 ア ル ・ ア ジフ 』 を 所 有 し て い 
た が 、 ソ フィ ア 大 学 の サド ウス キー 教授 の 家 
の 火事 で 燃え て し まっ た 。 

悦 ハ ン ブ リ ン “ネクロ ノミ コン に つい て の 追 
加 メ モ " 

マッ クッ ク 、 ネ ブラ スカ 州 : ここ に 住ん で い 
る 個人 収集 家 、J. ピア ス ・ ウ ィ ッ トモ ア が 
一 同 所 有 し て いる か も し れ な い 。 彼 が ラヴ ク 
ラフ ト が 言及 し た 「 有 名 な アメ リカ 人 の 大 富 
豪 」 で ある な ら 、 こ れ は 15 世紀 の ドイ ツ 語 
版 の 一 つと いう こと に な る 。 

ダシ ュ ネ ス 「The Necronomiconm」: ラヴ ク 
ラフ ト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 

メキ シコ : この 国 の ある 愛 書 家 が 、 イ タリ ア 
語 版 を 所 有 し て いる か も し れ な い 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

モン テ ・ カ ッ シ ノ 、 イ タリ ア : ここ の 図書 室 
に は ギリ シャ 語 、 あ る い は ラテ ン 語 の 本 が 
あっ た と 信じ られ て いた が 、 だ と すれ ば 第 2 
次 世界 大 戦 の 際 、 連 合 軍 の 爆撃 に よっ て 破壊 
され た だ ろう 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonici』 

モン トレ ー、 カ リフ ォ ル ニア 州 : ここ に ある 
公立 図書 館 は 、 ラ テン 語 版 の 一 部 の コピ ー 複 
写 を 保管 し て いる 。 

カボ ス 「The Color from Beyond」 

リマ 、 ペ ルー、 サ ンマ ルコ ス 大 学 : イタ リア 
で 印刷 され た ギリ シャ 語 の 翻訳 が ここ に 保管 
され て いる 。 

カー ター「Out of the Ages」 : ラヴ クラ フト 
& を ダー レス 「 暗 黒 の 儀式 」 





























ルー バン 、 ベ ルギー : この ベル ギー の 町 の 集 
会 所 に は 7 つの 異な る 言語 の 本 が あっ た が 、 
1914 年 に ドイ ツ 軍 が この 建物 を 燃やし た と 
き に 、 炎 に の み 込 まれ た 。 

スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ : レオ ナル ド は ル 
ド ヴ ィ コ ・ ス フォ ルツ ァ か ら ラ テン 語 の も の 
を 受け 取っ た が 、 彼 の 死後 に 消え 失せ た 。 
スタ ン リ イ 『Ex Libris Miskatonicil 

ロン ドン 、 大 英博 物 館 : 現存 する わずか な 
15 世紀 に 印刷 され た ラテ ン 語 版 と 、 ヘ ン リ 
エッ タ ・ モ ンタ ー グ の 英語 へ の 研究 用 翻訳 を 
保管 し て いる 。 し か し この 二 つ に 触れ る こと 
は 厳し く 制 良さ れ て いる 。 一時期 『 ア ル ・ ア 
ジフ 』 が 「 未 目録 化 」 文書 の 中 に 存在 する と 
考え た 者 ちい た が 、 こ の 噂 は 誤り で ある こと 
が 証明 され て いる 。 

略 バ ー ト ン “" ク トゥ ルフ ・ バ イ ・ ガ スラ イト ": 
ハー バー“" ネ クロ ノミ コン "ラヴ クラ フト 「『 ネ 
クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 ラム レイ 「 縛 り 首 の 
木 」、『 地 を 容 つ 魔 』 
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Appendix と : と ontents o+ The Mecronomicon 


策 穫 と: 


この リス ト に は 『 ネ クロ ノミ コン 』 の 題名 
の も と に 商業 的 に 発売 され た も の は 収録 され 
寺 2 
た で あろ う 断 片 を 紹介 す 


還 有名 な - - 連 人 句 

そ は 永久 に 横たわる 死者 に あら ね ど 

測り 知れ ざる 永 却 の も と に 死 を 超 ゆ る も の な り 
( 訳 大 消 族 委 ) 


オリ ジ ナ ル の アラ ビア 語 の も の を 翻訳 する 
と 以下 の よう に な る 。 


その も の は 、 永 遠 に 死ん だ まま の 状態 で いる 

死者 で は な い 

異常 な ( 庁 怪 な 、 異 様 な ) も の (時 、 在 在 ?) 

が 到来 する と 共に 、 そ の 死 は 終わ り を 告げ る 
( 訳 中 山 て い 子 ) 


の NR の 断章 に つ 
いて の 覚え 書き ': ラヴ クラ フト 「 無 名 都市 」 





還 751 ペー ジ に は ヨ グ ニテ 
る 式 文 が 載っ つて いる 。 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 


ソト ー ス を 招来 す 


画 224 ペー ジ に は ザ ・ ブ ラッ ク を 招来 する 

に 必要 な ホイ = テディ ー ン の 詠唱 が 載っ て い 
BOB の きか 
ト ・ ア クア ディ ン ゲ ン 』 に 載っ て いる 。 


「 ネ クロ ノミ 


ュ ン 」 の 内 容 


ラム レイ 「The Horror at Oakdeene」 


一 984 ペー ジ に は ナ ア カ ル 語 で 書か れ た 一 
節 が ある 。 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters IV」 


画 旧 き 印 
ハー バー "暗黒 の 城 " 





画 ニ ョ グ タ に 対し て 使用 する ヴァ クニ ヴィ 
ラ 呪文 
カッ トナ ー「 セ イレ ム の 帝 怖 」 


画 ニョ グ 夕 自身 を 招来 する 式 文 
圏 カッ トナ ー「 セ イレ ム の 恐 怖 」 


画 人 問 の 深き も の へ の 変化 を 促進 する 儀式 
圏 ムー ニ イ 「 プ リス クス の 墓 」 








還 サル ナス が 破滅 する 前 に 逃げ 出し た キ 
シュ と その 従者 が た どっ た 運命 
カー ター 「Zoth-Ommog」 





画 100 も の 幽霊 と 下 霊 の 名 前 を 唱え る 趣 魔 
払い の 儀式 (この 式 文 は ウォ ルミ ウス の 翻訳 
に は な い ) 

圏 C.A_ ス ミス 「 妖 術 師 の 帰還 」 
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還 使い 手 と 犠牲 者 の 精神 を 入れ 替え る 呪文 
ラヴ クラ フト 「 戸 口 に あら われ た も の 」 


画 ギ ザ の ビ ピラミッド の 地下 、 ス フィ ンク ス 
の ある 地点 に 門 を 創造 する 方 法 。 門 は 直接 
ニャ ル ラ ト テ ッ プ の も と へ 人 を 送る 

悦 デ ィ テ ィ リ オ && ウ ィ リ ス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面 " 

















較 ヴー ア の 印 
悦 ラヴ ク ラフ ト 「 ダ ニッ チ の 怪 」 


弄 マオ の 儀式 
キャ ン ベ ル 「 異 次 元 通信 機 」 


画 ム ノ ムク アァ か ら 使 い 手 を 防護 する ゾ ア ン 
の 儀式 
カー ター 「Something in the Moonlight」 





男 さま ざま な 大 体 の 位置 を ボ す 図 (部 分 的 
で 、 時 代 遅 れ で ある ) 
キャ ン ベ ル 「The Horror from the Bridge」 





田 ある 食 尾 鬼 に 関す る 一 連 の 物語 。 そ れ に 
は モス ク の 地下 の 納骨 堂 で 逸話 も 含ま れる 。 
た だ し その 山場 は ハー バー ド と ミス カト ニッ 
ク の 本 か ら は 引き 裂 か れ て いる 

ラヴ クラ フト 『Selected Letters II』 





田 星々 の 系 図 、 狂 える アラ ブ 人 で さえ 記録 
する の に 気 が 重 か っ た 重要 な 何 か 
ラヴ クラ フト 『Selected Letters II 


男 この 次 元 に 来 た バ グ = ニ シャ ー ス を 退散 さ 
せる の に 使用 で きる 呪文 
ラム レイ : 「The Kiss of Bugg-Shash」 


田 外 で 容赦 な く 待 つも ちの 、 ヤ マン ソ の 情報 
バー グル ンド 「The Feaster from the Stars」 


画 そし て 、 も し か し た ら テ レ パ シ ー の 鍵 
圏 キン グ 「 キ ャ ン パ ス の 回 夢 」 


っ ー ア ー ミ テッ ジ (ヘン リー)、『 悪 の 祭祀 』、 
アザ トー ス 、『 ア ル ・ ア ジフ 』、 ア ル ハ ザー ド 
(アブ ドゥ ル )、 イ ブン ・ ス カカ バ オ 、 ウ ェ イ 
トリ ー (ウィ ル バ ー)、 ウ ォ ル ミウ ス (オラ ウ 
ス )、 ウ ムル ・ ア ト テ タウ イル 、 オ スイ エグ 、 
『 怪 物 と その 付 族 』、 カ ラー シェ ー ル 、『 狂 え 
る 修道 士 ク リタ ナス の 層 悔 サド ウス キー 
(フィ レウス )、 ザ ・ ブ ラッ ク 、 ス ル グ オ 湾 、 
そ は 永久 に ……、 『 注 釈 ネ クロ ノミ コン 』、 『 注 
釈 ネ クロ ノミ コン (オリ ジ ナ ル )』、 ト ンド 、『 内 
省 録 』』 ヌ グー ソス 、『 ネ クロ ノミ コン に お け 
る クト ウル フ 』、 墓 に 群れ る も の 、 フ ィ レ タ 
ス (テオ ドラ ス ) 、 フ ォ ン ・ ユ ン ツ ト (フリ ー 
ドリ ッ ヒ ・ ヴ ィ イル ハイ ム )、 ヤク トゥ ー ブ 、『 ル 
ルイ エ 異 本 』、 レ ン の 灯台 
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Appendix D: Timeline of The と ThuIhu Muthos 


策 症 D: ク トッ ルフ 話 年 表 


以下 の 年 表 は 一 次 資料 に 買 実 で ある と 同時 
に クト ッ ゥ ルフ 神話 の 一 貫 し た 歴史 を 読者 に 提 
示す る こと を 試み た も の だ 。2 つの 大 き な 理 
由 に よっ て 、 こ の 年 表 は ほか の 資料 と は 異な 
る こと も あり うる 。 

まず 最初 に 、「 ウ ィ ア ー ド ・ テ イル ズ 」 に 
三 人 組 が 書き 始め て か ら わ れ わ れ の 地球 の 地 
質 年 代 の 理解 は か な り 進 展 し て いる 。 今 で は 
われ われ は 、 地 球 が 70 年 前 に 考え られ て い 
た より も ずっ と 古い こと を 知っ て いる 。 そ の 
結果 、 ラ ヴ ク ラ フト ら が 提示 し た 年 代 は 、 も 
は や 彼ら が 言及 し た 地質 年 代 と は 合っ て いな 
い 。 地 質 年 代 と の 不一致 が 生じ た 場合 、 た い 
て い は 実際 の 地質 年 代 に 合わ せ た 。 

また 出版 物 の 中 に は 、 ク トッ ゥ ルフ 神話 の 歴 
史 全 体 に わた る 多数 の 相容れない 年 代 が 見 ら 
れる 。 ど れ を 選ぶ か に 際 し て の 優先 順位 は 以 
下 の 通り で ある 。 ま ず ラ ヴ ク ラ フト が 言っ た 
こと 。 次 に どれ が われ われ が 現在 理解 し て い 
る 科学 や 歴史 に 最も よく 合っ て いる か 。 そ し 
て 、 ど れ が 最も 美しく 楽し いも の か 。 

小説 で は 年 代 順 や 地質 年 代 し か 示さ れ て い 
な いも の を 、 こ の 年 表 で 始め て 年 号 を 示し た 
も の が 多数 ある 。 以 下 の 年 表 は 小説 の 大 部 分 
に 合致 する は ず で 、 本 書 の デー タ を よく 理解 
する た め の 手 引き と な る だ ろう 。 


45 億 年 前 : クト ッ グ ァ の 到来 。 地 球 が まだ 
冷え つつ ある と き 、 ク トゥ グ ァ は 従者 の 炎 の 


精 と 共に 到来 し た 。 こ れ は 、 出 現し た 最初 の 
グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン で あり 、 こ の 星 
の 最初 の 生命 で も あっ た 。 

ー ク トゥ グ ア 、 炎 の 精 

ティ アニ ー 「The Pillars of Melkarth」 

38 億 年 前 : ツ ァ ト ゥ グ ァ の 到来 。 陸 地 に 最 
も 初期 の 生命 体 が 現れ た 直後 に ツァ トゥ グ ァ 
が 地球 に 到来 し た 。 ツ ァ ト ゥ ッ グ ァ は 、 サ イク 
ラノ ーシュ か ら わ れ わ れ が 知っ て いる 三次 元 
より も ゃ 高 次 元 を 通っ て 旅 し て きた 。 ツ ァ ト ッ ゥ 
グ ァ は ンカ イ の 暗い 湾 に 棲み つい た 。 

ー サ イク ラノ ーシュ 、 ツ アト ウゥ グ ア 、 ン カイ 
カー ター 「The Horror in the Gallery」 : C.A 
スミ ス 「The Family Tree of the Gods」 

20 億 年 前 : チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン の 到来 。 
チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン と いう 名 の 超 次 元 存 
在 が 、 自 分 の た め に 原始 生命 体 を 新しく 出来 
た 陸地 に 創造 し 、 そ れ に 肉体 を 与え る 。 長 い 
年 月 の 間 に そ れ は 進化 し 、 徐 々 に 複雑 な 生物 
に な っ て ゆく 。 

ー チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 ミ リ ・ ニ グリ 

ロン グ 「 恐 怖 の 山 」 

10 億 年 前 : 古 の も の の 到来 。 古 の も の が 宇 
宙 か ら 飛 来 し 、 地 球 に 居住 する 。 彼 ら が 着陸 
し た の は 南 水 洋 で 、 こ こ に 彼ら は 自分 た ちの 
最初 の 海底 都市 を 設立 し た 。 最 も 早い 異 界 の 
侵略 者 (クト ゥ グ ァ 、 炎 の 精 、 ツ ァ ト ゥ グ ァ 、 
チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン ) を 除い て 、 地 球 に 
は ほとん ど 生 命 が な か っ た 。 地 球 起 源 の 生物 











31O 


は 、 バ ク テ リ ア と 藍藻 より 高度 に 進化 し た も 
の は な か っ た 。 十 の も の は 原 シ ョ ゴス を 創造 
し た ( ウ ボ テ サス ラ が 創造 し た と いう 説 も あ 
る )。 シ ョ ゴス は 食物 お よび 従者 と し て 利用 
され る 原始 的 な 生物 で あっ た 。 シ ョ ゴス は 古 
の も の の 最初 の 創造 物 の 一 つ で あり 、 す ぐに 
増殖 し て いっ た 。 

ー 逢 の も の 、 ウ ボー サス ラ 、 シ ョ ゴス 

圏 カー ター& C.A スミ ス 「Papyrus of Dark 
Wisdom」: ピー ター セン ウィリス ほか “ ク 
トゥ ルフ 神話 TRPG" : ラヴ クラ フト 「 和 狂気 の 
山脈 に て 」 

9 億 年 前 : 十 の も の の 都市 が 広がる 。 こ の 時 
期 ま で に 古 の も の の 石造 都市 が 有史 前 世界 の 
海洋 中 に 広まっ た 。 

ー 古 の も の 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 

8 億 年 前 : 古 の も の が 地表 に 適応 する 。 ゆ っ 
くり と だ が 、 大 陸 に 移住 する 古 の も の が 現れ 
た 。 使 用 する ショ ゴス が 陸 で は それ ほど 役 に 
立た を ない の が わか り 、 多 く の も の が 海洋 都市 
に 残っ た 。 

ーー 古 の も の 、 シ ョ ゴス 

悦 ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 

7 億 5000 万 年 前 : 飛行 する ポリ プ の 到来 。 
不思議 な 生物 で ある 飛行 する ポリ プ が 、 宇 宙 
の 最深 部 か ら 地 球 に 到来 する 。 同 時 に 、 彼 ら 
は われ われ の 太陽 系 の ほか の 3 つの 惑星 に 棲 
みつ いた 。 そ の 中 に は トン ド と ヤー クシ ュ が 
あっ た と も いわ れる 。 初 め 彼ら は 自分 た ち 壮 
大 な 玄武 岩 で 出来 た 塔 を 陸上 に 建て る だ け で 
あっ た が 、 彼 ら は 海洋 に 広 が ろ うと し た 。 古 
の も の は 彼ら に 戦い を 挑み 、 最 後 は 勝利 し た 。 
ーー 古 の も の 、 飛 行 す る ポリ プ 、 ト ンド 、 ヤ ー 
クシ ュ 

カー ター& C.A スミ ス 「Papyrus of Dark 
Wisdom」 : ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 

4 億 5000 万 年 前 : 脊椎 動物 の 進化 。 永 却 の 
時 間 が 流れ 、 古 の も の は 原始 的 な 生物 の 創造 
と 開発 を 続け て いた 。 彼 ら の 実験 体 の 一 部 が 





























逃げ 出し た と き 、 古 の も の は それ ら が 独自 に 
進化 する の を 許し て くだ さっ た 。 こ れ に よっ 
て 最初 の 脊椎 動物 ( 魚 ) な どの 生命 の 創造 が 
も た ら さ れ た 。 
一 古 の も の 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」 
4 億 年 前 : 偉大 な る 種族 の 到来 。 言 いよ う の 
な い 運 命 か ら 逃 れ て イス の 偉大 な る 種族 が 地 
球 に 到来 し 、 地 球 起源 の 円 雛形 生物 の 体 に 棲 
みつ く 。 こ の 円 雛形 生物 は 飛行 する ポリ プ に 
圧迫 され て いた 。 こ の 事情 と 飛行 する ポリ プ 
の 肉食 性 の 性 質 か ら 、 偉 大 な る 種族 は ポリ プ 
と の 戦争 を 決意 する 。 最 終 的 に 彼ら は 飛行 す 
る ポリ プ を 彼ら の 玄武 岩 都市 に 退け 、 そ こ に 
封 還 し た 。 し か し 、 飛 行 す る ポリ プ は 地下 で 
勢力 を 増やし 続け 、 偉 大 な る 種族 は 彼ら の 復 
活 を 恐れ る よう に な る 。 

この 戦争 の の ち 、 イ ス 人 は 彼ら の 最初 で 最 
大 の 都市 、 ナ コト ゥ ス を 建設 する 。 そ の 地 は 
の ち に オー スト ラリ ア と な る 。 
ー イ ス の 偉大 な る 種族 、 ナ コト ウゥ ス 、 飛 行 
する ポリ プ 
略 カー ター& C.A. スミ ス 「Papyrus of Dark 
Wisdom」 : ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 
3 億 7000 万 年 前 : ミリ ・ ニ グリ の 創造 。 従 
者 の 必要 を 感じ た チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン は 、 
原始 両生 類 の 体 組織 か ら ミ リ ・ ニ グリ を 創造 
する 。 
ーー チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 ミ リ ・ ニ グリ 
悦 ロ ング 「 恐 怖 の 山 」 
3 億 5000 万 年 前 : ゾ ス 星 か ら の 到来 者 。 大 
変動 が 地球 を 揺るが す 。 そ れ は 、 来 る 永 却 の 
期間 に お いて 記録 に 残さ れ た 最初 の も の で 
あっ た 。 新 し い 大 陸 玩 は の ち に 太平 洋 と な る 
場所 に あり 、 ク ナ ア 、 ポ ナ ぺ 、 イ エー、 そ し 
て ルル イエ に な る 。 こ れ ら は ムー と 呼ば れる 
場所 で も ある 。 大 変動 は 古 の も の の 多く の 海 
底 都 市 の 破壊 を もち た らし 、 そ の 結果 、 遠 いび 
ス の 星 か ら の 異 星人 の 襲来 へ 備え る こと は で 
き な か っ た 。 こ れ ら の 襲来 者 を 率い る の は ク 
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トゥ ルフ で あっ た 。 ク トゥ ルフ は 、 彼 の 星 の 
落し 子 、 ユ グ 、3 人 の 息子 (ガタ ノ ソ ア 、 ユ 
ト グ タ 、 ゾ ステ オム モグ )、 そ し て 秘 富 の 娘 、 
クティ ラ を 連れ て 地球 に 来 た 。 彼 ら は 新しく 
隆起 し た 大 陸 で ある ムー に 降り 、 そ こ を 自分 
の も の だ と 主張 し た 。 
その 結果 、 古 の も の と クト ゥ ルフ の 落し 子 
の 間 に 大 き な 戦 い が 生 じ た 。 最 終 的 に 和平 が 
結ば れ 、 ク トゥ ルフ と その 和 谷 族 が ムー 大 陸 を 
得る 一 方 、 古 の も の が 世界 の ほか の 地域 に 圭 
い 支 配 を 保持 し た 。 深 きも の の 最初 の 記録 は 
この 時 代 で ある 。 こ の 時 彼ら は クト ゥ ルフ が 
ルル イエ の 偉大 な 都市 を 建設 する の を 助け 
た 。 彼ら は この 2000 万 年 前 に 発生 し た 両生 
類 か ら 枝 分 か れ し た 、 地 球 で 自然 に 進化 し た 
生物 だ と 信じ られ て いる 。 

また 、 あ る 記録 に に よれ ば クン ヤン の 地下 世 
界 が この 大 移動 の 一 部 に 由来 し た と いう 。 こ 
の 地 の 人 々 は クト ゥ ルフ に よっ て 地球 に 連れ 
て 来 ら れ た と いう の で ある 。 
ー イ エー、 古 の も の 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク トゥ 
ルフ 、 ク ナ ア 、 ク ン ヤ ン 、 ゾ ス 、 ゾ ステ オム 
モグ 、 深 きも の 、 ポ ナ ぺ 、 ム ー、 ユ グ 、 ユ ト 
グ タ 、 ル ルイ エ 
カー ター「The Horror in the Gallery」: カ ー タ ー 
&C.A スミ ス 「Papyrus of Dark Wisdom」 : ラ 
ヴ ク ラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」: ラム レイ 『The 
Transition of Titus Crow』 
3 億 年 前 : グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン の 没落 。 
2 回 目 の 大 変動 が 地球 を 揺るが す 。 太 平 洋 に 
ルル イエ が 沈み 、 ク トゥ ルフ と その 星 の 落 し 
子 は 閉じ 込め られ て 深海 に 沈む 。 多 く の 者 は 
この 出来 事 と 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 
旧 き 神 と 戦い 破れ た こと と 関連 が ある と す 
る 。 ま た 、 ク トッ ゥ ッ グ ァ と その 炎 の 精 が この と 
き 地 球 か ら 追 放さ れ た と 信じ られ て いる 。 ほ 
か の すべ て の グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン ( ン 
ゴス の 穴 の イグ 、 シ ナイ 山中 の ヨ グ = テ ソ トー 
ス 、 ボ レア の 月 の イタ ク ァ な ど ) が 同じ 時 期 
に 封じ 込め られ た か どう か に 関し て は 、 満 足 





な 記録 は な い 
ー ク トウ ルフ 、 グ レー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン 、 
旧 き 神 、 ル ルイ エ 
ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 
2 億 7500 万 年 前 : へ ビ 人 間 の 進化 。 天 敵 が 
いな く な っ た こと で 、 初 期 の 利 虫 類 は 急速 に 
進化 し 、 わ ず か 2500 万 年 の 間 に へ ビ 人 間 と 
いう 知性 生物 が 登場 し た 。 現 代 の 地中海 の あ 
る 地域 に あっ た 巨大 大 陸 に 、 へ ビ 人 間 は ヴァ 
ルー シア の 最初 の 帝国 を 創設 し 、 強 力 な 錬 金 
術 と 魔術 を 発展 させ た 。 そ の 後 こ の 最初 の 帝 
国 は 伝説 に 近い 存在 と な っ た 。 

この 時 代 、 へ ビ 人 間 の 中 に 尾 の な い 種 族 が 
勃興 し た と 信じ られ て いる 。 
ー ヴ アァ ルー シア 、 ヘ ビ 人 間 、 無 名 都市 
圏 ア ニオ ロフ スキ 、 イ ジン ウィ ル & ハ イク 
“Where a God Shall Tread': ハー バー“ ク トッ ゥ 
ルフ 神話 TRPC キー パー コン パニ オン " : ピー 
ター セン & ウィリス ほか “クト ッ ゥ ルフ 神話 
TRPG 
2 億 5000 万 年 前 : ショ ゴス の 反乱 。 何 億 年 
も 隷 徒 し て きた ショ ゴス が 、 古 の も の の 海底 
都市 に 対し て 反乱 を 起こ し 、 大 き な 騒 乱 に 発 
展 し た 。 激 し い 戦 い の の ち 、 シ ョ ゴス は 再び 
隷 従 の 身 に な る 。 
ーー 古 の も の 、 シ ョ ゴス 
ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」 
2 億 2500 万 年 前 : へ ビ 人 間 の 没落 。 へ ヘビ 人 
間 の 文明 は 5000 万 年 間 続 いた が 、 役 ら は 自 
分 た ち が 則 虫 類 の 進化 の 頂点 に 位置 し て いる 
わけ で は な いこ と を 学ぶ 。 恐 意 の 隆盛 は ヘビ 
人 間 の 最初 の 帝国 の 破壊 を も た ら す 。 多 く の 
へ ビ 人 間 が 殺さ れ 、 生 き 残 り は 冬眠 に 入っ た 
り 地下 深く に 隠れ て ヨ ス な どの 文明 を 作っ た 
り し た 。 
ー ヴ ァ ル ー シ ア 、 ヘ へ ヘビ 人 間 、 ヨ ス 
悦 ア ニオ ロフ スキ 、 イ ジン ウィ ル & ハ イク 
*Where a God Shall Tread' : ハー バー“ ク トッ ゥ 
ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ オン " 
1 億 6000 万 年 前 : ミニ ゴ の 到来 。 新 し い 異 
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界 の 種族 ミ = ゴ が 、 ほ か の 場所 で は 見 つか ら 
な い 鉱 物 を 求め て 、 ユ ゴス の 前 噌 地 か ら 地 球 
に 侵入 する 。 古 の も の は 宇宙 で 彼ら と 戦 お う 
と する が 、 彼 ら は も う 大 気 圏 を 離れ る こと は 
で き な か っ た 。 そ の 後 の ミ = ゴ と 十 の も の と 
の 戦い の 結果 、 ミ = テ ゴ は 北半球 の 支配 を 確立 
する 。 ミ = テ ゴ の 分 遺 隊 の 一 つが ムー と な る 土 
地 に 居住 し 、 購 黒 の 神 ガ タ ノ ソ ア を 儲 拝 する 。 
つ 十 の も の 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ミ = ニ ゴ 、 ム ー、 
8 
悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー、 タ イン ズ “Delta 
Green': ヒ ー ル ド 「 永 却 よ り 」: ラ ヴ ク ラ フト 「 狂 
気 の 山 脈 に て 」、「 痢 に 嘱 く も の 」 
1 億 5000 万 年 前 : イ ェ ク ー ブ 人 の 到来 。 イ ェ 
クー ブ 人 の 立方 体 が 地球 に 着陸 する 。 偉 大 な 
る 種族 は すぐ に その 目的 を 見 抜き 、 イ ェ ク ー 
ブ 人 の 侵入 の 試み を くじ く 。 
ー イ エク ー ブ 、 イ ス の 偉大 な る 種族 
悦 ラヴ クラ フト 、 メ リッ ト 、 ム ー ア 、 ハ ワー 
ド & ロ ング 「 役 方 より の 挑戦 」 
1 億 年 前 : 古 の も の の 絶頂 期 。 古 の も の が そ 
の 絶頂 期 を 迎え る 。 イス 人 が 支配 する オー ス 
トラ リア と 北半球 の ミニ ゴ の 飛び 地 を 除き 、 
世界 を 古 の も の の 巨大 な 石造 都市 が 費 う 。 し 
か し 彼ら の 文明 は すでに 退廃 的 な も の に な っ 
て お り 、 彼 ら は か な り 退 化し て いた 。 こ の 時 
点 か ら 、 彼ら の 文明 は 縮む 一 方 で 、 南 極 を 囲 
む 陸 地 だ け に な る まで 南 へ と 後退 し て いっ た 。 
ー イ ス の 偉大 な る 種族 、 古 の も の 、 ミ = テ ゴ 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 
5000 万 年 前 : 地球 を 砕く 大 変動 。 再 び 大 変 
動 が 地球 を 揺るが す 。 飛 行 す る ポリ プ の 古代 
の 和牛 獄 が 開き 、 こ の 非 地 球 産 の 怪物 は 自由 に 
な っ て 、 彼 ら の 古代 の 看 手 で ある イス 人 に 復 
軟 を 果たす 。 イ ス 人 は 未来 へ と 逃れ ん 、 そ こ で 
カブ トム シ に 似 た 種族 の 中 に 棲み つい た 。 
また 、 大 変動 は 多く の 古 の も の の 都市 を 破 
壊し 、 そ の 中 に は 彼ら が 最初 に 着陸 し た 南極 
に 存在 する も の も あっ た 。 新 し い 南 極 都市 の 
建設 が 始め られ 、 そ れ は 古 の も の の 文明 が 滅 











び た の ちの 1931 年 に 、 人 間 に よ っ て 発見 さ 
れ た 。 

ー イ ス の 偉大 な る 種族 、 古 の も の 、 飛 行 す 
る ポリ プ 

ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」、「 時 間 か 
ら の 影 ] 

2000 万 年 前 : ティ ー ム ドラ の 時 代 。 し ば らく 
の 期間 、 進 化 の 容赦 な い 進行 が 、 人 類 の 早め 
の 登場 を 許し た 。 か つて クト ゥ ルフ と その 稚 
族 が 棲み 、 将 来 ム スー と な る 大 陸 で は 、 人 間 文 
明 が 早 す ぎる 勃興 を 迎え て いた 。 こ の 大 陸 の 
環境 は 厳し く 野 徐 で あり 、 ク トゥ ルフ や イブ 
テツ トゥ ル な どの 神 の 手先 が 活動 し て いた 。 
人 類 の 文明 は すぐ さま 終結 し 、 再 び 人 類 が 現 
れる に は 何 百 万 年 も の 年 月 が 必要 だ っ た 。 
ティ ー ム ドラ の 時 代 は 歴史 か ら 和 失わ れ 、 先 史 
を 学ぶ 研究 者 は 疑う こと すら で き な か っ た 。 
ー イ ブ テ ツ トウ ゥ ウル 、 ク トウ ルフ 、『 古 代 ル ー 
ン の 伝説 』 ティ ー ム ドラ 、 ム ー 

ラム レイ 「The House of Cthulhu」、 
「“Imtroduction” to The House of Cthulhu」 
500 万 年 前 : ヨ ス の 没落 。 古 代 の ヴァ ルー シ 
ア の 衰退 の の ち 、 へ ビ 人 間 文 明 の 人 口 の 大 部 
分 は ヨ ス に 棲ん で いた 。 そ の 近く に は イグ が 
封じ られ て いる と いわ れる ン ゴ ス の 穴 が あ 
り 、 特 に 神聖 な 場所 と され て いた 。 彼ら の 文 
明 は 素晴らし いも の で 、 ギ ャ ア = テ ヨ ス ン や 
ヴー アミ 族 な どの 新しい 種族 を 創造 し さえ 
し 、 科 学 を 新しい 高み に 引き 上 げた 。 

へ ビ 人 間 は ヨ ス の 地下 を 探検 し 、 暗 黒 の ン 
カイ へ の 通路 を 切り 開い た 。 そ し て ツァ トゥ 
グ ァ 祭 拝 を 持ち 帰っ た 。 こ れ は イグ を 激怒 さ 
せ た 。 数 人 の 真 の へ ビ 神 崇拝 者 が スス ハー の 
神官 に 導 か れ 、 ハ イ パ ー ボ リア に 逃れ て 新 し 
い 文 明 を 創設 し た が 、 そ れ 以 外 の 者 た ち は 呪 
われ て へ ビ へ 退化 し て いっ た 。 ヨ ス の 文明 は 
この よう に し て 破壊 され た 。 

また ツァ トゥ グ ァ も 、 こ れ ら の 出来 事 の す 
ぐ あ と に ハイ パー ボリ ア に 移動 し た と 信じ ら 
れ て いる 。 
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ー イ グ 、 ス スハ ー、 ツ アト ゥ グ ア 
ボリ ア 、 へ ヘビ 人 間 、 ヨ ス 、 ン カイ 
カー ター 「The Vengeance of Yjg」: ビ ショ ッ 
プ 「 墳 丘 の 怪 」 
300 万 年 前 : ヴー アミ 族 の 勃興 。 多 数 の 残忍 
な ヴー アミ 族 が へ ビ 人 間 と 共に ハイ パー ボリ 
ア に 移動 する 。 彼 ら は ここ で 自由 を 得 た 。 彼 
ら は 地表 へ 出る と 、 共 食い の 習慣 を 持つ 前 人 
類 グ ノ フ ケー 族 と 争い 、 ハ イ パ ー ボ リア の 地 
表 に 自分 た ちの 原始 文明 を 確立 し た 。 イ グ を 
宗 拝 す る へ ビ 人 間 か ら 解 放さ れ 、 ヴ ー ア ミ 族 
は 再び 愛す る 神 ツ ァ ト ゥ グ ァ を 崇拝 で きる よ 
うに な っ た 。 

ー ア ミ 族 、 グ ノ フ ケー 族 、 ツ アト ゥ グ ア 、 
ハイ パー ボリ ア 、 へ ヘビ 人 間 、 ヨ ス 
悦 カ ー タ ー&C.A_ ス ミス 「The Scroll of 
Morloc」 : ハー バー “The Trail of Tsathogghua" 
200 万 年 前 : 古 の も の の 衰退 。 古 の も の の 文 
明 は 衰退 を 続け て いる 。 こ の 時 期 に は 彼ら の 
都市 は 南極 と 南米 の 先端 を 除い て 地上 か ら 消 
え 、 海 底 に も 南緯 50 度 よ り 北 に は まっ た く 
な く な っ た 。 次 の 100 万 年 間 、 彼 ら の 文明 
6 の 山脈 の 背後 に ある 最後 の 都市 まで 縮 

り 、 氷 河 期 が 始ま っ た と き に は 彼ら は 脆弱 
0 の 
ー 古 の も の 
ラヴ クラ フト 「 狂 気 の 山 脈 に て 」 
170 万 年 前 : ヴー アミ 族 の 記 退 。 イ タク ァ が 
極北 で 活動 を 始め る 。 こ れ は ハイ パー ボリ ア 
の ヴー アミ 族 の 表 刀 良 を まね く こ と に な っ た 。 
ー イ タク ア 、 ヴ ー ア ミ 族 、 ハ イ パ ー ボ リア 
略 ハ ー バ ー “The Trail of Tsathogghua" 
100 万 年 前 : 水 河 期 の 始ま り 。 ア スロ ッ ク ( ゾ 
ブナ の 新 改宗 者 ) は 北極 の 慕 か ら ア フー ム ・ 
ザー を 解放 する 。 ア フー ム ・ ザ ー と イタ ク ァ 
の 力 が 結び つき 、 地 款 全体 の 温度 の 低下 が 引 
き 起 こさ れ 、 極 地 で は ます ます 極端 な 低温 に 
な る 。 こ れ に より いく つか の 極地 文明 が 最終 
的 に 崩壊 し た 。 

長い 間 に 近 くに いた イタ ク ァ に よっ て 弱っ 


、 ハ イ パ ー 








て いた ハイ パー ボリ ア の ヴー アミ 文明 が 最初 
に 没落 する 。 ハ イ パ ー ボ リア で は それ に 代 
わっ て 人 間 に 近 い 種族 の 文明 が 興 る が 、 そ れ 
も 徐々 に 冷え て ゆく 大 陸 の 上 で は 破滅 が 待っ 
0 
次 に ゾ ブ ナ の 文明 が 衰退 し た 。 そ の 生存 者 

SS 本 の 0 Re を の に 析 
ん で いた グ ノ フ ケー 族 を 殺 銭 し た 。 

また 、 古 の も の の 南極 の 都市 も 厳し い 寒 気 
に さら され る 。 彼ら は か つて は 宇宙 の 凍り つ 
く ほ どの 寒さ に 耐え る こと が で きた が 、 今 で 
は 生き 残る た め に 暖房 装置 を 開発 せ ざ る を え 
な い ほ ど 退 化し て いた 。 
ー ア フー ム ・ ザ ー、 イタ クア 、 古 の も の 、 ヴー 
アミ 族 、 グ ノ フ ケー 族 、 ゾ ブナ 、 ハ イ パ ー ボ 
リア 、 ロ マー ル 
悦 カー ター 「Acolyte of the Flame」 : ハー バー 
"The Trail of Tsathogghua : ラヴ クラ フト 「 狂 
気 の 山脈 に て 」 
75 万 年 前 : 極地 文明 の 没落 。 威 力 を 増す 寒 
気がつい に 最も 偉大 な 極地 文明 を 圧倒 する 。 
南極 大 陸 で は 古 の も の が や む を え ず 水面 下 に 
後退 し 、 彼 ら の 最後 の 都市 の 地下 の 深淵 に 最 
終 的 な 居留 地 を 求め る 。 

ロマ ー ル で は 古代 ゾ ブ ナ の 生き 残り が 、 残 
忍 な イヌ ー ト 族 と 北 か ら 押 し 寄せ る 氷 床 に 圧 
倒さ れる 。 ゾ ブナ と ロマ ー ル の 名 前 は 夢 の 中 
の み の 存 在 と な る 。 

ハイ パー ボリ ア で は 人 間 の 文明 が 分 裂 し 、 
わずか な 生き 残り が アフ リカ 、 小 アジ ア 、 ア 
トラ ン テ ィ ス 、 ダ ニッ チ 、 ス コッ トラ ンド 、 
ムー と な る 地 に 逃れ た 。 ま た 、 ハ イ パ ー ボ リ 
ア の ほか の 種族 の 多く も 衰退 する 。 ヴー アミ 
族 の 一 部 は イタ ク ァ を 崇拝 し て いる た め に 凍 
て つく 大 陸 に と ど ま っ て いる が 、 ほ か の も の 
は 東西 へ 逃れ 、 最 終 的 に サス カッ チ お よび 
イェ ティ と 呼ば れる クリ ー チ ャ ー に な る 。 ハ 
イ パ ー ボ リア の へ ビ 人 間 が 新た に 浮上 し た レ 
ムリ ア 大 陸 に 移動 し 、 竜 王 一 族 と 呼ば れる よ 
うに な る 。 ツ ァ ト ゥ グ ァ が ンカ イ の 古代 の 本 
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拠 地 に 帰る 。 ま た 、 ア トラ ッ ク テ ナチ ャ と ア 
ブ ホ ー ス は それ ぞ れ アン デス 山脈 と ダニ ッ チ 
に 移動 し た か も し れ な い が 、 こ の 記録 は あま 
り 信頼 で き な い 。 

rt77 トラ ウツ クー ナチ ナヤ 。 アブ ボー スマ イタ 
クア ァ 、 古 の も の 、 イ ヌー ト 族 、 ヴ ー ア ミ 族 、 
ゾ ヅ ゾ ブ ナ 、 ハ イ パ ー ボ リア 、 ヘ ビ 人 間 、 レ ムリ 
ア 、 ロ マー ル 

悦 カー ター『 ゾ ン ガ ー と 魔道 師 の 王 』: ハー 
バー “The Trail of Tsathogghua': ラヴ クラ フ 
ト 「 狂 気 の 山脈 に て 」、「 北 極 星 」 

50 万 年 前 : 真 の 人 類 の 誕生 。 レ ムリ ア に 新 し 
い 種 類 の 人 間 が 現れ る 。 テ ィ ー ム ドラ を 統治 
し た 人 間 種 族 は 遠い 昔 に 去り 、 ハ イ パ ー ボ リ 
ア の 背 の 高い 、 エ ルフ の よう な 人 々 は 離散 し 
て し まっ た 。 そ し て ロマ ー ル と ゾ ブ ナ の 近 人 
類 は 絶 減 し た 。 レ ムリ ア の 新しい 人 類 は 最初 
の 真 の 人 類 で ある 。 最初 の 人 間 の 王国 ネ メ デ ィ 
ス は 、25 万 年 間 レ ムリ ア を 統治 し て いた 竜王 
一 族 と 千年 に わた っ て 戦っ た 。 結局 、 彼 ら は 
勝利 し 、 竜 王 一 族 の 大 部 分 は トゥ ー ラ ン 大 陸 
と な る 南 の 地 に 駆り 立て られ た 。 そ こ で 彼ら 
は ヴァ ルー シア の 第 二 の 王 国 を 劉 設 し た 。 へ 
ビ 人 間 の ほん の 一 部 は ネオ ル テ シ ェ ン ディ ス 
海 の 島 に 隠れ て 棲ん で お り 、 星 辰 が 正しい 刻 
に 、 再 び 立 ち 上 が る こと を 計画 し て いる 。 

ー ヴ アァ ルー シア 、 ヘ へ ヘビ 人 間 、 レ ムリ ア 
圏 カー ター『 ゾ ン ガ ー と 魔道 師 の 王 』! ラヴ 
クラ フト 「 導 を さま よう も の ]」 
49 万 3000 年 前 : ゾン ガー の 時 代 。 竜 王 一 
族 が 再び レム リア で 勢力 を 増し 、 ゾ ン ガ ー と 
いう 人 欠 人 が 、 古 代 の 魔術 の 助け を 借り て 彼ら 
と 対抗 する 。 竜 王 一 族 は つい に レム リア 大 陸 
で 永遠 の 敗北 を 喫する 。 の ち に ゾン ガー は 、 
自ら の 太陽 の 黄金 交 国 の 下 に レム リア を 統合 
する 。 

ー ヘ ビ 人 間 、 レ ムリ ア 

悦 カー ター『 海 賊 と 闘う ゾン ガー』、『 ゾ ン ガ ー 
と 魔道 師 の 王 』 
40 万 年 前 ? : 

















レム リア の 陥落 。 レ ムリ ア は 


最盛 期 を 過ぎ 、 一 連 の 火山 活動 が 陸地 を 破壊 
し た 。 跡 に は 島々 の み が 残 され た が 、 こ れ ら 
は ハイ ボリ ア 時 代 に 知ら れる こと に な る 。 多 
く の レ ムリ ア 人 が 減 び 行く 大 陸 か ら ヴ ァ ル 
トー ト に よっ て 連れ 去ら れる 。 ヴ ァ ル トー ト 
は アト ラン ティ ス に 最初 の 帝国 を 設立 する 。 
いつ し か それ も 衰退 し 、 ア トラ ン テ ィ ス に は 
第 二 の 帝国 が 設立 され る だ ろう 。 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 レ ムリ ア 

20 万 年 前 : ムー の 最盛 期 。、 か つて クト ゥ ル 
フ と その 置 と く 的 な 落し 子 が 統治 し た 大 陸 で 
は 、 歴 史 か ら 和 失わ れ た ティ ー ム ドラ が か つて 
あっ た 場所 に 新しい 文明 が 現れ た 。 ムー で の 
最初 の 人 間 は 多く の 古代 遺跡 を 見 つけ 、 自 分 
た ちの 新しい 国 を その 上 に 建て た 。 ムー 文 明 
の 最盛 期 は 20 万 年 前 に 訪れ 、 人 々 は ガタ ノ 
ソ ア 、 ユ ト グ タ 、 お よび クト ッ ゥ ルフ の 息子 で 
ある ゾ ス テオ ム モ グ な ど と いっ た 暗黒 の 神々 
を 主 に 崇拝 する よう に な っ た 。 

ー ガ タ ノ ソ ア 、 ク トウ ルフ 、 ゾ ス テオ ム モ グ 、 
テイ ィ イー ム ド ラ 、 ム ー、 ユ ト グ タ 

カー ター「Out of the Ages」 : ヒー ルド 「 永 
却 よ り 」 

紀元 前 17 万 3148 年 ? : ガタ ノ ソ ア の 支配 。 
ムー 大 陸 で は 、 ガ タ ノ ソ ア が その 見 弟 と ほか 
の 暗黒 の 神々 を 抑え て 支配 を 広げ る 。 こ の 年 、 
ガタ ノ ソ ア に 立ち 向かう と し た シュ ブ テ ニ グ 
ラス の 大 神官 トヨ グ が 倒さ れる 。 

ー ガ タ ノ ソ ア 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 ト ヨ グ 、 ム ー 
悦 ヒー ルド 「 永 却 より 」 

紀元 前 16 万 1844 年 ? : ムー の 没落 。 こ の 
1 万 年 の 間 、 ガ タ ノ ソ ア 崇 拝 が ムー で は 増え 
続け て いる 。 こ の 年 まで に ほか の 神 は 追放 さ 
れ て いる 。 ユ ト グ タ の 最後 の 大 神 宜 で あっ た 
ザン ツー は 、 海 中 で 彼 の 神 を つなぐ か せ を 壊 
すこ と に よっ て その 崇拝 を よみ が えら せよ う 
と 決意 し た 。 し か し 人 彼 が 最初 の 鎖 を 切断 し た 
と き 、 大 災害 が 解き 放 た れ た 。 ム ー は 地震 に 
よっ て 月 壊し 、 猛 火 の ご と き 旧 き 神 が 天上 か 
ら 舞い 降り 、 か つて の 偉大 な 大 陸 は 海中 に 沈 
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ん だ 。 

イー スタ ー 島 の 巨大 な 頭 像 や 、 ポ ナ ペ や ナ 
ンマ トー ル の 巨石 遺跡 は ムー 文明 の 名 残 か も 
還 また 、 ム ー の 了 邪悪 な 神々 の カル ト 

ま 原始 的 で 、 堕 落し た 形態 で 伝え られ る こと 
WON NF 
アト ラン ティ ス 、 ク ン ヤ ン 、 レ ン に も 広まっ 
ここ と が 知ら れ て いる 。 
=*7 ト ラン テイ ス 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ク シヤ ン 、 
ザン ツー、 旧 き 神 、 ム ー、 ユ ト グ タ 、 レ ン 
圏 カー ター 「The Thing in the Pit」 : ヒー ルド 
「 永 却 より 」 
紀元 前 2 万 4000 年 ご ろ : 旧 き アト ラン ティ 
ス の 最期 。 こ の ころ まで アト ラン ティ ス の 第 
二 の 和 帝国 は 大 い に 栄 えた 。 ア トラ ス に よっ て 
設立 され た 中 で も 最も 偉大 な 王国 が 黄金 の 門 
の 都市 を 中 心 に 設立 され る 。 し か し また 、 叶 
黒 と 退廃 も また 勢力 を 増し 、 人 々 は 多く の 不 
吉 な 神々 を 崇拝 する よう に な っ た 。 黒 魔術 が 
の 力 が 増し 、 黄 金 の 門 の 都市 は 破壊 され 、 ア 
トラ ン テ ィ ス の 大 部 分 が 海中 に 沈ん だ 。 こ れ 
は 大 陸 が 受け る こと に な る 多く の 大 災害 の 最 
初 の も の だ っ た 。 
ー ア トラ ン テ ィ ス 
圏 カー ター 『The Black Starl 
紀元 前 2 万 年 ご ろ : ト ゥ リア ン 大 陸 の 最盛 期 。 
この ころ に は 、 多 く の 大 国 が トゥ リア ン 大 陸 
を 統治 する よう に な っ た 。 そ れ ら の 多く は 過 
去 の 歴史 か ら 名 前 を と っ た 。 そ れ が コモ リア 、 
グロ ンダ ル 、 カ メリ ア 、 チ ュー レ 、 ヴ ァ ル ー 
シア 、 ヴ ェ ル リア で ある 。 こ の ヴァ ルー シア 
は も は や 、 か つて 人 間 に 打 倒さ れ た へ ヘビ 人 間 
に と っ て 安息 の 地 で は な か っ た 。 へ ヘビ 人 間 は 
再び 南 に 押し や られ 、 大 陸 の 最 南 端 に 棲む よ 
うに な っ た 。 一 時 期 へ ビ 人 間 は 、 策 略 で 王座 
を 取り 戻 そ うと する が 、 カ ル 王 が 彼ら の 望み 
を 永遠 に 終わ ちら せ る 。 こ の 時 、 ア トラ ン テ ィ 
ス と レム リア の 最も 偉大 な 王国 の 生き 残り は 
族 人 と な っ て いた 。 ま た 別 の 人 諭 人 で ある ピク 
ト 人 も この ころ 勃興 し た 。 


ー ア トラ ン テ ィ ス 、 カ ル 王 、 ヘ ビ 人 間 、 レ 
ムリ ア 

圏 ハ ワー ド 「 影 の 王国 」、「 ハ イボ リア 時 代 」 
紀元 前 1 万 8000 年 ご ろ : 大 地殻 変動 。 大 変 
動 が 古代 世界 を 破壊 する 。 レ ムリ ア は 完全 に 
海中 に 沈む 。 バ ル テ サ ゴー ス と ポ セ イ ド ニ ス 
と 呼ば れる よう に な る 鳥 だ け を 残し て 西 ア ト 
ラン ティ ス の すべ て が 沈む 。 ト ゥ リア ン 大 陸 
が 分 離さ れる 。 野 倫 な 類人猿 が 大 陸 で 群れ を 
つく っ て いる と き 、 ト ゥ リア の 王国 の 間 で は 、 
血 な まぐ さい 戦争 が あっ た 。 北 へ 逃れ た 生き 
残り の アト ラン ティ ス 人 は 野 族 に 堕 ち て 行 
く 。 そ し て 彼ら は キン メリ ア 人 と し て 再び 復 
活 す る 。 多 く の レ ムリ ア 人 が トゥ リア ン 大 陸 
の 東海 岸 に 逃げ る か 、 未 確認 の 古代 の 種族 (お 
そら く ハ イ パ ー ボ リア 人 ) の 奴隷 と な る 。 こ 
れ が ハイ ボリ ア 時 代 の 始ま り で ある 。500 年 
後に 、 小 さ な 変 動 が 続き 、 ト ゥ リア ン 大 陸 は 
ーー つ に 分 断 さ れる 。 

大 地殻 変動 の 影響 は 遠く 太平 洋 に も 及ぶ 。 
そこ で は ガタ ノ ソ ア が 封じ 込め られ た 山 を 含 
む ム ー の 残 津 の いく つか が 再び 浮上 する 。 人 
間 は これ ら の 新た に 上 昇 し た 陸地 に 住む よう 
に な る が 、 ガ タ ノ ソ ア が 、 彼 の 長らく 行方 不 
明 だ っ た 従者 で ある ロイ ガー を 地球 に 招来 
し 、 人 間 を 奴隷 に する 。 ロ イガ ー と 人 間 の 奴 
隷 の 文明 は 数 千年 間 に わ た り ム ー の 断片 の 上 
に 存在 し た 。 

ー ア トラ ン テ ィ ス 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ハ イ パ ー 
ボリ ア 人 、 ハイ ボリ ア 時 代 、 バル テニ サ ゴ ー ス 、 
ポ セ イ ド ニ ス 、 ム ー、 レ ムリ ア 、 ロ イガ ー 

悦 C ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 : ハー バー 
: ハワード 「 ハ イボ リ 






































"Keeper s Compendium 


ア 時 代 」 
紀元 前 1 万 8000 年 ご ろ : ボク ル グ の 到来 。 
大 地殻 変動 の の ち 、 ボ クル グ と スー ム = テ ハー 


が 月 の 棲み か か ら 地 球 に 来る 。 ス ー ム テハ ー 
の 二 つ の 都市 が 創設 され る 。 一 つ は 中 東 の イ 
ブ で 、 も う 一 つ は キン メリ ア の ル = テ イブ で あ 
る 。 ル = テイ ブ の 人 々 は 論 人 か ら 隠 れる こと を 


316 





余儀 な くさ れ た 。 イ ブ は 人 間 の いな い 土 地 を 
見 つけ 、 自 分 た ち が 安 全 だ と 考え た た だ 
し それ も し ば らく の 間 で あっ た 。 
ー イ ブ 、 ス ー ム = テハ ー、 ボ クル グ 、 ル = テイ ブ 
ラム レイ 『Beneath the Moors』 
紀元 前 1 万 5500 年 : アカ ケロ ン と ステ ィ ギ ア 
の 勃興 。 切 り 離 され た トゥ リア ン 大 陸 の 東 で 
は 、 レ ムリ ア 人 が 彼ら の 古代 の 主人 に 対し て 
反乱 を 起こ し 、 彼 ら を 滅ぼす 。 解 放さ れ た 奴 
結 は 西 に 移動 し 、 へ ビ 人 間 を 急 襲 する 。 へ ヘビ 
人 間 は か つて の 偉大 な 文明 の 遺跡 に 群集 し て 
いた 。 レ ムリ ア 人 は へ ヘビ 人 間 に 打 ち 勝 ち 、 二 
つの 新しい 王国 、 北 の ア ケ ロ ン と 南 の ステ ィ 
ギア を 設立 する 。 レ ムリ ア 人 の 両 王国 は へ ビ 
人 間 の 暗黒 の 習慣 を 採り 入れ 、 ニ ャ ル ラ ト 、 
セ ベ ク 、 セ ト 、 お よび シャ ダム テ エ ル な どの 
多く の 忌まわしい 神々 を 崇拝 し 始め た 。 

ほん の わずか な へ ビ 人 間 が この 攻撃 を 生き 
延び た 。 彼 ら は 再び 南 に 移動 し 、 ト ゥ リア ン 
大 陸 の 最 南端 まで 逃れ る 。 
ーシュ ド テ メル 、 ス ティ ギア 、 セ ト 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ 、 ヘ ビ 人 間 
ティ アニ ー「Curse of the Crocodile」: ハ ワー 
ド 「 ハ イボ リア 時 代 」 
紀元 前 1 万 5000 年 ご どろ : キ ン メ リア の 勃興 。 
キン メリ ア に クロ ム テ ヤ と いう 名 の 族長 が 現 
れる 。 彼 の 活躍 に よっ て キン メリ ア は 偉大 な 
国家 へ と 歩み 始め る 。 後 年 クロ ム テ ニヤ は 、 ク 
ロム 神 と し て まつ られ る よう に な っ た 。 
ー ク ロム = テ ヤ 
悦 ラヴ クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 
紀元 前 1 万 3000 年 : ア ケ ロ ン の 没落 。 新 た 
な 北方 の 民族 で ある ハイ ボリ ア 人 が ア ケ ロ ン 
を 征服 し 、 そ の 廃 斑 か ら ア キロ ニア 、 ア ル ゴ 
スズ 、 ブ リト ゥ ニア 、 コリ ンティア 、 コス 、 キ 
メデ ィ ア 、 オ フィ ル 、 お よび ジン ガラ と いっ 
た ハイ ボリ ア の 国々 を 形成 する 。 ア ケロ ン が 
陥落 し た あと も ステ ィ ギ ア は 存続 し て いる 
が 、 そ れ は レム リア 文化 に 影響 力 を 持つ へ ビ 
人 間 の 最後 の 帯 で ある 。 











ー ス ティ ギア 、 ヘ へ ヘビ 人 間 

デ テ キャ ンプ 「Conan the Indestructible」 : 
ハワード 「 ハ イボ リア 時 代 」 

紀元 前 1 万 年 : コナ ン の 時 代 。 ハ イボ リア 時 
代 の 終わ り に 、 コ ナン と いう 名 の キン メリ ア 
の 倫 人 が 成年 に 達する 。 彼 の 業績 で 有名 な も 
の に は 、 大 国 ア キロ ニア の 王権 の 獲得 、 ス ティ 
ギア の 強力 な 魔術 師 ト ー ト ・ ア モン の 殺害 、 
そし て ハイ ボリ ア の へ ビ 人 間 の 最後 の 生き 残 
り を 滅ぼし た こと が 挙げ られ る 。 そ の へ ビ 人 
間 は 、 陸 の 遠い 南 の 原始 の 王国 で 群生 し た 。 
ー コ ナン 、 ス ティ ギア 、 ト ー ト ・ ア モン 、 
ハイ ボリ ア 時 代 、 へ ヘビ 人 間 

悦 カー ター& デ ニー キャ ンプ 「Shadows in the 
Skull」 : ハワード && デ テキ ャ ンプ 「 ト ラニ コス 
の 宝物 」 

紀元 前 9600 年 ご ろ : ハイ ボリ ア 大 陸 の 没落 。 
大 戦 が 続き ハイ ボリ ア 世 界 を 揺るが す 。 ア キ 
ロニ ア と ハイ パー ボリ ア が 戦う 。 ピ クト 人 と 
ヒル カニ ア の 勢力 が 増大 し 、 周 辺 の 勢力 を す 
べ て 滅ぼす 。 ヴ ァ ニ ー ル 族 が ステ ィ ギ ア で 反 
乱 を 起こ し 、 こ の 古代 の 国 を 破壊 する 。 エ ー 
シル が ハイ ボリ ア に 侵攻 し 、 ネ メデ ィ ア に だ 定 
住 する 。 キ ン メ リア が ヒル カニ ア と 戦っ た の 
ち 、 東 方 へ と 消え る 。 こ の 時 代 は エー シル の 
英雄 、 同 族 殺 し の ゴル と 、 ピ クト の 将軍 ゴル 
ム の 時 代 で ある 。 

ー ス ティ ギア 、 ハ イボ リア 時 代 

圏 ハ ワー ド 「 ハ イボ リア 時 代 」: ハワード ほ 
か 『Ghor Kin-Slayer』 

紀元 前 9550 年 : 最期 の 大 地殻 変動 。 す で に 
忘却 の 危機 に 瀬 し て いた ハイ ボリ ア 世 界 は 紀 
元 前 9550 年 に 最終 的 な 大 変動 に よっ て 一 掃 さ 
れる 。 ハ イボ リア 大 陸 の 大 部 分 は 波間 に 消え 
る 。 ま た 古い アト ラン ティ ス の 最後 の 残 の 
ー つ 、 ポ セイ ドニ ス も 姿 を 消す 。 ま た 、 ム ー の 
最後 の 残 塗 も 再び ガタ ノ ソ ア と 共に 海 の 下 に 
沈む 。 こ れ に よっ て ロイ ガー は 世界 中 に 散ら 
ば っ た 。 ロ イガ ー は 中 東 、 ニ ュー イン グラ ンド 、 
ウェ ー ル ズ の 地下 に 新た な 居住 地 を つく る だ 
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ろう 。 新 し い 土地 が 浮上 し 、 世 界 は 現代 の 姿 
を と り 始 め る 。 大 地殻 変動 に 続く 文明 の 勃興 
は 長い 間 続 く 。 後世 、 こ の 大 地殻 変動 は 地球 を 
才 っ た 大 洪水 と し て 記憶 され る だ ろう 。 

大 地殻 変動 の あと で 設立 され た 二 つ の 文明 
が 特に 注目 され る 。 一 つ は ケム の 国 で 、 ヴ ァ 
ニー ル 族 に よっ て ステ ィ ギ ア の 廃 天 か ら 設 立 
され た 。 こ の 国 は 古い 知識 を いく ら か 覚え て 
いた わずか な 文明 の 一 つ で 、 そ の 後 大 エ ジ プ 
ト の 勃興 を も た ら す 。 も う 一 つ は サル ナス の 
都市 で 、 大 地殻 変動 か ら メ ソ ポ タ ミ ア に 逃れ 
た 人 間 に よ っ て 設立 され た 。 彼 ら は 、 イ ブ の 
スー ム = テ ハー の 都市 の 近く に 住み 着き 、 そ の 
平和 な 住民 へ の 嫌悪 を つの ら せ る 。 

ー イ ブ 、 ガ タ ノ ソ ア 、 ケ ム 、 サ ルナ ス 、 ス ーー 
ム テ ハー、 ス テイ ギア 、 ハ イボ リア 時 代 、 ム ー、 
ロイ ガー 

悦 C ウィ ルソン 「 ロ イガ ー の 復活 」 : ハ ワ ー 

ド 「 ハ イボ リア 時 代 」: プラ トン 『 ク リティ ア 
ス 』、『 テ ィ マ イオ ス 』: ラヴ クラ フト 「 サ ルナ 
ス の 滅亡 」 
紀元 前 9000 年 ご ろ : イブ の 没落 。 サ ルナ ス 
の 人 々 が イブ の 都市 を 破壊 する こと を つい に 
決意 する 。 彼 ら は イブ を 破壊 し スー ム = テ ハー 
の 人 々 を すべ て 殺 獲 する が 、 破 滅 を 予言 する 
不吉 な 前 兆 に 見 舞 わ れる 。 

ー イ ブ 、 サ ルナ ス 、 ス ー ム テハ ー 

ラヴ クラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」 

紀元 前 8000 年 ご ろ : サル ナス の 陥落 。 ス ー 
ム テ ハー の 神 ボ クル グ が サル ナス を 訪れ 、 こ 
の 都市 を 破壊 する 。 大 地殻 変動 以前 の 時 代 の 
も う 一 つの 知識 の 北 も な く な っ て いる 。 ほ か 
の 近く の 都市 は ボク ル グ の 崇拝 を 始め 、 ゆ っ 
くり と ム ナ ー ル の 地 全 体 が ドリ ー ム ラン ド へ 
と 去っ て ゆく 。 

ー サ ルナ ス 、 ス ー ム テハ ー、 ボ クル グ 、 ム ナー ル 
圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 サ ルナ ス の 滅亡 」、「 未 知 な 
る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」 

紀元 前 7200 年 ご どろ : ケム 第 一 王朝 の 没落 。 
古い 文明 の 最後 の 班 の 一 つ で あっ た ケム の 国 








で は 、 巨 大 な ピラ ミッ ド の 中 に 異 界 の 存在 の 
子孫 が 棲ん で いた 。 彼 ら は 実験 の 一 部 と し て 、 
ケム 人 と 交配 し 、 忌 まわ し い 半 人 雑種 の 種族 
を 生み 出す 。 彼 ら は 異 界 の 技術 を 利用 し て 、 
古い ヴァ ニー ル 王 朝 を 滅ぼし 、 自 分 ら の 子 を 
王座 に つけ る 。 最 初 の ピラ ミッ ド を 建設 し た 
の は 、 星 に 先祖 を 持つ これ ら の 半 人 で ある 。 
彼ら 6 世代 の 間 、 支 配 を 及ぼ す 。 
ー ケ ム 
悦 ラ ムレ イ 『Khai of Khem』 
紀元 前 7000 年 : ケム の 第 二 王 朝 の 没落 。 ケ 
ム 第 二 王 朝 の 第 6 代 フ ァ ラ オ 、 カ サト フト は 、 
先代 より も さら に 退廃 的 で あっ た 。 彼 は 人 身 
御供 な どの 忌まわしい 儀式 を 行なう 。 結 局 、 
彼 は ヴァ ニー ル の 子孫 で ある カイ と いう 戦士 
に よっ て 打倒 され る 。 カ イ は ケム の 第 三 王朝 
を ひら く が 、 こ の 国 は すでに 減 亡 する 運命 に 
あっ た 。 カ イ と カサ ト フ ト と の 最終 的 な 戦い 
の 際 に 解き 放 た れ た 魔術 は 、 か つて は 肥 よ く 
だ っ た 陸地 を 次 第 に 生物 の いな い 砂 漠 に 変え 
で づつ た 。 
ー ケ ム 
圏 ラ ムレ イ 『Khai of Khem』 
紀元 前 2613 年 ご ろ : ネフ レン = カ の 治世 。 
エジプト 第 三 王朝 。 古 代 ス ティ ギア が 滅び た 
と き 、 古 い 邪 悪 な 神 へ の 崇拝 は 失わ れ て いた 。 
ケム の 第 二 王 朝 の 時 代 に つか の 間 よ み が え っ 
た が 、 そ れ が 再び 打倒 され た と き 、 崇 拝 も 脇 
へ 追い や られ た 。 し ば らく 、 ケ ム と その 後継 
者 で ある エジプト は ステ ィ ギ ア の けが れ か ら 
逃れ ん た か に 見 えた 。 そ し て ネフ レン テカ の 治 
世 が 来 た 。 

ネフ レン テカ は 非常 に 心 が ゆ が ん で お り 、 
エジプト の 歴史 か ら は 彼 の 名 前 は 完全 に 消さ 
れ て いる 。 彼 は アヌ ビス 、 バー スト 、 セ ベ ク 、 
セト と 共に ステ ィ ギ ア の 神々 の 崇拝 を 復活 さ 
せ た 。 役 は ニャ ル ラ ト ( 彼 は ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 名 を ニャ ル ラ ト に 変え た ) の 大 神官 に 
な っ た 。 彼 は 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン を 発見 し 、 
それ を 収め る 巨大 な 神殿 を 建設 し た 。 
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結局 、 ネ フレ ン テ カ の 乱 行 は 目 こ あま る も 
の で 、 第 三 王朝 は 倒さ れん 、 ス ネフ ェ ル が 第 四 
王朝 の ファ ラオ と な っ た 。 し か し ネフ レン テ 
カ の 治世 に 再発 見 され た 暗黒 の 宗教 は 、 二 度 
と 忘れ 去ら れる こと は な い だ ろ う 。 

ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ネ フレ ンカ 
ティ アニ ー 「The Worm of Urakhu」: ハリ 
ス 「The History of Nephren-Kal」 : ラヴ クラ フ 

ト 「 導 を さま よう も の ]」 
紀元 前 2200 年 ご どろ : ニ ト ク リス の 治世 。 エ 
ジ プ ト 第 六 王 朝 。 ニ トク リス 女王 ( 食 恨 鬼 の 
女王 ) は エジプト で の ニャ ル ラ ト テ ッ プ 崇拝 
を 復活 させ た こと で 有名 な 邪悪 な ファ ラオ で 
ある 。 彼女 は その 治世 の 間 に 、 キ シュ の 地下 
納骨 堂 を 略 礁 し て 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン を 暴 
き 、 多 く の 言 い 知れ ぬ 行 為 に 手 を 染め た 。 そ 
れ が エジプト を 只 っ た と き 、 フ ァ ラ オ の 力 は 
衰え 、 王 朝 は 崩壊 し た 。 そ し て の 上 で いつ で 
あっ た か が 非常 に 弱め られ た の で 、 フ ァ ラ オ 
の 力 は 崩れ た 。 そ し て エジプト 第 一 中 間 期 へ 
と つなが っ て ゆく 。 
ーー 輝く トラ ペ ゾ ヘドロ ン 、 ニ トク リス 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト (フー ディ ー ニ )「 フ ァ ラ オ と 
と も に 幽 閉 さ れ て 」: ラ ムレ イ 「 ニ トク リス の 鏡 」 
紀元 前 1733 年 ご ろ : ノ フ ル テ カ の 時 代 。 エ 
ジ プ ト 第 十 四 王朝 。 エ ジ プ ト の ナイ ル ・ デ ル 
タタ の 西部 で は 、 ゾ イス を 中 心 に 分 離 独立 運動 
が 出現 し た 。 そ れ は われ われ が 現在 エジプト 
第 十 四 王朝 と 呼ぶ ちの で あっ た 。 ノ フル テカ 
は この 運動 の 初期 の 指導 者 で 、 ニ ャ ル ラ ト 
テッ プ の 神官 で あっ た 。 ノ フル テカ は 、 カ ー 
セ ケ ムラ ー・ ネ フェ ル ヘ テ ブ 1 世 (第 十 三 
王朝 ) を 打倒 し よう と する が 、 逆 に 支配 者 に 
殺さ れる 。 ノ フル テカ に 従っ て いた 者 た ち は 
の ち に シュ ドニ = テ メ ル と その 落し 子 に よっ て 条 
され る が 、 ノ フル テカ の 血筋 は 保 た れ 、 つ い 
に は 野獣 の 結社 を 形成 する 。 

ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 、 ノ フル テカ 、 野 獣 の 
結社 














圏 ハー バー “" ユ ゴス か ら の 侵略 " 
紀元 前 1650 年 : ヒ ク ソ ス 王朝 の 登場 。 エ ジ 
プ ト 第 十 五 王朝 。 こ の 時 エジプト の 支配 者 は 、 
ステ ィ ギ ア の 血 を 引く と 言わ れる 遊牧 民族 の 
ヒ ク ソ ス に よっ て 打倒 され る 。 ヒ クソ ス 王 朝 
の 初代 ファ ラオ は 、 の ち に グ ハ ー ン に 旅行 し 、 
長い 間 失 われ て いた シュ ドニ テ メ ル 岩 拝 を 復活 
させ る 。 
ーシュ ドニ = メル 、 ス ティ ギア 
ティ アニ ー 「The Worm of Urakhu」 
紀元 前 1370 年 ご ろ : アク エン ア トン の 治世 。 
エジプト 第 十 八 王朝 。 ファ ラオ 、 ア クエ ン ア 
トン は 、 新 し い 神 、 太 陽 円 盤 ア テト ン を 崇拝 す 
る た め に 、 ア クエ ン ア テン の 都市 を 建設 する 。 
これ を は る か 昔 に ネフ レン テカ が エジプト を 
呈 っ た 影 を 取り 除く た め の 、 敬 虎 な 行為 だ と 
みな す 者 も ちい る 。 し か し 実際 に は それ は 見 せ 
か け で ある 。 ア トン は シナ イ 山 の 近く に 封じ 
込め られ た ヨ グ = テ ソ トー ス の 仮面 で あり 、 崇 
捧 に よっ て アク エン アト ン は 再び グレ ー ト ・ 
オー ルド ・ ワ ン の 力 を よみ が えら そう と し た 。 
アク エン アト ン が アト ン に 宗旨 替え し た の は 
ネフ レン テカ の ミイ ラ に よる も の だ っ た 。 ア ク 
エン アト ン は 古代 の 魔術 的 な 儀式 を 行なう こと 
に よっ て 、 ネ フレ ン テ カ を 復活 させ た の で ある 。 
後 年 、 ネ フレ ン ニ テカ は アク エン アト ン の 助言 者 
と な り 、 ア トン の 大 神官 を 務め た 。 
ー ヨ グ ニ = ニ ソ トー ス 
圏 M. アン ダー ソン "The Cairo Guidebook' : 
ティ アニ ー 『The Winds of Zarr」、「The Worm 
of Urakhu」 
紀元 前 1290 年 ご どろ : ザー ル が ヨ グ = テ ソ トー 
ス を 解放 する 。 エ ジ プ ト 第 十 九 王朝 。 シ ナイ 
山 の 古 代 の 年 獄 か ら ヨ グ = テ ソト ー ス を 解放 す 
る た め に ザー ル が 地球 に 来る 。 そ の 際 彼 ら は 
自分 た ちの 宇宙 軍 を 使用 し て 、 エ ジ プ ト の 大 
都市 を 攻撃 し た 。 ヨ グ = テ ソト ー ス は 地球 で の 
悠久 の 幽閉 か ら 解放 され 、 異 次 元 に ある 自分 
の 棲み か に 戻っ た 。 
ー ザ ー ル 、 ヨ グ ニ = テ ソ トー ス 
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ティ アニ ー 『The Winds of Zarr』 

紀元 前 80 年 : チ ャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン が ツァ 
ン 高原 に 逃 ん る 。 ロ ー マ 人 が スペ イン 近く の 
ビ ピレネー 山脈 で チャ ウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン と そ 
の 兄弟 の 棲み か を 偶然 見 つけ る 。 ロ ー マ 軍 部 
隊 は 撃破 され る が 、 そ の 後 チ ャ ウ グ ナ ー・ 
フォ ー ン は ミリ ・ ニ グリ と 共に 新しい 棲み か 
で ある ツァ ン 高 原 へ 移動 する 。 チ ャ ウ グ ナ ー・ 
フォ ー ン の 見 弟 は ピレネー に 残っ た 。 

ーー チャウ グ ナ ー・ フ ォ ー ン 、 チ ャ ウ グ ナ ー・ 
フォ ー ン の 兄弟 、 ツ アン 高原 、 ミ リ ・ ニ グリ 
圏 ロ ング 「 恐 怖 の 山 」 

30 年 : ジッ タ の シモ ン の 時 代 。 サ マリ ア 人 
の 中 か ら 剣 闘士 と 魔術 師 が 、 グ レー ト ・ オ ー 
ルド ・ ワ ン の 勢力 と 戦う た め に 立ち 上 が る 。 
伝説 に よれ ば 、 彼 は 宇宙 を 創造 し た アザ トー 
ス か ら 分 離さ れ た 神 の 精神 の 一 部 を 持っ て い 
る と いう 。 彼 は 、 誤 っ て クト ゥ ルフ の 召喚 を 
助け た 事件 (27 年 )、 シ ュ ブ テニ グラ ス の 計 
画 の 粉砕 (31 年 )、 ヘ へ ビ 人 間 へ の 協力 (41 年 ) 、 
クト ゥ グ ァ の 勢力 へ の 挑戦 (42 年 ) な ど で 
よく 知ら れ て いる 。 ま た 、 シ モン は 人 生 の ほ 
と ん ど を ロー マ 帝 国 の 敵 と し て 過ごし た 。 
ーー アザ トー ス 、 ク トウ ゥ グ ア ァ 、 ク トウ ルフ 、 ジ ッ 
タ の シモ ン 、 シ ュ ブ = テニ グラ ス 、 へ ヘビ 人 間 
ティ アニ ー 「The Dragons of Mons Fractus」、 
「The Pillars of Melkarth」、「The Seed of the 
Star-God」、「The Sword of Spartacus」 ) ティ ア 
ニー& R._ プライス 「The Throne of Achamoth」 
206 年 ご どろ : ブラ ン ・ マ ク ・ モ ー ン の 時 代 。 
イギリス で は 、 か つて ハイ ボリ ア 時 代 に 勢力 
を 誇っ た ピク ト 人 の 生き 残り が 、 生 存 を か け 
て 戦っ て いた 。 彼ら の 最も 偉大 な 族長 は ブラ 
ン ・ マ ク ・ モ ー ン で あっ た 。 彼 は ロー マ 人 と 
戦う た め に ピク ト 人 部 族 を 召集 し た 。 彼 は 、 
ロー マ 人 と 戦う た め に 大 地 の 妖 明 を 召喚 し た 
こと (206 年 )、 ア トラ ン テ ィ ス の カル 王 を 
呼び 戻し た こと (207 年 )、 か つて 同盟 を 結 
ん だ の と 同じ 大 地 の 妖 明 と 戦っ た こと (208 
年 ) で 特に 記憶 され て いる 。 











ー カ ル 王 、 大 地 の 妖 明 、 ブ ラン ・ マ ク ・ モ ー ン 
圏 ハ ワー ド 「 大 地 の 妖 明 」、「 痢 の 帝王 」: ワ 
グ ナ ー 『Legion from the Shadows』 

700 年 ご どろ: アブ ドゥ ル ・ ア ル ハ ザー ド の 時 
代 。 こ の アラ ビア の 神秘 主義 者 は 『 ネ クロ ノ 
ミコ ン 』 の 著者 と し て 最も よく 知ら れ て いる 
が 、 彼 は また 、 生涯 の 間 に 黒い 山 、 コ ラジ ン 、 
アイ レム 、 そ し て 無名 都市 を 訪問 し 、 多 く の 
黒 魔術 を 学ん だ 。 最 も 一 般 的 に 知ら れ て いる 
彼 の 死 の 様子 は 、 ダ マス カス の 市 場 で 目 に 見 
えな い 人 怪物 に よっ て むさ ぼり 食わ れ た と いう 
も の で ある 。 

ー『 ア ル ・ ア ジフ 』、 ア ル ハ ザー ド (アブ ドッ ゥ 
ル ) 、『 ネ クロ ノミ コン 』 (補遺 ) 

カー ター 「The Doom of Yakthoob」、「Im the 
City of Pilars」、「Mnomquah」、「The Shadow 
from the Stars」、「The Thing under Memphis」 
「The Vault beneath the Mosque」 コー ン フ ォ ー 
ド 「A Brief Biography of Abdul Alhazred」: ラ 
ヴ ク ラ フト 「『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」 

1600 年 ご ろ ? : グラ ー キ の 到来 。 異 界 の 都 
市 を 乗せ た 流星 が セヴァン 谷 に 落下 する 。 都 
市 の 住民 は 死亡 する が 、 何 か が 中 で 生き て い 
た 。 そ の 存在 は グラ ー キ と 呼ば れる も の だ っ 
た 。 了 石 乾 に は 次 第 に 水 が 満ち 、1790 年 ま 
で に は 溢 岸 に 家 が 建築 され る よう に な る 。 

ー グ ラー キ 、 セ ヴァ アン 谷 

キャ ン ベ ル 「The Inhabitant of the Lake」 
1600 年 ご どろ : シャ ン の 到来 。 シ ャ ン の 円 雛 
形 の 船 が ゴー ツウ ッ ド 近く の 森 に 着陸 する 。 
シャ ン は すぐ 彼ら が 大 気 圏 か ら 出 る こと が で 
き な い こと を 知り 、 役 ら と 従者 の ザイ クロ ト 
ル は 近く の 村人 を え じ き に し 始め る 。 

ー ゴ ー ツ ウッ ド 、 ザ イク ロト ル 

悦 キャ ン ベ ル 「 妖 虫 」 

1925 年: ルル イエ の 浮上 。2 月 28 日 に 、 
失わ れ た ルル イエ の 島 が 再び 浮上 する 。3 月 
23 日 に 、 不 運 な 船員 の 一 団 が 島 に 上 陸 し 、 
クト ゥ ルフ その も の に 遭遇 する 。 4 月 2 日 に 、 
ルル イエ は 再び 沈み 、 ク トゥ ルフ と その 星 の 
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落し 子 は 再び 海中 に 封じ 込め られ る 。 多 く の 
者 が 、 こ の 出来 事 は 現代 で 増加 する クト ゥ ル 
フ 神 話 活動 の 始ま り で ある と 考え て いる 。 
ー ク トウ ルフ 、『 ヨ ハン セン の 日 記 』、 ル ル 
イエ 

悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」 

1926 年 : ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 。 ル ルイ 
エ の 浮上 に 続き 、 星 辰 が 正しい 刻 が 来 た か に 
見 える 。 ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 澤 拝 者 の 地球 的 な 
カル ト が 世界 に グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン を 
呼び 戻す た め に 大 規模 な 門 を 開け る こと を 企 
て る 。1 月 14 日 に 抱 既 日 食 が 起こ り 、 ニ ャ 
ル ラ ト テ ッ プ は あと わずか な と ころ で 食い 止 
め ら れる 。 

ー ニ ャ ル ラ ト テ ッ プ 

圏 デ ィ テ ィ リ オ & ウィリス "ニャ ル ラ ト テ ッ 
プ の 仮面" 

1928 年 : イン スマ ス へ の 襲 撃 。 イ ンス マス 
の ダ ゴ ン 秘 密教 団 の 冒 と く 的 な 習慣 を 知っ た 
の ち 、 連 邦 政府 は 町 へ の 全面 的 な 襲撃 を 実施 
する 。 彼ら は 、 悪 魔 の 暗礁 を 機 軍 で 攻撃 し 、 
イハ ニテ ンス レイ の 海中 都市 の 破壊 を 試み 、 多 
く の 深 きも の と 人 間 の 雑種 を 捕らえ る 。 こ の 
事件 は アメ リカ 政府 が クト ゥ ルフ 神話 の 浸透 
の 度合 い に 関し て 本 当 に 認識 し た 初め て の 機 
会 で や っ た 。 こ の 認識 が デル タ ・ グ リー ン や 
ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション な どの 組 
織 の 創設 を も た らし た 。 

ー 悪 魔 の 暗礁 、 イ ハニ ンス レイ 、 イン スマ ス 、 
ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 ダ ゴン 
秘密 教団 、 デ ル タ ・ グ リー ン 、 深 きも の 
悦 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タ イン ズ "Delta 
Green': ラ ヴ ク ラ フト 「 イ ンス マス を 覆う 影 」: 
ラム レイ 『 地 を 容 つ 魔 』: ロス "Escape from 
Innsmouth" 

1930 年 1931 年 : パ ボ ー デ ィ 南 極 探検 。 
1930 年 9 月 2 日 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の 探 
検 隊 が 南極 を 目指 し て ボス トン を 出港 する 。 
南極 で は 岩石 か ら 化 石 を 収集 する 予定 で あっ 
た 10 月 20 日 、 彼 ら は 南極 園 に 入り 、 そ の 





後 ま も な く 調 査 を 始め る 。1931 年 1 月 22 日 、 
巨大 な 狂気 山脈 が 発見 され 、1 月 23 日 に は 
探検 隊 は 冬眠 し て いる 古 の も の を 発見 し た 。 
その 後 ま も な く 、 探 検 隊 は 古 の も の の 最後 の 
南極 都市 を 発見 する 。2 月 、 探 検 隊 は 南極 を 
離れ 、 彼 ら は 世界 を 当惑 させ る 発表 を 行なう 
こと に な る 。 

ー 古 の も の 、 パ ボー ディ 探検 隊 、 ミ スカ ト 
ニッ ク 大 学 

圏 ラ ヴ ク ラ フト 「 狂 気 の 山脈 に て 」 

1931 年 : スタ ー ク ウェ ザー ニテ ムー ア 南 極 探 
検 隊 。 パ ボー ディ 探検 隊 の 空想 的 な 報告 を 調 
査 する た め に 2 度目 の 遠征 隊 が 南極 大 陸 に 
出発 する 。 彼ら は 、12 月 20 日 に 出発 し 、 
1932 年 の どこ か の 時 点 で 戻っ て きた 。 古 の 
も の の 遺跡 が あっ た 鐘 乳 洞 紅 が 月 れ た た め 
に 、 彼 ら は 注目 すべ きも の は 何 も 見 つけ られ 
な か っ た 。 

ー 古 の も の 、 ス ター クウ ェ ザ ー テ ムー ア 探 
検 隊 

コス テロ “Alone Against the Dark') ラム レ 
イ 「 狂 気 の 地 底 回 廊 」 

1935 年 : ピー スリ ー の オー スト ラリ ア 探 検 。 
3 月 28 日 、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 の 探検 隊 が 
グレ ー ト ・ サ ン デ ィ 砂 漠 の 古代 遺跡 を 調査 す 
る た め に 、 オ ー ス トラ リア に 向け て ボス トン 
を 出港 する 。5 月 31 日 、 彼 ら は 砂漠 に 達し 、 
6 月 3 日 、 彼 ら は 遺跡 の 最初 の 痕跡 を 発見 す 
る 。 ナ サ ニ エ ル ・ ピ ー ス リー は 7 月 下旬 に 狂 
気 に 陥 る が 、 彼 の 息子 ウィ ン ゲ ー ト ・ ピ ー ス 
リー は 巨大 な 砂 風 に よっ て 最終 的 に 放棄 せ ざ 
る を えな く な る まで 遠征 を 続行 し た 。 

ー ナ コト ウゥ ス 、 ピ ー ス リー (ウィ ン ゲ ー ト )、 
ビー スリー (ナチ ナサニエル)。 ミズ カト コッ ク 
大 学 

S ジョ ン ソ ン ^A Resection of Time", ラヴ 
クラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 

1937 年 : モ ー ガ ン 博 士 の イギリス 領 ホ ンジ ュ 
ラス 探検 隊 。1937 年 後半 、 フ ラン シス ・ モ ー 
ガン 博士 が 率い る ミス カト ニッ ク 大 学 の 探検 
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隊 が イギリス 領 ホ ンジ ュ ラ ス に 出発 する 。 探 
検 隊 は 1920 年 代 に 行なわ れ た ウィ リア ム ソ 
ン 探 検 隊 の 跡 を た どり 、「 エ ル ・ カ カオ 」 と 
呼ば れる 場所 と 、 謎 の 「 海 の 民 」 を 捜し 求め 
た 。 探検 は 惨 た ん た る 結果 と な っ た 。9 人 の 
メン バー が 行方 不明 に な る か 、 病 気 や 裏切り 
行為 に よっ て 死ぬ か し た 。 こ れ は 1920 年 代 
と 1930 年 代 に ミス カト ニッ ク 大 学 に よっ て 
行なわ れ た 大 規模 な 探検 の 最後 の も の と な っ 
た 。 お そら く 波 乱 に 満ち た 結果 の せい で あろ 
う 。 

ーー ミス カト ニッ ク 大 学 、 モ ー ガ ン (フラ ン シ ス ) 
S ジョ ン ソ ン ^A Resection of Time": ライ 
アン ズ “The Pits of BendaLDolum' 

1937 年 : ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン の 設立 。 死 に 際 し た アル バー ト ・ ウ ィ ル マー 
ス は 、 地 球 で 活動 する クト ゥ ルフ 神話 存在 と 
戦う た め に ウィ ル マ ー ス ・ フ ァ ウ ン デ ー シ ョ 
ン を 設立 する 。 こ れ は 明確 に 神話 と 戦う こ 
任務 と する 最初 の 現代 組織 で ある 。 組 織 は 、 
ミス カト ニッ ク 大 学 を 中 心 と し 、 後 年 ウィ ン 
ゲー ト ・ ピ ー ス リー に よっ て 率い られ る こと 
と な る 。 

ー ウ ィ ル マー ス (アル バー ト )、 ウ イィ イル マー 
ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 ピ ー ス リー (ウィ 
ン ゲ ー ト )、 ミ スカ トニ ッ ク 大 学 

悦 ラ ムレ イ 『 地 を 容 つ 魔 』 

1942 年 : デル タ ・ グ リー ン の 設立 。 ア メリ 
カ 戦 略 情報 局 (0SS) の 設立 に 続き 、1928 
年 の イン スマ ス 舞 撃 後に クト ゥ ルフ 神話 を 意 
識 す る よう に な っ た P 課 が デル タ ・ グ リー 
ン と な る 。 数 年 後 、 い っ た ん 解散 し (1945 年 ) 、 
再編 成 さ れ (1947 年 )、 再 び 解 散 し (1970 年 ) 、 
また 秘 客 裏 に 再編 成 さ れ た (1994 年 )。 
圏 デ トワ イラ ー、 グ ラン シー& タイ ンズ "Delta 
Green" 

1980 年 : 復讐 。3 月 25 日 、 ウ ィ ル マー ス ・ 
ファ ウン デー ショ ン は クティ ラ 計 画 を 立案 す 
る 。 ク ティ ラ を 滅ぼす こと を 望ん だ 、 フ ァ ウ 
ン デ ーション は 悪魔 の 暗礁 か ら 掘 っ た 穴 へ 核 








爆弾 を 投下 し 、 そ れ を 爆発 させ た 。 そ の 後 の 
三 昼夜 に わた っ て 、 不 快 な 精神 攻撃 が ルル イ 
エ か ら 発信 され 、 多 く の 人 間 が 狂気 に 陥っ た 。 
ミス カト ニッ ク 大 学 自体 も この間 に 地震 、 竜 
巻 、 雷 雨 、 洪 水 と いっ た 物理 的 な 災害 に 襲わ 
れ た 。 ミ スカ トニ ッ ク 渓 谷 の すべ て が 災害 激 
甚 地 に 指定 され 、 の ち に 再建 され る が ミス カ 
トニ ッ ク 大 学 も 破壊 され た 。 ク ティ ラ は まだ 
生き て お り 、 こ の 現代 の 反 神 話 組織 は 屈辱 に 
満ち た お も も ち で この 存在 と 向き 合わ な けれ 
ば な ら な か っ た 。 

っ ー ウ ィ ル マー ス ・ フ ァ ウ ン デ ーション 、 ク 
テ ギ ラ 、 スズ カト ニッ ク 天 学 

ラム レイ 【『The Transition of Titus Crow』 

如 い 未来 : ゾ シ ー ク 。 薄 賠 い 太陽 の 下 で は 、 
滅び つつ ある 人 類 の わずか な 生き 残り し い 
残り が 地 来 の 最後 の 大 陸 、 ゾ シー ク に 固まっ 
て 住ん で いる 。 彼 ら は 生き る こと に 疲れ て お 
り 、 忘 却 の み を 望ん で いる 。 彼ら の 文明 は 、 
世界 の 夜明け の 野 倫 な 水準 を 思い 起こ す よ う 
な 原始 的 な も の で ある 。 暗黒 の 神 の 妖術 師 、 
魔術 師 、 信 者 の 時 代 で ある 。 

ー ゾ シー ク 

圏 C.A_. ス ミス 「 魔 術 師 の 帝国 」 

可 い 未来 : 人 間 の 没落 。 人 類 の 最終 的 な 滅亡 
ーー グレ ー ト ・ オ ー ル ド ・ ワ ン が 地球 を 一 掃 
する 「 終 未 の 刻 」 の 始ま りか も し れ な い 
に 続き 、 カ ブ ト ムシ の よう な 昆虫 に 似 た 新 し 
い 種 族 が 繁栄 する 。 す ぐに これ ら の クリ ー 
チャ ー は 、 時 間 の 反対 側 か ら 飛 行 す る ポリ プ 
と の 闘争 か ら 逃 れん て きた 、 イ ス の 偉大 な る 種 
族 に と りつ か れる こと に な る 。 頑健 な カブ ト 
ムシ の 文明 で さえ 最後 は 減 び る 。 地球 の 最後 
の 住民 は 、 死 に か か っ た 惑星 の 内 部 に 穴 を 堀 
り 、 そ こ に し が みつ いて いる 。 

ー イ ス の 偉大 な る 種族 、 飛 行 す る ポリ プ 
悦 ラ ヴ ク ラ フト 「 時 間 か ら の 影 」 

















322 





Bibliography 


参考 連 書 


残念 な が ら こ の 本 に は 、 す べ て の クト ッ ゥ ルフ 神話 作品 の 完全 な リス ト を 掲載 する だ け の スペ ー ス 
は な い 。 そ の よう な も の を 求め る な ら ば 、 ク リス ・ ハ ロー チャ = テア ー ン スト の 『Bibliography of he 
Cthulhu Mythos』 が 良い だ ろう 。 同書 を コピ ー し た も の は イン ター ネッ ト で も 見 つか る か も し れ な い 。 
パガン ・ パ ブリ ッ シ ン グ は 、 今 の クリ ス の 目録 を ほぼ 2 倍 の ボリ ュー ム に し た 版 を まもなく 出版 す 
る 予定 と いう こと だ 。 し か し 、 旧 版 で も クト ゥ ルフ 神話 愛好 家 に は 大 い に 役 立つ だ ろう 。 ク トゥル 
フ 神 話 の ゲー ム を 探 そ うと いう 人 は “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG” シリ ー ズ (日 本 で は 現在 エン ター ブレ 
イン と 新紀元 社 か ら 出版 され て いる ) と イン ター ネッ ト の althorrorcthulhu FAQ の リス ト を 参照 し て 
ほし い 。 少 し 探せ ば 、 こ こ に 記載 し な か っ た 豊富 な 資料 を 探し 出す こと が で きる 。 


日 本 語 版 へ の 注 

特に 注記 が な いか ぎり 、 各 題名 は 短編 、 書籍 、 ゲ ー ム で ある (書籍 名 は 『 』、 作 品名 は 「 」、 ゲ ー 
ム 名 は “ "で 区 別 し た )。 わ か っ た 範囲 で 出版 年 も 記載 し た が 出版 され て いな いも の に は (NP)、 出 
版 年 不明 の も の に は (NDG) と し て ある 。 

な お 、 邦訳 が ある も の は その タイ トル を 記し 、 短編 に 関し て は それ が 収録 され て いる 書籍 名 を ( ) 
内 に 付記 し た 。 邦訳 が 複数 存在 する も の に 関し て は 、 よ り 入 手 し や すい と 思わ れる も の 一 つ を 記し た 。 
書籍 名 の うち 、『 真 ク ・ リ トル ・ リ トル 神話 大 系 』 (国書 刊行 会 ) 、『 定 本 ラ ヅ クラ フト 全集 』 (国書 刊行 
会 )、『 ラ ヴ ク ラ フト 全集 』( 創 元 推理 文庫 )、『 暗 黒神 話 大 系 シリ ー ズ クト ゥ ルー』( 青 心 社 文庫 ) を そ 
れ ぞ われ 「 真 」、「 定 」、「 全 」、「 ク 」 と 省略 させ て いた だ いた 。 





AzO0th 
『Letter to the author』 (1994) 


アタ ナジ オ 、 ア デル バ ー ト A. 
「 不 知 火 」 ( 真 6-1) (1980) 、「Glimpses」 (1975) 、「A Priestess of Nodens」 (1995) 


アダ ム ス 、 ベ ンジ ャ ミン 
「The Second Movement」 (1996) 


アニ オロ フス キー、 ス コット D. 

「An Early Frost」 (1994) 、“Cold War” ("Unspeakable Oath 11”) (1994) 、“Eyes of a Stranger” (“Sacraments 
of EviP") (1993) 、“Fade to Grey” (“les of he Miskatonic Valley”) (1991) 、“The Marsh Mansion” (“Escape 
from Innsmouth”) (1992) 、“La Musique de la Nuie" ("The Golden Dawn”) (1996) 、“The Sundial of Amen- 
Tet" ("Lurking Fears”) (1990) 、“Ye Booke of Monstres” (1994) 


ーー 一 交 イ ジン ウィ ル 、L. N. お よび ハイ ク 、 ハ ー バ ー ト 
“Where a God Shall Tread” (“At Your Door”) (1990) 








ーー シマ ンス キー、 マ イケ ル 
“The Temple of the Moon" ("Terror from the Stars”) (1986) 


ーー ほか 
“The Art of Playing Mythos” (1996) 、“Mysterious Manuscripts” (“Unspeakable Oath 3”) (1991) 


アン ダー ソン 、 マ リオ ン 
“Cairo Guidebook” (1995) 


ーー ア ンダ ー ソ ン 、 フ ィ ル 
“Rigid Air” ("Fearful Passages”) (1992) 


アン ダー ソン 、 ジ ェ イ ミー 尺 レ ー マ ン 、 ア ンド リュ ー 
“ith Malice Aforethought" (“Adventures in Arkham County ”) (1993) 


アン トゥ ネス 、 サ ン デ ィ 
“Miskatonic University "(1995) 


アン ブー ル 、 ジ ェ ー ム ズ 


「The Bane of Byagoona」 (1996) 、「Huidoxopetl IX: Pickman' God」、(1997) 、「Reflectons of Dust and Death」 


(1997) 、「The Star-Seed」 (1996) 


ー 一 プラ イス 、 ロ バー ト M. 
「Wrath of the Wind-Walker」 (1997) 


イジ ン ウ ィ ル 、L. N. 交 ハ イク 、 ハ ー バ ー ト 
"Dawn Biozyme" (“Ar Your Door”) (1990) 


イナ ビ ネ ッ ト 、 サ ム 
“Chronicle of the Black Labyrinth” (1996) 


ウィ ア 、 レ ン ラ イト ソン 、 バ ー ニ ー 
『Swamp Thing 8』 (1974) (コミ ッ ク ) 


ウィ リア ムズ 、 ク リス 交 ピ ビーター セン 、 サ ン デ ィ ほ か 
“The Complete Dreamlands" (1986) 、“H.P Lovecrafts Dreamlands” (2004) 


ウィ ルソン 、F. ボール 
「 荒 地 」( 創 元 推理 文庫 『 ラ ヴ ク ラ フト の 遺産 』) (1990) 、『 ザ ・ キ ー プ 』 (扶桑 社 ミ ステ リー) (1 





ウィ ルソン 、 コ リン 
『 字 宙 バ ン パ イア 』( 新 測 文庫 ) (1976) 、『 賢 者 の 石 』( 創 元 推理 文庫 ) (1971) 、『 精 神 寄生 体 』 ( 学 人 


981) 





(1967) 、「 ロ イガ ー の 復活 」 (角川 ホラ ー 文 庫 『 ラ ヴ ク ラ フト 柚 怖 の 宇宙 史 』) (1969) 


 M 文庫 ) 


324 





ウィ ルソン 、 ロ バー ト ・ ア ン ソ ン 
『Schrodingers Cat Tilogy』 (1988) 


ー 一 称 シ ェ イ 、 ロ バー ト 
『The Iluminatus! Trilogy』 (1984) 


ウィ ンク ル 、 マ イケ ル D. 
「Typo」 (1994) 


ウィ ンタ ー= テ デー モン 、T. 
「Kadath The Vision and the Journey」 (1994) 


ウェ イト 、A. E. 
『The Book of Black Magic and of Pacts』(『The Book of Ceremonial Magic and The Book of Black Magic』 に 改題 ) 
(1898) (オカ ルト 関連 書 ) 


ウェ イド 、 ジ ェ イ ムズ 
「 深 きも の ども 」( ク 13) (1969) 、「Planetall on Yauggoth」 (1972) 、 The Silence of Erika Zann」 (1976) 、「Those 
Who Wait」 (1972) 


ウェ ッ セ ル 、 ヘ へ ヘンリー 
「Call for Papers!!」 (1993) 


ウェ ブ 、 ダ ン 
「The Sound ofa Door Opening」 (1994) 


ヴォ ー ク ト 、 エ リッ ク ク ラン ク 、 チ ャ ー リ ー 
“Mythos: Dreamlands Expansion” (1997) 


ウォ ー ド 、 ジ ェ イ ムズ M. オク ー ン ツ 、 ロ バー ト 」J. 

“Deides and Demigods Cyclopedia, frst ediion” (1980) 

ヴォ ー ン 、 ラ ルフ 

「The Adyenture of the Laughing Moonbeast」 (1992) 、“Sherlock Holmes in the Adventure of the Ancicnt Gods"(1992) 


エド ワー ド 、 リ チャ ー ド 史 エ リオ ッ ト 、 ク リス 
“The Statue of the Sorcerer” (1986) 


エル ケス 、E. S. 
“Secrets of the Kremlin” (“Glozel Est Authendque!”) (1983) 


オウ イン グ ス 、 マ ー ク 
「The Exisdng Copies: A Bibliobiography」 (1967) 








参考 図書 % 329 


オカ モト 、 ジ ェ フ 
“To Sleep, Perchance to Dream” (“HL P Lovecrafts Dreamlands”) (1986) 


カー ター、 リ ン 

「 ヴ ァ ー モ ント の 森 で 見 い だ さ れ た 謎 の 文書 」 ( 青 心 社 『 ラ ヴ ク ラ フト の 世界 』(1988)、『 海 賊 と 闘う ゾ び 
ン ガ ー』 ハ ヤ カ ワ 文庫 (1970) 、「 ク トゥ ルー 神話 の 神々 」( ク 1) (1956) (評論 )、「 ク トッ ゥ ルー 神話 の 魔 
道 書 」( ク 2) (1956) (評論 )、「 シ ャ ッ ガ イ 」( 真 9) (1971) 、『 ゾ ン ガ ー と 魔道 師 の 王 』( ハ ヤ カ ワ 文庫 ) (1969) 、 
「 墳 墓 の 主 」( 真 9) (1971) 、「Acolyte of the Flame」 (1989) 、「Behind the Mask」(1987) 、「The Black Lotus」 
(1965) 、 『The Black Star』 (1973) 、 「The Book of Dismissals」 (1990) 、「The Book of Preparadons」 (1990) 、「The 
Book of the Gates」 (1990) 、「Carcosa Story about Hali」 (1993) 、「The City of Pilars」 (1974) 、『Curse of the 
Black Pharaoh』(1989 ) 、「Dead of Night」 (1988 ) 、「Dreams of the Black Lotus」 (1987 ) 、「The Doom of 
Yakthoob」 (1971) 、「Dreams in the House of Weir」(1980 ) 、「The GatheringrPlace」 (1988 ) 、『History and 
Chronology of the Book of Eibon』 (1984) 、「The Horror in the Gallery」 (1976) 、「In the Vale of Pnath」 (1975) 、 
「Inroducton」 (Dreams from R'yeh) (1975 ) 、「The Last Ritual」 (1964) 、『 The Life of Eibon according to 
Cyron of Varaad』 (1988 ) 、「Litany to Hastur」(1971) 、「The Madness Out of Time」 (1986) 、「The Milliion 
Favored Ones」 (1975) 、「Mnomquah」(1985) 、「The Ofering」 (1982) 、「Out of he Ages」(1975) 、「Papyrus 
of the Dark Wisdom」 (1988) 、「Perchance to Dream」 ( 1988) 、「The Secret in the Parchment」 (1988) 、「The 
Seal of Zaon Sathla」 (1970) 、「The Shadow from the Stars」 (1988) 、「Something in the Moonlight」 (1981) 、「The 
Strange Doom of Enos Harker」 (1989) 、「The Thing in the Pit」 (1980) 、「The Thing under Memphis」 (1984) 、 
「The Unbegotten Source」(1984) 、「The Vault beneath the Mosque」 (1985) 、「The Vengeance of Yig」 (1983) 、 
『Visions from Yaddith』 (1988) 、「The Winfeld Imhericance」 (1981) 、「Zoth-Ommog」 (1976) 








ー 一 系 コー ン フ ォ ー ド 
「The Doom of Enos Harker」 (1997) 


ー 一 ス ミス 、 ク ラー ク ・ ア シュ トン 
「The Descent into the Abyss」 (1981) 、「The Light from the Pole」 (1980) 、「Papyrus of the Dark Wisdom」 (1988) 、 
「The Scroll of Morloc」(1975) 、「The Stairs in the Crypt」 (1976) 、「The Utumost Abominaton」 (1973) 


ー 一 交 ダ ー レ ス 、 オ ー ガ スト お よび スコ ラー、 マ ー ク 
「The Incantadon of the Elder Sign」 (1984) 


ー 一 多 デ モニ キャ ンプ 、L. スプ レイ グ 
『 コ ナン と 毒蛇 の 王冠 』 創 元 推理 文庫 (1971) 、『Conan of the Isles』 (1968) 


ー 一 系 プラ イス 、 ロ バー ト MI. 
「The Strange Doom of Enos Harker」 (完全 版 ) (1997) 


カッ トナ ー、 ヘ ン リ ー 
「 狩 り た て る も の 」( ク 11) (1939) 、「 恐怖 の 鐘 」( ク 13) (1939) 、「 侵 入 者 」( ク 8) (1939) 、「 セ イレ ム の 
恐怖 」( ク 7) (1937)、「 ヒ ュ ド ラ 」( ク 9) (1939) 、「The Eater of Souls」(1937) 、「The Jest of Droom-avista」(1937) 


カニ ャ ー ズ 、 デ ビッ ド 称 ゴ ド リ ー、 デ ビッ ド 称 ウィ テ ヴ ィ ー ン 、 デ ビッ ト 
“Devils Children” (1993) 


326 





カボ ス 、L. M. 
「The Color from Beyond」 (1978) 、「Doctor Dexter」 (1982) 


カル プ 、 ロ バー ト C. 
『The Necronomicon』 (1976) 、「Papyrus of Nephren-Ka」 (1975) 


ガレ ッ ト 、 ア デア ラン D. 
「The Shadow fom Yith」 (1973) 


キャ ノン 、 ピ ー タ ー 
「The House of Azathoth」(1996 ) 、「It Was the Day of the Deep One」 (1997 ) 、「The Letters of Halpin 
Chalmers」 (1994) 、「The Madness out of Space」 (1982.3) 、「The Revenge of Azathoth」 (1994) 


ー 一 多 プ ライ ス 、 ロ バー ト MI. 
「The Curate of Temphil」 (1994) 


ギャ ラガ ー、 ボ ブ ほ か 
“Pursuit to Kadath” (1983) 


キャ ン ベ ル 、 ラ ムジ ー 

「 暗 黒星 の 陥 界 」( 真 3) (1964) 、「 異 次 元 通信 機 」( 真 9) (1964) 、「 城 の 部 屋 」( ク 9) ( 1964) 、「 ハ イ ・ ス 
トリ ー ト の 教会 」( 学 研 M 文庫 『 イ ンス マス 年 代 記 』) (1962) 、「 パ イン ・ デ ュー ンズ の 顔 」( 真 6.2) (1980) 、 
「 妖 虫 」( 真 9) (1964) 、「Before the Storm」 (1980) 、「Cold Print」 (1969) 、「Errol Underclife: A Tibute」 (1973) 、 
「The Franklyn Paragraphs」 (1973) 、「The Horror from the Bridge」 (1964) 、「The Inhabitant of the Lake」 (1964) 、 
「A Madness from the Vaults」(1972 )、「The Moon-Lens」 (1964) 、「The Render of the Vi」 (1964)、「The 
Return of he Witch」(1964 ) 、「The Stone on the Island」(1964) 、「The Tower from Yuggoth」(1986)、「A 
Word from the Author」 (1964) 





ギラ ン 、 ジ ェ フ 
“Regiment of Dread” (“Tales of the Miskatonic Valley”) (1991) 


ーー ほか 
“Horror on the Orient Express” (1991) 


キン グ 、 ス ティ ー ブ ン 
「 キ ャ ン パ ス の 和 悪夢 」 (扶桑 社 ミ ステ リー『 ト ウ モ ロコ シ 畑 の 子供 た ち 』) (1976) 、「 呪 われ た 村 (ジェ ル 
サレ ムズ ・ ロ ッ ト )」 (扶桑 社 ミ ステ リー『 深 夜勤 務 』) (1978) 


クラ イン 、T. E. D. 
「 角 笛 を も つ 影 」( 真 6.2) (1984) 、『The Ceremonies』 (1984) 





グラ スピ ビー、 ジ ョ ン S. 

「The Black Mirror」 ( 改 ) (1967) 、「The Black Mirror」 (オリ ジ ナ ル ) ( 1996) 、「The Dweller beyond the Gate」 
( 1990 )、「The Dwellers in Darkness」 (1989) 、「The Haunting of Charles Quintain」 (1967 )、「The Kh' yrog 
Jablets」 (1990) 、「The Nameless Tower」 (19947) 、「The Old One」 (1989) 、「The Ring of the Hyadcs」 (1989) 











参考 図書 * 327 s 





グラ ント 、 ケ ネス 
『 ア レイ スタ ー・ ク ロウ リー と 難 る 秘 神 』( 国 書 刊 行 会 ) (1973) 、『 魔 術 の 復活 』( 国 書 刊 行 会 ) (1972) 、『Cules 
of the Shadow』 (1976) 、『Hecate's Fountain』 (1992) 、『TNightside of Eden』 (1977) 、『Outer Gateways』 (1994) 、 
『Outside the Circles of Time』 (1980) (魔術 関連 書 ) 





クル ー ガ ー、 ボ ブ 
「Identmy Crisis」 (1997) 


クル ザー ド 、 ジ ョ ン 多 ラヴ クラ フト 、H. P. 
「The Call of Cthulhu」 (1994) (イラ スト ・ ス トー リー) 


グレ ッシュ 、 ロ イ 日 . 
「Mandelbrot Moldrot」 (1996) 


クレ グ 、 ジ ョ ン ・ ス コッ ト 
“キャ ニッ チ の 魔女 団 " (ホビー ジャパン“ ヨ グ ニ = ニ ソ トー ス の 影 ) 


クロ ー、 ジ ョ ン HH. III 
『NAalker in the Wastes』 (1994) 


ケー ジン エド ツー ドン 古 
「The Key of the Foet」 (1997) 


コー ン フ ォ ー ド 、 ロ ー レ ンス J. 
「A Brief Biography of Abdul Alhazred」 (1997) 、「Huitloxopetl XII: Plagued by Dreams」 (1997) 


コス テロ 、 マ シュ ー 
“Alone Against the Dark” (1985) 


コッ ク ク ロ フト 、T. G. L. 
「Some Observations on the Carter Glossary」 (1959) (評論 ) 


コッ パー、 ベ イジ ル 
『The Great White Space』 (1974) 


コノ バー、 ウ ィ リ ス ラ ヴ ク ラ フト 、H. P. 
『Lovecraft at Last』 (1975) (伝記 書簡 ) 





コリ ンズ 、 ナ ン シ ー A. 
「The Land of he Refected Ones」 (1994) 


サー ジェ ント 、 ス タン リ イ C. 
「The Black Brat of Dunwich」 (1997) 、「Live Bait」 (1996) 


328 





サイ モン 
『Necronomicon』 (1977) 、『Necronomicon Spellbook』 (1981) (魔術 関連 書 ) 


サッ トン 、 デ ビッ ド 
「Daemoniacal」 (1978) 


サビ ンス リ イ 、 ア デル ビン 
「Pickman's Model」 (19727) (テレ ビ 作 品 ) 


サ プ ラ ク 、 チ ャ ー ル ズ MI. 
「The Scouree」 (1994) 


サン プター、 ゲ イリ ー 
“The Gates of Delirium” ("The Stars Are Right!") (1992) 、“The King ofChicago" (“The King ofChicago") (1994) 


サン マル コ 、 ダ イア ン 
「The Queen」 (1995) 


シー ライ ト 、 フ ラン クリ ン 
「The Guardian of the Pit」 (1996) 


シー ライ ト 、 リ チャ ー ド F. 
「 暗 恨 」( 真 10) (1982) 、「 知 識 を 守る も の 」( ク 11) (1992) 





シェ イ 、 マ イケ ル 
『 異 時 間 の 色彩 』( ハ ヤ カ ワ 文庫 ) (1984) 





ジェ イム ズ 、M. R. 
「 マ グ ナ ス 伯爵 」 ( 創 元 推理 文庫 『M・R ・ ジ ェ イ ムズ 傑作 選 』) (1904) 


ジェ フリ ー、 ピ ー タ ー 史 モリ ソン 、 マ ー ク 
“Slow Boat" ("Fearful Passages”) (1992) 


シマ ンス キー、 マ イケ ル 
“奈落 の 悪夢 "(ホビ ー ジ ャ パン “クト ゥ ルフ ・ ナ ウ ”) (1987)、“The Starshine” (“Lurking Fears”) (1990) 、 
“Web of Memor” ("Whispers in the Dark”) (1993) 


ジャ コ ビ 、 カ ー ル 
「 水 槽 」( ハ ヤ カ ワ 文庫 『 幻 想 と 怪奇 』) (オリ ジ ナ ル ) (1992) 


ジャ ン ツ ァ ン 、 タ ニ 
「The Colors ofCthulhu' s Minions」 (NDO) 


ー 一 多 ガ ー バ ー、 ジ ェ フ レ イ 、 キ ャ シー 
「The Statement of Richard Daniel Upton」 (NDO) 





参考 図書 * 329 


ジョ ー ン ズ 、 ス ティ ー ブ ン ・ フ ィ リ ッ プ 
『The Worlds of H.P Lovecraft 一 Dagon』 (1993) (コミ ッ ク ) 


ショ フナ ー、 ジ ェ ー ム ズ W. 
「Dark Shapes Rising」 (1976) 


ジョ ン ソ ン 、 サ ム 
“A Resection of Time” (1997) 


ジョ ン ソ ン 、 ロ ジャ ー 
「Aliah Warden」 (1985) 


ジレ ッ ト 鐘 ウィ リス 、 リ ン 
“Horror's Heart” (1996) 


スコ ッ ト = テ エリ オッ ト 、W. 
『The Story of Adlantis and the Lost Lemuria』 (1925) 


スタ ン リ イ 、 ジ ョ アン 
『Ex Libris Miskatonici, second edition』 (1995) 


スミ ス 、 ク ラー ク ・ ア シェ ュ ト ン 

「 ア ヴェ ロワ ー ニ ュ の 獣 」( 創 元 推理 文庫 『 イ ルー ニュ の 巨人 』) (1933) 、「 ア タマ ウス の 遺言 」( ク 5) (1932) 、 
「 ア ブロ ワー ニュ の 進 引 」( 原 書房 『 吸 血 叔 伝 説 ドラ キュ ラ の 未 座 た ち 』(1931) 、「 暗 黒 の 偶像 」( 創 土 社 『 魔 
術 師 の 帝国 』) (1935) 、「 イ ルー ニュ の 巨人 」 ( 創 元 推理 文庫 『 イ ルー ニュ の 巨人 』) (1933) 、「 ウ ボー サス ラ 」 
( ク 4) (1933) 、「 ヴ ルト ゥ ー ム 」( 国 書 刊 行 会 『 呪 われ し 地 』) (1935) 、「 氷 の 魔物 」( 創 元 推理 文庫 『 イ ルー 
ニュ の 巨人 』) (1933) 、 「 最後 の 魔術 」( ソ ノラ マ 文 庫 『 魔 界 王 国 』) (1930) 、「 サ タム プラ ・ ゼ イロ ス の 物語 」 
( ク 12) (1931) 、「 ジ ー ス ラ 」( 創 土 社 『 魔 術 師 の 帝国 』) (1934) 、 「 食 恨 時 の 神 」 (国書 刊行 会 『 呪 われ し 地 』) 
(1934) 、「 七 つの 呪い 」( ク 4) (1934) 、「 白 明 の 襲来 」 (国書 刊行 会 『 ク ・ ル トル ・ リ トル 神話 集 』) (1941) 、 
「 プ ルト ニウム 」 (早川 書房 『SF マガ ジン ・ ベ スト No.2』) (1934) 、 「 忘却 の 墳墓 」 ( 創 土 社 『 魔 術 師 の 帝国 』) 
(1934) 、「 魔 術 師 の 深 国 」 ( 創 土 社 『 魔 術 師 の 帝 国 』) (1932) 、「 魔 道士 エイ ボン 」( ク 5) (1932)、「 マ ル グ 
リス の 死 」(SF マガ ジン 1971 年 10 月 増刊 号 ) (1934) 、「 妖 術 師 の 帰還 」( ク 3) (1931) 、『The Black Book 
of Clark Ashton Smith』 (1979) 、「The City of the Singing Flame」( オ リ ジ ナ ル ) (1931) 、「The End of the 
Story」(1930) 、「The Family Tree of the Gods」(1944)( ク 5 で 一 部 紹介 )、「The House of Haon-Dor」(1933) 、「The 
Infemal Star」 (1989) 、『Strange Shadows』 (1989) 、「The Treader of the Dust」 (1935) 














ーー 「Letter to H.P Lovecraft」 (1931) 、「Letter to L. Sprague de Camp」 (1953) (参考 資料 ) 


スミ ス 、 ピ ー タ ー 
「The Retum」 (1993) 


ゼラ ズ ニ ー、 ロ ジャ ー 
『A Nightiin the Lonesome October』 (1993) 


33O 





ター ナー、 ロ バー ト 
『The RTyeh Text』 (1995) 


ダー ビ イ 、 エ ド ワ ー ド ・ ピ ッ ク マ ン 
「Azathoth」 (1995) 


ダー レス 、 オ ー ガ スト 

「 ア ンド ルー・ フ ェ ラ ン の 手記 」( ク 2) (1944) 、「 イ タカ 」( ク 12) (1941) 、「 エ イベ ル ・ キ ー ン の 書 置 」( ク 
2) (1945)、「 エ リッ ク ・ ホ ウム の 人 死 」( ク 13) (1939) 、「 風 に 乗り て 歩 せ や も の 」( ク 3) (1933)、「 彼 方 か ら 
あら われ た も の 」( ク 13) (1951) 、「 サ ンド ウィ ン 館 の 怪 」( ク 3) (1940) 、「 戸 口 の 彼方 へ 」( ク 5) (1941) 、 
「 ネ イラ ンド ・ コ ラム の 記録 」( ク 2) (1951) 、「 ハ スタ ー の 帰還 」( ク 1) (1939) 、「 ホ ー ヴ ァ ス ・ ブ レイ 
ン の 物語 」( ク 2) (1952) 、「 痢 に 棲み つく も の 」( ク 4 (1944) 、「 ル ルイ エ の 印 」( ク 1) (1957)、「The 
Adventure of he Six Silver Spidcrs」 (1950) 、「The Gorge beyond Salanpunco」 (1949) 


ーー 一 系 スコ ラー、 マ ー ク 
「 潮 底 の 恐怖 」( ク 12) (1940) 、「 浴 伏 す る も の 」( ク 8) (1932) 、「 モ スケ ン の 大 渦巻 き 」( ク 12) (1939) 


タイ ス 、 マ イケ ル 
“The Most Mysterious Manuscript: The Voynich Manuscript” ("The Unspeakable Oah 10”) (1994) 


ダイ パー、 ジ ョ ン ほ か 
“The Arkham Evil" (1983》) 


タイ ンズ 、 ジ ャ ステ ィ ン 
“The King of Shreds and Patches” (“Srange Aeons”) (1995) 


タイ ンズ 、 ジ ョ ン 
“Convergence” (“Unspeakable Oath 7”) (1992) 


ダシ ュ ネ ス 、 フ ィ リ ッ プ C. 
「The Necronomicon」 (1946) (カタ ログ の 項目 ) 


ダン セイ ニ 、 エ ド ワ ー ド ・ プ ラン ケッ ト 
「 ハ シッ シュ の 男 」 (河出 文庫 『 夢 見 る 人 の 物語 』) (1910) 、「 ベ スム ー ラ 」( 河 出 文庫 『 夢 見 る 人 の 物語 』) 
(1910) 


チャ ー チ ワー ド 、 ジ ェ イ ムズ 
『 和 失わ れ た ムー 大 陸 』( ボ ー ダ ー ラ ンド 文庫 ) (1926) 


チャ ペル 、 フ レッ ド 
『 購 黒神 ダ ゴ ン 』( 創 元 推理 文庫 ) (1968) 





チェ ン バ ー ス 、 ロ バー ト W. 
「 黄 の 印 」( ク 3) (1895) 、「m the Court of the Dragon」 (1895) 、「The Maker ofMoons」 (1895) 、「The Repairer 
of Reputations」 (1895) 、『The Slayer of Souls』 (1920) 








参考 図書 e 33T e 








チュ ー、 ケ ビン ・ ケ ンド リッ ク 
「The Necronomicon FAQ」 (NDG) (評論 ) 


ティ アニ ー、 リ チャ ー ド 

「The Cthulhu Mythos in Mesoamerican Religion」(1983) 、「Curse of the Crocodile」(1987) 、「The Dragons of 
Mons Fractus」 (1984) 、 「The Fire of Mazda」 (1984) 、 「Harag-Kolath」 (1984) 、 『The House of the Toad』 (1993) 、 
「The Pillars of Mclkarth」 (1990 ) 、「Prayer to Zathog」(1981) 、「The Ring of Set」 (1977 ) 、「The Scroll of 
Thoth」 (1977) 、「The Seed of the Star-God」 (1984) 、「The Soul of Kephri」 (1974) 、「The Sword of Spartacus」 
(1978) 、「The Treasure of Horemkhu」 (1987) 、『The Winds of Zarr』 (1971) 、「The Worm of Urakhu」 (1988) 


ー 一 丸 プ ライ ス 、 ロ バー ト M. 
「The Throne of Achamoth」 (1985) 


ディ イヴ ィ イー、 イデ ン 
「Huidloxopetl XI: The Ripening of Huitloxopetl」 (1997) 


ディ ティ リオ 、 ラ リー ウ ィ リ ス 、 リ ン 
“ニャ ル ラ ト テ ッ プ の 仮面 ? (ホビー ジャ パン ) (1984) 、“City beneath the Sands” ("Jeror Ausralis”) (1987) 


デ ウ ォ ルフ ェ 、 マ イケ ル 
“Mister Corhitt" (“Mansions of Madness”) (1990) 


デ ・ カ スト ロ 、 ア ドル フェ 
「 最 後 の 実 験 」 (国書 刊行 会 『 ウ ィ ア ー ド ・ テ ー ル ズ 2』) (1928) 


デ テ キャ ンプ 、L. スプ レイ グ 
『Conan the Indestructible』 (1984) 、「Foreward」(『AI Azifg) (1973) 


デ ト ワ イラ ー、 グ レゴ リー& イ ジン ウィ ル 、L. N. 
“The Songs of Fantari” (“Fatal Experiments”) (1990) 


デ ト ワ イラ ー、 グ レゴ リー 乏 グ ラン シー、 ア ダム ・ ス コッ ト タ イン ズ 、 ジ ョ ン 
“Delta Green: A Call of Cthulhu Sourcebook of Modemm Horror and Conspiracy” (1997) 


デビ ル 、 ウ ォ ル ター C. 
「In Ygiroth」 (1975) 、「Km_yan」 (1971) 、「Where Yidhra Walks」 (1976) 


ー 一 多 バ ー グ ルン ド (エリ ッ ク ・ フ ォ ン ・ ケ ー ネ ン ベル ク お よび ピエ ー ル ・ ド ・ ア メイ 名 義 ) 
「The History of the Great Race」 (1974) 、「Solar Pons and the Cthulhu Mythos」 (1990) 


トー マス 、G. W. ウ ィ リ ス 、 リ ン 
“海底 の 都市 ?( ホ ビー ジャ パン “クト ゥ ルフ ・ ナ ウ ”) (1987) 


ドレ イク 、 デ ビッ ド 
「 春 く 密林 」 ( 真 6-2) (1980) 


332 





ナー ゲル 、 マ イケ ル 
“Ryo Minutes on High” ("Unspeakable Oath 参 11”) (1994) 


バー グル ンド 、E. P. 
「The Feaster from the Stars」 (1977) 、「Huitloxopetl IVI Vision of Madness」 (1974) 、「The Sand Castlc」 (1981) 、 
Sword of the Seven Suns」 (1978) 、「 Wings in the Night」 (1975) 


ー 一 北 バ ー ナ ム 、 ク リス ピン 
「The Thing in the Library」 (1974) 


ー 一 交 ワ ソイ ンバーグ 、 ロ バー ト E. 
「The Dark Stairway」 (1971) 


ハー グレ イブ 、 デ ビッ ド 
“ブラ ッ ク ・ デ ビル 山 ”( ホ ビー ジャ パン “療養 所 の 悪魔 ) (1983)、“Dark Camival" (Curse of the 
Chthonians”) (1984) 


バー ティ ン 、 エ ディ 
「Darkness, My Name ls」 (1976) 


ハー ド 、 デ ビッ ドド バー ツ 、 ウ ィ リ アム 
「The Alchemist s Notebook」 (1979) 


バー トン 、 ウ ィ リ アム 
“ 異 炊 元 の 殺人 者 " (ホビー ジャパン“ クトゥルフ ・ ナ ウ ”) (1987) 、“ ク トゥ ルフ ・ バ イ ・ ガ スラ イト ”( ホ 
ビー ジャ パン ) (1986) 、“The Curse ofChaugnar Faugn” ("Curse of the Chthonians”) (1990) 


バー ナム 、 ク リス ピン 
「Demons in the Flesh」 (NDG) 、「Huidoxoped VI Lieutenant August Investgates」 (1975) 、「Invocadon」 (1974) 、 
「Imvocadon from Beyond」 (1996) 、「The Seven Cines of Gold」 (1994) 、「The Worm」 (1974) 


ハー バー、 キ ー ス 

“ 購 黒 の 城 "(ホビ ー ジ ャ パン “ ユ ゴ ス か ら の 侵略 ") (1984) 、“ ク トゥ ルフ 神話 TRPG キー パー コン パニ 
オン "(エン ター ブレ イン ) (1993) 、“ 殺 人 リス ト ” (ホビ ー ジ ャ パン “アー カム の すべ て 〉) (1990) 、“ セ 
ラ エ ノ の 大 ホー ル ” (ホビ ー ジ ャ パン “ ユ ゴ ス か ら の 侵略 ”) ( 1984) 、“ 時 の 砂 ” (ホビ ー ジ ャ パン “ ユ ゴ 
ス か ら の 侵略 ”) (1984)、“ ネ クロ ノミ コン ” (エン ター ブレ イン “クト ゥ ルフ 神話 TRPG”) (1992)、“ 付 
録 B : 野獣 の 結社 ? (ホビー ジャパン“ ユ ゴス か ら の 侵略 ”) (1984) 、“ 夢 見 る 人 ” (ホビー ジャ パン “ ユ 
ゴス か ら の 侵略 ") (1984)、“ 夜 の し じ ま ”( ホ ビー ジャ パン “アー カム の すべ て ?) (1990) 、 “ 湾 の ほとり : 
第 1 部"?( ホ ビー ジャ パン “ ユ ゴ ス か ら の 侵略 ”) (1984) 、“Keepers Compendium” (1993)、“The Litle 
People” ("Keeper's Kir") (1992 ) 、“Pickman's StudenC” ("HL P Lovecrafes Dreamlands”) (1988)、“Retum to 
Dunwich” (1991) 、 “Spawn of Azathoth” (1986) 、 “Tail of Tathogghua" (1984) 、 “UIthar and Beyond" (“Spawn 
of Azathoth”) (1986) 





ーー 科 ロ ス 、 ケ ビン 
“クト ゥ ルフ 神話 の 魔道 書 " (エン ター ブレ イン “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG”) (1992) 








※ 
芝 


図書 333 e 





ーー ほか 
“H.P ラヴ クラ フト アー カム "(新紀元 社 ) (1990) 


ハー ムズ 、 ダ ニ エ ル 
“Hands of the Living God" ("Unspeakable Oath 13”) (1995) 


2 スー モジ 、 マー ク 
“気違い 男 "?( ホ ビー ジャ パン “療養 所 の 悪魔 ") (1983) 


バー リス ン 、 ド ナル ド 
「Ghost Lake」 (1995) 


パグ ミア 、 ウ ィ ラ ム ・ ホ ッ プ フロ ッ グ プラ イス 、 ロ バー ト M. 
ーー&「The 本 ee-House」 (1995) 


ハ ザ リ ー、 ス ティ ー ブ 
“The Lambton Worm” (“Unspeakable Oath 5”) (1992) 


バス ティ エン ヌ 、 ポ ー ル 
「The King in Yellow」 (1994) (「Crypt of Cthulhu #88」) (記事 ) 


ハッ セ 、 ヘ へ ヘンリ ー 
「 本 を 守護 する 者 」( ク 13) (1937) 、「Horror at Vecra」 (1943) 


ハッ チン ソン 、 マ ー ク 
* 銀 の 黄 比 錬金術 会 " (ホビー ジャパン“ ヨ グ = テ ソ トー ス の 影 /) (1982) 


ハリ ス 、 ス ティ ー ブ ン ・ マ ー ク 
「The History of Nephren-Ka」 (NP) 、「The History of Von Unaussprechlichen Kulten」 (1996) 、「The People of 
the Monolih」 (1997) 、「The Von Junzt Timeline」 (1996) 


ハレ ッ ト 、 デ ビッ ドイ ジン ウィ ル 、L. N. 
“Eyes for the Blind” ("Dark Designs”) (1991) 


ハワード 、 ロ バー ト E. 

「 ア ッシュ ー ル バニ パル の 燃 」( ク 7) (1936) 、「 影 の 王国 」( 国 書 刊行 会 『 ウ ィ ア ー ド ・ テ ー ル ズ 2』) (1929) 、 
「 黒 い 石 」( ク 4) (1931) 、「 黒 い 怪 獣 」 ( 創 元 推理 文庫 『 魔 女 誕 生 』) (1933) 、「 黒 魔 の 泉 」( 創 元 推理 文庫 『 コ 
ナン と 黒い 予言 者 』) (1933) 、「 真 紅 の 城間 」 (ハヤ カワ 文庫 『 大 帝 王 コナ ン 』) (1933) 、「 ス カル ・ フ ェ イ 
ス 」『 ス カル ・ フ ェ イ ス 』 (国書 刊行 会 ) (1929) 、『 征 服 王 コナ ン 』( ハ ヤ カ ワ 文庫 ) (1935-36) 、「 象 の 塔 」 ( 食 
元 推理 文庫 『 黒 い 海岸 の 女王 』) (1933) 、「 大 地 の 妖 明 」 ( 創 元 推理 文庫 『 黒 の 碑 』) (1932) 、「 血 の 爪 」 ( 創 
元 推理 文庫 『 コ ナン と 古代 王国 の 秘宝 』) (1936) 、「 ハ イボ リア 時 代 」( 創 元 推理 文庫 『 黒 い 海岸 の 女王 』) 
(1936) 、「 墓 は いら な い 」( ク 5) (1937) 、「 不死 鳥 の 剣 」 (ハヤ カワ 文庫 『 大 帝王 コナ ン 』) (1932) 、「 屋 根 
の 上 に 」( ク 8) (1932) 、「 閣 の 種族 」( 創 元 推理 文庫 『 黒 の 碑 』) (1932) 、「 導 の 帝 王 」( 幻 想 文学 19 号 ) (1930) 、 
「 夜 の 未 診 」( 青 心 社 『 ウ ィ ア ー ド 3』) (1931) 、「By This Axe I Rule!」 (19672) 、「The Dark Man」 (1931) 、「Exile 
of Adlants」(19677) 、「The Gods of BaLSagoth」 (1931 ) 、「The Haunter of the Ring」 (1934 )、「Men of the 














334 





Shadows」 (1969?) 
ーー「R・E・ ハ ワー ド か ら P・S・ ミ ラー へ の 手紙 」 ( 創 元 推理 文庫 『 黒 い 海岸 の 女王 』) (1936) (資料 ) 


ー 一 系 カー ター、 リ ン 
「 ネ ル ガ ル の 手 」( 創 元 推理 文庫 『 コ ナン と 屋 骸 の 都 』 (1967) 


ー 一 交 ダ ー レ ス 、 オ ー ガ スト 
「 黒 の 詩人 」( 真 9) (1971) 


ー 一 多 デ モニ キャ ンプ 、L. スプ レイ グ 
「 ト ラニ コス の 宝 」 (ハヤ カワ 文庫 『 大 帝王 コナ ン 』) (1965) 


ーー ほか 
『Ghor Kin-Slayer』 (1997) 


ハン ブリ ン 、 ウ ィ リ アム 

“どこ と に で も いる クト ゥ ルフ ” (ホビー ジャ パン “クト ゥ ルフ ・ コ ン パ ニオ ン ツ ) (1985) 、"『 ネ クロ ノミ 
コン 』 の 断章 に つい て の 覚え 書き "(ホビ ー ジ ャ パン “クト ゥ ルフ の 呼び 声 ”) ( 1981) 、“ ネ クロ ノミ コ 
ン に つい て の 追加 メモ "(ホビ ー ジ ャ パン “クト ゥ ルフ ・ コ ン パ ニオ ン ") (1983) [上 記 の 記事 は エン ター 
ブレ イン “クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG” で 読む せこ と が で きる ]、“The Ciey Without a Name” ("Curse of he 
Chthonians”) (1984) 、“Thoth's Dagger" ("Diffrent Worlds 27”) (1984) 





ビア ス 、 ア ンプ ブロ ー ズ 
「 カ ルコ サ の 住人 」( ク 3) (1891) 、「 ハ ルビ ピン ・ フ レー ザー の 死 」 (角川 文庫 『 死 の 診断 』) (1893)、「 羊 飼 
い の ハ イー タ 」( 創 土 社 『 ビ アス 怪異 讃 』) (1893) 





ピー ター セン 、 サ ン デ ィ 
“ルル イエ の 浮上 "(ホビ ー ジ ャ パン “ ヨ グ ニーソ トー ス の 影 ?) (1982)、『 ク トゥ ルフ 神話 図説 (ホビ ー ジ ャ 
パン ) (1988 - 1989) 、“Captve of vo Worlds” (“HL P Lovecrafes Dreamlands”) (1986) 


ー 一 交 モ ン ロ ー、 ジ ョ ン B. 
“The Jen Commandments of Cthulhu Huntng” ("The Cthulhu Casebook”) (1990) 


ー 一 和 べ ティ グリ ュー、 マ ー ク 
“カス トロ ネグロ の 秘密 ”( ホ ビー ジャ パン “クト ッ ゥ ルフ の 呼び 声 ”) (1983) 


ーー 一 多 ウ ィ リ ス 、 リ ン 
「Entering the Dreamlands」 (1986) 、“"Miskatonic University Graduation Kit" (1987) 


ー 一 多 ウ ィ リ ス 、 リ ン ほ か 
“クト ッ ゥ ルフ 神話 TRPG" (エン ター ブレ イン ) (1983) 


ーー ほか 
“Miskatonic Universiry "(1987) 








か 


図書 33? e 





ヒー ルド 、 へ ヘイ ゼル 
「 永 効 よ り 」( ク 7) (1935) 、「 石 像 の 恐怖 」( ク 4) (1932) 、「 魂 を 喰う 螺 」 (国書 刊行 会 『 ウ ィ ア ー ド ・ テ ー 
ルズ 3』) (1933) 、「 博物 館 の 恐怖 」( ク 1) (1933) 














ビシ ョ ッ プ 、 ア ンド レ 
“This Fire Shall Kil" ("The Stars are Right!”) (1992) 


ビシ ョ ッ プ 、 ゼ リア 
「 イ グ の 呪い 」( ク 7) (1929) 、「 墳 氏 の 怪 」( ク 12) (1940) 


ヒッ クス 、 ハ ドリ アン 巡 ヤ ン ツ ァ ン 、 タ ニ 
「A New Beginning」 (NDG) 


ヒ ョ ル ト 、 ジ ェ ー ム ズ W. 
「Andalous and the Chimera」 (1980) 


ファ ー マ ー、 フ ィ リ ッ プ ・ ホ セ 
「The Freshman」 (1979) 


ファ ン テ ィ ナ 、 マ イケ ル 
「Headsman」 (1979) 、「Lord of Night」 (1974) 、「Nithon」 (1974) 、「The Peak」 (1974) 


プラ イス 、E. ホフ マン 
「 幻 影 の 王 」 ( 定 6) (1932) 


プラ イス 、 サ イモ ン 選 ルイ ス 、 マ イク 
“The Vanishing Conjuror” (1986) 


プラ イス 、 ロ バー ト M. 

「The Beard of Byats」(1995 ) 、「Behold, I Stand at the Door and Knock」 (1994 ) 、「Beneath the や mbstone」 
(1984) 、 「Dope War of the Black Tong」 (1996) 、 「Exham Priory」 (1990) 、「The Round Tower」 (1990) 、 「Saucers 
from Yaddith」(1984) 、「Soul of the DeviLBought」 (1996) 、「The Strange Fate of Alonzo per」 (1991) 、「The 
Transition of Zadok Allen」 (NDG) 、「 Wilbur Whateley Waidng」 (1987) 


ーー 「A Cridcal Commentary upon the Necronomicon」( 1988) 、「Lovecrafrs Arefcial Mythology」 (1991) ( 神 
話 評論 ) 


ブラ ヴァ ツキ ー、 ヘ レナ 
『The Secret Doctrine, third edidon』 (1893) 、『The Theosophical Glossary』 ( 1974) (オカ ルト 関連 書 ) [『 シ ー 
クレ ッ ト ・ ド クト リン を 読む 』( 出 帆 新 社 )、『 神 智学 の 鍵 』 (竜王 文庫 ) ] 





ブラック ウッ ド 、 ア ル ジ ャ ー ノ ン 
「 ウ ェ ン ディ ゴ 」 ( 創 元 推理 文庫 『 プ ラッ クウ ッ ド 傑作 選 』) (1910) 


336 





プラ トン 
『 ク リティ アス 』、『 テ ィ マ イオ ス 』( 哲 学 ) 


フラ ンズ バー グ 、 ジ ル E. 
「Strange Aeons」 (1996) 


ブリーチ 、 ア ー サ ー W. 
「The Return of the White Ship」 (1994) 


ブリ ッシュ 、 ジ ェ イ ムズ 
「More Light」 (1970) 


フル ツ 、 ジ ョ ン R. 尼 バ ー ン ズ 、 ジ ョ ナ サ ン 
「Wizards of Hyperborea」 (1997) 


プレ ナン 、 ジ ョ ゼ フ ・ ペ イン 
「 第 七 の 呪文 」( 真 3) (1973) 、「The Feaster fom Afar」(1976) 、「The Keeper of the Dust」 (1962) 、「The 
Willow Platform」 (1973) 


フレ ン シ ュ コー スキ ー、 マ ルコ 
「Hali」 (1996) 、「The Secret of Leng」 (1994) (評論 ) 


ブロ ッ ク 、 ロ バー ト 

『 ア ー カ ム 計 画 』 ( 創 元 推理 文庫 ) (1979) 、「 暗 黒 の ファ ラオ の 神殿 」( ク 3) (1937) 、 「 奇形 」( ク 4) (1936) 、 
「 黒 い 蓮 」 (ハヤ カワ 文庫 『 切 り 裂 き ジ ャ ッ ク は あな た の 友 』) (1935) 、「 喰 笑 す る 食 局 鬼 」( ク 13) (1936) 、 
「 自 減 の 魔術 」( ソ ノラ マ 文 庫 『 暗 黒 界 の 悪霊 』) (1935) 、「 セ ベク の 秘密 」( ク 9) (1937) 、「 舌 搭 の 影 」( ク 
?) (1950) 、「 ブ バス ティ ス の 子 ら 」( ク 13) (1937) 、「 星 か ら 訪れ た も の 」( ク 7) (1935) 、「 無 人 の 家 で 発 
見 され た 手記 」( ク 1) (1951) 、「 無 貌 の 神 」( ク 5) (1936) 、「 闇 の 魔神 」( ク 5) 








ヘイ 、 ジ ョ ー ジ ( 編 ) 
『 魔 道 書 ネクロ ノミ コン 』 (学研) (1978) 


ベー レン ト 、 フ レッ ド 
“Sacraments of Evil” (“Sacraments of Evil”) (1993) 


ペル トン 、 フ レッ ド L. 
『A Guide to the Cthulhu Cult』 (1996) 、『The Sussex Manuscript』 (1989) 


ヘン スラ ー、 デ ビッ ド 
「The Higher Mythos」 (1997) 


ヘン ダー ソン 、C. J. 
「Free the Old Ones」 (1995) 、「Idiot Savant」 (1994) 








参考 図書 e 327 


ボボ オ 、 エ ドガ ー・ ア ラン 
「 ウ ラル ー ム 」( 創 元 推理 文庫 『 ポ オ 詩 と 詩 論 』) (1847) 、「 ナ ンタ ケッ ト 島 出身 の アー サー・ ゴ ー ド ン ・ 
ピ ム の 物語 」 ( 創 元 推理 文庫 『 ポ オ 全 集 2』) (1838) 





ホー ナー、 ジ ェ ラ ルド ・ ダ ニ エ ル 
「The Ysllow Play」 (1996) 


ホ ジ ス ン 、 ウ ィ リ アム 日 . 
「 月 桂樹 に 囲ま れ た 館 」( 角 川 ホ ラー 文庫 『 了 幽霊 圭 人 カー ナッ キ j』) (1910) 、「 非 響 の 部 屋 」( 角 川 ホ ラー 
文庫 『 了 幽霊 幸人 カー ナッ キ 』) (1910)、「 魔 物 の 門 口 」( 角 川 ホラ ー 文 庫 『 了 幽霊 土 人 カー ナッ キ 』) (1910) 





ボッ ク 、 ガ イ 
「Thalarion: City of a Thousand Wonders」 (1991) 


ボネ ウィ ツ 、 イ サー ク 
『Real Magic』 (1993) (魔術 関連 書 ) 


マー シュ 、 フ ィ リ ッ プ O. 
「Heterodox Churches in Innsmouth」 (NDG) 、『The Worm Shall Ys Fight! 』 (1994) 


ーー ほか 
「A Private Inquiry into the Possible Whereabouts of Clara Boyd」 (NDO) 


マー レイ 、 ウ ィ ル 
「Black Fire」 (1996) 、「To Clear the Earth」 (1994) 


マイ ヤー ス 、 ゲ イリ ー 

「 妖 明 の 館 」( 真 3)) (1970) 、「The Four Sealed Jars」(1975) 、「The Keeper of the Flame」 (1996) 、「The Last 
Night of Earth」(1995 ) 、「The Maker of Gods」(1975 ) 、「Passing of a Dreamer」(1971)、「The Retum of 
Zhosph」 (1975) 、「The Snout in the Alcove」 (1977) 、「The Three Enchanments」 (1975) 、「Xiurhn」 (1975) 、 
「Yokh the Necromancer」 (1971) 


ー 一 区 ライ ドロ ー、 マ ー ク 
「The Summons of Nuguth-Yug」 (1981) 


マス ター トン 、 グ レア ム 
『Prey』 (1992) 、『The Return of the Manitou』 (1979) 


マッ ケイ 、 ア レン 
「The Plague Jar」 (1994) 、「Scales of Justice」 (1994) 


マッ ケン 、 ア ー サ ー 
「 黒 い 石 印 」 ( 創 元 推理 文庫 『 怪 奇 ク ラブ 』) (1895) 、「 白魔 」 (沖積 舎 『 ア ー サ ー・ マ ッ ケ ン 作 品 集成 1』) 
(1904) 


338 
マッ コー ル 、 ラ ン デ ィ 
“オー クシ ョ ン ”( ホ ビー ジャ パン "療養 所 の 悪魔 ") (1983) 、“ 療 養 所 に て "(ホビ ー ジ ャ パン "療養 所 の 悪魔 ”) (1983) 


マッ コネ ル 、 ポ ボー ル 
“Ghostnet" (“Minions”) (1997) 


ー 一 北 サ ッ ト ン 、 ニ ー ル 
“The Thing at the Threshold” (1992) 


マヌ イ 、 バ ー バ ラ ア ダム ス 、 ク リス (イジ ン ウ ィ ル 、L. N.) 
“No Pain, No Gain” (“At Your Door ”) (1990) 


ミラ ー、 カ ー ト 
“The Lurker in the Crypt" (“Fatal Experiments”) (1990) 


ミラ ン 、 ヴ ィ ク ター 
「Mr Skin」 (1994) 


メー ラー、 ジ ェ フ 
“What Goes Around, Comes Around" (“Unspeakable Oath 孝 8 の ") (1993) 


モリ ソン 、 マ ー ク (イジ ン ウ ィ ル 、L. N.) 
“野生 の 丘 ?( ホ ビー ジャ パン “アー カム の すべ て ?) (1990) 


ユズ ナ 、 プ ライ アン (監督 ) 
『 ネ クロ ノミ カン 』(1993) (映画 ) 


ヨン シン 、S, 下 
「The Recurring Doom」 (1980) 


ラー マン 、 ア ー サ ー 色 ラー マン 、 フ ィ リ ッ プ 
「The Minneiska Incident」 (1978) 


ラー マン , グレ ンジ 
“ウェ ン デ ィ ゴ へ の 挑戦 /( ホ ビー ジャ パン ) (1985) 、「Heir of Darkness」 (1989) 


ライ アン ズ 、 ダ グ 
“The Pits of BendaLDolum” (“Jerror from the Stars”) (1986) 


ーー イジ ン ウ ィ ル 、L. N. 
“One in Darkness" ("The Great Old Ones”) (1989) 


ライ バー、 フ リッ ツ 
「 ア ー カ ム そ し て 星 の 世 界 へ 」( ク 4) (1966) 、「The rror from the Depths」 (1976) 








参考 図書 e 339 e 


ライ ミ 、 サ ム (監督 ) 
『 死 寺 の はらわた II』 (1987) (映画 ) 


ライ メル 、 デ ュ ア ン W. 
「Dreams of Yith」 (1934) 、「Music of the Stars」 (1943) 


ラヴ 、 ぺ ネロ ー プ 
「Unseen」 (1995) 


ーー レッ ツ 、 リチャード 
“Tatterdemalion” (“Fatal Experiments”) (1990) 


ラヴ ェ イ 、 ア ント ン 
『The Satanic Rituals』 (1972) (魔術 関連 書 ) 


ラヴ クラ フト 、 ハ ワー ド P. 

「 異 形 の 使者 」( 定 7-2) (1938) 、「 征 の 民 」 (書簡 ) ( 定 4) (1927)、「 古 え の 道 」 ( 定 7-2) (1930) 、「 イ ンス マ 
ス を 暫 う 影 」( ク 8) (1936) 、「 ウ ルター ル の 獲 」( 全 6) (1920) 、「 エ ー リ ッ ヒ ・ ツ ァ ン の 音楽 」( 全 2) (1922) 、 
「 恐 ろ し い 老人 」( 全 7) (1921) 、「 壁 の 中 の 催 」( 全 1) (1924) 、「 狂 気 の 山脈 に て 」( 全 4 (1936) 、「 霧 の 
高み の 不思議 な 家 」( 全 7) (1931) 、「 銀 の 鍵 」( 全 6) (1929) 、「 ク トゥ ルフ の 呼び 声 」( 全 2) (1928) 、「 故 アー 
サー・ ジ ャ ー ミ ン と その 家系 に 関す る 事実 」( 全 4) (1921) 、「 古 燈台 」 ( 定 7-2) (1930) 、「 サ ルナ ス の 滅亡 」 
( 全 7) (1920)、「 時 間 か ら の 影 」( 全 3) (1936) 、「 死 体 蘇 生 者 ハー バー ト ・ ウ ェ ス ト 」( 全 5) (1922)、「 白 
い 帆 船 」( 全 6) (1919) 、「 神 殿 」( 全 5) (1925) 、「 星 風 」 ( 定 7.2) (1930) 、「 セ レフ ァ イ ス 」( 全 6) (1934) 、「 前 
哨 地 」( 定 7.2) (1934)、「 ダ ゴン 」( 全 1) (1919) 、「 ダ ニッ チ の 怪 」( 全 5) (1929)、「 チ ャ ー ル ズ ・ デ クス ター・ 
ウォ ー ド 事件 」( ク 10) (1941) 、「 戸 口 に あら われ た も の 」( 全 3) (1937)、「 ナ イア ル ラ ト テ ッ プ 」( 全 5) 
(1920)、『『 ネ クロ ノミ コン 』 の 歴史 」( 全 5) (1936) 、「 眠 り の 壁 の 彼方 」( 全 4) (1919) 、「 眠 り の 神 」( 全 7) 
(1923) 、「 善 神 」 ( 全 6) (1933) 、「 ピ ッ ク マ ン の モデ ル 」( 全 4) (1927) 、「 北極星 」( 全 7) (1920) 、 「 魔 宴 」( 全 
5) (1925)、「 魔 大 」( 全 5) (1923) 、「 魔 女 の 家 の 夢 」( 全 5) (1933) 、「 魔 鳥 」 ( 定 7-2) (1930) 、「 見 覚え 」 ( 定 
7.2) ( 1930) 、「 未 知 な る カ ダ ス を 夢 に 求め て 」( 全 6) (1948)、「 無 名 都市 」( 全 3) (1921) 、「 名 状 し が た 
いも の 」( 全 6) (1925) 、「 痢 に 嘱 く も の 」( ク 9) (1931) 、「 聞 を さま よう も の 」( 全 3)、「 夢 見 る 者 に 」 ( 定 
7.2) (1921) 、「 ラ ンド ルフ ・ カ ー タ ー の 陳述 」( 全 6) (1919) 、「 離 魂 」 ( 定 7.2) (1931) 














ーー 『Dreams and Fancies』 (1962) 、 『Letters to Henry Kuttner』 (1990) 、 『Selected Letters II』 (1968) 、 『Selected 
Letters III』 (1971) 、『Selected Letters IV』 (1976) 、『Selected Letters V』 (1976) 、『Uncollected Letters』 (1988) 
(資料 ) 


ーー (ハリ イ ・ フ ディ ー ニ 名 諸 ) 
「 フ ァ ラ オ と と も に 幽閉 され て 」( 全 7) (1924) 


ーー 一 ww グ リー ン 、 ソ ニア 
「The Horror at Martdin's Beach」 (1923) 


ー 一 多 ダ ー レ ス 、 オ ー ガ スト 
「 ア ル ハ ザー ド の ラン プ 」( ク 10) (1957) 、「 暗 黒 の 儀式 」( ク 6) (1945) 、「 生 き な が ら え る も の 」( ク 6) 
(1954) 、「 異 次 元 の 影 」( ク 4) (1957) 、「 恐 怖 の 巣食う 橋 」( ク 6) (1967) 、「 閉 ざさ れ た 部 屋 」 ( ク 7) (1959) 、 


34O 





「 破 風 の 窓 」( ク 1) (1957) 、「 フ ァ ル コン 岬 の 漁師 」( ク 10) (1959) 


ー 一 称 プ ライ ス 、E. ホフ マン 
「 銀 の 鍵 の 門 を 越え て 」( 全 6) (1934) 





交 メ リッ ト 、 ム ー ア 、 ハ ワー ド 、 ロ ング 
「 彼 方 より の 挑戦 」 ( 真 2) (1935) 


ーー 系 ライ メル 、 デ ュ ア ン W 
「 丘 の 上 の 樹木 」 ( 定 10) (1940) 


ーー ラム リー、 ウ ィ リ アム 
「 ア ロン ソ ・ タ イ パ ー の 日 記 」( ク 1) (1938) 


ラッ セル 、 バ ー ト ラム 
「The Spawn of Bmoth」 (1929) 


ラム レイ 、 プ ライ アン 

「 海 賊 の 石 」 ( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 科 』) (1977)、「 狂 気 の 地底 回 廊 」 (国書 刊行 会 『 黒 
の 召喚 者 』) (1971) 、「 黒 の 召喚 者 」 ( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 科 』) (1971) 、「 縛 り 首 の 木 」 
( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 簿 』) (1970) 、「 深 海 の 思 」 (国書 刊行 会 『 黒 の 召喚 者 』 & 真 4) 
(1968)、「 続 ・ 黒 の 召喚 者 」( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 短 』) (1987) 、「 ダ イラ スニ リー ン 
の 災厄 」 (国書 刊行 会 『 黒 の 召喚 者 ) (1971) 、「 ダ ゴン の 鐘 」 (学研 M 文庫 『 イ ンス マス 年 代 記 』) (1988) 、 
「 誕 生 」 ( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 簿 』) (1987)、『 地 を 容 つ 魔 』( 創 元 推理 文庫 ) (1974)、「 ド ・ 
マリ ニー の 掛け 時 計 」( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 簿 』) ( 1971) 、「 ニ トク リス の 鏡 」 (国書 
刊行 会 『 黒 の 召喚 者 』) (1971) 、「 俗 まれ た 眼 」( 真 9) (1971) 、「 魔 物 の 証明 」 ( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ 
クロ ウ の 事件 簿 』) (1970) 、「 木 乃 侵 の 手 」( 真 6.1) (1980) 、「 名 数 秘法 」 ( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク 
ロウ の 事件 簿 』) (1987)、「 妖 盟 の 王 」( 創 元 推理 文庫 『 タ イタ ス ・ ク ロウ の 事件 簿 』) (1987) 、「A-Mazed 
in Oriab」 (1991) 、「Aunt Hester」 (1977) 、 『Beneath he Moors』 (1974) 、 「Born of the Winds」 (1977) 、「Cement 
Surroundings」 (1969) 、『The Clock of Dreams』 (1978) 、「Crypdcally Yours」 (1979) 、『Elysia』 ( 1989) 、「The 
Fairground Horror」 (1976) 、『Hero of Dreams』 (1986) 、『Deadspeak』 (1990) 、「The Horror at Oakdeene」 (1977) 、 
「The House ofCthulhu」 (1973) 、「The House of the 民 mple」 (1981) 、「Iced on Aran」 (1989) 、『In the Moons 
of Borea』 ( 1979 ) 、「Introducton」 (the House of Cthulhu) (1984 ) 、「tsles of the SuhmYi」 (1984)、『Khai of 
Ancient Khem』 (1980) 、「The Kiss of Bugg-6Shash」 (1978) 、「The Kiss of he Lamia」 ( 1985) 、『Mad Moon of 
Dreams』 (1987) 、「Mylakhrion the Immortal」 (1977) 、「The Retur of the Deep Ones」 (1984) 、「The Runnmg 
Man」(1987) 、『Ship of Dreams』(1986) 、「The Sorcerers Book」(1984) 、「The Sorcerer's Dream」(1979) 、 『Sorcery 
in Shad』 (1991) 、「SpaghetG」 (1985) 、『Spawn of the Winds』 (1978) 、「The Statement of One John Gibson」 
(1984) 、「Tites Crow vs. Dracula」 0) (NP) 、『The Transition of Titus Crow』 (1975) 、「Told in the Desert」 (1984) 、 
「Treasure of the Scarlet Scorpion」 (1982) 、「What Dark God7」 (1975) 























ーー ほか 
「Othuum」 (1974) 


ラン グフ ォ ー ド 、 デ ビッ ド 
「 デ ィ ー プ ネッ ト 」 (学研 M 文庫 『 イ ンス マス 年 代 記 』) (1994) 








参考 図書 * 3 e 


ラン ドウ ェ ア 、 リ チャ ー ド 
「Casket of the Sea Queen」 (1974) 


リ ゴ ッ ティ 、 ト ー マ ス 
「The Blasphemous Enlightenment of Prof Francis Wayland Thurston of Boston, Providence, and the Human 
Race」 (1989) 


ルイ ス 、C. レイ モン ド 
“From the Joumals Alexander Hale, Ph. D:: The Tablets of Destiny” ("Unspeakable Oath あす") (1994) 


ルポ フ 、 リ チャ ー ド A. 
「The Discovery of the Ohooric Zone 一 March 15, 2337」 (1977) 、「Documents in the Case of Elizabeth Akeley」 
(1982) 


レデ ー ド 、 ジャ ッ ク 
「Professor Peabody' s Last Lecture」 (1972) (テレ ビ 作 品 


ロウ 、 コ リン 
「The Necronomicon FAQ」 (イン ター ネッ ト ) (NDG) 


ロウ ン デ ズ 、 ロ バー ト A. 
「 深 淵 の 恐怖 」( ク 11) (1941) 、「 深淵 の 恐怖 」( ク 11) (改定 版 ) (1965) 


ロー ニア ※%、- 旧 チャ ー ド 
“Season of the Witch” (“H.P Lovecrafts Dreamlands”) (1988) 


ーー 一 交 ウ ィ リ ス 、 リ ン お よび クラ ンク 、 チ ャ ー リ ー 
“Arkham Horror" (ボー ド ゲ ー ム ) 


ロー ラン ド 、 マ ー カ ス L 
“Trail of the Loathsome Slime” (1985) 


ロー リン グ 、 ス ティ ー プ ブン 
“Olozel est Authentique” (“Glozel est Authentique”) (1984) 


ロス 、 ケ ビン 

“Dark Harvest' (“Unspeakable Oath #59") (1993) 、“Fischbuchs” (“Unspeakable Oath 2”) (1991) 、“The 
Pale God” ("The Great Old Ones”) (1989 ) 、“Plant y Daear” (“Sacraments of Evil”) (1993 ) 、“Signs Writ in 
Scarlet" (“Sacraments of Evil") (1993) 、“Tcll Me, Have You Seen the Yellow Sign7 ” (“The Great Old Ones”) 
(1989) 


ーー 系 ウッ ズ 、 ト ッ ド 
“Freak Show” (Tales of the Miskatonic Valley) (1991) 


342 





ーー ほか 
“Escape from Innsmouth” (1992 ) 、“A Guide to Kingsport and Environs” ("Kingsporc he City in the Mists”) 
(1991) 、“Kingsport City in the Mists” (1991) 


ロッ トス テイ ン 、 マ イケ ル 
「The Summoning」 (1997) 


ロン グ 、 フ ラン ク B. 
「 対 怖 の 山 」( ク 11) (1931) 、「 喰 ら う も の ども 」( ク 9) (1928) 、「 テ ィ ン ダ ロス の 猟犬 」( ク 5) (1931) 、 
『HLPLovecraf: Dreamer on the Nightside』 (1975) 、「When Chaugnar Wakes」 (1932) 


ワー シー、 ピ ー タ ー A. 
「The Looking-Glass」 (1997) 


ワー ナー、 6G: 馬 
“The Old Dark House” (1992) 


ワー ネス 、 マ ー チ ン 尿 ラヴ クラ フト 、H. P. 
「 ア ル ソ フ ォ カ ス の 書 」( 真 6.2) (1980) 


ワイ ンバーグ 、 ロ バー ト 
『The Devils Aucton』 (1988) 、「The Flying Horned One」 (1969) 


ワイ ン ボ ウム 、 ス タン リ イ G. 
『The New Adam』 (1939) 


ワグナー、 カ ー ル ・ エ ド ワ ー ド 
『Legion from the Shadows』 (1976) 、「Stcks」 (1974) 


ワッ ツ 、 リ チャ ー ド 
“Love's Lonely Children” (“The Stars Are Right!”) (1992) 


ワン ドレ イ 、 ド ナル ド 
「The Fire Vampires」 (1933) 
作者 不詳 

「Return of the Elder Gods」 (1978) (魔術 関連 記事 

















マン 








e 343 e 





いま か ら 20 年 前 、 わ た し は SF/ ノ ファ ンタ ジー、 ゲ ー ム 、 コ ミッ ク な ど を 楽し む 普 通 の 
大 学生 だ っ た 。 そ ん な わた し が 、 は ほ ば 同時 に ラヴ クラ フト 、 ピ ビーター セン 、 高 橋 葉 介 と 
いう 3 人 の 体 を 通じ て ルル イエ か ら の 精神 波 を 受け 取っ た の は 、 い ま か ら 思え を ば 腹 長 
が 正しかっ た の だ と (か 思 を な い 。 その 後 、 さ ま ざ ま な クト ッ ゥ ルフ 笠 話 関連 の 書籍 と ゲー 
ム の 制作 に 関係 すみ こと が で また の は 、 幸 達 と 周囲 の 好意 に よる も の で ある 。 

本 書 の 翻訳 に あたっ て は 、 す で に 翻訳 され た 作品 に は 本 い 翻 訳 を 除い て ほとんど すべ 
て に 目 を 通し た 。 さ ら に ラヴ クラ フト や スミ ス を 中 心 に 原 丈 に も あたる 必要 も あっ た 。 

項目 名 を は め と する K 語 に 関し いて は 、 婚 訳 の に 重心 を 置き 、 ハ ー ム ズ が 示し た 系 
埋 に 関し て は 参考 に と ど め た 。 何 より 、 用 語 が 従来 と 大 きく 異な る と 読者 が 調べ に くい し 、 
ハー ムズ が 示す 発音 を カタ カナ で 表す こと に 困 華 を 覚 を た か ら だ 。 また 、 認 語 の 選択 に 
は わた し の 薄 も 反映 され て いる こと を ご 窒 未 願 いた い 。 こ の 藻 の な か に は サン ディ ・ ピ ー 
ター セン と の 交友 の 思い 出 も 入っ て いる 。 サ ン デ ィ レ と 直接 会 っ た の は 一 度 だ け だ が 、 非 
常に て いね い に 笠 話 的 和 存在 の 発音 を 教 を て くれ 、 テ ー プ な ども 送っ て くれ た 。 


最後 に 、 原 丈 で は 示さ れ て いな い が 、 本 丈 の 中 で ハー ムズ が 人 名 に 関し て 「 謎 か け 」 を 
し て いる 項目 の 解答 を 示し て お く 。 


イジ ン ウ ィ ル 准 教 授 プーリ サン ャ ウイ リス 

ダン シー ズ サン デイ バビ ピー ニャ ン 
ハー バー ト ・ ハ イク 教授 一 キー ス ・ ハ ー バ ー 

フォ ー ル ワー ス 執 授 = ラウ ラグ 


ビー ター セン 、 ハ ー バ ー、 そ し て ウィ リス は “クト ッ ゥ ルフ 重 諾 TRPG" と その 続 鍋 で お 
な [ み の 執 筆者 で 、 ハ ー ム ズ と も 説 が ある よう だ 。 
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